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還 表 紙 写真 
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日 画 京 表紙 写真 4 
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EDR 5 。 ノ の Clm 

* 図 = 鉄道 暗い き な いも は と し 
= 旅客 営業 


ヽ 【 | 三 恭 気 


三 内 燃 
固 園 園 園 = 部 間 | 435mm・1372m 
加 馬 : R 回 = 路 護 回 こま 軌条 < や 


@ 平 成 2・1 1 ・21 年 度 鉄道 線 
桂 回 答 等 に より 年 度 と 数 仁 を こり 人 拓 (gu 
(会 社 概要 ) 5 
* 団 一 所 在 地 、 較 = 資本 金 、 半 = ュ 
出資 比率 (株 主 は 原則 と し て 6 < 
資 比率 396 未 満 を 除く )。 i 

< 平成 23 年 度 鉄道 要覧 より 作製 

(路線 概要 ) 

* 営 区 間 ・ 営業 下 交 、 吉 間 ・ 痕 配置 、 重力 
方 式 、「 一 最 意 色 配 、H= 最 小曲 線 至 、n = 
数 と 証 長 、 7 = 橋 当 数 と 延長 、 最 大 = 通常 最大 箇 
績 数 、 営 業 最 高速 度 の 順に 記載 。 

* 通 常 最大 連結 績 数 は 定期 営業 列車 を 原則 と し 、 自 ※ 
列車 ・ 臨 時 列車 は 原則 と し て 除く 。 

会社 加 答 を 原則 と し て 、 一 部 は 平成 3 生 記 
覧 、 平 成 21 年 度 版 鉄道 弥 計 年 報 を 参照 し た 。 

(地図 ) 

e 原 則 と し て 北 が 上 。 概 ね の 線形 を 示し 、 縮 尽 は 正確 
で は な い 。 記 載 の 縮尺 は 、 距 離 感 覚 の 目安 を 示す 。 


日 本 初 の ゴム タイ ヤ 式 地下 鉄 


1972( 昭 和 47) 年 2 月 に 第 11 回 冬期 オリ ン ピ ッ ク 
が 札幌 で 開催 され る に あたり 、1971 年 12 月 16 日 に 
南北 線 北 24 条 一 真駒内 間 12.1km が 開業 し た 。 

は 箇 電 車 と バス が 衝 
心 で 、 積 雪 期 は 交通 渋滞 に 悩ま され て いた 。 オリ 
ン ピ ッ ク を 機 に 建設 が 決ま っ た 地下 鉄 は 、 路 面 電 
車 の 電 停 な み の 駅 間隔 を 模索 し た 時 期 も あり 、 高 
加減 速 に 効果 的 な ゴム タイ ヤ や 導入 を 決意 する 。 当 
時 の 地方 鉄道 法 に は ゴム タイ ヤ 式 に 関す る 規定 が 
な く 、 関係 省 令 を 一 部 改正 し て 「 案 内 軌条 式 鉄 道 
を 設け て 認可 が な され た 。 磁気 乗車 券 自動 改札 機 
を 本 格 採用 し た の も 日 本 初 で あっ た 。 

1976( 昭 和 51) 年 6 月 開業 の 東西 線 は 案内 軌条 の 


形状 が T 字 型 か ら 1 宇 型 に 変更 と な り 、 集 電 方 式 
は 第 三 軌 条 式 か ら 架 空 電車 線 方 式 に 、 ゴ ムタ イヤ 
は ダブ ル タ イ ヤ か ら シ ング ル タ イ ヤ に 、 走 行路 面 


の 材質 も 樹脂 製 か ら 鉄 板 と な っ た 。1999( 平 成 11) 
年 2 月 に 東西 線 宮の沢 一 琴似 間 が 延伸 され て 48.0km 
が 全 通 し た 。 

平成 16 年 度 に 71.1 億 円 の 単 年 度 赤字 を 計上 し た 
こと か ら 経 営 改 革 に 人 迫 ら れ 、 駅 務 業 務 の 外注 化 な 
ど を 実施 し 、 平 成 18 年 度 に 経常 黒字 化 を 達成 し た 。 


主要 沿革 年 表 

1971 (昭和 46) 年 12 月 16 日 | 南北 線 北 24 条 一 真駒内 間 開業 
1976( 昭 和 51) 年 6 月 10 日 | 東西 線 琴 似 一 白石 間 開 業 
1978( 昭 和 53) 年 3 月 16 日 | 南北 線 麻生 一 北 24 条 間 開 業 
1982( 昭 和 57) 年 3 月 21 日 | 東西 線 白 石 一 新 さ きっ ぽ ろ 間 開業 


1988( 昭 和 63) 年 12 月 2 日 | 東豊 線 栄町 一 豊水 すす き の 間 開 業 
1994( 平 成 6) 年 10 月 14 日 | 東豊 線 豊水 すす き の 一 福住 間 開 業 
1999( 平 成 11) 年 2 月 25 日 | 東西 線 宮の沢 一 琴似 間 開 業 


Hl MM 


南北 線 の 平岸 の 先 か ら 真 駒 内 まで は 高 染 橋 を シェ ルター が 禄 う 。 
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項 目 
輸送 人 員 
輸送 密度 
輸送 出 数 
営業 収入 
営業 費 
営業 損益 
車輌 数 


従 開 員 数 | 
* 従 薬 員数 は 軌道 線 (路面 電車 ) を 含む 


| 単 位 |19: 
人 275 


人 7/ km 日 

千 屯 
百 万 円 | 
百 亡 円 | 
再 万 円 | 
il 
| 


12.2.19 平岸 一 南平 岸 間 


30 年 度 | 


31.251 | 
40.810 


49.559 | 


1.826| 


579 
88.069 


1999 年 | 
256.026 


| 
69.45 3| 
| 


38 534| 
43,677| 
A5 143| 
404 
1.200| 


2009 年 度 
248,202 
70,003 


37,404 
31,627 | 
5,777| 

380 


640 


ム ム 最後 の 延伸 区 間 で ある 宮の沢 
駅 ホー ム 。8000 形 2 編成 が 停車 中 。 
東西 線 は 2009 年 3 月 に 全 駅 可 竿 式 

ー ム 棚 が 導入 され た 。 「'12239 


A 四 水 さっ ぼろ に 促 車 中 の 7 
形 初期 車 。 


事業 所 概要 
所 | 札幌 市 厚別 区 大 谷地 東 2 丁目 
4 番 1 号 


路線 概要 


ぐ 南 北 線 > 
麻生 一 真駒内 間 14.3km 複 線 、 
第 三 軌条 式 750V、 自動 閉 究 式 、 


時 | 1 箇所 10,619m、 


746 箇 所 4.671m、 最 大 6 績 、70km か 
く 東 西 線 > 

宮の沢 一 新 さっ ぽ る 間 20.1km 視 線 
架空 単線 式 1500V、 自動 閉塞 式 、 
1 箇所 20.800m、 

無 、 最 大 7 輔 、70km/h 

< 東豊 線 > 

栄町 一 福住 間 13. 6km 複 線 、 

架空 単線 式 1500V、 自動 閉塞 式 、 
上 1 箇所 14,530m、 


中 無 、 最 大 4 輔 、70kmh 


ほろ し こう っ ぅ 
(2 の ん で てんし) 


項 目 | 単 位 |1990 年 度 8 
| っ 度 |1999 征 度 ]2009 年 上 
cD09 年 度 


最 北 の 路面 電 車 E 
= s 輸送 人 貞 | 千 人 9.306| 8.49 

ma ー 岳 い 西 4 丁 目 か ら 住 宅地 の 山 鼻 地 Mite | mE | 74e| seoz| sozg 

地下 鉄 大 通 に 鼻 地 [We 色 | SS92| ss7e 

区 を 巡り 、 ふた た び 繁 華 街 の すす き の に 戻る 、 環 A 再 万 円 1276| 1259| ss 

A グ 6 賞 業 費 | 百 万 OO OGY 

状 に 近 形態 の 8.4km の 運行 を 行なっ て いる 。 営業 損 浴 と イシ に og | 1.246 

> 本 官 " 旧 = 8 557| 

は 、1909( 明 治 42) 年 に 軌間 762 車輌 数 | 縛 -| sal 267 

従業 員数 | 人 リー 


札幌 市 電 の 前 身 
mm で 開業 ピラ た 札幌 石材 馬車 鉄道 で 、 1916( 大 正 6) rr TA 


年 に 札幌 電気 軌道 と 改称 し た 。191 8( 大 正 7) 年 8 月 
8 日 に 開催 さ れ た 開 道 50 周 年 記念 北海 道 大 博覧 会 
に 合わ せ て 、 同月 12 日 か ら 軌 間 1067mm の 電車 運行 
を 開始 し た 。 1927( 昭 和 2) 年 に 市 営 化 され 、 そ の 
後 も 札幌 市 の 発展 に と も な い 成 長 を 続け た 。 最盛 
期 に は 25Km の 路線 網 を も ち 市 内 交通 の 主役 で あっ 
た が 、 1972( 昭 和 47) 年 の 札幌 オリ ン ピ ッ ク を 前 に 
開業 し た 地下 鉄 南北 線 の 開業 な ど に より 市 電路 線 
は 廃止 が 相次い だ 。 現存 する 路線 が 、3 線 に 分 か れ 
て いる の は 歴史 的 経緯 に よる 。 

電車 は 10 形 式 30 輌 か ら な り 、 角張っ た 車体 の 車 
体 新造 車 が 主力 で ある が 、 丸 つこ い ス タイ ル の 在 
来 型 ボギー 車 も 健在 で ある 。 札幌 市 電 で 忘れ て は 
な ら な い の が "ササ ラ 電 車 ' こ と ブル ー ム 式 除雪 車 で 、 
寺 1 一 3 は トラ 縛 模様 、1998 (平成 10) 年 に 新 製 され 
た 2 代目 雪 10 形 11 は オレ ンジ イエ ロー に 白 帯 。 

平成 26 年 度 に 西 4 丁目 一 すす き の 間 を 延伸 し て 
ルー プ 化 を 行う 予定 で 、3 連 接 超 低 床 車 の 導入 が 平 


成 24 年 度 か ら 始ま る 。 
主要 沿革 年 表 
1909( 明 治 
(明治 42) 年 2 月 二 | 札幌 材 馬 還 開業 (762mmr 馬 ) 


1918( 

5 札幌 電気 軌道 電車 運行 開始 (1067mm・600V) 
(1 1 日 | 札幌 電気 軌道 の 電車 事業 を 買収 し 札幌 市 電 と な る 
記 7 日 | 北 27 条 一 新琴似 駅 前 間 内 燃 車 に より 開業 
49) 年 5 月 1 日 | 現存 路線 の み と な る 


隊形 。。 初 存 の 陽気 と な っ た 南条 


た を 行き交う 電 加 。 "10.5.22 
西 15 丁 目 一 中 央 区 役所 前 


ム ササ ラ 電 車 ' こ と ブル ー ム 式 
除雪 車 寺 1 ] 」。 降 雪 時 に は 性 ブラ 


シ を 回 し て 雪 を 吹き 飛ば し な が ら 
』 走る 。 082.19 車両 セン ター 


事業 所 概要 
遼 札幌 市 中 央 区 南 21 条 西 1 6 丁目 
2 番 20 号 
路線 概要 
(全線 1067mmn 複 線 
貼 無 、 言 無 、 最 大 1 


く 1 条 線 > 
本 4 目 一 西 15 目 間 1.2 


#4.8% 


で 山 鼻 線 > 
すき の 一 中 央 図書 館 前 問 4 


22.2%、 R22.5m 


加筆 西 株 > 
; 本 15 丁 目 一 中 所 図書 條 前 問 3 


13.9%、 R19.4m 


、 直 流 600V、 
納 、40Km/) 


851 号 は 1961 mp や < Ne も の 
年 札幌 線 合 鉄工 協同 組合 製 で 1 992 年 8 月 に 体 再 改修 を 受け た 。 
ET と ペ nm 中 学校 前 


| 
| 


= vsE LU AAL 2 入 、 項 目 |W 使 |1990 年 度 | 1999 和 度 |2009 年 度 | 
最後 の 運 誠 鉄道 は ー2 も 健在 輸送 人 中 1 | 
i | 検疫 | 人 mH | トー ト ーー 
太平 洋 炭 確 の 運 炭 鉄道 で 、 春 採 で 積み 込ん だ 石 LC 90 9 2 
生 に 」 Cd | UK に 4 A 
炭 を 積 出港 の 知人 まで 輸送 する 。 古 く は 、 釧 路 臨 EI 本 外 | 520| 470| 104 
港 鉄道 と 言い 、 旅 客 営業 も 行なっ て いた 。 最 初 に に 2 中 = 1 - 
車 本 数 | A A 且 記 2 
開業 し た の が 春 採 一 知人 間 で 、1937( 昭 和 12) 年 1 FT 7 24| 10 2 
月 10 日 に 城山 一 東 釧路 一 春 採 一 知人 一 入 有 舟町 間 0 


11.5km が 全 通 し た 。 釧 路 川 左岸 を 棒 円 を 描く よう 


な 線形 で 、 石 炭 以 外 の 一 般 貨 物 も 輸送 し た 。 戦 時 
中 は 旅客 輸送 も 賑わっ た が 、 戦 後 バ ス が 発達 する 


と 役目 を 譲り 、 旅 客 輸送 は 1963( 昭 和 38) 年 11 月 1 
日 に 廃止 。1979( 昭 和 54) 年 4 月 30 日 に 太平 洋 石炭 
販売 輸送 に 社名 を 変更 し 、1986( 昭 和 61) 年 11 月 1 
日 以降 は 春 採 一 知人 間 の み の 営業 と な っ て いる 。 


炭 騙 で 、 釧 路 市 沖の 太平 洋 海底 を 採 炭 場所 と し 、 
年 間 150 万 t を 採掘 し て いた 。 し か し 、 輸 入 炭 と 
の 価格 競争 力 を 失い 、2002( 平 成 14) 年 1 月 末 限 り 
で 82 年 の 歴史 に 幕 を 閉じ た 。 


た | 釧路 コー ル マ イ ン ] が 設立 。 同 年 4 月 9 日 か ら 一 
部 の 鉱区 を 用 いて 採掘 を 再開 、 臨 港 線 の 営業 も 再 
開 さ れ た 。 当初 は 5 年 間 限 定 (年間 70 万 t ) の 採 炭 
で あっ た が 、2007 年 (平成 19) 年 か ら 年 50 万 t に 減 
産 し つつ 、 海 外 技術 研修 が 続い て いる 。 

主要 沿革 年 表 


太平 洋 炭 確 は 日 本 で 最後 まで 残っ た 本 格 操業 の 


その 後 炭 奏 技 術 の 海外 移転 研修 な ど を 目的 と し 


1923( 大 正 12) 年 12 月 12 日 | 釧 史 時 洪 鉄道 設立 


1925( 大 正 14) 年 2 月 11 日 | 春 採 一 知人 間 開業 (1067mm 蒸 気 ) 


1935( 昭 和 10) 年 9 月 内 燃 動 力 併用 開始 
1963( 昭 和 38) 年 11 月 1 日 | 旅客 営業 廃止 


1979( 昭 和 54) 年 4 月 30 日 | 太平 洋 石炭 販売 輸送 臨港 線 と な る 
1986( 昭 和 61) 年 11 月 1 日 | 春 採 一 知人 間 の 営業 と な る 


| 


知人 に 到着 し た DE60] と D80]。 セ キ は 電気 指令 
れる 。 「11.4.30 


| る A 春 採 で 発車 を 待つ D701。 セ 
| キ 6000 形 は 自社 発注 征 で 加代 
| ギー が 珍し い 。 0782 


4 荒 々 し い 太 平 洋 岸 を 進む DE 
601 セキ 24 輌 +D801 の 替 
行 。 戻り は 回 送 に 近く 足 どり も 
い 。 11.430 


会 社 概要 に 
| 釧路 市 春 採 8 丁目 1 番 13 ろ 
(輸送 部 ) 
國 71 百 万 円 
打 太平 洋 興 発 73.7%、 寺前 
近海 14.1%、 太 平 洋 談 大 7.2 タ 


路線 概要 a 
春 採 一 知人 間 4.0km、1067m a 
内 燃 動 カ 、 自動 開 式 0 
R 160m、『 無 、 中 3 箇所 34 
最大 24 輌 、40Km/h 


で 扉 が 開か れ 、 石 炭 が 降る ろ さ れる 。 石炭 は ベル トコ ン ペ ア を 介し て 貨物 胎 に 積み 込ま 


ー en = J 


道内 初 の 路面 
コ 病 は 、 昭 初期 まで 道内 最大 の 都市 で て 、 
航 道 の 歴史 は 古い 。 1897( 明 治 30) 年 12 月 所 
車 鉄道 が 開業 し 、 同社 を 1911 (明治 44) 年 に 内 収 し 
> 硬 館 水軍 が 、1913( 大 正 2) 年 6 月 29 北海 道 初 
の 9g 机 電車 運行 を 開始 し た 。 電力 業界 の 再編 に よ 
= こ 行 主 体 は 画 館 水 電 か ら 帝 国電 力 、 大 日 本 電力 こ 
変遷 し 、 電 力 統 制 に よっ て 大 日 本 電力 が 解散 され 
る と 、 運輸 事業 は 道 南 電気 軌道 に 移 議 され た 。 電 
車 の 運行 が 市 営 と な っ た の は 1943 年 11 月 の こと で 、 
以降 硬 館 市 に より 運行 が 続 く 。 

1960 年 代 前 半 の 全盛 期 に は 17.1Km を 運行 し た が 、 
1978( 昭 和 53) 年 11 月 に ガス 会 社 前 一 五 稼 郭 駅 前 間 、 
] 992 (平成 4) 年 4 月 に 宝来 町 一 松風 町 間 、199? 
(平成 5) 年 4 月 に 函館 駅 前 一 ガス 会 社 前 一 五 入 郭 会 
園 前 間 が 廃止 され た 。 近年 も 乗客 減 が 続い て いる 
が 、 観 光 資源 と し て 市 街 地 を 走る 路面 電車 を 見 直 
そう と する 動き も 見 られ 、1995 年 か ら 復元 チン チン 
電車 * 箱 館 ハ イカ ラ 跳 " が 運転 され 、2007 年 と 2010 
年 に 2 車体 連接 9600 形 各 1 編成 が 導入 され た 。 

在籍 車輌 は 、 旅 客車 9 形式 32 輌 、 除 雪 車 2 輌 、 装 人 
車 の 計 39 還 。 冬 期 の 除雪 は 外注 トラ ッ ク が 主流 で 、 
ササ ラ 電 車 の 登場 機会 は 少な い 。 な お 、 組 織 は 2011 
年 4 月 1 日 に 水道 局 と の 統合 で 企業 局 と な っ た 。 
主要 沿革 年 表 
1897( 明 治 30) 年 12 月 12 日 久本 馬 車 鉄道 開業 (1372m 馬 力 ) 

1913( 大 正 2) 年 6 月 29 日 本 館 水 電 東 雲 町 一 湯 の 川 間 開業 (1372mm*600V) 
1943( 昭 和 18) 年 11 月 1 日 道 南 電気 軌道 を 買収 し 函館 市 交通 局 と な る 
1978 (昭和 53) 年 11 月 1 日 | 五 和 郭 駅 前 一 ガス 会 社 前 間 廃 止 


1992( 平 成 4) 年 4 月 1 日 | 松風 町 一 宝来 町 間 廃 上 
1993( 平 成 5) 年 4 月 1 日 | 五 徹 郭 公園 前 一 ガス 会 社 前 一 函館 駅 前 間 廃 上 


1259| 1od5 


百 万 円 て 
百 万 円 1.768 1.456 1170 や 
| 居 M| ち 由 | ^355| Ato7| izs| 字 向 中 
8 | 137 70 7 谷地 頭 


五 移 各 クロー ac LU ーー 


(本 事業 所 概要 
計 誠 | 所 西館 市 本 広 町 5 普 


| 路線 概要 
< 絹 > 


12.33%、R 38m、 
| 最大 1 病 、 40kmh 


WE 0 
志 


# へ us 舌 憶 


Sam 選定 礎 


olio— 0 otrokitdtt Rt 


は 束 抽 Room 


nn 1 
鉛 1NMC0OI へ 00 の oo の m0 前 MOON 


量 送 一 民 入 隔 攻 Bo で 


14 馬 


古館 どっ く 前 一 本 錠前 間 29"、 
i 1372mm、 複線 、 直流 600V、 


舞 、 思 無 


SS 津軽 鉄道 つが る て つど う 


スト ー ブ 列 車 は 北国 の 風物 詩 


五 能 線 五所 川原 か ら 分 岐 し て 津軽 半島 を 北上 し 、 
金 木 を 経て 津軽 中 里 に 至る 。2006 年 4 月 20 日 限り 
で 北海 道 ち ほ く 高 原 鉄道 が 廃止 され て か ら は 日 本 
最 北端 の 旅客 扱 私 鉄 (公営 交通 を 除く )。 閉 塞 方 式 は 
タブ レッ ト 閉 寒 式 (津軽 五所 川原 一 金 木 間 ) と スタ 
フ 閉 寒 式 で 、 金 木 で は 昔ながら の タブ レッ ト を 交 
換 す る 姿 と 腕 木 式 信号 機 を 見 る こと が で きる 。 

地域 で 唯一 の 公共 交通 と し て の 役割 を 担い 、 平 
成 の 世に な っ て も 朝 の 通学 列車 は 気動車 3 輌 編成 と 
な っ た が 、 利 用 客 減 は 著しく 、 気 動車 3 輌 編成 は 定 
期 運 行か ら 消え 、2004 年 11 月 15 日 に 津軽 飯詰 の 閉 
寒 扱 は 廃止 され た 。 主力 気動車 は 新潟 鉄工 所 製 の 
18m 級 軽快 気動車 : 津軽 21 形 。1996 年 と 2000 年 
に 5 輌 が 新造 され 、 金 木 を 生 家 と し た 作家 ・ 太 宰 冶 
の 小説 か ら " 走 れ メ ロス 号 " の 愛称 を 持つ 。 

当 線 の 名 物 は 冬期 に 運行 され る スト ー ブ 列 車 で 、 
ディ ー ゼ ル 機 関 車 が 客車 を 牽引 する 。 客 車 の 車内 
は 座席 2 脚 が 取り 除 か れ 、 石 炭 ス トー ブ が 備え 付け 
られ る 。 以 前 は 朝 の 通学 列車 に 使用 され て いた が 、 
今 は 観光 列車 の 色彩 が 強く 、 昼 間 時 に 運転 され る 。 

旅客 は 1997 年 度 に 1000 人 /km 日 を 割り 、2003 
年 度 に 500 人 /km 日 を 下回っ た 。 要員 を 切り つめ 、 
各種 イベ ント に 注力 する が 、 茂 し い 経営 が 続く 。 
主要 沿革 年 表 


1928( 昭 和 3) 年 2 月 24 日 
1930( 昭 和 5) 年 7 月 15 日 


津軽 鉄道 設立 

五 所 川原 ( 青 津 軽 五所 川原 ) 一 人 金 木 間 開 業 
(1067mm: 蒸 気 ) 

1930( 昭 和 75) 年 11 月 13 日 || 大 沢内 一 中 里 ( 現 津軽 中 里 ) 問 開業 に より 全 通 
1984( 昭 和 59) 年 2 月 1 日 | 貨物 営業 廃止 

1992( 平 成 ④ 年 4 月 1 日 | ワン マン 運転 開始 


津軽 の 風物 詩 と も いえ る DD350 形 率 引 の スト ー プ 列車 が 津軽 路 を 行く 。 ス トー プ 列 車 は 10 月 一 3 月 の 運行 。 


因 回 岡 固 


項目 | 単位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 会 社 概要 

商 遂 和 肌 | 人 | 1142| 638| 322| 阿 五 所 川原 市 字 大 町 39 番 地 

輸送 密度 | 人 /km 晶 1.304 857 452 資 | 73 百 万 円 

輸送 市 数 | 千 員 = [ 押 澤田 長 二郎 9.5%、 人 西田 組 5 2 
営業 収入 | 百 亡 円 | 263| 198| 127 三 和 満 9%. 浸 田 徐 造 3 8%、 朱 人 Ey*。 
営 華 覧 | 百 万 円 | 284 199 144 5 
営 葉 損 益 | 百 万 円 421 | 41 ^17 路線 概要 
ーーー | 7| 津軽 所 川原 一 当 綴 中 里 問 20.7m (0 
員数 | | 63| 9|  s4| 珠 、 内 燃 動 力 、 タ ブレ ッ ト 開 家 式 ( 


五所 川原 一 金 木 間 )・ ス タフ 義実 式 (人 
津軽 中 里 間 ) 、 す 11.4%、R 362m a 
設 29 箇 所 272m、 最 大 3 輌 70/mh 


IO 


1 ag の 0 [| 四 押 用 | 1 前 個 LM 


ーー ーー 


^ ム ム 骨 春 の 朝 、 津 軽 2] 形 の アイ ド 
リン グ が 津軽 五所 川原 の 構内 に 書 
く 。 ‘11.2.13 


^ 津軽 21-104 力 走 。 津 軽 21 形 は 
1996 年 と 2000 年 に 「 津 電鉄 導 
性 協議 会 」 の 助成 を 受け て 登場 し 
た 。'12.8.3 昆 沙 皿 一 


11.8.13 津軽 飯詰 一 皿 沙 門 


和 


| 項 目 | 人 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 

) 最 北 の 近郊 電車 | 輸送 人 員 | 人 | 5.193| 3494| 1g5e 
は [TK | An | 3ee| 2 
JR 弘前 駅 か ら 分 時 し て 平賀 を 経て 黒石 に 至る 弘 | 輸送 中 数 | 〒 再 | トー テー 

) ぃ ら 分 岐 し て 弘前 営業 収入 | 百 万 円 | 930| 30| 445 

南 株 と 、 JH 大 角 温 泉 駅 カ ら 分 岐 し て 弘前 市 内 の 土 カロ | ee En 8 
湯川 の ほとり に 位置 する 中 央 弘前 に 至る 大 秋 線 が | 共 | 百 万 円 | 4 5 448 計 放 
4 = 車輌 数 | 情 55 ーーー 
ら な る 。 1984( 昭 和 59) 年 1 1 月 1 日 に 国鉄 黒石 線 の A  1p 
し を 枕 て 時 株 部 一 時間 6200) が し ーー 


た が 、 1998 (平成 10) 年 4 月 1 日 廃止 に 至っ た 。 

弘 南 線 は 、 1927 (昭和 2) 年 9 月 7 日 に 弘前 一 津軽 
尾上 間 が 蒸気 鉄道 と し て 開業 し 、1946 (昭和 21) 年 
7 月 に 電化 の の ち 1950 年 7 月 に 黒石 全 通 を 果たし た 。 
大 角 線 は 、 戦後 1952( 昭 和 27) 年 に 弘前 電気 鉄道 と 
し て 開業 し 、 1970 年 10 月 に 弘 南 鉄道 に 買収 され た 。 
両 線 と ぉ 弘前 市 の 郊外 路線 と し て 終日 30 分 ヘッ ド 
の 運行 で 、 朝 タ は そ の 他 に 快速 電車 が 運転 され て 
いた が 、 近 年 乗客 減 が 著 し く 、 快 速 の 間引き (の ち 
に 廃止 昼間 時 減 便 (60 分 毎 運行 ) が な され て いる 。 

車両 は 両 線 と も 東急 7000・ 6000 系 を 譲り 受け た 
ステ ン レ スカ ー が 主力 。 ラ ッ シュ 時 用 に 元 南海 1521 
系 4 扉 車 ( 非 ワ ンマ ン 運 行 / を 導入 し た が 、 快 速 の 廃 
止 と と も に 2008 年 度 形式 消滅 に 至っ eS 

弘 南 線 ・ 大 負 線 に 台 1 輌 の 電気 機関 車 は 冬期 に 除 
雪 車 を 牽引 する 。 

要員 を 絞っ て 懸命 に 経営 を 続け て いて 、2009 年 
度 は 営業 黒字 を 達成 し た 。 


主要 沿革 年 表 


1926( 大 正 15) 年 3 月 27 晶 
1927( 昭 和 2) 年 9 月 7 日 
1948( 昭 和 23) 年 7 月 1 日 


弘 南 鉄道 設立 


弘前 一 津軽 尾上 間 開 業 (1067mm: 蒸 気 ) 


600V 電 気運 転 開始 


1950( 昭 和 25) 年 7 月 1 日 


津 経 尾 上 一 弘 南 黒石 ( 現 黒 石 ) 間 開業 


1952( 昭 和 27) 年 1 月 26 日 


弘前 電気 鉄道 大 鍋 一 中 央 弘前 間 開 葉 (106 7mm'1 500V) 


1970( 昭 和 45) 年 10 月 1 日 


大 角 一 中 央 弘前 間 が 弘 南 鉄道 大 角 線 と な る 


ム ^ 津軽 大 沢 で 休む 大角 線 軸 


全車 輌 非 冷 房 車 は 全国 唯一 で 、 経 
営 の 厳し さ が う か が える 。 
'12.8.4 


4 除 寺 列車 が 役目 を お えて 平川 
を 渡る 。ED221 は 1926 年 6 


Ta WWH 製 の 古宮 121 
es 石川 ブー ル 前 一 作 


5 四 会 社 概要 

賠 平川 市 本 町 北 柳田 23 番 5 人 
175 百 万 円 
中 村 勝 治 3.7%、 西谷 嘉 2.7% 


| 
当 原 を 孤 け 抜け る SE 
デー タ 編 > P i 7000 CDA , 4B REEAME ERE 11.2.14 新 里 一 


a 


3 青い 森 鉄 道 あお いも り て つど う 


国鉄 ・ JR 転換 の 最長 路線 | 項 目 | 章 位 |2009 年 席 lO 2011 年 度 


主要 沿革 年 表 


東北 新幹線 盛岡 一 八戸 間 開業 の 2002 (平成 14) 年 
12 月 1 日 に 岩手 県 境 に 近い 目 時 一 八戸 間 82.0km が 
開業 し た 。 当初 か ら 、 青 森 県 が 施設 を 保有 する 第 
三種 鉄道 事業 者 、 青 い 礎 鉄道 が その 線路 を 使用 し 
て で 鉄道 営業 を 行う 第 二 種 鉄道 事業 者 と な っ た 。 

開業 に 当っ て は 7000 系 2 両 編成 2 本 が 用 意 され 
た 。 0 番台 1 本 は JR 東日本 701 系 1000 番 台 を 譲り 
受け 、100 番 台 1 本 は 新造 。 こ の 時 点 で は 、IGR い 
わ て 銀河 鉄道 と 青い 森 鉄 道 の 両 社 の 車両 を プー ル 
連用 し 、 列 車 の 運転 管理 も 青い 森 鉄 道 は IGR いわ 
て 銀河 鉄道 に 委託 。 ま た 、 青 森 県 の 施設 管理 は 八 
戸 臨 港 鉄道 に 委託 し た 。2010 年 12 月 4 日 の 東北 新 
幹線 新 青森 延伸 で 、 営 業 区 間 に 八 戸 一 青森 間 が 加 
わっ た 。 こ れ に 先立ち 目 時 一 八戸 間 の 運行 管理 が 
IGR いわ て 銀河 指令 
室 に 変更 。JR 東 日 本 701 系 1000 番 台 2 両 編成 7 本 

を 譲り 受け て 701 系 0 番台 と し た 。 運転 管理 は 青い 
森 鉄道 CTC セ ンタ ー に 移管 され 、 車 両 の 管理 も 旧 
JR 東日本 青森 車両 セン ター 東 派出 所 に 設け られ た 
青い 森 鉄道 車両 管理 所 に 移さ れ て いる 。 

JR 真 物 が 全線 に 評 っ て 第 2 種 鉄道 事業 者 で 、 寝 
台 特 急 と 大 湊線 ・ 八 戸 線 気 動車 が 乗り 入れ る 。 


電送 人 肌 | キム | 6i9| 


か ら JR 東 日 本 盛岡 指令 青森 分 


1891 (明治 24) 年 9 月 1 日 


日 本 鉄道 ( 目 時 ) 一 青森 間 開 葉 (1067mm. 蒸 気 ) 


1906( 明 治 39) 年 11 月 1 日 


国有 化 


1968( 昭 和 43) 年 8 月 5 日 


目 時 一 青森 間 複 線 化 完成 


1968( 昭 和 43) 年 8 月 22 日 


目 時 一 青森 間 電 化 


1987( 昭 和 62) 年 4 月 1 日 


JR 東 日 本 に 承継 


2002 (平成 14) 年 12 月 1 日 


目 時 一 八戸 間 転 換 開業 


2010( 平 成 22) 年 12 月 4 日 


八戸 一 青森 間 転 換 開業 


14 


2 帆 ワン マン 運転 を 基本 と し 、JR 大 湊線 と 八戸 線 の 気動車 列車 も 乗り 入れ る 。 '11.9.17 陸奥 市 川 一 下田 


ri 
| ^^ 三沢 で 発車 を 待つ 青い 森 
4。 700-7+701-7。 外 部 湊 装 は 、 原 
馬上 次 、 電 車 と 青色 の 森 を イメ ー ジ し 
た ロゴ マー ク と 、「 モ ー リ ー」 と 稼 
する キャ ラク ター を 掲げ た も の に 
変更 。 1.123 


男 肖 中 温泉 で 貨物 列車 の 骨 骨 和 
ち を 行う 。 1212 


会 社 概要 

戸 | 青森 市 篠田 1 丁目 6-2 
2.900 百 万 円 

青森 県 68.8%、 青 森 市 7.63、 
八戸 市 6.52%、 日 本 貨物 鉄道 
3.45% 


, : 路線 概要 (第 2 種 開業 線 ) 
me I : に ーー 目 時 一 青森 間 121.9km 複 線 、 

2 時 < RS (青森 信号 場 一 青森 間 1.9km 単 線 ) 
交流 20.000V、 自 動 閉塞 式 、 
23.0%。、R 350m、 

16 箇 所 7.238.2m、 

斉 201 箇 所 5.052.43m、 
最大 2 輌 (JR 乗 入 車 を 除く )、 
110km/h 

(第 3 種 鉄道 事業 者 は 青森 県 ) 


デー タ 編 ララ P.197 


団 


較 
除 


計 李 経営 で 開業 3 年 度 黒字 に 転 上 


北 新幹線 八戸 延伸 の 2002( 平 記 4) 年 12 月 1 日 


に 司 岡 一 目 時 間 が 開業 し だ た 。 
登記 上 の 社名 は 、 アイ ジー アー ル い わ て 銀河 鉄 
朱 全 社 と 、 何 と も 長い 社名 だ が 、 こ れ は 時 
請負 半 る ない AI わく 誠人 省 り イー 
IGR を 加え た と いう ? 
生業 に あたっ て は IGR7000 系 2 連 7 本 が 用 恐 され 
た 。 0 番台 4 本 は JR 東 日 木 701 系 1000 番 台 を 譲り 
eg まい は no グッ IRO ま 5 
番台 3 本 は 、701 系 1500 番 台 に 準じ た 仕様 で 、 回 
制動 で 屋根 上 に 抵抗 器 が 無い 。 客 室内 は クロ ス 
ッ ー ト 2 ボッ クス ずつ が 千鳥 状 に 配 さ きれ る セミ クロ 
スシ ー ト で 、 車 椅子 対応 大 型 ト イレ を 装備 する 。 
人 区 間 に わ た っ て JR 資 物 は 第 2 種 鉄道 事業 者 で 、 
旅客 列車 と し て も 、JR の 寝台 特急 「 北 斗 星 ]「 カ シン 
オォ ペ ア 」 が 通過 し 、 花 輪 線 列 車 が 乗り 人 れる 。 
転換 開業 で 運賃 上がり 、 利 用 者 に 敬遠 され た 
こと も あっ て 、 開 業 3 年 間 は 赤字 が 続い た 。 そ の 
後 、 経 費 削 減 に 取り 組み 、 買 物 券 付 乗 車券 な ど 企 
画 切符 が 好評 を 得 て 2005 年 度 に 黒字 決算 を 達成 。 
2006 年 3 月 に は 盛岡 一 厨川 間 に 青山 、 厨 川 一 滝沢 
間 に 巣 子 を 新設 、2011 年 に は 好 摩 橋上 駅 舎 が 完成 
する な ど 、 利 便 性 の 向上 を 図っ て いる 。 

主要 沿革 年 表 

1891( 明 治 24) 年 9 月 1 昌 | 日 本 鉄道 世 岡 一 ( 目 時 ) 間 開業 (1067mm: 蒸 気 ) 
1906( 明 治 39) 年 11 月 1 日 | 国有 化 

1968( 昭 和 43) 年 7 月 12 日 | 盛岡 一 目 時 間 の 複線 化 完成 

1968( 昭 和 43) 年 8 月 22 日 | 盛岡 一 目 時 間 電 化 


1987( 昭 和 62) 年 4 月 1 日 | JR 東日本 に 承継 
2002( 平 成 14) 年 12 月 1 日 | 盛岡 一 目 時 間 転換 開業 


和音 に 


Se に 団 を ちと に 
了 か 4 タ 編 > P.] AG 


R7000 系 。 


盛岡 口 に は 花輪 線 気動車 列 車 も 乗入れ る 。 


| T ーー 
[Fa 位 |2003 年 度 [2009 年 度 |2011 征 上 | 


5.253 4728| 
3917| 3 23 PF 
| : 
3.694 3303| 
3,875| 3338| 
A180 435 
14 14 
185| 1gsl 


*201 1 年度 は 事業 報告 書 よ り 作成 


ーー 


| / r 
。 ーー 
0 ご 
/ 


| 
| 


i 


'02.12.1 盛岡 一 周 川 


4.696 
_2919 


_3861 
3.546 
315 
= 14| 
231 


園 園 


a 


ム ム 車体 色 は 、 銀 河 の 星 に 照ら ざさ 
れ た 無限 に 広がる 岩手 の 星空 を イ 
メー ジ し た 「 ス ター ライ トブ ルー」 
と 星 の 煙 さき 「 ス ター イエ ロー」 淀 を 
配 し 、 ブ ル 一 帯 に 社名 : ロ ゴ と 流星 
が 添え られ る 。 '07.4.28 
奥 中 山高 原 一 小 軸 


さ 盛岡 一 青森 間 は 貨物 列車 の 時 
で も あり 、 全 線 に わた っ て JR 買物 


が 第 2 種 鉄道 事業 者 。 '07428 
金田 一 温泉 一 米 


会 社 概要 
岡 盛岡 市 上 田 1 目 2 番 3 人 
回 1.849 百 万 円 
| 林 岩手 県 54.1%、 盛岡 市 15.8%、 
二戸 市 4.7%、 岩 手 町 4.5、 
一 戸町 4.0%、 


路線 概要 で 
盛岡 一 目 詩 間 82.0km 複 線 、 交 流 
20.000V、 自動 閉 宏 式 
25.0%、R 400m、 

中 19 箇所 7,981m、 
sw 203 箇 所 2,898.9m、 
品 大 4 綱 (JR 乗 入 車 を 除く 


100km/h 
15 


a 


( く ) 八戸 臨海 鉄道 は ちの へ りん か いて つど う 


三菱 製紙 か ら の コ > テ ナ 列 車 が 走る 貫目 中 MW 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 | 


輸送 人 員 | キム 人 


條 ビー スム | 


輸送 密度 | 人 km 日 | 


JR 八戸 貨物 駅 か ら 分 岐 し 、JR 八 戸 株 に 沿っ た の 
ち 馬 湯川 の 手前 で 左 に カー ブ し て 北上 し 、 北 沼 に 
至る 。 全長 8.5km の 貨物 専業 鉄道 。 

前 身 は 青森 県 専用 線 で 、1966( 昭 和 41) 年 月 か 
5 北 八戸 信号 場 一 三菱 製紙 八戸 工場 間 7.2km の 輸送 
を 開始 し た 。 そ の 後 、 三菱 製紙 の 生産 量 増大 や 馬 
湯川 西側 ・ 北 沼地 区 へ の 工場 進出 な ど に より 、 専 
用 線 を 臨海 鉄道 方 式 で 運営 する こと と な り 、 国 鉄 ・ 
青森 県 ・ 八 戸 市 ・ 進 出 企業 の 共同 出資 に より 八戸 
臨海 鉄道 が 設立 され 、1970( 昭 和 45) 年 12 月 1 日 よ 
り 地 方 鉄道 と し て 営業 を 開始 し た 。 こ の 時 、 八 戸 
線 に 並行 する 1.3km が 新設 され 、 現 在 の 線形 と な っ 
た 。 その後 、 八 戸 臨 海 工業 地帯 へ の 企業 進出 は 続 

か ず 、 初 期 に あっ た 荷主 も 鉄道 輸送 か ら 撤退 し て 、 
荷主 は 三菱 製紙 1 社 の み と な っ て いる 。 

車輌 基地 は 八戸 貨物 駅 構内 に あり 、 国 鉄 DD13 形 
タイ プ の 56 t 機 DD561 て 3 が 本 線 牽引 機 。 

作 戸 臨海 鉄道 は 、JR 貨 物 か ら 八戸 貨物 ・ 東 青森 ・ 
弘前 ・ 青 森 ( 信 ) の 構内 入 換 業務 等 を 受託 し て いる 。 
また 、 青 い 森 鉄道 開業 時 は 、 第 三種 鉄道 事業 者 で 

た 県 か ら 保線 ・ 保 守 業 務 を 受託 し て いた が 、 
新幹線 青森 延伸 で 青い 森 鉄道 の 営業 が 目 時 一 青森 

間 と な る と 、 駅 構内 清掃 と 一 部 無人 駅 の ラッ シュ 

時 改札 業務 受託 に 変わ っ て いる 。 

主要 沿革 年 表 


1966( 昭 和 41) 年 3 月 25 日 | 青森 県 専用 専用 線 北 八戸 ( 信 ) 一 三菱 製紙 八戸 工 
場 間 開業 

1970( 昭 和 45) 年 7 月 30 日 | ハ 戸 臨海 鉄道 設立 

1970( 昭 和 45) 年 12 月 1 日 | 八戸 一 北 沼 問 開業 (1067mm: 内 燃 ) 

2011 (平成 23) 年 3 月 11 日 | 東日本 大 杉 災 に より 運転 中 止 (6 月 2 日 運転 再開 ) 


4 務 I i it | ム ム 北 沼 で 入 換 を 行う DD563。 

oo の 着 | レプ 。 束 日 本 大 展 災 で は 三菱 製紙 人 

UU TT EE : | = 工場 が 被災 し 、 鉄 道 の 北 沼 駅 が 叶 
NT 1 MM MW | 水 し 、 一 部 踏切 の 保安 装置 も 損 人 
| M し た 。 復旧 開業 は 83 日 後 で あう 
I た 。 1.9.17 擬 選 


ム DD16303 2009 年 に JR 東 日 
本 長野 総合 車両 セン ター より 譲り 
受け た 。 在 籍 車輌 は 機関 車 4 夫 の 
ほか に ホキ 800 形 4 買 の 計 8 閑 。 
"11.9.17 八戸 仙 物 


両 八戸 市 一 番 町 1 丁目 3 番 1 
孤 | 570 百 万 円 

| 株 | 日 本 貨物 鉄道 38.6%、 
青森 県 28.99%、 三 菱 製紙 202% 
八戸 市 9.6% 


| 路線 概要 

由 八戸 資 物 一 北 河間 8.5km、1067 中 
上 MW 線 、 内燃 動力 、 ス タフ 閉 宏 式 
回 10.0%。、 R 160m、「 無 、 
E117 sm 35tn/h 


データ 編 


= < く て 
を 基本 と する 。 「'11.9.17 八戸 貨物 一 北 沼 


馬淵 有川 の 堤防 の 脇 を 走る DD563 率 引 コ ン テ ナ 貨 物 列 車 。4 往 衝 


ぅ P.198 ン 


ーー 


友 石 列車 が 山間 を 行き 交 う 語 

| 輸送 密度 | 人 /tm 日 | 
. 授 潜 の 後 育 内 隊 部 に 位置 する 長 岩 堆 山 で 放 で | 
」 る セメント 原石 を 積 出港 で ある 赤崎 に 輸送 す 


2009( 平 成 21 ) 年 度 輸送 量 は 171 
| 


項 目 |[ 単 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 


る 貨物 専業 鉄道 
万 {で 、 京 葉 障 海 鉄 
放 手 開発 鉄道 は 、 地 域 振興 と 地下 及び 林産 資源 
な の 馬 革 を 目的 に 設立 され 、1950( 昭 和 257 征 17 
2」 晶 に 盛 一 日頃 市 間 が 開業 し た 。 蒸気 機関 車 と 所 
動車 が 1 輌 ずつ 、 開業 記念 列車 の 客車 も 国鉄 か ら 借 
る と で っ た な あり さま で 寺 客 催 ど ゼ に 捧 る わり 人 8 
寺前 に 陥っ た 。 再 建 策 と し て 赤崎 に ある 小野 田 
セメント 大 船渡 工場 の セメント 陸送 を 鉄道 に 切り 
換え る こと に な り 、 1957 (昭和 32) 年 6 月 に 盛 一 赤 
崎 間 、1960( 昭 和 35) 年 6 月 に 日 頃 市 一 岩手 石橋 間 
を 開業 。 長 岩 鉱山 の 鉱石 輸送 が 始ま っ て か ら は 貨 
物 は 隆盛 を 極め た 。 し か し 旅客 輸送 人 員 は 1960 年 
代 で も 年 間 10 万 人 程度 で 、 終 始 全国 の 旅客 扱い 私 
鉄 の ワー スト 1 で あっ た 。 そ の た め 旅 客 営業 は 使命 
を 終え て 、1992( 平 成 4) 年 4 月 1 日 に 廃止 と な っ た 。 
バブ ル 経 済 崩 壊 で セメント の 需要 が 減退 する と 
貨物 輸送 量 は 1997 (平成 9) 年 度 に 400 万 t を 割り 
営業 赤字 に 陥っ た 。24 時 間 体 制 で 29 往 復 で あっ た 
貨物 列車 は 、2003 年 1 月 に 18 往 復 、2003 年 4 月 か 
ら 夜間 の 運転 を 中 止 し て 13 往 復 と な っ た 。 

主要 沿革 年 表 
1939( 昭 和 14) 年 8 月 17 日 
1950( 昭 和 25) 年 10 月 21 日 


岩手 開発 鉄道 設立 

盛 一 日 頃 市 間 開 業 (1067mr 内 燃 ) 
1957( 昭 和 32) 年 6 月 21 日 | 盛 一 赤崎 間 有 開業 ( 貨 物 専業 ) 
1960( 昭 和 35) 年 6 月 21 日 | 日 頃 市 一 岩手 石橋 間 開 業 

1992( 平 成 4 年 4 月 1 日 | 旅客 営業 廃止 

2011 (平成 23) 年 3 月 11 日 BDPSEE FET エコ 


2” 、 


ブ 


を ゆっ こく vm ウ uf 。 の 4 
ED5601※ 引 貨物 中 m。 


マト こ 12.10.6 日 頃 市 一 岩手 石橋 


音 に 次 いで 私 鉄 貨物 2 位 を 誇 ーー 


< も - 


ム ム 東日本 大 震 災 で は 津波 で 1 
億 8000 万 円 の 損害 と な っ た 。 工 
場 再開 に あわ せ て 8 ヶ月 後 の 1 1 月 
フ 日 か ら 運転 を 再開 し た 。 長 娠 鉱 
山 で 産 す る セメント 原石 を 1 8 輌 編 


2 成 の ホキ に 積み 込む 。 '12.1 06 


a 長安 寺 で 行き 違う DD5601 に 
品 | の 赤崎 行 ( 右 ) と DD5653 厚 引 
の 岩手 石橋 行 。 赤崎 行 は セメント 
原石 を 満載 し て いる 。 '12.10.6 


上 会 社 概要 

奈 | 大 船渡 市 盛 町 字 東 町 10 番 地 3 

略 | 120 百 万 円 

御 太平 洋 セ メン ト 92.6%、 大 船渡 
市 4.0% 


| 路線 概要 

赤崎 一 岩手 石橋 問 11.5 km、 1067 
mm 単線 、 内 燃 動 力 、 自動 閉塞 式 、 
25.0%、R200m、 3 箇所 252m、 
eW?4 箇 所 575m、 最 大 18 還 、 50kWh 


に 1 
三陸 鉄道 さん りく て つど う 


に 本 初 の 国鉄 転換 第 ニセ クタ ー | 項 lWt 


人 |1990 年 |1999 征 度 |2009 生 度 
| 輸送 人 員 | 千 人 2307| 1438| age 講和 
忠一 晋 石 間 36.6km の 南 リ アス 線 と 宮古 ー タ 慈 間 71.0 PT 1 Pd 430 
(m の 北 リア ス 線 か ら 成る 。 南 リア ス 株 成一 吉浜 間 北 リ ア | 人 RI 本 | eee| 509| 37e ee 
ス 線 宮 古 2 2 芝生 糞 | 百 万 円 | 644| 5as| 5 1 
ーー 田老 間 普 代 一 久慈 間 は 国鉄 在線 、 宮 古 線 、 miag| 后 jm ー 2 42e| < 
へ 菱 線 か ら の 転換 。 吉 浜 一 倫 石 間 15.0km と 田老 一 癌 代 ーー - 計 上 16 Om 
64 
癌 32.2km は 新規 開業 線 で 、1984 年 4 月 1 日 に 国鉄 転換 ーー ; 


第 三 セ クタ ー の 第 1 号 と し て 開業 し た 。 開 業 に あたり 既存 線 
3000 万 円 /km、 新 線 1 000 万 円 /km の 転換 交付 金 が 支給 
され 、 全線 で 約 23 億 円 が 交付 され た 。 この 資金 を も と に 車 
還 が 新造 され 、 鐵 り は 運転 基金 に 回 され た 。 国 鉄 時 代 に は 
朝 ・ 昼 ・ タ 各 1 2 往復 で あっ た 運転 本 数 が 大 幅 に 増加 し 、 
ワン マン 運行 が 導入 され た 。 ロー カル 私 鉄 で は 当たり 前 で 
あっ た こと が 国鉄 転換 線 に 取り 入れ られ 、 需要 が 換 起 され 、 
コス ト 削 減 に つなが っ た 。 三陸 鉄道 の 開業 初 年 度 は 黒字 
決算 と な り 、 以降 に 続々 と 登場 し た 国鉄 転換 第 三 セ クタ ー 
鉄道 設立 へ の 火付け 役 と な っ た 。 味 字 経営 は 1992 年 度 
まで の 9 年 間 続い た が 、 以降 は 赤字 経営 に 転じ て いる 。 
平成 20 年 度 の 輸送 人 員 は 1 00 万 人 を 割り 、 営 業 赤 
字 額 は 1.7 億 円 を 超え 、 未 剰 車輌 の 廃車 が 進む 。2011 
年 3 月 11 日 の 東日本 大 震 災 で 全線 が 被災 し 、 震 災 発 生 
日後 の 3 月 16 日 に は 久慈 一 陸中 野田 問 、 3 月 20 日 に 
宮古 一 田老 間 、28 日 に 宮古 一 小 本 間 を 「 復 興 支援 列 
車 」 と し て 無料 で 運行 。2012 年 4 月 1 日 に 北側 の 運行 区 
間 は 久慈 一 田野 畑 間 と な っ た 。 南 リア ス 線 は 2013 年 


春 、 北 リア ス 線 は 2014 年 春の 再開 を 目指 し て いる 。 
主要 沿革 年 表 
1970( 昭 和 45) 年 3 月 1 日 | 回 鉄 店 線 成一 綾里 間 開 業 
1972( 昭 和 47) 年 2 月 27 日 | 国鉄 宮古 線 宮古 一 田老 問 開業 
1975( 昭 和 50) 年 7 月 20 日 | 国鉄 久慈 線 久 本 一 普代 間 開 業 
1981 (昭和 56) 年 11 月 10 日 三陸 鉄道 設立 
1984( 昭 和 59) 年 4 月 1 日 | 宮古 一 久 意 間 及 び 感 一 演 石 間 開 業 


x 


4 東日本 大 震 災 で 全線 が 
し 、3 月 16 日 より 陸中 野田 - 久 
慈 間 で 災害 復興 支援 車 ガ ま 
り 始 め た 。 "11.9.17 隊員 


ム 北 リ アス 線 の 南側 は 201 年 
3 月 28 日 まで に 宮古 一 小村 
で 運転 を 再開 し た 。 富 古 で 発 
を 待つ 36-108「 て を つ な 号 ] 
36-109。 "12.107 


| 会 社 概 要 

議 4 所 | 宮古 市 栄町 4 番地 (事務 所 ) 

開 根 資 | 300 百 万 円 

岩手 県 48.0%、 宮 古市 42%、 
岩手 銀行 4.0%、 大 船渡 市 38 
新 日 本 製鉄 3.3%、 東 北 電 3% 


路線 概要 (平成 19 年 度数 信 
ぐ 北 リア ス 線 > 
宮古 一 久 益 間 7 1.0km、1067m 旧 
線 、 内 燃 動 力 、 特 殊 自動 半 委 式 、 
8.0%、R 100m、 
43 箇 所 39.084m、 
員 230 箇 所 3.810m、 
最大 2 輌 、90km/h 
ご 南 リア ス 線 > a 
成一 釜石 間 36.6km、 1067mm 半 還 い 
内 燃 動 力 、 特 殊 自動 閉 守 式 、 
18.0%、R 400m、 
中 19 箇 所 22.390m、 
gy 122 箇 所 1.885m、 最 大 2 幸 
90km/h 


= 8 


日 指す 86-101「 キ ッ ト 、 ず っ と 号 」+96-1107「 て を つ な 号 」。 "12.10.7 堀内 一 白井 
堀内 を 発車 し て 田野 如 を 目指 


科大 な 被災 を 乗り 越え 運転 再 凍 


I f n46) 年 に 開港 し た 仙 

1 [ 4 を 給 人 和 鉄 首 
新港 周 辺 の 工業 地 末 と 、 し Aa 人 
1 1971 年 10 月 1 日 に 陸前 山寺 i "に 
ム 北 港 間 が 開業 し た 。 国鉄 、 宮城 県 及 仙 人 
が 出資 する 第 セク ター 方 式 で 、 本 内 拡張 の 容 で 
あぁ っ た 陸前 山王 を 接続 駅 と し 、 陸前 山王 一 名 貨 折 
曽 に あっ た 上 軍用 線 の 線路 敷 を 転用 し た 。 A 
ム 共 埋 頭 の 建設 に 合わ せ 1975 年 9 月 に 仙台 港 一 作 
全 井 頭 問 、 キ リ ン ビ ー ル 仙台 工場 の 仙台 港 地区 進出 
に 伴い 1983 年 4 月 に 仙台 港 一 仙台 西 港 間 が 開業 。 
それ に より 本 線 延長 10.7Km、 側線 延長 11.2km、 専 
用 側線 6.7tm と な っ た 。 

貨物 輸送 量 は 1993 (平成 5) 年 度 に 139 万 { を 記録 
し た が 2009 年 度 は 71.3 万 t で 、 微 減 傾向 に ある 。 
民 災 前 、 発 送 貨物 の 多く は 仙台 北港 か ら の 石油 で 、 
仙台 西港 か の ら の ビー ル 、 仙 台 井 頭 か ら の 鉄道 用 レ 
ー ル が 続い た 。1998 年 4 月 か ら 海 上 コ ン テ ナ 輸送 が 始 
まり 、2001 年 6 月 に は 仙台 港 駅 保税 蔵置 場 が 開業 、 
輸入 資 物 積 コ ン テ ナ 輸 送 が 活発 に な り 始 め た 。 

2011 (平成 23) 年 3 月 11 日 の 東日本 大 震 災 に 伴う 
津波 で 路線 の 3/4 が 被害 を 受け 、 機 関 車 3 輌 が 流さ 
れ た 。 懸 命 な 復旧 工事 に よっ て 11 月 25 日 に 陸前 山 
モー 仙台 西港 間 で 営業 運転 を 再開 、2012 年 9 月 7 日 
に 全線 が 復旧 開通 し た 。 
主要 沿革 年 表 


1970( 昭 和 45) 年 11 月 7 日 | 仙台 臨海 鉄道 設立 


臨海 本 線 陸前 山王 一 仙台 北港 間 開 業 (1067mr 内 燃 ) 
仙人 台 埋 頭 線 仙 人 台 港 一 仙台 埋 頭 問 開業 


1971 (昭和 46) 年 10 月 1 日 
1975( 昭 和 50) 年 9 月 1 日 


1983( 昭 和 58) 年 4 月 1 日 | 作 人 台 西 港 線 仙 人 港 一 仙台 西港 間 開 業 


1998 (平成 10) 年 4 月 1 日 | 海上 コン テ ナ 輸 送 開始 


輸送 人 員 | 人 
輸送 密度 | 人 /jm 昌 
で や 
営業 収入 | 百 万 円 | 
作業 買 | 百 万 円 
営業 損益 | 百 万 円 


| 項 | 1990 年 度 | 1999 年 度 [2009 年 席 


kT 


2 


PC の 


SD55104。 津 波 に 


| 

1 292| i1046| J 
802| 747 
665| 783 
137 計 436| 
4| 8 
86| 122 


YY 


り 102 は 横転 、 101 と 1 03 は 脱線 し 、 101 は 廃車 と な っ た 。 
12.3.30 仙台 西港 


si 避 介 は 弟 通 潤 


2 部 口 政 走 頭 省 唆 盟 d 軒 潤 山 の は Tl。 瑞 国 路 計 


IE 計 加 o 


胡 仙人 市 宮 城野 区 港 4] 目 1 1 番 2 
| 暫 | 720 百 万 円 

際 | 日 本 貨物 鉄道 33.3、 宮城 県 
33.3%、 三 菱 マ テリ アル 13.9%、 
東北 石油 7.0%、 康 鹿 放 演 6.9% 


| 路線 概要 


(前 山王 - 人 合間 . ス タフ 義宣 式 


20 


る - M 
仙台 市 交通 局 wa 区 
990 和 go 年 |2009 和 | 時 事業 者 1 


46.901」 56.861| 50.671 区 木町 
| 41.572| 54.942| 51.094 (交通 局 ) TN 


社 の 都 の 地下 鉄 


青葉 城跡 脇 を 広瀬 川 が 流れ る 杜 の 都 ・ 仙 合 は 、 


ーー 路線 概要 
東北 一 の 人 口 を 誇り 、1987( 和 62) 年 7 月 15 日 に 912| 2 < 南北 線 > 
日 本 で 9 番目 の 公営 地下 鉄 の 走る 都市 と な っ た 。 ま M 


| A4,984 253| 1.618 宮沢 一 泉 中 央 間 14.8m 1067 

a 6 直流 pe ご LT 
すず 八女 一 富沢 間 13.6km が 一 気 に 開業 し 、 次 いで a 8 の i 10 1 
1992.( 平 成 4) 年 7 月 15 日 に 泉 中 央 一 人 乙女 問 が 開業 ゃ ca 28l 


bg 34 箇 所 2.839m、 全て 4 縮 7 

5 直流 1500V の 剛体 架線 方 式 で 、 1000・1000N 
系 4 輌 編成 が 市 民 の 足 と な っ て いて 、 中 間 車 は 20m 上 
で ある が 、 先頭 車 は 21.75m と 標準 的 な 通勤 電車 よ 
り も 一 回 り 大 きい 。 し か も アル ミ 車 体 や ボル スタ 
レス 台車 の 採用 に よ り 軽 量化 が 図ら れ て いる 。 

当初 か ら ワ ンマ ン 運 転 を 実施 し 、 車 内 信号 方 式 
の ファ ジー 制御 の 自動 運転 を は じ め 、 運 行 管理 、 
設備 管理 に 最新 鋭 の ハイ テス ク 技 術 を 導入 し て いる 。 

泉 中 央 は 線路 を ホー ム を ドー ム が 覆い 、 次 の 八 
と 女 は 2 階 が コン コー ス で 3 階 が ホー ム 。 黒松 と 旭 
ヶ 丘 も 地平 に 位置 し 、 台原 一 仙台 一 長町 一 長町 南 
間 の 各駅 は 地下 ホー ム 。 各駅 と も 島 式 ホー ム で 、 
運転 士 の 扉 開 閉 を 考慮 し て 車輌 の 運転 台 は 右側 に 
位置 する 。 富沢 の ホー ム は 地上 2 階 に 位置 し 、 線 路 
は 富沢 車両 基地 へ と 続く 。 1 番線 は 降車 専用 で 、 隆 
車 が 終わ っ た 電車 は 富沢 車両 基地 の 折返 し 線 に 引 
き 上 げた の ち 対面 の 2 番線 に 入る 。 

動物 公園 一 荒井 問 13.9km の 東西 線 は 、 2006 年 11 
月 に 着工 と な り 、 2015 年 度 開業 を 目指 し て いる 。 


主要 沿革 年 表 

1987( 昭 和 62) 年 7 月 15 日 | 富沢 一 ハン 女 間 開業 (1067mm・1500V) 
1992( 平 成 4) 年 7 月 15 日 八乙女 一 泉 中 央 間 開 業 

2003( 平 成 15) 年 9 月 18 日 | 動物 公園 一 荒井 問 許 可 
2010( 平 成 22) 年 2 月 20 日 全 駅 に 可動 式 ホ ー ム 設置 完了 


間 成ら 1 本 。 ラッ シュ 半 3 色 、 
計 分 間隔 で 行き 交 う 。 33 
3 長町 替 一 時 ペ 


へ ホー ム ド ア の 設置 は 2009 
| 月 17 日 の 富沢 か ら 始 まり 、2019 
年 2 月 20 日 の 泉 中 央 を 屋 党 に 
了 し た 。 '183.30 長町 ー 


用 


で です 


ree ここ 赤字 経営 が 続い た が 、 黒 字 に 転じ て いる 。 
一 日 約 14 万 人 を 輸送 する 。 長 らく 赤字 '18.3.30 氷 中 央 一 八女 


人 人口 増 が 著しい 泉 地 区 と 中 心 街 を 結 が 大 動脈 


本 


て っ 


“ ー フ 3 | 項 目 WW 位 | 2008 年 度 | 2009 年 度 |201 5 
仙台 空港 へ の 0 ス 鉄 道 | 栓 送 貞 | 玉井 | 2.569| 257o 本 0 5 
5: 輸送 密度 | 人 /im 日 4.55e| 4.598. し 軸 叶 に ーー の 
JR 東北 本 線 名 取 か ら 分 岐 し て 7.1km 先 の 仙台 空 : に どう ER = 
で な SLZ | 賞 k 6 1 664 
に 至る 交流 20000V の 電化 路線 で 2007 (平成 19/ 障 生 人 上 | osz| ip3 Se を lem 
年 月 18 日 に 開業 し た 。 営業 損 鼻 | 再 万 円 | ^701| ^709| 4692| 線 
差 〉 y 敵 議 : 車輌 数 | 輌 
1991 年 に 仙台 空港 滑走 路 の 3000m 化 か 閣議 決 ラオ イデ っ 時 
定 さ れ 、 空港 アク セス 鉄道 が 計画 さ れ た 。 仙台 市 の 
地下 鉄 の 延伸 や 、 館 腰 駅 分 岐 案 な ど が 検討 され た 


建設 距離 が 短い 名 取 分 岐 案 に 決定 。 当初 は JF 
東日本 が 運営 主体 と する 想定 で あっ た が 、 採算 面 
か ら JR は 拒絶 、 宮城 県 が 中 心 と な っ て 第 三 セ クタ 
ー 経 営 を 採択 し た 。 会 社 設立 は 2000 年 4 月 。 県 が 
株 式 の 過半 を 所 有 し 、 仙 台 市 、 名 取 市 、JR 東 日 本 
が 5% 超 所 有 と な っ た <。 

会 社 設立 か ら 開業 まで の 歩み は 急 ピ ッ チ で 、 建設 
費 349 億 円 、 総 事業 費 416 億 円 で 、 起工 式 から 4 年 
余り で 開業 を 迎え た 。 川崎 重工 業 で SAT721 系 2 還 
編成 3 本 を 新造 。 全 列車 が 仙台 へ の 直通 運転 を 行 
い 、 仙 台 一 仙台 空港 間 列車 は 仙台 空港 アク セス 線 と 
呼ば れ 、 自 社 の SAT721 系 と JH 東日本 E721 系 500 
番台 が 共通 運用 を 行う 。2009 年 度 営業 赤字 は 7 億 
円 、 収 入 の 2 倍 以上 の 経費 と な り 、 当 初 計画 と は 和 秦 
難 が 出 て いる 。 東 日 本 大 震 災 で は 大 き な 被 害 を 受け 
た が 、 復 旧 に 要する 費用 は 30 億 円 と 見 積 も ら れ 、7 
月 23 日 に 名 取 一 美田 園 間 、10 月 1 日 に 美田 園 一 仙 
台 空 港 間 が 復旧 、 震 災 前 の 運転 状況 に 戻っ た 。 


主要 沿革 年 表 

2000( 平 成 12) 年 4 月 7 日 
2000( 平 成 12) 年 6 月 14 日 
2007( 平 成 19) 年 3 月 18 晶 
2011 (平成 23) 年 3 月 11 日 


仙台 空港 鉄道 設立 
名 取 一 仙台 空港 間 免 許 
名 取 一 仙台 空港 間 開 業 (1067mm'20000V) 


Wz ジー 人 ム ム 仙台 空港 ター ミナ ルビ ル に 並 


し に RE 3 = a A 
ND AVAVAVAVIN WAN HEHRNEH 


の トン ネル が 津波 で 水没 し 、 仙 台 空 
港 駅 1 階 は 駆 体 を 除い て 内 部 は 壌 
等 滅 状態 と な っ た 。 全 線 に 渡っ て レー 
ル に ゆがみ が 発生 し 、 路 盤 の コン ク 
リー ト も 破損 し た 。 '12.3.31 


A SAT720-103+SAT7g1-103。 
証 | 震 炎 後 の 全線 運転 再開 を 記念 し て 第 5 
計 回 トレ イ ン お 絵かき を コン クー ル の 大 党 
作品 を モチ ー フ と し た ラッ ピン グ ト レ 

イン と な っ て いる 。 '12.3.31 仙台 


会 社 概要 
| 所 | 名 取 市 杜 は せき の し た 5 丁目 94 番地 
較 7.129 百 万 円 
箱 宮城 県 52.9%、 仙 人 台 市 16.0%、 名 
取 市 6.19%、 東 日 本 旅客 鉄道 5.0 
%、 宮 城 県 市 町 村 振興 協会 42% 


本 路線 概要 

> と < 仙台 空港 線 > 
Cr i eS Sa る 取 一 仙人 台 空 港 問 7.1kn 単 線 
Om NM AN SRC デー 5 本 詳 圭 流 20.000V 自動 閉塞 式 、 
oN の re : 350%、R 300m、 
に 人 する SAT7o1 てい NE CS が kk 『 2 人 箇所 588m、 綱 309 箇 所 5.200m、 
デー タ 4 こつ 最大 4 輌 、 110km/h 
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0 阿武 隈 急行 ee 


阿武 隈 川沿 い を 行く 交流 電車 


福島 か ら 保原 、 梁 川 、 富 野 、 丸 森 を 経て 槻木 に 
至る 。 交流 2 万 V 電 気運 転 で 、 福 島 と 槻木 で 東北 
本 線 に 接し 、 一 部 列車 は 仙台 に 乗り 入れ る 。 

1922( 大 正 11) 年 制定 の 鉄道 敷設 法 別表 で 福島 
ヨリ 丸森 ヲ 経 テ 中 村 ( 現 相馬 ) 二 至 ル 鉄 道 な ど が 規 
定 さ れ 、1957 (昭和 32) 年 に 丸森 一 槻木 間 が 調査 
線 と な っ た 。 福島 一 槻木 間 は 東北 本 線 の バイ パス 
的 性 格 を 持つ こと か ら 槻 木 方 か ら 工 事 が 始ま り 、 
1968 年 4 月 1 日 に 国鉄 丸森 線 槻木 一 丸森 間 が 開通 し 
た 。 その 後 、 東 北本 線 の 複線 電化 が 完成 する と バ 
イ パ ス 線 の 建設 は 意味 を 失い 、 工 事 は 凍結 。 盲 腸 
線 で ある 丸森 線 の 利用 宮 が 増え る は ず も な く 、1981 
年 9 月 に 第 1 次 廃止 対象 線 区 に 指定 され た 。 

福島 一 槻木 間 が 全 通 すれ ば 、 仙 台 ・ 福島 近郊 輸 
送 が 見 込め 、 阿 武 隈 川 船 下り な どの 観光 開発 の 進 
展 に も 期待 が 高まっ た こと か ら 、 福島 交通 ・ 宮 城 ・ 
福島 両 県 な ど が 中 心 と な っ て 阿武 隈 急行 を 設立 。 
福島 一 丸森 間 未 開業 区 間 を 着工 し 、 槻木 一 丸森 間 
は 1986 年 7 月 1 日 に 転換 開業 を 行なっ た 。 先行 開業 
区 間 は 国鉄 か ら キ ハ 22 形 を 借り 受け 、 1988 年 7 月 
1 日 に 福島 一 丸森 間 及 び 全 線 の 電化 開業 を 見 た 。 

全 通 開業 4 年 目 の 1991 年 度 に 輸送 人 員 は 300 万 人 
を 超え 、 1994 年 度 に 単 年 度 黒字 を 達成 し た 。 が 、 


2002 年 度 に 300 万 人 を 割り 、 厳 し さ が 増し て いる 。 
主要 沿革 年 表 

1968( 昭 和 43) 年 
1981 (昭和 56) 年 
1984( 昭 和 59) 年 
1986( 昭 和 61) 生 
1988( 昭 和 63) 生 


国鉄 丸森 線 機 木 一 丸森 間 開 業 (1067mm. 内 燃 ) 
第 一 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
阿武 隈 急行 設立 

得 木 一 丸森 間 転 換 開業 

福島 一 丸森 則 開 業 、 全 線 電化 
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RAO LG IN AT RR CO EA 
B100 系 2 輌 編成 。 9 本 は 登場 か ら 24 年 以上 走り 続け て いる 。 郡山 乗 入 は 2004 年 


[ma | 単位 | 1990 年 度 | 1999% | 2009 年 度 | 
輸送 人 員 | 千 人 2,797 3,050 2,568 
[ 2049| 2190| 1762 
812 923| 733 

ーー ーー に 

ー 960 Pi 956| 842| 

4148 A33 4A109 

13aas18L エニ 

_90 94| 76 
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UP か 


UN CI 
3 月 1 日 改正 で 消え た 。 


09.9.21 富野 一 旬 


最大 4 輌 、95m/h 


回 瑞 oR 


会 社 概要 
也 伊 問 市 条 川町 
子 五 
園 1.500 百 方 貼 。 OO 二 
| 株 福島 県 28.0% ぉ 
:U0%、 宮 県 25 リ 
4 
路線 概要 に 
ウー 析 木 間 54.9jm、1067 


20000V、 自動 開 案 式 10 0y 机 
28 箇 所 6,424m 百 219 衝 所 。 0 
67m 


前 


| る 東北 本 線 と の 共用 EX 天 を 力 福 
| 交通 は 阿武 隈 急行 株 の 5196 を 所 有 し 
有 | て いた が 、1999 年 以降 は 20%6 に EK 
| し て いる 。 "11.9.18 福島 一 印加 骨 


| る A JR 東日本 か ら 譲り 受け た A417 


還 記 | 3 連 。 平 日 朝 の 限定 運用 で 、2008 


年 10 月 30 日 か ら 営 業 運転 を 開始 
し た 。 ‘09.9.21 梨 川 
る デ 
東北 要 林 
丸森 
岡 武 展 川 
福島 0 5km 10km 
NN トーーー ーー』 ュ ーーーー・ 


ーー 


@ 福島 交 


単線 な が ら ラバ ツ 所 時 は 1 5 分 へ ヘ ツ ド 159o 和 上 ET 
福島 か ら 北上 し で 歓楽 街 と し て 知ら れる 飯坂 - = ーー 
温泉 に 至る ? 温泉 電車 と いう より も 福島 市 の 郊外 ed a % 
電車 的 性 格 が 強く 、 平日 朝 ラ ッシュ 時 は 、 単 線 で 一 に スッ 124 
ぁ り な が 515 分 間隔 の 運行 で 、 元 東急 7000 系 3 輌 EA EC i 
編成 ま た は 2 輔 編成 の 4 本 が 出動 する 
避 初 は 軌間 762m の 聞 気 軌道 で 計画 きか 、 その 
後に 動力 を 電気 、 軌間 を 1067mm に 変更 し 、 1924( 大 
13) 年 4 月 13 日 に 福島 一 飯坂 ( 花 水 坂 ) 間 が 福 


飯坂 電気 軌道 と し て 開業 し た 。1927( 昭 和 2) 年 に 
飯坂 温泉 延長 、 1942( 8 和 17) 年 に 福島 一 森合 ( 現 
美術 館 図 書館 前 ) 間 併 用 軌道 を 東北 本 線 治 \ に 切替 え 、 
1945( 昭 和 20) 年 3 月 1 日 に 地方 鉄道 改組 と な っ た 。 
その 間 、 1927 年 に 信達 軌道 を 前 身 と す る 福島 電気 
鉄道 に 合併 され 、 福島 電気 鉄道 は 1961 年 に 福島 県 
南 交通 を 合併 し 、 1962 年 に 福島 交通 と な っ た 。 

起点 の 福島 は JR 福島 駅 1 番線 仙台 方 を 発着 線 と し 、 
東北 本 線 と 並 走 し た の ち 、 美術 館 図書 館 前 の 先 で 
東北 本 線 を 乗り 越え る 車輌 基地 の ある 桜 水 の 次 
の 平野 一 医王寺 前 間 は 、 道 路 か ら 路線 を また い だ 
と ころ に 民家 が あり 、 小 さ な 踏切 が 連続 し 、 軌 道 
か ら 始 まっ た 歴史 を 伝え る 。 飯坂 温泉 は 摺 上 川 の 
ほとり に 位置 する 。 

2009 年 度 輸送 人 具 は 1 980 年 度 の 半分 以下 と な っ た 。 


主要 沿革 年 表 

1621 (AiE10) 年 8 月 9 日 | 飯坂 軌道 設立 
1923( 大 正 13) 年 4 月 13 日 | 福島 飯坂 ( 現 花 水 坂 ) 間 開業 (1067mm*750V) 
1927( 昭 和 2) 年 10 月 1 日 | 福島 電気 鉄道 飯坂 線 と な る 

1945( 昭 和 20) 年 3 月 1 日 | 地方 鉄道 に 変更 


1991( 平 成 3) 年 6 月 24 晶 1500V 昇 圧 
2008( 平 成 20) 年 4 月 11 日 会 社 更生 潜 申 請 (2009 年 5 月 31 日 更生 手続 完了 ) 


| AA 川橋 染 を 渡る 7000 系 2 還 
*0755 


編成 に よる 福島 行 。 . 
医王寺 前 一 化 水 坂 


> 福島 駅 に 進入 する 迷 坂 線 電 車 。 
福島 に は 阿武 恨 急 行 東北 本 線 、 
奥羽 本 線 、 新幹線 が 集結 する 。 ギ 
日 朝夕 15 分 毎 間 25 人 等 ど 


を 基本 と する 。 
で 6 つう の の ペー hs ピン 2 : ) ン ン 会 社 概要 の 
の ン こ 人 5 に = に a ーー 凡人 市 人 民 前 2 


(鉄道 部 ) 


ネ 


残 : 2 の 2 な 2 Rm 4 0 の 
ーー 梨子 山 を 車窓 に 浮か べ な が ら 力 走 す る 。 '04.4.9 桜 水 一 平野 
テー タ 編 = っ => P 2 


小名浜 臨海 工業 地帯 の 大 動脈 


常磐 線 泉 か ら 小名浜 に 至る 5.4km の 貨物 専業 鉄道 
小名浜 に 初め て 通じ た 軌道 は 、1907( 明 治 40) 年 
開業 の 馬車 軌道 (軌間 762m) で 、 1925( 大 正 14) 年 
に ガソリン 動力 を 併用 し た 。 本 格 的 な 鉄道 は 1939( 昭 
和 14) 年 に 免許 と な り 、 小 名 浜 臨港 鉄道 に 社名 を 変 
更 し た の ち 1941 (昭和 16) 年 11 月 1 日 に 開業 し た 。 
1953( 昭 和 28) 年 に は 小名浜 一 江 名 問 5.6km が 開業 ( 栄 
町 一 江 名 間 4.9km は 江 名 鉄道 の 所 有 ) し 、 小 名 浜 臨 
港 鉄道 は 泉 一 江 名 間 で 旅客 と 貨物 列車 の 運転 を 行 
な っ た 。 1963 年 に 常盤 ・ 郡 山地 区 が 新 産業 都市 に 
指定 され る と 、 小名浜 港 の 整備 が 促進 され 、 小 名 
浜 臨港 鉄道 は 、 貨物 主体 の 臨海 鉄道 方 式 で 経営 さ 
れる こと と な っ た 。 1964 年 に 福島 県 が 経営 権 を 取 
得 し 、1966 年 に 国鉄 が 出資 、1967 年 4 月 に 福島 臨 
海 鉄道 に 改称 され た 。 江 名 鉄道 の 区 間 は 1 967 年 に 、 
小名浜 一 栄町 間 も 1968 年 に 廃止 、 1972 年 10 月 に 
旅客 営業 を 廃止 し て 貨物 専業 と な っ た 。 
泉 は JR と 資 車 授受 を 行う た め の 仕訳 線 が あり 、 宮 
下 は 東邦 亜鉛 の 専用 線 が 分 岐 す る 。 小 名 浜 は 1967 
年 に 私 鉄 初 の コン テ ナ 基 地 が 開設 され 、 い わき 市 の 
一 般 貨 物 駅 と し て 機能 し て いる 。 
2011 (平成 23) 年 3 月 11 日 の 東日本 大 震 災 で 壊滅 
的 に 被災 し 、5 月 30 日 に 泉 一 宮下 間 、2012 年 2 月 1 日 


に 全線 の 運転 を 再開 し た 。 
主要 沿革 年 表 


1907( 明 治 40) 年 12 月 1 日 | 例 木 藤 三郎 軌道 泉 一 小名浜 間 開 業 (762m- 馬 力 ) 
1939(B 和 12) 年 10 月 16 日 | 称 城 海岸 鉄道 か ら 小名浜 臨港 鉄道 に 改称 
1941( 昭 和 16) 年 11 月 1 日 | 泉 一 小名浜 間 鉄 道 開業 (1067m. 茶 気 ) 


1967( 昭 和 42) 年 4 月 1 日 | 福島 臨海 鉄道 に 改称 
1972( 昭 和 47) 年 10 月 1 日 | 旅客 営業 廃止 


[ で 


小名浜 で 入 換 を 行う DD553。2012 年 9 月 に 機関 換装 を 行い 出力 60 


| 1999 年 度 | 2009 年 度 


495 407 
516| 406 
A21 1 
8 3 
61 53| 


ポン へ 、 ーー 和 R あぁ 
5 ゅ 韓 
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ム ム 宮下 で 入 換 を 行う DD56l。 
1 978 年 9 月 新潟 鉄工 所 製 の 58t 
有 有 | 機 。 当 初 は DD5601 と 称し た が 
1996 年 1 月 に 必着 され fe 


1 A DD553(mDD5531)3 
物 別 車 。 脱 林 式 信号 機 の あう N 
- 発車 する と 、 常 表 線 の 下 を 


OpsX2 と な り 、DD5531 に 改 番 され た 。 '08.8.30 


* 10411 
の ち に 小名浜 を 目指 す 。 と 


目 会 社 概要 


ー ロ 町 38 香 
| 記 いわ き 市 小 名 泊 字 捕 3 


た りん か いて つど う 


邊 の 貨物 専業 鉄道 二 609 
秋田 臨海 工業 地 補 ーー 較 ーー Re 
ゅ ら 分 岐 す る JR 貨物 秋田 港 貨物 支 | 凍 義直 | 193| 365| iq 株 
羽 本 線 土崎 か が から の ーー | 壮 末 EAI 理 皿 | 248 2 秋田 洪 線 
し 駅 を 起点 と する 質物 再 人 炊き 回 22 A 
6 4km の 南 線 と 秋田 港 一 秋田 北港 間 2.5Km 天上 円 | 13| 列 訂 高 二 向 浜 。 寺 矯 
の 本場 が 荷 陸 康生 = 
a 日 本 大 限 和 板紙 秋田 工場 が 荷 | ーー | 。 
9 im 2m 


ーー な 宰 は 基 時 ) の 設定 で 、 国 鉄 DD! 3 形 タイ 
2 の うち 1 輌 が 牽引 する 。 2009 (平成 21) 
ふ \※ 量 は コ ン テ ナ 14.3 万 t 。 
i 1 965 (昭和 40) 年 に 秋田 湾 地 区 2 
新 産業 都市 に 指定 で れ た こと を 受け 、 国鉄 : 秋 田 県 : 進 
出 企業 が 共同 出資 す る 臨海 鉄道 方 式 で 、1970 年 に 設 
立 さき れ た 。 秋 田 港 駅 に 接続 し て いた 秋田 鉄鋼 埋 頭 と 
日 本 石油 専用 線 を 利用 し で 、 1971 年 7 月 に 南 線 秋田 
一 向 浜 間 と 北 線 秋田 港 一 中 島 埋 頭 間 0.5km、 同 年 
10 月 に 中 島 坦 頭 一 秋田 北港 間 2.0Km が 開通 し て 現在 
の 線形 が 完成 し た 。 南 線 に は 秋田 港 起点 1.5km に 殻 保 
町 が あり 秋田 鉄鋼 幸 頭 専用 線 が 分 岐 し て い た が 1997 
年 10 月 に 廃止 。 中 島 埋 頭 も 日 本 石油 専用 線 を 分 岐 し 
て いた が 、1996 年 度 以後 は 扱 量 ゼロ が 続く 。 
北 線 は 小坂 か ら 濃 硫 酸 の 到着 が あっ た が 、 小 坂 
製 全 所 の 濃 硫酸 生産 終了 に 伴い 2008 年 (平成 20) 年 
3 月 4 日 限り で 運行 を 終了 し た 。 こ れ に より 北 線 の 
定期 列車 は 終了 し 、 時 析 、 保 守 用 の 錆 取り 列車 が 
走 あ だ け で し か な い 。 
沿革 年 表 


1970( 昭 和 45) 年 4 月 21 日 
1971 (昭和 46) 年 7 月 7 日 
1971 (昭和 46) 年 10 月 1 日 
1982( 昭 和 57) 年 12 月 5 日 
2008( 平 成 20) 年 3 月 4 日 


秋田 臨海 鉄道 設立 

秋田 港 一 向 浜 問 及 び 秋 田 港 一 中 島 埋 頭 問 開業 
中 島 埋 頭 一 秋田 北港 問 開 業 

国鉄 秋田 港 入 換 業 務 受 託 

北 線 定期 列車 運行 終了 


ん ム 秋田港 貸 物 駅 で 入 換 を 行う 
還 D562。DD56 形 は 国鉄 DD13 形 
タイ プ ブ の 561 機 で 、 開 業 に 合わ せ 
て 2 病 が 日 本 記章 で 新 癌 され た > a 


浜 貨物 駅 。 日 本 大 昭和 板紙 
= 人 場 に 開 衣 し 1 入り 人 
dad 物 列 車 が 発着 する 。 ポ ー ト タワ ー 
か ら 撮 影 。 128. 


社 概要 
江本 上 12 半 57 


g8.2%、 秋 田上 
壮 = リア ル 19.3% 


タフ 開 委 式 
間 25MN 
本 スタ 7 間 式 


レー と / 


浜 に 向かう 


デー Tn RD グル ニブ ーー し で 
SEE 070 お 40) 和 人称 LN と し て 昌光 1944 和 FC を て る 285 
HBcD ら 生 だ が 北 定 は 無い 中央 部 に DD351 と 203 軒 1 て い 入 「 aa 


(っ \ 信 秋田 内 陸 終 貫 鉄 道 petikind ITD? 


十 二 段 隊 道 が 奥羽 山脈 を 綱 く 


奥羽 本 線 鷹ノ巣 か ら 分 岐 し て 、 合 川 、 米 内 沢 、 阿 仁 
前 田 、 阿 仁 合 を 経て 田沢 湖 線 角館 に 至る 。 全 長 94.2km 
と 長大 で 、 線 路 規格 は 比 立 内 を 境 に 変わ る 。 鷹巣 一 
比 立 内 間 は 国鉄 阿仁 合 線 の 転換 を 受け て 開業 し た 区 
間 で 、 特 に 鷹巣 一 阿仁 合間 は 昭和 初期 の 開業 で 、 急 
曲線 と 急 勾 配 が 連続 する 。 比 立 内 以遠 は 197 1 年 以降 
の 開業 で 、 特 に 比 立 内 一 松葉 間 は 1989 年 4 月 に 新規 
開業 し た 区 間 で 、 全 長 5.697m の 十 二 段 隆道 を は じ 
め 隣 道 と コン クリ ー ト 橋 が 連続 する 。 

鷹ノ巣 と 角館 を 結ぶ 路線 は 1921 (大正 11) 年 制定 
の 改正 鉄道 敷設 法 別表 で 鷹 角 線 と し て 記さ れ て いた 

、 鷹 ノ 巣 一 比 立 内 間 の 阿仁 合 線 と 、 角 館 一 松葉 間 
の 角館 線 が 開業 し た だ け で 、 工 事 は 凍結 と な っ た 。 
角館 線 は 第 1 次 廃止 対象 と な り 、 阿 仕合 線 も 第 2 次 
廃止 対象 線 区 と な っ た 。 比 立 内 一 松葉 間 29.0Km に つ 
いて は 、23.4km の 路盤 工事 が 終わ っ て いた こと も あっ 
て 、 阿 仁 合 ・ 角 館 の 両 線 を 引き 継ぎ 、 比 立 内 一 松葉 
間 も 開 業 さ せ て 一 体 経営 を 行う こと と し 、 秋 田内 陸 
縦貫 鉄道 が 設立 され た 。1986( 昭 和 61) 年 11 月 1 日 
に 上 昌 回 仕合 ・ 角 館 線 が 先行 開業 し 、 1 989 年 4 月 1 日 
に 全 通 を 見 た 。 

2009 年 度 輸送 人 員 は 50 万 人 を 割り 、 上 厳し い 経営 
が 続き 、 存 廃 問題 が 起こ っ て いる 。 
主要 沿革 年 表 


1934( 昭 和 9) 年 12 月 10 日 
1963( 昭 和 38) 年 10 月 15 日 


国鉄 阿仁 合 線 鷹ノ巣 一 米内 沢 間 開 業 

阿仁 合 一 比 立 内 間 開 業 に より 阿仁 合 線 全 通 
1971 (昭和 46) 年 11 月 1 日 | 国鉄 角館 線 角 館 一 松葉 間 開 業 
1984( 昭 和 59) 年 10 月 31 日 | 秋田 内 陸 継 貫 鉄 道 設立 

1986( 昭 和 61) 年 11 月 1 日 | 鷹巣 一 比 立 内 間 及 び 松 葉 一 角館 間 転換 開業 
1989( 平 成 1) 年 4 月 1 日 | 比 立 内 一 松葉 間 開 業 に より 全 通 


"18.8.4 笑 内 一 臣 草 


森吉 山 の 懐 に 分 け 入 り 阿 仁川 を 渡る AN-8806。 


| 輸送 人 貞 
| 


営業 収入 
営業 


従業 員数 


| 項 目 | 


輸送 屯 数 | 


人 | 
車輌 数 | 


単 位 |1990 年 度 | 
千 人 | 1,023| 
Vi 昌 | 515| 
本 | 
百 万 円 | 364 | 
百 円 | 526| 
百 万 円 | 4162| 
績 14| 
Te 88| 


1999 年 度 |12 
841 


458 


259 


553 | 


4294 | 
14| 
78| 

L 


009 年 度 
482 


図 自 E 


tn 


阿仁 川 ? 阿仁 合 


比 立 内 ) 


A 
0 2okm 角館 ge 


に ーーー リ / 


ム ム 回 仁 合 線 区 間 を 行く 急行 
〈 も り よ し 〉。 新 電線 と 和田 8 
を 結ぶ ぷ バ イ / パス 路線 を 兼ね て いる 
こと か ら 急 行 が 運転 され る 。 旅 和 
減 か ら 急行 も 単行 と な り 、 片 吾 
台 式 の AN- 8900 形 は きら 。 


ら 離 れ た 。 
AA 


ハ 合川 で 行う 朋 生 AN 8 
( 左 ) と 遼 巣 行 ANB804。 '09.9== 


会 社 概要 

所 北 秋 田 市 阿仁 町 銀山 字 下 痢 
41 番 地 1 

換 | 300 百 万 円 

間 株 | 秋田 県 38.6%、 北 秋田 市 227 

仙北 市 15.49%6、 秋 田 銀 行 40% 

北都 銀行 4.0% 


路線 概要 
鷹巣 一 角館 間 94. 
単線 、 内 燃 動 力 、 特 丈 目 
25.0%。 、R 200m、 
20 箇 所 11.927m、 
6.141m、 全 て 1 輌 、85K 
比 立 内 間 65km/h) 


2km、1067 旧 
動 閉 守 式 、 


有 
gy 322 信 | 
/h( 麻 巣 一 


島 海 山麓 を 行 く 軽 快気 動車 

中 本 銀 後 本 蘭 か ら 分 岐 し 、 子 吾川 に 当 う て 
語 下 し て 島 海山 麓 の 矢島 に る この うち 羽後 本 
六 一 前 卿 間 は 私 鉄 と し て 開業 し 、 国 鉄 に 買収 され 
ょ 後に 私 鉄 に 戻っ た 珍し い 区 間 。 開業 時 の 私 鉄 は 
横 荘 鉄道 で 、 横手 と 本 荘 を 結ぶ べく 横手 、 本 注 の 
双方 か ら 工 事 が 始ま っ た 。 横 手 側 は 1930( 昭 和 5) 
年 まで に 老 方 ま で の 38.2km が 開業 し た も の の 、 本 
蘭 方 は 1922( 大 正 11 ) 年 8 月 に 前 卿 まで 開業 し た だ 
け で 、 横 荘 連絡 は 成 し 得 な が っ た 。 離れ 小島 的 な 
横 荘 西 線 は 1937 (昭和 1 2) 年 9 月 に 国 に 買収 され 、 
1938 年 10 月 に 羽後 矢島 ( 現 矢 島 ) ま で 開通 し た 。 

矢島 線 は 1981 (昭和 56) 年 9 月 に 第 一 次 廃止 対象 
線 区 に 指定 され 、 当 初 は バス 転換 や む を 得 ず の 空 
気 で あっ た が 、 1984 年 初頭 に 青森 県 の 弘 南 鉄道 が 
矢島 線 を 引き 受け に 食指 を 伸ばし た こと と か ら 、 第 三 
ャ クタ ー 鉄 道 化 が 決定 し た 。 

YR-1000 形 は 全長 15m 級 の 軽快 気動車 で 、4 輌 が 
開業 と 同時 に 、1 輌 が 1988( 昭 和 63) 年 に 増 備 。2000 
年 と 2002 年 に 18m 級 の YR-2001・2002 が 登場 。 
YR-1000 形 は 1004 以 外 の 4 輌 が 機関 更新 に よっ て 
YR-1500 形 に 更新 され た 。2012 年 4 月 1 日 に は 、 
次 世代 へ の 新造 車 YR-3001 が 営業 運転 を 開始 し 、 
YR-3000 形 は 3 年 で 3 輌 が 導入 され る 予定 で ある 。 
主要 沿革 年 表 


1922( 大 正 11) 年 8 月 1 日 横 荘 鉄道 羽後 本 荘 一 前 郷 間 開業 (1067mm・ 恭 気 ) 
1937( 昭 和 12) 年 9 月 1 日 | 国鉄 矢島 線 と な る 


1938 (同和 13) 年 10 月 21 日 | 西 滝沢 一 羽後 矢島 ( 現 和 拓 島 ) 問 開業 に より 矢島 線 全 通 


1981 (昭和 56) 年 3 月 10 日 | 食物 営業 廃止 


) 

) 
1984( 昭 和 59) 年 10 月 31 日 || 由利 高原 鉄道 鉄道 設立 
1985( 昭 和 60) 年 10 月 1 日 | 羽後 本 荘 一 矢島 間 転 換 開 葉 


鳥海 
Ezm 


| 音 位 | 


1990 年 度 | 1999 征 度 |2009 征 度 


| 項 目 

| 輸送 人 員 | 千 | 573| 477 

| 輸送 密度 | 人 /km 日 869| 811 

| 輸送 員数 | 千 申 | | | 

| 座 更 RA | 百 幅 | 136| ioal 

| 休 末 具 | 下 | io| ies 

| 営業 摘 益 | 百 万 円 414 468| 
| 車 博 数 | 帆 IT 
従業 員 致 還 症 | 20| 24| 


山 を 望ん で 
テー の 定 す る YR-1503+TYRL2008。 YH.2002 は 車体 に 鳥海 山 が 描か れ て いる 。 


124.1 矢島 一 川辺 


323 


人 人 人 子 吉川 を 前 る YR-1502+ 
YR-2001。YR-2001 は 2011 年 
5 月 か ら 「 宇 四 間 第 ヤマ ト 号 ] と な つ 
て いる 。 12.4.1 黒沢 一 早 沢 


さ 営業 運 款 初日 の YR-3001。 開 
業 当 時 の カラー リン グ 車 病 は 洪 
し て いる 。 "12.4.1 前 細 


27 


WW 山形 鉄道 


最上 川 が 育 = 避 を 行 [RAE 1990% ik | 1999 年 度 |2009 年 度 
ニー が ニー ん だ 田園 地帯 を 行 く TE 1.442| 1068| 722 > 
新幹線 が 輸送 密度 | AZ 日 | 1.298| gsg| eeo - 
山形 新幹線 が 発着 す る 赤湯 駅 の 西端 5 番線 か ら 発 5gw| mW 良 軸 引 話 半 長井 RE 
生生 電 同人 地 の 平坦 な 地形 を 西進 し 、 今泉 で 米 [加計 | Sol 2a 9 
坂 線 と 接続 する 。 今泉 で は 米坂 線 と 当 線 の 島 式 ホ 営業 損益 | 百 太 貼 | ^55| 48o| 4^iiz 今泉 過 


ーー ム が 並び 、 今 泉 か ら 先 の 単線 は 米坂 線 と 当 線 の Tj a 
一 電 戸 籍 区 間 で 、 白川 橋梁 を 渡り 終え て か ら 米 坂 | ES 2 nt 


線 と 当 線 が 左右 に 別れ る 。 長井 は 本 社 所 在 駅 で 、 
その 先 は 最上 川 が 作る 細長 い 盆地 を 北上 し て 最上 
川 を 渡る と 荒砥 終点 に 着く 。 も と は 国鉄 長井 線 で 、 
1983( 昭 和 63) 年 10 月 25 日 に 転換 開業 し た 。 

国鉄 長井 線 は 、1913( 大 正 2) 年 10 月 に 長井 軽便 
線 と し て 赤湯 一 梨 卿 間 が 開業 し 、1914 年 11 月 に 長 
井 に 達し た 。 長井 一 荒砥 間 は 長井 線 と し て 建設 さ 
れ た 区 間 で 、 1923 年 4 月 に 荒砥 まで が 全 通 し た 。 

国鉄 ロー カル 線 問題 は 、1968( 昭 和 43) 年 に 国鉄 
議 問 委員 会 か ら 自動 車 輸送 へ の 転換 が 好ま し い 路 
線 と し て 83 線 区 2060km が 勧告 さ れ た 。 長井 線 も そ 
の 中 に 含ま れ て いた が 、 地 元 の 反発 か ら 実施 に は 較 議 
至ら ず 、 国鉄 再建 法 で は 第 3 次 廃止 選定 線 に 含ま れ | 
る こと が 確実 と な り 、 県 が 中 心 と な り 第 三 セ クタ ー 
化 の 道 を 選ん だ 。 国鉄 ・JR 時 代 か ら 続い て いた 朝 2 
往復 の 米沢 一 長井 間 列 車 は 、 転 換 後 も JR 車輌 が 乗 
り 人 入れ て いた が 、1997 年 3 月 に 廃止 され た 。2004 
年 公開 の 映画 「 ス ウィ ング ガー ルズ | に 合わ せ て 
YR-888 は ラッ ピン グ ト レイ ン と な っ た 。 
主要 沿革 年 表 

1913( 大 正 2) 年 10 月 26 日 | 国鉄 長井 軽便 線 赤湯 一 梨 郷 間 開業 (1067mm: 蒸 気 ) 

1923( 大 正 12) 年 4 月 22 日 鮎 見 一 今 砥 問 開業 に より 長井 線 全 通 

1887( 昭 和 62) 年 4 月 1 日 JH 東日本 長井 線 と な る 


1988( 昭 和 63) 年 4 月 26 日 | 山形 鉄道 設立 
1988( 昭 和 63) 年 10 月 25 日 | 赤湯 一 荒砥 間 転 換 開業 


全会 今泉 を 発車 し て 赤湯 を 上 
す YR-888。 '11.9.18 


介 へ 最上 川橋 染 を 渡る YR-889 ス 
、 ウィ ング ガー ルズ 」 WE 
| ちい 」。「 も っ ちい ] は 宮内 駅 の ウツ 


*12 8 
語詞 譜 国 ギ の 駅 長 。 12.85 
\ 四季 の 郷 下 
会 社 概要 
届 長井 市 栄町 1 番 10 号 
軟 | 478 百 万 円 


| 称 山形 県 31.4%、 長井 市 129 
南陽 市 7.5%、 白 鹿町 7.2% 


路線 概要 
< フラ ワー 長井 線 > 
赤湯 一 荒砥 間 30.5km、 087 
線 、 内燃 動力 、 特殊 自動 閉 革 > 
12.5%、 R 300m、 1 し 
w 70 箇 所 1.112m、 最 大 2 時 


85km/h 
秋晴れ の 空 の 下 、 最 上 川 が 育ん だ 田園 地帯 を 走り 抜け る 。 "1 1.9.18 白兎 一 一 桑 


ーー タ 編 っ P202 
に 


一 部 電化 が 成っ た 国鉄 転換 線 

分 岐 し て 芦 ノ 牧 温 泉 、 湯 野上 
温泉 、 会 津田 島 を 経て 会 津 高原 尾瀬 品 (EE 6 会 
a 高原 尾瀬 口 で 野 岩 鉄道 と 接し じ 、 首 都 周 と 会 津 
松 を 結ぶ ルー ト の 一 避 を 担う 。 

JH 東日本 会 津 線 の 転換 を 受け 1987( 昭 和 62) 年 7 
月 16 日 に 開業 し た 。 国鉄 会 津 線 は 1953 年 11 月 に 
西 若松 一 会 津 滝 ノ 原 ( 又 会 津 高原 尾瀬 口 ) 間 が 全 通 し 、 
全 通 当初 は 会 津 滝 ノ 原 か ら 約 8km 離 れ た 八 総 銅山 へ 
の 専用 線 が 設け られ 、 銅 の 搬出 で 賑わっ た 。 買物 
営業 は 1982 年 8 月 に 廃止 と な り 1984 年 6 月 に は 第 2 次 
廃止 対象 線 区 に 指定 され た 。 会 津 滝 ノ 原 一 東武 新 
藤原 間 の 野 岩 鉄道 は 1982 年 1 月 に 着工 され 、 会 津 線 
が 無く な る と 野 岩 鉄 道 の 存立 も 危う く な る こと か 
ら 第 三 セ クタ ー 鉄 道 化 を 決意 。1990( 平 成 2) 年 10 
月 に は 「 電 力 移出 県 等 交付 金 」 を 財源 に 会 津田 島 一 
会 津 高原 ( 更 会 津 高原 尾瀬 口 ) 間 の 電化 が 完成 し た 。 

旅客 減 に 対応 し て 1999 年 4 月 か ら 運 行 を 開始 し 
た の が 「 ト ロッ コ 列 車 ] で 、 運 転 初 年 度 は JR キハ 30 
形 を オー プン 式 に 改造 し た AT-301+AT-150 形 で 、 
弱 年 度 か ら AT-150 形 は お 座敷 改造 を 実施 し た AT103 
に 変わ っ た 。2003 年 春 に は AT-401 が 編成 に 加わ り 、 
[お 座 ト ロロ 展望 列車 ] と 命名 され た 。 


中 見 線 西 若松 か ら 


主要 沿革 年 表 


1927( 昭 和 2) 年 11 月 1 日 | 国鉄 会 津 線 西 若 松 一 上 三 寄 ( 現 芦 ノ 牧 温泉 ) 間 開業 


1953( 昭 和 28) 年 11 月 8 日 | 荒海 ( 現 会 津 荒海 ) 一 会 津 滝 ノ 原 ( 現 会 津 高原 尾瀬 口 ) 間 
開業 に より 全 通 


1982( 昭 和 57) 年 8 月 1 日 | 貨物 営業 廃止 


1986( 昭 和 61) 年 1 月 10 日 | 会 津 鉄道 設立 


( 
1987( 昭 和 62) 年 7 月 16 日 | 西 若松 一 会 津 高原 間 転 換 開業 
1990( 平 成 2) 年 10 月 12 日 | 会 津田 島 一 会 津 高原 間 電 化 


R 


F @ 
、 田 な 発車 する AT.55 2 


項 | 単 | 1990 年 摩 | 


PPUI57 
waa IMB 


因数 | 
| 営業 収入 | 百 万 円 
営 旧 貞昌 
営業 消 益 | 百 万 円 
車 情 数 | 情 | 


宮台 | 人 


1,115| 


1.258| 


632 


825 
4193 
14 
64 


1999 年 度 |2009 年 度 | 
1 


976| 
1114 


624 | 
780 


| 「) き も (た た | 
es 会 津 若 WF./ RE レ = s あ っ た 。 10.4.17 
デー タ 編 EE 松 行 。AT-551 は 在 来 車 AT-100 形 置き 換え の 第 1 陣 で あっ た 


帳 | 福島 県 31.7%、 会 津 若松 市 9.0% 


3 和則 回 園 


会 社 概要 


所 | 会 津 若松 市 材 森町 1 丁目 
多 | 1.500 百 万 由 3 


銀行 5.3%、 南 会 町 5 1 
名 町 5.1%、 東邦 銀行 4 69。 
西 若 松 一 会 津 高 原 尾瀬 口上 
0 県 尾 ) 癌 57.4km、 1067 
em (人)t0py 
(全会 当 ぴ 高 必 ロ 間 、 特 0 了 あ 
25.0%。、R 200m、 「18 衝 所 6.225m 


『176 箇 所 1.801m、 最 大 3 輌 、 6Skmh( 一 部 85km/h) 


D 


ム ム 湯野 上 温泉 で 発車 を 待つ AT- 
401+AT-103+AT351。AT351 は 、 
201 1 年 製 で AT-30 1 と 置き 換 わ っ 
骨 た 。 1.9.19 


剛 。 水 無 川橋 渡 る AFS01TAT- 
751。AT-751 は 2010 年 5 月 に 
lW [AIZU マウ ント エク スプ レス ] 用 
に 新造 され た リク ライ ニン グ シ ー 
ト 副 。 AT-701 -702-751 の 登場 に 


より 、 元 名 鉄 [北ア ルプ ス ] 用 8500 
形 は 廃車 と な っ た 。 11.9.19 
会 津田 


島 一 田島 高校 前 
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東武 鉄道 と 会 津 鉄道 を 結ぶ 第 ニセ クタ ー 


東武 鉄道 移 婦 川 線 の 終点 新藤 原 と 会 津 鉄道 の 終 

点 会 津 高原 尾瀬 口 を 結ぶ 。 ほとん どの 列車 が 東武 
線 内 と 会 津 鉄道 会 * 津 田島 を 始終 点 と する 。 

野 岩 と は 、 下野 国 (栃木 県 ) と 岩代 国 (福島 県 ) を 結 
ざこ と を 意味 する 。 野 岩 線 は 国鉄 線 と し て 計画 さ 
れ 、1966( 昭 和 41) 年 5 月 に 路盤 工事 実施 計画 が 認 
可 と な っ た が 、 国鉄 の 赤字 問題 が 表面 化し て くる 
と 、 地 方 交通 線 の 建設 工事 は 全面 スト ツウ ワウ ら な ら 
yo 1980 年 12 月 に 国鉄 再建 法 が 成立 する 前 、1979 
年 5 月 、 運 輸 大 臣 か ら 福 島 ・ 栃木 両 県 知事 に 第 三 セ 
クタ ー 鉄 道 に よる 運営 の 意向 打診 が あり 、 両 県 で 
は 他 の 地域 の よう な 「 国 鉄 ] に 固執 する こと 0 
受け 入れ 回 答 を 行なっ た 。 そ の 結果 、 1981 年 度 予 
算 で 地方 交通 線 で は 唯一 一 予算 が 付き 、1982 年 1 月 
か ら 芽 工 が 成っ た 。 当 初 は 会 津 線 の 延長 と し て 非 


電化 で 予定 され て いた が 、 東武 線 直通 を 勘案 し て 
電気 運転 と し 、 1986 年 10 月 9 日 に 開業 し た 。 


新 線 を 建設 し て 開業 させ た 第 三 セ クタ ー = De 
は 三陸 鉄道 が 名 高い が 、 新 線 を 第 三 セ クタ ー で 運行 
する こと を 最初 に 決め た の は 野 岩 鉄道 で あっ た 。 

開業 初 年 の 紅葉 ・ ス キー シー ズン は 大 賑わい で 、 
2 輌 編成 で は 定員 不足 に 陥っ た 。1991 年 7 月 か ら 
は 浅草 一 会 津田 島 問 「 急 行 南会津 」2 往 復 が 運転 さ 
れ た が 、1992 年 度 以降 、 輸送 人 員 は 減少 に 転じ た 。 
「 南 会 津 」] は 2005 年 3 月 1 日 に 廃止 、 2009 年 度 輸 送 人 


員 は 50 万 人 を 割り 、 最 盛 期 の 半分 以下 に 陥っ た 。 
主要 沿革 年 表 

1981 (昭和 56) 年 月 20 晶 | 守 台 鉄道 設立 

1986【 上 和 61) 年 10 月 9 日 | 新藤 原 一 会 津 高原 問 開 業 (1067an1500V) 


| 項目 | 症 位 199o 


輸送 人 員 | 千 人 | 
輸送 銘 度 | 人 /im 日 
| 輸送 軸 替 | 千 中 
| 営業 収入 
EE 業 臣 | 


営業 指 共 


年 度 | 1999 年 度 |2 


| 
1,169 


[事由 数 幅 
従量 員数 | 人 


| に FT だ て トン ネル と コン クリ ー ト 橋 が 連続 する 。 
川治 湯元 一 川治 温泉 間 を 行く 会 津田 島 行 電車 。 1986 年 10 月 開業 線 だ け あ っ : 


493 


489 


'05.4.30 


会 社 概要 
所 | 日 光 市 藤原 326 番 地 3 号 
資 | 1.000 百 万 円 
株 | 福島 県 26.3%、 栃 木 県 21.59 


武 包 
日 光 市 7.6%、 東 邦銀 行 5.0% 足利 旬 


路線 概要 (会 津 鬼怒 川 線 ) 
ウー 人 滴 原 尾瀬 間 30. 7k 

直流 1500V、 特 殊 自 動 閉 実 式 、 2 タ 

18 箇 所 17,623m、 殺 64 箇 
最大 4 輌 、80km/h 


Mm、 1067np 
3.5%。 R 4 
所 2.830m a 


詳 半 A 人 ム 野 岩 鉄道 乗り 入れ た 東宮 
調 6050 系 。 野 岩 鉄道 所 有 車 用 は 
還 61100 番 代 で 3 編成 6 輔 が 東電 
と 共に 運用 され る 。 」 "119:19 
中 三 依 温泉 一 上 三 依 塩原 温泉 


へ 会 津 高原 尾瀬 口 で 顔 を DE 
る 会 当道 生 と 東 計 


asa 
会 津 高原 


尾瀬 品 


の 


Ke 
2 3 0 


デー タ 編 っ P20 


渡良 瀬川 渓谷 の | あ か が ね 色気 動車 ] 有職 隊員 gu 


| 1 007| 913| 489 


本 NS k= |[ 栓 送 市 度 | KmB| 892| 868 517 
JR 東 日 本 足尾 線 の 転換 を 受け て 1989( 平 成 元 ) 年 | 軸 記 5 本 | 生 本 | | | 
-。 mmawmmrr 開 業 し た 。 筆頭 株 共生 収入 | 百 万 円 | 272| soo 
月 29 日 に 桐生 間 藤 間 カ 開業 し 年頭 株 主 は | の 当 Rs 
群馬 県 で 、 自治 体 が 40% を 出資 する が 、 残り の 60 | 誠 生 刺 | 本 円 | A96| 4i21| 4iog 
1 % が 多 rz ココ 車輌 数 9 本 宙 | | | 
。 は 民間 で 、 小 口 の 出資 者 数 が 多い 。 転換 開業 と | 二 還 2| al = 


同時 に 全線 が 自動 また は 特殊 自動 (電子 符号 式 ) 閉 
寒 と な り 、 駅 員 配置 は 、 JR 委託 の 桐生 以外 で は 相 老 、 
大 間々 、 通 洞 ( 日 中 )、 足 尾 ( 朝 ) の み 。 1998 年 より 自 
社 車輌 に よる トロ ッ コ 列 車 の 運転 を 開始 し 、 観 光 
輸送 に 活路 を 見 い だ そ うと し て いる 。 トロッコ 列 
車 は JR 東日本 より 譲り 受け た DE10 形 が JR 東 日 
本 スハ フ 12 形 2 還 と 、 元 京 王 5000 系 を トロ ッ コ 車 
輌 (オー プン 式 客車 ) に 改造 し た 2 輌 を 牽引 する 。 
足尾 線 の 歴史 は 古く 、 足 尾 銅山 の 鉱石 輸送 を 行 
な うべ く 1911 (明治 44) 年 4 月 に 足尾 鉄道 が 下 新 田 
連絡 所 一 大 間々 町 ( 現 大 間々 ) 間 を 開業 。1912( 大 正 
元 ) 年 12 月 に 足尾 に 達し た 。 鉱石 輸送 は 国策 上 重 
要 で あっ た こと か ら 1913 年 に 全線 が 鉄道 院 に 借り 
上 げ ら れ 、1918 年 に 買収 が 敢行 され た 。 だ 足尾 銅山 
は 1973( 昭 和 48) 年 に 閉山 と な り 、 そ の 後 人 口 流出 
が 続く 。 第 三 セ クタ ー に 転換 され た の は 桐生 一 間 
藤間 で 、 貨 物 廃止 後 は 休止 状態 で あっ た 間 藤 一 足 
尾 本 山間 1.9km は 未開 業 の 免許 線 と いう 扱い に な っ 
た の ち 1998 年 6 月 2 日 に 失効 し た 。 
主要 沿革 年 表 
1911( 明 治 44) 年 4 月 15 日 足尾 鉄道 下 新 田 ( 信 ) 一 大 間々 町 間 開 業 (1067mm* 蒸 気 ) 
1914( 大 正 3) 年 9B25H | 足尾 一 足尾 本 山間 開業 に より 全 通 
1918( 大 正 7) 年 6 月 1 日 | 国 の 買収 に より 足尾 線 と な る 
1986( 昭 61) 年 11 月 。 | 貨物 営業 廃止 
) 


1988( 昭 和 63) 年 10 月 25 日 | わた ら せ 渓 谷 銭 道 設立 
1989( 平 成 元 ) 年 3 月 29 日 | 桐生 一 問 藤 問 転換 開業 、 電 子 閉塞 式 に 変更 


ム ム 相 老 で 行き 違う 「 わ 89ー31 5 
+ わ 89-302」 大 間々 行 と 「 わ 89 一 
31 1 桐生 行 。 300 形 は 転換 クロ 


了 


名 


し 
スシ ー ト 装備 、31 0 形 は セミ クロ ス 
*11.8.7 


シー ト 装 備 。 
| 、 大 間々 に 到着 し た [トロ ッ コ わっ 


し 一 号 」WKT-551+WKT-501。 


1 っ 年 4 月 か ら 運 行 を 開始 し た > 
笠 "12.4.29 大 間々 


会 社 概要 a 
賠 みどり 市 大 間々 町 大 間々 160 


番地 1 


03.11.29 沢 入 


「 ト ロ 。 ee NN ニー 
ee こ に た ら せ 泊 谷 縛 」DE101678 が [ わ 99 形 宮 車 4 向 を 牽引 する 。 
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前 橋 一 柚 生 間 を 走る 元 京 王 井の頭 線 3000 系 


群馬 県 の 県 都 前 橋 市 内 の 中 央 前 橋 を 起点 と し 、 
大 胡 、 赤 城 を 経て 西 桐生 に 至る 。 赤 城 で 東武 鉄道 
桐生 線 と レー ル が つなが り 、 古 く は 東武 線 か ら の 
乗 入 が あり 、1986( 昭 和 61) 年 11 月 1 日 に 賀 物 営業 
が 廃止 され る まで は 貨車 の 中 継 を 行なっ て いた 。 

開業 は 1928( 昭 和 3) 年 11 月 10 日 で 、 ピ ー ク の 196S 
(昭和 40) 年 度 に は 958 万 人 を 輸送 し た 。 し か し 、 
1968 年 10 月 1 日 に 国鉄 両毛 線 の 電化 と スピ ー ド ア 
ッ プ が 成る と 、 直 通 旅客 は 移行 し 、 モ ー タ リゼ ー 
ショ ン の 進展 も あっ て 輸送 人 員 は 急減 し た 。 

車輌 は 、 数 度 に わた っ て 大 幅 な 総 入替 が あり 、 
1999 一 2000 年 に 京王 井の頭 線 3000 系 を 譲り 受け 
て デハ 710 形 クハ 720 形 2 輌 編成 8 本 と し て いる 。 
上 毛 初 の 高 性 能 ・ 冷 房 車 で 、 導 入 に あたっ て は 近 
代 化 補助 の ほか 地元 自治 体 か ら の 助成 を 得 た 。 運 
転 は 朝 ラ ッシュ 時 20 分 、 昼 間 時 30 分 ヘッ ド で 、 運 
転 本 数 は 両毛 線 よ り も 多い 。 が 、 所 要 時 分 と 運賃 
に か な り の 開き が あり 、 直 通 旅客 より も 中 間 駅 か 
ら の 利用 客 重視 に 変わ っ て いる 。 

中 央 前 橋 は 上 電 プ ラ ザ と 称す る 5 階 建 駅 舎 を も っ 
て いた が 、 テ ナン ト が 抜け た こと か ら 1999 年 に 取 
り 壊 され 、2001 年 に ガラ ス 貼 り 駅 舎 と な っ た 。 

旅客 減 に 歯止め が か か ら ず 、2009 年 度 輸送 人 貞 
は 最盛 期 の 17% の 水準 で 、 赤 字 経 営 が 続く 。 


主要 沿革 年 表 

1926( 大 正 15) 年 5 月 27 日 | 上 所 電気 鉄道 設立 

1928( 昭 和 3) 年 11 月 0 日 | 中 央 前 橋 一 西 桐生 間 開 業 (1067mm・1500V) 
1932( 昭 和 7) 年 3 月 18 日 | 東武 鉄道 車輌 乗 入 開始 (1963 年 2 月 23 日 廃止) 
1999( 平 成 11) 年 6 月 1 日 | ワン マン 運転 開始 


75< 
人 410 


広瀬 川 の 脇 に 位置 する 中 央 前 橋 を 


発車 する ク 八 728+ デ 八 718。 停 車 中 は ク 八 728+ デ 人 ハ 7 


3.672 


3.825 | 


要 ー 
652| 
| 


3 


22 


2。 『09.8.16 


ー ] 
1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 


2,389| {.620| 
2.569| 1.838 


542 
779 


387 
544 


4237| 4157| 


wif8 


54 


21 
83 


ム ム 荒 克 川 橋梁 を 渡る ク パ 723+ 
デハ 713。700 形 は 2 輔 編成 8 本 
で 、 塗 色 は 編成 ご と に 異な る 。 


| A 古豪 デハ 101。 開 業 か ら 1970 
請 年 代 ま で 主力 車 と し て 活躍 し 、 う 
記 詩 で も 車 籍 を 有 し 自 


奇 前 橋 市 城東 町 4 丁目 1 番 1 


[株 | 東武 鉄道 43.3%、 
上 信 電 鉄 9.7%、 郡 馬 


中 央 前 橋 一 西 桐生 間 25.4K、 
1067mm 単 線 、 直 流 1500 ひ 

特殊 自動 閉 寒 式 、 25.0%、 
R 180m、『 無 、 ws52 箇 所 552 ト 


、 因 


| ed ヤ ク の 里 * 下仁田 に 至る | 項 目 | 単 位 [ 990 年 度 | 1999 生 度 |2009 征 放 


上 TA | ーー 961| 2209| 

高崎 を 起点 と し 、 希 川 に 沿う よう に 西進 し て 、 [| トー 249| 

上 州 富岡 を 経て 、 ネ キネ と コン ニャ ク の 里 と し て 知 | 介入 | 下 | 1131| 879 | 

っ = | 営業 皿 | 百 万 円 | 1107| < 一 | 

ス | A | 6< 552 

られ る 下仁田 に 至る 。 可 エ と | ーー 

現存 する ロー カル 私 鉄 と し て は 最 古 の 歴史 を 持ち 、 性 衣 間 還 凍 較  .35|、=。28-- 28| 上 

の 人 従業 員数 し | = 
1895 (明治 28) 年 に 上 野 鉄 道 が 設立 され た 。 1897 。 "EL ml 雪 h 科 2 
年 に 高崎 一 下仁田 問 が 軌間 762mm の 蒸気 鉄道 と し Ri 4 


て 開業 。 下 仁田 か ら 南 牧 の 谷間 に 沿い な が ら 余 地 
帳 を 越え て 佐久 鉄道 ( 現 JR 小 海 線 ) の 届 黒 下 に つ な 
げ よ うと いう 宿願 か ら 1921 (大 正 10) 年 に 上 信 電 気 
鉄道 と 改称 し た 。1924 年 に 1067mm 改 軌 と 電化 を 実 
施し た も の の 、 佐 久 方 面 は バス 連絡 を 行なっ た だ 
け で 鉄道 の 延伸 は な ら な か っ た 。 戦後 は 、 車 輌 の 
近代 化 や 保安 度 の 向上 、1981 (昭和 56) 年 に は 3 信 
号 場 を 設け る な ど 施 設 改良 を 行ない 、 一 時 は 急行 
運転 も 行なっ た 。 し か し 、 鉄 道 利用 者 の マイ カー 
移行 は 全国 的 な 趣 勢 で 、 利 用 客 は 最盛 期 の 30% 以 
下 と な っ て 今日 に 至る 。 

在籍 車輌 は 電車 22 輌 と 電気 機関 車 3 輌 、 貨 車 3 輌 。 
西武 鉄道 か ら 譲 り 受け た 500 形 4 輌 、150 形 6 輌 を は 
じ め 、 自 社 発注 の 新造 車 で 前 面 1 枚 窓 の 斬新 な スタ 
イル の 1000 形 ・6000 形 な ど が 活躍 。 自 社 発注 車 
の 運転 台 は すべ て 進行 方 向 右側 。 供物 廃止 後 の 電 
気 機関 車 は イベ ント ・ 工 事 列車 用 。 
主要 沿革 年 表 

1895( 明 治 28) 年 12 月 28 日 | 上 野 鉄道 設立 

1897( 明 治 30) 年 5 月 10 日 | 高崎 一 福島 ( 現 上 州 福 島 ) 間 開業 (762mm・ 蒸 気 ) 

1897( 明 治 30) 年 9 月 25 日 | 南 妨 井 一 下仁田 間 開 業 に より 全 通 

1921( 大 正 10) 年 8 月 25 日 | 上 信 電 気 鉄道 に 社名 変更 


) 

) 
1924( 大 正 13) 年 12 月 15 日 | 全線 の 1067mm 改 軌 ・1500V 電気 運転 が な る 
1994( 平 成 6) 年 10 月 1 日 | 貨物 営業 廃止 


4 4 南 蛇 井 で 行 さ 交 う 高崎 行 クモ 
八 6001+ ク モバ 6002 と 下仁田 行 
デハ 252+ ク 八 1301。 '09.8.18 


ム デキ 3 と デキ 1 は 独 シ ー メ ンス 
34 製 の 古豪 で 、1924 年 の 改 替 電化 
< Se っ と 時 に 導入 し た 。 今 日 で は 、 時 々 イベ 

お プー ーーーーー ンー に ント 走行 する し か 出番 は な い 。 
2 6 の "09.8.16 高崎 


会 社 概要 
高崎 市 欠 見 町 51 
語 細 画 頂 | 280 百 万 円 

fi 群馬 日 野 邊 動車 7.3%、 上 信 バ イ 
ヤー5.5%、 群馬 銀行 5.0%、 佐 藤 
邦子 3.9%、 平和 タク シー9.8% 


生生 靖 実 式 16.67%、 
ni 0 " 67 箇 所 859m、 


W 最大 3 博 、 85kmh 


に する 下仁田 か と 
デー 編 - 田 駅 。 ホ ー ム に は クモ + 停車 中 。 '09.8.16 
ト ツ 編 っ Po04 ホー ム に は クモ 八 151+ ク モ 八 152 と クモ 八 509+ ク モハ 504 が 09 


宮 尼 層 
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埼玉 新 都市 交通 ct 


1990 年 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 
9.299 12.677 15.593 
_ 13263| 16.937| 16.337 


新幹線 高架 を 利用 し た 新 交通 


東北 ・ 上 越 新幹線 の 工事 実施 計画 が 認可 され た 
の は 1971 (昭和 46) 年 10 月 14 日 で あっ た 。 こ れ に 


1.585 2.246| _ 2.894 
1.466 2.113 _2.650 


より 、 分 岐 点 の 伊奈 町 は 、 町 域 が 3 分 割 され る こと ーー シー っ | aa 
54 
に な り 、 そ れ を 危 恨 し た 住民 ら に よる 建設 反対 運 和議 


動 が 起き た 。 その 「 見 返り ] と し て 都市 鉄道 建設 が 
決ま っ た が 、 普 通 鉄道 が 必要 な ほど の 需要 が 見 込 
まれ な か っ た こと か ら 、 新 交通 導入 が 決ま っ た 。 
埼玉 県 、 沿 線 自治 体 、 運 輸 省 、 国 鉄 な ど に よる 協 
議 を 経て 、 新 幹線 の 高架 の 一 部 を 利用 し た 敷設 計 
画 が 具体 化し た 。 大 宮 一 羽 貫 問 の 開業 は 1983 年 12 
月 22 日 、 用 地 取 得 が 難航 し て 工事 が 遅れ て いた 羽 
貫一 内 宿 間 の 延伸 は 1990 年 8 月 2 日 で あっ た 。 
起点 の 大 宮 は 中 間 駅 の よう な 構造 で 、 列 車 は ホー 
ム 右 手 か ら 進 入 し て 、 乗 降 が 終わ る と その まま 左手 
の 方 向 に 発車 する 。 新 交通 で は 珍し く 有 人 運転 で 、 
ホー ム ド ア は 無い 。 新 幹線 の 左側 を 進み 、 鉄 道 博物 
館 で は 多く の 下車 容 が ある 。 丸山 は 両 新幹線 が 離れ 
る 地点 に 位置 し 、 車 輌 基地 を 擁する 。 丸山 か ら 先 は 
単線 と な り 、 上 越 新 幹線 の 西 を 進む 。 途 中 駅 は 行 違 き ーー 
い 設備 を 有 し 、 終 点 羽 貫 は 発着 線 1 本 で 、 着 いた 列 。 王 半 RW | 古 遼 鹿 
車 が 折り 返す 。 車輌 は 全て 6 輌 編成 で 、1010 系 6 る 
本 、1050 系 4 本 、2000 系 4 本 の 計 14 編 成 84 輌 が 在 
籍 する 。2012 年 12 月 に 2000 系 1 本 が 増 備 され 、 


12 月 3 日 か ら 営業 運転 を 開始 し た 。 

主要 沿革 年 表 
1980( 昭 和 55) 年 4 月 1 日 
1981 (昭和 56) 年 4 月 3 日 
1983( 昭 和 58) 年 12 月 22 日 
1990( 平 成 2) 年 8 月 2 日 
2007( 平 成 19) 年 10 朋 14 日 


埼玉 新 交通 設立 
大 宮 一 内 宿 間 免許 
大 宮 一 羽 貫 問 開業 
羽 綱 一 内 宿 間 開業 
鉄道 博物 館 開業 に より 大 成 を 鉄道 博物 館 に 改称 


2000 系 。2000 系 は 鉄道 博物 開明 
中 に よる 輸送 量 増 と 、 既 存 車輌 の 財 
| 換え 用 と し て 2007 年 に 登場 し た 。 
'18.4.29 鉄道 博物 館 一 大 二 


る ム 羽 買 で 下り 列車 1050 系 と 行き 
違う 。 上 り 列 車 運転 台 後部 より 量 
影 。 1050 系 は 全線 開通 時 の 増 人 
車 で 、6 連 4 本 が 在籍 する 。 
2429 


XX 講和 え 


り / 


XX 


会 社 概要 - 
2 所 1 伊奈 町 小室 288 災 
人 | 謝 | 2.0oo 百 万 円 


CX 


| 称 | 埼玉 県 35.0%、 東日本 放 き 半 
35.0%、 東 武 鉄道 5.0%、 み ず 
銀行 3.3%、 さ いた ま 市 3.0% 


路線 概要 a 
< 伊奈 線 > 通称 : ニュ ー シ ャ ト 
用 大宮 内宿 間 12.7km、 複 緑 (大 き 
一 丸山 )・ 単 線 ( 丸 山 一 内 居間 )、 ニ 
相 交 流 600V、 中 無 、 

で 362 科 所 18.604m、 全 で 6 縮 
6Okm/h 


【X 


r= NSE | 


新幹線 の 西 を 進む 下り 列車 上 り 列 車 は 新幹線 の 東 を 進み 、 ホ ー ム は 離れ て いる 。 '12.4.29 吉野 原 一 今 羽 


宅地 開発 会 社 が 経営 する 新 交通 


山 万 は 1 951 (昭和 26) 年 2 月 に 繊維 卸売 会 社 と し 
山 万 が 宅地 開発 事業 に 進出 


て 大 阪 で 設立 さ れ た 。 
湘南 ハイ ラン ド 、 続 


し た の は 1965 年 3 月 が から 『 で s 
いて 1971 年 5 月 が ら 佐 倉 市 の エ ユーカリが丘 ニ ュー 
タウ ン の 開発 に 着手 し た ユー カリ が 丘 三 マ ニタ 
ゥ ン は 245ha に 人 口 3 万 人 の 大 規模 開発 で 、 アク セ 
ス 鉄道 を 自社 で 経営 する こと で 住宅 の 価値 向上 を 
目指 し た 。 コス ト 削 減 の た め に 日 本 車輌 製造 な ど 
が 実験 を 行っ て いた VONA と 呼ば れる 新 交通 シス 
テム の 導入 を 決め 、 宅地 に 向 か な い 斜 面 な ど を 利 
用 し て 案内 軌条 式 の 路面 を 建設 し た 。 宅地 造成 と 
鉄道 関連 工事 を 同時 に 施工 し た こと か ら 総 工費 は 
約 40 億 円 で 済ん を だ と いう 。 

開業 は 京成 本 線 の ユー カリ が 丘 駅 開設 翌日 の 
1982 年 11 月 2 日 。 当初 は 中 学校 まで で あっ た が 翌 
年 9 月 に 井野 経由 公園 まで 延伸 し て 環状 形 の 路線 が 
完成 し た 。 

ユー カリ が 丘 は 発着 線 1 本 で 、 列 車 に は 運転 士 が 
乗務 し 、 公 園 か ら 反 時 計 回 り に 進む 。 女子 大 は 車 
輌 基地 を 擁し 、 中 学校 、 井 野 を 経て 公園 で 再び 合 
流す る 。1992 年 11 月 3 日 に ユー カリ が 丘 一 公園 間 
に 地区 セン ター が 開設 され た 。 

車輌 は 3 輌 編成 3 本 が 在籍 し 、 ユ ー カ リ を 主食 と 
する コア ラ か ら 「 こ あら 号 」 の 愛称 を も つ 。 
主要 沿革 年 表 

1951 (昭和 26) 年 5 織 維 卸売 薬 と し て 大 阪 に て 設立 


1978( 昭 和 50) 年 12 月 28 日 | ユー カリ が 丘 一 公園 問 免許 
1982( 昭 和 57) 年 11 月 2 日 | ユー カリ が 丘 一 女子 大 一 中 学校 間 開業 
1983( 昭 和 58) 年 9 月 22 日 | 中 学校 一 井野 一 公園 間 開 業 、 環 状 運転 開始 


1992( 平 成 4) 年 12 月 3 日 | 地区 セン ター 開業 


| 


Ey 


P っ on 


項 国東 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 
輸送 人 員 | 千 人 549| 731| 765 
| 輸送 密度 | 人 hm 822| 990| 1077 
輸送 市 数 | 千 下 りき 
癌 乗 収入 | 百 万 貼 | 114| 233| 214 

294| 3os| 247 
^180| _ 472| 42433 
- FE _ s 

29 29 25 


で 区 セン ター は 市 街 地 に 近く 、 全 通 か ら 9 年 後 の 1 998 年 12 月 に 開業 し た 。 '12.4.30 公 還 


i 


Ea 


中 学校 


京成 本 線 py 
や 人 5 


Se 


= 
= 
充 
= 
= 
で でき 
wm_ 
= 


423402422334 


誠 4。 ユー カリ が 丘 に 進入 する 1000 


形 「 こ あら 1 号 」。 1000 形 3 輌 編成 
は 3 本 在籍 で 、 こ あら 号 と 2 号 は 
開業 時 に 登場 し 、3 号 は 全 通 時 に 
増 備 され た 。 '12.4.30 


ム 公園 を 発車 する と 、 石 手 に ぞ 


地 、 左 手 に は 水田 が 現れ る 。 
12.4.30 公園 一 女子 大 


会 社 概要 


| 陸 東京 都 中 央 区 日 本 橋 小 綱 町 6 


番 1 号 

3.000 百 万 円 

山 弘 住 建 13.9%、 清 和 線 合 時 
物 11.6%、 中 央 不動 産 5.0%、 み 
ず ほ 銀行 5.0%、 中 央 三井 信託 


銀行 5.0% 
| 路線 概要 


< ユー カリ が 丘 線 > 
ュー カリ が 丘 一 中 学校 一 公園 問 4.1 


| Km 単線 、750\、 特殊 自動 閉 寒 式 、 


45.0%、「1 2 箇所 延長 23Zm、 
補 226 箇 所 4.024m、 
全て 3 輌 、50km/h 
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ぶ て つど う 


少な い 旅客 ・ 貨 物 営業 鉄道 
本 線 羽 生 一 熊 人 一 武川 - 


71.7km と ミ ヶ 尻 線 武川 一 能 
km か 


寄居 一 秩父 一 三峰 口 間 
谷 貨物 ター ミナ ル 間 7.6 
っ な る 。 羽生 で 東 葉 伊 勢 崎 線 、 熊 谷 で JH 高崎 
線 と 新幹線 、 寄 居 で JR 人 高 線 と 東武 東上 線 、 御 花 
畑 で 西武 線 と 連絡 する 。 シ ー ズ ン に は C58363 素 
引 の (パレ オ エ クス プレ ス ) が 熊谷 一 三峰 口 間 を 1 往 
復 し 、 西 武 線 か ら の 直通 列車 が 御 花畑 (西武 秩父 ) 
を 介し 長 消 と 三峰 口 に 乗り 入れ る 。 線 内 ロー カル 
列車 は 1989 年 に 国鉄 101 系 を 譲り 受け た 1000 系 
9 輌 編成 と 、1999 年 に 東京 都 6000 形 を 譲り 受け た 
S000 系 3 還 編 成 、2009 年 に 東急 8500 系 を 譲り 受け 
た 7000 系 3 輌 編成 、2010 年 に 東急 8090 系 を 譲り 
受け た 7500 系 3 輌 編成 を 充当 。 熊谷 一 影 森 ・ 三 蜂 
口 間 意 行く 秩父 路 ) に は 2005 年 に 西武 新 101 系 を 種 
車 に 竣工 させ た 6000 系 3 輌 編成 3 本 が 充当 され る 。 
秩父 鉄道 は 、 生 活路 線 、 観 光路 線 で ある と と も に 
太平 洋 セ メン ト 工 場 の 貨物 輸送 動脈 で も ある 。2009 
(平成 21) 年 度 資 物 輸送 量 は 170 万 t で 、 往 時 の 20% 
以下 の 水準 に まで 落ち 込ん で いる 。 貨物 列車 が 走る 
の は 熊 合資 物 タ ー ミ ナル ーー 武 川 一 秩父 一 影 森 間 。 貨 
物 牽引 機 と し て 稼働 し て いる の は デキ 1025・7・ 
8、 デ キ 301 一 3、 デ キ 501 一 7 の 16 輌 。 デ キ 201 は ( パ 
レオ エク スプ レス )〉 の 回 送 牽引 機 に な っ て いる 。 
主要 沿革 年 表 
1899( 明 治 32) 年 11 月 上 武 鉄道 設立 


1901 (明治 34) 年 10 月 7 日 | 熊谷 一 寄居 間 開業 (1067mm・ 蒸 気 ) 

1918( 大 正 7) 年 3 月 15 日 | 1200V 電 気運 転 開始 

1922( 大 正 11) 年 8 月 1 日 | 羽生 一 熊谷 問 北 武 鉄道 を 合 億 
1952( 昭 和 27) 年 2 月 1 日 | 1500V 昇 圧 

1979( 昭 和 54) 年 10 月 1 日 | 武川 一 能 谷 貨 物 タ ー ミ ナル 問 開業 ( 貸 物 専業 ) 


八 高 線 


| 


御 花畑 の な 


西武 秩父 線 


| 


輸送 量 は 減っ て も 貨物 輸送 は 貴重 な 収入 源 。 
'09.8.16 武川 


1990 和 | 1999 利 209 笠 
12785| 9659| 889 
8891| 53| 4 
6673| 320| ! 商 
間 業 収 A | 万 幅 | 6425 4 2 
6817| 4848| 3 


会 社 概要 

球 熊谷 市 曲 町 1 丁目 1 番地 
暫 | 750 百 万 円 

株 太平 洋 セ メン ト 33.5%、 
21.6% 


有情 


路線 概要 
く 本 線 > 
。 3 生 一 三箇 ロ 間 71.7t、109 7 
単線 、 直 流 1500V、 Te い 

計 21.0%、R160m 1 全 
= at 137 箇 所 1.16.4m、 最 大 電 束 

記 貨物 20 輌 、85km/h 

| < 三 ヶ 尻 線 > Fn 
人 川相 科 タ ー ミ ナル WP 
1067mm 単 線 、 AP 

記 9.89%。、R 200m、 a 
24 箇所 167.6n、 最 大 20 二 人 


50km/h 


1 


気動車 在籍 輌 数 は 私 鉄 ナ = 

取手 一 水海道 下館 間 51.1km の 常 総 線 と 、 佐 買 
一 竜ヶ崎 間 4. 5km の 竜ヶ崎 線 か ら 成 る 。 

党 総 株 は 1913( 大 正 2) 年 11 月 1 日 に 全線 を 一 気 に 
開業 させ た 。 1970 年 代 に 入る と 取手 口 が 首都 圏 の 
ベッ ド タ ウ ン と な りき 急増 する 通勤 通学 輸送 に 対 
処す べく 取手 一 水海道 間 の 複線 化 に 着手 し た 。 
1977 年 4 月 の 取手 一 寺原 間 を 皮切り に 逐次 延長 が 
な され 、1984 年 11 月 15 日 に 水海道 まで の 17.5km が 
複線 と な っ た 。2005 年 8 月 24 日 の つ くば は の の スシ 
レス の 開業 は 常 総 線 に 大 き な 変 化 を 与え た 。 従来 
の 取手 常磐 線 の 流れ が 守谷 や つく ば エク スプ レ 
ス 主 流 に 変わ り 、 輸 送 人 キロ が 減少 。 水海道 一 取 
手間 ラッ シュ 時 4 輌 が 減少 し (の ち に 廃止 )、2 輌 ワ 
ンマ ン 運 転 主体 、 閑 散 時 の 一 部 は 単行 と な っ た 。 
これ に より 、 車 輌 運用 数 が 減少 。 国 鉄 お よび JR キハ 
30・35・36 形 を 譲り 受け た 300・ 350 形 は 休 車 と 
な っ た 。 現在 の 主力 は 1993 年 以降 に 登場 し た 自社 
発注 新造 車 キ ハ 2100 形 ・2200・2300 形 ・2400 
形 ・5000 形 で 、 国 鉄 キ ハ 10 系 ・20 形 の 機器 に 新 
造 車体 を 組み 合わ せ た 310・0 形 も 活躍 を 続け る 。 

竜ヶ崎 線 は 197 1 年 8 月 に 日 本 初 の ワン マン 運転 
を 開始 し た 。 単行 ワン マン 運行 が 基本 で 、 平 日 朝 
ラッ シュ 時 は 2 輌 ワン マン 運転 と な る 。 
主要 沿革 年 表 
1900( 明 治 33) 年 8 月 14 日 | 龍 崎 鉄道 前 崎 ( 現 竜ヶ崎 ) 一 佐 買 問 開業 (762mm・ 蒸 気 ) 


1918( 大 正 2) 年 11 月 1 日 | 常 総 鉄道 取手 一 下館 間 開 業 (1067mm: 蒸 気 ) 
1915( 大 正 4 年 7 月 EHP 


1965( 昭 和 40) 年 6 月 1 日 | 常 総 筑波 鉄道 と 鹿島 参宮 鉄道 が 合併 し て 関東 鉄道 発足 、 
取手 ーー 下館 間 は 常 総 線 、 佐 賀 一 意 ヶ 崎 問 は 竜ヶ崎 株 と な る 
1984( 昭 和 59) 年 11 月 15 日 | 常 総 線 取手 一 水海道 間 複線 化 が な る 


6 取手 氷 


丈 目 | 東 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 
| 輸送 人 黄 | 千 人 | 13.706| 14.159| 10.798 
| 輸送 補 慶 | Zim 旧 | 5353| 5.525| asa1 
| 輸送 員数 | 千 市 | 
| 営業 収入 | 百 万 円 | 3,036| _ 3 134| 2.393 
| 営 乗 有 | 百 万 円 | 2.606| 3.023| 2361 
| 営業 損益 | 百 万 円 4o| 112| 32| 
車輌 数 | 績 _57| 68 62 
| 従業 員数 | 人 273| 254| 93| 


es 記 え 


に A i 8 - a ー テー ーー 
下館 駅 に 停車 中 の キ 八 101 。 キ 八 100 形 は 外 吊 扉 を も つ 20m3 扉 の ロン グ シ ー ト 車 キ 八 300 
形 の ワン マン 改造 車 。 "11.8.7 
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会 社 右 要 
両 土浦 市 真鍋 1 丁目 10 番 8 号 
l 資 | 510 百 万 円 
[株 | 京成 電鉄 29.9%、 
常陽 銀行 4.7%、 濱 雄太 郎 4.67%、 
東武 鉄道 4.0% 


路線 概要 
ぐ 常 総 線 > 
取手 一 下館 間 51.1Km、 
1 067mm 複 線 (取手 一 水海道 間 ) ・ 
単線 (水海道 一 下館 間 )、 内 燃 動 力 、 
10.7%、 R290m、 由 無 、 杏 48 細 
所 255.7m、 最 大 2 輌 、90kmh 
竜ヶ崎 線 > 
佐貫 一 竜ヶ崎 間 4.5Km、 
1067m 単 線 、 内 燃 動 力 、『 1 0.0%、 
R207m、「 無 、 府 4 箇所 12.7m、 
最大 2 輌 、50km/h 


に 海道 間 は 2 : : あの 
er < ツ 編 っ Pp S08 刺 ワ ンマ ン 運 転 が 主 力 と な っ た 。 キ 人 ハ 2305+2306 '09.11.21 戸頭 一 稲 戸井 < 


は 2 真岡 鐵道 も お か て つど う 


く SL も お か 号 > の 走る 国鉄 転換 線 


下館 か ら 芳 賀 郡 域 を 北上 し 、 真 岡 、 益 子 を 経て 
成 木 に 至る 。JR 東 日 本 真岡 線 の 転換 を 受け て 、1988 
(Ha 和 63) 年 に 開業 し た 。 開 業 に あたり 保安 方 式 を 票 
券 閉塞 式 か ら 特 殊 自動 閉塞 式 に 変更 し 、 七 井 の 行 違 
い 設 備 を 復活 させ 、 列 車 木 数 は JR 時 代 の 1.5 倍 と し た 。 
この 結果 、 輸 送 人 員 は JR 時 代 よ り 10% 程 度 伸び 、 収 支 は 
ほ ば 均衡 と な っ た 。1994( 平 成 6) 年 3 月 27 日 か ら は 不 
定期 な が 6 ら 蒸気 機関 車 素 引 列車 の 運転 を 行なっ て いる 。 
これ は 、 広 域 単位 の 行政 組織 で ある 栃木 県 芳賀 地区 広 
域 行政 組合 と 下館 市 が 地域 活性 化 の 起爆 剤 に と 計画 
し た も の で 、 真 岡 鐵道 が 運行 を 受託 し て いる 。 気動車 
は 富士 富 工業 製 LE-CarI シ リー ズ の モ オ カ 63 形 11 輌 
で あっ た が 、2002…2005 年 に モ オ カ 14 形 9 輌 が 新造 
され 、 モ オカ 6S 形 は 2006 年 に 形式 消 減 し た 。 蒸 気 機関 
車 は C11325 と C1266 の 2 輌 、 客 車 は オハ 50 形 2 輌 と 
オハ フ 50 形 1 輌 、 他 に 客車 回 送 用 に DD1355 を 所 有する 。 
真岡 線 の 歴史 は 古く 、1912( 明 治 45) 年 4 月 1 日 
に 真岡 軽便 線 と し て 下館 一 真岡 問 が 開業 し 、1913 
(大 正 2) 年 7 月 11 日 に 七 井 延長 。 そ の 後 、 ル ー ト 設 
定 に あたっ て 政治 的 な か け ひ き が あっ た よう だ が 、 
1920( 大 正 9) 年 12 月 15 日 に 茂木 まで 全 通 し た 。 
真岡 駅 舎 は 蒸 機 列 車 の 運転 開始 に 伴い 蒸気 機関 
車 を 象 っ た も の に 変わ っ て いる 。 
主要 沿革 年 表 
1912( 明 治 45) 年 4 月 1 日 | 真岡 軽便 線 下館 一 真岡 間 開業 
1920( 大 正 9) 年 12 月 15 日 | 士 井 一 茂木 間 開業 に より 全 通 
1982( 昭 和 57) 年 11 月 1 日 | 貨物 営業 廃止 
1987 (昭和 62) 年 10 月 12 日 | 真岡 鐵道 設立 
1988( 昭 和 63) 年 4 月 11 日 | 下館 一 真岡 間 転換 開業 、 電 子 閉塞 式 に 変更 
1994( 平 成 6) 年 3 月 27 日 | 蒸気 機関 車 牽 引 列車 運転 開始 


ウン ン - 

の > 
K ER 
に の ヶ 


折 本 で 行き 違う モ オ カ 14-7 茂 木 行 ( 左 ) と モ オ カ 14-4 下 館 行 。 '11.8.7 


| 項 目 | 位 | 1990 年 度 


1.476 1.527 
1.443 1.924|_ 


466 
584| 
4118 


56| 


1999 年 度 | 2009 年 度 


387 


7| 


1.130 
1.369| 


340 


会 社 概要 
所 | 真岡 市 合 町 2474 番 地 1 
皿 | 250 百 万 円 
| 株 | 栃木 県 22.4%、 真岡 市 13 4 
7.6%、 足 利 銀行 4.8%、 党 也 


路線 概要 
下館 一 茂木 間 41.9km、 1067mm 単 
: 茸 気 重力 、 特 殊 自 動 義 素 、 ト 50x 
R200m、 四 無 、 路 57 箇所 317 98p 
最大 2 輌 、75km/h : 


%、 DE 
個人 my 


ム ム 委 の 編 税 の よう な 水田 


> 6 
員 を モ オ カ 14-1 が 駆け 抜け る 。 
*11.8.7 益子 ー ビ # 


<“ 茂木 の 側線 で 休 お (SL も 8 
編成 。C1 266+ オ ハフ 503 1 
八 5022+ オ 人 ル 501 1。 


= 


| 1990 年 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 | 
道産 子 気動車 健在 1,500 929 Rr 
ke 2.496 1.519 1.214 
勝田 か ら 分 岐 し て 那珂 演 を 経て 阿字 ケ 浦 に 衝 る I = 

3 317 273 
全長 1 4.3km の 非 電化 路線 。 1907( 明 治 40) 年 11 月 si| zz 2 


車輌 数 | 輔 | 14| 12| 8 


「 開業 させ た 。 戦時 中 に 水 浜 電車 が 母体 と な っ て 、 古 貞 数 | 人 | 32 33 28 
湊 鉄 道 、 茨 城 鉄道 、 袋田 温泉 自動 車 を 合併 し て 茨 
虹 交通 と な っ て か ら は 深 鉄 道 線 と 呼ば れ た 。 

区 城 交通 の 鉄 軌 道 線 は 、1966 年 6 月 に 水 浜 線 全 
鹿 、1971 年 2 月 に 茨城 鉄道 線 全廃 で 、 渡 鉄道 線 の 
み 21 世 紀 ま で 営業 を 継続 し た 。 し か し 、1965( 昭 
和 40) 年 度 輸送 人 員 247 万 人 、 輸 送 密度 4009 人 /km 
日 で あっ た の が 、2004( 平 成 16) 年 度 は 77.9 万 
人 、1247 人 /km 日 に 落ち 込ん だ 。 茨 城 交通 は 、 鉄 
道 、 バ ス の 利用 客 減 と 不動 産 投資 の 失敗 も あっ て 
経営 が 悪化 。 紅 余 曲折 の の ち 鉄 道 部 門 を 切り 離す 
こと と な り 2008 年 4 月 1 日 か ら 、 ひ た ちな か 海浜 鉄 
道 に よる 経営 が 始ま っ た 。 

列車 運行 は 単行 を 基本 と し 、 朝 の 通学 時 間 帯 に 
「 は 2 輔 編成 と な る 。2010 年 4 月 6 日 に 全 列 車 が ワン 
マン 運行 と な り 、9 月 1 日 に 金 上 の 交換 設備 が 復活 
し た 。1995・1997・2002 年 に 新造 し た 3710-01・ 
02、37100-03、2009 年 に 入線 し た ミキ 300-103 
な ど が 主力 車 で 、 昌 留 彰 鉄道 車 の キハ 2004・2005、 
上 泌 由 炭 鉱 鉄道 の キハ 222 も 現役 で 活躍 する 。 
主要 沿革 年 表 
1907 (明治 40) 年 11 月 18 日 | 潜 鉄 道 設立 
1913( 大 正 2) 年 12 月 25 日 勝田 一 那珂 湊 間 開業 (1067mm・ 蒸 気 ) 

1928( 昭 和 3) 年 7 月 17 日 磯崎 一 阿字 ヶ 浦 間 開 業 に より 全 通 
1944( 昭 和 19) 年 8 月 1 日 茨城 交通 湊 鉄 道 線 と な る 


る 4 月 1 日 | ひたち な か 海浜 鉄道 湊線 と し て 開業 
D11 生成 23) 年 3 月 1 日 東日本 大 雷 災 で 被災 (7 月 23 日 全線 復旧 ) 


立 の 深 鉄 道 が 1913 年 12 月 に 勝田 一 那珂 湊 間 を 営業 損 挫 | 百 万 円 6| 4A4| 437 
設 


人 A 3710-02 力 走 。 形 式 の 3710 
| は 、 ミ ナ ト の 語呂 合わ せ 。2010 年 
月 に 「 孔 光 の 大 地 ] が テー マ の 塗 
| 色 と な っ て いる 。 11.8.6 
中 根 一 金 上 


^ 元 三木 鉄道 の ミキ 300-103。 
語 2008 年 3 月 末 限 り で 三木 鉄道 が 
廃止 され る と 、 塗 色 や 車 番 も その 
まま で 2009 年 8 月 30 日 か ら 営 業 
運転 を 開始 し た 。 '09.11.21 

平磯 一 磯崎 


会 社 概要 
両 ひたち な か 市 釈 凶 町 22-2 
左 | 178 百 万 円 
ひたち な か 市 50.6%、 
茨城 交通 49.4%、 


路線 概要 
湊線 > 
勝田 一 阿字 ヶ 清 間 14.3km、1067m 
単線 、 内 燃 動 力 、 自 動 閉 実 式 
+10.0%、 R 200m、『1 無 
2 箇所 51m、 最大 3 績 、 60m 


ーー・ に の 


デ こ ご 車両 群 。 ク リー / 
に 朗 SEz』 に 守 D ス カー レッ ト の G 国 急行 色 は 久 明 負 車 キハ 2005。 11.8.6 
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Rk, ・ 鹿島 臨港 線 は 貨物 


水戸 一 大 洗 一 新 鍵 田 一 鹿島 サッ カー スタ ジア ム 
間 53.0km の 大 洗 鹿 島 線 と 、 鹿 島 サ ッ カ ー ス タ ジ 7 
ムー 奥野 谷 浜 間 19.2km の 鹿島 臨港 線 か ら 成 る 。 

先 に 開業 し た の は 鹿島 臨港 線 で 、 国鉄 、 茨城 県 、 鹿 
島 臨 海 工業 地帯 進出 企業 の 出資 に より 1969 年 4 月 

会 社 設立 、1970 年 11 月 12 日 に 北 鹿 島 ( 現 鹿島 サッ 
カー スタ ジア ム ) 一 神栖 一 奥野 谷 浜 間 が 全 通し た 。 
1978 一 1983 年 は 新 東京 国際 空港 へ の 航空 燃料 の 暫 
定 輸 送 を 行ない 、 そ の 間 は 北 鹿島 一 鹿島 港南 間 で 
旅客 営業 も 行なっ た 。 貨物 は 最盛 期 の 1981( 昭 和 56) 
年 度 に は 172 万 t を 輸送 し た が 、 航 空 燃 料 輸送 終 
了 後 は 大 幅 に 減少 し 、2009 年 度 は 24.3 万 t 。 

大 洗 鹿島 線 は 国鉄 線 と し て 建設 が 進み 、 国 鉄 再 
建 法 成立 後に 地方 交通 線 建設 が 凍結 され た の ち も 
予讃 本 線 の 短絡 線 と な る 内 子 線 と 、 開 業 後 の 輸 送 
密度 度 が 4000 人 以上 見 込ま れ た 鹿島 新 線 だ け は 続 
行 と な っ た 。 し か し 、 赤 字 に 悩む 国鉄 は 、 鹿 島 新 
線 の 第 三 セ クタ ー 経 営 を 茨城 県 知事 に 申し 入れ 、 鹿 島 
臨海 鉄道 を 経営 母体 と する こと が 決定 し た 。 開 業 は 
1985 年 3 月 14 日 で 、 日 本 貨物 鉄道 と 鹿島 工業 地帯 関 
連 企 業 が 大 洗 鹿島 線 の 経営 を 行なう と いう 変わ っ た 
現象 が 続い て いる 。 開業 当 初 の 大 洗 鹿島 線 は 3000 人 
/km 日 以上 で あっ た が 、2009 年 度 は 2070 人 /km 日 ま 
で 低下 し 2001 年 4 月 か ら ワ ンマ ン 運 転 が 始 まっ た 。 
主要 沿革 年 表 

1969( 昭 和 44) 年 4 月 1 日 | 鹿島 了 海 鉄道 設立 
1970( 昭 和 45) 年 11 月 12 日 | 北 旗 島 (中 鹿島 サッ カー スタ ジア ム ) 一 委 野 谷 浜 間 開 業 (1067mm. 内 燃 ) 


1978( 昭 和 53) 年 7 月 25 日 北 鹿 島 一 鹿島 港南 間 旅 客 営業 開始 (1983 年 12 月 1 日 廃止 ) 
1985( 昭 和 60) 年 3 月 14 日 | 水戸 一 北 鹿島 間 開 業 (1067m・ 内 燃 ) 


る 鹿島 海 鉄道 …… 


章 目 | 単 貸 


内 居 人 邊 | ん | 


| | 内 J 
時 


1990 年 度 |1990 年 度 |2009 征 | 


3346| 2991| 2374 
3 回 2627| 2070| 
46| 206| 243| 
1366| 1230| 114 
1368| 1 336| 1 214| 
42| 4106 4100 
21| 24 24 


味 早 症 過 | !2| | 2 
会 社 概要 

所 | 東 茨城 郡 大 洗 町 桜 道 301 番 地 
軸 | 1.226 百 万 円 


| 株 日 本 貨物 鉄道 37.5%、 茨 城 県 28.5%、 
住友 人 金属 工業 4.9%、 三 菱 化学 4.5% 


路線 概要 
く 大 洗 鹿島 線 > 
水戸 一 鹿島 サッ カー スタ ジ 


アム 間 5 
燃 動 力 、 作動 ieox 


MT 
2.145m. 埋 169 和 所 16.921m. PA ha 
く 鹿 島忠 港 線 > 

鹿島 サッ カー スタ ジア ムー 一 奥野 谷 浜 浜 間 192 | 

橋 動 力 、 特 珠 自 動 時 家 式 ( 莉 分 サカ ミッ の 
(人 手間) スタ 人 hms 
15.0%、R 164m、n2 科 93m * TMR 


ン ー デ で 
ー ス タム 
な へ 委 び 2 の mW 
級 [ 
| SR 大 浪曲 内 
| 業 、 鹿島 陣 洪 線 は 買 折 1014 
| を 異 に する 。 


A KRD64.2 は 2009 
輌 で 新造 され た 。 


日 


0 


北浦 湖畔 を キハ 6000 形 輌 編成 の 鹿島 神宮 行 が 快走 する 。201 1 年 3 月 1 1 日 の 東日本 大 震 災 被災 か ら は 7 月 12 日 に 全線 が 通じ た 。 
'11.8.6 北浦 湖畔 一 新鮮 田 


ーー ニー i eS で A 


(9) 銚子 電気 鉄道 ちょ うし で ん き て つど う 


各 業 と 響 油 の 町 、 銚 子 の ミニ 私 鉄 市 較 前 

8 E1091| 837| 712 成 

a 業 と 級 油 の 町 と し て 知ら れる 銚子 市 内 を 走る 。 Te] EE ta 

JR 銚子 駅 番線 の 東端 に 切り 込ん だ ホー ム を 発車 し 、 3 財 43 ja が 

‘ 2 し ーー EE i 万 円 | 2 ァ ーーーー 、 

車庫 の ある 仲ノ 町 を 過ぎ る と 、 民 家 の 軒 を か すめ る | 2egl al っ ク 

よう に 市 街 地 を 走る 。 観音 発車 後 、 20%。 の 勾配 を 7 3 = 

上 り っ め る と 左手 前 に 利根 川 河口 が 見 える 。 笠 上 時 a 2| | Ci 
外川 


生 で 上 下 列車 が 行き 違い 、 そ の 際 は タ ブレ ッ ト を 交 
換 する 。 海 鹿島 か ら は キ ャ ベツ 畑 の 中 を ゆっ くり と 
走り 、 終 着 外川 は 木造 駅 査 が 残る 。 

1990 年 1 月 に 経営 権 が 京成 系 の 千葉 交通 か ら 内 
野 屋 工務 店 に 移り 、 観 光 、 リ ゾー ト 鉄 道 へ の 脱皮 
を 行なう べく 、 車 輌 の 塗 色 変更 や ー 部 駅 舎 の 改築 
が な され た 。 その 内 野 屋 工務 店 は 1998 年 6 月 に 自 
己 破産 申請 に 至り 、 銚 子 市 が 支援 を 行なっ た 。 内 
野 屋 工務 店 破産 後 の 2003 年 5 一 7 月 に 社長 の 内 山 が 
借入 金 を 横領 し 、2006 年 8 月 に 内 山 は 業務 上 横領 
の 疑い で 逮捕 。 こ れ ら に より 銚子 電鉄 は 2006 年 11 
月 に 車輌 の 法定 検査 が 行え な いと いう 事態 と な っ 
た 。 以 前 か ら 兼 業 と し て 営ん で いた 「 ぬ れ 煎 餅 」 の 

売 な ど で 車 輌 検査 の 目途 は つい た が 、 設 備 の 老 
朽 化 は 深刻 で 、 有 志 ら に よる 「 銚 子 電鉄 サポ ー タ ー 
ズ 」 な どの 支援 も あっ て [運行 停止 ] は 免れ た 。 

2009 年 に 伊予 鉄道 か の ら 5800 系 (京王 2010 系 ) を 譲 
り 受 け 、2010 年 7 月 か ら 営 業 運 転 に 就 い て いる 。 
主要 沿革 年 表 

1922( 大 正 11) 年 10 月 10 日 | 鉄子 鉄道 設立 
1923( 大 正 12) 年 7 月 5 日 | 銚子 一 外川 間 開業 (1067mm. 内 燃 ) 


1925( 大 正 14) 年 7 月 1 日 | 600V 電 気運 転 開始 


1945 ご 
に 7 月 20 日 | 空 朋 に より 全線 運休 (1946 年 4 月 4 日 運転 再開 ) 
昭和 22) 年 | 8 月 20 日 | 銚子 電気 鉄道 に 社名 変更 

995( 平 成 7) 年 4 月 1 日 | ワン マン 運転 開始 


ーー 


4 4 ク 八 2502- デ 八 2002。 ア イ 
ボリ ー に ラッ ピン グ 広 告 車 で 、 赤 ヒ 
ゲ が 追加 され て いる 。 "12.5.1 

仲ノ 町 


^ 全長 4.47m と 1067m 軌 間 鉄 
道 で は 最小 の デキ 3。 1922 年 独 ア 
ル ゲ マイ ネ 社 製 で 、 宇 部 の 沖 ノ 山 
炭 抗 か ら 1941 年 に 移籍 し た 。 


'125.1 仲ノ 町 
会 社 概要 
旧 骨 銚子 市 新生 町 2 丁目 297 番 
園 69 百 万 円 


四 小川 文雄 27.1%、 常 陸 合 恭弘 
| 25.5%、 綿 谷 岩 雄 8.3%、 林 作 
治郎 8.3%、 小 原 健史 4.26 


店 路線 概要 

| 銚子 一 外川 間 6.4km、1 067mm 単 線 、 
= 直流 600V、 粟 券 閉 寒 式 (仲ノ 町 一 
外川 間 ) 自動 義宣 式 (銚子 一 人 2 
町 間 )、 20.0%、R300mi、 r1 無 、 
計 、。」 箇 所 2m、 最 大 2 輌 、40km 


ンー ニ シー 


RT a a 
E22 \2501] で 2 


っ お 』 の A * 3 ちこ 8 
001 と デル ハ 1008。 デ ハ 1008 は 201 1 年 に 丸ノ内 線 カラ ー と な っ て いる 。 "125.1 41 


⑮ 小湊 鉄道 :*<: こ ら 
] 1 990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 


首都 圏 に 残る 非 電 化 単線 路線 ra キ 人 | 3284 2 1.423| 


輸送 密度 mB 2 6OG 1.953 1 1.216 2 アベ WM 
内 請 井 駅 の 山間 ホー ム か ちら 発し 、 上 キス 、 ーー or sl 8 


上 総 窒 無 を 経て 養老 川 を さか の ぽ り 、 房 総 半島 内 | 括 本 加太 邊 | 998| 94| si3 


陸 部 の 上 総 中 野 に 至る 。 上 総 中 野 に 達し た の は rc Ua と 老 川 (7 
1928( 昭 和 3) 年 5 月 で 、 社 名 か ら わ か る よう に 安房 | e106 ggl zel 
地方 の 小湊 を 目指 し て いた が 、 途 中 に 清 深山 を 越 半生 
える 難 工 事 が 控え て いた こと や 、 大 原 か ら の 木原 。 で 


線 ( 現 いす み 鉄 道 ) が 上 総 中 野 に 達し て 半島 縦貫 鉄 
道 が ー 応 完成 し た こと も あっ て 延伸 断念 に 至っ た 。 

1942 年 以降 は 京成 系 で 、1961-72 年 に 14 還 が 
新造 され た キハ 200 形 は 、 京 成 モ ハ 3200 形 と どこ 
と な く ス タイ ル が 似 て いる 。 1957 年 に 京成 千葉 ( 現 
千葉 中 央 ) 一 一 海士 有 木 間 19km の 免許 を 取得 し た も の 
の 、 自 力 で 建設 する こと が で きず 、1975 年 に 千葉 
女 行 電鉄 に 譲渡 。 千葉 急行 電鉄 は 千葉 中 央 一 ち は 
ら 台 間 を 開業 し た も の の 経営 破綻 に 陥り 、 同 区 間 
は 京成 が 引き 継い だ 。 し か し 、 ち は ら 台 一 海士 有 
木 間 開業 の 目 拠 は た っ て いな い 。 

。 上 総和 牛久 間 は 首都 園 の ベッ ド タ ウ ン 化 が 

み 、 平 日 朝 ラ ッシュ 時 は ほぼ 20 分 ヘッ ド 。 上 総 

A SE 
され て か ら は 1 本 の 列車 が 入れ る だ け で 、 上 総 中 
野 ま で は 平日 4 往復 、 休 日 6 往復 に 減っ て いる 。 


i 


2 


主要 沿革 年 表 
| 1917( 大 正 6) 年 和 小湊 鉄道 設 立 


1925( 大 正 14) 年 3 月 7 日 | 五井 一 里見 間 開 業 (1067mm・ 菩 気 ) 
1926( 大 正 15) 年 9 月 1 日 | 里見 一 月 崎 間 開業 

1928( 昭 和 3) 年 5 月 16 日 | 月 崎 一 上 総 中 野間 開業 、 内 燃 動 力 併用 開始 
1969( 昭 和 44) 年 10 月 1 日 | 供物 営業 廃止 

1995( 平 成 7) 年 2 月 1 日 | 五井 一 上 総 邊 久間 ATS 設 置 
1998( 平 成 10) 年 9 月 16 日 | 上 総 生 久 一 上 総 中 野間 スタ フ 閉 案 式 に 変更 


。 本 パ 上 総 中 野 で いす み 1185 


還 する 。 


TT ENT. GE EG 


42 


ひ いす み 鉄 首 いす みて つど う 


4 項 目 | 単 笠 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2 9 年 度 | 
千葉 県 営 の 人 車 軌道 が ルー ツ [AA Es 0 ) 009 年 | ‘i 


| 676| 406| \ 
, | 輸送 宙 度 | 人 Zi 日 | 1.266| 825| 530| 2 
ー 大 多喜 一 上 総 中 野間 の 転 | 輸送 市 数 | 千 吊 | | a 

JR 東 日 本 木原 線 大 原 一 大 多 に 開業 し た に 理 幅 | 175| | 9e NO い ー、 
換 を 受け て 1988( 昭 和 63) 年 3 月 24 日 ント コン バニ EE 費 | 百 万 円 | 269| 263 251 ェ ン 8 
木原 線 は 1981 年 9 月 に 第 1 次 廃止 対象 線 区 に 選定 さ El  294. A122| TAss 了 

氷 物 の 2 車輌 数 | 績 | 7 7 7 
れ た も の の 、 地元 で 着 列 な 「 乗 っ て 殆 そ う ] 之 動 が 語 誠 語 還 | sl コー Ei の 


展開 され 、 輸 送 密度 が 一 時 2000 人 を 越え た こと か 
ら 4 年 間 存 廃 問題 が 棚上げ され た 経緯 を も つ 。 転換 
開業 時 に 上 総 東 の 交換 設備 を 復活 させ て 増発 を 行 
な い 、 全 線 を 電子 閉 寒 式 に 改め て 要員 の 合理 化 を 
行なっ た 。 当初 は バス か ら の 旅客 移転 も 見 られ た が 、 
1996 年 度 に 輸送 密度 1000 人 を 割り 、 営 業 赤字 額 は 
1991 年 度 以降 1 億 円 を 超え た 。2004 年 度 は 輸送 人 
員 45.9 万 人 、489 人 /km 日 で 、 こ こ で 存廃 問題 が 起 
こっ た 。 県 や 自治 体 ら が 結成 し た 「 い すみ 鉄道 再生 
会 議 ] は 平成 20 年 度 か ら 2 年 間 は 収支 検証 期間 と し 
21 年 度 決算 で も 収支 改善 の 見 込み が 立た な い 場 合 
は 鉄道 の 廃止 も 検討 する こと を 決定 し た 。 

2007 年 12 月 か ら 社長 を 一 般 公募 し 、2009 年 6 月 
に 現 社長 の 鳥 塚 亮 氏 が 就任 。2009 年 10 月 か ら ム ー 
ミン を あし ら っ た 列車 の 運行 を 開始 、 '10 年 3 月 か ら 
訓練 費 700 万 円 自己 信 担 を 条件 に 運転 士 を 募集 な ど 
話題 を 提供 し 続け 、2009 年 度 で 当期 純 損失 が 2.819 
万 円 改善 され 、2010 年 8 月 6 日 に 存続 が 決定 。2011 
年 度 に キハ 52125 と いす み 300 形 が 登場 し ed 
主要 沿革 年 表 


1912( 大 正 元 ) 年 12 月 15 晶 
1927( 昭 和 2) 年 5 月 4 日 
1930( 昭 和 5) 年 4 月 1 日 
1934( 昭 和 9) 年 8 月 26 晶 
1974( 昭 和 49) 年 10 月 1 日 
1988( 昭 和 63) 年 3 月 24 日 


千葉 県 営 鉄道 大 原 一 大 多喜 問 開業 (609mm・ 人 カ ) 
国 が 容 陽 鉄道 (609mm 内 燃 ) を 買収 

国鉄 大 原 線 大 原 一 大 多喜 間 開 業 (1067mm: 蒸 気 ) 
総 元 一 上 総 中 野間 開業 に より 全 通 

貨物 営業 廃止 

大 原 一 上 総 中 野間 いす み 鉄道 に 転換 開業 


人 大 多喜 に 到着 する 上 総 中 野 
行い すみ 205+206。 "11.8.6 


人 JR 外 房 線 209 系 と 並ん で 大 厚 
に 進入 する キル 521825。 大 糸 線 で 
使用 し て いた も の を 譲り 受け 、 
201 1 年 4 月 29 日 か ら 営業 運転 を 
開始 し た 。 土 休日 を 中 心 に 観光 女 
行 と し て 運転 され て いる 。「'11.8.6 


中 会 社 概 要 

所 | 夷隅 郡 大 多喜 町 大 多 言 264 番 地 
四 | 269 百 万 円 

[ 千葉 県 34.296、 大 多喜 町 15.2%6、 
。 いす み 市 14.3%、 小 深 鉄道 5.6 


%、 千 葉 銀行 3.7% 


ey 
1oo7mwi RB HA 
座 WE " } AN 和 所 985n 最大 
4 0 RO A 65km/h 


(et 


RA1 lj i 
EC CN 


業 運 転 を 開始 。 


臨海 鉄道 方 式 の 第 1 号 TT 2999 
a ] | 

千葉 県 の 東京 湾岸 部 は 、1950( 昭 和 25) 年 頃 か ら | aeg| rsse 

埋立 て が 始ま り 、 鉄 鋼 ・ 石 油 化学 な どの 企業 が 進 っ 

出し て 日 本 有数 の 臨海 工業 地帯 と な っ た 。 そ の 製 2 紀 補 

1 1 

品 輸送 を 目的 に 設立 され た の が 京葉 臨海 鉄道 で 、 el ie 


出資 者 は 、 国 鉄 ・ 地 方 公共 団体 ・ 沿 線 進出 企業 と 、 
その 後に 誕生 し た 臨海 鉄道 方 式 の モデ ルケ ー ス と し Ve 
な っ た 。 ま ず 1963 年 9 月 に 蘇我 一 浜 五井 間 及 び 市 : 
原 分 岐 一 京葉 千葉 間 が 開業 。 工 場 用 地 の 造 成 と 企 
業 進出 に 合わ せ て 順次 路線 を 延長 し 、1973 年 3 月 
に 京葉 久保 田 に 達し た 。1975 年 5 月 に は 千葉 貨物 
ー ミ ナル を 起点 と する 食品 南 線 1.3km と 食品 北 線 
1.2km が 開業 し た が 、1994 年 に 廃止 と な っ た 。 
2009( 平 成 21) 年 度 輸送 量 は 192.9 万 t で 、 私 鉄 
貨物 ナン バー1 を 誇る 。 発 送 の 多く は 石油 類 で 、 浜 
五井 の コス モ 石 油 、 甲 子 の 極東 石油 工業 千葉 製油 
所 、 北 袖 の 富士 石油 袖ヶ浦 製油 所 か ら タ ンク 車 が 
全国 各地 に 向かう 。 石油 に 次 いで 多い の が コン テ 
ナ で 、 千 葉 貨 物 、 玉 前 、 京 葉 久保 田 が 発汗 駅 。 化 
学 薬品 は 、 甲 子 、 京 葉 久保 田 か ら 発送 され る 。 在 
籍 機関 車 は KD55 形 (101 ご 103・105・201) と KD 
60 形 1 ご 4 の 9 輌 で 、 輸 送 量 減 か ら 保 有機 関 車 数 は 
減っ て いる 。 機関 区 で は 私 有 貨 車 や JR 次 物 の 機関 
車 の 検 修 も 行なっ て いる 。 
主要 沿革 年 表 
1962( 昭 和 37) 年 11 月 20 日 | 京葉 臨 海 鉄道 設立 


1963( 昭 和 38) 年 9 月 16 日 | 次 我 一 浜 五 井 間 及 び 市 原 分 岐 一 京葉 市 原 間 開 業 
(1067mm 内 燃 ) 

1965( 昭 和 40) 年 6 月 1 日 | 浜 五井 一 椎 津 間 開 業 

1968( 昭 和 43) 年 10 月 1 日 | 椎 津 一 袖ヶ浦 ( 現 北 袖 ) 間 開業 

1973( 昭 和 48) 年 3 月 28 日 | 袖ヶ浦 分 岐 ( 現 北 袖 分 岐 ) 一 京葉 久保 田 間 開業 


と マ 浅井 を 通す 
田 発 の KD602 率 3 上り 仙 和 迷 
KD602 は 2002 年 6 月 6 日語 
新鋭 機 。 0883 


1 
国鉄 DD19965? 
| A KD55105, 国 DB 


1967 年 に 凍り 受け DD 
な り 、1994 年 3 月 15 昌 に 


; 換装 し た 。 坪 人 物 タ ー ミ ド 


> 


京葉 久保 田 で 入 換 中 の KD608。 


'08.8.31 


44 


国内 最長 の 懸 自 式 モノ レー ル so 


| | 5 549| 16.654 16.633 
| 輸送 密度 | 人 /km 晶 6.749 12.893 


千葉 市 は 長らく 市 内 交通 を 路線 バス に 頼っ て いた | 間 送 序 | 下 | | | 
写 度 成長 期 に 道路 渋滞 が 深刻 化す る と 、1976 | 闘え | 964| szqel る el 
ml 


11,967| 


が 、 , 上 供 箕 貞 | 百 万 円 | 2043| 4312| 2ssal 
(昭和 51) 年 に 全長 約 4O0km の モ ノレ ー ル 基本 計画 が 本 | | <1oes| 555 

5 * で は 無く 懸垂 式 を 採 上 車 績 数 | 柄 | 24| に | 
まとめ られ た 。 踏 座 式 で は 無く 懸垂 式 を 採用 し た RA | ーー 3s 


の は 、 地元 に 大 手 鉄鋼 事業 者 が 立地 し 、 支 柱 や 桁 
の 建設 に 多く の 鉄鋼 を 使用 する 方 式 を 選択 し た た 
め 、 と され る 。 

千葉 県 ・ 千 葉 市 な ど が 出資 の 千葉 都市 モノ レー 
ル の 設立 は 1979 年 3 月 で 、1 号 線 と 2 号線 の 軌道 敷 
設 特許 は 1981 年 3 月 で あっ た 。2 号 線 スポ ー ツ セン 
ター 一 千城台 間 の 開業 は 1988 年 3 月 、 千 葉 ( 仮 ) 乗 
入 は 1991 年 6 月 。 1 号線 千葉 みな と 一 千葉 間 開 業 は 
1995 年 、 全 通 は 1999 年 月 で あっ た 。 

開業 時 期 か ら も わか る よう に 都心 に 近い 都賀 で 
の 乗換 客 が 多く 、 千 葉 市 内 へ の 流動 が 伸び 悩ん で 
いる 。 そ の 結果 、 各 年 10 億 円 以上 の 営業 赤字 額 が 
続き 、2006 年 4 月 8 日 に 産業 活力 再生 特別 措置 法 に 
基づく 事業 再 構築 計画 に より 累積 損失 の 解消 が な 
され た 。 こ れ に より 営業 黒字 基調 と な っ た 。2012 
年 7 月 か ら URBAN FLYER 0-type と 称す る 新型 車 
が 登場 し 、2014 年 春 ま で に 8 輌 (2 輌 編成 4 本 ) の 導 
入 が 予定 され て いる 。 

当初 見 られ た ラッ シュ 時 の 4 輌 編成 は 今 は な く 、 
定期 列車 は 2 輌 編成 の み と な っ て いる 。 
主要 沿革 年 表 
1979( 昭 和 52) 年 
1988( 昭 和 63) 年 3 月 28 日 
1991( 平 成 3) 年 


1995( 平 成 7) 年 
1999( 平 成 11) 年 3 月 24 日 


千葉 都市 モノ レー ル 設 立 

2 号線 スポ ー ツ セン ター- 千城台 間 開業 
2 号線 千葉 ( 仮 ) 一 スポ ー ツ セン ター 間 開 業 
1 号線 千葉 みな と 一 千葉 間 開 業 

1 号線 千葉 一 県 庁 前 間 開 業 


人 4 JR 京葉 線 千 葉 み な と 駅 に 詳 
接する ホー ム 階 に 進入 する 。 
"12.5.1 市 役所 前 一 千葉 みな と 


人 穴川 に 停車 中 の 1000 形 2 策 編 
成 。 ホ ー ム に は 4 輌 編成 の 停止 位 
置 標識 も ある 。 ラ ッシュ 時 の 2 連 X 
\ 2 の 4 運 は 今 は 消え 、 団 体 な どの 大 
. 口 客 対応 時 に まれ に 走る 。'125.1 


会 社 概要 
の 職 生業 市 稲 も 区 荻 全 町 199 番 地 1 
| 資 100 百 万 円 
株 | 千葉 市 91.4% 


路線 概要 

| 還 先 式 、1500V 走行 連中 面 間 玉 
880mm、 複 線 、 車 内 信号 式 、 邊 無 、 
i 1 箇所 17.175m、 全 て 2 輌 (臨時 
最大 4 輌 ) 

ぐら 号線 > 

千葉 一 千 城 合 12.0km、58.0%、 
R 50m、65km/h 

< く 1 号 線 > 

[ 莉 壮 二葉 みな と 一 県 庁 前 3.2Km、 
I 44.0%.、R 50m、45kmh 


NN 


pn 


ーー 


本 駅 は ビル の 4 ーー 


ーー・ ミニ E | 1 - ーー 
階 に 位置 ー Tr 
マー こ タ 編 さ Each に 出発 する と 2 号 維 と ] 号線 の 名 上 下線 間 導 4 本 が 上 空 を 名 線 す る 。 12.5.1 45 


Eg 
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けい せい で ん て つ 


〇 京成 電 $ 


成田 空港 へ スカ イラ イナ ー が 快走 


京成 上 野 を 起点 に 青砥 、 京 成 高砂 、 京 成 船橋 、 京 成 津田 
沼 、 京 成 佐倉 、 京 成 成田 を 経て 成田 空港 に 至る 69.3km が 本 
線 。 こ の うち 、 京 成 成田 一 空港 第 2 ビル 間 の 駒井 野 分 岐 部 
一 成田 空港 間 2.1km は 成田 空港 高速 鉄道 が 施設 を 所 有する 第 
3 種 鉄道 事業 者 で 、 京 成 は 第 2 種 鉄道 事業 者 。2010 年 7 月 17 
日 開業 の 成田 空港 線 (第 2 種 開業 線 ) は 京成 高砂 一 成田 空港 
間 51.4km。 京 成 高砂 一 小室 間 19.8km は 北 総 鉄道 が 第 1 種 事 
業者 。 小 室 一 印 施 日 本 医大 間 12.5km は 千葉 ニュ ー タ ウン 鉄 
道 が 、 印 施 日 本 医大 一 成田 空港 高速 鉄道 線 接続 点 間 10.7Km 
は 成田 高速 鉄道 アク セス が 、 成 田 空港 高速 鉄道 アク セス 線 
接続 点 一 成田 空港 間 8.4km は 成田 空港 高速 鉄道 が 第 3 種 鉄道 
事業 者 。 成 田 空港 線 は 京成 高砂 一 成田 空港 間 を 成田 スカ イ 
アク セス と 称す る 。 押 上 線 は 、 都 営 浅草 線 と 接続 し 、 京 浜 
急行 か ら も 電車 が 乗り 入れ る 。 京成 高砂 で 成田 空港 線 と 金 
町 線 が 分 岐 し 、 京 成 津田 沼 で 千葉 線 、 京 成 成田 で 東成 田 線 
が 分 岐 する 。 千葉 線 は 終着 ・ 千 葉 中 央 か ら 先 、 千 原 線 へ と 
続く 。 全 線 複線 を 基本 と し 、 青 砥 一 京成 高砂 間 は 複々線 、 
成田 空港 線 成田 湯川 一 成田 空港 間 、 金 町 線 柴又 一 京成 金町 
間 、 千 原 線 は 単線 。 東 京 方 の 断面 輸送 量 は 上 野口 より も 押 
上 口 の 方 が 多い が 、〈 ス カイ ライ ナー) は 京成 上 野 を 起 終点 
と する 。 

会 社 設立 は 1909( 明 治 42) 年 6 月 で 、 東 京 と 成田 を 結ぶ お 
不動 さん 参り の 電車 と し て 計画 され た 。 当初 の 起点 は 押上 
で 、 江 戸川 と 柴又 まで が 1372mm 軌 間 の 電車 線 と し て 開業 し 
た 。 柴又 一 金町 間 は 軌間 610mm の 帝釈 人 車 軌道 が 通じ て い 
た が 、 京 成 は これ を 買収 し て 1913 年 10 月 に 電車 線 と し た 。 

成田 に 向け て の 延伸 は 順次 進み 、1916 年 12 月 に 船橋 に 
達し た 。 当 時 総武 本 線 は 蒸気 機関 車 牽 引 で 運転 問 隔 が 長 か 


) er 


a 


ッ ー レン EE そう" 
京成 高砂 に 同時 進入 する 北 総 7300 


形 と 京成 3700 形 7 次 車 。 1256 


'1256 青 
っ た こと か ら 、 駅 数 が 多く フリ ー ク エン シー に 勝る 京成 
は 、 多 く の 旅 客 を 獲得 し た 。 船橋 か ら 先 は 、 沿 線 人 口 に 人 
る 千葉 延伸 が 優先 され 、1921 年 7 月 に 千葉 ( 旧 駅 ) に 達し 、 
成田 花咲 町 (京成 成田 の 0.3km 手 前 ) 到達 は 1926 年 12 月 で 9 
っ た 。 東京 の ター ミナ ル は 、 浅草 延長 を 志向 し て いた か 
東武 鉄道 の 開通 で 夢 と 化し た 。 そこ で 、 日 暮 里 一 筑波 間 # 
どの 免許 を も っ て いた 筑波 高速 度 電気 鉄道 を 買収 し 、1991 


中 会 社 概要 a 
出 時 田 区 押上 1 丁目 10 赦 うち 
資 | 36.803 百 万 円 _ 
日 本 マス ター トラ スト 
ロ )5.4%、 昌 ライ vl 
¥ 言 託 口 )3.6 9 
託 銀行 (信託 UF 


ラン ド 3.4%、 三 


13 


四 路 線 概 要 


本 
69 
野 分 財部 一 成田 空港 癌 11485 
港 高速 鉄道 が 第 3 本 則 1 2 
m 泊 (| 人 ) 


堀切 言 蒲 園 を 通過 する AE 形 ス カ 
12.5.6 


| 


I” 
、 征 12 月 に 青 克 一 日 募 里 間 を 開業 、 そ し て 1933 年 12 


6 a 
8 京成 上 野 ) まで の 地下 線 が 開通 し た 


こ 上 野 公 4 
月 へ の 本 人 は 各社 の 所 望 する と ころ で 、 戦後 様々 な 
知ら トゲ っ た 。 1957 年 6 月 に 、 運 輸 省 の 行政 指導 に 


っ て 地下 鉄建 設 と 運営 は 営団 と 東京 都 が 担当 し 、 電 鉄 各 
と 接続 させ て 地下 鉄 と 相互 乗 入 を 行なう こと が 決 
0 う し て 京成 、 東 京都 、 京 急 間 で 3 者 協議 が な され 、 
3 . 入間 1435mm が 定め られ た 。 京成 で は 1500V 昇 圧 は 
| て いた も の の 1435mmt へ の 改 婁 が 急務 と な り 全 線 を 11 工 
は に 1959 年 10 月 9 日 夜 か ら 11 月 30 日 に か け て 
施工 。 こ うし て 初 の 地下 鉄 一 郊外 線 乗り 入れ が 始ま っ た 。 

新 東京 国際 空港 の 位置 が 成田 に 決ま る と 、 京 成 は 新 線 建設 
と 空港 特急 車 AE 車 を 新造 し た が 、 開 港 の 延期 が 償却 ・ 金 利 負 
中 増 に つなが り 、 経営 機 を 迎え る まで に 至っ た 。 新 東京 国 
際 空 港 1978 年 5 月 20 晶 に 開港 し 、1991 (平成 3) 年 3 月 か ら は 
成田 空港 高速 鉄道 に よる 空港 ター ミナ ル 直 下 へ の 乗 人 が な っ た 。 

そし て 、2010 年 7 月 17 日 に 印 施 日 本 医大 一 成田 空港 間 19.1 
km が 成田 高速 鉄道 アク セス と 成田 空港 高速 鉄道 を 第 3 種 鉄 道 
事業 者 と し て 開業 。 京成 は 京成 高砂 一 成田 空港 間 で 第 2 種 鉄 
道 事業 者 と な り 、 ス カイ ライ ナー は 成田 空港 線 経由 と な っ た 。 

千葉 中 央 一 小湊 鉄道 海士 有 木 間 は 、 当 初 小湊 鉄道 が 免許 
を 所 有 し て いた が 、 別 会 社 方 式 で 千葉 急行 電鉄 が 経営 する 
こと に な り 、1992 年 4 月 に 千葉 中 央 一 大 森 台 間 が 開業 し 
た 。3 年 後 の 1995 年 に ちはら台 延伸 が な っ た が 、 業 績 不振 
か ら 、1998 年 10 月 か ら は 京成 が 営業 を 引き 継い だ 。 


主要 沿革 年 表 


1909( 明 治 42) 年 6 月 30 晶 
1912( 大 正 元 ) 年 1 月 3 日 


1921( 大 正 10) 年 7 月 17 日 

1926( 大 正 15) 年 12 月 24 日 

1933( 昭 和 8) 年 12 月 10 日 
1945( 昭 和 20) 年 2 月 20 日 
1945( 照 和 20) 年 6 月 25 晶 
1952( 昭 和 27) 年 7 月 10 日 
1959( 昭 和 34) 年 11 SBS 


1960( 昭 和 35) 年 12 月 4 日 


京成 電気 較 道 設立 
押上 一 伊予 田 ( 現 江戸 川 ) 間 及び 曲 金 ( 現 京 成 高 砂 ) 

一 柴又 間 開 業 (1372mm・ 直 流 550V) 

各 橋 (京成 船橋 ) 一 千葉 (| 駅 ) 間 開業 

酒々井 (京成 酒々井) 一 成田 花咲 町 間 開 業 に より 成田 に 達 す 
日 幕 里 一 上野 公園 (京成 上 野 ) 間 開業 
軌道 か ら 地 方 鉄道 に 変更 

京成 電鉄 に 社名 変更 

全線 1500V 昇 圧 

1435mm 改 軌 な る 

都営 1 号線 (浅草 線 ) と 相互 乗 和 開 始 

1978( 昭 和 53) 年 5 月 21 日 | 京成 成田 成田 空港 (東成 田 ) 間 開業 

1985( 昭 和 60) 年 8 月 12 日 | 青 底 一 京 成 高砂 問 複々線 化 

1991( 生 成 3) 年 3 月 19 日 | 際 電 野 分 財部 一 成田 空港 間 開 業 

1991( 生 成 3) 年 3 月 1 日 | 北 総 . 公 団 線 と 相互 乗 入 開始 

1998( 平 成 10) 年 10 月 1 日 | 千葉 急 行 電鉄 の 営業 を 引き 継ぎ 、 千 葉 中 央 一 ちはら台 間 は 千原 線 と な る 
2010( 平 成 22) 年 7 月 17 晶 | 成田 空港 線 開 業 


eo < 千原 線 > 


の 衝 成 田 一 東成 田 間 7.1 km (本 線 と 6.0 
Py 1435mm 複 線 、1500V、 自 動 閉 寒 
素 250%、R 360m、 同 1 箇所 1.180 
時 1 箇所 3m、 最 大 8 還 、1 05km/h 
ea 
土 - 青 研 間 5.7km、 1435mm 
1S00V 自動 了 守 | 2 


1 人 所 21g 
m717 
内 105km/ 箇所 635m、 最 大 8 


“金町 線 > 
京 

人 高砂 一 京成 金 町 間 2.5lm、 1435mm 
高砂 一 柴又 間 1 .Okm 複 線 ) 、 
no 350%.、R 16om、 
で Sm、 最 大 4 輌 、75m/h 
京成 津田 泊 

* 介 一 千葉 中 

wi, i 20 1435 

NR 247m、 
最大 6 


千葉 中 央 一 ちはら台 間 10.9km、1435mm 
単線 、1500V、 自 動 閉塞 式 、 ず 18.8%、 
R 410m、 中 1 箇所 146m、 容 74 箇 所 
5,484m、 最 大 6 輌 、100km/h 


< 成田 空港 線 >( ス カイ アク セス ) 
京成 高砂 一 成田 空港 間 51.4km (本 線 と 
1.5km 重 複 : 京 成 高砂 一 小室 間 19.8km は 
北 総 鉄道 が 第 1 種 鉄道 事業 者 、 小 室 一 
印 施 日 本 医大 間 12.5km は 千葉 ニュ ー タ 
ウン 鉄道 が 第 3 種 鉄 道 事業 者 、 印 施 日 本 
医大 一 成田 空港 高速 鉄道 線 接続 点 間 
10.7km は 成田 高速 鉄道 アク セス が 第 3 
種 鉄道 事業 者 、 成 田 空 港 鉄道 アク セス 
接続 点 一 成田 空港 間 8.4km は 成田 空港 
高速 鉄道 が 第 3 種 鉄道 事業 者 )、1435 
mm 複線 (成田 湯川 一 成田 空港 間 10.7km 
単線 )、1500V、 自 動 閉 寒 式 、 ず 29.0%。、 
R 200m、『110 箇 所 2.041m、 翌 無 、 最 大 
8 輌 、160km/h 


I 


成田 空港 線 の 成田 高速 鉄道 アク セス 線 区 間 を 力 走 する 3000 形 8 輌 編成 。 


な ママ アム マム ママ アア 7/ 
= 


成田 スカ イア クセ ス 線 開業 に より AE100 形 は シテ イィ ライ ナー( 本 線 経 由 ) に 使用 さ 
れる 。 '12.5.6 京成 関屋 一 堀 切 昔 消 園 


地下 区 間 に 入 る 3400 形 京 急 線 直通 列車 125. 
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(59 北 総 鉄道 ほ く そ う て つ どう 


千葉 ニュ ー タ ウン に 向かう 8 輌 編成 


京成 高砂 か ら 分 岐 し て 、 新 鎌ヶ谷 、 小 室 、 千 葉 ニ 
ュー タウ ン 中 央 を 経て 、32.3km 先 の 印 施 日 本 医大 に 
至る 。 小 室 一 印 施 日 本 医大 間 12.5Km は 、 施 設 を 所 有 
する 第 3 種 鉄道 事業 者 が 千葉 ニュ ー タ ウン 鉄道 で 、 
北 総 開発 鉄道 は 第 2 種 事業 者 。2010 年 7 月 17 日 に 
全 区 間 が 京成 成田 空港 線 の 一 部 と な っ て いる 。 

十 葉 県 が 開発 し た 千葉 ニュ ー タ ウン へ の 足 と し 
て 、 まず 新 京成 線 の 北 初富 一 ( 塊 新 鎌 ヶ 谷 ) 一 小室 
間 が 1979( 昭 和 54) 年 3 月 に 開業 し 、 新 京成 線 松戸 
経由 で の 都心 ルー ト が 生ま れ た 。 次 いで 宅地 開発 
事業 者 で ある 住宅 ・ 都 市 整備 公団 ( 呈 都 市 再生 機 
構 ) が 小室 一 千葉 ニュ ー タ ウン 中 央 間 を 開業 し (運営 
を 受託 )、1991 (平成 3) 年 月 に 京成 高砂 一 新 鎌 ヶ 
谷間 を 北 総 開発 鉄道 が 開業 し た 。 こ れ に より 、 公 
団 ・ 北 総 ・ 京 成 ・ 都 営 浅草 線 経 貼 で の 都心 直通 が 
始ま っ た 。 北 総 ・ 公 団 線 は 2000 年 7 月 に は 印 許 日 
本 医大 へ の 延長 が 成り 、 印 施 車 輌 基地 の 使用 を 開 
始 。2004 年 7 月 に 社名 を 北 総 鉄 道 に 変更 し 、 路線 
名 も 北 総 ・ 公 団 線 か ら 北 総 線 と な っ た 。 


武蔵 野 線 東武 野田 線 印 旗 
京成 高砂 。 NE 
ズ ご 所 新 鎌ヶ谷 タウ ン 中 央 
SN 0 10km 
主要 沿 茎 年 表 3 に ーー | 


1972( 昭 和 47) 年 5 月 10 日 
1979( 昭 和 54) 年 3 月 9 日 


北 総 開発 鉄道 設立 
北 初富 一 小室 間 開業 (1435mm・1500V) 


1984( 昭 和 59) 年 3 月 19 日 
1991 (平成 3) 年 3 月 31 日 
1995( 平 戒 7) 年 4 月 1 日 
2000( 平 成 12) 年 7 月 22 日 
2004( 平 成 16) 年 7 月 1 日 
2010( 平 成 22) 年 7 月 17 日 


住宅 都市 整備 公団 小室 一 千葉 ニュ ー タ ウン 中 央 間 開 業 
北 総 開発 鉄道 京成 高砂 一 新 鎌ヶ谷 間 開 業 

千葉 ニュ ー タ ウン 中 央 一 印西 牧の原 間 開 業 

印西 牧の原 一 印 旗 日 本 医大 前 間 開 業 

北 総 鉄道 に 社名 変更 

全線 が 京成 成田 空港 線 の 一 部 と な る 


逐 山 鉄道 し ば や ま て つど う 


最短 営業 距離 の 第 1 種 鉄 首 


成田 空港 建設 に より 、 通 行 が 分 断 さ れる 空港 東側 
地域 の 補償 の た め に 国 が 建設 を 約束 し た 。 会 社 設立 は 
1981 (昭和 56) 年 5 月 で 、 当 初 は 小型 電車 の 線 内 走行 
を 予定 し て いた 。 し か し 、 地 元 の 要望 か ら 大 型 車両 
が 京成 成田 空港 ( 更 東 成田 ) へ 直接 乗り 入れ る こと と な 
り 、1990( 平 成 2) 年 に 工事 施行 認可 。 そ の 後 、1996 年 12 
月 に 京成 電鉄 と 相互 直通 運転 と する こと が 認可 と な 
り 、2002 年 10 月 27 日 に 開業 し た 。 昼 間 時 は 京成 成田 一 
芝山 千代 田 間 を 1 編成 が 往来 する (所 要 10 分 ) が 、 ラ ッ 
シュ 時 は 京成 都営 浅草 線 と 直通 運転 を 行なう 。 
主要 沿革 年 表 

1981 (昭和 56) 年 5 月 1 日 | 芝山 鉄道 設立 


項 目 [ 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 
本 財 | 9279| 39187| 37134) 団 名 ヶ 人 市 新 氏 ヶ 谷 4 本 上 23 
輸送 密度 | 上 H| 16.303| 38.998| 43.481| | 次 | 24.900 百 万 円 ke 


輸送 晶 数 | 千 屯 | a 株 京成 電鉄 50.0% 千葉 県 22 9y 
営業 収入 | 百 万 円 2.190| 11.587| 14.833| ご 人 


CEE 百 円 | 2364| 7.4a1| 9930 族 線 概要 < 北 細 . 公 団 線 > 
村上 介 」 174 4106| 4902) 京成 一 印 日 医大 間 32 3 


kT 


5 ( り 宮 _- 
車輌 数 縛 80 88 _56 間 12.5km は 千葉 ニュ ー タ 、 負 ド | H 枯 
ll = ピ イ 道 が ナ 
従業 員数 | 人 | 221| 284 304 1436mmi R1500V Wa 時 
いい 
* 2 生生 ニュ ー タ 9 ン 紅 眉間 0 が 252n、 R200m、 16 が 3387 mm 2g 
66 箇 所 1,529m 最大 8 輌 、105Mmh 聞 10847。 


人 山寺 代田 に 進入 する 京 53-3354.3385330° | 
ーー 3600 形 B 還 編成 を 所 有する が 日 中 は 京成 内 の 軍用 

『 会 社 概要 路線 概要 

男山 起 郡 芝山 町 香山 新 田 148 番 地 1 東成 田 一 芝山 千代 田 間 2.2K、 1 

岬 | 100 百 万 円 直流 1500V、 自 動 閉 実 式 、 時 

| 細 成田 国際 空港 68.4%、 千 葉 県 14.6%、 1 箇所 1.295m、 立 8 箇所 203T 


70° 


1067m 


1988( 昭 和 63) 年 6 月 24 日 | 成田 空港 ( 現 東 成田 ) 一 整備 場 前 ( 現 芝 山 千代 田 ) 同 免許 
2002( 平 成 14) 年 10 月 27 日 | 東成 田 一 芝山 千代 田 間 開業 


日 本 航空 イン ター ナシ ョ ナル 3.7%、 
京成 電鉄 3.5% 


ヽ 天目 [| go 年度 | 1999 Fi 2009 
年 間 1 億 人 を 輸送 す る 大 動脈 人 千 人 | 115.153| 102.329| 101.086| 宮 ペ | 
送 密 人 /mm 日 | 84.490| 77.223 5.9c \ 
昌 大 北部 の 松戸 一 京成 津田 沼 間 26.5km を 結ぶ 輸送 下 数 | 千 市 | | | = /』 婦 < i 

千葉 県 西北 き i ロ 直 蔵 野 線 、 新 鎌ヶ谷 で 営 革 収入 | 百 万 円 | 10.494| 11.105| 11.187| 敵 衝 ご PZ 
松戸 で JR 常 磐 線 、 八 柱 で JR 武 改 款 、 の = 営業 費 | 百 万 円 | 9596| 9943| 10.369 

し 総 線 と 東武 野田 株 、 北 習志野 で 東 葉 高速 鉄道 、 人 | 万 貼 | 898| it62| gigl 
4 る 航 癌 12 車 績 数 給 178| 202 ge 
才 成 津田 沼 で 京成 電鉄 と 接 し 、 00 の 上 委 | 人 | | = 
中 は 1 億 108 万 人 (全日 平均 約 28 万 人 ) に 癌 する 。 


ま ず 新 津田 沼 一 薬園台 間 2.5km が 1947 (昭和 22) 
年 12 月 に 開業 し 、 1955 年 4 月 21 日 に 全線 が 単線 で 
開通 し た 。 旧 陸 軍 鉄 道 連 隊 の 路線 敷 を 利用 し て 営 
業 を 開始 し た こと か ら 非 常に 曲線 が 多い 。 当初 は 
単行 電車 が 無人 の 野 を 行 く 有 様 が 続い た が 、1960 
年 か ら 沿線 の 大 型 開発 が 進み 乗客 が 急増 し 、1975 
年 2 月 に 新津 田沼 一 松戸 間 の 複線 化 が 完了 し た 。 古 
く は 1067mm 軌 間 で あっ た が 、 京 成 電鉄 に 合わ せ 
て 1372mm 改 軌 。 その後 、 京 成 が 1 435mm に 改 軌 す 
る と 、 同 時 に 1435mm 改 軌 を 実施 し た 。 

開業 当初 は 京成 電鉄 か ら の 中 古 車輌 が 幅 を 利 か 
し て いた が 、197 1 年 登場 の 800 形 以降 は 新造 車輌 
と な っ て いる 。 1978 年 か ら 8000 形 、1986 年 か ら 
VVVF イン バー タ 車 8800 形 、1993 年 か の ら オ ー ル ス 
テン レス 車体 ・ ボ ルス タレ ス 台 車 で シン グル アー 
ム 集 電 の 8900 形 、2005 年 か ら N800 形 が 登場 し 、 
ラッ シュ 時 に は 8 輌 編成 が 4 分 半 間 隔 で 行き 交 う 。 


主要 沿革 年 表 
1946( 昭 和 21) 年 10 月 23 日 
1947( 昭 和 22) 年 12 朋 27 日 
1953( 昭 和 28) 年 10 月 21 日 
1955( 昭 和 30) 年 4 月 21 日 
1959( 昭 和 34) 年 8 月 18 日 
1975( 昭 和 50) 年 2 月 7 日 
2006( 平 成 18) 年 12 月 0 日 


新 京成 電鉄 設立 

新津 田沼 (初代 ) 一 薬園台 間 開 業 (1067mm・1500V) 
1372mm 改 軌 な る 

鎌ヶ谷 初富 ( 現 初富 ) 一 松戸 間 開 業 に より 全 通 
1435mm 改 軌 な る 

新津 田沼 一 松戸 間 複 線 化 な る 

京成 千葉 中 央 へ の 直通 再開 


4 ム 松戸 を 発車 する 8000 形 。 
1978 年 1 1 月 か ら 1985 年 9 月 ま 
で に 54 輌 が 登場 。 新 京成 初 の 准 
房 車 で 6 連 7 本 が 今日 も 在籍 
"124.30 


ム 8900 形 8 輌 編成 。3 編 成 24 還 
が 在籍 。 新 京成 初 の 軽量 オー ルス 


テン レス 車体 。 ‘12.4.30 
し 常盤 台 一 五香 


会 社 概要 
恒 笛 ヶ 谷 市 くぬぎ 山 4T 目 1 番 12 号 
彫 5.935 百 万 円 
押 京成 電鉄 34.2%、 京成 保険 コン 

サル ティ ング 4.7%、 日 本 生命 保 


険 3.3% 


路線 概要 

Me 京成 津田 沼 一 松戸 間 26.5 7 
YY Lo 生還 の の 1435mm 梓 線 ( 新 津田 沼 が 
“< | ] . 25.3tm) 単線 ( 齋 成因 
田沼 間 1.2km)、 直 流 1500V、 
閉 室 式 、『25.0%、R 00 
= 無 補 12 箇 所 228m、 最 大 ト 
mm 85km/h 


2 は 新 京 成 初 の VVVF イ ン バ ー タ 制御 車 で 8 連 12 本 が 新造 。 現 在 は 8 連 9 本 と 6 連 4 本 。 1 の 5 


49 


50 


第 2 常磐 線 構想 か ら 27 年 で 開業 


2 ト ホ ー ム 5 和 車 し 、 南 和信 を 骨 き 
に こ 出 る 。 隅 田川 、 荒 川 、 中 川 を 越え 、 江 
戸川 を 渡る と 流山 市 域 に 。 車 窓 風景 は 田園 地帯 に 
変わ り 、 南 流山 の 手前 で 地下 に 潜る 。 流 山 セ ント 
ラル パー ク か ら 先 は 概ね 高架 橋 が 続き 、 踏 切 の な 
い 高 規格 路線 で 最高 時 速 130km/h で 快走 する 。 常 
磐 自 動車 道 を 左手 に 見 な が ら 長 大 な 利根 川橋 染 を 
渡る と 守谷 市 域 に 。 守 谷 で 関東 鉄道 と 接続 し た 先 
は 直流 1500V か ら 交 流 2 万 V\ へ の デッド セク ショ ー ン 
と な る 。 こ れ は 石岡 市 に ある 気象 庁 地磁気 観測 へ 
配慮 し て 交流 を 採用 し た た め 、 以 南 が 直 流 で ある 
の は トン ネル 断面 を 抑え る た め 。 そ の 先 は 左手 に 
筑波 山 を 眺め な が ら 北 上 し 、 つ くば に 至る 。 
東京 都心 か ら 筑 波山 麓 を 目指 し た 鉄道 と し て は 
四 和 初期 に 免許 を 得 た 筑波 高速 度 電気 鉄道 な ど が 
あっ た が 、1978 年 に 茨城 県 知事 が 発案 し た 第 二 常 
磐 鉄道 が この 路線 の 原形 で あっ た 。1989 年 制定 の 
ー 体 化 法 も あっ て 沿線 開発 が 進み 、2005 年 8 月 に 
開業 。 全 線 を 45 分 で 走る 快速 は 信頼 を 得 、2011 年 
度 は 25 億 円 の 当期 利益 を 計上 。 資 本 金 1850 億 円 は 、 
鉄道 中 心 の 企業 と し て は JH 東日本 に 次 ぐ 。 車 輌 は 
直流 区 間 の 秋葉 原 一 守谷 間 で 使用 され る TX-1000 
系 6 輌 編成 14 本 と 交 直 両用 の TX-2000 系 同 16 本 で ス 
ター ト を 切り 、2008 年 に TX-2000 系 同 4 本 、2012 年 に 
TX-2000 系 同 3 本 が 追加 され た 。 
主要 沿革 年 表 
1991 (平成 3) 年 | 首都 較 新 都市 鉄道 設立 


1992( 平 成 4) 年 1 月 10 日 | 秋葉 原 一 つく ば 間 免 許 
2005( 平 成 17) 年 8 月 24 日 | 秋葉 原 一 つく ば 間 有 開業 (1067mm・1500V・20000V) 


/ 


i 


クタ 陽 を 浴び て 130km/h で 快走 する 。 '08.11.21 守谷 一 柏 た な か 


006 年 度 |2009 年 度 |2011 年 度 | 


| ー | 

輸送 人 員 ムル 70.696| 97.793| ンー 
| | 73,886| 98,941| | 
| | 


| 営業 収入 | 百 ち 円 | 26,774 | 34.248 | 36.074| 
| 半径 上 | 百 万 円 | 29.301| 32 570| 33.379| 
「 可 業 損 半 | 百 万 円 | ^2.527| 1.678| 2695 

ーー 一 | | コリ | 
| 車輌 数 | 績 180| 206| | 
| 従業 員数 | 人 | 566 648| 650| 


] 
201 1 年 度 は 有価 証券 報告 書 よ り 作製 


路線 概要 
(通称 : つ くば エク ス 
っ くば 間 58.3Km、 


4 ホー ム 長 は 8 連対 応 で 、4- 
ム ド ア は 6 連対 応 。 


"1255 
生 品 


守谷 に 進入 する TX2000 約 
編成 。 6 給 編 成 23 本 が 企 着 すぐ 
09.112! 


寺 玉 県 59% 


7 


0 箇所 1? 


視線 
1067m 


Pe) 


直流 1500V ( 
20.000V (守谷 一 


6 526M 


々 長 5.7km の 通勤 通学 路線 


PN 5 人情 駅 を 
oe 14 日 に 軌間 762mm の 落 所 鉄道 
と し て スタ ー ト を 切り 、 OAR 
改 軌 、1949( 昭 和 24) 年 12 月 に 電化 を 行なっ た 
直流 電力 は 長 らく 国鉄 (ご JR) から 受電 し て いた が 、 
1990 (平成 2) 年 7 月 に 西平 井 変電 所 が 竣工 し た 。 

第 2 次 世界 大 戦中 は 貨物 輸送 が 主力 で あっ た が 、 
人物 営 業 は 1977 年 に 廃止 。 今 日 で は 首都 韻 の ベッ 
ド タ ウ ン 化 が 進ん だ 沿線 住民 の 通勤 、 通 学 輸送 が 
主力 。 1993( 平 成 5) 年 度 の 輸送 人 員 は 610 万 人 、 
輸送 密度 は 1 万 人 を 超え て いた 。 し か し 、2005 年 8 
月 24 日 に 首都 園 高速 鉄道 (つく ば エク スプ レス ) が 
開業 する と 、 当 線 の 環境 は 一 変 し た 。 市 域 に 南 流 
山 と 流山 セン トラ ル バ ー ク が 開業 し 、 流山 の 利用 客 
は 半減 し た 。2009 年 度 の 輸送 人 員 は 300 万 人 を 割 
り 、1993 年 度 比 で 半分 以下 と な っ た 。 乗客 減 か ら 
2010 年 1 月 23 日 か ら 終日 ワン マン 運行 と な っ た 。 

車輌 は 全て 西武 鉄道 か ら の 譲り 受け 車 で 、5000 
系 2 輌 編成 4 本 、2000 系 2 輌 編成 が 1 本 。 編 成 ご と に 
愛称 を も ち 、 塗 色 も 異な る 。「 流 馬 」 [流星 ]「 あ か ぎ 」 
若葉]「 な の 花 」 が トレ イン ネー ム 。 途中 小金 城 時 で 
上 下 列車 が 行き 違う 。 昼 間 時 は 15 一 20 分 ヘッ ド で 2 
編成 を 使用 。 朝 ラッ シュ 時 は 13 分 ヘッ ド 。 
主要 沿革 年 表 

1913( 大 正 2) 年 11 月 7 日 | 流山 軽便 鉄道 設立 

1916( 大 正 5) 年 3 月 14 日 | 馬橋 一 流山 間 開 業 (762mm. 蒸 気 ) 
1924( 大 正 13) 年 12 月 25 日 1067mm 改 軌 

1949( 昭 和 24) 年 12 月 26 日 | 1500V 電 気運 転 開始 


1971( 昭 和 46) 年 1 月 20 日 | 総武 流山 電鉄 に 社名 変更 
2008( 宇 成 20) 年 8 月 1 日 | 流 鉄 に 社名 変更 


Raz 


> BE 
500 彫 | 


年度]1999 征 度 |2009 年 


9| 5435| 2991 


| 10076| 5053 


人 る 流山 で 休む クモ 八 5001+ ク 
モル ハ 5101「 流 馬 」。2010 年 1 月 80 
日 より 営業 運転 を 開始 し た 。 


"12.5.6 


^ 流山 に 進入 する クモ 人 \5002+ 
クモ ハ 八 5102「 流 星 」。2011 年 3 月 
1 1 日 より 営業 運転 に 就 いた 。 


会 社 概要 


'12.5.6 


所 | 流山 市 流山 1 丁目 264 番 地 


次 |38 百 万 円 


森 ティ ー・ ジ ー* シ ー39.5%、 東 京 欠 
光 24.7%、 妙高 観光 開発 14.1 
%、 オ ー イ 7.4%、 城西 産業 6.7% 


路線 概要 
< 流山 線 > 


馬橋 一 流山 間 5.7km、1 067m 単 線 、 
直流 1500V、『10.0%、R 300m 
無 、 豆 5 箇 所 60m、 最 大 2 博 、 


55km/h 


埼京 線 と 直結 の ウォ ー タ ー フ ロン トラ イン 


東京 の 臨海 副 都 心 と 既存 鉄道 線 を 結ぶ 。 第 一 其 
線 の 新木場 一 東京 テレ ポー ト 間 4.9km は 、 昌 国鉄 時 
代 に 着工 され て いた 京葉 貨物 線 の 施設 を 活用 し 未 
着手 区 画 に つい て 建設 工事 を 行ない 、1996( 平 成 8) 
年 3 月 30 日 に 開業 し た 。 開業 と 同時 に ステ ン レ スズ 
車体 ・VVVF イ ン バ ー タ 制御 の 70-000 形 が 登場 し 
た 。 同 車 設計 は JR 東日本 の 209 系 に 準じ て いて 、 
当初 は 6 輌 編成 が 計画 され て いた が 、 世界 都市 博覧 
会 の 中 止 で 4 輌 編成 と な っ た 。 第 2 期 線 は 東京 テレ 
ポー ト 一 大 崎 間 7.3kKm で 、1996 年 3 月 か ら 工 事 が は 
じ ま り 、 東 京 モ ノレ ー ル と 接する 天王 洲 ア イル ま 
で が 2001 年 3 月 に 先行 開業 、 続 いて 天王 洲 ア イル 
一 大 崎 間 が 2002 年 12 月 に 延伸 開業 し て 全 通 を 見 
た 。 同時 に JR 埼京 線 と の 直通 運転 が 始ま り 、 新 
宿 、 大 宮 、 川 越 方 面 へ 乗り 換え な し で 往来 可能 と 
な り 、 利 便 性 が 大 幅 に 向上 し 、 利 用 客 も 増加 し た 。 

起点 の 新木場 は 、 地上 4 階 の JR 京葉 線 ホ ー ム の 
真下 2 階 部 分 が 発着 線 で 、 地下 鉄 有楽 町 線 と は 同 
ーー レベル で ホー ム が 並ぶ 。 辰巳 の 礎 海浜 公園 に 近 
いい 東雲 は 地上 駅 で 、 東雲 発車 後に 地下 へ と 進む 。 
東京 テレ ポー ト の 先 で 東京 港 の 下 を 通る と 天王 洲 
アイ ル 、 地 下 3 階 ホ ー ム に 着く 。 品川 シー サイ ド 、 
大 井町 と 地下 の 深い と ころ を 進み 、 地 上 に 駆 け 上 
が る と 新幹線 等 を 潜っ て 大 崎 に 着く 。 


主要 沿革 年 表 

1991( 平 成 3) 年 3 月 12 日 | 東京 臨海 高速 鉄道 設立 

1996 生成 8) 年 3 月 30 日 | 新木場 一 東京 テレ ポー ト 問 開業 (1067mm・1500V) 
2001 (平成 13) 年 3 月 31 日 | 東京 テレ ポー ト 一 天王 洲 ア イル 間 開 業 
2002( 平 成 14) 年 12 月 1 日 | 天王 洲 ア イル 一 大 崎 問 開 業 


ステ ン レ スカ ー-70-00O 形 10 還 編成 が 地上 区 間 を 行く 。 '12.5.6 新木場 東吉 


9 年 度 | 2009 年 度 


9.037 38.862 | 
19 806| 91 885| 
| | 

1,895| _16,436 
3.853| 14.547 

4 1.958 1.889 
20| 80 
146| 250「| 


で ー ヾ ぐい ヽ 中 河 湿 


キー 
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. 
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ム ム ん 新木場 に 進入 する 7000 
形 10 連 。 新 木場 ホー ム 8% 
真下 に 位置 する 。70.000 計 
で 使用 を 開始 し 2004 和 に 
8 本 と な っ た 。 


全 人 東和 
っ て 大 崎 に 進入 する : 


本 初 の 本 格 的 時 座 式 モノ レー ル 


1964( 昭 和 39) 年 秋 の 東京 オリ ン ヒッ ク 開 幕 前 の 
9 月 17 日 に 開業 し た 。 遊技 施設 的 な 要素 が 強い も 
の を 別 と する と 、 日 本 初 の モノ レー ル で あっ た 。 
当初 は 中 間 駅 無し で 、 まさ に 空港 と 最 寄 国鉄 駅 直 
結 路線 で 、 高額 な 運賃 も あっ て 旅客 は 伸び 悩ん 
だ 。 > の た め 日 立 運輸 な ど と 合併 し て 日 立 運輸 東 
a モノ レー ル と 改称 し 、 経 営 再建 を 図っ た 。 空 港 
利用 者 の 増加 と と も に 輸送 人 員 が 増え て 経営 再 寺 
の 目処 が 立つ と 1981 年 5 月 に 再び 東京 モノ レー ル 
と な っ た 。 し か し 、1998 年 10 月 に 京浜 急行 電鉄 
w 港 株 が 羽田 空港 に 乗り 入れ る と 輸送 人 員 は 再び 
減少 に 転じ 、 2002 年 に JR 東日本 が 筆頭 株 主 と な 
っ た 。 

浜松 町 を 発車 する と JH 線 を 中 ぎ 、JR の 海 側 を 並 
ん で 進ん だ の ち 左 に 折れ て 細い 運河 上 を 空中 遊泳 
する か の よう に 進む 。 オフ ィ ス 街 に 生ま れ 変 わっ 
た 天王 洲 ア イル か ら は 首都 高速 1 号線 に 沿っ て 京浜 
運河 上 を 進む 。 大井 競馬 場 前 か ら 埋 立地 を 渡り 、 
車輌 基地 の ある 昭和 島 か ら 地 下 ト ン ネ ル に 入り 、 
三 た び 地下 トン ネル を 進む と 羽田 空港 第 2 ビル に 至 
る 。2007 年 3 月 か ら 運 転 を 開始 し た 空港 快速 は 、 
g ロ 和 島 で 先行 の 普通 列車 を 追い 抜き 、 羽 田 空 港 第 2 
ビル ー モ ノレ ー ル 浜松 町 間 を 19 分 で 結ぶ 。 
主要 沿革 年 表 
1959( 昭 和 34) 年 8 月 7 日 
1964( 昭 和 39) 年 5 月 28 晶 
1964( 昭 和 39) 年 9 月 17 日 
1967( 昭 和 42) 年 11 月 1 日 


1981 (昭和 56) 年 5 月 1 日 
2004( 補 成 16) 年 12 月 1 日 


大 和 観 光 設 立 

東京 モノ レー ル に 社名 変更 

羽田 (初代 ) 一 モノ レー ル 浜 松 町 間 開 業 

日 立 運輸 西武 日 立 運輸 と 合併 し 日 立 運 輪 東京 モノ レー ル に 
分 離 独立 に より 東京 モノ レー ル (2 代 目 ) と な る 

羽田 空港 第 2 ビル 一 羽田 空港 第 1 ビル 間 開 業 


天目 | 旧 位 | 1990 年 度 | gg9 和 度 [2009 和 | 会 社 概要 
| 輸送 人 員 | 千 人 | 44.574| 53.905| 4571g 本 | 協 古 抜 : 
IE | | 45.719 所 | 東京 都 港 区 浜松 
| 輸送 密度 | 人 / Im 日 | 110.472| 102.715| 81.308| 区 S00 
輸送 中 数 | 千 忠 | | 門 8 
El 1 | | 東日本 旅客 鉄 0 日 計 

| 営業 収入 | 百 万 円 | 10296| 15.629| 13.103| LA 、 日 立 製作 所 
営業 費 | 百 万 円 | 8294| 12.901 12275| りか 、 全日 本 空輸 9.0% 

| 営業 損 持 | 百 万 円 | 2.002| 2 728| 828| 路線 概要 

車 柄 数 | 精 | 72 114| izo| エフ レー ル 浜 松 町 一 沢 田 空港 第 2 ビル 間 
| 従業 員数 | 人 | 354| 432 323 17.8km 踏 座 式 複線 、 直 流 750V、 軌間 


Y 1000 形 B 還 編成 16 本 の うち 1019-1024 の 80Omm、 車 内 信号 式 、 サ 60.0%.、R 120m 
第 4 編成 は 特別 六 装 車 で 、 開 業 時 の 塗 色 を 復元 「13 御 所 4.212m、W29 衝 所 1.911m 
し て いる ]25.5 昭和 島 一 流通 セン ター 全て 6 輌 、80km/h 


> ーー 


ム 先行 の 普通 列車 を 昭和 島 で 人 
い 抜 く 。「 空 港 快速 ] 事 内 より 撮 
影 。 空港 快 速 ] は 2007 年 3 月 18 
日 に 新設 され た 。 llko】 


エル アール 括 松 町 


0 天王 洲 ア イル 


T Te 


一 浜松 町 間 の 免許 を 有 し た 。 
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= \ » | 
東京 地下 鉄 < 


開業 85 周 年 を 迎え た 東洋 初 の 地下 鉄 


日 本 初 の 地下 鉄 は 、 早 川 徳 次 ら が 設立 し た 東京 地下 鉄道 株 
式 会 社 で 、1927 (昭和 2) 年 12 月 30 日 に 浅草 一 上 野間 が 開業 し 
た 。 当時 の キャ ッ チ フレ ー ズ は [東洋 初 」 と あり 、2012 年 12 月 
に は 開業 85 周 年 を 迎え た 。 路線 は 小刻み に 延長 を 繰り 返し 、 
1934 年 6 月 21 日 に 新橋 に 至っ た 。 も う ひ と つの 私 企業 と し て 
東京 高速 鉄道 株 式 会 社 が あり 、 計 画 は 難航 し て いた が 、 東 京 
横浜 電鉄 株 式 会 社 の 五島 慶太 が 参画 し て か ら 工 事 が 始ま り 、 
1939 年 1 月 15 日 に 渋谷 一 新橋 間 が 開業 し た 。 地下 鉄工 事 は 相 
当 な 資金 を 要 す こ と か ら 両 社 は トン ネル 断面 を 小さ くし 、 パ 
ンタ グラ フ を 車輌 に 持た ず 、 第 三 軌条 か ら 集 電 す る 方 法 を 採 
用 。 こ の よう に 、 日 本 初 の 地下 鉄 は 民間 企業 に よっ て 開業 し 
た が 、 両 社 と も 1941 年 9 月 に 帝都 高速 度 交通 営団 に 譲渡 さ 
れ 、 以 降 は 営団 が 東京 の 地下 鉄建 設 に あたっ た 。2 番 目 の 路 
線 、 丸 ノ 内 線 は 1951 年 に 、 池 袋 一 御茶ノ水 間 の 建設 に 着手 
し 、 同 区 間 は 1954 年 に 開業 し た 。 第 三 軌条 式 は 1962 年 全 通 の 


主要 沿革 年 表 


1920( 大 正 9) 年 8 月 29 晶 


東京 地下 鉄道 株 式 会 社 創立 


1927( 昭 和 2) 年 12 月 30 日 


東京 地下 鉄道 初 の 地下 鉄 浅草 一 上 野間 営業 開始 


1938( 昭 和 13) 年 11 月 18 晶 


東京 高速 鉄道 虎ノ門 一 青山 六 丁目 (民家 参道 ) 間 開業 


1939( 昭 和 14) 年 9 月 16 日 


東京 地下 鉄道 と 東京 高速 鉄道 、 浅 草 一 渋谷 間 直 通運 転 開始 


1941 (昭和 16) 年 7 月 4 日 


帝都 高速 度 交通 営団 設立 


1954( 昭 和 29) 年 1 月 20 日 


丸ノ内 線 池袋 一 御茶ノ水 間 開 業 


1959( 昭 和 34) 年 3 月 15 日 


丸ノ内 線 池袋 一 新宿 間 全 線 開業 


丸ノ内 線 ま で で ある 。 

山手 線 の 駅 に ター ミ ナル を 構え る 
れ も 都 心 乗 り 入 れ を 希望 し て いた が 、 
下 鉄 計画 を 持ち 続け て いた 東京 都 の 


iT 
これ は WW「 


4 


運輸 省 は 、 地 下 鉄 細 の 建設 と 運営 は 間 し た 
当 し 、 郊 外 電車 各線 は こ これ と 株 放 を 時 
と 凍り の ルウ の 針 を 1987 省 用 
谷 線 以 降 の 営団 各線 は 、 私 鉄 ・ 国鉄 と の 
を 前 提 と し 、 パン タグ ラフ 集 電 で 設計 され / 
9 路線 目 の 日 比 谷 線 は 東武 伊勢 崎 線 . 和 
3 社 相互 乗り 入れ で 18m3 扉 車 、4 路 線 目 の 


0 BL 
1 り ) 


更生 
東西 線 は 


中 目黒 で 顔 を 合わ せる 03 系 と 東急 東横 線 5050 系 。03 系 は 1988- 1 
年 に 8 連 42 本 が 川重 日 車 : 近 車 東 急 車 両 で 新造 され た 。 ']254 


1961 (昭和 36) 年 3 月 28 日 


日 比 谷 線 南 千 住 一 仲 御 徒 町 間 開業 


1962( 昭 和 37) 年 3 月 23 日 | 丸ノ内 線 分 峡 線 全線 開 


1964( 昭 和 39) 年 8 月 29 晶 


日 比 谷 線 北 千住 一 中 目黒 間 全線 開 茎 


1964( 昭 和 39) 年 12 朋 23 日 | 東西 線 高田 馬場 一 九段下 間 開 業 


1969( 昭 和 44) 年 3 月 29 日 


東西 線 中 野 一 西船 橋間 全線 開 葉 


1969( 昭 和 44) 年 12 月 20 日 


千代 田 線 北 千住 一 大 手 町 同 開 葉 


有楽 町 線 池袋 一 銀座 一 丁目 間 開 業 


1978( 昭 和 53) 年 3 月 31 日 


1974( 昭 和 49) 年 


千代 田 線 綾瀬 一 代々 木 上 原則 全線 開業 


1978( 昭 和 53) 年 8 月 1 日 


半蔵 門 線 渋谷 一 青山 一 丁目 間 開 薬 


1979( 昭 和 54) 年 12 月 20 晶 


千代 田 線 綾瀬 一 北綾瀬 問 開業 


1988( 昭 和 63) 年 6 月 8 日 


有楽 町 線 和光 市 一 新木場 間 全線 開業 


1991 (平成 3) 年 11 月 29 日 


南北 線 駒込 一 赤羽 岩 洞 間 開業 


2000( 平 成 12) 年 9 月 26 日 


南北 線 目黒 一 赤羽 岩淵 間 全線 開業 


2003( 平 成 15) 年 3 月 19 日 


半蔵 門 線 渋谷 一 押上 間 全 線 開 業 


2004 (平成 16) 年 4 月 1 日 


東京 地下 鉄 株 式 会 社 設立 


2008( 平 成 20) 年 6 月 14 日 


副 都 心 線 小竹 向原 一 渋谷 間 全 線 開業 (運行 区 間 は 和光 市 一 渋谷 間 ) 


四ツ谷 を 発車 する 丸ノ内 線 02 系 。 2010 年 月 16 日 か ら 、 丸ノ内 線 開 業 時 か ら 使用 され た デザ イ ン で ある サイ ン ウ ェ ー ブ を 


復活 させ た 車輌 が 営業 運転 を 開始 し た 。 '10.3 


渋谷 へ 到着 する 銀座 線 1000 系 。8012 年 4 月 1 1 日 がら 癌 を だ う 
後 、 銀 座 線 渋谷 駅 は ホー ム を 移設 する 予定 で ある 。 '12.| 写真 


会 社 概要 
届 人 台東 区 東上 野 3 丁目 19 番 6 
資 | 58.100 百 万 円 

| 且 政府 53.4%、 東 京都 466% 


路線 概要 
< 銀座 線 > 
浅草 一 渋谷 間 14.3km、 1435 
第 3 軌条 式 直流 600V、3 

中 本線 部 総 延長 14.053m 
本 線 部 総 延 長 152m、 


呈 大 6 款 85 


本 
連続 誘導 式 CS-ATC「1 
25.798m、 ロジ 失 ] 


荻窪 間 最大 6 博 em 
二 士 見 丁半 最 
町 一 の 間 最 


写真 提供 : 東京 メト ロ 


CK ズ ェ こ 


代々 木 上 原 に 停車 中 の 千代 田 線 16000 系 。2010 年 


初 の 国鉄 相互 乗り 入れ で 20m4 扉 車 と し た 。 日 比 谷 線 は ラッ シュ 
時 の 混雑 緩和 の た め 一 部 の 車輌 に 5 扉 車 を 連結 し て いる 。 東 西 
線 は 1996( 平 成 8) 年 4 月 に 西船 橋 方 で も 東 葉 高速 線 へ の 相互 乗 
り 入 れ を 開始 し 、3 社 相互 乗り 入れ に 変わ っ て いる 。 

1969 年 12 月 開業 の 千代 田 線 は アル ミカ ー6000 系 が 非常 
品 を 片側 に 寄せ た 非対称 前 面 の スタ イル で 登場 し た 。 電機 子 
チョ パ 制 御 を 本 格 的 に 採用 し た 車輌 で 、 以 降 し ば らく は こ 
の デザ イン を 踏襲 し た 車輌 が 多数 登場 し た 。 千 代田 線 も 、 綾 
瀬 方 で JR 常磐 線 、 代 々 木 上 原 方 で 小田 急 線 と 3 社 相互 乗り 入れ 
を 行っ て いる 。 

1988 年 6 月 全線 開業 の 有楽 町 線 は 和光 市 で 東武 東上 株 ・ 西 

有楽 町 線 ・ 西武 池袋 線 と 相互 乗り 入れ を 行う 。 
導線 は 、 1978 年 8 月 の 渋谷 一 青山 一 丁目 間 の 開業 時 
東急 新 玉 川 線 の 延伸 線 の よ うな 路線 形態 で 、 東 急 の 車輌 
用 し て 営業 し て いた 。 2003 年 3 月 の 押上 延伸 に より 全線 

0 一 ボ 臣 の 9 人 本 り 入 れ を 行う 。 
ラル 人生 通し た 南北 線 は 、 日 本 の 地下 鉄 と し て 初め て 
wa EO ドア を 設け 、 ワ ンマ ン 運 転 を 行っ て 

ーー 東急 目黒 株 と 相互 乗り 入れ を 行う 。 : 

する 特 和泊 法人 | 円 は 国鉄 (民営 化 後 は 政府 ) と 東京 都 が 出 

で あっ た が 、1986 年 6 月 の 臨時 行政 改革 推進 


武 


11 月 4 日 か ら 営 業 運転 を 開始 し た 。 '12.4.4 


世 < 東西 線 > 

中 野 一 西船 橋間 30.8km、1067m、 
直流 1500V、 連 続 誘導 式 CS_ATC、 

「1 本 線 部 総 延長 17.071m、 

民 本 線 部 総 延長 2.879m、 

最大 10 輌 、100km/h 

千代 田 線 > 

綾瀬 一 代々 木 上 原 間 21 .9km・ 北 綾瀬 
一 綾瀬 間 2.1km、1067mm、 

m 下流 1500V、 連 続 誘導 式 CS_ATC、 
l「1 本 線 部 総 延長 19.057m、 

補 本 線 部 総 延長 1.000m、 

綾瀬 一 代々 木 上 原 最大 10 輌 ・80km/h、 
北綾瀬 一 綾瀬 間 最 大 3 輌 ・60km/h 
有楽 町 線 > 

和光 市 一 新木場 間 28.3Km、1067m 
直流 1500V、 連 続 誘導 式 CS-ATC、 

1 本 線 部 総 延 長 26.445m、 

7 本 線 部 総 延長 258m、 最 大 10 輌 、80km/h 


< 半蔵 門 線 > 
渋谷 一 押上 間 16.8km、1067mm、 
直流 1500V、 連 続 誘 導 式 CS-ATC、 
FT 本 線 部 総 延長 16.846m、 完 無 、 
最大 10 輌 、80km/h 


ぐ 南 北 線 > 

目黒 一 赤羽 岩淵 問 21.3km、 

1067mm、 直 流 1500V、 連 続 誘導 式 CS- 
ATC、『 本 線 部 総 延 長 21,445m、 

補 無 、 最 大 6 輌 、80Okm/h 


て 副 都 心 線 > 

小竹 向原 一 渋谷 間 11.9km、1067mm、 
直流 1500V、 連 続 誘導 式 CS-ATC、 

中 本 線 部 総 延長 8.760m (池袋 一 渋谷 
間 )、 哉 無 、 最 大 10 輌 、80km/h 


1999 年 度 | 201 1 年度 
2.042.815 2.277.596| 
283.082| 250.935| 257.341 


| 293.969 


〇 〇 〇 GOー@ の ' さ とい 光 百 剃 し 潤 邸 潤 O は 当 潜 習 


sf で 義 費 還 周 科 潜 距 び は ローmmo 拓 の の の 。 敵 


\ 
\ 
dd: 選 


審議 会 の 答申 で 民営 化 の 方 針 が 出さ れ 、 2004 年 4 月 1 
日 に 東京 地下 鉄 株 式 会 社 (東京 メト ロ ) と な っ た 。 2008 
年 6 月 に 副 都心 線 小 竹 向原 一 渋谷 間 が 全線 開業 し 、 OR 
年 3 月 に は 渋谷 で 東急 東横 線 ・ 横浜 高速 な な と 2 
線 と の 相互 乗り 入れ が 始ま り 、 人 
て いる 東武 東上 線 ・ 西 武 有楽 町 線 ・ 西武 池袋 線 と 


せ て 5 社 で の 相互 乗り 入れ と な る 。 24012 
在 の 営業 距離 は 合計 195.1Km、 昌和 
万 人 、 車 輌 数 2,773 還 。 乗降 客数 、 車輌 数 


バー1 で ある 。 
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ラー 埼玉 高速 鉄道 さい だ まう も 


荷 玉 初 の 地下 鉄 


、 東 京 地下 鉄 南北 線 赤沢 岩淵 か ら 先 は 、 埼 玉 県 
沿線 自治 体 と 東京 地下 鉄 な ど が 出資 の 埼玉 高 束 鉄 
道 と な り 、 車 輌 は 直通 する が 乗務 員 は 交代 する 。 
川口 元郷 か ら 埼 玉 県 川口 市 に 入り 、 終 着 浦和 美園 
は さい た ま 市 に 位置 する 。 浦 和美 園 の 駅 北側 に 広 
大 な 車輌 基地 が 広がり 、 徒 歩 15 分 の と ころ に 日 本 
最大 の サッ カー スタ ジア ム [ 埼 玉 ス タ ジ ア ム 2002」 
が あり 、 駅 周辺 の 開発 が 進む 。 開業 時 に 登場 し た 
2000 系 は VVVF イン バー タ 制 御 の 4 扉 の アル ミ 製 
で 、6 綱 編成 10 木 を 所 有する 。 

開業 後 赤字 続き の 経営 で あっ た が 、2003 年 度 に 
支払 利息 と 減価 償却 費 を 除く 基礎 的 収支 が 初め て 
黒字 と な っ た 。 その 後 も 利用 客 は 増え て いる が 、 
営業 利益 を 計上 する まで に は 至っ て いな い 。2008 
年 6 月 2 日 に 東急 目黒 株 列車 が 日 吉 に 延伸 され る 
と 相互 直通 運転 区 間 も 日 吉 ま で 延長 され て いる 。 


主要 沿革 年 表 


1992( 平 成 4) 年 3 月 25 晶 
1992( 平 成 4) 年 12 月 17 日 
2001 (平成 13) 年 3 月 28 晶 


埼玉 高速 鉄道 設立 
赤羽 岩 濃 一 浦和 美園 間 免 許 
赤羽 岩淵 一 浦和 美園 韻 開 業 (1067mm*1500V) 


東西 線 に 乗り 入れ 1 日 13 万 人 が 利用 


西船 橋 を 起点 と し て 、 北 習志野 で 新 京成 電鉄 と 接 
続 し 、16.2km 先 の 東 葉 勝田 台 に 至る 。 東 京 地下 鉄 東 
西 線 の 延長 線 の よう な 線形 で 、 列車 は 東京 地下 鉄 東 
西 線 を 貫い て JR 中央 線 中 野 ま で 乗 り 入 れる 。 

船橋 市 と 八千代 市 に また が る 地区 は 住宅 都市 束 
備 公団 ( 現 都市 再生 機構 ) に よ る 開発 が 進み 、 そ の 
地域 の 足 と な る べく 、 千 葉 県 ・ 船橋 市 ・ 八 千代 市 
が 中 心 と な っ て 東 葉 高速 鉄道 が 設立 され た 。 工事 
は 1984( 昭 和 59) 年 7 月 に 着手 され 、10 年 以上 の 工 
期 を 要 し て 1996( 平 成 8) 年 4 月 に 全線 の 開業 を 見 た 。 
所 有 車 輌 は 自社 発注 新造 の 2000 系 10 輌 編成 11 
本 。 ス テン レス 車体 に 赤 と ダ イダ イ の 帯 を 巻く 
が 、 赤 は サン ライ ズ 、 ダ イダ イ は サン セッ ト を 表す 
と いう 。 先頭 車輌 運転 台 上 の 社 章 は 、 鳥 が は ば た く 
様子 で スピ ー ド 感 を 表し 全体 を 同社 の イニ シャ ル 
「T]」 で まとめ て いる 。 


主要 沿革 年 表 

1981( 昭 和 56) 年 9 月 1 日 | 東 穫 高 速 鉄道 設立 

1982( 昭 和 57) 年 3 月 9 日 | 西船 橋 一 東 薬 勝田 台 間 免許 

1996( 還 成 8) 年 4 月 27 日 | 西条 一 東和 勝田 合間 開 華 (1067m1500V) 


NN 2 グ ダル 
を で 


"TT 


< 


NN 


埼玉 美園 を 発車 する 日 吉行 。 
会 社 概要 


12.4.29 


過 いた ま 市 緑 区 大 字 大 門 字 宮 下 3888 番 聞 


賠 96.007 百 万 円 
[ 森 埼玉 県 45.0%6、 東 京 地下 鉄 19.4%、 


路線 概要 
く 埼 玉 高 速 鉄道 線 > 
赤沢 岩 滑 一 浦和 美園 間 146MW、 1067 
1500V、 車 内 信号 開 容 式 サ 350% ny 
1 箇所 14.080m、 較 無 KG gn、。 


川口 市 18.7%、 さ いた ま 市 7.1% 

8Olan 
項 目 | 位 | 2009 年 度 |2010 征 度 |2011 和 度 浦和 Q 
AA | FA | 30564| 91051| 30983 美園 系 上 
輸送 密度 | 人 /Mm 日 | 40038| 40770| 40.546 武蔵 野 線 
輸送 市 数 | 千 屯 ー ー ー 
営業 収入 | 再 円 | 8057| 8134| 8054 の 
癌 共 | 百 貼 | 9941| 9970| 9925| .o 本 
営業 損益 | 百 万 円 | 41.883| 人 1.835| 1879 線 
束縛 数 | 内 | 60| eo| の | 赤羽 岩 滑 
従業 員数 | 人 242| 239| 235| Lsm \\ メ Rm 南 


ミ = yg デー i ミ 、 

N 西船 橋 を 発車 し た 東京 メト ロ 上 

用 し 橋 に 信人 す 62000 

N 電鉄 
中 1 向 ハニ} = 田 

西船 橋 へ 総武 線 京成 本 線 引田 習 へ 社 概要 の 
過 人 千代 市 緑が丘 1 本 11 
49,440 百 万 円 時 2 
肢 千葉 県 31.1%、 負 橋 市 24.8 和 

東京 地下 鉄 13.1% 


路線 概要 


浜 リ ゾー トラ イ ン まい は まり ぞ ー と らい ん 


舞浜 の 6 両 編成 モノ レー ル は 鉄道 


[東京 ディズ ニー ラン ド 」 に 次 ぐ マテ ー マ パ ー ク と 
し て [東京 ディ ズ ニ ー シ ー」 が 開園 する に あたり 、 
表 京 ディ ズ ニ ー リ ゾー ト 内 で の 移動 を スム ー ズ に 
する た め モ ノレ ー ル 建設 が 決定 し た 。 オ リエ ンタ 
ル ラ ンド の 全額 出資 で 舞浜 リゾ ー ト ライ ン を 設 
立 。 東 京 ディ ズ ニ ー シ ー の グラ ンド オー プン を 反 
えた 2001 年 7 月 27 日 に 開業 し た 。1 周 約 5km の 環状 
線 で 、 反 時 計 回 り の 一 方 向 運 転 を 行なう 。ATO( 自 
動 列車 運転 装置 ) に よる 自動 運転 で 、「 ガ イド キャ 
スト ] と 呼ば れる 車掌 が 乗務 し て 扉 扱い を 行なう 。 
2009 年 3 月 14 日 に は IC じ カー ド シ ス テム PASMO を 
導入 し て いる 。 

1 周 の 所 要 は 約 13 分 で 、 旅 客数 に 対応 し て 運転 
間隔 を 調整 する 。「 リ ゾー トラ イナ ー| と 呼ば れる 
車輌 は 6 輌 編成 5 本 を 所 有 。 ブル ー、 イ エロ ー、 
パー プル 、 グ リー ン 、 ピーチ と 編成 ご と に 塗 色 が 
異な る 。 最 大 で 4 編成 が 投入 され 、 その 際 は 3 分 毎 
の 運転 と な る 。 

運賃 は 全線 均一 で 、 大 人 (中 学生 以上 )250 円 ・ こ 
ども (小学生)130 円 。1 日 フリ ー き っ ぷ ( 大 人 650 円 ・ 
こども 330 円 )、2 日 フリ ー き っ ぷ ( 大 人 800 円 ・ こ と も 
400 円 )、3 日 フリ ー キ ッ プ (大 人 1.,100 円 ・ こ と も 
550 円 )、 4 日 フリ ー き っ ぷ ( 大 人 1.400 円 ・ こ ども 700 
円) や 回 数 券 、 定 期 乗 車券 も 用 意 さ れ て いる 。 


主要 沿革 年 表 

1997( 成 9) 年 4 月 9 日 | 舞浜 リソー トラ イン 設立 
1997( 生 成 9) 年 6 月 27 日 第 一 種 鉄道 事業 免許 
2001( 生 成 13) 年 7 月 27 日 | 開業 

2009 生成 21) 年 3 月 74 日 | PASMO を 導入 


反 時 計 回 り の 一 方 向 運転 を 行なう 。 写真 提供 
7 | 


| 目 | 其 位 |2002 年 度 |2007 年 度 |2009 和 | 
Wa A | PNM 19374| 15a70| 16700 帰 
| 軸 送 宙 度 | 人 /m 日 | 26.699| 20808| 22928 
輸送 員数 | 千 市 | | 
隔 1 | で 
営業 収 再 万 円 | 3643| 4.333| 4795 
営業 綱 百 万 円 4438| 3423| 3348 am こぐ 
ELE | 理 円 | 4795| gio| 1447 | yw トゲ ー ト ウゥ 
4 ント ケー トワ ウェ イ ・ 
全員 数 | 人 | 166| 14ol 1qs Re 


信人 ミッ キー マウ ス 型 の 便 窓 が 
特徴 の 6 輌 編成 。 
東京 ディ ズ ニ ー シ ー: ス テー ショ ン 
ー リ ゾー トゲ ー ト ウェ イ : ス テー ショ ン 
写真 提供 舞浜 リゾ ー ト ライ ン 
】 は @Disney 


人 へ 車輌 は 6 病 編 成 5 本 が 在籍 し 、 ブ 
ルー、 イ エロ ー、 バ パー ブル 、 グ リー ン 、 

ピー チ と 編成 ご と に 塗装 が 異な る 。 
写真 提供 : 舞 浜 リ ゾー トラ イン 
@Disney 


会 社 概要 
奈 浦安 市 舞浜 2 番地 18 
5,500 百 万 円 
| 株 | オリ エン タル ラン ド 100% 


路線 概要 
リゾ ー ト ゲー トウ ェ イ ・ ス テー ショ ン 一 
リゾ ー ト ゲー トウ ェ イ ・ ス テー ショ ン 間 
5.0km、 踏 座 式 単線 軌間 400mm、 
直流 1500V、40.0%。、 
岬 無 、 褒 220 箇所 5,008m、 
最大 6 輌 、50km/h 
舞浜 リゾ ソート ライ ン @Disney 
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3 つの ゲー ジ か ら な る 地下 鉄線 


東京 都営 地下 鉄 は 、 浅 草 線 、 三 田 線 、 新 宿 線 、 大 江戸 線 
の 4 線 か ら な り 、 営 業 距離 は 109.0km (第 2 種 事業 の 三田 線 目 
黒 一 白金 高 輸 間 2.3km 含 む )、 一 日 利用 客 243.7 万 人 (2009 年 
度 ) は 大 手 私 鉄 位 の 東武 鉄道 に 近い 。 全 線 が 架空 式 電車 線 
路 方 式 で ある が 、 軌 間 は 相互 直通 路線 に 合わ せ て 、1435 
mm・1372mm・1067mm の 3 種類 。 

東京 都 ( 市 ) の 地下 鉄 計 画 は 大 正 時 代 か ら あっ た が 、 実 現 
し た の は 戦後 で 、 営 団地 下 鉄 ( 現 東京 メ トロ) だ け で は 地下 鉄 
網 充 実は 時 間 が か か る た め と され た 。 最 初 の 開業 は 浅草 線 
で 、 当 初 か ら 京 成 ・ 京 浜 急 行 と の 乗 入 を 考慮 し て 軌間 1435 
mm と な っ た 。 196O 年 12 月 に 浅草 橋 一 押上 間 が 開業 し 、 同 
時 に 日 本 初 の 地下 鉄 ・ 私 鉄 の 相互 直通 運転 を 開始 。1968 年 
11 月 の 西馬込 一 泉 岳 寺 間 の 開業 で 全 通 し 、1998( 平 成 10) 
年 11 月 18 日 の 京 急 羽田 空港 開業 と 同時 に 誕生 し た 羽田 空港 
一 成田 空港 間 エ アボ ポー ト 快 特 は 、 浅 草 線 内 を 特急 運転 。 
2010 年 7 月 17 日 に 京成 成田 空港 線 が 開業 する と 「 ア クセ ス 特 
急 」 が 加わ っ た 。 

1968 年 12 月 に 巣鴨 一 志村 ( 現 高 島 平 ) 間 で 開業 し た 三田 
線 は 、 当 初 東急 池上 線 と 東武 束 上線 と の 直通 を 計画 し た こ 
と か ら 1067mm 軌 間 と し た 。 し か し 、 両 社 が この 計画 を と り 
や め た こと か ら 、 長 らく 都営 唯一 の 単独 路線 と し て 営業 を 
続け た 。2000 年 9 月 に 三田 一 目黒 間 を 延伸 し て 東急 目黒 線 
と 相互 直通 運転 を 開始 する と 、 大 き な 飛 躍 を 遂げ て いる 。 

京王 線 と 相互 直通 運転 を 行なう 新宿 線 は 1372mm 軌 間 。1989 
年 3 月 に 江戸 川 を 越え て 千葉 県 の 本 八幡 まで 全 通 し 1997 年 
12 月 か ら 急 行 運転 を 開始 し た 。 

大 江戸 線 は 新宿 副 都 心 を 起点 と し て 東京 を 一 巡 す る 。 小 
断面 構造 と し リニア モー ター 駆動 、 全 アル ミ 製 軽量 車体 を 


や Y 


三田 線 を 行く 6300 系 。3M3T の 6 編 成 で ステ ン レ ス 車 体 、VVVF イ ン バ ー ク 制 休 。 


うま ょ うと こう つう きょく 
る 東京 都 交通 局 …*: 


SST 
IN 
こ | 


| 


5 ランジ 7 ンク が 


新宿 線 10-300 形 B 連 ( 左 ) と 10-300R 形 8 連 。 10.300 系 は a00。 =| 
2 ^8006 


| 
108 輌 が 新造 され た 。 12.7.14 笹塚 人 


た で LU やり 
= は は は 


iiass 


ーーー ーー 


北 総 線 に 乗り 入れ た 浅草 線 5300 系 。 ア ルミ 車体 の VVVF イ ン バ ー タ 制 各 
a 


256 東信 


導入 、 都 営 初 の ワン マン 運転 を 実施 。1991 年 12 月 に 7 
一 練馬 間 が 開業 し 、2000 年 12 月 に 環状 部 全線 が 開業 し た 
主要 沿革 年 表 

1960( 昭 和 35) 年 12 月 4 日 


浅草 線 浅草 橋 一 押上 間 開 業 、 京 成 線 と 直近 運 暫 導 


1968( 昭 和 43) 年 12 月 27 日 | 三田 線 巣 喘 一 志村 ( 現 高 島 平 ) 韻 開業 


1980( 昭 和 55) 年 3 月 16 日 | 新宿 線 新宿 一 涯 本 間 開 業 、 京 王 線 と 直近 軍 お 前 


天田 空港 江間 線 一 成田 補 深 生 邊 作る 
三男 線 二 田 目 黒 問 開 業 、 東 人 上 吉相 と 直 導 を 
江戸 株 国 立 最 技 場 一 大 門 一 都庁 前 同 了 


1998( 平 成 10) 年 11 月 18 日 
2000( 平 成 12) 年 9 月 26 日 
2000( 平 成 12) 年 12 月 12 日 


事業 所 概要 
新区 本 新 21 的 し" 
路線 概要 (全線 


赤 5 
2 o 和 人 


'12.5.5 高島 平 一 西台 


tb 
輸送 の 推移 (地下 鉄 ) 


t ー 時 輸送 の 推移 (都電 ) 
項 目 に 佑 |1990 年 度 | 1999 年 度 2009 年 度 | 項目 | 位 | 1990 衣 6962nmigg 
輸送 人 貞 | 千 人 539787| 566554| 650373 | AMI| 人 24498| 2 009 年 度 
栓 送 宙 度 | 人 /N 昌 | 151.033 141011| 150.109| 輸 和 度 | AM 昌 | 4 

| 人 上 | Fe | | CET 0 - | トー 
半 業 羽 人 | し jp に 107| 85 58 | | 人 | 円 _2752| 2754| 
党 テ 買 | 特 万 円 | 59617 59097」 111 592| Li 中 LJ 本 | 3856 32105 
間 業 拉 | 百 円 | 5 490| ^2.839| 420 631 | 人 前 | ^id05| <q5 jm 
車輌 狼 | 輌 | od 800| 1094| 車 情 拍 情 一 45 ーー | 避 
従業 員数 | 人 | 3327'| 38og 3.423「|| 従業 負数 | 人 | ーー サー | 

来 軌 道 等 を 含む 円 単独 数 値 公表 な ーー 


大 門 


西馬込 〇 - 


唯一 の 都電 と な っ て 40 年 


都電 荒川 線 は 王子 電気 軌道 に よっ て 開業 し た 。1911( 明 
治 44) 年 8 月 の 王 電 大 塚 一 飛鳥 山上 間 が 最初 で 、1913( 大 正 
2) 年 4 月 に 三ノ輪 、1930( 昭 和 5) 年 3 月 に 早稲 田 に 達し て 、 RN 
ほ ば 現在 の 路線 が 完成 し た 。 東京 市 は 1911 (明治 44) 年 8 月 還 還 較 二 国電 SNS 
に 東京 鉄道 を 買収 し て 以来 、 路 面 電車 事業 を 営ん で いて 、 神楽 坂 に 停車 中 の 12.000 形 。 ROM BNE に 
王子 電気 軌道 が 市 電 に 統合 され た の は 1942 年 2 月 で あっ  ,/, - a a 
た 。 東京 都 制 に な っ た 都電 は 、1955 年 当時 212.2kKm を 営業 
し 、 一 日 175 万 人 を 輸送 し た 。 そ の 後 、 地下 鉄 の 開業 等 に よ 
り 路 線 が 縮小 され て いっ た の は 大 都市 共通 の 現象 で あっ た 
が き 美濃 部 都政 時 代 に 荒川 線 だ け は 存続 が 決ま っ た 。1978 
年 4 月 1 日 か ら ワ ンマ ン 運 転 を 開始 し 、 1984 年 3 月 か ら 冷 房 
車輌 導入 を 開始 。1990 年 か ら VVVF イ ン バ ー タ 制御 の 8500 
主要 沿革 年 表 


11( 明 44) 年 8 有 20 日 | 王子 電気 軌道 王 間 大 塚 (m 大 塚 駅 前 ) 一 飛島 山上 (飛鳥 山 ) 間 開業 
1930( 昭 和 5) 年 3 朋 30 日 | 面影 橋 一 早稲 田 問 開業 に より 三ノ輪 橋 一 早稲 田 間 全 通 
1942( 昭 和 17) 年 2 月 1 日 | 東京 市 電 と な る 

1943( 昭 和 18) 年 7 月 1 日 | 都 制 施行 、 東 京都 交通 局 と な る 

1972( 昭 和 47) 年 11 朋 12 日 | 現 荒 川 線 部 分 を 除き 都電 搬 去 

1984( 昭 和 59) 年 3 月 1 日 | | 冷房 車 績 導入 開始 


NII22 


路線 概要 
く 荒 川 線 > 
三ノ輪 橋 一 早稲 田 間 12.2km、1372mm、 
直流 600V、 自 動 閉塞 式 、 
66.9%、R 18m、 無 、 
裕 3 箇所 50m、 最 大 1 輔 、40km/h 


大 東北 線 京成 本 線 プ 
塚 輌 
駅 メト ロロ 南北 線 橋 
前 都営 三田 線 


メト ロ 有 楽 町 線 


RN 
NE 
1 

し 


0 De 上 0 1 2km 
っ ー ーー - Rh a 
MTPPPese S ーー a 
人 用 W 骨 角間 や 王子 駅 鳥山 問 など に 残る 。 '12.55 宮ノ前 一 熊野 前 


ee 


60 


7 。』 


形 5 輌 、 200 7・2008 年 度 に 昭和 初期 の 東京 市 電 を イ 
メー ジ し た 9000 形 2 輌 、 200 9・2010 年 に 8800 形 10 
輌 を 導入 ! 朋 だ き 


都営 の | 新 交通 日 募 里 ・ 含 人 ライ ナー 


尾久 橋 通 り の 鉄 軌 道路 線 は 当初 、 地 下 鉄 7 号線 (部 

営 南北 線 ) の 一 部 と し て 計画 され た が 、1985 年 7 月 
の 運輸 政策 審議 会 答申 で 、 中 量 輸送 機関 と し て の 刺 
備 が 位置 づけ られ た 。 支柱 な どの イン フラ 部 分 は 東 
京都 建設 局 が 、 軌 道 や 駅 舎 は 東京 都 地下 鉄建 設 ( 株 ) 
が 建設 し 、 当 初 の 免許 は 東京 都 地下 鉄建 設 が 取得 し 
て いた 。2008 年 3 月 の 開業 に 当たっ て は 、 交 通 ネッ 
トワ ー ク の 観点 か ら 東 京都 交通 局 が 運営 を 行う ご と 
と な り 、 同日 付 で 東京 都 が 免許 を 譲り 受け た 。 

日 募 里 を 発車 する と ビル 群 の 間 を 抜け 、 熊 野 前 
で 都電 荒川 線 を 乗り 越す 。 隅 田川 、 荒川 を 続け て 
渡り 、 首 都 高中 央 環状 線 を 踏 ぐ と 50% で 下る 。 そ 
こ か ら ほ 一直 線 で 北上 する と 終点 の 見 沼 代 親 水 
公園 に 至る 。 全 線 の 所 要 は 20 分 。 
主要 沿革 年 表 
1995( 平 成 7) 年 12 月 28 日 | 東京 都 地下 鉄建 設 が 免許 


2008( 平 成 20) 年 3 月 30 日 東京 都 (交通 局 ) が 東京 地下 鉄建 設 より 免 詩 を 
語り 受け 開業 


項目 | 単位 |2009 年 度 0o 見 沼 代 路線 概要 

輸送 A | 陸 | 19.975 親水 公園 < 日 暮 里 : 含 人 ライ ナー> 
輸送 密度 | 人 /ImB| 30474 | 日 募 里 一 見 沼 代 親 水 公 
輸送 吊 短 | 千 市 | 一 2km 園 間 9.7km、 側 方 案内 
| 人 業 RA| 百 ヵ 由 | 3757 軌条 式 複線 、 

間 乗 貞明 | 5038 基 川 三 想 交流 600V、 
人 百 朋 | 41281 ※ 50.0%、R 30m、 
ご 「 無 、 全 て 5 輌 編成 
に 人 60km/h 


2 
ーー で 
単独 数 値 公 表 な し 束 


日 本 最初 の 常設 モノ レー ル 


上 野 動物 園 東園 一 上 野 動物 園 西 園 間 0.3km の 懸垂 
式 モ ノレ ー ル は 、1957 年 12 月 17 日 に 常設 と し て 
は 日 本 初 の モノ レー ル と し て 開業 し た 。 路面 電車 
に 代替 する 本 格 的 な 都市 交通 機関 の 実験 線 と し て 
建設 。 ドイ ツ で 運転 され て いた ラン ゲン 式 を 参考 
に 車輪 に ゴム タイ ヤ を 導入 する 改良 を 施し た 。 園 
内 を 横切る 公道 上 を 踏 い で いる こと か ら 地 方 鉄道 
法 を 準拠 法 と する 鉄道 と し て 開業 し 、 今日 で も 鉄 
道 事業 法 の 適用 を 受け る 。 

現在 使用 の 40 形 2 両 編成 は 4 代目 で 、 車 体 は アル 
ミニ ウム 合金 製 、 IGBT 素子 利用 の VVVF イン バー 
タ 制 御 で 、 今風 の 仕様 を 取り 入れ て いる 。 所 要 1 分 
Mo ッ ド の 運行 。 運行 時 間 帯 は 動物 園 

品 乗 時 同 に 合わ せ \ * 
主要 沿革 年 表 に 誠人 0 


1957( 昭 和 32) 年 6 月 22 日 上 野 動物 
園 東園 ー 
1957( 昭 和 32) 年 12 月 7 日 | 開架 園 一 上 野 動物 園 西園 間 旬 本 


路線 概要 
< 上 野 妥 垂 線 > 
上 野 動物 園 東園 一 上 野 動 物 園 本 
西園 間 0.3Km、 
スタ フ 閉 容 式 、 幅 無 、 路 1 箇所 331m、 る AA 


の 東京 市 電 を イ メー ジ し た し トロ 較 と し oo 


荒川 線 9000 形 9001。 昭 , 
日 に 運行 を 開始 し た 。 0 Ne 
人 


ビル の 間 を 抜け て 日 暮 里 に 進入 する 日 暮 蜂 含 人 ライ ナー。 18.5.5 


に) 
上 野 動 物 園 西園 


望 | | 単 倍 | 1999 生 度 | 2009 年 度 
ー ロロ Ll 情 員 江 35.347| 38.862 
部 心 の 新 交通 「 走 る 展 が el 62 の 43.081 
臨海 四 = ンー | 都心 と じ 5 ES 
ッ 埋立 地 (台場) を 副 都 じ 5 入 | 百 万 円 | 8.887| 9237 
親 臨海 部 の 1 6 982 」 買 万 内 | < 
者 長期 計画 ] を 策定 し た の ば 2 | 抜け て 進む 。 
人 する 部 と 副 都心 と つ な く 導 Dn gE 
(WID57) 征 相 され た 。 新 交通 の 経営 を 行なう 東 太 3 157| ieg 川 行 7000 系 6 輌 編成 。 
馬 シ スナ は 1980 和 4 朋 で 、 建 設 は 1996 
交通 の 設 を 6 
の 世界 都市 電工 会 に 合わ せ て や 
(平成 8) 年 世界 都 市 情 は 1995 年 4 に 青島 幸男 都 
に 用 ck で 中 止 に 至っ た が 新 交通 
の 針 の 1 月 た 新 横 ( 反 ) 一 有明 国 が 8 っ 
当 愛称 は 「 ゆ りか も め 」 と 定め られ 、 1998 年 4 月 
に 柱 名 も 愛称 と 同一 に 変更 され た 。 
急場 し の ぎ で 仮 駅 で あっ た 新橋 は 2001 年 3 月 に 


駅 舎 と な り 、2006 年 3 月 に 有明 一 豊洲 間 が 下 介 
開業 し て 現在 の 線形 が 完成 し た 道路 の 上 の 軌道 
法 区 間 と 、 主 に 港湾 法 に よる 港湾 道路 の 上 の 鉄道 
事業 法 区 間 が 混在 する 。 

新橋 を 発車 する と 超 高層 ビル 街 を 買 き 、 倉庫 が 
す ち 並ぶ 井 頭 地区 を 抜け る と 、 ル ー プ 線 を 登り つ 
め て 高 さ 126m、 上 下 2 層 の 威容 を 誇る ろ る レインボー 
ブリ ッ ジ の 下層 階 に 。 東 京 湾 を 乗り 越し た 後 は 、 
臨海 玉 都 心 の 外 淵 近く を 進ん で 人 台場 、 有 明 に 向 か 
い 、 豊 洲 井 頭 を 縦断 し て 豊洲 に 至る 。 


主要 沿革 年 表 

1988( 昭 和 63) 年 4 月 25 日 
1988( 昭 和 63) 年 11 月 28 日 
1995 成 7) 年 11 月 1 日 
1998( 平 成 10) 年 4 月 1 日 
2001 (平成 13) 年 3 月 22 日 
2006 (平成 18) 年 3 月 27 日 


東京 臨海 新 交通 設立 
新橋 一 有明 問 鉄道 事業 免許 と 軌道 敷設 特許 を 取得 
新橋 ( 仮 ) 一 有明 則 開 業 
人 ゆり か も め に 社名 変更 
新橋 の 本 駅 舎 が 開業 
有明 一 豊洲 間 開 業 


ビー 
x 


1 
皿 | 1 


| km、 国 


Y 新橋 を 発車 する と 超 高層 ビル 郡 の 問 を 


125.5 汐留 一 品川 


ママ 有明 西 運 河 を 越え て 埋立 地 に 入る 品 


eS 
国際 展示 場 正 面 一 青海 


社 概要 


両 東京 都 江東 区 有明 3 丁目 13 番 


号 
3,756 百 万 円 


| 林 東京 具 海 ホ ー ル ディ ング ス 99.9% 


路線 概要 
く 東 京 臨 海 新 交通 臨海 線 > 
新橋 一 豊洲 間 (新橋 一 日 の 出 間 2.2km、 お 
合 場 海浜 公園 ー テ レコ ムセン ター 間 2.3 


了 展 示 場 正門 一 豊洲 間 3.4km は 雪 


道 )、 側 案内 六 式 複線 、 特 半 寒 式 、 


三 相 交 流 600V、 50.0%、 
R 45m、『 無 、 庄 鉄道 6.843m、 


“ 軌道 8.061m、 全 て 6 還 、 60kWh 


了 


12.5.5 船 の 科学 館 一 台場 


フジ テレ 
本社 や 
テー ん 絡 商業 施設 が 
] タ 編 = P220 立地 する 台場 に 進入 する 。 


7 の g ソ 東武 鉄道 と うぶ て つど う 


浅草 を 起点 に 特急 が 日 光 ・ 赤 城 へ 


いい 近畿 日 本 鉄道 に 次 いで 私 鉄 第 
2 点 と する 伊勢 崎 線 と 、 そ こ か ら 分 岐 する 購 
野 ・ 小 泉 ・ 桐 生 ・ 日 光 ・ 宇 都 宮 ・ 鬼 起 川 の 各 
線 314.7km、 野 田 線 62.7Im、 池 袋 を 起点 と する 東上 本 線 ・ 
越生 線 85.9km の 3 つの グル ー プ に 大 別 で きる 。 
1897( 明 治 30) 年 1 月 1 日 の 会 社 設立 は 関東 大 手 私 鉄 で 
は 最も 古く 、 1899 年 に 北 千 住 一 久喜 間 が 蒸気 鉄道 で 開業 
レ た 。1902 年 に 吾妻 橋 ( 現 と うき ょ う ス カイ ツ リー) 一 北 千 
住 問 を 開業 させ た の ち 、 1904 年 に 曳舟 一 亀戸 間 を 開通 さ 
て 総武 鉄道 に 乗り 入れ て 両国 橋 (両国 ) を ター ミナ ル と 
し た 時 期 も あっ た 。 その 後 1910 年 に 吾妻 橋 を 浅草 と 改称 
し た の ち 、 隅田 川 を 越え て 浅草 雷門 ( 現 浅 草 ) を ター ミナ ル 
と し た の は 1931 (昭和 6) 年 5 月 の こと で あっ た 。 その 間 1912 
年 2 月 の 浅草 一 鐘 ヶ 淵 間 を 皮切り に 複線 化 が 進み 、 1924 年 
] 0 月 の 浅草 一 西新 井 問 か ら 電車 運転 が 始ま っ た 。 東武 日 
光 ま で の 全 通 は 1929 年 10 月 、 1931 年 に は 宇都 宮 線 が 全 
通し た 。 伊勢 崎 ・ 日 光線 に 電車 特急 が 走っ た の は 1949 年 2 
月 か ら で 、 1960 年 10 月 に 1720 型 デラ ッ クス ロマ ンス カ 
ー が 登場 、1990 (平成 2) 年 6 月 1 日 か ら は 、 100 系 『 ス ペー 
シア "が 就役 し 、1992 年 に は 関東 私 鉄 初 の 120km/h 運 転 を 
開始 し た 。 浅 草 一 赤城 問 の (りょう も う 〉 は 1969 年 9 月 か ら 
1800 系 電車 で 始ま り 、200 系 に グレ ー ド アッ プ の の ち 1999 
年 3 月 か ら 特急 と な っ た 。 会 津 高原 方 面 へ は 、 1986 年 の 野 
岩 鉄道 開業 と 同時 に 快速 女 行 (お じ か ) が 乗 入 を 開始 し 、 1991 
年 7 月 か ら は 急行 (南会津 ) が 会 津田 島 に 乗り 入れ た が 、 旅 
客 減 か ら 2005 年 3 月 1 日 廃止 され た 。 営団 ( 現 東 京 メ トロ ) 日 
比 谷 線 乗 信 は 1962 年 5 月 か ら 始 まり 、 北 千住 一 北越 谷間 
18.9km の 複々線 は 私 鉄 最長 を 誇る 。 日 光 へ の 観光 客 輸送 が 


財田 川 を 渡る 100 系 "スペ ー シ アァ ・ 誤 
0 系 ' ス ペー シア "。 東 京 ス カイ ツリ ー を は じ め と し た 東京 スカ イツ リー タ 


一 動物 公園 前 > に 
間 の 愛称 は 2012 年 3 月 17 日 より 東武 スカ イツ リー ライ ン と な っ た 。 a en 
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2006 


自動 車 に 押さ れる と 、 長年 の ライ バル が 手 を 結び 、 
年 3 月 18 日 か ら 日 光線 と JR 東 北本 線 と 相互 直通 運転 する 特 
急 [日光 」「 き ぬ が わ 」「 ス ペー シア きぬ が わ ] が 新設 され K。 
東京 スカ イツ リー を は じ め と し た 東京 スカ イツ リー タロ ワン 
は 2012 年 5 月 22 日 に 開業 し 、 多 く の 人 で 賑わう 。 

東京 の 外 環 状 線 的 に 大 宮 一 春日 部 一 柏 を 結ぶ 野田 線 の ルー 
ッ は 、1911 (明治 44) 年 5 月 開業 の 千葉 県 営 鉄道 野田 線 。 も 


と も と は 蒸気 鉄道 で 、 北 総 鉄道 、 総武 鉄道 を 経て 1 944 年 に 
東武 鉄道 と な っ た 。 全線 の 電化 は 東武 と な っ て か ら の 1947 征 


会 社 概要 
届 星田 区 押上 2 上 18 革 12 
102,135 百 万 円 
[株 富国 生命 保険 3.7% 


120km/h 


業 。 浅 草 押 上 
カイ ツリ ー 


に 」 演 胃 た が 始ま っ た 。 

月 か ら 6 四 運転 カ 只 陸 み 

で 、 1 1914 年 開業 の 東上 鉄道 を 
起点 と する 東上 の 「 上 は 上 上 州 を 意味 し 、 上 越 線 
に ト を 切り 、 寄 
+1929 年 10 月 か ら 始ま 
品 は 1925 年 7 月 。 電 化 は 放 
0 引 生 鉄道 の 買収 は 1943 年 7 月 で 
tw る 
り 、 0 en 967 年 B 月 0 られ 0 
1950 し 営団 有楽 町 線 直 通 が な つ た 。 相互 直通 運 


y Pi 


々 線 化 で 4 
ng 年 か ら 渋谷 に 邊 人 され くい る 。 時 
a 手 私 鉄 で 最後 まで 貨物 営業 を 行 な っ て いた 。 最 

742 を 記録 し 、 運 輸 収入 の 15% を 
成 期 の 


た 。600 還 を 超え る 貨車 を 所 有 し て いた の も 今 は 
占め て い Co 


2003 年 82 日 限り で 貨物 列車 は 運転 を 絵 了 し た 。 


eb5B 


大 師 線 8000 系 2 輌 編成 ワン マン 列車 が 西新 井 に 到着 する 。 


主要 沿革 年 表 
1897( 明 治 30) 年 11 月 1 日 
1899 (明治 32) 年 8J27 日 | 北 千住 一 久喜 間 開 業 (1067mn- 蒸 気 ) 

1911 (明治 44) 年 5 月 19 日 | 千葉 県 営 鉄道 野田 株 柏 一 野田 町 (天野 田 市) 間 開 貸 (1067mm. 蒸 所 
1914( 大 正 3) 年 5 月 1 日 | 東上 鉄道 開業 (1067m. 共 気 ) 

1920( 大 正 9 年 7 有 27 日 | 東武 鉄道 が 東上 鉄道 を 合併 

1924( 大 正 13) 年 10 月 1 日 | 浅草 (現業 平 橋 ) 一 西新 井 問 電車 運転 開始 

1929( 時 和 4) 年 10 月 1 日 | 昌光 線 全 通 、 東 上 総 池袋 中 市 間 電 化 

1931( 昭 和 6) 年 5 月 25 日 | 浅草 雷門 ( 現 小 草 ) を ター ミナ ル と する 

1944( 四 和 19) 年 箇月 1 日 | 8 起 鉄 (ー 北 総 鉄道 千葉 県 鉄道 野田 線 ) を る 作 
1949( 隊 和 24) 年 2 月 1 日 | 特急 [「 華 湊 」「 東 起 」 運 転 開始 

637) 年 5 月 31 日 | 営団 (加東 京 外 ロ ) 日 比 谷 線 直 通運 転 開始 

966( 人 和 1) 年 7 月 1 日 | 閑 気 機関 車 の 運転 を 全廃 

74(08 和 49) 年 7 月 2 日 | 北 千住 - 竹 ノ 原 間 複 々 線 化 


1976( 女 和 51) 年 11 月 1 日 | 東上 線 で 10 輌 運転 開始 
1987 (昭和 62) 年 8 有 25 日 


ーー 東上 線 和 交 市 一 志木 問 複 々 線上 、 営 団 有 楽 町 線 直通 運転 開始 
1992( 平 成 4) 年 9 月 21 日 


5 関東 私 鉄 初 の 120Km/h 運 転 開始 
還 成 15) 年 g 月 2 日 と の 日 限り で 貨物 列車 運転 廃止 


東武 鉄道 設立 


< 宇都 富 線 > 

新 栃木 一 東武 補 都 宮 間 24.3km、 
1067mm 単 線 、 直 流 1500V 自動 閉 窟 志 
ず 12.5%、RH220m、 由 無 

WW 58 箇 所 881m、 最 大 4 幅 90km/h 
< 抑 婦 川 線 > 

ド 今 市 一 新藤 原 間 16.2km 

1067mm 単 線 (東上 直 立岩 信号 坦 鬼 起 
川 温泉 間 0.8km 複 線 ) 、 直 流 1500V、 自 
動 閉 案 式 、31.2%、 RR 100m、 内 無 、 
736 科 所 580m、 最 大 6 輌 、75m/h 
く 佐野 線 > 

館林 葛 生 間 22.1km、1067m 単 線 、 
1500V、 自 動 閉塞 式 、 13.3%。、 

R 200m、 幅 無 起 30 簡 所 762m、 
最大 6 績 、75km/h 


< 小泉 線 > 

館林 一 西 小泉 間 12.0km、 太 田 一 東 小 
泉 間 6.4km、1067mm 単 線 、 直 流 1 500V、 
自動 閉塞 区 23.1%。、R 280m、 由 無 、 
7 30 箇 所 239m、 最 大 2 輌 、80km/h 


く 大 師 綿 > 

西新 井 一 大 師 前 間 1.0km、1067m 単 線 、 
直流 1500V、 自動 閉 寒 式 、 25.0%。、 
R 180m、 無 、 四 5 箇所 18m、 
最大 2 綱 、60km/h 


UT 


< 桐生 線 > 
太田 一 赤城 間 20 gy 

F Jkm、10 
直流 1500V、 自動 下旬 
R 215m、 中 無 、 を } 


く 東 上 本 線 > 
池袋 寄居 間 75.0m、 
1067mm 視 線 (和光 市 一 吉木 科 5 

訪 條 間 5.3km 指 々 
線 、 信号 場 一 居 間 14.9mlW) 
直流 1500V、 自動 閉 宏 式 、 サ 17.0%。 
R250m、 無 、 交 281 箇所 3.388m、 
最大 10 輌 、 100km/h 
< 越生 線 > 
坂戸 一 越生 間 1 0.9km, 1067mm 単 線 
( 武 州 長瀬 一 東毛 呂 間 1.0km 竹 線 ) 
直流 1500V、 自動 義 寒 式 、 『20.0% 
R205m、 円 無 、 次 13 箇 所 106m、 
最大 4 績 、90km/h 


ェ ー 


i 3 ンー っ 


和光 市 を 発車 する 50000 系 10 


輌 編成 。8008 年 6 月 14 日 か ら 
相互 直通 運転 区 間 は 東京 メト ロ 
副 都 心 線 渋谷 まで 延伸 され て 
いる 。 「182.5.5 


蔽 目 | 単 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 
輸送 人 員 | 千 人 ES 878.329| 866.313 
輸送 政 度 | 人 /km 日 


81.925| 77.054 
983| 一 
123.958| 157.325 


105.692| 127.737| 140.021 


18.266| 29.588| 16394 
1.853| 1943| 1998 
7.348| 7251| 4495 


人 | 
坂戸 1N 4 1 
es 
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西武 鉄道 せい ぶ て つど う 


池袋 線 ・ 新 宿 線 の 2 大 幹線 に 特急 が 走る 


池 付 を 起点 と する 池袋 線 系 、 西 武 新宿 を 起点 と する 新宿 
線 系 の 両 幹線 を 中 心 に 、 東 京都 西部 か ら 埼 玉 県 西南 部 に 
176.6km の 路線 を 張り めぐ ら す 。 路 線 長 は a は 、 
東武 、 東 京 メ トロ に 次 いで 長い 。 会 社 設立 日 1912( 明 治 
年 5 月 7 日 は 、 現 在 の 池袋 線 の 前 身 ・ 武 蔵 野 鉄 道 の も の で i 
が 、 歴 史 的 に は 現在 の 新宿 線 の 前 身 ・ 川 越 鉄道 の 方 が 古い 。 

江戸 時 代 か ら 物 資 の 集散 地 と し て 栄え て いた 川越 と 甲 武 
鉄道 (新宿 一 八王子 間 、 現 JR 中 央 本 線 ) を 結ぶ べく 設立 され 
た 川越 鉄道 は 、1894( 明 治 27) 年 12 月 に 国分 寺 一 久米 川 仮 
( 現 東 村山 付近 ) 間 が 蒸気 鉄道 で 開業 し 、 翌 年 3 月 に 国分 寺 
一 川越 ( 現 本 川越 ) 間 が 全 通 し た 。 建設 工事 、 そ し て 開業 後 
の 営業 も 甲 武 鉄道 に 委託 され 、 全 列車 が 甲 武 鉄道 の 飯田 町 
に 乗り 入れ て いた 。 自主 運転 と な っ た の は 皿 武 鉄道 が 国有 
化 さ れる 前 年 の 1906 年 9 月 で あっ た 。 

武蔵 野 鉄道 は 、 東 京 と 飯能 を 結ぶ 鉄道 と し て 計画 され 
1915( 大 正 4) 年 4 月 15 日 に 池袋 一 飯能 間 を 一 気 に 開業 し た 。 
や は り 当 初 は 単線 の 蒸気 鉄道 で 、1922>25 年 に 1200V 電 気 
運転 を 開始 し 、1928 年 8 月 の 池袋 一 練馬 間 複 線 化 以 来 、 複 
線 区 間 の 延伸 や 、 前 後 し て 豊島 線 ・ 狭 山 線 の 開業 を 行なっ た 。 

川越 鉄道 は 1920 年 6 月 に 武蔵 水 電 に 合併 され 、 武 蔵 水 電 
は 、1922 年 6 月 1 日 に 帝国 電灯 に 吸収 され 、 鉄 軌道 部 門 は 
同日 付 で 武蔵 鉄道 に 譲渡 され 、8 月 15 日 に 西武 鉄道 (初代 ) 
へ 社名 変更 が な され た 。 西武 鉄道 は 都心 乗 入 を 切望 し 、 東 
村山 一 田無 一 高田 馬場 間 を 1927 (昭和 2) 年 4 月 に 開業 し 、 
この 時 東村 山 一 川越 問 の 電化 も 行ない 、 高 田 馬場 一 川越 間 
直通 運転 が 始ま っ た 。 戦 時 中 の 陸上 交通 事業 調整 法 に 基 づ 
く 交通 統合 の 動き の な か で 、 韓 康次郎 が 経営 の 実権 を 握る 
武蔵 野 鉄道 が 、 西 武 鉄道 と 食糧 増産 を 合併 、1945 年 9 月 
22 日 に 西武 農業 鉄道 と な り 、 そ の 1 年 2 ヶ 月 後に 社名 か ら 


農業 の 2 字 が 消え て 西武 鉄道 と な っ た 。 
戦後 の 西武 鉄道 は 、 多 く の 戦 災 復 旧 国 電 を 使用 し て 熱 
の 回 復 に 注力 し た 。 1952 年 3 月 に 高田 馬場 本 新村 
を 延伸 し 、 こ れ に 合わ せ て 従来 の 武蔵 野 線 、 村 山 線上 
線 を 池袋 線 、 新 宿 線 と 改め 、 支 線 の 線 名 も 整理 され た 
1955 年 以降 の 高度 経済 成長 期 に 入る と 、 西 基線 で 58 
速 に 宅地 化 が 広まり 、1963 年 11 月 に は 池袋 線 の 8 生 
鉄 初 の 10 輌 運転 を 開始 し た 。 カ ル ダ ン 駆動 車 の 導 人 は B13 
年 12 月 の 701 系 か ら と 出遅れ た 。 
戦後 西武 の エポック は 1969 年 10 月 開業 の 秩 人 新吉 2? 
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10000 系 ニュ ー レ ッ ドア 
て いる 。 '12.55 練馬 


物 素 引 

通勤 用 
2000 
ッ チ で 進ん だ 。 


楽 町 0 
中 村橋 一 練馬 高野 人 


人 最長 で 、5000 系 に ・ 
用 に 国鉄 EF60 形 ! れ 
ム 房 車 の 導入 は 1972 年 7 月 以降 で 、 1977 年 登場 の 
な 房 車 


系 か ら は 4 肩車 と な り 、 “ 
1998 (平成 10) 年 3 月 か ら は 池袋 線 と 西武 有 


a の 直通 運転 が 始ま り 、 
間 が 複々線 化 さ れ た 。 


全長 4.8km の 正 丸 トン ネル は 当時 の 私 


よる 有料 特急 が 運転 を 開始 し 、 重 量 次 
こ 準 じ た E851 形 が 新 製 投 入 さ れ た 。 


以降 は 車輌 の 体質 改善 が 怠 ピ 


2001 年 12 月 15 日 に は 池袋 線 


っ p04 年 10 月 に 有価 証券 報告 書 上 偽 記載 問題 が 発覚 し 、 
12 月 に 上 場 廃止 。 06 年 3 月 27 日 の グル ー プ 再編 で 西武 ホー 


主要 沿革 年 表 


西武 園 
( 画 臣 聞 線 ) 


1894( 明 治 27) 年 12 月 21 日 肖 川越 鉄道 国分 寺 一 久米 川 仮 ( 現 東 村山 付近 ) 間 開業 (1067mm・ 蒸 気 ) 


1895( 明 治 28) 年 3 月 21 日 


川越 鉄道 久米 川 仮 一 川越 ( 現 本 川越 ) 間 開業 


1906( 明 治 39) 年 9 月 30 日 


川越 鉄道 は 甲 武 鉄道 の 運 転 管理 を 解除 、 自 営 運転 開始 


1912( 明 治 45) 年 5 月 7 日 | 


武蔵 野 鉄道 設立 


1915( 大 正 4) 年 4 月 15 日 | 


池袋 一 飯能 間 開 業 (1067mm 蒸 気 ) 


1922( 大 正 11)~1925( 大 正 14) 年 


武蔵 野 鉄 道 電化 


1927( 照 和 2) 年 4 月 6 日 


西武 鉄道 初代) 高田 馬 場 一 東村 山間 開業 、 東 村山 一 川越 問 電化 


1945( 昭 和 20) 年 9 月 22 日 


武蔵 野 鉄道 が 西武 鉄道 (初代 ) 食 糧 増 産 を 合併 し 西武 農業 鉄道 発足 


1946 (昭和 21) 年 11 月 15 日 | 


西武 鉄道 に 社名 変更 


1952( 昭 和 27) 年 3 月 25 晶 


五 基 新 宿 一 高田 馬場 間 開業 


1963( 昭 和 38) 年 11 月 1 日 | 


池袋 一 所 沢 間 で 私 鉄 初 の 10 輌 運転 開始 


1969( 昭 和 44) 年 10 月 14 日 | 


西武 秩父 線 開業 


1975( 昭 和 50) 年 6 月 2 日 


新宿 線 本 川越 急行 10 輌 運転 開始 


1994( 平 成 6) 年 12 月 7 日 | 


西武 有楽 町 線 練馬 一 新 校 台 間 開業 に より 全 通 


1996( 平 成 8) 年 4 月 1 日 


真 物 営業 廃止 


1998( 平 成 10) 年 3 月 26 日 


池袋 線 と 営団 ( 現 東京 メト ロ ) 有 楽 町 線 の 直通 運転 開始 


2001( 笠 成 13) 年 215 | 


池袋 線 中 村橋 一 練馬 高野 台 間 複々線 化 


2003 (平成 15) 年 3 月 12 晶 


池袋 線 練馬 一 中 村橋 間 複 々 線 化 


路線 概要 
< 農 島 線 > 
練馬 一 豊島 園 問 1.0km、 1067mm 単 線 、 
直流 1500V、 自 動 閉塞 式 、『 32.0%、 
R 200m、『1 無 、 加 9 箇所 381m、 
最大 8 輌 、6Okm/h 


< 狭山 線 > 

西 所 沢 一 西武 球場 前 間 4.2km、1067mm 
単線 、 直 流 1500V、 自 動 閉 寒 式 、 

すす 34.0%。、R 160m、 貼 無 、 

店 12 箇 所 336m、 最 大 10 輌 、95km/h 


く 新 宿 線 > 

西 起 新宿 一 本 川越 問 47.5km、1067mm 
複線 (脇田 信号 場 一 本 川越 間 0.9km 単 
線 )、 直 流 1500V、 自 動 閉塞 式 、30.3%。、 
R 158m、TT 無 、 枝 200 箇 所 2.268m、 
最大 10 輌 、105km/h 


西武 園 線 > 

東村 山 一 西武 園 問 2 

直流 1500V、 自 動 義実 式 P16.7% 

R 300m、 無名 2 全 所 12m 
最大 8 績 、90km/h 
国分 寺 線 > 

eu 国分 寺 間 7.8tm、 1067m 単 線 
恋 ヶ 約 一 羽根 沢 信 号 場 間 1 ,2Km 複 線 ) 、 
直流 1500m、 自動 閉 寒 式 、 P15.0%。 
R 300m、『 無 、 末 29 人 第 所 1 73m, 
最大 6 幅 、100km/h 

そ 拝 島 線 > 

小平 一 拝島 間 14.3km、 1067mm 初 線 ( 玉 
川上 水 一 武蔵 砂川 間 2.4km 西 正 立 川 
一 拝島 間 2.7km 単 線 ) 、 直流 1500V、 自 
動 閉 実 式 、 28.0%。、R 160m。 無 

YY48 箇 所 1.740m、 最 大 10 績 105im/h 
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ぐ 多 摩 湖 線 > 
国分 寺 一 西武 遊園 地 間 


1500V、 自 動 閉塞 式 、 22.5%、R 


路線 概要 


g 2km、1067m 単 線 、 直 流 
160m、「 無 、 


宮 29 箇 所 244m、 最大 8 輌 、100km/h 


> 
で 多 放線 間 8.0km、 1067m 単 線 、 直流 1500V、 


武蔵 境 一 是 政 | 
自動 閉塞 式 、『11.1 %、R re 
er 26 箇 所 340m、 最 大 4 績 3 


て 天球 電 前 韻 2.9h あり 
80V、 地上 信 式 5 
mr 7 箇所 390m、 全 て 4 朝 、50Ku rn 
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«XEIO 京王 電鉄 けい お う で ん て つ 


1372mm と 1067mm の 2 つの 軌間 を も つ 


新宿 一 京王 八王子 間 の 京王 線 と 、 そ こ か ら 分 岐 する 相模 
原 線 、 競 馬場 線 、 動 物 園 線 、 高 尾 線 は 軌間 137mme 一 方 、 
渋谷 一 吉祥 寺 間 の 井の頭 線 は 軌間 1067mm で 、 両 者 は 全く 
異な る 生 い た ち を 持つ 。 

1372mm(4 フ ィ ー ト 6 イン チ ) 軌 間 は 、 東京 市 電 が 用 いて 
いた こと か ら 、 市 電 乗 入 を 考慮 し て いた 軌道 の 多く が 採用 
し た 。 京王 線 の 前 身 は 京王 電気 軌道 で 、 1913( 大 正 2) 年 4 
月 に 笹塚 一 調布 間 が 開業 。 当初 は 新宿 へ は バス 中 継 を 行 な 
い 、 新 宿 追 分 を ター ミナ ル と し た の は 191 5 年 5 月 で あっ 
た 。 翌年 の 10 月 に 府中 に 達し た が 、 府中 一 東 八王子 ( 現 京 
王 八 王子 付近 ) 間 は 玉 南 電気 鉄道 と いう 別 会 社 に よっ て 開 
業 し た 。 こ れ は 、 地 方 鉄道 法 に よ る 政府 補助 金 を あて に し 
て の こと で 、 地 方 鉄道 法 で は 1 372mm 軌 間 は 規定 され て い 
な か っ た こと か ら 1067mm 軌 間 と し た 。 開業 翌年 に は 京王 
電 軌 は 玉 南 電鉄 を 合併 し 、 直通 運転 を 行う 必要 か ら 1927( 昭 
和 2) 年 6 月 に 目玉 南 線 の 改 軌 を 行なっ て いる 。 

井の頭 線 は 小田 急 系 の 帝都 電鉄 に よ っ て 1933 年 8 月 に 渋 
谷 一 井の頭 公園 間 が 開業 し 、 翌 1934 年 4 月 に 吉祥 寺 ま で が 
全 通 し た 。 小田 急 と 同じ 1067mm 軌 間 で 、 当初 より 地方 鉄 
道 で あっ た 。 1940 年 5 月 に は 同一 資本 系 列 で あっ た 小田 原 
急行 鉄道 に 吸収 され 、1942 年 5 月 1 日 に 小田 急 電鉄 が 京浜 
電気 鉄道 と と も に 東京 横浜 電鉄 と 合併 し て 東京 急行 電鉄 が 
発足 する と 、 帝 都 線 は 井の頭 線 に 改称 さ れれ 07So 

京王 電気 軌道 が 東急 に 統合 され た の は 1944 年 5 月 の こ と 
で 、 東 急 時代 の 1945 年 10 月 に 京王 線 は 軌道 か ら 地 方 鉄道 
に 変更 され た 。 

戦後 、「 大 東急 ] は 、 京 王 帝都 ・ 小 田 急 ・ 京 浜 急 行 ・ 東 京 
急行 に 4 分 割 さ れ 、 この 時 中小 田 急 井の頭 線 は 京王 に 移っ た 。 
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小田 急 多 摩 線 と 並ん で 京王 多 鹿 セ ンタ ー に 准 入 
2 ター に 
日 に 8l 刀 し た 。 "12.5.4 京王 永山 一 京王 多 礎 セ ンタ ー 


9000 系 は 2000 年 度 か ら 新造 され 、 こ の 増 備 に より 6000 系 は 201 1 年 3 
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て 初 の オー ルス テン レス 車体 7000 系 に よる 準 特急 京王 
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調布 を 同時 に 発車 する 急行 橋本 行 と 準 特 
り 発着 線 の 空き 待ち で 停止 中 。 調 布 駅 は 2012 年 8 月 1 9 日 に HB 下 化 さ がら 


京王 (E チ 行 由 拓 の 00 

これ は 、 正 京王 の 路線 だ け で は 規模 が 小さ く 、 採算 性 が 
分 で な いた め と され て いる 。 京王 帝都 発足 当時 の 京王 
全長 14m 車 の 2 輌 編成 で 、 新宿 付近 に は 甲州 街道 の 借 肝 
道 が 残り 、 西 参道 付近 に は 急 な S カ ー ブ が あっ た 。 


| 会社 概要 
図 多摩 市 関戸 1 丁目 9 番地 1 
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4.6%、 第 一 生命 保険 3Z 


; 
を 
本 
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戦後 、 京王 線 は 大 躍進 を 遂げ る 。1963 年 4 月 に 新宿 初 
台 間 が 地下 新 線 に 、 同年 月 に 1500V 昇 圧 が な り 、 全 長 18 
m の 広幅 車 5000 系 が 登場 し た 。 こ れ に より 路面 電車 的 な 価 
質 は 完全 に 払拭 され た 。 1967 年 10 月 高尾 線 開業 、1968 征 
5 月 に 関東 私 鉄 初 の 通勤 冷房 車 投入 、1971 年 4 月 に 最高 速 
度 を 95km/h か ら 105Km/h に 引き 上 げ 、 1972 年 5 月 に 20m 車 
6000 系 登場 し 、1974 年 10 月 に 相模 原 線 は 京王 多摩 セン タ 
ー に 達し た 。1978 年 10 月 に 京王 新 線 を 開通 させ て 新宿 一 
笹塚 間 複々線 化 を 実施 し 、1980 年 3 月 か ら は 都営 地下 鉄 新 
宿 線 と の 相互 直通 運転 が 始ま っ た 。10 輌 運転 は 1981 年 9 月 
か ら 始 まり 、1990 年 3 月 に 相模 原 線 は 橋本 まで が 全 通 し た 。 

ー 方 、 井の頭 線 は 1962 年 12 月 に ステ ン レ スカ ー3000 系 
が 登場 し 、1971 年 4 月 か ら 5 還 編 成 と な っ た 。 沿線 の 人 口 
増加 余地 は 乏しい も の の 、1996 年 1 月 か ら は 20m4 扉 の 
1000 系 が 投入 され て いる 。 

京王 帝都 電鉄 発足 50 周 年 を 迎え た 1998 年 7 月 、 社 名 か ら 
帝都 の 2 文字 が 消え た 。 帝都 の 響き が 前 時 代 的 な こと に よ 
る も の と 思わ れる 。 新 発足 当時 、 関 東大 手 で 最低 で あっ た 
輸送 人 員 は 、 京 成 、 京 急 、 西 武 を 越え た 。 


主要 沿革 年 表 2 rt 人 。 
1913( 大 正 2 年 4 月 15 日 | 京王 電気 W 背 調布 間 開 来 (1372m600V 富士 見 ヶ 丘 検車 区 で 休む 井の頭 線 100 


1925( 大 正 14) 年 3 月 24 晶 玉 南 電気 鉄道 府中 一 東 八 王子 ( 現 京王 八王子 付近 ) 間 開業 を 使い 分 ける 。 "12.7.14 
(1067mm・600V) 


0 系 。5 輌 編成 29 林 は 7 色 の / (ステ ルカ ラー 


1926( 大 正 15) 年 12 月 1 日 | 京王 電気 軌道 が 玉 南 電気 鉄道 る 件 
1933( 昭 和 8) 年 8 月 1 日 | 帝 者 電鉄 渋谷 一 井の頭 公園 間 開 業 (1067mm-600V ) ヤー 
1940( 昭 和 15) 年 5 月 1 日 | 小田 原 急行 鉄道 が 帝都 電鉄 を る 億 


1942( 昭 和 17) 年 5 月 1 日 
1944( 昭 和 19) 年 5 月 31 日 


東京 横浜 電鉄 が 小田 急 電鉄 を 合併 し 東京 急行 電鉄 と な る 
東京 急行 電鉄 が 京王 電気 軌道 を 合併 


1945( 昭 和 20) 年 10 月 1 日 | 京王 線 和 道 か ら 地 方 鉄道 に 変更 皇 1W 
1948( 昭 和 23) 年 6 月 1 日 | 京王 帝都 電鉄 発足 年 知 ョ 
1963( 昭 和 38) 年 8 月 4 日 | 京王 線 1500V 昇 圧 子 
1963( 昭 和 38) 年 10 月 1 日 | 新宿 一 京王 八王子 間 特 急 運転 開始 * 
1967( 昭 和 42) 年 10 月 1 日 | 高尾 線 開業 A 


1974( 昭 和 49) 年 10 月 18 日 相模 原 線 京王 多摩 セン ター 開業 


s 多 


d N “ 
1978( 昭 和 53) 年 10 月 31 日 | 京王 新 線 開通 、 新宿 一 笹塚 間 複 々 線 化 高 橋本 を 

1980( 昭 和 55) 年 3 月 16 日 | 京王 線 - 都 営 新宿 線 相互 直通 運転 始ま る も 

1981( 昭 和 56) 年 9 月 1 日 | 京王 線 10 二 編成 運転 開始 ロ 0 
1990( 笠 成 2) 年 90 | 相 欄 原 株 橋本 まで な 通 pay に = 

1998( 笠 成 10) 年 7 月 1 日 | 京王 電 鉄 に 社名 恋 更 


"yyy 
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1000 系 へ の 置き 換え 完了 に より 、3000 系 は 201 1 年 12 月 5 日 に 引退 し た 。 
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路線 概要 
a 門前 間 0.9km 
東 府中 一 府中 競馬 正門 前 間 0.3KW、 
1372mm 視 線 、 直 流 1500V、 自動 閉 奏 式 、 
6.0%。、R 200m、 無 、 申 無 、 
最大 10 輌 、70kmh 
で 動物 園 線 > 
高峰 不動 一 多 礎 動物 公国 問 2 つ 0m 
1372mm 単 線 、 に 自動 閉塞 式 、 
33.0%、R 167m、『! 無 、 
避 6 箇所 55m、 最大 1 0 輌 、7Okm/h 


< 井の頭 線 > 
渋谷 一 吉祥 寺 間 12.km/、1 067mm 複 線 、 


直流 1500V、 自 動 閉塞 式 、 33.0%、 


、 貼 2 箇所 1.302m、 
R 200m ァ 1m、 最 大 5 績 、90km/h 


名 55 箇 所 1.1 


多摩 地区 を 縦断 する 4 両 編 成 モ ノレ ー ル 


1960 年 代 か ら 多摩 丘陵 西部 を 大 規模 開発 し て 発 
展 し た 多摩 ニュ ー タ ウン で は 、 都 心から の 東西 方 
向 に 伸び る 鉄道 路線 は 整備 され た が 、 南 北 を つ な 
ぐ 路 線 が な か っ た 。 そこ で 、 多 摩 地 区 の 衛星 都市 
を 南北 に つなぐ 路線 を 建設 する 多磨 モノ レー ル 
が 1986( 昭 和 61) 年 4 月 に 設立 され た 。 道路 を 含め 
た 交通 網 整備 の 一 環 と し て 建設 が 進め られ 、1 期 の 
立川 北 一 上 北台 間 が 1998( 平 成 10) 年 11 月 、2 期 の 
多摩 セン ター 一 立川 北 間 は 2000 年 1 月 に 開業 し た 。 
建設 工事 の 遅れ に より 総 工費 は 当初 予定 の 倍 近く 
に 膨れ 上 が り 経 営 を 圧迫 し た 。 営 業 収益 は 2006 年 
度 に 黒字 化し た が 、 債 務 超 過 に 陥っ た こと か ら 2008 
年 度 に 東京 都 な どか ら 支 援 を 受け 、 累 積 債務 な ど 
は 解消 、2008 年 度 以降 は 黒字 経営 を 続け て いる 。 
多摩 セン ター を 発車 する と 小田 急 ・ 京 王 線 を 乗り 
越し 、 山 を 削っ た 造成 地 を 進む 。 起 伏 が 激しく 、 多 
摩 丘 陵 陸 道 の 先 が 最高 地点 で 、 多 摩 動 物 公園 か ら は 
京王 線 と 並 走 する 。 高幡 不動 か ら 先 は 平坦 地 の 高 架 
軌道 と な り 、 多 摩 川 を 渡る と 立川 市 内 に 。JH 立 川 
駅 を 挟ん で 立川 南 と 立川 北 が 位置 し 、 立 川北 の 方 が 
乗降 客数 は 多い 。 立 川南 と 立川 北 は 運賃 計算 上 は 同 
一 駅 だ が 、 立 川南 立川 北 間 の 乗車 に は 初乗り 運賃 


が 適用 され る 。 立 川北 発車 後に 在 日 米 軍 基 地 跡 を 過 


ぎ 、 玉 川上 水 で 西武 線 と 接続 し 、 上 北台 に 至る 。 


主要 沿革 年 表 


1986( 昭 和 61) 年 4 月 8 日 
1987( 昭 和 62) 年 12 月 26 日 
1998( 平 成 10) 年 11 月 27 日 


多摩 都市 モノ レー ル 設 立 
多摩 セン ター 一 上 北台 間 特 許 
立川 北 一 上 北台 間 開 業 


多摩 セン ター 一 立川 北 間 開 業 


2000( 平 成 12) 年 1 月 10 日 


京王 相模 原 線 : 小 田 急 多 摩 線 を 踏 い で 多摩 セン ター に 到着 する 。 


12.5.4 


本 |W 位 |1999 年 度 |2004 年 度 | 2009 年 度 
| FA | 11.059| 38.058| 44.749 
| 内 遂 密度 | mB | 18.282| 35.776| 41.125 
輸送 中 数 千 中 | | 
| 区 業 収 入 | 百 万 円 | 2.281| 6.538| 7.688 
訟 馬 鋼 | 百 万 円 | 6.272| 6.341| 6814 
営業 損益 | 百 万 円 | ^3. 990| a _874| 
車輌 数 し | 60 64| 
従業 員数 人 _219 183 _162| 
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" ご こら 交 う 東吾 。 る か っ 
馬 、 mr 05 氷 素 急 3000 系 (6 代 )・ 


© 東急 電 


首都 剛 西 南部 を 行き 区 う バテン レス カー 

な と 横浜 を 結ぶ 東横 株 を 本 線 格 と し 東京 地下 鉄 南北 
9 都営 三田 線 と の 乗 入 が 始ま っ た RNN な 
株 池上 線 、 大 井町 線 、 都心 部 と 新興 住宅 地 を i 新しい 
木 線 ・ 田 園 都市 線 、 こ ご ども の 国 線 の 7 線 92.5km が 鉄道 線 。 
> の うち こ ど も の 国 線 3.4km は 横浜 高速 鉄道 が 施設 を 保有 
詞 東急 は 第 2 種 鉄道 事業 者 。 鉄道 線 は 全て 軌間 1067mm 
直流 1500V 動 で 、 ステ ン レ スカ ー が 人 行き交う 。 

ニ 軒 茶屋 一 下高井 戸 間 の 世田谷 線 5.0tm は オー ル 専 用 軌 
道 で は ある が 軌道 線 で 、 軌 間 1372mm、 直 流 600V 動 力 と 、 
鉄道 線 と は 規格 が 異な る 。 

路線 長 は 97.5Km と 大 手 私 鉄 16 社 中 11 位 な が ら 、 輸 送 人 
員 は 東京 メト ロ に 次 いで 第 2 位 。 会 社 の 連結 売上 高 な ど 、 
グル ー プ カ と し て は 私 鉄 ナ ン バ ー1 の 地位 に ある 。 

東京 急行 電鉄 の 会 社 設立 は 1922( 大 正 11) 年 9 月 2 日 で 、 
目黒 蒲田 電鉄 を 前 身 と し て いる 。 目黒 蒲田 電鉄 は 、 渋 沢 栄 
ー が 中 心 と な っ て 1918 年 に 設立 し た 住宅 開発 目的 会 社 ・ 
田園 都市 の 子会社 と し て 誕生 し た 。 そ こ で 専務 取締 役 と し 
て 経営 に あたっ た の が 鉄道 監督 局 総務 課長 で あっ た 五島 慶 
太 で 、1923 年 に 目黒 一 浦田 間 が 開業 し た 。 東京 と 横浜 を 
結ぶ 都市 間 鉄 道 を 計画 し て いた 武蔵 電気 鉄道 は 、1924 年 
10 月 に 田園 都市 の 系 列 下 に 入り 東京 横浜 電鉄 (初代 ) と 改称 
し た 。 こ の 時 点 で 本 社 は 目黒 蒲田 電鉄 本 社内 に 移り 、 両 者 
は 事実 上 一 体 化 し た 。 東京 横浜 電鉄 は 1926 年 2 月 に 丸子 多 
摩 川 ( 蛋 多 摩 川 ) 一 神奈 川間 を 開業 し 、1932( 昭 和 7) 年 3 月 
渋谷 一 桜木 町 間 が 全 通 し た 。 目黒 蒲田 電鉄 は 1929 年 
12 月 に 大 井町 線 大 井町 一 二子 玉川 園 間 を 全 通さ せ た の ち 
1934 年 10 月 に 川崎 財閥 系 で あっ た 池上 電気 鉄道 を 合併 。 
東京 横浜 電鉄 も 1938 年 4 月 に 玉川 電気 鉄道 を 合併 し た 。 目 


る M tL, 

に 区間 を 行 ん 
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> D 東急 5050 系 。 
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蒲 ・ 東 横 両 社 の 合併 は 1939 年 10 月 で 、 目 蒲 電鉄 が 東京 横 
浜 電鉄 を 合併 し た の ち 、 東 京 横浜 電鉄 に 社名 を 変更 し た 。 
東横 電鉄 が 、 京 浜 電気 鉄道 と 小田 急 電鉄 を 合併 し て 東京 
急行 電鉄 と 改称 し た の は 1942 年 5 月 1 日 で 、1944 年 5 月 に は 
京王 電 軌 を 合併 し て 「 大 東急 ] が 成立 し た 。 戦後 、「 大 東急 」 
は 独占 禁止 法 の 適用 は 受け な か っ た が 、 上 京浜 ・ 小 田 急 ・ 京 
王 の 被 合併 会 社 系 の 職員 が 分 離 独立 を 公然 と 要求 し 、1948 
年 6 月 に 、 京 王 帝 都 ・ 小 田 急 ・ 京 浜 急 行 が 分 離 独立 。 こ れ に 
より 、 東 京 急行 電鉄 は 東京 横浜 電鉄 時 代 の 規模 に 戻っ た 。 
戦後 の 東急 各線 は 、 戦 前 か ら の 半 鋼 製 車 や 戦災 国電 復旧 
車 が 幅 を 利 か な せ て いた 。 そ の よう な 中 、1954 年 に 登場 し た 


nm 
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会 社 概要 
所 | 渋谷 区 南平 台 5 番 6 号 
回 資 |121.724 百 万 円 
賠 株 第 一 生命 保険 6.1%、 日 本 生命 保険 5.5 
還  % 日 本 トラ ステ ィ : サ ービス 信託 銀行 ( 信 
託 口 !3.4%、 中 央 三井 信託 銀行 3.0% 


| 路線 概要 

店 と 裕 は 平成 19 年 度 未 数 値 を 記載 

ぐ 東 横線 > 

波谷 一 横浜 間 24.2Km、 1067mm 複 線 

| (田園 調 布 一 日 吉 間 5.4km 複 々 線 )、 直 流 

に 議 境 条 」 っ 0OV、 車 内 信号 閉 宏 式 、35.0%。、 

R 160m、『16 笛 所 2.341m、 右 190 科 
所 14.451m、 最 大 10 輌 、110kmh 


< 目黒 線 > 
目黒 一 武蔵 小杉 間 9.1km、1 067mm 複 線 、 


直流 1500V、 車内 信号 閉塞 式 、 ず 35.0 
%、R 200m、15 箇 所 3.850m、 圭 25 
箇所 2.309m、 最 大 6 輌 、1 1 Okm/h 

※ ぶ 目黒 線 表 記 は 目黒 一 日 吉 間 1 1.9km で 
ある が 、 戸 籍 上 の 区 間 を 記し て いる 。 

< 東急 多摩 川 線 > 

多摩 川 一 蒲田 間 5.6km、1 067mm 複 緑 、 
直流 1500V、 自動 閉 寒 式 、 ず 35.0%、 

間 R 295m、『 無 、 紀 6 箇所 179m、 
最大 3 輌 、8Okm/h 
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高 性 能 車 500 

0 系 a = 

本 張 芝 構 造 の 軽量 車体 が 斬新 で あっ た 。1962 年 製 の 7097 が 
テン レス カー と な り 、 今 日 まで 踏 机 され て いる 。1964 年 8 月 に Es 


中 目黒 を 
接続 駅 と し て 営団 ( 現 東 京 メ トロ) 日 比 谷 線 と の 相互 乗 入 が 始ま り 、 1966 


年 4 月 に は 多 人 
は 多摩 田園 都市 の 足 と し て 田園 都市 線 満 の ロー 長津 田 問 が 開業 し た 。 中 
玉川 線 を 1969 年 ! 


PNDWeMPyHh れ て いた だ た が 、 * ーー 
直通 運転 が ぬ に 新 玉川 線 が 1977 年 4 月 に 開通 する と 、 田 園 都市 線 - 新 玉川 線 
邊 まっ た 。 一 方 、 目 靖 線 も 2000 年 夏 に 大 変貌 を 遂げ た 。8 月 6 日 に 上 
黒 線 ・ 東 急 多摩 川 線 の 2 系 統 に 分 か れ 、 両 線 と も 同日 よ リ ワン マン 運行 を 開始 
9 有 26 日 か ら 目 黒 を 接続 駅 と し て 営団 南北 株 ・ 都営 三 田 線 と 相互 乗 人 が 始ま っ 。 
た 。 横 浜 方 で は 2004 年 2 月 1 日 に 横浜 高速 みな と みらい 株 が 開業 し 、 横浜 一 桜木 
町 問 は その 2 日 前 限り で 廃止 。2008 年 6 月 22 日 に 目黒 線 列 車 の 日 吉 延 件 運転 を 開 が と 
始 。 そ し て 2013 年 3 月 に は 東横 線 と 、 東 京 メ トロ 一 都心 線 を 介し た 東武 東上 線 
西武 有楽 町 ・ 池 袋 線 と の 相互 直通 運転 、 優 等 列車 10 輌 運転 が 始ま る 。 

較 輸 送 の 推移 (鉄道 線 ) 、 較 夫 送 の 推移 (世田谷 線 
1990 和 |1999 和 |2009 和 細目 | 位 | eg0 和 1999 和 12009 邊 


REE 937894| 917.193|1.046353 | WA EE 20169| 17936| 20320 
ーーー ーー、 ーーーー | ーーーーー ト ーー ニー ニー トー 一 こ 
25452| 23523| 26716 


輸送 宙 座 | 人 WW | 262333| 255.950| 267.843 輸送 密度 | 人 / hm 日 
| 一 | 一 | 半数 | 寺地 


に に 4 ーー | _ Et | に し. uk ii ee ie に 
有 万 円 78991| 122.506| 145.278 営業 収入 吾 万 円 1.550| 1.571| 2251| 
百 訪 回 64385| 93.093| 124.026 | 和 業 穫 | 有 5 円 | _1230| 1584 2251| 
配向 | 14606| 29413| 21.252|| 計 業 捉 益 | 本 円 | 320 87 0 
二 肖 102| 1047| 1i67| 東 彰義 | 清 肖 | 1!8| 18| 18 
人 ] 3672'| 3229'| 2836'|| 全数 | 人 bb 
* 世 田谷 線 を 含む - i 世田谷 線 単 独 の 数 仁 公 表し 8 ニー 
主要 沿革 年 表 ニニ ーー 
1907( 明 治 40) 年 3 月 6 日 EL CETTE こども の 国 で 発車 を 待つ 横浜 高速 鉄道 YO000 系 。 '12.5.3 
1922( 大 正 11) 年 10 月 6 日 | 池上 電気 鉄道 清田 一 池上 間 開 灯 
1923( 大 正 12) 年 3 有 11 日 | 日 県 消 田 電鉄 目黒 一 丸子 ( 現 沼 部 ) 韻 開業 _ 
1925( 大 正 14) 年 1 月 18 日 玉川 電気 鉄道 三軒茶屋 一 世田谷 間 開 業 (1372mm-600V) は 
1934( 昭 和 9) 年 10 月 1 日 | 目黒 藻 田 電鉄 は 池上 電気 鉄道 を 合 人 更 こ # 
1938( 昭 和 13) 年 4 月 1 日 | 東京 横浜 電鉄 は 三川 気 鉄道 を 合併 ff 
1939( 昭 和 14) 年 10 月 1 日 | 日 果 清田 電鉄 は 東京 横浜 電鉄 を 合併 、10 月 16 日 に 東京 横浜 電 鉄 に 改称 て 
2 1702 (回 和 17) 5 月 1 日 | 東京 横浜 電鉄 京浜: 小田 急 を 合併 東京 急行 電鉄 に 社名 変 る 2 
1958( 昭 和 33) 年 1 月 15 日 | 鉄道 全線 電圧 を 1500V に 昇圧 完了 「 0 人 
プ 162. 昭和 37) 年 1 月 27 日 | オー ルス テン レス カー7000 形 弥 役 
584 (639) 年 8 月 29 日 | 含 団 、 東 式 と 3 社 相互 乗 入 に より 日 吉 一 北陸 住 間 直 運転 開始 0 
1966( 申 41) 年 4 月 1 日 | 田園 都市 線 潮 の 口 一 長津 田 間 開 業 EE 
1969( 昭 和 44) 年 5 月 1O 日 | 玉川 株 お よび 圧 線 廃止 が 。 
79 (昭和 52) 年 4 月 7 日 | 新 王 川 線 渋 谷 一 ニチ 王 川間 開業 0 
1984 (昭和 59) 年 4 月 9 日 | 田園 都市 線 中 央 林間 延長 る 8 
2000 平成 12) 年 8 月 6 日 | 東横 線 多 摩 川 一 武蔵 小杉 間 複々線 化 20+ 
50012) 和 9 月 26 昌 | 東急 多 放線 が 営団 南 北 . 部 営 三田 線 と 相乗 開始 5 
2004( 王 成 16) 年 1 月 31 日 | 民 浜 一 楼 木 町 間 廃 止 48 | 
< 池上 線 > 
五反田 浦田 間 10.9km、1067m 吉 
1500V 自動 式 3335、RIGOWI 間 
所 787m、 諾 31 笛 所 807mh 最大 3 紛 
< 田園 都市 線 > 上 
入谷 - 中 所 林間 剛 31.50m、1067 半 ・ 
子 玉 川 満 の 品 間 2 0 本 4 細 、 ま 
V 車内 信 呈示 350kR 
21 任 所 13.311m 叶 1 23 和 6. 
最大 10 輌 110km/ 
< 大 井町 線 > 


同 
0 05 
1500V 邊 重量 式 f に jm 
1 衝 所 605m、 詩 99 前 才 
績 、95km/h※ 大 井 a mk tt 
間 12.4m で ある が 、 戸 上 0 
< こども の 国 線 ラ 8 
eT 
0 


R 165m、『 無 、 
65km/h 


4 ニ RS pic et : 


直 満 の 口 の 引 上 線 で 顔 を 合わ せる 9000 系 と 東 W 時 
7 通運 転 が 始 まっ て いる , 12429 キッ ニン 1 日 か 東原 日光 線 


重工 横 浜 造 如 所 や 国鉄 高島 貨物 ヤー ド 蹴 地 
を 開発 し た 横浜 の 臨海 新 都心 「 み な と み EAA 
< 台 区 の 足 と し て 、1985 年 7 月 の 運輸 政策 審議 
で み な と みらい 21 株 が 掲げ られ た 。 当初 は 
横浜 株 と の 相互 直通 運転 を 想定 し 、 東 神奈 川 
。 年 を 経由 せ ず に みな と みらい 21 地 区 を 買い 
レニ 町 に 至る 計画 で あっ た 。 し か し 、 国 鉄 の 民営 
な 禄 化 の 渦中 の 中 で 計画 実現 は 困難 と な り 、 東 急 
東横 株 と の 相互 直通 運転 が 浮上 。 東 横線 の 反町 以 
南 を 地下 化し て 横浜 の 地下 新 駅 で な みな と みらい 21 
線 と 直結 し 、 同 時 に 横浜 一 桜木 町 間 を 廃止 する こ 
と が 、1987 年 6 月 に 発表 され た 。 

新 線 の 建設 工事 は 10 年 に わた り 、 開 業 は 2004 年 2 
用 日 で あっ た 。 東急 東横 線 と 相互 直通 運転 を 行い 、 
2013 年 3 月 16 日 に 東横 線 と 東京 メト ロ 副 都心 線 と 
の 相互 直通 運転 が 始ま る と 東武 東上 線 森 林 公園 、 西 
武 池袋 線 飯能 発汗 列車 が 乗り 入れ る よう に な る 。 
主治 革 年 表 
1989( 平 成 元 ) 年 3 月 29 日 
1990( 平 成 2) 年 4 月 19 日 


1997( 平 成 9) 年 8 月 1 日 
2004( 平 成 16) 年 2 月 1 日 


横浜 高速 鉄道 設立 

みな と みらい 21 線 横浜 一 元町 ・ 中 華 街 間 免 許 

半 全 福祉 法人 こども の 国 協会 か ら 東急 こども の 国 線 施設 曲り 受け 
みな と みらい 21 線 開業 


会 社 概要 
剛 横 市 中 区 元町 1 丁目 11 番 地 a。。 東急 東横 線 
園 50.719 百 万 円 市 営 地下 鉄 東海道 本 線 
開 横浜 市 63.5%、 神 奈川 県 8.9%、 

東急 電鉄 4.4%、 三 菱 地 所 3.7% 横浜 

時 線 板 要 みな と みらい 
くみ な と みらい 21 線 > 
横浜 一 元町 中 華 街 間 4.1km、1067 人 
昌和 線 、 直 流 1500V、 車 内 信号 式 、 エ 町 . 中 開 
P180%、R 170m、n1 衝 所 4260 o 2Mm 間 

[ーーーーー テ ーーー ョ 


邊 和 無 最大 8 輌 、70km/h 


12 博 編 成 の 快 特 が 時 速 1 20km で 走る 


人 横 類 賀 を 経て 浦賀 に 至る 本 線 と 、 
0 電子 線 、 久 里 浜 線 の 5 路線 87.0 
ド 約 120 万 人 を 輸送 し て いる 。 
Wo 。 ・ 99( 明 治 32) 年 1 月 開業 の 大 世 電 
Wg へ で 初め て 1436m 秩 間 を 採用 し た 営 
導 と の その 年 の 4 月 に 社名 を 京浜 電気 鉄 
Wa ma 江間 が 結ば れ た 。 この 間 、 
人 更 ヵ 。 四 へ の 乗 入 を 考慮 し て 1372mn に 
mm eo 安田 系 の 浅 南 電気 鉄道 は 暫 間 
こ V の 地方 鉄道 と し て 敷設 され 、1930 
の ~ 鞭 金町 一 浦賀 問 等 を 開業 。 京浜 
331 年 12 月 に 日 ノ 出 町 下 介 を 果 た 


ある 都市 ] を イメ ー ジ | 


| es 
1000 形 (2 代 ) を 先頭 と し た 12 輌 編成 快 特 三 崎 品 
違う 。 '127.14 新馬場 一 青物 横丁 


用 客 


808| YY 横浜 線 元 住吉 - 武蔵 小杉 間 の Y5 


項 目 | 車 位 | 2004 年 度 |2009 征 度 | 

輸送 人 員 | 千 人 | 44259| 60.534| vw 新高 島 に 停車 中 の 東急 
輸送 密度 | mB | | 111.546| 線 の 一 日 平均 利 

輸送 員数 | 千 貞 

営業 収入 | 7.459| 97gg| く 、 赤 字 経 営 が 続く 

営業 費 | 百 万 円 | 6.740 8 990| 

営業 拉 益 百 万 円 719| 設 和 て 

車輌 数 | 帆 48| 48| 浴 は みな と みらい 61 線 開業 と 
従業 員数 | 人 | 13| 43| し 、 車 体 カ ラー は 「 ヨ コ ハ マ の 


16 方 な こみ ら いら] 
E \ を 超え 、 営 業 利益 を き 
| よし て いる が 、 建 設 費 約 3000 人 円 の 金利 尼 却 が 


'07.10j5 


00 系 。Y5oo 
同時 に 営業 運転 を 開始 


海 ] を 表す 青 、 「 忠 動 感 
た 黄色 が 車 端 に 描か れる 。 | 
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し 、 京浜 は 1933 年 4 月 に 軌間 を 1435m に 変更 し て 直 


通運 転 が 可 能 と な っ た (直通 列車 に は 600V と 1500 
Y の 複 電圧 車 を 使用 )。1941 年 11 月 に 京浜 は 河南 
を 合併 し 、 東京 急行 時 代 に 京浜 線 の 軌道 か ら 地 
方 鉄道 へ の 変更 (1943 年 ) と 大 師 線 を 除く 1500V 昇 
庄 (1947 年 ) が 成っ て 規格 が 統一 され た 。 
戦後 の 京 急 は 、 輸 送 力 の 増強 を 繰り 返し た 。 

1368( 昭 和 43) 年 に 品川 一 泉 岳 寺 間 に 新 線 を 建設 
し 、 都 営 浅草 線 に 乗り 入れ て 宿願 の 都心 直通 を 果 
た し た 。 1974 年 12 月 か ら は 私 鉄 最長 の 12 輌 編成 
運転 を 金沢 文庫 一 横浜 間 で 開始 し 、1995( 平 成 7) 
年 4 月 に は 品川 一 横浜 間 快 特 の 最高 速度 を 時 速 120 
km に アッ プ し て いる 。1998 年 11 月 18 日 に 空港 線 
羽田 空港 延伸 が な り 、 羽 田 空 港 一 成田 空港 間 直 通 
列車 「 エ アポ ー ト 快 特 」 の 運転 を 開始 。 空 港 輸送 が 
新た な 使命 と し て 加わ り 、 利 用 客 は 増加 を 続け て 
いる 。2012 年 10 月 21 日 に 平和 島 一 六郷 土手 ・ 京 
急 蒲 田 一 大 鳥居 間 の 連続 立体 交差 化 が 成り 、 羽 田 
空港 輸送 の 競争 力 が さら に アッ プ し て いる 。 

本 線 北 品川 一 横浜 間 で 快 特 は 120km/h の 高速 運 
転 を 行ない 、105km/h の 照査 速度 設定 を YG 点滅 を 
用 いて 行なっ て いる 。 一 方 、 品 川 一 北 品 川間 で JR 
を 乗り 越す 地点 は 急 カ ー ブ が 連続 し 、 併 用 軌道 か 
ら 始 まっ た 歴史 を 伝え て いる 。 
主要 沿革 年 表 
1899( 明 治 32) 年 


1 月 21 日 | 大 帥 電気 鉄道 六郷 橋 一 大 師 ( 現 川崎 大 師 ) 間 開業 


(1435mm-600V) 


1930( 昭 和 5) 年 4 月 1 日 | 湘南 電気 鉄道 区 町 一 清 賀 問 ほか 開業 (1435mm.1500V) 


1948( 昭 和 23) 年 6 月 1 日 
1951 (昭和 26) 年 3 月 16 日 | 全線 1500V 昇 圧 な る 
1968( 昭 和 43) 年 6 月 21 日 


京浜 急行 電鉄 分 離 開業 


泉 岳 寺 一 品川 間 開業 都営 浅草 線 直通 運転 開始 
1974( 昭 和 49) 年 12 月 2 日 


上 | 私 秩 最 長 の 12 績 編成 運転 開始 
1998 (平成 10) 年 1 月 18 日 用 空 線 天空 橋田 中間 上 


調 会 社 概要 

戸 | 港 区 高輪 2 丁目 20 番 20 号 

軟 | 43.738 百 万 円 

| 林 日本 生命 保険 5.1%、 み ず ほ コー ポレ ー ト 銀行 3.4%、 横 浜 銀行 3.4% 
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県 岳 き 清 質問 56. 71435 村 
実 - 神 奈川 新町 則 0.70m3 緑 る RX 
人 沢 間 1.4g 和 4 細 下 0 
自動 開放 式 、25 仙 所 7288m 吾 
| 語 所 oo.431m、 最 大 12 緑 120 


| jn 1435mm 宰 線 湊 1500 が 
3 3 条 5657n 村 無敵 
> 

A 
複線 、 直 流 1500V 目 閉 
1 無 、 詩 4 箇所 98 最 

宮子 線 > 了 
RA 
mm 複線 、 直 流 1500V、 自 0 
2 箇 所 419mW18 軒 
本 半 呈 人 8 軸 、100m 
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mA 
ん al 
キー= 前 ロ 肖 220 上 に P| 
っ 昌和 i 
所 4.136m、 最大 8 帆 、11 


| 
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a 
OE ye 


18.7.14 


NE つ 


編成 が 行き 交 う 大 手 私 鉄 


。 - 伺 川 一 海老 名 問 の 本 線 と 一作 湘南 
の いずみ 野 線 か ら な る 。 相模 国分 一 厚木 間 の 
貨物 専業 で 、 1998 年 9 月 30 日 の 貨物 休止 
送 ・ 搬 入 の み と な っ て いる 。 

JR 相 模 線 茅ヶ崎 一 橋 森 間 を 1931 
(g 和 6) 和 4 月 に 全 通 させ た 。 横浜 一 海老 名 間 は 神 

鉄道 に よっ て 開業 。 まず 1926( 大 正 15) 年 5 月 に 
川間 が し 、 厚 木 一 横浜 間 全 通 は 
ー 12 月 相本 分 一 名 開業 は 1941 年 
11 月 で あっ た こ < の 時 は 全線 非 電 化 単線 で 電化 が 

ょ っ た の は 1942 年 6 月 か ら で あ っ た 。 

神 中 鉄道 は 戦時 中 の 1943 年 4 月 に 相模 鉄道 に 合 
併 され た 。 相模 線 は 1944 年 6 月 に 国 に 買収 され た 
> とか 5、 相模 鉄道 の 路線 は 上 神 中 線 の み と な っ 
その 年 の 9 月 に 全線 の 電化 が な り 、1945 年 6 月 
か ら は 経営 を 東京 急行 電鉄 (大 東急 ) に 委託 し た 。 
東急 の 経営 委託 が 解 か れ た の は 1 947 年 5 月 で 、 複 
線 化 が 始ま っ た の は 1 957 年 1 月 の 横浜 一 西横浜 間 
か ら 、 本 線 全線 の 複線 化 は 1974 年 3 月 で あっ た 。 
以降 は 沿線 人 口 の 増加 に より 大 躍進 を 遂げ 、1990 
年 5 月 に は 大 手 私 鉄 の 仲間 人 り を し て いる 。 

相鉄 ・JR 直 通 線 は 2010 年 3 月 に 着工 と な っ た 。 


台 間 


主要 沿革 年 表 
1926( 大 15) 年 5 月 12 日 
1943( 昭 和 18) 年 4 月 1 日 
1944 (昭和 19) 年 920 日 
1981( 昭 和 56) 年 4 月 6 日 
1999 人 生成 11) 年 3 月 (0 日 
2009( 平 成 21) 年 9 月 16 晶 


神 中 鉄道 二俣 川 一 厚木 間 開 業 (1067mm) 
相模 鉄道 神 中 線 と な る 

横浜 一 海老 名 間 全 線 電 化 

10 績 編成 運転 開始 

いずみ 野 線 いずみ 中 央 一 湘南 台 同 開業 
相鉄 ホー ルディ ング ス ( 株 ) に 商号 変更 、 鉄 道 事業 を 
相模 鉄道 (株 ) に 承継 


KL プア ェ ーー 
ー| アイ る aa 
AY RA 


rE 


ん ーー = 
- | / パ PN 
7 
a 


1 


紗 葉 収入 | 表記 円 | 23278| 35203| 33207| 

営業 FT 207: | 7 ny 1 

『 臣 | 自 円 | 743| 27,0( | 25805 

| 沿 穫 損 益 | 百 万 円 | 2.5 3 8200 402| 
| 車 還 数 | 博 | 420| | 

| 従業 員 数 | 人 | 1.133| 

ま L 


CN 
いずみ 野 線 に 入る 80 
平塚 まで を 持っ て いる 。 


吉 間 12.7km の 相鉄 :JF 直 通 線 、 相鉄 東独 直通 線 の うち 、 


相鉄 .JR 直 通 線 は 2010 年 3 月 に 着工 し た 。 12.54 


owrreewr 一 
SE 


00 系 10 輌 編成 。 いずみ 野 線 は 1999 年 3 月 に 湘南 名 邊 介 ef 
'12.5.4 二俣 川 一 南 万 騎 が 原 延伸 が な り 、 免 許 は 


三 剛 r 


ざさ 
NOOOO— rk 型 癌 訂 蔽 の dd 画 生 Rt 


トト or 


会 社 概要 
恒 横浜 市 西区 北幸 2 丁目 9 番 14 号 
換 | 100 百 万 円 

| 細 相鉄 ホー ルディ ング ス 100.0% 


横浜 一 海老 名 間 24.6km、 


1067mm 複 線 、 直 流 1500V、 
自動 半 寒 式 、 『30.4%、R 250m、 
3 箇所 1.245m、 問 11< 箇 所 863m、 
最大 10 輌 、100kmh 


| < いずみ 野 線 > 


二俣 川 一 湘南 台 間 11.3km、 


軒 1067nn 宰 株 、 直 流 1500V、 


自動 閉 宏 式 、 や 35.0%、 R 300m、 
8 仁 所 3.800m.782 箇 所 4.555m、 


最大 10 朝 、 100km/h 


< 厚木 線 > 
1 模 国分 一 屋 森 間 2.2km、 


1067mn 単 線 、 直流 1500V、 


| 邊 動 開 案 式 19.2%、R 200m、 


帆 無 、 泊 8 箇所 60m、 最大 10 四 、 
75km/h 


jt 
港町 を 行く ブ 1、 ニ ーー、 oe 
行く ブル ー ラ 5 7 | ーー WW | | 年 度 | 1999 年 席 |20093 
に ‘ [| 1990 和 EK 1999 庶 | 2009 年 度 
5 イン と グ ン ラ イン 給 送 人 員 | 千 人 | o 302| 137.082| 206.108 
1 号線 関 輸送 定 度 | 駐日 | 71 720| 84.121| 82.118 
ーー EE v 送 密度 | 人 | | | 
内 一 上 大 岡 一 戸塚 一 湘南 人 台 間 と 3 号線 関 栓 送 宙 数 | 千 遇 | | | 
Th ] 14010| 25.841| 36,914 


| 収入 | 百 円 


内 一 横浜 一 新 構 
横浜 一 新横浜 一 ある ざ み 野間 、4 号 線 日 吉 一 中 山 | 生生 吉 | 計 由 | 


16.097| 27,732| 30,780 


A2087| 41.891| 46.133 


間 13.0km か ら な り 、1・3 号 線 は 全長 40.4km を 直通 | 人 き 財 百 四 | 
数 138| 228| 282 


1.262| 838 


の 人 REG 

が 1 ン ここ -- L L 

が 、 公 営 地下 鉄 の 開通 は 5 番目 で あっ た 。 最 が < 仲町 台 を 発車 し て 新羽 に 向かう 3000 形 4 次 
車 (30008 形 ) '12.7.14 


開業 は 1972( 昭 和 47) 年 12 月 の 伊勢 佐 木 長 者 町 一 a EE 
| 中 ll 本 品 
| 


上 大 岡 間 で 、 横 浜 市 電 廃止 の 9 ヵ月 後 で あっ た 。 株 
路 規格 は 、 将 来 の 相互 乗 入 も 含め て 検討 され た 
が 、 建設 費 を 抑え る と いう 方 針 か ら 第 三条 軌条 方 
式 直流 750V・1435mm 軌 間 と な っ た 。1976 年 9 月 
の 横浜 一 伊勢 佐 木 長者 町 間 と 上 大 岡 一 上 永 合 問 人 
ど 延 伸 を 重ね 、1993( 平 成 5) 年 3 月 に 港北 ニュ 
タウ ン の 足 と し て 東急 田園 都市 線 接続 駅 あざ み 野 


延伸 、 そ し て 1999 年 8 月 に は 藤沢 市 域 の 湘南 台 邊 
・3 号 線 


本 を 果たし た 。 ブ ルー ライ ン と 呼ば れる 1 
の 車輌 は 全て 6 輌 編成 で 、 1 次 車 3000A 形 が 8 本 、2 
次 車 3000N 形 が 7 本 、 2 次 車 3000R 形 が 14 本 、4 次 
車 3000S 形 が 8 本 。 3 次 車 は 1000 形 、4 次 車 は 2000 
形 の 置き 替え 用 で 、 車 形 の 統一 が 成っ た 。 

4 号線 日 吉 一 中 山間 は 2008 年 3 月 30 日 の 開業 で ク 
リー ン ラ イン の 愛称 を 持ち 、 10000 形 4 輌 編成 15 本 
が 新造 され た 。 昼 間 時 は 7.5 ご 9 分 毎 の 運行 で ある < PS 人 (あの 関目 人 


主要 沿革 年 表 
647) 年 12 月 16 日 | 伊勢 條 森長 者 町 一 上 大 岡 韻 開 業 
1 076 昭和 51) 年 9 月 4 日 | 横浜 一 上 水谷 問 運転 開始 

1 985( 昭 60) 年 3 月 14 日 | 新横浜 一 舞岡 問 運 転 開始 
1987( 昭 和 62) 年 5 月 24 日 舞岡 一 戸塚 間 開 業 

1099( 平 成 5) 年 3 用 18 日 | 新横浜 一 あざみ 野間 且 業 
1989( 平 成 11) 年 829 日 | 戸塚 一 湘南 台 間 開業 

2008( 平 成 20) 年 gzo | プリ ー ン ライ ン 日 吉 一 中 山間 開業 


4A 隊 道 か ら 抜け 出す 3000 招 
車 (3000F 形 )。 ! 000 形 の 本 
え 用 と し て 2004^05 年 に 時 
127.14 億 人 


会 社 概要 
届 横丁 花奈 6. 人 
花咲 ビル (交通 局 


路線 概要 


<1 号線 > ブル ー ラ イ ツノ 
ーー ム 商 19.7m 1 


複線 、 季 三 雪 条 式 直流 7300 
車内 信号 式 、『 35.0% 
7 導 所 17.569m5 名 | 
全て 6 縛 、80kmh 

2 号線 > ブル ー ラ イン 
7 
複線 、 第 三 軌 条 式 直流 2006 


MI 人 て e 二 80mN 
hl MW 号線 > グリ ー ン ライ 記 
: 四 NN TN 直下 山 間 130 1 990 
『 糧 、。 隊 |m 直流 1900 車内 し 
に | 間 旧 「 249m、「14 折 所 g0 


間 zo 所 2161m 全 


グリ ー ン ライ ン の セン ター ビン 
北 一 セン タ 南 間 を 走る 10000 形 。 こ の 区 間 は 左手 の ブル ー ラ イン と 併走 する 18.7.14 
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。* 新 交通 シス テム 汗 し 


3 の 市 化 に は 造船 所 PT 
横 / の が 必要 で 、 ま が 宅地 供 トー が ).625 で の 株 _ NS 
線 / ム ) 

| 


た の が 金沢 中 の 埋め 立て 


し て も 計画 され 7 
た 5 造成 開発 い 伴う 輸送 吉 要 に 対応 する 
され た の が 中 量 輸送 機関 の 新 交 通 シ ス 
ぁ 省 と 運輸 省 が 統 規格 を 示し 
SF し て 1989( 平 

、 当 初 は 運転 士 が 乗務 し 
RIO よる 自動 運転 を 


に 計画 
kW 設 


が 94 和 4 4 月 4 か 


on いる ? 
5 は ら く は 首都 高速 湾岸 線 が 2 左手 に 


* 諾 られ る 。 RY 
トモ ー ル へ の 最寄り 駅 並木 北 は 地上 駅 で 、 並木 
中 央 は ーー に 車輌 基地 が 広がる < 幸浦 を 過ぎ る と 
道路 の 海 側 に < 位置 を 変え 、 市 立 医学 部 か ら は 
ー 面 に 海 が 広がる 水辺 に 沿っ て 進み 、 Ja 
Me 野島 公園 を 
ぎ 、 ヨ ッ RT され た 平潟 湾 を 渡る と 
人 駅 と 200m ぼ ど 証 0 
発 と と も に 2016 年 度 まで に 邊 

1000 系 か ら 2000 系 へ の 


、 日 中 7ー8 分 、 タ 5 分 毎 を 
ま 別 ダ イヤ と な る 。 


主 委 沿 革 年 表 

0863 友和 58) 年 4 月 2 日 | 横浜 新 都市 交 通 設立 
go 成年 7 月 5H | 新 棚田 一 金沢 人 景 間 開 業 
1994 成 6) 年 角 組 1 こよ る 自動 運転 開始 
2007[ 平 成 19) 年 3 月 (8 日 PASMO 導 入 


ム ム JH 根岸 線 に 接続 する 新杉田 
駅 ホー ム 階 。 全 駅 に ホー ム ド ア が 
設置 され て いる 。 185.3 


人 人 新杉田 に 進 信 する 2000 形 5 輌 
上 宮成 。2011 年 2 月 26 日 か ら 第 31 
(9 編成 が 営業 運転 を 開始 し 、G015 
| 年 まで に 1 000 形 を 置き 換え る 。 
3 1253 


会 社 概要 

横浜 市 金沢 区 幸浦 2 丁目 1 番地 1 

賠 10.100 百 万 円 

株 | 横浜 市 63.4%、 京浜 急行 電鉄 
1 1.9%、 西 武 鉄道 4.0%、 横浜 
銀行 3.8% 


| 路線 概要 

< 金沢 シー サイ ドラ イン > 
新杉田 一 金沢 人 景 間 10.6km、 側 方 
案内 軌条 式 視線 、 軌 間 1700mW、 
直流 750V、 特 殊 閉 寒 式 、 
40.0%。、R 70m、「1 無 、 

史 129 箇 所 11.686m、 

。 08.11.13 金沢 八景 一 野島 公園 全て 5 輌 編成 、60km/h 
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や 小田島 電鉄 …… 
OA 


特急 ロマ ンス カー が 箱根 、 御 殿 場 、 湘 南 へ 


i 
: て 唐木 田 に 至る 多摩 線 、 相 模 大 野 か ら 5 片瀬 
江ノ島 に 至る 江ノ島 線 か ら な る 。 

小田 原 線 は 1927( 昭 和 2) 年 4 月 1 日 に 、 全 長 82km 余 が 一 
気 に 開業 し た 。 当 時 の 小田 原 急行 鉄道 は 、 利 光 鶴 松 率い る 
鬼門 川 水力 電気 の グル ー プ 会 社 で 、 そ の 資金 カ の が あっ た と 
は いえ 、1925 年 11 月 の 起工 式 か ら 1 年 余り で の 開業 は 駒 き 
に 値する 。 開 業 当時 は 一 部 単線 区 間 が あっ た も の の 半年 後 
に 完全 複線 化 が 成り 、1929 年 4 月 1 日 に 江ノ島 株 が 複線 開 
業 し 、 こ の 時 点 で 現在 の 路線 の 大 半 が 完成 し た 。 と は いえ 、 
開業 当初 は 昭和 恐慌 と いわ れ た 世界 的 な 不況 に 直面 し 、 音 
し い 経 営 が 続い た と いう 。 業 績 が 好転 し 始め た の は 1939 
年 頃 か ら で 、1940 年 に 傍系 の 帝都 電鉄 を 合併 し た 。 戦 時 
色 が 強く な る と 電力 の 国家 管理 が 強まり 、 発 送電 事業 が 日 
本 発送 電 に 集め られ る と 、 鬼門 川 水 電 は 1941 年 3 月 1 日 に 
小田 原 急 行 鉄道 を 合併 し 、 小 田 急 電 鉄 ( 初 代 ) に 社名 を 変更 
し た 。 戦局 が 激化 する と 国策 に よっ て 陸上 交通 事業 の 調整 
が 進め られ 、 小 田 急 電鉄 は 京浜 電気 鉄道 と と も に 1942 年 5 
月 に 東京 急行 電鉄 と な っ た 。 戦 時 中 は 不要 不 急 路線 の 整理 
が 行わ れ 、 江ノ島 線 藤沢 一 片瀬 江ノ島 間 は 単線 化 さ れ 、 レ 
ー ル は 沿線 に 軍 施 設 が 多数 あっ た 神 中 線 へ 運ば れ た 。 

放 後 、 小田急 電鉄 と し て 独立 し た 際 に 旧 帝 都 線 は 戻ら ず 、 
東急 傘下 で あっ た 箱根 登山 鉄道 、 神奈 川中 央 交通 が グル ー 
プ ブ 会社 と な っ た 。 新生 小田 急 最初 の エポック は 新 発 足し た 
年 の 10 月 か ら 始 まっ た 新宿 一 小田 原 間 ノン スト ッ プ 特 意 の 
運転 と 、1950 年 8 月 か ら の 箱根 登山 鉄道 の 箱根 湯本 乗 和 人 で 
あっ た 。1955 年 10 月 に は 新 松 田 か ら 松田 へ の 連絡 線 を 敷 
設 し て 5000 形 気動車 に よる 御殿 場 乗 を 開始 し 、 1957 年 


a 
ー ーー ーー ーー 一 


Wadorru 


ンー の 


と ーー 
複々線 区 間 を の この に 
似 走 する 3000 形 (2 代 ) 10 還 編成 に よる テア っ の ョ ン や 
下田 原 行 。3000 形 は 200 1 ] 年 に aa Me 
て 1 1 年 に 332 輌 が 製造 され た 1 


EI | 
すす | CCC 


7 月 に は 連接 式 ロ マン ス カーSE(3000 形 ) が 登場 し 。 
心 を 低く し た 高 性 能 軽量 車 は 世間 の 注目 する とこ 
り 、 国鉄 東海 道 本 線 で ス ピー ド テ スト を 行い 145im } 
っ 狭軌 鉄道 最高 記録 (当時 ) を 樹立 し た 。 

1963 年 3 月 に 登場 し た NSE(3100 形 ) は 運転 人 」。 
げ 、 前 面 に 展望 席 を 設け て 一 世 を 風魔 し た 。 に 
る と 利用 客 が 急増 し 、1964 年 2 月 に は 新宿 ター ミ 1 
下 2 層 と し 、 この 年 の 11 月 か ら は 急行 の 8 輌 運転 が 人 
た 、1968 年 7 月 に 国鉄 御殿 場 線 が 電化 され る と 、sE(。 3 
形 ) を 短編 成 化し た SSE が 乗 入 を 開始 し た 0 


ム ム 新幹線 N700 系 と 顔 を 合わ ば て 
小田 原 へ 進 信 する 8000 形 。8000 
は 1983 一 87 年 に 4 博 編 成 と 6 靖 
が 各 16 編 成 、 計 1 60 二 が 1 に 
"1251 


ム 新 百合 ヶ 丘 に 進入 する VSE(50000 

形 )、 小 田 急 ロ マン スカ 

た 前 面 展望 で 10 輌 の 連接 車 。 

月 か ら 営 業 運 転 を 開始 し た 。 "1254 

上 会 社 概要 

也 新宿 区 西新 宿 1 丁 目 8 番 3 

軸 資 | 60.359 百 万 円 

[| 第 一 生命 保険 6.4%、 日 本 生命 人 
6.3%、 本 マ スタ ー ト ラス ト 人生 

(信託 口 )3.8%、 日 本 マス ター トイ 

信 旗 銀行 ( 刀 隊 給付 信託 呈 妹 

機 口 )3.5% 


i 


ーー ーー- 


ニュ ー タ ウン の 足 多摩 線 は 1975 年 4 月 に 小田 急 多 
多摩 て が 開業 し 、 京 王 相模 原 線 と の 競合 関係 が 生 
急 は 小田 原 線 の 路線 容量 が 満杯 で 、 新 宿直 通 

と 京王 に 大 き く 水 を 開け られ た 。 新宿 一 極 集中 を 回 
で 技 和 7g 和 3 月 か ら 代 々 木 上 原 を 接続 駅 と し て 営団 ( 現 東 
) 7 千代田 線 と の 相互 乗 入 が 始 き り 、 そ の 前 年 か ら 始 
メト た 急行 に 加え 、 準急 の 10 輌 運転 が スタ ー ト し た 
まっ て 計 の 列車 容量 が 飽和 状態 に 達し た こと か ら 東 
ソス 麻川 問 10.4tm の 複々線 化 が 決定 し 、 急 ピップ 


セン 
2 が 、 小田 


ポー 1997 年 6 月 23 日 に 喜多 見 一 和泉 多 度 
| 事 が 進ん で いる < Eh 生じ 4 
a 4Mm の 複々線 化 が 完成 し 、 優 等 列車 の スピ ー ド アッ 
2002 キ 3H23 昌 20 履 邊 上 当 の 新 藤 
イル を 目指 し た 湘南 急行 と 多摩 線 唐木 田 営団 千代 
を 直通 する 多摩 行軍 を 開始 し た (湘南 急行 は 2004 
田 
12 月 に 廃止 7 - 

本 急 は 1980 年 12 月 に LSE(7000 形 )、1987 年 12 月 に 
と (10000 珍 )、 1991 年 3 月 に RSE(20000 形 )、 1996 年 3 
JrpXE(G0000 徐 )、 2005 年 3 月 に VSE(50000 形 )、2008 年 
。j( に MSE(60000 形 ) が 登場 し 、MSE(60000 形 ) は 東京 メ 
トロ 千代 田 線 と 、 JR 御殿 場 線 経由 で 御殿 場 に 乗り 入れ る 。 
要 沿 革 年 表 = 

1og3(AE12 年 5 月 1 日 小田 原生 鉄道 = 

1927( 昭 和 2) 年 4 月 1 日 | 新宿 小田 原 間 開 業 (1067mm・1500V) 

の 7(0W 2 年 10 有 15 日 上 | 小田 原 線 全 線 視 線 化 、 急行 運転 開始 和 
1940( 昭 和 15) 年 5 月 1 日 | 市 都電 鉄 を 合併 


辻川 罰 生気 が 小田 原 急 行 鉄道 を 合併 小田 急 電 鉄 (初代 ) に 改称 
東京 横浜 電鉄 が 小田 急 電 鉄 を 合併 し て 東京 急行 電鉄 発足 
小田 急 電鉄 設立 

箱根 登山 鉄道 箱根 湯本 乗 入 開始 

国鉄 件 農場 線 乗 入 開始 

特急 ロマ ンス カーSE(3000 形 ) 就 役 

新宿 一 本 厚木 問 急行 10 輌 運転 開始 

全 団 千代 田 線 と 相互 乗 入 開始 

1060 代 2 久 3 月 27 日 | 多摩 線 小田 急 多摩 セン ター 一 唐木 田 間 開業 

91 9 年 3 月 16 日 | 新宿 一 沼津 間 で JR 東 海 と 相互 直通 運転 開始 

1997( 成 9) 年 6 月 23 日 | 喜多 見 一 和泉 多摩 川間 複々線 化 

2008 20) 年 3 有 15 日 | 東京 地下 鉄 乗 入 MSE(6000 形 運転 開始 

2012 24) 和 33 朋 7 日 | [あさぎり] が 新宿 一 御殿 場 間 、 小 田 急 車 丘 乗 入 に 。 


1941 (昭和 16) 年 3 月 1 日 
1942( 昭 和 17) 年 5 月 1 日 
1948( 昭 和 23) 年 6 月 1 日 
1950( 昭 和 25) 年 8 月 1 日 | 
1955( 昭 和 30) 年 10 月 1 日 
1957( 昭 和 32) 年 7 月 6 日 
1977( 昭 和 52) 年 7 月 1 日 
1978( 昭 和 53) 年 3 月 31 日 


VSE(Go 
0 
oe 3 


の に よる [> Pe ご 

6 口 は こね 6 

の Mu Super Express の 略 で 、2008 年 月 15 日 か ら 日 
・ 08.3.24 独 江 一 和泉 多 麻川 写真 提供 : 小田 急 電 鉄 


唐木 田 麻 線 
co 


1 


野末 田 


本 初 の 「 座 席 指 定 


^ 小田 原 駅 11 番 線 に 停車 中 の 1000 形 


fonoom 
周 交 rmS 光 オキ 


。 の と さ ( 民 若 
ら 


さ は ロー 中 


に ): ボ だ ibm 
Ri) 


"IO 


商 還 | きす 
rm) 守 GOO@@ 計 ざ 呈 計 局 


トト 


4 輌 。2008 年 3 月 15 日 か ら 急 行 ・ 準 急 の 
箱根 登山 鉄道 乗 入 は 廃止 。2009 年 3 月 
以降 1058Fー1061F の 4 連 4 本 は 箱根 
登山 色 に 変更 され て いる 。 "12.5.17 


路線 概要 
< 小田 原 線 > 
新宿 一 小田 原 間 82.5km、1067mm 複 線 
(代々 木 上 原 一 東北 沢 間 0.7km・ 世 田谷 代 
田 一 和泉 多摩 川間 8.8km 複 々 線 、 登 戸 一 
向 ケ 丘 遊園 間 0.6km3 線 )、 上 直流 1500V、 
自動 閉塞 式 、 ず 34.0%、R 200m、 
6 箇所 2.246m、 穴 490 箇 所 16,198m、 
最大 11 輌 、110km/h 
く 江ノ島 線 > 
相模 大 野 一 片瀬 江ノ島 間 27.4km、 
1067mm 複 線 、 直 流 1500V、 自 動 閉塞 式 、 
25.0%。、R 200m、『11 箇 所 171m、 
穴 67 箇 所 929m、 最 大 11 輌 、110km/h 


< 多摩 線 > 
新 百合 ヶ 丘 一 唐木 田 間 10.6km、1067mm 
複線 、 直 流 1500V、 自 動 閉塞 式 、『25.0 
%.、R 555m、3 箇 所 981m、 避 72 箇 所 
2.684m、 最 大 11 輌 、110km/h 


1990 年 度 | 1999 年 度 2009 年 度 | 


80% の 急 勾 配 が 連続 する 登山 鉄道 上 半 半 ol sgl re 


| 輸送 補 度 ん /jm 日 | 12.835 11.538] 11.280 
小田 原 を 起点 ど し 箱根 湯 易 本 を 経て 1 5.0km 先 の 輸送 出 数 | 千 中 | ー ト ーー 強 電 
名 収入 | 百 方 円 | 2721| 2842| 3 し 
給 詞 に 至る 。 章 還 1436m を 区 と する が 小田 人 45 a 
車輌 が 乗り 入れ る 小田 原 一 箱根 湯本 間 6.1km は 小田 | 和 | 赴 四 」 2ー 品 ー 5 
ー E 情 数 | 朝 2 、 20| 
急 に 合わ せ た 1067mm 軌 間 を 基盤 と する 。 こ の 区 間 A 221| 。。200| 162 
細山 久夫 線 を 除く 0 am 


架線 電圧 は 1500V で 、 箱 根 湯本 一 強 維 問 の 750V 
と は 異な り 、 釘 根 登山 車輌 は 複 電圧 構造 を 採る 

箱根 湯本 は 標高 108m、 強 羅 は 553m で 、8.9Km で 
445m を 上 る 。 最 急 勾 配 は 80%。 で 、 粘 着 式 鉄道 と し 
て は 日 本 最 急 で ある 。 途 中 、 塔ノ沢 一 出山 信号 場 間 
で 早川 橋梁 を 渡り 、 出山 信号 場 ・ 大 平台 ・ 上 大 平台 
の 3 箇所 で スイ ッ チ バッ ク し て 天下 の 内 に い ど お む 。 
電車 は 全長 15m 盟 の 小型 車 な が ら 特殊 な 装備 を も っ 
て いる 。 通常 の ブレ ー キ の ほか 、 直 接 レ ー ル に 固い 
石 を 押し つけ る レー ル 圧 着 ブ レー キ を 備え 、 半径 30 
m 等 の 急 曲 線 に 対し て は 、 車 輪 の 片 減り を 防ぐ た め 
水 タ ンク か ら 撤 水 し て 摩耗 を 減ら す 。 

小田 原 一 箱根 湯本 間 は 、 2006 年 3 月 18 日 に 小田 
急 車 の み の 運 行 と な っ た 。3 線 軌条 式 で あっ た 小田 
原 一 入生田 間 は 1067mm 軌 条 の み と な り 、 入 出庫 回 
送 が 走る 入生田 一 箱根 湯本 間 の み が 3 線 軌条 式 
祭 は 2008 年 3 月 15 日 に 新 ホー ム 使用 と な り 、 非 常 
用 ドア コッ ク を 常用 し た の は 過去 と な っ た 。 


主要 沿革 年 表 
1888( 明 治 21) 年 10 月 - 小田 原 馬 車 鉄道 国府 津 駅 前 一 湯本 開業 (1372mnm‘ 馬 カ ) 
日 


1900( 明 治 33) 年 3 月 21 日 | 600V 電 気運 転 開始 。 小 田原 電気 鉄道 に 改称 
1919( 大 正 8) 年 6 月 1 日 | 箱根 湯本 一 強 擬 間 開 業 (1435mm'600V) 
1928( 昭 和 3) 年 8 月 13 日 | 箱根 登山 鉄道 と な る 

1950( 昭 和 25) 年 8 月 小田 急 の 箱根 湯本 乗 入 開始 、3 線 軌条 化 


2004( 平 成 16) 年 10 月 1 日 | 小田 急 箱根 ホー ルディ ング ス に 改称 、 


鉄道 事業 を 箱根 登山 鉄道 (2 代 ) に 承継 


ム ム ox 
2002 放 行 と 20031200 縮 
園 温 本 行 。 ス イッ チバ ッ ク の に 0 


務 員 が 入れ 替わる 。 


| ム 箱 概 上 本 を 離れ el 
呈 形 [VSEI。 生還 
財 は 3 線 科 条 式 。 
上 会 社 概要 
岡 田原 市 城山 1 本 明 5 較 
畔 100 百 万 円 。 、 
較 小田 急 箱 根 ホー ル デ (222 


100% 


の の a i イ . 一 強 維 間 )、 自 重明 柳 選 

に ee : ンス の i R 30m、 192 29n UM 
Wf53 箇 所 579m、 最 大 

ce (ee 


大 平台 で 発車 を 待つ 1 10+1 息 ら 還 編成 の 3 思 編 上 


1 型 は 1 993 年 の 3 輌 運転 開始 時 に 片 運転 台 式 と な っ た 


'08.8.14 


因 回 賠 回 


‘ ヽ 
湾 に 沿 つ て 走る 連接 電車 し 項 目 | 倍 | 1990 年 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 
相模 上 導入 員 | キル | 16 075| 13 815| 15.644 
a JR を 起点 と し 、 江 ノ 島 か ら 海 岸 沿 い を 走っ て IP や で ーー 13.693] 15.702 藤沢 東海道 本 線 
8 太 | E 数 | 千 員 | 
ロコ 12 分 問 用 を 基本 と し 、 谷 沼 、 江 。 医員 | zzcl テテ 0 
] 鐘 倉 に 至る 。 お の 飼 葉 究 | 百 万 円 2083| ラド 1 須 
島 原信 号 場 、 稲 村 ヶ 崎 、 長 谷 で 行き 違う ET El っ sa| い 暗 銚 廊 
ma に より 1902( 明 治 35) 年 9 月 に 朋 | 隔 画 誤 間 町 el ーー 
e み 島 電気 鉄道 に よ 71902( 0 せり 月 に 隊 ET | ES 90 
間 が 軌道 で 開業 、 1910( 明 治 43) 年 11 月 に 島 き 2 
トーーーーーーーー) 


久 町 内 


2 志 灯 を 経て 江ノ島 電気 鉄道 ご な り 、1944 年 11 月 
京 


- jp 方 鉄道 に 変更 され た 。 戦 後 は 、 江 ノ 島 鎌倉 観 
。/ 材 名 を 変え 1981 年 に 江ノ島 電鉄 と な っ た 。 
に 終点 が 小町 か ら 鎌 倉 に 変更 と な り 、 
1974 年 6 月 に 藤沢 付近 の 高架 化 が 完成 する と 現在 
の 10.0m と な っ た 資本 的 に は 、 戦 時 中 の 東京 横 
浜 電鉄 、 東京 急行 電鉄 を 経て 、1953 年 4 月 か ら は 
小田 急 系 で 、 藤 沢 タ ー ミナ ル も 江ノ電 百貨 店 か ら 
田 急 百 人 店 藤沢 店 に 変わ っ て いる 。 

沿線 に 江ノ島 、 鎌倉 と いう 観光 地 を 擁し て いる 
> と か ら 観 光路 線 の イメ ー ジ が 強い が 、 通 勤 ・ 通 
\ 利 用 の 多い 生活 路線 の 役割 が 高い 。 江ノ島 一 腰 
工 間 の 併用 軌道 は 軌道 で ス ター ト し た 名 残り 。 列 
車 は 4 輌 編成 また は 2 輌 編成 で 、 ホー ム の 短い 腰越 
で は 鎌倉 方 1 輌 の ドア カッ ト を 行なう 。 車輌 は 全て 


2 車体 連接 車 の 冷房 車 に 変わ っ て いる 。 


主要 沿革 年 表 

1900( 明 治 33) 年 11 月 25 日 | 江之島 電気 鉄道 設立 

1902( 胃 注 35) 年 "9 月 1 日 | 藤沢 一 上 瀬下 江ノ島 ) 間 開業 (1067mm・550V) 
1910( 還 43) 年 11 月 4 日 | 大 町 一 小町 (名 倉 付近 ) 間 開業 に より 全 通 
1944( 昭 和 19) 年 11 月 27 日 | 軌道 か ら 地方 鉄道 に 変更 

1949( 昭 和 24) 年 3 月 1 日 | 国鉄 鎌倉 駅 乗 入 

1981( 隠 和 56) 年 9 月 1 日 || 江ノ島 電鉄 に 社名 変更 


% ^4 江ノ島 一 腰越 間 の 併用 軌道 

を 行く 。1502-1552 は 1987 年 に 

登場 し た 平行 カル ダン 駆動 車 。 
'08.11.13 


ョ 会 峰 ヶ 原信 号 場 で 行き 違う 鎌倉 行 
2002-2052 他 と 藤沢 行 10-50 


aN 
、 他 。10 形 は 1997 年 4 月 18 日 か ら 
| 営業 運転 を 開始 し た レト ロ 調 車輌 。 
RR ‘08.11.13 
に 
34 
[| 護 : 会 社 概要 
gs 所 | 藤沢 市 片瀬 海岸 1 丁目 8 番 16 号 
(事務 所 ) 
較 300 百 万 円 


株 | 小田急 電鉄 55.8%、 
奈川 中 央 交通 8.5% 


路線 概要 

藤沢 一 鎌倉 間 10.0km、 

1067m 単 線 、 直 流 600V、 自 動 閉塞 
式 、 ず 35.0%。、R 28m、 

品 1 箇 所 209m、 詳 16 箇 所 635m、 


変 3 0 
ーー 4 
EE = | すず 
2 wl 
へ 、 3 


tm 


eo ける 01-5 TO と 最大 4 輌 、45km/h 
7 


J マ 70 年 開業 の 懸垂 式 モ ノ レー ル | 参 有明 | 還 位 | 1990 年 度 | 999 年 度 | 2009 年 度 
ーー 輸送 入 員 | 千 人 | 10.328| 10663| 10.106 
| 輸送 庫 度 ん | 14,775| 15.043| 14.676 


旧 3 = 
来 の 路面 電車 に 代わ ゎ る 市 内 交通 と し て 、 踏 座 | 答申 数 | 千恵 | 


政 モ ノレ ー ル で 先行 する 日 立 に 対し て 、 三 菱 重工 | 寺 |5 回 | 544| 1753| 1699 
N 上 = Ee 菅 攻 紅 | 百 万 円 | 1.304| 1.488| 1.665 
AA ー ス と し て 開業 を 決意 。 免 し | 240| | 24| 
ロロ 1 ー I 輌 20| 2 | 24 
竹 は 1965( 昭 和 40) 年 10 月 、 会 社 設立 は 1966 人 上 」 汗 一 一 


4 月 で 、 三 菱 重工 業 、 三 菱 商事 、 三 菱 電機 の 3 社 
で 92% を 出資 。 急 勾配 や 急 勾 配 が 連続 する の は 、 
踏 座敷 に 対し て 優位 性 を 示す た め と され る 。 

開業 は 1970 年 3 月 で 、 三 菱 重 工業 製 300 形 2 輌 編 
成 が 使用 を 開始 し 、 多 客 対 応 か ら 1975 年 2 月 に 中 
間 車 を 加え て 6 編成 の うち 2 編成 が 3 輌 編成 と な っ 
た 。 現在 4 本 が 活躍 する 500 形 3 輌 編成 は 1988 年 に 
登場 し た 初 の 冷房 車 。2004 年 登場 の 5000 形 3 輌 編 
成 は VVVF イン バー タ 制 御 車 。 

JR 大 船 駅 東 に 隣接 する 大 船 を 発車 する と 、 道 路 | 2 
上 空 を 悠々 と 進む 。JR 横 須賀 線 を 高々 と 超え 、 富 ー ーー 
士 見 町 で 上 り 列車 と 行き 違う 。 湘 南 深沢 も 交換 駅 "= == ニー 
で 、 車 庫 線 が 右手 に 分 岐 す る 。 鎌倉 山際 道 を 潜 
り 、 交 換 可 能 駅 の 西 鎌倉 か ら 片 瀬 山 まで 上 り 、 そ 
の 先 は 下り に 転じ る 。 交換 可 能 駅 の 目白 山下 を 過 
ぎ 、 片 瀬 陸 道 を 抜け て 湘南 江の島 に 着く 。 交 換 可 
能 駅 は 4 駅 で 、7.5 分 間隔 の 運行 が 基本 。 

モノ レー ル 事 業者 と し て は 唯一 、 日 本 民営 鉄道 
協会 に 加盟 する 。 


主要 沿革 年 表 

1966( 昭 和 41) 年 4 月 11 日 | 湘南 モノ レー ル 設 立 

1970( 昭 和 45) 年 3 月 7 日 | 大 船 一 西 鎌 倉 間 開業 

1971 (昭和 46) 年 7 月 1 日 | 西 鎌倉 一 湘南 江の島 間 開 業 

1988( 昭 和 63) 年 3 月 31 日 | 冷房 搭載 の 500 形 (3 輌 固定 編成 ) 営 業 運転 開始 
2004( 平 成 16) 年 6 月 24 日 | VVVF イン バー タ 制 御 の 5000 形 営業 運転 開始 


AA a 
編成 。 帯 色 を 赤 か ら 斉 に 双 和 9 
2007 年 12 月 5 日 に 営 生 醒 尋 
始 し た 。 28 


^ 大 誠人 人 する 65000 
成 。 帯 色 は 緑 と な り 、2009 を | 
1 3 日 に 営業 を 間 。 


誠 泊 、 提 57/ 

和 
0%、H90T、 

gon 9 

| て 3 軸 750 


行 由 駅 の 西 鐘 島 を 発車 する 500 形 湘南 江の島 行 。 こ の 先 、 急 曲線 が 連続 する 。 '08.11.13 


80 


Mi | 6 に 


塩浜 ) と 根岸 が 起点 E 下 天下 


| 輸送 人 員 | 千 人 


1 990 年 度 | 1 999 年 度 | |2009 年 度 | 
ma —— 島 新 
| 本 ン 小 』 田 


1 


as 
浜本 牧 地 区 の 離れ た 2 地区 に 路線 ICO 千 市 


横 1,994| 2,001| 435 
川崎 地区 業 鉄道 。 川崎 地区 は 、JH と 共同 使 | 営業 収入 青 万 円 1.910| | | a 
有する る 貨物 再 | 営業 費 | 百 万 円 1,785| 1.814| 1,520| 
を 物 ( (塩浜 操 車場 ) を 拠点 と し て 、 有 川崎 営業 岳 益 | 百 万 円 125| 472| Atog| 水 江 町 1 


の 川崎 貞 車輌 数 | 柄 | 10| の ) FF; 
6 一 末広 町 一 浮島 町 間 3.9km の 浮島 線 、 川崎 買物 匠 0 放 255| ea | 1 て 
間 4 2km の 千 島 線 、 川 崎 賀 物 一 水 江 町 間 2.6 ! : 
る 。 本 牧 地 区 は 、JR 根 岸 線 根岸 


人 題 5 6km で 、 横 浜本 牧 か ら は 
ー 横 泊 8 を 分 岐 する (2005 征 使用 休止 


専用 和 
0 区 へ の 人 移送 は 浜川 崎 か ら 日 本 鋼管 
NON っ た 。 増 大 する 賀 物 に 対応 する 
0 は 塩浜 に 大 規模 な 操車 場 を 開設 する こと 


川崎 臨海 地区 の 専用 線 は そこ を 拠点 と 改め 
。 そ の 貨物 輸送 を 行 う 鉄 道 と し て 、 国 
、、 内 人 灯 の 出 表 に よめ 人 国 く 2 導 日 
/ 下 鉄道 方 式 に よる 神奈 川 臨海 鉄道 が 設立 。 洋 
島 ・ 千 島 ・ 水 江 の 3 線 は 1964 年 3 月 25 日 に 開業 、 本 
放線 の 開業 は 1969 年 1 0 月 1 日 で あっ た 。 浮島 線 
は 、 東 燃 ・ ゼ ネ ラ ル 石 油 ・ キグナス 石油 と 石油 基地 
が \ び 、 千鳥 株 は 昭和 電工 ・ 旭 化成 ・ 日 本 触媒 な ど 
の 化成 品 が 中 心 。 水 江 線 は 現在 取扱 は な い 。 本 牧 線 
は コン テ ナ 輸 送 が 大 半 で ある 。DD50 形 (自重 55t、 
出力 1000ps) は 19 輌 が 製造 され た が 、 今 や 在籍 は 5 
皿 。DD60 形 (60t、1120ps) は 2005・2006 年 に 区 


人 千鳥 町 で 入 換 中 の DD5514。 
DD5514 は 1976 年 8 月 富士 重工 
業 製 の 自社 発注 機 。 "08.11.13 


3 本 牧 線 を 行く DD602 牽 引 | の タン 
ク 貨 車 輸送 列車 。 DD602 は 2006 年 
8 月 日 本 車輌 製 。DD60 形 は DD55 
形 初 期 車 置換 用 で 、 自 重 6Ot、 定 格 出 
力 1120ps の 強力 機 で ある 。 
"08.11.13 根岸 一 横浜 本 牧 


1 還 が 登場 し た 。 根岸 ノ 恨 岩 線 
主要 沿革 年 表 
1963( 昭 和 38) 年 6 月 1 日 | 神奈 川 臨海 鉄道 設立 
1964( 昭 和 39) 年 3 月 25 日 | 水 江 線 ・ 千 鳥 線 ・ 浮 島 線 開業 (1067mm・ 内 燃 ) 横浜 本 牧 
1969( 昭 和 44) 年 10 月 1 日 | 本 牧 線 開業 本 牧 埋 豆 
2000 笠 成 12) 年 2 月 7 日 | 横浜 本 牧 一 JR 貨物 東京 貨物 ター ミナ ル 問 Oe 
海上 コン テ ナ 輸 送 開始 ee 
会 社 概要 
| 川崎 市 川崎 区 砂子 1 丁目 8 番 1 号 
綿 | 1.377 百 万 円 
[株 | 日 本 貨物 鉄道 39.5%、 
横浜 市 21.89%、 神 奈川 県 14.5%、 
東商 ゼ ネ ラル 石油 6.0% 
路線 概要 (全線 1067mm 単 線 ) 
』 デ ぐ 浮 島 線 > 


川崎 食物 一 浮島 町 間 3.9km、 

内 燃 動 力 、 ス タフ 閉塞 式 

ぐ 千 鳥 線 > 

川崎 貨物 一 千鳥 町 間 4.2km 

内 燃 動 力 、 ス タフ 閉塞 式 

< 水 江 線 > 

川崎 貨物 一 水 江 町 間 2.6km 

内 燃 動 力 、 ス タフ 閉塞 式 

Ab く 本 牧 線 > 

性 間 根岸 一 本 牧 坦 頭 問 5.6Km 
| 内 燃 動 力 、 ス タフ 閉 寒 式 


本 ーー イン ; 
rm oe erat oa 
に こ 】 p. 行 貨 2 LE m 
238 物 列車 。 列車 は 根岸 一 横浜 本 牧 間 5 往復 、 横 浜本 牧 一 本 牧場 頭 間 2 往 復 。 "08.11.13 


人 へ 宮 NR 
= の 
ーー 井 士 急行 0 


元 JR205 系 が 富士 山 茂 を 行く 


中 央 本 線 大 月 か ら 分 岐 し て 、 都 留 市 、 三 つ 峠 を 経 
て 還 士 出 へ 。 こ こ で スイ ッ チ バッ ク し て 河口 湖 に 至 
る 。 富士 山 栗 の な だ ら か な 丘 陸 地帯 を 走る が 、 標 高 
3S8m の 大 月 か ら 標 高 857m の 河口 湖 ま で 、 つ ね に 」 
り 勾 配 で 、 三 つ 峠 一 寿 間 で は 40%。 の 急 勾配 が 500m 
近く も 続く 。 観 光路 線 で ある こと か ら 伝 統 的 に クロ 
スシ ー ト 車輌 が 多く 、 現 在 は 京王 5000 系 の 1000 
系 が 主力 。1998( 平 成 10) 年 7 月 か ら 有 料 特急 (ふじ 
や ま )〉 の 運転 を 開始 し 、 当 初 は 1000 系 車輌 を 使用 し 
て いた が 、2002 年 2 月 28 日 か ら は JR 東日本 の ン ョ 
イフ ルト レイ ン " パ ノラ マエ クス プレ ス ア ルプ ス " で 
あっ た 6 輌 編成 を 譲り 受け 、2000 系 (3 輌 編成 2 本 ) 
に グレ ー ド アッ プ し 、( フ ジ サ ン 特 急 〉 に 改称 し た 。 
2012 年 2 月 と 3 月 に JR205 系 の 6000 系 3 輌 編成 2 
木 が 営業 運転 を 開始 。2012 年 度 に さら に 2 編成 の 
増 備 が 予定 され 、1000 系 か ら 廃車 が 発生 し て い 
る 。 朝 の 上 り 2 本 と 夜間 の 下り 2 本 は 東京 発着 の 通勤 
列車 で JR 東日本 の E233 系 4 連 、 行 楽 シ ー ズ ン に は 
JR 車 に よる 臨時 列車 も 乗り 入れ る 。 

富士 急行 の 前 身 、 富 士 山林 電気 鉄道 が 大 月 一 富士 
吉田 間 を 開業 させ た の は 1929( 昭 和 4) 年 6 月 で あっ 
た 。 古く は 大 月 一 富士 吉田 一 御殿 場 間 に 軌間 762 
mm の 馬車 鉄道 が 通じ て いた 。 
主要 沿革 年 表 
1926( 大 正 15) 年 9 月 18 日 | 定 士 山林 電気 鉄道 設立 
1929( 昭 和 4) 年 大 月 一 富士 吉田 賠 開業 (1067mm・1500V) 

1950( 昭 和 25) 年 富士 吉田 一 河口 湖 同 開業 
1960( 昭 和 35) 年 5 月 25 日 | 富士 急行 に 社名 変更 


1978( 昭 和 53) 年 4 月 1 日 | 貨物 営業 廃止 
1998( 平 成 10) 年 7 月 6 日 | 特急 (ふじ や ゃ ま ) 運 転 開始 


雪化粧 を し た 富士 山 を 見 な が ら 1000 系 4 還 編 成 が 行く 。 


項 目 | 単 位 


輸送 人 員 | 千 人 | 


輸送 密度 | 人 / 日 


輸送 屯 数 | 中 | 
に rh 


| 井 械 異 | 百 万 円 | 
営業 指 益 | 百 万 円 | 
車輌 数 | 縛 | 
従業 員数 | 人 


大 月 方 の 1808-1 308 は 2009 年 4 月 か ら lg 富 士 急 色 と な っ て いる 。 


表記 円 | 


ンー シン ンー 


アン ネエ 


929 


中 つの つ 16 ーー 財 - 素 


AA 富士 吉田 は 2011 年 7 
に 富士 山 に 改称 され た 。 そ 0 酸 
山 構内 で 顔 を 合わ せる 6009 
] 編成 と 第 2 編成 

ム 2000 系 (フジ サッ 拓 だ 
行 。 ク モロ 2202- モ ロ 2104 
ロ 2008 '125.18 = 


本 線 を 引き 継い だ 第 三 セ ク ター _ 項 目 | 単 T1000 goA T 
信 赤 の トー ニーーーー ト ーー 位 | 1999 年 度 | 2009 年 度 |201 1 年 度 
リラ ルー ニン も PT 大 | 12142| 10.216| 10.041 め 

2 2 一 篠ノ井 問 65.1km に 者 株 開業 に 伴 PCr ーー ビーゴ Z02| 6.735 志和 
1997 年 10 月 日 に し な の 鉄道 と な っ た 。 と これ は 、 区 業 収 | 計 沿 | 2643| 2g34| 2264| 内 (た 
い 、 本 人 を を な ーー 党 尋 買 吾 万 円 | は 4 | = ‘ = -. le 
コレ っ いて の 政 | 営業 損益 Fl 3 = es を \ 

所 沈 申 合せ 」 で 、 並行 在 来 線 は 、 開 業 時 に JR の 経 卓上 数 | 精 25| :ー ち 
人" 従業 1 ーー - 
用 。 紀 次 する ご と と し た 適用 第 1 師 で あっ た 。 し な 1 256] 231| 215 
OD 0 

レーー ーー ーー ] 


0 長野 県 が 75%、 沿線 10 市 町 が 15%、 金 融 
の 10 内 イア ーー 
ター ト い 経 井沢 一 篠ノ井 間 の 鉄道 施設 を 104.7 億 円 で 
し た 。 車輌 は JH 東日本 か ら 169 系 12 輌 と 1 15 系 33 
納 を 購入 。 ほとん どの 列車 が 長野 に 乗り 入れ 、 JR 東 日 
と 車輌 走行 キロ を 調整 する 関係 か ら J 車輌 も 入線 す 
4。 田中 (2002 年 4 月 1 日 以降 は 西 上 田 ) 一 篠ノ井 間 は 
作物 が 第 2 本 免許 を 所 有 し て いる 。 現在 は 坂城 一 篠 
/ 間 で 上 下 4 本 の 貨物 列車 が 定期 運行 し て いる 。 
最初 の フル 営業 :1998 年 度 の 輸送 人 員 は 1235 万 
人 で 、 新 幹 株 開 業 後 も 県 内 輸送 は 旧 在 来 線 に 留まっ 
ょ 。 開業 後 の 旅客 は 微減 を 続け 、2001 年 9 月 末 時 点 で 
債務 直 ホ 過 に 陥り 、 事態 打開 の た め に 数 々 の 経営 改革 が 
な され た 。 結果 2003 年 度 に 償却 前 黒字 、 今 日 で は 並 
行 来 線 分 離 型 第 三 セ クタ ー 鉄 道 の 手 本 と 称 さ れる 。 
2012 年 4 月 に は 、 北陸 新幹線 延伸 開業 で 並行 在 来 線 ( 長 
高 高原 間 ) の 経営 を 引き 継ぐ こと を を 決し た 。 


主要 沿革 年 表 
1888( 明 治 21) 年 8 月 15 晶 
1888( 明 治 21) 年 12 月 1 日 
1963( 茹 和 38) 年 6 月 21 日 


直江 津 線 長野 一 上 田 問 開業 (1067mm・ 蒸 気 ) 
直江 津 線上 田 一 軽井沢 問 開 業 

軽井沢 一 長野 間 1500V 電 気運 転 開始 
1982( 申 57) 年 6J29 日 | 戸倉 一 屋代 問 複線 化 に より 軽井沢 一 長野 間 複線 化 
1996( 生 成 8) 年 』 6 月 1 日 | し な の 鉄道 設立 

1997( 生 成年 10 月 1 日 | 整 井沢 一 篠ノ井 問 開 業 

2004( 成 6) 年 還 月 5 日 | ワン マン 運転 開始 (一 部 列車 ) 


ム ム 戸倉 で 顔 を 揃え る JR189 系 
6 輌 編成 と し な の 鉄道 車輌 。 し な 
の 169 系 は 201 1 年 7 月 1 日 か ら 
保安 設備 上 の 理由 で JR 乗 入 が 出 
時 来 な く な り 、JRG 輌 編成 は 朝 タ の 

快速 と その 間合い 運用 に 使用 さ 
れる 。 "11.11.15 


ム 169 系 S52 編成 は 2008 年 9 月 
か ら の 半年 間 と 2010 年 9 月 以降 


半 攻 も 湘南 色 と な っ て いる 。 
'10.10.16 大 屋 


会 社 概要 
所 | 上 田 市 常田 1 丁目 3 番 39 号 
綿 | 2.364 百 万 円 
吸血 長野 県 75.3%、 長野 市 4.0%、 
i 八 十 二 銀 行 2.75%、 上 田 市 2.3% 


路線 概要 
軽井沢 一 篠ノ井 問 65.1km、 1067mm、 
直流 1500V、 複 線 、 自動 閉塞 式 、 
25.0%。、R 400m、 
円 1 箇所 648m、 
133 箇 所 2,700m、 
最大 6 輌 、100km/h 
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、 ーーーーーーーーーー ェ 


|2009 年 度 | 

元 東急 7200 系 2 輌 編成 が 塩田 平 を 行く sel 
| | | 
長野 新幹線 開業 で 橋上 駅 と な っ た 上 田 の 千曲 川 | gg| 2| 2 
方 か ら 発 車 し 、 千 曲 川 を 渡っ た の ち 、 塩 田平 と 呼 | 誠 訂 | 硬 末 | 981| 353 92 
ば れる 平坦 地 を 走っ て 、 別 所 温泉 に 至る 。 | 
当 線 の 前 身 は 上 田 温泉 電 軌 で 、600V 電 気 軌 道 で | 屋 聞 目下 2 99| 


スタ ー ト を 切り 、 城 下 一 上 田原 間 は 併用 軌道 で あ 
っ た 。1939( 昭 和 14) 年 3 月 に 地方 鉄道 と な り 、1953 
年 月 に 750V 上 昇圧 を 行なっ た 。 上 田 温泉 電 軌 は 
当 線 下 之 卿 か ら 西 丸子 に 至る 支線 や 、 上 田 か ら 真 田 、 
傍 陽 方 面 を 結ぶ 1500V 鉄 道 も 開業 させ 、1939 年 9 
月 に 社名 を 上 田 電鉄 に 改め た 。 上 田 電鉄 と 丸子 鉄 
道 は 戦時 中 に 合併 し て 上 田丸 子 電鉄 と な り 、1960 
(昭和 35) 年 度 は 919 万 人 を 輸送 し た 。1963 一 72 年 
に 、 西 丸子 線 、 丸 子 線 、 真 田 傍 陽 線 が 廃止 に な り 、 
別所 線 も 1973 年 に 廃止 の 方 針 が 打ち 出さ れ た 。 し 
か し 地元 か ら 存 続 運 動 が 起こ っ た こと や 欠損 補助 
等 の 助成 が な され た こと か ら 廃 止 を 免れ 、1986 年 
10 月 1 日 に 1500V 昇 圧 を 実施 、 全 車輌 を 置き 換え た 。 
2000 年 に は 上 田 交通 が 、 親 会 社 ・ 東 急 電鉄 か ら 
の 設備 改修 の 提言 を 受け 、 自 治 体 に 対し 財政 支援 
を 求め る に 至っ た 。 こ れ を 機 に 地元 の 存続 運動 が 
活発 化し 、2005 年 8 月 に 上 田 市 は 支援 継続 を 決意 。 
同年 10 月 か ら 上 田 電鉄 に 分 社 化 され て 盛 業 中 。 


主要 沿革 年 表 

1920( 大 正 9) 年 1 用 5 日 | 上 田 温泉 電気 和 道 設立 

1921 (大 正 10) 年 6 月 17 日 | 青木 線 三 好 町 (城下 付近 ) 一 青木 間 及 び 別所 線 
上 田原 一 信濃 別所 (別所 温泉 ) 間 開業 (1067mmy 
600V) 

1943( 昭 和 18) 年 10 朋 21 日 | 上 田 九 子 電鉄 別所 線 と な る 
1986( 昭 和 61) 年 10 月 1 日 | 1500V 昇 圧 

2005( 平 成 17) 年 10 月 3 日 | 分 社 化 に より 上 田 電鉄 と な る 


ム ム 下 衝 に 進 A す 420 蘭 
モ /\1008 自 然 と だ 52 居 

旧 BHEDERT 
し た 。 


時 。 所 で 5 う 20759 
| 7c51 上田 行 と 2 853 
較 所.7200 和 BS 
月 に 登場 し 、 [まる ま ど 9 


問 較 | 后 成 の み が 残 る 。 


タク 陽 を 治 び て 力 走 する クハ] ] 04。 タン 上 
ID "COO0 年 8 月 6 日 に [戦国 BASARA 幸村 ーー b fn 
中 塩田 一 下郷 今 は オリ ジ ナ リカ 


コ 交通 (松本 電気 鉄道) 


ある ぴこ こう つう (まつ も と で ん き て つど う ) 


= 電 の 頭 絆 3000 系 が 安野 野 を 行く ーー 還 生 二 
a ム を 発車 し 、 安 暴 野 と 呼ば れ EE 

JR が 地帯 を 走り 抜け て 、 上 高地 へ の ol iis | 新 
る 行楽 シー マン は 、JR の 棋 9 人 タ 
に の ト 信 州 81 号 ] の 到着 に 合わ せ 、 早 朝 ラー トー 

ma 品 で 運転 され る 。 

MM 1921 (大 正 10) 年 10 月 2 日 に 

0 弱 年 9 月 まで に 松本 一 島々 間 が 全 通 

ドキ か 61067mm600V 軍 転 、 1932 ンー ® 
し な 


) 年 に 松本 電気 鉄道 に 改称 、 1957 年 に 750V 
を 実施 し た 。 1986 年 12 月 に は 1500V 昇 圧 を 
昇 


Highland Ra 


aiKoe 記 6/n@ 


級 は 長野 県 
。 が 、1999 年 と 2000 年 に 京王 井の頭 線 3000 系 2 


4 を 導入 し て 置き 換え が 完了 じ た 。 

松本 電気 鉄道 な ど ア ルビ ピコ グル ー プ は 2007 年 12 
5H に メイ ン バ ン ク の 八 十 ニ 銀行 に 私 的 整理 に 
関す る ガイ ドラ イン に 基づく 再生 支援 を 要請 。 事 
業 再 建 構築 計 画 は 2008 年 3 月 28 日 に 認可 を 受け 、 
2008 年 5 有 日 に アル ビ ピコ ホ ー ル ディ ング ス を 設立 。 
2011 年 4 月 1 日 に は 松本 電気 鉄道 が 川中 島 バス 、 諏 
訪 バ パス の 2 社 を 吸収 し て アル ピコ 交通 と な っ た 。 


主要 沿革 年 表 

1920( 大 正 9) 年 5 月 29 日 | 筑摩 鉄道 設立 

1921( 大 正 10) 年 10 月 2 日 | 松本 一 新村 摩 開 茎 (1067mm・600V) 
1922( 大 正 11) 年 9 月 26 日 || 波多 ( 杏 波 田 ) 一 島々 間 開 業 に より 全 通 

1932( 昭 和 7) 年 12 月 27 日 | 松本 電気 鉄道 に 社名 変更 

1986( 昭 和 61) 年 12 月 24 日 | 1500V 昇 圧 、 ワ ンマ ン 運 転 開始 

2011 生 成 23) 年 4 月 1 日 | 川中 島 バス ・ 諏 訪 バス を 合併 、 ア ルビ コ 交 通 に 社名 変更 


二 S | 人 人 ^ 新村 で 行き 違う 新島 々 行 と 松 
上 本 行 。 京 王 3000 系 は 各地 に 転じ 

| た が 、 白 ベー ス 塗 色 は イメ ー ジ を 
異 に する 。 la.3i29 


人 4 新村 駅 合 は 筑摩 鉄道 開業 以来 
の 木造 駅 合 で あっ た が 、2012 年 

に 新築 駅 舎 と な っ た 。 構 内 に は 章 
| 庫 が あり 、5005-5006 編 成 (廃車 
| 体 ) は 201 1 年 9 月 に グリ ー ン 一色 
と な っ た 。 "12.3.29 


両 松本 市 井川 城 2 丁目 1 番 1 号 
軟 | 4100 百 万 円 
株 | アル ビ ピコ ホー ルディ ング ス 100% 


路線 概要 
く 上 高地 線 > 
松本 一 新島 々 則 14.4km、1067mm 
単線 、 直 流 1500V、 自 動 閉塞 式 、 
21.2%。、R 240m、『 無 、 
訴 29 箇 所 222m、 最 大 2 輌 、50kmh 


8 


⑬ 長野 電鉄 


小田 急 と JR の 特急 車 が 信濃 路 を 行く 


21 世 紀 初 頭 は 、 信 越 本 線 屋 代 か ら 分 岐 し て 千曲 
川東 岸 を 松代 、 須 坂 、 信 州 中 野 ・ 木 島 に 至る 河東 
株 、 長 野 と 須坂 を 結ぶ 長野 線 、 信 州 中 野 か ら 湯 田 
中 に 至る 山ノ内 線 の 3 線 70.5tm か ら な っ て いた 。 
列車 の 運行 は 長野 一 須坂 一 信州 中 野 一 湯田 中 間 が 
メイ ン ル ー ト で 、 信 州 中 野 一 木島 問 (通称 木島 線 ) 
と 、 屋 代 一 須坂 間 (通称 屋代 線 ) は 線 内 折返 し ワン 
マン 運転 で あっ た 。 線 名 と 運転 系 統 が 一 致し て い 
な か っ た の は 歴史 的 な 経緯 で 、 河 東 線 は 蒸気 鉄道 
で あっ た 河東 鉄道 建設 路線 、 長 野 線 は 長野 電気 鉄 
道 建設 路線 、 両 社 の 合併 で 長野 電鉄 と な か なり 、 そ の 
後に 山ノ内 線 が 建設 され た 。 古く は 国鉄 の 急行 が 
屋代 経由 で 乗り 入れ た 時 期 も あっ た 。 輸送 人 員 減 か 
ら 2002 年 3 月 末 限 り で 通称 木島 線 が 廃止 に 至り 、 同 
年 9 月 に 長野 一 湯田 中 間 を 長野 線 と し 、 屋 代 線 は 通 
称 か ら 正 式 名 称 に 変わ っ た 。 そ の 屋代 線 も 旅客 減 
を 理由 に 2012 年 3 月 末 限 り で 廃止 。 現 在 は 長野 線 
33.2km の み と な っ て いる 。 

長野 線 の 転機 は 1981 年 3 月 1 日 開業 の 長野 一 善 光 
寺下 間 2.3km の 地下 化 で 、 不 燃 化 車両 へ の 置き 換え 
が 一 気 に 進ん だ 。2006 年 に 湯田 中 駅 構内 改良 が 成 
り 、 2009 年 に ( 新 ) 村山 橋 の 新 線 が 供用 を 開始 し た 。 


主要 沿革 年 表 
1920( 大 正 9) 年 5 月 30 日 
1922( 大 正 11) 年 6 月 10 日 
1926( 大 正 15) 年 「 6 月 28 日 
1926( 大 正 15) 年 9 月 90 日 
1981( 昭 和 56) 年 3 月 1 日 
2002( 平 成 14) 年 4 月 1 日 
2012( 平 成 24) 年 4 月 1 日 


河東 鉄道 設立 
屋代 一 須坂 間 開 業 (1067mm: 蒸 気 ) 

長野 電気 鉄道 須坂 一 権堂 間 開 業 (1067mm*1500V) 
河東 鉄道 と 長野 電気 鉄道 が 合併 し て 長野 電鉄 と な る 
長野 一 善光寺 下 間 地 下 化 

信州 中 野 一 木島 間 廃止 
屋代 線 屋 代 一 須坂 問 廃止 


/ 


1 000 系 [ゆけ むり] 湯田 中 
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a 


A いい 7 WW Y ‘ 5 
行 。 小 田 急 10000 形 「HISE」 を 譲り 受け 2006 年 1 8 月 9 日 に 営業 運転 を 開始 し 


本 目 | 位 | 1990 年 度 |1999 年 度 |2009 年 度 
送 人 員 | 12.483| 11.288| 8017 
4.563| 4.025| 3.810 
3.242| 2956| 2.079| 
3.101| 4088| 226 

1 な 4 し 

140 の 1 (9 代 

51 55 53| の 

387| 216 140| 「 鉄 

= | 首 

線 


Ft EE St し 年 = = 


いい mm 4 St < っ Cm いっ コ フ ご -EF EE 


一 : 


ww 


TAM DT TR > Net — 
rae ie 


Dab TR Fd SR 3 it CD 
に て 


た 。 "11.3.19 都 住 一 桜沢 


ii 


SS ーー 
急行 ほ く え つき ゅ うこ う 客 | | 


和 続 特 急 が 時 速 160km で 駆け る 店 店 本 ン 
新幹線 きっ つい っ に | e777| 8.323 に 人 
テロ 町 か ら 分 岐 し て 十日町 、 松 代 を 経 輸送 員数 | 千 屯 | 6 


作る 新潟 県 と 沿線 自治 体 が L 
て JR 人 尊し ん 出資 する 第 三 セ クタ ー 鉄 道 。 上 
本 の 93 いら で 接続 する 特急 (は く た か ) が 最 
和 人 、 首都 園 と 北陸 を 結ぶ 動脈 ” 0m 2 
E60 線 内 ロー カル 輸送 は HK100 
の 人 を 還 連 結 で 、 越 第 湯沢 発汗 が 多く 、 
US 直江津 発 着 で ある 。 高 速 運 転 を 行 
。 っ と か ら 60K8 m レ ー ル 化 と ロン グレ ー ル 化 、 
タフ ーー。 駅 で の 一 線 ス ルー 方 式 が 採用 きれ 、 太 
人 、 鹿 潟 以外 の 無人 駅 で は 、 待 合 室 と 
8 観音 開き の 桐 が あり 、 トン ネル 内 に 
「 。 半 人 島 は ホー ム 入 口 が ー 重 鹿 に な っ て いる 。 
ぶ 初 は 国鉄 北越 北 線 と し て 計画 され 、 1968( 昭 和 
年 8 月 に 日 本 鉄道 建設 公団 に より 着工 さ れ た 。 
肌 b 買 収 82%、 路盤 工事 58% まで 進ん で いた が 、 
国鉄 再建 法 の 施行 で 1 982 年 に 工事 中 断 に 至っ た 。 
。 と も と は 非 電化 単線 の 計画 で あっ た が 、 首 都 較 
と 北陸 を 結ぶ バイ パス 線 と し て の 役割 か ら 直 流 電 化 ・ 
規格 化 が 決定 し 、1997 年 3 月 22 日 に 開業 し た 。 
利用 客 の 約 2/3 は 特急 利用 の 線 内 通過 客 で 、 開 
業 初 年 度 よ り 黒 字 を 達成 。 絶 対 値 は 小さ いも の の 
定期 客 の 増加 が 目立ち 、 線 形 に 沿っ た 流動 が 生ま 
| れ て ぃ る 。 


「 主要 沿革 年 表 

1984( 昭 和 59) 年 8 月 30 日 
1997( 手 成 9) 年 3 月 22 日 
1997( 成 9) 年 10 有 2 日 
2002( 下 和 14) 年 3 月 23 日 


北越 急行 設立 

大 日 町 一 屋 湯 則 開 業 (1067mm・1500V) 
最高 速度 を 時 速 150km に 引き 上 げ 
最高 速度 を 時 速 160km に 引き 上 げ 


人 魚沼 丘陵 を 駆け 抜け る HK100 
形 2 輌 編成 。 普 通 列車 の 最高 速度 
は 110km/h '*07.8.14 

魚沼 丘陵 一 六 日 町 


| A HK-101+HK-108「 ゆ め ぞ ら ]」 
| 2003 年 4 月 に 増 備 さ れ た 。 
'10.8.19 直江 当 


会 社 概要 
南魚沼 市 大 日 町 2902 番 地 1 
4.568 百 万 円 

新潟 県 54.8%%、 上 越 市 13.2%、 
十日町 市 11.9%%、 第 四 銀 行 507%、 
北越 銀行 3.3%、 東 北 電力 3.3% 


路線 概要 

ご ぐ ほ く ほ ぼく 線 > 
大 日 町 一 屋 渦 間 59.5km、1067mm 単 
株 、 直 流 1500V、 自動 閉塞 式 、 
33.0%、R 400m、 

の 0 半幅 14 箇 所 40.342m、 
っ 0 NN sy 138 箇 所 9,447m、 最 大 9 輌 、 
和夫 160km/h 


困 画 園 


'03.8.24 まつ だ い 一 薬師 幅 ( 信 ) 


玩 部 峡谷 を 行 く トロ ッ コ 列 車 | 日 [mw の 富山 地 鉄 木 線 Q fa 


輸送 人 員 | 千 人 
富 ヽ こき デ : = | 答 遂 電導 |AZm 昌 | 5.675| 5541| 5.114| M 
量 山 地方 鉄道 の 終点 ・ 宇 奈月 温泉 の 先 に 位置 する 輸送 屯 数 | 千 屯 59| 38| 1 
宇 奈 生得 / 邊 リーラ 収入 | 百 2.520 440| 2.339 
宇奈月 を 起点 と し 、 立 山 連峰 と 後 立山 連峰 の 間 に え に EE S20 | い 
へ ヽ に に | 連 業 皿 月 2 322 537| 2,358 | 
ぐれ た 黒部 峡谷 を 進む 。 トン ネル は 41 箇所 8,314 | 信和 | 青 四 | 199| 299 2 で NN 
1 = 2 | 車輌 数 | 還 355 367| 322| 
m、 橋 梁 は 21 箇 所 706m で 、 全 線 20.1km の うち 半分 LL | 213| ieel 「 A 
5km / 


近く を 占め る 。 数 少な い 軌 間 762mm 軽 便 鉄道 の ー 
つ で 、 機 関 車 が 客車 と 貨車 を 牽引 する 。 通常 は 4 
月 下旬 か ら 11 月 まで の 運行 で 、 冬 期 は 雪害 を 避け 
る た め に 、 一 部 の 架線 や 線路 が 外さ れ 、 ト ン ネ ル 
に 格納 され る 。 観 光 客 が 集中 する 夏休み 期間 中 は 
重 連 機関 車 が 13 輌 編成 の 客車 を 牽引 し 、 沿 線 の 関 
西 電力 関係 者 や 資材 を 輸送 する 混合 列車 も ある 。 
地方 鉄道 と し て の 開業 は 1953( 昭 和 28) 年 11 月 で 

あっ た が 、 専 用 鉄道 と し て は 古い 歴史 を 持つ 。 黒部 
川 水系 の 水利 権 を 獲得 し た 東洋 アル ミナ ム が 1926( 大 
正 15) 年 10 月 に 宇奈月 一 猫又 間 を 開業 し 、 1928 年 
10 月 に 東洋 アル ミナ ム が 日 本 電力 に 吸収 され た の ち 、 
黒部 川 第 2・ 第 3 発電 所 建設 用 の 専用 鉄道 が 1937 年 7 
月 に 標 平 まで 敷設 され た 。 そ の 後 、 電力 会 社 の 再 
編 を 経て 、1951 年 5 月 か ら 関 西 電力 の 経営 と な り 、 
1971 年 7 月 に 黒部 峡谷 鉄道 と し て 独立 し て 今日 に 
至る 。 機関 車 、 客 車 の ほか に 克 車 の 保有 も 多く 在 
籍 車輌 数 は 300 輌 を 超え る 。 
主要 沿革 年 表 

1926( 大 正 15) 年 | 東洋 アル ミナ ム 専 用 鉄道 宇奈月 一 猫又 間 開 業 (762 


mm-600V) 
1928( 昭 和 3) 年 10 月 1 日 | 日 本 電力 が 東洋 アル ミナ ム を 合併 
1937( 昭 和 12) 年 7 月 時 小黒 部 一 樺 平間 開業 に より 宇奈月 一 揚 平 間 全 通 
1951 (昭和 26) 年 5 月 1 日 | 関西 電力 専用 鉄道 と な る 
1953( 昭 和 28) 年 11 月 5 日 | 専用 鉄道 から 地方 鉄道 に 変更 許可 (11 月 1 実施) 
1971( 昭 和 46) 年 7 月 1 日 | 関西 電力 か ら 譲り 受け 黒部 峡谷 鉄道 と な る 


Pr ニー IE ム 新山 彦 橋 を 渡る EHRI 

: 0 = 1 0 系 引 の 揚 平 行 。EHH 腕 午 

請 | の EH 形 で 片 運 困 2 1 
" 27.16 A 


a EDV34+35. FRO 
大 重工 業 抽 で 私人 
イン バー タ 制 上 20 と: 
ら 運 転 を 開始 し た 。 | と 


重 連 機関 車 が 客車 を 率 引 し て 宇奈月 に 向かう 。 '12.4.28 柳橋 一 森 石 
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鉄 軌道 事業 者 
本 最大 の 鉄 当 
資本 金 設立 の 関西 電力 は 黒部 川 の 水 


26) 年 8 和志 
の 黒部 ダム と 黒部 川 第 四 発 電 所 の 建 


野 県 側 の 扇沢 か ら 赤沢 岳 を 府 つ 
季 下 水 が 噴 出す る 破砕 帯 
1961 年 1 月 に 黒部 川 
に 半 明 し ダ " 「 、 天 設 資材 運搬 用 の 関電 トン ネ 
6 部 ダム 間 に 、 関電 直営 の トロ リー バス 
a の は 1964 年 8 月 1 日 で あっ 7 

休 を 用 いて いる が 準拠 法 は 鉄道 


_j951( 
を 獲得 、 
利権 出す 。 


。 転 開始 し た 
加 輌 は バス の 還 


人 発進 行 機 が ある c 行楽 シー ズン は 5 人 台 程 度 の 
MM 途中 の 信号 場 で 行き 違う 。 続 
最後 尾 の 車輌 が スタ フ を 携行 する 。 

な 関本 宣 カ で ある が 、 動力 や 駅 施設 へ の 電 


供給 は 中 部 電力 が 行なう 。 


様 平 Q 


主要 沿革 年 表 
1963( 昭 和 38) 年 4 月 3 日 
1964( 昭 和 39) 年 8 月 1 日 


黒部 一 黒部 ダム 凍 移 許 
義 甘 


最後 発 の トロ リー バス 


観光 の 富山 県 側 は 、1954 年 8 月 13 日 に 立山 
人 
本 
2 1970 年 7 月 25 日 に 立山 ロー 
| Bo5Bcyn ~ 黒部 平 が 開業 。 そ し て 1971 年 4 
この 室堂 一 大 観 話 が 開業 
TO ト が 完成 し た 。 雄山 直 
AE 軟弱 層 を 邊 回 し て 握 削 
“es 当初 は デイ ー ゼ ル 
56 年 4 月 23 日 に 関電 トロ リー 
っ ロカ 無 条 電 車 と な っ て いる 。 
4 翌年 4 月 中 名 ) は ルー ト 全 体 が 


= 


LC 


と な る 


会 社 概要 


戸 大 町 市 平 2010-17( 黒 四 管 理事 務 所 ) 


資 | 489.321 百 万 円 


| 株 | 大 阪 市 8.9%、 日 本 生命 4.6%、 日 本 トラ ステ ィ ・ 


サー ビス 信託 銀行 (信託 口 3.6%) 


豆 テ ーー ニス 
WS ン 背 如 同 司 太 思 。 ポ つ 〇 Oo と 民 ri 学 過 


て 閉 


on 


dlRt 「 CWONY 」 如 革 掴 引 よら 団 
導 S 汗 の 下 ロ Sr1。 人 党 府 て 王 軸 右 沼 測 


に 


OAI 
宮 。 衣 賠 


路線 概要 
< 関電 トン ネル トロ リー バス > 
扇沢 一 黒部 ダム 間 6.1km、 無 執 条 電 車 単線 、 直 流 600 
V、 カ ウン ター チッ ク ( 台 数 確認 ) 式 - ス タフ 閉 寒 式 併用 、 
1 1 箇所 5.754m、 豆 1 箇所 70m、 最 大 1 輌 、40wwh 


鉄 』 客 1 
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66 


1999 年 度 |2009 年 度 | 言 会 社 概要 
1672| 1.534| | 思 | 富山 市 桜町 1 丁目 1 番 36 号 
3.662| 3.062| | 資 | 4.160 百 万 円 
人 ー | | 富 山地 方 鉄道 23.9%、 富 山県 17.2%、 北 陸 電 力 6.4%、 関 
ト 1998| る 099 西 電力 6.2%、 み ず ほ コー ボレー ト 銀 行 4.5%、 北 陸 銀 行 4.5% 
1.499| 1.783 
439 316| 中 路線 概要 
10| 14| く 立 山 ト ン ネ ルト ロリ ー バ ス > 


室 常 一 大 観 峰 問 3.7km、 無 軌条 電 事 単 緑 、 直 流 600V、 
カウ ンタ ー チ ェ ッ ク 式 (到着 台数 を 確認 し て 区 間 通 過 を 
確認 )、T 1 箇所 3.700m、 性 無 、 最 大 4 輌 、40km/h 


SUITEIEaIEUI と WEII の KS【e】 ら eleekriIO 


隆則 mi 
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0 


宇奈月 温泉 、 立 山 に 至る 観光 路線 


JR 富山 駅 前 の 電鉄 富山 を 起点 と し 、 宇 奈月 温泉 に 壮 る 
本 線 は 、 上 市 で スイ ッ チ バッ ク し 、 中 消 / 川 一 新 魚 津 間 で 北 
に 電鉄 黒 部 か ら 山間 部 に 分 け 入 

る 。 立山 線 は 寺田 か ら 分 岐 し て 、 立 山 黒部 アル ペン ルー ト 
の ケー ブル カー 接続 駅 ・ 立 山 に 至り 、 不 二 越 ・ 上 滝 線 は 、 
稲荷 町 か ら 南 富山 を 経由 し て 立山 線 岩崎 寺 に 壮 る 。 

全長 90km 余 の 路線 は 複雑 な 経緯 か ら な り 、 最 も 早く 開業 
し た の は 滑川 一 上 市 間 で 、 1913( 大 正 2 年 に 軌間 762mm の 蒸 
気 鉄道 と し て 開業 し た 。 南 富山 か ら 岩 央 寺 ・ 千 垣 へ は 、 富 山 
県 営 鉄道 が 蒸気 鉄道 と し て 開業 し た の ち 600V 電 化 、 1500V 
昇圧 。 三 日 市 ( 現 jn 黒 部 ) か ら 桃原 ( 現 宇 奈月 温泉 ) へ は 、 捉 
部 川 水系 の 電源 開発 を 計画 し て いた 日 本 電力 の 子会社 ・ 黒 
部 鉄道 が 600V 電 気 鉄道 で 開業 し た 。1930 年 設立 の 富山 電 
気 鉄道 は 、 富 山県 全体 を 一 交通 団 と 考え て 1500V 動 力 の 高 
速 鉄道 を 敷設 し 、 1936 年 まで に 電鉄 富山 一 西 三日市 ( 現 電 
鉄 黒部 ) 間 を 開業 。 戦 時 中 の 統合 で 富山 電気 鉄道 を 母体 
に 、 県 下 の 事業 者 が 束ね られ て 富山 地方 鉄道 が 誕生 し た 。 

富山 地 鉄 発足 後 す ぐに 黒部 線 の 1500V 昇 庄 を 行なっ て 井 
山 一 宇奈月 間 直 通運 転 を 開始 し た 。 戦後 は 1955 年 7 月 に 立 
山 開 発 鉄道 千寿 ヶ 原 ( 現 立 山 線 立 山 ) 延 長 が 成り 、 車 輌 の 近 
代 化 、CTC 化 、 急 津 市 内 高架 化 な ど 、 順 調 な 歩み を 遂げ た 。 
沿線 に 立山 ・ 宇 奈月 の 2 大 観光 地 を 擁し て いた こと か ら 、 
名 古屋 ・ 関 西方 面 か ら は 直通 列車 が 乗り 入れ た 。 名 鉄 の 車 "マン 運行 が 採り 入れ られ て いる 。 
語 に よる (北ア ルプ ス ) は 3 線 直通 で 、 社 線 内 で は 宇奈月 一 寺 主 守 9 
中 問 の (アル ペン 特急 ) に も 使用 し た 。 これ うら 国 鉄 全店 
名 鉄 車輌 の 乗 入 は 1970~83 年 、1990~99 年 に も JR 西 日 1922( 大 正 11) 年 11 月 5 日 
本 車輌 が 乗 入 た が 、 乗 客 が 伸び ず に 中 止 に 至っ た 。 CH 

車輌 の 中 心 は 、 特 急用 の 西武 5000 系 、 一 般 用 の 京阪 1973( 昭 和 58) 年 6 月 1 日 


早 月 川 を 


本 宮 に 到着 し た アル プス エク スプ レス 16014-112-16013。16010 形 2 
] 996 年 に 西武 5000 系 を 譲り 受け 、 一 時 は 輔 編成 で 運用 し た が 、20] 和 
に 水戸 岡 鋭 治 氏 デザ イン で 改装 され た 。 '12.4.28 


3000 系 、 自社 発注 の 14760 形 で 、 乗 客 減 か ら 全線 で 


立山 軽便 鉄道 滑川 一 上 市 口 ( 胸 上 市 )・ 五 百 石 間 開 業 (782 謀 
富山 県 営 鉄道 南 富山 一 上 滝 問 開業 (1067mm 落 知 

黒部 鉄道 三日市 ( 現 黒 部 ) 一 下 立 間 開 業 (1067am'600V) 
富山 電気 鉄道 富山 田地 方 一 上 市 口 間 開 業 (1067m' 1500W 
万 通 事 業 和 を 后 し て に 3 


真 物 営 業 廃止 


会 社 概要 - 
所 | 富山 市 桜町 1 丁目 1 番 36 ち 
庫 | 1.558 百 万 円 
押 立山 開発 鉄道 10.9% FL 
北陸 電力 3.0% 
路線 概要 
こ 6 39.3 
富山 一 字 夫 月 肖 i 


鉄 

1067Zmm 単 線 (電鉄 宣 
km 複線 )、 直 流 1500V、 古人 
ャ 50x、Ri60n 1 
WW196 箇 所 3.665 中 
< 立山 線 > om 
寺田 一 立山 間 24.2MN、” 00 
直流 1500V、 自 動 隊 式 i 
R160m、『4 人 箇所 647m 

m. 最 大 4 輌 、 7okm/h 


一 越 ・ 上 澤 線 2 = og7 
pie +2 2907 
直流 1500V、 員 病 rs 

無 、 


R160m、 
最大 4 輔 、 7okm/ 


常 願 寄 川 を 渡る 10030 形 10034-1003 
2 3。10030 形 は 元 京 阪 3000 形 
成 は 京 上 特 急 色 に 復元 され 、20 1 2 年 4 月 8 日 か ら 各 こい ( 初 代 ) で 1990~~93 年 に 8 編成 16 16 輸 が 譲渡 され た 。 こ の 編 


ae 


輸送 の 推移 (鉄道 線 
ーー EN 輸送 の 推移 (富山 市 内 線 ) 

= a 2009 年 度 | | 項 目 | 単 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |20og 
| 7.543| 5.065| | 輸送 人 員 | 千 太 | ezg| 4420 2 
2 2 2.f11| 18oo 5 時 42 
| 8 4 0 4.392 

2 795| Pe 1.45 = コ トー 
ナド .795| .069| ,459 Cn 
黒部 峡谷 鉄道 2631| 2242| 1.644 09| esgl 
164| 人 183| ^184| リー ここ 
66| 58| 73* トト ーー ーー 
| 従業 員数 |  . 310°| 256'| 207'| = トー 
軌道 線 を 含む * 幸 道 線 単独 数 値 公表 な し ーー 

p 電鉄 魚津 に 進入 する 14763 ) "っ 
-14764 に よる 特急 「 う な づ | CE 
さ 」。 新 魚津 一 電鉄 魚津 問 は 北 ンー 
0 5km 1 = rt | 
立山 て に) 隊 本 線 と 並 走 する 。 '11.10.2 9 1 


海沼 岩 初 の 市 内 電車 健在 


ー 。 富山 電気 軌道 で 、 日 本 海 沿岸 初 の 市 内 電車 と し て 
8 年 9 月 に 富山 駅 前 一 共進 会 場 前 ( 現 堀 川 小泉 ) 間 お 
1913 が 開業 。 業 績 不振 


な 輸 ( 人 丸の内 ) 一 宮山 駅 前 

し 920 年 に 経営 が 富山 市 に 移り 、 富 市 営 道 と な っ 
も 9 ワン 。( 和 18) 年 1 月 に は 富山 地 方 鉄 道 山 和 道 線 と な 
ド 。 ogg 征 月 の 空腹 で 全線 が 不通 と な り 終 戦 を 凶 え た 。 

吉 後 は 、 946 年 1 月 の 富山 駅 前 一 南 富 山間 以降 順次 復旧 
950 年 10 有 1 日 か ら は 笹 津 線 が 、 同 年 12 朋 31 日 か ら 
本 町 まで の 乗 入 を 開始 し た 。 各線 の 複線 化 が 完 
成 し 、 全車 ボギー 車 化 を 達成 し た 1965 年 頃 が 最盛 期 で 、 そ 
は 匠 縮 少 が 相次い だ 。 路 線 縮 小 は 1984 年 4 月 の 西町 
ー 不 ニ 越 駅 前 間 廃止 が 最後 で 、2009 年 12 月 23 日 に 富山 都 
心 線 丸の内 一 西町 間 が 開業 し た 。 こ の 区 間 は 富山 市 が 軌道 
整備 事業 者 、 富山 地 鉄 が 軌道 運送 事業 者 で 、 総 事業 費 30 億 
円 の うち 約 13 億 円 の 国費 補助 を 受け て いる 。 富山 都市 線 を 
通る 環状 線 は 富山 駅 前 か ら 反 時 計 回 り の 片道 運行 。 
富山 電気 執 道 宮山 駅 前 一 小泉 町 (現地 川 小泉 ) 間 他 開 業 (1067mm:600V) = ー ン 
人 人 ム 富山 大 橋 の 架け 替え に より 、 橋 染 
直 山 丸 角 由来 2 部 分 の 線路 は 複線 と な り '12 年 3 月 
ニー 。 とら 0 24 日 か ら 使用 を 開始 し た 。 


1984( 同 和 59) 年 4 月 1 日 | 西町 一 不二越 駅 前 間 廃 止 '12.4.28 安野 屋 一 新富 山 
2009 成 21) 年 12 朋 23 日 | 宮山 都心 線 開業 、 環 状 運転 開始 


ょ び 西 町 


1913( 大 正 2) 年 9 月 1 日 
1920( 大 正 9) 年 7 月 1 日 
1943( 昭 和 18) 年 1 月 1 日 


に だ どり Ti 


路線 概要 (全線 1067m・ 直 流 600V) 
無 、 欄 富山 都心 線 を 除く 全線 で 21 箇 所 
594m、 全 て 1 輌 、40km/h 


く 本 線 > 
富山 駅 前 一 南 富山 駅 前 間 3.6km、 複 線 、 


20.0%、R30m 
< 支線 > 

富山 駅 前 一 丸の内 間 1.0km、 複 線 、 
37.08%、R30m 

< 安野 屋 線 > 

丸の内 一 安野 屋 間 0.6km、 複 線 、 
32.0%、 R21m 

呉羽 線 > 

安野 屋 一 大 学 前 間 1.2km、 単線 、 
36.75%、 R150m 

< 富山 都心 線 > 
丸の内 一 西町 間 0.9km、 単 線 、 
R150m、 円 無 、 避 4 箇所 19m 


* 富 山 ライ トレ ー ル T = = 
428 入 の 内 - 除電 時 デ 9002( 銀 ) デ 9003( 黒 ) の 3 編成 が 富山 = 


EN””” 


ボー トラ ム の 愛称 を 持つ LRT 


富山 駅 北 か ら 岩 瀬 浜 に 至る 富山 ライ トレ ー ル 富 
山 港 線 は 2006 年 4 月 29 日 に 開業 し た 。 富 山 駅 北 一 
奥田 中 学校 前 間 1.1km が 軌道 、 奥 田中 学校 前 一 岩瀬 
浜 間 6.5km が 鉄道 で 、 超 低 床 式 連 節 車 が 全線 を 走破 


W2009% | 


3,151 


1,844 
マ 軌道 区 間 を 進む 岩瀬 浜 行 
TLR06068。 車 輌 は 万 葉 線 
302| MLRV1000 形 と 同形 の 、 新 
356| 濁 ト ラン シス 製 の 超 低 床 式 連 
453| 節 車 。2 連 節 車 7 編 成 が 新造 
7| され 、 兆 色 は 白 を 基調 に 、 編 
64| 成 ご と に 帯 の 色 が 異な る 。 
12428 


する 。 3 

鉄道 区 間 の 前 身 は JR 西日本 富山 港 線 。1924( 大 な コー 
正 13) 年 7 月 に 富 岩 鉄道 と し て 開業 し 、1941 年 12 
月 に 富山 電気 鉄道 に 吸収 され た の ち 1943 年 6 月 に 
鉄道 省 富山 港 線 と な っ た 。 架線 電圧 の 1500V 昇 圧 
は 1967 年 3 月 で 、 買 収 国鉄 線 区 で は 最も 遅い 昇圧 
で あっ た 。 JR 西日本 継承 後 の 2001 年 に は 昼間 時 間 
帯 の 電車 運転 を 止め 、 一 部 気動車 運行 と な っ た 。 

富山 港 線 LRT 化 の 引き 金 は 、 北 陸 新 幹線 延伸 で 
あっ た 。 こ れ に 伴い 現在 線 を 仮 線 に 移す 必要 が あ 
り 、 直 流 電 化 の 富山 港 線 の 存在 が ネッ ク と な っ 
た 。 そ ん な な か JR 西 日 本 は 平成 2003 年 2 月 、 既 存 
路線 を LRT に 切り 替え て 活性 化 を 図る と い う 構想 
を 発表 。 例 示 で は 富山 港 線 と 吉備 線 が 挙げ ら れ 、 
これ に いち 早く 着目 し た の が 富山 市 で あっ た 。 

その 後 の 動き は 速く 、 イ ン フ ラ は 富山 市 が 負担 、 
列車 運行 は 第 三 セ クタ ー の 富山 ライ トレ ー ル が 行う 
公設 民営 方 式 を 決定 し た 。JR 時 代 に 一 日 約 3.000 人 
の 利用 客 は 、5.000 人 超 と な っ て いる 。 


主要 沿革 年 表 
1924( 大 正 13) 年 7 月 23 日 富 岩 鉄道 富山 口 一 岩瀬 港 ( 現 岩 瀬 浜 ) 間 開業 (1067 
mm:600V) 


1941 (昭和 16) 年 12 月 1 日 | 富山 電気 鉄道 と な る 
1943( 昭 和 18) 年 6 月 1 日 | 国有 化 に より 富山 港 線 と な る 
1967 (昭和 42) 年 3 月 3 日 | 1500V 昇 圧 
2006( 平 成 18) 年 4 月 29 晶 ーー 


ム ん 直線 区 問 を 快走 する TLRO608 
朝 ラ ッシュ 時 1 02 毎 、 必 講 !5 底 
早朝 . 深 夜 30 分 拓 攻 で. 巡 
川原 に 加え 、 遇 中学 誠 舌 - 
田 に 交換 設備 を 条 度 し た 
'10.8.15 通 町 一 


会 社 概要 
PE 


立山 連 独 を 右 車窓 に 浮か が べ な が ら 岩 瀬 浜 に 到着 する TLRO601。 '12.4.28 岩瀬 浜 一 競輪 場 前 


新湊 を 結ぶ 万 葉 線 電 車 


呈 7.9km の 高岡 軌道 線 と 、 六 渡 
いたち を に 3 す 
ーー _ 引 ノ 渦 間 は 1980 年 4 月 に 全廃 と な っ た 

す 水 株 の 一 部 と し て 開業 し た 。 射水 


Ti 当初 は 軌道 で あっ 
の 地方 鉄道 と な り 、 1933 年 12 月 に 新 
ロ ( 新 注 を 経て 六 渡 寺 ) 間 が 例 通 し 
に 1948 年 4 月 に 地 鉄 高岡 ( 現 高岡 
た コー 人 林 湊 間 が 開業 。 米 人 一 新 滞 
Rg1 生 月 で この 日 か ら 地 鉄 高岡 一 新 
0 町 間 直通 運転 が 始ま っ た 。 
0 加賀 ・ 越 中 ・ 能登 へ の 高速 鉄道 建 
50 こよ っ て 1950 年 に 設 
2 


財 限 本 


転機 は 、 a 
/ 湯 で 線路 が 分 断 さ れ 、 西 側 の 新湊 一 越 ノ 潟 間 を 加 


g 半 に 必 。 っ うし て 新高 岡 一 新湊 一 越 ノ 渦 問 
が 加 越 能 鉄道 と な な っ た 。 1981 年 1 月 か ら は 一 般 公募 
に より [万 葉 線 ] と 命名 され た が 、 加 越 能 鉄 道 で は 赤 
= に 耐え きれ ず に 廃止 を 表明 。2002 年 4 月 1 日 に 第 三 
ョ クタ ー・ 万 葉 線 株 式 会 社 に 経営 が 移っ て いる 。 


主要 沿革 年 表 
1930( 隔 和 5) 年 12 有 23 日 
1943( 中 和 18) 年 1 月 1 日 
1948( 四 和 23) 年 4 月 10 晶 


越 中 鉄 道 越 / 湯 一 東 新湊 則 開 業 (1 067mm・600V) 
富山 地方 鉄道 射水 線 と な る 

富山 地 鉄 高 伏線 地 鉄 高岡 ( 和 高 剛 駅 前 ) 一 米島 品 
一 伏木 港 間 義 業 

高岡 軌道 線 が 加 越 能 鉄道 と な る 

越 ノ 油 一 新湊 ( 現 六 渡 寺 ) 間 加 越 能 鉄道 と な る 
高岡 駅 前 一 越 ノ 湯 間 、 万 葉 線 株 式 会 社 と な る 


1959 候 和 34) 年 4 月 1 日 
1966( 大 和 41) 年 4 月 5 日 
2002( 成 14) 年 4 月 1 日 


| 内 送 人 内 人 


等 |1990 生 度 


1.516 
1.706 


276 
311 
434 
12 
27| 


1999 年 度 
1.084 
1.264 


224 


。 302 
478 
11 

27 


2009 年 度 | 


1.150 
1.413 
189 
244 
455 
。。f2 
_64 


8 mm = 間 ご > Kk 
國 印 四 同 園 


ム A ム A 鉄道 線 区 間 は 全線 、 軌 道 区 
間 も 広 小路 一 米島 口 間 を 除い て 


ーー 単線 。 新 吉久 で 上 下 列 車 が 行き 


| 違う 。 '12.7.16 


A 内 川橋 梁 を 渡る MLRV 100 ワ 

形 。 歴 史 的 経緯 か ら 鉄道 線 と 軌道 

) 線 に 分 か れる が 低 床 式 電車 が 直 

| 通運 転 を 行なう 。 ‘12.7.16 
中 新湊 一 東 新湊 

会 社 概要 
奈 高岡 市 荻 布 字 川 西 68 番地 
四 | 499 百 万 円 


株 | 高岡 市 射水 市 ・ 富 山県 


各 30.06% 


路線 概要 
ぐ 高 岡 軌 道 線 > 
高岡 駅 前 一 六 渡 寺 間 7.9km、1067 
m 単 線 ( 広 小路 一 米島 口 間 2.7km 
複線 )、 直 流 600V、 自 動 閉 寒 式 、 
39.0%。、R 25m、 「1 無 、 
部 14 箇 所 120、 全 て 1 輌 、40km 小 


< 新湊 港 線 > 

越 / 渦 一 六 渡 寺 間 4. 9km、1067mm 
単線 、 直流 600V、 自動 閉塞 式 、 
ギザ 33.0%、R 160m、 無 、 
W14 箇 所 563m、 全 て 1 博 、 40km/h 


93 


ゆ 北 陸 鉄 道 :。。 


東急 7000 系 と 井の頭 線 3000 系 呈 還 5 演 人 還っ 
| 輸送 密度 | 人 /km 日 | 0 2.483| 217| ます 


| 輸送 人 員 | + 人 | 3.921 | 
600V の 石川 線 と 1500V の 浅野 川 線 か ら な る [ge | - | an 
石川 線 は 金沢 市 内 の 野 町 を 起点 と | 北陸 本 線 | 営業 収入 | 百 万 円 827| 690 53 a 
西 全 沢 で d 品 ど し 、 の FE Ezigl a50| 835| ME 
に 駅 前 の 新 西 金沢 に 立ち 寄っ た の ち 、 手 取 川 | 座 馬 m 半 | 軸 ち 円 | <23| ^21| 498| 北 
扇状 地 に 開け た 鶴来 に 至る 。 新 西 金沢 一 鶴来 間 は a | ま 
1915( 大 正 4) 年 6 月 に 軌間 762mm の 蒸気 鉄道 で 開業 。 こり 生還 


し 、1921 年 8 月 に 1067mm 改 軌 と 電気 運転 を 開始 し 
た 。 こ の こと か ら 、 新 西 金沢 を 発車 し た 電車 は 、 
半径 80m の 急 カ ー ブ を 時 速 15km の 速度 制限 で 進 
む 。 鶴来 は 車輌 工場 と 鉄道 部 事務 所 が ある 終端 駅 
で 、1980 年 9 月 まで は 新 寺 井 に 向かう 能美 線 が 分 
岐 し て いた 。2009 年 10 月 末日 まで は 2.1km 先 の 加 
賀 一 の 宮 に 通じ 、 か つて その 先 、 白 山下 へ も 金 名 
線 が 通じ 、 石 川 ・ 能 美 ・ 金 名 3 線 を 合わ せ て 石川 総 
線 と 称し て いた 。 今日 で は 石川 線 の み と な り 、 東 
急 7000 系 と 京王 3000 系 の 2 輌 編成 が 行き 交 う 。 

浅野 川 線 は 、JR 金 沢 駅 前 の 北 鉄 金沢 を 起点 に 、 
浅野 川 の 堤防 に 沿っ て 市 内 を 北上 し 、 大 野川 が 日 
本 海 に 注ぐ 内 灘 に 至る 。 北 鉄 金沢 は 2001 年 3 月 か 
ら 地 下 駅 と な り 、 そ れ に 先立つ 1996 年 12 月 、 車 
軸 を 不燃 化す る 必要 か ら 元 京王 井の頭 線 3000 系 の 
導入 と 1500V 昇 圧 を 実施 し て いる 。 両 線 の 電圧 が 異 
な っ て し まっ た こと か ら 車 輌 の 行き 来 は で き な い 。 
主要 沿革 年 表 


1915( 大 正 4) 年 6 月 22 日 石川 電気 鉄道 新野 々 市 (更新 西 例 沢 ) 一 鶴来 間 開 茶 
(762mm: 蒸 気 ) 

1921 (大 正 10) 年 8 月 1 日 | 1067mm 改 軌 、600V 電 気運 転 開始 
1926( 大 正 15) 年 5 月 1 日 浅野 川 電気 鉄道 セツ 屋 一 新 須 崎 間 開業 (1067mm*600V) 
1980( 昭 和 55) 年 9 月 14 日 | 能美 線 廃止 

1984( 昭 和 59) 年 12 月 12 日 | 全 名 線 休 止 (1987 年 4 月 29 日 廃止) 

1996( 平 成 8) 年 12 月 19 日 | 浅野 川 線 1500V 昇 圧 

2009( 平 成 21) 年 11 月 1 日 | 玲 来 一 加賀 一 の 宮 間 廃止 


^ ム 古本 金 RO 拓 計 
残る 15km/ ル 制限 は 半 
始ま っ た 歴史 を うに 5A る 


ム 浅野 川 線 の 中 聞 季 ジ 


会 社 概要 

司 白山 市 稚 来 大 由 
(鉄道 部 ) 

1, 815 百 円 
名 古屋 鉄道 140% 
北国 銀行 34% 


路線 概要 
<ER e108" 


敵 来 問 13 


町 = の 97 


夏 同 を 受け て 石川 線 の 田園 風景 を 快走 する 7102-7112。 18.7.16 井口 ー 小 柳 


ょ 受け 能登 に 分 ける 
を 起 京 に 和倉 温泉 、 能 登 中 島 
JI も 局 何 水 に 至る 。 

て 通じ た 鉄道 は 1898( 明 治 31) 
ー 矢 田 新 ( 後 の 七尾 港 ) 間 


に 当時 は すでに クウ リマ 社会 
し 再 法 の 基準 年 度 (1977 ご 79) の 輸 
45 人 tm 日 で 、 第 1 次 ・ 第 2 次 廃止 選定 
ア し た も の の 第 3 次 選定 は 免れ な い 状 況 
石川 県 は 能登 振興 の 見 地 か ら 鉄 道 は 必 
og7 年 に の と 鉄道 を 設立 し 、1988 年 3 月 
- 能 登 線 を 転換 開業 し た 。 一 方 、 七 尾 線 は 1991( 平 
月 の 津幡 一 和倉 温泉 問 電化 と 同時 に 、 七 尾 
_ 島 間 の 第 2 種 鉄道 事業 者 が の と 鉄道 と な っ た 。 
< の う ぁ 旅客 の 少な い 穴 水 一 輪島 間 が 2001 年 4 月 1 
日 に 廃止 。 能登 線 も 2005 年 4 月 1 日 廃止 に 至っ た 。 
能登 線 廃止 後 の 営業 区 問 は 七尾 一 穴水 間 で 、 能 
廃止 の 年 2005 年 に 新潟 トラ ン シス で 新造 され 
た NT-200 形 7 博 が 全 在 籍 車輌 と な っ て 、 最 大 2 輌 
晴 成 で 七尾 一 穴水 間 を 走行 する 。 
年 表 
1925( 大 正 14) 年 12 月 15 日 
1987( 辿 和 62) 年 5 月 1 日 
1988( 人 63) 年 3 有 25 日 
1992( 成 3 年 9 月 1 日 


2001 冬 13) 年 4 月 1 日 
2005( 式 7 年 4 月 1 日 


yu 記 度 は 2 


七尾 線 七尾 一 和倉 ( 現 和倉 慢 泉 ) 間 開業 

の と 鉄道 設立 

穴水 一 央 島 間 転 換 開業 

七尾 一 輪島 問 を 第 2 種 鉄道 事業 者 と し て 開業 
穴水 一 輪島 間 廃 止 

穴水 一 刺 島 間 廃 目 


1.734 | 
1.194| 
| 

466| 
479| 
4A13 
15 
71| 

] 


| 位 | 990 年 度 | rg99 年 度 


2.599 
974[ 


656| 

900 
4244| 
28 


103| 


2009 年 度 
770 
872 


180 
346 
4183 
7 

37 


マ Y 大 津川 を 渡る NT-200 形 8 輌 編成 。 '06.5.4 田鶴 浜 一 笠 師 保 


e 中 徹久 で 己 昌 本 馬 廿 最 誤 9 さ 上 帳 間 


会 社 概要 
画 | 鳳珠 郡 穴 水町 大 町 チ 24 番 地 2 
450 百 万 円 


| | 株 石川 県 33.6%、 北 国 銀行 5.096、 


能登 町 4.2%、 北 陸 銀 行 4.2%、 
握 能 信用 人 金庫 4.0% 


路線 概要 
< 七尾 線 > 
七尾 一 穴水 間 33.1km、1067mn 単 線 、 
内 燃 動 力 、 特 殊 自 動 閉塞 式 、 
25.0%。、R 250m、『12 箇 所 
最大 2 輌 、8Okmh 
※ 第 2 種 開業 線 第 3 種 事業 者 は JR 
西日本 
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え ち ぜ ん 鉄道 < こと 


京 福 越前 線 を lt a 同軸 | 1990 年 度 |1999 年 度 |2009 年 度 

1 罰 有朋 的 継承 し た 第 三 セ クタ ー E fA | 3855| 30381 9 ーー 0 

計 WR MAB | 2037| 1673 LT あ た 4 
福井 を 起点 に 九頭竜 川沿 っ て 勝山 に 至る 勝山 | 介 直 | | | | 

3 Co* トール ペー 本 | 青 万 円 | 1.254 64 (だら 敗 : 

EE あわ ら 湯 の まち を 経て 三国 港 に 至る 三 PE エコ En] r685| 1297| 1933| 了 ン 福 

国 芦 原 線 か ら な る 。 勝 山 永 平 村 線 は 京都 電灯 越前 | 天下 | 91 4331 222| 中 ロー 

= 1 38 3 6 

電鉄 線 と し て 開業 し 、 三 国 芦原 線 は 三国 芦原 電鉄 wl 19| | 1!5| 人 人 

が 開業 し (こも 戦時 中 の 電 力 統制 令 に に リ 電力 会 社 1990・1999 年 度 は ョ 福 電気 鍼 道 福井 鉄道 施 数 値 | 

1" 


の 鉄道 兼営 が 禁止 され 、 京 都電 灯 の 鉄道 事業 が 分 
離 独立 し た 会 社 が 京 福 電気 鉄道 で 1941 年 3 月 2 日 に 


誕生 し た 。 京 福 電鉄 は 1944 年 12 月 まで に 三国 芦原 | 
電鉄 、 丸岡 鉄道 、 永 平 寺 鉄道 を 合併 。1965 年 当時 - 98 
の 京 福 福井 支社 鉄道 部 は 93.8Km を 営業 、 車 輌 数 は 
貨車 を 含む と 150 輌 に 達し 、 一 日 平均 4 万 人 の 旅客 提 
と 1 千 t 以上 の 貸 物 を 運ん だ 。 そ の 後 、 乗 客 減 か ら | 
路線 の 縮小 が 続い た の は 全国 の ロー カル 私 鉄 共通 、 } 
の 現象 で 、1992 (平成 4) 年 2 月 に 京 福 は 永平寺 線 と 
越前 本 線 東 古市 一 勝山 間 の 廃止 を 表明 。 そ の 後 も i 
赤字 補填 を 受け な が ら 営 業 を 継続 し た が 、2000 年 腸 


12 月 に ブレ ー キ ロッ ド 破 断 に よる 正面 衝突 、2001 
年 6 月 に も 正面 衝突 事故 が 発生 し 、 そ の 翌日 より に コ 
線 の 運行 を 停止 。 永平寺 線 は 2002 年 10 月 21 日 付 で 
廃止 と な っ た が 、 勝 山 永平寺 線 (lg 越前 本 線 ) と 三国 
芦原 線 は 第 三 セ モク ター え ち ぜ ん 鉄道 と し て の 存続 
が 決定 し 、2003 年 7 月 20 日 か ら 約 半分 の 路線 長 で 
開業 し 、 同 年 10 月 19 日 に 両 線 は 全 通 し た 。 
主要 沿革 年 表 

1914( 大 正 3) 年 2 月 11 日 京都 電 燈 越前 電鉄 線 新 福井 一 市 荒川 (下越 前 竹原 
付近 ) 間 開業 ( 雪 間 1067mm'600V) 
1928( 昭 和 3) 年 12 月 30 日 三国 芦原 電鉄 福井 ロ 一 芦原 ( 現 あ わら 湯 の ま ち ) 間 開 業 
1942( 昭 和 17) 年 3 月 2 日 京 福 電気 鉄道 発足 


2001 (平成 13) 年 6 月 2 日 | 全線 運行 停止 
2003 (平成 15) 年 10 月 19 日 | え ち ぜ ん 鉄道 と し て 全線 の 営業 再開 基 | 


デー ん 震 原 を 力 定 する 6103。 
'10221 保 


%、 あわ 5 市 6.9% 


路線 概要 トー 
全線 で 137 箇 所 1.09 


\ 


収穫 の 頃 、 坂 井 平野 を 快走 する 600g+6001 。 '10.9.17 三国 芦原 線 下 兵庫 一 西 長 田 


車輌 の - 


よ 線 は 、 編 井 と 越前 市 武生 を 結ぶ 福 


名 


1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 


家電 鉄 叫 - は 北陸 本 線 ゎ 通 じ て い て 、 両 線 は 最も 
逢っ も 2kn 程 度 で 、 並行 路線 と 言え 
明 れ て い i dpc 

を 取得 する こと は 困 


。 が 、 福武 線 の 前 身 ・ 福武 電気 


。 し か に 

8 pe そ 兵員 輸送 を 大 義 
妊 を に し た の で あろ う 。 

の を に 臣 生 新 ( 前 武生 ) 一 兵 党 
1933( 昭 和 8) 年 1 0 月 に 福井 駅 
o 柱 井 市 内 の 路線 は 1945 
と 1948 年 08 日 の 月 災 で 被害 を 党 
が 1ogO 和 11 月 に 京太 え ち せん 鉄道) 三 還 
田原 町 まで 延長 同時 に 福井 駅 前 へ の 路線 を 市 
名 病 前 で スイ ッ チ バッ ク す る 線形 に 切り 替え た 。 

長らく 鉄道 線 の 大 型 車軸 が 軌道 線 に 乗り 入れ て 
いた が 、2006 年 4 月 1 日 が ら 低 床 車 主力 に 変わ り 、 
g 駅 の ホー ム は 切り 下げ られ て いる 。 また 2008 年 
12 朋 に 名 鉄 が 経営 か ら 撤退 し 、 地 元 資 本 と な っ た 。 


福武 電気 鉄道 は 


琶 沿革 年 表 
1921 (大 10) 年 1222 日 
1924( 大 正 13) 年 2 月 23 日 
1941( 胡 和 16) 年 7 月 2 日 
1945( 婦 和 20) 年 8 月 1 日 
1998 ぎ 成 10) 年 11 月 30 日 
2006 生 成 18) 年 4 月 1 日 
2008 還 成 20) 年 12 朋 29 日 


福武 電気 鉄道 設立 
天 生 新 (前 武生 ) 一 捧 営 ( 玉 明 ) 間 開業 (1 067mm'600V) 
南越 鉄道 を 合併 

靖 清 電気 鉄道 と 合併 し 、 福 井 鉄道 設立 

昼間 時 普通 20 分 ヘッ ド に 変更 

低 床 車 中 心 の 運行 に 変わ る 

名 古屋 鉄道 が 経営 か ら 撤退 し 、 地 元 資 本 と な る 


oi ] 
ご |- モ 
RE AS01-s.sno 2 
a 3 編成 は 多 客 時 中 心 に 運用 さ 
c され て いる 。 


式 車 は 20] 


6 年 度 


, 未 まで に ー に 
こ 低 床 車 に 置き換え られ る 予定 。 '12.4.17 家 ス ー サ ンド ー ム 西 


ee 


京 福 三国 芦原 線 
田 訪 
0 
a 


町 
市 役所 前 に Le 
か 
ま 
8 


A ci ーー W4 
ーー で 
re 


ム ム 主力 の 低 床 還 は 名 鉄 岐 時 BOOV 
線 区 の 廃止 に より 転入 し た 。 急行 は 朝 タ 
の 運行 で 、 市 役所 前 で スイ ッ チバ ッ ク し 


| て ヒゲ 線 と 呼ば れる 区 間 に 進入 する 。 
| 124.17 


> 上 鯖江 改め サン ドー ム 西 に 着い た 


| モ 八 6 10- ク 八 610。 名 古屋 市 営 地 


下 鉄 名 城 線 1 000 系 車体 に 豊橋 鉄道 
] 900 系 の 電装 品 を 組み 合わ せ て 
1999 年 1 1 月 に 登場 。 '12.4.17 


会 社 概要 


所 越前 市 北 府 2 丁目 5 番 20 号 


軸 | 100 百 万 円 

[株 | 逢 尋 商 工 会 議 所 6.8%、 まち づく けり 福井 6.8 
4 式 生 商工 会 講 所 5.4%、 福 井 市 福井 伯 
首 福 井 線 サ ポー ト 団 体協 議会 福井 鉄 道 
福武 線 利用 促進 舌 江 市 民 会 講 : 直 前 市 
福武 線 を 応援 する 連絡 協議 会 名 405% 


路線 概要 
越前 武生 一 田原 町 間 20.9km、 市 役所 前 
ー 福井 駅 前 間 0.5Km、 1067m 単 線 ( 花 
部 田原 町 間 4.0km お よび 市 役所 前 一 
福井 駅 前 間 0.5km 複 線 )、 直流 600V、 自 
動 半 案 式 (武生 新 一 鉄 哉 分界 点 間 18. 
km) "24.8%、R 50m、『1 無 65 箇 


所 632m、 最 大 2 輌 、65km/ 


人 症 yg 
通勤 客 主 体 の 大 雄山 線 


三島 を 起点 と し て 伊豆 半島 の 西側 を 狩野 川沿 い 
に 走っ て 修善 寺 に 至る 駿 豆 線 と 、 小 田原 を 起点 と 
し て 狩 川治 い に 大 雄山 に 至る 大 雄山 株 か ら 成 る 。 

駿 豆 線 の 前 身 は 、 雨 宮 敬 次 郎 ら の 経営 に よる 豆 
相鉄 道 で 、1067mm 軌 間 の 燕 気 鉄道 と し て 1898( 明 治 
31) 年 5 月 に 三島 町 ( 更 三 島田 町 ) 一 南條 ( 現 伊 豆 長岡 ) 間 
が 開業 し た 。 当 時 の 東海 道 本 線 は 御殿 場 回 り で 、 初 
代 三 島 ( 現 下 土 狩 ) へ の 接続 を 果たし た の ち 、1934 
(昭和 9) 年 12 月 に 現在 の 線形 と な っ た 。 国鉄 か ら 
の 週末 温泉 列車 の 直通 は 1933 年 5 月 か ら 始 まっ て 
いて 、1981 年 10 月 か ら は 国鉄 直通 列車 が 特急 化 さ 
れ 、〈 踊 り 子 〉 の 乗 入 が 今日 に 至る 。 線 内 列車 は 全て 
20m 級 3 輌 編成 で 、 ェ 西武 701 系 の 1100 系 2 本 、 自 社 
発注 冷房 車 3000 系 6 本 、 オ ー ル クロ スシ ー ト 車 7000 
系 2 本 が 運用 に 就く 。 く 〈 踊 り 子 〉 は 社 線 内 で は 快速 抜い 
で 料金 は 不要 で ある が 、 通 学 定期 で は 乗車 で き な い 。 

大 雄山 線 の 前 身 、 大 雄山 鉄道 は 、 道 了 尊 で 有名 
な 最 乗 寺 へ の 参 語 鉄道 と し て 1925( 大 正 14) 年 10 
月 に 開業 し た 。 今日 で は 小田 原 近郊 の 通勤 ・ 通 学 
路線 の 色彩 が 強く 、 終 日 12 分 間隔 の 運行 。18m 級 
93 輌 編成 の 5000 系 7 本 が 所 属す る 。 
主要 沿革 年 表 


1898( 明 治 31) 年 5 月 20 日 | 豆 相鉄 道 三 島町 ( 現 三 島田 町 ) 一 南 修 ( 現 伊豆 長岡 ) 
間 開 業 (1067mm・ 蒸 気 ) 


1918( 大 正 7) 年 8 月 10 日 | 駿 豆 鉄道 三島 町 一 大 場 間 600V 電 気運 転 開始 


1925( 大 正 14) 年 10 月 15 日 | 大 奴 山 鉄道 ( 人 小田原 一 大 雄山 間 開 研 (1067m-600V) 
1941 (昭和 16) 年 8 月 23 日 | 駿 豆 鉄道 が 大 雄山 鉄道 を 合 億 
1957( 昭 和 32) 年 6 月 1 日 | 伊豆 箱根 鉄道 に 社名 変更 

1976( 昭 和 51) 年 11 月 25 日 | 大 雄山 線 1500V 昇 圧 

2009( 平 成 21) 年 4 月 1 日 | 駿 豆 線 で 駅 収受 方 式 の ワン マン 運転 開始 


輸送 の 推移 ( 駿 豆 線 
[EE 1990 和 度 | 1999 征 度 |2009 年 度 | 恒 
| 際 遂 A 須 | 千 旭 | 14831| 12822| 10461 
| 輸送 密度 に 18.145| 15591| 12.301 
[am| 主 昌 | | - | - 
営業 収入 | 百 万 円 2.473| 2255| 1.795 
[ 衝 生 貞本 | 2353| 1g98| 1751 
| 二村 | 碧 万 円 | 90 | 44 
車 績 数 | 本 52 50 35 
笠寺 員数 2 212| 176 


ネ * 十 国 評 銅 素 線 を 含む 


和田 河原 で 行き 違う 5000 系 車輌 。5001-5002-5501 は 1984 年 製 の 1 次 車 。5011.50jz 
5506 は 1993 年 製 の 6 次 車 。 


'08.8.14 


1308-1408-8808 に よる 修善 寺 行 。 


WWBB 加 lg HT HI* 
= = 


3009- 3010- -3505 に よる 修 凌 寺 行 。 3000 形 第 5 編成 は 1 987 年 で 直 時 ステ ン レス 


ボディ ー と な っ た 。 


"11.10.8 大 仁 一 政之 郷 


修善寺 


会 社 概要 
三島 市 大 場 300 番 凶 
賠 640 百 万 円 
腺 | 西武 鉄道 73.5% 


ri9.7%。、R 200m 
W51 箇 所 600m、 最 大 
< 大 雄山 線 > 106 人 0 
小田 原 一 大 雄山 上 
単線 、 1500V 由 
26.5%、R 100 as 70e 
wt31 箇 所 199m 最大 3 


を 者 ン リツ ツー ト ライ * 
ー 介 誠 を < リゾ ー ト ラ イン 仙 |1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 | 
る 9841| ezse| saeo 
ーー 12.842 8.485 965 


大 株 の 終点 伊東 か ら 、 伊 豆 半 島 の 東海 岸 を 45.7 
Jf 全 急 下田 に 至る 。 半 島 で の 鉄道 計画 


+ 
7095| 5,898| 4.640 
6683| 6250| 4418 


m 南 トレ (人 正 11) 生 制定 の 枚 正 鉄道 設 法 で 吉海 | 

1 グー 示さ れ た が 、 国 鉄 と し て 開 葉 し た の = に 55 

ーー る あっ た 伊東 一 下田 間 は 、 伊 豆 開 473| 32el rg 伊豆 鈴川 

0 東京 急行 電 鉄 に よっ て 、 列 会 社 方 式 で ンタ | 

る ビー 6) 年 12 月 に 開業 し た ren 

1 導水 浴場 、 ゴ ルフ 場 な どの 観光 、 リ 

多数 あり 、 涯 都 較 か ら JR 特 急 が 乗入れ で 
| 


ノー 車 は JR185 系 ( 嘱 り 子 / 251 系 (スー パー 
る 生 っ 、 が 最大 10 細 で 運転 する 。 また 、 伊豆 急 
ー ト 踊り 子 〉 も 走る 。 伊豆 急 の 代表 車 


に 配 し 

1993 年 の 5 
1 湊 車 、2009 年 ! 
ドルフィン 号 )4 次 車 (黒船 電車 )5 次 加 (アル ファ ツリ 


リー ト 21) が 活躍 し て いる 。 開業 時 か ら 活躍 を 続け た 100 
系 は 、2002 年 に クモ ハ 1 03 号 車 1 輌 の み を 事業 用 車 と し 
て 狐 全廃 と な り 、201 1 年 に は 本 線 営業 運転 に 復活 し 貸 
』 出 還 な ど で 活躍 し て いる 。2004 年 か ら は 東急 電鉄 か ら 
の 議 巡 還る 8000 系 3 輌 編成 15 本 が 在籍 し て し \ る 。 


近 沿 年 表 
1959 和 34 年 4 月 1 
1961( 加 和 m96) 年 2 月 20 日 
1951( 四 936) 年 12 有 10 日 上 | 伊東 一 伊豆 名 下田 間 開 業 (1067mm'1500V) 
1969( 人 44) 年 7 月 1 日 | ATS 合 用 開始 

1980( 略 和 55) 年 10 月 1 日 | 貨物 営業 廃止 

1985( 牛 和 60) 年 17 月 20 日 || "リゾ ー ト 21 "運転 開始 


| 


伊東 下田 電気 鉄道 設立 
伊豆 急行 に 社名 変更 


| ム AA 8000 系 3 輌 編成 X2 の 6 輌 編 
| 成 。8000 系 の 増 備 に より 200 系 


は 2008 年 12 月 14 日 に 営業 運転 
| を 終了 し た 。 "11.108 
稲 科 一 河津 


| 。 2100 系 第 4 編成 「 黒 船 電車 ]。 
| 2100 系 は 第 3 編成 「 リ ゾー トド ル 
| フィ ン 」 と 第 5 編成 「 ア ルフ ァ リ ゾ 
| 一 ト 21」 の 3 編成 が 残る 。 

| '0586 今井 浜 海岸 一 伊豆 稲取 


会 社 概 要 
伊東 市 八幡 野 1151 番地 


90 百 万 円 
伊豆 急 ホー ルディ ング ス 100.0% 


路線 概要 
伊東 一 伊豆 急 下田 問 45.7M、 
1067m 単 線 、 直 流 1500V、 
自動 閉塞 式 、 26.0%.、R 300m 
31 人 箇所 17.840 中 
闘 173 箇 所 2.025m、 
90km/h 


圏 圏 国 


最大 10 輌 、 


11.10.8 川奈 一 富戸 


a 


貨物 廃止 で 存廃 の 岐路 に 立つ 


東海 道 本 線 吉原 か ら 分 岐 し て 、 富 士 市 吉原 地区 
を 3 分 の 2 周 す る よう な 線形 で 岳 南 江 尾 に 壮 る 

吉原 は 東海 道 の 宿場 町 と し て 栄え た が 、 東 海道 
本 線 は 中 心 部 を 通ら ず 、 街 外れ に 鈴川 ( 現 吉 原 ) 駅 
が 開設 され た 。 中 心 部 と 鈴川 駅 を 結ぶ 岳 南 鉄道 の 
開業 は 、 戦 後 1949( 昭 和 24) 年 11 月 で 、 鈴 川 一 旧 左 
富士 信号 場 間 1.7km は 1936 年 開設 の 日 産 自動 車 再 
用 鉄道 を 利用 し た 。 富 士 南 麓 に 広がる 裾野 に 位置 
する 岳 南 地方 は 、 豊 富 な 湧 水 と 森林 を 利用 し た 製 
紙 業 が 発達 し 、 田 子 ノ 浦 港 を 背 に し て いた こと か ら 、 
高度 成長 期 に は 、 自 動車 、 食 品 、 医 薬品 工業 な ど 
の 工場 が 林立 し 始め た 。1969( 昭 和 44) 年 度 の 貨物 
輸送 量 は 99.9 万 t に 達し 、 長 らく 貨物 収入 が 旅客 
収入 を 上 回 っ て いた 。 し か し 、1970 年 代 以 降 は 貨 
物 の トラ ッ ク 輸 送 へ の 移行 が 進み 、 1984 年 2 月 に 
国鉄 貨物 が 拠点 問 輸送 中 心 に 方 針 転 換 が な され る どき 
ー 般 資 物 中 心 で あっ た 岳 南 の 貨物 は 大 打撃 を 被り 、 
2009 (平成 21 ) 年 度 は 6.6 万 t に まで 落ち 込ん だ 。 
201 1 年 に 入っ て JR 貨物 が 連絡 運輸 休止 方 針 を 固 
め 、 丘 南 鉄 道 貨物 は 2012 年 3 月 16 日 限り で 運行 を 
終了 し た 。 減っ た と は いえ 年 間 4.317 万 円 (2010 
年 度 ) の 収入 を 失う と 営業 継続 は 困難 と な り 、 富 
市 長 は 2014 年 度 ま で の 公 的 支援 を 表明 し て いる 。 


主要 沿革 年 表 

1936( 昭 和 11) 年 8 月 5 日 | 日 産 重工 業 専用 鉄道 運行 開始 

1948( 昭 和 23) 年 12 月 15 日 | 岳 南 鉄道 設立 

1949( 昭 和 24) 年 11 月 18 日 | 鈴川 (吉原 一 吉原 本 町 間 開 業 (1067mm・1500V) 
1953( 昭 和 28) 年 1 月 20 日 | 岳 南 富士 剛一 岳 南 江 尾 間 開 業 に より 全 通 
1969( 昭 和 44) 年 9 月 10 日 | 1500V 昇 圧 

2012( 平 成 24) 年 3 月 17 日 | 異 物 列車 運行 廃止 


ム ム 岳 南 富士 岡 で 顔 を 所 が 
| 7002 と 8001-8101。 い 純 隊 
京王 3000 形 で 、 他 に 7001 ど 9 
| が 在籍 する 。 旅 客数 は ピー208 

放 に 落ち 込ん で いる 。 


[gD 
^ 貨物 列 庫 の 和束 ma 
ら 1 97 1 年 に 吾 り 受け た 
は 2005 年 1 月 か ら 大 還 5 
原 の 支援 沙 色 と な っ た 
は オリ ジ ナ ル 塗 名 を 買い 


岳 南 江 尾 に 留置 中 の 7001。 岳 南 江 尾 は 東海 道 新幹線 の 脇 に 位置 する 。 "11.10.8 


100 


し すず す お か て つど う 


1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 庶 


oe a 
同一 清 都市 間 電 車 ss : 
ーー 部 と 江 少 都市 ・ 消 水 を 結ぶ 者 市 so | War 

am に 13 の 中 間 駅 が あり 、 平 均 駅 間 下 [52I 才 | izr| soz is 放 ed 
" 0 と 短い ゃ 起点 の 新 静 岡 は 、JR 静 岡 駅 の | 1.689| 1.547| 1.727 賠 っ 水 
前 7057 きじ 、 パ スタ ー ミ ナル と ショ ッ 上 寺 軸 上 加 | 2 2 2 5 ン 
MO の 介し し する 。 古庄 一 県 総合 運動 場 従業 員数 | 人 150| 120| 94 肖 0 2 
ピンク 線 と 新 電線 を 乗り 越し 、 狐 ヶ 崎 一 入 し sus 
東海 + 東 海道 本 線 と 複々線 の よ うに 並 走 す = 
間 人 長 186m の オー ルス テン レス 車 ク 
5 0 クハ 1500 形 2 輌 編成 が 12 編 成 あ 
で で も 6 ご 7 分 間隔 で 走る 、 全 列車 が ワン 
の で ある が 、 全 駅 に 券売 機 ・ 自 動 改札 機 が 
に 計れ くい 運転 土 は 運賃 収受 を 行なわ な 
4 


い 1994 年 6 月 2 日 か ら は 地方 民 鉄 で は 初め て スト 
ミ フ ェ ア シ ステ ム を 導入 し て いる 。 急 行 運転 
は ー 時 廃止 れ た が 、2011 年 10 月 に 平日 朝 の 急 
行 運転 復活 し 、 新 静岡 行 通勤 急行 の 一 部 は 県 総 
4 運転 場 で 先行 する 普通 を 追い 抜き 、 新 清水 行 急 
行 は 、 先行 の 県 総合 運動 場 行 普通 と 接続 する 。 

当 線 の ルー ツ は 、 私 鉄 王 と いわ れ た 雨宮 敬二 郎 
統 営 の 軌間 762mm の 蒸気 軌道 で 、1908( 明 治 41) 年 
に 詳 町 ( 表 新 静岡 ) 一 辻村 (更新 清水 ) 間 が 開業 し た 。 


3 沿 半 征 表 
1908( 明 治 41) 年 12 月 9 日 


大 日 本 軌道 静岡 支社 鷹匠 町 ( 現 新 静岡 ) 一 辻村 

( 現 新 清水 ) 間 開業 (762・ 蒸 気 ) 

殿 遠 電気 に より 1067mm 改 軌 ・600V 電 気運 転 開始 
静岡 電気 鉄道 に より 複線 化 な る 


1920AE 9 年 8 月 2 日 
1934( 剛 9 年 8821 昌 
1943( 和 8) 年 5 月 15 日 | 青 賠 鉄道 発足 

1945( 隊 20) 年 12 有 27 日 | 和 道 か ら 地 方 鉄道 に 変更 
1975( 昭 和 50) 年 9 月 1 日 | ワン マン 運転 開始 
290 有人 5 | ET : 
| ンプ 靖 4 長沼 に は 車輌 工場 が あり 、 新 
| ジン と と 静岡 一 柚木 間 、 長 沼 一 新 清水 間 に 
| 5 区 間 列 車 が ある 。 '08.8.14 


^ 東海 道 新 幹線 と 東海 道 本 線 を 

詩 乗り 越し て 県 総合 運動 場 前 に 進入 

語 語 請 する 1507-1007。2008 年 に 静岡 
ーー EE 清水 線 開 業 100 周 年 を 迎え た 。 

= '08.8.14 古庄 一 県 総合 運動 場 


に 
| IF| 
mml HH 則 


会 社 概要 
| 静岡 市 葵 区 鷹匠 1 丁目 1 番 1 号 
a ; 置 1.800 百 万 円 
ーーー 押 東京 急行 電鉄 3.9%、 
| ‘ 静岡 銀行 3.7% 
路線 概要 
区 新 静岡 一 新 清水 間 10.8km、1067 
mm 複線 、 直 流 600V、 自動 閉塞 式 、 
30.0%。、 R 100m、 「 無 、 


re < 
CR Ke ; 
49 は 700m ほ と 前 れ て いる ' 科 33 箇 所 420m、 最 大 2 輌 、70km/ 
。 08.8.14 入江 岡 一 新 清水 NO 


3 


ィ ビ 較 ご > ロ 
鉄 = Ed UN 固 WY 
イプ IM と 


T に ニョ ) < 会 社 概要 
o 本 天目 | 黄 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 = 
蒸 機 の 大 井川 本 線 Cs の / 人 と / ト の 井川 線 | 本 人 1.609| 1.159 918| 所 島田 市 金谷 東 2 丁目 1112 和 ig 
族 |DZim 昌 | 1442| 1045| 814| 園 70 百 万 円 < 
大 井川 本 線 は 、 金 谷 を 起点 に 、 大 井川 に 沿っ て 家 | 本 送 中 数 | 千 遇 | 2| 1| ご 遇 | 名 古屋 銚 道 10.5%、 中 7 
4 = j= 稚 業 収入 | 百 万 円 | 1.135| 951| 1034 : 靖 左 会 6 
山 、 下 泉 、 駿 河 徳山 を 経て 39.5km 先 の 千 頭 に 至る 。 | 生生 本 | 439| sez pa CSC 
開業 は 1927 (昭和 2) 年 6 月 で 、 幾 度 か の 部 分 開業 | 言 区 普 | 百 円 コパ ーー ln 
* a 車 縛 数 | 縛 | 120 し 1220 ご | 地 ママ アフラ ド ゆめ ち 
を 経て 1931 年 12 月 に 全 通 を 見 た 。 当初 は 蒸気 動 カ e024| ie| 198| Xo の Bp 
で あっ た が 、1949 年 11 月 に 直流 1500V 電 化 が 成 られ 、 電 気 機関 車 が 後押し する 


5 EPR 
り 、1951 年 8 月 か ら 電 車 運転 が 始ま っ た 。 し 


鉄道 を 守る た め に 考え 出さ れ た の が 、 蒸 気 機関 
車 の 運転 で あっ た 。1970( 昭 和 45) 年 に 千 頭 駅 構 
外側 線 を 使っ て 小型 蒸 機 の 保存 運転 を 開始 し 、1976 
年 7 月 か ら は 本 線上 を C11227 が 客車 列車 を 憲 引 す 
る 本 格 的 な 蒸 機 保存 運転 が 始ま っ た 。 

井川 線 の 軌間 は 1067mm で ある が 、 車 輌 限界 は 一 
般 の 4 分 の 3 と いう サイ ズ で 、 車 輌 は 軽便 鉄道 並 の 
大 き さ 。 営 業者 は 大 井川 鐵道 で ある が 、 資 産 は 中 
部 電力 の も の で 赤字 額 も 中 部 電力 が 負担 し て い 
て 、 電 源 開 発 に 伴う 補償 的 な 意味 合い が 強い 。 定 
住人 口 は 奥泉 と 接骨 峡 温 泉 に 少し ある だ け で 、 利 
用 客 の 大 半 は 観光 容 で ある 。 


主要 沿革 年 表 (大 井川 本 線 ) 
1925( 大 正 14) 年 3 月 10 日 | 大 井川 鉄道 設立 


1927( 昭 和 2) 年 6 月 10 日 


金谷 一 横 岡 則 開 業 (1067mm・ 蒸 気 ) 


1931( 昭 和 6) 年 12 月 1 日 


青 部 一 千 頭 問 開業 に より 全 通 


1949( 昭 和 24) 年 11 月 18 日 


1500V 電 気運 転 開始 


1976( 昭 和 51) 年 7 月 9 日 


蒸気 機関 車 牽 引 列 車 運転 再開 


主要 沿革 年 表 (井川 線 ) 


1935( 昭 和 10) 年 3 月 20 日 


大 井川 電力 専用 鉄道 千 頭 一 大 井川 発電 所 間 
運行 開始 (762mm 内 燃 ) 


1936( 昭 和 11) 年 11 月 19 日 


1067mm 改 軌 


1954( 昭 和 29) 年 4 月 1 日 


中 部 電力 専用 鉄道 大 井川 ダム ーー 堂 平間 運行 開始 に より 全 通 


1959( 昭 和 34) 年 8 月 1 日 


中 部 電力 専用 鉄道 引き 継ぎ 大 井川 鉄道 井川 線 開業 


1990( 平 成 2) 年 10 月 2 日 


アプ ト い ち し ろ - 接骨 峡 温 泉 問 新 線 に 変更 


井川 湖 
接 遇 温泉 井川 
| 長 貞 ダム 
千 豆 ! 


_ 路線 概要 


< 井川 線 > gl 
ンー 251067 f 
フト ui っ 2 8 
UP 
7783m 上 54 箇 2 


; 
PP 


CO : 11.10.9 抜 時 一 川根 温泉 笠間 渡 


i 


いん. 活 名 滑 を 眺め て 走る 


》 
』 川 7 
森 、 二 俣 を 経 て 浜名 


。、 こ の 経路 は 、 江 戸 
v 1922( 大 正 11) 年 公 
ネ 定 線 と な っ た が 、 全 線 開 
月 1 日 で あっ が: 全長 67.7 
語 し の 利用 寄 は 皆無 に 等 7 
前 川中 江 閑 ニ ヶ 日 一 新所原 間 は 利 
Aa 、 中 間 部 の 利用 客 は 少な い s* 結 
均 。 た 輸送 密度 は 2000 人 km 日 に 満た 
n57) 年 1 1 月 2 日 に 第 2 次 廃止 対象 線 

り 、 調 整 は 難 


賠 係 市 町 村 は 10 に 上 
し て は 第 三 セ クタ ー 私鉄 へ の 転換 


人 ゎ せ て 富士 重工 業 製 LE て 5 
R 本 転 本 数 は 国鉄 の 2 倍 以 上 に 弄 
寒 式 で 、 交換 可能 駅 
、1989( 平 成 1) 年 3 
』 ま で に 全線 が 特 狐 合理 化 を 
すす め た 。 運転 
、 朝 フッ シュ 時 の 掛川 方 は か な り の 泥 
『、 台 金 な が ら 赤 字体 質 が 続い て いう 。 
09 和 営業 赤字 額 は 年 間 2 人 を 超え 、 鉄 首 
の 色 営 改 療 問題 が 起こ つ て いる 。 


= 生 表 
( 放 遠 州 礎 ) 間 開業 


Wo 4B7B | 
1 件 年 4 月 17 


1936 偽 箱 1) 年 12 月 1 日 
1940 休 和 5) 年 6 月 1 日 
1985( 全 60) 年 3 月 14 日 | 催物 営業 廃止 

天 意 浜名 湖 鉄 道 設立 


1986( 劉 h61) 年 8 月 18 日 
1987( 由 和 62) 年 3 月 15 日 痢 川 一 新 所 原 間 転換 開業 


男 鉄 二俣 東 線 掛川 一 遠江 森 
(⑪ 067mm* 蒸 気 ) 

二俣 西 線 ニ ケ 日 一 新所原 間 義 業 

幅 江 礎 一 金 指 同 開 業 に よ リ ニ 俣 線 全 通 


rR 


ST 近 に 位置 ッ 
1 SS する 泊る 己 


貞 8 | 陣 第 ico0 99 |2009 8 
| 幼 用 | ん | 2344| 2078| 1574 (が 

| 度 | ん jm | | 2 
[ん | 163| 1002| 787| 西 鹿島 っ 、/ 、 
CT | ニタ 日 Ms a 
EL | 535| 523| 46 ダ / 掛 
EE | 2 

は に 613 683| 680| / 浜 / な 川 
人 失 和 | 理 記 円 | 478| 4160| 4244 と 当 ン 川 を もう 
ELE | | < A > 

ト | | 所 アテ ー デ ご 

| 愉 還 邊 | 大 | 79 内 89| 大 浜松 東海 道 本 線 


川 を 渡る TH21 10。 TH 
2100 形 は TH1 形 を 置き 換え る べ 
く 2001 2005 年 に 14 輌 が 新造 


され た 。 11.10.10 
西 鹿島 一 二 保 本 町 


調 A4 天竜 


| 会 社 概要 
司 浜松 市 大意 区 二 保 
番地 の 2 


630 百 万 円 
静岡 県 39.7%、 浜松 市 19.5 人 0、 


掛川 市 7.6%、 湖西 市 5.2%、 
静岡 銀行 48% 

路線 概要 

掛川 | 一 新所原 間 67.7Mm、 
1067m 単 線 、 内 燃 


町 阿 蔵 114 


Ea 


浜松 の 郊外 電車 は 12 分 間隔 で 運行 


JR 浜松 駅 に 近い 新浜 松 を 起点 と し 、 浜 北 を 経て 
西 鹿島 に 至る 。 浜松 の 近郊 路線 で 利用 客 は 多く 
全線 単線 で あり な が ら 終 日 12 分 間隔 の 運行 を 基本 
と し 、 昼 間 時 2 輌 、 ラ ッシュ 時 4 輌 編成 と な る 。 

浜松 一 鹿島 間 鉄 道 の ル ー ツ は 、1909( 明 治 42) 年 
12 月 開業 の 大 日 本 軌道 浜松 支社 に よる 板屋 町 ( 後 の 
遠州 浜松 ) 一 鹿島 ( 現 西 鹿島 付近 ) 間 の 蒸気 軌道 。 も 
と も と は 軌間 762mm で あっ た が 、 
4 月 に 1067mm 改 軌 、 直 流 750V 電 化 、 地 方 鉄道 改組 
が な っ た 。1927( 昭 和 2) 年 9 月 に 旭 町 ( 後 の 新 浜松 ) 
ー 遠州 馬込 間 の 旅客 営業 を 開始 し て 国鉄 浜松 駅 前 
乗り 入れ が 成り 、 長 らく 、 新 浜松 か ら 東海 道 本 線 
に 沿っ て 遠州 馬込 に 向かい 、 そ こ で スイ ッ チバ ッ 
ク す る 線形 が 続い た 。 
新浜 松 一 助信 間 2.64km の 高架 新 線 が 開通 し て 、 所 


し か し 、 


要 時 分 の 短縮 が 実現 し た 。 


電車 塗 色 は 赤地 に 白 帯 で 、 モ ハオ クハ の 2 輌 編成 
が 14 本 。 全 車 冷房 車 で 、18m 級 2 扉 車 が モハ 30 形 
エク ハ 80 形 、1984 年 か ら 新 製 さ れ た 1000 系 は 19 
m 級 3 扉 車 、1999 (平成 11) 年 か ら 登場 し た 2000 系 
は 外観 は 1000 系 を 踏 襲 し た も の の 、 シ ング ルアー 
ム パ ンタ グラ フ 集 電 、IGBT 素 子 を 用 いた VVVF イ 


ン バ ー タ 制御 と な っ て いる 。 


主要 沿革 年 表 


1923( 大 正 12) 年 


1985 年 12 月 1 日 に 


1909( 明 治 42) 年 12 月 6 日 


大 日 本 切 道 浜松 支社 板屋 町 ( 後 の 遠州 浜松 ) 


一 鹿島 ( 現 西 鹿島 付近 ) 間 開業 (762mm* 蒸 気 ) 


1923( 大 正 12) 年 4 月 1 日 


1067mm 改 軌 、750V 電 化 、 地 方 鉄道 改組 


1943( 昭 和 18) 年 11 月 1 日 


遠州 鉄道 成立 


1976( 昭 和 51) 年 4 月 1 日 


貨物 営業 廃止 


1985( 昭 和 60) 年 12 月 1 日 


新浜 松 一 助信 間 高 架 化 


本 9 


| 項 目 
| 輸送 人 中 
輸送 密度 
| 輸送 中 数 
| 営業 収入 


千 人 
hm 
百 万 円 | 


| 方 円 | 
中 半 | 百 万 円 | 


幅 


ョ ニー 


人 


- 新 . 


浜北 で 行き 違う 2101-8001 新 浜松 行 と 1506-1006 西 鹿島 行 。1000 形 は 7 本 、2000 形 は 4 本 在籍 


0 年 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 
ぅ 280| 9.359| 9.260 
0.476| 10 A 10.910 


1 307 | 1.743| 1.602 
1.391| 1.510| 1.327 
15| 233| 275| 
26 29| 34 
22| 121| 7 


浜松 aool 


"11.10.10 


会 社 概要 


所 浜松 市 東 区 西 ヶ 崎 町 6g8 
| 軟 | 3.800 百 万 円 
株 | 遠州 鉄道 従業 員 持株 人 


し iT 


3.5% 

マ 終点 西 鹿 島 駅 は 留 画 

30 形 キク ハハ 80 形 は ラッ ッ コ 8 | 

ん で いる こと が 多い 、。 1 
IO 


ママ ク 八 1504+ モ 1 


び て 力 走 す る 。 0 が 


II 


で て MM<7/ 間 W 
ヽ ゃ y oe ーー * 


ーー 


。 位 の 営業 距離 を 誇る 
鉄道 は 、 中 京 較 に 444.2Km に 及ぶ 鉄 ・ 軌 道 を 展開 

名 古 で 、 路線 長 で は 近鉄 ・ 東 武 に 次 いで 全国 第 3 
を 有 る 。 豊橋 一 名 鉄 名 古屋 ( 旧 新 名 古屋 ) 一 名 鉄 
の ) の 名 古屋 本 線 を 幹 に 、 そ こ か ら 分 岐 する 
』 旧 間 ( 引 な どの 準 電線 を 中 心 に 形成 れ て いる 。 幹 
っ JR 東海 と 講 合 し つつ も 都市 間 高 速 電車 と し 

し て いる が 、 路 線 網 の 末端 に は 不 採算 路線 
の ーー 日 平 均 輸 送 人 員 は 93.3 万 人 で 、 路 線 長 が 
0 重 鉄 の 約 1.2 倍 の 水準 で し か な い 。2005 
057 ョ に 息 600V 線 区 を 全廃 する な ど 、 近 年 、 不 採算 

め が 続き 長らく 私 鉄 2 位 で あっ た 路線 長 は 3 位 に 
の 輸送 密度 は 好転 し て いる 。 

を 直 屋 鈴 汗 は 、 1935 (昭和 10) 年 に 名 岐 鉄道 が 愛 
道人 人 し た 際 に 社名 を 変更 し た 。 

前 身 は 1894( 明 治 27) 生計 
に 行き 当たる 。 愛知 馬車 鉄道 は 京都 に 電車 が 開通 し た 
5 知っ て 電気 動力 に 計画 を 処 玩 へ 名 古屋 電気 鉄道 と 
を 変更 し た の ち 、 1898 年 5 月 に 笹島 (名 古屋 駅 付近 ) 一 
af 前 間 を 開業 し た 。 その後 、 市 内 線 を 延長 させ た ほ 
)、1912( 大 正 元 ) 年 以降 は 一 更 線 ( 桃 相島 橋 一 岩倉 一 西 印 
』 油 )、 大 山 線 (者 倉 一 大 山 問 ) な どの 郡部 線 を 開業 し た 。 
表示 か ら 大 正 期 に か け て は 多く の 都市 で 電気 鉄道 が 市 有 
化 さ れ 、 名 古屋 に お いて も 市 営 化 が 決定 。 郡 部 線 だ けが 名 
+ 記 寺 気 鉄道 の 第 2 会 社 と も いう べき 新 会 社 ・ 名 古屋 鉄道 
(I 民 ) に 引き 継が れ た 。 

を は 屋 鉄 首 は 1930( 昭 和 5) 年 に 岐阜 市 を 中 心 に 営業 基盤 
も っ て いた 美濃 電気 軌道 を 合併 し 、 社 名 を 名 岐 鉄道 と 改 


衝 1935 年 4 月 に 名 古屋 (押切 町 ) 一 新 岐阜 間 直 通 が な っ た 。 


賠 医 


名 鉄 岐阜 の 名 古屋 本 線 res 
張 の 発 落 線 4 - a = 
条 は S00 栓 の 半 表 線 4 本 が 別 是 で 埋まる 。 新 草 か ら 名 欠 提 へ の 


ーー 
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JR 東 海道 本 線 . 新 幹線 と の 併走 区 間 を 6500 系 (4 次 車 ) に よる 岩倉 行 が 
RR 895 59 00 系 (4 次 車 ) に よる 岩倉 行 が 栄 生 に 進 


愛知 電気 鉄道 は 、1910( 明 治 43) 年 11 月 の 設立 。1912 年 
2 月 に 伝馬 町 一 大 野 ( 現 大 野 町 ) 間 が 開業 し 、 翌 1913 年 に 神 
宮前 一 常滑 間 を 全 通さ せ た 。 その 後 、 東 海道 に 沿っ て 東進 
し 、1923 年 8 月 に 東 岡崎 、 1927 年 6 月 に 吉田 ( 現 豊 橋 ) に 達 
7 本 田 阿 糞 に あたっ は 単線 の 東 直 と 生 7 
線 を 敷設 し 両社 は 複線 と し て 共用 し た 。 全 通 と 同時 に 神宮 
前 一 吉田 間 63 分 の 特急 を 運転 し 当時 日 本 一 の 高速 運転 を 行 
中 会 社 概 要 

両 名 古屋 市 中 村 区 名 駅 1 丁目 2 番 4 号 
84,185 百 万 円 
腺 日 本 マス ター トラ スト 信託 銀行 4.5%、 

日 本 生命 保険 3.7% 


路線 概要 (全線 1067m) 
と は 平成 19 年 度 末 数 値 を 記載 
| < 名 古屋 本 線 > 
豊橋 一 名 鉄 岐阜 間 99.8KW、 複線 (神宮 
6 前 一 金山 間 2.2kn 複 々 線 )、 直 流 1500V、 
自動 開 寒 式 35.0%。、R160m、『118 箇 
所 10.016m、 壁 1 g54 箇 所 60.804m、 
呈 記 加 最大 8 博 、120km/ 
加 還 | < 西尾 線 > 
新 安城 一 吉良 吉田 間 24.7kn 単 線 、 
直流 1500V、 自動 閉 寒 式 、 ず 33.3、 
H 160m、『 無 、 立 1 54 人 箇所 6,458m( 消 
郡 線 を 含む ) 、 最 大 6 輌 、 100kmh 


開 < 三河 線 
蘭 貸 投 一 百 
市 間 1.4km・ 知 立 一 
3 ー 刈谷 市 間 1.6Km 神 線 
Rt 自動 閉塞 式 『 24.4%、 

4 a141 箇 所 7.923m、 最 大 


> 

市 問 39.8kn 単 線 ( 梅 地 一 豊田 
重 原 間 2.2km* 刈 人 
) 、 直 流 1 500V 
R160om.『「 無 
6 輌 、80km/h 


105 


106 


陸 寺 いい 1926 年 に 西尾 鉄道 を 合併 し 、1067mX 
也 を 進め 、 神 宮前 一 西尾 一 吉良 吉田 問 の 時 間 短 縮 を 
行なっ た 。 
公有 電 の 合 仲 は 、 名 古屋 市 長 が 仲介 役 と な っ て 実現 し 、 
き 併 条件 は 対等 で 名 岐 が 存続 会 社 と な っ た 。 合 併 は し た も 
の の 西部 線 (i 名 岐 ) と 東部 線 (g 愛 電 ) は 、 レ ー ル の 上 で つ 
な が り が な く 、 電 圧 も 西部 線 600V、 東 部 線 1500V と 異な 
つて いた 。 ま ず 1941 年 8 月 に 西部 線 が 新 名 古屋 ( 現 名 鉄 名 古 
屋 ) 地 下 駅 に 乗り 入れ 、1944 年 9 月 に 新 名 古屋 一 神宮 前 間 
が 開業 し た 。 こ の 時 点 で も 電圧 は 異な り 、 金 山 を 分 界 点 と 
し て 乗り 換え を 余儀 な くさ れ た 。 西部 線 の 1500V 昇 圧 が な っ 
た の は 戦後 1948 年 5 月 12 日 で 、 よ う や く 直 通運 転 が 始ま っ 
た 。 戦 時 中 の 交通 統合 で は 、1939 年 瀬戸 電気 鉄道 、1940 年 
泥 美 電鉄 、1941 年 三河 鉄道 、1943 年 知多 鉄道 ・ 竹 鼻 鉄 道 ・ 
東 美 鉄道 等 を 合併 し 、 ほ ぼ 現 在 の 路線 網 と な っ た 。 

高度 成長 期 の 名 古屋 鉄道 は 、 新 名 古屋 直通 と て フリー クエ 
ン シ ー 確 保 お が キー ワー ド で 、 幹 線 、 準 幹線 級 の 複線 化 と 、 
ネッ トワ ー ク か ら は ずれ た 岩倉 支線 (岩倉 一 小牧 間 ) 、 一宮 
線 (岩倉 一 東 一 宮 間 ) な どの 廃 線 が 進め られ た 。1955 年 に カ 
ル ダ ン 駆動 オー ル M 編 成 の 5000 系 が 登場 、1959 年 に は 料 
金 不 要 と し て は 日 本 初 の 冷房 車 5500 系 が 登場 。 そ し て 、 
1961 年 6 月 1 日 、 日 本 初 の 前 面 展望 車 ・ パ ノラ マカ ー7000 
系 が 運転 を 開始 し 、 そ れ を 機 に 名 古屋 本 線 最高 時 速 は 110km 
に 引き 上 げ ら れ た 。 鵜沼 か ら 国鉄 高山 本 線 乗り 入れ 列車 の 
運転 開始 は 1965 年 で 、 名 鉄 が 座席 指定 料金 を 徴収 し た 最初 
の 定期 列車 で も あっ た 。 昭和 50 年 代 は 新 線 開 業 が 相次い 
だ 。1978 年 8 月 に 瀬戸 線 栄 町 乗 信 、1979 年 7 月 豊田 新 線 開 業 
と 地下 鉄 鈴 薄 線 相 互 乗 和信 、1980 年 知多 新 線 内 海 延長 、1982 年 
羽島 新 線 が 開業 し た 。 閑散 線 区 の 合理 化 は 、1984 年 9 月 23 日 
の 広見 ・ 八 百 津 線 へ の LE-car 導 入 ・ ワ ンマ ン 運 行 に 始ま っ 
た 、LE-cgr 線 区 は 、1985 年 3 月 に 三河 猿 線 猿投 一 西 中 金 間 、 
1990( 平 成 2) 年 7 月 に 三河 線 碧 南 一 吉良 吉田 間 が 加わ っ た 。 
そし て 、2000 年 4 月 1 日 に 鉄道 事業 法 が 改正 され て 、 鉄 道 廃 
止 が 許可 か ら 届 出 制 に 変わ る と 、 三 河 線 碧 南 一 吉良 吉田 間 
路線 概要 (全線 1067m) 
< 筐 川 線 > 軌道 法 準拠 
国府 一 豊川 稲荷 間 7.2km 単 線 、 
直流 1500V、 自 動 閉 寒 式 、23.0%、 


R 200m、 由 無 、 吉 29 箇所 1.319m、 
最大 6 輌 、85km/h 


< 豊田 線 > 

赤池 一 梅坪 間 15.2km 複 線 、 直 流 1500 
V.、 自 動 閉 寒 式 . ず 34.5%。、R 281m、 
仙 5 箇 所 1.694m. 叶 92 箇 所 4.824m、 
最大 6 輌 、100km/h 


く 蒲 郡 線 > 

吉良 吉田 一 蒲郡 間 17.6km 単 線 、 
直流 1500V、 自動 閉塞 式 、 記 25.0%、 
R 240m、 最 大 4 輌 、85km/h 

< 常滑 線 > 

神宮 前 一 常滑 間 29.3km 複 線 、 

直流 1500V、 自動 閉塞 式 、 ず 33.2%、 
R 240m、 貼 無 、 催 155 箇 所 8,278m、 
最大 8 輌 、120Km/h 

< 築港 線 > 

大 江 一 東名 古屋 港 間 1.5km 単 線 、 
直流 1500V、 ス タフ 閉塞 式 、 ず 20.0 和 %%、 
H160m、「 無 、 早 5 箇所 14m、 全 て 4 輸 、 
60km/h 


空港 線 を 駆け 抜け る 2000 系 ミュ ー ス カイ 8 輌 編成 新 鵜沼 行 。 
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']2.2.5 中 部 国際 空港 一 りん くう 常滑 


< 各務 原 線 

名 鉄 岐阜 一 新 鵜 沼 間 17.6km 複 線 、 
直流 1500V、 自 動 閉 実 式 、『 33.3%、 
R 160m.『7 無 、 宮 64 箇 所 808m、 最 大 
6 縛 、100km/h 

< 犬山 線 > 

筆 畑 島 分 岐 点 一 新 嶋 沼 間 26.8km 複 線 、 
夫 流 1500V、 自動 閉 寒 式 『 30.0%、 


ss 


猿投 一 西 中 金 間 、 八 百 津 線 、 2E 計 タ 
2 され 、 2 は も e に まお 0 
を 年 10 月 1 日 は 、 0 で おら が 2 と 
0 。 名 鉄 の 鉄道 経営 が [規模 重 視 」 か ら 「 効 率 重 
」 へ 移り つつ ある こと を 印象 づけ た 。 
2005 年 2 月 開港 の 中 部 国際 空港 へ の アク セス 線 空 : 
関連 事業 の 一 環 と 6 


nn 
線 ア 線 直流 1500 RR 170m.『 無 、 門 112 箇 所 3.658m、 = 
km 単 訂 -a 博 、110km/ 同社 が 空港 線 常滑 一 中 
gd Be 17 7 i 第 空港 線 常滑 一 中 部 国際 空港 間 の 建設 を 行い 、 名 鉄 は 
WM Lg 0 a72 人 箇所 1:458m < 広見 線 > 2 種 事 業者 と し て 営業 。 合わ せ て 常滑 線 
Ph 7 大 8 績 、1000m/ 犬山 一 御 謝 間 22 3km 複 線 ( 新 可児 一 御 た 。 また 201 1 年 2 月 常滑 線 の 改良 を 実施 し 
2 韻 間 7Z.4km 単 線 ) 直 流 1500V、 自 動 閉 案 ー 11 日 に は IC カ ー ド manaca を 蒲郡 線 と 
a 株 、 30.0%%、R160m、「1 箇 所 73m 広見 線 を 除く 全線 に 導入 し て いる 。 
pe し 300%、 a77 箇 所 678m、 最 大 6 物 、90km/h , oo 
ルル 328 a 2 が | 
gt150 25n、 9 ご 津島 線 > 
。 25n 1 ggkm/h 須 ヶ ロー 津島 間 11.8km 被 線 、 直 流 1500 
4157m 3 自動 閉塞 式 す 35.0%、FH 200mJT1 舞 
i 06M 単線 上 飯田 一 9 78 箇 所 3.162m、 最 大 8 輌 、105Kmh 
基 ) 直 流 1500V、 飯田 < 尾西 線 > 
9 克則 弥富 一 玉ノ井 間 30.9km 単 線 ( 佐 屋 一 森 
人 goOm.、『「13 箇 。 上 問 116kmn 視 弥 ) 加 流 1500V、 自 動 半 
0 所 3.021m、 最 大 4 末 式 、35.0%、R270m、「 無 109 
第 2 導 開 前 所 5.394m 最 大 4 績 、100m 


上 証人 人 当 島 間 開 (1067m: 和 所! 
590 B 性 島 一 県庁 前 間 開 (1057mmOCT 
町 一 大 (天野 還 ) 凍 開 1067p・ ーー 
道代) が 名 古屋 電 所 多 首部 線 を 則り 8 ソー 
2 年 6 月 1 日 克 知 電気 鉄道 神宮 前 一 吉田 (加農 橋 ) 癌 全 迎 
る 古屋 鉄道 が 美 渡 電 気 軌道 を 合 人 Y p 


0 年 8R20 電気 
of 5 年 月 5 日 古屋 鉄道 が 名 設 鉄 道 に 社名 変更 
名 峡 鉄 導 条 一 宮 一 新谷 松 間 開 業 に より 名 岐 連絡 な る 
二 鉄道 を 合併 し て 名 古屋 鉄道 に 社名 変更 


gg 呈 和 0 8 月 1 日 
SA 
二 吉 線 1500V 距 圧 、 新 時 旧 一 豊橋 直通 澤 転 開始 (5 月 18 昌 
7959 陣 34 年 4 月 1 日 
961 大 6) 年 6 月 1 日 リン ラマ カー7000 系 営業 運転 開始 
1979 隊 M54 年 7 有 29 丁 線 開 業 、 地 下 鉄 生 舞 線 相互 直通 運転 開始 
た 見 ・ 八 百 津 線 で LE-car 運 行 開始 


(994 大 59) 年 9 有 23 日 
1993 庁 成 5) 年 8 月 2 日 線上 小田 井 に て 地下 鉄 吉原 相乗 開始 


0 系 急行 栄町 行 。 瀬 戸 線 は 古く は 堀川 を ター ミナ ル と し 
市 の 中 心地 、 栄 町 へ の 地下 乗 入 が な っ た 。 12520 


基 戸 線 大 曽根 に 進入 する 400 
て いた が 1 978 年 8 月 に 名 古屋 


ヒア ルプ ブス ) 廃止 
ーー ュー 


310 有 日 | 人 四 当 線上 線 江吉良 一 大 生生 廃 上 、 特 

| 近 生 直 鉄 上 放線 相 下 通 始 。 較 

2 1 有 29 | 光導 線 義 レー テラ ーー アワ PC で ーー イ " 

つっ 部 線 を 行く 6000 系 6 靖 ワ ンマ ン 別 車 。60003 < は 名 鉄 初 の 3 扉 車 で 、 本 線 入 
か ら AL・HL 車 の 海 汰 に 貢献 し た 。 '12.5.19 こども の 国 一 西浦 

> anim 古 当 維 ※ の 推移 (鉄道 線 豊川 線 ) 


1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 生 度 | 
583.382| 524,611| 338.155 
38.605| 35.128 39,119| 

4 


I 


ol = 
6312| 84657| 82364| 
2|_ 
64122| 72912| 76509 
5855 


11.190| 11.745 

1i197| 1.115 

4359*| 4.034 
* 軌 道 線 を 含む 
路線 概要 
く 竹 鼻 線 > 


立松 一 江吉良 間 10.3tm 単 線 、 直流 1500V、 
自動 閉塞 式 、 ず 33.0%、R 180m、『1 無 、 
wi 62 人 箇所 429m、 最 大 4 輌 、90km/h 

< 羽島 線 > 
江吉良 一 新羽 島 間 1.3km 単 線 、 直流 1500V、 


自動 閉塞 式 、『 34.8 ぬ 、 R160m、 
幅 無 、 臣 16 箇 所 969m、 最大 4 輌 、70Kmh 


< 空港 線 > 
剖 滑 中 部 国際 空港 間 4.2Kn 入 株 
直流 1500V、 邊 動 義宣 式 、 無 、104 
箇所 3,908m、 最 大 8 博 、1 20Km/h( 第 24 
開業 線 : 第 3 種 事業 者 は 中 部 国際 空港 


絡 鉄道 ) 


し 


ee 1 
tys 
CE ロス る 
浴 線 。 列 車 の 運行 
運行 は 朝 タ の み で 、 唯 一 の 非 自動 化 線 。 
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'12.5.19 東名 古屋 港 


a 


108 


いこ 


II 
4 


急 7200 系 を 迎え た 近郊 電車 


ーー ペー 


豊橋 駅 脇 に 位置 する 新 豊橋 か ら 泥 美 半島 を 西南 
方 に 進ん で 18.0km 先 の 三河 田原 に 至る 。 混 美 電鉄 
と し て 1924( 大 正 13) 年 1 月 に 開業 し 、 開 業 当 初 は 
軌道 法 を 準拠 法 と し 、 昭 和 初 期 に 地方 鉄道 改組 が 
な っ た 。 戦 時 中 は 名 古屋 鉄道 の 一 路線 と な り 、 戦 
後 再び 独立 し た と いう 珍し い 経緯 を も つ 。 も と も 
と は 貨物 営業 が 盛ん で 、 不 等 間隔 の ダイ ヤ 、 区 間 
列車 が 多数 ある な ど 典 型 的 な ロー カル 私 鉄 で あっ た 。 
国鉄 貨物 縮 少 の あお り を 受け て 貨物 輸送 が 1984( 昭 
和 59) 年 2 月 に 廃止 に な る と 、 翌 1985 年 か ら 新 豊橋 
一 大 清水 間 を 15 分 ヘッ ド と し 1989( 平 成 1) 年 7 月 に 
全線 15 分 ヘッ ド の 都市 型 ダ イヤ が 完成 し た 。 都 市 
型 ダ イヤ の 導入 が 功 を 奏し て 輸送 人 上 員 が 増え 、 豊 
橋 郊外 の 住宅 開発 に よっ て 平均 乗車 距離 が 伸び た 。 
フリ ー ク エン シー アッ プ に よる 利便 性 向上 が 、 素 
直 に 輸送 密度 アッ プ 、 収 益 向 上 に 結び つい た こと は 、 
鉄道 事業 者 の 注目 を 集め て いる 。 

1997 年 7 月 に は 全線 の 1500V 昇 圧 を 実施 し 、 名 
古屋 鉄道 7300 系 導入 に よっ て 全車 輌 冷房 化 を 達成 。 
それ か ら 3 年 余り の 2000 年 12 月 22 日 に 広東 急 7200 系 
3 還 編 成 を 導入 し 、2001 年 3 月 に 全車 の 置き 換え が 完 
了 し た 。2008 年 に は 上 田 電 鉄 デ ハ 7251- ク ハ 5551 
が 入線 し 、 部 品 取り 用 中 間 車 を 加え て 3 連 と し た 。 
主要 沿革 年 表 

1924( 大 正 13) 年 1 月 22 日 泌 美 電鉄 高師 一 豊島 間 開業 (1067mm・600V) 
1931( 昭 和 6) 年 5 月 9 日 | 全線 地方 鉄道 と な る 


1940( 昭 和 15) 年 9 月 1 日 | 名 古屋 鉄道 涯 美 線 と な る 
1954( 昭 和 29) 年 10 月 1 日 En 


1984( 昭 和 59) 年 2 月 1 日 | 真 物 営業 廃止 
1997( 平 成 9) 年 7 月 2 日 | 1500V 昇 圧 


| 答 送 人 員 | 千 人 

| 輸送 密度 | 人 hm 日 
輸送 員数 | 千 申 
役 利 収入 | 百 万 円 
営 乗 負 | 百 円 
営業 損益 | 百 万 円 
車輌 数 | 朝 | 

| 馬具 数 | 人 

* 意 道 線 を 含む 


当 美 半島 の 平坦 地 を モ 1804- モ 1854- ク 2804 三 河田 原 行 が 力 走 する 。 '18.5.18 老 津 一 大 清水 


1.042 1 


7435|_ 
6682| 7007| 
1.122| 1.188| 
944| 
178| 126 
0 の 
126'| 129 


< 湿 美 線 シ 
新 豊橋 一 三田 


園 200 百 万 円 
責 名 古屋 鉄道 524 な 


肖 路 線 概要 
a 
1500 
1067m 単 、 直 あ 17。 


和 動 等 式 『307 7 
箇所 248m 4 
最大 3 績 、70km/ 


延伸 が な っ た 路面 電車 


穫 橋 駅 か ら 続く ペデ スト リア ン 
カ 5 発車 する 路面 電車 は 、 一般 的 に は 市 
正式 線 名 は 東田 本 線 と いう 。 
| 1 ーー 仙 び る メイ ンス トリ ー ト を 走り 、 新 
で 2 度 直角 に 韻 が っ て 国道 1 号 に 踊り 
人 町 で 国道 1 号 と 別れ 、 競輪 場 前 か ら 先 は 
る ホ 震 口 と 運動 公園 前 に 主 る 。 

講 PID25(AE14) 征 7 月 に 滞 人 
a し た 。 豊橋 駅 一 東田 問 が 開業 し た の 
が 25 日 で 、 豊橋 電気 軌道 は 1939( 昭 和 14) 
傘下 と な っ た 。 会 社 は 豊橋 交通 
_ 1954 年 に 豊橋 鉄道 に 改称 後 、 混 美 
ら 5 譲り 受け た 。 東田 本 線 が 赤岩 口 
、1968 年 に 全車 の ボ 


し 人 を 半 成 し た 。 [ 
(| 生 ) を 座 下 し た が 、 己 は 


。 ャ か な 路線 延 介 が 続い て いる 。1982 年 7 月 に 国 
A で は 14 年 ぶ リ の 路面 電車 新 線 ・ 井原 一 運動 公園 
0 6m が 開業 、 1998( 平 成 10) 年 2 月 に 豊橋 駅 ペデ 
。 アン デッキ ト ま で 150m の 建 伸 を 果たし た 
B 面 電車 復権 は 唱え ら れ て 久しく 、 各 地 で 路線 延伸 
計画 は ある も の の 、 実現 は 珍し い 。 井原 一 運動 公園 
細 R1 Im の 信昌 線 は 車 還 乗 人 制限 を 伴う 。 


表 層 年 表 
1925( 大 FE14) 年 7 月 4 日 
199( 和 24) 年 9 月 1 日 
1954( 昭 和 29) 年 7 月 22 晶 
1960( 昭 35) 年 6 月 1 日 
1982( 昭 和 57) 年 7 朋 31 日 
1998 主 成年 2 月 9 日 


豊橋 電気 軌道 豊橋 駅 前 一 大 手 通り 札 木 十字 路 韻 他 開業 
豊橋 交通 に 社名 変更 

豊橋 鉄道 に 社名 変更 
競輪 場 前 一 赤岩 口 問 開 業 

井原 一 運動 公園 前 間 開 業 

穫 橋 駅 ペデ スト リア ン デ ッ キ 150m 延 長 


ik id 


回 
B00 時 1067 


1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 
3,255 | 
5| 2949| 2aao 
4.465| 3896 NERO * 
| | 4180 銘 し た LRV の TiOoopme 
D 2 が 
83} 357 | 375 人 る 31 昌 の 
a 7 38 人 へ する 。 こ 0 000 形 と 80O 形 は 
2 RE 2 運動 公園 前 に 入れ な い 。 SM 1083 
14 15 4 
] 15 石 敷 の 区 間 で 行き 違う 
5 ; 2 近 間 で 行き 違う モ 7 
形 と T1000 形 。 モ 780 形 は 005 


に 名 鉄 岐阜 600V 線 区 か ら 7 輌 が 転 
1148 


じ 、 主 力 車 と な っ て いる 。 


。 駅 前 一 が 震 口 間 4.8k、 
1 067mm 補 株 ( 和 場 前 一 赤 洗 
、 直 流 600V、 


a 1 


愛知 万 博 の 足 を 契機 に 大 躍進 


東海 道 本 線 岡崎 一 中 央 本 線 高蔵寺 間 45.3km を 結ぶ 。 
国鉄 岡 多 線 岡崎 一 新 豊田 問 の 転換 を 受け 、 新 豊田 
一 高蔵寺 間 は 新 線 を 建設 し て 、1988( 昭 和 63) 年 1 
月 に 愛知 環状 鉄道 が 開業 し た 。 当 初 は 全線 単線 で 
あっ た が 、2005 年 開催 の 愛知 万 博 を 契機 に 1998 
(平成 10) 年 度 か ら 輸 送 力 増強 工事 が 始ま っ た 。2001 
年 12 月 23 日 に 中 岡崎 一 北岡 崎 間 、 北 野 材 塚 一 三河 
上 郷 間 の 複線 化 と 篠原 の 行 違い 設備 の 使用 を 開始 。 』 中 
<004 年 10 月 に 瀬戸 市 一 高蔵寺 間 の 複線 化 、 同 年 11 月 琶  、、、。。 、、。、、 、 、 l 
に 一 部 区 間 を 東海 道 本 線 と 共用 し て いた 岡崎 一 六 13H の [さよ な ら 連 転 」 運 凶 を 表 肝 し た 。 "11 ファ 12 1OO 和 Beo0sgs 
名 間 の 別 線 化 が 完成 し た 。 を ーー 

万 博 開催 中 は 高蔵寺 経由 の エキ スポ シャ トル が 
乗り 入れ 、 万 博 終了 後 の 2005 年 10 月 か ら 愛 環 線 
と 中 央 本 線 ( 岡 崎 一 高蔵寺 一 名 古屋 ) 間 直通 運転 が 
本 格 的 に 始ま っ た 。2008 年 1 月 27 日 に 三河 豊田 一 
新 豊田 間 複 線 化 が 成り 、 今 日 の 線形 が 完成 し た 。 
現在 の 運行 は 朝 タ 15 分 ・ 昼 間 20 分 ヘッ ド 、 ラ ッ 
シュ 時 4 輌 編成 、 閑 散 時 2 輌 編成 が 基本 。 平 日 朝 は 
JR10 輌 編成 に よる 瀬戸 口 発 名 古屋 行 、 夕 刻 に JR6 
~8 輌 編成 に よる 名 古屋 発 瀬戸 品行 が 4 本 あり 、 タ 


閣法 と の リー 和 た 近 (_ 陸 を の た する 2000Z の 5 の 11.717 
> > 拉 っ た 2 7 
の 関係 か ら 編 成 の 半分 は ドア カッ ト を 行なう 。 


ts 


主要 沿革 年 表 項目 | 還 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 Se 
1970( 昭 和 45) 年 10 月 1 日 | 国鉄 岡 多 線 岡 崎 一 北野 橋 塚 間 開 業 6,262 7.414| 13.823 喜 — 

( 資 物 専業 :1067mm・ 内 燃 ) 4,162 5,021 9.339 = 瀬 市 
1976( 昭 和 51) 年 4 月 26 日 | 北野 損 塚 一 新 豊田 問 開業 、 旅 客 営業 開始 — — — 


1986( 昭 和 61) 年 9 月 19 日 | 愛知 環状 鉄道 設立 

1988( 昭 和 63) 年 1 月 31 日 | 岡崎 一 高蔵寺 間 開 業 (1067mm・1500V) 

2001 (平成 13) 年 12 月 23 日 | 中 岡崎 一 北岡 崎 間 ・ 北 野 補 塚 一 三河 上 郷 間 後 線 化 
2005( 平 成 17) 年 3 月 OB 


2 23 40 


2005( 和 平成 17) 年 10 月 1 日 | JR 中 央 本 線 名 古屋 直通 運転 開始 


| 会 社 概要 

北町 

略 | 9.475 百 万 円 

打 晃 知 県 40.3%、 豊 四 
瀬戸 市 8.9%、 岡 市 79 
トヨ タ 自動 車 48% 


概要 
45 i100 
線 ( 中 国崎 一 t 較 和 間 1 
辻 一 三河 上 細則 2000 ng2 
時 田 間 3.6km- 押 所 
km 視線 )、 直 流 1500V. 朋 
10.0%.、R 500m\ 

6.223m、 0 内 
18.0760 し 


市 18 誰 


110km/h 
田園 地帯 を 行く 2000 形 2 輌 編成 X2 の 4 輌 編成 。6012 年 3 月 17 日 改正 で 土 休日 の JR 直通 運転 は 廃止 され た 。 '] ] 7.17 - 2 
110 三河 上 郷 一 永 覚 


憎 で 活躍 し た 日 本 初 の 磁気 還 還 回 eessmlze 
愛知 い 輸送 人 員 | 千 人 EK 2009 年 度 |2011 年 度 
6 に ここ ーー イーー ,305 
’ 上 式 軌道 | 内 送 密度 | Am 日 | 2g.395| っ 772 
の ュ テ AA rE 輸送 屯 数 | 千 屯 | 3 
記 市 の 東側 に 広がる 党 知 東部 丘 肝 は 、 市 の 阿 二 天才 | es 
= 甘 日 2 営 - 上 中 
N ン と し て の 開発 が 期待 され 1972 年 の 者 | 本 間 | 459o| 2e7o| 2ess 
の EL 
内 会 第 14 号 答 中 で は 、 地下 鉄 東山 株 の 藤 上 邊 生還 | | SEH 
交 し ‘ : : | 人 員 雪 | 人 トー =24|。 4 人 読 
5 の 外 伸 が 所 示さ れ た 。 し か し 、 起伏 の ET TT TT ーー トー し ーー A 章 人 N 


eg 以 東 へ 。 
が っ て 具体 化 で きず 、1992 年 の 運輸 


』E 線 の 雪 設 が 具体 し た 。 RE 
に 期待 い 1999 年 7 月 の 機種 導入 選定 委員 会 で 
日 本 航空 が 空港 アク セス 用 に 開発 し て いた 磁 
上 式 鉄 道 (HSST が 提言 され た 。 第 三 セ クタ ー 
高丸 有 通 の 設立 は 2000 年 2 月 7 日 、 軌道 敷設 
村 許 取得 は 2001 年 10 月 、 開業 は 2005 年 3 月 25 日 
の 知 万 博 開 幕 の 19 日 前 で あ つ , だ e 
万 博 開催 期間 を 含む 2005 年 度 は 輸送 人 員 2130 
万 人 、 給 送 密度 29.395 人 /kKm 日 と 大 賑わい で 、 営 
業 損失 2.1 億 円 。 翌 2006 年 度 は 501 万 人 、 7.993 人 
/m 日 で 、 営 業 損 失 28.1 億 円 。 その 後 、 輸送 人 員 
は 匠 増し 、 営 業 損失 も 匠 減 し て いる が 、 2009 年 3 
月 期 に 債務 超過 に 陥る 事態 と な り 、 減 資 と 増資 で 
切り 抜け て いる 。2009 年 度 に 償却 前 黒字 と な っ 7 ョ 
が 、 年 間 約 20 億 円 の 償却 費 人 負担 、 さ ら に 借入 金 の 
金利 支払 が 経営 の 重 し と な っ て いる 。 
琴 ね 年 表 
2001( 成 13) 年 10 月 PP 


2 3 月 6 日 | 薦 が 丘 -- 万 博 八草 ( 更 八 草 ) 間 開業 
年 4 月 1 日 | 万 博 会 場 を 現地 球 記念 公園 、 万 朝 八草 を 八草 に 改称 Fa - 
ム ム 藤が丘 の 地下 ホー ム を 発車 

し 、 は な みず き 通 の 手前 か ら 高 架 

区 間 と な る 。 ペ ベッ ド タ ウ ン を 進む 

100 形 3 輌 編成 。 85.20 

長久 手 古 戦場 一 私 ヶ 池 公園 


ム 100 形 は 、 中 部 HSST が 開発 し 
た HSST-100L を 基 に 3 輌 編成 


| 化 。 日 本 初 の 営業 磁気 浮上 式 軌 道 
評 車輌 。 125.20 


陶磁 資料 館 南 一 八 卓 


会 社 概要 (平成 23 年 度 末 ) 

』 塵 愛知 郡 長久 手 町 大 字 熊 張 字 欧 

ケ 廻 間 1533 一 736 

略 |2.309 百 万 円 

明知 県 45.75%、 長 久手 市 14.67 
%4、 名 古屋 市 13.96%、 名 古屋 鉄道 
6.68%、 日 本 政策 投資 銀行 3.32% 


路線 概要 
< 東部 丘陵 線 ( リ ニモ )> 
藤が丘 一 人 草間 8.9km、 常 電導 吸引 
型 磁 気 浮上 ・ リ ニア イン タク ショ ン モ ー 
ター 推進 方 式 複線 、 直 流 1500V、 
60.0%。、 R 75m、 
中 1 箇所 1,431m、 
層 56 箇 所 7,721 m、 全 で 3 輔 、 
ョ 100km/h 


111 


3 番目 の 地下 鉄 は 115 万 人 / 日 を 輸送 


軌間 1435mm・ 第 三 軌 条 式 600V 線 と 軌間 1067mm 
1500V 線 か ら な る 。 最初 に 開業 し た の は 、 現 在 東 
山 線 と 称す る 1 号線 名 古屋 一 栄町 ( 現 栄 ) 間 2.2km で 、 
東京 ・ 大 阪 に 次 いで 全国 3 番目 の 公営 地下 鉄 と し て 
1957 年 11 月 に 開業 し た 。 トンネル 断面 が 小さ く 
て すむ 第 三 軌条 式 を 採用 し 、 車 両 長 は 長 さ 15.6m、 
幅 2.5m と 郊外 電車 より は 小さ な も の が 採用 され 
た 。 名 古屋 市 の 路面 電車 が 姿 を 消し た の は 1974 年 
3 月 で 、16 年 半 は 地下 鉄 と 路面 電車 を 併 営 し て い 
た 。 の ち に 名 城 線 と 称す る よう に な っ た 2 号線 は 、 
1 号線 と 同じ 規格 で 1965 年 10 月 に 市 役所 一 栄町 間 
が 開業 し 、1971 年 12 月 に 大 曽根 一 名 古屋 港 間 が 全 
通し た 。 3 号線 (鶴舞 線 ) は 、 名 古屋 鉄道 と の 直通 運 
転 を 考え て 1067mm 軌 間 、 架 線 集 電 方 式 、20m4 扉 
車両 と な り 、1979 年 7 月 29 日 か ら 名 鉄 豊田 線 と 相 
互 直通 運転 を 開始 。1993 年 8 月 か ら は 上 小田 井 で 
も 名 鉄 犬山 線 と 相互 直通 運転 を 実施 し て いる 。 

1989 年 開業 の 桜通 線 は 、 他 社 線 と の 乗入れ は な 
いも の の 架線 集 電 方 式 を 採用 し 、 全 駅 ホー ム を 島 式 
と し て 右 運転 台 方 式 で ワン マン 運転 を 行なっ て いる 。 
2011 年 3 月 の 桜通 線 延伸 で 免許 区 間 は 全て 開通 し た 。 
主要 沿革 年 表 


1957( 昭 和 32) 年 月 15 日 | 1 号線 名 古屋 一 栄町 ( 静 栄 ) 韻 開業 
1965( 昭 和 40) 年 10 月 15 日 ]| 2 号線 市 役所 一 栄町 ( 現 栄 ) 間 開業 
1977( 昭 和 52) 年 3 月 18 日 | 3 号線 伏見 一 八事 間 開 業 

1979( 昭 和 54) 年 7 月 29 日 | 名 古屋 鉄道 豊田 線 と 相互 乗 入 開始 

1993( 平 成 5) 年 8 月 12 日 | 3 号線 上 小田 提 ー 庄 内 緑地 公園 間 開 業 、 名 鉄 大 山 線 と 乗 入 開始 
2000( 平 成 12) 年 1 月 19 日 | 4 号線 大 凡 根 一 砂田 橋 閣 開業 

2003( 平 成 15) 年 3 月 27 日 | 上 飯田 線 平 安 通 一 上 飯田 間 開 業 


区 上 | 間 位 | 199O 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 
[MM | 千 人 人 | 352.425| 369.372| 419.649 
栓 送 軸 度 | im 日 | 86.542| 84.654| 84.150 
輸送 中 数 | 千恵 | 8 = 
党 業 収入 | 百 万 円 | 53.164 70.025| 74.069 
葉 集 綱 | 百 万 円 | 54.696| 65.930| 58,156 
第 | 理由 | A1.532| 4095| 15913 
車両 数 606 742 767 


| 34eg| 3.i5o| 2.646 


さ と 
上 小田 井 の 庄内 緑地 公園 方 で 顔 を 合わ せ た 鶴 舞 線 3000 形 と 3050 形 。3000 形 は 二 且 * 
ョ ッ パ 制御 、3050 形 は VVVF イン バー タ 制 御 。 '12.5.20 


員 事 業 所 概要 
[所 | 名 古屋 市 中 区 ニ の 3TBI 和 1 


路線 概要 

| < 東山 線 > 

高 相 一 本 が 丘 問 20.6tm、1435 
第 3 軌条 式 600V、 車 内 信 


2004( 平 成 16) 年 10 月 6 日 
2011 (平成 23) 年 3 月 27 日 


名 城 線 名 古屋 大 学 一 新 瑞 橋 間 開 業 、 名 城 線 環 状 運転 開始 


桜通 線 野並 一 徳重 間 開 業 


東山 線 N1000 形 。 ステ ン レ フス 車体 の VVVF イン バー タ 制 御 車 で 、 制 御 素子 は IG 


の 22m、 
名 鉄 小牧 線 に 乗り 入れ た 7000 形 。8008 年 に 4 両 編成 S『11 箇 所 18.374m、 1 
本 が 新造 され た 。 '12.5.20 味 美 一 春日 井 1 箇所 2.579m、 最 大 6 到 、69 
名城 線 > 


U * 
ェ 
を に - 


N1104 | 


a | 


に SE | = - 
BT。 第 1 編成 の 営業 運転 開始 は 2008 年 3 月 26 日 。 


'18.5.20 本郷 一 有 藤が丘 


大 曽根 一 大 澤 根 間 26.4m 1 示 
mm、 第 3 軌条 式 600V、 訓 内 革 


て 350x。、R162m 人 乱 


最大 6 両 、65kh 


く 韻 無線 > 


上 小田 井 大 204m | 


En、 直 流 1500V、 車 由仁 3 人 
35.0%、 R160m 


1 人 箇所 20,.661m 
問 1 箇所 612m 


名港 線 > 


: 
名 古屋 江間 6 


則 第 3 赤 条 600\ 琶 ! に 1 


35 0。、H299hn 
最大 6 両 、8Okm/ か 
< > 
NT 
1067mm 直 流 15000 


ーッ 
ジア 
ヽ 項目 | 位 |2002 年 度 |2006 年 度 |2009 生 
ょ ウ ap イ 式 専 用 軌道 を 走 る 輸送 人 員 | 千 人 | 2.272| 3345| 人 
ガイ トコ 日 4.370 | 7.142 
| 輸送 員数 | 市 | 
(ハン ラ 寺 ー zo で 條 結 。 | 革 下 | 百 太 円 | 478| 635 
/ 株 名 鉄 瀬戸 線 、 地下 鉄 氏 導 7 集 | 諸 本 責 | 碧 販 | 924| 595 9 
jm 内 3 生 北 東部 の 新興 住宅 地 で ある 小 -。 琴 半 提 還 8 間 225L 39 
曽根 か う ^ eg を 運営 LE 25| 。 25| 25 
ィ +4 大 6.5km の ガイ ド ワ エ 光信 従業 員数 | 人 38 | 33| 
か っ て 3 - 


6 に ノ 状 の 大 細 根 を 北 に 内 
4% に 折れ て ビル に 句 を れ た 高架 の カ 
で 近 む 。 専 用 雪 道 区 賠 で は 
Er マレ ー ル に 案内 輪 を 沿わ せ ハン 
- 行 する 。 地下 鉄 名 城 線 が 潜る 提 
「。 し 、 砂 田橋 発車 後に 進路 を 北 
00 よ を 直 守 る 鉄 瀬戸 株 を 乗り 越し 、 住 
。 山村 か ら 急 勾配 を 一 気 に 駆 
状 自動 車道 を 乗り 越し 、 
ほど な く 小 幡 


を 中 高蔵寺 へ と 進む 。 
回 が ガイ ドウ ェ イ バ ス ンス テム の 開発 に 着手 し 
+ の は 1985 年 3 月 で 、 名 古屋 ガイ ドウ ェ イ バス の 
2 設立 は 1994 年 4 月 1 日 、 開業 は 2001 年 3 月 2 日 
で あっ た 。 当初 は 名 古屋 市 に 加え て ジェ イア ー ル 
バス 名鉄 バス に よる 共同 運行 で あっ た が 、 
2009 和 10 月 1 日 か ら 名 古屋 市 交通 局 の み と な っ 
た 。 車輌 は 道路 と 専用 軌道 を 直通 する こと か ら 、 
ナン バー プレ ー ト と 車検 期限 ステ ッ カ ー、 車 輌 形 
を 有 し 車内 に 全般 検査 時 期 の 掲 走 が ある 。 


3 青年 表 


1994 科 6 年 0B25 日 | 大 曽 根 一 小幅 緑地 間 幸 道 敷 設 特許 ン 
Se 3 月 23 日 | 大堂 根 一 小 帳 緑地 間 開 業 ンー 
上 還 旨 1) 年 10 月 1 日 | 名 鉄 バ ス 、 ジ ェ イア ー ル 東海 パス が 運行 か ら 撤退 | 
ー T 
: 


ム A ガイ ドウ ェ イ バス 志 段 味 線 は 
「 ゆ と り 一 と ライ ン 」 と 称 さ れ 、 大 
曽根 駅 は JR・ 名 鉄 より 少し 高い 
位置 か ら 発車 する 。 12520 

大 曽根 駅 名 鉄 瀬戸 線 ホ ー ム か ら 


ム ^ 白沢 渓谷 か ら 下 り 込ん で 川村 に 
進入 する GB-2000 形 。 ガ イド レー 
ル に 案内 輪 を 合わ せ て いる の が わ 
か る 。 '12.5.20 


| 会 社 概要 
名 古屋 市 守山 区 意 泉 2 丁目 301 番 地 
3.000 百 万 円 
名 古屋 市 63.3%、 日 本 政策 投資 
銀行 11.7%、 名 古屋 鉄道 10.0 
9%%、 ジ ェ イ アー ル 東 海 パ ス 10.0% 


| 路線 概要 

< ガイ ドウ ェ イ バス 志 段 味 線 

(ゆとり 一 と ライ ン )> 

大 曽根 一 小幡 緑地 間 6.5km、 側 方 案 

3 内 軌条 式 、 軌 間 2500mm、 複 線 、 内 

err, = = 60.0%.,h 30m、『1 無 61 
ドー ム 前 矢田 -- 砂 田橋 _ 調 箇所 6.725m、 全 て 1 輌 、60km/h 


距 國 国 


"2 


113 


114 


真 物 駅 の 脇 を 通り 井 頭 に 向かう 


通称 あお な み 線 の 正式 名 称 は 西 名 古屋 港 線 で 、 
1950( 昭 和 25) 年 に 国鉄 東海 道 本 線 の 貨物 支線 と 
し て 笹島 貨物 一 西 名 古屋 港 間 が 開業 し た 。 1980 年 
10 月 1 日 に 名 古屋 貨物 ター ミナ ル が 開業 、1986 年 
11 月 1 日 の 笹島 貨物 廃止 に より 起点 が 名 古屋 に 変 
更 と な っ 7 こき 

1987 年 4 月 の 国鉄 民営 化 ・ 分 割 で は JR 東海 が 第 
1 種 鉄道 事業 者 、JR 貨 物 が 第 2 種 鉄道 事業 者 と な っ 
た 。 貨物 専業 路線 で JR 東海 が 1 種 事業 者 と な っ た 
の は 、 沿 線 が 鉄道 空白 地域 で 、 長 年 に 渡っ て 旅客 
線 化 が 検討 され て きた こと に 因 っ た 。 

1992 年 の 運輸 政策 審議 会 第 12 号 答申 で 西 名 古 
屋 港 線 を 第 三 セ クタ ー 方 式 で 旅客 線 化す る こと が 
打ち 出さ れ 、1997 年 に 名 古屋 市 な ど が 出資 する 名 
古屋 臨海 高速 鉄道 が 設立 。 資 物 線 約 12km を 活用 
し 、 人 金城 ふ頭 まで の 約 4km が 新た に 建設 され て 2004 
年 10 月 6 日 に 開業 し た 。 同時 に JR 東海 の 名 古屋 一 
名 古屋 貨物 ター ミナ ル 間 は 廃止 と な っ た 。 

名 古屋 に 乗り 入れ 、 沿 線 に 名 古屋 市 国際 展示 場 
や 名 古屋 競馬 場 な どの 集客 施設 が ある 割 に 輸送 人 
具 は 伸び 悩み 、2010 年 7 月 に 負債 総額 約 460 億 円 
を 抱え て 事実 上 の 経営 破綻 と いえ る ADR を 申請 。 
名 古屋 市 は 交通 局 で は な く 住 宅 都市 局 の 所 管 。 
主要 沿革 年 表 

1950( 昭 和 25) 年 6 月 1 日 | 東海 道 本 線 の 貨物 支線 と し て 笹島 (次 ) 一 西 名 古屋 港 間 開 業 
1986( 昭 和 61) 年 11 月 1 日 | 笹島 ( 貨 ) 廃 止 に より 起点 が 名 古屋 に 変更 


1987( 昭 和 62) 年 4 月 1 日 | 民営 : 分 割 に より JH 東海 が 第 1 種 事業 者 ・ 
JR 真 物 が 第 2 種 事業 者 


2004( 平 成 16) 年 10 月 6 日 | 名 古屋 臨海 高速 鉄道 名 古屋 一 金城 ふ頭 間 開 業 
2010( 平 成 22) 年 7 月 6 日 | 名 古屋 臨海 高速 鉄道 が 事業 再生 ADR を 申請 


馬 目 | 章仁 |2005 年 度 |2009 年 度 |2011 年 度 0 5km \ 
8.790| 9,863 ! 
8.628| 10.754| 


| = 
1.708| 1.892| 


4568| 3545| eee] 
人 2.860 


人 る 2.052 274 
32 32 32 


147 148 


時 > 


の レン っ 


> 


庄 AA 名 古屋 を 発車 し て に 2 
上 を 切っ て 東海 道 本線 導電) 

れる 。 12520 
名 古屋 一 ささ し まう 人 


の 関西 本 線 の 罰 和 を 
1 000 形 2 生成 に よる 
開業 前 に 4 博 編 成 8 本 が 日 


名 古屋 港 の 入江 付近 の 高架 橋 を 行く 金城 ふ頭 行 は 、 野 跡 に 停車 し て か ら 伊 勢 滴 岸 自動 車道 の 「 名 港 ト リト ン 」 を 洪 っ て 金城 ふ頭 に 至る 。 


12.2.5 野 跡 一 稲永 


= 新造 され た 。 8 
で 新造 され ささ し 


語 会社 概要 
届 名 古屋 市 港 区 


人 TE 


30.0%、R19ITN 
Yr123 箇 所 1.238 し 
全て 4 輌 編成 、110W 


き 


間 
Fr 


回 回 区 


| 項 目 [単位 | | | 
| 1994 年 度 | 1999 征 度 | 2009 年 度 


84 人 の 複線 鉄道 os 


輸送 密度 | 人 /km 晶 46 444| 
30」 | 505 


4 用 = 査 カ g が 起点 
川 選 の 905 の 起点 の 輸送 二 数 | 千 屯 | | 
で 東海 道 本 線 慈 析 睦 琴 AB 門 17 ha | 
党 百 万 円 238 330| 197 


JH 中 複線 を 1 1.2km 進 ん 営 箇 臣 
le 0 を 走る が 、 iL 4i21| 4i49| 41io 
利用 客 は 一 日 ギ 1.384 人 情 頼 廊 選 mW 要 i 


っ ゎ 26 
0 ) で し か な い 。 と っ 
(200 引 李 島 問 は 、 中 央 本 線 と 東海 道 本 線 を 結 
し て 計画 され 、 1 962( 昭 和 37) 年 5 月 の 
0 k 敷 設 定 鉄道 線路 と な り 、 1976 
、 議会 で 政 設 陸 
て され た 。 宮成 目前 まで 進ん で いた か が 、 gg ー 
た ご ご れ / i 5 ヤー 
8 0 運営 は 小 会 社 5 1 3 
0 生 が 行なう こと に な り 、 この た め 、 HI B hi 
は 東海 が 第 2 種 鉄 っ 和 Wa 7 補 
が 東海 所 事業 と な っ てい まず 1991 
勝川 一 尾張 星の宮 間 が 先行 開 


業 い 人 駅 乗り 入れ 工事 の 完成 を 待っ て 1993 

ょ 18 に 尾張 星の宮 一 材 形 島 間 が 開通 し た 。 
pn 唱 海 の キハ 11 形 と 同形 の キハ パリ 1 形 (330ps)4 
放 が 在籍 し 、 ホ ー ム 高 さ が 電車 対応 と し な っ て いる 
- pp ドア の ステ ッ プ が 省略 され て いる 。 全 釣 
用 、 昼間 1 輌 使用 で ある ご と 


き 行 で 、 朝 タ 2 輌 合 
か 5、2 輌 は JR 東海 に 貸し 出さ れ 、 美 濃 太 田 車両 


に 配属 され て いる 。 
人 社 は JR 東海 の 駅 業務 受託 が 主力 業務 で 、 2004 


10 有 日 に 駅 レン タカ ー 中 部 を 合併 し て いる < 


援 寿 生 表 
1988 
a 2 月 8 昌 東海 交通 事業 設立 (1067m 内 燃 ) 
0 年 2 月 1 日 | 脱 川 一 尾張 星の宮 同 開 業 

波 5 年 9 月 18 日 尾張 星の宮 一 批 札 島 間 開 業 っ 


と に な っ た 。 


me の 


し 』 
= i mm 


ma et 


ム ム 祇 札 島 で JR 東 海 特別 人 速 大 
垣 行 と 顔 を 合わ す 。 '12.5.20 


と ーー に 粗 全線 高 朱 複 線 で 踏切 は ー つ も 
85.20 


胃 な い 。 
尾張 星の宮 一 小田 井 
NN as , 会 社 概要 
a 前 名 古屋 市 西区 八 筋 町 8 番地 の 1 
| 衣 拓 還 六 | 295 百 万 
faT mT 称 東海 放 客 鉄道 100% 
VO 路線 概要 
< 城北 線 > 
km、 1067mm 


0 

21.0%、R 400m、 「 無 、 
容 657 箇 所 1 1.098m、 最 大 
95km/h 


1 輌 、 


115 


i 


116 


東港 を 拠点 に 5 方 向 に 延び る 貨物 線 


名 古屋 港 東 地区 は 戦前 か ら 企 業 が 進出 し て い メ 
埋立 地 で 、 こ こ か ら の 貨物 は 、 名 古屋 港 管理 組合 
所 有 の 専用 線 か ら 名 鉄 大 江 経 由 、 国 鉄 熟 田 連 絡 に 
よっ て 輸送 され て いた 。 し か し 、 輸 送 力 を 増強 す 
る ため 笠寺 を 接続 と し て 東港 に 操車 場 を 新設 する 
計画 が 持ち 上 が り 、1965 年 1 月 に 全国 で 3 番目 の 陣 
海 鉄道 方 式 の 新 会 社 ・ 名 古屋 臨海 鉄道 が 設立 され た 。 
同年 8 月 に 東港 ・ 汐 見 町 ・ 昭 和 町 線 、 少 し 遅れ て 東 
築 線 が 開通 し 、1969 年 に 南港 線 知多 全 通 が な っ て 
現在 の 路線 が 完成 し た 。 東 築 線 は 当初 仮 営業 線 の 
扱い で 、1982 年 に 正式 営業 線 と な っ た 。 

東 築 線 は 名 鉄 や 名 古屋 市 交 堆 壮 ・ 上 飯田 線 の 新 
車 搬入 時 等 に 使用 され る 。 日 本 車輌 豊川 製作 所 か 

ら 豊 川 一 豊橋 一 笠寺 一 東港 一 名 電 築 港 一 東名 古屋 
港 一 大 江 の 経 路 で 、 日 車 の 海外 輸出 等 の 場合 も 東 
名 古屋 港 の 先 の 岸壁 か ら 船 積み され る 。 

か つて は 東 築 線 を 除く 全線 に 定期 貨物 列車 が 設定 さ 
れ て いた が 、 汐 見 町 線 は 早い 段階 で 消 減 し 、 昭 和 町 線 
の 韻 性 ソー ダ 輸 送 も 2009 年 月 で タン クロ ー リー 輸送 に 
変更 され た 。 定期 賀 物 列車 が 走る の は 東港 ・ 南 港 線 の 笠 
寺 一 名 古屋 南 貨 物 間 の み 。 7 往復 の コン テ ナ 列 車 (1 
往復 は 盛岡 貨物 ター ミナ ル 間 の TOYOTA LONGPASS 
EXPRESS)、 3 往復 の 西濃 鉄道 一 新 日 鐵 間 石灰 石 列車 、 1 
往復 の 三洋 化成 へ の 化学 薬品 列車 が 設定 され て いる 。 
主要 沿革 年 表 

1965 (昭和 40) 年 1 月 23 日 | 名 古屋 臨海 鉄道 設立 

1965( 昭 和 40) 年 8 月 20 日 | 東港 線 、 昭 和 困 線 、 汐 見 町 線 開業 (1067mmr 内 燃 ) 

1968( 昭 和 43) 年 9 月 1 日 ーー 


1969( 昭 和 44) 年 6 月 25 日 | 市 洪 線 南港 一 知多 間 開 業 
1982( 昭 和 57) 年 4 月 26 日 | 東筑 線 東港 一 名 電 筆 港 間 開 業 


し いそ 


A 


E 
| 党 
| 


酸 収 | 百 万 


円 


万 円 | 


営 葉 費 | 百 万 円 
還 損 載 | 百 7 
車 帆 数 幅 
| 従 篤 員 数 | 人 


1.642 
1.674 
| 
A426| 
18 
164 


9 年度 |2009 年 度 


+ 


| 
857| 
1.258| 
1.374| 
| 
A115 
16| 
177| 


東港 貨 物 駅 。 本 社 、 機 関 区 の ある 中 心 駅 で 笠寺 、 昭 和 町 、 汐 見 町 、 名 古屋 南 貨物 、 名 電 築 港 の 5 方 向 に 貨物 線 が 延び る 。 


1.157| 
991| 
1.086 
494 
11 
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182.8.5 


| 
| 


ーー 


ーー ンー トー 
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会 社 概要 1 
同 名 古屋 市 南 区 洒 12 
資 | 1.573 百 万 円 
[株 | 日 本 貨物 鉄道 46.9% 

名 古屋 港 管理 組合 38.1 
日 本 通運 2.1% 


路線 概要 


1 
(全線 1067mm、 単線 上 紅 


の 2 地点 か ら 貨 物 を 輸送 


岸 に 入り 込ん だ 表 清 浴 西部 に JR 
ニ 河 線 が 通じ る 。 高度 成長 
昌 め 立て 、 一 大 障 海 工業 地帯 る 
其 こつ こし が 計画 され 、 その 輸送 動脈 と し て 衣 
時 971 年 4 月 に 設立 され た 。 免許 路線 
5 年 11 月 に 半田 線 半 田地 頭 - 
人 次 いで 1977 年 5 月 に 碧南 線 東 清 
区 し た が 、 急 崎 一 半田 井 頭 問 4.9km は 
es ょ 免許 を 失効 し た 。 開業 は し た も の 
は 進出 企業 も 海上 輸送 や トラ ッ ク 
、。 1980 年 度 貨物 輸送 量 300 万 1 の 計画 
*、 大 きく 目 算 が 狂っ た 。1987 年 
落ち 込み 、 その 後 若干 上 向い た と 
) 年 度 は 31.7 万 1 で し か な い 。 
着 の コン テ ナ 列 車 が 1 往復 。 


清 浴 


大 で 機 回 し を 行 

線 は 、 高 浜 市 、 碧 南 市 、 権現 
問 南 市 一 権現 崎 間 3.1km と 高 
市 は 2006 年 4 月 1 日 に 廃止 され た 。 早 い 段 階 か ら 
列 着 出 荷 が ある の は 碧南 市 の み ど な う UVS 中 
電材 南 火 力 発 電 所 で 発生 する セメント 原料 の 
フラ イア ッシュ (石炭 灰 ) が 太平 洋 セ メン ト 東 藤原 
場 ( 三 岐 鉄道 東 藤原 ) に 輸送 さ れ 、 同 工場 か ら 発 
還 所 の 脱硫 用 資材 の 炭酸 カル シウム が 到着 する 。 


央 の 3 駅 が あっ た が 、 


本 沿革 年 表 
1971( 昭 和 46) 年 4 月 8 日 
1975( 過 和 50) 年 11 月 1 日 
1977( 師 52) 年 5 月 25 日 
2006( 成 18) 年 4 月 1 日 


衣浦 臨海 鉄道 設立 
半田 線 半 田 坦 頭 一 東成 岩間 開業 (1067m、 内 燃 
碧南 線 東浦 一 権現 崎 間 開 業 

奉 南 線 碧 南 市 一 権現 崎 間 廃 正 


8 
MO 
う CA e 
SR) "3 フラ イア ッシュ (石上) 
5 
送 列 車 。 碧 南 線 列車 も 臨 鉄 機関 車 が 大 府 まで 牽引 する 。 12.2.4 
東浦 一 碧南 市 


項 目 | 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 征 度 

性 送 人 員 | 人 = 
| 輸送 隙 度 | 人 /jm 

147 314 317 

180 324 313 

312 351 307 

4 132 4A27 4A6 

4 4 4 

26 23 26| 


ム ム 碧南 市 に 到着 し た KE655+ 
KE651 奉 引 の 下り 列車 。 妖 南 線 
は 朝 に 下り 重 連 が 到着 し 、 昼 と 
刻 に 上 り 2 本 が 発車 する 。 12.2.4 


ム 半田 培 頭 に 向かう KE65 牽 引 貨 
物 列 車 。 '1224 


東成 岩 一 半田 坦 頭 


会 社 概要 

。 所 半田 市 11 号 地 19 番 地 2 号 
略 | 1.500 百 万 円 

[株 | 日 本 克 物 鉄道 39.3%、 愛知 県 
39.39%%、JFE ス チー ル 2.2% 


路線 概要 
< 半田 線 > 
半田 埋 頭 一 東成 岩間 3.4Km、 1067mm 
単線 、 内 燃 動 力 、 タプ ブレット 閉 塞 式 、 
20%。、 R 200m、「1 無 、 


落 2 箇所 274m、 
最大 DL1+ コ キ 8、45km/h 


< 碧南 線 > 
東浦 一 碧南 市 間 8.2km、 1067mm 単 
線 、 内 燃 動 カ 、 タブ レッ ト 閉 塞 式 、 
13.0%、 R 200m、『 無 、 


宮 7 箇所 648m、 
最大 DL2 十 ホキ 16、 45km/h 
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i 
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藤原 岳山 区 を セメント 列車 が 行く 


三 岐 線 は 、 藤 原 岳 で 産 する 石灰 石 を 国鉄 線 に 運 
ざ べ く 敷設 され た 。 三 岐 は 三重 県 と 岐阜 県 を 意味 
し 、 西 藤原 か ら 先 、 関 ヶ 原 に 至る 計画 で あっ た 

伝統 的 に 貨 物 収 入 が 旅客 収入 を 上 回 る 貨物 主体 
の 鉄道 で ある が 、 旅 客 も 年 間 約 300 万 人 の 利用 が 
ある 。 旅客 と 貨物 の 双方 を 輸送 する 私 鉄 は 現在 は 
少な く な っ て お り 、 貴 重 な 存在 と 言え よう 。 

貨物 列車 は 、 太 平 洋 セ メン ト 有 藤原 工場 の ある 東 
藤原 一 JR 富田 間 の 運転 で 、 通 常 は 重 連 牽引 | と な る 。 

北勢 線 は 、 明 治 時 代 に 免許 を 得 た 北勢 鉄道 を 前 身 
と する 。 1914 年 4 月 に 軌間 762mm・ 蒸 気 動 力 の 軽便 
鉄道 と し て 開業 、1931 年 7 月 に 全 通 し 、 同 時 に 600 
V 動 力 と な っ た 。 戦 時 中 に 三重 県 下 の 小 私 鉄 は 三重 
交通 と な り 、 そ の 三重 交通 の 鉄道 部 門 を 分 離し た 三 
重 電 気 鉄道 を 、1965 年 に 近畿 日 本 鉄道 が 合併 し 
た 。 近鉄 は 2000 年 7 月 に 北勢 線 廃止 方 針 を 発表 。 こ 
れ に 名 乗り を 上 げた の が 三 岐 鉄道 で 、2003 年 4 月 1 日 
か ら 営 業 を 開始 し た 。10 年 間 に 約 55 億 円 が 赤字 補 
填 や 設備 近代 化 に 充て られ て いる 。 
主要 沿革 年 表 ( 三 岐 線 ) 


1928( 昭 和 3) 年 9 月 20 日 | 三 岐 鉄道 設立 


1931( 昭 和 6) 年 7 月 23 日 | 富田 一 東 藤 原 間 開 業 (1067mm' 蒸 気 及び 内 燃 ) 


1931( 昭 和 6) 年 12 月 23 日 | 東 藤原 一 西 藤原 間 開業 


1954( 昭 和 29) 年 3 月 29 日 | 1500V 電 気運 転 開始 


1970( 昭 和 45) 年 6 月 25 日 | 近鉄 連絡 線 ( 近 鉄 富田 一 三野 朝 明 間 ) 開 業 


1985( 昭 和 60) 年 3 月 14 日 | 富田 一 三 岐 朝明 間 旅 客 営 業 休止 


主要 沿革 年 表 (北勢 線 ) 


1914( 大 正 3) 年 4 月 5 日 
1931( 昭 和 6) 年 7 月 8 日 


大 山田 ( 表 西 役 名 ) 一 恭 原 間 開 葉 (762m. 蒸 気 ) 
六 石 * 阿 下 喜 間 開 業 に より 全 通 、 全 線 600V 電 化 


1944( 昭 和 19) 年 2 月 11 日 | 三重 交通 北勢 線 と な る 
1965( 昭 和 40) 年 4 月 1 日 | 近畿 日 本 鉄道 北勢 線 と な る 
2003( 平 成 15) 年 4 月 1 日 | 三 岐 鉄道 北勢 線 と な る 


較 回 回 同軸 回 


| 項 目 | 単位 |1990 年 度 |1999 年 度 |2009 年 度 | 
内 送信 員 | 人 | 3929| 3.189| 5.432| 
| 輸送 鏡 度 | メ 3215| 2.714| 2.718| 
輸送 中 数 上 手 遇 間 1157| 967| gas 
| 深 生 収入 | 碧 廊 円 | 1.466| 1.76 1.389| 
営業 費 | 百 万 円 1.452| 1.832| 
営業 損益 | 百 万 円 15| ^35| ^443| 
事 輌 数 | 輔 40| 30| 57| 
従 薬 員数 | 人 | 143| 123| 180| 


*1990・1999 年 度 は 三 殺 線 の み 
2009 年 度 は 北勢 線 を 含む 


J ES > — 


| A 結 Jj0mmk 下 雷 天 人 Oo 
IRR CDRE A 2 KET ME REED I RP OD に 


ls へ 私 癌 1435m の 近鉄 名 
1067mm の JR 関 西本 線 を 76 翌 


a が 乗り 越す 。 1225 
の 北勢 線 8 


会 社 概要 

両 | 四日市 市 宮田 3 a228% 
| 彫 400 百 円 

調 太平 * セ メン N01 
命 6 9%6、 星 ビル 内 


EL 


鉄 富田 間 1.1km(G 導 し 鐘 


1067m 単 線 、 直 流 17" nm 


還 昌 ei 放 ーーーー 


各回 園 


デラ 


4 (人 志 快速 (みえ / が 走る / バイ パス 線 ーー す | = 位 |1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 | 
| ll ーーー | 人 | 848 | 1.394| の 
吉 は 関西 本 線 南 四日市 と 紀勢 本 線 津 # PT | 1.876| 3.151 | 1.441| 
人 昭和 48) 年 9 月 に 開業 し 過誤 2 | 還 語 | 3 sezl gl 
と レ 1973( 記 利 っ を 月 に 6 1 本 馬上 | ーー ーー 92 576| ™ 田中 川 を 渡る イセ ロ 形 に よる ロー カ 
半 短 枯 " こら 松阪 まで の 海岸 を 埋め た て て 四 っ メン] 572| 列車 。 多 く は 四日市 一 津 問 の 運行 で 
当初 は 、 津 カ ーー ム J ら きま [ 画 が り と | = | | ^7| 4| 乗務 員 は 全 区 間 を 運転 する 。 ‘ 
た ーー イ 挟 地帯 級 の 際 を 行なう 計 コ 2 人 | 従業 員数 | 人 | | | | 11.7.17 伊勢 上 野 一 河芸 
市 っ > と や 、 また 沿線 の 住宅 開発 29| ラテ ァ 。 
の と か タン 見 込ん で いた 可 「 み え ] 伊 市 全角 四 お 
4 わせ 通勤 線 の 役割 も 見 込ん で いた 。 し カ 生物 行 と 全部 鉄道 四日市 
ンー 。 ク で 臨海 工業 地帯 構想 は 皿 護 し に ZD 
ル > っ a 
4 4 は ど 進ま な か っ た 結局 、 特 急 「 南 紀 」 
8 と の 機能 し か 果たせ ず 、 中 間 駅 の 
/ ゆ 
2 B 委 150 人 に も 光 た ら か っ た 。 機能 
ら 3 yu 
各線 の 一 部 で あっ た が 、 伊 勢 線 と いう 独 」 
0 に 6 っ と か ら 、 特 定 地方 交通 線 に 指 の 
た 線 区 で あう に て , am 1] ヒエ ロコ 3 
。 ょ れ て し まっ た < 治 線 利用 者 か ら の 廃止 反対 は 起 ie lm 
-。 な か っ た も の の 、 桂 急 が 走る 南紀 地区 が 積極 的 i 
名 存続 を 唱え 、 三重 県 が 中 心 と な っ て 第 三 セ ク 
。_ に よる 鉄道 存 続 が 決定 し た 出資 比率 は 現在 、 


町 の 11% に 対し で 、 尾 荻 、 熊 野 、 伊 勢 な ど 冶 
名 市 町 が 166 近 く に 達し て いる 。 

開業 当初 は 全線 単線 で 行 違 い 設備 は 玉垣 の み で 
ぁ っ た が 、 [南紀 」「 み え 」 の 増発 に 対応 すべ く 半 分 
以上 の 複線 化 を 実施 し て いる 。 輸送 人 員 の 大 半 は 
操 内 通過 客 で 、 収支 均衡 基調 の 経営 が 続く 。 目 社 
所 有 車 は 2003< こ 05 年 に イ セ 帳 形 に 置き 換 わ っ た 。 


沿革 年 表 

1 の 38 年 9 月 1 日 | 回 鉄 伊勢 線 南 四日市 一 津 問 開業 (1067mm: 内 燃 ) 
1966( 賠 61) 年 10 月 1 日 | 伊勢 鉄道 設立 

1987( 四 62) 年 「 3 月 27 日 | 河原 田 一 津 問 転換 開業 

1991 全 成 3) 年 3 月 16 日 | 快速 (みえ )110km/h 運 転 開始 

1993 評 成年 3 月 7 日 | 河原 田 一 玉垣 間 復 線 化 

1993 全 成年 7 月 4 日 | 玉垣 一 中 瀬古 間 複線 化 


会 社 概要 
奈 鈴鹿 市 桜島 町 1 丁目 20 


画 資 | 360 百 万 円 
| 株 | 三重 県 40.0%、 ダ イ ヘ ン 13.9%、 
三 岐 鉄道 6.4%、 鈴 鹿 市 4.7%、 


津 市 3.7% 


Ei 路線 概要 
玉 2 河原 田 一 津 間 22.3km、1067m 単 
Ds 線 (河原 田 一 中 瀬古 間 12.7km 複 
に EN で 株 ) 、 内 燃 動 力 、 自 動 閉 寒 式 、 
gg 10.0%。、R600m、『1 箇 所 337m、 
こ 64 171 個 所 4.886m、 最 大 6 較 、 
110km/h 


行 普通 列車 J [ EG 
。JR 直 3 a も 
電 列 車 の 運賃 収入 も あっ て 収支 均衡 の 経営 が 続く 。 "11.7.17 
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ディ ー ゼ ル 機 関 車 率 引 列車 は 今や 半生 


| 輸送 人 員 | 千 人 1.012 797 6o1| 町 本 旧 市 留 井 中 島 680 秋 
大 垣 一 宙 和 | 輸送 宙 度 | AZm 昌 | 1.088 882 599| [ 暫 | 150 百 万 円 の 11 
昌一 神 海 間 は 国鉄 樽 見 線 の 転換 を 受け 、 神 海 | 輸送 員数 | 千 昌 567| 406| - | 株 | 西濃 鉄道 50.8% 
一 樽見 は ポ ーー デュ と ョ 区 | 営業 収入 | 百 記 円 435| 362 143 住友 犬 阪 セ メ ン の 
国 | 樽見 鉄道 に な っ て か ら 開 業 し た 。 | 営業 綱 | 百 万 円 百 万 円 441 | 394 246 大 需 市 7.09、 人 TP 
国鉄 樽見 線 は 、1922( 大 正 12) 年 4 月 制定 の 鉄道 | 営業 捉 壮 | 事由 ^6| 4A32| 4103 3.0% 0 
= = RS = 車輌 数 | 帆 こ 22| 22 6 
敷設 法 別表 「 大 垣 ヨリ 福井 県 大 野 ヲ 経 テ 金沢 三 至 隊商 症 | 5l 5|  3 


ル 鉄 道 ] と し て 、1935( 昭 和 10) 年 に 着工 。1958 
年 4 月 に 美濃 神 海 (現神 海 ) に 達し た だ け で 、 第 一 次 
廃止 対象 線 区 に 指定 され て し まっ た 。 旅客 流動 は 
岐阜 志向 で 、 大 垣 に 向かう 利用 者 は 通学 生 が 大 半 
で あっ た が 、 住 友 セ メン ト 岐 阜 工場 の 製品 輸送 が 
焦点 と な っ た 。 製品 輸送 を トラ ッ ク 化 する と 交通 
公害 が 問題 と な る こと か ら 、 貨 物 専 業 の 西濃 鉄道 
を 筆頭 株 主 と する 第 三 セ クタ ー 化 が 決定 し た 。 
樽見 鉄道 で は 、 要 員 を 国鉄 時 代 の 半分 に 、 旅 客 

列車 本 数 を 1.7 倍 と し 、 さ ら に 閑散 時 は レー ル バ ス 、 
朝 の 通学 列車 は 貨物 牽引 用 DL が 客車 2 輌 を 牽引 す 
る な ど 車 輌 運行 の 合理 化 を 行なっ て 1984 年 に 開業 
し た 。 転換 開業 区 間 の 好調 を 受け て 、 神 海 一 樽見 
間 新 線 開業 を 決意 。 路 盤 や 橋梁 な ど 全 体 工 事 の 70 
% が 終了 し て いた こと か ら 開 業 を 見 た 。 し か し 、 
2006 年 3 月 28 日 限り で セメント 輸送 貨物 列車 が 終 
了 し 、 機 関 車 の 間合い 運用 的 な 客車 列車 も 廃止 に 
な っ た 。2005 年 度 か ら 沿 線 市 町 か ら 年 間 1 億 円 前 
後 の 財 政 支援 を 受け 、 存 廃 問題 が 起こ っ て いる 。 
主要 沿革 年 表 

1956( 昭 和 31) 年 3 月 20 日 | 国鉄 樽見 線 大 垣 一 谷 波 口 問 開業 (1067mm. 内 燃 ) 
1958( 昭 和 33) 年 4 月 29 日 | 谷 没 ロ 美濃 神 海 (現神 海 ) 間 開業 
1984( 昭 和 59) 年 2 月 1 日 | 欄 見 鉄道 設立 

1984( 昭 和 59) 年 10 月 6 日 | 大 垣 一 神 海 間 転 換 開業 


1989( 平 成 1) 年 3 月 25 日 | 神 海 一 樽見 間 開 業 
2006( 平 成 18) 年 3 月 28 日 | セメント 輸送 賀 物 列車 が この 日 限り で 運行 終了 


NDE cmc つ ーー Oo tI 
wr < y こよ 


ヘーー 
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201 1 年 2 月 か ら 営業 運転 を 開始 し た ハイ モ 330-701 が 指 斐 川 を 渡り お えて 築 坦 を 下る 。 '11.7.16 _ 東 太 垣 一 横 屋 
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急 曲 線 が 連続 する ロー カル 線 


が 第 ー 
1 月 1 の 朱 
1 7 レツ 2 
ッ 村 で は 、 クル テコ が 用 いら れ た が 、 2004 年 3 
る うち に 33%。 
、 い 上 り 続け る 。 昭和 初 
始ま り 、 ぐい 上 っ 

る 名 本 計り た 線路 だ け に 地形 に 逆らわ 
0 本 が 連続 する < 1991 (平成 3) 年 10 月 
4 の 急 急 配 に 位置 し 、 鉄 道 駅 
に 開業 し た 避 に ある 駅 と し て 知ら れる 。 


に ー ル 
_』 天 本 線 の レ 
ょ に 中 A 


人 と 全 地 を 結ん で いる 途中 に は 必 
8 レー ル も それ に 果敢 に 挑ん で いる 。 

が あぁ れ ば トン ネル で 抜け 、 ひたすら 直線 で 突き 
- は な い ロ マン を 感じ 、 車窓 風景 

終着 明智 は 町 を あげ て 大 


2011 年 月 12 日 か ら は 急行 「 大 正 ロマ ン 号 」 が 月 
志 日 を 除い て 毎日 1 往復 運転 さ れ て いる 。 


キ 要 六 革 年 表 
1933 思 和 8) 年 5 月 2 日 本 折 明知 線 大 井 (史恵 郡 ) 一 阿木 韻 開業 (1067mm* 蒸気) 
1934( 昭 和 9) 年 6 月 2 日 岩村 一 明知 間 開 業 に より 全 通 

1981( 還 56) 年 2 月 1 日 | 貨物 営業 廃止 

1985 (昭和 60) 年 5B27 日 | 明知 鉄道 設立 

1985( 全 60) 年 11 月 16 日 | 恵那 一 明知 問 転換 開業 

2004 全 16) 年 330 昌 | 半 宏 方 式 を 特殊 自動 閉 宏 式 に 変更 


(3 | 2 
1. フ ] フ 阿木 - 伯 泊 間 


0 


[項目 WW 役 | 
| 輸送 人 員 | 子 人 | 
I 半 衝 虹 | 人 /Mm 日 
| 輸送 屯 数 | 千恵 

| 営業 収入 | 百 万 円 
EE 買 | 百 万 円 
営業 損益 | 百 万 円 
車輌 数 | 策 

| 生生 員数 | 人 | 


617| 
831 | 
] 
140| 
153| 
+ 
13 
| 
<} 
28| 


1990 年 度 | 1999 年 度 [2009 年 度 


図 回 臣 


木骨 川 ra 


ム 4 ム 岩村 で 行き 違う ア ケ チ 11 に 
よる 急行 大 正 ロマ ン 号 恵那 行 と ア 
ケチ 14 に よる 明智 行 。 '11.7.17 


ム 夏 の 強い 陽 を 浴び な が ら 、 築 二 


を ゆっ くり 進む 。 WEA 
明智 一 野 志 
会 社 概要 
| 恵那 市 明智 町 469 番 地 の 4 
碑 | 200 百 万 円 


[ 箱 | 岐阜 県 32.5%、 恵 那 市 28.3%、 
中 津川 市 4.75%%、 パ ロー3.5%、 
セン トラ ル 建 設 3.5%、 


路線 概要 
恵那 一 明智 間 25.1km、1 067mm 単 
線 、 内 燃 動 力 、 特殊 自動 閉塞 式 、 
33.0%。、 R 200m、 
中 2 箇所 352m、 68 箇 所 399m、 


最大 3 輌 、60km/h 
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& " 2 
Nm M 順 目 | 単 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 201 1 年度 os 
真 物 専業 ミ 鉄道 健在 本 We 。 
し 栓 送 角度 [wa | \ 
JR 東 海道 本 線 支線 の 終点 美濃 赤坂 か ら 北西 方向 | 本 5 | 8 cl = Sh Ct 
こ 、 【 業 収入 | 百 万 円 237| 93[ 216| \ 
、 側 び る 頁 物 専業 鉄道 伊吹 山林 の 人 金 生 山 か ら 産 エル 7 227 204| 210| に 
出す る 良質 な 石灰 石 を 輸送 する 。 ET EE 2 a 
従来 の 馬車 輸送 で は 輸送 力 に 限界 が あっ た こと 基調 証 | | 7 7 N 


か ら 鉄 道 敷 設 が 計画 され 、1928( 昭 和 3) 年 12 月 に 
計 和 茶 機 2 輌 と 貨車 2 幅 だ け で スタ ー ト を 切っ た 。 
1930 年 2 月 か ら 国 鉄 の ガソリン 動車 が 市 橋 線 に 乗 
り 入 れ て 旅客 営業 を 開始 (7 往復 ) し た が 、1945 年 py TT mm 
4 月 1 日 に 休止 と な っ た 。 以 後 は 、 貨 物 専業 と し て 今 MI さ 
日 に 至る 。 貨物 専業 私 鉄 は 、 臣 海 鉄道 方 式 の 第 三 セ ーー に Os 
クタ ー を 除く と 、 岩 手 開発 鉄道 と 西濃 鉄道 の 2 社 の 
み と な っ て いる 。 

市 橋 線 は 大 垣 一 市 橋間 2.6km に 乙女 坂 、 猿 岩 の 2 
駅 を 有 し た 。 市橋 の 貨物 取扱 は 早い 段階 で 無く な 
り 、 列 車 が 走る の は 早い 段階 で 美濃 赤坂 一 乙女 坂 
間 で あっ た 。 猿 岩 一 市 橋間 は 2006 年 3 月 31 日 廃 
止 、 フ タム ラ 化 学 向け 二 硫 化 炭素 の 名 目 上 の 着 駅 
で あっ た 洗 岩 へ の 到着 貨物 も 今 は 無く 、 買 物 列車 
が 走る の は 美濃 赤坂 一 乙女 坂 間 1.3km の み で ある 。 
名 古屋 臨海 鉄道 名 古屋 南 貨 物 扱 の 新 日 本 製 鐵 名 古 
屋 製 開所 に 向かう 貨物 列車 が 3 往復 設 区 定 で 走る 。 

全長 1 .9km の 昼飯 線 は 美濃 大 久保 で スイ ッ チ バッ 
ク し て 昼飯 に 至っ た が 2006 年 3 月 に 廃止 され た 。 
主要 沿革 年 表 

1927( 昭 和 2) 年 1 月 15 日 | 西濃 鉄道 設立 

1928( 昭 和 3) 年 12 月 17 日 | 昼飯 一 美濃 赤坂 一 市 橋 韻 開業 (1067: 蒸 気 ) 

1930( 昭 和 5) 年 2 月 1 日 | 美濃 赤坂 一 市 橋間 旅客 営業 開始 

1945( 昭 和 20) 年 4 月 1 日 | 旅客 営業 休止 


1964( 昭 和 39) 年 11 月 貨物 束 引 内 敵 化 
2006( 平 成 18) 年 9 月 31 日 | 祥 飲 線 と 市 橋 線 猿 岩 一 市 橋間 廃止 


ム ム 乙女 坂 で DD402 制 陳 
| 石灰 石 の 積み 込み を 行う DD 
は 196d 年 三菱 重 工業 
型 和製 造 40 和 上 0 寺 人 
今 な お 現役 で 活躍 『 082 


ム 石本 員 車 
JR 仙 物 間 に 引 き 引 あ どう 
で 愛知 上 海 人 道 寺 に 

と 08923 末 


9775 nt: 
ーー 


会 社 概要 18 
賠 大 垣 市町 179 


次 | 25 百 万 円 
拓本 大理 119 和 の 
9.5% 清水 人 9 p2k 選 
夫 造 7.0%、 和民 
路線 概要 
< > 0@0 
2 
単線 、 内 人 動か の kd 
755、 ROL 


gi 曽 所 6.3mn 最 人 2 


2 図 回 回 回 


ヽ 生 G 
A 貨車 改造 客車 が 走る 頂 目 M1990F 1099 = 
| 治 いる を PPT EP 7o6 Pc 6 人 
と りか ょ レレ し 、 関 、 美 濃 市 、 郡 上 八幡 812| 710 EL A 
遂 大 で 。 ーーーー ト ーー ニー Fo 万 円 
て 北 濾 に 手 る 。 全長 72.1km の 長大 路 FES | 434| 394| 26 時 岐阜 県 27.5%、 郡 上 市 14.394、 
の 12 清流 ・ 長良 川 に 沿っ て 走る 。 トー 関 市 5.0%、 め ぐみ の 農業 協同 組合 
前 A 北 ば 7 6 = = 益 | 下記 円 | 2134| 467| 4208 4.0%、 美 濁 加 茂 市 3.8% 
婦 い 美濃 と 越前 を 結ぶ 越美 線 と し て 計 ーー ] 18 19 2 
0 EE1Z) 年 10 月 の 美 直 六 円 ニ 因 ーー | 


4 の 開業 を 度 切り に 、 板取 上 ( 湯 の 
0 ( 母 野 )、 美濃 下 川 (大 矢 )、 
間欠 の 衣 濃 弥富 ( 現 郡 上 大 和 )、 美 濃 白 
a 繰り 返し て 、1934 年 8 月 に 北 
0 章 グ ビー 本 井 方 は 、1935 年 より 工事 が 


eftUHIT 


雷 調 ご 層 RtaF ポ ーdI 填 。 ボ 0 緒 ペース ポー 年 


60 年 に 勝原 、 
か し 、 こ の 頃 に な る と 北陸 本 線 な ど 


1 g 絡 の 意味 は 》 
欠 改 良さ れ 全 通 させ て も 短 # 意味 【 潤 れ 、 
の 業 南 株 は 第 2 次 廃止 対象 緑 と な っ た 。 治 


| 
紫 冊 政 凌 。w ら om 圭二 すご 尊 大 二天 記 提 0oom 


7 の 地 和 
作 は 、 路線 が 通る 自治 体 だ け で 8 市 町 村 に 太 び 、 鉄 
に 還 幸 する 北部 に 計 し 、 南 部 は バス 転換 に 時 
」 和 ま 埋 て あっ た か が 、 岐阜 県 下 の 特定 地方 交通 線 す 
< 第 ミセ クタ ー 化 さ れ た こと も あっ て 、 県 が 


wg 行 な っ て 長良 川鉄 道 と な っ た 。 
財 に 運転 本 数 を 2 倍 以 上 と し 、1996( 平 成 4) 
か 5 は 下期 に トロ ッ コ 列車 を 運転 し た が 、2003 
上 事 導 が 発生 し 、 以 降 の 運転 は 中 止 さ れ た 。 
き 靖 置き 換え を 進め な が ら 今日 に 至る 。 


授 時 
1903 KE12) 条 10 朋 15 日 | 国鉄 越美 線 美濃 太田 一 美濃 町 (郁美 濃 市 間 開 業 
(1067mm: 恭 気 ) 
| 人) 8 朋 16 江島 一 北 湯 韻 開 業 に より 直美 南 線 全 通 2 ーー = 
ME 28 昌 | 長 克 川鉄 導 美江 大 田 一 北 濃 間 転 換 開 - i 
9 1 有 2 昌 | 壮大 田渕 動 守 式 と なる pp ーー ーーー 
1 生 4B29| ロコ 区 加害 技 開 デー 清流 . 長 良川 を 渡る ナガ ラ 502。2009 年 2 月 の 増 備 車 で 、 新 潟 トラ ン シ ス 製 。 "11.7.16 
白鳥 高原 一 美濃 白 己 
V” 
生日 EEBEEEREI | 美 温和 白鳥 
i da Al TU 0 
HH 人 肖 時 前! 7 TAN 
Mi 7 | ) 
モ ーー = [| | j と 5km 
どる NL 
を 
美濃 市 
2 上 
和 選 
= 太 
濃 、 と 関 田 
線 / 高山 起 
路線 概要 


還 美濃 太田 一 北 濃 間 72.1km、1067 
単線 、 内 燃 動 力 、 自 動 閉 寒 式 ( 美 
- 濃 太 田 一 美濃 白鳥 間 ) ・ ス タフ 閑 失 
| (美濃 白鳥 一 北 濃 間 )、『20%、 
パ R250m、 『112 箇 所 2,321m、 
で 2307 ナ カラ dog 品 146 和 所 2.478m、 最大 2 電 
2 は 1998 に 80Km 小 
998-2001 年 に 7 輌 が 富士 重工 業 で 新造 され た 。 11.7.16 
山田 一 自然 園 前 


ヾ 申 Tr 3 5 
演 尾 平野 の 西 洞 を 提 輩 川 に 沿っ て 時 寺 較 a 
mm 送 人 員 | 千 人 | so 6.5 Os 

人 華人 関本 鉄道 (JR 関 西本 線 ) の 東名 wml ーー ENAIYA 

員 設 鉄道 ( 現 JR 東 海道 森 線 ) の 大 垣 を 結ぶ 路線 を 開 革 吾 | 四 5 皿 | 1145| 1079 O01 
に = | 営 葉 買 | 百 万 円 2,028 1,965 

< M せ た 。 まず 、1913 年 に 養老 一 大 垣 一 池野 問 が 蒸 | 計 M| 百 店 | A682| ^eee て Y Wt, N 

ヌス i DA 車 帆 数 | 帆 | 33| 33 車 。 大 垣 _. 

x 道 a し て 開業 、 1919 年 に 篤 名 一 指 斐 間 が 全 通 し 員数 | ノ d 99| 105 9 と は be 


た 。 1922 年 に 初代 社長 の 立川 勇次 郎 が 社長 を 務め る gr: ET tn" 
指 斐 川 電気 に 買収 され 、1923 年 に 全線 の 電化 を 果 た 菩 量 7 mm て 
し た 。 年 号 が 昭和 に 代わ っ て 1928 年 に 損 斐 川 電気 か 
5 分 離し て 養老 電気 鉄道 と な っ た が 、1929 年 10 月 1 
日 、 伊 勢 地方 で 路線 を 大 きく 拡張 させ て いた 伊勢 電 
気 鉄道 に 合併 され た 。 さ ら に 伊勢 電気 鉄道 は 1936 年 
9 月 15 日 、 大 阪 か ら 名 古屋 方 面 へ の 進出 を 狙う 大 阪 
電気 軌道 系 の 参宮 急行 電鉄 に 合併 され る 。 養老 線 区 
間 は 1936 年 5 月 に 伊勢 電気 鉄道 か ら 分 離し て 養老 電 
鉄 と な っ て いた が 、1940 年 8 月 に 参宮 急行 電鉄 が 養 
老 電鉄 を 合併 し た 。 や が て 参宮 急行 電鉄 は 親会社 の 
大 阪 電気 軌道 と 合併 し て 関西 急行 鉄道 と な り 、 戦 時 
中 の 陸運 統制 を バッ ク に 1944 年 に 南海 鉄道 と 合併 し 
て 近畿 日 本 鉄道 に 。 こ うし て 近鉄 養老 線 と な っ た 。 
近鉄 に よる 営業 は 63 年 間 続き 、 こ の 間 、 名 古屋 

線 は 1435mm 改 軌 を 行う が 、 養 老 線 は 連 物 輸送 が 盛 
ん で あっ た こと も あっ て 1067mm の まま 残っ た 。 旅 
客 減 か ら 近 鉄 は 鉄道 維持 が 困難 と 訴え 、2007 年 10 
月 1 日 か ら 養 老 鉄 道 が 第 2 種 事業 者 と な っ た 。 
主要 沿革 年 表 

1913( 大 正 2) 年 7 月 31 日 | (初代) 養老 鉄道 が 養老 一 大 垣 一 池野 間 を 開業 (1067mm' 蒸 気 ) 

1919( 大 正 8) 年 4 月 27 日 | 又 名 一 甘 老 問 、 池 野 一 失 斐 間 が 開通 し 全 通 

1923( 大 正 12) 年 5 月 13 日 | 全線 1500V 化 


1944( 昭 和 19) 年 6 月 1 日 | 近畿 日 本 鉄道 養老 線 と な る 
2007 (平成 19) 年 10 月 1 日 | 人 老 鉄 道 が 第 2 種 鉄道 事業 者 と し て 開業 


ツー さ ュ ペー ムー ペ 
\/ し ^ 


アト 


デー 


将 放 温 の 故 老 で 上 下 列 車 が 行 さ 違 う 。 
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回 同 


td Lids 頂 目 | 症 二 位 |2008 年 度 |2oo 

(明治 30 年 月 15 日 に 関本 鉄道 (JR 関西 ーー レレ デーン 
(997 1 野 ) が 、 城 下町 か ら 服 部 川 を 晴 二 旋 本 | ml ンー 1 6 
て 市 衝 地 と 停車 場 を 結ぶ 伊賀 ME gw| go La 
本 6 」oj6( 大 正 5) 年 8 月 上野 Emme ie 
が p) 一 上野 困 (上 野市) 間 が 1067 還 MAR] | P Vm 
と し て 開業 し 、1919 年 10 月 に 地方 "= pe 
0 っ た 上 野 町 一 名 張 ( 後 の 西 名 張 ) 

Ri 2 1926 年 5 月 25 日 に a 

0 用 所 運転 と な っ た < | 3 


(1500V 電 タ | 1 
9819) っ と 、 伊 賀 電気 鉄道 は 大 阪 が ら z=- | 
= == 


の 肝 代 に < 
ます る 大 計 寺 (大 軌 ) の 勢い に 奏 み こま れ 、 ; に 
9 大 に 合併 され 参宮 急行 電鉄 ( 参 起 貸 a 」 刺 に 
10 に 多久 の 路線 に 。 参 急 が 1990 征 - クー 


な っ 


4 の 行路 線 と 
U 了 本 行 道 、 そ し て 近畿 日 本 鉄道 と 社名 を 
まん 8 る 人 神 戸 間 は 軸 物 の 策 要 が 泊 
+8 と 1964 年 10 朋 1 日 に 廃止 と な っ た 。 
晴 上 時 一 伊 加 神 戸 間 は 1973 年 10 月 に 貨物 を 府 
し 、 放 和 専業 と な っ て 平成 の 世 を 迎え る 。 不 採 
い 近 鉄 は 伊賀 線 の 継続 が 困 


座 欠 の 問 理 を 進め ‘e 

上 4 し て 地元 協議 に 入り 、 2007 年 10 月 1 日 に 伊賀 
4 半 が 第 2 種 鉄道 事業 者 と し て 開業 し た 。 
環 澤 * 生 

ii6E 9 年 58 8 


伊賀 軌道 上 野 駅 連絡 所 ( 現 伊 賀 上 野 ) 一 
上 野 町 (史上 野市) 間 開 業 (1067mm・ 蒸 気 ) 
192 大 E11) 年 7 月 18 日 上 時 町 一 名 張 ( 後 の 西 名 張 ) 間 開業 
(55) 年 5 有 25 日 | 全 株 600V 電 化 
1999 了 14 年 331 昌 大 阪 電気 軌道 が 伊賀 電気 鉄道 を 合併 
1954 (E439 年 10 朋 日 | 伊賀 神戸 一 西 名 張 問 廃止 
207 誠 9 年 10 有 1 国 | 伊賀 鉄道 が 第 2 種 鉄道 事業 者 と し て 開業 


< 


ム ム 木津 川 を 渡る 202-102 の 2 
1 細 編 成 。200 系 は ぇ 東急 1000 系 

で 、2009~2012 年 に 2 輌 編成 5 
木 が 登場 し て 近鉄 引継 車 を 廃車 に 
追い や っ た 。 '11.9.24 


伊賀 神戸 一 比 寺 


a 丸山 で 行き 違う 204 編 成 上 野市 
行 と 203 編 成 伊賀 神戸 行 。 運転 系 


| 銃 は 上 野市 を 境 と し 、 伊 軸 
野市 間 が 昼間 時 往復 / 時 、 上 野市 


ー 伊賀 神戸 問 が 2 往復 / 時 程度 
11.9.24 


会 社 概要 
所 | 伊賀 市 上 野 丸之内 61 番地 の 2 
| 山 50 百 万 円 
線 近畿 日 本 鉄道 98.0、 
伊賀 市 2.0% 


や 上 路線 概要 

伊賀 上 野 一 伊賀 神戸 癌 1 6.6km、 
1067m 単 線 、 直 流 1 500V、 
自動 閉塞 式 『 24.3 か 、 R 160m、 
円 無 、 補 11 箇所 497.95m、 


全て 2 輌 、 65km/h 
本間 


LP 


5 Py 


近畿 日 本 鉄道 (近鉄 ) は 、 大 阪 ・ 京 都 ・ 奈 良 ・ 三 重 ・ 愛 知 
の 近畿 ・ 東 海 2 府 3 県 に 504.8km (第 3 種 線 と 鋼索 線 を 除く ) の 
路線 を 張り めぐ ら せ 、 私 鉄 ナ ン バ ー1 の 路線 長 を 誇る 。 そ 
の 路線 網 は 生い立ち を 異 に する 会 社 の 合併 に よっ て 形成 さ 
れ た た め 、 軌 間 だ け で も 3 種類 か ら な る 。 全体 の 81.8% を 
占め る 413.0km は 軌間 1435mm の 標準 軌 で 、 大 阪 線 ・ 奈 良 
線 ・ 名 古屋 線 の 各線 と その 支線 、 け い は ん な 線 が それ で 、 
"アー バン ライ ナー" を は じ め と する 特急 や 長大 編成 の 通勤 
列車 が 行き 交 う 。1067mm 軌 間 は 84.8km で 、 伊 賀 線 ・ 養 老 
線 業態 変更 後 は 大 阪 阿 倍 野 橋 を 要 と する 南大 阪 線 系 統 の み 
と な っ て いる 。 内 部 ・ 八 王子 線 7.0km は 特殊 狭軌 線 と 呼ば 
れる 軌間 762mm で 、 存 廃 問題 が 起こ っ て いる 。 

近鉄 の 系 譜 は 、1910( 明 治 43) 年 9 月 設立 の 奈良 軌道 を 源 
と する 。 奈良 軌 道 は 同年 10 月 に 大 阪 電気 軌道 (大 軌 ) に 社名 
を 変更 し 、 全 長 3.388m に 及ぶ 生駒 山 陸 道 を 貫通 し た の ち 、 
1914 年 4 月 に 上 本 町 ( 現 大 阪上 本 町 ) 一 奈良 間 が 開業 し た 。 

大 軌 は 、 第 1 次 世界 大 戦後 の 好況 期 の あと 、 融 傍 ( 現 橿 
原 ) 線 、 八木 線 ( 下 布施 一 八木 (大 軌 八木 を 経て 現 大 和 八 木 ) 
間 ) を 建設 し 、1921 一 27 年 に 開業 。1921 年 に 天理 軽便 鉄 
道 を 合併 し 、 平 端 一 天理 問 を 改 軌 電化 し て 天理 線 と し た 。 

大 軌 の 伊勢 進出 は 、1927 年 9 月 に 参宮 急行 電鉄 ( 参 急 ) を 
設立 し て スタ ー ト し た 。 大 和 鉄 道 が 得 て い た 名 張 一 宇治 山 
田 間 の 免許 を 譲り 受け 、 青 山 峠 に 私 鉄 最長 の トン ネル を 掘 
り 、1931 年 に 上 本 町 一 宇治 山田 間 を 全 通 し た 。 こ の 区 間 は 
当初 か の ら 1500V で 、 布 施 一 大 軌 八木 間 の 昇圧 も 実施 し た 。 

参 急 は 1936 年 9 月 に 伊勢 電気 鉄道 を 合併 。 伊 勢 電 は 名 古 
屋 地区 か ら 伊 勢 神宮 を 目指 し て 建設 され た 1067mm 軌 間 の 鉄 
道 で 、 径 名 一 大 神宮 前 間 お よび 伊勢 若松 一 伊勢 神戸 (区 鈴鹿 


> 2 る | J 
大 和 西 大 寺 の 西方 か ら 進 入 す る 大 阪 線 急行 奈良 行 と 、 京都 線 急 行 樹 原 神宮 前 


行 。 


近畿 ・ 東 海 2 府 3 県 に 504.8km の 営業 路線 | 


ー_ 


中 還 回 回 還 識 
| 


093a 


2680 系 66842683-2782 鱗 人 行商 専用 列車 用 3 還 編 成 。 専 用 還 は 
朝 に 宇治 山田 発 大 阪上 本 町 行 、 昼 は 高安 留置 、 夕 方 に 大 阪上 本 町 発 松阪 行 と 5 


'09.3.21 時 - 負 


市 ) 間 86.6km を 開業 し て いた 。 和 桑名 か ら 名 古屋 へ は 、 身 
社 の 関西 急行 電鉄 が 工事 を 行ない 、1 938 年 6 月 に 開業 < 
こ に 大 阪 一 名 古屋 間 が 全 通 (伊勢 中 川 乗 換 ) し た 。 
1940 年 に 入る と 参 急 は 関西 急行 電鉄 と 養老 電鉄 を 相 光 
で 合併 し 、1941 年 3 月 15 日 、 大 軌 は 参 急 を 合併 し て 社 備 
関西 女 行 鉄道 と し た 。 関 急 は 1943 年 2 月 に 大 阪 鉄道 (た 提 
会 社 概要 8 
大 阪 市 天王 寺 区 上 本 町 6 用 抽 
92.741 百 万 円 
日 本 マス ター トラ スト 信二 馬 


ロロ ) 8.7%.、 日 本 生命 保 3 
京 三菱 銀行 2.3% 


る 路線 概要 ー 

Re 中 と は 平成 19 年 度数 人 

年 ぐ 大 阪 線 > As 
大 阪上 町 上 10895 

1 m 福 線 (大 阪上 町 一 

5 線 )、 直 流 1500V、 自 重明 才 式 a 

NR 402m、『117 箇 所 13.150m 

較 所 15.546m、 最 大 10 輌 1 

く 難 波線 > 

大 阪上 本 町 一 大陸 CT 
1435mm 複 線 、 直流 1500\ 9 に 
32.0%、R 5oom、『1 革 所々 

匠 | 無 、 最 大 10 還 、80Km 

ぐ 信 買 線 > 

河和 山本 信 員 II ロ 間 2 Pr 
1435mm 単 線 、 直 流 1500 が 

40.0%、R161m. 無 


342m、 最 大 2 輌 、65km か 
ーー の 勿 ル 


11.12.18 


の 7 


に 伊勢 


富田 林間 9.8Km 
6 導 に 営業 を 記 
7 』 に 改 し た 


) 第 長 を 系 
急 と 


本 鉄 


湾 台 風 が 中 


」- に 現 近 鉄 の 則 格 が 完成 し た 。 現 在 の 南大 阪 
、 ご こち は 大 軌 よ り も 古く 、1898( 明 治 31) 
鉄道 (1067m 軌 問 ・ 落 所 動力 ) に 始ま る 。 
を 開業 し た だ け で 1899 年 5 
し た 。 河南 鉄道 は 1919 年 3 月 に 
1923 年 4 月 に 大 阪 天王 寺 ( 現 大 阪 


と の ち 、 


。 し 、1500V 電 気運 転 を 開始 し た 。 


首 


この 復旧 


ょ 2 と を 決断 し 、 の の 2 
の 本 始 し た 。 こ の 条 人 に 
baiE202 2 


ょ 年 表 


ま ーーーーーーーーーrema 本 (1067m・ 攻 所 
31) 年 3J24 昌 七 昌 鉄道 柏原 一 古市 間 開 甘 (1067mm* 氷 気 a 
ーー 陽 鉄 首相 原 一 富田 林間 を 腹 り 受け 


河南 鉄道 ( 後 の 大 阪 鉄道 ) が 河 


1914 よ 


本 鉄道 吉野 品 ー 吉 野 ( 表 六田 ) 癌 開 池 (1067mm' 率 気 ) 
人道 上 本 町 ( 可 大 阪上 林 果 ) 一 奈良 問 開 散 (1435mm'600V, 


南海 鉄道 が 合併 し た の は 1944 年 6 月 1 
が 誕生 し た 旧 南 海 鉄道 は 1947 年 6 月 
1947 年 10 月 か ら は 名 阪 間 に 座 席 定 員 


部 地方 を 襲来 し 、 名 古屋 線 は 
っ に 際 し て 改 加 工 事 を 併せ で て 行 
2 ez 日 間 の 突 員 工事 で 、 そ の 年 の 12 月 12 


川 用 有川 | 


| Nitin aia, wa en ME a i 


に 、 < 0 2 < 
南大 阪 線 6020 系 の モ 6051- Yes ここ 
系 51- モ 6052- サ 6171- ク a 
8 人 6136 は 2012 年 8 月 に 「 ラ ビッ 


トカ ー 塗 装 ] と な っ た 。 


へ 


半 


凌 橋 に 到着 する "アー バン ライ ナーplus"21 000 系 。 
\、1988 年 に 81000 系 を 投入 し て 巻き 返し を 狙っ 


道 新幹線 開業 で 打撃 を 受け た か 


沖本 (大 人 昌義 (1067mm1670Y 


932 年 4 朋 3 昌 
人 山男 治 山 間 且 集 に より 上 本 箱田 


fg 人 6 年 9 


参 急 が 伊勢 電気 鉄道 を 合併 


1936 人 央 逢 11) 年 9 月 15 昌 


関西 急行 電鉄 菊名 一 名 古屋 間 開 藤 に より 上 本 町 一 名 古屋 問 全 通 


eg( 了 3 年 6 有 26 日 


が 急 を 合併 し 関西 急行 鉄道 に 社名 変更 


(mi (16) 年 3 用 5 日 


癌 名 が 大 阪 鉄道 (阿倍 野 橋 一 橿原 神宮 問 他 ) を 合 俸 


1943 陣 和 m8) 年 2 月 1 日 


関 急 と 南海 鉄道 が 合併 し 、 近畿 日 本 鉄道 に 社名 変更 


jg44 眉 和 19) 年 6 月 1 日 


上 本 町 一 宇治 山田 間 に 1 0000 系 ビス タカ ー 運 転 開始 


1959( 還 33) 年 7 月 1 日 


名 古屋 線 10671435mm 改 軌 、 伊勢 湾 台 風 に よる 不通 区 間 開 通 


1959( 四 34) 年 11 朋 27 日 
63( 天 38) 年 10 月 1 日 


奈良 電気 鉄道 (京都 一 西大寺 間 ) を 全備 


8 を 8 1 日 


鳥羽 線 全 通 、 志摩 線 改 二 電 化 に より 賢島 直通 特 導 運 転 開始 


東大 阪 ( 現 けい は ん な 痕 ) 長田 一 生 移 間 開業 、 大 阪 市 交 中 央 線 と 相 直 開始 


0886 年 10 月 1 
0 年 6 1 日 | 


内 部 線 : 八 王子 線 ワ ンマ ン 運 転 開始 


2003 伴 成年 4 月 1 日 


北勢 線 を 三 岐 鉄道 に 譲渡 


206 全 茂 年 327 


けい は ん な 線 生駒 一 学研 奈良 登美 ヶ 丘 問 開 業 


07 生葉 9 年 10 月 1 日 


伊賀 線 と 養老 株 の 事業 形態 を 変更 


909 人 大 21) 年 3 朋 20 日 


阪神 な ん ば 線 と 相互 直通 運転 開始 


ly 2 の ンー 
IO 


こ 
さ 


線 と の 普 
人 を 力 す る 名 負 和 人 疫 行 。 


'182.5 川越 富 洲 原 一 近鉄 富田 


て いる 。 「11.9.27 


路線 概要 
ぐ 奈 良 線 > 
布施 近鉄 奈良 間 26.7km、1435mm 複 


株 、 直 流 1500V、 自 動 閉 塞 式 『 35.7%、 

R 402m、 中 3 箇所 5.047m、 碑 86 箇 所 
4.584m、 最 大 10 輌 、105Km/h 

< けい は ん な 線 

長田 一 学研 奈良 登美 ヶ 丘 間 1 8.8km( 長 
田 一 鉄 軌 分 界 点 間 5.1km 軌 道 ) 、 
1435mm 複 線 、 第 三 軌 条 式 750V、 自動 
閉塞 式 、『34.0%、R 500m、 
口 9 箇所 10.788m、 夏 44 箇 所 4.890m、 
最大 6 輌 、95km/h (生駒 一 学研 奈良 登美 
ヶ 丘 間 8.6km は 第 2 種 開業 線 : 第 3 種 鉄道 
事業 者 は 奈良 生駒 高速 鉄道 ) 


テーーー。 


名 阪 ノン スト ッ プ 特 急 は 東海 


< 京都 線 > 

京都 一 太 和 西大寺 間 34.6km、1435mm 
複線 、 直 流 1500V、 自 動 閉塞 式 、 
35.0%。、R 160m、「 無 、 右 168 衝 所 
7.632m、 最 大 6 輔 、105kmh 

< 橿原 線 > 

大 和 西 大 寺 一 橿原 神宮 前 間 23.8km、 
1435m 複 線 、 直 流 1500V、 自 動 閉講 式 、 
34.5%、R 240m、「1 無 枝 1 54 箇 所 
1.743m、 最 大 6 輌 、100kmh 

く 天 理 線 > 

平 端 一 天理 問 4.5km、 1435mm 複 線 、 
直流 1500V、 自 動 閉塞 式 、 23.0%、 
R 302m、『 無 、 起 20 箇 所 259m、 
最大 6 輌 、90kmh 

く 生 駒 線 > 

王寺 一 生駒 間 12.4km、1 435mm 単 線 
(東山 一 区 の 合間 0.9kmr 南 生駒 一 生駒 
間 3.5km、 複 線 )、 直 流 1 500V、 

自動 閉塞 式 、『33.3%、R 161m、 

2 箇所 365m、 e448 人 箇所 858m、 


最大 4 輌 、65km/h 

< 田原 本 線 > 

西田 原本 一 新 王寺 間 1 0.1km, 1435mm 
単線 、 直 流 1500V、 自動 閉塞 式 、 
30.0%、R121m、 有無 、 立 45 箇 所 
291m、 最 大 3 輌 、65km/h 

< 南大 阪 線 
阪 庁 倍 野 橋 一 橿原 神宮 前 間 39.7W、 
1067m 複 線 、 直 流 1 500V、 

自動 閉塞 式 、33.3%、 R 200m、 
円 2 箇 所 1 05m、 可 334 箇 所 8.953m、 


最大 8 輌 、110km/h 


< 吉野 線 > 
査 原 神宮 前 一 吉野 間 25.2KT、 
1067mm 単 線 、 直流 1500\、 

自動 閉塞 式 、 34.3%、R 160m、 


中 3 箇所 778m、751 箇所 565m、 
最大 4 博 、100km 


GGG 


半球 けが 003 0 10 20km 
10 月 に 奈良 電気 鉄道 、1964 年 10 月 に 信 
貴 生駒 電鉄 、1965 年 4 月 に 三重 電気 i 
合併 。 奈良 電気 鉄道 ( 副 京 te 
本 は 京阪 電気 鉄 
前 3 きき 社 で お あっ た も の を 保 用 称 で 
当 し て 系 列 化 、 則 三重 電鉄 の 湯の山 線 は 1964 
年 3 月 に 762m か ら 1435mm へ の 改 軌 を 済ま 
せ 、 車 輌 の 乗り 入れ を 始め て いた 。 

1969 年 9 月 に 奈良 ・ 京 都 ・ 橿 原 ・ 天 理 ・ 生 
駒 ・ 田 原本 各線 の 1500 V 昇圧 を 実施 。1970 
年 3 月 に 鳥羽 線 宇治 山田 一 鳥羽 間 開業 と 志 
線 の 1435mm 改 軌 ・ 1500V 昇圧 を 実施 。 1970 
年 3 月 に は 難波 新 線 も 開業 し て 、 大 阪 、 京 
都 、 名 古屋 か ら 伊勢 志摩 国立 公園 賢島 へ の 直 
通 特 急 の 運転 が 始ま っ た 。 大 阪 市 交 中 央 線 と 
相互 直通 運転 を 行なう 東大 阪 (更け い は ん な 
線 ) 線 の 開業 は 1986 年 10 月 で 、 第 三 軌条 方 
式 750V 動力 で 、 一 部 区 間 は 市 交 に 合わ せ て 
軌道 法 を 準拠 法 と する 。1988 年 8 月 か ら は 
京都 株 と 京都 市 交 鳥 丸 線 と の 相互 直通 運転 も 
始ま り 、 東 大 阪 線 を 延長 する 形 で 京阪 奈 新 線 
(生駒 一 学研 奈良 登美 ヶ 丘 間 8.6km) の 建設 が 


奈良 生駒 高速 鉄道 に よっ て 進み 、2006 年 3 月 SS 
けい は ん な 線 白 庭 トン ネル を 抜け 出 た 7000 系 18m 


27 日 に 開業 し た 。 営業 者 は 近鉄 で 、 近 鉄 は 
4 扉 車 で 6 輌 編成 9 本 が 在籍 する 。 2006 年 3 月 の 延伸 
に 伴い 7080 系 6 輌 編成 4 本 が 増 備 され た 。 名 古屋 線 テ 


路線 概要 
< 長野 線 > 
古市 一 河内 長野 間 12.5km、 1067 環 上 
(古市 一 富田 林間 5.7km 和 直 池 1500 
自動 閉塞 式 、20.0%.、R 400m 
W 55 箇 所 1.082m、 最 大 8 縛 、100m 


< 道明 寺 線 > 

道明 寺 一 柏原 間 2.2Km、1067m 単 線 直 
流 1500V、 自 動 閉 寒 式 、 ず 17.5%、R300m 
帳 無 、 客 6 箇所 245m、 最 大 2 輔 、65km 


< 御所 線 > 

尺 土 一 近鉄 御所 問 5.2km、1067m 単 線 直 
流 1500V、 自 動 閉塞 式 25.0%、H300m, 
中 無 、 路 20 箇 所 74m、 最 大 4 績 、65km か 


同時 に 東大 阪 線 を けい は ん な 線 に 改称 し た 。 
2009 年 月 20 日 に は 阪神 な ん ば 線 と 相互 直 '12.7.27 白 庭 台 一 学研 奈良 登美 ヶ 丘 。 盆 勢 中 川 近 鉄 名 古屋 間 78.8km、1439W 
通運 転 を 開始 し た 。 項目 | 単位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 複線 、 直 流 1500V、 自 動 閉 族 式 、 
ーー 1K 輸送 人 員 | 千 人 | 788.620| 696.535 576.229 33.3%、R 221m、『13 箇 所 593m 
一 方 、 規 模 が 巨大 な だ け に 不 採算 路線 も 69506| 61868| 58,185 7462 人 箇所 12,732m、 最 大 8 績 、120m か 
多く 、 特殊 狭軌 線 の 北勢 線 は 2003 年 4 月 a < 鈴鹿 線 > 
三 度 鉄道 に 譲渡 。2007 年 10 月 に 伊賀 線 と 養 170.061| 186.424| 158298| 人 1 be 
県 2 、 5 .UAe、 
老 線 の 経営 形態 を 変更 し て 、 営 業 を 伊賀 鉄 NR 由 無 、 理 19 箇所 64m、 最 大 3 縮 、80mWh 
道 と 養老 鉄道 に 移管 。 合 わせ て 94.6km の 営 La | 1 or | < 湯の山 線 > 
消 - に 3 * は 高 EE 2 ’ 8 近鉄 四日市 一 湯の山 温泉 間 15.40m、 
業 距 離 が 消失 し た 。 大 阪 四 倍 野本 駅 で は 高 | 従業 員数 NE | 10990| 10616| 8.176 1435m 直 : 5 自動 閉 枯 式 
さ 30 ミ ルル 建 設 が 進む 35mm 単 線 、 直 流 
Om の ター ミナ ルビ ル 建 設 が 進む 。 * 負 素 線 除く (従業 員数 の み 含む) 33.0%。、R160m、1 無 
- ーー e\49 箇 所 1.632m、 最 大 3 博 、80mh 
6 5 < 山田 線 > 
信 替 中川 宇治 山田 間 28.3Mm、149 守 
複線 、 直 流 1500V、 自動 閉 族 式 、 ず 3335。 


R 181m、「 無 、 想 149 人 所 2.799h 
最大 8 輌 、130kmh 

< 鳥羽 線 > 
中 治山 田 - 鳥 間 13.2、1432 導 - 
直流 1500V、 自動 閉塞 式 、 
f35.0%、R310m、T1 
放 106 令 所 2.132m、 最 大 8 替 
< > 

FT Sm 1 assam 
1.4km 単 線 )、 直 流 1500V、 
34.27%。、R 1om、 3 和 307 
4 所 735m 最大 1300 


< 内 部 線 > 
近鉄 四日市 一 内 
直流 750V、 自 動 閉塞 式 、 4 
R 100m、 帳 無 、 四 33 箇所 19 
最大 3 輌 、45km/h 


< 八王子 線 > 単線 
昌 水 一 本 日 野間 1 0 7100 
20.0 が 、 
ーー 750 V、 自 動 閉塞 式 、 h 
さく ら ラ イナ ー" が 吉野 川 を 渡る 。26000 系 は 21000 系 の 狭軌 パー ジョ ン と し で 1990 年 3 月 に 運転 を 開始 し た 中 無 、 補 5 箇所 6m、 最 太 3 旨 8 
to | 


『 


28 '08.4.11 大 和 上 市 一 吉野 神宮 


の . 八 王子 の 2 線 は と も に 軌間 762 
下 の 部 as + S/ー 
| > 銀 雪 間 762mm の 鉄道 線 は 、 ほ か に 


0 人 各 と 黒部 峡谷 鉄道 が ある の み 。 
ンー 市 駅 の 高 和 下 を 起点 と し 、 平 
「 で 内 部 に 至る 八王子 線 は 内 部 線 


ョ カ り 
pH が = 


[ 
ルー 976 年 


ーーーーー キィ ( 条 の 伊 直子) 間 開 便 (762: 攻 所 
0 ーー ハモ 了 和香 3 


内 部 に 到着 する ク 163- サ 1 23- モ 263。 鉄 道 を 廃止 し て ) パス を 運行 さ ャ ーー 
ンス テム) 方 式 を 計画 し て いる こと が 2018 年 8 月 に 明らか に な っ た 。 1 


0 島 線 京阪 が 系 人 の 東 相 弧 


市 内 を 南北 に 引く a 東西 に 走る 東西 
吉 う な り 、 委 え 押 他 で 両 線 が 文 差す る 。 

1895( 明 治 28) 年 2 月 1 日 に 日 本 最初 の 営業 用 電気 oe to2| eee 

3 

Wt 開業 させ た 京都 電気 鉄道 以来 の 歴史 を 誇っ 2 の 
て いた 京都 市 電 が 、1978 (昭和 53) 年 10 月 1 日 に 全 ” *1990 年 数値 は 京都 道人 
配っ た 。 市 電 に 代わ る 市 民 の 足 と し て 計画 さ 
れ た 地下 鉄 鳥 丸 線 は 、1981 年 5 月 に 北大 路 一 京都 
醒 剛 業 。 1988 年 6 月 に 竹田 延伸 を 果たし 、8 月 
28H か ら 近 鉄 京都 線 と の 相互 直通 運転 を 開始 し 
た 1990( 平 成 2) 年 10 月 に 北山 延伸 、1997 年 6 月 に 
暗 征 伸 が な り 国際 会 館 一 竹田 間 が 全 通 し た 。 

線 は 、1997 年 10 月 12 日 に 醍醐 一 二条 間 12.7 
7 開業 し 、2004 年 11 月 に 六地蔵 、2008 年 1 月 
バ 球 補 伸 が 成り 全 通し た 。 中 間 部 の 御陵 
= 前 9.3m は 京都 高 速 鉄道 (京都 市 "京阪 
2 が 施設 を 保有 する 第 3 種 鉄道 事 業者 
り 0 MC AI 

ge en な っ た 。 御陵 は 地 

: 紀和 " _ 孤 京 津 線 車輌 は 約 半数 
Ng 


泉 都市 役所 前 に 進入 す < 0 最長 了 車 は 近 次 奈 民 に 条 り 入れ る 。 
市 役所 前 に 乗り 入れ る 。 長い 人 8 下 を 払出 RI に 人 する 周 鐘 10 日 還 は に り 人 れる 


項 目 | 単 位 |1990 年 度 1999 年 度 |2009 年 度 
68.617| 110429| 119.175 


69.153 55,537| 489 


k 
10065| 19975| 23.076| 
12070| 33697| 25934 
^2.005| 413.722| 22858| 


ーー 
内 1 季 | 
wa "20%、H250m、 作 所 | "半生 [ 
Qu On 香 人 、 全 て 6 縛 、75lm - I ド ' kal 
NN < 還っ ー | 


1 、 六 地 項 一 
EW KY 1435m 補間 7.5km, 


ne 直流 1500V 車 | 
、 00V 車内 人 3 式 34 oy R 160m 内 信 a きま 

“yy T7900m my 1 箇所 | 5 | Lu 
ぐ 73 人 い 最大 6 還 、75m/ 


デジ テー eo ネ ル を 押 用 
a 三条 京阪 に 停車 中 の 東西 線 50 系 、 束 西 線 は 建設 費 を 押さ える た め に 小 断 面 トン ネル を 129 


=、 ve ] 
0 し 、 全 駅 ホー ム ド ア 完備 。50 系 は VVVF イン バー タ 制 御 の ス テン レス カー 
9 


EE 立 ーー 
の 線 | 頂 目 | 単 位 


人 路 | | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2011 年 度 

米原 を 起 上 ーー a 4059| 4.645 
で 彦根 、 八 日 市 を 経て JR 草津 線 生生 ーー トー 1897 
賀 線 - ま る 近江 本 線 、 高宮 一 多賀 大 社 前 間 の 多 障 丁 | 調 白 | 1oe| ge4| 1oes 
、 近 ーー 営業 費 | 百 万 円 | 946| 1.11g .356 
で 0 八日市 間 の 八日市 線 か ら 成る 。 HE a 
洲本 線 の 歴史 は 古く 、1898( 明 治 31) 年 6 月 に 導 mml a a 


MP N2 Ma RA 99/4 月 
ト ご ~ に 。 会 社 設立 の 中 心 ここ 西武 時 代 の 車 籍 を 引き 継い で 竣工 し た 。 

と な っ た の は 鉄道 か ら 取 り 残 され た 中 仙道 沿い の alc 
人 々 や 近江 商人 、j 彦 根 藩士 らち で 、 北 陸 と 伊勢 を 最短 で 
結ぶ こと を 目的 に し た と いう 。 当 時 の お 伊勢 参り は 、 国 
民 の 必須 事項 と いっ て も 過言 で な い ほど で 、 美濃 ・ 
北陸 一 帯 で 特に 熱 心 な 習慣 が あっ た 。 参 語 路線 と し 
て 賑わい を 見 せ た の は 1914( 大 正 3) 年 3 月 開業 の 多賀 
線 の 方 で 、 多 賀 大 社 と 伊勢 神宮 を 結ぶ 路線 と し て 脚 
光 を 浴び た 。 電 気運 転 は 、1925 年 3 月 に 彦根 一 多賀 
間 で 始ま り 、 全 線 の 電化 に は 多額 の 資本 を 要する こ 
と か ら 1926 年 10 月 に 宇治 川 電気 の 系 列 と な り 、 戦 時 
中 に 電力 会 社 の 鉄道 兼営 が 禁じ られ る と 、1943 年 に 地 
元 出身 の 堤 康次郎 傘下 の 会 社 と な っ て 、 今 日 に 至る 。 

八日市 線 は 湖南 鉄道 に よっ て 1913 年 に 開業 し 、 
琵琶 湖 鉄 道 汽船 を 経て 近江 鉄道 と な っ た 。 

雑多 な 電気 機関 車 や 電車 が 行き 交 っ て いた の は 
今や 昔 で 、 西 武 701 系 車体 流用 の 単行 220 形 と 同 
401 系 車体 流用 の 2 輌 編成 800 形 が 主力 で 活躍 中 。 


主要 沿革 年 表 


三 ご 
He TI A I 


LC に スニ ゴー | トマ: 
7 で へ >nS ペ ハッ ニニ ィ 


1896( 明 治 29) 年 6 月 16 日 | 近江 鉄道 設立 を 
1898( 明 治 31) 年 6 月 11 日 | 彦根 一 愛知 川間 開業 (1067mm:600V) 還 
1913( 大 正 2) 年 12 月 29 日 | 湖南 鉄道 近江 八 由 一 新人 日 市 問 開 業 (1067mm: 蒸 気 ) 
1928( 昭 和 3) 年 4 月 18 日 | 近江 鉄道 全線 1500V 電 気運 転 開始 je 
1944( 昭 和 19) 年 9 月 1 日 | 日 市 鉄道 を 合併 3 6 


1988( 昭 和 63) 年 3 月 12 日 | 貨物 営業 廃止 


会 社 概要 
周 彦根 市 古沢 町 181 則 
軸 405 百 万 円 

本 株 | 西武 鉄道 94.8% 


a ーー ET へ 


わせ た 1809.808 編 と 700 形 あかね"。700 形 は 開業 100 財 年 を 記し て 1998 和 5 月 に 販 エ し た クロ スシ ー ト 昌 
112.3. 


多賀 大 社 前 で 顔 を 合 


130 


し が らき こう げん て つど うぅ 


ヌ キ が 観光 客 を 迎 と る 項 目 | 単 位 1990 年 度 | 9g9 年 度 2 

新 の A 輸送 人 員 | 千 人 674 687 の 

駅 川 か 分 岐 し た 信楽 行 は 、 エ ンジ ン 音 | か 1413| 1467| 1091 

i ぁ 峠 を 越え る 。 信楽 は 陶芸 の 町 と し て 35 青 万 円 106 149 100 
百 万 円 

内 MS 巨大 な 独 が 観光 客 を 出迎え る 。 EET 二天 2 2 157 

MY | 車輌 数 | 困 | - に 457 

pt B "た の は 1933( 昭 紀和 8) 年 5 月 で 、 EE 本 < 2 

が 0 1 

ニ 至 ル 鉄 道 」 の 一 部 と し て 国鉄 信 17 ig 6 


ヨリ ょ 。 し か し 戦時 中 の 1943 年 10 月 に 
と な り 、 レ ー ル ・ 本 木 の 供 
は 人 0 戦後 、 町 民 の 資材 供出 や 労 
1947 年 7 月 に 秋 朱 且 が な っ た 。 

人 仁 に ま に - よ る 基準 期間 の 輸送 密度 は 1574 人 
1 次 廃止 対象 線 区 に 指定 定 さ れ た 。 が 、 町 
を 左 癌 し 、 時 期 を お いて 第 三 セ クタ 
決定 し た 。 信 楽 高原 鐵道 開業 4 年 
01 FR 4A 世界 陶芸 祭 が 信楽 で 開 
0 ド な り 、 全 線 の ほぼ 中 間 地 点 に 小野 谷 
陶芸 祭 の 開催 と 同時 に JR か ら 
eg 肖 別 車 が 乗り 入れ 、 多く の 乗客 で 賑わっ 
+ そん な 中 の 1991 年 5 月 14 日 、JR 乗 入 車輌 と 信 
寺 道 車輌 が 正面 衝突 事故 を 起こ し 、 死 者 42 
る 0 傘 事 と な っ た 。 運 転 を 再開 し た の は 事故 後 
年 以上 を 経過 し た 12 月 8 日 か ら で 、 遺 族 補償 な 
\ 重 負担 を 背負 いつ つ 営 業 を 続け て いる 。2012 
年 6 日 、 滋 賀 県 や 甲賀 市 か ら 借 り 入 れ た 約 21 億 
HO 評 を 求め る 特定 調停 を 申し 立て た 。 

+ 要 4 征 表 
1933( 居 和 8) 年 5 月 8 日 
192 陣 37) 年 5 月 1 日 
1967( 細 2) 年 2 月 0 日 


1987( 引 62) 年 7 月 1 日 
将臣 3 年 5 月 4 日 


国鉄 信楽 線 貴 生 川 一 信楽 間 開 業 (1067mm. 蒸 気 ) 
内 交 化 

信楽 高原 鐵道 設立 

貴 生 川 一 信楽 間 転 換 開業 

衝突 事故 に より 運休 (12 月 8 日 運転 再開 ) 


| ^^ 黄金 色 に 妊 く 水田 の 還 を カ 


1 走 す る SKR301+SKR205 
| '09.10.11 
| 貴 生 川 一 紫 香 楽 宮 跡 


人 人 SKR312 は 2002 年 9 月 に 登 
場 。8012 年 7 月 89 日 か ら ラ ッ ピ ン 
グ 塗 装 と な っ て いる 。 

18.8.26 信楽 


に 会 社 概要 
庫 | 甲賀 市 長野 192 番 地 

席 | 432 百 万 円 

衝 | 甲賀 市 55.1%、 滋 賀 県 34.5%、 
近江 鉄道 5.3% 


路線 概要 
貴 生 川 一 信楽 間 14.7km、1067mm 


単線 、 内燃 動力 、 ス タフ 閉塞 式 、 
33.0%、 R 200m、 『 無 、 
相 43 箇 所 419m、 最 大 2 輌 、65km/h 


た その SKRH311 が 机 川 を 渡る 。 '12.8.26 足 生 川 一 紫 香 楽 宮中 


131 


132 


に ーー 


ここ ろ ま も っ くち な 


。 KETHAN 


京阪 電車 


西日本 私 鉄 最長 の 複々線 を 誇る 


淀屋橋 一 三条 間 京阪 本 線 と 、 中 之 島 株 (中 之 島 一 
天満 橋 ) ・ 鴨 東 線 (三条 一 出町 柳 )、 枚 方 市 と 中 書 島 
か ら 分 岐 する 交野 線 ・ 宇 治 線 か ら な る 。 

京阪 本 線 天満 橋 一 三条 間 と 宇治 線 は 1910 一 15 年 
に 京阪 電気 鉄道 (初代 ) に よっ て 開業 。 軌 間 1 435mm 
600 V 電気 運転 で 、 日 本 初 の 色 灯 3 位 式 目 動 閉塞 信 
号機 を 採用 する な ど 進 取 の 気性 に 溢れ て いた 。 昭和 
初期 に は 新 京 阪 鉄道 を 開業 し 、 天神 橋 一 西院 間 を 34 
分 で 結ん だ 超 特 急 は 当時 日 本 最速 で あっ た が 、 戦 時 
中 の 国策 も あっ て 1943 年 10 月 に 阪神 急行 電鉄 と 合 
併 し た 。1945 年 5 月 に 昌信 貴 生駒 電鉄 枚方 線 ( 現 交 
野 線 ) が 加わ り 、 戦 後 1949 年 12 月 に 京阪 神 急 行 電 
鉄 か ら 分 離し て 京阪 電気 鉄道 が 誕生 し た が 、 淀 川 左 
岸 の 路線 の み で 、 新 京阪 線 は 阪急 に 残っ た 。 

1963 年 4 月 の 淀屋橋 地下 線 開業 は 、 沿 線 人 口 の 増 
加 を 加速 し 、1980 年 3 月 に は 天満 橋 一 寝屋川 信号 所 
間 12.1km の 複々線 (当時 私 鉄 最長 ) が 完成 し た 。1987 
年 5 月 に 京都 市 内 地下 化 、1989 年 10 月 に 鴨 東 線 が 開 
業 し 、 輸 送 人 員 は ピー ク を 迎え た 。 京 阪 特 妨 は 、 1995 
年 以降 は ダブ ル デ ッ カー 車 が 加わ り 、 特別 料金 不要 
車 と し て は 最高 水準 の サー ビス を 維持 し て いる 。 
2008 年 に 中 之 島 線 が 開業 し 、2011 年 5 月 28 日 の 淀 


駅 付近 立体 交差 で 現 線形 と な っ た < 
主要 沿革 年 表 


寝屋川 を 渡る 


1910( 明 治 43) 年 4 月 15 日 


天満 橋 一 五条 ( 現 清 水 五 条 ) 問 開業 (1 435mm・600V) 


1949( 昭 和 24) 年 12 月 1 日 


京阪 神 急行 電鉄 か ら 分 離し て 京阪 電気 鉄道 新 発 足 


1980( 昭 和 55) 年 3 月 16 日 


天満 橋 一 寝屋川 信号 所 間 12.1km 複 々 線 と な る 


1983( 昭 和 58) 年 12 月 4 日 


京阪 線 1500V 昇 圧 


1987( 昭 和 62) 年 5 月 24 日 


京阪 本 線 東福寺 一 三条 間 地 下 化 


1989( 平 成 元 ) 年 10 月 5 日 


鷺 東 線 開 業 


2008( 平 成 20) 年 10 朋 19 日 


中 之 島 線 開 業 


し 


8B0 


00 系 8 輌 編成 に よる 淀屋橋 発出 町 柳 行 特急 。 


に 


の oi 


YNS 2 


'09.4.8 京 


1990 年 度 | 1999 年 度 2009 年 度 
3a1.579| 313.963| 267.451 
っ 16.469| 189,559| 163.927 
| っ 
47.980| 56.863| 50.805 
38 892| 43.180 40,061 
っ o88| 13.683| 10.744 
607 703 | 683| 
RR | 2505*| 2820"| 15687 


+ 銅 索 線 と 大 津 線 含む 
v 日 本 私 鉄 最長 の 複々線 区 間 を 走る 300O 系 B 還 編 
成 。 浦 生 信号 所 (京橋 - 野江 間 ) 一 守口 間 の 複々線 化 は 
戦前 の 1933 年 1g 月 29 日 。 '09.6.2 京橋 一 

バグ バ LL 


ア 


な ンー 0 a 
ム 中 書 島 を 発車 する 13000 系 4 輌 編成 。 13000 系 
営業 運転 開始 の 第 5 編成 で 20 輌 が 揃っ た 。 ワ ンマ ン 運 転 対応 車 で 、 皇 治 線 で 運用 され て いる 。 
Rh 上 会 社 概要 
司 大 孤 市 中 央 区 大手 前 上 
(大 阪 マー チャ ンダ イズ マイ 
略 | 51.466 百 万 円 2 
中 央 三井 信託 404『 
人 保険 52、 三 電信 


は 20 12 年 4 月 4 日 に 営業 電 暫 を 間 し 、 朋 ま 


'125 


路線 概要 (京阪 線 ) 
| < 京阪 本 線 > 0 
相模 三条 間 49 3 
三条 間 3.2km は 吉 道 ” 
(天満橋 一 宮司 
EE 複々線 )、 直 流 1500V 
還 ra305%、 To 
a 240 箇 所 3.869mn が い 
110km/h 


a 


橋 一 天満 橋 


京阪 電 所 鉄道 大 津 線 


けい は ん で ん き て つど うお お つ せ ん 


ンー 道 を 行く [ 了 1990 年 度 | 1999 年 度 | 


2009 年 度 | 
84.222| 16.506| 1592o 


示 輸送 密度 | 人 im 日 18.464 9.761| 9.104 

ンジ を 結 ょ ぶ 京 津 線 と 、 石 山 と 坂本 を 結ぶ | 導 事 | 画 = 

3 ロ ^ \ 営業 収入 | 百 万 円 2,747| 2251| 。2.194 

率直 か ら な る 。 京 津 線 は 京 津 電気 軌道 が | 信 葉 界 | 百 万 円 | 4967| | 

拓本 線 が う 一 和 れ の 党 ( 浜 大 津 付近 ) ) 間 を 営業 損失 | 百 方 円 | 42.220| 43.629 «1.309| 

貞 に 三 条 大 橋 一 車輌 数 | 輔 62 62 62 
三条 | 

京阪 電鉄 に 合併 され た 。 石 。 隔 編 万 Wl  ・ 


912 年 月 に | 
Oo 1913 年 ャ 大沼 線 単 多数 値 公表 を し 
が 膳所 ( 有 騰 所 本 町 ) 間 を 開業 

月 大幸 "は 、 堂 業 区 間 を 三井 寺 一 息 合 ( 下 


1927 年 1 月 に 和 琵琶湖 鉄道 汽船 


mao 


Fi 


の ち 、 
宙 寺 と 光導 汽船 は 1929 年 4 月 に 京阪 


Eo 


寺 
人 
車 
な っ うた 6 た が 、 その 際 、 汽 A 部 門 は 太 湖 汽船 きら 
合併 を で ここ 信 幅 一 新 八日市 間 鉄 道 は 人 上 
( バ 計 湖 7 。 歴史 に 「 も し ] は 禁物 だ が 、 1a 財 
人 人 に 半 7 線 を 京 中 。 
PP の ir 失 首 に な っ て いる 人 日 き 5 
RT 滋賀 県 下 で の 京阪 と 西武 の 上 4 
時 LDS る 
半 た が 、 に 津 統合 時 
NR mm アン 
て 系 統 が 分 離さ れ た 。 1997 年 


吉津 三条 一 御陵 間 を 廃止 し 、 翌 日 か ら 800 系 4 輔 編 
成 が 京 = 都市 地下 鉄 東西 線 京都 市 役 役所 前 へ の 乗 入 を 開 
反し た 。2008 年 1 月 か ら は 約 半 数 の 列車 が 太秦 天 
神川 に 乗り 入れ る 億 用 軌道 は 上 栄町 一 浜大津 間 、 
大津 三井 寺 間 の み で 、 低 床 ホー ム は な い 。 


gg 
清 呈 第 半 層 遂 潤 て 〇 看 還 添 満 窟 倒 激 三 ロ 局 江 


本 沿革 年 表 
1912( 大 正 1) 年 8 月 15 日 村人 | 則 了 (1435mr600V) 
1913( 大 正 2) 年 3 月 1 日 電導 大 浪 浜大津 一 騰 所 ( 現 騰 所 本 町 ) 癌 開業 * 
165 9 下 2 月 1 日 | 京阪 電気 鉄道 が 京 津 電気 軌道 を 合併 
1959( 和 4 年 4 月 11 日 | 京阪 電気 鉄道 が 琵琶 湖 鉄 道 汽船 を 合併 
197 計 請 9) 知 9 月 90 日 石山 坂本 線 穴太 一 坂本 間 復 線 化 に より 全線 複線 と な る 


1997 作 若年 10 朋 2 日 | 京 津 線 京 津 三条 一 御陵 問 廃止 、 全 線 1500V 昇 圧 
路線 概要 (京阪 線 ) 
< く 中 島 線 > 


2 島 - 天 満 橋間 3.0Mm、1435m 
角 、 半 流 1500V 自動 閉 案 式 、 
400&.R 170m、 全 線 、 琴 無 、 

明科 70Km/h( 第 2 種 開業 線 : 第 
寺 業 者 は 中 光 島 高速 鉄道 ) 時 

> | = 

Ne 3Km、 

Ne 人 直流 1500V、 

he まえ +12.0%。、R 400m、 
ES 量 大 8 輌 90Mm/ 


中 
< 
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Ye 


KKETHAN 


販 山 十 


単 位 |1990 和 度 | 1999 生 度 |2009 年 度 球 馬 
キキ ん | 7 004 | 6 380 | 6.375 


京都 市 北部 「 洛 北 」 を 行く | ¥ 
5,729| 5.746 | 馬 
線 


京阪 電車 の 終点 出町 柳 の 地上 を 起点 と する 。 稚 山 輸送 員数 | 千 屯 | | 
本 線 は 全線 複線 で 出町 柳 一 八 瀬 比 較 山 口 問 5.6km、 上 邊 上 邊 2 1 
鞍馬 線 は 宝 ヶ 池 で 分 岐 し て 8.8km 先 の 鞍馬 に 至る 。 「 朗 業 病 半 | 事由 | 4182| 16| 8 
数 山本 線 は 大 正 時 代 未 期 に 京都 電灯 和 山 電鉄 線 と 上 商 凌 一 結 | ee a 
し て 、 団 馬 線 は 昭和 初期 に 鞍馬 電気 鉄道 と し て 開 me ff , う 本 野 
業 。 戦後 長らく 京 福 電気 鉄道 才 山 本 線 ・ 鞍 馬 線 と 
称し た 。 鉄 道 が 陸上 交通 の 主役 で あっ た 1960 年 代 
まで は 年 間 800 万 人 以上 の 利用 が あり 、 1964 年度 
は 91 1 万 人 を 記録 し た 。1976 年 3 月 限り で 京都 市 電 
今出川 線 (出町 柳 で 連絡 )、1978 年 9 月 末 限 り で 東 
山 線 ( 元 田中 で 連絡 ) が 廃止 され る と 、 他 の 鉄道 と 連 
絡 が で き な く な り 1984 年 度 に 利用 客 は 400 万 人 を 割 
り 込 ん だ 。 1986 年 4 月 に 牛山 電鉄 と し て 独立 し 、 
1989 年 10 月 に 京阪 電気 鉄道 鴨 東 線 が 開業 する と 活 
気 が 戻 り 1990 年 度 の 輸送 人 員 は 700 万 人 と な っ た 。 

在籍 車輌 23 輌 の 内 訳 は 、 く の 字形 の 前 面 形状 を も つ 
単行 用 両 運 転 台車 の 700 系 が 8 輌 、2 輌 固定 編成 車 800 
系 が 10 輌 、 観 光 色 豊 か な 鉄道 と し て 面目 躍如 し た パ 
ノラ ミッ ク 構 造 で "きら ら " の 愛称 を も つ 900 系 が 4 輌 
と 工事 用 の 電動 貨車 デ ト 1001 が 1 輌 。 2 輌 編成 車 は 出 
町 柳 一 鞍馬 間 に 使 用 され る 。2004 年 1 月 か ら 全 路線 で 
一 部 列車 を 除い て 終日 ワン マン 運行 を 行なっ て いる 。 


ーー 


ON TINE LED FT 
の つ ソー aw FT ff 


on of Mi 


主要 沿革 年 表 

1925( 大 正 14) 年 9 月 27 日 | 京都 電灯 客 山 電鉄 線 出町 柳 一 八 瀬 ( 現 八 瀬 比 示 
山口 ) 間 開業 (1435mm・600V) 

1928( 昭 和 3) 年 12 月 1 日 | 珠 馬 電気 鉄道 山 端 ( 現 室 ヶ 池 ) 一 市 原 間 開 業 
1929( 昭 和 4 年 12 有 20 日 | 山 敵 一 款 馬 問 全 通 

1942( 昭 和 17) 年 8 月 1 日 | 京 福 電気 鉄道 が 線 馬 電気 鉄道 を 合併 
1986( 昭 和 61) 年 4 月 1 日 | 八 山 電鉄 が 京 福 宙 山本 線 ・ 綾 馬 線 を 譲り 受け て 開業 
1990( 平 成 2) 年 9 月 28 日 || 岩倉 一 二 軒 茶屋 間 複 線 化 


修学 院 車 庫 を だ に 眺め な 95 角 
院 を 発車 する テオ 723。 3 


会 社 概要 
市 区 田上 
25 番 地 の 3 

岡 250 百 万 円 

[ 京阪 電気 鉄道 100% 


路線 概要 


< 宮山 本 線 > 6 
析 人 北 吉 間 


1435m 複 線 、 直流 6 


園 


月 


R 161m 


リル NA く で ん き て つど う あら し ゃ ませ ん 


豆 唯 一 の 運行 1 [ | 
福 唯 運行 路線 し 項目 | 位 |r99o 和 [roo 
位 | 99 征 度 


” 定 
需 ” は 京 
1 
放電 a 
輸送 人 員 | キリ 2 
右 CE 委 -- 宮 か ム ら ゝ ー ーー 一 千 人 009 年 度 
の 一 都心 四条 大 宮 か ら 洛 西 の 景 勝地 と し LTR FT| 9 7.702| 67sg 
送 下 数 + 屯 | | 8,586 7.583 
ーー ニーーーー | 


れる 嵐山 に 至る 許 山 本 線 と 、 肉 子 ノ 辻 か ら LT2WEEzj 蘭 WP 
a ji 45| 
営業 費 | 百 万 円 1.400| 123| 2 


て a 

A [て 北野 白梅 町 に 至る 北野 線 か ら な る 。 嵐山 | 生還] 

複線 で 78.5% 以 上 が 専用 軌道 、 北 野 線 は し 臣 29| 9 
従業 員数 | 人 | 29 81 


従業 員 
数 | 大 154| 1ai や 


株 は 全 婦 
を 除い て 単線 で 全線 が 専用 軌道 。 沿 線 に 


ンー 部 区 間 
は 太秦 胡 野 ・ 嵐 山 な どの 観光 地 を 控え 、 行 楽 
ォ の 利用 も 多い が 、 素顔 は 沿線 住民 の 足 で ある 。 
山本 線 は 1910( 明 治 43) 年 3 朋 に 嵐山 電車 軌道 
に ょ っ て 単線 職業 し 1918( 大 正 7) 年 4 月 に 京都 
と な っ た 京都 電灯 は 嵐山 線 の 複線 化 と 北野 
緑 の 新設 を 行ない 、 昭和 初期 に は 現在 の 線形 が 完 
し た 。 寺 都 電灯 の 鉄 午 道 線 が 分 離 独立 し て 京 福 


年 所 鉄道 と な っ た の は 1942( 昭 和 17) 年 3 月 で 、 以 
後 、 今 日 ま で 京 福 が 営業 を 続け て いる 。 京 福 の 鉄 
j 骨 線 は 全盛 期 に は 120.8km( 負 癌 を 除く ) を 有 し 
た 。 し か し 、 1986 年 4 月 に 手 山 本 線 ・ 鞍 馬 線 を 手 山 
電鉄 に 分 離し 、 福井 地区 は 2003 年 2 月 1 日 に え ち ぜ 
ん 鉄道 に 譲渡 、 京 福 と し て 運行 を 行なっ て いる の 
』 半 占 本線 ・ 北 野 線 の 11.0tm の み と な っ て いる < 

守 転 系 統 は 四条 大 宮 一 嵐山 間 と 肉 子 ノ 直 一 北野 
下 梅 町 間 を 基本 と し 、 平日 朝 や 行楽 シー ズン 休日 
の 嵐山 系 統 は 2 輔 連結 と な る 。 


沿革 年 表 
07049) 月 25 日 用 当山 電車 軌 道 四条 大 宮 一 度 山 問 開業 
(1435mm:600V) 


198 (た E 7 年 4 月 2 日 | 京都 電灯 が 謀 山 電車 軌道 を 合併 
1925 大 E14 年 1 月 3 日 | 北野 線 北野 一 高雄 口 ( 宇 多野 ) 間 開 茶 
1926( 大 E15) 年 3 朋 10 日 | 北野 線 高雄 一 稚 子 ノ 辻 間 開 業 
1928 個 和 3) 年 228 日 | 炭 山 本線 全線 複線 と な る 
1942( 剛 和 7 年 3 月 2 日 | 京 福 電 気 鉄道 と な る 3 

ム ム 鳴滝 で 離合 する モ ボ 27 と モ 

諾 調 ボ 612。 モ ボ 27 は 1994 年 1 月 、 平 

1 安居 都 1200 年 記念 イ ベン ト に 協 
も 替 し て モ ボ 121 の 機器 を 利用 し て 


レト ロ 調 車体 が 新造 され た 。 
"10.11.21 


ム 併用 軌道 を 芳 む モ ボ 631 江 ノ 電 
号 11.5.18 西大路 三条 一 山ノ内 
| 店 会 社 概要 

賠 京都 市 中 京 区 王 生 貨 陽 御 所 町 
3 番地 の 20 
証 証 賠 幸 園 1.000 吾 万 円 

i kN42.92、 財 務 太 
| 8.1%、 日 本 生命 保険 6.76 


6 路線 概要 

記 < 嵐山 本 線 > 
四条 大 宮 一 嵐山 間 7.2km、 
1435m 複 線 、 直 流 600V、 
Yd 自動 義 寄 式 、『36.6%、R 45.5m、 
誠人 17 箇所 75m、 最 大 2 


・ 40km/h 


! 

Remm 。 mi 中 
| 庫 本 世 上 
| rt 大 


拉 計 1435m 単 絹 ( 
複線 )、 直流 600V、 自動 閉 替 式 、 


MIDI et 40.0%、R 90m、「 無 
ーー P278 gm mg 箇 所 26m、 最 大 1 輌 、40KWT 
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a 


を 行く トロ ッ コ 列車 
山陰 本 線 の 京都 口 は 長らく 非 電化 単線 で 、 麟 崩 
を 過ぎ た 列車 は 、 保 津川 に 沿っ た 景勝 地 を 進ん 
で 、 重 岡 に 抜け た 。 山 陰 本 線 の 京都 一 園部 間 は 、 
京都 鉄道 と いう 私 鉄 に よっ て 開業 し た 。1897( 明 
冶 30) 年 2 月 15 日 の 二条 一 呆 峨 間 開業 で スタ ー ト を 
切っ た 京都 鉄道 は 、 そ の 年 の 11 月 に 京都 駅 乗 入 を 
果たし 、1899 年 8 月 15 日 の 財 峨 一 園部 間 開 業 で 京 
都 一 園部 間 が 全 通 し た 。 そ の 7 年 後 の 1906 年 3 月 
11 日 に 鉄道 国有 法 が 公布 され 、17 私 鉄 が 国 に 買収 
され る こと と な り 、 翌 年 8 月 1 日 に 京都 一 園部 間 は 
官 鉄山 陰 東 線 と な っ た 。 
山陰 線 京都 口 の 輸送 力 増強 に あたり 京都 一 園部 
間 の 電化 が 決ま る と 、 財 峨 一 馬 掘 間 は 別 線 ルー ト 
に よる 複線 化 が 採択 され た 。 工 事 は 1980 年 か ら 始 
まり 、1989( 平 成 元 ) 年 3 月 5 日 に 複線 新 線 の 使用 を 
開始 し た 。 保 津川 沿い を 走っ て いた 旧 線 は 使用 を 
停止 し た が 、 保 津 峡 を 右 に 左 に 折れ な が ら 走 る 路 
線 は ゆっ くり て と 景観 を 楽し む お に は 格好 で ある こと 
か ら 、 地 元 か ら 観 光 鉄 道 と し て の 運転 再開 が 望ま 
れ た 。 JR 西日本 は 、 1990 年 11 月 に 子会社 ・ 陸 峰 
野 観光 鉄道 を 設立 し て 、1991 年 4 月 か ら 観光 トロ 
ッ コ 列車 の 運転 を 開始 し 、 連 日 賑 い を 見 せ て い 
る 。 な お 、 隣 峨 野 観光 鉄道 は 第 2 種 鉄道 事業 者 で 、 
線路 は 西日本 旅客 鉄道 が 所 有する 。 
主要 沿革 年 表 


ロ 
7 


| 項 目 | 単位 |1999 年 度 |2009 年 度 | 
輸送 人 員 | 千 人 798 954* ト 
| 輸送 密度 | 人 /km 日 2.904| 3 408" ロ 
輸送 屯 数 | 千 昌 > 
[ 業 収入 | 百 万 円 428| 470 軸 山陰 本 線 陣 
| 箇 乗 頁 | 百 万 円 | 397| 473 ー ジ ペン を Ne 
営 生 舞 圭 | 百 万 円 31| ^43 馬堀 保 消 WN 
車輌 数 情 6 6 用 NH 
従業 員数 | 人 53 70| i 
*2008 年 度数 値 9 am 


1899( 明 治 32) 年 8 月 15 日 | 京都 鉄道 雄 峨 一 園部 問 開業 


1900( 明 治 40) 年 8 月 1 日 | 京都 鉄道 が 国 に 買収 され 官 鉄山 陰 東 線 と な る 


1989( 平 成 元 ) 年 3 月 5 日 | 峨 一 馬 掘 間 複線 新 線 使用 開始 


1990( 平 成 2) 年 11 月 14 日 | 了 峨 野 観光 鉄道 設立 


1991 (平成 3) 年 4 月 27 日 | トロ ッ コ 肉 貝 一 トロ ッ コ 介 岡 間 開業 (1067mm: 内 燃 ) 


ベム に 2 


と の we « AF こ 
保 津 川 に 沿っ て 走る トロ ッ コ 列車 。 ト ロッ コ 側 岡 発 ト ロッ コ 剛 遇 行 。 


"12.92 トロ ッ コ 保 津 峡 


の パパ トロ ッ コ 綴 を 発 季 で 許 
陰 本 線上 を 走行 する DEIOII9 
+SK300-1+SK100-14S0 
。 -l1+SK100.2+5K20 潮 


トロ ッ コ 引 具 ト 02 寺 
ん 機関 車 は 常時 トロ 92 て 
連結 され 、 ト ロッ コ 電 
SK200 形 宮 車 か ら 凍 
っ 

トロ ッ コ 若山 トロ 


会 社 概要 


、ー ュ 3 ま 
京都 市 


トロ ッ コ 骨 歳 トロ? 了 
1067m 単 緑 、 Cu 


AA 


ベー FT 
に 2 


コ 唱 岡 


で 


ここ 


トロ ッ 


で 


| 
客 』 gl 


宮津 の 両 線 が 必 宮津 で 合 合流 人 | 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 
2,856| 2.548| 1.995 
am と 宮津 線 丁 舞鶴 一 宮津 一 大 1467| 1.176| 894 
商 補 維 | | 2 
間 か ら な る , 宮津 線 は 医 国鉄 か ら の 転換 1.492| 1,531 1281 
人 1.582| 2081| 2 
pr 新 線 開業 区 間 で 、 両 線 合 わせ た 営業 距離 260| 26 2 
om! 国鉄 転換 線 を 含む 第 三 セ クタ ー 私 鉄 で | 324| sax 
114 > 時 1 | = 1 | 160 182 
いと 用 われ れん じ 鉄 道 に 次 いで 長い 。 。 マ 綱 野 で 行き 違う KTHBOOO 形 2 編成 X2 の 4 
の 拓 基 タ ンコ 鉄道 と し て の 開業 は 宮 福 線 の 方 が 早 。 人 成人 較 行 と KTR709 丁 血行 。 "12.122 
4 入山 を 結 設 は 早く か ら 衣 


か っ だ 。 と 。 (大 正 12) 年 9 月 に 福知山 一 河間 に 
RA た 。 北 丹 鉄道 は 1971( 昭 和 46) 年 か 
の ち 廃 止 。 そ の 後 、 鉄道 建設 公団 に よる 宮 
em 進ん だ も の の 国鉄 再建 法 の 施行 に より 
され た 。 宮津 を 中 心 と す る 地元 は 第 三 セ 
道 化 へ の 研究 究 を 開始 し 、 1982 年 9 月 に 宮 
設立 “3 国鉄 転換 線 関連 の 第 三 セ クタ ー 
三陸 に 次 いで 3 番目 の 会 社 設立 で 
2 Lt に 宮 福 線 が 開業 し た 。 
宮 ) な 線 は 1987 年 2 月 に こ 第 3 次 廃止 対象 線 区 に 
きれ 、 長 大 か つう 通学 利 用 の 集中 が ある と と が から 
バス 転換 は 困難 と し 、 宮 福 鉄道 と 連携 し て の 経営 が 
きれ た 。 そ し て 宮 福 鉄道 を 1989 年 8 月 に 北 近畿 
タン ゴ 鉄 道 に 改称 の の ち 、 1990 年 4 月 に 宮津 線 の 転 
換 開 業 が な っ た 。 1996 年 に 福知山 一 宮津 一 天橋 立 
間 を 電化 し 、JF 車 輌 が び 乗り 入れ る 。 
3 昌和 
1924( 大 正 13) 年 4 月 12 日 - 四則) 
1 7 9 朋 1 0 日 | 月 和 (本 温泉) 一 美浜 間 開業 に より 宮 当 線 全 遂 


1962[ 昭 57 年 宮 福 鉄道 設立 


1988 陣 53) 年 7 月 16 日 | 宮津 一 福知山 同 開業 
1990 褒 旋 2 年 4 月 1 日 | 西 舞 科 一 豊岡 問 転換 開業 
9 生成 6) 年 316 日 | 福知山 一 天橋 立 間 電化 


| ^ 宮津 浴 に 沿っ て 走る KTROO1 
較 較 タンゴ エ クス ブロー ラ ー。 
'12.1.22 宮津 一 栗田 


| 目 会 社 概要 

| 羽 宮津 市 特 賀 無 番 地 (宮津 事業 

目 本 部 ) 
半 2.600 百 万 円 

| 京都 府 44.79%、 京 丹後 市 9.3%、 
宮津 市 8.9%、 京 都 北都 信用 人 金 
庫 6.7%、 福 知 山 市 6.4% 


路線 概要 
く 宮 福 線 > 
国 宮津 一 福知山 問 30.4km、1067mm 
単線 、 直 流 1500V、 特 殊 自 動 閉講 
式 、 す 25.0%、R400m、『114 箇 所 
11.328m、 玖 151 箇 所 2.037m、 
最大 6 輌 、130kmh 
で 宮津 線 > 
西 舞 鈴 一 豊岡 間 83.6km、 1067mm 
単線 内燃 動 力 ( 宮 津 一 天橋 立 間 4.4 
Km、 直 流 1500V) 、 特 狐 自動 閉塞 式 、 
25.0%、 R 300m、 中 17 箇所 
4,375m、 器 175 箇 所 2,179m、 
最大 6 輌 、85km/h 


ご Im の eo - = 
ye De PP ここ 5 
リル > 福 線 MF100200 形 と スタ イル は 似 て いる が 全長 50.5m の 大 弄 車 


'12.1.22 丹後 由良 一 丹後 神崎 
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マル - DTDYTYTTT 
NN ミナ ル と し て 、 神 戸 ・ 京都 に 至 
SD る 。 に 近鉄 を 

鉄 で トッ プ 。 各 本 線 の 始発 駅 梅田 は 9 線 10 
ホー ム を 有 し 私 鉄 最大 の ター ミナ ル と し て 知ら れる 。2005 
年 4 月 1 日 に ( 旧 ) 阪急 電鉄 は 阪急 ( 現 阪 急 阪神 ) ホ ー ル ディ ン 
グ ス に 改称 し 、( 新 ) 阪 急 電鉄 は (| 旧 ) 阪急 電鉄 か ら 鉄 道 ・ 不 
動産 ・ レ ジャ ー・ 流 通 の 4 事業 を 継承 し た 。 

3 本 線 の 中 で 最も 早く 開業 し た の は 宝塚 本 線 で あっ た 。 
1306( 明 治 39) 年 3 月 に 鉄道 国有 法 が 公布 され 、 阪 鶴 鉄 道 
(大阪 一 舞鶴 間 ) が 国 に 買収 され る こと に な る と 、 そ の 役 
員 ・ 株 主 ら が 大 阪 か ら 箕面 、 有 馬 に 至る 電気 鉄道 を 計画 
し 、1907 年 10 月 に 甘 面 有馬 電気 軌道 が 設立 され た 。2 年 半 
後 の 1910 年 3 月 に 宝塚 本 線 ( 梅 田 一 宝塚 問 )、 括 面 支 線 (石橋 
一 箕面 間 ) を 開業 し 、 沿 線 各 地 で 土地 ・ 住 宅 の 販売 、 宝 塚 新 
温泉 の 建設 、 宝 塚 唱歌 隊 の 結成 や 動物 園 の 開設 を 行なっ 
た 。 創業 期 に お ける 小林 一 三 に よる 多角 的 経営 手法 は 、 関 
西 は も と より 全国 各地 の 私 鉄 経営 に 大 き な 影 響 を 与え た 。 

1918( 大 正 7) 年 2 月 、 社 名 を 阪神 急行 電鉄 と し 、 現 神戸 
本 線 の 建設 に 着手 。1920 年 7 月 に 梅田 一 神戸 (上 人 筒井) 問 、 Sm 
伊丹 支線 が 開業 し た 。 今 津 線 と 甲陽 線 は 1921 一 26 年 に 開 。 今津 線 を 行く 3000 系 。 今 津 線 は 1984 年 3 月 25 日 に 西宮 北口 を 需 に < 
業 じ 、1936 年 4 月 に は 三宮 へ の 高架 延伸 が な り 企 通 を 果 た 。 『 間 フッ シコ 8 に は 補 塊 田 行 が 生か る 2。 3 は て 0 
し た 。 現在 の 千里 線 は 1921 年 4 月 に 北大 阪 電 気 鉄道 に よっ 気 鉄道 を 合併 し て 京阪 神 急行 電鉄 に 社名 を 変更 。 戦後 、1949 
て 十 三 一 豊津 間 が 開業 し 、 京 都 線 (天神 橋 一 西院 間 ) お よび 年 12 月 に 京阪 電気 鉄道 は 分 離し て 独立 し た が 、 旧 新宮 
嵐山 線 は 1925 一 28 年 に 新 京阪 鉄道 に よっ て 開業 。 新 京阪 鉄 は 京阪 神 急 行 電鉄 に 残っ た 。 

道 を 合併 し た 京阪 電気 鉄道 は 1931 年 3 月 に 京阪 京都 ( 現 大 宮 ) 京都 本 線 の 大 阪 側 ター ミナ ル は 、 長 らく 天神 橋 ( 中 大 権 
まで の 地下 線 を 開業 させ 、 名 古屋 延伸 を も 計画 し て いた 。 筋 六 丁目 ) で 、 梅 田 乗 入 は 600V の 宝塚 線 線路 を 15000 机 

第 二 次 世界 大 戦中 に 陸上 交通 事業 調整 法 が 公布 され た こ が ノロ ノロ 走っ て いた こと か ら 、1959 年 2 月 に 梅田 = 

と に より 、 行 政 当局 の 介入 も あっ て 阪神 急行 電鉄 が 京阪 電 。 間 3 複 線 化 を 実施 し た 。1963 年 6 月 に 京都 河原 町 電 束 


in = ペー 
KS ド ド き 


会 社 概要 
過大 阪 市 北 多田 1 上 6 和 
次 | 100 百 万 円 

3 阪急 阪神 ホー ルデン 00 
路線 概要 


| で 神戸 本 緑 > 
梅田 一 三宮 間 32.3Kh、 複 旨 凌 張 


式 . サ 35.0%、R 175m he 
上 | e283 箇所 10,191m 最大 


FE 遇 


a | a lil 
tL = ) 


内 WW 
pA 敵国 1 「 
ーー k22 


6 CC = i 


a 。 析 田 一 十 三 間 は 3 神 析 で 神戸 宝塚 京都 本 線 列 車 が 行き 交 う 。 '18.7.31 


月 北 千里 延長 線 が 開 
失 
1969 
電車 : 規格 統一 が な っ た 。 


な ない 
を 1 日 に 社名 を 阪急 電 
| 析 田 駅 移設 拡張 工事 か 
イヤ モン ドク ロス ] と 革 


2 


7 年 

日 本 初 の 自動 改札 装置 を 設置 し た 。 神戸 線 で は 
か ら の 神戸 高速 鉄道 開通 に 伴い 、 1967 年 10 月 
を 1500V に 昇圧 。 1969 年 8 月 に は 宝塚 線 の 見 


は 「 : a 
’ 1984 年 3 月 25 日 に 今津 線 が 西宮 北口 を 境 と す 


業 し 、1967 年 3 月 に は 


と し 、 同 年 11 月 に は 約 
完成 し た 。 神戸 本 線 と 


ば れる 平面 交差 を 行 な 


\ た 
と な っ て 消滅 し た 。1992 年 4 月 に は 、 日 本 初め て 
1 アー ド フ ェ ア を 導入 し 、1996 年 3 月 より 始ま っ 
シス テム [スル ッ と KANSAII の 礎 が 完成 し た 。 
gg 年 1 月 17 日 に 発生 し た 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 で は 未 食 有 

し を けた が 同年 6 月 12 日 に は 146 日 ぶり に 全線 が 開 

の 2 

まし た え の 後 も 、 能勢 電鉄 項 月 | 衝 |1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 | 
日 生 エ ク 輸送 人 中 人 806.803| 677.621| 605.964 

中 橋田 韻 く 6 | 個性 輸送 密度 | ん jm 日 | 206.558| 175.355| 162298 

リル の 運転 な と 較 送 中 役 | 千晶 | 

3 の の 、 JR 営業 収 人 | 百 万 円 92.148| 107.166| 98.561 
に 上 あめ て いう も 1 念 時貞 円 | 87516| 87344| 76.196| 
と の 最 合 に よっ て 輸送 へ | 人 | 本 円 | 4632| 19823 22.365 

ロー 車内 数 | 帆 | 1298| 1324| 1.323 
gdT 科 気味 の 状況 に ある | 人 | 449| 3737| 2220 
昌 き 件 夫 = ; 
革 面 有馬 電気 軌道 設立 。 Et 石橋 に 進入 する 9101-9501-9561 


1907( 明 滞 40) 年 10 朋 9 日 
宝塚 一 梅田 間 と 石橋 一 英 面 


間 開 業 (1435mm-600V) 


1910( 胃 洛 43) 年 3 月 10 日 
阪神 旋 行 電鉄 に 社名 変更 


iAE 7) 年 2 月 4 日 


机 田 神戸 ( 後 の 上 科 井 ) 問 と 塚口 一 伊丹 間 開 灯 


190(AE 9 年 7 月 16 日 


西 宝 線 西宮 北口 一 宝塚 間 開 業 


1921(E10) 年 9 月 2 日 


丁 宮 北口 ー 今 津 間 開 代 、 西 宝 線 を 今津 線 と 改称 


1926(A 正 15) 年 12 月 18 日 


支 孤 電気 鉄道 新 京阪 線 天 神橋 ( 吾 天 神橋 筋目 一 京阪 京都 ( 現 大 宮 ) 間 全 通 


1937( 剛 和 6) 年 3 朋 31 日 


1943 菩 和 18) 年 10 月 1 日 


京阪 電気 鉄道 を 合併 し 、 京 阪神 急行 電鉄 に 社名 変更 


1949 隔 和 24) 年 12 月 1 日 


京阪 電気 鉄道 設立 に より 、 営 業 の 一 部 を 誤 渡 


1959 剛 34) 年 2 月 18 日 | 梅田 一 十 三間 3 複線 開通 


1967( 個 和 42) 年 3 月 1 日 


北 千 里 に 日 本 初 の 自動 改札 装置 設置 


97 随 和 2) 年 10 月 8 日 | 神戸 線 1500V 昇 圧 


1968 昭和 43) 年 4 月 7 日 


神戸 高 束 鉄 道 開通 に より 山陽 電鉄 と 相互 直通 運転 開始 


1969 紹 和 44) 年 18 月 24 日 | 宝塚 線 1500V 昇 圧 


1969 昭和 44) 年 12 月 6 日 


大 阪 市 営 地下 鉄 堺 筋 線 と 相互 直通 運転 開始 


1973 陣 48) 年 4 月 1 日 | 阪急 電鉄 に 社名 変更 


978l 和 53) 年 3 有 10H | 


神戸 線 ・ 宝 塚 線 が 軌道 か ら 地方 鉄道 に 変更 


965 促成 7 年 1 月 17 日 


阪神 淡路 大 雷 災 発生 に より 不通 (6 月 12 日 に 全線 義通 ) 


2009 年 4 月 か ら 嵐 山 線 に 転じ た 。 


京都 本 線 は 8001 年 月 64 日 タイ ヤ 改 正 より 特 誠 停 車 駅 が 変更 され た 。 
127.3] 大 山崎 一 水無瀬 


宙 山 線 の 線 内 折返 し 運行 に 就く 6300 系 。 ぇ 奈 


-9591-9581-9571 -9551 -9001 


'12.7.9 池田 一 石橋 


部 本 線 の 特急 車 で 3 編成 12 閑 が 


09.4.18 松尾 一 上 桂 


| 路線 概要 


< 宝塚 本 線 > 
梅田 一 宝塚 間 24.5km、 複 線 ( 梅 田 一 十 


三間 2.4km 複 々 線 ) 自動 閉 寒 式 、 
32.0%、R160m、『1 無 、 器 174 箇 所 
11.663m、 最 大 10 輌 、100km/h 

ぐ 箕 面 線 > 

石橋 一 箕面 間 4.0KW、 複線 、 自 動 閉 替 
式 、 す 33.0%。、R199m、 無 、 雇 9 箇所 
32m、 最 大 8 輌 、8Okm/h 

< 京都 本 線 > 

十 三 一 河原 町 間 45.3km、 複線 、 自 動 閉 替 
式 、 ず 33.0%、R200m、 箇所 3,722m、 
288 人 箇所 8,719m、 最大 10 輌 、115kmh 
< 千里 線 > 

天神 橋 筋 六 丁 目 一 北 千里 間 13.6Km、 
複線 、 自 動 閉塞 式 、『35.0 な 、 R160m、 
2 箇所 644m、 容 66 箇 所 2,257m、 
最大 8 輌 、80km/h 

で 嵐山 線 

桂 一 届 山 間 4.1Km、 単線 、 
30.3%。、R160m、「1 無 、 
32 箇 所 428m、 最大 6 輌 、 70km/h 

※ 神 戸 童 琴線 三宮 一 新開 地 間 2.8km は 
第 2 種 開業 線 ( 第 3 種 鉄道 事業 者 は 


戸高 速 鉄道 


自動 閉 訟 式 、 
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sl 


元 阪急 車 が マル ー ンカ ラー で 走る 


E 勢 電鉄 と いう 独立 し た 会 社 線 で 、1978 
年 9 月 まで は 能勢 電気 軌道 と 称し た 
会 社 設立 は 1908( 明 治 41) 年 5 月 で 、 能勢 妙見 参 
語 客 輸送 と 能勢 地方 の 産物 の 運搬 を 主 な 目的 と し 
た 、 地 元 資本 の 会 社 で あっ た 。 ま ず 1913( 大 正 2) 
年 4 月 に 能勢 口 ( 弁 川本 能勢 口 )ーー の 鳥居 間 6.4km が 
軌間 1435mm・600V の 単線 軌道 と し て 開業 、1923 
年 11 月 に 一 の 鳥居 一 妙見 ( 現 妙 見 口 ) 間 が 開業 し た 。 
これ に 先立つ 1922 年 春 、 妙 見 延長 の 増資 に 応じ て 
新 資本 金 の 10% を 阪神 急行 電鉄 (阪急 電鉄 ) が 保有 
し た 。 長らく 純然 た る ロー カル 私 鉄 で あっ た が 、 昭 
和 40 年 代 に 入っ て 沿線 の 開発 が 急速 に 進み 、 線 路 
改良 、 変 電 所 の 増設 が な され た 。1967 年 11 月 の 川西 
能勢 口 一 覚 の 森 間 を 皮切り に 複線 化 が 進み 、1977 
年 4 月 に 複線 区 間 は 山下 に 達し た 。 続 いて 、 大 規模 
団地 ・ 日 生 ニ ュー タウ ン へ の 新 線 が 1978 年 12 月 に 
開業 。 川 西 能勢 口 駅 の 高架 化 竣工 に 伴い 、1997 年 
11 月 17 日 か ら 阪 急 車 輌 8 輌 編成 に よる 日 生 中 央 一 
梅田 間 ( 日 生 エク スプ レス )〉 の 運転 を 開始 し て いる 。 
全て 阪急 電鉄 車輌 で 、 オ リ ジ ナ ル 塗 装 の 時 期 も あっ 


た が 、 今 で は マル ー ン 色 に 統一 され て いる 。 
主要 沿革 年 表 
1908( 明 治 41) 年 5 月 2 日 | 能勢 電気 軌道 設立 
1913( 大 正 2) 年 4 月 13 日 | 能勢 (川西 能 夫 品 ) 

ーー の 鳥居 間 開業 (1435mm:600V) 
1923( 大 正 12) 年 11 月 3 日 | 一 の 鳥居 一 妙見 ( 現 妙 見 口 ) 問 開業 
1977( 昭 和 52) 年 12 月 27 日 | 軌道 を 地方 鉄道 に 変更 
1978( 昭 和 53) 年 12 月 12 日 | 日 生 絹 開 業 
1995( 平 成 7) 年 3 月 26 日 || 電車 線 電 圧 を 600V か 51500V に 昇圧 


| 項 目 
| 輸送 人 貞 
輸送 匂 度 
輸送 員数 
| 営業 収入 
営業 質 
営業 損益 


| 車 情 数 


| 生業 員数 


* 銅 案 線 除く 


単位 |1990 年 度 |1 
人 | 30.246| 
人 | 37.329| 
千 下 | | 
百 万 円 | 3.603| 
百 万 円 | 3.164| 
| 講 円 | 439| 
博 83| 
な 197| 


99 年度 | 2009 年 度 


28.619| 
36.048 | 
4 766| 
3214| 
1.553| 
70| 
157| 


台 一 妙見 


22.148 


27.594| 


3.664 
2.637 
1.027 
62 
92| 


回 較 ム |978 年 開業 の 晶紀 


er E> 


os 
で 


の Joy SF RMT EH Ts 
まさ 】 


| 車 珍 は 全て = 阪急 の 時 

1 500 系 2 運 2 本 、15008 

本 、1700 系 4 連 8 本 3 

1 本 の 計 60 還 時: 
‘12.79 i 


会 社 概要 0 
大 川西 市 平野 本 明 35 ま 
賠 100 本 円 


1 馬 EE EEE 


路線 概要 


4-25.0%、R19 上 


可 18 箇 所 1 242mM\ | 


の (大 阪 モノ レー ル ) 


お お さか こう 
うそ く て つど う ( お お さか も の れ る ) 


の 外 環 捧 株 村 想 の 一 不 ニー 
ムジ ラ テー | 内 送信 員 | キス : 1999 年 度 |2009 生 記 
上 吉 鉄道 は 、 大 阪 を 中 心 と し て 放射 状 に | 軸 旋 | e 本 の 5 
a a 檜 送 市 和 こ コ 1.33 に こと が 
/ 市 堂 地下 欠 を 含む 軌道 は 大 阪 市 内 も し く は 近 | ーー | Ft a 338| 23.044 ma に 2 
へ 本 ーー ー | 1 月 915| 千里 中 央 彩 者 
伸 の 目 の よ うに 結ぶ この 結果 、 郊 外 都 市 由 \ Esll | 6264| 867o A に シン 
W 市 を 0 3 | 各 | 百 7| 5859| 6.475 財 Le 
neem は 婦 層 が 中 51 庄 拓 宮司 基 還 3| | g99 ーー 
a ・ 本 すす に 24 52| ーー 大 阪 W / 山 田 茨 
間 邊 環状 線 的 な 鉄道 計画 ば 、 古く は 信貴 生 従 葉 員 数 | ノ 223| a 84 を NR (人 
| 173| きま 8 誠 本 給 
1 \ 
mer / PA 


りー な ど で 見 られ た が 、1970 年 の 
と 会 の アク セス 株 と し て 府 道 大 阪 中 央 環 
で 道 を 建設 する 提案 が 具体 化 の 一 歩 で 
| 1976 年 12 月 の 都市 交通 審議 会 第 13 号 答 
5 ぁ る い は 新 大 阪 か ら 大 阪 中 央 環状 株 に 
2 に る 環 汰 鉄 吉 道 の 新設 が 盛り 返す 、 
- 大 阪 府 を 中 心 に 、 在 阪 電鉄 各社 が 出 


し て 大 孤高 


ます 、 1990 年 6 
て 大阪 信行 版 急 千里 線 ・ 阪 婦 京 都 本 線 と 接続 
049 有 に 柴原 一 千里 中 央 間 開 業 、 1997 年 4 月 に 
。 江上 原則 が 開業 し て 阪急 宝塚 線 と 接続 、 
講じ 大 阪 空港 へ の アク セス 線 と な っ た 。 そし て 同 
gg 月 に 南 洒 一 門真 市 間 が 開業 し て 京阪 本 線 と 地下 
町 線 と の 接続 が 成り 、「 モノ レー ル 世 界 最長 ] の 
2 李 定 を 受け た 。 万博 記 念 公園 か ら 分 岐 する 国 
gx 化 還 都市 モノ レー ル 線 ( 彩 都 線 ) は 、 1998 年 10 
』 に 匠 大病 院 前 まで 、2007 年 3 月 に 彩 都 西 まで 延伸 
& れ た が 、 東 セン ター( 仮 ) 延伸 は 目処 が 立っ て いな い 。 


要 8 吾 年 表 
1989 尻 和 55) 年 12 月 15 日 
1990 旋 2 年 6 月 1 日 


大 阪 高速 鉄道 設 立 
千里 中 央 一 南茨木 間 開業 
|997( 全 大 
人 8 | 市 間 開業 に より 大 阪 空 門真 市 間 全 通 
年 9B19 昌 | 阪 大 病院 前 一 彩 都 西 間 開 業 
| ~~ 阪急 宝塚 本 線 の 上 空 を 通過 
し て 蛍池 に 進入 する 。 


"10.4.17 蛍池 一 柴原 


人 大 阪 の ペッ ド タ ウ ン で 集合 住宅 
が 建ち 並ぶ 人 口 密集 地帯 を 走行 
する 。 '18.7.9 少 路 一 柴原 


会社 概 要 
硬 豊中 市 新 千里 東 1 丁 目 1 番 5 号 
' 周 14.538 百 万 円 
| 称 大 阪 府 65.1%、 三井 住友 銀行 * り 
そ な 銀 行 ・ 三 菱 東京 UFJ 銀 行 ・ 孤 
信二 鉄 京 阪 電気 鉄道 近畿 日 本 
鉄道 各 2.7% 


| 国 路線 概要 

大 阪 モノ レー ル 線 (本 緑 ) テ 
大 阪 空港 一 門真 市 間 21 _2km、 牙 座 
式 複線 、 直 流 1 500V、 車 内 信号 式 、 
50.0%、R 100m、 円 無 、 殖 全線 、 
全て 4 輌 、75km/h 
暫 六 人 還 市 モル ー ル 株 ( 雪 電 ) テ 
声 博 記念 公園 一 彩 都 西 間 6.8km、 
路 座 式 複線 、 直 流 1 500V、 車 内 信 
号 式 、『50.0%、R 120m、 無 、 
司 全 線 、 全 て 4 輌 、 75km/h 


KEY | 上 に 
、 へ 回 に 進 
る 


KO 


Da レデ ・ i 
ピノ 


者 線 の 昼 = 
早 間 は 20 分 毎 の 運行 。 '12.7.9 公園 東口 


一 万 朝 記念 公園 
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YEN AS 。 
営 地 下 鉄 
御堂 筋 、 谷 町 、 四 つ 橋 、 中 央 、 千日前 、 堺 筋 、 長堀 鶴見 緑 
地 、 今 里 筋 の 8 線 129.9km か ら な る 。 路 面 電車 の 発展 形 と 
し て 考え られ た こと か ら 全 国 の 地下 鉄 で 唯一 、 準 拠 法 を 軌 
道 法 と する (l 還 大阪 ト ラン スポ ー ト シス テム 線 を 除く )。 第 三 
軌条 式 を 基本 と する が 、 阪 急 北 千里 ・ 京 都 本 線 と 相互 直通 之 
転 を 行なう 堺 筋 線 は 架空 電車 線 式 、 長 堀 鶴 見 緑地 と 今里 基 
線 は リニア モー ター 方 式 で 架空 電車 線 式 を 採用 し て いる 。 
最も 最初 に 開業 し た の は 御堂 筋 線 梅 田 一 心斎橋 間 (1933 
年 5 月 ) で 、1935 年 に 難波 、1938 年 4 月 に 天王 寺 に 達し 
た 。 戦 前 の 地下 鉄 は 東京 と 大 阪 の み で 、 大 阪 の 地下 鉄 は 車 
輌 が 大 きく 、 梅 田 駅 の 豪華 で 高い 天井 は 浪速 っ 子 の 自慢 の 
種 で あっ た 。 戦 前 に 開通 し た の は 、 御 堂 筋 線 以 外 で は 、 四 
ツ 橋 線 大 国 町 一 花園 町 間 の み で 、 戦 後 は 1950 年 か ら 工事 
が 再開 され た 。 大 国 町 一 花園 町 間 の 延長 線 と し て 1958 年 
に 玉出 延長 が な り 、1961 年 12 月 に は 東西 に 走る 中 央 線 の 
ー 部 ・ 大 阪 港 一 弁天 町 間 が 開業 し た 。 

東京 で は 大 手 私 鉄 の 都心 乗 入 は 、 地 下 鉄 と の 相互 直通 を 
基本 と し て いた が 、 大 阪 で は 、 京 阪 と 近鉄 が 独自 で 淀 屋 
橋 、 難 波 延 伸 を 果たし た 。 大 阪 市 交 は 、 東 海道 新幹線 開通 に 
合わ せ て 1964 年 に 御堂 筋 線 新 大 阪 延伸 。1969 年 12 月 に は 
堺 筋 線 天神 橋 筋 大 丁目 一 動物 園 前 間 が 開業 し て 、 大 阪 の 地 
下 鉄 で は 初め て 阪急 千里 線 と の 相互 直通 運転 を 開始 し た 。 
大 阪 の 地下 鉄 延伸 の ピー ク は 1970 年 の 万 国 博覧 会 開催 


の 前 で 、 御 堂 筋 線 の 混雑 緩和 策 と し て 谷町 線 、 四 つ 橋 線 が 


都心 部 を 貫き 、 千 日 前 線 開業 、 そ し て 御堂 筋 線 は 江坂 に 延 
伸 し て 北大 阪急 行 電鉄 と 相互 直通 運転 を 行なっ た 。 


a la | 


- ポー we mi 


ーー 
'127.18 新 大 阪 一 東 


[| 
$y 


三国 


新 大 阪 で 顔 を 合わ せる 10 系 と 21 系 。 


の 


住之江 公園 で 発車 を 待つ 83 系 6 輌 編成 "12.8.26 


大 阪 市 営 地下 鉄 が 大 阪 市 域外 に 出 た の は 1977 年 480 
町 線 守口 延伸 が 最初 で 、1980 年 11 月 に は 谷町 線 人 
伸 、1987 年 4 月 に 御堂 筋 線 中 百舌 鳥 延伸 、1985 年 に 層 
線 長田 延伸 が な り 、1986 年 10 月 より 中 央 線 は 近鉄 東砂 
線 ( 現 け い は ん な 線 ) と の 相互 直通 運転 が 始ま っ た 。 
1990( 平 成 2) 年 に 鈴 見 緑地 で 開催 され た [国際 花衣 
事業 所 概要 


間柄 大阪 市 西区 条南 1 時 
(交通 局 


路線 概要 
< 御堂 筋 線 > 
3 江坂 一 中 本則 24?7 
| | 二 GOAL 
和枝 340%、R 120m 1 7 
e* 7 箇所 1.158m、 最 大 ! 
< 谷町 線 2 
ロー 人 尾 商 間 28.10t 内 MM 
oy 生 間 まき 1 
n 1 箇所 28.300m、 時 
70kmh 


て 中 内 158 り 
に (LR 3 6 
tO BO 
50%、R159T eg! 


補 10 箇 所 5150、 i 


3 


覧 会 ] は 新た な 地下 鉄 を 誕生 さ 7 だ ト 
aa っ 剛 。 橋 延伸 見 地 に 9 の に 2 
南 た 。 同じ 規格 の 今里 筋 線 は 2006 Mu エセ 

ke 年 12 月 に 井 高野 一 今里 間 が 開業 し た 。 

凍り の っ 、 っ WU トル 997 年 12 月 に 第 三 セ ク 
株 阪 市 営 地 下 鉄 と 運賃 が 合算 と > で 有形 か 人 0 EA 
2 ドラ ンス ポー トシ ステ ム は 第 1 種 事業 者 か ty 5 
に 、 大 阪 市 交通 局 が 第 2 種 事業 者 と な っ た 。 そ の 経緯 か ら he 
\ 地下 鉄 で は 当 区 間 の み が 鉄 道 事 業法 を 準拠 法 と する 。 : の 


お 央 線 


2m 中 百舌 鳥 
営業 成績 の 推移 (I:OTS) 
項 1999 年 度 |2003 年 度 


11.345 11.710 

26,722 23.999 

2089| 2207 

_ 3209| 2856 

41.120| 4648 

12 24 

| 還 放 97|W 半 67| 
車輌 以外 の 数 値 は ニュ ー ト ラム テク ノ 


ポー ト 線 を 含む 


遂 科 大田 (人 一 開業 日 本 初 の リニア モー ター 地下 鉄 と し て 開業 し た 長堀 鈴 見 緑地 線 70 系 。 
'12.6.20 心斎橋 


中 520 
om90B | 1 御堂 大 線 心斎橋 一 見 波 癌 開 灯 
9 年 4 有 2 日 年 筋 線 区 波 一 天王 寺 間 開 世 
1949( 和 17) 年 5 月 10 日 四 っ 橋 線 大 国 町 一 花園 町 間 開 業 
9 6 有 1 日 || 中 っ 橋 線 花園 町 一 岸里 問 開 人 
1 人 f63) 5831 昌 | 因 っ 株 時 一 モ 出町 敵 了 
1 の (98) 12 月 11 日 | 中 央 線 大 阪 一 莉 天 町 間 了 業 
ORG9) ま 924 昌 | 和泊 新 大 阪 一 和田 間隔 
1 3B24 昌 | 谷町 東梅田 一 谷町 四 本 目 間 開 業 
1968( 殴 和 43) 年 12 月 17 日 谷町 線 谷町 四 丁 目 一 天王 寺 間 開業 
1969( 昭 和 44) 年 4 月 16 日 千日前 線 野田 阪神 一 桜川 間 義 業 
1969( 昭 和 44) 年 12 月 6 | 辻 筋 線 天神 橋 筋 六 丁目 一 動物 園 前 問 開業 
7597048) 和 2 月 24 日 | 全 堂 念 線 江 坂 一 新 大 阪 間 開 業 、 北 大 阪急 行 電鉄 と 相互 運転 開始 
197 軸 52 年 4 月 6 日 | 谷町 株 守口 都島 間 開 業 
95 個 f60) 生 4 月 5 日 | 中 央 線 深 江橋 一 長田 間 開 業 
[9 大 2 年 3 月 20 日 | 名 見 緑地 線 京橋 一 和 見 緑地 間 開 業 
1997( 太 19) 年 「8R29 日 | 長 地 紛 見 緑地 線 大 正 一 心斎橋 問 先 見 緑地 門真 南 問 開業 


'12.7.27 緑 橋 


9397 作成 9) 年 2 月 18 日 | 大 阪 港 ト ラン スポ ー ト シス テム 大 阪 港 一 コス モス クエ ア 間 開業 。 
i 開 間 5 ニコ スロ フ ウェア 骨 の 沙 提 折 事 罰 吾 C な る 2006 年 1 月 24 日 開業 の 今里 筋 線 80 系 4 輌 編成 。 
18) 年 224 日 | 今里 ム 
92 | 時 多 線 井 高 野 一 今里 癌 開業 路線 概要 
< 千日前 線 > 


野田 阪神 一 南 異 間 12.6km、 第 三 軌 条 
式 750V、 車 内 信号 式 、 ず 33.0%、 
R 120m、 中 全部 、 氷 無 、 最 大 4 輌 、 
A/ 70km/h 
RT Nl | | て 堺 筋 線 > 
I 天神 橋 筋 六 丁 目 一 天下 茶屋 間 8.5km、 
|i 直流 1500V、 自 動 閉 寒 式 、 ず 33.0%、 
ーー ー トー R150m、 中 全部 、 豆 無 、 最大 8 輌 、 
1 0 a i rT ek ーー Ok 
長堀 鶴見 緑地 線 > 
大 正 一 門 真 南 間 15.0km、 直 流 1 500V、 
車内 信号 式 、 50.0%、R 102m、 
ゴゴ 全部 、 縮 無 、 最大 4 輌 、7Okm/h 
6 前 < 今里 筋 線 > 
a 井 高 野 一 今里 間 11.9km、 1435mm 複 
: 線 、 車 内 信号 式 、 ず 50.0%、R 83m、 
由 全 部 、 責 無 、 全 て 4 輔 、70km/h 
< 中 央 線 : 鉄 道 事業 法 > 
大 阪 港 一 コス モス クエ ア 間 2.4km、 
1435m 複 線 、 第 三 軌条 式 750V、 
自動 閉塞 式 、 『400%、R 598m、 
1 箇所 2,100m、 臣 1 箇所 300m、 
最大 6 綱 、70km/h (第 2 種 開業 線 : 第 3 種 
鉄道 事業 者 は 大 阪 港 トラ ンス ポー トシ ステ ム ) 


Hl 1 I 


に 


DA Fe + “ 
を 走行 
する 。20 系 6 輌 編成 が 行き 交 う 。 '127.19 朝 潮 橋 一 弁天 町 
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a 
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国内 2 番目 の 新 交通 シス テム 


住宅 団地 の ポー ト タ ウ ン や フェ リー ター ミナ ル 

交通 手段 と し て 1981 年 3 月 に 中 ふ頭 一 住 之 
公園 間 が 開業 し た 。 神 戸 新 交通 (ポー トラ イナ ー) 
に 次 いで 国内 2 番目 の 本 格 的 な 新 交通 シス テム 路線 
で あっ た 。 当初 は 乗務 員 が 添乗 し た が 、1991 年 10 
月 か ら 無 人 運転 を 開始 し 、1993 年 10 月 の 車輌 暴走 
事件 で 、1 カ 月 余り が 運休 と な っ た 。2000 年 2 月 が 
ら は 再び 無人 運転 が 基本 と な っ て いる 。 

コス モス クエ アー 中 ふ頭 問 は 1997 年 12 月 に 大 阪 
港 ト ラン スポ ー ト シス テム (OTS) の ニュ ー ト ラム 
テク ノボ ポー ト 線 と し て 開業 。 当 初 か ら 列 車 は コス 
ムスク エア ーー 住之江 公園 間 を 直通 し て いた が 、 合 
算 運賃 の 高 さ か ら 乗客 が 伸び 悩ん だ の は 地下 鉄 と 
同様 で 、2005 年 7 月 に 大 阪 市 は OTS を 編入 し た 。 
両 区 間 と も 、 道 路上 は 軌道 法 、 そ れ 以 外 は 原則 
と し て 鉄道 事業 法 を 準拠 法 と し て いる 。 
主要 沿革 年 表 


1981( 昭 和 56) 年 3 月 16 日 | 中 ふ頭 一 住之江 公園 間 開業 
1997( 平 成 9) 年 12 月 18 日 | 大 阪 港 トラ ンス ポー トシ ステ ム (0TS) ニ ュー トラ ム 


テク ノ ポ ー ト 線 コ スモ スク エア ー 中 ふ頭 間 開 業 
2005( 平 成 17) 年 7 月 1 日 | 0TS ニ ュー トラ ム テク ノボ ー ト 線 を 編入 


* ニ ュー トラ ム 単 独 数 値 
公表 な し 


1990 年 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 
21.917| 24.343| 26.336 
40.702| 47.601| 27.326 路線 概要 


千里 ニュ ー タ ウン の 足 ・ 北 大 阪急 行 電鉄 


大 阪 市 営 地下 鉄 御堂 筋 線 の 延伸 形 で 、 江 坂 を 起 
点 に 千里 中 央 に 至る 。 集合 住 宅 が 建ち 並ぶ 新 御堂 
筋 の 上 下車 線 の 間 を 進み 、 踏 切 は 一 つも な い 。 

開業 は 1970 年 2 月 24 日 で 、 ア ジア で 最初 の 万 国 
博覧 会 「EXPO'70」 の 足 と し て 計画 され た 。 万 国情 
の 入場 者 は 3000 万 人 と 推計 され 、 会 場 へ 直接 乗り 
入れ る 新しい 鉄道 の 建設 が 必要 と な っ た 。 膨大 な 
建設 費 と 万 博 終了 後 の 輸 送 填 要 の 期待 薄 か ら 困難 
視 さ れ た が 、 阪 急 電鉄 を 主体 に 、 関 西 財 界 が バッ 

アッ プ す る 北大 阪急 行 電鉄 が 設立 され た 。 

当初 か ら 大 阪 市 営 地下 鉄 御堂 筋 線 と 相互 直通 運 
転 を 行ない 、 私 鉄 で は 珍し い 第 三 軌条 式 を 採用 。 
万 博 期間 中 は 、 最 小 運転 間隔 2 分 30 秒 で 頻発 し 
た 。 万 博 有 開催 期間 中 は 半年 間 で 4100 万 人 を 輸送 
し 、 万 博 終了 と 同時 に 万 博 中 央 口 一 千里 中 央 間 4.0 
km は 廃止 され た 。 千里 丘陵 に 建設 され た 住宅 都市 
[千里 ニ ュー タウ ン 」 の 足 と し て の 使命 を 有する 。 
主要 沿革 年 表 
1967( 昭 和 42) 年 12 月 11 日 
1970( 昭 和 45) 年 2 月 2 日 
1970( 昭 和 45) 年 9 月 4 日 
1986( 昭 和 61) 年 7 月 1 日 


1987 (昭和 62) 年 4 月 12 日 
1995( 平 成 7) 年 12 月 9 日 


北大 阪急 行 電鉄 設立 
思 電 中 央 ロー 江坂 間 開業 (1435mmy 第 三 軌 条 式 ) 
万 国 博 中 央 ロー 千里 中 央 間 4.0km 廃 目 
8000 系 「 ポ ー ル スタ ー] 営 業 開始 
9 績 編成 運行 開始 
10 輌 編成 運行 開始 


^531 | 41.030| 4689| 交流 600V、 車 内 信号 式 、『 45.0%、R7Om、 
8 9 8 164m、 全 て 4 輌 、60km/h( コ スモ スク エア ー ト レー ド セ ンタ ー 前 間 0.6tm は は 1991 年 10 月 か ら 運 転 を 開始 し た 。 
| _ "| 第 2 種 開業 線 : 第 3 種 鉄道 事業 者 は 大 阪 港 トラ ンス ポー トシ ステ ム ) 


現 - 目 | 単位 |1990 年 度 |1 


輸送 出 数 | 千 市 


トー き 南港 ポー ト タ ウ ン 線 (ニュ ー ト ラム )> 
2113| 2823| 2,833| コス モス クエ アー 住 選 江 公園 間 7.9km、 側 方 案内 軌条 式 複線 (トレ ー ド セン ター 

2.645 3.858 3.522| 前 一 中 ふ頭 問 0.7Ntm と フェ リー ター ミナ ルー 住之江 公園 間 3.9km は 軌道 、 三 相 ム 地下 区 間 を 抜け 出し 、 ト レー ド セ ン ター 弊 
「1 1 竹 所 200m、 裕 1 箇所 入 する 100A 系 。 ス テン レス ポテ ィ ー の 100 克 


4 ム 近鉄 けい は ん な 線 に 乗り 入れ た 中 大角 4 
系 6 輌 編成 12.727 き 田 - 純 9 


'12.8.26 コス モス クエ アー トレ ー ド セン ター 


999 年 度 


輸送 人 員 | 人 | 64.330 


2009 年 度 千里 中 央 


輸送 密度 | 人 /km 日 | 132.380 


61, 995| 55.001 
129.622| 115,111 


所 
吹 | 1.500 百 万 円 
回 


営業 収入 | 百 万 円 | 4,581 5,222| 4,641 
営業 費 | 百 万 円 | 3.723| 4611 3963 
百 万 円 858| eio| 678 字 坂 
車輌 数 | 輌 67 70 70 御 地 
固 軸 | 15 121 94 し 
0 2km 線 
会 社 概要 路線 概要 ーー 
豊中 市 寺内 2 丁目 4 番 1 号 く 南 北 線 > Pi Ea 


江坂 一 千里 中 央 間 5.9km、 1435m 


阪急 電鉄 54.0%、 大 阪 府 25.0%、 関 西 条 式 750V、 自 動 閉 宏 式 、35. 9 0 
電力 5.0%、 大 阪 瓦 牧 4.0%、 三 菱 東京 1 箇所 868m、 立 20 箇所 2.089 


UFJ 銀行 4.0%、 三 井 住友 銀行 4.0%、 90km/h 


りそな 銀行 4.0% 


2009 年 麻 


浴 一 残る 略 面 電車 
[ 。 目 |M 位 |i99o 年 ngggz 
只 病 肖 和 肌 | | > ar| ae 
人 | 1z. 10.5 
輸送 密度 | 人 /jMm 昌 8, 278 5 の 
1 495 


層 - : = | 輸送 赴 数 | 千 市 4.236 
ヵ ら 堺 の メイ ンス トリ ー ト を 抜け て 浜寺 較 還 AI 本 同 | ziezl っ | | 
世 是 . 還 】 百 万 円 2, 320| 204 


| 営業 ーー | 2,096| gz 
に ^158| 4ai4 ーー 
| こぐ | 4339 


に 株 信 吉 大 社 前 の 住吉 公園 に 至る | 車輌 数 | 内 | | 4 | 
な る 。 両 線 は 住吉 で クロ ス し 、 上 町 線 民 WR 還 sho| al ri 
イ は 阪 協 泊 寺 駅 前 に 和 り 入 れる ,。 

3900( 衣 治 32) 和 月 開基 の 大 請 拓 

と する 。 大 阪 馬車 鉄道 は 将来 の 電車 運転 
店 し 、 大 阪 電車 鉄道 浪速 電車 軌道 と 社名 を 
。 生化 枚 和 工 事 着手 の た の 1979 年 2 月 1 日 廃 

1909 年 12 月 に 南海 鉄道 に 合併 され た の ち 1910 
0 有 に 入 電 化 開業 し た 。 

上 塊 線 は 、 阪 堺 電気 軌道 (初代 ) が 1911 年 12 月 に 
一 大 小路 問 を 開業 し た 。 当 初 よ り ボ ギー 式 
gW の 投入 と 頻繁 運転 で 南海 鉄道 と 乗客 誘致 競争 を 
計っ た が 、1915 年 6 月 に 南海 鉄道 と 合併 し た 。 

革 中 の 近畿 日 本 鉄道 時 代 は 天王 寺 営 業 局 の 所 
過 な り 、 南 海 分 離 後 は 大 阪 軌 道 線 と な っ た 。 1980 
個 和 55) 年 11 月 に 平野 線 を 廃止 し た の ち 、 同 年 12 
HH 付 て 上 町 線 、 阪 堺 線 を 阪 堺 電気 軌道 と し て 分 
青 せ 、 今日 に 至る 。5 形 式 38 輌 の 電車 が 在籍 し て 
李 と 迷 の 市 街 地 を 行き 交 っ て いる 。2013 年 に 超 
休 式 連 節 車 が 登場 する 。 

3 年 表 
1900( 明 洛 33) 年 9 月 20 日 
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大 阪 馬車 鉄道 天王 寺西 門前 一 東 天 下 茶屋 間 開 業 ( 馬 カ ) 
82 南海 鉄道 が 浪速 電車 軌道 を 合併 
10( 明 沼 
に 1 日 | 天王 寺西 門前 一 住吉 神社 前 (現住 吉 ) 間 電気 運転 開始 
Ts 年 12 月 1 日 | 阪 堺 電気 軌道 (初代 ) 恵 美 須 町 一 大 小路 韻 開 業 
1 | 両省 が 取 電 所 和信 人 
年 12 有 1 日 | 阪 堺 電気 軌道 と な る 
@ WW 7 = Pa ー - e 5 ロ で ーー っ Na 
- レブ “< VAY AN aN ‘ 4 天王 寺 の メイ ンス トリ ー ト を 
の Re 進む モ 165。 モ 161 形 は 車 齢 80 
年 を 超え る 現役 車輌 で 非 冷房 で あ 
る こと か ら 夏 期 の 出番 は 極め て 少 
な い 。 
'12.3.8 _ 天王 寺 駅 前 一 阿倍 野 


^ 堺 市 内 中 心 部 は 道路 の 中 央 部 
を 買 く 。 モ 504 は 2009 年 12 月 か 
ら 竣 工 当時 の 塗装 と な っ て いる 。 

'12.5.27 花田 ロー 大 小路 


: 会 社 概要 

月 所 大 阪 市 住吉 区 清水 丘 3 丁目 14 番 72 号 
次 | 90 百 万 円 
前 株 | 南海 電気 鉄道 100% 

路線 概要 
< 阪 堺 線 > 
恵美 須 町 一 浜寺 駅 前 14.1km、 
着 ]435m 複 株 、 直 流 600V、 
25.0%.、R 90m、 無 、 
w49 箇 所 516m (上 町 線 を 含む )、 
最大 1 輌 、50km/h 


ぐ 上 町 線 > 
天王 寺 駅 前 一 住吉 公園 間 4.6KW、 


1435mm 複 線 、 直 流 600V、 
30.0%%、R50m、 円 無 、 最 大 1 輌 、 


50km/h 
'18527 船尾 一 浜寺 駅 前 


ン ピ 全 本 ボ サザ ンー こう や 


太 阪 ミナ ミ の 中 心 ・ 難 波 を ター ミナ ル と し て 大 孤 府 南部 
お よび 和歌 山県 に 154.0km( 第 2 種 開業 線 を 含む 、 鋼索 線 除 
ぐ の 路線 を 展開 する 。 南海 本 線 と 高野 線 を 2 大 幹線 と し 、 
南海 本 線 か ら 高師 浜 ・ 空 港 ・ 多 奈川 ・ 加 太線 が 分 岐 し 、 南 
海 本 線 の 延伸 線 と し て 和歌 山 港 線 が ある 。 空港 線 り ん くう 
タウ ンー 一 関西 空港 間 は 関西 国際 空港 が 施設 を 所 有 、 和 歌 山 
港 線 の う ち 県 社 分 界 点 一 和歌 山 港 間 は 和歌 山県 が 施設 を 所 
有 し 、 と も に 南海 は 第 2 種 鉄道 事業 者 。 和 歌 山 港 線 の 最 先 
端 ・ 和 歌 山 港 一 水 軒 間 2.6km は 1 日 2 往復 の 運行 で あっ た が 、 
2002 年 5 月 25 日 限り で 廃止 と な っ た 。 

南海 の 歴史 を さか の ぼる と 、1885( 明 治 18) 年 12 月 開業 
の 阪 堺 鉄道 に 行き あたる 。 日 本 初 の 民営 蒸気 鉄道 は 1883 
年 開業 の 日 本 鉄道 ( 現 JR 東 北本 線 ) で 、 阪 堺 鉄道 は 2 番目 に 
古い 。 阪 堺 鉄道 は 釜石 製鉄 所 の 運搬 鉄道 機材 の 払下げ を 受 
けた こと か ら 軌 問 2 フ ィ ー ト 9 イン チ (838mm) で 、 難 波 一 大 
和 川 間 が 開業 。1888 年 5 月 に 堺 ま で 全 通 し た 。 阪 堺 鉄道 の 
営業 成績 は 好調 で 、 堺 と 和歌 山 を 結ぶ 計画 を 持っ て いた 和 
紀 鉄 道 と 紀 阪 鉄道 が 合併 し て 1895 年 に 南海 鉄道 と な り 、 
1897 年 10 月 に 堺 一 佐野 ( 現 泉 佐野 ) 間 が 軌間 1067mm で 開業 
し た 。 こ の 時 阪 堺 鉄道 も 改 軌 が な され 、1898 年 に 南海 鉄 
道 は 阪 堺 鉄道 の 事業 を 譲り 受け た 。 南海 鉄道 が 紀ノ川 を 越 
えて 和歌 山 市 に 達し た の は 1903 年 3 月 で 、1911 年 に 全線 
の 電化 が 完成 し た 。 

弘法 大 師 を 開祖 と する 高野 山 を 目指 し て 設立 され た 高野 
鉄道 は 、1898>1900 年 に 道頓堀 ( 現 汐 見 橋 ) 一 長野 ( 現 河 内 
長野 ) 間 を 蒸気 鉄道 と し て 開業 。 開 業 後 は 営業 不振 で 、 
1907 年 11 月 に 高野 登山 鉄道 に 引き 継が れ た 。 高 野 登山 鉄 
道 は 1915 年 に 橋本 延伸 を 果たし 、 同 時 に 社名 を 大 阪 高野 


201 1 年 9 月 1 日 か ら 運用 を 開始 し た 12000 系 サザ ン . プレ ミ ァ 


歌 山 市 行き (パサ ザン 〉 12.5.27 な ん ば 一 新今宮 アム 他 に ょ ぇ 
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徳島 港 一 和歌 山 港 問 南海 フェ リー に WE 
ン 〉 を 望む お 。 '09.11.8 
鉄道 に 改め た 。 大 阪 高野 鉄道 は 1922 年 9 月 に 南海 錠 六 3 
併 さ れ 、 橋 本 一 高野 山下 間 は 別 会 社 の 高野 山 電気 鱗 旧 
っ て 1929( 昭 和 4) 年 2 月 に 全 通 し た 。 
天王 寺 一 東和 歌 山 ( 現 和 歌 山 ) 間 に 阪和 電気 鉄道 が 8 
の は 1929~30 年 で 、 阪和 電鉄 は 全線 を 45 分 で 走 度 5 
特急 で 南海 に 挑ん だ が 、1940 年 に 南海 は 阪和 還 和 を 
し て 山手 線 と し た 。 し か し その 3 年 半 後 、 政 府 は 較 


| 計 会 社 概要 
} 恒 大 孤 市 中 区 芽 上 5TE! 衝 


e822 が P25 
ーー マー イー re 名 四 W) 
ci TANI NT 
Es 


商 63.739 百 万 由 4 
a サ 人 
旗 ロ )5.1%、 日 本 3 


路線 概要 

< く 南海 本 線 ク 
a LO | 
な 間 の 2508 0 
NI | 直流 1500V、 自 動 
MU I | | 6 ne 

(I | | I | 」 6 

| や さき an 


事 
剛 。。28a 所 ii 4 ンプ 


間 間 昌 間 、 ーー。ー ニ ーー、 hmp シテ ( 石 ) が 行人 う 記 記 12527。 で 各 ここ 


ーー 本 


a ーー 員 手 線 を 合 億 し 、 阪 和 線 と し た 。 で そ 


た ON 
A の 合併 


* 拓 億 " 私 鉄 
計 語 まい 貞 
と 合併 


* 合 政策 も あ 
社名 る 近畿 日 本 鉄道 と し た 。 


近鉄 か ら 


7 、 2 
1 本 問 の 営業 を 行 な 
村人 電気 鉄道 社名 を 変更 し 旧 南 海 の 路 線 
月 に 凍 洛 
る 見 橋 雌 流 
2009 人 年 度 
26,8 " コ 
9 岸里 玉出 
し 
孔 堺東 
- 兵 
| 48180 線 /。。 
5 羽衣 
9.081| 高師 浜 
690| A 
2529| ドン 婦 1 
) 凍 朗 ッ 高 / 
洪 7 野 | 
空港 源 ノ 矢 佐 野 ) 
| 
/ 
加川 論 ! 橋 
OMOZ さ き 公園 本 本 
紀 / 川 
加太 株 い 、" 
和歌山" 
姜 げ 和歌 山 洪 
NSP 極楽 橋 
年 表 ーーー テ ーー ーー 
0 訴 注 ー 大 衝 間 開 (838mw: 落 気 ) 
ei 本 放 伯 道 匠 一 泉佐野 間 開 柴 、 阪 電鉄 道 1067mm 改 暫 


大 小嶋 ( 電 東 ) 一 狭山 間 開 切 (1067m" 世 ! 


1897 明 30) 年 10 朋 日 ボー 
高野 鉄道 大 小路 ( 弄 


898 (31) 年 1 月 30 日 
1898( 明 内 31) 年 10 月 1 日 


道上 鉄道 の 事業 眼 り 受け パパ 一 


市 海 名 道上 流 一 和歌 山 市 間 全 通 で 8 


09(96) 年 3 月 21 日 


南海 鉄道 600V 電 気運 転 開始 


1907 ( 明 内 40) 年 8 有 R21 日 


加太 軽便 鉄道 和歌 山口 ( 豆 東 松江 ) 加太 間 開 葉 (1067mm: 蒸 気 )_ 


1912 計 45) 年 6 月 6 日 


寺野 鉄道 の 事業 を 1906 年 に 康 り 受け )600V 電 化 


1912 正 元 ) 年 10 朋 10 日 


南海 鉄道 が 大 阪 高野 鉄道 (5 々 見 橋 一 橋本 間 ) を 合併 


1922(AE11) 年 9 月 6 日 
1929 感 和 4) 年 2 月 21 日 


高野 山 電気 鉄道 橋本 一 極楽 橋 問 全 通 


阪和 電気 鉄道 を 合併 


1940( 昭 和 15) 年 12 月 1 日 


山手 線 ( 則 版 和 電 鉄線 ) を 運輸 通信 省 へ 斉 渡 


1944( 骨 和 19) 年 5 月 1 日 


関西 急 行 鉄道 と 合併 し 近畿 日 本 鉄道 と な る 


194( 還 和 19) 年 6 月 1 日 


市 海 電気 鉄道 が 近鉄 か ら 旧 南 海 鉄道 の 路線 を 眼 り 受け 


1947( 凡 和 22) 年 6 月 1 日 


南海 線 ・1500V 昇圧 (高野 線 は 10 月 7 日 ) 


1973( 同 和 48) 年 10 月 10 日 
1990( 万 和 55) 年 12 月 1 日 


阪 堺 線 と 上 町 線 を 阪 堺 電気 軌道 と し て 分 離 


1994 主 成 6) 年 6 月 15 晶 


空港 線 泉佐野 一 関西 空港 間 開 業 


2002 成 14) 年 5 月 26 日 


和歌 山 港 一 水 軒 間 廃止 


2006 財 和 8) 年 4 月 1 日 


條 志 川 線 を 和歌 山 電 銭 に 譲渡 


て 南海 鉄道 は 関西 


中 南海 鉄道 の 踏 線 が 分 離さ れ 
て い PA 高野 山 電気 鉄道 


戦後 復興 期 の 南海 電鉄 は 1954 年 に 転換 クロ スミ 
新 性 能 車 11001 形 を 登場 させ 、 1956 年 5 月 の 
開業 と 同時 に 四国 連絡 急行 (あわ 〉 の 運転 を 開始 し た 
線 で は 1958 年 に "ダー ムカ ー "21000 系 を 投入 し 本 上 
ろ し く 平 担 線 で は 時 速 100km の 高速 運転 、 山 臣 線 で ば 
な 登坂 力 を 発揮 し た 2 

上 古く か ら 紀 勢 本 線 に 乗り 入れ て いた 南紀 直通 は 1985 年 3 
月 13 日 限り で 終止 符 を 打ち 、 高 速 道路 網 の 整備 で 淡路 連絡 
徳島 連絡 の 意義 も 薄れ つつ ある 。 そ の 一 方 で 1994 年 9 月 に 


は 泉州 沖 に 関西 国際 空港 が 開港 し 、 特 急 〈( ラ ピー ト )〉 の 運転 
を 開始 し て いる 。 


レ 上 
が 全 列車 が な ん ば に 乗り 入れ 、 汐 見 橋 一 岸里 玉出 間 
'12.5.27 。 芦原 町 一 木津 川 


高野 線 は 汐見 橋 を 起点 と する 
は 2 両 ワ ンマ ン 運 行 が 行っ て は 来 て を 繰り 返す 。 


Ke っ 


ーー ンジ の デジ 
極楽 橋 に 停車 中 の 2258-2208 他 。 観 光 列 車 「 天 空 」 は 2009 年 7 月 3 日 に 運行 を 開 
始 し た 。 '09.7.12 


路線 概要 


< 多奈川 線 > 
みさ き 公 園 一 多奈川 間 2.6km、 単 線 、 直 流 


1500V、 自 動 閉塞 式 、『20.0%、R300mm、 
由 無 、 容 11 箇 所 159m、 最 大 2 輌 、50kmh 


ぐ 加 太線 > 
紀ノ川 一 加太 間 9.6km、 単 線 、 

直流 1500V、 自 動 閉塞 式 、 13.0%。、 
R160m、 貴 無 、 瑞 20 箇 所 105m、 

最大 2 輌 、5Okm/h 

< 和歌 山 港 線 > 

和歌 山 市 一 和歌 山 港 間 ( 県 社 分 界 点 一 
和歌 山 港 間 2.0km は 第 2 種 事業 者 : 第 3 
種 鉄道 事業 者 は 和歌 山県 )2.8km、 単線 、 
直流 1500V、 自 動 閉 寒 式 、 す 18.0%、 
R162m、 帳 無 、 臣 8 箇所 361m、 最大 8 
輌 、6Okm/h 

で 高野 線 

汐見 橋 一 極楽 橋間 64.5km、 複線 (橋本 
極楽 橋間 19.8km 単 線 )、 直 流 1500V、 
自動 閉 寒 式 、 す 50.0%。、 R100m、『132 
箇所 9,254m、 相 155 箇 所 3.205m、 最 


太 10 輌 、100km/h 


983 年 に 登場 し た 。 
'09.7.12 上 古沢 ~ 紀 伊 細川 
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南海 電気 鉄道 高野 線 中 百舌 鳥 か ら 分 岐 し て 14.3 
Km 先 の 和泉 中 央 に 至る 。 大 阪 府 を 中 心 と する 第 三 
セク ター 大 阪 府 都市 開発 が 経営 する が 、 路 線 名 
は 泉北 高速 鉄道 線 と 称し 、 通常 は 泉北 高速 と 呼ば 
れる 。 大 多数 の 列車 が 南海 難波 を 起 終点 と し 、 南 
海 電鉄 車輌 の 乗 入 も 多い 。 

大 阪 府 南部 ・ 堺 市 か ら 和 泉 市 に か け て の 丘陵 地 
帯 を 開発 し た 泉北 ニュ ー タ ウン は 、 北 の 千里 ニュ 
ー タ ウン と と も に 大 阪 の 大 規模 開発 地 と し て 知ら 
れる 。 そ の 泉北 ニュ ー タ ウン の 足 と し て 計画 され 
た の が 泉北 高速 鉄道 で 、1971 (昭和 46) 年 4 月 に 中 
百舌 鳥 一 泉ヶ丘 間 が 開業 し た 。 当 初 か ら 南 海 高 野 
線 と 相互 直通 運転 を 行い 、 軌 間 は 1067mm、 人 架線 電 
圧 600V で スタ ー ト 。 施設 の 保守 や 列車 運転 業務 は 
南海 に 委託 し た 。1973 年 10 月 、 南 海 の 昇圧 に 合 
わせ て 1500V 昇 圧 が な り 、 机 ・ 美 木 多 、 光 明 池 へ 
の 延長 の の ち 、1990 (平成 2) 年 か ら 自 社 の 乗務 員 
に よる 運転 に 変わ っ て いる 。1995 年 4 月 に 和泉 中 
央 へ の 延伸 が な り 、 計 画 路線 は 完成 を みた 。 自社 
車輌 は 南海 に 準じ た 20m4 扉 車 で 、4 系 列 122 輌 が 
在籍 する 。5000 系 は 非 壮 通 タ イプ と な っ た が 、 
7000 系 は 再び 貫通 タイ プ に 戻っ て いる 。2007 年 
か ら は 7020 系 が 登場 し て いる 。 
主要 沿革 年 表 
1965( 昭 和 40) 年 12 月 2 日 
1971 (昭和 46) 年 4 月 1 日 
1973( 昭 和 48) 年 10 月 7 日 1500V 昇 圧 
1973( 昭 和 48) 年 12 月 7 日 | 泉ヶ丘 一 樹 ・ 美 木 多 間 開 業 


1977( 昭 和 52) 年 8 月 20 日 | 掲 : 美 木 多 一 光明 池間 開業 
1995( 平 成 7) 年 4 月 1 日 | 光明 池 一 和泉 中 央 間 開 業 


大 阪 府 都市 開発 設立 
中 百舌 鳥 一 泉ヶ丘 間 開 業 (1067mmx600V) 
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大 阪南 部 の ベッ ド タ ウ ン . 泉 北 ニ ュー タウ ン を 走り 抜け る 。 原則 と し て 和泉 中 央 一 南海 な ん ば 間 の 


1990 年 度 | 1999 年 度 
| 56485| 55059] 
108,195| 94,668 | 

| 

6.270| 8.751 
5.562| 8595| 

_ 708| 155 
98| 129 

155 333 


| 2009 年 度 


49.803 
87.029 
8088 
7.605 
_483 
ーー 


4 


15 
ルッ 


*N 


運行 。'12g.5.87 光明 池 一 机 美 本 多 


ム 。 和 示 中 央 に 信人 93 だ 


系 。 長 らく 南 洒 員 よ 9 
いた が 、1990 和 9 


務 員 に 変わ っ て いる 。 


0 
^ 中 白 丁 用 あす 
海 6200 系 に 準じ た スイ 


maa 


道 みず ま て つど う 


』 折 間 0.6K 全長 5.5km の ミニ 鉄道 症 29| 2 a 
リル ウシ ーー ン 本 肖 密度 | 人 /jm 昌 | ーー : / 
2 鉄道 南海 本 碑 貝塚 を 起点 と し 、 水 間 の | 輸送 中 数 | 1 ーー 926) 

放電 アダ る 水 間 観 音 に 去る 。 全長 5.5km に 8 [営業 収 六 | 月 邊 421| 399 307 | 阪和 線 

様 で 知ら れ - | 党 第 費 | 百 万 円 | 368| 346 343 南 
搬 が あり 平均 駅 間 距離 は 0.6km、 駅 問 営業 損益 | 百 万 幅 | 53| 53 436 海 

中間 駅 EE 数 | 引 | | 7 : を 水 
の yo 箇月 も ある 。 | RA | | 28| 32| 肌 | 
04W7 ょ 正 12) 年 12 月 に 貝塚 南 一 名 越 問 が 1067 - - - = 

1925 y の 電気 鉄道 と し て 開業 。 開 業 4 日 後に ビニ ーー ーー 

1926 年 1 月 た 


LM 連絡 株 0.2t が 通じ 、 
音 ) まで 到達 し た 。 具 塚 一 具 塚 南 

始 は 1934 (昭和 9) 年 1 月 で 、 現 在 の 線 
開業 後 長らく 自社 の 変電 所 は も た 
ロ いた が 、 南 海 が 1973 年 

に 1500V 昇 圧 を 実施 し た 時 点 で 自社 の 変電 所 を 清 
m に 新 度 Me 989 (平成 1) 年 に 南海 具 塚 駅 舎 の 
擬 に 伴い 狼 自 の 駅 舎 を 新設 し 、1990 年 8 月 に 
は 車間 を < 東急 7000 系 2 輌 編成 5 本 に 置 き 換え 、 同 
電圧 の 1500V 昇 圧 を 果たし た 。 
湯 横 な が ら 合 理化 を 尽く し て 長らく 黒字 経営 
けた が 、 境 送 人 員 の 減少 か ら 運輸 収入 が 小 少 
事業 へ の 多額 の 借入 と 事業 不振 か ら 経 
ぎ は 行き 詰まっ た 。 自 再建 は 困難 と な り 2005 年 
80 日 に 会 社 更 生 法 の 適用 を 申請 。 同年 6 月 に 外 
人 チェ ー ン 大 手 の グ ル メ 杵屋 が 支援 企業 に 決定 し 、 


2006 年 6 月 に 会 社 更生 手続 き が 完了 し た 。 


生年 表 
1924(K た E13) 年 4 月 17 日 
1925( 正 14) 年 12 月 24 日 
1926( た 15) 年 1 月 30 日 


に 水 韻 ( 水 間 


水 間 鉄 道 設立 
具 塚 南 一 名 越 問 開業 (1067mm-600V) 
名 越 一 水 間 ( 現 水 間 観 音 ) 則 開業 


1834 全 利 9) 年 1 月 20 日 | 由 塚 貝塚 南 癌 旅客 営業 開始 
192 年 5 月 1 日 | 食物 営業 廃止 
= 2 年 8 月 2 日 用 1500V 昇 圧 
半生 4 月 0 | 全社 更生 法 の 適用 を 申請 (06 年 6 月 16 日 更生 手続 完了 ) i 
 ^ ム 4^ 名 越 で 上 下 列 車 が 行き 違う 。 
「 1000 系 は 、 買 通 型 の 2 編成 と 中 間 
= 車 か ら 改造 の 2 編成 が ある 。 
レ し Np "08.8.10 
ウラ デーーーー ン へ を 水 問 観 音 に 進入 する デ 八 1005 


ga - デ / 1006。 1000 系 は 東急 7000 


ーー 系 で 1980 年 7 月 に 700 系 と し て 


較 | 入線 し 、2006~07 年 に 内 : 外 装 を 
-_ 更新 し て 改 半 され た 。 '09.7.11 


ト 古 1 


| 会 社 概要 

刻 具 塚 市 二 色 中 町 5 番地 の 1 
褒 | 100 百 万 円 

[ 幼 ] グル メ 桁 屋 100% 


| 路線 概要 

貝塚 一 水 間 観 音 間 5.5m、10670m、 
単線 、 直 流 1500V、 自動 閉塞 式 、 
16.7%、R 135m、『1 無 、 


デ / A 00] 
7 3 箇所 7m、 最 太 2 輌 、60km/h 


"沿線 は 宅地 
化 が : 
の 進み 、 農 地 が 見 られ る 区 間 は 少な く な っ て いる 。 '10.8.1 
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廃 線 の 危機 を 乗り 越え た 貴志 川 線 | 70| る es 
守家 輸送 字 度 | 人 | 3.169| 3269| 3292 
1914 年 6 月 設立 の 山東 軽便 鉄道 が 、1916 年 2 月 | 融 筑 | 中 」 ーー ニー トー 
に 大 橋 ( 喝 和歌山 の 南西 ) 一 山東 (伊太 折 折 ) 問 を 問 旧知 | se sl so 
業 。 和 歌 山 市 内 の 起点 は 1917 年 3 月 に 鉄道 院 和 歌 |[ 衝 | 百 5 四 | 252L 299| A190 
山 線 中 ノ 島 と し 、 鉄 道 省 紀勢 西 線 の 開業 に 伴い イロ に か 36| 44| 5i 
1924 年 2 月 に 東和 歌 山 ( 現 和 歌 山 ) を ター ミナ ル に 
改め た 。 一 方 、 東 側 は 1933 年 に 8 月 に 貴志 延伸 が 
成り 、 現 在 の 線形 が 完成 し た 。 山 東 軽 便 鉄道 か ら 
和歌 山 鉄 道 へ の 改称 は 1931 年 4 月 で あっ た 。 

当初 は 蒸気 機関 車 が 客車 と 貨車 を 牽引 し た が 、 
1929 年 か ら 内 燃 動 力 を 併用 し 、 戦 時 中 の 燃料 不足 
か ら 1943 年 12 月 に 全線 の 600V 電 化 が 成っ た 。 戦 
後 は 1957 年 11 月 に 和歌 山 市 内 に 軌道 を 運行 する 
和歌 山 電気 軌道 に 合併 され 、1961 年 に 和歌 山 電 気 
軌道 が 南海 電気 鉄道 に 合併 され る と 南海 貴志 川 線 
と な っ た 。 南海 の 経営 と な っ て も 他 の 南海 路線 と 
は 接続 が 無く 孤立 し た 存在 で あっ た 。1201 系 な ど 
戦前 製 の 車輌 が 1990 年 代 ま で 使用 され 、1990 年 
代 に 入る と 2270 系 冷房 車 へ の 置き 換え や CTC の 導 
入 が 見 られ た が 毎年 巨額 の 営業 赤字 と な り 、21 世 
紀 に 入る と 南海 は 廃止 を 検討 する よう に な り 、 
2004 年 9 月 に 1 年 後 の 廃 止 を 届け 出 た 。 

これ に 対し 、 自 治 体 は 存続 を 熱望 し 、2006 年 4 
月 に 岡山 電気 軌道 出資 の 和歌 山 電 鐵 が 開業 し た 。 | “ 
主要 沿革 年 表 = MM 1 
1916( 大 正 5) 年 2 月 15 日 | 山東 軽便 鉄道 大 橋 一 山東 ( 現 伊太 祈 田 ) 間 開業 (1067mm・ 恭 気 ) 
1931( 昭 和 6) 年 4 月 28 日 | 和歌 山 鉄道 に 改称 

1933( 昭 和 8) 年 8 月 18 日 | 東和 歌 山 ( 現 和 歌 山 ) 一 貴志 間 全 通 
1943( 昭 和 18) 年 12 月 一 日 | 全線 電化 


1961 (昭和 36) 年 11 月 1 日 | 南海 電気 鉄道 仁志 川 線 と な る 
2006( 平 成 18) 年 4 月 1 日 | 和歌 山 電 鐵 貴志 川 線 と な る 


| ム ム ミカ ン I の を 
| の 塗 色 を 店 民 す る 22722 


a 


A [お も ち ャ 二 220 
水戸 岡 鋭 治 氏 デザ イン 


6 
ジ ナ ル 塗装 車 は 、200 2 


'09.4.11 山東 一 大 池 閣 


絡 坊 市 内 を 進ん で 
よ 線 御坊 を a , 御坊 市 内 休ん ( 
Ni る 全長 2.7Km 芝山 鉄道 に 次 い で 短く 、 


(3 の も 。 

「 人 - 員 6 名 で 連作 7 の で 
5 。 交 する 日 高 材 る 利用 し た 

1929( 昭 和 4) 


! で 。 
i た 紀勢 西 線 の 駅 
っ て 同 は ずれ に 合い この た め と こら ュ 
っ た と フー rm 誠 鉄 道 が 設立 され 、1931 1990 年 度 | 999 年 |2009 年 
と 市 p を 結ぶ 件 臨港 鉄道 3 NY er こと 
』 に _ 御坊 町 ( 更 志 伊 視 j) 間 が 開業 。 の の 9 
1 こら < * 入 ^ 生 し た 。 ー = っ | 
6 LU me ーッ に ミ 
1 舟入 が あつ っ 、 ニ 鉄道 の 割 に 経営 が 多重 50 35 
た ェ ー タ リゼ ーション の 波 が 押 : TT 
た ド ーー ニン ェ た 
し 8 一 溜 り も な < 1969 年 度 に 赤字 転 済 。 eT er の 1 9 引 gl 
; st に ピー 御坊 : 宅 密集 行く 。 テツ 1 は 北条 鉄道 フラ ワ 1985- と を 8 
0 徐 ツ リ ジリ と 赤字 額 は 増大 し 、 保線 すら まま な 日 付か ら 営業 運転 を 開始 し た < @ の 
ず ao の 有 上 人 に 買 収 話 を 打診 する まで に 至っ mr 
た 時 現れ た の が 鉄道 会 社 の イ ND Es ー 
まめ た 不動 産 会 社 で 、 源 死 前 の 御坊 臨港 鉄道 を 


中 取り 、 1973 年 1 
た 還 鉄 貨物 縮 少 の あお り で 1984 年 2 月 に 資 物 輸 
gj 謀 上 に な る と 台所 事情 は さら に 苦し く な り 、 

1o89 年 衣 に 西 御坊 一 日 高川 間 を 廃止 。 日 本 一 の 
、- 人 人 潮 が より ミニ に な っ て 今日 に 至る 。 i 
ょ ム 交 衣 の キハ 600 形 は 2009 年 に 引退 し た 。 1 . = 
環 妖 時 : ; 


1928( 和 A 御坊 臨港 鉄道 設立 
1931( 個 和 6) 年 6 月 15 晶 補 坊 ー 坊 町 (紀伊 御坊 ) 間 開業 (1067mm* 内 燃 


199( 訪 生 4 朋 10 日 | 紀伊 御坊 一 松原 口 ( 現 西 御坊 ) 問 開業 


ッ -2。 北 条 鉄道 フラ ワ 1985-1 を 譲り 受け 2009 年 10 月 


番 を 待つ キテ 


に 御坊 の 銀 で 出 
人 9 有紀 光 道 に 名 間 1 
193 必 成年 4 月 1 日 | 西 御坊 日 高 川間 廃止 和仁 た 。g 大 人 交通 の キハ 600 形 5 岳 の うち 04 は 2010 征 12 で 
603 は 車 籍 は 残る が 休 車 扱い > rog.102 4 
GSR 
で 
0 に 当 木造 駅 含 が 残る 終着 駅 ・ 西 御坊 
| ‘10.8.1 
会 社 概要 
御坊 市 曽 275 番 地 (御坊 事業 所 ) 
較 160 百 万 円 
[ 細 鶴屋 産業 47.3、 
鶴屋 商事 17.8%、 
西垣 克 志 14.0%、 
西垣 太 14.0% 
路線 概要 
御坊 一 西 御坊 問 2.7Km、 
1067mm 単 線 、 内 燃 、 スタ フ 閉 塞 式 、 
5.0%、R160m、「1 無 、 
w 1 1 箇所 48m、 最 大 1 朝 、 40kmh 


108.1 御坊 一 学 門 
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し EE ーー 


52 


日 本 初 の 都市 間 電 気 鉄道 


凍ら し て 1905 (明治 38) 年 に 神 
し 阪 ( 出 入 橋 ) 間 が 開業 し た 。 社 章 の 稲 
ye 電気 鉄道 を 象徴 し て いる 。 当 
ド は 国営 主 閉 で あっ た こと か ら 、 一 部 に 併 
用 軌道 を も っ 軌道 と し て スタ ー ト を 切っ た 。1907 
年 に 6 分 ヘッ ド 運 転 を 実施 し て 、「 待 た ず に 乗れ る 
阪神 電車 ] を 標語 と し 、1936( 昭 和 11) 年 に 神戸 市 
内 地下 延長 線 を 開業 、1942 年 3 月 に 軌道 で は 初め 
て 本 線 特急 の 6 還 連 結 運 転 を 行なっ た 。 
全長 15m 級 の 小型 車 中 心 の 阪神 に 全長 18m 級 の 
大 型 車 が 登場 し た の は 1954 年 9 月 で 、 特 急 は 梅田 
一 三宮 間 を ノン スト ッ プ 25 分 で 結ん だ 。1958 年 7 
月 か ら は 高 加減 速 の "ジェ ッ ト ・ カ ー "が 登場 し 、 
阪神 の 技術 力 は 高い 評価 を 受け た 。1967 年 11 月 に 
1500V 昇 圧 、1968 年 4 月 の 神戸 高速 鉄道 開業 に よ 
り 山 陽 電 気 鉄道 と の 相互 乗 入 を 開始 する な ど 起 進 
が 続い た が 、1975 年 5 月 に は 国道 線 、 甲 子 園 線 、 
北大 阪 線 の 併用 軌道 を 全廃 する な ど 規 模 の 縮 少 も 
経験 し て いる 。2006 年 6 月 に 村上 ファ ンド に よる 
買収 問題 を 発端 と する 株 式 公開 買い 付け が 成立 し 、 
阪急 ( 現 阪 急 阪神 ) ホ ー ル ディ ング ス の 子会社 と な 
り 、2009 年 3 月 20 日 に 阪神 な ん ば 線 が 開業 し 、 近 
畿 日 本 鉄道 と の 相互 直通 運転 を 開始 し た 。 
主要 沿革 年 表 
1905( 明 治 38) 年 4 月 12 日 
1936( 昭 和 11) 年 3 月 18 晶 
1967 (昭和 42) 年 11 月 12 日 
1968( 昭 和 43) 年 4 月 7 日 
1977( 昭 和 52) 年 12 月 27 日 


1998( 平 成 10) 年 2 月 15 日 
2009( 平 成 21) 年 3 月 20 日 


神戸 (三宮 ) 一 大 阪 (出入 橋 ) 間 開業 (1435mr600V) 
本 線 神戸 市 内 地下 延長 線 (三宮 一 元町 間 ) 開 業 
新設 軌道 線 1500V 昇 圧 

神戸 高速 鉄道 開通 に より 山陽 電鉄 と の 相互 乗 入 開始 
地方 鉄道 変更 許可 

梅田 一 山陽 姫路 間 直 通 特急 運転 開始 

阪神 な ん ば 線 開業 、 近 鉄 と 相 直 開始 


jW 還 位 | 1 990 征 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 

| | 246.932| 188.914| 193.620 
| 140.456| 111.204| 111.087| 
| | 7 
26.275| 28486| 30345 
23.849| 25253| 27.548 
2.426| 3233| 2797| 
318 317| _ 361 
135 am] 1414| 


マ 尼崎 の 留置 線 で 顔 を 合わ せる 5500 系 ・ 
1000 系 :2000 系 。 


新 淀川 橋梁 を 渡る 9000 系 6 輌 編成 1000 系 2 輌 編成 X2 の 10 輌 編成 。 '09.3.81 福 一 伝法 


会 社 概要 ま 
画 市 福島 区 海 TI] 肖 朝 
在 | 29.384 百 万 円 

細 阪急 阪 神 ホー ルディ ング 2100 


1999 年 度 |200g 和 py 


+ < ドー 
よう 頂 目 | 章 儀 Hooog 

あこ 栓 送 人 員 | 人 21.324 24750 0 

wm と と 「 ポ ー ラン ド | 5 SO| 32, 2k 
に 造ら れ た 人 工 島 | ポート アイ ラン ド 」 LT 七 23.57a| っ 1 2m 住吉 光吉 


輸送 久 度 | ご 
紀 港 汗 ! 妃 0 ) | | 人 AZm 昌 | 21,301 
、、 三宮 を 結ぶ 幹線 輸送 機関 と し て | 営業 収入 | 表 万 円 | 3802| 4482 5,79 の 魚住 


中 心 、 
[営業 費 | 百 万 円 4.463 = 


と 5 日 に 日 本 初 の 党 股 営業 用 新 交 通 ジ ステ 人 4133| 184 
JP 466 ド ここ 4 
1981 ィ 開業 し た 。 愛称 は ポ ボート ライ ナー で 、 道 卓 | 博 時 3209| _ 54 神戸 ムコ 
従 基 員数 ノ 暫 竹下 く 
、 そ れ 以 外 の 区 間 は 地方 鉄道 法 を 準 RAM 180| reel 演 PE 


本 点 に 複線 で 海 を 渡り 、 ポ ー 
折 法 と し km se 本 示 る 線 形 im ご 神戸 空港 
イラ ンド 内 は 反 時 時 回 り 『ー 周 する 線形 で 、3 

20 日 か ら の 神戸 ボー ト ア イラ ンド 博覧 会 の 足 と 
リー い に 限 わ っ た 。 博覧 会 終了 後 は 住民 の 足 と 
7 当初 か ら 自動 運転 で 、 1982 年 8 月 に 
< 東員 は 廃止 され 、 国内 初 の 無人 運転 と な っ た 。 

紀 港 の も ぅ うー つの 人 工 島 、 六 甲 ア イラ ンド は 
1972 年 埋め 立て 開始 し で 、 その マリ ン パ ー ク と 住 
計時 ライ ナー」 は 1990 年 2 月 に 開業 し た 。 

(95 年 1 月 の 阪神 大 岩 災 で は 両 線 と も 全 区 間 不 
通 に な り 、 宛 全 復旧 に 半年 以上 を 要 し た 。 

補 戸 空港 は 、 ポ ー ト アイ ラン ド の 南側 沖合 に 埋 
の 立て 建設 され 、 2006 年 2 月 16 日 に 開港 に 開港 し 
#。 この アク セス と し て で 、 ボ ポートライナー の 延伸 
が 成っ た 。 市民 広 場 一 神戸 空港 間 が 複線 で 敷設 さ 
れ 、 中 公園 一 市民 広 場 間 が 複線 化 さ れ た 。 開業 は 2 
2H で 、 島内 一 周 と 空港 連絡 の 2 系 統 が 運行 され 
る 体系 と な り 、 快 速 運 転 も 始ま っ た 。 


長沼 半年 表 
1977 貧 和 52) 年 7 月 18 日 
801 個 和 56 年 2 月 5H 
1962 央 57) 年 8 月 1 日 
1990 計 成年 221 昌 
S06 全 18 年 2 月 2 日 


神戸 新 交通 設立 
ポー ト ア イラ ンド 線 三宮 一 北 埋 頭 一 中 公園 間 開 業 
添乗 員 の 乗車 を や め 、 無 人 運転 を 開始 

六甲 アイ ラン ド 線 住吉 一 マリ ン パ ー ク 間 有 開業 

市 民 広 場 一 神戸 空港 間 開 業 、 中 公園 一 市 民 広 場 間 複線 化 


ム ム 神戸 の ベッ ド タ ウ ン と な っ た ポー ト 


タウ ン を 南北 に 買 く 。 '12.2.18 
市 民 広場 一 みな と じ ま 


ム アイ ラン ド セ ン ター を 発車 する 「 六甲 
ライ ナー」 マ リン パー ク 行 。 12.2.18 


会 社 概要 
神戸 市 中 央 区 港島 6 丁目 6 番地 の 1 
彫 24,266 百 万 円 
| 株 | 神戸 市 77.2%、 三井 住友 銀行 3.9%、 
神戸 製鋼 所 ・ 川 崎 重 工業 ・ 三 菱 重 工 
業 各 2.17% 


路線 概要 
ポー ト ア イラ ンド 線 ( ポ ボー トラ イナ ー)> 
= 宮 神戸 空港 間 8.2kmn 複 株 ( 三 宮 一 ポー 
春 トー ミナ ル 間 ・ 中 公園 一 神戸 空港 間 は 埋 
放 、、) 市 民 広場 - 北 埋 豆 一 中 公園 間 2.5 

単線 (市民 広場 一 責 公園 間 は 軌道 ハ 
| 内地 条 式 、 三 相 交 流 600V 車内 信人 
式 、『56.3 和 な 、 R30m、「 無 、 誤 全 線 10.8 


9 と / 5 = ーー ー | 。 
Gb 4 。 nN ここ ゃ ヤ 58.0%.、R 60m、 無相 4 か 
っ 全て 4 博 編 成 、60km 


(sm Re 
伸 に 備 ぇ ws 
に 備え て 2006 年 - 各 格 | っ nha 二 nnn の 林 換え が 成っ た 。 12.2.18 
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西 神 と 北神 を i ぶ U マン ン の = | 1990 | 1999 2 2009 年 度 


輸送 人 員 | キ 人 _ 83.448| 737 1 
神戸 市 営 地下 鉄 は 、 須磨 ・ 西 神 ニ ュー タウ ン と | | mH | 64607| 109752 2| aze97 
戸 の 市 街 | 輸送 員数 | 生地 | に = 

神戸 の 市 街 地 、 そ し て 新幹線 新神戸 を 結ぶ 西 神 ・ 山 | 人 収入 | 言 廊 円 | 14.094| 19.152| 19.896 

さ 、 海岸 株 5 ° ー シ ンティー を で 涯 上 | 営業 臣 百 亡 円 | 14001| 15.481| 18.763 

株 と 、 海岸 線 沿 い の イ ン ナ ー シ テ ィ ー を 結ぶ 海 庁 2 で | a 

線 か ら な る 。 西 神 線 新長田 一 名 谷間 は 、1977 年 3 | 主 山 数 | 幅 計 | 132| 168| 208 

月 に 須磨 ニュ ー タ ウン の 足 と し て 開業 し た 。 そ の 6 | 昭 574| 726| 603| 
北神 急 行 電鉄 


年 前 に 廃止 と な っ た 神戸 市 電 の イメ ー ジ を 再現 し て 一 古 | 軍 位 | 1990 年 度 |1999 年 度 |2009 征 度 | 。 
車輌 塗 色 を [「 み どり] ベー ス と し 、 郊 外 は 地上 走行 区 | 仙人 A14700 ピ 上 


| 引 送 久 刻 | 央 tm 21.149| 25.828」 25.459| 


間 が 多 く な る こ と か ら 架 空 電車 線 を 採用 昭 7 な : D その | 輸送 伊 | 千 屯 = 


後 、 名 谷 ・ 新 長田 か ら 双 方 に 路線 延長 が な され て 、 天久 5 机 1917| 2262| 2206| 
ーー 営業 費 | 百 万 円 2.622. 1.639| 1.862| 
1987 年 3 月 に 西 神 中 央 一 新神戸 間 が 全 通 し た 。 。 | 導 M| 村 5 四 | <705| 623| 944 
神戸 市 営 地 下 鉄 海岸 線 は 、 輸 送 需要 と し て は 西 | 車輌 数 | 縛 | a EE 30| 
従業 員数 | 人 73 65 54 
神 ・ 山 手 線 の 半分 程度 と 予測 し て 、 ト ン ネ ル 断 面 の 了 ーー 同 

ーー に 三宮 . 花 時 計 前 で 発車 を 待つ 海岸 線 5 | 

小さ い リ ニア モー ター 駆動 方 式 を 採用 し て いる 。 し Et で PP を WOOOR 
新神戸 一 谷 上 間 は 、 神戸 電鉄 有馬 線 の バイ パス ワン マン 運転 を 行なっ て いる 。 '128.21 


線 と し て 北神 急行 電鉄 に よっ て 1988 年 に 4 月 に 開業 

マ 新長田 を 発車 する 北神 急行 7000 系 。 ア ルミ 
AM 車体 の VVVF イン バー タ 制 御 式 で 、 内 装 は 阪急 
互 直通 運転 を 行ない 、 途 中 駅 ゼロ の 珍し い 鉄 道 。 電車 に よく 似 て いる 。 '12821 


ほぼ 全線 が 六甲 山系 を 貫く トン ネル で あり 、 北 神 ・ 


北摂 地域 か ら 神戸 都心 部 へ の 移動 時 間 を 画 期 的 に 事業 所 概要 (神戸 市 通過 
短縮 し た 。 利 用 客 は 伸び 悩み 、2002( 平 成 14) 年 4 因 神戸 市 中 央 区 加納 J6TES き 人 
月 1 日 に 鉄道 敷設 を 神戸 高速 鉄道 に 譲渡 し 、 第 二 種 路線 概要 

て 西 神 延伸 線 > 


鉄道 事業 者 と し て 営業 を 行なっ て いる 。 


主要 沿革 年 表 

1977( 昭 和 52) 年 3 月 13 日 | 神戸 市 交 西 神 線 名 谷 一 新長田 間 開 業 

1985( 昭 和 60) 年 6 月 18 日 | 神戸 市 交 名 谷 一 学園 都市 間 ・ 大 倉山 一 新神戸 間 開 業 

1988( 昭 和 63) 年 4 月 2 日 | 北神 急行 電 次 新神戸 一 谷 上 間 開 業 、 西 神 中 央 一 
谷 上 間 相 互 直通 運転 開始 

2001 (平成 13) 年 7 月 7 日 | 神戸 市 交 海岸 線 三宮 ・ 花 時 計 前 一 新長田 間 開 業 


名 谷 一 西 神 中 央 間 9.4km、 
車内 信号 式 、『34.0%、H 350m 
5 箇所 2.563m、 泊 5 御 20990 
最大 6 輌 、90kmh 

ぐ 西 神 線 > 

名 谷 一 新長田 間 5.7KW、 車内 信 
〒29.0%、R297m、 aki 
宮 1 箇 所 10m、 最大 6 病 、 75 
| < 山手 線 > 

新長田 一 新神戸 間 7.6MW、 MR 
34.0%、 R 150m [aE 
2 75kmh 


概要 (k 和 8 
遍 宙 北 EUH 人 

呈 27 番地 

園 32008 


Ph 4 


HT Ti 


EE TE TE TT ーー 
'18.8.281 名 谷 一 妙法 寺 


困 思 
1500 軒 1067 


導 | | 補 SW 1990 年 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 
| i a 59,086 | 46.870| 加古 川 線 薄 み = 
最 急 _ 語 + 湊川 の 先 で 地 上 に 出 や を 0.257 | 23.742| 17.290| の 夫 。 ウッ ディ タウ ン 中 央 。 < HE 
発車 し た 電車 ば 人 | | = 公園 都市 線 へ と へ 
新開 地 を 南北 に 縦断 する 鈴蘭 台 で 三木 ・ ーー 明知 Hi 4.042| 10.086| 横山 
大 押 系 、 田方 面 に 分 が れ 、 い ずれ の ILIO | ーー ーー | b パ ミ 
人 2 | 軍 博 義博 | 163| 178| | 谷 ロン ノ 宮 
東生 カ 本 の 丘陵 地帯 を 進 の | 吉 747| 629l at ae 癌 ーー 
8 株 も 在 か p と し て 有名 < く ぁ っ た 有馬 と 神戸 | アス ii- 
所 鉄道 は 、 1928( 昭 和 3) 年 11 月 会 社 概要 電鉄 
。 牟 戸 有 同 涯 う _ 上 二 に 関 通さ も 所 | 神戸 市 北 区 新開 地 1 丁目 3 番 24 号 ジュ ンー ーーーーー、 
er 人 和 i 馬 (有馬 温泉 ) 所 気 に 開通 させ 軸 1711 百 円 Me 
に 湊川 一 その 年 の 12 月 に 唐 柄 (現有 馬 口 ) 称 阪急 電鉄 27.2% EE 
神 電鉄 ムー た 鈴蘭 台 一 = 井 住友 銀行 3.9% 
議 測 MM 3 1 長 34.5km と な っ た 。 銘 凍 9 : 
EE っ) 問 は 三森 電気 池 に て り 1938 i 
ER 。 1947 年 1 月 に 神 有 電鉄 が 三木 電 
月 て 和 有 王 本 電気 鉄 道 が 症 神 有 
Rf 人 4o 和 4 月 に 神戸 気 多 半 と 
「 4 月 に 三 株 の 秋生 衝 を 果たし た 。 
50 年 人 に 入る と 、 神戸 市 街 か ら 近 距 離 に ある 
の 人 開発 が 切 巡 に 送 庁 ター ミナ ル の 湊川 
し て の た あの の が 1968 年 4 
。 の 戸高 速 鉄道 開通 に よ つて 新開 地 で 、 阪 
a ・ 阪 神 ・ 山 陽 の 乗換 接続 が な る と 、 以 降 は 都市 
道 に 大 変貌 を 遂げ る 。 1991 (平成 3) 年 10 月 に は 
加給 横山 か ら 分 岐 する 公園 都市 線 が 開業 し 、 三 道光 け て 有 
乗客 は 減 馬 温 泉 に 進入 する 2000 
系 4 姜 編 成 ” 1298 


< 有馬 口 で 顔 を 合わ せ 
る 6000 系 と 1300 系 。 
中 6000 系 は 2008 年 と 

簡 2010 年 に 各 1 編成 が 

新造 され た 。 「'12.9.8 


中 線 と 栗生 線 の 一 部 複線 化 も 成っ た が 、 
少 に 転じ 、 栗生 線 の 存廃 問題 が 起こ つっ て いる 。 


沿革 年 表 
1926 (E15) 年 3 月 27 日 | 神戸 有馬 電気 鉄道 設立 
1928( 路 和 3) 年 11 月 28 日 江川 電鉄 有馬 (現有 馬 温 泉 ) 間 開業 (1067mm*1500V) 


1938 (昭和 13) 年 1 月 28 日 三木 電気 鉄道 鈴 欄 台 一 三木 問 全 通 
1947( 昭 和 22) 年 1 月 9 日 神戸 有馬 電気 鉄道 が 三木 電気 鉄道 を 合併 、 神 有 
三木 電気 鉄道 に 社名 変更 

1968( 還 和 43) 年 4 月 7 日 | 神戸 高速 鉄道 新義 地 乗 入 開始 
| | 路線 概要 (全線 1,067mm、 直 流 1500V) 
く 有 馬 線 > 
震 川 一 有馬 温泉 問 22.5km、 複 線 (有馬 ロー 
調 有馬 温泉 間 2.5km 単 線 )、 自 動 閉塞 式 、 
| て 5o.0%。、R 200m、『110 箇 所 3,057m、 
= } wso5 箇 所 1.060m、 最 大 4 輌 、80km/h 
加 < 三田 線 > 
らき 宮 有馬 ロー 三田 間 12.0km、 単 線 ( 岡 場 一 田尾 
2 寺 間 1 ‘6km・ 横 山 一 三田 間 2.0km 複 線 )、 自 動 
閉塞 式 、 む 33.3%。、R 200m、1 箇 所 115m、 
ey51 箇 所 1.157m、 最 大 4 輌 、8OKm/h 


9 re 
NE = 


。 -. 
て 7 が か ーー 雇 較 旧 < 公園 都市 線 > 
’ a | マ 2 es 横山 一 ウッ ディ タウ ン 中 央 間 5.5km、 単 線 、 目 
i 動 閉 案 式 、30.0%。、R 250m、『12 箇 所 
1.375m、 眉 1 3 箇所 484m、 最大 4 輌 、 80km/h 


ぐ 粟 生 線 テ 
鈴蘭 台 一 粟生 間 29.2km、 単 線 ( 西 鈴蘭 人 台 一 


藍 那 間 1 7km. 川 池 信号 場 一 押 部 谷間 5.9km 
複線 ) 自動 閉塞 式 、 記 50.0 を 、R 165m、 
品 2 箇 所 197m、 誤 90 箇 所 948m、 最大 4 輌 、 


70km/h 


SS ーー < 神戸 高速 線 > 
WW 編 記 可 新開 地 一 湊川 間 0.4km、 複 線 、 自 動 閉 春 式 、 
線 の 三木 以 問 は 神 距 貼 全線 、 翌 無 、 最 大 4 博 、 70km/h( 第 2 種 開業 
バス と の 競合 が 激しい 。 '09.1 1.7 粟生 一 葉 多 株 第 3 種 鉄道 事業 者 は 神戸 高 束 鉄道 
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ヤヤ や |8 ト シシ S_ uu 


| 1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 
104.894 | 81.697 70.419 
40.571 | 34.032| 32.549 


全戸 市 内 の 西 代 と 姫路 を 結ぶ 本 線 と 尋 路 市 内 の 
飾磨 か ら 分 岐 し て 網干 に 至る 網干 線 か ら な る 。 


16.148| 16.186| 14055 
15.042| 15.934| 12050| 


開業 は 、 明 石 を 境 に し て 、 兵 庫 (更新 開 地 付近 ) 一 fog| 252| 2005| 
明石 駅 前 間 が 600 V 軌道 線 の 兵庫 電気 軌道 、 明石 一 5 sog| 6 


姫路 間 が 1500 V 鉄道 線 の 神戸 姫路 電気 鉄道 で あっ 
た 。1927 年 に 宇治 川 電気 が 、 兵 庫 電 軌 、 神 姫 電鉄 
の 順に 合併 し 、1933 年 に 宇治 川 電気 の 電鉄 部 が 独 
立 し て 山陽 電気 鉄道 と な っ た 。 複 電圧 車 に よる 兵 
庫 一 姫路 間 直 通運 転 が 始 まっ た の は 1928 年 8 月 か 
ら で 、1934 年 9 月 か ら 特 急 運転 を 開始 し た 。 昌 兵庫 
電 軌 区 間 の 1500V 昇圧 が な っ た の は 戦後 の 1948 
年 で 、1962 年 に は 日 本 初 の アル ミカ ー2000 系 が 
登場 し た 。 山 陽 電 鉄 の 一 大 転機 は 1968 年 4 月 7 日 の 
神戸 高速 鉄道 開業 と 阪急 六甲 、 阪 神 大 石 へ の 乗 人 
開始 で あっ た 。 従前 の 神戸 市 内 の ター ミナ ル 兵 庫 
一 西 代 間 2.2km は 併用 軌道 で 、 神 戸 市 内 の 中 心 ・ 三 
宮 へ の 乗 入 は 大 い に 利 便 性 が 向上 し た 。 
山陽 姫路 一 阪神 梅田 間 直 通 特急 運転 開始 は 、 阪 

神 大 震 災 復旧 開通 後 の 1998( 平 成 10) 年 2 月 15 日 で 、 
2001 年 3 月 か ら は 早朝 ・ 深 夜 を 除く 全 特急 が 直通 
特急 に な っ て いる 。 網 干 線 は 線 内 ワン マン 運行 で 、 
1991 年 以降 、 山 陽 姫路 乗 入 は 休止 され て いる 。 
主要 沿革 年 表 

1910( 明 治 43) 年 3 月 15 日 兵庫 電気 軌道 兵庫 ( 後 の 電 鉄兵 庫 ) 一 須 暦 ( 現 山 陽 
須磨 ) 間 開業 (1435m・600V) 
神戸 媒 路 電気 鉄道 明石 ( 現 山 陽明 石 ) 一 姫路 ( 現 山陽 
姫路 ) 間 開業 (1435mm*1500V) 
宇治 川 電気 の 電鉄 部 が 分 離 独立 し 山陽 電気 鉄道 設立 
編 寺 線 天満 一 綱 干 間 開 業 に より 飾磨 一 網 千 問 全 通 


神戸 高速 乗り 入れ 、 阪 神 : 阪 急 と の 相互 直通 運転 開始 
山陽 姫路 一 阪神 梅田 問 直通 特急 運転 開始 


ミニ ソニ ピー ニョ 


ご 
へ いら ご ー - UP IF Ms ME I EE Et ET CA NOt LF EE 


kd m1 
計 ー am 


1923( 大 正 12) 年 8 月 19 日 


1933( 昭 和 8) 年 6 月 6 日 
1941 (昭和 16) 年 7 月 6 日 
1968( 昭 和 43) 年 4 月 7 日 
1998( 平 成 10) 年 2 月 5 日 


。 加川 を 大 3000 生計 


間 同 10090879 gm 較 
電気 鉄道 17 
] に 


= リプ イノ クダ ノ 
クン 2 の AA な | 
アア アア 


〆 


レク ク グ クイ グイ ダダ a 
明石 海峡 大 橋 を 育 に 力 走 す る 3000 系 アル ミ 車 体 に よる 普通 須 騰 行 18.4.83 山陽 垂水 一 東 垂水 
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199O 人 年度 | 1999 年 度 |2009 年 度 | 
| | | 


輸送 人 員 | 千 ノ 331 | 294 306 
っ + + | 
mm 日 | 690| 619| 589 
| 

| 


と 福知山 線 合川 を 結ぶ 加古 川 線 CT 
三森 ・ 北 条 ・ 角 准 屋 | 証 | se a 
よび ; 3 人 正 初期 播州 鉄道 が 開業 させ た | - ーー | 百 dl | 440 232| ^34| 
いす た 正 12) 年 に 所 鉄道 と の 
"引導 は 1 - - 田 収 さ れ た 。 加古 ' 
a 鉄道 、 古 6 月 に 国 に 買収 され 7/2 


か 23 - 疹 根 を 張り めぐ ら せ ム 
ee 齋 前 は 姫路 、 戦後 
た か A 加古 川 で の 乗換 を 祭 供 な くさ れ た 

. ( 更 山 陽 電 気 鉄道 ) が 開業 す 


999 で ap 年 1 月 に 三木 電 気道 ( 
2 爆 す 。 と = 木 線 が 寂れ 、 そ の 他 の 松 
I 放 二 に 放 行 合 を 志 ら せる 社 委 が へ 
phd 1981(8100 F900 
イカ ーー し 委 の 各線 が 第 1 次 特定 地方 交通 総 
され 、 翌 年 3 月 か ら 始 まっ た 3 線 共同 対策 
06 砂 線 は パス 転換 と な っ た も の の 、 


at クタ ー 化 で 鉄道 存続 と な っ た 。 
= 株 道 は 2008 年 4 月 1 日 廃止 ) こ の 決定 に は 兵庫 
ョ の 拓 和 事 が 県 の 交通 体系 の 中 に 地方 ロー カル 
倫 を 活用 させ る こ と に 熱意 を 示し た た め と さ れる 。 
開業 時 は レー ル バ ス 3 輌 に よ る 運行 で あっ た が 、 


2000 年 1 月 以降 に 軽快 気動車 が 導入 され 、2009 年 
者 に 全車 の 置き 換え が 完了 し た 。 


妥当 半年 表 
1 生 3 有 3 | 誕生 生 一 北条 町 則 義 葉 (1067mm' 世 
1923( 大 12) 年 12 月 21 日 播 丹 鉄道 に 譲渡 

1933 剛 8 年 6 月 1 日 | 国鉄 北条 線 と な る 

1974( 語 和 49) 年 10 月 1 日 貨物 営業 廃止 

1984 局 和 59) 年 10 有 18 日 || 北条 鉄道 設立 

195860) 年 4 月 1 日 | 粟生 一 北条 町 間 転 換 開 業 


| へ へ 問 も な く フラ ワ 200.3 が 北条 
町 に 到着 する 。 三 木 鉄道 ミキ 300- 
104 を 譲り 受け て 2009 年 4 月 より 


使用 を 開始 し た 。 '12.4.7 
播磨 横田 一 北条 町 


ム 小さ な 神社 の 脇 を 抜け る フラ ワ 
2000-1。 形 式 の フラ ワ は 加西 市 の 
フラ ワー セン ター、2000 は 登場 年 
を 表す 。 '12.4.7 播磨 下 里 一 長 


会 社 概要 
加西 市 北条 町 北条 28 番 地 2 
遼 | 100 百 万 円 
有 加西 市 36.0%、 兵 庫 県 17.0 ぬ 、 
小野 市 5.0%、 加 西 市 商工 会 議 
所 5.0%、 三 井 住友 銀行 5.076 


路線 概要 
北砂 線 > 
粟生 一 北条 町 間 13.7km、1067m 
単線 、 内 燃 、 ス タフ 閉塞 式 、 
13.5%。、R 200m、『1 無 、 
WW3 箇 所 101m、 最 大 2 輌 、65kmh 


'09.11.7 播磨 下 里 一 長 
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ーー 


スー バー は く ら が 時 速 1 3Okm で 走破 


苦 邊 | 伝 |1999 年 度 |2004 年 度 |2009 征 度 | 

[夫人 | 「2o8| 1279| 1 al 

に | 輸送 志度 | 人 mB | 26 )66| 2,466 
名 陽 本 線上 郡 か ら 分 岐 | 竹川 に 沿っ て 北 3 攻 間 | 

_ 佐用 で 姫 新 線 と 接 続 し , し た の ち 中 国 山地 に 分 け 営業 収入 | se nl cal| 

IN 硫 生 頁 | 吾 円 | 2404| 2 | 

s " 、 あわ くら 温泉 一 山郷 間 で 全長 5592m の 志 有 戸坂 、 | 吾 寺 折半 百 円 | 498| 535| 2 

Ne 本 コ ea II 績 | 26 の 

を くぐっ て 因 美 線 智頭 に 至る 。 京 都 一 大 阪 一 姫 ELL 3 3 六 


中 一 鳥取 間 ( ス ー パ ー は く と ) が 最高 時 速 130km で 走 


り 抜け 、 開 業 2 年 目 以 降 、 黒 字 経営 を 続け て いる 。 
知 豆 急行 線 建設 の 発想 は 古く 1890 年 代 の 姫路 一 | に に 
鳥取 間 建 設 運動 に 端 を な し 、1922( 大 正 11) 年 制定 修 | [ 
の 改正 鉄道 敷設 表 で [上 郡 ヨ リ 佐用 ヲ 経 テ 智頭 ニ 至 | 

ル 鉄 道 ] が 規定 され た 。 着工 は 1966( 昭 和 41) 年 6 月 
で 、1980 年 の 工事 休止 まで に 用 地 取 得 の 95%、 橋 
染 ・ 盛 土 - ト ン ネ ル な ど 路 盤 の 93% が 完成 し て いた 。 
第 三 セ クタ ー 化 に よる 鉄道 開業 に 最も 熱心 で あっ た 
の は 鳥取 県 で 、 兵 庫 ・ 岡 山 両 県 を リー ド す る 形 で 
1986 年 5 月 に 智頭 鉄道 を 設立 。 箇 豆 鉄 道 は 京阪 神 
と 鳥取 を 短絡 する 幹線 ルー ト に な り 得 る こと か ら 
高 規格 化 に 変更 が な され 、 社 名 も 智頭 急行 に 改め 
た の ち 1994 年 12 月 3 日 に 全 通 し た 。 

従来 の 大 阪 一 鳥取 問 は 新幹線 ・ 津 山 ・ 因 美 線 経 
由 で 3 時 間 以 上 を 要 し 、( ス ー パ ー は くど と) が 2 時 間 
30 分 台 で 走破 する と 、 大 阪 一 鳥取 問 航空 機 を 運休 
に 追い や り 、 高 速 パス に 大 打撃 を 与え た 。1997 年 11 
月 か ら は 岡山 一 鳥取 間 「 い な ば 」 が 運転 を 開始 し た 。 
主要 沿革 年 表 
1S86( 昭 和 61) 年 5 月 31 日 
1994( 平 成 6) 年 6 月 17 日 
1994( 平 成 6) 年 12 月 3 日 
1997( 平 成 9) 年 3 月 8 日 


1997( 平 成 9) 年 8 月 10 晶 
1997( 平 成 9) 年 11 月 29 日 


智頭 鉄道 設立 

智頭 急行 に 社名 変更 

上 郡 一 智頭 問 開 葉 (1067mm・ 内 箕 ) 
(スー パー は く と )5 往 復 に 増便 

(スー パー は く と) 半 室 グリ ー ン 事 使 用 開始 
岡山 一 鳥取 間 等 いなば) 運転 開始 


SSC S 
a る a 
時 521、[ ス ー パ ー uk 
ー は く と ]」。 の 


^ CIGS OCS HO 
系 [スー バー は く と HO 
鹿山 鳥取 の 頭 ネ 7 

力 の 700ps を 表す < 


売り AM 


rgg06+HOT3505 の 82 還 細か 、 鳥 取 を 目指 す 。 高 規格 線 を 最高 時 速 1 10Km で 走る 。 '12.3.28 大 原本 人 


軌道 お か や まで ん きき どう ーー 
回 


品 短 の 路面 電 訓 ER 
麗 内 ーー ーー IP です に | Oo 2009 年 度 | 
ロン ーー ‘る ーーー ト ーーー 4429| | 
と ます の 2 還 6 
UE ご 清輝 橋 線 か ら な 輸送 屯 数 | 千 貼 | 一 | 50| 3.414 a 
は し 反 橋 に 至る 清 大 向っ る 。 全 長 4.7 営業 収入 | 百 万 円 | 528| - 山 
& ン + 晃 営 炒 ーー 5 還 
する 用 画 志 加 し て は 最も 短い < に gl e908 29 W 
の and - 御 城下 。[ 四 相 邊 旨 % | <8| 山陽 株 
従業 員数 | 人 ー 21 22| * 
47 5 
? 1km 


91209 7 TE FE 
: ョ 之 町 ( 後 の 後楽 園 前 ) が 開聞 じ 誠 の nr ! 
西大寺 町 一 小橋 問 の 京橋 を 行く 7101「 た ま 電 = 清 才 橋 / ーー 


に 御 城下 一 西大寺 町 間 、 1921 車 」。7101 は 1981 年 5 月 アル ナ エ 機 製 で 
秋田 市 601 ) の 機器 を 流用 し て いる 。 E418 


大 下 付 リー 

に 同年 6 月 に が 1 
を Ne dpi 
人 = 町 一 東 山間 、 1928( 昭 和 3) 年 月 


ぉ し か し 現 城下 が 
秋 張 09 は 1968 年 
は 人 長 47In の 営 が 続い て いる o 
前 業 以来 長 らく 単車 の み で あっ た が 、1966 一 74 
呉 市 電 、 東武 日 光 軌 道 線 、 大 分 交通 
よ り 中 古 車 を 購入 レ て で ボギー車 
1980 年 以降 は 、 ボギー 車 の 
角 を 流用 し て 冷房 付 車体 を 新造 し た 7001 一 8501 
り 17 病 が 登場 し 、 2002 年 に 
LRV を 基本 と し て 新潟 鉄工 所 製 の 2 車体 連接 超 低 
0MO」 が 登場 。201 1 年 に は 新潟 トラ 


中 9201「M 
E 冷 房 の 


ッッ ス 製 1011 [MOMO?」 が 増 備 さ れ た 。 
3000 役 2 買 を 残す の み と な つっ て いる 。 


3 本 名 年 表 
5 月 5 日 | i ラス 町 ( 化 の 後 園 航 間 開 業 (1067mm'600V) 
= 褒 45) 年 6 月 1 日 匠 城下 ( 更 城 下 付近 ) 一 西大寺 則 有 開業 

| 其 E2 年 7 月 9 日 | 西大寺 一 東山 間 開業 
og 3 年 3 日 | 柳川 一 大 肢 寺 町 間 閉 業 
9 年 l9 有 6 日 | 大 雲寺 町 一 清 灯 人間 開 業 

骨 和 3) 年 7 月 10 日 | ワン マン 運転 開始 


全 清 提 橋 支 線 を 行く 1001MOM び '* 
尊 畑 橋 線 は 全線 の セン ター ポー ル 
化 が 完了 し 、 清 交 橋 以 外 は 上 下線 
の 間 に 停留 場 が 設置 され 、 防護 押 


巧 iv 付け られ て いる 。「184.15 
田町 一 新 西大寺 町 筋 


会 社 概要 
岡山 市 中 区 徳 吉 町 2 上 8 番 22 号 
引 | 200 百 万 円 
腺 両備 ホー ルディ ング ス 27.0%、 
岡山 交通 7.5%、 藤原 深 蔵 6.4 
4 トーキョー リ ョ ー ビ 5.9%、 
岡山 タク シー5.5% 


路線 概要 


< 東山 本 線 フ 
岡山 駅 前 一 東山 間 .1 km、 


1067mm 複 線 、 直流 600V、 


4-25.0%、R20m、 無 、 
wy5 箇 所 225m、 最大 1 還 、 30km/h 


< 清輝橋 線 > 
析 川 一 清輝 橋間 1 .6Km、 

1067mm 導 線 、 直 流 6000『 69 か か 
H30.5m、 中 無 机 1 箇所 7m、 


最大 1 輌 、 30km 


160 


( m) PC M いれ か) 
mw) 水島 臨海 鉄道 ye の 


旅客 輸送 が 盛ん な 臨海 鉄道 


JR 倉 敷 駅 の 脇 に 位置 する 倉敷 市 を 起点 に 、 旅 客 
列車 の 終点 三菱 自 工 前 を 経て 倉敷 貨物 ター ミナ ル 
三菱 自 工 前 か ら 折 り 返 し て 西 埋 頭 に 
水島 か ら 分 岐 し て 東 水島 に 至る 港 東 
西 富井 周辺 と 水島 周辺 は 高架 化 が 完 
成 し て いて 、 以 前 と は 見 違え る よう に な っ て いる 。 

水鳥 本線 の 前 身 は 1943 年 6 月 に 使用 を 開始 し た 
三菱 重工 業 水島 航空 機 製作 所 の 専用 鉄道 で 、 鉄 首 
省 の 恭 気 機関 車 が 客車 と 貨車 を 牽引 し て 乗り 入れ 
た 。 戦 後 、 専 用 鉄道 の 管理 は 、 三 菱 地 所 、 水 島 者 
市 開発 へ と 移り 、 水 島 都 市 開発 時 代 に 地方 鉄道 改組 。 
水島 都市 開発 の 事業 が 1952 年 4 月 に 倉敷 市 に 譲渡 
され た こと か ら 、 全 国 で も 珍し い 市 営 臨海 鉄道 が 
誕生 し た 。 こ の 路線 を 引き 継い だ の が 、 国 鉄 と 地 
方 自治 体 ・ 進出 企業 の 共同 出資 いわ ゆる 了 臨海 鉄 
道 方 式 の 、 水 島 臨 海 鉄道 で あっ た 。 

臨 鉄 開業 初 年 の 1970( 昭 和 45) 年 度 は 118 万 {の 
貨物 を 輸送 し 、 旅 客 は 工場 労働 者 輸送 に 朝夕 数 往 
復 の み の 運 行 で あっ た 。 当初 は 国鉄 DE11 と 同型 の 
DE701 を 新造 する な ど 機関 車 の 充実 ぶり が 目立っ た 。 
鉄道 貨物 退 潮 傾向 の な か 、 近 年 は 旅客 輸送 に 注力 
し て お り 、 初 の 新造 気動車 が 登場 し て いる 。 


に 至る 本 線 、 
至る 坦 頭 線 、 
線 か ら な る 。 


主要 沿革 年 表 


12 倉敷 貨物 ター ミナ ル で 出番 を 待つ DE701。 
1971 年 川崎 車輌 製 の 70t 機 。 IO8.5IZs 


1943( 昭 和 18) 年 


6 月 30 日 


三菱 重工 業 水島 航空 機 製作 所 専用 鉄道 と し て 開業 


1948( 昭 和 23) 年 


8 月 20 晶 


水島 工業 都市 開発 、 地 方 鉄道 と し て 倉敷 (下敷 市) 
水島 洪 ( 胡 三 菱 自 工 前 一 西 協 頭 問 ) 問 開業 


1952( 昭 和 27) 年 


4 月 1 日 


倉敷 市 営 鉄道 と な る 


1970( 昭 和 45) 年 


4 月 1 日 


水島 臨海 鉄道 と な る 


1992( 平 成 4) 年 


9 月 7 日 


水島 本 線 4.5km と 港 東 線 2.3km 高 架 化 


市 村 内 で 右側 の 還 置 車 と 名 を 合わ せる M 
1 1 月 登場 の 増 備 車 


TT 
TL 


a 


'08.5.17 


RT303。MRT300 形 は 1995 年 2 月 に 当 線 初 の 新造 気動車 と 


京 |W 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 2009 年 度 | 
| 輸送 人 員 千 人 | 1.970| 2.032| 1.610 
A | 3.649| 3.547| 2736 
数 || 631| 471| 435 
共生 収入 | 百 万 円 | 839 887 668| 
営業 中 | 百 万 円 802 849| 706 
営業 損益 | 百 万 円 37 37| 438| 


本 16| 16| 14 
従業 員数 | 人 64 49 52 


、。 二 各 自 工 前 で 発車 を 待つ キハ 205+ キ バハ 
っ 03。 キ バハ 20 形 は 平日 の 朝 タ の が 運 用 に 入る 。 
'08.11.21 


し て 登場 し 、303 は 1995 年 


西台 線 、 で 
西 坦 頭 東島 


| 会社 概要 ト 
同 水島 市 島 東町 2 


之 昌 内 目 TT 
鉄 = 1067 同 


る 井原 鉄 導 


1 日 11 時 1 1 分 開業 トー “ 


(1 年 1 月 1 


ーー し 、 清 音 か ら 新 線 に 入り 矢 持 

6 に 至る 。 一 部 列車 は 神辺 か ら 福 塩 総社 

本 を を 発着 駅 と する 清音 

家 提 り 271 3 月 まで 井 笠 鉄道 と いう 軽便 鉄 

誠に F 1913( 大 正 2) 年 に 笠岡 町 一 井原 

yy" 開業 し 、 最盛 期 に は 途中 の 北川 か Skm 

る 矢 失 株 、 井原 か ら 神辺 に 至 ーー 

9 し で 37.0m を 営業 し て いた 。 1946( 昭 1.017 

人 0 、 員 は 378 万 人 と 、 軽便 鉄道 と し _572 

Me p の 人 を 運ん で いた か が 時 代 の 進展 と 史 
\ し て 席 株 に 至っ た 1 

55 


/t 電 の 動き が 具体 化し た の は 


_ 間 鉄 道 敷 設 2 
2 1953 年 8 月 に 改正 鉄道 敷設 法 別表 Pr 
ヨリ 神主 ル 鉄道 が 追加 され た 。1959 と IT355 形 開業 に 合わ せ て 新湯 人 所 
となり 、 1966 年 7 月 に 着工 が な され 、 還 BEE っ ad で 12 輌 が 新造 され た 。 7 
1 て 分 程 度 が 完成 し て いた < が 、 国 鉄 再 どい 
a の あぁ り で 1980 年 に 工事 は 休止 。 地域 の 鉄道 
人 0 は 強く 、 岡山 ・ 広 島 両 県 、 関係 市 町 村 等 ' 


pa 凌 に より 1986 年 12 月 に 井原 鉄道 を 設立 。 そし 
W 1999 年 1 月 11 日 に 開業 し た 。 総社 一 清音 間 を 
請 天 で な く 第 2 種 事 業者 と し た と ころ に 、 吉 備 
解 証 い うこ だ わり が 感じ られ る 。 開業 2 年 目 ・ Ne 
2000# 度 の 輸送 人 員 は 103 万 人 で 、 計 画 の 半分 程 の SS 
怠 と と まっ て いる 。 収入 の 1.5 倍 近い 経費 で 、 苦 
い 給 深 を 強い られ て いる 。 


'08.5.17 小田 一 矢掛 


環 紅 団 
半年 12 有 1 日 | 井原 鉄道 設立 
82 年 10 有 27 日 | 総社 一 神辺 間 免 放 
人 放 朋 1 昌 | 8 社 一 神辺 間 開 業 : es 
ーー ニー ー Pe 5 
| を ER 証 還 請 応 斉 2005 年 に 登場 し た IRT355-201 
で | 「 夢 や すら ぎ 」 が 吉備 路 を 最高 時 束 
| 95km で 走り 抜け る 。 
」 


会 社 概要 
局 井原 市 東江 原町 695 番 地 1 
語 太 700 百 万 円 
腺 | 岡山 県 29.0%、 広 島 県 6.4%、 
井原 市 6.4%、 矢 掛 町 5.9% 


路線 概要 
| 清音 一 神辺 間 38.3km、 
1067mn 単 線 、 内 燃 動 力 、 
自動 閉塞 式 、 記 33.0%、R 400m、 
7 箇所 3,242m、 
訟 269 箇 所 23,760m、 最 大 2 四 、 
95km/h 
(総社 一 清音 間 3.4km は 第 2 種 開業 
線 : 第 1 種 鉄道 事業 者 は 西日本 旅客 


鉄道 ) 


聞 


161 


N 
$ 
| NO 
MMPs 
ロ '08.5. 
~ 17 早 財 の 里 在原 井原 


の 、/ 


Ce 。 
Ys 
i 


NW 


= の 
ーー、 


= 


地元 の 執念 が な 生 ん だ 第 ニセ ク タ ーー 鉄道 a 時 きり | 
2 | 吉 度 | 人 | 1.009| 893| 548| 郡 
JR 若桜 線 の 転換 を 受け て 1987 年 10 月 に 開業 し た 。 [人 | | | | に 
106| 10 182 
全線 一 閉 案 で 、 全長 18m 級 の 気動車 が 行き 来 す る | 
基 桜 線 は 、 改正 鉄 載 牧 設 潜 の 「 鳥 取 県 郡家 ヨリ 若 | 還 如 |  ^7| 2 
NT ” 4 4 4 
楼 ヲ 経 テ 兵庫 県 八鹿 付近 ニニ 至 ル 鉄 道 」 の 一 部 と し て | 一 
建設 が 進み 、1930 年 12 月 1 日 に 郡家 一 若桜 間 が 全 2 WU 報い 
通し た 。 戦 前 は 木材 や 米 、 二 十 世紀 梨 な ど を 出荷 7 
し て 賑わっ た 時 期 も あっ た が 、 活 気 が あ っ た の は ジン 
レジ 


戦後 し ば らく まで で あっ た 。1968 年 に 国鉄 か ら バ 
ス 転 換 を 行う べき 路線 と し て 83 線 区 が 指定 され た 
時 に も 名 を 連ね 、 国 鉄 再建 法 下 で は 第 1 次 廃止 対象 
線 区 に 指定 され た 。 し か し 、 地 元 は 乗車 運動 を 弥 
り 返 し た 未 に 第 三 セ クタ ー 化 を 選択 し た 。 

沿線 人 口 は 3 万 人 と 少な く 、 鳥取 一 若桜 間 に は 日 
本 交通 の 路線 バス も 走っ て いて 競争 関係 に ある 。 
利用 客 の 64% は 通学 定期 客 で 、 八 頭 高校 と 鳥取 市 
内 高校 へ の 利用 客 が 多い 。 利 用 客 は 年 間 42 万 人 ま 
で 減少 し て いる 。 運転 本 数 は 10 往 復 で 、 朝 の 1 住 
復 と 夜 の 2 往復 を 除く 7 往復 が 鳥取 へ 乗り 入れ る 。 
開業 以来 赤字 経営 で 、 転 換 時 に 積み 立て られ た 
赤字 補填 基金 が 2008 年 度 未 に 枯 潟 す る こと が 明 ら 
か に な り 、22009 年 4 月 1 日 に 若桜 ・ 八 頭 両町 が 第 3 
種 鉄道 事業 者 、 若 桜 鉄道 が 第 2 種 鉄道 事業 者 と な る 
「 公 有 民 営 」 方 式 に よる 上 下 分 離 に 転換 され た 。 


主要 沿革 年 表 


1930( 昭 和 5) 年 1 月 20 昌 国鉄 若桜 線 郡 家 一 儲 癌 開業 
1930( 昭 和 5) 年 12 月 1 日 | 集 一 若桜 間 開 業 
1974 (昭和 49) 年 10 月 1 日 | 供物 営業 廃止 


1987( 昭 和 62) 年 8 月 | 者 桜 鉄道 設立 


1087( 昭 和 62) 年 10 月 14 日 | 郡家 一 若桜 間 開 業 
2009( 平 成 21) 年 4 月 1 日 第 2 種 鉄道 事業 者 と な る 


抜け る 。 


若桜 を 発車 し 鳥取 を 目指 す WT3000 形 2 輌 編成 。 "12.4.7 若桜 一 丹波 


進む お 新 シ ステ ム 


。 志 ニ タ ソ ウ の . ド 空 | 1999 年度 | 2004 年 度 | 2009 年 度 | 0 1km 
一 5 59| 206| 514 トーーー ゴ 
本 EE ーー 計っ 輸送 密度 | 人 /fm 日 134| 499| 2: | 

北側 の を し し 76 人 7 CT EE | : | : 寺 みどり 中 央 

> りり 坂 は 、 駅 と 団地 最 奥 の 高 低 差 百 亡 円 144 143| 3 
本 大 | ml | ml se 
が 190m に 及び 、 住民 の 移動 手段 の 確保 と 環境 保護 営業 損益 | 百 万 円 4j4| 4A33| 4172| で 
- 見 合っ た 交通 機関 が 計画 され た 。 こ れ に 理 縛 数 7| | _ el ィ コ 

の 両面 に に | 得 蘭 | 学 秩 Dr ーー | 従業 員数 | 12| 14 16 山陽 本 線 
衣 わせ て 神戸 製鋼 所 ・ 三 菱 重工 業 な ど に よっ て 開 
語れ た の が スカ イ レー ル で 、 ニ ュー タウ ン 開 発 
で ある 岳 ポ ハウ ス と 青木 設 (9 青木 あす な 


建設 )、 スカ イレ ー ル 開発 者 な どの 出資 で 1994 
記 月 に スカ イ レー ル サ ー ビ ス が 設立 され 、1998 
詐 8 朋 に みとり ロー みどり 中 央 間 が 開業 し た 。 

スカ イ 瞬き は ロー ワウ エイ と 懸垂 式 モ ノレ 
還 有 長所 を 掛け 合わ せ た 新 し い 交 通 シ ステ ム 。 

放 t モ ノレ ー ル で 使用 され る 型鋼 材 を 走行 電 
還 用 い 、 そ の 上 に 車輌 を 率 引 する た め の 駆 動 用 
還 プ を 流し 、 安 定 し た 走行 を 実現 。 駅 間 の 率 引 
記 プ 引 だ が 、 駅 に 到着 する と 車 博 が ロー プ 
馬 2 離れ 、 リ ニア モー ター に よる 駆動 に 切り 替 わ 
リ 停 上 位置 まで 誘導 され る 。 

全長 1.3km は 全国 の 鉄 軌 道 事業 者 最短 で 、 全線 の 
所 要 は 5 分 。 車輌 の 定員 は 25 人 (座席 8 人 )、 運 転 問 
語 は 朝 ラ ッシュ 時 7.5 分 、 そ の 他 の 時 間 帯 15 分 。 
シス テム と し て は 75 秒 間隔 の 運行 が 可能 。 

運賃 は 一律 150 円 で 、 自 動 券 売 機 で 購入 し て 、 
侍 駅 で 自動 改札 機 に 投入 し た 時 点 で 回 収 され る 。 


要 沿 半年 表 


994 平成 6) 年 4 月 1 日 | スカ イレ ー ル サー ビス 設立 
996 (平成 8) 年 7 月 29 日 | み ど リ ロー みどり 中 央 間 特 許 


1998 (平成 10) 年 8 月 28 日 | み ど リ ロー みどり 中 央 則 開 業 


4 ム 4 みどり 口 に 到着 する 200 形 。 
\ 200 形 は 1999 年 に 鉄道 友の会 か 


ら ロ ー レ ル 賞 を 受賞 し た 。 
N '12.4.15 みどり ロー みどり 中 街 
人 みどり 口 と みどり 中 央 は 高低 差 


160m で 、 最 急 勾配 263% は 鋼索 
鉄道 以外 で は 最も 教 勾 配 。 
'08.11.21 


会 社 概要 
刻 | 広島 市 安芸 区 瀬野 1 丁目 41 番 21 号 
20 百 万 円 
| 腺 | 積水 ハ ゥ ス 60.0%、 
青木 あす な る ろ 建 設 15.0%、 
三菱 重工 業 10.0%、 
神戸 製鋼 所 10.0%、 
宏和 興産 5.0% 


路線 概要 
で 広島 短 距 本 交通 瀬野 線 > 
みどり ロー みどり 中 央 間 1.3Kn、 
軸 懸垂 式 複線 、 直 流 440V、 す 263%、 
帆 無 W61 箇 所 1.320m、 全 て 1 輔 
25km/h 


た 。 法 規 上 は 軌道 (懸垂 式 モ ノレ ー ル ) に あたる 。 
"18.4.15 みどり ロー みどり 中 街 
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日 本 量 ( = 
本 最大 の 路面 電車 Eo oe ra 
ーー ーーーー 43.880| 42.582| 


| 答 送 人 員 | 千 人 | | 

= 導 計 古 麻 | 17.096| 16613| 14590] 

中 国 地 方 最大 の 都市 ・ 広 島 の 市 街 地 を 走る 広島 | 和義 | 唱 | | | | 
電鉄 の 市 内 線 は 、6 路 株 19.0tm か ら な り 、 市 内 路 民 昭 2 | | 
面 電車 と し て は 最大 規模 を 診 Lm RR a 2 
"i rr 27 119 308° 
前 身 で ある 広島 電気 軌道 の 初代 社 長 は 大 林 組 の [ms > の 94 602* 


創立 者 ・ 大 林 芳 五郎 氏 で 、1912( 大 正 1) 年 11 月 に 広 +E を る 
島 駅 と 市 内 中 心 部 ・ 紙 屋 町 を 結ぶ 路線 な ど 4 線 61 me っ 5100P Green mover rma 
km を 開業 し た 。1917 年 8 月 に 同系 列 の 広島 瓦 期 と max。 '12.4.15 = 
合併 し て 広島 瓦 新 電 軌 と な り 、 広 島 電鉄 が 分 離 独 
立 し た の は 1942( 昭 和 17) 年 4 月 で あっ た 。 戦 時 中 
は 江波 に あっ た 軍需 工場 や 、 軍 港 ・ 宇 品 へ の 路線 と 
し て 江波 ・ 皆 実線 を 開設 し 、 ト ロリ ー ボ ポール か ら 出 
る 火花 を 避け る た め に 全国 で 初め て ビュ ー ゲ ル 集 
電 を 採用 し た 。1945 年 8 月 6 日 、 原 子 爆弾 が 投下 さ 
れ て 壊 減 的 な 被害 を 受け た が 、 原爆 投下 の 3 日 後 よ 
リー 部 区 間 で 運転 を 再開 、 1948 年 12 月 に 白島 株 を 
除く 全線 が 復旧 し た 。 

昭和 40 年 代 に 全国 各地 の 路面 電車 が 姿 を 消す 中 
で 、 公 安 委員 会 に よる 軌道 敷 内 へ の 諸 車 乗入れ 禁止 
が 再び 実施 され た こと も あり 、 ま た 、 懸 命 な 経営 友 
力 の 甲斐 あっ て 今日 まで 黒字 基調 の 経営 を 続け くい 
る 。 相 次 ぐ 新車 の 導入 に より 、 昌 京都 ・ 大 阪 ・ 神 戸 
市 、 西 鉄 な ど 上 旧型 車 の 活躍 範 団 は 狭まっ て いる 。 


主要 沿革 年 表 

1912( 大 正 元 ) 年 11 月 23 日 | 広島 電気 軌道 広島 駅 前 一 紙屋 町 一 格下 (相生 橋 を 
経て 現 原 燥 ドー ム 前 ) 間 他 開 業 (1435mm'600V) 

1917( 大 正 6) 年 8 月 2 日 | 広島 瓦 基 電 軌 と な る 

1942( 昭 和 17) 年 4 月 10 日 | 広島 電鉄 と な る 

1945( 昭 和 20) 年 8 月 記子 爆弾 投下 に より 全線 不通 に (3 日 後 か 5 運 転 再開 ) 


oii ET (BO ) BE 


Moo rH CNRCU) HM EI co Oco つう 0 3 BK Oh 


"nS 


> 


1999( 平 成 11) 年 6 月 9 日 | 低 床 車 5000 形 : グ リー ン ム ー バ ー 運 転 開始 
2005( 平 成 17) 年 3 月 0 日 | 5100 形 グリ ー ン マッ クス 運転 開始 


ms 


衣 路線 概要 
1 (全線 1435m、 直 流 600W 


く 本 線 > 
良 駅 一 広 電 丁 広島 ビ 契 史 介 
35.2%、R 25ml 無 、 
党 7 作 所 641m、 最 大 5 感 、40 時 | 


良く 宇品 線 > 

4 屋 還 - 広 島 江間 9 
33.0%、 R30m『1 気 2 

en13 箇 所 181m、 量 大 9 、 

還 < 江波 線 > 

> 本 波間 26mT 5 
HH100m、「 無 婁 押 

最大 3 両 、40k 

で 横川 線 > 
十日市 町 一 楠 ) 
#-30.0%、R3om「 の 

本 2 箇所 70m、 最 N 


上 駅 間 1.4 


中 心 街 を 買 く メイ ンス トリ ー ト で 実に 多く の 電車 が 行き 交 う 。 '18.4.15 胡町 
= 


島 (己斐 ) か ら 海 岸 沿い 


前 の 広 電 西 広 ーー 
人 の 玄関 ・ 広 電 宮 島 口 に 至る 
の 診 代 の 1922( 大 正 1 1 ) 年 8 月 に 己斐 ( 現 


分 )) 一 草津 町 (草津 ) 間 が 開業 し 
ーー 95 年 7 月 地 御前 、1926 年 7 


a 立体 交差 付近 ) と 部 分 延長 を 繰り 返 


は の ) 年 月 に 宮島 線 全 通 を 果たし た 
。 の 鉄道 線 車輌 に よる 運行 で あっ た 
市 内 線 己 斐 駅 経路 変更 で 線路 が つ 
ら 団 体 輸送 に 限っ て 市 内 
した 。 各 駅 に 市 内 線 低 床 車 用 


し た の ち 、 1962 年 1 月 10 日 か ら 恒 常 ダ 


うと も あっ て 、 市販 下 通 を 大 増発 。 そ の 後 
も 直通 運転 は 増発 さ れ 、1991 (平成 3) 年 8 月 7 日 に 
の 運用 は 全て 終了 レ た 。 多く の 駅 で 高 
と 作 車 用 の 2 種類 の ホー ム が 残っ て いる の 
。 用 車 と 直通 車 が 混在 し て いた 名 残 で ある 。 

注 人 3 全車 の 連接 超 低 床 車 5000 形 "グリ ー ン ムー 
"は 1999 (平成 11) 年 6 月 か ら 営 業 運転 を 開始 
し 、 表 12 細 成 が 活躍 し て いる 。 


表 沿 科 年 表 
1922( 大 11) 年 822 日 | 広島 瓦 条 電 軌 己斐 ( 表 広 電 西 広島 (己斐 )) 一 草津 町 


(下草 津 ) 間 開業 (1435mm・600V) 
1924( 大 FE13) 年 4 月 6 日 | 章 津 町 一 廿日市 町 ( 現 広 島 廿 日 市 ) 間 開業 
1925IE14) 年 7 月 15 日 | 日 市 町 一 地 御 前 間 開 業 
1 7 月 15 日 | 地 御前 一 新宮 島 ( 阿 品 東 付近 ) 間 開業 
i 1 新宮 島 一 電車 宮島 (政広 電 宮 島 ) 間 開業 
10 日 | 広島 駅 前 ( 広 島 駅) 一 広島 二日市 間 直 通運 転 開始 


PU ッ 3 
EPR 


、 ひろ し まで ん 


ォ 


に 1 
WN 


ELLIS 盲 万 円 | 
車両 数 両 


従 薩 員 数 人 


1990 年 度 | 1999 年 度 |2009 年 度 


18.132| 20,020| 17.193 
17.782| 19.245| 16.490| 
1.621 2126| 1,799| 
1.572 1.759 | 1.912 

49| 367| 4112 


71 119| 


| 


宮島 線 単 独 数 値 公表 な し 


s ド イッ 


ーー メン ス 社 抽 
で 、5001 編 応 は ロシア の 大 型 輸送 機 * ア ント ノ フ "で 空輸 され て 話題 を 集め た 。 
'12.4.14 地 御前 一 阿 品 東 


AE 


22! 目 ベニ 四 TTY 
還 自 同居 


( 燈 山 ) 
馬 如 団 画 紋 ① 軸 内 団 


4 4 ム 広 得 宮 島 口 で 発車 を 待つ 
5000 形 GREEN MOVER と 3850 
形 Green Liner。 


12.4.14 


ーー ボー〕、 ょ 可愛 川 を 渡る 3900 形 。 1990 一 
王寺 諾 二 議 っ 6 年 に 8 編成 が 登場 し 、 そ の 後 は 
re 還 調 3950 形 に 移行 し た 。 


"12.4.14 


廿日市 市 役所 前 一 広 電 廿日市 


会 社 概要 

鹿 広島 市 中 区 東 千 田町 2 丁目 9 番 
29 号 

較 | 2.355 百 万 円 

衝 | 広島 銀行 3.4%、 


三菱 東京 UFJ 銀行 2.96 


國 路線 概要 
| 宮島 線 > 

広 電 西 広島 一 広 電 宮島 口 間 16.1 

km、1435mm 複 線 、 直 流 600V、 

自動 閉塞 式 、18.2%%、R161m、 

中 1 箇所 107m、 堅 45 箇 所 317m、 

最大 5 両 、60km/h 


アジ アァ ws ma “ 
A ノ 会 > = | プー で 虹 位 |1999 年 度 |2004 年 度 |2009 年 度 
通 シ 隊 き の 中 と な = た 最長 新 交 送 人 | 19284| 17.684| 18.331 
ハン. | 栓 送 一 度 Ia | 22.207| 19275| 19817 
ーー EELW 攻 | 

70 年 頃 か ら 急激 に 宅地 開発 が 進行 し た 広島 市 SA | a0 tT | 
北西 部 の 丘陵 地帯 と 市 の 中 心 部 を 結ぶ 交通 機関 | 民生 | 下 | 164| <561| iza 
レ て 、 1977 年 7 月 の 都市 計画 地方 寄 議会 に て 新 交 司 旧 ーー 


通 シス テム の 導入 の 提案 が な され た 。1987 年 に 広 
島 市 が 過半 を 出資 する 第 三 セ クタ ー 方 式 の 広島 高 
速 交通 が 設立 され 、1988 年 8 月 に 本 通 一 長楽 寺 間 
の 免許 と 特許 を 取得 し た 。 その後 、 ニ ュー タウ ン 
「 西 風 新 都 ] や 、 広 島 ア ジア 大 会 の メイ ン 会 場 と な 
る 広島 広域 公園 へ の アク セス 路線 と し て 長楽 寺 一 
広域 公園 前 間 特 許 が 1991 年 3 月 に 取得 され た 。 

本 通 一 広域 公園 前 間 18.4km の 開業 は 1994 年 8 月 
20 日 で 、 新 交通 シス テム と し て は 国内 最長 と な り 、 
同年 10 月 開催 の アジ ア 大 会 輸送 に 活用 され た 。 路 
線 の 大 半 は 道路 上 に 高架 橋 が 建設 され て 軌道 法 を 
準拠 法 と する が 、 本 通 か ら 白 鳥 の 手前 まで は 地下 
区 間 で 、 本 通 一 県 店 前 間 0.3km は 鉄道 事業 法 を 適用 
し 、 国 か ら 地 下 鉄建 設 費 補助 金 を 受け て いる 。 

1999 年 3 月 20 日 か ら は 新 交通 シス テム 初 の 急行 
運転 が 始ま り 全 線 で 所 要 を 10 分 短縮 し た が 、 利 用 
客 は 伸び 悩み 、2004 年 3 月 20 日 に 終了 し た 。 

平日 昼間 時 全線 10 分 ヘッ ド の 運行 を 基本 と する 
が 、 土 日 祝日 の 長楽 寺 以 遠 は 20 分 毎 と な る 。 平 日 
朝 ラ ッシュ 時 の 大 町 以 南 は 3 分 毎 程度 に 詰まる 。 


主要 沿革 年 表 
1987( 昭 和 62) 年 12 月 1 日 
1988( 昭 和 63) 年 8 月 22 日 
1991( 平 成 3) 年 3 月 5 日 
1994( 平 成 6) 年 8 月 20 日 


広島 高速 交通 設立 

本 通 一 県 庁 前 問 免許 、 県 庁 前 一 長楽 寺 間 特許 
長楽 寺 一 広域 公園 前 間 特 許 

本 通 一 広域 公園 前 間 開 業 


の パパ 古市 に 進入 ずる 5000 

通行 。6000 系 は 呈 電 0 ッ 

示す 。 6 

A な る 
進む 。 ; 


ドミ 


5 万 人 で 、 赤 字 経 営 が 続く 。 '12..14 不動 院 前 一 生田 


広島 の 中 心 部 を 抜け 、 や が て 太田 川 を 渡る 。 一 日 の 輸送 人 員 は 
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導 流 に 沿 う ーー / タ ー 私 鉄 & | 1990 年 度 [1999 年 度 |2009 生 上 

久川 の 2 1 439| 228 
聞 ーー  。 還 か 52 つ 月 の 川西 か 分岐 し 、 971| 72o| 4oo 
人 昌 に 分 け 入 り 、 32.7km 先 の 錦 im | 
8 に 泊 つ 上 電線 の 転換 交 人 を 受け 、1987 年 cg ト 452| 計る 
。 国 | : 

27| 22| | 


E93 

に を " 。 頭 褒 し た o 

を 開 迷 し 日 原 を 結ぶ 際 陽 連 絡 線 と 
WW 1 年 に 改正 鉄道 敷設 法 の 予定 株 に 
u て 1922 の 怠 園 一 錦町 問 が 建設 線 と な っ た の 
7) 年 12 月 で あっ た 。 地形 的 な 関係 で 


ほど 岩 徳 線 を 西進 し た 地点 で 分 岐 し 、 


PD pp ら 4Km 
較 月 に 川西 一 河 山間 が 開聞 続く 1963 年 
0 町 間 が 開通 し た 。 開業 当初 は 、 日 


8 所 か ら の タン グ ス テ ン 認 石 栓 党 
っ など 賑わい を 見 せ て いた か 1971 
(本 鎖 され て か ら は 1 日 7.5 往 復 の 旅 


g3 月 に 鉱業 所 ガ 4 旅 
| ょ 放 還 の み と な っ て いた 。 国鉄 再建 法 に よる 基 江 
i 敵 の 輸送 密度 は 1420 人 /km 日 で 、 路 線 長 が あっ 
= と か ら 第 1 次 は 免れ た も の の 、 1984 年 6 月 に 第 
| 多 線 区 と な っ た 。 し か し 、 地 元 の 鉄道 
挫 和 へ の 執着 は 強く 、 第 三 セ クタ ー 方 式 で の 存続 を 選 
jp し た 。 島町 か ら 先 も 六 日 市 ま で の 16.7km は 国鉄 
人 に 殴 工事 が 完成 し て いた が 、 こ の うち 約 6km 
ょ 日 北 株 記念 公園 と し て 整 備 さ れ 、2002 年 7 月 
か 5 遊覧 車 | と こと こ トレ イン 」 が 運行 され て いる 。 


妥 沿 革 年 表 

箇月 1 日 | 国鉄 岩 日 線 川西 一 河 山 癌 開業 

1963( 隊 38) 年 0 月 1 日 | 河 山 一 錦町 間 開 業 

197405049) 年 10 月 1 日 | 貨物 営業 廃止 

1984( 人 59) 生 6B22 日 | 第 2 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 

1987(8862) 征 月間 日 | 鈴川 鉄道 設立 

1987 陣 62) 年 7 月 65 日 | 川西 一 鈴 町 間 転 換 開業 ー a ; ee > ce a < 
= 5 ちこ ーー 


6 RCTT エ TmandEEIEEEEEEEE 証 へ だ が 美しい 由 球 に 到着 し た 計 
町 行 NT-3004。 イ エロ ー は 蛍 の 
光 を 表し て いる 。 24.14 


^ 行 波 に 到着 し た NT-3001+ 
NT-3003。NT3000 形 は 全長 18 
m 級 で 、8007 一 2008 年 に 4 輌 が 
新造 され 、NT2000 形 6 輌 を 置き 
換え た 。 '08.1 1.2 ら 2 


会 社 概要 

旧 所 | 岩国 市 錦町 広瀬 7873 番 地 の 9 

賠 120 百 万 円 

際 岩国 市 45.8%、 山 口 県 16.7、 
広 成 建設 7.5%、 山 口 銀行 5.0%、 
中 国電 力 5.0% 


路線 概要 
< 錦川 清流 線 > 
川西 一 錦町 間 32.7km、 
1067mm 単 線 、 内 燃 、 自動 閉塞 式 ( 川 
西北 河内 間 ) 特殊 自動 閉塞 式 
( 北 河内 一 錦町 間 )、『16.0 ぬ 、 


N 
R 200m、『「127 人 箇所 6,188m、 


Re 
Ns MLPWTPmmn 3 025m、 最大 3 還 、 
下 析 新 岩国 に 最 寄 の 御 庄 を 周 ー 、 ーー ーーー 屋 7 
ぎる と 、 右 手 か ら 錦川 が 現れ 、 終 点 ま で 寄り 添う よう に 進む 。 


12.4.14 河 山 一 柳瀬 


穴 道 湖 に : 沿っ て 走る 山 会 下記 項 目 | 単 大] 1990 年 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 
陰 唯 一 の 私 鉄 電 車 Pd 用 1.786 1,566| 1.398 

電 て 1 1,702| 1.548| 1.447 
鉄 出雲 市 を 起点 に 一 畑 口 で スイ ッ チ バッ クレ し | トー 

= | 452 387 
て 容 道 湖北 岸 を 走っ て 松江 し ん じ 湖 温泉 に 至る 北 668 ea 
松江 線 と 、 川 跡 一 出雲 大 社 前 間 の 大 社 線 か ら な る 。 ょ 94 210 
= Ee a < ee A 
畑 電気 鉄道 の 前 身 は 1912( 明 治 45) 年 設立 の 一 | sl 5 


畑 軽便 鉄道 で 、 当 初 は 軌間 762mm で 計画 し て いた > 
院 線 連絡 を 考慮 し て 1067mm 軌 間 と な り 、1914 年 4 
月 に 出雲 今 市 ( 現 出 雲 市 ) 一 雲 州 平田 間 を 開業 、 翌 
1915 年 2 月 に 一 畑 延 長 を 行なっ た 。 さ ら な る 延長 
と 電気 運転 を 計画 し て いた こと か ら 192S5 年 7 月 に 
社名 を 一 畑 電 気 鉄道 に 変更 。1927 年 10 月 に 既存 
線 を 直流 1500V 電化 、1928 年 4 月 に 小 境 灘 ( 現 一 
畑 口 ) 一 北 松 江 ( 現 松江 し ん じ 湖 温泉 ) 間 、 1930( 昭 
和 5) 年 2 月 に 川 跡 一 大 社 神門 ( 現 出 雲 大 社 前 ) を 開業 
し た 。 1966G 年 10 月 に 単線 区 間 と し て は 日 本 初 の C 
TC を 導入 し 合理 化 を 行なっ た も の の 、 鉄道 部 門 は 
1966 年 度 以降 毎年 赤字 で 、 会 社 は 1972 年 に 鉄道 
全廃 の 意向 を 表明 し た 。 し か し 、 地 元 の 反発 が 強 
く 、 国 の 欠損 補助 金 を 受け な が ら 再 建 が 進め る こと 
1 1992 年 末 に 欠損 補助 の 見 直し が 国 か ら 告 げ 
られ る と 、 沿 線 自治 体 は 支援 を 強化 し 、 車 輌 ・ 駅 
施設 の 近代 化 が 進ん だ 。 2006 年 4 月 1 日 か ら 鉄道 洗 

門 は 分 社 化 され て 一 畑 電車 の 経営 に 変わ っ て いる 。 


主要 沿革 年 表 


1912( 明 治 45) 年 4 月 6 日 | 一 畑 軽便 鉄道 設立 
1914( 大 正 3) 年 4 月 29 人 出雲 作 出 有 市 ) 一 受 放 平 田 間 開 業 (1067mm' 基 所) 
日 


1915( 大 正 年 2 月 4 寺 州 平田 一 一 畑 ( 後 に 廃止 ) 間 開業 
1927( 昭 和 2) 年 10 月 1 1500V 電 気運 転 開始 
1928( 昭 和 3) 年 4 月 5 日 - 小 境 濯 ( 現 一 畑 口 ) ) 一 北 松 江 ( 昌 松 江 し ん じ 湖 温泉 ) 間 開業 


1930( 昭 和 5) 年 2 月 2 日 川 貴一 大 社 神門 ( 現 出 雲 大 社 前 ) 間 開業 


997( 平 成 9) 年 2 月 20 日 | 全線 ワン マン 化 
2006( 平 成 18) 年 4 月 1 日 | 分 社 化 に より 一 畑 電車 の 経営 と な る 


突 道 清 に 沿っ て 走る 5000 系 。 園 か ら 松江 し ん じ 湖 温泉 間 に か け て は 実 道 湖 の 眺め が 楽し め る 。 !12.4.8 津 ノ 森 一 高 ノ 宮 


鉄道 た か まつ こと ひら で ん き て っ どう 


と っ = つこ に 
車 博物 館 は 4 や 省 トト - 目 | 単 人 |1990 年 度 | 1999 年 度 | 3009 


| 輸送 人 員 | 
[3 員 」 陸 人 | 19.069| isriz 
L 姜 送 補 度 | 人 /tm 日 | 7.584| 12.527 


竿 く 電 


ンー 高松 城跡 の 脇 に 位置 する 高松 9 
駅 前 で 、 局 た ーー る 高松 築 | ee 多 | 〒 古 5.992| 4gz5 
gp 京 と し 瓦 町 、 栗 林 公 園 を 経て 琴 電 琴平 に | 隊 和 AI 末 | sossl 3: | 

洪 > ぉ 分 岐 し て 長尾 に 至る 長 | 営業 下 | 百 記帳 | sz64l 114| 2543 

瓦 町 か ら 分 岐 し て 長尾 に 至る 長尾 EC3EPil 時 3393| 2st5 
a 5| 4279 有 


平 線 、 
26" 膝 電 志度 間 の 志度 線 か ら な る 本 線 格 [上 還 上 眉 邊 中 | sal gi 
86 


「 従 生 員 数 | | 
| 従量 員数 | 人 326| 3ao 区 
| 7 


— 


株 AM 琴平 電鉄 が 1927( 昭 和 2/ 年 4 月 に 高松 
0 を 全 通 させ た 。 当初 か ら 1500V 
し 的 な 鉄道 で 戦時 統合 に より 1943 年 11 
商人 旬 志度 と 高松 電気 軌道 ( 現 長 尾 
を 合併 い 杜 名 を 高松 琴平 電気 鉄道 に 改め た 。 
。 も 上 開業 し た の は 志度 線 で 、 1911( 明 治 44) 
11 月 に 東 讃 電気 軌 道 が 、 今橋 一 志度 間 を 軌間 
m・600V で 開業 し た < 東 讃 電 雪 は 1916( 大 正 
年 12 月 に 四国 水力 電気 に 合併 され た の ち 1917 年 
人 前 延伸 を 果たし た < 戦時 中 に 電力 会 社 の 鉄 
時 営 が 茜 止 れる と 1942( 昭 和 17) 年 4 月 に 詩 
と し て 衝立 し 、1943 年 11 月 の 統合 を 迎え た 。 
記 線 は 、 東 講 電 軌 の 5 ヵ月 後 、1912 年 4 月 に 
所 道 が 出 晴 ( 玉 町 付近 ) 一 長尾 間 を 1067m 
i 間 ・600V で 開業 。1943 年 11 月 に 統合 され た 。 
妥 電 は 1945 年 6 月 に 長尾 線 の 1435mm 改 軌 を 実施 、 
1966 年 8 月 に 志度 線 ・1976 年 12 月 に 長尾 線 の 
1500V 上 昇圧 を 行なっ て 全線 の 規格 統一 が な っ た 。 
3 年 表 


191f(5 隊 43) 年 11 月 18 日 | 東庄 電気 雪 道 今 括 一 志度 ( 現 琴 電 志度 ) 間 開業 
(1435mm600V) 


を 4 月 30 昌 | 高松 電気 軌道 出 晴一 長尾 間 開 業 (1067mm:600V) 
OH 生 平 電鉄 季 林 公園 一 滝宮 間 開 業 (1435mm*1500V) 

(6) 年]1 月 1 | 全 平 電鉄 が 講 岐 電鉄 、 高 松 電 軌 を 合 億 し て 、 高 松 傘 平 
電気 鉄道 に 社名 変更 


a EE EE : s 
8) 生 626』 | 長 民 株 高 松 築 港 著 入 開 始 志度 線 筑 港 径 入 廃止 名 eo 上 人 

| ム A 高松 城跡 脇 を 進む お 1252- 

| 1251 に よる 長尾 行 。 "11.3.10 

高松 築港 一 片 原町 

ム 志度 湾 の 海岸 すれ すれ を 行く 


| 802+721-722。 '09429 
塩屋 一 房 前 


会 社 概要 
刷 高松 市 栗林 町 2 丁目 1920 
略 | 250 百 万 円 
[| 真鍋 康彦 15.0%6、 四 国電 力 15.0% 


路線 概要 
全線 : 直 流 1500V、1435mm 
く 琴 平 線 > 
富松 築港 電 生 平間 32.9kn、 単線 
(高松 業 港 一 票 林 公 園 問 2.8m 複 線 、 
有 | 自動 閉 宏 式 、 サ 25.0%、R120m、 
中 無 、 早 85 箇所 827m、 最 大 4 朝 
soxmm 
調 < 長尾 線 > 
も 互 町 一 長尾 問 14.6km、 単 線 自動 
衣 宏 式 、 サ 25.0%、R160m、「 無 
47 箇 所 318m、 最大 2 輌 、60km/h 


< 志度 線 > 

瓦 釘 一 博 電 志度 問 1 2.5km、 単 線 、 
自動 閉塞 式 25.0%R gom『 無 、 
想 30 箇 所 607(m、 最大 3 輌 、60km/h 


「 四 国 初 の 鉄道 ] 以 来 の 歴史 を 誇る 


松山 の 中 心 街 に 近い 松山 市 駅 を 中 心 に 、 高浜 、 郡 
中 港 、 横 河原 の 3 方 向 に 路線 が 伸び る 。 

最も 長い 歴史 を も つの は 高浜 線 で 、 四 国 初 の 鉄 
道 と し て 1888( 明 治 21 ) 年 に 松山 ( 現 松山 市 ) 一 三津 
間 が 軌間 762mm の 蒸気 鉄道 と し て 開業 し た 。1892 
年 に 高浜 延長 を 果 た し 、1893 年 に 外側 ( 現 松山 市 ) 
ー 平 井 河原 ( 匠 平井 ) 間 が 開業 し た 。 郡 中 線 は 1896 
年 7 月 に 南 予 鉄道 に よっ て 藤原 一 郡中 間 が 開業 し 、 
1900 年 に 伊予 鉄道 と な っ た 。1067mm へ の 改 軌 ・ 
電化 は 3 線 ご と に 時 期 が 異な る 。 高 松 か ら の 予讃 本 
線 が 松山 に 通じ た の は 1927( 昭 和 2) 年 で 、 そ れ に 
対抗 すべ く 高 浜 線 を 1931 年 5 月 に 改 軌 ・ 電 化 。 横 
河原 線 は 同年 10 月 に 改 較 の み 行 な い 、 郡 中 線 の 改 
軌 は 1937 年 で あっ た 。 郡 中 ・ 横 河原 線 の 電化 は 戦後 
で 、 郡 中 線 が 1950 年 5 月 、 横 河原 線 は 内 燃 機関 車 
牽引 を 経て 1967 年 10 月 に よう や く 電 化 と な っ た 。 

会 社 は 、 初 代 伊予 鉄道 が 1916 年 に 伊予 水力 電気 
と 合併 し て 伊予 鉄道 電気 と な り 、 戦 時 中 の 電力 統 
制 政策 に よっ て 鉄道 部 門 が 分 離し て 1942 年 4 月 に 
伊予 鉄道 が 誕生 し た 。 車輌 は 、 長 らく 吊 掛 駆動 車 
の 天下 で あっ た が 、1984 年 に 元 京王 2010 系 を 購入 
し て 以来 高 性 能 化 が 進み 、1995 年 に 冷房 化 が 完了 。 
2009 年 8 月 か ら は 京王 3000 系 の 導入 が 進む 。 
主要 沿革 年 表 


6 RAY 


1888( 明 治 21) 年 10 月 28 日 | 伊予 鉄道 松山 ( 現 松山 市 ) 一 三津 問 開業 (762mm: 共 気 ) 
1893( 明 治 26) 年 5 月 7 日 | 外 則 (青松 山 市 ) 一 平井 河原 ( 現 平井 ) 間 開業 (762mm: 恭 気 ) 


1896( 明 治 29) 年 7 月 4 日 | 南 予 鉄道 藤原 ( 現 松 山 市 付近 ) 一 郡中 間 開業 (762mm 恭 気 ) 


1900( 明 治 33) 年 5 月 1 日 | 伊予 鉄道 が 南 予 鉄道 を 合併 
1931 (昭和 6) 年 5 月 1 日 | 高浜 株 1067mg 軌 .600V 電 化 
1967( 昭 和 42) 年 10 月 1 日 | 横 河 線 電 化 に より 全線 電化 完成 


人 


出生 同国 m 
[ra 位 | 9o 年 度 |t999 年 度 |2009 和 | ま 】 
輸送 人 員 | 千 人 16.281| 12.589| 11.424 
輸送 度 | WB | 7.191| 5.457| 5871 
志和 | 千 昌 | | ーー 
営業 収入 | 誕 万 円 | 2.691| 2.518| 2.226| 
営業 恵 | 百 万 円 | 2.577 2454| 2.016 
営 薬 損 替 | 百 万 円 114| 64| 21o| 
車輌 数 | 輔 54| 53| 50 
従 革 員数 | 旧 証 | 379| 330'| 237 


* 軌 道 線 を 含む 


た 


デー! ナー ドニ ネン オー トコ 
ae つ < つ < つっ ご St 
ー* We step rm 


毅 槍 山 市 測 困 4 
軟 1,500 百 5 円 
回 


愛媛 銀行 4.93%、 
伊予 銀行 486% 
広島 銀行 1.06% 


'06.10.9 港 山 一 梅津 寺 


170 


| y NE 

ぁゃ ん 列車 レブ リカ カ 市 内 を 走る し 上 3 肥 M1900 2009 年 度 
| n = 5 に 9.230| 7.694 8 = 
内 に mn の 牙 線 を 天 り めぐ ら せ 、 穫 床 式 CE a 
ろう 。 城北 線 古 町 平和 通 1 目 は 法規 [mm az 1.142| 1.091 840 
が し 前 一 古町 上 一 万 則 と 本 町 線 半纏 RE 1.108| gesl 
a 引 で 、 人 の | コル | 8 4 A125| 
語頭 状 線 (松山 市 駅 前 一 上 TE 5 %| 
る Ce ーー | | 
は 市 前 )、 松山 市 駅 前 道後 温泉 松山 \ 軌 道 単 独 数 値 公 表 な し ロ 一 = ニテ) 

ンー" 本 町 6 丁目 一 道後 温 朱 


art 
©@ 


Sr 民 周 持 史 . 填 四 証 で ご 義 局 Rt 貞 礁 中 甘 束 oo ローm 描 尺 .0' さ は 


8 6 
の 変 居 は 極 て 複雑 で 、 路線 の 改廃 を 繰 
0 。 * ず 1895 年 9 月 に 道後 鉄道 が 三津 
の f ーー 番 町 ( 現 大 街道 間 を 軌間 762 
lu * 開 業 。 小型 蒸 機 が マッ チ 箱 の よう 
et し 、 1067mm 電 化 が な っ た の は 伊予 鉄 
ョ な っ た の ちの 19 1 年 8 月 で あっ た 。 同じ 頃 、 
所 当 が 道後 一 南堀端 一 本 町 ノロ ( 三 


人 生気 ト 
っ) に 1495m 間 の 電 還 を 走ら せ た 。 松山 電 軌 は 


gp1 年 に 伊 巴 鉄 道 電気 に 合併 され 、1927 年 の 国 
弥山 開業 で 郊外 線 区 間 は 廃止 され た が 、 城 南 線 
y 机 株 の 母体 と な っ た 1936 年 に 西堀 端 一 松山 
DR 1947 年 に 南堀端 一 松 山 市 駅 前 間 が 開業 ゥ 
て ほほ 電 在 の 路線 が 完成 し た 。 

2001 生成 13) 年 10 月 12 日 か ら は 、 夏目 激 石 が 
加代 時 に 利用 (高浜 線 ) し て 小説 に 登場 し た 「 坊 っ 
ちゃ ん 列車 | の レプ リ カ が 運転 を 開始 し て いる 。 
3 
1895 隊 28) 年 822 日 


『 吐 茎 コー 


Mo MVPOOM 。 の ロー び 講 評 司 報 


・OD・ 


道後 鉄道 三津 口 (古町 付近 ) 一 道後 一 一 番 町 ( 現 大 街 
道 ) 間 開業 (762mm* 蒸 気 ) 
伊予 鉄道 が 道後 鉄道 を 合併 
1067mm 改 軸 :<600V 電 化 
所 電 道後 南堀端 本 町 一 江 ノ ロ (三津 付近 ) 
mE 間 全 通 (1435mW600V) 
mm = 4 月 1 日 | 伊予 鉄道 電気 が 松山 電気 軌道 を 合 億 
3H25 | 南堀端 一 松山 市 駅 前 韻 開 業 


・O・ 


。 亜 融 惜 際 礎 S 違 短 半 サー 
ー ヽ J! 宮 名 事 評 で 大 較 雷 音 藻 由 一 「 党 すさ OfO 葵 」 


90 人 3) 年 5 1 日 
191 只 44) 年 8 月 8 日 
1912 還 45) 年 2 月 7 日 


前 次 倒 


上 路線 概要 
(全線 1067m、600V) 


< く 城 南 線 > 
道後 温泉 一 西 堀端 間 3.5km、 複 線 、 
。 14.0%、 R 29.62m、「 無 、 

っ 韓 7 箇 所 11m、 最大 1 博 、 40km/h 
| 。 平 和 通 1 丁目 一 上 一 万 間 0.1km、 
| 単線 、 自 動 閉 審 式 、 や 14.0%、 
R25m. 無名 無 、 最 大 1 電 、40km か 
< 本 町 線 > 

本 坦 端 一 本 町 6 丁目 問 1.5km、 単 線 
自動 閉塞 式 、 『 14.0%、 R 100m 
本 同 無 、 宮 2 箇所 5m、 最大 1 電 
40km/h 


ぐ 大 手 町 線 ラ 
古町 西堀 端 1 .5km、 複 線 ( 古 町 


1 ー 山 駅 前 間 0.8km 単 線 )、『 9.1%a、 
月 24.5m、「 無 、 思 2 箇所 7m、 
放 最大 1 輌 、40km/h 


< 城北 線 > 
古町 一 平和 通 1 丁目 間 2.7km、 単線 、 


直流 600V、 自動 閉 寒 式 、 
11.8%、R 60m、「1 無 、 
ef10 箇 所 19m、 最 大 1 輌 40kwh 
< 花園 線 > 

一 南堀端 間 0.4NT、 複 


松山 市 駅 前 
線 ず 2.1 和 な 、 n29.2m、 無 計 無 、 


最大 1 輌 、40km/h 171 
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X 


Rh cn 
NN 7 
こい 交 


N > 
DTP ( 
RM を お ji と ma 
0] 電車 は 高浜 線 の Wm a 
浜 線 の 通 財 を 待つ っ 。 "11.6.11 


1992 (平成 4) 年 3 月 に 海部 一 甲浦 間 が 開業 し た 。 全 
長 8.5km は 、a 国 鉄 転換 線 ( 信 新 線 開業 ) で は 三木 鉄 


道 廃 線 後 は 最も 短く 、 全 線 が 高架 、 トン ネ 
ル の いずれ か で 路 切 は ひと つも な い 

徳島 県 南部 の 鉄道 は 、 大 正 初期 に 阿波 国共 同 汽 
船 や 阿南 鉄道 に よっ て 開業 し た 歴史 を も ち 、1922 年 
制定 の 改正 鉄道 敷設 法 で は 「 後 免 ヨ リ 安芸 、 日 和佐 
ヲ 経 テ 古 座 付近 二 至 ル 鉄 道 ] が 規定 され た 。 1936 
年 11 月 に 阿南 鉄道 は 国 に 買収 され て 牟岐 線 と な り 、 
1973 年 10 月 に 徳島 一 海部 間 が 全 通 し た 。 海 部 以 南 
も 阿佐 東 線 と し て 着工 され て いた が 、1980 年 の 国 
鉄 再 建 法 等 で 工事 は 凍結 。 す で に 海部 一 甲浦 間 の 
路盤 、 実 喰 ま で の レー ル 敷 設 を 終え て いた 。 

工事 が スト ッ プ し て いた 鉄道 建設 公団 の AB 線 
は 第 三 セ クタ ー 方 式 が 受け 皿 と な っ た 場合 に 凍結 解 
除 と な る こと か ら 、1988 年 9 月 に 徳島 ・ 高 知 両 県 
と 沿線 自治 体 が 主体 と な っ て 阿佐 海岸 鉄道 を 設立 し 、 
工事 再開 3 年 後に 開業 を 迎え た 。 

倫 送 人 員 は 一 日 平均 115 人 で 、 現 存する 私 鉄 で 
は 最も 少な く 、 車 輌 2 輌 も 最少 。 赤 字 額 は 収入 の 13 
倍 で 、 困 難 な 状 況 に 陥っ て いる 。 

ASA-201 は 2008 年 6 月 30 日 に 衝突 ・ 脱 線 事故 を 
起こ し 、2009 年 8 月 30 日 に 高千穂 鉄道 TR201 を 譲り 
受け て ASA-301 と し た 。101 と 301 を 交互 で 使用 。 


盛土 、 


主要 沿革 年 表 

1988( 昭 和 63) 年 9 月 17 日 | 阿佐 海岸 鉄道 設立 
1989( 平 成 元 ) 年 2 月 9 日 | 海部 一 甲浦 間 免 許 

1992( 平 成 4 年 3 月 26 日 | 海部 一 甲浦 間 開業 (1067mmr 内 燃 ) 


ji ti 
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| 


小さ な 入江 の 脇 を ASA-101 が 駆 | 
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I ニー ニー ン 
け 抜 ける 。 海 部 一 穴 喰 間 は 美しい 風景 が 車窓 に 広がる 。 


} | 
118| 92 
1 


で で テ jm | 247| 176 


に すす Eizll 


| 営業 損 将 ーー ^44| ^58| 


車輌 数 | 輔 


RS 


海部 一 容 喰 


年 磨 |2004 年 度 |2009 年 度 


42 
98 


了 


/ 
と マコ 海部 で 顔 を 合わ せ 8 
301 と JR 

登場 時 は 
で だ ちく ん (人 
クタ ー) と ぼん か 4 く hk 
ャ ラク ター) の ラッ ピス 
っ て いる 。 


ーー ニーーー ニ ーーーー・、 


に cb 
回 回 器 思 


西部 と 東部 の 動 上 


2 2 — 

ジン 4aOmt 国 中村 線 と し て 開 某 し た 
し 963 年 12 月 と 新しく 、1970 

が 全 通 し た 。 土 座 本 線 の 延長 


10 有 に" た が 、 十 讃 本 線 に 編入 され な か っ た こ 
と し て 運行 等 で 第 3 次 廃止 対象 線 区 と な っ た 
か 5 国鉄 . 多 道 は 、 中 村 線 転換 の 受け 皿 と いう 

+ 佐 く 線 (中 村 一 宿毛 間 ) と 阿佐 線 (後免 一 奈 半 
まり は 設 に 向け て 、 高 知 県 が 中 心 と な っ Ci 
間 ) の 新 線 ' 宿毛 線 は 中 村 線 が 廃止 され 


- 設 立 さ れ た 。 
14996 年 5 月 プー と か ら 、 中 村 線 の 転換 を 土佐 く 


gc TE る こと を 決定 。 土佐 くろ し お 鉄道 to 
る し お 上 し 株 、1988 年 1 月 に 同 佐 株 の 免許 を ie| ee 
1 法 に よ り 中 断 し て いた 両 線 の 工事 | oe 
を 且 中 村 線 の 転換 開業 は 1988 年 4 月 で 、 社 線 : 18| 1202 
た 。 科 で 474| A161 
記 本 ステ ン レス 敵 の TKT8000 形 に 変わ り 、 高 海岸 株 の 築堤 を カ 走 する 964 -]8。18 と 2S は ト 12 25 
馬 NE 償 り 策 り 入れ た 。 座 手 線 は ラー フッ ト 和 782 の 5ー の 72 ーー 
10g7 成 年 10 月 に 開業 し 、 同 時 に 中 村 線 3 の 
= が 人 衝 55mn か ら 110kn に 引き 上 げ ら れ た だ 。 EE 


人 一 安芸 一 奈半利 問 42.7kn は 「 ご めん ・ な 
| り 創 と 全 名 され 、 国 鉄 再建 法 の 新 線 開業 スキ ー 
と し て は 最後 の 2002 年 7 月 1 日 に 開業 。 全 て の 快 
呈 と 革 過 列車 の 一 部 は JR 高知 駅 に 乗り 入れ る 。 


主要 沿革 年 表 

11963 (正和 38) 年 12 月 18 日 
1970( 央 和 45) 年 10 月 1 日 
1984( 還 和 59) 年 2 月 1 日 
、1998( 還 61) 年 5 月 8 日 
1988( 困 和 63) 年 4 月 1 日 
1997 叶 成 9) 年 10 月 1 日 
2002 生 成 14) 年 7 月 1 日 


国鉄 中 村 線 窪川 一 土佐 佐賀 問 開業 (1067mm 内 燃 ) 
土佐 佐賀 一 中 村 則 開業 

貨物 営業 廃止 

土佐 くろ し お 鉄道 設立 

容 川 一 中 村 間 転換 開業 

中 村 一 宿毛 間 開 業 

後免 一 奈半利 間 開 業 


edd] FORoE 。[ 汐 9rH」 
の -O ょ の (ofToO- 〇 ょ の OV) 謙 仙 OT ご S 藻 誰 庄 


Io. ご 


記 | 四万十 市 駅 前 町 7 一 1 (事務 所 ) 
資 | 499 百 万 円 

| 腺 | 高知 県 49.1%、 宿 毛 市 8.3%、 
安芸 市 7.3%、 四 万 十 市 6.4%、 
四国 銀行 4.8% 


に SN MT - 路線 概要 

Be っ RS cap っ (全て 1067mm 単 線 ・ 内 燃 ) 
< 中 村 線 > 

窪川 一 中 村 間 43.Okm、 自 動 閉塞 式 、 
23.0%、R 250m、 『134 箇 所 
11,318m、 相 223 箇 所 2,269m、 
最大 4 輌 、110km/h 
で 宿毛 線 > 
宿毛 一 中 村 間 23.6km、 自 動 閉塞 式 、 
25.0%。、R 350m、 『117 箇 所 
8.800m、 臣 89 箇 所 10.368m、 
最大 4 輌 、120km/h 


く 阿 佐 線 ( ご めん ・ な は り 線 )> 
ae 後免 一 奈半利 間 42.7km、 特 殊 自 動 
ーー 閉塞 式 、25.0%。、 
“CTkT802 1 ea : tak 口 9 箇所 8,170m、 計 222 箇 所 
で る ま ーー 
タ 日 ]。TKT8000 形 各 車 は 2012 年 に : 本 の 72 7 が 22,395m、 最 大 2 輌 、110km/h 
ンー 11.8.3 土佐 白浜 一 佐賀 公園 173 


SN 
、 笠 J 
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2 > ご 


は t ーー し 00g 年 度 |2 
まや 橋 で クロ ス す る “と で 4" 較 証 2 

高知 駅 前 か ら 南 に 下っ て 検 橋 通 五 丁目 に 至る 駅 前 ・ [ean onal 0 Et i dc 還 
機 橋 線 3.2tm と 、 は り ま や 橋 で 交差 し て 東西 に 走る R120 NC 
伊野 ・ 後 免 線 22.1km か ら な る 。 和 軌道 路面 電車 で は | <neg| Aa26| な 160| PCG mm 
日 本 一 の 路線 長 。 伊 野 線 の 鏡川 橋 か ら 先 は 単線 と mam フー | ーー 山 機 通 aa き 
な り 、 朝 倉 一 伊野 間 は 通 票 式 で ある 。1990 一 94 1 区 。 9 2m 


年 に 4 ヵ国 5 形式 の 外国 電車 が 運行 を 開始 し 、2001 
年 4 月 1 日 に 高知 駅 前 停留 場 が JR 駅 正面 に 移設 され 、 
2002 年 4 月 15 日 に は 超 低 床 車 100 形 3 還 連 接 車 が 登 
場 し た 。 市 民 か ら は "と で ん "と 呼ば れ 慕 われ て いる 。 

土佐 電気 鉄道 は 、1904( 明 治 37) 年 5 月 2 日 に 四 
国 初 の 電車 と し て 堀 詰 一 乗 出 ( 現 グ ラン ド 通 ) 間 と 梅 
ノ 辻 一 様 橋 ( 現 機 橋 車庫 前 ) 間 が 開業 し た 。1906 年 
4 月 に 堀 詰 一 梅 ノ 辻 間 が つなが り 、1908 年 に 伊野 
まで が 通じ た 。 後免 方 も 1911 年 5 月 に 現 後 免 東町 ま 
で が 開通 し 、 明 治 末期 に は 現在 の 路線 の 骨格 が 完 
成 し た 。 国 鉄 土 讃 線 の 後免 一 高知 間 開 業 は 1925( 大 正 
14) 年 12 月 で 、 それ 以前 は 電動 買 車 に よる 材 橋 へ 
の 貨物 輸送 が 盛ん で あっ た と いう 。 会 社 は 、 1922 年 8 
月 に 土佐 水力 電気 を 合併 し て 土佐 電気 と な り 、 土 
佐 電気 は 1941 年 7 月 に 軌道 を 高知 鉄道 (後免 一 安芸 
間 鉄 道 経営 ) に 譲渡 する な どの 変遷 を 経て 、1948 
年 6 月 に 土佐 電気 鉄道 と な っ た 。 

輸送 人 員 の 減少 に 歯止め は か か っ て いな い 。 
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主要 沿革 年 表 
1904( 明 治 37) 年 5 月 前 土佐 電気 鉄道 (初代 ) 堀 詰 一 東 出 ( 現 グラ ンド 通 )・ 


梅 ノ 辻 一 楼 橋 ( 更 機 橋 車 庫 前 ) 間 開業 
1908( 明 治 41) 年 2 月 20 日 川内 一 枝川 間 開 業 に より 伊野 線 全 通 
1954( 昭 和 29) 年 7 月 安芸 線 直通 運転 開始 


1 で て で す nb an VW CA Rh 9 FS BA FT 


1974( 昭 和 49) 年 4 月 1 日 | 安芸 線 廃止 に より 直通 運転 廃止 
2001 (平成 13) 年 4 月 1 日 | 高知 駅 前 を JR 駅 正面 に 移設 


会 社 概要 3 
半 高知 市 欄 橋 邊 4 本目 12 和 2 
495 百 万 円 
所 和 住 工業 7.7 

車 6.9%、 簡 井 
銀行 2.0% 

概要 \ 

の 067mm 夫 6000 


。、 高 AH 時 
洋 人 2.7 訂 


単線 区 間 の 八代 信号 場 で 通 避 を 交換 する 。 鏡 川本 知 宮 還 語 。 
朝 は 続行 運転 も ああ る 。 '11.8.3 


の 
要 * の 電鉄 は 低 床 車 の み で 運行 RENNER a ーー 

(ニー [ma 

| 輸送 密度 | 人 /im 日 | 12745 :429| 5367 


8711| 541a 


所 ケー ヌン 符 貴 直方 (に : 
量 が 黒崎 駅 前 - 態 西 問 0.6km は 西 生生 基本 円 aoo 
[大 5 本 | 51809 


z あ る が 、 
96 で 、 釣 左 電鉄 は 第 2 種 鉄道 事業 者 。 RTF 0 izmy| iso 
) い の ーー 153| afi48| 44 
は 西日本 鉄道 の 197 % 子 会 社 で 、。 回 昭 上 ST a 
ーー 


MT そし て 福岡 を 結ぶ 鉄道 と し 
ルル 玉 和 31) 年 3 月 に 西鉄 北九州 
っ 分 岐 し て 筑豊 中 間 ま で が 開 
上 し 生得 直方 に 違 し た 。 筑豊 直方 
[1 4 の は 、 さ らち に 先 へ の 延伸 が 計画 き 
株 を 経て 福岡 市 新堀 町 (博多 ) 
0 し か し 、 筑 豊 地区 の 石炭 


。 る 許 を 得 て い た 
響 も あっ て 着工 に は 皮 ら ず 、 免 許 


に 


業 当 初 は 、 西 
かう 泊 中 を 記 け て いた 乗務 員 は 順次 自前 化 


u て ぃ っ た も の の 、 車輌 を 所 有 し た の は 1976 年 10 
有 に 市 内 株 か ら 連接 車 5 編成 を 購入 し て か ら で 
ぁ っ た 。 一 か 西鉄 北九州 線 は 最盛 期 に 44.3km の 
9 内 を も ち ー 日 45 万 人 を 輸送 し て いた が 、1992( 平 
4 年 10 月 に は 専用 軌道 の 黒崎 駅 前 一 折尾 間 を 残 
し て 魔 凸 と な っ た 。 残る 区 間 も 筑豊 車 乗 入 区 間 を 
2000 年 11 月 に 廃止 と な っ て 今日 に 和 至る 。 


3 表 征 表 
1914(KE 3 年 6 有 25 昌 
| 和則 和 26) 征 2 有 15 日 
19 剛 31) 年 3 月 2 介 
1958( 遼 39) 年 4J29 
9004) 年 9 有 18 日 


ル 州 電気 軌道 黒崎 ( 後 の 栗 田 ) 一 折尾 間 開 業 


貞 元 ( 熊 西 ) 一 筑豊 中 問 間 開 業 
筑豊 中 問 一 木屋 瀬 間 開 業 
木屋 瀬 一 筑豊 直方 間 開 業 


全 全 筑豊 直方 を 発車 し 、 吉 加川 和 
染 に 差し か か っ た 3000 形 2 車体 
8 連接 車 。3005A-3005B は '89 
| 年 に 21 1 4 編成 の 車体 を 更新 し 、 
シン グル アー ム バ ンタ を 装備 
*09.5.6 筑豊 直方 一 感 田 


| 穴 入 に 信 車 中 の 2000 形 3 人 
| 之 湖 宰 。 ]976 年 に 西鉄 福岡 市 内 

| 計 1000 形 2 車体 連 拓 車 を 購入 し 、 
時 1977 年 に 3 連 化 し た 。 '09.56 


0m 懲 
間 gr950k HO 
| 510m に 
1 miz 間 2 和 所 4m)、 昌 


60km/h 


1 76 


」 中 国鉄 伊田 * 糸田 ・ 田 川 線 を 引き 継い だ JH 
記 か ら 転 換 を 受け 、 1989( 平 成 1) 年 10 月 に 開業 し 
た 。3 線 と も 筑豊 炭田 か ら 石炭 を 運び 出す 運 炭 線 と 
し て 開業 し た だ け に 、 古 い 歴史 を も つ 

伊田 線 は 、 若 松 か ら 直 方 に 経路 を 伸ばし て きた 
世 豊 典 業 鉄道 が 、1893( 明 治 26) 年 2 月 に 直方 一 金 
田 間 を 開業 。 筑 豊 興 業 鉄道 は 、 翌 年 8 月 に 筑豊 鉄道 
に 社名 を 変更 し た の ち 、1897 年 10 月 に 九州 鉄道 に 
買収 され た 。 金田 一 伊田 ( 現 田 川 伊田 ) 間 は 九州 鉄道 
に よっ て 1899 年 3 月 に 開業 し た 。 

田川 線 は 、1895 年 8 月 に 豊 州 鉄道 が 行橋 一 伊田 
間 26.3km を 一 挙 に 開業 し 、 豊 州 鉄道 は 1901 年 に 九 
州 鉄道 に 合併 され た の ち 、 九 州 鉄道 は 1907 年 に 国 
有 化 され 、 以 後 国鉄 路線 と な っ た 。 

糸田 線 は 、1897 年 に 豊 州 鉄道 が 後藤 寺 ( 現 田川 後 
藤 寺 ) 一 宮床 ( 現 糸 田 ) 一 豊国 間 を 開業 し た 。 国有 化 
の 経緯 は 田川 株 と 同じ で 、1909 年 に 宮床 線 と 命名 
され た 。 宮床 一 金田 間 は 1929( 昭 和 4) 年 2 月 に 金 宮 
鉄道 に よっ て 開業 し 、 九 州 産業 鉄道 、 産 業 セ メン 
ト を 経て 1943 年 7 月 に 国鉄 糸田 線 と な っ た 。 

1989 年 4 月 に 3 線 ま と まっ て 平成 筑豊 鉄道 と な り 、 
収支 均衡 基調 で あっ た が 、2004 年 3 月 26 日 に 直方 一 
金田 間 セ メン ト 輸 送 が 廃止 され る と 、 赤 字 が 増し た 。 
主要 沿革 年 表 
1893( 明 治 26) 年 2 月 11 日 
1895( 明 治 28) 年 8 月 15 日 
1897( 明 治 30) 年 10 月 1 日 
1901 (明治 34) 年 9 月 3 日 


1907( 明 治 40) 年 7 月 1 日 
1989( 平 成 元 ) 年 10 月 1 日 


筑豊 興 葉 鉄道 直方 一 金田 間 開 業 

豊 州 鉄道 行橋 一 伊田 ( 現 田 川 伊田 ) 間 開業 
九州 鉄道 が 筑豊 鉄道 (筑豊 興業 鉄道 ) を 買収 
丸 州 鉄道 が 豊 州 鉄道 を 買収 

国 が 九州 鉄道 を 買収 

平成 筑豊 鉄道 、 伊 田 ・ 糸 田 ・ 田 川 線 転換 開業 


ー と Ff 
ニャー = i 
ーー ーー と 


- ーー ニニ ーー ーー ン <、 
痢 賀川 橋 染 を 渡る 400 形 。401 一 407 は 黄 地 色 に 青 . 


広 陳 N 


項 目 | 単 


輸送 人 員 | 千 人 
| 輸送 李 度 | 人 日 | 
| 輸送 員数 | 千 屯 | 
蒼 業 収 入 | 百 万 円 | 
| 営業 費 | 百 万 円 | 
| 蒼 業 損 夫 | 百 万 円 
| 還 帆 数 | 情 | 
| 人生 員数 | 人 | 


"空色 の 斜め スト ライ ブ が 入り 「 な の は な 号 」 の 愛称 が 付け 


位 |19 


)O 年 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 
2.872 1.914 
1.601 1.280 937 
698 583 
717| 532| 412 筑 伊田 線 
718| 568| 528 -- 
人 41| ^36| A116 線 系 田 線 
14| 17| 16 
- 田川 
87| 76| 75 後藤 寺 
0 3mm 
ーーーー」 


| 


られ た 。 3 
'09.5.6 あか ぢ 一 南 直 方 御殿 品 


会 社 概要 


両国 吉林 る 
次 | 273 百 万 円 
内 福岡 上 27.5% em 
直方 66% 提 に 
岡 銀行 4.6%、 本 時 
4.6% 

路線 概要 

伊田 線 も し 
田川 伊田 還 昌 Py 
1 
品 無 、 党 40 箇 所 
g5km/h 

糸田 線 フ 月 
ムー 還 川 P 
4 (所 

無 、 
n200m、 "1 
| 
< 田川 線 ク 6 
2 lg 20% 
動 閉 學 か 07 

人 2 
mr 75 箇 所 634"、 
g5km/h 


[TJM MM ORE 7 
の テリ ヤー 


ア 2 鉄道 門司 港 レ トロ 観光 線 
ンー 4 有 z6 昌 に 鉄道 記 人 
2 21km が 開 。 第 3 種 鉄道 事業 者 


人 道 事 業者 が 平成 穫 鉄道 
名 の 土日 祝日 と 春 ・ 夏 休 


州 4 
0 人 人 9 か 511 月 普通 鉄道 で は な く 
久生 30 程度 の 運行 A 1929( 招 和 4) 年 2 月 13 日 | 門司 和 浴 癌 (mpi 
0 る 旅客 の 運送 を 専ら 行う 特 二 上 1990 (RM 9 4 TE | aererng- mooeya eg 
09 。 の 鉄道 の 許可 権限 は 国 十 交 通 OAR FE きめ Ae ER 
に た 系 任 さ れ て いる SEZ RAE | eS a567 。 
| W fT pp, ~ - i i ーーーーーー 
生か 2 2 月 に 門司 築港 (1943 年 12 月 に 
ss 。) に よっ て 門司 (門司 洪 ) 構内 仙 
2 1 5km が 開業 。 民 1930 年 4 月 に 門 可 
合間 に 外 浜 が 開業 し 、 門司 一 外 浜 間 は 鉄 
巴 隊 た な っ た 。 門 築 土地 鉄道 


太線 の 貨物 支 株 と 
』 人 上 朋 15 日 で 、 外 浜 一 門 筑 大 久保 問 と 門 


ーー 清 間 人 KM 莉 0 
庄 と な っ た 還 鉄 の 民営 化 に 全う SD の 
gt が 秋水 田野 浜 公共 鉄道 は 1999 
。g 有 に な っ て 外泊 駅 側線 と し て 認可 され た 。2004 
gdP25H に 還 野 泊 に 乗り 入れ る 貨物 列車 の 運行 は 
sr7L、 2005 年 10 有 1 日 休止 許可 。 そ の 後 、 北 九州 
観光 スポ ッ ト と し て 整備 が 進む 門司 港 レヒ トロ 
訴 で の 特 目 的 鉄道 事業 へ の 参 和 人 を 決意 し た 。 

上 業 に 合わ せ て 用 意 され た 車両 は DB101・102 
り ト 3701・702 の 4 両 。 DB101・102 は 南 阿 蘇 鉄 
が トロ ッ コ 列車 [ゆう すげ 号 」 用 に 導入 。 南 阿蘇 
で 82006 年 11 月 20 日 まで 活躍 し 、 当 線 開 業 に 合 
? せ て 人 線 し た 。 ト ラ 701・702 は 丈 島原 鉄道 の 貨 
雪 造 の 観光 用 客車 。 2008 年 4 月 1 日 の 島原 外 港 一 
庫 鐘 廃止 に よっ て 職 を 失っ て いた 。 

7 人 記 館 10 時 発 16 時 55 分 汗 ま で の 14 
色 本 で 、21 年 度 は 21.3 万 人 を 輸送 し た 。 


44 DB101- ト ラ 701- ト ラ 702- DB102 に 
時 よる 九州 鉄道 記念 館 行 。 '09.5.6 
= 出光 美術 館 一 ノー フォ ー ク 広場 


1 


ーー 
A 
ム 日 門 築 大 久保 付近 の 瀬戸 町 車庫 を 出庫 。 
= この 地点 か ら 関 門 海峡 めか り ま で は 非 営業 区 
。 間 。 '11.6.18 
e 
関門 海 財 め か り 
/ 
由記 港 / 
_ レー で ん 放 鉄道 記念 上 
鹿児島 本 緑 
0 1km 
リエ ーーーーー( 
路線 概要 
門司 港 レト ロ 観光 線 > 
州 鉄道 記念 館 一 関門 海峡 めか り 間 2.1m、 
- 1067mnm 単 線 、 スタ フ 閉 塞 式 、 1 7 %、 
a om、1 人 箇所 275m、71 箇 所 13m、 
| 十 客 車 2 輌 上 DL 編成 、 25km/h 
の 太 鉄 道 事業 者 は 北九州 


(第 2 種 開業 線 : 第 3 
177 


sa 


178 


北 7 L 州 高速 鉄道 きた きゅう し ゅ うこ うそ く て つど 2 2 


路面 電車 生ま れ 変わ り の モノ レー ル 時 国有 | aa Lit 

北九州 市 南方 郊外 の 徳力 、 曽 根 両 地区 で 宅地 開 上 ーー | 一 | ー 
発 が 始 まっ た の は 1965 年 頃 で あっ た 。 都市 交通 審 の 968| られ る 
議会 で 小倉 駅 付近 か ら 徳 力 ・ 汽 根 方 面 に 至る 路線 | 計 財 | 下 | 292L 2 ao 
が 提案 され た の は 1971 年 3 月 で 、1974 年 3 月 に は Bn | | 9 


北九州 市 基本 構想 で モノ レー ル ま た は 地下 鉄 が 適 
当 と 提案 され 、 そ の 後 、 踏 座 式 モノ レー ル に 決定 
し た 。 当初 は 北九州 市 に よる 直営 も 考慮 され た が 、 
北九州 市 、 西 鉄 、 新 日 本 製 鐵 な ど 出 資 の 第 三 セ ク 

ー、 北 九州 高速 鉄道 が 1976 年 に 設立 され た 
一 方 、 小 倉 市 街 地 の 魚 町 か ら は 1067mm 軌 間 の 西鉄 
北方 線 が 通じ て いた が 、1980 年 11 月 1 日 に 廃止 、 
踏 座 式 モノ レー ル は 北方 線 の 代替 機能 を も 担う こ 
と と な っ た 。 北 九州 高速 鉄道 小倉 ( 現 平 和 通 ) 一 
救 丘 間 の 開業 は 1985 年 1 月 9 日 で 、 起 点 の 小倉 は 地 
元 商 店 街 の 反対 も あっ て 駅 か ら 0.4km 南 に 位置 し 
た 。 小倉 が 現 平和 通 の 位置 か ら JR 小 倉 駅 接続 地点 
に 延伸 され た の は 1998 年 4 月 1 日 で あっ た 。 

こ の 延伸 で 利便 性 が 高まり 、 営 業 利 益 を 計上 す 
る よう に な っ た が 、 膨 大 な 累積 赤字 が 重荷 と な り 、 
2005 年 に 産業 活力 再生 特別 措置 法 に 基づく 事業 再 
構築 計画 が 認定 され 、 残 債 を 株 式 化 し た の ち 北九州 
市 が 全 株 取得 し 、 北 九州 市 100% 出 資 と な っ た 。 

平日 朝 ラ ッシュ 時 6 分 、 昼 間 時 10 分 ヘッ ド を 運 
行 の 基本 と する 。 


主要 沿革 年 表 お レー 
1976( 昭 和 51) 年 a 北 州 高速 鉄道 設立 8 ーー デジ し 


1 
2 HP FL ト よ ん が 
1976( 昭 和 51) 年 12 月 6 日 | 小倉 一 企 数 正 間 特 許 LU の 6 上 大 本 」 し If 4 「/。 


1985( 昭 和 60) 年 1 月 9 日 | 小倉 ( 現 平 和 通 ) 一 企 救 丘 間 開業 
1998( 平 成 10) 年 4 月 1 日 | 小倉 一 平和 通 間 開業 


2005( 平 成 17) 年 7 月 28 晶 産業 活力 再生 特別 措置 法 に 基づく 事業 再 構築 計画 が 認定 


に を 


ト 玩 


「 紀 村 紀 本 | 誌 に E 


Aa 7 ジマ AFAI SO | 
開業 時 に 4 六 成 9 が 
れ 、 1998 年 の 人 に る | 
備 さ れ た 。 


バ を 背 に し て 8 | 


指す 。 
守 選 


| 


を る 條 二 行 1998 年 4 月 1 日 に 秋生 (27 りり WE 12.1024 


ーー = /\ 2 項 月 | 旧 位 | r990 年 | i969 生 |200g 和 | 
本 唯一 の = 地下 喜 共和 陸 人 | 90891| 113 29 2 宮地 岳 線 / 
戸 以 uw ーー | 上 包ん jm 日 | 91.584| 87502| 6i4ggl の 躍 
痛 間 の 空港 線 と 中 洲 川 端 一 具 家 間 の 央 氏 | 千 中 | | | | 中 分 
7 直通 運転 を 行なう こと 伯 革 収入 | 斉 万 円 | 13859| 22.254| 22372| 和 
肥 線 と 相互 直通 運 乾 AM | 稼業 費 | 百 万 円 | 15630| 18638| 21.882| 天 端 

ら セ * 自 大 # 家 | トー 882 | 

直流 1500V 困 空 株 を 採用 。 橋本 | 本 カ 由 | 41771| 3616| 40| 壮 記 クー 


を 絵 リ ー ECE 0 2 es 天 YE 
雪 間 143207 人 ET 4 | 575| 642| の 2 遇 Ne 


人 交通 は 、 
抽 の か 以来 、 九州 水力 電気 一 博多 電 
生日 本 鉄道 岡市 内 線 と 名 を 
半 道 凡 y 中 心 で あっ た 。 し か し 、1971( 昭 
2 本 会 北部 部 会 で 「 地 下 鉄 
| が 答申 され る と 、 西鉄 は 1973 年 1 月 
の の 府 止 を 進め 、 1979 年 2 月 の 特 
上 で 誠に っ た 
MT ト 秋 開通 は その 2 年 従 の 981 年 7 月 で 、 ま ず 
大間 5.8km が 開業 し た 。 税 い co が 
| 中洲 川 区 一服 町 問 が 1 982 年 4 月 に 
葉 い 1983 年 3 月 に 親 浜 一 室 見 間 と 中 洲 川端 一 
』 ぁ 人 剛 が 開業 する と 、 灯 浜 で 国鉄 入 肥 線 と 相 
直通 運転 を 開始 し た 。 地下 鉄 初 の ワン マン 運転 
融 は 較 1984 年 か ら で 、 全 国 の さき が け と な っ た 。 
文 は 1986 年 11 月 に 具 塚 まで 全 通 、 1 号線 は 
1993 年 に 福岡 空港 延長 。2005 年 2 月 3 日 に 3 号線 
駄 - 天 間 12.0km が 開業 し 、 埋 多 延伸 を 計画 中 。 
援 潤 生 表 
1981( 陣 056) 年 7 月 26 日 


1962 個 57) 年 4 月 20 日 
!983 個 58) 年 3 月 22 日 


1 号線 室 見 一 天神 間 閉 業 

1 号線 天神 一 中 洲 川 敵 間 、2 号 線 中 洲 川 端 一 中 服 町 間 開 業 
1 号線 建 浜 一 室 見 、 中 湖 川 端 一 香 多 ( 仮 ) 間 開業 、 
国鉄 筑肥 線 と 相 直 開始 

1 人 乗務 (ワン マン ) 運 転 開始 

2 号線 箱崎 九 大 前 一 中塚 間 開業 に より 2 号線 全 通 

1 号線 博多 一 福岡 空港 間 開 業 に より 1 号線 全 通 

3 号線 橋 林 一 天神 南 則 開業 


1984( 違 和 59) を 1 月 20 日 
1%6 較 61) 年 11 有 12 日 


N ーー ンー ーー ゴキ ^ 妊 浜 で 療 を 合わ せる 2000 系 
ンズ イレ 2 クー a ーー 人 訪 こ 1000*。 "08.11.23 


^ 橋本 の 車輌 基地 で 休む 3000 
系 。3000 系 は 自動 列車 運転 装置 
(ATO) 装 備 だ が 、 運 転 士 が 乗務 す 
る 。 '08.11.23 


了 事 業 所 概要 
刻 福岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 5 番 31 号 


| 路線 概要 

<1 号線 空港 線 > 

建 浜 一 福岡 空港 間 13.1km、1067 

mm 複線 、 直 流 1500W、 車内 信号 機 、 

30.0%。、R 177m、『1 箇 所 12574 

mm4 箇 所 788m、 最 大 6 博 、75km ノ h 

< く 2 号 線 : 箱 崎 線 > 

中 洲 川 端 一 具 塚 間 4.7km、1067m 

複線 、 直 流 1500V、 車内 信号 機 、 

30.0%。、R 176m、『11 箇 所 4.652 

mm、 避 無 、 最 大 6 軸 、75km/h 

< 号線 ・ 七 隈 線 > 

橋本 一 天神 南 間 12.0Km、 1435mm 

複線 、 直 流 1500V、 車内 信号 機 、 
40.0%。、R 100m、「1 箇 所 12.981 

| 宮 無 、 全 て 4 軸 、70kmh 
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っ er - 


180 


信州 以外 で 唯一 の 大 手 私 鉄 
nh の 中 ・ 大神 に 位置 する 西鉄 福岡 (天神 ) を 起点 に 、 

西鉄 二日市 、 西鉄 久留 米 、 西 鉄 柳川 を 経て 大 牟田 に 至る 天 
便 大 年 田 線 が 本 線 格 。 西鉄 二日市 か ら 大 宰 府 線 、 西 鉄 久留 
米 の 2 つ 手前 の 宮 の 陣 か ら 甘 木 線 が 分 岐 する 。 上 貝塚 西鉄 
新宮 間 の 貝塚 線 は 他 の 西鉄 線 と 接点 が な く 、 軌 間 も 異な る . 

が か つて は 、 福 岡 と 北九州 市 内 に 70.1km の 軌道 を 営業 し て い 
た が 、 福 岡市 内 線 は 1979 年 に 幕 を 閉じ 、 北 九州 株 も 2000 
年 11 月 の 熊 西 一 折尾 問 許 止 で 実質 上 消 減 し 、 筑 豊 電気 鉄 
道 を 営業 者 と する 黒崎 駅 前 一 熊 西 間 0.6km が 第 3 種 事業 者 と 
し て 残る 


会 社 の 創立 年 は 、 北 九州 線 の 前 身 、 九 州 電気 軌道 設立 の 
1908( 明 治 41) 年 、 創 立 記 念 日 は 、 九 州 電 軌 を 存続 会 社 に 、 
九州 鉄道 (2 代 )、 博 多 湾 鉄 道 汽船 、 福 博 電車 、 筑 前 参宮 鉄 
道 の 5 社 を 合併 し た 1942 年 9 月 22 日 と し て いる 。 

天神 大 牟田 線 の 前 身 は 2 代目 九州 鉄道 で 、1924( 大 正 13) 
年 4 月 に 福岡 一 久留 米 間 を 1500 V 複線 の 高速 鉄道 で 開業 し 
た 。 久留米 か ら 先 は 、 既 設 も し く は 免許 を 持っ て いた 小鉄 
道 、 三 井 電気 軌道 、 大 川鉄 道 を 合併 し つつ 南進 、1937 年 10 
月 に 柳河 ( 静 西 鉄 柳川 )、 そ し て 1939 年 7 月 に 太 牟 田 に 達し た 。 

太宰 府 線 は 、1902( 明 治 35) 年 5 月 開業 の 太宰 府 馬車 鉄道 蘭 rs 8 i 
を 前 身 と する 。 軌間 914mm の 馬車 鉄道 が 九州 鉄道 (初代 : 現 。 中 半日 市 に 進入 する 太夫 誰か ら の 6000 形 。 当 訳 で スイ ッ チ / ウ 2 し て 本 
JR 鹿 児島 本 線 ) 二日市 駅 前 か ら 通 じ 、1913 年 1 月 に 蒸気 機 
関 車 を 導入 し た の ち 、1927 年 9 月 に 軌間 1435mm の 電気 鉄 
道 と し た 際 に 現在 の 線形 と な っ た 。 太宰 府 軌道 は 1934 年 6 貝塚 線 の 前 身 は 博多 湾 鉄 道 で 、 灯 屋 炭田 の 石炭 を 本 内 
月 に 九州 鉄道 (2 代 ) に 合併 され た 。 港 に 搬出 する こと を 目的 と し た 。 最 初 に 開業 し た の は 午 

甘木 線 は 、1912( 明 治 45) 年 4 月 設立 の 三井 電気 軌道 に よ 香 推 線 部 分 で 、 1904 年 1 月 に 西戸崎 一 須恵 間 が 
っ て 開業 し 、1924( 大 正 13) 年 4 月 1 日 に 日 吉 町 (久留 米 市 内 ) 1067m の 蒸気 鉄道 と し て 客 貨 の 営業 を 開始 し た 。 人 上 
一 甘木 間 が 全 通 。 そ の 3 ヵ月 後 の 6 月 30 日 に 九州 鉄道 (2 代 ) 1920 年 3 月 に 西戸崎 港 か ら の 海運 も 経営 する こと と 航 


に 合併 され て 九州 鉄道 三井 線 と な っ た 。 


上 会 社 折 丈 
| 司 柱 剛 中 区 旨 本 | 
Et 6 彫 26.157 百 斑 i 
| 納 日 本 全便 革 0 本 針 
みず ほぼ コ ー ポ レー ト 角 40 
本 シテ イィ 銀行 3.8% 
i 
と は 平成 19 年 
| く 天神 大 牟田 線 > 2 
| 丁半 天神 i 
ーー ト 1435mn 複 線 ( 度 験 場 用 0 
TLL jn 浦 池 一 開 間 11.1 由 人 
EE EE 0 uo" 


矢部 l | 渡る 000 形 特急 大 年生 特急 は 西鉄 福岡 (天神 ) 一 大 牟田 間 を 30 分 ヘッ ド で 最速 5B 分 で 結ぶ 。 


"08.4.30 西鉄 中 島 一 江 の 浦 


La と 改め た 。 現在 の 貝塚 線 部 分 は 、1924 
し 3 の 当 屋 引 ( 馬 カ ・ 軌 間 914mm) を 
所 2 。 1924 年 5 月 に 新 博多 (西鉄 博多 を 経 
fo ge 「 有 1925 年 7 月 に 和 白 一 宮地 岳 間 が 開 
宮地 岳 間 の 電化 が な っ た 。5 社 合 
福岡 市 内 の 路面 電車 て で 、 筑前 参 


1 ウ - 新 志免 新 字 美 、 筑 前 勝田 に 至る 運 


まこ Rt 
電 6 と な っ た 当初 ば 戦時 下 の 混 乱 期 で 石 記 路 
4 の 所 前 参宮 鉄道 の 全線 と 博多 江 鉄 
ーー 衣 典 一 旅 石 間 が 国 に 買収 され た 

配 府 た 大 川 線 、 大 牟田 軌道 線 、 福 島 線 


雌 上 旨 宮地 芽 線 の 津屋 崎 姓 長 、 博多 市 内 ター ミナ 


上 と な * な っ た 。 
各所 へ の 変更 7 は 5 < 
の し 。1959 年 5 月 より 開始 し 、1000 系 2000 
8 ) 年 月 か 58000 形 へ の 置換 が 始ま っ 
6 ィ 1989C 『 成 元 
” 997 年 9 月 に 鉄 福岡 駅 の 3 線 4 ホ ー ム が 完成 。2001 
fm) 1 公 
。 に 本 上 甘木 線 ・ 太宰 府 線 の 総称 を 大 牟田 
MM 西鉄 福岡 の 駅 名 を 「 西 鉄 所 所 (大 
紳 に 攻め ィ メ ー ン プ ッ プ に 努め て いる 。 宮地 岳 は 2007 
に 言 が 廃止 され 、 具 塚 線 に 改称 され た 。 
に 画 鉄 新宮 以遠 が 廃 
ご ご ラロ ご た 人 日 相 はり 天 下 で ち に が 、 
舞 旗 王 _ から 600 形 ら 還 編 成 に 変わ っ て いる 。 08429 コス 
41) 年 12 有 7 日 九州 電気 軌道 設立 = コ ョ テー 
の 9 4 月 1 日 | ニナ 電気 加 道 日 寺町 一 甘木 問 全 通 ( (1435mr600V)_ | mr a 
iAE13) 年 棚 12 | ル 州 鉄道 福岡 ( 杉 西 鉄 福岡 ( (天神 )) 一 久留米 問 開業 (1435mn*1500V) Tara vy ーー ンマ = 
3) S23 日 | 博多 済 鉄道 和 新 情 多 ( 後 の 千鳥 橋 ) 一 和 白 間 開 業 (1067mm- 蒸 所 3 : i 


州 鉄道 が 三井 電気 軌道 を 合併 

(7 2 R24H 太宰 府 軌 道 九 鉄二 日 市 一 太宰 府 間 電 車 運 転 に 変更 

0 4 8A16 日 | 博多 湾 鉄 道 汽船 新井 多 一 宮地 岳 間 1500V 電 化 

1 7 1 昌 | ん 州 鉄道 福岡 一 大 牟田 間 全 通 

Oo7 生 9B22H | ん 州 電 軌 が 九州 鉄道 、 博 多 溶 鉄道 汽船 福 坦 電 車 、 筑 前 参宮 鉄道 
を 合併 西日本 鉄道 に 社名 変更 

03 月 9 | 上 酸 1500V 昇 圧 (1 1 月 23 日 より 大 猪 田 線 と 直通 運転 開始 ) 
199 男 054 年 2 月 1 日 | 福岡 市 内 線 全廃 

9 朋 1 日 | 宮地 挟 線 ワン マン 運行 開始 

時 年 0 日 | 8000 形 特急 車 運転 開始 


ee 9 年 9B27 日 | 西鉄 所 岡 駅 お 線 4 ホー ム 完 成 ン : 
共 2) 年 ン < 
11B268 | 所 一般 弟 3 和 道 事 業 者 と な る 村野 に 六 入 する 915-365。 = な に 


PR 
4 月 1 昌 | 宮地岳 線 西鉄 新宮 一 当 屋 崎 間 廃止 、 宮 地 岳 線 を 貝塚 線 に 改称 2004 年 8 月 5 日 で あっ た 。 12.4.13 


(AEI3 年 6830H 


和 m し て 高 染 と な っ た の は 


1999 年 民 |2009 生 代 
126212| 99239 
43586| 41.978| 


に ll ご 

ii 28839| 22310| 

20750| 18.736| 

3083| 3574| 

1 | 

363| 343| 

1048*| 663| 
目 は 軌道 除く 


従業 員 和 
+ 軌道 を 含む 、 そ の 他 の 項 


0 
西鉄 貝塚 太宰 府 線 


年 4 月 1| 日 ドー 
に 西 
折 新宮 一 津 居 問 が 廃止 され 、 宮 地 国 線 は 内 辺 線 に 改称 され た だ 。 
らら 衣 目 振 三 名 島 


30 人 ヘッ ッ ド 運転 で 収支 均衡 に 


ge を 受け て 1986 (昭和 61) 年 4 月 
了 e の 木 線 の 開業 は 1939( 昭 和 14) 年 4 月 で 
石炭 輸送 線 と し て 古い 歴史 を も つ 路 線 が 多い 九州 
北部 の 国鉄 線 で は 比較 的 新 し か っ た 。 日 中 戦争 が 
始ま り 、 太 刀 洗 の 陸軍 航空 基地 へ の 物資 輸送 に 人 
られ て 着工 と な り 、 戦 時 中 は 軍隊 や 工場 関係 の 旅客 ・ 
貨物 の 輸送 で 活況 を 呈し た 。 戦後 は 、 陸 軍 航 空 基 
地 跡 に 1965 年 に 開設 され た キリ ン ビ ー ル 福岡 工場 
か ら の 貨物 輸送 が 頼み の 綱 で 、 国 鉄 再建 法 で は 第 1 
次 廃止 対象 線 区 に 指定 され た 。 

福岡 県 は 他 に 多く の 地方 交通 線 問題 を か か えて 
いた こと か ら バ ス 転 換 止む を 得 ず の 立場 を と り 、 
甘木 ( 塊 朝 倉 ) 市 を 中 心 と する 自治 体 は 鉄道 存続 に 
固執 し た 。 結局 、 福 岡 県 や 基山 の ある 佐賀 県 は 出 
資 せ ず 、 甘 木 市 や 甘木 商工 会 議 所 を は じ め と する 
各種 団体 が 株 式 の 大 半 を 引き 受け 、「 甘 木 市 営 鉄道 ] 
の 色彩 が 強い 資本 構成 と な っ た 。 開業 に 合わ せ て 
松崎 の 行 違い 設備 を 復活 させ て 30 分 間隔 の 運転 と し 、 
筑後 小郡 を 400m 移 設 し て 西鉄 と の 乗換 を 便利 に し た 。 
単純 に 言え ば 、 こ の 2 つの 施策 だ け で 乗客 は 4 倍 に 
増え 、 収 支 均 衡 に 変わ っ た 。 国鉄 時 代 に は な ぜ で 
き な か っ た の か と 思わ ず に いら れ な い 。2003 年 4 月 
1 日 に 太刀 洗 と 新設 の 大 原 ( 信 ) が 交 交換 可能 と な っ た 。 


主要 沿革 年 表 

1939( 昭 和 14) 年 4 月 28 日 ロ 国鉄 甘木 線 基山 一 甘木 間 開業 (1067mm* 蒸 気 ) 
1981( 昭 和 56) 年 9 月 18 日 | 第 一 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
1984( 昭 和 59) 年 9 月 19 昌 ] 供物 営業 廃止 

1985( 昭 和 60) 年 7 月 11 日 | 甘木 鉄道 設立 

1986( 昭 和 61) 年 4 月 1 日 | 基山 一 甘木 間 転 換 開業 

2009( 平 成 15) 年 4 月 1 日 | 平日 朝 タ 15 分 毎 運転 開始 


| ! 
輸送 入 員 | 千 人 


FY Eil 
[。 4 | 百 万 円 28 引 本 
| 人 呈 失 月 中 | | | 線 
車 情 吉 | 縛 | 6| | 

7 4 


) き ネ 


欄 送 守護 | ja 日 
輸送 押入 | 千 屯 | 


TTA 慌 応 199 


基山 


問 装 田 局 藻 団 


| 


従 鞭 員 数 | 


| ^^ EA 
| 301。 全 長 18m 出 295PS7 が 
型 車 で 、2001 年 に 和 提 VF_。 
| が 
| 


aa a waAY 


ーー | 
[TIT 


太刀 洗 で 行き 違う AR303 甘 木 行 Ns アー いこ 
182 本 行 と AR401+AR301。AR303 は 201 1 年 7 月 に 国鉄 気動車 般 色 を 模 し た 塗装 と な っ た 124.13 
ココ " 素 に は つた 。 12.4. 
6 | Te ZAI re 4 


T 


放つ 消 半 島 の 三 セ ク 私 鉄 | 4 | 上 e100 1999 和 を |2009 
を スー 3.292| 3.911| 2.907| た びら 平戸 品 
4 送 密度 | 人 /km 1.181 | | 
1988 年 4 月 に JR 松 浦 線 の | 電送 員 到 | 寺下 | ーー まこ 
= 円 | | 
和賀 県 の 有田 か ら 伊 万 時 2 
た 5 。 6 SN | 再 万 円 829| 890 7 3 ン 
ン 、 准 浦 半島 の 海岸 治 を 半 | 誠 還 | 本 | <ez| 3 < rc し 
ーー 還 3 “ 
ー 林 の 路線 で ある が 歴史 は ーー | 情 24 29 26 佐世保 ペン ーー 
有馬 員数 人 92| oe] 100 ご et 
0 10km 
に 


里 間 は 5 港 に 
有田 」gg8( 明 治 9! ) 年 8 月 に 伊万里 鉄道 
9 同年 12 月 に 九州 鉄道 ( 初 
1907 年 に 国 が 


な に 委 問 762mm の 佐世保 人 


た 。 1920( 大 正 9) 年 3 月 の 開業 以来 
、 軌 間 762mm の まま 1936( 昭 
0 に 国有 化 さ れ て 松浦 線 と な つっ た 。 松 
1067m へ の は 1949 こ 4 終戦 間 

= 佐々 一 相浦 間 が 新 線 開通 し て 有 
四 - 伊 ヶ 一 佐世保 間 が 全 通 し た 。 

i 給 が 第 2 次 麻 止 対象 線 区 に 指定 され る と 、 西 
a 動車 な ど が 出資 する 第 三 や クタ ー 鉄 道 へ の 転 
換 が 決定 し た 。 開業 後 は 停留 坦 を 増設 し 、 運 行 本 

支 改善 を 達成 。 2006 一 12 年 に MR- 


前 を 増やし て 収 
600 珍 21 輌 が 登場 し 、 車輌 の 置き 換え が 成っ た 。 


行ない 


表 革 年 表 
1898( 明 31) 年 8 月 7 日 
197( 明 計 40) 年 7 月 1 日 
1920(E 9) 年 3 月 27 日 
1936( 和 11) 年 10 月 1 日 
195( 條 和 20) 年 3 月 1 日 
1988( 全 063) 年 4 月 1 日 


人 万里 鉄 道 有田 一 伊万里 間 開 業 067mm: 蒸 気 ) 


有田 一 伊万里 間 国 有 化 

佐世保 軽便 鉄道 相浦 一 柚木 間 開 業 (762mm・ 蒸 気 ) 
国 が 佐世保 鉄道 買収 し 、 松 浦 線 と な る 

佐々 ー 松浦 間 開業 に より 有田 一 佐世保 間 全 通 
松浦 鉄道 有田 一 佐世保 問 転換 開業 


と マコ 松浦 で 行き 違う MR-606 佐 世 
保 行 と MR-61 8 伊万里 行 。MR- 
600 形 の 窓 回 の は 601 ー08 は 黒 、 
609~16 は 青 、17~21 は 赤 帯 。 

'11.6.12 


全 伊万里 で 休む MR-401 と MR- 
810。 在 籍 車輌 は MR-600 形 1 
還 と MR-401 .MR-501。MR-401 
は 唯一 の 在 来 塗 色 車 "11.6.12 


会 社 概要 
互 佐世保 市 白 南 風 町 1 番 10 号 
質 | 300 百 万 円 
箱 長崎 県 13.7%、 西 肥 自 動車 

10.2%、 ラッ キー 自動 車 10.2%、 
佐世保 市 8.8%、 佐賀 県 6.3% 


路線 概要 


< 西 九州 線 > 
若田 一 佐世保 間 93.8km、 1067mm 


単線 、 内 燃 、 特殊 自動 閉 寒 式 、 
33.0 な 、 R200m、 

中 19 箇 所 3,863m、 
3 sy 288 箇 所 4.409m 最大 2 輔 、 


85km/h 


AN 


re 
'08.3.29 西田 平 一 すえ た ちば な 


が 、 沖 縄 都市 モノ レー し の 開業 で 変人 


N1 
joti 


ヒ が 生じ た 。 


183 


ES 


184 


島 還 に こ 1 1990 年 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 | 
島原 半島 を 3 分 の 2 周 し た 非 電化 路線 | 寺宝 | eml eis 1 人 
も | 生 肖 二 度 | 人 Mm 日 | 1.454| 1.108| 1.246 客 昌 
4 計時 か ら 島 折半 島 の 海 線 に 治っ て 、 多 比良 町 、 |E| | | が と 
家 N \ | 983 902 572 - 
2 有 家 、 原 城 、 口 之 津 を 経て 加 津 佐 に 至っ ed に 8 948 1061| 678| me £ | 
諫早 一 南島 原 問 は 島原 鉄道 と し て 開業 、 南 島原 [相本 紅 征 7| 98 時 時 【 
ーー NN s 31 26 15 
加 津 佐 間 は 傍系 の ロ 之 津 鉄道 が 開業 し た の ち 、 ーー lss14| 証 還 要 67| MN 
ーー ゴー ビー: 還っ 0 10m 島原 
EE 


1943 年 7 月 に 島原 鉄道 ゲロ 之 津 鉄道 を 合併 し た 。 

戦後 の 発展 は 地方 鉄道 の 中 で 輝い て いた 。 1949 年 
5 月 に 戦後 私 鉄 初 の お 召 列車 が 諫早 一 島原 間 を 走り 、 

1953 年 に は 20m 級 の キハ 4500 形 4 輌 を 新造 、1958 
年 4 月 か ら は 長崎 直通 列車 の 運転 を 開始 し 、1968 
年 5 月 に は 九州 初 の CTC を 導入 し た 。1980 年 代 
は 縮 少 の 時 代 で 、 長 崎 本 線 の 気動車 急行 全廃 に よ 
り 1980 年 10 月 に 国鉄 乗 入 廃止 、1984 年 10 月 貨物 
営業 廃止 、 1989 年 3 月 に は 急行 運転 も 休止 に 至っ 
た 。 合理 化 を 尽く し て 1990 年 度 に 黒字 を 達成 し た 矢 
先 の 1991 年 6 月 3 日 、 雲 仙 普 賢 岳 の 大 火砕流 発生 に よ 
り 南 島原 一 布 津 間 が 運休 と な っ た 。 その 翌日 か ら 復 旧 
活動 が 始ま り 、 運転 再開 と 運休 を 繰り 返し た の ち 、 

1993 年 4 月 28 日 の 大 土石 流 発生 に より 道 床 が 流さ れ 
た 。 が 、 島 原 鉄 道 は 蘇っ た 。 路盤 を 高 上 げ し て 高架 
橋 を 架け る こと が 決定 し 、1997 年 4 月 1 日 に 全線 復 
旧 を 果たし た 。 し か し 、 旅客 は 戻ら ず 、2008 年 3 
月 31 日 限り で 島原 外 港 以 南 は 廃止 に 至り 、 営業 区 
間 は 諫早 一 島原 外 港 間 43.2ktm と な っ た 。 

主要 沿革 年 表 

1911 (明治 44) 年 6 月 20 晶 | 本 計時 一 野村 (有野) 間 開 業 (1067mm. 世 


1913( 大 正 2) 年 9 月 24 日 大 三 東 一 深 新 地 (島原 湊 を 経て 現 南 島原 ) 間 開業 
に より 諫早 一 湊 新地 間 全 通 

1922( 大 正 11) 年 4 月 22 日 | ロ 津 鉄道 島原 湊 一 堂崎 間 開 業 (1067m、 務 気 ) 

1928( 昭 和 3) 年 3 月 1 日 ロ 津 鉄道 島原 深 一 加 当 佐 問 全 通 

64 昭和 18) 年 7 月 1 日 | 島原 鉄道 が 口 之 津 鉄道 を 合併 

2008 (平成 20) 年 4 月 1 日 | 島原 外 港 一 加 津 佐 問 廃止 


ん 放 叶 洛 の 波 1 記 は 0 
る 古 部 で 行う 上 人 2 訂 _。 


9 FE 
駅 因 地 の あ る 時 

| の の る 本 
望 お こと が で き @。 


入江 の 脇 を S_DC2508 が 行く 。 島 原 外 港 加 津 3 は i 
4 社 前 一 南島 原 津 佐 間 許 止 で キ 人 20 形 は 廃車 と な り 、 在 箱 車輌 は キハ 2500 形 12 輌 と キハ 2550 形 3 輌 の み 。 


| 全 自 


7 
ジジ || 
2 半 コリ 
7 BE" 
a [ 
. 均一 | 項 目 | 単 位 1990 年 度 | 1999 年 度 | ーー テコ 
証 は 全線 ] 20 円 [内 送信 員 | FE | 21.462| | 赤迫 0 
の | a 輸送 密度 人 /mm 日 16.650| 7 イコ 13 ー 所 上 - 
上 路線 を 張り めく ら せ て いる | 輸送 屯 数 | 千恵 | トー ーー 8 | 
ン m a | 党 王 | を 2 蛍 
oni unt | 
1) i a っ Cm ,761 1.76 | 2 
「 の 清和 下 )、 う 5 / 示 道 一 裳 茶屋 )、 | 放 m 半 | 153 ET a 
が 1 が 用 っ 茶屋 一 石橋 )。 運 條 [車内 才 昌 |  ー 75| | 計 O 馬 ん り 公 会 人 前 
覚寺 下 ハ Aa i Cr 詳 た 269| 2o4| 212| 前 
失 屋 、 - 改 定 し て 120 円 輸送 人 員 は ママ 西浜 町 ジャ ンク ショ ン で 先行 西浜 町 
放 人 っ っ 5 年 振り に a | NG ア 正 覚寺 下行 ョ ン で 先行 する 蛍 茶屋 行 G06 あ 
2 電車 と し て は 広島 と 正 覚寺 下行 308。 12.10.24 ーー 石橋 
人 MB アグ , ア 』 
ーー 


7/、 。 jo45 年 8 朋 9 
本 2 。 月 後 の 11 月 25 日 に 長崎 時 
MT "茶屋 問 が 復旧 し た 。 戦後 は 大 橋 一 
し 吉 一 赤道 間 、 ぇ し て 1968 年 6 月 に 思案 

間 が 延長 さ れ た 。 
< 登場 し た 2000 形 は 、 冷房 装備 ・ 空 
バ 制 御 で 、 広島 の 3500 形 連接 
で あっ た 。 その 後 は 
き 、2004 年 に 連接 
201 1 年 に 


稀有 化 。 刺 


。 チ ョ ツ 
初 の 軽快 電車 
車 の 増 備 が 続 
営業 運転 を 開始 、 
化 し た 5000 形 が 登場 。 新 


パネ 台 
き と と も に 日 本 
纏 用 車体 新人 
地代 床 車 3000 形 が 
連接 式 超 低 床 車 で 大 形 
0 車軸 が 街 を 往来 する 。 


遂 洋 年 表 
194E 3 年 8 月 2 日 
1915( よ 正 4 年 11 月 16 日 
1945 人 20) 年 8 月 9 日 
1950 何 425) 年 9 月 16 日 
190( 画 95) 年 5 月 8 日 
93( 介 39) 年 6 月 17 昌 


= で 


の 
DMNAー—ーOM 


9 」 


電送 層間 呈 S ヨ の 


NO = 
> SO'D 


長崎 電気 軌道 設立 
二 院 下 (大 学 病院 前 一 策 町 韻 開 
原子 爆弾 投下 に より 全線 不通 
住吉 一 大 橋間 開業 
赤迫 一 住吉 則 開 業 

思案 橋 一 正 覚寺 下 間 開 業 


くさ 


2 


業 (1 435mm・600V) 


〇 OOOC 蘭 弱 訳 販 賠 灘 降り は 山 


思 
| 


会 社 概要 

末 | 長崎 市 大 橋 町 4 番 ら 号 

虹 [ 資 |210 戸 万 円 

[ 箇 | 山田 屋 石油 4.5% 
路線 概要 (全線 1435mm 600V) 

本線 > 

住吉 一 正 覚寺 下 間 6.9km、 複線 、 

38.3%、R21.6m、『11 箇所 74m、 

wt16 箇 所 200m、 最 大 1 績 、40km/h 


ご 赤迫 支線 
赤迫 一 住吉 間 0.4km、 複線 、 
33.3%。、 R120m、 中 無 、 下 無 、 


上 最大 1 輌 、4Okm/h 


< 桜町 支線 > 
し | 長崎 駅 前 一 公会 堂前 間 0.9km、 複線 、 
提議 語 | + 15.0%:、R 20m、 | 無 、 理 無 、 


本隊 た 1 紹 、40km/h 


< 大 浦 支線 > 
貸 町 一 石橋 問 1 1km、 複 線 ( 大 浦 海 
岸 通り 一 石橋 問 441 m 単 線 、 自動 閉 
寒 式 、P23.0%、H 40m、「 無 、 


無 、 最大 1 輌 、 40km/h 


< 蛍 茶屋 支線 
西浜 町 一 蛍 茶 
37.5%、R 28m、『 無 、 

ey 4 箇所 76m、 最大 1 輌 、 40km/h 


レー 
屋 間 2.2K、 複線 、 


185 


186 


か ら 始 ao 
ーー ニー ま や / た 項目 | MD 位 |1990 征 度 | 1999 征 度 |2 
戸籍 「 二 欄 札 本 の 電鉄 | 際 聞 則 | 旭 | 1.536| 1 722| 
-。 人 池 線 が 上 人 本 北 熊本 一 御代 問 上 aa 
3 北 熊本 一 藤崎 宮前 間 が 藤崎 線 と な っ て いる | 座 梨 R 入 | 本 円 | 242| 269| 
が 、 列車 は 藤崎 宮 癌 ・ < | 営業 費 | 百 万 円 276| 275| 
し 上 熊本 崎 宮 前 一 北 熊 本 一 御代 志 間 を 直通 | 営業 損 夫 | ^34| | 
。 RE ホー 北 能 木 問 が ‘ ター ーー 車 帆 数 | 輌 | 14| 14 
kak 折り 返し 運行 で ある 。 | 従業 員数 i | 33| 32| 


熊本 電気 鉄道 の 前 身 ・ 菊池 軌道 は 191 1( 明 治 44) 
下 に 池田 (東上 熊本 付近 ) 一 千 反 畑 (藤崎 宮前 ) が 軌 
間 914mm の 薬 気 軌道 で 開業 し 、1913( 大 正 2) 年 8 月 
に 池田 一 藤崎 宮前 一 隈 府 ( 後 の 菊 池 ) 間 が 全 通 し た 。 
1923 年 8 月 に 電化 と 同時 に 1067m 改 軌 と な り 、 
1942( 昭 和 17) 年 5 月 に 藤崎 宮前 一 菊池 間 が 地方 鉄 
道 と な っ た 。 戦後 1950 年 1 0 月 に 上 熊本 一 北 熊本 間 
鉄道 線 が 開通 し 、 従 来 軌道 線 を 経由 し て いた 殴 車 
が 新 線 経 貼 で 入っ た 。 上 熊本 一 藤崎 宮前 間 の 軌道 
線 は 1953 年 6 月 に 休止 と な り 、 以 後 は 鉄道 線 の み 
の 経営 と な る 。 藤崎 宮 前 は 、 熊 本 の 中 心 街 か ら 離 
れ た 陸 の 孤島 の よう な ター ミナ ル で 、 菊 池 直 通 客 
は バス へ の 移転 が 進ん だ こと か ら 、 
日 に 御代 志 一 菊池 間 13.5km を 廃止 し た 。 残 る 区 間 
の 余命 も 短い と 思わ れ た が 、 フ リー クエ ン シ ー を 
大 幅 に アッ プ し 、 黒 字 転 換 に あと 一 歩 ま で 迫っ て 
いる 。 長らく 元 東急 5000 系 が 主力 で あっ た が 、 
東京 都 6000 系 に 主役 の 座 を 譲っ て いる 。 


主要 沿 茎 年 表 


1986 年 2 月 16 


区 


1909( 明 治 42) 年 8 月 15 日 


菊池 軌道 設立 


1911 (明治 44) 年 10 月 1 日 


池田 ( 現 上 熊本 付近 ) 一 千 反町 ( 旧 藤 崎 宮前 ) 間 開業 
(914mm: 蒸 気 ) 


1913( 大 正 2) 年 8 月 27 日 


広 町 一 高 江間 開業 に より 池田 一 限 府 ( 後 の 菊 池 ) 問 全 通 


1923( 大 正 12) 年 8 月 31 日 


全線 1067mm 改 軌 、600V 電 気運 転 開始 


1950( 昭 和 25) 年 10 月 1 日 


上 熊本 一 北 熊本 問 開業 


1986( 昭 和 61) 年 2 月 16 日 


御代 志 一 菊池 間 廃 止 


sue - 


イヤ 熊本 で 3 本 の 列車 が 並び 。 左 か 


な で vee 


上 熊本 行 、6638A-6231 A 御代 志 


2009 年 度 
1,554 


起 | 
が 北 
上 能 
た い \ 人 能 木 
稚 本 ニー 
上 熊本 


行 、6228A-6221 A 藤崎 宮前 行 。 


'12.10.25 


ー ー * に で 
。 ~~===—=» 


^ ム ee 
は 道路 の 隊 に 再 り 出る 908 
か ら ス ター ト し た 民 史 を 所 


. ュー 克則 多 
える 買 重 な 光 時 ーー 


で 進む 。 
15m で 信 6。 
4 EC 
後 の 約 2km は 新 線 に 
012H25H49 半 
し て いる 。 
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本 1 


軸 194 月 日 


ココ 


回 自 周 男 


7 


の 本 


ルー 
の 近代 化 の 2 \ オ ー の | 目 | 単 位 |1990 年 庶 | 1999 年 度 
』 暫 電 エー デー = 9077| 10963 PP 
軍 町 層 能 | 給 送 宙 刻 | AZ 日 | 6788l az っ 4 州 上 提 
人 前 一 辛島 町 健軍 町 間 と 、 上 熊本 | っ 6.788| 8a227 7005| M 上 熊本 駅 前 
a らら な る es 1 中 + | \ 
iM 間 の 計 12.1km ら な る 。 田崎 町 二 本 aa lls 1.159| 142| 1188| 人 \ 偽 水前寺 線 
プア 以外 は 複線 で 、 2 号 田崎 橋 一 健軍 | 信和 双 宇和 2 1.679 2000| \% | 人 
ロ 旧 文末 の 2 舟 村 が E エ エ 1 下 . 画 量 の 4912| 本 N/E 2 か 
ネ 笠 業 員数 52 YT 
3 (大 正 13) 年 8 月 に 熊本 駅 前 i 
は 1924 0 マ 路面 電車 日 本 初 の ノン ステ ッ フ 超 低 5 | 素 田崎 線 
( 現 水前寺 公園 ) 間 6.9 形 9 生 <。 "12.102 ツブ 超 低 床 車 9700 。 上層 橋 6 
コ 5 新 水前寺 駅 前 - - 国 府 に 1 2 


JP 3 水道 町 一 水前寺 
gd っ 納 の 電車 で 開業 し だ 昭和 初期 に 黒 
0 奉 竹 線 を 開業 し 、 戦時 中 に 熊本 
ーーー 町 問 ) を 買収 し て 川尻 線 と 
放し た 。 その後 、 則 熊本 電気 鉄道 
、 m 線 と 、1963( 昭 和 38) 年 度 に は 25.2Km 
寺 の 還 生 を 所 有 し た 。 自 動車 通 が 

続き 、 残 っ た 12.1km も 


し た 1965 年 以降 は 廃止 が 
。 一 時 は モノ レー ル の 導入 も 検 


前 
3 | | 
の 5 5 Mic 
ご \ (けけ ~~ し LE F 


8 れ た が 採 
2 で の ガ ソ リ ン 価 格 高騰 も あっ 
ョ 分 茂 すこ と と な っ た 1978 年 夏 に 日 本 の 路面 


で 初め て 冷房 を 装備 し た と ころ 大 変 好評 で 、 
79 年 夏 に は ワン マン カー32 還 中 21 輌 を 冷房 化 し 
た 。 この 結果 、 乗客 は 前 年 比 12% 増 と な り 、1979 
年 に 存続 が 決定 し た 。1982 年 に VVVF イ スタ 
利伸 車 輌 導入 、1997 (平成 9) 年 月 に ノン ステ ッ プ 
床 車 を 導入 し 、 全 国 の 路面 電車 近代 化 の パイ 
ォ = ア の 地位 を 不動 の も の と し て いる 。 


( > は づ 付 喘 届 一 へ お いび 
避 引 装 性 OO の id と 修 石 玉 馬 田 


3 村 8 ま 生 表 
1924| 

2 ERNE A (gE 

1978 剛 053) 年 8 月 2 日 ーー 有 

17 旋 9 年 8 月 2 初 の 冷房 使用 開始 12 橋 

日 | 日 本 初 の 超 低 床 車 9700 形 運転 開始 0 は 

25 通 

本 事業 所 概要 
izun6 i 紅 所 | 熊本 市 中 央 区 大 江 5 丁 目 午 40 ラ 
路線 概要 
| (全線 1435mm、600V) 
ぐ 幹 線 > 


較 較 E 林 駅 前 一 水道 町 間 3.3km、 複 線 、 
TT 18.0%。、R 30.0m、 無 、 
則 mr 2 箇所 36m、 最 大 2 輌 、40km/h 


計 < 水前寺 線 > 

8 調 水道 町 一 国府 間 2.1km、 複 線 、 
46.5%。、 R182.9m、「1 無 、 

四 5 箇所 129m、 最大 2 輌 、 40km/h 


衣 。 < 健軍 線 > 
国府 一 健軍 町 間 3.3km、 複線 、 
27.0%、 R100m、「1 無 、 
ee* 2 箇所 30m、 最大 2 博 、 40km/h 
< 田崎 線 > 
熊本 駅 前 一 田崎 橋間 0.5km、 複線 
(二本木 ロー 田崎 橋間 0.1 km 単線 : 
自動 閉塞 式 )、『 4.2%、 R42m、 
無 、 貢 1 箇所 3m、 最大 2 博 、 
40km/h 
< 上 熊本 線 > 
辛島 町 一 上 熊本 駅 前 間 2.7K、 複線 、 
40.0%、 R45m、 無 、 
se 2 箇所 41m、 最大 2 輌 、40km/h 


Stes 


形 5 
0801AB。 '11.6.13 熊本 駅 前 一 祇園 橋 
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阿蘇 の 火 口 原 を 行 の 
EN = を 1 < の リリ 項 目 | 単 位 | 1990 年 度 | 1999 年 度 | 2009 年 度 
No 町 9 営 鉄道 | 輸送 人 員 | | 408| 348| 239 


スイ ツナ チバ < | 輸送 禄 度 | 人 / Ma 日 | 682 631 471 豊 肥 木 線 
バッ ク で 有名 な JR 豊 肥 本 線 立野 を 起点 | 輸送 員数 | 千恵 | | 


、 南 阿 蘇 の 火口 3 に 営業 収入 | 百 万 円 | 99| 34| 89| 立野 
(還る 1928 隊 主 硬 間 ss ig| | = 
開業 し た 国鉄 高森 線 の 転換 を 受け | 講和 | 析 ち 円 | A36| A13| 434 ぷ 
986( 昭 和 61) 年 4 月 に 開業 し た a 隊 し こ 所 
国鉄 再建 な に co 従業 員数 | 人 ie| 6| te NN 
法 に よる 基準 期間 の 輸送 密度 は 1093 人 較 軸 
Km 日 と 低 水準 で 、 熊 本 県 は バス 転換 の 意向 を 示し さる 


た も の の 、 地 元 は 鉄道 と し て の 存続 に 固執 。 結 
局 、 甘 木 鉄道 と 同じ く 県 の 出資 は な く 沿線 町 村 が 
資本 を 出し 合っ て 南 阿蘇 鉄道 が 設立 され た 。 資本 
金 1 億 円 の うち 99.5% を 沿線 自治 体 が 出資 し て い 
て 、 ま さ し く [町 村営 鉄道 ] こ な っ て いる 。 

立野 発車 後に 主 角 山 ト トン ネル を 抜け た と ころ 、 
第 一 白川 橋梁 は 、 鉄 骨 を 組み 合わ せ て 深い 谷 に 渡 
し た アー チ 橋 で 、 観 光 容 に 人 気 が 高い 。 その後 は 
南牧 と 呼ば れる 火口 原 を 走り 、 車 窓 か ら 阿蘇 五岳 
を 望む こと も で きる な ど 風 光明 妨 な 路線 で ある 。 
開業 年 の 夏 か ら ト ロッ コ 列 車 ( ゆ うす げ ) を 運転 し 
て いる 。 これ は 従来 は 機械 扱い の 動力 車 を 機関 車 
に 仕立 て 、 無 蓋 貨 車 改 造 の 客車 を 牽引 する も の で 、 
気動車 で 30 分 強 の 距離 を 、 約 1 時 間 で の ん びり 走る 。 
気動車 は 開業 時 に 登場 し た MT2000 形 の ほか に 、 
1993( 平 成 5) 年 登場 の MT-3001 と 1998 年 登場 の MT- 
3010 が あり 、 運 転 本 数 の 割 に 種類 が 多い 。 トロッコ 
列車 牽引 機 は 2007 年 か ら DB1601・02 と な っ た 。 
主要 沿革 年 表 
1928( 昭 和 3) 年 2 月 12 日 | 国鉄 高森 線 立野 一 高森 間 義 業 (1067mm 蒸気 ) 
1984( 昭 和 59) 年 2 月 1 日 | 貨物 営業 廃止 
1985( 昭 和 60) 年 4 月 1 日 | 南 阿 区 鉄道 設立 


1986( 昭 和 61) 年 4 月 1 日 | 立野 一 高森 間 転 換 開業 
1989( 平 成 元 ) 年 8 月 1 日 | 特殊 自動 閉 変 式 に 変更 


ム ム 向 半 中 丘 を に 
快走 する MT-2003A 99 
の 開業 時 に 新造 され 20 
更新 に よっ て 未 選 に AD 人 UN 

'0952 只 


+ トラ 20001+ ト 7 


に 本 
て いる 。 
の まま (0 


は 


る 。 ト ロッ コ 〈 ゆ うす げ ) 編 成 +MT3001 


野 を 発車 する と すぐ に 立野 橋 池 
08.5. 1 立野 一 長 陽 


びさ つ お れん じ て つ どう 


ーー 中 | 項 目 2004 年 度 | 2007 年 度 | 2009 
上 の 長 と 線 | 輸送 人 員 1.881 1 690 | ニー 
| っ 3E | 輸送 密度 985 | 913| 831| 
記 ge 線 新 八代 鹿児島 中 央 間 [貞和 | 

州 新 野 e 営業 収入 883 ーー 
凡 層 Okm | | 122 
新 3 琴線 の ハイ J 川 IP j 間 117/ 「 | 営業 皿 960| 978| 1.319 
0 行 在 ル | 営業 損 奉 ょ 77| 4182| A197 
ー っ 1 7 a ーー トー | { | / 
伴い = 転換 れ し 。. 鹿 児 | 車 帆 数 19| r9| ー 
5 | 従業 員数 go 89 ーー 

つう 1 


鉄道 鉄道 は 
し ルレ し a 
: 礎 わ " JH 貨物 も 自 


立 rk 交 手 fe 
て くい る 


出水 に 到着 する 平日 朝 の 3 還 編 


EHSOR-112+HSOR-105+ 


机上 まこ た 車輌 は 新 ? 
HSOR-1 1 1。 1]1 6 


本 かー nn_100 形 17 両 と HSOT 
本 13HZ(330PS7 と 強力 で 最 
9 本 ば 置 は 電気 指令 式 で 一 重 7" 
SOR-100 形 は 固定 グ ロス 6 ボ ックス っ 
ト 、 nsoR-150 形 は イベ ン ト 用 で 転換 
2 ト と カラ オケ 横 基 を 装備 し て 開 
業 時 か ら 、 部 列車 は 八代 と 隈 之 城 に 、 2008 年 か 
革 が 熊本 と 鹿児島 中 央 に 乗入れ で て い 
0 だ が 、 平 日 朝 は 2 一 3 博 編 成 が 走る 。 


龍生 表 

i922 は は E11) 年 7 月 1 日 
1923 正 12) 年 7 月 15 晶 
19597 較 和 2) 年 10 朋 17 日 


ロッ グン ツー 


川内 町 (川内 ) 一 本 方 開業 (1087mm 茶 所 
肥 葉 線 (初代) 八代 一 日 奈 久 (日 奈 久 温泉 ) 間 開業 
湯 消 水俣 間 が 開業 し て 八代 一 出水 一 鹿児島 間 全 通 。 
肥 族 線 と 川内 本 線 が 鹿児島 本 線 に 編入 

熊本 一 鹿児島 間 1500V 電 化 

八代 一 川内 韻 が 肥 薩 お れん じ 鉄道 に 移管 され て 開業 


1970 層 p45) 年 9 月 1 日 
304 計 茂 16) 年 3 月 13 晶 


天草 灘 に 沿っ て 快走 する HSOR 
-107。 全 区 間 JR 貨 物 が 第 2 種 鉄 
道 事 業者 で 、 電気 機関 車 府 引 列 吾 
の た め の 施設 が 装備 され て いる 
*08.5.3 西方 一 枚 摩 大 川 


会 社 概要 
| 八代 市 萩原 町 1 町 目 1 番 1 号 
資 | 1.560 百 万 円 
株 | 熊本 県 39.8%、 鹿児島 県 39.8%、 
八代 市 3.97%、 放 摩 川内 市 3.3%、 
出水 市 3.0% 
路線 概要 
剛 ハ 代 一 川内 間 116.9km、 1067mm 
半音 線 、 ( 湯 浦 一 津奈木 間 8.7km は 視 
鉛 s) 内 燃 、 自 動 閉 守 式 
25.0%、 R270m、 中 20 箇 所 
7.954m、 YY 256 箇 所 3.247m、 


半 最大 3 輌 、95km/h 
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USS 


| 


2 1 
A 
で ー ゴ 

| A に や ae A 


) 年 度 | 2009 年 度 | 


通学 列車 は 最大 4 輌 編成 a E Tt re 


JR 肥 李 線 人 吉 か ら 分 岐 し て 、 あ さ ぎ り 、 多 所 em | | 

又 NR・ 4 て < i ' こ er 到 万 円 249 193| 

林 を 経て 病 般 に 至る 。 JR 九州 湯前 線 を 1989( 平 性 二 還 旨 | 2292 ッ 
| 円 | 420| 444| 


| 
営業 指 替 | 百 7 


成 元 ) 年 10 月 1 日 に 引き 継い で 開業 し た | | 
湯前 線 は 1924( 大 正 13) 年 3 月 に 人 吉 一 湯前 間 か | 
開業 し 、 妻 線 と と も に 九州 横断 鉄道 の 形成 を 日語 
ん で いた 。 国鉄 再建 法 で は 、 妻 線 が 第 1 次 廃止 対象 
線 区 に 指定 され た の ち 1984 年 1 月末 限り で パス 還 
抽 さ れ 、 湯 前 線 も 1987 年 2 月 に 第 3 次 廃止 対象 線 区 
と な っ た 。 沿 線 に は 、 球 摩 工業 高 (人 吉 )、 人 吉 高 ( 
人 寺 ) 、 球 麻 商 業 高 ( 肥 後 西村 )、 球 礎 農 業 高 (中 南村 
本 田 )、 多良木 高 (多良 木 ) の 5 つの 県 立 高 校生 
中 、 そ の 結果 、 湯 前 線 の 輸送 密度 は 3292 人 /kn 
と 高く 、 熊 本 県 は 県 南 振 興 の 立場 か ら も 第 三 セ ク 
ター 鉄道 に よる 存続 を 決定 し た 。 
言 を 発 事 し た 湯前 行 は 、 肥 放線 と 合流 し 、 
川 を 算 る と すぐ に 分 岐 。 こ の 区 画 は JR 九州 と や ー 
戸籍 で 、 分 技 後 は 複線 の よう に 並 走 する 。 相 人 
成 きか ら 肥 区 株 は 右手 へ と 消え 、 肥後 西 村 か ら 人 
麻川 治 い の 平 地 を 進む 。 あ さ ぎ り (2009 年 に 間 
店 み ら 改称 ) で は タブ レッ ト と スタ フ の 受け 渡し 
ちな う 。 終着 湯前 か ら は JR バス 日 肥 線 が 西部 バズ 
人 店 の うく いた が 1997 年 に 次 を 消 
語 ル ー ト で の 九州 機 断 公 共 交 通 は 事実 上 消 減 し た 。 
主要 沿革 年 表 
1924( 大 正 13) 年 


1975( 昭 和 50) 年 
1980( 昭 和 55) 年 


月 20 日 | 国 旬 前 線 人 吉 一 湯前 間 開 人 
2 月 10 日 | 蒸気 機関 車 使用 廃止 

6 月 1 日 | 貨物 営業 廃 上 

1987 (昭和 62) 年 2 月 3 日 | 第 3 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
1989 (平成 元 ) 年 4 月 26 日 || < ま 川鉄 道 設立 

989 成 元 ) 年 10 月 1 日 | 人 吉 - 湯 前 転換 間 


/ 


ン 7 
.-]( 


人 吉 温 泉 構内 の 車庫 で 休む 車軸 群 。 右 手 グ リー ン の KUMA 


190 


798 


1,239 


140| 


230 


KT203)+KUMA-2(KT-103) は 2009 年 の リニュ ー ア ル 車 。 


Nh 
汐 ノ 
肥 区 線 
TE ノリ あさ 
人 書い ーー 
5 
0 [3 
きき 


'10.3.6 


ーー 


ii 9 

1 000 形 が 鹿児島 市 内 を 走る 
ツン メ 橋 一 郡 元 一 谷山 間 
jg 島 過 9 

7 遍 上 島 


し 
0 。 如 か 
で 
る ー 


ら 5 先 、 涙 橋 - - 谷 山間 4.0km は 専 
日 平均 2.8 万 人 の 利用 が あ 


2 ww に な う が 
し 休 の 状況 が 続い て 「 て 
1 (た 正 1) 年 12 朋 に 誠一 人 山間 


本気 各 道 で 、 軌道 法 で は な く 、 軽 
症 De に の 倫 な ーー 


を 1914 年 12 月 に 鹿児島 駅 前 に 達し 、 


# し 、 
訓 上 馬場 一 (児島 中 央 駅 前 間 
1 記 児 島 市 が 鹿児島 電 軌 を 合併 し 


7 月 で 、1945 年 の 空 朋 で は 
(0 る な ど 才 打 軸 を 先 けた 。 夫 邊 は 
pp 20 形 10 輌 を 譲り 3 て ボギー 化 
計 且 ot 化 と 現 介 がち と 
p63 財 の 党 業 距 離 は 1 9.3km で 一 日 11.4 万 人 が 利 
有 過ち る 0 後 旅客 が 減少 し た の は 各 路 面 電車 共通 
9 其 で 1985 年 10 月 1 日 に 市 役所 前 一 清水 町 間 
) mk が 治 必殺 一 伊 町 間 3.9km を 廃止 し た 。 

上 以降 は 、1986 年 7 月 に 全 ボ ギー 車 の 冷 
束 、 1989 年 4 月 以降 は VVVF 制 御 車 を 導入 し 、 
2002 年 介 15 日 か ら は 趣 低 床 車 1000 形 が 運用 に 
名 、 2012 年 1 月 に 「 か ご で ん 」 が 登場 し た 。 

援 8 
192AE 元 年 12 月 介 | 廃 児島 電気 軌道 武之 橋 一 谷山 問 開業 (1435mm:600V) 

00E9 年 10A168T| 市 内 第 一 期 線 ( 式 之 橋 一 鹿児島 駅 前 ) 間 全 通 


| 
9 人 AE 4 年 12 朋 7 日 | 市 内 第 二 期 線 開業 
8M 生 和 7 有朋 1BT| 鹿児島 市 が 鹿児島 電 軌 を 買収 


34 年 12B20H 店 流 線 ( 西 鹿児島 一 郡 元 ) 韻 全 通 
| 際 較 6 年 10 月 1 日 | 伊敷 線上 町 線 廃止 


| 項目 |W 位 rssoー 
1 江 位 |19oo 年 度 oaoー 
MA 0 年 度 | 1999 年 度 |2nna ニ ー] 
栓 送 密度 I 4 10 
| g 日 ー 
CT 医 781| 7343 あら 
営業 収入 | 言 万 円 る 
ーー 1.592 1.624 
営業 損 7 Lo 
i 益 | 百 万 円 47 っ 
で 45 
| 従 罰 ーー | 2 a 
| 従業 員数 | 人 148 | 財 
こ 140 
マ 鹿児島 駅 前 を 発車 する 70 2 = 
00 形 。 鹿 児島 駅 


前 は 発着 線 3 線 で 大 型 上 屋 付き 700 


体 3 台車 で 6007 こ 08 年 に 


O 形 は 5 
4 信成 か 回 場 "08.5 4 


: 本 3 箇所 60m、 最 大 1 二 


ム 600 形 613 号 。600 形 は 500 

形 の 改良 型 と し て 1959~63 年 に 

16 還 が 新造 され 、10 輌 が 残る 。 
'08.5.4 交通 局 前 


事業 所 概要 


用 鹿児島 市 高 民 町 43 番 41 号 


路線 概要 
(全線 1435mm、 直流 600V) 


< 第 二 期 線 > 


3 上 馬場 児島 中 央 前 間 0 が か 
62.0m、「 無 、 
40kmh 


+ 26.0%、R 


| 2004 年 度 | 2007 年 度 | 2009 年 度 


| 輸送 人 員 | 千 人 | 11.634| 13.765| 12.875 
の < こ | 輸送 再 麻 | 入 /t 日 | 11.805| 13.846| 12.836 
汗 縄 で は 産業 や 人 口 が 本 島 に 集中 する よう に な | | | | 


【 { 
)、 県 都 、 那覇 で は 交通 渋滞 が 慢性 化 し た 。1972 交 業 収入 | 青 方 円 | 2.206| 2.514| 2.376 


人 短 則 」- っ ヽ 営業 費 | 百 万 円 3.617| 3.130 3.089 VS 

の 本 土 復帰 に 儲 う 沖縄 振興 開発 計画 で 、 軌道 系 。 |] 語 カ | < SM 
赤 汗 6 

し ] 


4616 A713 


の 交通 シス テム の 必要 性 が 提起 され 、1979 年 に 県 、 還 時 事 4 


a 


| 従 評 員数 | 人 160 163 188 


こ 那 覇 市 が 協力 し て 都市 モノ レー ル を 導入 する こ 
と を 決定 。1982 年 9 月 に 沖縄 都市 モノ レー ル が 設 
立 され た 。 会社 は その 年 の 12 月 に 特許 を 申請 する 
が 、 既 存 バス 路線 と の 調整 が 必要 な こと か ら 保留 
扱い と な っ た 。 それから 10 年 が 経過 し た 1992 年 、 
第 3 次 沖縄 振興 開発 計画 の 中 で 都市 モノ レー ル の 早 
期 建 設 推進 が 提起 され 、1994 年 に バス 事業 者 と 基 
本 協定 を 締結 し 、 建 設 が 具体 化し た 。 

1999 年 10 月 に [ゆい レー ル ] の 愛称 が 決定 し 、 
2003 年 8 月 10 日 に 那覇 空港 一 首 里 間 が 開業 し た 。 
開業 に 当たっ て 1000 系 2 輌 編成 13 本 が 導入 され 、 
当初 は 昼間 時 12 分 間隔 を 基本 と し た 。2004 年 12 月 
26 日 の ダイ ヤ 改 定 で 昼間 時 10 分 間隔 と な り 、 利 便 
性 が 向上 し た 。2009 年 度 は 一 日 平均 3.5 万 人 の 利 
用 が あり 、 輸 送 密度 は 12.875 人 /km 日 と 、 ま ず ま 
ず の 水準 で ある が 、 建 設 費 用 償却 が 重く 、 単 年 度 『』 
黒字 に は 至っ て いな い 。 MO 

当初 か ら 首 里 か ら 先 へ の 延伸 構想 が あり 、2008 
年 3 月 21 日 に 浦添 ルー ト 案 に よる 沖縄 自動 車道 西 
原 入口 付近 まで 4.1km の 延伸 が 決ま り 、2019 年 春 
まで の 開業 を 目指 し て いる 。 
主要 沿革 年 表 

1982( 昭 和 57) 年 9 月 27 日 | 沖縄 都市 モノ レー ル 設 立 


1996( 平 成 8) 年 3 月 22 日 | 那 本 空港 - 首 里 問 特許 8 = = 
2003 (平成 15) 年 8 月 10 日 || 那 本 空港 首 里 間 開 1 シン クー” 


ム ム 赤 額 を 発車 し て 拓 避 補導 
向かう 。 赤 額 は 日 本 最 南 敵 の 台 
1 那 本 空港 は 最 西 沿 の 駅 で る る 


i ム 那覇 空港 に 進入 ずる. 時 
Tr き ( ジテ 
る | 司 sa と 
mmm a 


. トド 
TT 


会 概要 
較 | 所 半 本 市 安 次 滞 377 
ーー 略 7.333 百 上 #34 や 
池間 県 341% 
沖 紀章 


路線 概要 
< ゆい レー ルン し っ 


上 購 内 種別 : 


取扱 種別 : 
WW 中 配置 : 


弁 許 用 : 
内 : 
内 者 : 


| = 複線 区 間 。 川 = 複 々 線 区 問 
複線 以上 区 間 ①⑪== 待 避 線 有 停 車場 ( 起 終端 は 3 線 以 上 所 
〇 = ポイ ント ・ 引 上 線 等 有 停 車場 

単線 区 間 〇 区 摘 可 能 信 車場 ( 起 終端 は 同時 発着 可能 ) 〇 = 合 車 場 (交換 
路面 電車 は 渡り 線 所 有 を 〇 で 表現 

⑧== 旅 客 及び 貨物 旅 = 旅客 貨 貨 物 信 ニ 信号 場 

回 = 終日 駅 員 配 置 ( 含 運転 要員 の み ) 〇 = 駅 員 配 置 (一 部 時 間 帯 ) 

園 = 終日 委託 委 = 一 部 時 間 淀 委託 〇 =JR に 委託 ⑯= 私 鉄 に 委託 

元 号 で 表示 他社 どの 共同 使用 駅 は 自社 と し て の 開設 年 月 日 

共同 使用 は 社 線 の み ( 含 乗換 ) 

思 = 機 関 区 ・ 車 庫 所 在 駅 日 = 本社 また は 鉄道 部 門 事務 所 の 最 寄 駅 *※ = 変電 所 の 最 寄 駅 
= 駅 名 改称 駅 (駅 名 は 旧 駅 名 、 年 月 日 は 新 駅 名 へ の 改称 日 ) 

リー 駅 の 移転 (年 月 日 は 移転 日 ) ⑧== 昇 格 ( 信 = 信号 場 、 久 停 劉 場 、 車 = 合 車 場 

仮 = 仮 乗 降 場 、 上 臨 三 臨 時 駅 、 無 無人 駅 、 委 ニ 委 託 駅 、 有 有人 駅 ) 

べべ 失 設備 な 撤去 し た 年 月 日 ⑧ = 信号 場 化 年 月 日 = 表 放 化し た 年 
、 誠人 化し た 年 月 日 @= 有 人 化し た 年 月 日 = 休 駅 年 月 日 @= 府 駅 


夫 、 っ 一 隔 制御 化 年 月 日 
。 Rh = 課 年 月 日 @= 放 上 生日 る i 義和 


、 日 @= 和 人 日 (と も に 開 時 か ら の も の は 
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東札幌 ひがし さっ ぽ ろ 11.6 。 6.10| 8,865|w 


札幌 市 交通 局 ( 市 営 地下 鉄 ) 
沿革 年 表 


客 | 國 
白石 し ろ い し 12.7| 客 . 6.10| 11.233 
1S | 南北 線 北 ら 4 条 一 真駒内 間 開業 東豊 線 豊水 すす き の - 福 住 問 開業 W 南郷 7 丁目 な ん ご うな な ちょ うめ | 14.1| 客 | 國 | 昭 57. 321| 9015 
1 610 | 東西 線 琴似 白石 間 開 業 北海 道 初 の 4 扉 車 5000 系 営業 運転 開始 南郷 13 丁 目 #4 ご 3L ゅ うさ ん ちょ うめ | 15.2| 客 | 園 | 昭 57. 327 2 
コ う 」9 | 下北 麻生 2 条 間 開業 。 全 車輌 お 1122s | 東西 析 宮 の 仏間 了 業 。 人 車軸 7 引 南郷 18 丁 目 gucbe う っ 5 ょ うめ | 16.4| 客 | 国 | 昭 57.321 2 A 
還 編 成人 NN | mc 大 谷地 お お や ち 17.9| 客 | 國 . 321|12, 0 ca 
7 321 | 東西 線 白石 - 新 さっ ぽ ろ 間 開業 。 全 車輌 2 っ 1 1.30 | iC カー ド SAPICA 必 入 ⑪ | ひばりが丘 ひば りら が お か 189| 客 | 園 茹 57. 321 48 
6 尊 編 成人 | | 東西 線 ワ ンマ ン 運 転 開始 〇 | 新 さ っ ぽ ろ し ん さっ ぽ ろ 20.1| 客 | 國 . 321|18. 
に ーー = = 客 | 園 切 68.12.2| 7287| 六 
国 ご 札幌 市 交通 振興 公社 ※ 乗 車 宅 数 は 平成 22 年 度 1 日 平均 (降車 客 数 は 含ま すず) 〇 | 栄町 ご かえ まち 
my DS し ん どう ひがし 客 昭 63.12. 2| 6.880 
⑪ | 元町 も と まち 客 昭 63.12. 2| 8.044 
あさ ぶ 環状 通 東 。 か ん じょう どおり ひがし 客 昭 63.12. 2| 8.207| 裕 ( 光 星 ) 
きた さん じゅ う よ じ ょ う 東 区 役所 前 ひがし く や く し ょ まえ 客 | 國 | 昭 63.12. 2| 8.124 
きた に じゅ う よ じ ょ う 北 13 条 東 きた じゅ うさ ん じょう ひがし 客 | 國 | 昭 63.12. 2| 3.145 
きた じゅ う は ち じ ょ う さっ ぽ ろ 客 昭 63.12. 2| 27.224 
きた じゅ うに じょう D | 大 通 お お どおり 客 | 國 | 昭 63.12. 2| 15.563 
⑰ | 豊水 すす ぎの ほう すい すす き の 客 | 國 | 照 63.12. 2| 6.679 
お お どおり 学園 前 が くえん まえ 客 | 國 | 平 6.10.14| 8.851 
豊平 公園 と よ ひ ら こ うえ ん 客 | 國 | 平 6.10.14| 4.462 
な か じ ま こ うえ ん 美園 みそ の 客 | 国 | 平 6.10.14| 4.046 
ほろ ひら ば し 月 寒中 央 つき さ お ち ゅ うお う 客 | 國 | 平 610.14| 8.084| 補 (月寒 
る ©] 福住 ふく ずみ 1 と 平 6.10.14| 15.2gg 
ひら ぎし A 補 ご. 
UM に 札幌 市 交通 局 (路面 電 車 ) 
すみ か わ ) | 沿革 年 表 


じ え いた いま え 
まこ まな し \ 


明 37 
42.2 一 


札幌 石材 馬車 鉄道 設立 
札幌 停車 場 一 豊平 町 石切 山 穴 の 沢 間 開 
業 (768emmr 馬 カカ) 
a 札幌 市 街 鉄道 に 改称 
| 礼 幌 市 街 軌 道 に 社名 変更 回 


).18 | 札幌 往 名 
5.011 | 固 ( 西 )、 交 (琴似 ) 6. 8.18 | 


8.71Z 
12.297| 


14。 16 | 山 鼻 線 行 了 道路 第 一 中 学 前 (一 中 前 南 す 
| 六条 等 を 経て 層 表 修学 財前 ) 画 開業 


の 本 に 計り 王 (の コ 貞 事 業 そ 区 


みや の さわ 
は っ さむ みな み 
こと に 


に じゃ う よ ん けん 


WM — 
SN Oo 


に し に じゅ う は っ ちょ うめ 
まる や まこ うえ ん 


っ = 


客 
客 
客 
客 
9| 客 
5.7| 客 
66| 客 
75| 客 
容 


1 


ARAL LEEA RE — THF TIRADE LE (た 
の 旭 之 時 還 の みな る 


[49 どら. 7 


に つい て TIOIO を / ご 匠 SY ぞ デ と ご 婦 用 放 デ を 使い 分 I けさ て いる 。 
忌 一 監 8 隊 宮 数 は 平成 12 年 9 月 28 晶 陣 査 
| ns mE mee | ms 
「 西 4 丁目 こ に し よん ちょ うめ | ー| 客 | | 大 7 812| 10833| 三越 前 ( 昭 40.8.1)、 四 丁目 三越 前 
| | ( 昭 24.7.8)、⑧ 四 丁目 ( 昭 23.7.31) 
西 8 丁 目 に し は っ ちょ うめ 04| 客 | 大 7 8.12 1.164 
中 央 区 役所 前 ちゅ うお うく や くし ょ まえ | 08| 客 大 7.8.12| 2251|e; 洛 5 局 前 ( 昭 47.4.1)、⑧ 西 11 丁 目 ( 昭 37.6.1)、 
交通 局 前 (中 33.7.1)、 ぐ 西寺 一 丁目 ( 昭 24.7.8) 
西 15 丁 目 ) に し じゅ うこ ご ちょ うめ 1.3| 客 大 7.8.12| 3.368|⑧ 交 通 局 前 ( 昭 57.11.1)、⑧ 西 15 丁 目 ( 昭 33.7.1) 
西 線 6 条 すん ろく じょう 1.9| 客 | 尼 611.7| 2.157| 南 6 条 (中 33.7.15).③ 責 八条 本 五目 ( 昭 24.7.8) 
CAN っ WKLO 記 0 に う AZ5D ら 3| 客 | | 昭 6.11. 7 1.795| 旭山 公園 通 ( 昭 49.5.1)、 西 線 9 条 ( 昭 
| a 48.5.1)、⑧ 南 九条 ( 昭 6.11.20) 
i} | 西 線 1 1 条 に つ せ ん じゅ うい ち じ ょ う ら 6| 客 茹 6.11. 7 2763| 南 11 条 ( 昭 33.11.15) 
| 西 線 14 条 に つっ せ ん じゅ う よ じ ょ う 3.1| 客 尻 6.11.7| 2284|@ 南 14 条 ( 昭 33.11.15) 
⑪ | 西 線 16 条 に っ せん Ue うろ くじ ょ う 35| 客 | 昭 6.11.7| 1.499|⑧ 南 16 条 ( 昭 25.3.24) 
ロー ブウ ェ イ 入口 ろ ー が う ぇ ー い り ぐ ち 3.9| 客 昭 6.11. 7 1.706| つ ざ @ ロ ー プ ウェ ー 入 口 ( 平 13.4.1)、 郵政 
研修 所 前 ( 昭 38.7.15)、 ざ 西 線 十 九条 ( 昭 
29.9.1)、 づ 南 十 九 条 ( 昭 25.4.17) 
⑪ | 電車 事業 所 前 で ん し ゃ じ ざ ょ うし ょ まえ 42| 客 取 49. 5. 1 875| 園 立 
①⑪ | 中 央 図書 館 前 ちゅ うお うと し ょ か ん まえ 4.5| 客 6.11.21 1.931 人 @⑳ 西 田 通 ( 平 33.15). つ 教育 大 学 前 ( 昭 625.1)、 
学芸 大 学 前 ( 昭 41.4.1)、 づ 師範 前 ( 昭 25.3.24) 
石山 通 いし や ま ど お り 47| 客 6.11.21 1.282 
東 屯 田 遂 ひがし と ん で ん どおり 5.1| 客 6.11.21 1.270 
⑰ | 幌 南小 学校 こう な A し Us うがっ こう まえ 61121| 1035|⑳ 山 鼻 20 条 ( 昭 48.11.1)、⑳ 柏 中 学 前 ( 昭 
40.1 1.1)、⑳ 二 高 前 ( 昭 23.8.24) 
山 筐 19 示 "や ま は な じゅ うく じょう 昭 48.11. 1 721 


② 山 鼻 16 条 ( 昭 40.1 1.])、 南 16 条 ( 昭 34.4.1)、 
⑧ 南 十 六 条 移 修 高 等 学校 前 ( 昭 25.3.24)、⑳ 一 中 
前 ( 昭 23.8.23) 、 第 一 中 学 前 ( 昭 3.5.10) 

つ 行 政道 路 玉 徳 神社 前 ( 昭 25.3.24)、 中 島 球 
場 通 影 徳 神社 前 ( 昭 24.9.14)、 つ 行 牙 道 路 影 徳 
神社 前 ( 昭 24.6.20)、 行 匠 道路 護国 神社 前 ( 昭 
23.8.23)、② 行 牙 道 路 ( 昭 17.4.1) 
公園 通 ( 昭 24.6.8) 

中 央 保健 所 前 ( 平 5.4.29) 、⑫ 山 鼻 9 条 

( 昭 37.6.1)、⑳ 中 島橋 通 ( 昭 32.7.8) 


⑪ | 静 修学 園 前 せい Le う が くえん まえ 大 14.7.16| 897 


ざ ょ うけ い ど お り 大 12. 825 989 


| 行 孔 通 


中 島 公園 通 な かじ まこ うえ ん どおり 
山 鼻 9 条 や ま は な くじ ょ う 


東 本 願 寺 前 ひがし ほん が ん じ ま え 


右上 に つづ く 


6L 


融 生 畠中 学 以 人 WU せい KA よう ゆっ こう きえ に 1 た We Ses NOJNeWOWN い NN や へ ヽ ヽ 、 (Gb WNW 
| (WREST \\ \) 、 WNWAS NY NY 
すす き の SB4 大 \2. SoS\ SocoU⑳78WY 将 WONeA SQ 


太平 洋 石 茂 販 売 輸送 


沿革 年 表 
大 12.12.12 | 釧路 臨港 鉄道 設立 中 38 い 1・\) ! 旅客 営業 府下 
14. 11 | 春 採 知人 間 開 業 (UO67mm 蒸 気 ) 4112. \ | 路 港 一 入 航 本章 廃 
3.16 | 別 保 信号 場 ( 現 東 釧路 ) 一 春 採 問 開業 54・43O | 太平 洋 石 区 販売 輸送 に 社名 変更 
15. 2.11 | 知人 一 臨港 問 開業 GO.・6. 1 |! 城山 一 東 負 路 間 腐 上 
昭 6.220 | 臨港 一 入 舟 町 間 開 業 6111. ! | 東 釧路 一 礁 採 問 : 知 人 一 臨港 問 廃止 
10. 9 内 燃 動 力 併用 開始 平 14. 1:30 | 太平 洋 炭 鉱 閉 山 
12. 1.10 | 城山 一 東 釧路 間 開 業 
駅 一 覧 ※ 発 交 是 は 平成 31 年 度 1 日 平均 


| | REA | | 


構内 駅 名 


種別 
〇 | 春 採 は る と り 大 14. 2.11| 1.167| 日 画 、W 昭 38.11.1 
〇 | 知人 し れ と 大 14. 2.11| 1.167 | W 昭 8.1 1.1、W 


函館 市 企業 局 交通 部 


沿革 年 表 (函館 市 営 以前 は 主要 事項 の み 記 載 ) 


明 28: 8:25 | 人 亀 函 馬車 鉄道 設立 昭 18] 1 ] | 道 南 電気 軌道 は 軌道 : バ ス 事 業 を 函館 市 へ 
80.1g.12 | 東川 一 弁天 ( 現 函 館 ど っ く 前 付近 ) 間 単 譲渡 
線 軌 道 開業 (1378mm' 馬 力 ) 25. 9.14 | 重田 ( 後 の ガ ス 会 社 前 ) 一 宮前 町 間 開業 
31. 8.18 | 函館 鉄道 と 合併 し 、 函 館 証 車 鉄道 発足 26. 7。 1 | 宮前 町 一 五 生 郭 公園 前 間 開業 
44.11.25 | 函館 水 電 が 函館 馬車 鉄道 を 合併 29.11.21 | 亀田 一 五 往 郭 鉄道 工場 前 間 開業 
大 2:6:29 | 東雲 町 ( 後 の 労働 会 館 前 ) 一 湯 の 川 問 30.11.27 | 五 積 郭 鉄道 工場 前 一 五 往 郭 駅 前 間 開業 
600V 電 化 84. 9. 2 | 湯 の 川 温泉 一 湯 の 川 間 開業 
10:31 | 全線 600V 電 化 43. 6. 1 | ワン マン 運転 開始 
昭 9: 7:28 | 函館 水 電 は 帝国 電力 に 社名 変更 53.1 1。] | ガス 会 社 前 一 五 往 郭 駅 前 間 廃 目 
15: 7.16 | 大 日 本 電力 が 帝国 電力 を 合併 平 4.4. 1 | 東雲 線 (松風 町 一 宝来 町 間 ) 廃 止 
18. 2. 3 | 大 日 本 電力 は 道 南 電気 軌道 に 軌道 : バ 5. 4 1 | 函館 駅 前 - ガ ス 会 社 一 五 酸 紗 公 園 前 間 廃 上 


超 低 床 車 9600 形 営業 運転 開始 


ス 事 業 を 譲渡 


ゆ の か わ 
ゆ の か わ お ん せん 
し みん か いか ん まえ 
こま ば し ゃ こま え 
けい ば じょう まえ 


次 買 に つづ く 


か せ 244 | ® 昭 37.4.1、⑧@ 昭 59.2.1、⑧ 平 16.10.1 
う © か な ぎ 546 | 所 昭 59.2.1 
i あし の こう えん 94 | 昭 37.4.1、W 
a 3 か わく ら 66| ⑳ 昭 18.4.1、 働 昭 30.10.20 
| 五 松 郭 公園 前 で Dj お か < こう えま え 客 ⑳ 五 酸 郭 ( 昭 24.5.4) お お ざわ な い 170| 37.4.1、 人 ⑳ 昭 59.2.1、W 昭 59.6.1 
間 中 央 病院 前 ちゅう おう びょう いん まえ 8| 客 1 か こう だ 44 | ⑯ 昭 18.4.1、 作 昭 30.5.20 
ちよ が だ い 11 客 1 千代 ヶ 供 ( 昭 43) つが る な か さと 310 | 中 里 、⑳ 昭 59.2.1 
ほり か わ ち ょ う 4.7| 客 昭 18.11. 1 929 
昭和 橋 ” し ょ うわ ば し 50| 客 | | 昭 411.1| 833 弘 南 鉄 道 
ちと せ ち ょ う 5.3| 客 昭 18.11. 1| 581 | G 警 察 署 前 ( 昭 48.7.]) 沿革 年 表 
し ん か わ ち ょ う 5.6| 客 茹 28.4.1| 629 大 15. 327 | 弘 南 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 53.12.18 | 弘 南 線 弘 南 弘前 一 南 弘前 間 自 動 閉塞 化 
まつ か ぜ ば ちょう 6.0| 客 茹 18.11. 1| 1.199 昭 2_ 9.7 | 弘前 津軽 尾上 間 開 業 (1067mm: 蒸 気 ) 56.10: 1 | 大 鱗 線 自動 閉 寒 化 
は こ だ て えき まえ 6.5| 客 昭 18.11. 1| 4.704| 立 7. 4 1] | 内 燃 動 力 併用 開始 59. 7 1 | 弘 南 線 貨物 営業 廃止 
し や くし ょ まえ 69| 客 昭 18.11. 1| 633 83. 7 1] | 600V 電 気運 転 開始 61 4 1 | 列車 無線 使用 開始 
うお いち ば どおり 7.3| 客 軌 18.11. 1 725 | 商工 会 議 所 前 ( 昭 42.7.]) 5. 7. 1 | 津軽 尾上 一 弘 南 黒石 ( 現 黒 石 ) 間 開業 平 3.10. 1 | 大 鯛 線 ワ ンマ ン 運 転 開始 
十字 街 じゅ うじ が い 78| 客 茹 18.11. 1| 8.499 8. 4 | 750V に 昇圧 5 4. 1 | 弘 南 線 ワ ンマ ン 運 転 開始 
⑪ | 未 広 町 すえ ひろ ちょ う 8.4| 客 茹 18.11. 1 732 | @ 未 廣 町 ( 昭 43) 36. 8. 1 | 1500V に 昇圧 9 8:25 | 館 田 駅 構内 で 上 下 列車 が 正面 衝突 
| 大 町 srs 88| 富 | lani 40。 4 1 | 束 券 開 式 を タブ レッ ト 義 塞 式 に 変更 11.10。 1 | 弘 南 線 ATS 設 置 
困 館 どっ く 前 は こ だ て どっ くま え 客 | @ 否 館 ド ッ ク 前 ( 昭 60.11.1)、@# 天 (昭和 40.7.1) 45.10。 1 | 弘前 電気 鉄道 を 買収 し て 大 鍋 線 と する 。 15:11.1 | 大 秋 線 ATS 設 軒 
宝来 ・ 谷 地 線 大 鱗 線 貨物 廃止 18.11. 1 | 大 飼 線 快速 廃止 
] 45.12。 1 | 弘 南 線 平賀 一 弘 南 黒石 問 自動 閉塞 化 18. 8 1 | 弘 南 線 快速 廃止 
ほう らい ちょ う き 邊 葉 町 ( 昭 40.7.1) 46.9.11 | 弘 南 線 南 弘前 ( 更 弘 前 東 高 前 ) 一 平賀 問 弘前 電気 鉄道 
あお や ぎ ち ょ う 自動 閉塞 化 昭 24.785 | 弘前 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 
や ち が し ら 50.11. 1 | 弘 南 線 快速 列車 運転 開始 g/. 1.26 | 大 鮨 中 央 弘前 間 開業 (1067mm1500V) 
SI:10. 1 | 大 能 線 自動 閉 寒 化 
駅 一 覧 


※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


津軽 鉄道 株 式 会 社 設立 
五所 川原 (下津 軽 五所 川原 ) 金 木 間 開業 
(1067mm 蒸 気 ) 
金 木 一 大 沢内 間 開 業 
大 沢内 一 中 里 ( 更 津軽 中 里 ) 間 開業 
内 燃 動 力 併用 開始 


昭 19-11:29 
35. 2.17 
59. 2. 1 
63. 3.18 

平 44 1 


大 火 で 諸 設備 類 消失 、 全 線 が 45 日 間 不通 
蒸気 機関 車 使用 全廃 

貨物 営業 廃止 © 
列車 無線 取付 
ワン マン 運転 開始 


ひろ さき 
ひろ さき ひがし こう まえ 


うん どう こう えん まえ 
に さと 
た ち た 
ひら か 
は く の う こう こう まえ 
つが る お の え 
お の え こ うこ うま え 


いな わり だ で 
さき の いま 


me | ーー 平成 12 年 度 比 53.396) 


6 = コビー 


_ \O \ We G 1 WRIAO.S.20 


で コピ ニニ ーッ テコ 


168| sma5. 7 1| 1.836| 哨 59.7.1、 弘 南 黒 石 (61.4.1) D | 三 さん の へ 55l 宮 1 〇 (WI24.9 1 @=/P (AQ \\ 1) WM A BTA NN 


人 po 本 ET すわ の た いら 95l 客 | 188 8 ⑳087.4.1 、5855.5 
fa ere i に で ®@ 弘 南大 鯛 ( 昭 61.4.1) i ce ー 9) と pi ⑳857.1\.15、 昭 58.2.1 
9 | 角 石 さぼ いし ら 682| 客 B27. 1.26 85 | ⑱0.1km 削 寄 ( 人 W56.10.1)、 人 留 車 ( 胡 56.10.1) ⑪ | 北 高岩 きた た か いわ 2g10| 客 12 80 昭 37.4.1、 人 昭 55.5.1 
石川 ブー ル 前 いし か わら ぷー る まえ | 30| 密 平 14.10. 1 86 ⑱ | 八戸 は 259| 客 |p4 9 1 A 店 1 
石川 いし か わ 44| 客 a7. 1.26| 188|®RA5.10.1® BA5.10.1.® FENNRET41).® 陸奥 市 川 むっ いち か わ 328| 客 #1511.5 EE 0 A 
義 妥 高校 前 ざ じ p く < こう こう まえ | 5.7| 客 B62. 824| 352 | 了 時 ao に (人)、 | 
⑧ 肖 津軽 大 沢 。 つが る お お さわ 6.7| 客 昭 27 126| 140| 園 革 、⑳ 平 93.12 i. AO ON 
| 松木 平 まつ きた い 84| 客 2 = 9 ly SO i に ERA ER 
i 較 27. 126| 382| 男 ぶ ⑪ 昭 51.9.1、⑧ 昭 55.5.1、W 平 4 
! a 93| 客 | [M7 126| 13 ⑪ | 三沢 みさ わ 469| 客 | 回 |p7 4 1 @ 右 間 木 ( 昭 36.320) 
i つ ⑥ | 千年 ちと せ 10.0| 客 827. 126| 226| W 昭 50.12.15、G 津 軽 千年 ( 昭 61.4.1)、⑱ 小川 原 こ が わ ら 535| 客 昭 19 8 1 信 一 般 ( 昭 28.6.10)、@ 昭 46.8 
防 愛 中 高 前 せ UM あい 5w5 こ うま え | 11.3| 客 | | 較 4812. 1| 216| e860.10.15.⑧}W( び 909.1)、⑳ P21.411 上 北町 。 か みさ た ちょ よう 574| 客 10 124 9.1 0M (M34.10.1).®47.3.15,®M58.2.1 
© 弘前 学院 大 前 U2 さき が くい AR い まえ | 120| 客 a7. 1.26| 371| W 昭 609.10.@ 可 前 補 209.1)、⑯Y21.4.1 と 供 お っ と も 643| 客 | O | 明 27. 1.4 D247.3.15、⑧ 昭 58.2.1 
弘 高 下 ひろ こう し た 130| 客 | |? 126| 112|@ 昭 4985、@ 千 曳 ちび き 709| 客 | | 盟 311.15 ⑱ 昭 4385 
| 中 央 弘前 ちゆ うお う 0 ろ さき | 139| 客 | 委 | 昭 27. 126| _ 973|⑧ 昭 61.4.1 ® 野辺 地 の へ じ 773| 客 | 回 | 明 4 9 1 
a 狩場 沢 。 か り ば さわ 838| 客 | | 明 27.1.4 人 昭 37.2.1、 人 昭 55.5.1 
清水 川 。 し みず が 885| 客 | lo 信 毅 皿 1620)、@ 昭 374.1.@ 還 60314 
沿革 年 表 も 小湊 こみ な と 945| 客 | 〇 | 明 24.9.1 ⑩、 代 平 16.4.1 
明 14.11:11 | 日 本 鉄道 設立 昭 43.7.15 | 画 訪 ノ 平 ー 剣 吉 間 複線 化 西平 内 。 に し ひら な い 983| 客 | | 中 410.1 @ 昭 36.11.1、@ 昭 45.8.1 
249 | 世 岡 青森 間 開 業 (1067mm. 蒸 気 ) 7.20 | 目 時 - 梅 内 ( 信 ) 間 複線 化 、 梅 内 ( 信 ) 廃 上 ⑪ | 浅虫 温泉 ぁ aou8At ん | 1047| 客 |O| 蛇 49 1 ⑧ 浅 虫 ( 昭 61.11.1) 
S9I, | | 国有 化 721 | 野内 東 青森 間 複 線 化 野内 の な い 1118| 客 | | 前 26.716 @ 、 人 @ 昭 582 1.⑱1.6km 上 計ら (\233.12) 
42OiI2 | 線路 名 称 制定 で 東北 本 線 と な る 729 | 下田 三沢 間 複線 化 矢田 前 や だ まえ 1187| 客 | | 馬 G1.1.1 
大 15.1025 | 東 青森 青森 間 複線 化 731 | 陸奥 市 川 - 下 田 間 複 線 化 小柳 こ や な ぎ 1147| 客 | | 昭 61.11.1 
茹 331007|| 特急 「 は つか り 」 上 野 一 青森 問 運転 開始 833| 三沢 上 北町 間 複線 化 東 青森 。 ひか し ぁ お も D |116.1| 客 立 
85IIO | 特急 「 は つか り ]8O 系 気動車 化 8 5 | ン 供 野辺 地 間 複線 化 に より 全線 複線 0 が Us8sDLA3| 1200| 客 @ 青 森 ( 操 )( 昭 61.11.1) 
40630 | 尻 内 (%/\ 戸 ) 一 陸奥 市 川間 複線 化 と な る あお も り 客 
924 | 西平 内 - 浅 虫 間 複 線 化 822|| 盛岡 - 青 森 間 交 流 電化 
927 | 橋 内 ( 信 )- 三 戸 間 複 線 化 9 9 | 特急 「 は つか り 」583 系 電車 化 IGR い わ て 銀河 鉄道 
2212.16 | 浅虫 - 野 内 間 複 線 化 51.1227 | 盛岡 - 青 森 間 CTC 化 沿革 年 表 
43 42B | 三戸 諏訪 ノ 平 間 複線 化 62. 4 1] | JR 東 日 本 に 移管 明 14.11.11 | 日 本 鉄道 設立 昭 40.925 | 一 戸 - 鳥 越 ( 信 ) 間 複線 化 
516 | 合 吉 一 苫米地 間 複 線 化 63. 313 | 青函 トン ネル 開通 に より 特急 [北斗 星 」 24。 9 1 | 盛岡 - 青 森 間 開 業 (1067mm 蒸気) 927 | 小 貞 - 滝 見 ( 信 ) 問 複線 化 
5.20 | 北 高岩 一 尻 内 間 複 線 化 上 野 - 札 幌 間 運 転 開始 39:11・1 | 国有 化 12.147| 西 岳 ( 信 ) 一 小柴 間 複 線 化 
6' 9 | 清水 川 - 小 湊 間 複線 化 平 13. 525 | 青い 森 鉄道 設立 42.10.18 | 線路 名 称 制定 で 東北 本 株 と な る 41.926 | 奥 中 山奥 中 山高 原 ) 西 岳 ( 信 ) 間 複 
7. 2 | 小湊 西平 内 間 複 線 化 14.12. 1 | 青い 森 鉄 道 目 時 八戸 間 開 業 昭 31.10. 8 | 御堂 一 奥 中 山間 複線 化 線 化 、 西 岳 ( 信 ) 廃 上 
7. 8 | 野辺 地 清 水川 間 複 線 化 22.12. 4 | 青い 森 鉄道 八戸 青森 間 開業 93.10.10 | 特急 「 は つか り 」 上 野 - 青 森 問 運 転 開始 48.7.95 | 漁 見 ( 信 )ー 小 人 谷間 宴 泊 化 温 見 ( 信 ) 府 上 
10 | 苫米地 一 北 高岩 間 複 線 化 85.18.10 | 特急 「 は つか り 」80 系 気動車 化 9315 | き 手 川口 沼宮内 問 神 線 化 
駅 一 覧 み = 下 表 の ほか に 諏訪 ノ 平 一 剣 吉 間 、 三 沢 小 川原 間 、 野 辺 地 一 狩場 沢 間 ※ 衝 客数 の 公表 は な し 39.12. 8 | 盛岡 青山 ( 信 ) 間 複線 化 ga 滝沢 渋民 間 複線 化 
i CE 凍 導 過 半生 側 者 40. 8 4 | 秀信 ) - 同 川間 復 線 化 、 青 山 ( 信 ) 廃 止 放 朋 19.14 | 会田 一 (m 人 金田 一 温泉 )- 目 時 間 視線 化 
ay 。 wcs 。 | -| 客 | ki31220| | rR(82310).@B3741.®B421214 921 | 渋民 - 好 摩 間 複 線 化 43 425 | 古 - 潤 沢 間 複 線 化 
右上 に つづ く 次 軸 に つづ く 


Z6L 


ES””™ ©» 


. 計 要 


WS 6. 4 | 沼宮内 一 御堂 間 複線 化 


86L 


昭 43.9.9 | 特急 「 は つか り ]583 系 電車 化 
| 51. 2.5 | 盛岡 - 青 森 間 CTC 化 


6 一 戸 - 北 福岡 ( 現 一 戸 ) 間 複線 化 

| 6.17 | 好 墜 岩手 川口 間 複 線 化 平 13.525 | IGR いわ て 銀河 鉄道 株 式 会 社 設立 
621 | 北 福岡 金田 一 間 複 線 化 14.18. 1 | 盛岡 目 時 間 開 業 
7 18 | 小鳥 谷 一 鳥 越 ( 信 ) 間 複線 化 、 島 越 ( 信 ) 廃 上 18. 3.18 | 青山 巣 子 駅 開業 


= 監 岡 青 森 間 交 流 電 化 


2.1g.1 1 


新 指令 シス テム 切替 実施 


※ 乗 降 客 数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


に ュー ea LE 
も りお か 同 |9ip311, 1 ※10.229 | 園 、 ※ 条 計 人 員 は JH 直通 分 を 含む 
お お や ま 32 = 委 | 平 ]8.3.18| 2352 
くり や が わ 56| 客 | 〇 | 大 711. 1| 2507|⑳ 昭 59.2.1 
すご 102| 客 | 委 | 平 8.3.18 852 
た き ざ わ 122| 客 |O 〇 | 明 39. 121| 2814|W 
し ぶた み 16.6| 客 | 雪上 昭 18.10. 1 603| 信 客 ( 昭 25.18.1) 
! こう ま 21.3| 客 | 〇 | 毅 24. 9 1| 2103| 乗降 人 員 は JR 花輪 線 直通 分 を 含む 
振 手 川口 いわ て か わく ぐち 269| 客 | 委 明 31. 1.11 263|@ 川 口 ( 昭 9.2.1)、 ざ 昭 46.8.15、 
昭 60.3.14、⑱ 平 14.12.1 
員 わ て 沼宮内 いわ て ぬ ま く な い 320| 客 | 〇 | 明 4.9 1 969 | 交 、 人 あ 昭 59.2.1、@ 沼 宮内 ( 平 14.12.1) 
| 御堂 み ど ぢ う 37.3| 客 | 委 | 大 711. 1 48| ©e 信 一 客 ( 昭 36.4.15) 
提 奥 中 山高 原 お く な か や まこ う げ ん | 44.4| 客 | 委 | 明 24. 9 1 361|⑳ 各 (49.11)、@⑳ 昭 468.15.⑮ 昭 60.3.14、 
⑧ 泉 中 山 ( 平 14.12.1)、⑧ 平 14.12.1 
小 繋 こつ な ぎ 522| 客 明 37.1231 37 | SREKF F911.1).©@ 58R が - 胡 有 42921), 
R710.1.@F4.SF14121,@F21.3.14 
* 小鳥 谷 こ ず や 598| 客 | 委 | 明 4 9 1 145|⑧ 昭 59.2.1、@ 平 4、⑧ 平 14.12.1 
いち の へ 645| 客 | 委 | 拉 6. 2.15 602 | ®@ —/F(40.11.1)@ 8.1.1.®8FH192.] 
に の へ 708| 客 |0 |4.1220 759|⑧ 稚 (は 106.1)、⑧8592.1、⑳ 北 福岡 (862.8.1) 
と まい 73.7| 客 中 37.1210 138| 信 一 客 ( 昭 37.12.10) 
分 | 将 田 一 混 泉 さん た いち お ん せん | 78.4| 客 | 委 月 4210.18| 165|⑳ 昭 48.1.、 人 @ 昭 582.1.@ 金 田 -( 昭 622 1) 
EE 820| 客 | | 丸 3220 信夫 (823.10.1)、⑧ 昭 374.1、⑱ 双 42.12.14 


道 


青森 県 専用 線 中 戸 信号 場 - 三 菱 製 紙 八 戸 
工場 間 輸送 開始 

八戸 臨海 鉄道 設立 23. 
| ルド 貨物 - 北 沿 間 開業 (1067mm: 内 燃 ) g 
| | 表 和 県 より 青い 誠人 の 保守 生 務 を 委託 


ee 


ee en a mer TS | 


21-12 4 | 青い 森 鉄 道 の 保線 等 受託 解除 、 構 内 清 
掃 と 一 部 無人 駅 の 改札 業務 を 受託 
東日本 大 震 災 に より 運休 


_ 導 発着 は 平成 21 年 度 1 日 平均 


7Q11 宮下 


O | 北 沼 きた め ま 85| 仙 | 5j21| 701 


岩手 開発 鉄道 


沿革 年 表 
] 語 4 817 | 開発 道 株式 会 社 設 立 。 ”” 昭 58' 228| 国鉄 連絡 賀 物 府 上 
25102] | 盛 日 頃 市 間 開 業 (1067mm. 蒸 気 ) 12. ] | 列車 無線 使用 開始 
32. 62] | 成一 赤崎 間 開 業 (貨物 専業 ) 59: 2. 8 | 貨物 列車 を ワン マン 化 
35.6.2] | 日 頃 市 岩手 石橋 間 開 業 平 4 4. 1 | 旅客 営業 廃止 
44、5.] 1 | 成一 岩 手 石橋 間 自 動 閉塞 化 23。 3.11 | 東日本 大 展 災 に より 運休 
47.。7. 1] | 国鉄 連絡 手 小 荷物 営業 廃止 11.8 | 運転 再開 
54:12. 1] | 盛 一 赤崎 問 自動 閉塞 化 
駅 一 覧 ※ 発 六 是 は 平成 21 年 度 1 日 平均 
FI 駅 名 列 | 認 上 | 開設 年 月 日 | 0 備 考 
〇 | 赤崎 あか さき 貨 | 加 | 昭 32. 621 
(9 | 盛 さか り 信 昭 25.10.21 ー| 日 園 、 今 平 4.4.1 
④ | 長安 寺 ” ちょ う あ ん じ 信 昭 25.1021 ー| @ 昭 47.7.1、 介 平 44.1 
④ | 日 頃 市 ひこ ろ い ち 計 昭 25.10.21 ー| W 昭 47.7.1、@ 平 44.1 
〇 | 岩手 石橋 。 いわ て いし ば し 貨 | [ I 昭 36. 621| 4.701 | 久 平 4.4.1 
三陸 鉄道 
沿革 年 表 
昭 45. 3 | 盛 線 盛 一 綾里 間 開 業 平 1. 3.1l | 最高 速度 を 8Okm/h か ら 90km/h に 変更 
47 2:27 | 宮古 線 宮古 一 田老 問 開業 6. 222 | 小名浜 一 南 嶺 問 で 強風 に より 脱線 事故 
48。 7 1 | 店 綾里 吉浜 間 開業 9. 1・1 | 北 リア ス 線 列車 無線 使用 開始 
50. 7:20 | 久慈 線 久慈 一 普代 間 開 業 12. 1 | 南 リ アス 線 列車 無線 使用 開始 
56。 9.18 | 盛 宮 古 盛 株 第 一 次 特定 地方 交通 線 と 23. 3.] ] | 東日本 大 震 災 に より 運休 
し て 承認 8.16 | 北 リア ス 線 陸中 野田 久慈 間 営業 再開 
1 8 | 収 宮古 感 線 第 1 回 協議 会 で 第 三 セク 320 | 宮古 田老 間 党 業 再開 
ター 鉄道 へ の 転換 を 決定 328 | 田老 - 小 本 間 当 業 再開 
59。4 1 | 宮古 - 久 替 間 及び 感 一 金石 開業 24. 4・ 1 | 田野 畑 陸 中 野田 間 当 業 再開 
62. 322 | JRLL 田 線 を 通じ て 違 一 久慈 間 直 通運 転 開始 


eR ET 生み を 記 吉 : 肖 用 者 は が 9 穫 訂 日 平均 
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りく ぜん あか さき 
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〇 1 人 bh 台 埋 頭 せん だ い s と 5 = ( NG\ 資 \ \wsoe.\ s7s\ 
仙台 西港 線 


(仙台 港 ) ー 
_ つ 〇 つ | 仙台 西港 。 せん だ い に し こ う So51 次 S58. 4. \\26547 


いち の わた り | 6.2| 客 昭 47. 22 1 1 | 留 一 車 ( 昭 59.4.1) 沿革 年 表 
さば ね | 9 リ 客 | 央 47287| 23 昭 55. 5.30 | 富沢 八乙女 問 免許 平 15.。 9.18 | 東西 線 動物 公園 荒井 問 免許 
た ろう | 12.7| 客 | 要 昭 47 227| 2631@ 無 一 委 ( 昭 59.4.1) 62 7.15 | 富沢 - 泉 中 央 間 開 業 (1067mm.1500V) Ce. 220 | 泉 中 央 駅 を 最後 に 全 駅 に I 動 式 ホ ー ム 
| な 2 9 UES 平 4 715 | 八女 - 泉 中 央 間 開 業 相 設 置 完了 
つ ⑥ | 小林 お も と | 25.1| 客 | 委 | 昭 59. 4. 1 112 駅 一 覧 ※ 栗 降 客数 は 平成 2 年度 1 日 平均 
島 起 し ま の こし 334| 客 | 委 | 昭 59 4 1 51 備 考 
⑦ | 田野 畑 た の は た 35.6| 客 | 答 | 昭 59. 4. 1 81 富沢 と みさ わ 
⑥ | 音 代 ふ だ い 44.9| 客 | 委 | 昭 50. 720| 104|@ 無 一 委 ( 昭 59.4.1) | 長町 南 な が まち みな み gl 10.922 
白井 海岸 し らい か い が ん 48.3| 客 59.12.22 8 長町 な が まち 回 | 上 68.7.15| 5888 
堀内 ほり な い 51.4| 客 昭 50.720 35 長町 1 丁目 な が まち いっ ちょ うめ i 回 [B62. 7.15| 2.691 
© | 野田 玉川 の だ た まがわ 55.9| 客 50. 7.20 19 河原 町 か わ は ら まち 39| 客 | | 茹 62.7.15| 4310 
つ e | 陸中 野田 り < ち 5 ゅ 3 の だ 59.9| 客 愛 容 橋 あたご ば し 48| 客 | 回 | 世 62. 7.15| 1816 
陸中 宇部 り <5 ゅ 5 べ 633| 客 ⑪ | 五 橋 いっ っ ぱし 54| 客 | 回 葛 62 715| 5647 
くじ 客 仙台 せん だ い 6.3| 客 | 回 | 茹 62. 7.15| 33505 
広瀬 通 ひろ せ ど お り 6.9| 客 | 回 | 昭 62.7.15| 9483 
仙台 臨海 鉄道 勾当 台 公園 こう と うだ いこ うえ ん | 75| 客 | 回 | 本 62 715| 12782 
沿革 年 表 北 四 番 ] きた よん ば ん ちょ う | 82| 客 | 回 | 昭 62 715| 6585| 日 
仙台 臨海 鉄道 設立 平 812. 1 | 陸前 山王 貨車 入 換 受託 北仙台 きた せん だ い 94| 客 | 回 | 昭 62. 7.15| 6441 
46.10. | 陸前 山王 仙台 港 一 仙台 北港 間 開 業 10. 4 1 | 海上 コン テ ナ 輸 送 開始 台原 だ い の は ら 105| 客 | [62. 715| 6318 
(1067mm 内 燃 ) 23. 3.11 | 東日本 大 震 災 に より 運休 | 旭ヶ丘 あさ ひ が お か 115| 客 | 回 較 68. 7.15| 5678 
50. 9. 1 | 仙台 港 一 仙台 埋 頭 問 開業 1.25 | 臨海 本 線 陸前 山王 ー 仙 台 港 間 と 仙台 西 黒松 くろ まつ 123| 客 | 回 | 明 62. 7.15| 3261 
56. 523 | 国鉄 替 洛 培 多 電 頭 貨物 取扱 貨車 換 受託 港 線 で 運行 再開 八女 や お と め 客 | 団 | 昭 6599 
58. 4 1 | 仙台 港 一 仙台 西港 間 開 業 24 3.16 | 仙台 埋 頭 線 運行 再開 〇 | 泉 中 央 いずみ 5 ち e3 お う 客 | 回 20388 
63. 3.13 | 仙台 港 コン テ ナ 貨 物 営業 開始 8.19 | 仙台 港 駅 で の 貨物 取扱 い を 再開 
平 3 4 1 | JR 貨物 宮城 野 岩 沼 の 貨物 フロ ント 、 宮 9。7 | 引 海 本 線 仙台 港 - 仙 台北 港 間 運 行 再 開 仙台 空港 鉄道 
城野 の 入 換 受託 沿革 年 表 
駅 一 覧 ※※ 発 着 量 は 平成 23 年 度 年 間 ( 震 災 で 運休 日 多数 ) 仙台 空港 鉄道 株 式 会 社 設立 平 63.3:]1 | 東日本 大 租 災 に より 全線 運休 
| me RE | 備考 19。3.18 | 名 取 - 仙 台 空 港 間 開業 (1067mm・ 7.23 | 名 取 - 美 田園 問 運転 再開 


下 絆 恋 齋 80.000V)、IC じ カー ド Suica 導 入 10: 1 | 全線 で 運転 再開 
〇 | 陸前 山王 りく ぜん さん の お 駅 一 覧 ⑨ =JR 東 日 本 ※ 条 隊 客 数 は 平成 23 年 硬 1 日 平均 (83 年 10 月 1 日 ~24 年 3 月 31 日 の 平均 


© | tua 。 eumucs 本 EL] 昌和 


〇 | 仙台 北港 せん だ いき た こう ー| 客 |⑨ 9 318 
18| 客 | 回 | キ 19.318 
38| 客 | 回目 19. 3.18 


仙台 埋 頭 線 


(仙台 港 ) 


右上 に つづ く 次 買 に つづ く 
に つ 


66L 


平 163.13 | 郡山 乗 入 中 目 
東日本 大 雷 災 に より 運休 

4.6 | 保原 一 梁川 問 運転 再開 

413 | 梁川 富野 問 運 転 再開 

4.18 | 瀬上 保原 問 と 角田 一 槻木 間 運 転 再 開 
516 | 富野 一 角田 問 運 転 再開 で 、 全 線 復旧 


第 3 回 協議 会 に て 福島 一 丸森 間 を 含め て 
第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ の 転換 を 決定 
阿武 隈 急行 株 式 会 社 設立 
槻木 一 丸森 間 開業 。 仙 台 乗 入 開始 
福島 一 丸森 間 開業 。 全 線 電化 、 富 野 一 郡 
山間 で の 相互 乗 入 を 実施 


※ 束 降 客数 は 平成 24 年 9 月 の 1 日 平均 


飯坂 軌道 株 式 会 社 設立 阿 37/.12 | 福島 交通 に 社名 変更 

福島 飯坂 電気 軌道 に 社名 変更 46. 4.12 軌道 線 全廃 I 

福島 (初代 ) 一 飯坂 ( 更 花 水 坂 ) 間 開業 56.11.15 福島 一 岩代 清水 間 貨 物 営業 廃止 
61.10.1 事業 を 新 福島 交通 に 譲渡 、 新 福島 交通 は 


(1067mm.750V) 
飯坂 電車 に 社名 変更 
飯坂 一 飯坂 温泉 間 開 業 


福島 交通 に 社名 変更 
上 松川 橋梁 橋脚 流出 に より 不通 、 徒 歩 
連絡 と な る 


平 1.8.6 


福島 電気 鉄道 が 飯坂 電車 を 合 

福島 一 森合 (美術 館 図書 館 前 ) 間 併用 2 3. 1] | 全線 運転 再開 
軌道 を 新設 軌道 に 変更 3. 6.24 | 1500V 昇 圧 
福島 構内 乗 入 開始 20. 1] | 会 社 更 生 法 申請 
軌道 を 地方 鉄道 に 変更 1. 5'3 | 会 社 更生 手続 完了 


※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 9 月 15 日 調査 
備 考 


茹 53. 7. 1 
昭 63. 7. 1 
平 12. 3.11 


卸町 お ろ し まち 
福島 学院 前 ふく し ま が く いん まえ | 6.5 
せ の うえ 


むか いせ の うえ 


た か ご 


か みほ ば ら 


ほ ば ら 


お お いずみ 


に い だ 


と み の 


か らぶ と 
あぶ くま 
まる も り 
きた まる も り 
みな みか くだ 


つ ② | 美術館 図書 館 前 びじゅつ か ん と し ょ か ん まえ 森合 ( 平 3.4.1) 
岩代 清水 いわ し ろ し みず 790| 人 @ 道 下 ( 大 14.6.21) 同 時 に 位置 変更 、 
清水 役場 前 ( 昭 19.12.29)、⑧ 昭 56.11.15 
⑦⑨ | 泉 いずみ 395 | 平 6 
上 松川 か み ま つ か わ 
⑥ | 笹谷 ささ や 9g39 | 仙 前 谷地 (大 14.5) 同 時 に 位置 変更 
⑨ | 桜 水 さく ら み ず 
平野 ひら の 
e | 医王寺 前 "いおう じ ま え 
花 水 坂 は な みず ざか 549 | @ 飯 坂 ( 昭 2.3.23) 


飯坂 温泉 


いい ざか お ん せん 942 | 0.1km 短 縮 ( 昭 57.1221)、W 昭 57.1221 


福島 臨海 鉄道 

沿革 年 表 
鈴木 藤 三郎 軌道 泉 一 小名浜 間 5.4km 開 業 大 15。 6 7| 泉 一 小名浜 間 ガ ソリ ン 動 力 変更 
(762mm: 馬 力 ) 昭 14.10.16 | 小名浜 臨港 鉄道 に 改称 

45. 4.15 | 合資 会 社 東商 夏 へ 譲渡 許可 16.11. 1 | 泉 - 小 名 浜 間 5.4km 鉄 道 (1057mm 燕 気 ) 

大 4 6 2| 重 城 海 央 軌道 設立 。 。。 。 | 績 業 、 科 道 許 目 

5 4.15 | 小名浜 - 江 名 間 5.4km 開 業 小名浜 一 栄町 韻 0.Zkm 劉 業 

v (762mm: 馬 力 ) 福島 夏海 鉄道 に 社名 変 恵 
。 726 | 江 名 駅 変更 に より 小名浜 一 江 名 間 5.8km 開 業 小宮 浜 一 寄 釘 商 寿 上 


| 綿 城 海岸 次 道 が 東商 政 の 特許 を 買 収 


宮 ー\ 才 浜 雷 頭 症 7.2K/7 時 内 
ER RTAIO Sk MMII 
mr に < 


小名浜 一 江 名 韻 ガ ン リ ン 動 に 変更 


I 


10Z 


泉 一 宮下 間 復 旧 


鷹巣 
西 麻 巣 
小 ケ 田 
大 野 台 
合川 
_(⑪ 上 杉 
Oo| 京 いずみ -| 信 | 回 e611. 1 Eee 3 米内 沢 
© 宮下 みや し た 35| 頁 | 〇 | 昭 16.11. 1| 630|⑧ 昭 47.10.1 桂 瀬 
〇 | 小名浜 お な は ま 5.4| 貨 | 回 | 照 16.11. ] 272| 日 園 、 昭 47.10.1 e | 阿仁 前 田 
前 田 南 
秋田 臨海 鉄道 
沿革 年 表 ⑦④ | 阿仁 合 
秋田 臨海 鉄道 株 式 会 社 設立 臣 46.10。 1 | 中 島 培 頭 秋田 北港 問 開業 荒瀬 
46. 7。 7 | 秋田 港 一 向 浜 : 秋 田 港 一 中 島 坦 頭 問 開業 57.12:5|| 国鉄 秋田 港 の 入 換 業 務 受 託 警 草 
(1067mmr 内 燃 ) 平 20.3. 4 | 北 線 定期 列車 運行 終了 笑 内 
駅 一覧 ※ 発 着 量 は 平成 51 年 度 1 日 平均 岩野 目 
mA | EE © [tt 
南 線 奥 阿 仁 
④ | 秋田 港 。 あさ た こう = 催 ロ ロ ga6. 7 7| ggal 昌 画 阿仁 マタ ギ 
〇 | 向 浜 お か い は ま 54| 貨 | | 茹 46.7.7| 392| 戸沢 
北 線 ⑨ | 上 栓 木内 
(秋田 港 ) = le . Te 左 通 
中 島 壊 頭 。 な か じ ま ふ と う 05| 貨 昭 46.7.7 休止 中 羽後 中 里 
あき た きた こう 65| 貨 昭 46.10. 1 休止 中 松葉 
羽後 長戸 呂 
秋田 内 陸 縦 貫 鉄 道 © | 八 当 
沿革 年 表 西明寺 
9.12.10 | 阿仁 合 線 鷹ノ巣 米内 沢 間 開 業 昭 60. 98.11 | 比 立 内 一 松葉 間 免 許 羽後 太田 
10.11.15 | 同 米内 沢 一 阿仁 前 田 間 開業 61.11. | | 鷹ノ巣 一 比 立 内 間 及 び 松 葉 一 角館 間 開 業 〇 | 角館 
ll: 925 | 同 阿仁 前 田 - 阿 仁 合間 開業 63.10.4 | 鷹ノ巣 一 合川 間 特殊 自動 閉塞 式 に 変更 
38.10.15 | 同 阿 仁 合 一 比 立 内 韻 開業 10. 8 | 合川 同仁 前 田 問 特殊 自動 閉塞 式 に 変更 
46.11・ 1 | 訪 館 線 角館 一 松葉 間 開 業 10.13 | 阿仁 前 田 - 阿 仁 合間 特殊 自動 閉塞 式 に 変更 沿革 年 表 
5711.15 | 阿仁 合 線 貨物 営業 廃止 12.15 | 阿仁 合 一 比 立 内 間 特 殊 自動 閉塞 式 に 変更 大 11・8. 1 
58. 2. 1 | 阿仁 合 線 荷 物 営業 廃止 平 1. 4. 1 | 比 立 内 松葉 間 開 業 。 比 立 内 一 角館 間 ATS 昭 18.9. 1 
6.22 | 阿仁 合 線 第 二 次 特定 地方 交通 線 と し て 設置 、 全 線 CTC 化 、 ワ ンマ ン 運 転 開始 12.15 
承認 4. 1.27 | 路線 愛称 が 「 あ きた 清美 人 ライ ナー」 に 決定 13.10:21 
10.31 | 秋田 内 陸 縦 買 鉄 道 株 式 会 社 設立 8.17 | AN8900 形 定期 運用 が 無く な る 56. 3.10 
9.18 
594.2. 1 


た か の すず ー| 客 1 加 区 91210| 730U⑳ 防 ノ 巣 C 平 YY) 

に し た か の す 131 客 ENWs41 80 

お が た 3.7 | 客 昭 38.12.10 20 

お お の だ い 6.11 客 昭 40.420 30 

あい か わ 9.7| 客 | 委 | 昭 91210 1701⑳ 羽 後 上 大 野 ( 昭 31 4.10) 、 便 昭 45.10.1 
か みす ぎ 12.1 | 客 昭 40.1121 30 

よ な い ざわ 150| 客 | 委 | 昭 91210 g20 | 昭 55.3.21、 仙 平 1.4.1 
か つら せ 0.5 | 客 昭 10.11.15 40 | び 昭 45.10.1、⑳ 昭 63.8 
あ に ま え だ 25.2 1 客 | 委 | 昭 10.11.15 160| 昭 57.11.15 

まえ だ みな み 27.1 | 客 昭 38.182.10 30 

こぶ ち 9.1 | 客 昭 11. 925 30 

あ に あ い 33.0 | 客 | 〇 | 昭 11. 925| 270| 日 園 、 便 昭 57.11.15 
あら せ 35.4 | 客 昭 38.10.15 20 

か や くさ 38.1 | 客 昭 38.10.15 10 

お か し な い 40.9 | 客 昭 38.10.15 20 

いわ の め 43.3| 客 昭 38.10.15 10 

ひたち な い 46.01 客 昭 38.10.15 80 | ぷ 昭 56.3.10、 人 の 

あく あ に 49.7 | 客 平 1 4 1 10 

あ に ま た ぎ 52.3 | 客 平 1.4.1 30 

と ざわ 61.2| 客 呈 4 10 

か み ひ の き な い 65.9 | 客 | 20 

さ ど お り 67.7 | 客 3 10 

う ご な か ざと 71.7 | 客 平 1.4.1 10 

まつ ば 75.0| 客 昭 45.11. 1 80 

う ご な が と ろ 77.91 客 昭 45.11. 1 20 

ゃ っ 82.91 客 昭 45.11. 1 10 | 留 一 車 ( 平 1.4.1) 
さい みょう じ 86.8 | 客 昭 45.11. 1 30 

う ご お お た 88.2 | 客 昭 45.11. 1 10 

か く の だ て 942| 客 | 回 昭 45.11.1| 860 


横 荘 鉄道 羽後 本 荘 前 郷 間 開業 
国 が 買収 

前 卿 一 西 滝沢 間 開 業 

西 滝沢 羽後 矢島 ( 現 矢島 ) 間 開業 
催物 営業 廃止 

第 1 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
荷物 営業 廃止 


由利 高原 鉄道 


昭 59・7.26 


第 7 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ 
の 転換 を 決定 

由利 高原 鉄道 株 式 会 社 設立 

羽後 本 荘 一 矢島 問 開業 

列車 無線 使用 開始 

ATS 使 用 開始 


1031 
60.10.1 
W418 
811.1 


Z06 


回 =JR 東 日 本 ※ 乗 降 客 数 は 平成 53 年 度 1 日 平均 
上 1 に :-] し ここ 上 白兎 いろ 3 ga2| 客 | fae se 
5 羽後 本 填 。 うこ ほ ん じょう ー| 客 | 回 | 大 1. 8. 1 rm W 平 9.5.1 EE こぐ わ 24.6| 客 大 11.12.11 101 | ぶ 昭 32.6.10、W 昭 59.3.19 
薬師 党 や くし どう ol 客 大 11、 8. 1 58 鮎 忠 あゆ か い 27.9| 客 大 11.12.11 238 | 介 昭 32.6.10、W 昭 59.3.19 
子 吉 こよ し 45| 客 pl | 221 9 玉 ノ 池 (大 15.10.24)、@ 照 48.10.1 四季 の 郷 ” し き の さ と 28.6| 客 平 19.10.13 
鮎 )U あゆ か わ 7.4| 客 大 11. 8. 1 51 | @ 負 | 條 29.1). 人 369]. 攻 押 (WW010.) 〇 | 荒砥 あら と 30.5| 客 | 〇 | 大 12. 422 560 | 園 、⑧ 昭 56.3.10 
くろ さわ 95| 客 大 11、 8. 1 9| @MR M21) MHA6 10® RFS0101) 
まがり さわ 103| 客 | き 110gg 8 会 津 鉄道 
まえ こう N71| 客 | 回 1.8.1| 205| ざ 昭 46.10.1、@ 留 一 車 ( 平 1.10.29) 沿革 年 表 
くぼた 136| 客 昭 60.10. 1 | IE 西 若松 上 三 寄 ( 現 芦 ノ 牧 温泉 ) 間 開業 昭 6111. 1 | 会 津 鉄 道 株 式 会 社 設立 
に し た き さ わ 157| 客 昭 18.18.15 61 71222 | 上 三 寄 一 湯野 上 ( 現 湯野 上 温泉 ) 間 開業 62. 4. 1 | JH 東日本 会 津 線 と な る 
よい ざわ 17.1| 客 平 11029 37 812.27 | 湯野 上 一 会 津田 島 間 開 業 63. 1.16 | 西 若松 一 会 津 高原 間 開 業 
か わ べ 20.1 | 客 茹 13.10g1 91 | 昭 36.6.20、 羽 後 川辺 ( 昭 60.10.1) ら 6 8 | 会 津田 島 一 荒海 ( 更 会 津 荒海 ) 間 開業 平 @. 817 | 会 津田 島 一 会 津 高原 間 電 化 
や し ま 3.0| 客 | 回 | 昭 13.10.21 468 | 日 固 、⑱ 昭 56.3.10、 羽 後 矢 島 ( 昭 60.10.1) ge8:ll. 8 | 荒海 一 会 津 滝 ノ 原 ( 現 会 津 高 原 ) 間 開業 3。 /@| | 浅草 一 会 津田 島 間 急 行 「 南 会 津 」 運 転 開始 
578.| | 真 物 営業 廃止 11. 429 | トロ ッ コ 列車 〈 会 津 浪漫 > 運転 開始 
形 鉄道 59。2. ] | 荷物 営業 廃 上 17. 8 1 | 急行 「 南 会 津 」 廃 止 、「AIZU マ ウン ト エ ク 
年 表 682 | 第 2 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 スプ レス 」 鬼 怒 川 温泉 乗 入 開始 
盾 056 | 長井 軽便 線 赤湯 一 梨 衝 間 開 業 昭 61.10.28 | 第 3 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 61.3 第 4 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ の 84_3.17 | 「AIZU マ ウン ト エク スプ レス 日 光 乗 入 開始 
Bl15 | 梨 郷 一 長井 間 開 業 62. 4- 1 | JH 東日本 長井 線 と な る 転換 を 決定 
9 の 2 | 長井 線 に 改称 63. 3.24 | 第 三 セ クタ ー 私 鉄 へ の 転換 を 決定 駅 一 覧 UE 
12.i」 | 長井 一 鮎 上 由 間 開 業 426 | 山形 鉄道 株 式 会 社 設立 9 駅 名 開設 年 月 日 | 。 計 PDy 備 考 
1 422 | 鮎 呈 荒砥 問 開業 10.25 | 赤湯 一 荒砥 問 開業 。ATS 設 軒 〇 | 西 着 松 に し わか まつ 
申 2915 | 旅客 列車 気動車 化 平 711.2 ら 8 | 赤湯 一 宮内 間 自 動 閉 塞 式 に 変更 南 若 松 みな みわ か まつ 
ZIO. | 蒸気 機関 車 使用 廃止 8.10.10 | 長井 一 荒砥 問 自 動 閉塞 式 に 変更 © | 門田 も ん で ん 7 | 人 昭 52.6.1、 留 一 車 ( 昭 62.7.16) 
5Zil15 | 貨物 営業 廃止 9. 3.22 | 米坂 線 か ら の 乗入れ 列車 廃止 あま や あま や 
58.』2. 1 | 荷物 営業 廃止 1023 | 宮内 一 長井 間 自 動 閉塞 式 に 変更 ⑲ | 芦 ノ 牧 温泉 あし の まき お ん せん 179 | 昭 46.8.29、⑧ 上 三 依 ( 昭 627.16) 
駅 一 覧 Q③ =JR 東 日 本 ※ 乗 降 客 致 は 平成 12 年 度 1 日 平均 (平成 21 年 度 全線 輸送 人 員 は 平成 12 年 度 比 72.69%) 大 川 ダ ム 公園 お お か わ だ む こう えん 18 | ⑳ 舟 子 ( 昭 62.7.16) 

に 備 考 芦 ノ 牧 温泉 南 あし の まさ お ん せん みな み 28| 昭 46.8.29、⑳ 和 桑原 ( 昭 62.7.16) 
赤湯 あか ゆ e | 湯野 上 温泉 ゆ の か みお ん せん 34 | る 昭 46.8.89、 湯 野上 ( 昭 68.7.16) 
南陽 市 役所 な ん よう し や くし ょ 塔 の へ つり と うぅ の へ っ つら 

つ © | 宮内 みや うち 780 | ⑧ 宮 内 町 ( 昭 63.10.85) 、 昭 54.11.1、 弥 五 島 や ご し ま 129| 人 ⑳ 昭 42.4.1、 仙 昭 46 

W 平 9.10.23、 る 平 22.8.1 ④ | 会津 下郷 。 ' あ いづ し も こう 392 | 昭 46.8.29、 槽 原 (昭和 62.7.16) 

お り は た お りら は た 134 | ⑳ 西 宮内 ( 昭 63.10.25) 上 ふる さと 公園 ふる さと こう えん 
梨 郷 りん ご う 78| @ 昭 36.6.10 よう そん こう えん 123| @ 昭 42.4.1、⑧ 会 津 落合 ( 昭 62.7.16) 

に し お お つか 66| @ 昭 36.6.10 あい づな が の 60| 昭 46.8.29 

いま いずみ 576| W 昭 54.11.1 た じ ま こ うこ うま え 457 | 氏 田部 原 ( 昭 68.7.16) 

0 58| @ 昭 36.6.10 SN 0 RR 

みな みな が い 

な が い 


eS01 呈 、 ざ 昭 57.11.15 


あい づ あ ら か い 
会 津山 村人 道場 あい づ さ ん そん どう じょう 
七 岳 登山 」 品 な な つが た け と ざん ぐち 


163| @E16829.8 EFLE2Z 76)、() 必 一事 ( 字 29 7 


ュ いら SG \ TBS EI. ga5 ら .31 ら 
ヒー で コモ ーー テー 


らら / ®@iFIG.3.1、@ ポ RIE2 Zz 7 ら 2 


MD フリ リリ 、 qr 一 大 CZ 1 


ーー / っ テラ ァ ア - 7 と すす a 
{ DA CF 13 18). & CAND) 一 FA 
ピー テー 
ラー ニア と マ 7 4 
り の < が 、 まま コ 


5 運 毅 大 記 の か ら 纏 便 太 東 大 県 知 東 に 対し 、 阿 59:16:20] | 電化 に 関わ る 工事 方 法 書 の 変更 要 可 


第 三 セ クタ ー 人 鉄道 に つい て の 意向 打診 61:10: 9 | 新 長 原 一 会 津 高原 間 開 業 
55922 / 両 県 知 更 か ら 運 内 大 店 に 第 三 セ クタ ー 平 3, 78] | 浅草 会 津田 島 間 急行 く 南会津) 運転 
鉄道 の 運営 を 行い た いい 紀要 中 開始 
56771'20 | 野 岩 鉄 道 株 式 会 社 設立 17. 3. | 急行 「 南 会 津 」 廃 止 、[AIZU マ ウン ト エ ク 
1223 | 新藤 原 一 会 津 高原 間 免 許 スプ レス 」 乗 入 開始 
駅 一 覧 に テ 【 )= ニ 会津 鉄道 ※ 乗 降 宮 数 は 平成 83 年 度 1 
に ] 語 語 還 CE | me | aa | ns 
9 | 新藤 原 し LAU わら ー| 客 | | 較 61.10. 9| 443 
龍王 峡 りゅう お うき ょ う 1.7| 客 | 〇 |61.10. 9 49 
⑲ | 川治 温泉 か DC お ん せん 4.8| 客 | 〇 | 照 61.10. 9 32 
川治 湯元 か わ じ ゆ も と 60| 客 | 〇 | 茹 61.10. 9 81 | 翌 
湯西川 温泉 ゆ に し が わ お ん せん | 10.3| 客 | 〇 | 昭 61.10. 9 92 
⑨ | 中 三 依 温泉 な か みよ りお ん せん | 16.8| 客 | 昭 61.10. 9 14| 立 、 中 三 依 ( 平 18.3.18) 
© | 人 参 waxpL8S858ABA<5| 21.0| 客 | 〇 | 昭 61.10. 9 60 | 人 球 上 三信 (W53.10.19)、⑳ 較 車 合 63.10.9)、 
上 條 各 原 和平 18.3.18) 
男鹿 高原 お じ か こ う げ ん 5.0| 客 昭 61.10. 9 11 立 
(の | 会 当 高 原 必 湯 唱 あい に 3 げ A お せく 5 | 30.7| 客 | ⑱⑳ 賠 61.10.9 216| ©@ 全 津 注 / 尿 ( 際 61.10.9)、⑧ 会 津 高原 ( 平 18.3.18) 
〇 - 要 和平 153.19) 
沿革 年 表 
足尾 鉄道 下 新 田 連 絡 所 一 大 間々 間 開 業 昭 59.2: 1 | 荷物 営業 廃止 
(桐生 一 下 新 田 連 絡 所 間 は 両毛 線 の 622 | 第 2 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
線路 を 使用 ) 61.11・ 貨物 営業 廃止 
大 間々 ー 神 土 (現神 戸 ) 間 開業 62. 4. 1 | JH 東日本 定 尾 線 と な る 
神 土沢 入間 開業 63. 329 | 第 9 回 協議 会 に て 第 セク ター 鉄道 へ 
沢 入 - 定 尾 間 開業 転換 を 決定 
国 が 足尾 鉄道 を 借入 れ 、 足 尾 線 に 改称 1025 | わた ら せ 渓 谷 鐵道 株 式 会 社 設 立 
足尾 足尾 本 山間 開業 平 329 | 桐生 - 間 藤間 開業 。 電 子 閉 究 式 に 変更 
国 が 足尾 鉄道 を 買収 10.6.2 | 間 藤 一 足尾 本 山間 免許 失効 
草木 ダム 建設 に より 神 土沢 入間 線路 10.10 | トロ ッ コ 列車 運転 開始 


付け 替え 


24.4. 1 | 「 ト ロッ コ わ っ し 一 号 」 運 転 開始 


a や Y 
EE EE 
EC 

こい 


ww \ n\naAA aA\S 
下 新 田 信 兄 t 圭 し ゅ し ん で ん し か うじ ょ YA 名 (1 Ad,. 4 いき 
下 新 田 し や し ん で ん , 181 需 平 3 3 ハル 4 
③ | 相 老 あい お い 3.1 | 客 | | 明 44. 415 !\79 【 8351 ら いら 5 
運動 公園 うん どう こう えん 421 客 平 1. 329 
ゅ | 大 間々 お お まま 73| 客 | 〇 | 明 44. 4.15 477 1 品 画 、⑳ 大 間々 (大 112.1)、 仙 5S.2.1 
上 神 梅 か みか ん ば ぱい 12.41 客 Ra W 昭 35.12.15 
本 宿 も と じゅ く 13.8| 客 平 1.329 
⑨ | 水沼 みず ぬ ま 16.8| 客 義 1.9. 5 161 | 人 d 昭 35.12.15 
花輪 は な わ 21.0| 客 内 中 89..5 89 | 昭 45.10.1 
中 野 な か の 22.0| 客 平 1.329 18 
小 中 こ な か 24.4 | 客 昭 35.11.18 46 
⑲ | 神戸 ご うど 26.4| 客 大 1.9.5| 229| 35.12.15. 仙 平 ].329.⑳ 神 土 平 1329) 
© | 沢 入 そう り 33.4 | 客 大 1.11.11 39 | 昭 45.10.1 
原 向 は らむ こう 38.7 | 客 大 1.1231 3| 昭 34.1.20 
通 洞 つう どう 41.9| 客 | 〇 | 大 1.1231 67 | @ 昭 55.10.1 
⑨ | 足尾 あし お 428| 客 | 〇 | 大 1.1231 49 | 62.4.1 
間 藤 まとう ] 71 | ⑳ 有 45.10.1、 介 昭 45.10.1 


上 電気 鉄道 


沿革 年 表 


大 155:27 | 上 毛 電 気 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 31.825 | 中 央 前 橋上 泉 間 自 動 閉塞 化 
昭 311.10 | 中 央 前 橋 西 桐生 間 開業 12.28 | 東武 鉄道 が 浅草 一 中 央 前 橋 問 に 有料 急行 
(1067mm.1500V) を 運転 ( 昭 38.2.22 ま で ) 
7 9.18 | 東武 鉄道 が 太田 中央 前 橋間 に 急行 運転 32.12: 6 | 新 大 間 々 (赤城) 一 西 桐生 間 自 動 閉 察 人 
( 昭 10.1 1.30 ま で ) 43.12.10 | 上 泉 一 大 胡 間 自動 閉 守 化 
82. 9.15 | キャ サリ ン 台 風 に より 、 全 線 不通 61-11・1 | 貨物 営業 廃止 
( 昭 28.] 1.2 全 線 復旧 ) 63. 8. 5 | 全線 特殊 電子 閉塞 式 に 変更 
8. 1.5 | 東武 鉄道 が 浅草 一 中 央 前 橋間 に 夜行 列車 平和 6 725 | 列車 無線 使用 開始 
運転 (週末 の み 昭 35.3.31 ま で ) 1 6. | | ワン マン 運転 開始 
駅 一 覧 


※ 乗 障 客 致 は 平成 93 年度 1 日 平均 


1.677 | @⑧ 昭 61.10.31 
135| @ 毛 町 GY6410) 

上 較 - 車 ( 昭 31 825)、⑧0.3km 中 央 前 

橋 寄 ( 昭 31.8.25) 、 仙 昭 61.1031 


備考 a | 


ちゅ うお うま えば し 
じょう と う 
みつ また 


か た か い 
か みい ずみ 
あか さか 


96 | ⑱0.2Km 柚 生 寄 ( 昭 30.9.8) 、 側 昭 58.7.1 


次 買 に つづ く 


N 
© 
| 
種別 
② | t 選 内 セ ンタ ー し いそ ぞう けっ か A せ A た 一 
江木 え ぎ 
| 大 お 8 
植 起 0 こし 
北原 きた は ら 
新屋 あら や 
© TN か すか わ 
障 ぜん 
〇 1 新星 に いさ と 
新川 に っ か わ 
東 新川 ひがし に っ か わ 
赤城 あか ぎ 


| 天王 奏 て ん の うじ ゅ く 
富士 山下 ふじ ゃ まし た 
丸山 下 まる や まし た 


西 桐生 


に し きり ゅ う 


|| 栓 生 球 場 前 きり ゅ うき ゅ うじ ょ うま え | 21.8| 客 


備 考 

67 | 信 - 車 Y64.10).@ 舞 記 計 セ ツタ ー( 理 136.1) 
307 | W 昭 46.5.7、 ぶ 委 一 有 ( 平 7.8.19) 

園 k⑧ 昭 61.10.31 


EH 開設 年 月 日 


228| 客 
23.7| 客 
g4.3| 客 


254| 客 | 〇 尻 311.10| 1.813| ⑧ 昭 61.10.31 


上 信 電 鉄 
沿革 年 表 


連絡 運輸 開始 


た が さき 
みな みた が か ささ 


上 野 鉄道 株 式 会 社 設立 
高崎 一 上 州 福島 間 開業 (762mm. 蒸 気 ) 
上 州 福島 一 南 蛇 井 間 開 業 

南 蛇 井 一 下仁田 間 開 業 
上 信 電 気 鉄道 に 社名 変更 


高崎 上 州 富岡 間 1067mm に 改 重 、 
1500V 電 気運 転 開始 

上 州 富 岡 下 仁田 間 改 軌 ' 電 化 
閉塞 方 式 を 通 票 閉塞 式 に 変更 

上 信 電 鉄 に 社名 変更 


阿 48:12:28]| 全線 自動 信号 (ARC) 化 
58. 8. 1 | 手荷物 営業 廃止 
60.1225 | 自動 列車 停止 装置 (ATS) 使 用 開始 
61.10.31 | 小 荷 物 営業 廃止 
平 4 2. 1 | 列車 無線 使用 開始 
6.10. 1 | 貨物 営業 廃止 
8.10. 1 | ワン マン 運転 開始 、 準 急 廃止 
10.10. 2 | 岩石 崩落 事故 発生 に より 、 南 蛇 井 一 下 仁 
田 間 バ ス 代 行 ( 平 11.1.29 ま で ) 
列車 集中 制御 (CTC) 使 用 開始 
JR 改札 口 分 離 、 連 絡 運輸 廃止 
※ 条 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


© iu る や まな 61| 客 | 委 半 30.5. 5| 28g|@ 昭 401」 

西山 名 に し や まな 70| 客 | 昭 5.615| 339| 水泳 前 ( 昭 13.1227)@ 入 野 ( 昭 61.18. 

67) 作 昭 34.4.1@ 昭 39.3.29@ 昭 63.5.1 

⑲ | 馬 庭 ま に わ 9.4[ 客 | 委 | 明 30. 5.5| 789|⑪ 留 - 車 ( 昭 28.1.15)⑧544 1@FE141215 
⑨ | 吉井 よし い 11.7| 客 | 図 | 明 30.5 5| 664| ⑱ ょ 53.9.10 

西 吉 井 に し よし い 13.4 | 客 昭 46.1215| 262| W 平 17.3.16 
(⑨ | 新屋 ( 信 ) "に いや し ん ご うし ょ 14.4| 信 昭 56.11.25 ー 

上 州 新屋 じょう し ゅ うに いや 14.6| 客 大 4.731 234 | ⑧ 新 屋 大 10.12.17)@ 昭 39525@ 平 16.10.18 
⑲ | 上 州 福島 。 じょう し U ゅ うふ < し ま | 16.6| 客 | 委 | 明 30.5.5| 565| 交 ⑧ 鶴 は Q101217⑧ 遇 1922⑧F15.11.16 

東 富 岡 ひがし と みお か 19.3| 客 | 委 詳 8.4 1| 489 
⑨ | 上 州 室岡 じょう し ゅ うと みお か | 20.2| 客 | 回 | 明 30. 7.2| 855|⑧ 富 岡 (大 10.12.17)⑧ 昭 50.4.1 

西 富 岡 に し と みお か 21.0| 客 | 委 | 昭 1210.15| 347| ⑳ 病 院 前 ( 昭 28.1.15)④⑱ 昭 26.9.1 

作 昭 8.1.15@ 昭 43.4.10 

上 州 七 日 市 じょう し ゅ うな の か いち | 21.8| 客 | 委 | 明 45. 425| 590| 七日市 (大 10.12.17) 代 昭 40.2.16 
⑨ | 上 州 一 ノ 宮 じょう し ゅ うい ちの みや | 23.1 | 客 | 委 | 明 30. 7.2| 353| ー/ 宮 (大 10.1217) 側 昭 444.1W 平 14826 

神農 原 か の は ら 5.4| 客 明 30. 7.2| 206| 昭 39.11.1 負 平 10.12.16 
(9 | 南 蛇 井 な ん じゃ い 28.2| 客 | 委 | 明 30. 7.2| 200| 交 、 人 ぷ 昭 44.4.1W 平 14.12.15 

IS せん だ いら 29.9| 客 明 44. 8.18 34 
(9 | 赤津 ( 信 ) "あか つ し ん ご うし ょ 信 昭 56.11.25 

下仁田 し も に た 客 667| @⑧@ 平 6.10.1 


埼玉 新 都市 交通 


沿革 年 表 


56. 4 3 
58.12.22 


大 宮 


加茂 宮 


鉄道 博物 館 で つど う は く ぶ が つか ん 


Ec 


埼玉 新 都市 交通 株 式 会 社 設立 
大 宮 一 伊奈 間 免 許 
大 宮 一 羽 買 問 開業 


か も の みや 

ひがし みや は ら 
こん ば 
よし の は ら 
は らい ち 


いな ちゅ うお う 


平 6 8.2| 羽 買 内 宿 間 開 業 


4.9-. 4 | 全 列 車 6 暫 編成 化 


IC カ ー ド シス テム Suica 導 入 
※ 乗 車 客数 は 平成 22 年 度 1 日 平均 ( 降 証 客数 は 含ま ず ) 


右上 だ つづ < 


se 7/j 生 7/ ら / キ eeg/ soigl RWwisise-wawws 。 。 
て 0O67mm- 蒸 気 ) 
駅 


間 重 叶 吉 玲 は 平 2 コ 3 年間 いり 平間 いき 平 攻 2 つ 年 栖 い 選定 ゆ 界 頑 貞 


0 | 綾 給 売 業 と し て 山 万 株 式 会 社 設立 昭 50.1g.88 | ユー カリ が 丘 一 公 園 間 免 許 は ce う 客 | 
本 社 を 大 阪 か ら 東京 に 移転 57.11' 2 | ユー カリ が 丘 一 女子 大 一 中 学校 問 開業 西 羽生 に し は に ゅ う 12| 客 | 委 342 | あ 平 12.4 1 
宅地 開発 事業 へ 進出 58. 9.28 | 中 学校 井野 一 公園 間 開業 、 環 状 運転 ゞ | 新郷 し ん こう 26 | 客 | 委 | 大 I0.4.1| 343| 立 、 人 あ 昭 503 
ユー カリ が 丘 ニ ュー タウ ン 開 発着 手 開始 ④ | 武 州 荒 木 。 ぶし ゅ う ぁ らき 48 | 客 | 委 | 大 10.4.!| 402|@ 昭 503 
※ 陸 客数 は 平成 23 征 度 1 日 平均 東 行田 ひがし ぎょ うだ 731| 客 | 委 | 昭 71120| 2455|@ 平 127.1 
me em | PRR | | 貸 才 ① | 行 還 市 きょう し 83 | 客 | 委 | 大 I0. 4 1| 1780| 立 .@ 和 ( 昭 41.6.1).⑳592.1.@ 平 1841 
ユー カリ が 丘 ゆー か り が お か ゴ 客 | 回 | 昭 57.11. 2| 1.416 (⑨ | 持田 も ち だ 10.1 | 客 | 委 | 大 13.11.15| 1.057 | 昭 50.3 
地区 セン ター ちく せん た 一 | 9 客 平 412.3| 51 ①④ | 熊谷 くま が や 149 | 客 | 回 明 34.10. 7| 10285 
公園 こう えん 1.1| 客 | 回 7.11. 2| 232| 上 熊谷 。 か みく < ま が や 158| 客 | 委 | 昭 8.4 1| 960|⑳ 鎌 念 町 ( 昭 8.7.1)@ 平 11.12.1 
〇 | 女子 大 。 Cu だ u 20| 客 昭 57.11.2| 266| 男 ⑨ | 石原 いし わら 17.0 | 客 | 委 | 明 34.10. 7| 1.081 | 側 昭 54.9、@ 平 16.2.1 
ちゅ うがっ こう | 28| 客 昭 57.11.2| 992 02 せ 野鳥 の 礎 つろ せ や ちょ う の も り | 18.5 | 客 | 委 平 15. 327| 1.028 
| 36| 客 | |558. 922| a86 〇 | 広瀬 川原 。 ひろ せがわ ら 190 | 信 | 回 | 大 11. 5.13 一 | 園 20528.⑧201013⑧ 史 311.12⑧54101 
⑨ | 大 麻生 お お あ そ う 20.3 | 客 | 委 | 明 34.10. 7| 336|、⑧ 平 11.12.1 
秩父 鉄道 ⑨ | 明戸 あけ と 22. | 客 | 委 | 昭 60. 3.14| 301|⑧ 平 11.12.1 
沿革 年 表 ⑨ | 武川 た け か わ 24.8 | 客 | 回 | 明 34.10. 7| 955|⑳ 田 中 ( 明 36.6.24) 信 平 ]1.12 
明 32.Il 8 | 上 武 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 34.5. 8 | 寄居 一 長 洪 問 単線 自動 閉塞 式 に 変更 ⑨ | 永田 な が た 27.1 | 客 | 委 | 大 2.6.1 614|W 平 12.8.15 
間 3410 7 | 熊谷 寄居 間 開業 (1067mm 藻 気 ) 11.30 | 石原 一 寄居 問 単線 自動 閉塞 式 に 変更 ⑰ | 小 前 田 ” お まえ だ 30.5 | 客 | 委 | 明 34.10. 7| 1.081| 識 、@ 平 12.7.15 
36. 4 2 | 寄居 波 久礼 問 開 業 37.7. 6 | 秩父 セメント 専用 鉄道 武川 熊谷 工場 ⑨ | 桜沢 さく ら ざ わ 319| 客 | 委 層 1.4.1| 810|⑧ 平 17.11.1 
244.9.14 | 波 久礼 一 宝 登山 ( 現 長 消 ) 一 秩父 ( 後 の ( 現 三 ケ 尻 ) 間 開業 ⑨ | 寄居 より い 33.8 | 客 | 回 | 明 34.10. 7| 8.121 | ⑳ 昭 59.2.1 
荒川 ) 間 開業 39.12.28 | 秩父 セメント 専用 鉄道 熊谷 工場 一息 谷 問 ⑰ | 波 久 礼 。 は < れ 37.7 | 客 | 委 | 明 36. 4.1| 248|⑧ 平 12.5.1 
天 3.1027 | 宝 登山 一 大 宮 ( 更 秩父 ) 間 開業 、 宝 登山 開業 ⑲ | 樋口 ひぐち 客 | 委 | 明 44.9.14| 839|⑧ 平 11.18 
ー 国 神 (初代 : 後 の 荒川 ) 間 旅客 廃止 2. 528 | 熊谷 一 石原 問 単線 自動 閉塞 式 に 変更 © | 野上 の が み 客 | 委 | 明 44.9.14| 754| 立 、⑳ 本 野上 ( 昭 4.12.16)、 平 12.6.15 
5. 25 | 秩父 鉄道 に 社名 変更 46.1224 | 大 野原 一 影 森 間 単 線 自動 閉塞 式 に 変更 (⑨ | 長 漠 な が と ろ 客 | 回 1.018| ⑳ 宝 登山 (大 18.7.7) 
6. 927 | 秩父 - 影 森 間 開 業 47.1228 | 羽生 一 熊谷 間 単 線 自動 閉塞 式 に 変更 ⑨ | 上 長 漠 か みな が と ろ 客 | 委 259| ⑳ 国 神 ( 昭 3.5.15)、 久 平 12.4.15 
7: 9.16 | 影 森 一 武 甲 問 開業 (貨物 専業 ) 54.10. 1 | 三 ク 尻 線 武川 熊谷 貨物 ター ミナ ル 間 (⑨ | 親 鼻 お や は な 客 443| ®⑧ 平 11.12.1 
120 | 熊谷 一 宝 登 山間 1200V 電 化 開業 、 泌 生 一 武 川間 貨物 営業 廃止 ⑲⑨ | 皆野 みな の 客 1.310| ⑧ 昭 59.1、@ 平 22.2.1 
1.21 | 秩父 - 影 森 間 1200V 電 化 59. 2. 1 | 武 甲 線 ( 影 森 一 武 甲 間 ) 廃 止 (⑨ | 和銅 黒谷 。 わ ど うく ろ や 客 352t | @ 平 11.12.1、 づ 黒谷 ( 平 20.4.1) 
520 | 宝 登山 秩父 . 影 森 一 武 甲 間 1200V 電 化 63. 3. 5 | C58363 索 引 「 バ レオ エク スプ レス 」 〇 | 武 州 原谷 。 ぶし U ゅ う は ら や 貨 4.048 
9.18 | 北 武 鉄道 を 合併 運転 開始 ⑲ | 大 野原 お お の は ら 客 1.119| @ 平 16.2.1 
15' 619 | 国 神 ( 現 上 長 医 ) 一 荒川 間 廃止 平 1.4 1 | 御 花 畑 - 西 武 秩父 間 連 絡 線 設置 に より ⑨ | 秩父 ちち が 客 1.108| 婦 、⑧ 平 84.1 
昭 5 3.15 | 影 森 一 三峰 口 間 開業 西武 車 乗 入 開始 ⑨ | 御 花 畑 お は な ば た け 客 
9。720 | 蒸気 動力 廃止 認可 4 4 1] | ATS 使 用 開始 、 東 武 鉄道 乗 入 廃止 (0) か げ も り ® 
7. | 1500V 昇 圧 7 4 1 | 全線 CTC 化 
80.12.17 | 黒谷 一 大 野原 間 単 線 自動 閉塞 式 に 変更 11.12. 1 


ワン マン 運転 開始 うら や まぐ ち 
記し ゅ うな か が わ 
が し ゅ う ひ の 


200| ⑧ 昭 60.10 


長 滞 一 黒谷 間 単 線 自動 閉塞 式 に 変更 309 | 補 、 仙 昭 59..1、 平 7.4.1 


soc 
時 只 時 


本 


5 


時 的 映 


U2< 


@ 昭 41.4 1、 日 中 無人 化 ( 平 22.2.16) 


ーー 小 絹 こき め 
南 水海道 ( 信 ) みな みみ つか い どう 信 平 4 3. 6 ー| 較 
みつ か い ど う 客 大 211. 1| 2637|@ 昭 49.4.1 
きた みつ か い ど う 客 昭 47. 315| 376 
© な か つま 9| 客 | 先 | 9 2 1| 270|⑧ 昭 41.4.1、⑧ 昭 44.1.23 
0) みつ ま 239| 客 | 委 | 了 天 211. 1| 271| W41.4.1、 昭 47228 
関東 鉄道 南 石 みな みい し げ 87.2| 客 昭 6.11.15| 193 
常 総 鉄道 一 常 総 筑波 鉄道 一 関東 鉄道 常 絶 線 @ | 石 下 いし 288| 客 | 委 | 大 211. 1| 。819|⑧ 昭 47.10.21、 昌 中 無人 化 ( 平 22.9.1) 
明 45. 6 9 切 58.531 | 南守谷 - 新 守谷 間 複線 化 玉村 た ま む ら 310| 客 | 較 61115| 87|@ 昭 577.16 
1 取手 一 下館 間 開 業 (1067mm. 蒸 気 ) 59.11.15 | 新 守谷 一 水海道 間 複 線 化 ⑦ | 宗道 そう どう 330| 客 | 委 | 大 211.1| 2827 MTS に 
| 鬼 ) 利 人 交会 社 を 合併 平 5 415 | 列車 無線 使用 開始 ②| 下 本 。 いも っ ま 86| 客 | 回 大 1 | 14141@ 昭 4141 we 
四 累 奴 川 砂利 専用 鉄道 太田 郷 一 三 所 間 9 510 | ワン マン 運行 開始 (水海道 一 下館 間 ) @ | 大 室 た い ほ う 887| 客 | 大 211.1| 74 RAE916.®R801.16.g WPA039) 
を 地方 鉄道 に 変更 16' 33 | 取手 - 水 海道 間 で ワン マン 運転 開始 ④ | 騰 波 ノ 江 と ば の え 410| 客 | 大 15.815| 67 GAT 41 BA 1.23.®F11.4.1 
内 人 動力 併用 開始 (平日 朝 タ を 除く ) ④ | 黒子 くろ ご 438| 客 | 大 211.1| 163 47.1021.@ 還 56.1016.@ 平 11.41 
錦 波 人 と 合併 し 、 半 波 名 道 に 社名 変更 1 824 | つく < ば エク スプ レス 開業 と 同時 に 快速 運転 開始 ぐ ④ | 太田 郷 。 お お た ご う 473| 客 | 委 | 大 211. 1| 342|⑧ 昭 41.4.1、⑧ 昭 60.1.16 
三 所 線 旅客 営業 廃止 203315|| 全 列 車 ワ ンマ ン 運転 と な る ④ | 下館 し も だ て 51.1| 客 | 回 大 211. 1| 1.014 
B | 三 所 線 関本 一 三 所 千 廃 上 312 | !C カ ー ド シス テム PASMO 導 入 竜 ケ 崎 線 
6: | | 語 導 の 波 道 人 竜崎 鉄道 一 鹿島 参宮 鉄道 一 関東 鉄道 竜 ケ 崎 線 佐 買 さぬき ー| 客 | 委 骨 33. 814| 2313| W 平 1.9.16 
| し 、 関 東鉄 道 に 社名 変更 明 32・415 | 間 崎 鉄道 株 式 会 社 設立 入 地 いれ 22| 客 | | 明 33.814| 65 
の | 海 導 - 下 要 間 単線 自動 閉塞 式 に 変更 33.8.!4 | 竜崎 佐 加 問 開業 (762mm 藻 気 ) 〇 | 竜 ケ 崎 りゅう が さき 45| 客 | 回 | 明 33. 814| 2260| 固 、@ 昭 46..1 
了 ll 寺前 宮 式 に 変更 大 4 7 1067mmx を か 
025 | が チー 池峰 生 に 更 | 劉 ら 913/ 内 移動 カ 人 用 婦 可 真岡 鐵道 
9 | 商 移 台 業 旗 止 7Z。 ア | | 鹿島 参宮 鉄道 に 合併 され 、 同 社 竜ヶ崎 沿革 年 表 
有 524 7 | 取手 - き 原告 原 化 線 と な る 明 45.4. 1 | 真岡 軽便 線 下 館 - 真 岡 問 開業 昭 59.622 | 第 2 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
559) 20 | 水海道 - 下 雪 問 CTC 化 43.1031 | 恭 気 動力 廃止 大 2:Z11 | 真岡 - 七 井 間 開 業 61.18 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ の 転換 を 決定 
542 | 下妻 - 下 館 同 CTC 化 46. 4 | 代物 営業 廃止 9.12.15 | 七 井 - 茂 木 間 開 業 62. 4. | JH 東日本 真岡 線 と な る 
564! | チノ 廊 物 営業 廃 上 8 | ワン マン 運行 開始 1. 9. 2 | 真岡 線 に 改称 10.12 | 真山 針 首 株 式 会 社 設立 
“tts: 手 小 寄 物 党 業 謝 止 昭 5711・1 | 貸 物 崇 業 廃止 63. 4:11 | 下 由真 了 間 開業 。 電 子 閉 奈 式 に 変更 
※ 乗 降 客数 は 平成 3 年 度 1 晶 平均 59. 8. 1] | 荷物 営業 廃止 ‘3. 蒸気 機関 車 牽引 列車 運転 開始 


( 〇 ① ニ JH 東日本 ※ 乗 降 客数 は 平成 12 年 度 1 日 平均 (平成 21 年 度 の 全線 輸送 人 員 は 平成 2 年度 比 87.096) 


20Z 


きだ ちか の 
にし デレ し 
きた や ま 


140 


114 
まし ご 大 どら 。 663 
な な い 汰 2 7 
た た ら 昭 30.4. 1 ら 5 ら 

いち ほな | 大 91215| 414 

ささ は ら だ | 平 4. 3.14 17 

て ん や ば 平 4.3.14 35 

も て ぎ 大 9.182.15| 1.105 


S43 
宮中 38.1.10、 あ 留 一 車 ( 平 6.3.2Z) 


⑧W 昭 57.11.1 
人 ざ 昭 50.4.81、W 留 一 車 ( 昭 63.4.1 1 ) 


BS50.4.81、 留 一 車 ( 平 6.3.27) 


昭 53.10.1 


半年 表 
明 40.1l:18 | 湊 鉄 道 株 式 会 社 設立 昭 59- 2: 1 
大 2.1225 | 勝田 一 那珂 湊 間 開業 (1067mm 蒸気 ) 8. 1 
T1222 | 那珂 湊 一 磯崎 間 免 許 60-12.20 
13. 9.3| 那珂 湊 一 磯崎 間 開 業 61・1.20 
昭 3。 717 | 磯崎 一 阿字 ヶ 浦 間 開 業 平 4 4 1 
8 常 筐 線 水 戸 乗 入れ 開始 2e0. 4 1 
7.16 | 内 燃 動 力 併用 認可 
18. 8- 1 | 水 浜 電車 が 湊 鉄 道 、 茨 城 鉄道 を 合併 、 交 22. 4 6 
城 交通 設立 23.3-11 
38. 6.20 | 水戸 乗入れ 廃止 6.25 
4lr 6 1 | 水 浜 線 全線 廃止 9 
46。 1 | 茨城 線 全線 廃止 
駅 一 覧 


ひたち な か が 海浜 鉄道 
沿 


貨物 営業 廃止 
手 小 荷物 営業 廃止 
自動 閉塞 式 に 変更 
自動 列車 停止 装置 (ATS) 設 軒 
ワン マン 運転 開始 
次 城 交通 か ら 新設 分 割 に より 、 ひ た ちな 
が 海浜 鉄道 発 定 、 開 業 
全 列 車 ワン マン 運転 と な る 
東日本 大 震 災 に より 運休 
中 根 一 那珂 湊 間 運行 再開 
勝田 一 平磯 問 運行 再開 
平磯 阿字 ヶ 浦 間 運 行 再開 


※ 乗 降 客数 は 平成 23 年度 1 日 平均 


備 考 


か つた 
に っ こう まえ 
か ね あげ 

な か ね 

な か みな と 
と の や ま 
ひら いそ 
いそ ざき 


あじ が うら 


見 臨 一 留 ( 平 10.12.8) 


⑳ 昭 56.2.16、 ぷ 留 一 車 ( 平 82.9.1 ) 、⑱ 
⑳、 ぷ 
百 園 、⑧ 昭 59.2.1 


®® 
⑱、⑱ 
W 平 8.4.1 


鹿島 臨海 鉄道 


| 鹿島 臨海 鉄道 株 式 会 社 設立 平 4 Se8 天 活 鹿島 線 狼 理 無 線 便 員 語 始 
45.11.12 | 北 鹿島 ( 現 鹿 島 サ ッ カ ー ス タ ジ ア ム ) 一 723 | マリンライナー はまなす > 運転 義 始 
奥野 谷 浜 間 開業 8 31@ { 水戸 一 北 記 島 問 貨物 運休 
53. 785 | 北 鹿 島 一 鹿島 港南 間 旅 客 営業 開始 !3. 4. 1 | 大 洗 鹿島 線 ワ ンマ ン 運 転 開始 
S8.12。 1 | 北 鹿島 一 鹿島 港南 問 旅客 営業 廃止 3. 3:ll | 東日本 大 震 災 に より 運休 
59. 2, 1 | コン テ ナ 貨 物 営業 開始 年 2| 水戸 一 大 洗 間 運行 再開 
322 | 茨城 県 議会 で 鹿島 臨海 鉄道 に より 鹿島 4 / | 大 洋一 鹿島 サッ カー スタ ジア ム 間 運行 
新 線 を 開業 する こと を 決定 再開 
8.11 | 水戸 北 鹿島 問 免許 4 8 | 大 洗 一 新 欠 田 問 運行 再開 
60. 3.14 | 水戸 一 北 鹿島 問 開 業 和合 16 | JR 鹿島 線 乗 入 運 転 再開 
平 1. 786 | 北 鹿島 一 神栖 間 特 殊 自 動 閉塞 式 に 変更 6 カ | 鹿島 臨港 線 が 全線 運行 再開 
11.1 | 水戸 一 北 鹿島 間 貨 物 運転 開始 1 | 新鮮 田 一 大 洋間 運転 再開 
駅 一覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 13 年 度 ] 日 平均 、 他 に 鹿島 神宮 1506 人 (平成 1 年 度 全 線 輸送 人 員 は 平成 13 年 度 比 84 696) 
* 間 | 駅 名 lee 和 別 | 生日 So 備 考 
大 洗 鹿島 線 JR 東日本 
〇 | 水戸 み と ー| 客 | 回 | 照 60. 3.14| 5600 
e | 東 水戸 ひがし み と 38| 客 昭 60.3.14 222 ら 
⑲⑨ | 常 溢 つね ずみ 8.3| 客 昭 60. 3.14| 1.118 
⑤⑥] 大 洗 お お あら い 11.6| 客 | 回 | 昭 80. 3.14| 2.690| 宮園 
泡 沼 ひ ぬ ま 18.0| 客 昭 60. 3.14| 362 
④ | 鹿島 旭 か し まあ さ ひ 2.8| 客 昭 60. 3.14| 2438 
徳 宿 と くし ゅ く 6.7| 客 昭 60.3.14| 102 
④ | 新 鐘 田 し ん ほこ た 31.0| 客 | 回 | 招 60. 3.14| 1.900 
北浦 湖畔 きた うら こ は ん 34.9| 客 昭 60. 3.14 58 
⑨ | 大 洋 た いよ う 39.0| 客 昭 60. 3.14| 460 
鹿島 灘 か し まな だ 43.1 | 客 昭 60.3.14| 310 
⑥ | 鹿島 大 野 か し まお お の 46.1 | 客 B60. 3.14| 376 
語 涼 意 094 識 560eAGUesksGAA | 48.4| 客 平 811.18| 114 
荒野 台 こう や だ い 50.1 | 客 昭 60.3.14| 218 
⑱) 138 | ⑳ 北 鹿島 ( 平 6.3.12) . 余 一般 ( 平 6.3.15)、 旅 


〇 | 奥野 谷 浜 


お く の や は ま 


80Z 


就 子 電気 鉄道 


沿革 年 表 


| 鉄子 鉄道 株 式 会 社 設 立 1 820 | $ 子 電気 鉄 導 に 社 る 変更 
鉄子 外川 間 開業 1067mm 内 交 ) 。 35911 | 生葉 交通 の 系 列 と な る 
| 60OV 電 所 運転 開 始 | 59 2 1 | 買物 廃 上 


内 野 屋 工務 店 の 系 列 と な る 
ワン マン 運転 開始 


空 棚 に より 変電 所 車庫 焼失 、 全 線 運 休 平 2.1.17. 


回 =JR 東 日 本 ※ 乗 車 客数 は 平成 21 年 度 1 日 平均 (降車 客 は 含ま ず ) 
安 ーー に CE 
ちょ うし 回 2.7.5| 795 
な か の ちょ う 05 = 回 大 12. 7. 5 45| 日 園 、⑧ 昭 59.2.1 
か ん の ん 1 客 | 〇 た 12. 7.5 127 
も と ちょ うし 1.8| 客 大 12. ユ ち も 181| ®@ 平 20.1.1 
か さがみ くろ は え 27| 客 | 回 14. 7.1 151 | 立 、⑱ 昭 59.2.1 
に し あし か じ ま 32| 客 昭 45.3.1 45 
あし か じ ま 36| 客 大 12. 7. 5| 161| W 平 20.1.1 
きみ が は ま 4.7| 客 昭 6.621 18 
いぬ ぼう 5.5 客 | 〇 | 阿 10. 9. 1 197| @ 灯 台 前 ( 昭 16.11.15) 
と か わ 64| 客 | 回 大 12 7.5| 232|⑧ 昭 59.2.1 
( 湊 鉄 道 
半年 表 
55.19 | 小湊 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 48.12. 8 | 五井 一 上 総 牛 久間 上 自動 閉塞 人 


43 7| 五 #ー 里 見 問 開業 (1067mm: 恭 気 ) 59.10.16 | 手 若 物 営業 廃止 
5 9 1 | 里見 一 月 崎 間 開 業 11. 8 | 養老 渓谷 一 上 総 中 野間 小 荷 物 営業 廃止 
四 35.16 | 月 内 一 上 総 中 野間 開業 、 内 次 動 力 併用 61. 3. 3| 小 荷 物 営業 廃止 
開始 平 7 2 1 | 五井 一 上総 牛 久間 ATS 設 置 
2Z 321 | 蒸気 機関 車 全廃 10.816 | 上 総 牛 スー 上 総 中 野間 を スタ ン 閉 塞 式 
供物 営業 廃止 


郵便 物 輸 送 廃止 


か ず さ か わ ま 客 
か ず さ つ る まい 客 ⑳ 鶴 舞 町 ( 昭 33. ].1 )、@ 昭 44. 10.1 
上 総 久保 か ず さ く ぼ 22.0| 客 
高 滝 た か た き 23.8| 客 W、⑳、 仙 昭 42.4.1 
里見 さと み 25.7| 客 人 @ 昭 44.10.1. 側 @ 平 10.9W 平 14324 
飯 給 いた ぶ 275| 客 人 W 昭 31.1.5、⑱ 昭 42.4.1 
月 崎 つき ざき 29.8| 客 ⑳、⑳、⑱ 昭 42.4.1 
上 総 大 久保 か ず さ お お く ぼ 32.3| 客 W 昭 31.1.15、N 昭 42.4.1 
養老 渓谷 よう ろ ぅ けい こく < | 349| 客 人 @⑳ 朝 生 原 ( 昭 29.12.1)、 人 昭 42.4.1 
上 総 中 野 か ず さ な か の | 39.1| 客 昭 3.516| 23| ⑱ 昭 42.4.1、⑳ 昭 63.4.1 
沿革 年 表 
大 118.15 | 千葉 県 営 鉄道 大 原 一 大 多喜 間 開 業 昭 9 826 | 総 元 - 上 総 中 野間 開業 
(609mm: 人 力 ) 49:10- 1 | 貨物 営業 廃止 
10. 3.31 | 千葉 県 営 鉄道 の 軌道 を 長島 金 夫 他 1 へ 56. 8.18 | 第 一 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
譲渡 59. 2 1 | 荷物 営業 廃止 
11. 20 | 長島 金 夫 他 1 名 経営 の 軌道 、 夷 隅 鉄道 61.11 第 1 1 回 協議 会 に お いて 第 三 セ クタ ー 鉄 
へ 譲渡 許可 道 へ の 転換 決定 
13 内 燃 動 力 に 変更 62. 4. 1 | JR 東 日 本 木原 線 と な る 
昭 8 787 | 夷隅 軌道 大 原 一 大 多喜 間 軌 道 廃止 許可 7 7 | いす み 鉄 道 株 式 会 社 設立 
9. 1 | 国 が 夷隅 鉄道 を 買収 63・ 3:24 | 大 原 一 上 総 中 野間 開業 。 電 子 閉塞 式 に 変更 
574 | | 大 原 線 大 原 一 大 多喜 問 開業 (1067mm) 平 8.12.19 | 列車 無線 取付 
me 5 大 多喜 総 元 間 開 業 土 休日 等 に 観光 急行 列車 運転 開始 
※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 
nHHEoEy CE 


〇 | 大原 お お は ら 
に し お お は ら 
か ず さ あ すず ま 


に っ た の 


奈 王 融 海 菊 導 森 式 会 婦 設 立 

届 現 一 浜 五 電 刻 原 分 岐 一 京華 市 原 商 
研 業 (706Zmm: 内 燃 ) 

浜 五井 一 槍 津 商 開 業 

』 礁 津 一 袖ヶ浦 ( 現 北 袖 ) 商 開業 

48 ョ 328 | 袖ヶ浦 分 岐 ( 更 北 袖 分 岐 ) 一 京葉 久保 田 

間 開 業 、 区 我 一 前 川間 タブ レッ ト 閉 窒 式 . 
前 川 一 京葉 久 保田 間 スタ フ 閉 塞 式 導入 


間 義 業 


1 


国鉄 西船 橋 : 蘇 我 の フロ ント 業務 受託 


5Z. 4 国鉄 小名木 川越 中 島 の フロ ント - 入 換 
業務 受託 

59- 2 コン テ ナ 営 業 開始 

1 3 CTC 導 入 

6. 1.20 | 千葉 貨物 ター ミナ ルー 食品 南 . 食 品 北 
間 廃 止 

8- 3 JR 資 物 千 葉 貨 物 タ ー ミ ナル 業務 受託 
廃止 

0.3 JR 買物 新小岩 操 の 入 換 業 務 受 託 


※ 発 着 量 は 平成 12 年 度 1 日 平均 (平成 21 年 度 全 線 輸送 量 は 平成 12 年 度 比 94.296) 


R ーー 中 | 年 月 日 | 先 恒 備 考 
〇 | 想 我 そ が ー 昭 38. 9.16 
も ④ | 千葉 貨物 。 ちば か も つ 30| 貨 | 回 | 昭 38. 9.16| 692| 村田 ( 平 9.3.22)、 コ ソ テ ナ 堂 業 開始 平 5.19) 
か ©e | 市原 分 岐 点 いち は らぶ ん さて ん | 58| 信 軌 38. 9.16 ー 
④ | 浜 五井 は ま ご い 88| 貨 皿 38. 9.16| 3.585| 0.7km 北 袖 方 か ら (昭和 40.6.1) 
〇 | 玉 前 た まさ き 10.1 | 貨 昭 40. 6. 1 108 | コンテナ 営業 開始 ( 昭 59.2) 
〇 | 甲子 き の え ね 11.8| 貨 軌 40.6.1 
⑨ | 前 川 まえ か わ 145| 貨 . 6.1 
〇 | 椎 津 し いづ 17.7| 貨 
〇 | 北 袖 分 岐 点 きた そ で ぶん き て ん | 19.3| 信 ー| 袖ヶ浦 分 岐 (昭和 49.3.1) 
〇 | 京葉 久保 田 けい よう < ほ た 21.6| 貨 茹 48. 328| 251 | コン テ ナ 営 業 開始 ( 平 2.3) 


( 北 袖 分 岐 点 ) 
北 袖 きた そ で 


(市 原 分 岐 点 ) 
京葉 市 原 けい よう いち はら 切 38. 9.16 ら 


⑳ 袖 ヶ 浦 (昭和 49.3.1) 


沿革 年 表 


千葉 都市 モノ レー ル 株 式 会 社 設立 
] 号線 と 2 号線 が 特許 

ら 号 線 ス ポー ツ セ ンタ ー- 千城台 間 開 業 
ら 号 線 千 葉 ( 仮 )- ス ポー ツ セ ンタ ー 間 開業 

1 号線 千葉 みな と 千葉 間 開 業 。 同 時 に 
千葉 ( 仮 ) 廃 止 


60Z 


平 1 
1 


1. 3.14 


1. 324 
8. 428 


1 号線 千葉 一 県 庁 前 間 開 業 

産業 活力 再生 法 に 基づく 事業 再 構築 計 
画 が 認定 され る 

IC カ ー ド PASMO 導 入 


千葉 みな と ちば みな と ー | 補 7.8. 3 
市 役所 前 。 し や くし ょ まえ 0.71 客 742 
⑪ | 千葉 ちば 15| 客 | 回 隊 7.8. 1120742\% 
栄町 さか え ち ょ う 820| 客 平 11.324 374 
酸 川 公園 よし か わこ うえ ん 2.5| 客 平 11. 324| 1.40g 
つ | 県庁 前 けん ちょ うま え 3.2| 客 11.324| 1536 
2 号線 
千葉 ちば ー| 客 | 3612| 開業 時 は 仮 駅 、 平 78.1 移 設 
千葉 公園 ちば こう えん 1.1| 客 平 3.6.12| 1.370 
作 草 部 さく さ べ 1.8| 客 平 3.6.12| 3496 
天台 て ん だ い 2.5| 客 平 3.6.12| 3.324 
穴川 あな が わ 3.4| 客 平 3.6.12| 2.752 
スポ ー ツ セン ター す ぼ ー つ せん た 一 4.0| 客 | 〇 1 昭 63. 328| 4610 
⑪ | 動物 公園 どう ぶっ こう えん 5.2| 客 昭 63. 328| 1.286 | 日 園 立 
の みつわ台 みつ わ だ い 6.2| 客 昭 63. 328| 3.250 
都賀 つが 7.7| 客 | 回 | 昭 63. 328| 10.654 
桜木 さく ら ぎ 9.0| 客 昭 63. 328| 8896 
小倉 台 お ぐら だ い 10.2| 客 昭 63. 328| 2554 
干城 台北 。 ち し ろだ いき た 11.2| 客 昭 63. 328| 1.684 
〇 | 千城台 ち し ろだ い 12.0| 客 | 回 63. 328 ae7a| 


明 42.6.30 
45. 487 
大 111. 3 


@.1021 
3: 8.30 
邊 11. 3 
5.18.30 
eb 2 
Uh 


15.12. 9 
18.24 
8. 1.31 


京成 電気 軌道 株 式 会 社 設立 
帝釈 人 車 軌道 を 買収 

押上 伊予 田 ( 現 江 戸川 ) 間 曲 金 (店 京成 高砂 ) 
ー 柴 双 間 開業 (1378mm600V) 

柴又 金町 (下京 成金 町 ) 間 開業 

市 川 市 川 新 田 ( 現 市 川 真間 ) 間 開業 
市 川 新 田 一 中 山間 開業 

中 山 ( 現 京成 中 山 )- 船 橋 ( 現 京成 船橋 ) 間 開業 
船橋 千葉 ( 旧 駅 ) 間 開業 

関東 大 赴 災 の た め 全 線 運転 休止 
(98 全 線 復旧 ) 

津田 沼 - 酒 々 井 ( 上 京 成 酒々井 ) 間 開業 (1200V) 
酒々井 成田 花咲 町 間 開 業 (1800V) 
江戸 川橋 染 複線 化 


2 821 


cc ドー 
4.7 
5. 485 


7.24 


6.12.19 

8.12.10 

9. 6.22 

UN 
20: 2.20 
685 


沿革 年 表 
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花輪 ( 現 船 橋 競 輸 場 ) 一 谷津 遊園 地 間 開業 


(600V) 
全線 を 1200V に 昇圧 
向島 一 白 頻 間 開 業 


成田 花咲 町 一 成田 ( 昌 京 成 成田 ) 問 開業 


(成田 花咲 町 廃止) 


筑波 高速 度 電気 鉄道 (田井 村 一 日 暮 里 - 


上 野 公園 免許 所 有 ) を 合併 
日 暮 里 一 青砥 間 開 業 


日 暮 時 上 野 公園 ( 更 京 成 上 野 ) 間 開業 


京成 花 輸 谷 津 遊園 地 問 廃 上 
向島 一 白 占 間 廃 上 
軌道 か ら 地方 鉄道 に 変更 
京成 電鉄 に 社名 変更 


次 頁 に つづ く 


IS) 
S ーー ーーー 一 mm 
昭 86.12.17 | 津田 沼 以 西 を 1500V に 昇圧 | 平 8 331 | 北 総 開発 鉄道 と の 相互 直通 運転 を 開始 東 中 山 ひがし な か や ま 21.6| 客 6.960| @ 中 山 競馬 場 前 ( 昭 28.9.1) 
27 ” 用 | 特急 < 開運 運転 開始 100 有 | 千葉 急行 電鉄 線 を 譲り 受け 京成 西船 けい せい に し ふ な | 22.2| 客 | 回 よ 5.12.30| 8.796| ⑧ 葛 飾 ( 昭 62.4.1) 
10 全線 1500V に 昇圧 12.10.14 | 失 由 乗車 カー ド シ ス テム 「 バ パス ネッ ト ] 導 入 海神 か いじ ん 23.6| 客 | 回 | 大 8.1025| 4.508 
S410. 9 | 1435mm 改 軌 始 まる (1 1.30 完 了 ) 14.1087 | 受 山 鉄道 へ の 直通 運転 開始 京成 船橋 "けい せい ぶな ば し | 25.1| 客 | 回 | 大 5.1230| 91.071| ⑳ 船 橋 ( 昭 6.11.18)、⑳ 平 18.11.25 
SS.12. 4 | 都営 浅草 線 直通 乗 入 開 始 18.11.25 | 海神 一 船橋 競馬 場 間 高架 化 大 神宮 下 だ いじ ん ぐう し た 26.4| 客 | 回 大 10. 7.17| 3.852| W 平 18.11.25 
42. 524 | 新 千葉 一 京成 千葉 ( 現 千 葉 中 央 ) 間 高架 化 83.18 | IC カ ー ド PASMO 導 入 ⑪ | 船橋 競馬 場 ふ な ば し けい ば じょう | 27.2| 客 | 回 昭 2 822| 18.706| 人 義 (6.11.18) 月 ( 昭 38.12 1)、@⑤ 束 
= 4 | | ATS 使 用 開始 ら l.103 | 日 区 時 駅 下線 高架 化 、 ホ ー ム が 上 下線 別に 成因 ( 昭 25.7.5) セン ター 名 生 場 前 (62. 1) 
62I | 3 社 (京成 都営 京浜 急行 ) 相 互 直通 運転 開始 N42 駒井 野 ( 信 ) 一 空港 第 2 ビル 問 複線 化 谷津 や ゃ っ 28.2| 客 | 回 | 大 10. 7.17| 11.022| ⑧ 合 津 送還 ( 昭 59.1 1.24)、⑧ 谷 津 海岸 ( 昭 23.4.1) 
| 241015 | 列車 無線 使用 開始 28. 7 5 | 金町 線 京成 高砂 駅 高梨 化 、 本 線 直 通運 転 廃止 8 京成 津田 沼 けい せい っ だ ぬ ま | 29.7| 客 | 回 | 大 10. 7.17| 52.619| 固 、@ 津 田沼 ( 昭 6.11.18) 
45. 824 | お 花茶 屋 一青 砥 問 高架 化 17 | 成田 空港 線 開業 。 同 時 に 新型 スカ イラ イナ ー 京成 大 久保 けい せい お お く ぼ 32.] | 客 | 回 | 大 15.12. 9| 31.200| 大 久保 ( 昭 6.11.18) 
_471231 AE 形 (2 代 ) に よる 160Kkm 運転 開 始 実 粉 み も み 340| 客 | 回 15.12. 9| gg.gog 
48.12.3Q | 特急 「 ス カイ ライ ナー」 京 成 上 野 - 京 成 帝釈 人 車 軌道 ⑱ | 八千代 台 や 5 ちよ ょ だい 36.6| 客 | 回 | 昭 31. 320| 47.256 
成田 問 運転 開始 明 32.1g:17 | 金町 一 柴又 間 開 業 (人 力 ) ⑪ | 京成 大 和田 けい せい お お わ だ 38.7| 客 | 回 | 大 15.12. 9| 12.088| 大 和田 ( 昭 6.11.18) 
SI.714 | 京成 上 野 改良 工事 竣工 45.』427 | 京成 電気 軌道 が 合併 勝田 台 か つた だ い 40.3| 客 | 回 | 昭 43. 5. 1| 51.793 
53.52I | 京成 成田 一 成田 空港 ( 現 東 成田 ) 間 開業 千葉 急行 電鉄 志津 し づ 42.1| 客 | 回 | 3. 318| 16.339 
60. 812 | 青砥 一 京成 高砂 間 複 々 線 化 千葉 急行 電鉄 株 式 会 社 設立 f ユー カリ が 丘 ゆー か り が お か 43.2| 客 | 回 | 昭 5711. 1| 21.392 
平 6.19 | ニュ ー ス カイ ライ ナー(AE100 形 ) 千葉 中 央 一 大 森 台 間 開業 京成 臼井 けい せい うす い 45.7| 客 | 回 | 大 15.18. 9| 22.017| @E 非 ( 昭 6.11.18).⑱0.6km 上 野方 か ら ( 軌 53.10) 
営業 運転 開始 7: 4 1 | 大 森 台 一 ちはら台 問 開業 ⑯ | 京成 佐倉 。 けい せい さく ら 51.0| 客 | 回 | 大 15.12. 9| 19.191| @⑳ 佐 倉 ( 昭 6.11.18) 
a 駒井 野 分 岐 点 一 成田 空港 間 開業 京成 電鉄 に 譲渡 大 佐倉 お お さく ら 53.0| 客 | 回 | 大 15.12 9| 2423 
※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 京成 酒々井 けい せい し すい 55.0| 客 | 回 大 15.12. 9| 6.438| 酒井 ( 昭 6.11.18) 
⑲ | 宗 吾 参道 そう こさ ん どう 57.0| 客 | 回 | 上 昭 3 4 1| 2583| 國 、 宗 吾 ( 昭 26.7.1) 
上 野 公園 ( 昭 28.5.1) 公津の杜 こう づ の も り 58.6| 客 | 回 平 6.4.1| 8660 
に っ ぽ り ⑪ | 京成 成田 。 けい せい な り た 61.2| 客 | 加 | 昭 5. 425| 34.583| ⑳ 成 田 ( 昭 6.11.18) 
し ん みか わ じ ま 〇 | 駒井 野 ( 信 ) こま い の し A こ 3L ょ 3 | 67.2| 信 | 回 平 3. 319 ー 
まち や e | 空港 第 6 ビル くう こう だ い に び る | 68.3| 客 | 回 平 412 3| 14885 
せん じゅ お お は し ⑥ | 成田 空港 な り た くう こう a 平 3.3.19| 20.604 
けい せい せき や 東成 田 線 
ほり きり し ょ うぶ えん (京成 成田 ) 
お は な ぢ ゃ や 0 (駒井 野 ( 信 )) 
あお と 11.5| 客 | 固 | 選 311. 1| 44.161| ⑱ 昭 59.7.24 東成 田 ひがし な り た 2.033| ⑳ 成 田 空 港 ( 平 3.3.19) 


127| 客 | 回 | 大 1.11. 3| 93.314| 圏 ⑳ 曲 金 (大 2.6.26)、. ざ 高砂 ( 昭 6.] 1.18) 押上 線 
145| 客 | 回 悦 7.5.15| 16.140| ⑧@ 小 岩 ( 昭 6.11.18) 

15.7| 客 | 回 大 1.11. 3| 5.215| 市 川 (大 3.8.30) 一 伊予 田 

16.4| 客 | 回 | 大 3. 830| 11.664| 人 づ 市 川 (大 4.4.1)、 ご 市 川 国府 台 ( 大 10.4.6)、 
市 川 湧 の 台 ( 昭 23.4.1) 

17.3| 客 | 回 | 大 3. 830| 7.341| ご ざ 市 川 新 田 (大 10.4.6) 


けい せい た か さ ご 
けい せい こい わ 
えど が わ 
こう の だ い 


けい せい ひき ふ ね 
や ひろ 
四ツ木 。 ょ っ ぎ き 
京成 立石 けい せい た て いし 


いち か わ ま ま 
す が の 
けい せい や は た 19.1! 客 | 思 | 昭 10. 5. 1| 30.361| ⑧ 新 八幡 ( 昭 17.11.1) 
お に こえ 20.1 | 客 | 局 【 昭 \0. 8.3| 4.707|⑧ 中 山 鬼 越 ( 招 18.2.1) 
らい せい な な や きま 。 \ 2OBl 客 U =)! 天 4 いい .3( 3515| pcBLL(88G.1 1.18) 


LLZ 


平 3 8 7| 12440 
けい せい まく は り 大 10. 7.17| 7.546| 幕張 ( 昭 6.1 1.18) 
有朋 失 見 川 。 ワ み から 大 10. 717| 3585 
/ / 氷 成 稲毛 けい せい いな げ 大 !0. 717| 6097| @ 稲 毛 ( 昭 6.11.18) 
| / み どり 台 。 み ep だい 大 12. 222| 6482| G 黒 落 ( 昭 46.10.1)、③ 工 学部 前 ( 昭 26.7.1)、 
A ⑧ 帝 大 工学 部 前 ( 昭 234.1)、⑧ 浜 箇 岸 ( 昭 17.11.10) 
| | 西 登戸 に し os と 大 11. 3.18| 2143| 千葉 海岸 ( 昭 42.4.1 ) 
|| | 新 千葉 。 し ん ちば 大 12.724| 1420 
| 京成 千葉 けい せい ちょ 了 B42.12. 1| 24448| @ 昭 425.24、@ 国 鉄 干 葉 駅 前 ( 昭 62.4 1) 
@ | 千葉 中 央 ちば ちゅ うお う 大 10. 7.17| 15.546| ⑧ 京 成 千 葉 ( 昭 62.4.1)、⑧ 千 葉 ( 昭 6.11.18) 
千原 線 


ちば で ら 
@ | 大森 台 お お も り だ い 
© | 学園 前 が くえん まえ 
あゆ み 野 あぁ ゆみ の 

© | ちはら台 


ち は ら だ い 


f (京成 高砂 ) 
W サ ( 東 松 戸 ) 
W ( 新 鎌ヶ谷 ) 
W (生業 ニュ ー タ ウツ 中 央 
W ( 印 護 日 本 医大 ) 

⑥ | 成田 湯川 な り た ゆか わ 
(成人 肖 光 人 点 ) 


④ | 新 根 古屋 ( 信 ) Usc や LA こう し お 


卒 アク セス 特急 の 利用 人 員 の み 
座 ア クセ ス 特 急 の 利用 人 員 の み 
※ ア クセ ス 特 急 の 利用 人 員 の み 
北ア クセ ス 特 急 の 利用 人 員 の み 


北 総 鉄道 
沿革 年 表 


昭 47.510 | 北 総 開発 鉄道 株 式 会 社 設立 


昭 63. 4.』 | 住宅 部 市 整備 公団 線 の 第 2 種 事業 者 と な る 。 
54: 3.8 | 北 初富 一 小室 間 開 業 (1435mm. 直 流 第 | 種 区 間 を 含め て 北 総 . 公 団 線 と 称す る 
1500V) 平 9 33] | 京成 高砂 - 新 鎌ケ谷 間 開 業 、 京 成 電鉄 
59 3.19 | 住宅 都市 整備 公団 小室 一 千葉 ニュ ー タ 線 と 相 直 開始 
ウン 中 央 間 開 業 (運営 を 受託) 人 7 8 | 北 初富 一 新 鎌ヶ谷 間 廃止 


右上 に つづ く 


千代 タウ ン 中 央 一 
導 邊 区 束 02 回 が 住吉 公 


の 業務 を 引き 継ぐ 


の 原 W 
0 


Co 
で つく: 知 


で い に 
いい ks と ベス: : ま らい 


伯 に 9 。 65 玩 遇 0 で 条 
就 送 を 〒 葉 ニュ ー タ ウン 銘 道 に 用 憎 訂 渡 


12。 722 | 印西 牧の原 一 印 衝 日 本 医大 前 間 開 業 19. 3.18 | \C カ ー ド PASMO 由 入 、 
10.14 | 共通 乗車 カー ド シ ス テム 「 パ スネ ッ ト ! 導 入 22: 7.17 | 京成 電鉄 が 第 2 種 事業 者 と な る 
駅 一 覧 國 = 京成 電鉄 ※ 乗 降 客 数 は 平成 19 年 度 1 日 平均 (都市 交通 年 報 より 鑑 出 ) 
a R る 本 FILE 本 | CE 
④ | 京成 高砂 。 けい せい た か さ ご ー| 客 | 較 和平 3. 331|*60.870 | 京成 電鉄 発着 56.317 人 を 含む 
| 新柴又 し ん し ば また 1.3] 客 | 回 平 3.331| 3668 
@⑱ | 矢 切 や ぎり 32| 客 | | 平 3.331| 6568 
北国 分 きた こく ぶん 4.7| 客 | 回 平 3.331| 7.170 
秋山 あき や ま 6.2| 客 | 回 翌 3.331| 4805 
@⑩ | 東 松 戸 。 ひがし まっ と 75| 客 | 回 悦 3 381| 13754 
松 飛 台 まつ ひだ い 8.9| 客 | 回 平 3.331| 4.191 
大 町 お お まち 10.4| 客 | 回 平 3 331| 1.647 
@⑩ | 新 鎌ケ谷 。 し ん か ま が や 127| 客 | 回 |f 3. 331|*22442| ⑳ 信 一 客 ( 昭 3.3.3 1 ) = 新人 
5.865 人 と 東武 鉄道 発着 5.053 人 を 含む 
⑪ | 西 白 井 に し し ろ い 158| 客 | 回 | 申 54 3.9| 12757 
白井 し ろ い 17.8| 客 | 回 | 照 54.3.9| 10.278 
Ni 小室 こむ る 198| 客 | 回 攻 54 3 9| 4517 
本業 ニ ュー タウ 中 央 ちば に ゅ - た 3A5 ち 9 うお うぅ | 23.8| 客 | 回 | 照 59. 3.19| 88.471 
⑱ | 印西 牧の原 いん ざい まき の は 5 | 28.5| 客 | 回 平 7 4 1| 10587| 固 
_ 〇 | 印 飛 日 本 医大 いん ば に ほん いだい | 32.3| 客 | 回 平 12 722| ag03 
之 山 鉄 
沿革 年 表 
芝山 鉄道 株 式 会 社 設 立 平 10.122 | 着工 
63. 6.24'| 京成 電鉄 成田 空港 ( 現 東成 田 ) 一 整備 場 14.10.27 | 東成 田 一 芝山 千代 田 間 開 業 (1435mm- 
前 (仮称 現 芝 山 千代 田 ) 間 免 放 1500V) 
駅 一 の Cm = 京成 電鉄 ※ 杯 車 宮 致 は 平成 21 年 度 1 日 平均 ( 旗 車 客数 を 含ま ず ) 


HFP 


ーー ひがし な り た 國 | 昭 53. 581 6 
芝山 干 代田 し ば や まち よ だ ら . ら 回 平 14.1027 


成田 空港 ( 平 3.3.18) 


新 京 成 電鉄 


沿革 年 表 


昭 21.10.23 
に に | に だ め 4 


3. 8.26 


新 京成 電鉄 株 式 会 社 設立 
新津 田沼 (初代 ) 一 薬園台 間 開 業 


(1067mm.1500V) 
薬園台 一 滝 不動 間 開 業 


昭 24. 1.8 
10.17 
28.10:21 
ea 


潤 不 動 一 鎌ケ谷 大 仏間 開業 
鎌ケ谷 大 仏 一 鎌ケ谷 初富 (初富 ) 間 開業 
1372mm 改 軌 な る 


前 原 一 京成 津田 沼 間 開 業 ( 旧 ル ー ト ) 
次 貞 に つづ く 


PN?”” US 


アー 
SS 
30 4 tm RE50 8 7| < ぬぎ 山 一 勿 ケ 谷 大 仏間 補 線 化 に より 17 a 本 原 - つ くば 章 開業 (1087mm. 評 19 918| IC カ ー ド シス テム PASM 電 人 
34.818 | 1435mm 改 軌 な る 新津 田沼 松戸 間 複 線 な る 1500VS20.000V) 
36. 823 | 前 原 一 新津 田沼 (3 代 ) 間 開業 | 54.3.7 | ATS 使 用 開始 駅 一 覧 開 車 客 数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 (降車 客数 は 含ま ず ) 
|) 11.25 | 松戸 - 八 柱 間 複線 化 3 9 | 北 総 開 発 鉄道 開業 に より 相互 直通 運転 開始 本間 Om | 
37- 821 | 八 往 - 五 香 問 複線 化 68. 4 1 | 新津 田沼 - 京 成 津田 沼 間 、 京 成 電鉄 より あき は ば ら 回 
3810.26 | 前 原 一 高根 公団 間 複 線 化 譲り 受け | し ん お か ち ま ち 16| 客 | 回 
39 B12 | 高根 公団 鎌ケ谷 大 仏間 復 線 化 平 4 7 8 | 北 総 開発 鉄道 相互 直通 運転 廃止 あさ くさ 81| 客 | 回 
40. 629 | くぬぎ 山 - 五 香 問 複線 化 8 4 1 | 最高 速度 を 時 速 85km に 変更 みな みせ ん じ e 56| 客 | 回 
43. 5.15 | 新津 田沼 - 京 成 津田 沼 間 開業 (京成 電 12.10.14 | 共通 乗車 カー ド シ ス テム 「 パ スネ ッ ト 」 導 入 ⑪ きた せん じゅ 75| 客 | 回 | 下 7. 824|37.306 
| | 鉄 志 有 )、 新 津田 沼 - 前 原 間 複 線 化 19 818 | IC カ ー ド シス テム PASMO 導 入 あお い 106| 寄 | 回 困 7. 824| 5812 
駅 一 覧 ※ 東 降 客 数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 ろく ちょ う 120| 客 ご 2 2 0 
柄 内 票 村 | 到 疲 | 駅 中 ; や し お 15.6| 客 平 1/. 6. 0 
HH ーー | に ぁ e と 5 ちゅ 3 お う | 19.3| 客 | 回 剛 17. 824| 8.708 
南流山 みな みな が れ や ま | 22.1| 客 | 回 平 17. 824|29.277 
沿 p 小 嫌 /(- ク な が れ や ませ ん と 5 る ば - く | 24.3 客 | 周平 17.824| 2855 
® 沿 | お お た か の 奈 な が れ や まお お た か の も り | 26.5| 客 回 平 17. 824| 29.056 
柏の葉 キャ ツリ 【 ス か し わ の は きゃ ん ば す | 30.0| 客 | ピ 平 17. 824| 12.152 
と きわ だ いら 柏 た な か か し わた な か 320| 客 | 回 平 17. 824| 2.854 
ご こう (C) 守谷 も りや 377| 客 | 回 平 17. 824|22.644 
も と や ま みらい 平 。 みらい だ いら 443| 客 | 回 | 平 17. 824| 3.387 
くぬぎ や ま みどり の 486| 客 | 回 7. 824| 2690 
北 初富 = さ た は つと み 万 博 記念 公園 ば ん ば くさ ね ん こう えん | 51.8| 客 | 回 平 17. 824| 2063 
新 鎌 人 ケ 谷 。 し ん か ま が や 研究 学園 けん きゅう が < えん | 55.6| 客 | 回 平 17. 824| 4.886 
初富 は つと み 5660| @ 儀 ケ 人 初富 ( 昭 30.4.1) 〇 | っ くば | 583| 客 | 回 \!7.824| 15638| _ 
ふた わ む こう た | 163| 客 | 回 流 鉄 
みさ き | 】 ル 4J Eo 1.8 沿革 年 表 
に きみ どう | ja5/ 客 / O | 膨 3 826| 7045| 早 音 深 座 無 配置 化 ( 平 23.6.16) 大 211. 7 | 流山 軽便 鉄道 設立 昭 52. 4. ] | 貨物 営業 廃止 
た の ね こう だ ん | 195| a 5. 8.14 | 馬橋 流山 間 開業 (762mm 燕 気 ) 57.12. 1 | 単線 自動 閉塞 式 に 変更 
た の ね きど ]111:15 | 流山 鉄道 に 社名 変更 61.2.17 | 最高 速度 を 時 速 45km か ら 55km に 変更 
きた な らし の 13.1225 | 1067mm 改 軌 平 67] 西平 井 変電 所 新設 
な 5 し の 10. 8| 12603| 早朝 深夜 無配 軒 化 ( 平 22.4.1) 昭 8 ] | ガン リン 動力 伯 用 15 | ATS 設 置 
お 248 24.12.26 | 1500V 電 化 、 流 山 電気 鉄道 に 社名 変更 20. 8. 1 | 流 鉄 に 社名 変更 
まえ ば ら 7054| 早朝 深夜 無配 置 化 ( 平 19.12.1) 42. 5.30 | 流山 電鉄 に 社名 変更 ジー 123 | 終日 ワン マン 運転 開始 
し ん つ だ め ぬ ま 46・ = 総武 流山 電鉄 に 社名 変更 | 3 町 編成 が 消滅 し 全車 2 輌 編成 に 
@ | 京成 津田 沼 けい せい つ だ ぬ ま | 265| 客 .11. 1| 40883| 昭 28.11.1、 昭 36.8.23、 昭 43.5.15 に 移転 


| 首都 圏 新 都市 鉄道 | 回 は 5 2963| a 
ーッ 
沿革 年 表 幸 谷 こう ゃ 回 |g36 2 3) 4.458/ @O.3km 馬 橋 方 か ら ( 路 5Z 7.7 の ) 
平 4 0 | 秋葉 原 一 つく ば 間 免 許 小 人 金城 外 こがね じょう し 回 [28.1224| 1.546| BI— 還 (E27 EO KNEAD SEAIO)N 


SI5 | 首都 回 新 都市 鉄道 株 式 会 社 設 立 
右上 に つづ く 


ELZ 


36/ 補 / 豆 / 5 372/ 7.2Z9/ な (西平 弁 ) 
5 7 / 客 / 加 / 思 8 241| 2 ら 489) @ 赤 域 台 ( 申 9.1O.1)③ 赤 城 ( 昭 40.6.26) 
5Z/ 客 / 軌 大 5 314| 2679| 旦 男 


栗 京 忠海 高 遂 次 道 
= 年 表 
| ら 」 東京 感 海 高速 鉄道 株 式 会 社 設立 


12.10.14 | 共通 乗車 カー ド シ ス テム 「 バ スネ ッ ト 」 


3:30 有 | 新木場 一 東京 テレ ポー ト 周 開業 (106Z 導入 
mm 直流 1500V) 14.12. 1 | 天王 洲 ア イル ーー 大崎 間 開業 、Suica 導 入 
旧 333! | 東京 テレ ポー トー 天王 洲 ア イル 間 開 業 16.10.16 |- 全 列 車 10 輌 編成 化 
駅 一 覧 周三 JR 東日本 ※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 
FELESzE 生 守 CO 備考 
ー| 客 | 回 \ 8 330|25.887 
62| 客 | 回 \ 8 330| 5.352 
国際 展示 場 こく さい て ん じ C ょ う 35| 客 | 回 平 8. 330|23.860 
⑪ | 東京 テレ ポー ト と うき ょ う て れ ほぼ - と | 49| 客 | 回 8.330leaeg6 
⑪ | 品 隊 人 ( 合 tapps5wwssAct ら | 68| 信 平 13. 331 ー| 園 (\ 潮 ) 
() | 天王 洲 ア イル て ん の うず あい る 78| 客 | 回 平 13. 331|15.513 
| | 品川 シー サイ ド し な が わし 一 さい ど 88| 客 | 回 平 14.12. 1| 20.917 
| | 大 井町 。 ぉ gu まち 105| 客 | 回 平 412 1|33.124 
大 因 お お さき 122| 客 | 回 平 14.12. 1|49.835 


沿革 年 表 


大 和 観 光 株 式 会 社 設立 昭 56. 5 1 | モノ レー ル 事 業 が 独立 し 東京 モノ レー 
10.19 | 新橋 一 羽田 空港 間 片 垂 式 モ ノレ ー ル 免 ル (2 代 ) 発 足 
許 出願 60. 724 | 羽田 空港 第 2 ビル ー 整 備 場 間 免 許 
35 6-10 | 日 本 高架 電鉄 に 社名 変更 平 5. 927 | 羽田 空港 ( 更 羽 田 空港 第 1 ビル ) 一 整備 
36..14 | 懸垂 式 モノ レー ル 申 請 を 取り 下げ 器 座 場 前 間 開 業 
式 出願 14 2 -| JH 東日本 の 傘下 と な る 
I226 | 新橋 一 羽田 空港 間 免 許 21 | IC カ ー ド Suica 導 入 
39. 528 | 東京 モノ レー ル に 社名 変更 9.28 | ワン マン 運転 開始 
98.17 | 羽田 (初代 )ー モ ノ レー ル 浜 松 町 間 開 業 羽田 空港 第 2 ら ビ ルー 羽田 空港 第 1 ビル 間 開 業 


日 立 運輸 西武 日 立 運 輸 と 合併 し て 日 立 
運輸 東京 モノ レー ル に 社名 変更 


空港 快速 と 区 間 快 速 の 運行 開始 


※ 条 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


天王 洲 ア イル て ん の うず あい る 
大 井 競 馬場 前 お お いけ い ば じ ょ うま え 


右上 に つづ く 


Ml 昭和 島 
整備 場 
天空 橋 


HH 全国 際 勿 ピル は ね だ くう こう こく さい せん A ん U る 


新 整備 場 


羽田 空港 第 1 ビル は ね だ くう こう だ いい ちび る 
羽田 空港 第 2 ビル は ね だ くう こう だ い に ぴ る 


モジ 5 S83.7 <) \5844 
し ょ うわ じ ま 
せい び じ ょ う 
て ん くう ば し 126| 客 
14.0| 客 


し ん せい び じ ょ う 16.1| 客 


9| 客 | "(0.2.7 

11.8| 客 | \842. 320 
e) ( 平 5. 927 
| 平 29.1021 
| | 平 5. 927 
16.9| 客 | 回 平 5 927 
17.8| 客 | 回 | 平 16.12. 1 


7 が AD 


424) ) 画 、 待 避 線 な 用 555aC WS 3.⑤) 


6467 
3.156 


382.001 


23e9 1!⑤ 慌 思 整備 場 GTSS27) 
752\1 旬 羽田 E10. い 18) 


27.005|⑧ 羽 田 空港 ( 平 16.12.1) 


東京 地下 鉄 


沿革 年 表 


大 1978:29 
昭 2:12:30 
so] 
6.11.21 


7 429 
12:24 
89. 3-. 3 
6.21 
13.11.18 


12:20 
14. 1.15 
9.16 


16. 7. 4 
7.15 


9 | 
8.12. 1 


8. 1.20 
31. 3:20 
521 
7:20 
8.14 


東京 地下 鉄道 株 式 会 社 創立 
東京 地下 鉄道 初 の 地下 鉄 浅草 一 上 野間 開業 
東京 地下 鉄道 上 野 一 萬世 橋間 開業 
東京 地下 鉄道 萬世 橋 一 神田 問 開業 、 葛 
世 橋 駅 廃止 
東京 地下 鉄道 神田 一 三越 前 間 開 業 
東京 地下 鉄道 三越 前 一 京橋 間 開 業 
東京 地下 鉄道 京橋 一 銀座 間 開 業 
東京 地下 鉄道 銀座 一 新橋 間 開 業 
東京 高速 鉄道 虎ノ門 一 青山 六 丁 目 ( 昌 表 
参道 ) 間 開業 
東京 高速 鉄道 青山 六 丁 目 一 渋谷 間 開 業 
東京 高速 鉄道 新橋 一 虎ノ門 間 開 業 
東京 地下 鉄道 と 東京 高速 鉄道 、 浅 草 一 
渋谷 間 直 通運 転 開始 
帝都 高速 度 交通 営団 設立 
鉄道 省 よ り 、 地 下 鉄 は 営団 に 、 路 面 電車 
(8 社 ). バ ス を 東京 市 に 、 譲 渡 を 命令 
営団 と し て 業務 開始 
営団 路線 名 称 正 式 決定 (浅草 一 渋谷 間 
を 銀座 線 、 池 袋 一 新宿 韻 を 丸ノ内 線 ) 
丸ノ内 線 池袋 一 御茶ノ水 間 開 業 
丸ノ内 線 御茶ノ水 一 淡路 町 間 開 業 
乗車 券 自動 発売 機 設置 (新橋 、 銀 座 駅 ) 
丸ノ内 線 淡路 町 一 東京 間 開 業 
都市 交通 審議 会 第 一 次 答申 、 地 下 鉄 と 
郊外 電鉄 線 と の 相互 直通 運転 、 営 団 以 
外 の 者 の 地下 鉄建 設 、 高 速 鉄道 網 5 路 
線 108.6 キ ロ を 答申 


昭 32.12g.15 
33.10.15 
34. 3.15 
S36・ ら . 8 


3.28 
kewl 
3/ 123 
3:23 
5.31 


38. 2.28 
39. 3.25 
の だ に 
8.29 


12.23 
41. 3.16 
428 

10. 1 


42. 8.14 
44. 329 
4 8 


18820 
46. 320 


丸ノ内 線 東京 一 西 銀座 ( 銀 座 ) 間 開業 
丸ノ内 線 本 銀座 一 霞ケ関 間 開 業 

丸ノ内 線 霞ケ関 一 新宿 間 開 業 

荻窪 線 新宿 新中野 問 及 び 同 線 分 岐 線 
中 野坂 上 中野 富 士 見 町 間 開 業 

日 比 谷 線 南 干 住 - 仲 御徒 町 間 開 業 
荻窪 線 新中野 一 南 阿 佐 ケ 谷間 開業 
荻窪 線 南 阿 佐 ケ 谷 一 荻窪 間 開 業 

荻窪 線 分 岐 線 中 野 富士見 町 方 南町 癌 開業 
日 比 谷 線 北 千住 - 南 干 住 間 及 び 仲 御徒 
町 一 人 形 町 間 開業 、 東 武 伊勢 崎 線 ( 北 堪 
谷 ま で ) と の 相互 直通 運転 開始 

日 比 谷 線 人 形 町 - 東 銀座 間 開 業 

日 比 谷 線 器 ケ 関 一 恵比寿 間 開 業 

日 比 谷 線 恵比寿 一 中 目黒 間 開 業 

日 比 谷 線 東銀座 一 器 ケ 関 間 開 業 、 東 急 東 
横線 (日 吉 ま で ) と の 相互 直通 運転 開始 
東西 線 高田 馬場 九段 下 間 開業 

東西 線 中 野 - 高 馬場 間 、 刀 邊 下 ー 衝 橋立 
東西 線 、 中 央 線 ( 瑠 穴 ま で ) と の 直通 軍 転 開始 
東西 線 性 橋 一 大 手 町 間 開 業 、 中 央 線 (区 
窪 ま で ) と の 相互 直通 運転 開始 

東西 線 大 手 町 一 東陽 町 間 開 業 

東根 東 町 - 西 開業 ( 館 呈 

中 央 線 三 春 - 東 西 線 一 総 直線 津田 沼 問 で 相 
互 直通 運転 開始 (津田 沼 方 は 直通 軍 乱 ) 
千代 田 線 北 千住 - 大 手 町 間 開 業 

千代 田 線 大 手 町 一 霞ケ関 間 開 業 


次 買 に つづ く 


也 LZ 


26 480 | 浅間 猟 8185 


( 我 珠子 まで ) と の 相互 直通 運転 開始 
| 銀座 、 日 本 橋 駅 冷房 開始 


通運 転 開始 
千代 田 線 霞ケ関 一 代々 木 公 園 間 開業 


堂前 明治 神 宮前 駅 ) 
自動 改札 機 使用 開始 (中 野坂 上 駅 ) 
有楽 町 線 池袋 一 銀座 一 丁目 間 開業 


小田 原 張 (本 厚木 まで ) と の 相 旦 直通 運転 開始 


川 ) ま で ) と の 直通 運転 開始 

半蔵 門 線 青山 一 丁目 一 永田 町 間 開 業 
千代 田 線 綾瀬 一 北綾瀬 問 開業 
有楽町 線 銀座 一 丁目 新富 町 間 義 業 
半 感 門 線 永 田町 半蔵 門間 開業 
有楽 町 線 営 団 成増 (現地 下 鉄 成増 ) 一 池 
袋 商 開 業 
西武 有 楽 困 線 新 桜台 一 小竹 向原 則 開 業 、 営 
団 車輌 に よる 有楽 町 線 と の 直通 運転 開始 
有楽 町 線 和光 市 一 営団 成増 間 開 業 、 東 
武 東上 線 川 越 市 、 一 部 森林 公園 まで ) 
と の 相互 直通 運転 開始 

車両 冷房 開始 (日 比 谷 線 東西 線 - 千 代 
田 線 - 有 楽 町 線 . 半 蔵 門 線 ) 


6 8 | 有楽 町 線 新富 町 一 新木場 間 開 業 


半蔵 門 線 半 蔵 門 一 三越 前 間 開業 


日 比 谷 線 で 03 系 車輌 の 5 扉 車 運転 開始 
半 威 門 線 三越 前 一 水 天宮 前 間 開業 


荻窪 線 の 名 称 を 廃止 、「 丸 ノ 内 線 ] に 統一 


定期 券 発行 機 導入 (中 野坂 上 、 国 会 議事 


陸 代 田 線 代々 木 公園 代々 木 上 原 間 開 業 、 小 田 急 


半蔵 門 線 渋谷 一 青山 一 丁目 間 開 業 ( 東 
急 電 鉄 車 輌 を 借用 使用 )、 東 急 新 玉川 線 
( 現 田 園 都 市 線 ) (二子 玉川 園 ( 現 二 子 玉 


自動 改札 機 の 本 格 導入 始ま る 
南北 線 駒込 赤羽 岩淵 間 開 業 、 南 北 線 
で 初め て の ホー ム ド ア 設置 
有楽 町 線 複々線 部 (小竹 向原 池袋 間 ) 
開業 ( 新 線 池袋 駅 開業 ) 
南北 線 四 ツ 谷 一 駒込 間 開業 
東西 線 、 東 葉 高速 線 開業 に 伴い 相互 直 
通運 転 開始 ( 東 葉 勝田 台 ま で ) 
営団 全線 で 車輌 冷房 10096 
南北 線 溜池 山王 ー 四 ツ 谷間 開業 
有楽 町 線 、 西 武 池袋 線 ( 飯 能 ま で ) と 相互 
直通 運転 開始 
南北 線 目黒 溜池 山王 間 開業 、 東 急 目黒 線 
(武蔵 小杉 まで ) と の 相互 直通 運転 開始 
南北 線 、 埼 玉 高速 鉄道 線 開業 に 伴い 相互 
直通 運転 開始 (浦和 美園 まで ) 
千代 田 線 、 小 田 急 多摩 線 (唐木 田 まで ) 
と の 相互 直通 運転 開始 。 北 綾瀬 一 綾瀬 
間 ワ ンマ ン 運 転 開始 
半蔵 門 線 水 天 宮前 一 押上 間 開 業 、 東 武 
伊勢 崎 線 . 日 光線 ( 南 栗橋 まで ) と の 相互 
直通 運転 開始 
東京 地下 鉄 株 式 会 社 設立 
共通 |IC カ ー ド 乗車 券 PASMO 導 入 
小田 女 ロ マン スカ ーMSE が 千代 田 線 へ 
乗 入 開始 、 小 田 急 小田 原 線 箱 根 登山 線 
と の 直通 運転 開始 
副 都 選 線 小竹 向原 一 小谷 間 開 業 、 東 起 東 
上 線 (森林 公園 まで ) 、 西 武 有 楽 町 線 . 池 
袋 線 (飯能 まで ) と の 相互 直通 運転 開始 
銀座 線 1000 系 車輌 運転 開始 
一 都心 線 、 東 急 東横 線 、 横 浜 高速 みな と 
みらい 線 と の 相互 直通 運転 開始 (予定 ) 


_※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


1 


赤坂 見 附 。 あか さか みつ け 


よ つ や 


四谷 三 丁 目 よ つ や さん ちょ うめ 
新宿 御苑 前 し ん じゅ くさ ょ えん まえ 
新宿 三 丁目 し ん Cp< さ ん ちょ うめ 
し ん じ p く 

に し し ん じゅ く 

な か の さか うえ 


し ん な か の 
ひがし ご うえ ん ビビ 


うえ の 客 | 回 | 昭 21230|%201602| 園 ※ 日 比 谷 線 含 
うえ の ひろ こう じ 客 1 回 上 昭 5.1.1| 21831 
すえ ひろ ちょ う 客 | 回 | 昭 5.1.1| 80426 
か ん だ 客 | 回 | 昭 6.11.21| 49410 
みつ こし まえ 客 | 回 | 了 7 489|115.784| ※ 半 蔵 門 線 含 
に ほん ば し 客 | 回 | 昭 7.1224| 首 65816| ※ 東 西 線 含 
きょう ば し 客 | 回 | 昭 7.1224| 42022 
ぎん ざ 客 昭 9. 3. 3|※%241513 | ※ 丸 ノ 内 日 比 谷 線 含 
し ん ば し 客 昭 9.621| 215520 
と ら の も ん 客 昭 13.11.18| 100641 
溜 : た めい けさ ん の う 客 平 9. 930|※133.373 | ※ 南 北 線 、 丸 ノ 内 千代 田 線 国会 議事 堂前 念 
{ あか さか みつ け 客 昭 13.11.18| ※%99.394| ※ 丸 ノ 内 線 含 
あお や まい っ ちょ うめ 客 昭 13.11.18| %97811| ※ 半 蔵 門 線 含 
が いえ ん まえ 客 昭 13.11.18| 74.123| ⑳ 青 山 四 丁目 ( 昭 14.11.1) 
お も て さん どう 客 | 上 加 | 昭 13.11.18|%143.772 ⑧ 青 山 六 丁目 ( 昭 14.9.16)⑧ 神 宮前 ( 昭 
47.10.280)※ 千 代田 半蔵 門 線 念 
9 US や 客 | | 昭 13.1280| al7117 
丸 > -- 
ol いけ ぷく ろ 客 | 回 | 昭 29. ※470284 | ※ 有 楽 町 - 副 都心 線 含 
し ん お お つか 客 | 回 | 照 29. 921375 
みょう が だ に 客 | 回 | 昭 29. 66404| 男 
こう らく えん 客 | | 昭 29. ※89502| ※ 南 北 線 含 
ほん ご うさ ん ちょ うめ 客 | 回 | 昭 29. 120| 47819 
お ちゃ の みず 客 | 回 | 昭 29. 120| 516gg 
あわ じ ち ょ う 客 | 回 | 昭 31 51979 
お お て まち 客 | 回 | 昭 31 %269848| ※ 東 西 . 千 代田 半蔵 門 線 含 
と うき ょ う 客 | 回 | 昭 31 156.736 
ざん ざ 客 | 回 | 照 32.12.15|*241513 @ 西 銀座 ( 昭 39.8.29) ※ 銀 座 日 比 谷 線 含 
か すみ が せき 回 | | 昭 33.10.15 | 188.226 | ※ 日 比 谷 - 千 代田 線 含 
国会 議事 堂前 こっ か い ぎ じ ど うま え 


回 | 昭 4. 3.15|%133373 ※ 千 代田 線 、 銀 座 . 南 北 線 溜池 山王 含 
回 | 昭 34. 3.15| ※99.394| ※ 銀 座 線 含 

回 | 昭 34. 3.15| ※99957 
回 | 昭 34. 3.15| 40421 


※ 南 北 線 含 


に に マー フェ ーー ィ ェ ー テ コ 


7 5/ W/E GI611. 1 32.336 


茅場 町 か や ば ちょ う 120\ 安 | で Um4o 9 YA GOT 


ちか て つ あ か つか 
へ いわ だ い 
ひか わ だ い っ < 
右上 に つづ く 


31.016 | 営団 赤塚 ( 平 16.4.1) 
※ 丸 ノ 内 . 千 代田 ' 半 蔵 門 線 含 
※ 銀 座 線 含 


227| TE [E36.11. 1 21,611 門前 仲町 ちや ん ぜん な か が ちょう 13.81 客 | @ 15842. 914\ 104200 
242| 千世 |[ 隊 37. 123| 69792 木場 き ば 14.91 客 | (中 42. 9\4\ 72958 
⑪ 東陽 町 と う よ う ち ょ う 15.8| 客 | 茹 42. 914| 1e69l 画 
7.3/ 客 / 回 必 36.z 8| 17730 南砂 町 みな みす な まち 170| 客 | 回 | 昭 44.329( 56930 
見 釘 な か の ふじ みち ょ う 1.9| 客 / ( 過 中 36. 2 8 17671| @ 西 葛西 に し か さい 19.7 | 客 95.145 
ほう な ん ちょ う 32| 客 | 回 | 昭 37 323 31.095 - KC) 葛西 か さい 20.9| 客 1 95.750 
園 = 東 武 鉄道 ( 北 千住 )、 東 京 急 行 電鉄 (中 目黒) 浦安 うら や す 228| 客 73081 
きた せん じゅ ー| 客 | 還 大 37 531| 287488 南行徳 ” みな みぎ ょ うと < 240| 客 48898 
みな みせ ん じゅ 81| 客 | 回 | 恩 36.3gg| 24941| @ 行徳 ぎょ うと く 255| 客 52.708 
み の わ 29| 客 | 回 [E36. 328| ssosi ④ | 妙典 みょう で ん 26.8| 客 45346| 画 
WD や 41| 客 | 回 | 軌 36.3zg| 26551 ⑱ | 原木 中 山 "ば らき な か や ま 28.9| 客 23423 
うえ の 5.3| 客 | 回 | 皿 36. 328|*201.602 | ※ 銀 座 線 念 ⑥ | 西船橋 ” に Li な ほし | 308| 客 271057 
な か お か ち ま ち 5.8| 客 | 回 | 昭 36. 328| 42317 千代 田 線 図 = 小田 急 電鉄 
つき は ば ら 68] 客 | 回 還 37 531| 119184 北村 馬 wc ぁ ee | all 客 | 回 541220| 552| 画 
こ で ん まち ょ う 77| 客 | 回 了 37.531| 37337 綾瀬 あや せ ー| 客 | |846. 420| 43314 
に ん ぎょ うち ょ う 83| 客 | 回 切 37.531| 7154 北 千住 "きた せん Ce 86| 客 | 回 | 照 4418g0| 281.192 
か や ば ちょ う 92| 客 | 回 | 昭 38. 228|*117903 | ※ 東 西 線 含 町 屋 まち や 52| 客 | 回 | 昭 44.1220| 54174 
は っ ちょ うほ ぼり 97| 客 | 回 | 切 38. 228| 101477 西 日 暮 里 "に し に っ ほり 69| 客 | 回 | 昭 441820| 15e404 
つき じ 10.7| 客 | 回 | 区 38. 228| 67153 千駄木 せ A だ き 78| 客 | |4.1220| 24674 
ひがし ざ ぎんざ 11.3| 客 | 回 | 茹 38.2zg| 72841 根津 ね づ 88| 客 | 回 | 茹 441820| s5gg 
ぎんざ 11.7| 客 | 回 | 昭 39. 82g|241.513| ※ 銀 座 - 丸 ノ 内 線 含 0 湯島 ゆ し ま 100| 客 | 回 | 陶 4412z0| 32221 
ひび や 12.1| 客 | 回 | 照 39. 829| %90874| ※ 千 代田 線 含 新 御茶ノ水 し ん お ちゃ の みず | 11.2| 客 | 各 | [44.1220| 8844 
か すみ が せき 133| 客 | 回 | 昭 39. 325| 紀 28.226| ※ 丸 ノ 内 . 千 代田 線 含 1 大 手 町 お お て まち 185| 客 | 回 | 昭 44.12.20| 269848 | ※ 丸 ノ 内 東西 半蔵 門 線 含 
か みや ちょ う 14.6| 客 | 回 | 昭 39. 325| 76486 一 重 橋 前 。 に じゅ うば し まえ 13.2[ 客 | 回 | 照 46. 320| _31.130 
ろ っ ぽん ぎ 16.1| 客 | 回 |839. 325| 118067 日 比 谷 oo 13.9| 客 | 回 | 昭 48. 320| *90874|※ 日 比 谷 線 含 
ひろ お 17.8| 客 | 回 | 昭 39. 325| 55448 1 配 ケ 関 ”" か すみ が せき 14.7| 客 | 回 | 照 46. 320|*]28226| ※ 丸 ノ 内 日比谷 線 信 
えび す 193| 客 | 回 | 昭 39 325| 955gz 国会 議事 堂前 こっ か いき ぎじ どう まえ | 15.5| 客 | 回 | 昭 47.10.20|※133.373 | ※ 丸 ノ 内 線 、 銀 座 - 南 北 線 溜池 山王 含 
な か めぐ ろ 203| 客 | 圏 | 拉 39. 722| 180954 赤坂 あか さか 16.3| 客 | 回 | 后 47.1020| 80381 
回 =JR 東 日 本 乃木 坂 の ぎ ざ か 17.4| 客 | 回 | 昭 47.1020| 37711 
客 表参道 お も て さん どう 188| 客 | 回 | 昭 47.10.20|※143.772| ※ 銀 座 . 半 蔵 門 線 含 
客 | 回 明神 宮前 (原宿 ) LUA ぐ 3 ま X35Ue<) | 19.7| 客 | 回 | 照 47.1020| %71.913| ※ 副 部 心 線 含 
客 | 回 代々 木 公 園 よ よ きこ うえ ん 209| 客 | 各 [847.1080| 21354 
客 | 回 代々 木 上 原 よ よ ざ う え は ら 2lg| 客 | 面 | 昭 53.331| 225658 
客 | 回 有楽 町 線 ュー テー 
客 | 回 ※ 有 楽 町 "南北 線 含 わこ うし 
客 | 回 ※ 半 蔵 門 線 含 ちか で つ な り ます 43643| ⑧ 営 団 成増 ( 平 16.4.1) 
客 | 回 
客 
客 


いけ ぷく ろ 
ひがし いけ が くろ 
ご こく じ 

えど が わ ば し 
いい だ ば し 
いち が や 
こう じ ま ち 
な が た ちょ う 


江戸 川橋 
飯田 橋 


93| 客 | ロロ 
103| 客 | ロロ 
115| 客 | 回 
124| 客 
135| 客 


回 
回 
回 
0| 
0| 


my) ka LL 
83| 客 | |58. 624 ※]31.186 | ※ 副 都心 線 含 


隊 58. 624| ※\32694| ※ 副 都心 線 含 
昭 58. 684| ※33401 | ※ 副 都心 線 含 
昭 49.1030|470884 | ※ 丸 ノ 内 副 都 心 線 含 


回 [R49.1030| 32925 
B49.1030| 36933 


茹 49.1030| 49112 
茹 49.1030|%166452| ※ 東 西南 北 線 含 
陣 49.1030%]24.197| ※ 南 北 線 含 

昭 49.1030| 51395 

昭 49.10.30| *59379| ※ 半 蔵 門 南北 線 含 


六本木 一 丁目 ろ っ ぽん ぎ い っ ちょ うめ 
溜池 山王 た めい けさ ん の うぅ 


. 930| 弟 


933373| ※ 銀 座 線 、 丸 ノ 内 千代 田 線 国会 議事 堂前 含 


さく ら だ も ん 回 |[ 了 E49.10.30| 1306a 
⑪ | 有楽 町 ゆう らく ちょ う 2a1.2| 客 | | 較 49.10.30| 147303 
銀座 一 丁目 ざん ざい っ ちょ うめ | 21.7| 客 | 回 | 拉 49.10.30| 33658 
し ん と みち ょ う 22.4| 客 | 回 [55. 327| 37440 
月 島 つき し ま 23.7| 客 | 回 | 昭 63.6.8| 57409 
| と よ す 65.1 | 客 | 回 |63. 6. 8| 154214 
D | 辰己 た つみ 268| 客 | 回 |63.6.8| 24818 
| 新木場 し ん き ば 28.3| 客 | 回 | 昭 63. 6. 8 93783| 園 
半蔵 門 線 賠 三 東京 急行 電鉄 
渋谷 し ぶ や ー| 客 | 較 | 昭 53. 8. 1|*580367| ※ 副 都心 線 含 
表参道 お も て さん どう 1.3| 客 | 回 | 招 53. 8. 1| 痢 43772| ※ 銀 座 . 千 代田 線 含 
青山 一 丁目 あお や まい っ ちょ うめ | ら 7| 客 | 回 | 茹 53.8 1| %97811 ※ 銀 座 線 含 
| | 町 oss 4.1| 客 | 回 [54. 921| *59379| ※ 有 楽 町 南北 線 信 
⑪ | 半蔵 門 。 は ん そう も ん 5.1| 客 | 回 | 較 712 9| 71882 
| 九段 下 くだ ん し た 6.7| 客 | 回 | 平 1. 126| 族 40405| ※ 東 西 線 含 
⑪ | 神保 町 じん ぼう ちょ う 71| 客 | 回 屋 1.126| 88314 
お お て まち 88| 客 | 回 平 1. 126|%269848| ※ 丸 ノ 内 東西 : 干 代田 線 含 
三越 前 みつ こし まえ 9.5| 客 | 団 平 1. 126| 殺 15784 ※ 銀 座 線 含 
水 天宮 前 すい て ん ぐう まえ 108| 客 | 加 平 21128| 68853 
清澄 白河 。 きよ すみ し ら か わ 125| 客 | 回 平 15. 3.19| 41938 
住吉 すみ よし 144| 客 | 回 平 15. 3.19| 43767 
錦糸 町 きん し ちょ う 154| 客 | 回 |F15. 3.19| 82342 
媒 の が ツナ 勘 Et Gh sn | 168 客 | 回 平 15. 3.19| 120324 


めぐ ろ 
し ろ が ね だ い 
し ろ が ね た か な わ 
あざ (Ce つば ん 


較 = 東 京 急行 電鉄 


永田 町 な が た ちょ う . 930| %59379| ※ 有 楽 町 半蔵 門 線 含 
四ツ谷 よ つ や 326| %99957| ※ 丸 ノ 内 線 含 
市 ケ 谷 いち が や 326| 史 24.197 | ※ 有 楽 町 線 含 
飯田 橋 いい だ ば し 客 | 回 平 8. 326| 導 66452| ※ 東 西 有 楽 町 線 含 
後楽 園 こう らく えん 客 | 回 平 8 326| %89502|※ 丸 ノ 内 線 含 
東大 前 と うだ いま え 12.7| 客 | 回 平 8. 326| 25646 
本 駒込 ほん こま ご め 136| 客 | 回 去 8.326| 19428 
⑪ | 駒込 こま ご め 15.0| 客 | 回 幸 31129| 34403 
西 ケ 原 に し が は ら 16.4| 客 | 回 翌 31129| 6201 
王子 お うじ 174| 客 | 回 平 31129| 54464 
⑪ | 王子 神谷 お うじ か みや 18.6| 客 | 回 平 3.1129| 31410| 男 
志茂 し も 80.2| 客 | 回 平 31129| 9905 
〇 | 赤羽 岩淵 。 あぁ か ば ね いわ ぶち 1.3| 客 | 回 層 3.1129| 78807| 
副 都 心 線 
② | 小竹 向原 たけ Spus ら 5 | | 客 | 回 隔 58.624|%31126| ※ 有 楽 町 株 
千川 せん か わ 1.1| 客 | 回 笠 6.12.7| *32694 ※ 有 楽 町 線 人 mi 
要 町 か な め ち ょ う @.1| 客 | 回 | 平 612.7| %33401 ※ 有 和楽 町 線 含 開業 
⑪ | 池袋 いけ が くろ 3.0| 客 | 回 平 6.12. 7|%470884 | ※ 丸 ノ 内 : 有 楽 町 線 念 
雑司 が 谷 ぞう し が や 48| 客 | 回 平 20.6.14| 1279g 
西 早稲 田 "に し わせ だ 6.3| 客 | 回 平 20. 6.14| 26535 
⑪ | 東 新宿 。O が ULACe< 78| 容 | 回 層 e0.614| slgg 
⑪ | 新宿 三 丁目 し AU ゅ くさ ん ちょ 3 め | 83| 客 | 回 平 80. 6.14| %97688 | ※ 丸 ノ 内 線 含 
北 参道 きた さん どう 9.7| 客 | 回 平 20.6.14| 13183 
0 前 (件) AUUA5 ま 850) | 109| 客 | 回 |\0 6.14| %71913| ※ 千 代田 線 含 
し ぶ や 11.9| 客 20. 6.14|%580.367 | ※ 半 蔵 門 線 含 


埼玉 高速 鉄道 
沿革 年 表 


あか ば ね いわ ぶち 
か わ ぐ ちもと ご う 
みな み は と が や 


赤羽 岩 測 
川 ロ 元 卿 
南 鳩 ヶ 谷 


平 19- 318 
0 622 | 東急 目黒 線 の 乗 入 区 間 が 武蔵 小杉 か ら 


IC 乗 車券 PASMO 導 入 


昭 43. 6 ご 1 | 地下 鉄 号線 泉 古 圭一 大 3 寺 こ 
急行 線 と 想 互 直通 運転 開始 
11.15 | 地下 鉄 1 号線 泉 岳 寺西 馬込 問 開業 に より 全線 問 通 


5 デル に ブ Fi3 328/ 5.967 
RI ーー らん F113 328/ 12.174 
あと ゴ に ララ ちら みそ の リブ 73. 928】 5. ら 1 


SS 補 党 三 更 帰 に メー ルス テン し フス 琴 旬 (SAO の を 坦 人 
SeeS \ 都 辿 5 で 多 全 臣 い こ 記 陳 CXAU 弱 設 還 完 て 


ーー = - 48.1 1 67 i = Fi rR 
8 庫 間 邊 末 械 高 束 鉄道 株 式 会 社 設立 平 12.1014 | 共通 乗車 カー ド シ ス テム 「 バ スネ ッ ト 」 4A9: 7.28 5 ; (8 MM コー 
ーー | 導入 5]. 5. 6 | 地下 鉄 6 号線 高島 平 一 西高 島 平 問 開業 Ps 
東工 快速 で 義 始 19. 3. ー ド シス テ 人生 名 
9。3.18 | IC カ 本 ーー 5S 清 2 還 1 nei i = 11.831 部 堂 地下 鉄 禄 の 女性 の 車 当 許 生 
に | 開設 年 月 日 a | 備考 12 ら 1 i 2 ーー 
な ば し 客 | 加悦 8 427| 105 617| stdy の Sh 0 12: 420 12 明 六 ] を [大 江戸 鐘 に 必 和 変更 、 
i 427| 75,758| xe 株 ど 相馬 和 mn 9 PSM 
は さま 団 平 8. 427| 15.690| な 58.12.23 nm ニー 
北 背 志野 きた な らし の 回 平 8 427| 35684 61. 9.14 新宅 1 ts 0 
船橋 日 大 前 ぶな ば し に ち だ いま え 忠平 8.427| 14.779| 交 (Se bi で 内 本 55 EAA トー ム 
訳 隔 代 緑が丘 や ちよ みどり が お か a| | 平 8. 427| 31.422| 日 較 581 新沢 和 開 和 Pr Re 
0 es 9 誠 a か 1. = に 都営 新宿 線 徐 崎 一 本 八幡 問 開業 に より 全線 開通 
Fo = ※ 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 
東工 勝田 台 と う よ う か つた だ い 回 平 8. 427| 30441 と 間 に 駅 名 | 貸 考 
mr mn ys 浅草 線 立 = 計 込 、 二 本 榎 、 大 門 、 人 形 町 駒形 
舞浜 リ ジ ー ト ライ 4 〇 | 西馬込 cu ま c ゅ ー| 客 | 回 骨 43.1.15| 385g0| 画 (馬込) 
沿革 年 表 馬込 ま ご め 1.2| 客 | 回 | 招 43.11.15| 88897 
平 9.4.9| 舞浜 リソー トラ イン 株 式 会 社 設立 平 13. 727 | 開業 中 延 な か の 2.1| 客 | 回 | 昭 4311.15| 26061 
6.27 | リゾ ー ト ウェ イ - ス テー ショ ン を 起点 と す 21. 3.14 | IC カ ー ド シス テム PASMC 導 入 ⑪ | 戸 直 と ご し 32| 客 | 回 I 較 43.11.15| 18241 
る ルー プ 状 の 線形 が 発 許 五反田 ご た ん だ 4.8| 客 | 回 | 昭 43.11.15| 589.41 
駅 一 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 19 年 度 1 日 平均 (都市 交通 年 報 よ り 作製) 高輪 台 た か な わ だ い 5.5| 客 | 回 | 昭 43.11.15| 12548 
橋 内 栗村 | 取扱 に ョ ー3 
宇多 算 衣 0m)| 種別 ⑪ | 泉 岳 寺 せん が くじ 6.9| 客 | 回 | 昭 43. 621|170861 
リゾ ー ト ゲー トウ ェ イ - ス テー ショ ン 三 みた 80| 容 | 回 | 照 43.621| 91208 
東京 ディ ズ ニ ー ラ ンド ステ ーション 大 門 だ いも ん 95| 客 | 回 | 昭 39.10. 1| 87.704 
ベイ サイ ド - ス テー ショ ン ⑪ | 新橋 し ん ば し 10.5| 客 | 回 | 昭 38.12.12| 77.325 
O | 東京 ラ ィ ズ ニ ー シ ー ス テー ショ ン 東銀座 ひがし ぎんざ 11.4| 客 | 回 | 昭 38. 2.28| 66.494 
(リソー トゲ ー ト ウェ イ : ス テー ショ ン ) 宝町 た か らち ょ う 122| 客 | 回 | 昭 38. 888| 18890 
日 本 橋 に ほん ば し 130| 客 | 回 | 茹 38. 228| 82299|@ 江 戸 橋 (13.19) 
東京 都 交 通 局 人 形 町 に ん ぎょ よう ちょう 138| 客 | 回 | 昭 37. 930| 46.758 
沿革 年 表 (地下 鉄 ) 東日本 橋 。 ひがし に っ ぽん ば し | 145| 客 | 回 | 昭 97 531| 72287 
昭 35I2.4 | 地下 鉄 1 号線 浅草 橋 一 押上 間 開 業 、 京 成 昭 38. 2.28 | 地下 鉄 ] 号 線 人 形 町 一 東銀座 間 開 業 浅草 橋 あさ くさ ば し 152| 客 | 回 | 昭 35.12. 4 内 
線 と 相互 直通 運転 開始 12.12 | 地下 鉄 1 号線 東銀座 一 新橋 間 開 業 蔵前 くら まえ 158| 客 | 目 i 
87.』5.31 | 地下 鉄 1 号線 浅 曹 橋 一 東日本 橋 問 開業 39.10. 1 | 地下 鉄 ] 号 線 新橋 一 大 門間 開業 浅草 SN に れ いら 17104 
880 | 地下 鉄 1 号線 東日本 橋 一 人 形 町 問 開業 右上 に つづ く 本 所 召 表 橋 ほん ょ の ーー きり て | 


216 


8!2 


は まち ょ う 
も り し た 
きく か わ 
すみ よし 
に し お お じ ま 
お お じ ま 
ひがし お お じ ま 
応 な ぼり 
ー 之 江 いち の え 
瑞江 みず え 
篠崎 し の ざき 
も と や わた 


いぼ こう えん 
お な り も ん 
うち さい わい ちょ う 
ひび や 
お お て まち 
じん ぼう ちょ う 
すい どう ば し 
か す が 
は くさ ん 
せん ご く 
す が も 
に し すず が も 
新 板橋 し ん いた ば し 
板橋 区 役所 前 いた ば し く や く し ょ まえ 
板橋 本 町 いた ば し ほん ちょ う 
本 蓮沼 も と は すめ ぬ ま 
志村 坂上 。 し むら さか うえ 

志村 三 丁目 し むら さん ちょ うめ 
は すね 
西台 に し だ い 
W) | 高島 平 た か し まだ いら 

| 新高 島 平 。 し ん た か し まだ いら 


光が丘 ひか り が お か 
練馬 春日 町 ね DO ま か す が ちょ う 
豊島 園 と し まえ ん 
練馬 ね り ま 
新 江古田 し ん え ご た 
落合 南 長崎 お ちあ いみ な みな が さき 
中 叶 な か い 
東中野 ひがし な か の 
中 野坂 上 "な か の さか うえ 
西新 宿 五 ] 目 に し し AU ゅ く で ちょ うめ 
( | 都庁 前 と ちょ うま え 
新宿 し ん じゅ く 
代々 木 よ よ ぎ 
⑪ | 国立 競技 場 こく りつ きょう き ぎじょう 
青山 一 丁目 あお や まい っ ちょ うめ 
六本木 ろ っ ぽん ぎ 
麻布 十 番 。 あざ RU し ゅ うば ん 


立 三 坂町 、 東 大 島 、 江 戸川 


右上 に つつ る 


交 三 光が丘 、 新 宿 、 小 名 木川 


7 ぢ ど / 容 
MT ラ そ の のち まち 


7 [F1212.12] 38.535 
220/ 生 / EE [F1212.12| 50.264 


ET Fh Ssh | 33.7/ 容 [EF [F1212.12| 7Z685 


+ 


大 庁 椅 CC だ ば し 
9 / 分 入 趣 抹 奴 うし こめ か ぐら ざか 
千 込 柳町 うし こめ や な ぎ ち ょ う 
姓 要 河 如 


わか まつ か わ だ | 37.5| 客 / ロ EE 1 212| 28.392 | 


か が 33.9/ 容 [世評 12.12.12| 49.279 
349| 容 / F121212| 27.249 
35.9/ 客 / 回 悦 )87812) 13.073 
36.9| 客 | 回 拉 12121 a| 8531| 


/ / 東 新 次 ひ が CC ん Ce く | 385) 3 [it ョ 翌 J218 2.12| 21.552 
「「 新 病 西 口 CAbe<cu< ち | 3gg| 宇 jc | 拉 12.182.12| 51.059 
(部 庁 前 ) lo 407| [a 
沿革 年 表 (都電 ) 
明 43. 419 | 王子 電気 軌道 株 式 会 社 設 立 昭 17. ら . 1 路面 電車 事業 を 市 電 に 統合 
44.820 | 王 電 大 塚 ( 存 大 塚 駅 前 ) 一 飛鳥 山上 ( 避 飛 18. 7 1 | 市 電 か ら 都 電 へ 愛称 を 変更 
局 山 ) 間 開業 (137emm.600V) 47-] 1.18 現 荒川 線 を 除い て 都電 廃 上 
大 2.4 1 三ノ輪 一 飛 己 山下 ( 現 栄町 付近 ) 間 開業 49.10: 1 ど / 系 統 -32 系 統 を 一 本 化し 、 荒 川 線 と 
4 417 | 飛鳥 山下 - 王 子 駅 前 間 開 業 改称 
1411-12 | 大 塚 駅 前 一 鬼子 母 神前 間 開 業 53. 4. 1 | 全車 ワン マン 化 
3: 4 1 | 三ノ輪 大塚 連絡 線 開通 58. 3- 1 | 冷房 車輌 を 導入 開始 
I225 | 鬼子 母 神前 面影 橋間 開通 61T- 410 | 運行 管理 シス テム 導入 
5 330 | 面影 橋 - 早 稲田 間 開 業 平 5. 3.31 | 営業 車 全車 冷房 化 完了 
7 17 | 早稲 田 終点 延長 9. 6-.10 | 全 停留 場 喜 上 げ 工 事 完了 
9.12-10 | 市 電 と の 連帯 運輸 開始 IC カ ー ド シス テム PASMO 導 入 
駅 一 覧 
| し 
荒川 線 共 三 西尾 久 、 王 子 、 戻 申 塚 


荒川 一 中 前 あら か らい っ ちゅ うま え 
荒川 区 役所 前 あら か らく や くし ょ まえ 
荒川 二 丁目 あら か わ に ちょ うめ 
荒川 七 丁 目 あら か わな な ちょ うめ 
町 屋 駅 前 まち や えき ま え 
町 屋 二 丁目 まち や に ちょ うめ 
東尾 久 三 丁目 ひがし お くさ ん ちょ うめ 
熊野 前 くま の まえ 
宮ノ前 みや の まえ 

小 台 お だ い 

荒川 遊園 地 前 あら か わ ゆ うえ ん ちまえ 


装 前 装 装 装 装 玖 装 装 前 装 的 


装 


⑪ | 荒川 車庫 前 あら か ね しゃこ まえ 


6LZ 


⑳ 三 ノ 輪 


@ 三 河島 二 丁 目 ( 昭 36)、 つ 千住 間 道 
⑱ 三 河島 ( 昭 36) 

⑳ 三 河島 八丁 目 ( 昭 36) 、 博 薔 社 前 
⑳ 町 屋 一 丁目 ( 昭 52) 、 づ 稲荷 前 


⑧ 尾 久 町 一 丁目 ( 昭 36)、⑧@ 下 尾久 
⑳ 王 電 熊 野 前 ( 昭 13.4.27) 、 人 ⑳ 熊 ノ 前 


⑳ 小 台 ノ 渡 
⑱ 西 尾 ス 七 丁目 ( 昭 58) 、 尾 久 町 六 丁 目 
( 昭 40)、 づ 荒川 遊園 前 
園 交 、@⑳ 船 方 前 
右上 に つづ く 


ーーー 


新 戻 申 塚 。 し ん こう し ん づか 
戻 申 塚 こう し ん づか 
巣鴨 新 田 。 す が も し ん で ん 

⑪ 大 塚 駅 前 お お つか えき まえ 
向原 むこ う は ら 


梶原 か じ わ ら 
栄町 さか え ち ょ う 
お うじ えき まえ 
飛鳥 山 あす か や ま 
滝野 川 一 丁目 た き の か わい っ ちょ うめ 
西ヶ原 四 丁 目 に し が は ら よ ん ちょ うめ 


東池袋 四 丁 目 O が UK2 よ A55 め 
都電 雑司 ヶ 谷 と で ん ぞう し が や 
鬼子 母 神 前 き し ぼ じん まえ 


学習 院 下 が < し ゅ うい ん し た 


O 早稲 田 わせ だ 


面影 橋 お も か げ ば し 


DDRIIT RLL ③) 
や 、⑪ エ 電 そ そそ (3.427) ⑤ エ エ 加 
飛鳥 W エ 


⑳ 滝 野 )U(Ga28) 、 
補 、③ 板 橋 新 道 ( 昭 5.3.17) 


⑳ 王 電 大 塚 ( 昭 13.4 27) 、⑧ 大 塚 


@ 雑 司 ヶ 谷 ( 平 90.6.14) 


@ 早 稲田 仮 - 早 稲田 ( 昭 7.1.17) 


日 暮 里谷 人 ライ ナー 
沿革 年 表 


に っ ぽ り 

に し に っ ぽ り 
赤土 小学 校 前 あか と しょ うがっ こう まえ 
熊野 前 くま の まえ 
足立 小 台 "あだち お だ い 

お う ぎ お お は し 
高野 こう や 
江北 こう ほ く 
西新 井 大 師 前 に し あら いだい まえ 

や ざい け 

と ね りこ うえ ん 

と ね り 
見 沼 代 親 水 公園 6 まだ い L ん すい ご うえ ん 


の 


較 上 野際 各線 
沿革 年 表 


照 32・ 628 | 上 野 動物 園 (東上 野 動物 園 東園 )- 上 野 昭 59.9.1 休止 ( 昭 60.4.2 再 開 ) 

動物 園 分 園 ( 更 上 野 動物 園 西園 ) 間 免許 平 ]].1.19 | 休止 ( 平 135.31 再 開 ) 
日 本 初 の 営業 用 モノ レー ル と な る 上 野 
懸垂 線 開業 


12.17 


上 野 ※ 東 降 宮 数 は 平成 61 年 度 1 日 平均 
備 考 

茹 32.18.17| 8.342 | 本 園 ( 平 13.5.31) 

昭 32.18.17| 82342| へ 分 園 ( 平 13.5.31) 


上 時 動物 園 東 園 3%0 ど SN つえ AO が えい 
上 野 動物 園 西国 うえ の どう ぶつ えにし えん 


東京 臨海 新 交通 株 式 会 社 設立 平 13. 3828 | 新橋 の 本 駅 舎 が 完成 

新橋 一 有明 間 の 鉄道 事業 免許 と 軌道 敷 I8.3.27 | 有明 一 豊洲 間 開業 

設 特許 を 取得 9. 3.18 | IC カ ー ド シス テム PASMO 導 入 

新橋 ( 仮 ) 一 有明 間 開 業 8 | | 臨海 副 都 心 の 第 三 セ クタ ー を 統括 する 東 


ゆり か も め に 社名 変更 
有明 一豊 洲 間 特 許 


京 臨 海 ホ ー ル ディ ング ス の 子会社 と な る 


※ 乗 降 客数 は 平成 84 年 4 月 1 日 一 10 月 10 日 の 1 日 平 


し ん ば し 
し お ど め 
た けし ば 
ひので 


受 浦 器 頭 
お 朝海 浜 公園 お だ い ば か いひ ん こう えん 
台場 
船 の 科学 館 ふ ね の か が く か ん 
テレ コム セン ター て れこ むせ ん た 一 


し ば うら ふと う 


だ い ば 


青海 あお み 
圧 際 展示 場 正 息 au ん AOBUs ん 
有明 あり あけ 


有朋 テー ニス の 森 あり ぁ け て に す の も り 


市 場 前 し じょう まえ 


沿革 年 表 
明 30.11。 1 | 東武 鉄道 株 式 会 社 設立 大 14.10。 1 | 西新 井 - 越 谷間 1500V 電 化 
888'27 有 | 北 千住 久喜 間 開 業 (1067mm 藻 気 ) 1127 | 木崎 徳川 河岸 間 3.2km 開 通 
95' 4 1 | 吾妻 橋 ( 旧 と うき ょ う ス カイ ツリ ー)- 北 15。 6'6 | 川俣 館林 間 複 線 化 
千住 間 開 業 10' 1 | 越 ケ 谷 一 邊 壁 (春日 部 ) 間 1500V 電 化 
9。6 | 久喜 加須 間 開 業 12.16 | 柏 壁 久喜 問 1500V 電 化 
6.423 | 加須 川俣 (利根 川南 岸 ) 間 開業 1 斉 - 世 生 間 複線 化 、 久 埋 - 館 林間 1500V 電 化 
87. 4 5 | 曳 凡 一 亀戸 問 開業 総武 鉄道 の 両国 橋 10 1 | 館林 伊勢 崎 間 を 電化 、 浅 草 一 伊勢 崎 問 
( 現 両 国 ) ま で 直通 運転 開始 の 電化 完了 
曳舟 一 吾妻 橋 問 休止 (4.28) 廃止 12.16 | 佐野 線 1500V 電 化 
40'827 | 川俣 足利 町 (足利 市 ) 間 開業 93" 1 | 桐生 線 (太田 一 相 老 間 )1500V 電 化 
41. 8 1 | 曳 朋 一 吾 橋 間 開 業 (再開 、 貨 物 の み ) 4.15 | 亀戸 線 1500V 電 化 
42。8.17 | 足利 町 一 太田 間 開 業 4。4 1 | 杉戸 (@ 東 臣 動 物 公園 ) 一 新 鹿沼 問 開業 
43. 327 | 吾妻 橋 を 浅草 と 改称 ( 現 と うき ょ う ス カ (1067mm.1500V) 
イツ リー)、 太 田 一 新 伊勢 崎 間 開 業 、 総 起 7・7 | 新 鹿沼 一 下 今 市 間 開 業 
本 線 直通 廃止 10' 1 | 下 今 市 東武 日 光 間 開 業 (昌光 線 全 通 ) 
7.13 | 新 伊勢 崎 一 伊勢 崎 間 開業 (伊勢 崎 線 全 通 ) 東上 線 池袋 一 川越 市 間 1500V 電 化 
45213|| 浅草 一 鐘 ケ 湯 間 複線 化 1829 | 川越 市 寄居 間 1500V 電 化 
明 45. 330 | 佐野 鉄道 を 合併 5.10'29 | 特別 車 座席 使用 料 を 制定 
7 3 | 北 千住 西新 井 間 複 線 化 6. 5.25 | 浅草 雷門 ( 更 浅 草 ) 一 業平 橋間 開業 、 浅 草 を 
大 1.12.18 | 鐘 ケ 淵 一 北 千住 間 複 線 化 業平 橋 ( 混 と うき ょ う ス カイ ツリ ー) に 改称 
ら . 9 5 | 太田 軽便 鉄道 (太田 一 岩 宿 間 免 許 ) を 買収 811 | 新 栃木 - 東 武 宇都 宮 間 開業 
319 | 太田 数 塚 - 相 老 問 開業 (1067mm 藻 気 ) 12.20 | 西 板 線 ( 現 在 の 大 孔 線 ) 本 新井 一 大 所 前 間 開 業 
3 8 8 | 館林 一 佐野 町 ( 現 佐 野市 ) 間 開業 7 318 | 相 老 一 新 大 間 々 ( 明 赤 城 ) 間 開業 、 上 毛 電 
10.16 | 佐野 町 一 佐野 間 開業 気 鉄道 へ 直通 開始 
6.@16 | 佐野 町 - 越 名 間 廃 止 の 許可 10. 3.13 | 池袋 上 板橋 問 を 複線 化 
(大 4.7.5 旅 客 営業 を 休止 ) 7 7| 野 州 山辺 一 借 宿 間 1.3km 廃 止 
9. 3.5 | 西新 井草 加 問 複線 化 11. 1 | | 千住 貨物 線 中 千住 千住 間 開 業 
7.27 | 東上 鉄道 を 合併 12.29 | 東上 線上 板橋 成増 間 複 線 化 
1226 | 杉戸 (上 東武 動 物 公園 )- 久 喜 問 複 線 化 12. 1.10 | 中 原 鉄道 の 事業 譲受 
10.416 | 武 里 一 杉戸 間 複 線 化 5.5 | 東上 線 成増 志木 間 複 線 化 
1020 | 草加 一 越谷 ( 現 越 谷 ) 間 、 武 州 大 沢 ( 現 14 413 | 小泉 町 一 仙石 河岸 問 4.0km 開 通 (貨物 ) 
北越 谷 ) 一 武 里 間 複 線 化 16. 6. 1 | 太田 小泉 町 則 開 業 (1067mm. 蒸 気 ) 
11.5: 1 | 越 ケ 谷 - 武 州 大 沢 間 複線 化 18. 1.19 | 日 光 株 の 合戦 場 以 比 の 単線 化 開始 ( 昭 
12。9 1 | 関東 大 居 災 に より 被災 を 受け る | | 2062! ま で 碑 ※) 
10. 1 | 坂戸 町 - 武 州 松山 介 東 松山 ) 間 開業 。 51 | 下野 電 処 鉄 適 を 臣 友 
1 UI | 武 州 松山 一 力 川町 間 開 業 小泉 線 ( 太 回 一 橿 小 遇 ) 7500V 寺 7 だ 
_13.19. 1 | 浅草 一 西新 井 間 1500V 電 化 用 / 選 生 談 適 を 異 安 
14。 719 | 』JII 町 一 寄居 問 踊 業 ( 東 上 線 全 預 ) クト 県 引 恒 び 一 率 / DR) 1500V/E 


«m= 


シュアー ニ "と - マ ニー テン 


78 の / ER SF 
妨 一 蝶 糧 守 750O 寺 7 と 

( 野 表 全 痕 で 二 理 運 守 ) 

意 行 料金 を 設定 

較 「 倒 心 写 /-/ 卸 座 号 / 特 韻 雷 車 を 運転 訂 始 
| 束 上 線 か ら 和 秩父 鉄 道 乗 入 訂 始 
門人 生 線 電化 

ガ 研 一 力 居 市 癌 複線 化 

上 福岡 一 新河岸 間 複 線 化 

呈 瀬 一 上 福岡 周 新 河岸 一 川越 間 複 線 化 
みず ほほ 台 信号 所 一 往 瀬 箇 複 線 化 
浅草 駅 に 初 の 自動 券売 機 を 設置 (機械 式 ) 
志木 一 みず ほ 台 信号 所 間 複 線 化 

不定 期 列車 日 光山 岳 夜 行 運転 開始 
下 今 市 東武 日 光 間 複線 化 ( 復 活 ) 
明神 一 下 今 市 間 複 線 化 (復活 ) 


自動 踏切 遮断 機 晶 戸 線 で 初 使用 
チー 32. 925 | 北大 宮 一 大 宮 公 園 問 複線 化 
34. 4 1 | 東上 線 で 蒸気 機関 車 の 運転 を 廃止 
人 4 | 1700 系 ロマ ンス カー に 冷房 装置 を 搭 
載 ( 東 武 初 の 冷房 車 登場 ) 
IO | 越生 線 に CTC 装 置 を 設置 
3S-10. 1 | 運河 一 初 石 間 複線 化 
IOS | 1720 型 デラ ックス ロマ ンス カー 登場 
3Z5.31I| 営団 ( 現 東 京 メト ロ ) 日 比 谷 線 開業 、 北 越 
谷 一 人 形 町 間 で 相互 直通 運転 開始 
9.22 | 特急 スピ ー ド アッ プ ( 時 速 110km 運 転 、 
浅草 一 東武 日 光 間 106 分 に ) 
382:26|| 東上 線 一 部 6 輸 運 転 開始 
6.22 | 下 小 代 一 明神 間 複 線 化 (復活 ) 


92] 衣 板 和 荷 一 下 小 代 間 複線 化 ( 復 活 ) 
塚田 一 新 船橋 問 複 線 化 

5 | 北 鹿沼 一 板 荷 間 複 線 化 (復活 ) 

史 怒 立岩 ( 信 ) 一 加 怒 川 温泉 間 複 線 化 
川越 市 一 坂戸 町 ( 現 坂 戸 ) 間 複線 化 
新 鹿沼 一 北 鹿 沼 間 複 線 化 (復活 ) 
蒸気 機関 車 の 運転 を 全廃 
(貨物 線 の 全線 電化 完成 ) 


16Z 


上 ーー ニアン ルン ムー 7 テニ ゴイ の xc ンマ / コ 


a2 2 / 空 訪 一 中 み 2 光 古 ご.3krm) 高 2 イヒ 
ヨ ョ 2 半 戸 打 一 高坂 問 梓 線 化 
7 ど . 7 / 束 上 線 で 一 部 8 輌 運転 諸 始 
33. 9.99 / 五 反 野 一 橋 島 問 (1.6km) 高 票 化 
41) ATS 一 部 使用 開始 
人 6 | 大 宮 一 北大 宮 間 複線 化 
9.6 | 高坂 一 東松山 間 複 線 化 


52.10:21 
53-11.14 
54- 8.30 

10:31 


55- 7:23 
12.1 フ 
57.1026 
11.10 
58- 6 1 
ア の 1 
59. 221 
8- 1 
60.11.18 
61.10. 9 


10.21 


62. 5- 1 
8.25 


七里 一 岩槻 問 複線 化 

坦 行 りょう も う 号 1800 系 電車 就役 

日 比 谷 線 直通 列車 を 8 輔 化 
大 和田 一 七里 間 複 線 化 
梅島 一 西新 井 間 高 架 化 

初 の 自動 改札 機 を 西新 井 駅 に 導入 
野田 線 で 一 部 6 輌 運転 開始 

日 光線 全線 複線 化 、30 年 ぶり に 復活 
大 宮 公 園 一 大 和田 間 複 線 化 

北 千住 一 竹ノ塚 問 複々線 化 
小泉 線 西 小泉 一 仙石 河岸 問 3.0km 廃 止 
東上 線 で 一 部 準急 の 10 輌 運転 開始 
東松山 一 森林 公園 複線 化 

初 石 一 柏 間 複 線 化 

竹ノ塚 一 谷塚 問 の 一 部 を 高架 化 

細谷 一 伊勢 崎 間 の 単線 自動 化 完成 
(熊谷 線 を 除き 全 旅 客 線 を 自動 化 ) 
東武 和泉 一 開 川 間 高 保 化 
塚田 一 船橋 間 高梨 化 

新 船橋 一 船橋 間 複 線 化 
馬込 沢 一 塚田 間 複 線 化 

熊谷 線 廃止 

新 柏 一 増尾 間 復 線 化 。 荷 物 電車 の 運転 を 全廃 
手 小 荷物 取扱 業務 を 全廃 
越生 線 貨 物 営 業 廃止 
増尾 一 逆井 間 複 線 化 
野 岩 鉄道 会 津 只 怒 川 線 開業 に 伴い 、 
浅草 会津 高原 ( 現 会 津 高原 尾瀬 口 ) 間 
の 相互 直通 運転 開始 
東上 線 の 貨物 営業 を 全廃 。 草 加 バ イ パ 
スー 松原 団地 間 3.5km 高 架 化 
千住 貨物 線 0.6km 廃 止 


和光 市 一 志木 間 複 々 線 化 
右上 に つづ く 


6S: 8: 8 
に 1 に) 
64SP 
Eb 人 || 
ail 


726 
11.26 
4 3.3] 
921 


6 引前 3 誠 
8.10. 1 


9. 3.25 
10. 8.11 
11. 3.16 
11.18 
11.55 
T8517 
10.14 


13: 328 
4 1 


14. 326 
15. 93.19 


10. 1 
16.10.18 


17. 3.17 


18: 3.18 


転 開始 ひ Um ー 新 電 mTWW) ° 武 臣 源 
ー 東 毛呂 間 複線 化 
竹ノ塚 一 草加 間 4.1km 高 架 複々線 化 
六実 一 新 鎌ケ谷 信号 所 間 複 線 化 
100 系 "スペ ー シ ア "が 就役 
急行 くり ょ う も う 号 ? に 200 系 が 就役 
浅草 一 会 津田 島 間 急 行 「 南 会 津 」 運 転 開 
始 ( 平 17.3.1 廃 止 ) 
新 新井 一 大 師 前 間 の うち 、0.8km を 高架 化 
柏 一 新 柏 問 複 線 化 
東上 線 の 秩父 鉄道 乗 入 廃止 
羽生 一 川俣 間 複 線 化 、 特 急 関 東 私 鉄 初 の 120 
km/h 運 転 開始 (浅草 一 東武 日 光 間 98 分 ) 
伊勢 崎 線 綾瀬 川 一 元 荒川 間 3.8km 高 架 化 
小泉 線 : 桐 生 線 貨 物 営 業 廃止 (最終 運行 
は 9 月 25 日 ) 
草加 一 越谷 間 6.9km 高 架 複々線 化 
伊勢 崎 線 越谷 一 北越 谷間 上 り 線 高架 化 
くり ょ う も う 号 > 特急 に 昇格 
小泉 線 太田 一 竜 舞 間 の 一 部 を 高架 化 
岩槻 一 東 岩槻 - 六 実 一 新 鎌ケ谷 間 複 線 化 
栃木 駅 周辺 約 3km 高 架 化 
共通 乗車 カー ド シ ス テム 「 パ スネ ッ ト 」、 
「 フ ェ ア ス ルー シス テム 」 導 入 
伊勢 崎 線 越谷 一 北越 谷間 高架 複々線 化 
東上 線 運行 管理 シス テム 開始 
条 林 公園 一 武蔵 宙 山 間 複 線 化 
押上 一 曳舟 間 開業 、 営 団 半蔵 門 線 、 東 急 
田園 都市 線 と 相 直 開始 。 小 泉 線 ( 東 小泉 
ー 太 田 問 ): 大 師 線 ワン マン 運転 開始 
貨物 営業 廃止 (最終 運行 は 8 月 2 日 ) 
東 岩 槻 一 春日 部 間 . 鎌 ヶ 谷 一 新 鎌ヶ谷 間 複 
線 化 、 野 田 線 の 最高 速度 を 100km/Ih に 
重 戸 線 ワ ンマ ン 運 転 開始 
武蔵 出山 - 抽 山 ( 信 ) 間 複線 化 、』J リ II 町 
ー 寄 居間 ワン マン 運転 開始 
日 光線 と JH 東日本 東北 本 線 と 特急 列車 
の 相 直 開始 。 伊 勢 崎 線 太 田 一 伊勢 崎 間 、 桐 
生 線 : 佐 野 線 ワン マン 運転 開始 


本 


8 SB CC カー ド シ ス テム PASMO 避 入 
16'31 | 栃木 東武 宇都 名 間 ワ ンマ ン 運 転記 9 


20 Gr14 | 東上 本 線 と 東京 地下 鉄 副 都心 線 想 直 本 
始 。 越 生 線 ワン マン 運転 開始 

野田 線 運 行 管理 シス テム 開始 

東京 スカ イツ リー を は じ め と し た 東京 ス 
カイ ツリ ー タ ウン 開業 

佐野 鉄道 
明 28. 6.83 


1・11.20 
g4. 5.22 


安 蘇 馬 車 鉄道 葛 生 一 吉水 間 開 業 
(1067mm 馬 力 ) 
佐野 鉄道 に 社名 変更 
佐野 鉄道 葛 生 一 佐野 町 一 越 名 間 開 業 (1067 _ 
mm 蒸 気 )、 葛 生 一 越 名 間 馬 車 鉄道 廃 上 

9G6. 6.17 | 佐野 連絡 所 一 佐野 間 開 業 
大 1.330 | 東武 鉄道 に 合併 

太田 軽便 鉄道 
明 44. 5. | 敷 塚 石材 軌道 が 太田 一 敷 塚 間 に 石材 運 
搬 用 の 人 車 軌道 開設 (610mm: 和 人力 ) 
太田 軽便 鉄道 に 社名 変更 


26: 4.13 
ら Z- 3-20 


9- 一 


東上 鉄道 
明 424-11-11 
2 SS 


東上 鉄道 株 式 会 社 設 立 

池袋 一 田面 沢 ( 更 川 越 市 一 衰 ケ 賠 韻 ) 開 業 
(1067mm 蒸 気 ) 

川越 町 ( 更 川 越 市 ) 一 坂戸 町 ( 更 坂 戸 ) 間 開業 
川越 町 一 田面 沢 間 廃止 
東武 鉄道 に 合 


5-10:27 


上 州 鉄 首 
3 = 
5. 一 
6- 3.12 


中 原 軽便 鉄道 設立 

中 原 鉄道 に 社名 変更 

館林 一 小泉 町 間 開 業 (1067mm 蒸気 ) 
ll. 2 一 | 上 州 鉄道 に 社名 変更 

昭 18。 1:10 | 東武 鉄道 に 合 

下野 電気 鉄道 

下野 軌道 大 谷 向 今 市 ( 更 大 谷 向 付近 ) 一 

中 岩 (鬼怒 川 右岸 ) 間 開業 (768mm 藻 気 ) 

中 岩 一 大 原 ( 更 鬼 怒 立 信号 所 付近 ) 間 開業 

大 原 一 下 滝 ( 更 鬼怒 川 温泉 付近 ) 間 開業 

大 谷 向 今 市 一 大 谷川 右岸 一 新 今 市 間 開 業 

次 貞 に つづ く 


二葉 県 営 鉄道 野田 線 一 北 総 鉄道 一 総武 鉄道 
千葉 県 営 鉄道 柏野 田町 (野田 市 ) 間 


の と 


B | 下 滝本 原 (w 新 坪 原 ) 間 開業 


下野 電気 鉄道 に 社名 変更 開業 (1067mm 蒸気 ) 
eg | 新 今 市 一 蘇原 間 550V 電 化 北 総 鉄道 に 譲渡 
照 4 | 下 今 市 一 大 谷川 右岸 間 開 業 、 大 谷川 右 岩 船橋 一 柏 間 開業 


| | - 新 今 市 間 廃止 、 大 谷川 右岸 一 新高 徳間 
| 1067mm 改 軌 
| 新高 徳 一 新 藤原 間 1067mm 改 軌 0 + 
] | 東武 鉄道 に 合 件 1 


野田 町 一 清水 公園 間 開業 

大 宮 ( 仮 ) 一 和 壁 (春日 部 ) 間 開業 
(1067mm.1500V) 
総武 鉄道 に 社名 変更 

大 宮 一 大 宮 ( 仮 ) 間 開業 

船橋 一 海神 間 開 業 ( 非 電化 ) 
柏 一 清水 公園 間 1500V 電 化 

粒 壁 一 清水 公園 間 開業 
船橋 一 海神 間 廃 止 ( 昭 6.9 よ り 休止 ) 
東武 鉄道 と 合併 


越生 鉄道 株 式 会 社 設立 
坂戸 町 ( 現 坂戸 ) 一 高 腫 川 ( 後 の 森 戸 ) 間 1830 
開業 (1067mm. 蒸 気 : 貨 物 専業 ) 510. 1 
森戸 一 越生 間 開 業 、 旅 客 営業 開始 94 3 
東武 鉄道 に 買収 


駅 一 覧 宮 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 
1 Bt | 取 択 果 星 
EE | ea | 借 才 
伊勢 崎 線 園 三 東京 地下 鉄 % と うき ょ う ス カイ ツリ ー 駅 と 押上 駅 は 同一 駅 と みな す 


ヤ 浅草 あさ くさ ー| 客 | 回 | 6.525| 48569| @ 浅 草 雷門 ( 昭 20.10.1) 

Dh | らき 57 別 一 と うき ょ うす か いつ り 一 11| 客 | 回 | 胃 35. 4. 1| 81.642 | 開業 時: 吾妻 橋 代 明 37.4.5 明 41.3. (吾妻 橋 ) 
@ 明 43.3.1 (浅草)、⑤ 昭 6.5.25( 業 平 括 ) 
@ 平 24.3.17( で とうきょう スカ イツ リー) 


明 35. 4. 1 
明 35. 4. 1 


ひき さき ふ ね 24| 客 
ひがし むこ うじ ま 32| 客 


*| *] 


16.226 | 開業 時 : 白 功 、⑭ 明 38.7.15e 明 41.4.4⑧ 大 13. 
10.1 (玉ノ井 ) 必 昭 68.18.81 (東向 島 ) 
11.966| 立 仙 昭 47.10.1 

3.760| ⑯ 明 38.7.15⑳ 明 41.4.4、⑱⑱ 大 13.10.1 
(堀切 )0.5km 伊 勢 崎 方 より 


か ね が ふち 42| 客 | 回 | 明 35. 4. 1 
堀切 ほり きり 53| 客 | 回 | 明 35. 4. 1 


うし だ 60| 客 | 回 上 昭 7 9 1 
きた せん じゅ 71| 客 | 回 | 明 32. 827| 425,309| @ 昭 56.4.15 
こす げ | 82| 客 | 回 13.10. 1 
ご た ん の 93| 客 | 回 は 13.10, 1 


うめ じ ま 105| 客 | 回 | 大 13.10. 1 
に し あら い 上 1.3| 客 | 回 | 明 32. 827 
た け の っ か 134| 客 | 回 | 明 33. 321 
や つか 159| 客 | 回 | 大 14.10. 1 35.120| 昭 63.8.9 
そう か 175| 客 | 回 | 明 32. 827 78433 | 立 、 ざ 昭 48.4.1 ]、 仙 昭 63.8.9 
まつ ば ら だ ん ち 192| 客 | 回 |[ 昭 3712. 1| 5364a W 平 4.3.1 
新 田 し ん で ん 205| 客 | 回 | 明 32.1220 30.303 穴 、 あ 明 41.12.2 ぶ 大 14.11.10、 仙 平 4.3.1 


が も う e18| 客 | 回 | 明 32.1220| 16688| ⑧ 平 7 
し ん こし が や ee91 客 | *| | 昭 49. 723| 135532 | rg.3.25 


右上 に つづ く 


越谷 こし が や 
北越 谷 きた こし が や 
大 袋 お お ぶ く ろ 
せん げん 台 せん げん だ い 
武 里 た けさ と 


ー ノ 割 いち の わり 
春日 部 か すか べ 

北 春日 部 "きた か すか ベ 

姫宮 ひめ みや 

東武 動物 公園 と うぶ どう ぶつ こう えん 


わ ど 
くき 


回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回国 回 


わし の みや 
花崎 は な さき 
⑲ | 加須 か ぞ 


南 羽 生 みな み は に ゅ う 


⑳ | 羽生 は に ゅ う 
川俣 か わ ま た 
茂 林寺 前 。 も りん じ ま え 
⑥ | 館林 た て ば や し 
⑨ | 多々良 た た ら 
⑨ | 県 あ が た 
⑦ | 福居 ふく い 


東武 和泉 と うぶ いずみ 
足利 市 あし か が し 
や し ゅ う や ま べ 
に ら が わ 
お お た 
ほそ や 
き ざ き 
せら だ 
さか いま ち 
剛志 で うし 
on し ん いせ さき 
いせ さき 1145 客 | 回 43 713 


押上 お し あげ 國 / 平 )5 3.19 


ーー 


1 ③) 2 3 (TM 868 
9.549 ②③ | 国谷 くに や 
6930 | 開業 時 平井 街道 才 阿 20.3.10e 昭 31.5.20( 東 あず ま ) ②③ | お も ちゃ の まち お も ちゃ の まち 


* て GSS 
1o8l 客 | 思 ( 昭 6.8 S43 
12.6| 客 | 回 婦 40.6.7| 2325 


4] 筐 [EG 475 
20/ 3. 415 
らら Z/ 客 / 四 / 曳 3 415 


3586」 O.2km 草 戸 方 より ( 昭 21.12.5) め | 安塚 や す づ か 14.8| 客 1 回 1 昭 6811 1.237 
34/ 客 / 品 / 明 3 4 5| 26.299 ④ | 西川 田 (に し か わ だ 18.3| 客 | 回 | 茹 6.B11| 2217| 
② | 江 曽 島 え そ じ ま 20.3| 客 1 回 | 抽 9. 7 1| 2881 
= ⑲ | 南 宇 都 宮 みな みう つの みや 22.1| 客 | 回 | 昭 7.417| 1e4 ⑧ 野 球場 前 ( 昭 8.12.15) 
だ いし まえ 中 | ド 6.1220| 18895| ④ 昭 20.5.20⑯ 昭 6.5.810.1km 短 縮 ⑨ | 東武 宇都 宮 と うぶ うつ の みや 2431 客 | 回 困 6.81| 9861| 
( 昭 43.12.1) 昭 47.8.15 鬼怒 川 線 園 三野 岩 鉄道 
5 | 下る 市 Mi | 
-「 ④ | 大 谷 向 。 だ いや むこ 3 08| 客 | | 大 6.1.2| 178 | @ 大 谷 向 今 市 (大 8 頃 )⑧ 昭 489 1 
杉戸 高野 台 さき と た か の だ い 32| 客 | 回 | 茹 61.826| 12556 ⑨ | 大村 お お くわ 48| 客 46 制 加 6 174| 喝 昭 48.9.1 
幸手 さっ て 58| 客 | 回 軌 4 4 1| 142gg ⑨ | 新高 徳 し ん た か と く 73| 客 | 回 大 611. 1 397 | ご 高徳 ( 昭 4.10.22) 便 昭 46.7.16 
南 栗 橋 みな みく り は し 104| 客 | 加 | 隊 61. 826| 82gg| 圧 刀 ⑦ | 小佐 越 こさ ご え 99| 客 大 13.11.11| 266| @⑳ 小 管 地 前 ( 昭 5.7.6)、 爺 劉 車 ( 昭 576) 
栗橋 くり は し 138| 客 | 回 | 4 4.1| 10773| 昭 56.4.15 鬼怒 立岩 ( 信 ) きぬ た て いわ 11.6| 信 大 6.11. 1 ー| 開業 時 : 大 原 ⑧ 大 11 (一 下 原 )⑳ 昭 8.1.1 
新古 河 し ん こ が 206| 客 | 回 | 昭 10. 721| 2288 や 、 旧 駅 ( 昭 4.4.1 開 業 ) を 荷 扱 所 化 、 移 転 開業 | (っ 見 怒 立 岩 )、 車 ~ 信 ( 昭 39.10.8) 
柳生 や ぎゅ う 236| 客 | 回 上 昭 411. 1| 1.53g 鬼怒 川 温泉 きぬ が pb お ん せん | 12.4| 客 | 回 8 317| 2633 大 滝 ( 昭 2.2.19)⑧ 下 滝 (大 11.3.19) 
板 食 東 洋 大 前 いた <5 と 5 よう だ いま ぇ | 25.6| 客 | 回 Yi9』325| 3.337 W1.2km 新 藤原 方 より ( 昭 39.10.8) 
藤岡 ふじ お か 295| 客 | 回 | 昭 4 4 1| 1.688| 計 、⑧ 昭 45.9.30 ⑥ | 鬼怒川 公園 きぬ が わこ うえ ん 14.5| 客 | 回 昭 14. - - 315| (立岩 )、⑱ 昭 19.10.25@ 昭 25.9.1 
し ず わ 37.3| 客 | 回 | 昭 4 4 1| 1.553| 立 、W 東 武 和 泉 ( 昭 47.1) ⑱ 昭 36.12.1@ 昭 37.12.10 
し ん お お ひら し た 40.1| 客 | 回 上 昭 611. 1| 2335|⑳ 昭 534.1 〇 | 新藤 原 し ん ふじ わら _| 162| 客 | 還 大 8.1228| 904| 氏 藤 原 (大 11.3.19) 
と ちぎ 448| 客 | 回 | 了 4 4 1| 10760|⑳ 昭 47.3.8、@ 平 12.5.17 佐野 線 
し ん と ちぎ 479| 客 | 回 居 4 4 1| 3519| 画 な | 館林 | as lg | 
か っ せん ば 500| 客 昭 4.4 1 293 | ぷ 昭 48.9.1 ⑲⑨ | 渡瀬 わた ら せ 27| 客 |1 〇 1 昭 a12.16 220 
いえ な か 52.4| 客 昭 4.4.1 400 | ⑧ 昭 47.3.8@⑧ 昭 48.9.1 ⑲ | 田島 た じ ま 6.9| 客 大 38. 2 118| W 昭 48.8.17 
と う 点 か な さき S66| 客 | 回 | 困 4.4 1 600 | 立 、 ぶ ぷ 昭 47.3.8 ⑨ | 佐野 市 さ の し 9.0| 客 | 固 | 明 36. 6.17| 726| 佐野 町 ( 昭 18.4.1) 
に れ ぎ 612| 客 昭 4.4.1 231 | W 昭 48.8.1 ⑲ | 佐野 さ の 11.5| 客 | 回 | 明 27. 320| 2935| 、 角 昭 56.4.15 
も みや ま 642| 客 昭 4.4.1 502 | W 昭 48.9.1 ⑨ | 堀米 ほり ご こめ 13.1 | 客 明 27.320| 434| ⑧ 吉 水 ( 大 4.2.1)⑧ 昭 53.11.14 局 昭 56.7.1 
の 新 鹿沼 し ん か ぬ ま 668| 客 | 回 昭 441| 3893| 妥 ⑭ | 吉水 よし みず 152| 客 | | 大 471| 1053| 498.17 
北 鹿沼 きた か ぬ ま 698| 客 昭 6.1210| 174|@ 昭 48.9.1 ⑨ | 田沼 客 | 回 | 明 27 320| 926|@@ 昭 53.4.1 
板 荷 いた が 749| 宮 |O 〇 [477| 155 © 客 | | 時 7 320| 155| W 婦 498.17 
下 小 代 し Ue こ いろ 785| 客 | | 四 477| al5l 婦 、@ 昭 489.1 © 客 1137] @ 昭 61.1021 
l 明神 みょう じん 81.3| 客 昭 411. 1 331 | 負 昭 48.8.1 小泉 線 
下 今 市 し も いま いち 874| 客 | 回 | 昭 4 7.7| 2442| 用 、 人 @ 昭 45.9.30 © 
上 今 市 か みい まい ち 88.4| 客 昭 4.10. 1 139 | ぷ 昭 48.9.1 ⑨ | 成島 な る し ま に 2 
④ | 東武 昌光 と 5mic っ c ぅ 945| 客 | 回 阿 410 1| 259|g ② | 本 中 野 a A 仙 昭 55.8.1 
宇都 宮 線 邊 塚 es Re ].382| G 信 一 客 (小泉 信号 所 : 昭 17.4.1)、 客 一 
④ | 新 栃木 a RE 信 ( 昭 30.9.20) 、 信 一 客 ( 昭 52.4.1) 
© | 野 州 平川 や し ゅ う ひ ら か わ 958 | 留 一 車 ( 昭 36.9.29) 
© | 野 州 大 塚 。 や し ゅ うお お つか 452 


Ecc 


右上 に つづ く 


こい ずみ まち 


に し こい ずみ 


りゅう まい 
お お た 


708| J~ 私 鉄 ( 平 1.3.29) 
1.180| @ 新 大 間々 ( 昭 33.11.1)⑧@ 平 8.9.30 


130643| ⑧ 昭 36.3.16 
きた お お みや 


お お みや こう えん 10.140| ⑧ 昭 36.3.16 


お お わ だ 


な な さと 20.179| 836.3.16 


94.714| x、⑧ 岩 槻 町 ( 昭 14.6.10)⑧ 昭 49.8.1 


いわ つき 
ひがし いわ つき 
と よ は る 
や ぎ さ き 


ふじ の うし じ ま 昭 5.10. 6888| ⑧ 和 牛島 ( 昭 6.3.5)⑧ 信 一 留 ( 昭 6.3.1) 
みな みさ くら い | 昭 


と よし き 
か が しわ 
し ん か し わ 
ます お 
さか さい 
た か や な ぎ 
むつ み 

し ん か が か ま が や 
か ま が や 
ま ご め ざわ 
つか だ 

し ん ぶな ば し 
ぶな ば し 


4333 | 昭 57.10.26 


107.418| 昭 57.10.26 
上 本 線 圏 三 秩父 鉄道 
池袋 いけ が くろ ー| 客 | 回 | 大 3. 5. 1|464908 
北 池袋 きた いけ が くろ 12| 客 | 回 昭 9 5. 1 8402| 開業 計 豆 坦 / 内 人 昭 22. 8.29@ 昭 26.9.1 CK 光代 
⑪ | 下 板橋 し た いた ば し 20| 客 | 回 | 大 3.5.1| 14776| 容 、@ 昭 81.10.21 
大 山 お お や ま 30| 客 | 回 昭 6.825| 46598 
⑪ | 中 板橋 な か いた ば し 40| 客 1 回 昭 8.7.12| 25978 
と きわ 台 と きわ だ い 47| 客 | 上 加 昭 10.10.20| 456eg 没 、⑧ 武 蔵 常盤 ( 昭 26.10.1) 
⑪ | 上 板橋 か みい た ば し 60l 客 | 回 大 3.617| 48713 
東武 練馬 と うぶ tp ま 74| 客 1 加 昭 6.1229| 58ae4| 半 
下 赤塚 し も あか つか 88| 客 | 回 | 阿 5.12.29| 17655 
f 成増 な り ま す 104| 客 | 回 3.5.1| 57905 
0) | 和光 市 わこ うし 1e.5{ 客 | 回 較 9.2.1|151804 新倉 ( 昭 26.10.1)、⑮ 大 和男 (中 45.12 20) 
朝 起 あさ か 14.0| 客 | 回 3.5.1| 613ge 翌 、⑱ 膝 折 ( 昭 7.5.10) 
朝 吉 台 あさ か だ い 16.4| 客 | 回 | 昭 49. 8. 6| 145.301 
志木 


し き 
や な せがわ 
の みず ほ だ い 


178| 容 | 回 大 3.5.1| gasg4l 
193| 客 | 回 胃 5411.8| aa0d| 半 
806| 客 | 回 | 功 5a1081 39894 


Sd 


[rm 
有 / っ つき の ヵ ゎ 


27| FE / E/EFA8. 821 
2 どら / FE kk12710. 1| 26.700| 、@ A59.8.1 
299/ 客 / 選 大 7279 7 
46. 3 1 
554/ 客 / 回 |F14. 326 


の の し まつ や ぼ 
し ん りん ご ラ そ ん 
つき の わ 


526/ 客 


TY) 
tej 


19.349 


29.816| @ 盲 州 松 山 ( 昭 29.10.1) 
13.971 | 画 立 
4080 


7 7 むさ し らん ざん 5Z7/ 客 | 回 大 721)、5| 8225| 交 、@ 准 谷 ( 昭 10.10.1) 

MESG 5% さ utcco う / 607/ 信 ) 73j7| ーー | 

© JII87 おがわ まち 641| 客 | 回 大 211.5| 11219| 

⑤ 東 下沢 と 5aVspe わ  /6Z1 リ 客 | 回 居 7723| 736| @ 沢 ( 昭 9.7.1) 

© / 男 友 お すま 708| 客 | 回 14. 710 1.987| 
© [4 は ち が た 735| 客 | 回 大 14.710| 1100| 

玉 淀 た ま よ ど 744| 客 | 回 悦 9 4 1| 571| @mI8122ER28AIDEOAMNIRD RG 
O| 秦 屋 ぁ ou  。 | 759| 客 | 男 大 4710| 4108 
越生 線 ①=JH 東 日 本 
< ] hE FT "= 
いっ ぽん まつ 昭 91216| 4027| @ 無 一 有 ( 昭 405.17) 


明 45. 5- 7 
大 4 415 
11.11- 1 
14 315 
1223 

昭 2.10.15 
3 8.11 
4 320 
5 1 

910 

15. 3.12 
19. 228 
20. 922 
21. 2.14 
11.15 


に し お お や 

か わか ど 
ぶし ゅ うな が せ 
ひがし も ろ 
し ゆう か ら さ わ 
お こせ 


罰 11. 228 
昭 9.1216 


3235| 交 、 側 昭 59.8.1 
14355| @ 無 一 有 ( 昭 40.5.1 の 
4920| @ 無 一 有 ( 昭 40.5.17) 
5.263 
2701 | W 無 一 有 ( 昭 40.5.17) 

3839| 立 、 ざ 昭 38.7.1、 委 託 昭 9.12.16 


武蔵 野 鉄道 株 式 会 社 設立 
池袋 一 飯能 問 開業 (1067mm 蒸気 ) 
池袋 一 所 沢 問 電 化 

所 沢 ~ 西 所 沢 間 電化 

西 所 沢 一 飯能 間 電 化 

豊島 線 練馬 豊島 ( 現 豊島 園 ) 問 開業 
池袋 一 練馬 間 複 線 化 
練馬 一 保 合間 複線 化 

名 御所 沢 材 山 公園 (7 直 閉場 前 ) 間 開業 
飯能 一 吾野 間 開 業 

多摩 湖 鉄 道 を 合併 

本 所 沢村 山 公園 (5 直球 場 前) 営業 休止 
人 古人 人 民生 欠 人 と 名 交 更 
保谷 一 田無 町 ( 現 ひ ば り ヶ 丘 ) 間 複線 化 
西武 鉄道 に 社名 変更 


昭 23. 4 ] 


東村 山 - 村 山 貯水 池 ( 現 西武 園 ) 間 営業 再開 
東村 山 - 国 分 寺 間 電 化 
東村 山 - 柳 瀬 信号 所 間 複 線 化 
族 川 玉川 上 水 間 開業 
東村 山 一 村山 貯水 池間 に 野口 信号 所 を 
新設 、 野 口 信号 所 一 西武 園 間 開 業 
武蔵 境 一 北 多磨 ( 匠 白糸 台 ) 間 電化 
北 多 訂 一 是 政 間 電 化 
還 所 沢 - 狗 消 ( 下 5 直球 電 前 ) 間 営業 調 開 ( 内 誠 ) 
西 所 沢 一 狭山 湖 ( 現 西 武 球場 前 ) 間 電化 
高田 馬場 西武 新宿 間 営 業 開始 
お と ぎ 電 車 多 摩 ホ テル 前 ユネ スコ 村 
間 を 地方 鉄道 に 改組 、 山 口 線 に 改称 
田無 町 ( 現 り ば り ヶ 丘 )- 東 久留 米 間 復 線 化 
東 久留 米 一 清瀬 間 複 線 化 

FE ED 


11- 5 
25. 4 6 
5.15 
523 


711 
0 
26.10. 7 
27・ 81 
3925 
715 


28. 328 
926 


33. 9.16 


12.19 
34.12:21 
35. 5.25 
36: 989.20 


ETL | 
38.11・1 
40.11・5 
41: 5.16 
525 
10.28 
42.10.27 
Ne 
43. 5.15 
11.18 
11.13 
44. 926 
10. 1 
10: 2 
10.14 


45. 1・1 
48.6. 8 
11:29 
49.9.6 
50. 320 
6. 2 
1186 
51・3. 1 


ea 
54.12: 7 
55. 3.18 
58.10: 1 
1 に 
59. 5.14 


7 ーー KW 
新宿 線 か ら 小平 萩山 経 申 多摩 滞 ( 本 
武 遊園 地 ) へ 直通 運転 開始 

柳瀬 信号 所 一 所 沢 問 複線 化 
清瀬 一 秋津 間 複 線 化 


平 141 


eee.1Q \ 石窟 
秩父 鉄道 へ 宮 通 運転 際 ) 谷 

1e14 ( 新 独 一 南大 塚 韻 復 線 代 
ら 916 | 玉 )U 上 水車 両 各 理 支所 (m 軸 較 基 ) 開 設 


Ce 


夫 公 軸 一 電 思 . 台 内 敵 RA 人 人, 


秋津 一 所 沢 間 複線 化 3 3 9 | 自動 改札 機 導 入 、 豊 島 園 駅 で 使用 開始 
多摩 湖 線 0.4km 延 伸 、 多 摩 湖 駅 ( 現 西 起 3 き 29 | 小川 一 西 小 ) 信 号 所 間 複 線 化 

遊園 地 ) 移 設 7@7 | 狭山 市 一 新 狭山 間 複 線 化 

秋山 一 小川 間 開業 Sr12. 6 | 新宿 線 に 10000 系 特急 ニュ ー レ ボア ロー 登場 
池袋 一 所 沢 間 で 私 鉄 初 の 10 両 運転 開始 6.12 7 | 西武 有楽 町 線 練馬 一 新 桜台 間 開 業 
所 沢 一 西 所 沢 間 複線 化 8。 4 ョ | 還 隊 ソバ ソ 琴 敵 、 択 - 東 人 営 胡 上 
小手 指 検車 区 ( 更 車 両 基地 ) 開 設 9。8. 2 | 桜台 一 練馬 間 高架 化 

西 所 沢 - 小 手指 信号 所 ( 現 小 手指 ) 間 複線 化 T8213)| 中 村橋 一 冨士 見 台 間 高架 化 

小手 指 信号 所 一 武蔵 藤沢 間 複線 化 10.326 | 池袋 線 - 営 団 ( 明 東京 メト ロ ) 有 楽 町 線 相 
所 沢 一 新 所 沢 間 複 線 化 互 直通 運転 開始 

小平 萩山 間 複 線 化 11.2O | 多摩湖 線 国分 寺 - 萩 山 問 ワン マン 運転 開始 
玉川 上 水 - 拝 島 間 開 業 12・ 6.16 | 武蔵 ヶ 丘 車両 研修 場 開 設 

恋ヶ窪 一 羽根 沢 信号 所 間 複 線 化 10.14 | 共通 乗車 カー ド シ ス テム [パス ネッ ト ] 導 入 
武蔵 藤沢 一 入間 市 間 複線 化 13. 3 4 | 練馬 中 村橋 間 高 架 化 

新 所 沢 一 入曽 間 複 線 化 12.6 | 笠縫 一 飯能 間 複 線 化 

南 入 曽 検車 区 ( 現 車両 基地 ) 開 設 12.15 | 中 村橋 一 練馬 高野 台 間 高架 複々線 化 
仏子 笠縫 信号 所 間 複 線 化 15. 3.12 | 練馬 中 村橋 間 高 架 複々線 化 

西武 秩父 線 営 業 開始 、 特 急 レ ッ ド アロ ー 登 場 飯能 一 西武 秩父 間 ワ ンマ ン 運 転 開始 
ATS 使 用 開始 (名 摩 川 線 安 比奈 線 山口 線 を 除く ) 18 3.27 | 西武 ホー ルディ ング ス の 子会社 と な る 
仏子 西武 秩父 間 CTC 使 用 開始 19. 3.18 | IC カ ー ド シス テム PASMO 導 入 
横瀬 検車 区 ( 現 車両 基地 ) 開 設 60.6.14 | 東京 地下 鉄 副 都 心 線 乗 入 開始 

田無 一 西武 柳沢 間 立 体 交差 化 63. 4.17 | 石神 井 公園 駅 高架 化 

最高 速度 100 キ ロ 運 転 実施 西武 鉄道 (初代 ) 


多摩 川 線 単 線 自動 化 お よび ATS 使 用 開始 明 25.8. 5 
人 間 市 仏子 間 複 線 化 87.1221 
西武 新宿 本 川越 間 急 行 10 両 運転 開始 98. 3:21 
入 軒 一 入間 川 ( 現 狭山 市 ) 間 複線 化 39. 9.30 
所 沢 一 新 秋津 間 貨 物 連 絡 線 竣工 。 池 袋 国 大 9 6 1 
分 寺 両 駅 の 貨物 中 継 を 新 秋津 に 変更 

列車 無線 全線 使用 開始 (安比 奈 山口 線 を 除く ) 10:10: 1 
萩山 -』 リ 川間 複線 化 M6 
南大 塚 一 脇田 信号 所 間 複 線 化 

西武 有楽 町 線 新 桜台 一 小竹 向原 間 開 業 8.15 
武蔵 砂川 西武 立川 間 複 線 化 14. 2.15 


山口 線 休止 ( 昭 60.4.85 廃 止 ) 


川越 鉄道 株 式 会 社 設 立 

国 寺 - 久 第 匠 ( 昧 机 醒 議 (1067mm 科 
2 水 |l-|| 必 (| 居 ) 酸 氷 、H 久 が 営業 告 き 
甲 武 鉄道 の 委託 管理 を 解除 、 自 営 と な る 
武蔵 水 電 会 社 に 合併 (武蔵 水 電 は 川越 
電気 鉄道 川越 町 大 宮 町 間 を 経営 ) 
武蔵 水生 が 西武 軌道 (新宿 勾 窪 間 ) を 合作 
武蔵 水 電 が 帝国 電灯 に 合併 、 鉄 各 道 業 
を 武蔵 鉄道 に 譲渡 
武蔵 を 西武 と 改め 西武 鉄道 (初代 ) 設 立 
安比 奈 線 南大 辺 一 安比 奈 間 開 業 (作物 ) 

次 頁 に つづ く 


NN = 11.2.10 JR と 分 離 
9 阿 ら 416 | 東村 山 - 高 田 馬場 間 開 業 ( 複 線 電化 )、 昭 3.11 8 | 萩山 一 本 小平 間 開業 東飯能 E23 a A A EA 
コ 北 飯能 ( 信 ) きた は ん の うし LA で うじ ょ う 信 平 8.1031 
東村 山 一 川越 ( 現 本 川越) 間 電 化 5 1'23 | 和 」- 相 貯水 池 ( 仮 駅 、 国 分 寺 起 点 8.0km) 間 開業 本 63.11.16 ー| 画 
8.3] | 多摩 鉄道 を 買収 1280|| 村山 貯水 池 仮 駅 を 国分 寺 起 点 8.9km に 武蔵 丘 ( 信 ) むさ し が お か LAC うじ ょ う 信 | 
4 1:20 | 国鉄 高田 馬場 駅 へ 乗り 入れ 移転 し 本 駅 (西武 遊園 地 ) と する ④ | 高麗 こま de a Ne 
5: 4.5 | 東村 山 - 村 山 了 貯水 池 前 ( 現 西武 園 ) 間 営業 開始 5. 3.12 | 武蔵 野 鉄道 に 合併 ④ | 武蔵 横手 。 むさ し よこ て 客 | 回 | 昭 4. 810 ME きろ 
16. 2.28 | 大 宮 線 (0 川越 久保 町 一 大 宮 ) を 廃止 多摩 鉄道 (⑨ | 東吾 野 ひがし あ が の 客 a 9.10 664| @ 3 
19.5.10 | 東村 山 - 狭 山 公園 ( 現 西 武 園 ) 間 営業 休止 明 43.8.5 | 多摩 鉄道 株 式 会 社 設立 ⑦| 百 野 あぁ が の 57.8| 客 | 回 | 昭 4 9.10 
武蔵 野 鉄道 に 合併 大 6.10.82 | 武 誠 境 - 北 麻 ( 昌 人 台 ) 間 開業 (1067mm 藻 所 西武 秩父 線 ー 
8_B. | 北 多摩 一 常 久 ( 占 艇 場 前 ) 間 開業 ⑦ | (吾野 ) 
多摩 湖 鉄道 株 式 会 社 設立 ]1.620 | 常 久 是 政 問 営業 開始 ④ | 西 吾野 に し あ が の 客 
国分 寺 一 萩山 間 開 業 (1067mm: 蒸 気 ) a831 | 西武 鉄道 (初代 ) に 合 ④ | 正 丸 し ょ うま る 3| 客 
※ 乗 隆 客数 は 平成 83 年 度 1 昌平 均 ④ | トン ネル ( 伺 し ょ うま る と ん ね る 信 
ゴ 駅 名 | 可 | 開 設 年 月 日 備 考 ④ | 芦 ケ 久保 "あし が く ぼ 
池袋 線 ⑦⑨ | 横瀬 よこ ぜ 
© | 池袋 いけ ぷく ろ ー| 客 | 回 | 4 415|47g0g2| 巡 〇 | 西武 秩父 せい ぶち ち ぶ 
椎名 町 し いな まち 1.9| 容 | 回 [13. 6.1| 17638 西武 有楽 町 線 國 三 東京 地下 鉄 
⑪ | 東 長崎 ひがし な が さき 3.1| 客 | 回 | 大 4 415| 26.109| (長崎 ) (練馬 ) 
⑱ | 江古田 え こ だ 43| 客 | 回 | 大 11.11. 1| 32942 4 新 桜台 し ん さく ら だ い 
桜台 さく ら だ い 52| 客 | 回 | 昭 11. 7.10| 12978| 820.2.3、⑮ ぶ 昭 23.4.1⑱ 平 9.8.2 小竹 向原 こ た け お か い は ら 
間 | 練馬 ね り ま 60| 客 | 回 | 大 4. 415| 109.306| 和 、@ 平 9.8.2 豊島 線 
人 | 中 村橋 。 な pp5g し 75| 客 | 回 [13. 6.11| 37061| @ 平 9.12.13 ③④ | (練馬 ) 
富士 見 台 "ふじ み だ い 83| 客 | 回 | 大 14. 3.15| 23588| ご @ 綱 井 ( 昭 8.3.1)⑱ 平 9.12.13 〇 | 豊島園 と し まえ ん 
() | 練馬 高野 台 ね り ま た か の だ い 9g5| 客 | 回 平 612. 7| 23996| 立 (高野 台 )、@ 平 13.18.15 狭山 線 
@ | 石神 井 公園 しゃ くじ こう えん 106| 客 | 回 | 大 4. 415| 68820| ⑧ 石 神 井 ( 昭 8.3.1)⑧ 平 23.4.17 ( 西 所 沢 ) 
大 泉 学園 。 お お いずみ が < えん | 125| 客 | 回 | 大 13.11. 1| 81.785| 人 ⑳ 東 大 泉 ( 昭 8.3.1) し も や まぐ ち 
保谷 ほう や 客 | 回 | 大 4. 415| 55.162| 園 交 
ひば り ケ 丘 ひば り が お か 客 | 回 | 大 13. 6.11| 66.387| 信田 無 町 ( 昭 34.5.1 ) 10.7)、③ 村 山崎 水池 際 ( 昭 16.4.1)、 村 山 公園 
a ひがし くる め 客 | 回 | 大 4. 415| 51.808| 安 ( 久 留 米 ) ( 昭 8.3.1)、⑧ 昭 19.2.28、⑧ 昭 26.10.7 
; さよ せ 客 | 回 は 13. 6.11| 68010 
秋津 あき つ 客 | 回 | 大 6.12.12| 76217| 補 西武 新宿 せい LAbe< 
と ころ ざわ 客 | 回 | 明 28. 321| 93899| 日 刀 高田 馬場 "た か だ の ば ば 
に し と ころ ざわ 客 | 回 | 大 4. 415| 23863| 小手 指 (大 4.9.1) 下落 合 し も お ちあ い 
こ て さ し 客 | 回 | 昭 45.1120| 46571| 男 立 中 井 な か い 
さや ま が お か 客 | 回 | 大 4. 4.15| 25997| 三ケ島 村 ( 昭 8.3.1 )、 あ 元 狭山 (大 4.8) 新井 薬師 前 あら いや くし まえ 
で さじ しぶ じ さ わ 客 | 回 | 大 15. 4. 1| 22412| 補 ( 藤 沢 ) " ぬ ま ぷく ろ 
いな りや まこ うえ ん | 359| 客 | 回 | 照 8.4. 1| 8398| 立 ( 豊 固 ) の が た 
いる まし 8| 客 | 回 | 大 4. 415| 34580| 立 、 環 岡町 ( 昭 42.4.1) と りら つか せい 
フ | 客 | 回 4 415| 12917 


さ ぎ の みや 
Ol 客 大 \S. 4.3| 6890|⑧ 平 11.1.21 し も いぐさ 


43 フ 1 守 | ゃ ) 1 天 4.415| Seog3l x 


村山 時 ブ 1 230 


141| 客 | 加 還 2 416| 27864| な 〇 | 西武 遊園 地 せい m ゆ 3 えん ち | 92| 客 | 回 1 四 11230| 3079|@ 多 茶 湖 (854.325) ⑧ 独 A 男前 


53| 客 | 回 ] 居 2 416| 23941| @ 上 保谷 ( 昭 4 11 2O) ( 昭 26 9 1) 、 人 村山 野 水 池 ( 昭 1641) 
せい ぶ や な ぎ さ わ 163| 客 | 回 | 昭 2 416| 16.164| 立 ( 柳 沢 ) 国分 寺 線 
た な し 1Z6| 客 | 回 | 四 2 416| 73739| Je 
ほな こがね い 199| 客 | 回 四 2 416| 51.665 @ | お が わ A | 明 27.1221| eg300| 


小平 こ だ いら 256| 客 | 回 | 因 6 416| 36533| ④ | 鷹の台 た か の だ い 42| 客 | 回 | 暫 231021| s5gg3 
久米 川 。 < ゅ が ちら 246| 客 | 回 | 暫 2 416| 32220 AM 恋 ケ 窪 。 ” こい が < ほ 57| 客 | | 昭 30.210| 10923 
陳 笠 山 ” ひか で 5 や ま 260| 客 | 回 | 明 271281| 45.705| 立 、③ 久 米川 仮 ( 明 28.86) 羽根 沢 ( 信 ) 69| 信 | | 茹 4311.12 ー 
(所 沢 ) 28.9 国分 寺 こく ぷん じ 78| 客 | 回 | 明 27.1221 GOGG 押 
瞳 空 公園 こう < ぅ こう ぇ ん | 305| 客 | に | 褒 62 528| 2739g 多摩 川 線 
4 新 所 沢 し ん と ころ ざわ 31.7| 客 | 回 | 照 26. 6.11| 54975| ⑧ 北 所 沢 ( 昭 34.2.1) 〇 | 武蔵 境 むさ し さか い ー| 客 大 6.1022 22390| 平 16.11 7 JH と 分 離 
| 南 入曽 ( 信 ) みな みい り そ 33.7| 信 軌 44.986 ー| 園 立 ②⑨ | 新 小 金井 「UA こ が ね い 
0 | 箇 いり そ 356| 客 | 回 | 盟 28.321| 18945 ④ | 多摩 た ま 
⑪ | 狭山 市 "さや まし 386| 客 | 回 | 上 8. 321| 40847| (入間 川 )、⑧ 入 間 川 ( 昭 54.3.25) ⑲ | 白糸台 。 し らい と だ い 
新 狭山 し ん さや ま 41.3| 客 | 回 | 軌 39.11.15| 21.525 ⑨ | 競艇 場 前 きょう て いじ ょ うま え 
⑪ | 南大 塚 。 “みな みお お つか 43.9| 客 | 回 | 盟 30.11.14| 15415 O 〇 | 星 これ まさ 
いり | 脇田 ( 信 ) わき た 45.6| 信 昭 55. 3.13 ー 山口 線 
〇 | 本 川越 ほん か わこ え 475| 客 | 回 | 98. 321| 47.138| を Il 越 )、@ 川 越 昭 15.7.22) (西武 遊園 地 ) 
西武 園 線 遊園 地 西 。 ゆう えん ち に し 0.3 
ee ド e | 東 中 突 ( 信 ) ひがし な か みね 1.0 
せい えん 24| 客 | 回 | 司 5 4 5| 3998| @ 和 | 貯水 池 ( 昭 26.3.1)、⑳ 狗 人 園 ( 昭 23.4.1)、 © | (西武 球場 前 ) 88| 客 L 4. 園 (山口) 
⑧ 本 最 水 88( 昭 163.1)、⑭ 昭 195.10、⑧ 昭 234 1 
se 
(小平 ) ー 沿革 年 表 
(秋山 ) 12 明 43. 921 | 京王 電気 軌道 株 式 会 社 設立 大 12. 5. 1 | 調布 府中 間 複線 化 
(MID 28 大 2.415 | 科 塚 調布 間 開業 (137emm.GOOV) 15.18. 1 | 玉 南 電気 鉄道 を 合併 
ひがし や ま と し [ |25. 5.15| 23468| 青梅 橋 ( 昭 54.3.25) 、⑱ 昭 55.7.17 10.11 | 代々 幡 一 笹塚 間 開業 昭 2、6. 1 | 玉 南 線 1378mm 改 軌 
た まがわ じょう すい き ] | 昭 25. 5.15| 38342| 園 妙 3 4.8 | 幅 代 小学 校 前 一 代々 幅 間 開業 3. 5.22 | 新宿 - 東 八王子 (中 京王 八王子 ) 間 直通 電 転 開始 
むさ し す な が わ 回 [58.12.12| 10225 6.l 1 代々 木 - 幡 代 小 学校 前 間 開業 4。 4 1 | 関戸 (Gm 現 喧 桜ケ丘 ) 一 北野 間 複 線 化 
せい ぶた ちか わ | 11.19 | 新町 - 代 々 木 間 開 業 4 7| 府中 一 中 河原 間 複 線 化 
は いじ ま | 4: 3:31 | 壮 橋 一 新町 間 開 業 6. 3820 | 御陵 線 北 野 一 御陵 前 間 開 業 
多摩 湖 線 5 ] | 停車 場 前 - 葵 橋 間 開 業 19 5:31 | 東京 急行 電鉄 と 合併 、 京 王 営業 局 と な る 
5.30 | 新宿 追分 停車 場 前 間 開業 20:121 | 御陵 線 休止 
る 5 6.] | 調布 一 多摩 川原 (京王 多摩 川間 開業 7.24 | 京 新 夫 駅 を 人 青梅 (9 西口) に 移転 
© ひと つば し が くえん 1 . 911| 19546 | ⑧ー 橋 大 学 ( 昭 41.7.1) .@ 商 大 予科 前 ( 昭 245) 9 1 | 調布 飛田給 間 開 業 10. 1 和 道 か ら 地方 道 に 変更 
お うめ か い ど う 10.31 | 飛田 給 一 府 中 間 開 業 23.6. ] | 最 Om 提 り い 泉 所 が 夫 寺 待 と な る 
は ざ で やま 9 6.25 | 鳥山 ( 細 千 歳 鳥 山 ) 一 金子 (見 つつ じ ヶ 丘 ) g5. 3.25 | 調布 京王 多摩 川間 複線 運転 再開 
や さか 月 画 複 線 化 に より 新宿 調布 間 複線 と な る 30429 有 | 競馬 電線 開業 


次 責 に つづ く 


pe 


/ と と 


右上 に つづ く 


gece 


| 京王 線 4 還 編成 運転 開始 


(新宿 一 東 八王子 間 急 行 ) 63.58l 


5910 1 


| 電車 区 車掌 区 検車 区 な を 松 上 水 か ら 若 葉 台 へ 移転 


相模 原 線 京王 多摩 セン ター 南大 沢 間 開 業 


| 井の頭 線 3000 系 営業 運転 開始 平 1].4 8 | 京王 八王子 地下 駅 開業 
| 新地 下 駅 開始 京王 線 5 輸 編 成 運 寺 開 始 3.30 | 相模 原 線 南大 沢 - 橋 本 問 開業 、 相 模 原 線 全 通 
有 | 京王 線 150OV 昇 圧 、5000 系 営業 運転 開始 1087 | 長沼 北野 駅 付近 高梨 化 
| | | 新宿 - 東 八王子 問 特急 運 転 開始 3』3.15 | 6000 系 5 扉 車 営業 運転 開始 
(最高 時 速 9Okm) 4 3 3 | 京王 線 に 8000 系 入線 
16 | 京王 線 6 輌 編成 運転 開始 588 | 京王 線 特急 が 全 列車 10 還 編成 と な る 
中 原 、 ヶ 人 により 新人 走 と な る 1886 | 京王 線 冷房 化 率 100%% と な る 
|| 多 麻 動物 公園 線 (動物 園 線 ) 開 業 5 3 | 府中 駅 付近 連続 立体 交差 化 に 伴い 府中 
| 新宿 京王 人 王子 間 特 急所 要 37 分 と な る 駅 新 駅 合 使用 開始 
(最高 時 速 95km) 7.92B | 神泉 で の 2 車輌 扉 締切 を 解消 
高尾 線 開業 B。1. 9 | 井の頭 線 1000 系 営業 運転 開始 
新宿 桜上水 間 ATS 設 置 10. 7. 1 | 京王 電鉄 に 社名 変更 
京王 線 に 初 の 冷房 車 入 線 II 728 | 司馬 場 線 で ワン マン 運転 開始 (平日 ) 
京王 線 7 輌 編成 運転 開始 12.10.14 | 共通 乗車 カー ド シ ス テム 「 バ バス ネット] 導入 
井の頭 線 に 冷房 車 入 線 10.20 | 動物 園 線 ワン マン 運転 開始 
ATS を 全線 で 使用 開始 13. 1.24 | 京王 線 9000 系 営業 運転 開始 
北野 一 京王 八王子 間 複 線 化 19. 3.18 | IC カ ー ド シス テム PASMO 導 入 
八幡 山 駅 高架 化 完成 g4.8-19 | 柴崎 本 調布 間 . 京 王 多 麻川 - 調 布 間 地下 化 
相 失 氷 京 多摩川 京王 よみ うり ラン ド 間 開業 玉 南 電気 鉄道 
新宿 京王 八王子 間 特 怠 所 要 35 分 大 1 727 | 玉 南 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 
(最高 時 速 105km) 14- 324 


井の頭 線 5 輸 編成 運転 を 開始 
井の頭 線 意 行 運転 を 開始 


府中 一 東 八 王子 ( 現 京王 八王子 ) 間 開業 
(1067mm:600V) 


15.12。 』】| 京 王 電気 軌道 に 合併 
氷 寺 線 初 の 4 扉 0m 車 000 系 営業 運転 開始 帝都 電鉄 
全 駅 自動 券 発 機 化 が 完了 昭 3 728 | 渋谷 急行 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 
1078 休 よみ うり フン ドー 応寺 多 摩 セ ンタ 開業 922 | 東京 山手 急行 電鉄 株 式 会 社 設立 
50.1020 | 京王 線 8 親 編成 運転 を 開始 5.11.26 


筆 塚 駅 高梨 化 が 完成 


( 夫 の 頭 線 冷房 化 率 TOO96 と な る ) 
小 和 荷物 和 琉 送 中 


東京 山手 急行 電鉄 を 東京 郊外 鉄道 と 改称 


= 5 前 東京 郊外 鉄道 は 渋谷 急行 電気 鉄道 を 合併 
Pe la 8. 1.19 東京 郊外 鉄道 は 帝都 電鉄 と 改称 

ia 税 塚 問 複々線 化 8 1 | 渋谷 井の頭 公園 間 開 業 (1067mm.・ 
京 王 線 部 営 新宿 線 相互 直通 運転 開始 1500V) 

10 紀和 9. 4 1 井の頭 公園 吉祥 寺 間 開 業 

(京王 多摩 セン ター 岩本 町 間 通 動 快速) 15. 5. 1 | 小田 原 急行 鉄道 に 合併 
sintdt i a: 16. 3. 1 小田 原 急行 鉄道 を 小田 急 電鉄 と 改称 
5 車輌 工場 を 桜上水 か ら 若 械 台 へ 移転 Zi5 当 1 陸上 交通 事業 調整 法 に より 小田 急 電鉄 
井の頭 線 全車 輌 を 30OO 系 に 統一 


は 京浜 電気 鉄道 こと も に 東京 横浜 電鉄 


と 合併 し 、 東 京 急行 電鉄 と 改称 。 爾 都 線 
を 共 の 頭 線 と 改称 


※ 乗 降 客数 は 平成 29 年 度 1 旦 平均 


駅 一 覧 EE3 備 考 
F し に mm | OA | wd ー 下 表 の 他 に 天神 橋 ( 新 宿 - 初 台 間 ) 
し = ー| 語 [60. 724| 711.892 | 昭 38.4.1 、 昭 53.10.31( 新 線 新宿 
新宿 し ん じゅ く 19) 氏 昭 39.6.7.⑳ 昭 53.10.31. 新 線 ) 
初台 は つ だ い 1.7| 客 | 回 | 大 3. 6.11| 582.958|⑧ 正 橋 ( 大 8 
幡ケ谷 は た が や 27| 客 | 回 2.10.11| 89639|⑧ 昭 53.10.31 
時 en 86| 客 | 回 | 大 2.4.15| 78851 | 裕昭 53.7.21 
8 RS 44| 客 | 回 | 大 2.4.15| 80845 
Na RS 52| 客 | 回 | 大 2. 4.15| 49433 @ 松 原 ( 昭 10.2.8)、@⑨ 火 藤 庫 前 (6) 
下高井 戸 "し も た か い ど 6.1| 客 | 回 | 大 2.415| 44409| づ 日 大 前 ( 昭 19.6) 、 づ 下高井 戸 ( 昭 13.3.25) 
桜上水 さく 5 じょう すい 70| 客 | 回 | 大 15. 425| 36.181 | ⑧ 京 王 車 鹿 前 ( 昭 12.5.1)、② 北 沢 車庫 前 ( 昭 8.8.11) 
上 北沢 か みき た ざわ 78| 客 | 回 | 大 8. 415| 14265|、⑧ 北 沢 ( 昭 7.12.10)、⑧@ 北 沢 ( 不 明 ) 
⑲ | 八幡 山 は ち ま ん や ま 84| 客 | 回 大 7.5.1| 39.321| 松沢 ( 昭 12.9.1) 、@ 昭 45.7.10 
芦花 公園 ろか こう えん 9.1| 客 | 回 | 大 2.4.15| 13.656| 上 高井 戸 ( 昭 12.9.1) 
千歳 鳥山 "ちと せ か ら す や ま 9.9| 客 大 2.4.15| 74518| 補 、 あ 鳥山 ( 昭 4.8.7) 
仙川 せん か わ 11.5| 客 | 回 | 大 8. 415| 71.480| ⑳ 下 仙川 (大 6 ) 
| つつ じ ケ ケ 丘 つつじ が お か 18.5| 客 | 回 | 大 2. 4.15| 43.789| 層 金 子 ( 昭 38.5.15) 、 旬 昭 2.12.17 
柴崎 し ば さき 13.3| 客 | 回 | 大 8 4.15| 17.171 | g 昭 5.12.17 
国領 こく りょう 14.8| 客 | 回 | 大 8 415| 37.508| 昭 2.18.17⑮ 平 84.8.19 
布田 ぶた 148| 客 | 回 大 6. 15379| 昭 2.12.17 平 24.8.19 
⑪ | 調布 ちょ うふ 15.5| 客 | 回 | 大 2. 4.15| 113.423| 裕 、⑱ 昭 28.18.10⑮ 平 84.8.19 
西 調布 に し ちょ うふ 170| 客 | 回 | 大 5.9.1| 1578g| 計 、⑧ 上 石原 ( 昭 34.8.1) 
飛田 給 と び た き ゅ う 17.7| 客 | 回 | 大 5.9.1| a3.145 
武蔵 野 台 "お さ し U の だ い 188| 客 | 回 | 大 5.1031| 2446g| ご ざ 車 返 ( 昭 34.6.1) 
多磨 霊園 た まれ いえ ん 136| 客 | 回 | 大 5.1031 | 11.418 | ⑧ 市 公園 墓地 前 ( 昭 12.5.1)、⑧ 多 麟 ( 軌 712.8) 
W | 東 府中 ひがし ふち ゅ う 0.4 | 客 | 回 | 昭 10.11.12| 20.095 @ 臨 時 競馬 場 前 ( 昭 15.10.26) 
⑲ | 府中 ふち う 21.9| 容 | 回 | 大 51031| 85343| 立 、@ 平 5.31 
分 倍 河原 ぶ ば いか わら 23.1| 客 | 回 大 14. 324| 85.898 @ 屋 敷 分 ( 昭 4.5.1)、 昭 4.3.12 
Sh な か か わら e4.7| 容 | 回 大 14. 324| 24.7g4| 交 、⑱ 昭 49 フ 30 
聖 噴 桜 ケ 丘 せい せき ささ < くら が お か | 26.3| 客 | 加 大 14. 324[ 65.731 | 8 関戸 ( 昭 12.5.1)、 昭 44.5.2g 
百草 園 も ぐさ えん e8.0| 客 | 回 大 14 324| 7550 W 百 草 ( 昭 18.5.1) 
高幡 不動 た か は た ふ ど う 89.7| 客 | 回 | 大 14. 384| 58.919 園 六 (新高 幡 )、⑧ 高 幡 ( 昭 12.5.1) 
南平 みな みた いら 32.1| 客 | 回 5 428| 10619 
NM Rs 0 客 | 回 大 14.384| 8806| @⑧ 平 山 ( 昭 30.9.11) 
9| 客 | 回 | 大 14. 324| 40ge D2.10.27 
北野 きた の 36.1| 客 


京王 八王子 けい お う は ち お うじ 


清 
] (調布 〉 
京王 多 頑 用 | けい お うた まね 7 


37.9 き 


(0| X14 324 


22,145 SPE1027, 


F257). my ステ 122 


ggz/ な 、 DE MAES//R Ch 


京王 条 三 療 ワ い お うい な だ つつ み 


25 = 本 46.4.1 
39/ 容 / 品 B46. 4 1 


47.957| < 
11.096 


井の頭 公園 い の が し ら こ うえ ん 
きち じょうゆ 


埋 祥 寺 


Ta 
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| 京王 よみ うり ラン ド けい お う よ み うり らん ど 
和 尋 いな ぎ 55| 客 | 回 [549.10.18| 19443| や 
oe 。 | 88| |m lmao1018| 2636| 画 ⑧ 中 491018 
京王 永山 けい お うな が や ま 11.4| 容 | 回 | 昭 49.10.18| 41.658| 沿革 年 表 
(人 0 誠 王 礎 セツ ター けい お うた ませ ん た 一 | 13.7| 客 | 回 | 昭 49.10.18| 81.249 昭 61・4.8 | 多摩 都市 モノ レー ル 株 式 会 社 設立 平 12。 110 | 立 )IH 一 多摩 セン ター 間 開 業 
京王 堀之内 けい お うほ り の うち | 16.0| 客 | 回 | 還 63.521| 29513 68.18.26 | 上 北台 一 多摩 セン ター 間 特 許 13. 420 | 隙 駅 まで 100 円 の 特例 運賃 設定 
南大 沢 みな みお お さわ 182| 客 | 回 | 昭 63. 521| 60097 平 10.11.87 | 上 北台 一 立川 北 問 開業 19.9.18 | |C 乗 車券 シス テム PASMO 導 入 、 
多摩 境 た まさ か い 20.1| 客 | 回 3 4.6| 17.184 駅 一 覧 ※※ 乗 車 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 (降車 客 を 含ま ず ) 
〇 | 橋本 は し も と 886| 客 | 回 キ 2 330| 87242| に 駅 名 metenn | | 備 考 
競馬 場 線 ) | 上 北台 か みき た だ い ー| 客 | 回 IF10.11.27| 5.896 
© | ( 東 府中 ) = 桜 街道 さく ら か い ど う 0.7| 客 | 回 較 10.11.27| 2837 
O 〇 |R 星 下 前 apeSugeusA ま ぇ | 09| 客 | 回 | 軌 30.429| 2944 ⑯ | 玉川 上 水 “た まがわ じょう すい 15| 客 | 回 較 0.1127| 10.087 
動物 園 線 砂川 七 番 。 す な が わな な ば ん 65| 客 | 回 | 軒 0.1127| 2.135 
© | (高幡 不動) - 『 泉 体育 館 いずみ た いい < か ん | 30| 客 | 回 畔 IO1127| 2512 
O | 多摩 動物 公園 た ま ど うぶ っ こう えん | 20| 客 | 回 | 思 39.429| 5958 立 飛 た ちび ひ 36| 客 | 回 層 I01127| 1.804 
高尾 線 ⑪ | 高松 た か まつ 42| 客 | 回 平 101127| 3268| 日 男 
? | (北野 ) - | ⑪ | 立川 北 た ちか わき た 54| 客 | 回 き I01127| 18.406 
| 京王 片倉 けい お うか た くら 17| 客 | 回 | 昭 6.320| 4.177| ⑯B20.1.21、W 昭 42.10.1 立川 南 た ちか わ み な み 58| 客 平 12. 1.10| 14.189 
| 山田 や まだ 32| 客 | 回 6.320| 4580| @⑱ 昭 20.1.21、 人 W 昭 42.10.1 柴崎 体育 館 し ば さき た いい く か ん 6.5| 客 平 12. 1.10| 1.841 
|| | の めじろ台 めじ 2 だ い 43| 客 | 回 | 昭 42.10. 1| 17640 甲州 街道 こう し ゅ うか い ど う 回 翌 12. 1.10| 3.390 
| 狭間 は ざま 58| 客 | 回 | 昭 4210.1| 6.776 万 願 寺 まん が ん じ 周平 12. 1.10| 3.542 
高尾 た か お 69| 客 | | 本 42.10. 1| 26.743| 立 、@⑱ 昭 42.10.1 高幡 不動 た か は た ふ ど う [IF12. 1.10| 12.805 
〇 | 高尾 山口 た か お さん ぐち | 86| 客 | 回 | 昭 42.10. 1 9808 | em4e 0」 程 久保 ほど く ぼ 平 12. 1.10 802 
井の頭 線 = 下 表 の 他 に 代田 多摩 動物 公園 た ま ど う ぶつ こう えん 回 平 12. 1.10| 1.074 
〇 渋谷 し ぶ や 当 昭 8.8.11335475 0.1km 短 縮 ( 平 9.12.28) 中 央 大 学 明星 大学 59 お 天 い OKYUGLVAK | 平 12. 1.10| 16.005 
| | 神泉 し ん せん 05| 客 | 回 8.8. 987] | @④ 昭 21.3.15⑱ 昭 22.4.1 大 塚 ' 帝 京 大 学 お お つか て いき よう だ た い が く Eg] 平 12. 1.10| 3.620 
駒場 東大 前 こま ば と うだ いま え 1.4| 客 | 回 | 昭 0. 7. 松が谷 まつ が や © [12. 1.10| 1.321 
池ノ上 いけ の うえ 24| 客 | 回 | 困 8.8 多摩 セン ター た ませ ん た 一 回 平 12. 1.10| 17.080 
下北 沢 し も きた ざわ 30| 客 | 回 | 昭 8.8. 6 
新 代田 UA 35| 客 | 回 8 8 1| 8288|@ 代 田 ニ 丁目 ( 昭 41:721) 
東 松 原 ひがし まつ ば ら 40| 客 | 回 | 昭 8.8. 沿革 年 表 
(明大前 ) 4.9 昭 8. 8. ]|※33684 | @ 丁 松原 ( 昭 10.2.8) # 他 に が 訂 的 169.104 人 大 ] 1・9. 2 | 目黒 蒲田 電鉄 株 式 会 社 設立 玉川 電気 鉄道 を 合 借 
⑲ | 永福 町 え し W ゆ くち ょ う 60| 客 | 回 上 昭 8. 8 12. 3.] ] | 目黒 丸子 ( 現 沼 部 ) 間 開業 東京 横浜 電鉄 を 合併 
西 永福 に し えい ふく 6.7| 客 | 回 還 8.8 (1067mm'600V) 東京 横浜 電鉄 に 社名 変更 
浜田 山 は まだ や ま 75| 客 | 回 尻 8.8. 11・1 | 丸子 蒲田 間 開 業 信人 人 素人 に せる 
高井 戸 た か い ど 87| 客 | 回 | 還 8.8. 昭 2 7. 6 | 大 井町 一 大 岡山 間 開 業 
0 富士 見 ケ 丘 ふじ み が お か 94| 客 | 回 | 昭 8.8. 411・1 | 自由 ヶ 丘 - 二 予 玉川 間 開業 
久我 山 く が や ま 102| 客 | 回 | 昭 8.8 12.25 | 大 岡山 一 自由ヶ丘 問 開業 
| 三鷹 台 みた か だ い 11.2| 客 ] 回 | 昭 8.8 9.10. 1 | 池上 電気 鉄道 を 合併 
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右上 に つづ く 
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会 社 再編 成 に 伴い 京王 帝 孝 電鉄 、 小 田 急 電鉄 
京 泊 急 行 電鉄 を 設立 し 、 事 業 の 一 部 を 謙 流 
| 東横 線 人 急行 列車 復活 
東横 線 1500V 昇 圧 
初 の 高 性 能 車 5000 形 東横 線 に 就役 
| 目 蒲 線 1500V 昇 圧 
| 池上 線 1500V 昇 圧 
| 大 井町 線 1500V 昇 圧 

ミス テン レス カー5800 形 東横 線 に 就役 
7 | オー ルス テン レス カー7000 形 就役 
大 井町 線 を 田園 都市 線 に 改称 

営団 (東京 メトロ) 日 比 谷 線 東武 鉄道 3 社 相 
| 互 乗 入 に よる 日 吉 - 北 千住 間 直 通運 転 開始 
田園 都市 線 溝 の ロー 長津 田 間 開業 
電車 の 塗 色 を グリ ー ン に 統一 

こども の 国鉄 長津 田 - こ ども の 国 間 開 業 
東横 線 で ATS を 使用 開始 、 田 園 者 市 線 
長津 田 - つ くし 野間 開業 

玉川 線 渋 谷 - 二 子 玉 川間 圧 線 ( 二 子 玉 
川 - 外 本 村 間 ) 廃 止 、 玉 川 線 三軒茶屋 一 
下高井 戸 間 を 世田谷 線 に 改称 
池上 線 に ATS を 設置 、 鉄 道 全線 に ATS 設 置 完了 
8519 | 東横 線 に 8000 形 冷房 車 就役 
田 財 都市 線 つ くし 野 一 すず か け 台 半 開 業 
還 |!9 5 | 長津 田 車両 了 場 竣 本 
50. 222 | 田園 吉 市 線 に 8500 系 を 導入 
5IrI0.15 | 田園 部 市 線 す ず か け 台 一 つき み 野 千 開業 
52 4 7| 新 玉川 線 渋 谷 - ニ 子 玉 川間 開業 
6 田園 部 市 一 新 玉川 線 直通 快速 運転 開始 


こども の 国 線 ワ ンマ ン 化 
3000 系 が 3| 退 し 、 鉄 道 の 全車 両 が ステ 
ン レ スカ ー と な る 。 池 上 線 旗 の 台 一 戸 
越 銀座 間 連 続 立体 化工 事 完了 

東横 嫁 復 々 線 化 工事 に か か る 田園 調布 一 
多摩 ) 園 ( 引 多 摩 )) 問 改良 地下 化 完成 
32Q Il 東 検 線 渋谷 一 征 名 隅 車 内 信号 式 に 変更 
大 WWRte で (し 


97827 目黒 駅 地下 化 
10 3.16 | 池上 線 で ワン マン 運転 を 開始 
Te 8 6 | 東横 線 多 麻川 武蔵 小 間 複々線 化 、 目 時 

| - 邊 蔵 小林 間 (目黒 線 ) が 直通 運転 に 、 多 摩 
川 - 滞 田 間 は 東急 多摩 川 線 に 改称 目黒 線 
| | と 史生 | 腺 で ワン マン 運転 開始 
| | 新 玉川 線 を 田園 都市 線 に 編入 
926 | 上 抽出 ニ 田邊 運転 
13. 388 | 東横 線 特急 運転 開始 、 目 黒 線 が 埼玉 高 
速 鉄 道 と 相互 直通 運転 開始 
| 14 7 | 田谷 線 に IC カ ー ド 栗 車 券 「 せ た まる 」 聞 入 
15 3.19 | 営団 (東京 地下 鉄 半 惹 門 線 押上 延伸 に よ 
り 東武 全 欠 時 日 光線 と 相互 直通 運転 開始 
16. 1.31 | 横浜 桜木 困 間 廃止 
ら -1 | みな と みらい 線 開業 に より 相 上 直 開 始 
18. ア 2| 日 黒 線 不 動 前 一 洗 定 間 地下 化 
924 | 東横 線 起 惑 小杉 日 吉 問 高架 化 
925 | 目黒 線 で 急行 運転 開始 
19. 3.18 」 IC じ カー ド シ ス テム PASMO 導 入 


ら 0. 622 | 東横 線 武 蔵 小杉 一 日 吉 間 複々線 化 、 目 
黒 線 列 車 が 日 吉 ま で 延伸 
ニ 了 玉川 溝の口 間 複 々 線 化 、 大 井町 線 
列車 が 溝の口 に 乗り 入れ 
25. 8.14 | 東京 地下 鉄 副 都 心 線 等 と 相 直 開始 (予定 ) 


池上 電気 鉄道 


2 の 2 


池上 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 
蒲田 一 池上 間 有 開業 (1067mm.600V) 
池上 一時 ヶ 合 ( 現 雪 ヶ 合 大 塚 付近 ) 間 有 開業 
雪 ヶ 合 一 桐ヶ谷 ( 現 戸 越 銀座 付近 ) 間 開業 
桐ヶ谷 一 大 崎 広小路 間 開 業 

大 崎 広小路 一 五反田 間 開 業 

雪 ヶ 合 一 新 奥 沢 間 開業 ( 昭 10.1 1.30 廃 上 ) 
目黒 蒲田 電鉄 に 合 


東京 横浜 電鉄 に 社名 変更 
丸子 多摩 川 ( 現 多 摩 川 ) 一 神奈 川 ( 現 横浜 
|| 付近 ) 間 開業 (1067mm.600V) 


右上 に つづ < 


1 


玉川 電気 鉄道 
明 36310 | 玉川 電気 鉄道 設立 


6 120 
7: 9331 
9.10.1 
1. 3:30 


40. 3: 6 


駅 一 覧 
9 


三軒茶屋 一 玉 川 ( 別 二 子 玉川 付近 ) 間 開業 


本 横浜 一 高島 町 間 開 業 明 40: 4 1 

高島 町 一 桜木 町 間 開 業 811 | 渋谷 一 道玄坂 上 間 開 業 

玉川 電気 鉄道 を 合併 大 9. 9' 3 | 軌間 1372mm に 改 軌 

東横 線 ガソリン 動力 併用 認可 14. 18 | 三軒茶屋 一 世田谷 間 開 業 
5 1 | 世田谷 一 下高井 戸 間 開 業 


目黒 蒲田 電鉄 に 合 


玉川 溝ノ口 間 開 業 


昭 2. 7.15 


東京 横浜 電鉄 に 合併 


道玄坂 上 ー 三 軒 茶屋 間 開 業 (1067mm'600V) 
※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


備 考 
記 三 中 目黒 、 柿 の 木坂 、 新 丸子 、 元 住吉 、 大 倉山 白幡 、 上 反町 、 下 反町 


東横 線 
送 谷 Le | 一 |[ 客 | 回 内 2 828|420.63 
代官 山 だ いか ん や ま 1.5| 客 | 回 | 昭 2 828| 24803 
| 中 目黒 な か めく ぐろ 22| 客 | 回 | 昭 2 828| 182860 
祐天寺 ゆう て ん じ 32| 客 | 回 2 828| 29.194 
学芸 大 学 。 がくげい だ い が く 42| 客 | 回 | 昭 8 828| 69522|⑳ 第 一 師範 ( 昭 27.7.1 ) 、 人 @ ざ 青山 師範 ( 昭 
18.12.1)、⑳ 碑 文 谷 ( 昭 11.4.1) 
都立 大 学 と りつ だ い が く < 56| 客 | 回 | 昭 2 828| 46.204|⑧ 都 立 高校 ( 昭 27.7.1)、⑧ 替 立 高 等 ( 昭 18.12.1)、 
⑳ 府立 高等 前 ( 昭 7.3.31)、⑧ 柿 ノ 木 阪 ( 昭 6.7.25) 
自由 が 丘 じ ゆ う が お か 7.0| 客 | 回 | 昭 2. 828| 90.099|⑧@ 自 由 ケ 丘 ( 昭 41.1.20) 九品仏 ( 昭 4.10.22) 
1 田園 調布 で ん えん ちょ うふ 8.2| 客 | 回 | 大 12. 3.11| 25.348|⑳ 調 布 (大 15.1.1) 
多摩 川 た まがわ 8.0| 客 | 回 大 12. 3.11| 13.348 | ⑧ る 和 亡 中 周平 128.6)、⑧ 多 亡 川 園 前 ( 昭 52.12.16)、 
⑱ 丸子 多摩 川 ( 昭 6.1.1)、⑧ 多 摩 川 (大 15.1.1) 
新丸子 し ん まる こ 10.3| 客 | 回 | 大 15. 2.14| 19.828 
武蔵 小杉 お むさ し こす ぎ 10.8| 客 | 回 | 昭 20. 6.16| 149361 
元 住吉 も と すみ よし 12.1| 客 | 回 | 大 15. 8.14| 45.308| 園 ⑳ 平 18.9.24 
日 吉 ひよ し 13.6| 客 | 回 | 大 15. 2.14| 138364 
網 島 つ な し ま 15.8| 客 | 回 | 大 15. 2.14| 94.779|⑳ 綱 島 温泉 ( 昭 19.10.20) 
大 倉山 お お くら や ま 175| 客 | 回 大 15. 214| 51.23】 |⑳ 太 尾 ( 昭 73.31) 
菊名 きく な 18.8| 客 | 回 | 大 15. 2.14| 129.446 
妙 蓮 寺 みょう れん じ 20.8| 客 | 回 大 15. 814| 24216|⑳ 妙 蓮 寺前 ( 昭 6.1.1) 
白楽 は くら く 81.4| 客 | 回 | 大 15. 214| 42095 
東 白 楽 ひがし は くら く 客 | 回 2 310| 12856| 
反町 た ん まち 回 |15. 274| 12.874 | 
3 よこ は ま 3.10.15|327.237|@ 平 16.1.31 人 
目黒 線 CE 
〇 | 目黒 


大 12. 3.11 


3.358 
9978| ⑳ 武 蔵 丸 子 (大 15.1.1)、 人 丸子 (大 13.6.1) 


う の き 客 | 回 | 大 13. 2.29| 17900| あざ 鵜 ノ 木 ( 昭 41.1.20) 
UU も や まるこ 客 | 回 | 大 13. 5. 2| 36.279 
むさ し に っ た 客 | 回 | 大 12.11. 1| 823.457| 立 、 人 @ 新 田 ( 大 13.6) 
や ぐち わた し 客 | 回 | 大 18.11、 1| 88987| 矢口 ( 昭 5.5.21) 
か また 客 | 回 大 12.11. 1 84869| 
ご た ん だ 客 | 101.904| 
お お さき ひろ こう じ 03| 客 | 回 8.389 
と ご し ぎん ざ 1.4| 客 | 回 18443 
えば ら な か の ぶ 8.1| 客 | 回 12,506 | 平 1.3.19 
は た の だ い 3.1| 客 | 回 140682 | 交 、 旗 ケ 岡 ( 昭 26.5.1) 
な が は ら 3.7| 客 | 回 13920| 昭 47.6 
せん ぞ く い け 43| 客 | 回 17.044 
いし か わ だ い 49| 客 | 回 14.095 | 石川 ( 昭 3.4.3) 
ゆき が や お お つか 5.6| 客 | 回 22.818 | 園 、⑧ 雪 ケ 合 大 塚 ( 昭 41.1.20)、@ 雪 ヶ 谷 ( 昭 8.6.1) 
お ん た けさ ん 6.4| 客 | 回 23.588 | ⑳ 御 窓 山 前 ( 昭 8.6.1) 
く が は ら 7.1| 客 | 回 14.283 | ⑳ 久 ケ 原 ( 昭 41.1.20)、 東 調布 ( 昭 1 1.1. 
1)、e 未 広 ( 昭 8.4.13) 
ちどり ちょ う 80| 客 | 回 14.012| ⑳ 慶 大 グラ ンド 前 ( 昭 11.1.1) 
いけ が み 9.1| 客 | 回 33.276 
は すめ ぬ ま 10.1| 客 | 回 7291 
か また 109| 客 | 回 67171| 
お お いま ち ー| 客 | 回 | 阿 27 6| 127424| 
し も し ん めい 08| 客 | 回 | 昭 2.7.6| 7629| 導 、 人 ⑳ 戸 越 ( 昭 11.1.1) 
と ご し こう えん 15| 客 | 回 | 昭 27.6| 12815|⑳ 蛇 窪 ( 昭 11.1.1) 
な か の が 2.1| 客 | 回 | 昭 2.7.6| 19675 
えば らち ょ う 2.7| 客 | 回 | 昭 2.7.6| 16470 
(旗の台 ) 32| 客 | 回 | 昭 2 7.6| 21452 
交 玉 東 きた せん ぞ く 40| 客 | 四 | 町 2 7.6| 6681 | づ 洗 足 公園 ( 昭 ] 1.1.])、⑳ 池 月 ( 昭 5.5.18) 
(大 岡山 ) 48| 客 | 回 | 昭 27.6| 25640 
緑が丘 みどり が お か 5.3| 客 | 回 | 昭 41225| 8305 緑ケ丘 ( 昭 41.1.20) 、⑳ 丸 中 山 ( 昭 8.4.1) 
(自由 が 丘 ) 6.3| 客 | 回 | 昭 411. 1 49566| 


LE 


右 正 居民 放 


oO, 


BL 人 
等 々 カ 
上 野毛 
== ミ に kJ 


と どろ を 
か み の げ 
ふた こ た ま が ね わ 


Sl 客 twj 1 


= A 


831 客 1 回 1 昭 411.1| 2798s9 
92| 客 1 回 1 昭 411. 
1041| 客 | 回 | 昭 411.1 


20830 


43807 | ニ 子 | 園 G ヤ Io 8.6) る ⑧ ニ ネモ 
⑳ 二子 読 売 園 ( 昭 19.1020) あー 


田園 都市 線 

〇 | 渋谷 UR や ー| 宮 | ロロ m2 4 7| 641781 
池尻 大 橋 _ いけ じ り お お は し 1.9| 客 | 回 | 昭 52. 4. 7 bh (大 橋 ) 
三軒茶屋 "さん げん ぢ ゃ や 3.3| 客 | 還 | 昭 52. 4. 7| 122.133 
駒沢 大 学 こま ざわ だ い が く 48| 客 | 回 | 昭 52. 4.7| 70244 

⑱ | 桜 新町 。 さく らし ん まち 6.3| 客 | 回 | 昭 52.4.7| 65618| 補 
用 賀 よう が 7.6| 客 | 回 | 申 2. 4. 7| 60.732 
( 寺 容 下川 ) 9.4| 客 | 回 77.422 
二子 新地 7 ふた だ た こりん ち 10.1| 客 | 回 | 昭 8 7.15| 18385| ⑳ 三 子 新地 前 ( 昭 52.12.16) 
高津 た か つ 10.7| 客 | 回 8. 7.15| 29200| 3¢ 
溝の口 みぞ の くち 11.4| 客 | 回 | 昭 2 715| 144335 ®@ 溝 ノロ ( 昭 41.1.20) 
梶が谷 か じ が や 12.2| 客 | 回 | 昭 41. 4. 1| 36273 
宮崎 台 みや ざき だ い 13.7| 客 | 回 | 昭 41. 4. 1| 44.198| 次 
宮前 平 みや まえ だ いら 14.7| 客 | | 昭 41. 4. 1| 47.293 

® 驚 沼 さ ぎ ぬ ま 15.7| 客 | 回 | 照 41. 4 1| 58.785| 園 次 
た ま プ ラー ザ た ま ぶ ぷらざ 17.1| 客 | 回 | 昭 41. 4 1| 73700 
あざ み 野 あざみ の 18.2| 客 | 回 | 昭 52. 525| 128.986 
江田 え だ 18.3| 客 | 回 | 照 41. 4. 1| 35376 
市 が 尾 いち が お 20.6| 客 | 回 | 昭 41. 4 1| 42.763 | 
藤が丘 ふじ が お か gg.1 | 客 | 回 | 昭 41. 4 1| 86.146 

| 青葉 台 あお ば だ い 23.1 | 客 | 回 | 照 41. 4 1|108857 
田奈 た な 24.5| 客 | 回 | 照 41. 4 1| 11066| 補 

* | 長津 田 な が つた 256| 客 | 回 | 照 41. 4 1|121.375| 園 
つく し 野 つく し の 26.8| 客 | 回 |[ 昭 43. 4.1| 12065 
すず か は け 台 すず か け だ い 8.0| 客 | 時 | 照 47. 4. 1| 11.507 
南町 田 みな み ま ち だ 292| 客 | 回 | 昭 51.10.15| 31.902 
つき み 野 つき み の 380.3| 客 | 回 | 昭 51.10.15| 9.948| 

〇 | 中央 林間 。 5 お SA か ん | 81.5| 客 | 回 馬 59 4 9| 97518 

こども の 国 線 
(長津 田 ) ー| 客 ]11.571 

④ | 恩田 お ん だ 1.8| 客 平 12.389 894 
こども の 国 こども の < に 3.4[ 容 | 〇 昭 42. 428| 10680 


三軒茶屋 
西 太子 堂 


さん げん ぢ ゃ や 
に し た いし どう 
わか ば や し 
前 し ょ うい AUAU ゃ まえ 
せたがや 
か み ま ち 
みや の さか 
や まし た 
まつ ば ら 
し も た か い ど 


明 府 前 交 衣 対 時 時 装 唄 


下高井 戸 


沿革 年 表 


回 
x 


昭 24.9. 


⑧0.1Km 短 縮 ( 平 8.11.15) 
⑧ 西 山 ( 昭 14.10.16) 
@ 玉 電 若 林 ( 昭 44.5.1)、③ 若 林 ( 昭 14.10.16) 


IEe 

⑱ 宮 ノ 坂 ( 昭 41.1.20) 
玉 電 山下 ( 昭 445.1 1) 山下 ( 昭 14.10.16) 
⑱ 玉 電 松 原 ( 昭 44.5.1 1) 


平 1 389 | 横浜 高速 鉄道 株 式 会 社 設立 
ら . 4.19 | 横浜 一 元町 - 中 華 街 間 免 許 


se Is TS | 
25. 3.14 


開業 。 同 時 に 東 女 東横 線 と 相 直 開始 
東京 地下 鉄 副 部 心 線 等 と 相 直 開始 (予定 ) 


國 三 東京 急行 電鉄 


※ 乗 降 客 致 は 平成 3 年 度 1 日 平均 


備 考 


よこ は ま 
新高 島 し ん た か し ま 
みな と みらい 

馬車 首 ば し ゃ みち 
日 本 大 通 に ほん お お どおり 
元町 中 華 街 も と まち - ち ゅ うか が い 


京浜 急行 電鉄 


B312.25 | 大 打電 先 鉄 道 株 式 会 社 設立 
川崎 ( 後 の 六 卿 括 ) 一 大 師 間 開 業 (1435 
mm-600V) 
425 | 京浜 電気 鉄道 に 社名 変更 
11.29 全線 春 線 運転 開始 
34. 2. 1 川崎 一 大 森合 還 場 前 間 開 業 
35. 6.28 潮田 一 穴 守 ( 現 天 空 橋 付近 ) 間 開業 

9. 1 信 郷 橋 官 設 川崎 停留 所 ( 現 京 急 川 崎 ) 
商 開 業 に より 大 師 線 全 通 
委 則 交 更 工 事 竣 華 (] 435mm を 1 372mm に ) 
品川 O い ツ 山 )ー 一 八幡 ( 現 大 森 海 岸 ) 間 開 
業 に より 品川 一 川崎 問 全 通 
日 本 初 の ボギー 電車 (セミ クロ スシ ー ト 型 ) 新造 
短 神 奈 間 凍 業 に より 融 神 奈川 | 回 全 通 


37. 3. 1 
5. 8 


9.21 
3 12.24 


明 39- 8. 一 
10.1 


43. 331 
44.4 1 
大 21231 
410.12 
9.11.25 
12. 4 1 
9. 1 

14. 311 
15.12. — 
昭 312.28 
4 G2 ら 


品川 一 大 森 海岸 間 複 線 化 

牧 屋 敷 一 学校 裏 ( 平 和 島 ) 間 、 雑 色川 崎 間 
の 複線 専用 軌道 開通 (六郷 川 仮 橋 を 建設 ) 
浦田 一 穴 守 間 複線 化 

六郷 川鉄 橋 開 通 
穴 守 停留 場 移設 に より 穴 守 線 延長 
手動 式 の 閉 そ く 信 号機 (2 灯 式 ) 完成 
海岸 電気 軌道 設立 
梅屋 敷 一 雑色 間 の 専用 軌道 開通 
関東 大 震 災 で 全線 の 営業 休止 、]] 日 か ら 一 部 運転 再開 
品川 鉄橋 び \ い ツ 山 橋 ) 一 高輪 間 開 業 
六郷 橋 一 京浜 I 崎 間 複線 専用 軌道 開通 
六郷 橋 一 川崎 大 師 問 専用 軌道 開通 


神奈 ) リ ー 月 見 橋 商 開業 
右上 に つづ < 


ei 
どら, 1 の . の 5 
2SqI6: 請 | 
2 で 
Z15 
8.10 
66. 3.16 


EN TT 
314.20 
33 導 9 対 Z 
34- 3.15 
38.11. ] 


39. 3.25 
41. 3.27 
5.11 
7 
1g.10 


42:'3.19 
323: 32: 7 


月 見 橋 一 横 浜 新 駅 間 開業 

横浜 日 ノ 出町 間 開 業 、 湘 南 電 気 鉄道 黄金 
町 日 ノ 出 町 間 開 業 に より 、 湘 南 電鉄 と 連 
絡 完 成 、 横 浜 浦 賀 問 直通 運転 開始 

省 根 品 川 乗 人 開始 、 人 ルツ 山 橋 高 輸 間 廃止 、 品 川 - 
横浜 間 1435mm 改 軌 、 品 川浦 賀 問 直通 運転 開始 
湘南 電気 鉄道 を 合 億 

小田 急 電鉄 と と も に 東京 横浜 電鉄 と 合 
併 、 東 京 急行 電鉄 と な る 

横須賀 堀内 一 久里 浜 ( 仮 ) 間 開業 

品川 - 横 浜 間 : 京 浜 蒲田 一 穴 守 間 : 京 浜川 崎 
ー 川 崎 大 師 間 、 軌 道 を 地方 鉄道 に 変更 
品川 黄金 町 間 横浜 浦賀 問 折返 運転 
川崎 大 師 産 業 道 路 問 開 業 
産業 道路 一 入江 崎 間 開業 
入江 崎 一 桜 本 間 開 業 

合 国軍 の 接収 に より 、 稲 荷 橋 一 穴 守 間 休 
止 、 京 浜 浦田 一 稲荷 橋間 は 単線 運転 と な る 
横浜 上 大 岡 間 1500V 昇 圧 
品川 横浜 間 - 穴 守 線 1500V 昇 圧 
京浜 急行 電鉄 発足 
湘南 逗子 一 逗子 海岸 間 開 業 
品川 一 浦賀 問 直 通運 転 再開 
大 師 線 3 線 式 乗 入 契 約 を 川崎 市 、 味 の 素 、 運 給 省 と 統 結 
大 師 線 1500V 昇 圧 、 全 線 1500V 化 、 
塩浜 一 桜 本 問 川崎 市 電 乗 入 開始 
大 師 線 塩浜 一 桜 本 間 を 川崎 市 に 譲渡 
人 バ 守 線 家 本紀 田 空港 (天空 橋間 開業 


| EMI CATSEEII OG 


最高 時 速 を 100km に 変更 、 逸見 駅 待避 線 設置 

湘南 井田 湘南 久里 浜 問 複線 1 E 

京浜 久里 浜 一 野比 間 開 業 、 久里 浜 工場 操 

業 開始 、 穴 守 線 を 空港 線 と 改称 

大 師 線 』 \ 筆 新 田 一 塩浜 間 体 正 

久里 浜 線 野 比 - 津 久井 浜 間 開 業 

京浜 川崎 駅 付近 上 り 高 架 化 (下り は 5 月 2 に 
久里 浜 線 津久井 浜 一 三浦 海岸 間 衣 業 
倫 沢 文庫 一 品川 間 8 王 編成 特 女 運転 請 
始 ( 朝 ラッ シュ 時 ) 
最 癌 8 時速 7O5 た mm( こ 変更 


品川 和泉 岳 寺 間 開業 、 都営 浅草 線 京 成 


2 電鉄 と の 3 社 連絡 運輸 開始 
ae : 初 の 直通 特急 運転 開始 
44.12.31 | 三浦 海岸 京成 成田 間 で 初 の 直 を 
5 39 | 特急 10 還 運転 開始 (金沢 文庫 一 横浜 剛 
11.12 | 全線 で ATS 使 用 
11.20 | 小島 新 田 一 塩浜 問 廃止 
46. 7 1 | 初 の 冷房 車 就役 
48.12.15 | 駅 の 放送 集中 化 が 全線 に 完成 、 車 掌 に よ 
る ワイ ヤレ スマ イク 放送 開始 
49. 1.17 | 金沢 文庫 電車 基地 完成 
12. 2 | 特急 12 輌 編成 運転 開始 (金沢 文庫 一 横浜 間 ) 
50: 42@ | 三浦 海岸 一 三崎 口 問 開業 
58. 5.10 | 川崎 大 師 - 小 島 新 田 問 を 軌道 か ら 地 方 鉄道 に 変更 
5 3 ] | 名 見 市 場 - 花 月 園 前 間 上 り 高 架 化 (下り は 12 月 19 日 ) 
55-』6.27 | 民 前 隊 道 (京浜 長沢 付近 ) 一 津久井 浜 問 複線 化 
63-7:26 冷房 化 率 1009%%6 達 成 
11-13 | 弘明 寺 一 上 大 賠 間 高架 化 
平 1 @6.25 | 新地 場 一 大森 海岸 間 上 り 高架 化 (下り は 平 2.12.2) 
g.10.5 | 初 の VVVF 車 1500 形 就役 
8- 1.16 | 空港 線 延 伸 工 事 に 伴い 、 空 港 線 は 京 急 薄 
田 一 穴 守 稲荷 問 折 返し 運行 に 
331 | 北 総 開発 鉄道 京成 高 落 乗 入 に 伴い 、 京 
急 川 崎 一 二葉 ニュ ー タ ウン 中 央 問 で 4 社 
直通 運転 を 開始 
人 1.18 | 品川 駅 高輪 口 を 皮切り に 自動 改札 機 導入 開始 
5 4 1 | 空港 線 羽田 ( 夏 天 空 橋 ) 駅 開業 
/。 4 1 | 快 特 の 吊 川 に 横浜 問 最高 時 速 を 120km に 、 
横浜 以 南 の 快 特 と 特急 全線 を 1 10km に 変更 
9。/:30 | 車掌 に 女性 社員 を 採用 (関東 大 手 民 鉄 初 ) 
け 9391 | 大 師 線 3 線 式 乗 入 契 約 を 解除 ( 京 急 . 味 
の 奈 : 神 奈川 臨海 鉄道 ) 
10.11.18 / 空港 線 天空 橋 一 羽田 空港 商 是 業 
MUSE の 自動 化 が 5 了 生 了 認 シス テム を 玉 


| 共通 乗車 カー ド シ ステ ム //( ス ネッ ト / 導 入 9 
三崎 ロー 油 束 局 先天 和 弥 < Cs 

/ ど カード シス テム AS ん 7 の 導入 

区 嫌 還 一 六 環 所 - 款 泰治 一 - 情 情 

/ DOERRIE 
A _EESRMIDO FF OR RE 


京 急 川崎 
八丁 暇 
鶴見 市 坦 
京 急 稚 見 
花月園 前 
生麦 
京女 新子安 
子安 
神奈 川 新町 
仲 木戸 
神奈 川 
横浜 
戸部 
日 ノ 出 町 
黄金 町 
南 太田 
井土 ヶ 谷 


@) | 上 大 岡 か みお お お か 
a 扉 風 浦 びょう ぶ が うら 
5 杉田 すぎ た 


BY 5 お.7 ら つ 6 金 還 ロン 出町 m5 繋 、 京 浜 電気 鉄道 Pb | 京 急 電 呈 けい きゅう と みお か | 375| 宅 | AR 5 7\Q\ 547QQ\ で NNNSAGo 河本 NN ) 
Sr FR/ RHI | | ご 生 完成 、 横 浜 駅 乗 入 能見 台 の 5 けん だ い as.e| 客 | Q me. snQ\ A0880\® 谷 当 坂 (5857 ヽ ら ふ ) 
[35rrm-7500 ぴ ) 6.17、 | 京浜 電気 鉄道 に 合 金沢 文庫 40 フ | 客 | 避 (W 5.4. 1\ ハ 8S5S5 


か な ざわ ぶん ご 


5 ※ 果 時 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 金沢 八 黒 か な ざわ は っ けい 42. ハ 1 客 1 加 1 昭 5.4. 1\ 5S4374! 画 空 ( 瀬 戸 ) 
ES | = 貸 考 追浜 お っ ぱ ま 44Q| 客 | 思 5.4. 1\ 38883 
三 下 表 の 他 に 上 大 岡 ( 上 大 岡 一 辰 風 浦 問 ) 京 急 田浦 けい きゅう た うら 45.7| 客 1 加 1 昭 5.4.1( 13878! 裕 

せん が くじ 回 居 43. 上 PR 安 針 塚 あん じん づか 483| 客 1 回 910. 1| 5006|⑧ 軍 埋 部 前 ( 照 15.10.) 

し な が わ EE 8 4 1|248778 *) | 逸見 へ み 49.4| 客 1 回 | 昭 5.4.1 5.237 

きた し な が わ 回 | 明 37. 5.8| 7682| 品川 (大 14.11) 汐入 し お いり 50.4 | 客 | ml | 昭 5. 4. 1| 22081 | ⑱ 横須賀 汐留 ( 昭 36. 9.1)⑳ 模 浜 軍港 ( 加 15.10.1) 
し ん ば ん ば 回 | 昭 51.10.15| 12716| 立 ( 品 中 横須賀 中 央 よこ すか ちゅ うお う 51.1| 客 | 回 | 昭 5.4.1| 67053 

あお も の よこ ちょ う 医 | 明 37. 5. 8| 43.178| ⑧ 青 物 横 丁 ⑧ 平 2.12.2 県 立 大 学 けん りつ だ い が く 52.3| 客 1 加 | 昭 5.4 1| 12455|( 公 孝 )、⑧ 京 急 安浦 ( 平 16.2.1)⑧ 京 浜 安 
さめ ず | 明 37.5.8| 9073|®@ 平 2.12.2 浦 ( 昭 62.6.1)⑳ 横 須賀 公卿 ( 昭 38.1 1.1) 
た ちあ い が わ 回 | 明 37. 5. 8| 16617|⑧ 平 51gg O 堀ノ内 ほり の うち 53.5| 客 | 回 | 昭 5. 4. 1| 12632| あ 横須賀 堀内 ( 昭 36.9.1) 

お お も りか い が ん 回 | | 明 34. 2. 1| 13.144| 立 人 届き 藻 ( 看 7])) 幅 3738 和 45.]121 京 急 大 津 けい きゅう お お つ 54.3| 客 | 回 | 昭 5. 4.1| 5358 | @ 京 洪 大 津 ( 昭 62.6.1)⑱ 湘 南大 当 ( 中 38.11.1) 
へ いわ じ ま 回 | 胃 34. 2. 1| 43.452|e 学 校 理 ( 昭 36.9.1)⑧ 沢 田 (不明 )⑧ 昭 45.12.1 馬堀 海岸 ま ぼ り か い が ん 55.4| 客 | 回 | 昭 5.4 1| 10.101 
お お も り ま ち | [B27.12.15| 17.160|⑧ 平 24.10.21 〇 うら が 56.7| 客 | 回 | 昭 5. 4. 1| 28749 
うめ や し き la | 明 34. 2. 1| 135421⑧ 平 4.10.21 空港 線 
けい きゅう か また 回 | 明 34. 2 1| 46564| 立 @ 慈 屯 (526.) 仙 紀信 1411) 仙 241021 〇 (京女 蒲田 ) 
ぞう し き 計 ] | 明 34. 2. 1| 28997|⑧ 平 84.10.21 惣 谷 こう じ や ls] | 明 35. 628| 81.863|⑤ 平 24.10.21 

ろく こう ど て | | 明 34. 8. 1| 13.921|⑧@ 太 郷 堤 (不明 ) 大 鳥居 お お と り い 回 | 明 35. 628| 27.342|@ 平 9.11.23 

けい きゅう か わ さ き 2] | 明 35. 9. 1|113635| 立 天 贈 全 26.1)⑳) 贈 人 14.11) 茹 1521 穴 守 稲 荷 。 あな も D い な り l| | 明 35. 628| 13.431 | 稲荷 橋 ( 昭 31.4.20) 

は っ ちょ うな わ て ロ W 天空 橋 。 て A くう ば し 回 因 5. 4 1 18613|@ 駅 (10.11.18)@ 羽 較 江 G〒5.4.1) 
つる みい ちば | 18.159| 市 場 ( 昭 2.4) 3 下さ ブル OKUBAK-968 平 22.1021| 12508 

けい きゅう つる み ロ 28.075 | 立 、@ 束 製 ( 旋 26.1)⑳ 製 人 1411)@ 了 41219 2 穫 細 准 - ミ BAROCXX く UBAK-968 上 | | 平 10.11.18| 68.694 | 羽田 空港 ( 平 62.10.21) 

か げ つ えん まえ 0| 大 師 線 

な ま む ぎ ロ 6 = 

けい きゅう し ん こやす ロ 7.831 | @ 京浜 新子安 ( 昭 62.6.1)⑧ 新 小 安 ( 昭 18.11.1) みな と ちょ う 12| 客 | 回 昭 7 321| 3366|⑧e コ ロン ビア 前 ( 昭 19.2.1) 

こやす | 4 


すず きち ょ う 
か わ さ き だ いし 
ひがし も ん ぜん 
で さん ぎょ うど うろ 
こじ まし ん で ん 


か が な が わし ん まち 
な か きど 
か な が わ 


0| 客 | 回 | 阿 4.12.10| 8.169| 味 の 素 前 ( 昭 19.10.20) 
25| 客 | 回 | 明 32. 121| 16315|⑳ 大 師 ( 大 14.11) 

32| 客 | 回 | 昭 19. 6. 1 
38| 客 | 回 昭 19. 6. 1 
4.5| 客 | 回 I 昭 19.10. 1 


よこ は ま 
と べ 


ひので ちょ う 


リン 回 4 3. 1 
みな みお お た ロ 較 6.4 1 
い ど が や 


回 | 昭 60. 3. 2| 82890 
ぐ くみ ょ うじ 


昭 17.18. 嗣 


鳴神 ( 昭 23.2.1) 


回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 


次 貞 に つづ ぐ 


沿革 年 表 


昭 68。8820 | 電車 冷房 化 率 10096 を 達成 平 19 4 | 羽沢 (仮称 ) 一 日 吉 間 10.0km 免 許 
北 久里 浜 きた <b は ま 平 4 4 | いずみ 野 線 いずみ 野 - い ずみ 中 央 間 開 業 2]. 9.16 | 相鉄 ホー ルディ ング ス に 社名 変更 、 鉄 道 
京 急 久里 浜 けい きゅう くり は ま 531 | 日 本 民営 鉄道 協会 理事 会 に お いて 大 手 事業 を 相模 鉄道 に 承継 
折 個 194).⑮05m 叉 より ( 贈 8981) 民 鉄 と し て 扱う こと が 了承 され る 相模 鉄道 

わい あー る ぴー の び e0.459|⑱ 野 比 ( 平 10.4.1) 5 8 1 | 大 和 駅 付近 地下 化 大 6.12.18 | 相模 鉄道 株 式 会 社 創立 総会 開催 

京 けい きゅう な が さわ 7.4882 | 京浜 長沢 ( 昭 62.6.]) 10. 930 | 貨物 列車 の 運転 休止 10.。 9.28 | 茅ヶ崎 一 寒川 問 開業 (1067mm. 燕 気 ) 
| 7 つく い は ま 310 有 | いずみ 野 線 いずみ 中 央 一 湘南 台 間 開業 15。 邊 ] | 穴川 倉見 間 開 業 

三 みう ら か い が ん 1g.10.124 | 共通 乗車 カー ド シ ス テム 「 バ スネ ッ ト ] 導 入 157 15 | 倉見 一 厚木 間 開 業 

みさ きく ぐち 18.11.21 | 西谷 一 羽沢 (仮称 ) 間 2.7km 免 許 昭 6. 429 | 厚木 橋本 間 開 業 に より 茅ヶ崎 - 橋 本間 全 通 

19. 3.18 | IC カ ー ド シス テム PASMO ユ 導入 
相模 鉄道 駅 一 覧 


※ 乗 降 客数 は 平成 3 年 度 1 日 平均 


| 本 人 
大 6'12. 2 | 神 中 軌道 株 式 会 社 創立 総会 開催 昭 4.1 1 1 | 相模 国分 一 厚木 間 1500V 電 化 本 線 = 
8 610 | 神 中 鉄道 に 社名 変更 26-]1.18 | 西横浜 上 時 川間 複線 化 ①④ | 横浜 よこ は ま ー aE 8.1827| 420.842 
二俣 川 - 厚 木 間 開 業 (1067mm: 蒸 和 気 ) 87.527 | 上 星川 西谷 間 複 線 化 平沼 橋 。 ひら ぬ ま ば し 08| 客 | 回 | 昭 6.1085| 6969 
二俣 川 - 星 川 ( 現 上 星川 ) 間 開業 9:25 | 西谷 一 鈴 ヶ 峰 間 複線 化 ⑪ | 西横浜 に U よ こ は ま 18| 客 | 回 | 困 4 814| 12956| 画 
星川 - 北 程 ヶ 谷 ( 現 星川 ) 間 開業 12.15 | 斑 ヶ 峰 一 希望 ヶ 丘 間 複線 化 天王 町 = て ん の うぅ ちょ う 4| 客 | 回 | 阿 5.9.10| 87816| @ 昭 43.3.27 
北 程 ヶ 谷 一 西 横浜 間 開業 2. 1.18 | 横浜 西横浜 問 複線 化 ⑱ | 星川 ほし か わ 33| 客 | 回 | 阿 8 531| 27209| ⑱ 北 程 ヶ 谷 ( 昭 8.4.1) 
1025 | 西横浜 平沼 橋間 開業 381 1 1 | 希望 ヶ 丘 一 三ツ境 間 複 線 化 和田 町 ”” わた だ まち 43| 客 | 回 | 因 5.910| 15.780|⑧ 常盤 園 下 ( 昭 27.8.15) 
Bl227 | 平沼 橋 横 浜 間 単 線 開業 、 こ れ に より 厚 35. 1 1. 1 | 三ツ境 一 大 和 間 複線 化 上 星川 「 か みほ し か わ 50| 客 | 回 大 15.18. 1| 83514| 次 、⑧ 星 川 ( 昭 8.4.1) 
| 木 - 横 浜 問 全 線 闘 通 38.5. 1 | 5 輌 編成 列車 運転 開始 ① | 西谷 に し ゃ 68| 客 | 回 15.12. 1| 23327| 
16! 25 | 相模 国分 海老 名 間 開 業 、 こ れ に 伴い 厚木 39.』3. 1 | 事 ヶ 妖 一 一 伺 川間 に 初め て PC 枕木 を 使用 鶴ヶ峰 つる が みね 85| 客 | 回 因 51025| 55474 
| 担 模 国分 問 の 旅客 営業 を 廃止 、 小 田原 急行 1 5 | 大和 - 相 栓 大 承 問 複線 化 、 小 田 急 林屋 林 乗 入 廃 上 ⑱ | 三俣 川 ふた また が わ 105| 客 | 回 大 15. 5.12| 7gee| 立 
| 鉄道 相 厚木 ( 下 本 厚木 ) へ の 乗 入 開始 40.11.15 | 6 輌 編成 列車 運転 開始 望 ヶ 丘 さき ぼう が お か 182| 客 | 回 | 昭 23. 526| 34.132 
7 6 1 | 横浜 - 西 合間 電化 41. 4 1 | 相 模 大 塚 一 大 塚本 町 間 複 線 化 三ツ境 みつ きょう 136| 客 | 回 大 15.5.12| 58494| 半 
18.4 1 | 相模 鉄道 に 合 億 10 | 大 塚本 町 電車 基地 間 複 線 化 ⑪ | 瀬谷 せ や 15.5| 客 | 回 大 15. 5.12| 42.194 
8 | 東京 急行 電鉄 高島 変電 所 か ら 600V の 43: 327 | 天王 町 駅 高架 化 大 和 や ま と 17.4| 客 | 回 | 大 15. 5.12| 109043 | 記 、 代 平 5.8.1 
送電 を 受け 西谷 一 二俣 川間 を 電化 4 1 | 横浜 二俣 川間 ATS 一 部 使用 開始 ⑪ | 相模 大 塚 さがみ お お つか 19.3| 容 | 回 大 15. 5.12| 13.183| 画 
1223 | 東京 急行 電鉄 新宿 営業 局 ( 更 小 田 急 電 12。 5 | 三 例 川 - 湘 南台 一平 塚 間 免 放 さがみ 野 さがみ の 客 | 回 | 照 81. 3. 1| 36854| ⑧ 大 塚本 町 ( 昭 50.8.17) ③ 柏 谷 ( 昭 234 1) 
鉄 ) か ら 1500V の 送電 を 受け 海老 1226 | 二俣 川 - 大 和 間 ATS 使 用 か し わ 台 か し も だ い 容 | 回 | 昭 50. 8.17| 18714| 男 
相模 大 随 間 を 電化 44.8. 1 | ATS 全 線 で 使用 開始 | 相模 国分 ( 信 ) さがみ こく ぶ 信 大 15. 5.18 = 
茅 ヶ 欠 一 橋本 、 寒 川 - 四 之 宮 問 を 運輸 通 45.11.9 | 7 輌 編成 列車 運転 開始 海老 名 えび な 客 | 回 昭 16.11.25 
信 省 に 買収 され る 46. 7. 3 | 初 の 冷房 車両 (6000 系 4 輌 登場 いずみ 野 線 
920 | 二俣川 相模 大 塚 間 電 化 、 こ れ に より 全 48. 928 | 電車 基地 一 相模 国分 間 複 線 化 (二俣 川 ) 
線 ( 横 浜 一 海 老 名 間 ) 電 化 49. 2. 8 | 横浜 駅 改良 工事 完成 (3 線 4 ホ ー ム 210m) 南 万 騎 が 原 みな み ま さ が は ら 
鉄道 の 経営 を 東京 急行 電鉄 に 委託 3.28 | 相模 国分 海老名 問 複線 化 に より 全線 複線 開通 | り ょ く えん と し 
横浜 一 海老 名 間 直 通運 転 開始 50. 817 | 8 還 編 成 列車 運転 開始 や よい だ い 
- 5.31 東京 急行 電鉄 の 委託 経営 を 解除 51 4 8 | いずみ 野 線 二俣 川 ー- い ずみ 野間 開業 いずみ の 
mA 2 | 二 忌 変電 所 完成 、 こ れ に より 電力 理絵 54. 9380 | 西横浜 一 保土ヶ谷 間 貨 物 営 業 廃止 いずみ ちゅ うお う 
怖 電 IV 電 56. 4. 8 10 輌 編成 列車 運転 半 始 ゆめ か 3 か 
大 上 に つづ < つ 2 ピュ ーー ーー 


GE と 


i 


a / =g/m/ hs se 


60: 3.14 


62. 5.24 


A 


ジル ニー ラゴン ッ 


ニー ニー 


5. = 


谷 周 講 業 


< 】 号線 伊 夫 佐 森長 者 町 一 上 大 奇病 業 
57- 9 ョ ズリ 機 浜 一 分 雷 佐 森長 者 町 韻 - 上 大 賠 一 上 永 


新横浜 一 横浜 間 . 上 永谷 一 舞岡 間 開 業 


舞岡 一 戸塚 間 本 開業 
戸塚 駅 開業 
あざ み 野 新横浜 間 開 業 


平 11.829 
12.10.14 
19.1.20 

き -18 
89.15 
12.15 

0. 3.30 


戸塚 一 湘南 台 間 開業 
共通 乗車 カー ド シ ス テム 「 パ バス ネット ] 導 入 
ATO( 自 動 列 車 運 転 装置 ) 運 用 開始 
IC カ ー ド シス テム PASMQ 導 入 

ホー ム ド ア 全 駅 設置 

ワン マン 運転 開始 

グリ ー ン ライ ン 日 吉 一 中 山間 開業 


※ 乗 車 客数 は 平成 83 年度 1 日 平均 (降車 客数 を 含ま ず ) 
I ss mesaa | | 


湘南 台 し ょ うな ん だ い ー| 内 | 回 司 1. 829| 22553 
下 飯 田 し も いい だ 1.6| 客 | 回 平 11.829| 2789| 交 
立場 た て ば 3.7| 客 平 11. 829| 10.505| 交 
中 田 な か だ 48| 客 | 回 平 11. 829| 8274 
踊場 お どり ば 5.7| 客 | 回 『11.829| 8775| 立 
戸塚 と つか 7.4| 客 | 回 | 招 62. 524| 41.398| あ 平 1.8.27 
舞岡 まい お か 90| 客 | 回 60. 3.14| 2467| 立 
下 永谷 し も な が や 8.7| 客 | 回 | 昭 60. 3.14| 5.477 
上 永谷 か みな が や 11.0| 客 | 回 | 茹 51. 9. 4| 18.617| 較 交 
港南 中 央 こう な ん ちゅ うお う 18.7| 客 | 回 | 茹 51. 9. 4| 8.771| 次 
上 大 岡 か みお お お か 13.8| 客 | 回 | 昭 47.12.16| 33.816| 有 
弘明 寺 ぐみ ょ うじ 15.4| 客 | 回 | 昭 47.12.16| 9.345 
時 田 まい た 16.5| 客 | 回 | 昭 47.1216| 10.773 
吉野 町 よし の ちょ う 17.6| 客 | 回 | 昭 47.12.16| 6677| 
阪東 橋 ぱん どう ば し 18.1| 客 | 回 | 昭 47.12.16| 8428 
伊勢 佐 木 長 者 町 いせ ざき ちょ うじ ゃ まち | 19.0| 客 | 回 | 陣 47.12.16| 7.992 
関内 か ん な い 19.7| 客 | 回 | 茹 51. 9. 4| 21.948| 交 
桜木 町 さく ら ぎ ちょ う 20.4| 客 | 回 | 昭 51. 9. 4| 15384 
高島 町 た か し まち ょ う 21.6| 客 | 回 | 較 51.9.4| 3312| 
横浜 よこ は ま 62.5| 客 | | 昭 51. 9. 4| 63.912 

三 ッ 沢 下町 みつ ざわ し も ちょ う | 23.9| 客 | 回 | 昭 60. 3.14| 5.760| 次 
三ツ沢 上 町 みつ ざわ か みち ょ う | 248| 客 | 国 | 照 60.3.14| 7281 
UI か た くら ちょ う 66.7| 客 | 回 | 昭 60. 3.14| 9.979| 
岸根 公 さき し ね こう えん 27.9| 客 | 回 | 昭 60.3.14| 5450 
新横浜 Ac | | 895] 客 | 回 60.314| 32255| 


右上 に つづ く 


し ん 4 さき N つい VS ら で D 
に っ ぱ 3\8\ 客 \@ キト s. a 89es\ 
な か まち だ い 3411 客 1( 層 5. 318\ 14855 


新羽 
仲町 台 


セン ター 南 。 せん た 一 みな み 36.41 客 1 回 5.318l ee774 

D | セン ター 北 。 せん た 一 きた 373| 客 1 回 平 5318| 17593! 研 
中 川 | な か が ね わ 388| 客 | 回 平 5.318| 920el 識 

〇 | あざ み 野 。 あぁ あさみ の 404| 客 | 回 層 5. 318| 38547 

グリ ー ン ライ ン 

| 中山 な か や ま ー| 客 | 回 屋 c. 330| T1668 

| 川 和 町 ” か わ わ ちょ う 1.7| 客 | 回 畔 20. 330| 3856| 画 巡 
き 穫 あの FE つづ き ぶ れ あ い の お か | 3.1| 客 | 回 | 平 0 330| 84gg 
セン ター 南 。 せん た 一 みな み 48| 客 | 回 悦 20. 330| 1324g 

⑪ | セン ター 北 せん た きた 57| 客 | 回 層 20.3380| 14.755 | 
北山 田 ” きた や また 7.4| 客 | 回 20. 380| TlTl8 
東山 田 ひがし や また 8.8| 客 | 回 中 80. 330| 3.942 
高田 た か だ 10.3| 客 | 回 F280. 330| 57g1 

吉本 町 ひよ し ほん ちょ う 11.6| 客 | 回 |¥\20. 330| 16.262| 

O | O よ し 130 | 回 |\0.330| 30813| 

横浜 新 都市 交通 

沿革 年 表 


昭 58。 4.22 | 横浜 新 都 市 交通 株 式 会 社 設立 
58. 4.17 | 新杉田 金沢 八景 間 特 許 
平 75 | 新杉田 金沢 八景 間 開 業 


平 6.4. 4 | 全 別 車 に ATO( 自 動 列 車 運転 装置 ) を 導入 
7 8. 5 | 運賃 を 均一 制 か ら 対 キ ロ 区 間 制 に 変更 


19. 3.18 | IC カ ー ド シス テム PASMO 導 入 

駅 一 覧 ※ 乗 車 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 (降車 客数 を 含ま ず ) 
電 別 a ee a 側 考 
1 新杉田 し ん すぎ た ー| 客 | 還 平 1.7.5|15.850| 交 

南部 市 場 な ん ぶし じょう 1.3| 客 平 1. 7. 5| 1.436 

島 浜 と り は ま らら | 客 平 1.7.5| 3.435 

並木 北 な みき きた 28| 客 平 1.7.5| 1.781 
並木 中 央 な みき ちゅ うお う 3.5| 客 | 回 平 1.7.5| 8.322| 園 立 

幸浦 さち うら 4.3| 客 RCA 

座 業 振興 セツ ター さん ぎょ うし A こう tA た - | 5.0| 客 平 1.7.5| 1.975 

福浦 ふく うら 5.6| 客 平 ]、7.5| 1769 

市 大 医学 部 し だ いい が く ぶ 6.3| 客 1 〇 | 平 1.7.5| 4.687 

八景 島 は っ けい じ ま 7.5| 客 | 〇 |\1.7.5| 8808 
⑪ | 海 の 公 園 柴 口 うみ の こう えん し ば ぐち | 8.1 | 客 平 1.7.5| 895l 准 

海 の 公園 南口 うみ の こう えん みな みち | 8.8| 客 平 1.7.5| 670 

野島 公園 の じ ま こ うえ ん 89.6| 客 平 1.7.5| 1.252 
〇 | 金沢 八景 か な ざわ は っ けい 106| 客 | 回 1.7.5| 6.615| 府 


9 と 


小田 急 電鉄 
沿革 年 表 


小田 原 急行 鉄道 株 式 会 社 設立 
小田 原 線 新宿 一 小田 原 間 開業 
(1067mm.1500V) 
小田 原 線 全線 複線 と な る 。 急 行 運転 開始 
江 ノ 鳥 線 大 野 (相模 大 野 )- 片 瀬 江 ノ 人 間 開 業 
週末 温泉 特急 運転 開始 
(新宿 小田原 間 ノ ンス トッ プ ) 
帝都 電鉄 を 合併 
鬼怒 川 水力 電気 が 、 小 田原 急行 鉄道 を 
合併 し 、 小 田 急 電鉄 (初代 ) に 社名 変更 
東京 横浜 電鉄 が 小田 急 電鉄 と 京浜 電気 鉄 
道 を 合併 し 、 東 京 急行 電鉄 に 社名 変更 
江ノ島 線 藤 沢 一 片瀬 江ノ島 間 の 1 線 を 
撤去 し 単線 に 
小田 急 電鉄 株 式 会 社 設立 
江ノ島 線 藤 沢 一 本 北 沼 間 複 線 復旧 
新宿 小田 原 間 ノン スト ッ プ 特急 運転 再開 
江ノ島 線 本 問 沼 一 片瀬 江ノ島 間 複 線 復旧 
初 の 特急 専用 車 (1910 形 ) 就 役 、 特 急 毎日 運行 に 
柏 根 登山 鉄道 乗 人 新 窒 邊 根 温 本 問 直 通運 転 開始 
特 切 の 座席 指定 制 実施 
初 の カル ダン 車 (2200 形 ) 就 役 
国鉄 御殿 場 線 乗 入 - 新 宿 一 御殿 場 間 直通 
運転 開始 (気動車 ) 
特急 ロマ ンス カーSE 車 (3000 形 ) 就 役 
特急 ロマ ンス カーNSE 車 (3100 形 ) 就 役 
意 行 8 輌 編成 運転 開始 
国鉄 御殿 場 線 電化 に より 、 御 殿 場 直 通 
事 を SE 車 に 変更 
ATS 全 線 に 設置 
湯本 変電 所 の 無人 化 完了 し 、 全 変電 所 
の 集中 制御 開始 
海老 名 電車 基地 使用 開始 
全線 全 列 車 で 列車 無線 使用 開始 
多摩 線 新 白 合 ヶ 丘 一 小田 急 永山 間 開 業 
多摩 線 爪 田 急 永山 一 小田急 多摩 セン ター 間 開 業 
PC 枕木 化 完了 ( 昭 37.7 導 入 開 始 ) 


本 厚木 付近 高架 化 
新宿 一 本 陽 木 則 で 急行 10 幅 運転 開始 


代々 木 上 原 - 東 北沢 間 複 々 線 化 、 営 団 
千代 田 線 と 相互 乗 入 開始 
特急 ロマ ンス カーLSE 車 (7000 形 ) 就 役 
新宿 改良 工事 完了 し 、 全 面 使用 再開 
全線 の 荷 貨物 営業 廃止 

特急 ロマ ンス カーHISE 車 (10000 形 ) 就 役 
多摩 線 小田 急 多 摩 セ ンタ ーー 唐木 田 間 開 業 
自動 改札 シス テム 導入 

(新宿 西口 他 下 百合 ヶ 丘 . 愛 皿 石 田 ) 
特急 ロマ ンス カーRSE 車 (G0000 形 ) 就 役 、 
新宿 JR 沼 津 間 、JR 東 海 と 相互 運転 開始 
喜多 見 電車 基地 使用 開始 

喜多 見 一 和泉 多摩 川間 高梨 化 

特急 ロマ ンス カーEXE(30000 形 ) 就 役 
全線 自動 改札 機 の 設置 完了 

喜多 見 一 和泉 多摩 川間 複々線 化 

全線 急行 10 輌 運転 開始 

経堂 駅 付近 高度 化 

共通 乗車 カー ド シ ス テム 「 バ スネ ッ ト 」 導 入 
湘南 急行 と 多摩 急行 を 新設 

成城 学園 前 付近 下り 線 堀割 化 、 世 田谷 
代田 一 喜多 見 間 下 り 全線 立体 交差 化 
梅 ヶ 丘 . 豪 徳 寺 付近 上 り 線 高架 化 に より 
梅 ヶ 丘 一 和泉 多摩 川間 立体 化 
小田 原 駅 改良 工事 (橋上 化 ) 完 成 
海老 名 一 厚木 間 高 架 化工 事 着工 
経堂 一 和泉 多摩 川間 複々線 化 
世田谷 代田 一 喜多 見 間 複々線 化 
湘南 急行 廃止 、 快 速 急 行 と 区 間 準急 新設 
ロマ ンス カーVSE(50000 形 ) 就 役 
代々 木 上 原 一 東北 沢 間 の 複々線 を 工事 
用 地 鬼 出 の た め 一 所 複線 化 
IC カ ー ド シス テム PASMO 導 入 
MSE(60000 形 ) に よる 千代 田 線 直 通運 転 
開始 、 急 行 準 急 の 箱根 登山 鉄道 乗 入 廃止 
和泉 多摩 川 一 登戸 間 複 々 線 化 、 登 戸 一 
向ヶ丘 遊園 間 上 り 2 線 ・ 下 り 1 線 の 3 線 化 


特急 「 あ さ ぎ り 」 の 直通 区 間 が 御殿 場 ま 
で と な りら り 、JR 東 海 車輌 の 乗 入 廃 止 


駅 一 覧 ※ 乗 降 客 数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 
構内 団 計 | 取扱 | 駅員 左 降 
本 | 駅名 |mWe MMM 年 朋 日 | 計り 人 W 


小田 原 線 


し ん じゅ く 
みな み し ん じゅ く 
さん ぐう ば し 
代々 木 八幡 よ よ ぎ は ち ま ん 
代々 木 上 原 よ よ ぎ う え は ら 
東北 沢 ひがし きた ざわ 
下北 沢 し も きた ざわ 

世田谷 代田 せたがや だ いた 


梅 ケ 丘 うめ が お か 
豪徳寺 ご うと くじ 
還 経堂 きょう どう 
千歳 船橋 。 ちと せ ふ な ば し 
祖師 ケ 谷 大 蔵 そし が や お お くら 
N 成城 学園 前 せい じょう が くえん まえ 
喜多 見 きた み 
狙 江 こま え 
和泉 多摩 川 いずみ た まがわ 
Ml 登戸 の ぼり と 
⑪ | 向 ケ 丘 遊園 むこ う が お か ゆう えん 
生田 いく た 


読売 ラン ド 前 よみ うり らん ど ま え 


⑪ | 百合ケ丘 “ゆり が お か 

KC 新 百合 ケ 丘 し ん ゆり が お か 
柿生 か さき お 

ii 鶴川 つる か わ 
玉川 学園 前 た まがわ が くえん まえ 
町 田 まち だ 
相模 大 野 さがみ お お の 


小田 急 相模 原 お だ さ ゅ うさ が みはら 
そう が だ いま え 
ざま 
えび な 
あつ ぎ 
ほん あつ ぎ 
あい こう いし だ 
いせ は ら 
つる まき お ん せん 
東海 大 学 前 と うか いだい が くま え 


章 章 前 前 本 机 前 明 交 的 障 装 的 的 玖 果 晶 的 章 玖 前 晶 前 昌 前 時 時 時 装 時 時 時 的 的 時 時 時 的 


よ ふ ふ トム 


回 回 回 回 回 回 回 


30.684 | ⑱ 平 14.12.15 
g4.889 | ⑱ 平 14.12.15 
69.299 | ™、⑧ 平 18.6.11 
51.990| ※、⑧ 平 13.10.28 
42,596 | @ 平 14.7.28 
83.142 | ⑯ 平 14.6.16 
31.185 | 園 立 ⑱ 平 7.3.26 
42.102 | ®@ 平 7.3.26 
15.047 | @ 平 7.3.26 


回 回 回 回 司 司 回 回 回 回 回 回 固 回 回 回 回 回 回 回 回 回 固 回 回 回 回 回 回 回 


MAy2 


お / 審 / 困 2 4 4.420| 小田 原語 車 鉄道 国 符 mA SV2 | 全 % N 
フ 43/ 客 / 記 / 務 60 314| 9975 (1378mm. 馬 力 2. 4.24 | ATS 設 填 
76.2| 客 「 回 | 昭 24 1| 93g8 89'10:31 | 小田 原 電気 鉄道 に 社名 変更 平 5: 714 | 75OV 昇 圧 、3 輌 運転 開始 
と ZZ8| 客 | 回 | 昭 8.4 1| 6671 33. 83.81 | 600V 電 気運 転 開 始 12.122 | 日 中 の 小田 原 一 箱根 湯本 間 が 小田 急 車 
ほたる だ 792| 客 | 回 | 昭 27. 4 1| 5879 大 8 6. 1 | 箱根 湯本 一 強 雇 間 開業 (1435mm.600V) の 乗 入 の み と な る 
宅 柄 あし が ら 808| 客 | 回 | 昭 2 4 1| 2976| 立 12.12.28 | 軌道 線 ( 省 線 小田 原 駅 前 一 湯本 間 ) 1435mmm 軌 15: 319 | 小田 原 一 箱根 湯本 問 パ スネ ッ ト 導 入 
小田 原 お だ わら 8g.5[ 客 | 回 | 央 2. 4.1| 63886 昭 3. 1.20 | 日 本 電力 に 合併 8: 1 | 小田 急 電鉄 の 完全 子会社 と な る 
多摩 線 8.13 | 日 本 電力 より 分 離し て 箱根 登山 鉄道 発足 16.10.1 | 小田 急 箱根 ホー ルディ ング ス に 改称 、 鉄 
| ( 新 百 合 ケ 丘 ) 10.10. 1 | 小田 原 一 箱根 湯本 間 鉄 道 新 線 開 業 、 軌 道 道 事業 を 箱根 登山 鉄道 (2 代 ) に 承継 
五 月 台 さつき だ い 茹 49.6.1| 9608 線 箱根 板橋 一 箱根 湯本 間 廃 止 18.。 318 | 小田 原 一 箱根 湯本 問 が 小田 急 車 の 乗 入 
l| | 栗平 くり ひら 昭 49. 6. 1| 21.465 3. 6. 1 | 小田 急 電鉄 の 系 列 と な る の み と な る (9 月 に 小田 原 一 入生田 間 
黒川 くろ か わ 茹 49.6.1| 8250 5 8: 1 | 小田 原 一 箱根 湯本 間 1500V 昇 圧 、3 線 軌 1435mm 部 分 の レー ル 撤 去 ) 
は る ひ 野 は る ひ の 平 16.12.11| 7.186 条 に 変更 、 小 田 急 電鉄 車輌 乗 入 開 始 19. 3.18 | IC カ ー ド シス テム PASMO 導 入 
小田 分 永山 お だ きゅう な が や ま 茹 49.6.1| 27.927| 31' 6. 1 | 軌道 線 小田 原 駅 前 一 箱根 板橋 間 廃 止 1. 93.14 | 箱根 登山 色 の 小田 急 1000 形 運行 開始 
放 有 合 麻 セツ ター お だ きゅう た ませ ん た 一 8 昭 50. 423| 46253 駅 一 覧 私 | 三 小 田 急 電鉄 ※ 乗 降 客数 は 平成 21 年 度 1 日 平均 
〇 | 唐木 田 か らき だ _ | 106 平 8 327| 21.096| 画 立 駅 名 四 時 Cm) | 得 | go | 開 股 年 月 日 | 。 備 考 
江ノ島 線 の | お だ bp ら ー| 客 | 男 | 町 010. 1|18.015 | 小田急 電鉄 に 委託 ( 昭 394.1) 
(相模 大 野 ) a ④ | 箱根 板橋 "は こね いた ほし 17| 客 | 回 昭 1010. 1| 8774 
東林間 ひがし りん か ん 回 | 昭 441| 21.152| ご ⑳ 東 林間 都市 ( 昭 16.10.15) ⑥ | 風祭 か ざま つり 3.2| 客 | 回 | 昭 10.10. 1| 1.675 
中 央 林間 ちゅ うお うり ん か ん 回 | 昭 4. 4.1| 89577| 中 央 林間 都市 ( 昭 16.10.15) ⑥ | 入生田 いり うだ 42| 客 | 回 | 昭 10.10. 1| 1.224| 男 
みな みり ん か ん 回 | 昭 4 4.1| 32.278|⑧ 南 林間 都市 ( 昭 16.10.15) e | 箱根 湯本 は こね ゆ も と 6.1| 客 | 回 大 8. 6. 1|10.951 | 立 、 角 新 駅 舎 完成 に 伴い ( 昭 49.5.17) 
つる ま 回 | 昭 4 4 1| 26873| 補 ④ | 塔ノ沢 と う の さ わ 7.1| 客 大 9.1021 146 |⑳ 昭 44.10.15 
や ま と 回 | 昭 4. 4. 1| 111.511 | ⑳ 西 大 和 ( 昭 19.6.1) ⑨ | 出山 信号 場 で や まし ん ご うじ ょ う | 8.3| 信 大 8.6.1 = 
さく ら が お か | 昭 27.11.25| 19870 ⑦ | 大 平台 お お ひら だ い 99| 客 | 〇 | 大 8.6.1| 415| 記 
こう ざし ぶ や 回 | 昭 4 4 1| 22409| 立 、⑱0.6km 相 模 大 野方 より ( 昭 27.1 1.25) ⑨ | 上 大 下台 信 弓 場 D98805RuLc3u う | 10.4| 信 | | 大 8.6.1 = 
ちょ う ご * 4.4. 1| 34811|⑳ 新 長後 ( 昭 33.4.1) © | 仙人 台 信号 場 せん MEA だ い LAG3U う | 11.2| 信 大 8.6.1 ー 
し ょ うな ん だ い 8| 客 | 回 | 照 41.11. 7| 83460| 交 ⑨ | 宮ノ下 みや の し た 180| 客 | 〇 | 大 8.6.1| 856| 補 
むつ あい に ち だ いま え | 17.3| 客 |* 4 4 1| 27991 | ⑳ 六 会 ( 平 10.8.22) ⑦⑨ | 小浦 谷 こわ きだ に 13.4| 客 | 〇 | 大 8.6.1 677|% 
ぜん ぎょ う 198.7| 客 | 回 | 昭 35.10. 1| 26266 ⑤ | 彫刻 の 森 。 ちょ うこ く < の も り 14.3| 客 | 〇 | 大 8.6.1| 788| ニ ノ 平 ( 昭 47.3.15) 
ふじ さわ ほん まち | 21.3| 客 | 回 | 昭 44 1| 20282 ④ | 強 紀 ご うら _ | 15o| 客 | 回 は 8 6.1| es 
ふじ さわ 23.1| 客 | 回 4. 4. 1|153.771 | 六 
ほん く げ ぬ ま 246| 客 | 回 | 四 4.4.1| 11629 江ノ島 電鉄 
く げ め ぬ ま か い が ん 25.9| 客 | 回 | 昭 4.4.1| 19.110 沿革 年 表 
か た せ え の し ま | 27.6| 客 | 回 4.4 1| 17260 明 33.11.25 | 江之島 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 明 40. 8.16 | 極楽 寺 一 大 町 間 開 業 
G5. 9. ] | 藤沢 片瀬 (江ノ島 ) 間 開業 (1067mm600V) 43.11. 4 | 大 町 - 小 町 ( 現 鎌 倉 付近 ) 間 開業 
86, 6.20 | 片瀬 一 行 合 ( 現 七 里 ヶ 浜 ) 間 開業 44.10.3| 横浜 電気 に 合 
7.17 | 行 合 - 迫 揚 ( 現 七里 ヶ 浜 稲村 ヶ 崎 間 ) 間 開業 大 10.5. 1 | 東京 電灯 に 合併 
37.4. 1 | 迫 揚 極楽寺 間 開業 昭 3。7. 1 | が - 六 人 問 間 を 江ノ島 電気 人 (6 代目 ) に 議 


次 上 軸 に つづ く 


INS】 
w 
© 


昭 13:10:20 | 東京 横浜 電鉄 の 系 列 と な る 昭 49.6。 7| 藤沢 駅 付近 高架 化 片瀬 山 か た せ や ま 
19.11.87 | 軌道 か ら 地 方 鉄道 に 変更 56. 1.23 | ATS 使 用 開始 ⑰ | 目白 山下 めじろ や まし た 
8243 | 鎌倉 ( 碧 小 町 ) を 国鉄 鎌倉 構内 に 移転 9.1T| 江ノ島 電鉄 に 社名 変更 湘南 江の島 し ょ うな ん え の し ま 
8.! | 江ノ島 鎌倉 観光 に 社名 変更 SS.1g.16 | 初 の 冷房 車 1201+1251 就 役 
28 4 1 | 小田 急 電 鉄 の 系 列 と な る 平 1、4 8 | 列車 無線 使用 開始 神奈 川 臨海 鉄道 
6.2] | 続行 運転 を 廃止 し 、4 輌 編成 運転 開始 15. 4、- | 車輌 の 1009% 冷 房 化 達成 沿革 年 表 
自動 閉塞 式 に 変更 18.3.18 | IC カ ー ド シス テム PASMO 導 入 昭 38.6. 1 | 神奈 川 臨 海 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 63. 3.13 | 日 本 鋼管 京浜 製鉄 所 専用 線 廃止 
※ 生 降 宮 数 は 平成 83 年 度 1 日 平均 39. 3.25 | 水 江 線 塩浜 操車 場 ( 欧 川崎 貨物 ) 一 水 江間 : 干 平 1.12.31 | 水 江 線 接続 の コス モ 石 油 川崎 油槽 所 専 
駅 名 備 考 島 線 塩浜 操車 場 一 千鳥 間 . 浮 島 線 塩浜 操車 用 線 廃止 
ふじ さわ 客 祥 、⑮O0.2km 短 縮 ( 昭 49.6.7) 場 一 浮島 町 間 開業 (1067mmr 内 燃 ) 10。6| 梶ヶ谷 貨物 ター ミナ ルー 未 広 町 間 一 般 
いし が み 06| 客 明 35. 9. 1 4621 ③ 川 袋 ( 昭 25.7.15) 44.10。 1 | 本 牧 線 根岸 一 本 牧 協 頭 問 開業 廃棄 物 輸送 開始 
柳 小路 や な ぎ こ う じい 1.2| 客 大 正 年 間 | 8.074 | 昭 20、W 昭 25.7.15 68. 4.6 | 本 牧 操 ( 更 横浜 本 牧 ) に 輸入 麦芽 積み 込 89. 3.31 | 味の素 川崎 事業 所 専用 線 廃止 
突 沼 く げ ぬ ま 18| 客 | 回 | 盟 35.9.1| 4.206| み 設 備 完成 。 腺 談 麦 酒 向 の 麦芽 輸送 開始 10 人 ぢ ど 1 横浜 本 牧 発 の 麦芽 輸送 廃止 
湘南 海岸 公園 はら な 4 か い が A こ うえ ん | 67| 客 明 35. 9. 1| 1.593| 西方 ( 昭 33.12.1) 駅 一 覧 
江ノ島 。。 ぇ の いま 33| 客 | 回 |H35. 9 1| 6627|@ 片 瀬 ( 昭 43.) 駅 名 | | 年 有 | 9 | 備考 
腰越 こし ご え 39| 客 | 〇 | 明 36. 620| 2.754| 谷戸 ( 昭 23.7.15) 浮島 線 
鎌倉 高校 前 か まく ら こ うこ うま え | 4.7| 客 明 36. 620| 3.117| 日 坂 ( 昭 68.8.20)、 あ 平 12.3.16 ④ | 川崎 貨物 ” か わ さ き か も つ ー| 貨 | 回 | 昭 39. 385 | @ 考 浜 操 ( 平 8.3.10) 
峰 ヶ 原 ( 信 ) みね が は 5LA ご 5 おう | 5.1| 信 = ⑲ | 未 広 町 すえ ひろ ちょ う 貨 昭 39. 325 
七里 ヶ 浜 し ちり が は ま S.6| 客 | 〇 | 明 36. 620| 4.567| 立 、 行 合 ( 昭 26) 田辺 (大 4.10.18) 〇 | 浮島 町 うき し まち ょ う | 38| 真 | | 昭 39.325 
④ | 稲村 ケ ヶ 崎 。 いな むら が さき 6.8| 客 | 回 | 明 37. 4. 1| 4.393 千鳥 線 
極楽 寺 ”。。 こ <5<C 76| 客 |O| 明 37 4 1| 1.592 (川崎 貨物 | = 
⑦ | 長谷 は せ 83| 客 | 回 | 盟 40. 8.16| 7.763 〇 | 千鳥 町 ちどり ちょ う | 482| 貨 | | 昭 39.385 | 
由比 ヶ 浜 ゆい が は ま 8.9| 客 明 40. 8.16| 880|⑧⑳ 海 岸 通り ( 昭 25.7.15)、⑧ 海岸 院 通 ( 大 4.10.18) 水 江 線 
人 平 123.16 (川崎 貨物 ) | | 
和田 塚 わ だ づ か 9.2| 客 明 40. 8.16 586 〇 | 水 江 町 みず え ち ょ う | 6| 貨 _ Ws 則 昌 
© | 鎌倉 か まく ら 10.0| 客 | 回 | 明 43.11. 4|19.377 | 交 、@ 小 町 (大 4.10.18) 、 る 国鉄 駅 乗 ( 昭 24.3.1) 本 牧 線 
〇 | 根岸 ね ぎし -| | ma 
湘南 モノ レー ル ④ | 横浜 本 牧 。 よこはま ほん も < 貨 | 回 I44.10. 1 本 牧 操 ( 平 83.10) 
沿革 年 表 〇 | 本 牧 埋 頭 ほん も く ふ と う 5.6| 貨 昭 44.10. 1 
大 船 一 江の島 間 免 許 昭 50.1.30 | 300 形 の 一 部 が G 輌 編成 に よる 運転 を 開始 
湘南 モノ レー ル 株 式 会 社 設立 63. 33] | 冷房 装備 の 500 形 3 輌 編成 が 運転 を 開始 冨士 急行 
大 船 一 西 鎌倉 問 開業 平 16. 6.24 | VVVF イン バー タ 制 御 の 5000 系 が 就役 沿革 年 表 
西 鎌倉 一 湘南 江の島 間 開 業 冷房 化 率 10096 を 達成 大 15. 89.18 | 富士 山 准 電 気 鉄道 株 式 会 社 設 立 昭 25・8:24 | 富士 吉田 河口 湖 間 開 業 
※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 10 月 6 日 調査 昭 8.。 4.12 | 坂本 諏訪 松 外 4 名 所 有 の 馬車 軌道 を 買 35. 5.25 | 富士 急行 株 式 会 社 に 改称 
収 し て 廃止 3Z. 4.14 | 新宿 河口湖 間 に 自 社 キ 58 系 に よる 
お お ふ な ll. 2 | 冨士 回 遊 軌道 を 買収 し て 廃止 直通 急 行く か わ ぐ ち > 運 転 開始 
ふじ みち ょ う 3. |. 1 | 富士 電気 軌道 の 路線 を 譲受 43.10・ 山 CTC 化 完了 
し ょ うな ん まち や 6.19 | 大 月 一 富士 吉田 間 開 業 、| 晶 富士 電気 軌道 50.。 3.19 | キハ 58 素 の ④ わ ぐち > 廃止 
し じ し ょ うな ん ふか さわ ke3 の 路線 を 廃止 53. 4: 7 / 頁 物 上 華 廃 止 
に し か まく ら 9 7 ] | 夏山 期 の 区 時 列車 < 高 交 号 > 新宿 から 究 59: 6: 7 / 茜 物 滞 薬 訪 皮 
士 音 田 ま で 黄 わ 入れ 腰 始 =~< 


6Ec 


レア SIELL 


ars 
時 天 く で m じ や まう 運転 語 
ンジ ジン 符 乱 > 運転 研 始 


折 399 ら 』 部 招 馬 訓 鉄 道 哨 竹本 (m 下 右田 付近 )- 


中 野村 ( 航 坂 味 ) 聞 語 業 


26 | 打 士 馬車 名 道 広 里 村 (mw 大 月 付近 ) 一 谷 


井 北 軌道 福地 村 Cw 庫 士 山 付近 ) 一 船津 
村 (m 河 口 遡 付 近 ) 間 開業 
都 罰 馬 車 鉄道 が 都 較 電 気 鉄 道 に 改称 
富士 馬車 鉄道 が 富士 電気 軌道 に 改称 
都 劉 電気 鉄道 は 西桂 村 一 福地 村 間 を 富 
士 電気 軌道 に 、 福 地 村 一 中 野村 間 を 坂 


本 許 訪 松 外 4 名 に 琶 湾 
| 町 癌 開業 10 | 富士 電気 軌道 動力 を 馬力 か ら 1500V に 変更 
9 | 富士 馬車 鉄 道 谷村 町 一 西 柱 村 ( 三 つ 味 中 一 ー| 富 北 軌道 が 富士 回 遊 軌 道 に 改称 
9 付近 ) 間 開業 
駅 一 覧 ※ 乗 職 客 数 は 平成 3 年 度 1 日 平均 
可 5| | 時 設 年 月 日 | や) 備 考 
IO お お つき 客 4.619| 4.777| 
か みお お つき 客 | 怖 46l9| isl 
© 客 | 国 了 4.619| 640| な 、⑧ 昭 48216 
" 客 | 国 還 4.6.19| 737|W 昭 538.16 
篤 4619| 978 
© 客 | 〇 上 昭 4 619| 708|⑧ 合 村 模 町 昭 4031)、 昭 55.316 
© | 谷村 町 や むら まち 客 | 〇 | 尼 4.6.19| 476| 昭 538.16 
都留 駐 科 大 学 前 つる ぶん か だ いり < まえ 客 | 〇 翌 16.11.16| 1.462 
十日市 場 と うか いち ば 3 還 46.19| 250 
© ひがし か つら 客 | 委 |4.619| 555| 交 、 代 昭 466.16 
IO みつ と う げ 客 | 〇 | 屈 4.6.19| 550| づ 小沼 ( 昭 189.20)、 昭 46.9.16 
こと ぷ き 客 昭 4 619| 362|⑳ 暮 池 ( 昭 56.1.1 1) 
よし いけ お ん せん まえ を 茹 5.6.19 104 
(O) し も よし だ 客 | 〇 | 昭 4 619| 257| 昭 538.16 
げっ こう じ 客 | 〇 6.10. 1 526| @ 昭 48.2.16 
Ol ふじ さん 客 |O| 昭 4 619| 1.406 日 園 立 ⑧ 富 士 吉 田 ( 平 23.7.1) 
填 土 急用 イラ ンド ふじ きゅう は いら ん ど 客 | 委 | 尻 36.12. 1 822 @ 昭 53.6.16、⑧ ハ イラ ンド ( 昭 56.1.] 1) 
河口 湖 か わく ちこ 客 |O | 昭 25. 824| 1.460 


(1067mm 蒸気 ) 

上 田 一 軽井沢 間 開 業 
信越 線 に 線 名 変更 
軽井沢 一 長野 間 150OV 電 化 
軽井沢 一 中 軽井沢 間 複線 化 


沿革 年 表 


中 軽井沢 一 信濃 追分 間 複 線 化 
件 代 田平 原 間 複線 化 
信濃 追分 一 御代 田 間 複線 化 
西田 - 坂 城間 複線 化 
小諸 一 滋野 間 複線 化 
上 田 一 西 上 田 間 複 線 化 

右上 に つづ く 


滋野 一 田中 間 複 線 化 

坂城 一 戸 食 間 複 線 化 
大 屋 一 上 田 間 複線 化 
平原 一 小諸 間 複 線 化 


ei 


戸倉 一 屋 代 間 複 線 化 

し な の 鉄道 株 式 会 社 設立 

軽井沢 一 篠ノ井 間 開 業 19. 3.18 
CTC 化 24. 4.17 


JH 貨物 田中 一 西 上 田 問 第 2 種 事業 廃 上 


13. 8.15 


か る いざ わ 

な か か る いざ わ 
し な の お いわ け 
みよ た 


交 


ひら は ら 
こも ろ 
し げ の 
た な か 
お お や 
し な の こく ぶん じ 
うえ だ 
に し うえ だ 
て く の さ か き 
ざか き 


や し ろ こ うこ うま え 
し の の い 


回 将 回 次 回 燃 交 〇 回 弥 〇 〇 O 光 回 


上 田 温泉 電気 軌道 株 式 会 社 設立 大 15. 8.12 
上 田 温泉 電 軌 株 式 会 社 に 社名 変更 に に コー 
青木 線 三好 町 ( 更 城 下 付近 ) 青 木 間 、 

川西 線上 田原 信濃 別所 ( 現 別 所 温泉 ) 13. 228 


間 開業 (1067mm:600V) 
青木 線上 田 - 三 好 町 間 開業 


回 =JR 東 日 本 


NONE 小話 + 四則 の 一 名 引 理 で ワン マン 運転 品 役 

快速 「 し な の サン ツン セット! 運転 開始 、「 し な の 

サン ライ ナー! を {し な の サン ライ ズ ! に 改称 

17. eS | 産業 活力 再生 特別 措置 法 に 基づく 事業 
再 構 築 計画 が 認定 


上 田 一 戸倉 問 の 一 部 列車 で リン マン 転 開始 
長野 一 妙高 高原 問 の 経営 きき 受け を 決定 


※ 乗 降 客数 は 平成 2 年度 1 日 平均 


府 昭 57.11.15 
省 掛 ( 昭 31.4.10) 全 昭 4886 
仙 昭 47.3.15 人 

立 昭 46.4.8 

信 一 車 ( 昭 27.1.10) 仙 

立 ⑱ 昭 60.3.1 

仙 昭 38.221 へ 平 14.4.1 


立 全 昭 59.1.15 


仙 昭 60.3.1 
で ⑧ 北 塩尻 ( 昭 31.4.10)⑧ 平 9.10.1 


依田 窪 線 下之郷 西丸 子 間 開 業 
青木 線 城下 ー 上 田原 間 を 復 線 の 新設 軌 
道 に 変更 
青木 線上 田原 一 青木 間 廃 止 、 上 田上 
田原 間 を 別所 線 と し 、 城 下 - 上 田原 間 を 
単線 に 変更 

次 買 に つづ く 


IN) 
た 完 
ーー 18 19 | 所 線 と 人 田 人 線 を 地方 名 和 に 交 更 。 川 西 46683 | 上 田 交通 に 社名 変更 昭 59。 8. 1] | 郵便 物 輸送 廃止 平 19.1225 アル ピコ グル ー プ が 八 三 銀行 な ど 主 
線 を 別所 線 、 依 田窪 線 を 西丸 子 線 に 改称 58. 1.] | 自動 閉 春 式 に 交 更 12.3] | 新島 々 ー 島 々 問 廃止 要 取 引 金 融 機関 に 私 的 整理 ガイ ドラ イ 
14、9. 1] | 上 田 電鉄 に 社名 変更 59.11. 1 | 上 田原 - 別 所 温泉 問 貨物 営業 廃止 6111。 手 小 荷物 輸送 廃止 ン に 則っ た 支援 を 要請 
]18.1021 | 丸子 鉄道 (上 田 東 - 丸 子 町 間 ) と 上 田 電 61.10. 1 | 貨物 営業 廃止 12.20 | 列車 無線 使用 開始 23 4 1] | 川中 島 バス . 各 訪 バス を 合併 し て アル ビ 
24 鉄 が 合併 、 上 田丸 子 電鉄 設立 平 5 588 | 1500V 昇 圧 1224 | 1500V 昇 圧 、 ワ ンマ ン 運 転 開始 コ 交 通 に 改称 
別所 西丸 子 線 の 閉塞 方 式 を 票 券 式 か ら 10.389 | 7200 系 就役 、 全 車 冷房 人 平 ]1.10.85 | ATS 設 置 
p8. 9 タブ レッ ト 式 に 変更 っ 8 | 上 田 駅 高架 化 駅 一 覧 や a aE ER 
83314 | 別所 西丸 子 線 : 丸 子 線 を 750V に 昇圧 17.10.3 | ワン マン 運転 開始 距離 (km) EEH | 開設 年 月 日 | 客数 (人) 
1 ] | 東京 急行 電鉄 の 系 列 と な る 上 田 交通 か ら 鉄道 部 門 を 分 社 化し 、 上 松本 まつ も と ー 大 1010.8| 3.416 
44. 西丸 子 線 廃止 田 電鉄 発足 西松 本 に し まっ も と 04| 客 昭 8.5. 1 25 
駅 ※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 6 月 8 日 調 査 滞 な ぎ さ 1.1| 客 大 10.10. 8 96 | ⑳ 西 松本 ( 昭 2.5.1) 、 仙 昭 45.1.26 
3 に | 信濃 菅井 し な の あら い 19| 宮 | ki010. 2| 4g| な @ 昭 47.1.1、@ 昭 47.6.6、@ 平 999 
ー| 客 | 回 大 13. 8.15| 2818| ⑧ 平 10.3.29 大 庭 お お に わ 2.6| 客 | 委 | 大 10.10. 2 402 | ⑧ 昭 27.3.1 
し ろ し た 0.8| 客 大 10. 6.17 48| ®$ 三 好 町 ( 昭 2.12) 下 新 し も に い 44| 客 | 委 大 10.10. 2 203 | W 無 一 委 ( 昭 28.3.1) 、⑳ 昭 43.10.19 
みよ し ちょ う 1.5| 客 大 10. 6.17 57| 三好 町 3 丁目 ( 昭 2.12) 北新 松本 大 学 前 きた KU まつ も と AU が まえ 5.4| 客 | 委 | 大 10.10. 8 421 | ⑳ 北 新 ( 平 14.2.2) 、⑧ 昭 40.4.1 
あか さか うえ ら 62| 客 茹 7. 921 186 | ⑧ 昭 26.4.1 ⑲ | 新村 に いむ お ら 6.2| 客 | 〇 | 大 10.10. 2 833 | 園 芝 、⑧@ 昭 48.12.1 
うえ だ は ら 9| 客 | 委 | 大 10.6.17 892 | 昭 58.4.15、W 昭 61.10.1 三 溝 さ み ぞ 7.6| 客 大 WE 5 350 
て らし た 3.8| 客 大 10. 6.17 161 ⑨ | 森口 も り ぐ ち 8.6| 客 | 委 | 大 11. 5. 3 6121 @ 昭 47.9.15、⑧@ 昭 48.12.1 
か ば た け 45| 客 大 10. 6.17 138 下島 し も じ ま 9.5| 客 太 呈 SE3 541 
だ い が く まえ 5.2| 客 大 10. 6.17 630| 本 州 大 学 前 ( 昭 49.5.1)⑳ 下 本 郷 ( 昭 41) ⑨ | 波田 は た 11.1| 客 | 回 | 大 11. 5. 3| 1.327| 波多 ( 昭 31.5.1)、 人 で 昭 48.12.1 
し も の ご こう 6.1| 客 | 回 | 大 10. 6.17 300| 園 容 、 昭 58.10.15 交 換 再 開 、 無 っ 有 ( 昭 58.4.15) 渕 東 えん どう 12.7| 客 大 11. 926 87 
な か し お だ 74| 客 大 10. 6.17 51 | @ 玉 加 ( 昭 4.3.3)@ 昭 46 〇 | 新島 々 し ん し まし ま 144| 客 | 回 | 大 11.926| 638| 赤松 ( 昭 41.10.1) 
し お だ まち 80| 客 尻 9.714| 347| 上 本 郷 ( 昭 40) 
な か の 85| 客 | 10.617| 101|⑧ 昭 18.6.30 長野 電鉄 
まい た 94| 客 大 10.6.17| 69 沿革 年 表 
や ぎ さ わ 10.1| 客 大 10.6.17| 62 大 85.30 | 河東 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 38.920 | 須坂 一 信州 中 野 問 自動 閉塞 式 に 変更 
べ っ し ょ お ん せん | 11.6| 客 | 委 | 大 10. 6.17| 572| @ づ 信濃 別所 ( 昭 5.1.19) 人 平 7.12 錠 平 ]1.5.1 11.6.10 | 屋代 一 須坂 間 開 業 (1067mm. 蒸 気 ) 10. 1 | 国鉄 急行 上 野 - 湯 田中 間 電 車 化 
18。 3.26 | 須坂 一 信州 中 野間 開業 54. 4。 1 | 貨物 営業 廃 上 
アル ピコ 交通 松本 電気 鉄道 14。7182 | 信州 中 野木 島 間 開業 55。3。 1 | CTC 化 (朝陽 湯田 中 間 - 木 島 線 ) 
沿革 年 表 15. 1.29 | 1500V 電 気運 転 開始 56. 3. 1 | 長野 - 善 光 寺 下 問 地下 化 
筑摩 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 41。 9.2 | 国鉄 D51 形 蒸気 機関 車 松本 一 消 間 乗 入 8.30 | 長野 電気 鉄道 と 合併 し 長野 電鉄 に 社名 変更 57.11.15 | 国鉄 直通 急行 [志賀] 廃止 
松本 一 新村 間 開業 (1067mm.600V) ( 昭 446.30 ま で ) 昭 82428 | 信州 中 野 - 湯 田中 間 開 業 59. 2. ] | 屋代 一 須坂 問 単線 自動 閉塞 式 に 変更 
新村 一 波多 ( 現 波 田 ) 間 開業 42.。 715 | 国鉄 皿 時 急行 「 こ まく さ 」 名 古屋 - 島 々 3. 6.24 | 長野 権堂 間 開 業 12.15 | 全線 CTC 化 
波多 一 島々 間 開 業 に より 島々 線 全 通 間 に 運 転 ( 昭 48.5 ま で ) 12. 1. 8 | 長野 - 湯 田中 間 大 阪 発 国鉄 客車 初 乗 入 平 5.1l。 1 | 屋代 一 須坂 信州 中 野 一 木島 問 ワ ンマ ン 
筑摩 電気 鉄道 に 社名 変更 45.1 1. 1 | 信濃 荒井 一 新島 々 間 自 動 信 号 (ARC) 化 7.17 | 屋代 湯田 中 間 上 野 発 国鉄 客車 初 乗 入 運転 開始 
12.』2 | 松本 電気 鉄道 に 社名 変更 48.12. 1 | 貨物 営業 廃止 81・5r15 | 信濃 吉田 朝陽 間 複 線 化 12:10 1 | 全線 ワン マン 運転 開始 
80.I4 1 | 島々 線 を 上 高地 線 に 改称 5lr11.20 | 松本 一 信 渡 荒井 問 ARC 化 38. 3.15 | 長野 湯田 中 間 特 急 運転 開始 14. 4 1 | 信州 中 野木 島 間 廃止 
Se | 上 高地 線 750V に 昇圧 52.10.13 | 新島 々 ター 島々 間 ARC 化 36. 5.28 | 須坂 一 朝陽 問 自動 閉塞 式 に 変更 9.18 | 長野 一 湯田 中 間 が 長野 線 、 性 代 一 須坂 商 
4 G'27 ! 自動 半 塞 式 に 変更 S8. 8.28 | 台風 10 号 に よる 土砂 崩れ の た め 新 島々 37. 3. 1] | 国鉄 気動車 急行 上 野 一 湯田 中 間 通 年 運行 が 屋代 線 と な る } 


ーー 島々 間 休 止 
右上 に つづ く < 


開始 


78-70. 7 


湯 男 史 の スイ シラ ソ バッグ 椅 造 を 変更 
次 責 に つづ ぐ 


Le 


| 屋代 線 廃 止 
(TOOOOE SEJ を 「k De】 で 。 


長野 道 2 
大 1@11.25 | 長野 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 
15 628 | 権堂 一 須坂 問 開業 
9:30|| 河東 鉄道 と 合併 


と し て 再 入 

( 新 ) 補 山 橋 の 新 線 が 供用 開始 
JR 東日本 53 系 成田 エク スプ レス 」 を 
29 系 (スノー モン キー」 と し て 投入 


乗降 客数 は 平成 19 年 度 1 日 平均 
側 者 

⑧ 昭 56.3.1 、※ 平 成 18 年 度数 人 

S 弟 町 (B56.3.1)、⑱ 昭 56.3.1 、*T 世 18 

日 、⑱ 昭 43.4.1、⑮ 昭 56.3.] 


留 車 ( 昭 5.4.9) 人 昭 43.4.1、⑱ 昭 56.3.1、 
※ 平 成 1 年 度数 値 


し や くし ょ まえ 
ご ん どう 
ぜん こう じ し た 


瞳 前 閉 交 


ほん ご こう 


※ 平 成 18 年 度数 値 
きり は ら 


し な の よし だ 


立 ⑱ 吉 田町 (大 15.105) 
あさ ひ 


ふ ぞ く ちゅ う が く まえ 
や な ざ は ら 
むら や ま 
ひ の 
す ざ か 
きた す ざ か 


回 *O( 平 84.8.1) 

仙 昭 43.4.1 

6 劉 車 ( 昭 28 9.15)、 人 ⑳ 昭 45 9.1. 人 平 91.10」| 
@ 昭 19.1.10、⑱ 昭 62.108 

園 、⑳ 昭 54.4.1 

⑯⑱ 昭 19.1.10 ⑮⑱@ 豊 洲 ( 昭 35.4.1 1) 、 
留 一 車 ( 平 6.6.24) 、 人 で 平 19.3.1 


前 的 装 時 玖 交 装 前 将 交 


(の お ぶせ 客 | 回 | 大 12. 326 人 昭 47.3.1 
客 3.10.11 昭 48.7.26 
© 客 824. 328 W 昭 43.4.1、W 平 7.12.20 
© 客 大 12. 326 W 昭 45.12.30、 の 留 一 車 ( 平 6.10.13) 
し ん し ゅ うな か の 客 | 加 | 大 12. 326 立 、 仙 昭 54.4.1 
し な の まつ か わ 客 昭 2. 428 
⑰ | 信濃 竹原 。 し な の た け は ら 客 2. 428 ⑧ 性 原 ( 昭 7.6.16)、⑧ 昭 544.1、@ 平 7.12.20 
夜 問 源 よ ま せ 客 2. 428 昭 47.5.15 
上 条 か み じ ょ う 客 昭 6. 428 ぷ 昭 45.12.30 
I ゆ だ な か 客 | 回 | 軌 2 428| 1092| @ 昭 465.1 


沿革 年 表 
昭 59. 8.30 
平 9.382 

10.12 


北越 急行 株 式 会 社 設立 
八 日 町 一旦 潟 間 開 業 (1067mm 貴 流 1500V) 
最高 速度 を 時 速 150km に 変更 


平 14. 3.23 | 最高 速度 を 時 速 160km に 変更 
16.10.23 | 新潟 県 中 越 地震 で 運休 
1026 | 屋 潟 ー- ま つ だ い 間 運転 再開 
に つっ りく 


(tm) | WW | ee | 


六 晶 町 


魚沼 丘陵 。 うお ぬ ま さき ゅ うり ょ う 
(④ | 赤 倉 ( 信 ) 。 あぁ か くら し ん こう じょう 
美佐 島 みさ し ま 
し ん ざ し ん ざ 
© | 十日町 と お か まち 
⑨ | 薬師 幅 ( 信 ) ゃ <UESDUAC5t5 
⑨ | まつ だ い まっ だ い 
④ | 儀 明 ( 信 ) きみ ぉ 5UAcC ぉ う 
ほくほく 大 島 ほくほく お お し ま 
⑦ | 下川 大 杉 。 むし が わ お お すぎ 
うら が わら うら が わら 
大 池 い こい の 森 お お いけ いこ い の も り 
⑨ | く び き く び き 
⑲ | 屋 潟 さい が た 


むい か まち ー-| 客 | 〇 I き 9 322 


大 15.1023 


@.10.8 
310.1 
5. 8.15 
6.8. 1 


東洋 アル ミナ ム 専用 鉄道 宇奈月 一 猫又 問 


昭 28.I.16 | 地方 鉄道 と な る 
運行 開始 (762mm:600V) 32. 7 票 券 閉 村 式 か 自動 閉 夫 式 に 変更 
後 曳 ( 黒 雅 ) 一 三 見 間 運 行 開始 43 ATS 設 軒 
日 本 電力 に 合 46. 5. 4 | 黒部 峡谷 鉄道 株 式 会 社 設立 
猫又 ー 小 屋 平間 運行 開始 7 | | 黒部 峡谷 鉄道 開業 
小屋 平 一 小 黒部 問 運行 開始 56. 一 | 列車 無線 導入 
小黒 部 一 様 平間 運行 開始 下 24.6. | | 日 本 初 の VVVF 制御 機関 車 EDV34.35 
日 本 発送 電 専用 鉄道 と な る 使用 開始 


関西 電力 専用 鉄道 と な る 


※ 開 設 年 月 日 は 地方 鉄道 と し て の も の  ※ 乗 降 宮 致 は 平成 2 年度 ( 年 間 ) 


| eA | go | LE 
き ] | 昭 28.11.16| 367.778 | 固 立 
0| 一般 旅客 乗降 不可 
0 | 一 般 旅 客 乗 降 不可 
18.771 | る @ 後 曳 
0 | 一般 放 乗降 不可 
0 | 一 和議 不可 


や な ぎ ば し 
も り い し 
くろ な ぎ 
ざさ だ いら 
だ し だ いら 
ね こま た 
か ね つり 


こ て や だ いら 
けやき だ いら 


沿革 年 表 


くろ べ だ む 


※ 乗 降 客数 は 平成 81 年度 1 日 平均 


立山 黒部 綱 光 


沿革 年 表 
中 9.1 選 25 | 立山 黒部 買 光 株 式 会 社 設立 昭 54.10. 1 | 立山 黒部 有 上 峰 開発 を 合併 
鋼索 線 ( 黒 部 ケー ブル カー) 開 業 平 5. ら .8| 室堂 一 大 観 峰 問 鉄道 事業 法 免許 
立山 ロー プ ウ ェ イ 開業 8. 483 | 立山 トン ネル バス を トロ リー バス 化 
立山 トン ネル バス 開業 710。 1 | 立山 開発 鉄道 を 合併 
※※ 乗 降 客数 は 平成 21 年 度 1 日 平均 
駅 名 備 考 
むろ どう 
だ いか ん ぼう 
二 山 地方 鉄道 
沿革 年 表 (富山 電気 鉄道 一 富山 地方 鉄道 ) 
昭 5221 | 冨山 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 11・ 6. 5 | 早 月 一 電鉄 魚津 間 開 業 
6. 320 | 立山 鉄道 を 合併 8.18 | 石 白石 岩明 寺 間 、1067mm に 改 軌 電 化 
85 | 富山 田地 方 (電鉄 富山 か ら 0.7km 上 市 821 | 電鉄 魚津 一 魚津 ( 現 新 魚津 ) 間 開業 
寄 )ー 上 市 口 ( 現 上 市 ) 間 、 寺 田 一 五 百 10.。 1 | 魚津 一 西 三日市 ( 現 電 鉄 黒部 ) 間 開業 
石岡 開業 (1067mmr1500V) 15. 327 | 黒部 鉄道 より 三日市 (黒部 ) 一 石田 港 間 
電鉄 富山 一 冨山 田地 方 則 開 業 (石田 港 線 ) を 譲受 
上 市 ロー 滑川 間 1067mm に 改 軌 ' 電 化 6. 1 | 石田 港 線 廃止 
上 市 ロー 上 市 間 開 業 16.12. 1 | 冨 南 鉄道 、 富 岩 鉄 道 ( 現 富 山 ラ イト レー 
上 市 ロー 五 百 石山 廃止 ル ) を 譲受 


則 滑 )U 一 早 月 ( 厚 越 中 中 村 ) 則 開業 右上 に つづ く 


昭 18. 1 1 


25r SE Il 
g7。8.15 


A 
5Z.11.15 


58. 6. 1 


黒部 鉄道 、 越 中 鉄道 (射水 線 )、 加 越 鉄 道 ( 石 
動 - 青 島町 間 )、 富 山県 党 鉄 道 、 日 本 発送 電鉄 
道 ( 千 垣 栗 巣 野間 )、 富 山 市 肖 軌 道 バ ス 、 富 
山 電鉄 自動 車 を 合併 、 富 山地 方 鉄道 に 社名 
変更 。 電 鉄 富山 - 西 三日市 間 を 本 線 、 三 日 市 
ー 宇 奈月 間 を 黒部 線 、 寺 田 一 岩 骨 寺 間 を 五 白 
石 線 、 南 冨山 一 粟 巣 野間 を 立山 線 と する 

富 岩 線 を 鉄道 省 へ 移管 

富 南 線 稲荷 町 一 堀川 新 ( 現 南 富山 ) 間 電 

化 、 立 山 線 直通 運転 開始 

黒部 線 1500V に 昇圧 、 電 鉄 富山 一 宇 

奈月 ( 現 宇奈月 温泉 ) 間 直通 運転 開始 。 

上 市 ロー 上 市 間 廃止 

富 南 線 電鉄 富山 一 稲荷 町 問 電化 、 立 山 
線 直通 運転 開始 

税 津 線 南 冨 山 一 大 久保 間 開業 

笹 津 線 大 久保 町 一 地 鉄 笹 津 間 開 業 
立山 線 小 見 (現有 上 峰 口 ) 一 粟 巣 野 お よび 
粟 巣 野 一 千寿 ヶ 原 ( 現 立山 ) 免 許 を 立山 
開発 鉄道 へ 譲渡 

立山 開発 鉄道 粟 巣 野 一 立山 仮 駅 間 開 業 
立山 開発 鉄道 立山 仮 駅 千寿 ヶ 原 間 開業 
立山 開発 鉄道 か ら 小 見 千寿 ヶ 原 間 譲 受 
黒部 線 列車 集中 制御 装置 (CTC) 使 用 開始 
魚津 市 内 高架 線 完成 

本 線 CTC 使 用 開始 

鉄道 線 名 称 変 更 、 電 鉄 富山 一 宇奈月 間 
を 本 線 に 、 南 冨山 一 岩内 寺 間 を 上 滝 線 に 
分 離 、 寺 田 一 岩 則 寺 間 を 立山 線 に 編入 
慰 部 支線 (電鉄 桜井 一 黒部 間 ) 廃 止 
国鉄 、 名 古屋 鉄道 車輌 の 立山 乗入れ 
(季節 運転 ) 開 始 

国鉄 車輌 の 宇奈月 温泉 乗入れ (季節 運転 ) 開 始 
笹 津 線 廃止 

立山 線 CTC 使 用 開始 

国鉄 < 立山 2( 大 阪 一 立山 : 字 奈月 温泉 


間 ) 乗 入れ 廃止 


電鉄 富山 一 寺田 一 五 百 石 問 貨物 営業 府 
止 に よら 貨物 全廃 


国鉄 うな づき ) (名 古屋 宇奈月 温泉 )、 

< おろ ど う ) (名 古屋 一 立山 間 ) 乗 入れ 廃止 
名 鉄 く 4L ア ルプ ス )〉 号 (神宮 前 一 立 山間 ) 
乗入れ 廃止 

JH 西日本 車輌 に よる 〈 立 山 〉 (神戸 
立山 間 ) 乗 入れ (季節 運転 開始 

JH 西日本 車輌 大 阪 一 宇奈月 温泉 問 生 
入れ (季節 運転 ) 開 始 

不二越 上滝 線 ワ ンマ ン 運転 開始 
立山 線 お よび 本 線 の 一 部 ワン マン 運転 
開始 。 快 速 急 行 運 転 開始 

本 線 電 鉄 黒部 一 宇奈月 温泉 間 ワ ンマ ン 
運転 開始 

本 線上 市 電鉄 黒部 間 ワ ンマ ン 運 転 の 
| 開始 に より 、 全 線 ワ ンマ ン 化 


昭 58.9. 1 


立山 軽便 鉄道 一 立山 鉄道 


明 45.1.4 
大 2: 685 


立山 軽便 鉄道 株 式 会 社 設立 
滑川 - 上 市 口 ( 更 上 市 ) 一 五 百 石 間 開 業 
(762mm' 蒸 気 ) 
立山 鉄道 に 社名 変更 
10. 3.19 | 五 百 石 一 立山 ( 現 岩 峰寺 ) 間 開業 
昭 6. 320 | 富山 電気 鉄道 に 合併 


6. 6:25 


富山 軽便 鉄道 一 富山 鉄道 一 富 南 鉄道 


大 12.18 | 富山 軽便 鉄道 株 式 会 社 設立 
き 12. 6 | 冨山 一 笹 津 間 開業 (1067mm 燕 気 ) 
410:24 | 冨山 鉄道 に 社名 変更 
昭 8. 44.12 | 宣 南 鉄道 株 式 会 社 設立 
420 | 堀川 新 ( 現 南 富山 ) 一 笹 津 間 廃止 、 富 山 
ー 堀 川 新 間 を 冨 南 鉄 道 に 譲渡 


16.12 1 | 富山 電気 鉄道 に 譲渡 
富山 県 営 鉄道 
大 10・4:25 | 南 冨 山上 滝 商 開 業 (1067mm 蒸気 ) 


上 潤一 岩崎 寺 間 開業 

| 岩崎 寺 一 横江 ( 後 の 上 横江 ) 間 開業 

| 横江 一 竹垣 間 開 業 

9 600V 電 気運 転 開始 上 
500V に 昇圧 


串 / 子 纏 一 栗東 野 癌 を 互 杯 玩 送 起こ 妥 
: 次 選 た だ つつ ゴー 


LS) 
た 
w 


15 327 / 石田 港 線 を 富山 


(石田 


電気 鉄道 に 譲渡 


愛 本 


あい も と 


Woa_ 21 


476| 客 | ea 


x229 | 名 昭 42 9 WT 4 25 


右上 に つづ く 


ー ト 立入 語 業 (7067m600 り 18.!.】| 富山 電気 鉄道 に 合併 ⑦ | 内山 うち や ま 487| 客 大 12.11 81 40| 立 、 休 平 6.4.25 
民有 1 ら 年 度 1 日 平均 (平成 2 年度 全 線 乗降 害 到 は 平成 18 年 度 比 0.996) 栗 降 客数 の 前 の 支 印 は 平成 2 年 度 1 日 平 音 沢 お と ざわ 49.5| 客 大 12.1121 90 
ER 年 | LR , | 側 者 や | 宇奈月 温泉 うな づき お ん せん | 533| 客 | 回 大 121121| x617 | @ 央 は 13221)@R4481.⑧ 守 (R468 1) 
J 立山 線 
介 開 で ん て っ と や ま 回 怖 610 3| x6324 @ | 寺田) ee I 
いな り ま ち 生 | 昭 6.815| xx1.053| 園 半 、⑧ 昭 44 4 ] 稚 子 塚 ちご づか 1.4| 客 昭 6. 8.15 70| @ 浦 田 ( 昭 6.10.1) 
ひがし し ん じょう 客 | 委 | 昭 6.815| x833 田 添 た ぞ え ら .1 | 客 6. 8.15 60 
えっ ちゅ うえ ば ら 客 | 委 | 因 611.7| 2200 島村 ( 昭 20.9.81) e | 五 百 石 ご ひ ゃ っ こく 3.7| 客 | 委 | 大 2.625| x829 HEE (R341.1)®$MlT (RAS 71).@RS86.1 
えっ ちゅ うさ ん こう 客 昭 6.815| x441 榎 町 えのき まち 4.6[| 客 | 委 | 大 10.3.19 500 
えっ ちゅ うふ な は し 客 | 委 | 軌 6.815 600 下段 し た だ ん 5.7| 客 昭 11.12.26 100| 昭 52.7.1 
て ら 5 だ 客 大 2 625| x336| 立 釜 ヶ 湯 か ま が ふ ち 7.4| 客 大 10. 3.19| 227 | @ 昭 44.8.1、 人 平 9.8.1 
えっ ちゅ うい ずみ 客 大 2 625 70 沢 中 山 さわ な か や ま 86| 客 大 10. 3.19 70 
あい の き 客 茹 24.415 130 ⑥ | 岩 肉 寺 いわ くら じ 10.2[ 客 犬 10. 3.19| x379| 安 、@⑧ 立 山 ( 昭 11.8.18) @⑧ 昭 44.8 1 
か みい ち 客 | 回 | 大 2 625| x].768 Q(B.7@ ED A811.11)@HA595 ⑨ | 横江 よこ え 13.5| 客 70| @ 失 山 ( 昭 404.15) 
し ん みや が わ 客 大 2 625 110| 江上 (大 10.220)@ 宮 川 (大 13.5.20) 千 垣 ち が き 17.3| 客 500| @ 平 9.8.1 
な か か づみ 客 大 2. 625| xZ227| 人 @ 堀 江 ( 大 10.220) 信 昭 44.8.1、 仙 平 9.8.1 ⑨ | 有 峰 品 あり みね ぐち 17.9| 客 大 87| (上 @ (B446.1)@$E R45 71).@F191 
に し か づみ 客 大 2.625 40| ⑧ 梅 沢 ( 大 10.2.20) 本 宮 ほん ぐう 19.4| 客 170 
に し な め り か わ 客 大 2. 625 320| 交 、@ 西 央 川 大 10220)@ 水 橋 ( 昭 33.102) ⑨ | 立山 た て や ま 安 319| 千寿 ヶ 原 ( 昭 45.7.1)⑱0.4km 本 宮 方 
な か な め り か わ 客 | 委 | 大 3.218| メ 742| @ 中 滑川 (大 10.2.20)⑳ 晒 屋 ( 昭 6.1 1. の 仮 駅 か ら ( 昭 30.7.) 
6)@ 本 滑川 ( 昭 7.3.22) 人 @ 昭 42.10.1 不二越 ・ 上 滝 線 

な め り か わ 客 大 2 625| x ょ 318 (稲荷 町 ) 
は ま か づ み 客 昭 10.12.13 100 不二越 ふじ こし 客 338 | ⑳ 山 室 ( 昭 32.4.12)、 仙 昭 47.6.1 
は や つき か づみ 客 B25. 323 130| W 平 1.7.25 大 泉 お お いずみ 客 850| W 平 1.9.1 
えっ ちゅ うな か むら 客 昭 10.12.13 10| ⑧ 早 月 ( 昭 25.3.23) ⑲ | 南 富山 みな み と や ま 客 1.086| 堀川 新 ( 昭 18.6.11)、 側 昭 45.7.1 
に し うお づ 客 昭 11. 6. 5 200| @ 平 9.8.1 朝 菜 町 あさ な まち 客 
で ん て つう お づ 客 | 委 | 昭 11.6.5| x812 上 堀 か みほ り 客 x さ 254 | @ 昭 45.7.1 
し ん うお づ 客 | 委 | 昭 11. 8.21| x1,364| 交 、⑫ 魚 津 ( 平 74.1) 小杉 こす ぎ 客 
きょう で ん 客 | 委 | 阿 1.10. 1| x な 902 布 市 ぬ の いち 客 
で ん て つい し だ 客 昭 12. 531| x258| ⑳ 信 (石田 信号 所 ) 車 ( 昭 15.6.1) 仙 平 10.10.] 開発 か い ほ っ 客 170| ⑧@ 昭 44.8.1 
で ん て つく ろ ベ 客 | 回 | 大 11.11. 5| メ *708| 訪日 市 ( 昭 26.6.25) ⑳ 電 鉄 桜井 ( 平 1.4.]) ⑲ | 月岡 つき お か 客 110| ペ 昭 43.5.1 1 人 昭 52.18.25 
O が し みっ かい ち 客 | 委 1111. 5| xs86 大 庄 。 お お し お 客 0 | DRAG 
お ぎゅ う 客 | | 大 1.5| 100| @ 昭 448.1 か み だ き 客 X339 | @ 昭 44.8.1 
ここ 客 大 11.11. 5 50| 婦 だ いせ ん じ 客 130| ⑧ 太 員 き 人 遊園 ( 平 9.4.1)⑧ 大 川 寺 公園 ( 昭 42. 
し た せま 客 | | 和 III1.5| 100|@ 昭 444.1 平 ]725 10.1)@ 上 注 公 国昭 34.1.1).@ 平 1.9.1 
わか ぐり 客 大 11.11. 5 100 
と ちや 客 | | 和 Al 110 
うら や ま 客 大 1.11. 5| メ *246| ⑳ 昭 43.5.] ]、W 平 9.8.] 


ドミ 富山 電気 軌道 一 富山 地方 鉄道 富山 市 内 線 
大 11.14 | 冨山 電気 軌道 株 式 会 社 設立 


Po で | 


富山 駅 前 共進 会 場 前 ( 現 堀川 小泉 ) 問 西 
町 - 総 曲輪 ( 現 丸 の 内 ) 一 古 手 伝 町 ( 現 県 庁 


前 ) 一 富山 駅 前 間 開業 (1067mm.600V) 12 
共進 会 場 前 堀川 新 ( 現 南 富山 駅 前 ) 問 開業 33. 628 
郵便 局 前 ( 後 の 越前 町 ) 一 新富 山 一 県 羽 36. 718 


公園 下 間 開 業 719 
富山 市 営 軌道 と な る 42. 9.11 
富山 地方 鉄道 冨山 軌道 線 と な る 45 4 8 
富山 大 空 届 で 全線 不通 と な る 52. 831 
富山 駅 前 一 南 富山 間 運 転 再 開 S5. 4 1 
笹 津 線 乗 入 開始 59. 4 1 
射水 線 乗 入 開始 平 81.12.283 


丸の内 一 安野 屋 問 新 線 (複線 ) 開 通 
富山 駅 前 一 西 中 野間 (複線 ) 線 路 移設 


駅 一 覧 
画 還 証 じ ま : 王 還 証 陸 ( 半 EEHELCSEI 証 


24. 324 


新 冨 山 一 大 学 前 (五福 ) 間 復旧 
堀川 小泉 一 南小 泉 間 複線 化 
西 中 野 一 堀川 小泉 間 複 線 化 
7000 形 ボギー 車 5 輔 登場 

南小 泉 一 南 富山 間 複 線 化 

中 教 院 前 一 不二越 駅 前 間 開業 
射水 線 乗 入 廃止 

笹 津 線 乗 入 廃止 

全線 ワン マン 化 
射水 線 乗 入 再開 

射水 線 廃止 に より 乗 入 廃止 
西町 一 不二越 駅 前 間 廃止 

富山 都心 線 丸の内 一 西町 間 開業 
富山 大 橋 架 け 替 え 、 橋 深部 分 が 複線 と な る 


だ い が く まえ ー| 客 大 51122| _ 

し ん と や ま 06| 客 大 5.11.22 

や す の や 1.2| 客 大 5.11.22 

すわ の か わら 1.5| 客 茹 27. 8. 5 

まる の うち 1.8| 客 大 9 凍 

けん ちょ うま え ら 2| 客 大 2 9 電 

し ん と みち ょ う 2.5| 客 央 29 央 

と や まえ きま え 8| 客 大 2 9 1 

地 鉄 ビル 前 ち て つ び る まえ 3.1 | 客 大 2.9 1 
電気 ビル 前 で ん きび る まえ 3.3| 客 大 2 の 9 測 
さく ら ば し 3.6| 客 大 29 1 

あら まち 3.9| 客 大 291 

に し ちょ う 4.3| 客 大 2.9.1 

か みほ ん まち 46| 客 大 の 9 j 

こう か ん どう まえ 49| 客 大 2。 9 1 

に し な か の 5.1| 客 大 29 員 

こい ずみ ちょ う 5.41 客 昭 25. 5.15 

ほり か わこ いずみ 58| 客 央 2 | 

大 町 お お まち 6.11 客 大 8.1.9 
ぞ 南井 いい 駅 郊 みな み と や まえ きま え 641 客 大 4.3.13 


@ 球 場 前 ( 昭 44.10.1) 五福 ( 昭 69.4.7) 
@ 新 富山 駅 前 ( 昭 55.4.1)、⑳ 富 山大 橋 西 詰 
安野 屋 町 


@ 総 曲輪 ( 昭 27.8.5) 
あ 古 手 伝 町 
@ 神 通 町 ( 昭 37.5.1) 


日 ※( 千 歳 )、⑧ 郵 便 局 前 ( 昭 41.11.15) 、 
⑳ 桜 町 ( 昭 29.11.15) 
桜橋 北詰 


ざ 木 町 ( 昭 40.4.15) 


南田 町 ( 昭 40.4.15) 


白山 社 前 


小泉 町 ( 昭 25.5.15)、⑧ 女 学校 前 ( 昭 28.4.]) 、 
③ 女 子 師範 校 前 、⑧ 共 進 会 場 前 


画 空 、 つ 堀川 新 駅 前 ( 昭 18.6.1 1) 


右上 に つづ < く < 


〇 | (丸の内 ) 
国際 会 議場 前 こく さい か い ぎ じょう まえ 平 21.1223 
大 手 モ ー ル お お て も る 平 21.1223 
グラ ンド ブラ ザ 前 ぐら ん どぶ ぷら ざま え 平 91.1223 


〇 | (西町 ) 


富山 ライ トレ ー ル 


沿革 年 表 


大 12. 8.15 | 富 岩 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 42.3.30 | 1500V 昇 圧 
1377:23 | 富山 ロー 岩瀬 港 ( 現 岩瀬 浜 ) 間 開業 6T:11: 1 | 貨物 営業 廃止 
(1067mm.600V) 62 4 1 | JP 西日本 富山 港 線 と な る 
g.1g.15 | 富山 一 富山 口 間 開 業 (貨物 専業 ) 平 13.3. 3 | 昼間 と 夜間 に 気動車 ワン マン 運行 開始 
3. 711 | 富山 一 富山 口 間 旅 客 営業 開始 16 42Tm| 冨山 ライ トレ ー ル 株 式 会 社 設立 
12.12.30 | 富山 電気 鉄道 の 傘下 と な る 11. 9 | 第 1 種 鉄 道 事業 の 許可 と 軌道 事業 特許 取得 
16.12. ] | 富山 電気 鉄道 に 合併 1]8. 3。 1 | JH 富山 港 線 廃止 
18. 1.。 1 | 富山 地方 鉄道 富 岩 線 と な る 429 | 富山 駅 北 一 岩瀬 浜 間 開業 (600V) 
6: 1 | 鉄道 省 が 買収 、 富 山 港 線 と な る 
駅 一 覧 ※ 全 束 駅 員 配 置 な し 
史 駅 名 中 区 | 種村 | 開設 年 月 日 
© | 冨山 駅 北 と や まえ きき た ー| 客 平 18. 429 
イツ テッ ク 本 社 前 いん て っ く ほん し ゃ まえ | 0.4| 客 平 18. 429 
⑥ | 奥田 中 学校 前 お くだ ちゅ うがっ こう まえ | 1.1| 客 平 18. 429 be: 
下 奥 井 し も お くい g.0| 客 昭 2.6.1 客 一 般 ( 昭 2.12.15)、W 昭 57.11.15 
⑥ | 粟島 あわ じ ま 8| 客 平 18. 429 
越 中 中 島 。 えっ ちゅ うな か じ ま 3.2| 客 大 13. 723 ⑱ 奥 田中 島 ( 昭 18.6.1) 
④ | 城 川 原 じょう が わら 42| 客 | | 大 13.783 日 園 立 、 客 一 搬 ( 昭 2.12.15)、 負 昭 38.1.1 
犬 島 新 町 いぬ じ ま し ん まち 46| 客 
蓮 町 は すま ち 54| 客 ヾ 高等 学校 前 ( 昭 18.6.1)、 客 一 搬 ( 昭 20.1. 
11)、W 昭 57.11.15、 仙 平 13.3.4 
⑨ | 大 広田 お お ひろ た 6.1| 客 ざ 日 満 工 場 前 ( 昭 18.6.1)、 西 ノ 宮 信 号 
所 ( 昭 14.2.8)、 昭 33.4.10 
東 岩瀬 ひがし いわ せ 6.6 客 一 搬 ( 昭 4.5.12)、 仙 昭 59.2.1 
競輪 場 前 けい りん じょう まえ 仮 ~ 臨 ( 昭 62.4.1)、 臨 一 客 ( 平 18.4.29) 
岩瀬 浜 。 いわ せ は ま 客 一 搬 ( 昭 2.12.15)、⑧ 岩 瀬 港 ( 昭 13.1.1)、 


@ 昭 59.2.1 


万 葉 線 


沿革 年 表 


大 12: 2:20 | 越 中 電 気 軌道 株 式 会 社 設 立 大 75・Z7 ら 
1319.12 | 富山 北 ロ ロー 四方 千 蛋 業 (106Z フ mm:600V) プ ら 7 


運 訂 論 ( 装 の 新語 尽 )ー 室 7 アル 癌 訪 築 
中 方 一 が 良 沈 部 時 葉 


Xm た < 


直営 半 新富 山西 町 問 直 通運 転 開始 海王 丸 か いおう まる 
環 野 -/ 且 本 ぎ / 洒 芝 東 (g 東 新法 業 34 4 | 新高 岡 (gm 高岡 駅 前 一 新湊 問 . 米 島 ロ 〇 | 越 ン 潟 。 。 こし の か た | Jo. 778 


玉吉 ク 湯 西 ノ 洛 肝 業 = 伏 木 港 問 が 加 越 能 鉄 道 と な る 
較 条 凌 束 ロー 庄 /|/ 口 央 開業 38. ア 11 | 5000 形 の 全車 輌 統括 制御 化 完了 北陸 鉄道 
記 5 有 店 川 ロ ー 新 伏木 口 ( 呪 六 渡 寺 ) 問 開業 325 越 ノ 潟 新湊 間 が 加 越 能 鉄道 と な る 沿革 年 表 (石川 電気 鉄道 石川 鉄道 金沢 電気 軌道 一 北 陸 鉄 道 ) 
和則 | 宮山 地方 鉄道 射水 線 と な る 46。 9 | 米島 ロー 伏木 港 問 廃止 大 3. 225 | 石川 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 51.4.1 | 石川 線 貨 物 営業 廃 上 
上 23 20 戸 辺 地 然 高 加 ( 高 駅 前 ) 一 米島 ロ 5l。 9]11 | 庄川 橋 生 流出 に より 新湊 越 ノ 湯 問 不通 4 622 | 新屋 々 市 (新人)- 本業 (762mm 基 所 55. 9.14 | 能美 線 廃止 
2 ー 伏 木 港 商 開業 S2.10. 1 | 新湊 一 越 ノ 潟 間 復 日 6.30 | 石川 鉄道 に 社名 変更 58. 7・ 1 | 荷物 営業 廃止 
| 5.11 集 電 装置 を ポー ル か ら バ ンタ グラ フ に 変更 平 13.4.5]| 万 葉 線 株 式 会 社 設立 10.8. 1 | 1067mm に 改 軌 、600V 電 気運 転 開始 12:18 | 金 名 線 休 止 
2510:23 | 加 越 能 鉄道 株 式 会 社 設立 14.4-. 1 | 万 葉 線 に よる 営業 と な る 11.10。 1 | 日 区 町 - 新 野々 市 間 の 金沢 生気 軌道 線 ( 馬 力 ) を 10 62: 4.29 | 金 名 線 廃 止 
| EE 全車 両 が 5000 形 低 床 車 と な る 16- 121 | MLRV1000 形 「 ア イト ラム 」 営業 運転 開始 67mm に 改 雪 電 化し 白菊 町 - 角 来 間 直 通運 転 開始 平 ].10 1 列車 運行 管理 シス テム 運用 開始 


ー 灯 陸 直 は や 23 年 1 日 ※ 全 駅 駅 員 配 置 な し 12. 5.』 | 金沢 電気 軌道 に 買収 され る どら . 7:24 | ワン マン 運転 開 
= コロ ココロ = 供 考 昭 4 311 | 金 名 鉄道 玲 来 神社 前 ( 後 の 加 賀 一 の 宮 ) ” 1812 1| : 


準急 列車 廃止 し 、 全 列車 普通 と する 


高岡 駅 前 た か お か えき まえ | 容 3. 410| 1.063| @ 新 高岡 ( 昭 54 頃 )Q 地 鉄 高岡 ( 昭 34.4 1) 間 施 設 お よび 営業 権 を 譲受 ど 1.11.1 | 鶴来 一 加賀 一 の 宮 間 廃止 
すえ ひろ ちょ う 04| 客 湾 3.15 172 9.14 | 鶴来 一 神社 前 問 電化 金野 軌道 一 金野 鉄道 
© か た は ら ま ち 0.6| 客 茹 23. 4.10| 137 14.8. 1 | 能美 電気 鉄道 の 事業 を 譲受 大 5 1.15 | 野 町 5 丁目 - 野 々 市 間 開 業 (890mm. 馬 カ ) 
さか し た まち 08| 客 昭 23. 4.10| 183 16.。8. 1 | 北陸 合同 電気 の 交通 部 門 と し て 発足 Z| 金野 軌道 株 式 会 社 設立 
© | 本 丸 会 館 前 ほん まる か いか ん まえ 1.3| 客 了 23. 4.10| 138| づ 高岡 市 庁 前 ( 昭 52.10.1)、⑱0.1km 高 17。 127 | 配電 統制 令 に より 北陸 合同 電気 か ら 交通 8- 1 | 西 金沢 (白菊 町 ) 一 野 町 5 丁目 間 開 業 
a 岡 駅 前 方 か ら ( 平 16.12.27) 部 門 が 分 離 、 北 陸 鉄 道 株 式 会 社 ( 旧 ) 設 立 8.8.18 | 金野 鉄道 に 社名 変更 
広小路 ひろ こう じ 1.6| 客 茹 23. 4.10| 448| @ づ 涯 町 ( 昭 33.57) 18.10.13 | 容 9() 、 き 温泉 誠人 名 名 人 、 志 9. 715 | 金沢 電気 軌道 に 合 
3 志 買 野中 学校 前 し さそ の ちゅ うがっ こう まえ 20| 客 茹 23. 4.10| 335 鉄人 湯 清和 北陸 通り 7 社 合作 に より 北陸 設立 金 名 鉄道 
市 民 病院 前 し みん びょう いん まえ | 23| 客 昭 28. 4.10| 186 19。 4.11 | が 金 線 を 地方 鉄 前 < 交 更 し 、 野 町 - 二 万 党 - 野 々 市 間 話 上 大 14.12.25 | 金 名 鉄道 株 式 会 社 設立 
? ; え じ り ら 9| 客 茹 23. 4.10| 304 64.6.2| 石川 能美 線 直通 運転 開始 15. 2. 1 | 加賀 広瀬 白山 下 間 開業 (1067mm: 恭 気 ) 
あさ ひ が お か 32| 客 切 23. 4.10| 141 12 6 | 金 名 線 600V 電 気運 転 開始 昭 ご 6.12 | 神社 前 ( 更 加 賀 一 の 宮 ) 一 加賀 広瀬 問 開業 
お ぎの 37| 客 昭 23. 4.10 88 2672a1 朋 白菊 町 - 鈴 来 問 30 分 ヘッ ド 運 転 開始 12.28 | 鈴 来 一 神社 前 間 開 業 
し ん の うま ち 4.0| 客 昭 23. 4.10| 114 8.11. 1 | 白菊 町 一 新 寺井 間 に 急 行列 車 設定 人 3.11 | 玲 来 一 神社 前 間 を 金沢 電気 軌道 に 譲渡 
3 よね じ ま ぐ ち 43| 客 昭 23. 4.10| 326| 昌 園 交 30' 4.20 | 急行 (手取 > 白菊 町 - 釜 清水 間 運 転 開始 6. 7 7 | 内 燃 動 力 併用 
の うま ち ぐ ち 5.4| 客 昭 26. 4. 1 109 11.14 | 松金 線 廃止 18.10.13 | 北陸 鉄道 に 合 
© し ん よし ひさ 5.9| 客 昭 26. 4. 1 81 Ge. 5.10 | ご 丸 一 鶴来 間 連 動 閉 喜 に 変更 浅野 川 電気 鉄道 一 北陸 鉄道 浅野 川 線 
よし ひさ 66| 客 昭 26. 4. 1 138 33.3.15 | 白菊 町 - 乙 丸 間 連 動 閉塞 に 変更 大 13. 1.23 | 浅野 川 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 
な か ぶし き 74| 客 昭 26.4.1| 206 97・5, 1 | 名 古屋 鉄道 傘下 と な る 14 5.10 | 七 ツ 屋 - 新 須崎 問 開業 (1067mm.600V) 
© ろく どう じ 79| 客 8.1225 140| ⑧ 新 湊 ( 昭 60.3) 新 伏木 港 新 伏木 品 41. 1.15 | 白菊 町 - 野 町 間 昼 間 時 旅客 列車 打 切 り 15. 5.18 金沢 駅 前 (下北 鉄 金沢 )= セ ツ 屋 間 開 業 
し ょ うか わ ぐ ち 85| 客 711.9| 278|⑱ 昭 8.12.25、⑧ 昭 27.8.15 43.18.30 | 能美 線 貨 物 営 業 廃止 條 14 | 新 須 崎 一 栗 ヶ 崎 海岸 間 開 業 
93| 客 711. 9| 638| 必 、⑧ 新 湊 市 役所 前 ( 平 17.11.1)、 45. 4 1 | 能美 金 名 線 昼 間 時 列車 打 切 り 0.10。 1 | 北陸 鉄道 に 合併 、 北 陸 鉄 道 浅野 川 線 と な る 
⑧ 西 新 凄 ( 昭 60.3) 中 学校 前 ( 昭 24.6.20) 白菊 町 - 野 町 間 旅客 営業 廃止 33. 7.1 | 準急 運転 開始 
し ん まち ぐち 9.9| 客 茹 0.10.14| 167 46.10.11 | 金 名 線 貨 物 営業 廃止 43710 | 単線 自動 閉 寒 式 に 変更 
⑦ | 中 新湊 な か し ん みな と 10.5| 客 昭 7.11.9| 263 47. 820 | 白菊 町 - 野 町 間 廃 止 47.4. 1 | 貨物 営業 廃止 
右上 に つづ く 50.18.20 | 石川 線 自動 閉塞 式 に 変更 43。7。 8 | 内 灘 一 栗 ヶ 崎 海岸 間 廃 止 


Se 


次 頁 に つづ ぐ 


gbé 


平 818.19 | 1500V 昇 圧 、 ワ ンマ ン 運 転 開始 F812 箱 | 急行 列車 廃止 、 全 列車 普通 て する 
、 っ . PT 沿革 年 表 
= ーー 北 鉄 金 沢 - ツ 屋 間 地 下 化 、ATS 使 用 開始 お 94 61 | 国人 仙人 線 ケ 次 川間 開業 平 19. 4 1 | 七尾 線 穴 水 一 輪島 間 廃 止 
EE 駅 名 月間 備 考 5. 4.17 | 鵜川 - 宇 出 津 間 開 業 17. 24. ] | 能登 線 穴 水 一 1 島 間 廃 止 
種 絢 空豆 (tw) | 種別 | 配置 客数 (人 ) 
石川 線 38.10.1 | 宇 出 津 - 松 波間 開業 七尾 線 ー 
| © | 野 町 の まち ー| 客 | 委 | 大 11.10. | 1.597 89: 9.21 | 松波 一 映 島 間 開業 大 14.12.15 | 七尾 線 七尾 一 和 廊 ( 現 和 高 温泉) 間 開 業 
丁 泉 に し いずみ 1Q| 客 | 障 912 1| 231|@ 昭 51.7.1 56.11.80 | 貨物 営業 廃止 昭 103! | 和 島 一 能登 中 島 問 開業 
④ | 新 西 金沢 し ん に し か な ざわ 2.1| 客 | 委 | 大 4 622| 948|@⑧ 新 野々 市 (大 14.10.1)、⑧ 平 1.10.1、 59. 8. 1 | 荷物 営業 廃止 7 82/ | 能登 中 島 一 穴水 間 開 業 
代 平 83.4.1 61, 3 1] | 能登 線 の 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ の 転換 を 決定 10. 730 | 穴水 一 輪島 間 開 業 
押 野 お し の 3.4| 客 大 4.622| 80 527 | 第 三次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 59: 2 1 | 貨物 営業 廃止 
野々 市 の の いち 40| 客 大 5.12 1| 101| 立 、@ 上 野々 市 (大 14.10.1). ざ 昭 42.10.1 62. 5。] | の と 鉄道 株 式 会 社 設立 60. 3.14 | 荷物 営業 廃止 
野々 市 工大 前 の の いち こう だ いま え | 45| 客 | 委 | 昭 6. 811| 520|⑧③[ 二 < 市 33411)⑧③T 電 (本 41915) 仙 放 5841 63. 325 | の と 鉄道 穴水 一 端島 間 開 業 68。 4 1 | JR 西日本 七尾 線 こ と な る 
馬 替 ま が え 55| 客 大 4.622| 277 平 3 9. 1 | 七尾 線 七尾 - 輪 島 問 を 第 2 種 鉄道 事業 者 と し て 開業 
) | 額 住宅 前 ぬか じゅ うた くま え 6.1| 客 大 4.622| 314| @ づ 大 顎 ( 昭 40.7.15) 、 留 ー 車 ( 昭 40.7.15)、 駅 一 覧 開 降 客 数 は 平成 4 年 5 月 23 日 調査 
人 W 平 1].10.1、@ 平 53.41 回 駅 名 Ea 備考 
Z 丸 68| 客 婁 10.3.2| 428| @ 粟 田 ( 昭 38.4) 昭 40.7.15 七尾 線 ① =JR 西 日 本 
四 二 万 82| 客 大 4.622| 222 ④ | 七尾 な な お ー| 客 | ① | 大 14.12.15| 1.351 | 仙 昭 57.11.15 
引 台 93| 客 大 4.622 51 ④ | 和倉 温泉 わ <5 お ん せん 5.1| 客 | ① | 大 14.12.15| 457 | 信昭 54.8.1、 和 倉 ( 昭 55.7.1) 
道 法寺 9.9| 客 大 4.622| 285| 交 、⑤ 留 一 車 ( 昭 31.6.2) 、 昭 45 ④ | 田鶴 浜 た つる は ま 86| 客 | 委 | 昭 3.1031| 459| ⑳ 昭 51.4.1、 代 平 11.4.1 
井口 107| 客 大 4.622| 268 符 師法 か さ し ほ 187| 客 昭 3.1031 88 | W 昭 35.4.1、 昭 36.3.1 
小柳 | 11.4| 客 大 4.622| 73 ⑦ | 能登 中 島 。 の と な か じ ま 16.3| 客 | 委 | 昭 3.1031| 318| W 昭 46.11.10、 代 平 ]1 4 1 
日 御子 12.1| 客 大 14.9.5| 187| 交 ⑦ | 西岸 に し ぎし 22.5| 客 昭 7.827 53 | 昭 35.4.1、 介 昭 47.3.15 
1 と 13.8| 客 | 回 大 4 622| 830| 園 ④ | 能登 鹿島 の と か し ま 26.8| 客 昭 7.827 80| 昭 35.4.1、 仙 昭 47.3.15 
北野 川 線 1 © | 穴水 あな みず | ss 容 | 回 | 隙 7.827| 276| 日 回 、 昭 59.2.1 
⑦ | 北 鉄 金沢 ほ く < て つか な さち ー-| 富 | 回 人 15 518 3.520| @ 金 沢 駅 前 ( 昭 24.8.1)、@ 平 13.3.28 
七 ツ 屋 ss っ ゃ 07| 客 | |Ai4 510| aglg え ち ぜ ん 鉄道 
か み も ろ え 1.5| 客 大 14.5.10| 373 沿革 年 表 
いそ べ 22 
割 出 わり だ し 28 a 委 [0 2 g 昭 46.4.1 昭 49.11.26 内 1 昭 19.10.11 | 鉄道 省 三国 支線 休止 に 伴い 、 三 国 一 三 国 
= と a 0 と 0 “Tt: dE 3. どら 11 新 福井 一 市 荒川 (下越 前 竹原 付近 ) 間 開 港 間 を 電化 開業 。 三 国 一 東尋坊 口 問 休止 
3 © | 三 ツ 屋 みつ や 39| 客 x14 510 820 | 吊橋 ( 昭 49.1 1.26)、 三 ッ NeoHAuD rie 
M . 5 1 126)、@ 三 ツ 屋 ( 昭 21.4.21) 311 | 市 荒川 勝山 間 開業 23. 6.28 | 福井 地震 に より 被害 甚大 
劉 ~ 車 ( 昭 49.11.26) 410 | 勝山 一 大 野口 間 開 業 43. 3:21 | 三国 芦原 線 三国 一 東尋坊 口 周 廃 止 
客 43 7 9. 1 | 大 野口 - 大 野 三 番 ( 後 の 京 福 大 野 ) 間 開業 10 | 丸岡 線 西 長田 一 本 丸岡 問 廃 止 
客 52 4 881 | 福井 一 新 福井 間 開 業 、 新 福井 福井 口 間 複 線 化 11.16 | 三国 芦原 線 福井 ロー 西 長 田 間 自 動 閉 寒 化 
PS Se 289 | 信昭 49.11.28 11:20 | 福井 一 福井 口 間 複 線 化 4 515 | 直前 本 線 福 井 ロ ー 松 回 自動 枝 化 
= に 3 i 30 10: 488 | 福井 ロー 開発 ( 葛 越 前 開発 ) 間 複線 化 9 12 | 不平 寺 線 金津 一 東 古 証 周 廃止 
= コ _5.14| 2.141 | 画 17 3. 2 | 鉄道 部 門 が 分 離し 、 京 福 電 気 鉄道 株 式 会 社 設立 45.9.16 / 直前 本 線 松 同一 東上 古 友 告白 動 庁 桂 化 
8. | 三国 芦原 電鉄 を 合併 46. 3.9 リ / 三国 芦原 線 誤 物 営 業 訪 目 
181NNN 電車 三国 ( 更 三 国 ) 一 東尋坊 口 商 価 上 正 らら 7 / 直前 本 線 想 井 一 栖 井 品名 羽島 


と ンス マー ィ = キン ナン に 


ーー / 三 / ソン / 2/ コ EE EH 2 FSR 
一 忘 栖 大生 / 補 た 0 | 酔 長田 一 三国 潜 過 宮 業 再 扇 
語 証 LU 1O79 / 表 平 寺 ロ ー 勝 山間 営業 再開 (に より 全線 
ET 営業 再開 


RE 情 発 一 東 古 六 千 狼 車 集中 18. 4. 9 新 福井 一 福井 口 間 単 線 化 

制御 装置 (CTC) ィ ヒ 三男 芦原 電鉄 

三 固 若 原 線 CTC 大 』3.】1.10 | 吉崎 電気 鉄道 株 式 会 社 設 立 
| 頁 物 営業 廃止 昭 ら 。 ら 14 | 三国 芦原 電鉄 に 改称 
| フン マン 運転 開始 312.30|| 福井 口 ー 芦 原 ( 訓 あ わら 湯 の 町 ) 開 業 
三国 芦原 線 全 列車 ワン マン 運転 開始 用 31 有 | 芦原 一 三国 町 ( 加 三 国 ) 間 開業 
| 至 列車 ワン マン 運転 開始 10 1 | 越前 電鉄 線 福井 乗 入 開始 
永平寺 線 と 越前 本 線 東 古市 勝山 問 の 7.528 | 電車 三国 三国) 東尋坊 口 問 開業 
廃止 方 針 表明 永平寺 鉄道 
越前 本 線 で 特急 運転 開始 大 13. 331 | 永平寺 鉄道 株 式 会 社 設 立 


志 比 堺東 古 市 問 で 正面 衝突 事故 14. 916 
| 保田 一 発 坂 問 で 正面 衝突 事故 、 全 線 で 

列車 の 運行 を 停止 昭 4.814 
え ち せ ぜん 鉄道 株 式 会 社 設立 12.10 
| 京 福永 平 寺 線 廃止 

ええ ちせ ぜん 鉄道 が 京 福 か ら 越前 本 線 と 三国 芦原 

| 衝 を 譲り 受け 、 越 前 本 線 を 勝山 永平寺 線 に 改称 


永平寺 ( 更 永 平 寺 品 ) 一 永平寺 門前 ( 後 の 
永平寺 ) 間 開業 (軌間 1067mm.600V) 
多 津 (寺原 温泉 ) 新 丸岡 ( 後 の 本 丸岡) 間 開 業 
新 丸 岡 一 永平寺 口 間 開 業 


※ 乗 降 客数 は 平成 10 年 度 ( 京 福 電気 鉄道 時 代 ) 1 日 平均 


EE | en | RE | し 2 
ほ 線 
ぷく い 
し ん ふく い W 平 5.1.11 
ふく いぐち 百 園 、⑳ 志 比 口 (大 3.9.1)、⑧ 昭 55.8.1 
え ち ぜ た ん か い ほ つ ©⑧ 開 発 ( 昭 26.8.1) 、⑧ 昭 45.7.1 
え ち ぜ ん し ん ほ 交 、⑧ 新 保 ( 昭 26.8.1)、 旬 昭 56.8.1 
お いわ け ぐ ち 旬 昭 58.2. 1 
ひがし ふじ し ま W、 ぶ ぷ 昭 58.2.1 
え ち ぜ ん し ま ば し W 昭 50.6.1 
か ん の ん まち ⑧ 昭 56.8.1 
まつ お か ⑧ 昭 56.8.1 
し いさ か い W⑮ 昭 46.12.28 


補 ( 古 市 )、 東 古市 ( 平 15.7.20) 、⑳ 永 平 寺 
口 ( 昭 19.12.] )、⑳ 永 平 寺 ( 昭 2.1.1) 
ぷ 昭 50.6.1 


えい へ いじ ぐち 


右上 に つづ く 


え ち なぎ ん の な か 


15 フ | 客 


昭 25.910) nS mS 


③ | 山王 ざん の う 17@| 客 | 〇 | 大 3.211( ee4l tO⑧as6 8 MES \ 
IO え ち ぜ ん た け わ ら 19.3| 客 大 3. 2 1481 市 荒 )U@8oS.S.1)、 人 品 S8. e+ 
こぶ な と 21.2| 客 大 GST 48 | ®®o Qs3.4.1 
ほ た 23.1| 客 大 5. 8a1 17| 立 、 負 ⑮ 昭 45.6 
ほっ さか 24.5| 客 央 3 TO 1331 W 昭 59.3.3、 仙 平 5.1.1 1 
ひし ま 28.4| 客 昭 6.5.1 5 
- か つや ま 27.8| 客 | 回 | 大 3. 3.1 837 | 恋 、 仙 昭 55.2.1 
三国 芦原 線 
⑥ | 福井 口 ふく いぐち 
④ | 西 別院 に し べつ いん 1.6| 客 |1 〇 1| 昭 4 4. 343 | 立 、 昭 56.8.1 
田原 町 た わら まち @.1| 客 | 〇 | 昭 12.4. 1 746 | 介 昭 56.8.] 
⑲ | 福 大 前 西福 井 ふ だ い まえ に し ら ふくい 8| 客 | 〇 | 3.12.30| 1.328 仙 昭 46.3.1.⑧ 昭 56.8.1.@ 西 福井 平 15720) 
日 華 化学 前 に っ か か が くま え 3.6| 客 平 19.9. 
AM や つ し ま 48| 客 平 1919 動 
④ | 新 田 塚 に っ た づか 49| 客 |O 〇 | 昭 31230 620| @ 昭 56.8.1 
中 角 な か つの 59| 客 昭 3.1230 55 | WW 昭 48.8.1 
⑨ | 荻 塚 針 原 。 わし づか ょ りほ ぼら 8.1| 客 昭 3.1830| 243| W 昭 58.2.1 
太郎 丸 た ろう まる 9.8| 客 昭 3.1230 191 | 昭 46.12.28 
⑥ | 西春 江 に し は る え 10.1| 客 昭 3.1230 319| 昭 57.8.1 
⑤ | 西 長 田 に し な が た 11.7| 客 | 〇 | 呆 31830 179| 交 、 ぷ 昭 58.2.1 
下 兵 庫 し も ひょう ご 13.6| 客 昭 31830 146| W、 ぷ 昭 57.8.1 
⑦ | 大 関 お お ぜ き 15.4| 客 昭 3.1230| 115| 介 昭 53.6.19 
⑨ | 本荘 ほん じょう 17.4| 客 昭 3.1230| 154|※、@ 昭 53.6.1 
番田 ば ん で ん 18.3| 客 昭 3.1230 30 
⑥ | あわ ら 湯 の まち あわ ら ゆ の まち e0.0| 客 | | 明 44.12.15| 688|⑧ 昭 45.4.1、@@ 芦 原 ( 昭 47.3.1)、⑧ 昭 56. 
8.1、@ 芦 原 湯 町 ( 平 15.8.10) 
水 居 みず い 282.0| 客 昭 4. 1.30 67 | ⑳、 昭 50.6.1 
三国 神社 "みく に CAU ゃ 3.4| 客 昭 5.7.1 87 | ず 昭 50.6.1 
選 みく に 242| 客 | 回 | 明 44.12.15| 959| 交 、 負 人 昭 45.4.1、 昭 58.8.1、 電 車 三 
国 ( 昭 19.10.11)、 ざ 三国 町 ( 昭 4.8.10) 
〇 | 三国 港 みく に みな と 25.2 3 3.7.1| 305| 昭 56.8.1、 平 3.10.1 


大 10.12.22 | 福武 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 
13. 883 | 武生 新 ( 更 越 前 武生 ) 一 兵 営 (現神 明 ) 間 
開業 (1067mm'600V) 


大 14. 726 | 兵 営 福井 新 ( 現 赤十字 前 ) 間 開業 
8.10.15 | 福井 新 一 福 井 駅 前 間 複線 開業 


16 491 | 武生 新 一 福 井 駅 前 間 急 行 運転 開始 


次 頁 に つづ く ぐ 


go 


* 本] 役所 前 
昭 16.7. 8 ーー デー と a 2 MAN O いく 5 還 9.1211| gg5| @ 吉 判 所 前 22.3.25) 
20. 8. 1 | 秋 清 電気 鉄道 (鯖江 一 鐵 田 問 ) と 合併 し 、 54.10.38 | 貨物 営業 廃止 0 し お 生 80002 
福井 鉄道 設立 55 4.10 | 列車 集中 制御 装置 (CTO) 化 完了 〇 | 田原 町 た わら まち 昭 25.11.27| 1. 、 
85. 7.18 | 花堂 福井 新聞 複線 化 60 8、 1 | 早朝 夜間 の ワン マン 運転 開始 
11.87 | 本 町 通 - 田 原町 間 複 線 開業 、 花 堂 - 福 平 3 10| 自動 列車 停止 美 置 (ATS) 使 用 開始 伊豆 箱根 鉄道 
前 間 ロ ー カ ル 運 転 開始 ( 三 十 八 社 - 福 井 新 間 急 行 : 準 急 の み ) 沿革 年 表 駿 豆 線 3 as 
34: 720 a 5 1'20 | ATS 全 列車 使用 開始 明 26. 9.8O | 豆 相 電 気 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 41・3. 2 人 
7.1.25 | 鯖 清 線 錆 江 一 水落 ( 信 ) 間 廃止 10.11.30 | 昼間 時 の 普通 列車 を 20 分 ヘッ ド に 変更 27. 418 | 豆 相鉄 道 に 社名 変更 42. 928 | 伊豆 長岡 修善 寺 間 自動 閉塞 式 に 変更 
4. 一 | 名 古屋 鉄道 の 系 列 と な る 18. 4. 1 | 低 床 車 運行 開始 1. 520 | 豆 相鉄 道 三島 町 ( 更 三島 田町 ) 一 南條 ( 更 47.6.16 | 貨物 営業 廃止 
44. 9. 1 | 福井 市 内 ロー カル 運転 廃止 19. 9.8 | 県 と 沿線 自治 体 に 支援 を 要請 伊豆 長岡) 間 開 業 (1067mm 蒸 気 ) 12. - | ATS 設 軒 
46. 2- 3 | 武生 新 一 家 久間 自動 閉塞 化 0.12.29 | 名 鉄 が 増資 を 引き 受け 、 地 元 支援 団体 等 6.15 | 三島 (現下 土 狩 )- 三 島町 ( 現 三 島田 町 ) 問 開業 53.12.24 | 列車 無線 設置 
9.』6 | 家 久 一 福井 新 間 自 動 閉塞 化 に 1 株 1 円 で 譲渡 し 、 経 営 か ら 撤退 32. 7.17 | 南條 一 大 仁 間 開業 56.10. 1 | 国鉄 特急 「 踊 り 子 ] 乗 入 開始 
47.10'12 | 鯖 浦 線 西田 中 一 織田 間 廃 止 40. 7:19 | 伊豆 鉄道 が 豆 相鉄 道 の 事 業 を 譲り 受け Bl 1 | 列車 運行 管理 シス テム (ITC) 全 線 で 導入 
駅 一 覧 ※ 粟 降 宅 数 は 平成 12 年 度 1 日 平均 (平成 1 年 度 全 線 栗 降 客 致 は 平成 1 年 度 比 B9.496) 45. 人 12 | 駿 豆 電気 鉄道 が 伊豆 鉄道 の 事業 を 買収 " 平 81.4 1 | 駅 収受 に よる ワン マン 運転 開始 
en | 2 備考 大 5.10.5 | 富士 水力 電気 に 合併 大 雄山 線 
© | 越前 武生 え ち ぜ ん た け ふ =| 客 | 回 大 13. 223| 1.201| & 起 生 新 ( 平 22.3.25) 6ll.5 | 富士 水力 電気 より 分 離し 駿 豆 鉄道 発足 夫 11。6.2 | 大 雄山 鉄道 株 式 会 社 設立 
の | 北 府 きた ご 06| 客 大 13. 223| 873| 日 男 立 、⑱ 昭 54.11.1、 仙 平 85.17、⑱ 西 7 8.10 | 三島 町 一 大 場 間 8O0V 電 化 1 人 4410.15 | 大 雄山 鉄道 : 仮 小田 原 一 大 雄山 間 開 業 
武生 ( 平 28.3.25) 8. 525 | 全線 600V 電 化 (1067mm:800V) 
スポ ー ツ 公園 す ぼ ー つ こう えん 平 22 325 13. 8. 1 | 大 仁 一 修善 寺 間 開業 昭 2 410 | 新 小 田 原 ( 昌 緑 町 付近 ) 一 仮 小田 原 間 開 業 
家 久 いえ ひさ 昭 10.10. 1| 319| @@ 昭 44.7.1 昭 9.12. 1 | 三島 一 三島 広小路 間 開 業 10. 6.16 | 小田 原 停車 場 連絡 線 開業 
ザン ドー ム 西 さん どー む に し 因 4 8.13| 171| 立 、 代 平 25.1、⑧ 上 鯖江 ( 平 82.3.25) 1827 | 下 土 狩 一 三島 広小路 問 廃 上 16.823 | 駿 豆 鉄道 に 合併 
a は @ 下 鯖江 ( 昭 62.4.10) 、 昭 48.7.1 92 0 8 | 
i 店 a OR 7.19 24.10. 9 東京 か ら 準急 [いで ゆ 」 乗 入 開始 49. ら . 1 | ATS 設 置 
し A め い 13. 223| 1.504 が.@ 和 (4 人 21 8) OMAA 7 6 MS 較 還 | 「COOVER 
PE に 寺 6 ri . /. M 500V 昇 圧 54.12:25 | 列車 無線 設置 
@ ES < 人 5 RIZ 三島 一 大 場 間 自 動 閉塞 式 に 変更 平 19. 3.18 IC カ ー ド シス テム PASMO 導 入 


た いち ょ う の さ と 
あ そ う ず 


昭 10.7. 1 164| W 昭 47.10.12 駅 一 覧 ※ 乗 医 客 数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


¥23. 320 福本 
昭 26.5| 913|@549.3.1 mm La 備考 


は 一 も に 一 ほ ー る 平 9 920 53 眉 写 線 補 三 下 表 の ほか に 横山 (伊豆 長岡 一 田 京 間 ) 
せい めん We3 320 (i= みしま ー| 客 | 回 昭 918 1|16.734 
© |: えば た a 三島 広小路 みしま ひろ こう じ 1.3| 客 | 回 骨 3 418| 4037 
ベル 前 べ < き ぇ 16.1 っ 0 © | 三島 田町 みしま た まち ど .0| 客 | 回 明 31. 520| 3.040| 交 ( 三 島 ) 、 三 島町 ( 昭 31.2 1)、@ 困 39 1277 
・ 1 | 客 \ 1.10. 1| 480| 7 堂 南 ( 平 5.4.15) 三島 二 日 町 みしま つり まち ag| 客 |o 居 jal azeo 
赤字 前 本 169 客 | | 大 !4.726| 78|@H526.1、 昭 5 g.1 ⑭ | 大 場 だ い ば 55| 客 | 回 | 明 31. 520| 5.045| 園 、⑧ 昭 39.921 
木田 四 ツ 辻 i i 41726| 593| 2⑧ 昭 52.6.1、 福 井 新 (22.325) ④① | 伊豆 仁田 い ゅ に っ た Z0| 客 | 回 [io 630| sao 
2 PGIGJ5II 記 計 9 ③ | 原木 ば らき 85| 客 | 〇 © [31. 520| 。 フ 4g/ 昭 46.5. 
a WS7.1411| a! ② | 会 山 (に 5 や ま 99| 客 | 回 胡 3)、5ao/ ag41 / あ 北 傘 Ctg5 7) 
EE 昭 810.15| 1.687 ぐ ④ | 伊豆 長岡 い ゅ な が ぉ か 11.4| 容 / 回 [31. 520/ 4.736/@ 麻 栗 85 1) 
か くい えき まえ 昭 8.10.15 847 | 昭 47.10.1 ら ②③ | 田 京 た きょう 14.g ら / 容 / 過 / 万 32 Z7Z/ 2653 
②③ | 天 仁 お お ひと 7G.6/ 穫 / / 編 32 ZI17/ 286z71 


6【Z 


| 
© 和田 河原 。 わ ゎ だ が は ら 


| © | 大 雄山 だ い ゆ う ざ ん 


証 題 人 ガ 宮 急行 
沿革 年 表 


758/ 客 / 57 リ 8 7 


さい だ 

で ひ ゃ ぐ ら か ん 
あな べ 
いい だ お か 


さがみ ぬ ま た 


| 岩原 いわ は ら 
塚原 つか は ら 


富士 フィ ルム 前 ふじ ふい ぃ る む ま え 


ー/ 客 / 皿 / 昭 10. 6.16| 16.982 


0.4| 客 


茹 10. 6.14 416 


1.4| 客 | 〇 15.11.84| 2.518 
2.3| 客 | 回 | 大 14.10.15| 1.495| 立 小 田原 ) 


3.1 

4.3 
5.0 
6.0 
6.3 
8.2 
9.1 
96 


章 早 量 量 凍 貞 明生 


大 15. 331| 1.337 
〇 | 大 15.11.24| 1.713 
大 14.10.15| 82.932| 
大 14.10.15| 1.648 
大 14.10.15| 2457 


因 


O 回 O 


昭 31.18.13| 1.2gg 
| | 大 14.10.5| 5.270 


大 14.10.15| 3.246| * 


じょう が さき か い が ん 
い ず こ う げ ん 
い ず お お か わ 
いい ず ほ っ が かわ 
い ず あ た が わ 
か た せ し ら た 


次 玖 装 装 装 装 装 装 装 装 


リゾ ー ト 291 運転 開始 

グリ ー ン 車 廃止 

女性 運転 士 第 一 期生 誕生 
200 系 運転 開始 

100 系 営業 運転 終了 


東京 急行 電鉄 の 完全 子会社 化 


8000 系 就役 
200 系 営業 運転 終了 
Suica 導 入 


伊東 下田 電鉄 株 式 会 社 設 立 昭 60. 720 
伊豆 急行 に 社名 変更 61・3. 3 
伊東 一 伊豆 急 下田 間 開 業 (1067mm: 平 5-1227 
1S00V) 、 国 鉄 伊東 線 と 相互 直通 運転 開始 LM22 3 
国鉄 特急 〈⑥ ま ざ 〉 乗 入 開始 14 4.28 
ATS 使 用 開始 16.10. 1 
列車 無線 使用 開始 17.4.1 
貨物 営業 廃止 20.12.14 
し 特急 く 踊 り 子 〉 乗 入 開始 22. 3.13 
自動 列車 集中 制御 装置 使用 開始 


、 ®@ 平 24.4.] 


※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


右上 に つづ く 


> lm 


稲 梓 いな ず さ 40.71 客 昭 36.12.1 
蓮台寺 れん だ いじ 43.3| 客 | 〇 1 昭 38.12.10 


伊豆 急 下 田 い ず き ゅ うし も だ 45.7| 客 | 回 | 茹 36.12.10 


79\m4 4 
813\ ww 
3.185 


【O) 
1 〇 】 
© 
© 


沿革 年 表 
昭 11*85 | 鈴川 ( 現 吉 原 )- 日 産 吉 原 工 場 間 専 用 線 運行 開始 昭 44.9. 9 | 1500V に 昇圧 
3.12.15 | 岳 南 鉄道 株 式 会 社 設立 58. ら . 1 | 須 津 一 丘 南 江 尾 問 貨物 営業 廃 上 
4. 5.20 | 駿 豆 鉄道 より 岳 南 線 の 免許 を 譲受 け (se 吉原 一 岳 南 原田 間 単 線 自 動 閉塞 式 に 変更 
11.18 | 鈴川 (昌吉 原 ) 一 吉原 本 町 間 開 業 (1067 平 9. 1 1 | 列車 無線 使用 開始 
mmr:600V) 8.18. 5 | 7000 形 運転 開始 
5. 4.18 | 吉原 本 町 一 吉原 ( 更 本 吉原 ) 間 開業 9. 3:22 | ワン マン 運転 開始 
6.18.20 | 吉原 一 岳 南 富 士 岡 間 開 業 12.12 | 全 列車 ワ ンマ ン 運 転 開始 
8. 1.20 | 岳 南 富士岡 一 岳 南 江 尾 問 開業 g4. 3.16 | この 日 限り で 貨物 列車 の 運行 廃止 
31 8 富士 山 今 電気 鉄道 ( 現 富 士 急行 ) の 系 列 と な る 
駅 一 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 2 年 度 1 日 平均 
構内 駅 名 備 考 


日 、⑧ 鈴 川 ( 昭 31.4.10) 
@ 日 産前 ( 平 17.4.1) 


よし わら 

ジ ヤ ト コ 前 じゃ と こま え 

吉原 本 町 よし わら ほん まち 
吉原 ほん よし わら 

岳 南 原田 。 が く な ん は ら だ 


⑳ 吉 原 ( 昭 31.4.10)、 
芝 、 仙 平 24.3.17 
比奈 ひな 仙 ⑳ 平 64.3.17 


男 


岳 南 富士 岡 が く な ん ふじ お か 
須 津 す ど 

神谷 か みや 

岳 南 江 尾 "が く な ん え の お 


沿革 年 表 
大 日 本 軌道 株 式 会 社 設立 、 静 岡 鉄道 は 


同社 静岡 支社 と な る 
許 匠 町 ( 新 静 岡 ) 一 辻村 間 開 業 ( 旅 知 の み ) 


明 39. 8.21 | 静岡 鉄道 株 式 会 社 設立 
41. 5.18 | 辻村 (更新 清水 付近 ) 一 清水 町 ( 後 の 波 
止 場 ) 間 貨物 営業 開始 (762rmm 蒸 気 ) 18. 9 


"6:15 | 原 匠 町 一 辻村 間 貨 物 営 業 開始 
ーー ーー ー 次 頁 に つづ く 


井川 線 
S 大 8 5. | | 民 計 電気 設立 大 日 本 軌 道 静 岡 支 社 の 事業 鱗 承 昭 88.11.24 | 快速 電車 運転 再開 昭 66.8. 8 | 電車 運転 開始 昭 10。 3.20 | 大 井川 電力 専用 鉄道 千 頭 一 大 井川 発電 
9 B. 8 | 静岡 線 1067mm 改 軌 、6OOV 電 化 8. 3.10 | 急行 運転 開始 、 快 速 は 廃止 84. 客 貨 分 離 完了 所 間 敷 設 完 了 (762mr 内 燃 ) 
117628 | 為 匠 町 静岡 駅 前 間 闘 業 45.12.10 | ATS 設 置 36.8 快速 く あ か いし )〉 金谷 一 井川 間 の 運転 開始 Till18 | 軌間 を 1067mm に 改 軌 、 千 頭 一 沢 問 間 
1 228 | 静岡 電気 鉄道 に 社名 変更 48. 425 | ステ ン し スカ ー1000 系 導入 44.426 | 国鉄 か ら < 奥 大 井 〉 が 千 頭 まで 乗入れ は 39 線 軌 条 に 
14 4 1 | 庵 折 町 - ま さよ みず 公園 前 (静音 羽 町 ) 間 複線 化 50. 8 1 | ワン マン 運転 開始 45718: 一 | 千 頭 駅 構 外 側線 で 蒸気 機関 車 保存 運転 を 開始 8。4. 1 | 中 部 電力 専用 鉄道 大 井川 ダム ー 堂 平間 の 
茹 5 331 | 音羽 町 - 古 庄 間 複 線 化 54. 1.22 | CTC 化 46 | | | 急行 運転 開始 、 列 車 無 線 使用 開始 敷設 が 完了 し 、 千 頭 一 堂 平間 の 運転 開始 
716 | 古庄 - 桜 井戸 間 複 線 化 1215 有 | 冷房 車 導 入 48.10。7 | 〈③ ま た 浜松 一 千 頭 問 の 運転 開始 348 放 四部 電力 専用 鉄道 の 路線 を 引き 縦 ぎ 大 
9 2.11 | 桜井 戸 一 清水 相生 町 ( 現 新 清水 ) 間 複線 化 61. 325 | 昼間 時 急行 運転 廃止 51. 7 9 | 蒸気 機関 車 率 引 列車 運転 再開 井川 鉄道 井川 線 千 頭 一 堂 平間 開業 
Bl | 静岡 線 補 線 化工 事 完了 平 6 2 | スト アー ド フ ェ ア シ ステ ム 導 入 58.10。1 | 貨物 営業 廃止 43 | 本 頭 森林 鉄道 の 運行 廃止 に より 同 鉄道 
1835.15 | 静岡 電気 鉄道 が 藤 相 鉄道 中 遠 鉄道 静岡 相 生 8. 4 1 | 急行 運転 休止 58.12, 6 | ワン マン 運転 開始 の 拉 頭 一 沢 間 間 乗 入れ 廃止 
; 合 自 動車 、 静 岡 交 通 を 合併 し て 静岡 鉄道 発足 1 | 駅 業務 遠隔 操作 シス テム 導入 平 18.10。 1 | 大 鉄 技術 サー ビス に 合併 、 大 井川 鐵道 46. 4 1 | 井川 - 堂 平間 1.1km 廃 目 
12.27 | 諾 匠 町 - 相 生 町 問 を 切 道 か ら 地方 鉄道 に 変更 18.10.88 | IC カ ー ド シス テム LuLuCa 導 入 に 社名 変更 61.12.15 | 自動 閉塞 式 に 変更 
バン タフ ラフ 工事 完了 28.10. 1 | 急行 運転 復活 15.8.17 | 神尾 構内 で 土砂 崩れ 発生 、 金 谷 - 福 用 。 平 210. 2 | 川根 市 代 ( ア プ ト い ち し ろ ) 川 根 長島 (接骨 
※ 乗 降 客数 は 平成 22 年 度 1 日 平均 (静岡 県 統計 年 鑑 よ り 作 製 ) 間 運 休 ( 全 線 再 開 は 平 16.3.19) 峡 温 泉 ) 間 新 線 に 変更 、 ア プ ト い ち し ろ 一 長 
駅 る 現下 Om | | 計時 年 有 時 いい 備考 17 5 | ATs 設 軒 島 ダム 間 ア ブ ト 式 :150OV 電 化 
し ん し ず お か ー| 容 | 回 | 明 41.12. 9| 15.a47 | 日 、@ 鹿 匠 町 ( 昭 29.10.1) 88.10. 7 | 新 金 谷 転 車台 使用 開始 10.10.18 | 災害 に より 接 阻 峡 温泉 一 井川 間 運 休 
ひよ しちょう 05| 客 | | 明 41.12 9| 1.318| ⑧ 台 所 町 (戦前 )、⑧ 平 8.11 ( 平 11.3.7 ま で ) 
お と わ ち ょ う 10| 客 | | 晃 1.12 9| 1.296| @ き よみ ず 公 園 前 (戦前 ) 81.3.29 | ATS 設 置 
か す が ち ょ う 1 上 5 客 明 41.12. 9| 1.414|⑧ 春 日 二 丁 目 (戦前 ) 駅 一 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 
ゆ の き 20| 客 | | 因 1710 8| 2468| 立 、@ 議 国 神社 前 (戦前 ) ト 半 駅 る ECIEESzEI 本 mo 電 備考 
な が ぬ ま 3.1 | 客 明 41.12. 9| 1.651 | 回 、@ 平 8.11 大 井川 本 線 
ふる し ょ う 3.8| 客 明 41.12 9| 2.770 金谷 か な や 611 
@) | 県 総合 運動 場 ゆん そう こう 34 ど 5C ょ っ | 48| 客 明 41.12. 9| 2818| 次 (中 吉田 )、⑧ 運 動 場 前 ( 平 2.11.1) e | 新 金 谷 し ん か な や 
県 立 美術 館 前 けん の っ つり Um つか ん まえ 5.7| 客 隔 61. 325| 1.766 代官 町 だ いか ん ちょ う 
草 牙 くさ な ぎ 客 | 回 |841.12. 9| 6854 日 切 O ぎ り 
1 = er の i ii ⑲ | 五 和 ご か 立 、W 昭 45.12.26 
桜橋 rs に 2 2 (上 原 ) ⑥ | 神尾 2 ⑮ 昭 45.12.26 
入江 岡 up ぇ op a 本 ee W 昭 45.1 26 
の ロ と 大 和田 お お わ だ 
〇 | 新 清水 軌 41. 5.18| 7093 あき 清水 相生 町 ( 昭 29.10.1)、 江 尻 新 首 ⑦ | 家 山 いえ や ま 
( 昭 8.3.29)、@⑳ 辻 村 ( 大 7) 抜 里 ぬく り 多 留 一 車 ( 昭 6)、⑳ 
川根 温泉 笹間 渡 か わ ね お ん せん ささ ま ど ⑳、G、@ 笹 間 渡 ( 平 15.10.1) 
| 大 寺川 道生 YE b な E45.1226 
ーー し お こう 立 、 ざ 、⑳ 昭 45.1226 
SI0。 9 | 内 燃 動 力 併 用 開始 し も いずみ 
6. 2 1 | 塩 郷 一 下 泉 間 開 業 た の くち 
4.12 | 下 泉 - 青 部 間 開 業 する りこ 1 
12 | 青 部 一 千 頭 問 開業 あお べ 
716 | 山地 名 問 開業 12. 2 | 横 岡 支線 廃止 さき だ いら 
ro3 地名 一 塩 郷 間 開 業 ら 4.11-18 15OOV 電 気運 転 開始 せん すず 


右上 に つづ < 


天竜 浜名 湖 鉄道 
沿革 年 表 
本 0- 4.17 


一 保 東 線 掛川 遠江 森 ( 現 遠州 森 ) 間 
開業 


12. 1 | 二 避 西 線 三ケ日 新所原 間 開 業 。 掛 川 1 
ま ー 遠 江森 間 を 二俣 東 線 と し て 改称 
間 !3 ? || 中 全 指 ニケ 日 間 開 業 
で 15. 6. ] | 遠江 森 一 金 指 間 開 業 に より 二俣 線 全 通 62. 
' G3-1 1・ 1 | 遠州 鉄道 の 気動車 が 西 鹿島 遠江 二俣 63. 
( 束 放 一 保 ) 間 乗 入 開始 ( 昭 41.10.1 廃 止 ) 平 1 
46. 331 | 恭 気 機関 車 全廃 12. 
59. 2: 1] | 荷物 営業 廃止 
駅 一 覧 


⑦ | 掛川 か けが わ 
掛川 市 役所 前 か けが わし や くし ょ まえ 
西 掛川 に し か けが わ 


桜木 


さく ら ぎ 


いこ い の 広 場 い C い の ひろ ば 
ほそ や 
は ら の や 


は ら だ 
と わた 


1GZ 


が 川根 市 代 ( 平 8108) 


川根 長島 ( 平 .10.5)、 代 平 3.4.1 


第 2 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
買物 営業 廃止 

第 2 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ 
の 転換 を 決定 

天竜 浜名 湖 鉄 道 株 式 会 社 設立 

掛川 一 新所原 間 転 換 開業 

掛川 金 指 間 特 殊 自動 閉塞 式 に 変更 
金 指 一 新所原 間 特 殊 自 動 閉塞 式 に 変更 
トロ ッ コ 列車 「 そ よ か ぜ ] 運 転 開始 (平成 
19 年 度 廃止 ) 


※※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


人 W 平 91.11.1 


⑱ 昭 37.8.21 、⑳ 留 つ 車 ( 昭 63.3.13) 、 
⑳ 平 1.11.1 


W 平 21.11.1 


右上 に つづ く 


ん で ん 


と お と うみ いち の みや 了 M15 6 1 


敷地 し きじ 199| 客 茹 15.6. 1 
豊岡 と よ お か 2301 客 昭 15. 6, 1 
上 時 部 か み の ベ 24.4| 客 昭 30. 6. 1 
⑲ | 天竜 二俣 ~ て Ap ゅ う & た また | 86.2| 客 | 〇 | 昭 15. 6. 1 
二俣 本 町 ふた また ほん まち 26.8| 客 昭 31.18.15 
西 鹿島 に し か じ ま 8.5| 客 昭 15. 6. 1 
岩水 寺 が ん すい じ 30.3| 客 昭 15. 6. 1 
⑲⑨ | 宮口 みや ぐち 323| 客 昭 15. 6. 1 
フル ー ツ バー ク ふる 一 つば ー く 36.2[ 客 ¥ 8. 3.18 
〇 | 都田 みや こ だ 87.7| 客 軌 15. 6. 1 
浜松 大 学 前 は まま つ だ い が く < まえ | 39.1| 客 昭 63. 3.13 
⑨ | 金 指 か な さ し 41.9| 客 | 〇 | 昭 13. 4. 1 
気賀 高校 前 き が こう こう まえ 43.5| 客 昭 62. 3.15 
気賀 き が 44.8| 客 昭 13. 4. 1 
⑲ | 西 気賀 に し き が 47.7| 客 昭 13. 4. 1 
寸 座 すん ざ 49.4| 客 昭 30. 5. 6 
浜名 湖 佐 久米 は まな こさ くめ 50.7| 客 昭 13. 4.1 
東都 筑 ひがし つづ き 51.9| 客 昭 28. 7.12 
都筑 っ つづき 53.3| 客 昭 13. 4. 1 
© | 三ケ日 みっ か び 556| 客 | 〇 | 昭 11.12. 1 
奥 浜名 湖 ” おく は まな こ 56.8| 客 昭 63. 3.13 
尾 奈 お な 58.1| 客 昭 11.12. 1 
⑨ | 知 波田 ちば た 62.9| 客 昭 11.12. 1 
大 森 お お も り 65.0| 客 平 81. 4. 1 
〇 | アス モ 前 あす も まえ 66.7| 客 昭 62. 3.15 
新所原 し ん じ ょ は ら 67.7| 客 | 回 | 昭 11.12. 1 


15 
267 
116 
442 

89 

189 

66 


42 


137 | ⑳ 中 37 8 91 W045 6 1 、⑳ 軌 一意 ( 
63313) 
571⑧ 昭 37 8 


1381®⑧ 昭 39.2.1、⑳ 正 部 ( 昭 82.3.15) 


⑳、 昭 57.1 1 .1⑧ 遠 江 二 良 ( 昭 62.3.15) 


昭 45.6.1 

⑧ 昭 48.4.1 

昭 37.821、 介 63.3.13、 人 留 - 車 ( 平 1 3.1) 
人 昭 45.6.1、 介 昭 45.6.1 


@ 昭 60.3.14 


人 ⑱ 昭 45.10.1、 介 平 21.11.] 
@ 昭 37.8.21、@ 


WB37.821.8 B45.6.1、 佐 久 ※( 昭 82.3.15) 


OQ@ 昭 37.8.21 
⑧ 昭 45.6.1 


O⑧ 昭 37.8.21 
人 ⑳ 昭 37821. 上 5 留 * 車 ( 茹 623.15)、 介 平 13.11 


770 


沿革 年 表 


明 40. 5. 8 
41. 8 
42.12. 6 


大 810.18 
10, 823 


浜松 鉄道 株 式 会 社 設立 大 12. 4.1 
大 日 本 軌道 浜松 支社 と な る 

板屋 町 (遠州 病院 付近 )- 鹿 島 ( 現 西 鹿 島 IKES 1 
付近 ) 間 開業 (762mm 蒸気 ) 8 


遠州 軌道 が 大 日 本 軌道 浜松 支社 の 事業 継承 
遠州 電気 鉄道 に 社名 変更 


18.11・ 


1 


遠州 浜松 (板屋 町 ) 一 遠州 二俣 ( 現 西 鹿島 ) 間 ] 
067mm 改 軌 、6OOV 電 化 、 地 方 鉄道 に 変更 
遠州 浜松 一 遠州 馬込 問 0.7km 延 長 
遠州 馬込 一 旭 町 ( 後 の 新浜 松 ) 間 0.6km 
開業 、 国 鉄 と 貨車 連絡 運輸 開始 
遠州 鉄道 と な る 

次 頁 に つづ く 


ーー oN 


BB 昭 g7.1224 
[ い 


83:11* 1 
36.11.21 
41-10.1 
42.18.28 
47.10- 1 
49. 320 
駅 一 覧 


© | 新浜 松 
第 一 通り 


© | 八幡 


© | 助信 すけ の が 客 |O | 明 42.12. 6 
⑥ | 遠州 曳馬 "えん Up5 ひ < ま 34| 客 明 42.12. 6 
④ | 遠州 上 島 。 えん し ゅ うか み じ ま 45| 客 | 〇 | 盟 42.12 
⑥ | 自動車 学校 前 じ ど うし ゃ が っ こう まえ 5.3| 客 明 42.12 
さ ぎ の 宮 さき の みや ゃ 6.6| 客 | 〇 | 軌 47.10 
④ | 積 志 せき し 7.8| 客 明 42.12 
©⑥ | 遠州 西 ケ 崎 えん Up うに し が さき | 92| 客 明 42.12 
め | 遠州 小松 。 えん Up うこ まつ 102| 客 | 〇 | 明 42.12 
め | 浜北 は まき た 11.2| 客 | 〇 | 明 42.12 
美 蘭 中 央 公園 みそ の 5 ゅ 5 ぉ 5 こう | 120| 客 
@ | 遠州 小林 えん AUe3 こ ば ゃ や し | 133| 客 
め | 遠州 逐 本 えん し Uv う し ば も と | 150| 客 


© | 遠州 病院 。 えん しゅ う び ょ うい ん 


電車 線 カ テ ナ リー 化 、 ポ ー ル 集 電 か ら 昭 51.4.1 
パン タグ ラフ に 変更 53-11・ - 
気動車 に より 国鉄 一 俣 線 乗 入 開始 58. 4 1 
750V 昇 圧 60.12. 1 
国鉄 二俣 線 乗 入 廃止 平 18.15 
八幡 一 西 鹿島 間 CTC 完 成 23.10.13 


10 分 ヘッ ド ダ イヤ 実施 、4 輔 編成 運転 開始 
CTC 全 線 完成 


24.11.84 


貨物 営業 廃止 
ATS 全 線 完成 
18 分 ヘッ ド ダ イヤ 実施 
新浜 松 一 助信 間 高 架 化 
プリ ペイ ドカ ー ド 導入 
遠州 小林 一 遠州 芝 本 間 1.7km の うち 1.3 
km 高架 化 
助信 遠州 上 島 間 高 架 化 
※ 乗 降 宮 数 は 平成 83 年 度 1 日 平均 


し ん は まま つ 
だ いい ち ど お り 


は ち ま ん 


えん し ゅ う が ん すい じ 
に し か じ ま 


16.3 


的 装 


愛知 馬車 鉄道 株 式 会 社 設立 明 45 3:29 
名 古屋 電気 鉄道 に 社名 変更 大 876 
笹島 (名 古屋 駅 前 ) 一 県 庁 前 間 開 業 3. 1.-23 
い O067mm-GQOV) S22 
舞 切 町 一 炉 札 島橋 商 開 業 10: 6.183 


備 考 
旭 町 ( 昭 28.8.1) 昭 60.18.1 


Qe CT941)©@ MRCREO10.1)@60.18.1 
※⑧ 遠州 八幡 ( 昭 60.10.1)⑧ 昭 49.1 
黄 市 場 前 ( 昭 66.8.] )⑮ 昭 60.18.1 
遠州 助信 ( 昭 60.10.1)、 仙 昭 49.1⑧⑱ 助 
信 ( 大 18.4.1)、⑱ 平 84.11.24 
@ 遠 八島 ノ 郷 ( 昭 66.1 1.1)、 島 ノ 郷 (大 12.4. 
1)、W 平 84.1 1.24@ 留 一 車 ( 平 24.11.24) 
上 島 (大 184.1)、W 昭 50.4.1、@ 平 24.11.24 
*、⑧ 遠州 市 場 ( 招 41.4.1)⑧ 市 場 ( 大 12.4.1) 


©@ 避 婦 376.11).、⑧ 村 124.1)、⑧ 較 4211.1 
⑧@ 昭 48.10.1@ 昭 50.4.1、 西 ヶ 崎 (大 12.4.1) 
交 、 ざ 昭 48.10.1、 づ 小松 (大 12.4.1) 

@ 員 (人 528.1).⑮ 昭 4810.1.⑮ 祈 大 124.]) 
@⑳ 北 浜 ( 陣 52 8.1) 、@⑳ 北 浜中 学校 前 ( 平 19.8.1) 
⑧ 新 原 (大 12.4.1) 信昭 42.11.1 

@W 昭 50.4.1、 和 0.2km 西 鹿島 方 より 

W 留 一 車 ( 平 8.12.1)⑳ 芝 本 (大 12.4.1) 
宙 、⑳ 昭 42.] 1.]、⑳ 昭 49.9 ⑱ 岩 水 寺 ( 大 12.4.1) 
園 、⑧⑱ 遠 州 二俣 (大 124.1)、⑱ 二 俣 ゆ 0.4 
km 短縮 ( 昭 13.3.1) 


軌道 条例 に よる 軌道 か ら 鉄道 に 変更 
想 札 島橋 一 西 印 田 間 ・ 岩 訪 一 犬山 問 開 業 
村 札 島橋 一 新津 島 ( 現 津島 ) 間 開業 

須 ケ ロー 清洲 間 開 業 


名 吉屋 鉄道 株 式 会 社 ( 初 代 ) 設 立 
レー 本 コト ュー セール 


大 10.7 1 


781 
14 424 
4 1) 
Il に 沿 (2 
10.1 


昭 3 ら .3 


4 1.22 
1025 
5. 8.20 
9』5 
6. 2.11 
429 
10. 3:28 
4.29 


8. 1 
13. 718 
11.88 
14. 6- 1 
8. 1 
SA 
15. 1.14 
9: 軒 | 
9.21 
IS 双 (SS 
8.18 


7 1.31 
6.83 
1 
10 
10:282 

UR Eh 1 


9d. 1 
18.16 
に に 
3.18 
に 


名 古屋 電気 鉄道 郡部 線 を 名 古屋 鉄道 に 譲渡 
岩倉 一 犬山 口 間 複線 化 

犬山 ロー 今渡 ( 現 日 本 ライ ン 今渡 ) 間 開業 
尾西 鉄道 を 合併 

犬山 一 犬山 橋間 開業 

犬山 橋 一 新 鵜沼 間 開 業 
国府 宮 一 西 清洲 (更新 清洲 ) 間 開業 、 国 
府 宮 一 新 一 宮 ( 現 名 鉄 一 宮 ) 間 複線 化 
今渡 一 広見 ( 現 新 可児 ) 間 開業 

丸之内 一 西 清洲 間 開 業 
美濃 電気 軌道 を 合併 

名 岐 鉄 道 に 社名 変更 

上 飯田 一 新 小 牧 ( 現 小牧 ) 間 開業 (内 燃 ) 
新 小 牧 ( 現 小牧 ) 一 犬山 間 開業 (内 燃 ) 
加 務 原 鉄道 を 合 億 

新 一 宮 ( 現 名 鉄 一 宮 ) 一 新 笠松 間 開 業 、 
押切 町 一 新 岐 阜 間 全 通 

愛知 電気 鉄道 を 合併 、 名 古屋 鉄道 に 社名 変更 
長住 町 ( 現 名 鉄 岐阜 ) 一 田神 間 複線 化 
高 農 ( 更 市民 公園 前 ) 一 飛行 団 前 ( 現 六 軒 ) 間 複線 化 
新 加納 一 高 農 間 複 線 化 

尾西 鉄道 を 合併 

瀬戸 電気 鉄道 を 合併 

六軒 一 三 柿野 間 複 線 化 

涯 美 電鉄 を 合併 

田神 一 細野 畑 間 複 線 化 

三河 鉄道 を 合併 

新 名 古屋 ( 更 名 鉄 名 古屋 ) 一 梶 李 島 橋 ( 品 
相 李 島 分 岐 点 ) 間 開業 

神宮 前 一 堀田 間 複 線 化 

三 柿野 一 三 十 軒 間 複 線 化 

上 飯田 一 新 小 牧 問 6O00V 電 化 

神吉 前 一 伝馬 町 間 開 業 

二 十 軒 一 茜 ケ 瀬 問 複線 化 

知多 鉄道 を 合併 、 吉 良二 田 一 三 河 吉 田 間 開 業 、 
清孝 線 三河 吉田 一 三河 局 羽 間 800V 降 圧 
東 美 鉄道 性 鼻 鉄 道 を 合併 
岡崎 新 一 西 尾 間 体 止 

碧海 電気 商 道 合流 鉄道 を 合 億 


奥 町 一 玉 ン 井 一 木 玉 作 / 少 閣 伏 圧 
新 名 古屋 一 神宮 前 選 万 業 


国府 市 役所 前 ( 訪 町 ) 間 開業 (600V) 
三河 鳥羽 東 幅 豆 問 600V 電 化 
東 幡 豆 一 蒲郡 間 600V 電 化 
新 小 牧 一 犬山 間 600V 電 化 
西部 線 1500V 昇 圧 
豊橋 一 新 岐阜 問 直通 運転 開始 
奥 町 一 玉ノ井 間 営 業 再開 
御 喜 ロー 御 寅 間 開 業 
津島 一 玉ノ井 間 1500V 昇 圧 
豊川 線 1500V 昇 圧 
市 役所 前 一 稲荷 口 間 開 業 
新 豊橋 - 三 河田 原 問 を 豊橋 鉄道 に 譲渡 
小牧 線 小牧 一 豊山 問 で 名 鉄 初 の CTC 導 入 
稲荷 品 ー 新 豊川 ( 現 豊 川 稲荷 ) 間 開業 
伊奈 一 小坂 井 間 廃 止 
私 鉄 初 の 通勤 冷房 車 (5500 系 ) 就 役 
蒲郡 線 1500V 昇 圧 
西尾 線 1500V 昇 圧 
知多 半田 一 成 岩間 複線 化 
成 岩 一 南 成 岩戸 青山 ) 間 複線 化 
パノラマ カー(7000 系 ) 就 役 
6.12 | 名 古屋 本 線 110km/h 運 転 開始 
721 | 南 成 岩 一 蛇 淵 ( 信 ) 問 複線 化 
7。。 | 応 席 指 定 特急 「 内 海 号 」 運 転 開始 
37. 3.11 蛇 淵 ( 信 ) 一 知多 武豊 問 複線 化 
610 | 竹鼻 線 1500V 昇 圧 
12.16 | 神宮 前 一 伝馬 町 間 複線 化 
38: 3.31 | 大 野 町 - 西 ノロ 間 複 線 化 
39 287 | 西 ノ ロ ー 多 屋 間 複 線 化 
9.15 | 新 鵜沼 駅 移設 各務 原 線 1500V 昇 圧 、 
犬山 線 と 直通 運転 開始 
小牧 線 1500V 昇 圧 
広見 線 1500V 昇 圧 、 犬 山 線 特急 運転 開始 
準急 く た か や ま 〉 高 山 線 に 乗入れ 
名 鉄 式 ATS を 鳴海 一 角 ヶ ロロ 半 で 使用 開始 
41.・ 93. 5 | 準急 く た か や ま > を 女 行 に 変更 
62】 | 河和 線 知多 武豊 一 冨 買 周 彰 線 を 
42. 8:】Z/ 持 起 8 田 編 成 運 転 席 始 。 天 史 一 冨 過重 
。/ 向 醒 線 條 。 尾 西門 澤 生 一 征 請 喜 尊 門 を 
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導 5 玲 一 生 写 ( 佑 ) 局 楓 線 化 
学 情 駅 改 工 妨 機 股 視 
日 呈 訪 場 ( 信 ) 一 新 広見 周 枯 線 化 
准 思 ( 儲 ) 一 新 広見 周 簡 線 化 
田 鶴 一 新 鼓 主 同 に 美濃 町 線 乗 入 
(た か や ま 〉 を < 北ア ルプ ス 〉 に 改称 、 
立山 まで 直通 運転 開始 
浦 部 線 形 原 一 三河 鹿島 間 0.6km 高 架 化 
常滑 線 全 線 複 線 化 
人 竹鼻 線 笠松 一 羽島 間 CTC 化 
浦 如 線 蒲郡 駅 付近 0.5km 高 架 化 
津島 線 津島 一 六 輪 間 複線 化 
車内 禁煙 を 実施 (特急 車 は 9.19 に 実施 ) 
尾西 線 六 輪 一 森 上 間 複 線 化 
河和 線 富 責 一 河和 口 間 複 線 化 
知多 新 線 富 貢 一 上 野間 間 開 業 
小牧 線 犬山 一 羽黒 問 ].0km 高 架 化 
知多 新 線上 野間 一 知多 奥田 間 開 業 
尾西 線 佐屋 一 五 ノ 三間 0.6km 高 架 化 
漠 戸 線 堀 | 東大 手間 廃止 、 東 大 手 - 十 居 下 間 休 止 
知多 新 線 知多 奥田 一 野間 間 開 業 
三河 線 知立 一 重 原 間 複 線 化 
急行 く 北 アル プス 〉 を 特急 に 変更 
新型 通 動車 6000 系 デビ ュー 
小牧 線 小牧 ー 間 内 間 複 線 化 
瀬戸 線 貨物 廃止 
瀬戸 線 1500V 昇 圧 
瀬戸 線 栄 町 乗入れ 開業 
三河 線 梅坪 駅 付近 1.3km 高 架 化 
常滑 衣 名 和 駅 付近 1.1km 小 牧 線 味 美味 錠 
周 3.3km 高 打 化 、 味 美 一 連山 ( 信 ) 間 複線 化 
豊田 線 開業 、 名 古屋 市 交 勧 舞 線 と 相互 
直通 運転 開始 
吾 務 原 線 田神 一 切通 間 0.9km 高 架 化 
知多 新 線 全 通 
三河 線 刈 合 市 駅 付近 8.3km 高 架 化 複 線 化 
西尾 線 南 安城 駅 付近 1.5km 高 架 化 
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12. 520 
718 


57 926 
7 ら .7 7 
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ーー 
党 溢 線 囚 倫 駅 付近 1.2km 高 某 化 
羽島 線 開 業 
尾西 線 弥富 一 五 ノ 三 間 1.Okm 高 架 化 
女性 乗 容 係 「 バ パン ラマ メイ ツ 」 乗務 開 始 
瀬戸 線 大 曽根 駅 付近 1.8km 高 架 化 
特急 座席 指定 券 の 発売 を オン ライ ン 化 
三河 線 貨 物 廃止 
広見 八 百 津 線 LE-Car 導 入 、 ワ ンマ ン 運 転 開始 
常滑 線 神宮 前 一 大 江間 5.3km 高 架 化 
新型 観光 特急 パノラマ デラ ックス 
(8800 系 ) 就 役 
犬山 線 平田 橋 - 西 春 問 0.7km 高 架 化 
三河 線 豊田 市 一 梅坪 間 複 線 高架 化 
三河 線 豊田 市 駅 付近 3.4km 高 架 化 
小牧 一 田 県 神社 前 間 高架 化 
新型 特急 車 バ ノラ マ SUPER(1000 系 ) 就 和 
小牧 駅 地下 化 
西尾 線 西尾 駅 付近 3.0km 高 架 化 
名 古屋 本 線 神宮 前 一 金山 間 複 々 線 化 
名 古屋 本 線 120km/h 運 転 開始 
瀬戸 線 森下 一 東大 手間 2.4km 高 架 化 
新型 ディ ー ゼ ル 特 急 北 アル プス 号 (8500 系 ) 就 役 
犬山 線 中 小田 井 駅 付近 1.9km 高 架 化 
名 古屋 本 線 本 宿駅 付近 ].6km 高 架 化 
常滑 線 尾張 横須賀 駅 付近 2.0km 高 架 化 
名 古屋 本 線 新 一 宮 駅 付近 3.8km 高 架 化 
犬山 線 と 地下 鉄線 鉛 舞 線 と の 相 吾 直通 運転 開始 
尾西 線 新 一 宮 駅 付近 (津島 方 )2.0km 高 梨 化 
全 駅 で 終日 禁煙 を 実施 (喫煙 コー ナー も 設置) 
尾 下線 新 一 宮 駅 付近 (玉ノ井 方 ) 1.7km 高 梨 化 
三河 線 越 戸 駅 付近 ].1km 高 架 化 
豊川 線 八幡 駅 付近 ].6km 高 架 化 
小牧 線 二子 ( 信 ) 一味 美 間 複線 化 
西尾 一 吉良 吉田 蒲郡 間 ワ ンマ ン 運 転 開始 
美濃 町 線 新関 美濃 間 廃 止 、 新 関 - 関 間 開 業 
三河 線 梅坪 一 平戸 橋間 の 一 部 を 高架 線 
に 切り 替え 
河和 線 高 横須賀 駅 付近 1.9km 高 架 化 
美濃 町 線 用 超 低 床 車 800 形 就役 
右上 に つづ く 


TT | 蒲郡 線 蒲郡 駅 付近 2.3km 高 架 爺 
1310. 1 | 谷 激 線 全線 、 損 琴線 黒野 一 本 揚 琴 問 、 八 
百 津 線 全線 、 竹 鼻 線 江吉良 一 大 須 間 を 
廃止 。 北 アル プス 号 を 廃止 。 三 河 線 知立 
ーー 猿投 間 ワ ンマ ン 運 転 開始 
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明 42\1.20 舌 湿 電気 W 道 株 式 会 

直 所 駅 秀一 今 必 RYWWV 得 ERRYー と 有 和 W 和 

の 美濃 付近) 間隔 業 \\QG7mrwSQOV) 

大 3 662 広江 一 等 和 ( 後 の 笠 稚 い ) 賜 間 業 
1e26 | 新 財 皇 (名 鉄 茂 重 ) 一 広江 則 開 業 


14.1.26 | 柄 戸 常滑 間 高 架 化 に 伴い 休止 、 バ ス 代行 10. 9 1 | 符 松 駅 を 西 笠松 まで 延伸 
713 | 津島 線 勝 幅 津 島 間 高 架 化 11.10 | 岐 北 軽便 鉄道 を 合 供 
157327 | 上 飯田 連絡 線 開 業 、 小 牧 線 名 古屋 市 交 上 飯 。 革 13"421 | 千 手 堂 鏡 島 間 開業 
田 線 と の 相 直 開始 。 味 鋭 二 子 ( 信 ) 間 複線 化 14.6. 1 | 徹 明 町 - 二 手 堂 間 開 業 
10.4 | 榎戸 常滑 間 高 架 化 12.11 | 千 手 堂 一 忠 節 橋間 開業 
16. 4 1 | 三河 線 西 中 金 猿 投 間 廃 止 15: 4.6 | 美濃 北方 - 黒 野間 開業 
17.1.29 | 空港 線 開 業 、2000 系 「 ミ ュー スカ イ 」- 3.12.20 | 黒野 本 損 斐 問 開業 
2000 系 就役 5.820 | 名 古屋 鉄道 (初代 ) に 合 
4 1 | 岐阜 OOV 線 区 全廃 各務 原 鉄道 
8. 1 | 羽島 市 役所 前 一 江吉良 間 高 架 化 大 13- 413 | 各務 原 鉄 道 株 式 会 社 設立 
18. 429 | 知立 一 碧南 問 ワン マン 運転 開始 15. 121 | 安 良 田 (岐阜 市 内 ) 補給 部 前 (昌三 杭 
7 1 | 大 江 一 名 和 間 高架 化 野 ) 間 開業 (1067mm.600V) 
11.25 | 左京 山 一 鳴海 一 本 星崎 問 高 架 化 8 | 名 務 野 - 二 脱 隊 前 ( 現 名 電 各 務 原 ) 間 開業 
209614 | 西尾 ロー 西尾 問 複線 化 昭 ら 920 | 二 脱 隊 前 一 東 鵜沼 (更新 半 沼 付近 ) 間 開業 
621 | 碧海 桜井 ( 現 桜 井 ) 付 近 高 架 化 、 碧 海 桜 3- 5. 1 | 美 渡 電気 軌道 に 営業 委託 
井 一 南 桜井 ( 信 ) ( 現 南 桜井 ) 間 複線 化 12.28 | 長住 町 (更新 岐阜 ) 一 安 良 田 間 開 業 
629 | 津島 、 西 尾 線 の 特急 を 快速 急行 に 格下 げ 10. 328 | 名 岐 鉄道 に 合 
e9.@11 | IC カ ー ド シス テム manaca を 蒲郡 線 と 愛知 電気 鉄道 
広見 線 を 除く 全線 に 導入 愛知 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 
326 | 津島 一 名 鉄 一 ノ 宮 一 玉ノ井 間 . 豊 川 線 線 45 2.18 | 右 軒 糧 ( 駄 早 ) 醒 関 (1067mm1600W 
内 運行 築港 線 ワ ンマ ン 運 転 開始 8: 1] | 秋葉 前 一 伝馬 町 間 開 業 
1@17 | 太田 川 駅 付近 高架 化 大 2. 389 | 大 野 町 一 常滑 間 開 業 
尾西 鉄道 8.31 | 神宮 前 一 秋葉 前 間 開業 
明 29' 6.10 | 尾西 鉄道 株 式 会 社 設立 6. 3。 7| 神宮 前 笠寺 ( 現 本 笠寺 ) 間 開業 
31. 4 3] 弥富 津島 間 開業 (1067mm 蒸気 ) 5. 8 | 笠寺 有松 専有 松 ) 間 開業 
32. 4. 3 | 津島 一 森 上 間 開 業 9.10. 4 | 古 見 一 大 野 町 間 複 線 化 
7.18 | 森 上 萩原 間 開 業 1231 | 尾 選 横須賀 一 古 見 間 複 線 化 
3 ].24 | 萩原 一 ノ 宮 間 開業 12. 4 1 | 有松 裏 一 新知 立 ( 仮 ) 間 開業 
大 11.18.28 | 新 一 宮 (名 鉄 一 宮 ) 一 森 上 問 600V 電 化 6 1 | 新知 ( 伯 )- 西 同和 (同和 公園 前) 間 開 業 
12。 8214 | 森 上 津島 間 電化 半 間 本 四 内 東 回 崎 間 開業 
11.28 | 弥富 一 津島 間 電 化 929 | 名 和 村 ( 現 名 和 )- 加 家 間 複線 化 
18. 2.15 | 新 一 宮 一 国府 宮 間 開業 13. 1.15 | 大 江 一 西 六 号 ( 思 東 名 古屋 港 ) 間 開業 
14_8 1 | 名 古屋 鉄道 (初代) に 合 27 | 伝馬 - 柴 田 間 複線 化 
邊 13 | 有松 要 一 矢作 橋間 複線 化 


次 責 に つづ く 


AIB2 室 | 


今村 (更新 安城) 一 米津 間 開業 (1067 


IN) 
19J| 
大 13.10.26 | 鳴海 一 有松 裏 間 複線 化 昭 14.9.1 | 名 古屋 鉄道 に 合併 大 10。685 | 新 笠 松 ( 現 西 笠松 )- 竹 鼻 ( 初 代 ) 間 開業 
147615 | 岡崎 線 ( 現 名 古屋 本 線 )1500V 昇 圧 三河 鉄道 (1067mm.600V) mm.1500V) 
6.19 | 柴田 - 名 和 村 間 複 線 化 明 45. 5.30 | 三河 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 4。 4 1 | 栄町 一 大 須 間 開業 9 8. 5 | 米津 一 西尾 口 仮 間 開業 
15: 4 1 | 東 岡崎 小坂 井 間 複 線 で 開業 大 3. 2. 5 | 刈谷 新 ( 現 刈 谷 ) 一 大浜 港 ( 現 碧 南 ) 間 開 18, 3 1 | 名 古屋 鉄道 に 合併 10. ] | 西尾 - 西 尾 間 開業 、 今 村西 尾 間 600V 降 圧 
12.|] | 西尾 鉄道 を 合併 業 (1067mm 蒸 気 ) 碧海 鉄道 14.1225 | 南安 城 一 新 安 城間 開業 
了 要 2.6.1 奈 信号 場 ( 現 伊奈 ) 一 吉田 ( 現 豊 橋 ) 間 開業 人.10.88 | 刈谷 新知 立 ( 現 三河 知立 ) 間 開業 大 145.15 | 碧海 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 19。 3 1 | 名 古屋 鉄道 に 合 
12:28 | 東 笠寺 一 鳴海 間 複線 化 9. ア 5 | 知立 - 土 橋間 開業 駅 一 覧 ※ 特 記 の な い 乗降 客数 は 平成 19 年 度 1 日 平均 (都市 交通 年 報 よ り 作製 ) 
8 6 1 | 知立 連絡 線 開通 831 | 土橋 - 上 学 母 間 開 業 | 備考 
10 1 | 止 尾 - 吉 良 吉 田 間 1067mm 改 軌 、600V 電 化 中 1 | 上 挙 母 一 挙 母 ( 現 豊 田 市 ) 間 開業 名 古屋 本 線 ※ 乗 隆 客 数 = 田橋 国 府 は 平成 23 征 度 、 伊 奈 . 小 田渕 件 油 一 名 鉄 長沢 は 平成 2 年 度 
1B | 党 清 株 1500V 昇 圧 ]1.1.17 | ま 母 - 越 戸 間 開 業 、| 豊橋 と よ は し | -| 客 | 回 陣 2 6.1| 34079| @ 吉 田 ( 昭 188.1) 
ず ガ |] | 西尾 - 岡 崎 新聞 1067mm 改 軌 、BOOV 電 化 131031 | 越 戸 一 猿投 間 開 業 平井 信号 場 ひら いし ん ご うじ ょ う 3.8| 信 昭 2 6. 1 ー 
5 45 | 呼 続 - 笠 寺 間 複線 化 大 15. 2. 5 | 全線 1500V 電 化 伊奈 いな 50| 客 | 回 昭 2 6 1 3037| @ 信 一 車 ( 昭 2.9.1) 
』 /|!| 堀田 - 呼 続 間 和 複線 化 9. 1 | 大 浜 港 一 神谷 ( 現 松 木島 ) 問 開業 小田 洋 お だ ぶち 6.6| 客 昭 9. 1.14| 442|⑱ 昭 422.16 
7:10. - | 笠寺 - 東 笠寺 間 複 線 化 ら . 826 | 猿投 一 枝 下 間 開業 国府 こう 96| 客 | 回 大 15.4. 1| 9454| 座 
ID 8. 1 | 名 岐 鉄道 に 合 件 9.17 | 枝 下 一 三河 広瀬 問 開業 御油 ご ゆ 10.7| 客 大 15 4 528 | ⑳ 本 御油 ( 昭 24.3.1)、 負 昭 42.3.1 
三 軌 道 一 西尾 鉄道 3. 122 | 三河 広瀬 一 西 中 金 間 開 業 名 電 赤 坂 めい で ん あか さか 12.5| 客 大 15. 4. 1 939 | ⑳ 愛 電 赤 坂 ( 昭 13.12.1) 、 昭 46.10.1 
四 9.』2.]] | 西 三 軌道 株 式 会 社 設立 8:25|| 神谷 一 三河 吉田 仮 間 開業 名 電 長 沢 めい で ん な が さわ 15.0| 客 大 15. 4. 1 418| ⑳ 愛 電 長 沢 ( 昭 13.12.1) 
44.10.30 | 西尾 岡崎 新 間 開 業 (762mm: 燕 気 ) 4.8-11 | 三河 吉田 一 三河 鳥羽 間 開 業 ®@ 本 宿 も と じゅ く 18.7| 客 | 回 | 大 15. 4 1| 5.731 | W 平 4.10.25 
45.1.25 | 西尾 鉄道 に 社名 変更 1 724 | 三河 鳥羽 一 三河 鹿島 間 開 業 (内 燃 ) 名 電 山 中 ” めい で ん や まな か | 20.4| 客 大 15. 4 1 955 | 交 、⑳ 愛 電 山 中 ( 昭 13.12.1) 
大 4.2.13 | 西尾 一 一 色 口 ( 現 福地 ) 間 開業 11l.10 | 三河 鹿島 蒲郡 間 開 業 (内 燃 ) 舞 木 信号 場 まい き を し ん ご こう じょう | 21.0| 信 CS ー| 男 
314 | 一 色 ロ ー 横 須賀 口 間 開業 16. 6。 1] | 名 古屋 鉄道 に 合 藤川 ふじ か わ 23.1| 客 大 15.4.1| 4.821 
| 85 | 検 須賀 ロー 吉良 吉田 間 開 業 知多 鉄道 ⑲ | 美 合 みあ い 25.6| 客 | 回 | 大 15. 4 1| 7559 
還 )5 2 | | 愛知 電気 鉄道 に 合 1014 | 知多 鉄道 株 式 会 社 設立 男 川 お と が わ 7.6| 客 大 15. 4.1| 8720 
」 瀬戸 自動 鉄道 一 瀬戸 電気 鉄道 64 1 大 田川 - 成 和 ( 史 成 岩 ) 問 開業 (1067mm:1500V) 9 東 岡崎 ひがし お か ざき 29.8| 客 | 回 | 大 12. 8. 8| 37.642 
有明 353.17 | 瀬戸 自動 鉄道 株 式 会 社 設立 7: 7. 1 | 成 和 一 河和 口 間 開 業 岡崎 公園 前 お か ざき こう えん まえ | 31.1| 客 大 12. 6. 1| 2909| ⑧ 本 山崎 ( 昭 11.4.1)、 和 0.2km 吐 竹 太 か ら 5(551.12.1) 
38』4 2 | 和田 - 基 戸 (尾張 江戸) 間 開 業 (1067mm 茶 気 ) 10. 8' 1 | 河和 ロー 河和 間 開 業 ⑪ | 矢作 橋 。 や は ぎ ぼ し 382.5| 客 | 〇 | 大 12. 6. 1| 5.786| (矢作 ) 
39』3. 1 | 大 曽根 一矢 田 間 開 業 18. 2 1 | 名 古屋 鉄道 に 合 宇 豆 うと う 84.8| 客 大 12. 6.1| 8750| ⑳ 平 16 
I2.18 | 瀬戸 電気 鉄道 に 社名 変更 東 濃 鉄道 一 東 美 鉄道 KO) 新 安城 し ん あん じょう 38.3| 客 | 回 | 大 12. 6. 1| 16275| ⑳ 今 村 ( 昭 45.5.1) 
j40 3.17 | 600V 電 化 東 濃 鉄 道 株 式 会 社 設立 牛田 うし だ 40.9| 客 大 12. 6.1| 3326| @ 平 4.9.18、⑱ 平 16 
44.523 | 大 曽根 一 土居 下 間 開業 ア 712.28 | 殺 多 治 見 - 広 見 ( 現 新 可児 ) 間 開業 (762mm 共 気 ) ! 知立 ちり ゅ う 43.1 | 客 | 回 | 昭 34. 4. 1| 84.683| 
| 0 | | 土居 下 - 堀 川間 開業 9. 82] | 広見 一 御 宮 ( 現 御 喜 口 ) 間 開業 WR ひと つぎ 44.6| 客 大 12. 4. 1| 28312| ぷ 昭 45.3.16 
大 2. 一 | 堀川 大 曽根 間 複 線 化 15. 9.10 | 東 美 鉄道 株 式 会 社 設立 富士 松 ふじ まつ 46.6| 客 大 12. 4 1| 2534| 今川 ( 昭 27.3.1)、@ 平 16.9.15 
10 215 | 大 曽根 一 小幡 間 ( 矢 田川 橋梁 除 ) 複 線 化 9.24 | 東 濃 鉄道 広見 一 御 癌 間 を 東 美 鉄道 に 譲渡 1 豊明 と よ あ け 48.1| 客 大 18. 4. 1| 3.754| 園 、⑧ 阿 野 ( 昭 31.9.1)、@⑧ 平 16.8 
1 4.13 | 軌道 か ら 地 方 鉄道 に 変更 925 | 東 濃 鉄 道 新 多 治 見 一 広見 間 国有 化 前 後 せん ご 49.8| 客 | 回 | 大 12. 4. 1| 80.148 
A 12i7 | 三郷 一 根 ノ 葉 間 複線 化 昭 3.10。 1 | 東 美 鉄道 1067mm 改 軌 ,B0OV 電 化 中 京 競馬 場 前 5 ぁ 3 き UEU ょ 3 まえ | 51.4| 客 | 回 | 昭 28. 7.15| 9407 
27 放 月 横山 ( 現 新 瀬戸 ) 一 尾張 瀬戸 間 複 線 化 5. 430 | 伏見 ロー 兼山 間 開 業 有松 あり まつ 52.7| 客 | 回 | 大 6.5. 8 12465|、⑧ 有 松 裏 ( 昭 18.11.1) 
2 | 小 帳 印 場 間 宰 線 化 10. | 兼山 一 八 百 津 間 開業 左京 山 さき ょ う や ま 53.8| 客 昭 17.11.15| 3914| W 平 198 
NN 印 場 - 三 多 間 複線 化 名 古屋 鉄道 に 合併 鳴海 な る み 55.1| 客 回 | 大 6.5. 8| 17985|@⑧ 平 18.11.25 
Sn2.27 | 想 ノ 則 一 横山 間 福 線 化 竹鼻 鉄道 本 星崎 も と ほし ざき 56.Z| 客 658| 3382/ 平 769.75 
AM2n8 il 矢 思い 機 染 複 線 (C に より 全線 複線 化 大 811.14 | 竹鼻 鉄道 株 式 会 社 設立 本 笠寺 も と か さ で ら 58.2/ 客 / 加 | 大 6 3 Z/ 4248/ 笠寺 ( 婦 786 の 
交 太 に つ プ マ 


右上 に つづ く < 


GGZ 


加 ) 


金山 朱 条 降 客数 上 柳 須 損 吉 人 右田 は 平成 \2 年 民 


5)、③ ナ ゴヤ (17129) の W 。 ) 靖 
NEST.1.1) QLE MI.9.12).F16915 きた あん じょう 
314| ⑧ 新 名 古屋 ( 平 17.1.29) 


737 | 人 で 昭 42.3.1 
39809 |⑱ 昭 56.5.1、 仙 平 19.10.1 1 

896 |⑱ 昭 19、 介 昭 27.10.1 

949 |⑮ 昭 28.5.18⑧③ 碧 海 堀内 ( 平 20 6 29) 
4.136 |⑱ 碧 海 桜井 ( 平 20.6.29) 人 平 20.6.21 
信 一 客 ( 平 20.6.29) 
1.365 |⑳ 昭 60.2.16 
9.8.5| 2247|@ 中 学 前 ( 昭 24.12.1) 、 人 昭 42.3.16 
昭 5.4.3| 277⑧ 碧 海 西尾 口 ( 昭 19.3.1)、@ 平 172 
回 明 44.1030| 9824|@ 平 17a 

576 | 空 、⑳ 一 色 口 ( 昭 24.3.1)⑤ 昭 42 2.16 
985 |⑳ 昭 63.9.1 
6.343 | 立 、 開 業 時 吉良 吉田 0.2km 古 長 ・ 三 河 吉田 に 改 
称 ( 昭 182 1 ) 再 度 吉良 吉田 に 改称 ( 昭 35.] 1.1) 
※ 乗 降 客数 は 平成 12 年 度 


の みな みあ ん じょう 
へ きか いふ る い 
ほり うち こう えん 


さく らい 
832| 0 昭 19、 昭 24.8.1、@ 平 16.2.28 みな みさ くら い 
2825|⑱ 平 16.36 よね づ 


583|@ 新 川平 16.9.15 桜町 前 さく ら ま ちまえ 


西尾 品 に し お ぐち 


西尾 に し お 
7282 |③ 西 清洲 ( 昭 23.5.16) 福地 ふく ち 


3.937|⑧ 大 佐 土 ( 昭 18.11.8)、@ 平 16.2.22 上 横須賀 か みよ こす か 
きら よし だ 


講 玖 的 的 玖 対 的 対 玖 玖 装 時 時 


1.820|⑳ 大 和 ( 昭 5.9.1)、⑱ 平 16.3.6 


いわ と 
し ん き そ が わ 


みょう こう じ 5 6 1765|⑱ 平 52.21 © 

めい て つい ちの みや 7.644 | 区 ( 新 一 宮 )、⑳ 新 一 宮 ( 平 17.1.29)、 仙 平 52.21 © みか わ と ば 381|@ 昭 42.2.16 

いま いせ 2412| 人 び 昭 42.2.22 © に し は ず 756 | で 昭 60.2.16 
© 


2,305 | ⑳ 馬 寄 ( 昭 162.10)⑱ 昭 19 頃 ⑧ 昭 31.923 


ひがし は ず 
こども の くに 


648 |⑱ 平 106.1 

82428|®⑯ 昭 19.⑧@ 昭 27.10.1、⑧ 和 0.4km 吉 良 吉 
田方 か ら ( 昭 49.10) 洲崎 ( 昭 51.10.10) 
1.093 | 介 平 10.6.1 

935 | 将 、 仙 昭 63.9.1 


装 装 交 交 


に し うら 
か た は ら 


( 〇 上司 ) 


6314|⑳ 新 笠松 ( 昭 11.5) 


客 
客 
1.329 | 境川 ( 昭 55.9.20) 三河 鹿島 。 みか わか し ま 客 444 | ぷ 昭 40.6.16 
506| 園 芝 、 ぷ 昭 42,12.1 浦 郡 競艇 場 前 奈 で C80&5 て UU まえ 客 
419| 開業 時 : 安 良 田 町 、 和 昭 19、⑧⑧@ 昭 33.1. © が ま ご お り 客 8798 | 人 昭 47.4.1 
10、 旬 昭 60.2.16 三河 線 
25.653|⑳ 新 岐阜 ( 平 17.1.28) (O] さ な げ 


豊川 線 ※ 乗 降 客数 は 平成 12 年 度 ひら と ば し 


1.437 | 旬 昭 48.4.1 


© こし ど 657 | 昭 45.8.16 員 留 一 車 ( 平 2)、⑤ 平 89.14 
].216 | 平 8.12.14、W 留 ー 車 ( 平 8.12.14) L うめ つぼ 612 | 昭 54.3.87、 仙 平 15.10.1 
| 画 衝 条 半 信号 場 ずり MA みち し ん で うじ ょ う ー | 客人 信 ( 昭 47.6.1) 、 人 @ 新 道 ( 昭 30.1.20) 、 と よ た し 98.368 | ⑧ 挙 母 ( 昭 34.10.1)@⑧ 昭 61.10.1 
⑧ 高 等 師範 前 ( 昭 29.4.1) © うわ ころ も 3038 | 平 13.6.16 
右上 に つづ く O) つ ち は し 5581 | 立 、 昭 58.18 


次 買 に つづ く 


2692|@ 平 13630 


し ん まい こ 
お お の まち 


7.699 | ぷ 昭 42.2.16、 る 昭 50.7.1、⑧ 昭 57.9.26 
g864 |W 平 17.1.15 

846 | る 昭 45.8.1 

373 | 立 、 仙 昭 45.9.1 


3.091 | 大野 ( 大 9 頃 )、⑧ 平 17.1.15 


5207 | 平 4.11.22 
36SS | 平 16.12.22 
右上 に つづ く 


客 1.130 | ⑱ 昭 54.12.22 に し の ぐち 651 |⑱ 昭 19. 人 人 昭 21.9.15.⑨ 化 ( 平 16.12.15) 
客 刈谷 新 ( 昭 2.11.10) か ば いけ 1.039|@⑧ 昭 43.2.16 
客 QI R27.3.1)、⑧855.12.14@E17.8.11 えのき ど 1.493 | 昭 49.6.1 
客 平 179.14 た や 864 |@⑳⑭ 昭 19、⑧ 昭 24.10.1、@ 昭 47.10.1、⑧ 平 15.104 
客 平 17.9.14 と こ な め 10.149 |@ 平 15.10.4 
みか わた か は ま 客 @ 平 17.8.9 りん くう 常滑 りん くう と こ な め 455 | 交 (常滑 ) 
た か は まみ な と 客 平 178.25 (⑨ | 中 部 国際 空港 ちゅ うぶ こく さい くう こう 団 翌 16.10.16 
きた し ん か わ 客 立 、 人 平 17.8.11 築港 線 
し ん か わ ま ち 客 平 48.1 選 37 
へ き な ん ちゅ うお う 客 新 須 摩 ( 昭 56.12.14) 〇 | 名 電 築 港 めい で ん ちっ こう 1.1 | 貨 大 13. 1.15 ー| 愛 電 築 港 ( 昭 10.8.1)、 東 六 号 ( 昭 7. 
へ き な ん 客 大 浜 港 ( 昭 29.4.1)、 仙 平 17.8.25 1.30)、W 昭 14.10.16 
圏 三 名 古屋 市 交通 局 東名 古屋 港 ひがし な ご や こう 15| 客 大 13. 1.15| 4587 | ⑳ 西 人 号 ( 茹 7.1.30).⑧0.4km 短 号 幸 2.11.25) 
あか いけ 客 ※※ 名 古屋 市 交 獲 線 直通 38.760 人 を 含ま ず 河和 線 交 三 下 表 の 他 に 標 岡 (阿久 比 - 植 大 間 ) 
に っ し ん 客 (太田 川 ) = 1.794 
こめ の き 客 W 平 15.10.1 高 横須賀 た か よこ すか 1.3| 客 茹 6.41| 2588|※、@ 昭 59.7.16、⑧ 平 12.5.20 
くろ ざさ 客 5668 | 交 、⑤ 昭 59.3.20W 平 15.10.1 南 加 木屋 "みな みか ぎ や 4.1| 客 | 回 尻 6.41| 7.136 
みよ し が お か 客 6944 | ⑮ 平 6.4.16 八幡 新 田 。 や わた し ん で ん 5.91 客 昭 6.41| 2281|@ 昭 25.11.13 
じょう すい 客 票 ヶ 丘 た つみ が お か 7.1| 客 | 回 昭 30. 7.10| 7093 
か み と よ た 客 3.174 |@ 平 8.3.1、@W 平 15.10.1 白沢 し 5 さわ 79| 客 軌 6.4.1 551 | ⑧ 知 多 白沢 ( 昭 24.12.1)、 介 昭 24.10.1 
客 坂部 さか べ 95| 客 皿 6.4.1 754 | ざ 平 19.1.30 
阿久 比 あく ぐい 106| 客 | 回 | 臨 8.721| 4729 
植 大 うえ だ い 1221| 客 6.4.1| 1091| ず 昭 43.10.16 
と よ だ ほ ん まち 客 4.105 |⑱ 昭 59.11.3、⑳ 平 16.12.10 半田 口 は ん だ ぐち 132| 客 照 6.4.1 615 | ⑱ 昭 19、 昭 22.11.3 
どう と く 客 4987 | ®B19.@24.10.1,@ B59.11.3,@8 平 17.1.15 吉 町 すみ よし ちょ う 140| 客 | 回 | 了 8.7.10| 5607|⑳ 農 学校 前 ( 昭 24.12.1) 
お お え 客 知多 半田 ち た は ん だ 148| 客 | 回 | 困 6.4.1| 11340 
だ い ど うち ょ う 客 11.071 | 大 同 前 ( 昭 20.6.1)、⑮ 平 18.7.1 成 岩 な ら わ 15.8| 客 6.4.1| 2513|⑯⑱、 作 昭 21.9.15、 代 平 19 2.27 
客 5.382 | ② 星 崎 ( 大 6.3.7) 、@ 平 18.7.1、@ 平 18.7.1 青山 あお や ま 16.8| 客 | 回 了 8 7.10| 5817|⑳ 因 495.1、@ 平 5426、@ 起 幸 17.129) 
客 5074 | 交 る 宛 村 ( 明 45218).@ 申 44.1. 仙 平 16.123 上 上 が あげ 19.0| 客 が 1 459 | ず 昭 45.8.16 
客 4570| ぶ 平 16.12.3 知多 武豊 ” ち た た け と よ 19.8| 客 | 回 | 昭 771| 6069 
客 2.235 | 隊 邊 胃 ④ 双 19.⑮@R398.17( 東 組 張 )、@ 四 富 買 ふき 22.3| 客 | 回 昭 Z71| 1719 
4281( 守 TR) HAS331(E8)) OFT14321 河和 口 こう わ ぐ ち 25.8| 客 が AM 706 | 党 ( 布 土 )、@⑧ 昭 60.2.16 
11.356 |@ 平 23.12.17 ⑦ | 河和 こう わ 28.8| 客 | 四 昭 10.8. 1| 4813 


の / i 
5g/ 客 
6Z/ 客 


つ 1 レシ レラ 


みみ は まり ょ くえん 


61. 318 ー 
中 29 6.30 
62. 424 413 


Z00 | あり 昭 49.6.3O 


に し か で まつ QOS! 大 10. 625 


柳津 や な いづ e81 客 大 \0. 625 


e | 南 宿 みな み じ ゅ く 521 客 大 10. 6.25 
須賀 すか 6.1 | 客 大 10. 625 
不破 一 色 ふわ いっ し き 7.01 客 大 10. 6.25 
竹鼻 た け は な 8.6| 客 大 10. 625 


e | 羽島 市 役所 前 は し まし や くし ょ まえ 896| 客 | 回 | 阿 4.4 1 


YNS8\ あ 宰 N で RWYS) 


ae441 \® 神津 (828 1) 、⑤ 西 駅 津 、 あ Q ok 


ER きい ) 


や GSG 


窒 自 方 か ら GY2Q 6 29) 

770 | 仙 昭 47.3.24 

688 | 

768 |9 

231 1% 栄町 ( 昭 26.1.1)、⑨ 竹 鼻 ( 昭 441)、 
人 平 19.11.20 

2.202 | ⑤ 羽 島 ( 昭 57.12.11) 人 @ 西 竹鼻 ( 昭 34.4. 

1)、⑳ 竹 鼻 ( 昭 26.1.1) 


ち た お ぐだ 8.7/ 客 / 所 | 昭 50 7 6 6.127 1@⑨ 昭 58.4 
の ま 98/ 富 / 届 5.44| ezglg 
39/ 客 | 〇 層 55.6.5| 1.858 
| 「 間 [ |] 1036] 
じ も くじ 20| 客 | 回 | 大 3 123| 9353 
し っ ぽう 客 大 3.123| 4119|@ 平 17.7.14 
きだ 客 | 回 | 大 3.123| 6430 
あお つか 客 大 3.123| 3881|@ 平 177.14 
し ょ ば た 客 大 3 123| 4600|@ 平 17.7.14 
ふじ な み 客 大 3. 123| 2661|⑧ 諏 訪 ( 大 4 頃 )、⑧⑧ 平 14.7.13 
つ し ま 客 | 回 | 明 31. 4. 3| 10.378| ⑧ 昭 43.5.3、 和 0.1km 須 ケロ 方 へ ( 昭 43.5.3) 
尾西 線 
ー| 富 oO 陳 31.4 3| 2237| 


ら 65| 客 大 13.10. 1 
46| 客 | 回 明 31. 4.3 
66| 客 明 40.12.19 
8. ら 
9.3 大 13.10. 1 
六 ろく わ 后 局 | 明 32. 2.17 
いち だ か 12.4 大 13.10. 1 
まる ぶち 13.4 明 45. 218 
か み ま る が ち 14.7 大 13.10. 1 
も りか み 16.2 [| | 明 32. 2.17 
や ま ざ き 17.3 5. 125 
た ま の 18.7 大 13.10. 1 
LO) は ぎわ ら / 明 32. 7.18 
ぶた ご 21.3 大 13.10. 1 


か りや すか 
が ん の ん じ 


に し いち の みや 
か い め い 
お くち ょ う 
た ま の い 


IO 
〇 
io 
購 装 装 装 装 玖 装 装 玖 玖 対 的 装 列 装 的 前 


459 
3908 
3.131 | 交 W 平 17.7.14 
6835 
1.103 |⑱ 昭 19、⑱W@ 兼 平 ( 昭 34.7.1) 
943 | ぷ 昭 53.5.1 
1.344 | ぷ 昭 33 頃 
681 |⑮ 昭 46.3.1 
954 | ぶ 昭 46.3.1 
3.029 
973 |⑮ 昭 27.3.25 
927 
2268 | ぷ 平 19.11.29 
2404 |⑯⑱ 昭 19、 ぶ ぷ W 昭 24.10.15 
767 
1.319 |⑱ 昭 19、 ぶ ぷぷ 昭 25.7.2g 
6.440 
268 | ぷ 昭 43.7.16 
1.291 | ぷ 
3810| ぷ 平 19.8.8 
1518 | ⑱ 昭 19.3.21 、 ざ 昭 26.12.28、 び 


江吉良 えき ぎら 10.3| 客 昭 4 4.1| 843|⑳ 昭 19、 ず 昭 57.12.1 1 
」 新 羽島 し ん は し ま 11.6| 客 昭 57.18.11| 2063| ず 平 19.11.20 
犬山 線 
〇 | (人 夫 可 ー| 人 年 
下 小田 井 し も お ぉ たい 1.0| 客 大 1.8.6| 3514| 平 16.2.15 
中 小田 井 な か お た い 24| 客 大 1.8.6| 3052|@ 平 3.10.27 介 平 16.2.15 
D | 上 小田 井 か wscu 35| 客 | 回 | 大 1.8. 6|*14577 |⑧@ 平 田橋 ( 平 3.10.27) * 古 恒 
29.1 16 人 を 含ま ず 
⑱ | 西春 に し は る 59| 客 | 回 大.8.e| 22057 
徳重 名 古屋 芸大 と く < し げ な で や ゃ げ い だ い | 7.3| 客 | 〇 | 大 1.8.6| _ 9632 和 昭 19⑧⑧@⑧ 昭 21.9.15、⑧@⑧ 昭 42.2.10、 
®⑧ 徳 重 ( 平 17.1.29) 
大 山寺 た いさ ん じ 8.1 | 客 大 4. 2.5| 8043| 仙 昭 27.3.25 
⑱ | 岩倉 「 ub<s 97| 客 | 回 1.8 6| 23398 
石仏 いし ほぼ と け 11.8| 客 大 1.8.6| 3003| 交 、 代 平 16.2.15 
⑪ | 布 人 ほてい 142| 客 | 回 大 1.8.6| 8397 
江南 こう な ん 162| 客 | 回 | 大 1.8.6| 24831 | 上 古 知 野 ( 昭 6.11.10) 
柏 森 か し わ も り 190| 客 | 回 大 1.8.6| 9321| 半 
6 扶桑 ふそう 81.2| 客 | 回 | 大 1.8.6| 5805|⑧ 下 野 ( 招 23.2.1)、⑧ 計 護 大 10 兄 ⑥ 化 ( 伴 73) 
木津 用 水 こつ よう すい 226| 客 | | 大 1.8.6| 1993|@ 昭 19、@ 昭 27.11.18、@ 昭 49.6.1 
犬山 口 いふ や まぐ ち 84.0| 客 大 1.8.6| 1.130|d 昭 44.11.16 
犬山 いぬ や ま 849| 客 18430 | 固 
| 犬山 遊園 いぬ や まゆ うえ ん 86.1 | 客 ] 819 | ④ 昭 19. 昭 62.4.5、③ 犬 山 橋 ( 昭 24.12.1) 
し ん う ぬ ま 客 


と みお か まえ 
ぜん じ の 
に し か に 


871 |⑱ 平 19.8 
602 | ず 昭 42.10.1 
@ 春 里 ( 昭 44.3.16)、⑧ 昭 55.4.29 


4.12.1) ラ イン 遊園 ( 昭 18.11.1)、 
昭 57.11.16、⑱ 平 198.82 
3093 | 今渡 ( 昭 44.1 1.10)、 ず 平 189.21 
5069 | 革新 広見 ( 昭 57.4.1)、 広 見 ( 昭 5.2.16) 
1.804 | 伏見 口 ( 昭 57.4.1) 、⑳ 平 20.6.29 

208 |⑱ 昭 27.3.85 

290 1⑧ 御 高 ( 昭 97.4.1)、⑱ 昭 38.10.1 
1.455 | ⑱ 平 806.29 


ご うど 
みた け ぐ ち 
みた け 


※4.938 | ⑯0.2km 延 伸 ( 平 15.3.67) ※ 名 古屋 市 交 
直通 21.484 人 を 含ま ず 


あじ ま 3662 | 昭 38.4.1 

あじ よし 
か す が い 
うし や ま 
まな い 


2265 | ⑱ 昭 42.10.1、⑱ 平 15.3.27 


1.538 | 補 、⑱ 昭 19、 ざ 昭 28.1 1.24、⑳ 平 4.1.1 
2.198 | ④ 昭 20 頃 、⑱ ぶ 昭 39.5.1 

9499 | ⑳ 新 小牧 ( 昭 20.5.1) る 0.1km 上 飯田 
方 か ら ( 平 1.4.23) 

2388 | ⑱ 昭 19、@ 昭 26.10.11、 昭 42.12.10、 
@ 昭 62.6.14 

3.192 | 人 @ 昭 24.10.1 1、@ 昭 62.6.14、⑳ 平 15.3.27 
4545 | ④⑱ 昭 19.⑧ ス 久保 一 色 ( 昭 40.3.1)、 

人 留 一 車 ( 平 14.4.1) 

2813| ⑳ 平 15.3.27 

3225 | ⑳ 明 治 村 口 ( 昭 60.10.8)、⑳ 羽 黒 ( 昭 41. 
11.3)、 ぷ 平 15.3.27 


こま きぐ ち 


こま き 


こま き は ら 


あじ お か 
つ e | 田 県 神社 前 た が た じん じゃ まえ 


⑥ | 村田 が く で ん 
羽黒 は ぐろ 


( ぐ | 五郎 丸 信号 場 ころ うま る し ん ご うじ ょ う 
⑨ | (犬山 ) 
各務 原 線 


10659 | @ づ ⑳ 新 直 阜 ( 平 17.1.29).⑳ 長 住 町 ( 昭 23.4.18) 
1.389 | @⑳ 平 18.12.18 

1437 | @⑧ 昭 42.2.16 

1,620| 人 平 18.12.12 

1223 | ぷ 昭 42.3.1 

717 | ⑱ 昭 19.⑮ ぷ ⑳ 昭 21.9.15 

852 | ぷ 昭 27.7.16 

3492 1 各務 野 (大 15.7.3) 


ほそ ば た 
きり ど お し 
て ちか ら 
た か だ ば し 
し ん が の う 
し ん な か 

右上 に つづ く 


市 民 公園 前 し みん こう えん まえ 


372 | 岐阜 大 学 前 ( 平 1.7.9)⑳ 農 大 前 ( 昭 29. 

10.1)⑳ 高 農 ( 昭 24.12.1)、⑱ 昭 19、 ざ 

昭 21.9.15、W 昭 43 頃 

9535 | 空 ( 飛 行 場 前 ) 名 務 原 飛行 場 前 ( 平 17.1.29)⑳ 
運動 場 前 ( 昭 35.11.1) 名 務 原 運 動 場 前 ( 昭 24. 
12.1)⑧⑳ 一 脱 隊 前 ( 昭 13.12.1)、@W 平 19.3.6 

2602 | ⑳ 飛 行 団 前 ( 昭 13.12.1)、@ 平 19.2.27 

4458 | 航空 上 隔 前 ( 昭 13.12.1)⑳ 各 務 補 給 部 


各務 原市 役所 削 カカ のみ が は らし や くし ょ まえ 


前 ( 昭 10.8.1)⑳ 各 務 野 ( 昭 6.6.27) 
⑳ 補 給 部 前 (大 15.7.3) 
に じっけん 710|@ 
名 電 各 務 原 めい で ん か か み が は ら 3.168 | ⑳ 二 暗 隊 前 ( 昭 13.12.1)、W 平 19.3.1 
味 ヶ 瀬 お が せ 675 | ぷ 昭 42.2.16 
羽場 は ば 1.114 | ⑱ 昭 19、 作 ⑱ 昭 22.10.15 
鵜沼 宿 う ぬ ま じゅ く 1.175| @ 
⑲ | ( 新 鵜沼 ) 2088 
瀬戸 線 Es 
〇 | 栄町 さか えま ち = 
東大 手 ひがし お お て 1.5| 客 .10. 3.704 | ④⑱ 昭 19、 仙 ⑳ 昭 53.8.20 
清水 し みず 62| 客 ok 8223 | 平 89.30、 仙 平 18.8.8 
尼 ヶ 坂 あま が さか 2.71 客 oY 3042 | ⑳ 平 6.9.30、W 平 18.7.25 
⑪ | 森下 も り し た 3.6| 客 、 6. 2.156 | 平 8.9.30、⑳ 平 18.9.19 
大 貧 根 お お ぞ ね 46| 客 . 3. 1| 27.405 | 忘 、 介 昭 58.8.21 
矢田 や だ 5.9| 客 . 4. 982 | ぷ 
守山 自衛 隊 前 も りや まじ えい た いま え 7.0| 客 、 4. 2.124 | ⑳ 守 山 市 ( 昭 41.3.15)⑯ 守 山 町 ( 昭 30.2.1) 
⑱ 二 十 軒 家 ( 昭 21.6.1)⑳ 職 隊 前 ( 昭 16.2.10) 
各 律 山 ひょう た ん や ま 7.6| 客 . 6. 3934 | ⑮⑱ 昭 19、 仙 昭 21.9.15 
小幡 お ば た 8.6| 客 . 4 11.193 
⑲ | 喜多 山 きた や ま 991| 客 7 5.773 
大 森 金 城 学院 前 お 8BD き AU が KUA ま A | 10.7| 客 、4. 2| 11933 | ⑳ 大 森 ( 平 4.11.14) 
印 坦 いん ば 12.8| 客 12, 4223 | 仙 平 18.8.24 
旭 前 あさ ひま え 13.1 | 客 4.450 | ⑱ 平 18.8.31 
0 尾張 旭 "お わ D あ さ ひ 147| 客 、4. 2| 7576 | 男 立 、③) 較 中 (W46.11.1) ⑱ 缶 (11224)、 
W859.9.1、⑧ 0.2km 大 置 根太 か ら ( 平 6.7.3) 
⑪ 三郷 さん ご う 16.1 | 客 
水野 みず の 18.0| 客 
新 瀬戸 し ん せ と 18.7 | 客 
瀬戸 市 役所 前 せ と し や くし ょ まえ 19.4 | 客 


尾張 瀬戸 。 お わり せ と 


平 50.6. 5 | 新 豊 橋 駅 移転 
どど / 高師 一 尋 硫 局 計 業 ( 雪 道 法 :706Zmm.600 ぴ ) どら 3. ど 1 |!「C カ ー ド manacg 導 入 
月 豊 簿 一 神戸 ( 家 袖 戸 一 三河 田原 商 ) 商 開業 東田 本 線 


師団 口 (愛知 大 学 前 ) 一 高師 商 開 業 大 13. 3.1Z | 豊橋 電気 軌道 株 式 会 社 設立 H 
JO | 神戸 一 田原 ( 更 三 河田 原 ) 間 開業 14。 ZI14 | 駅 前 一 神明 ( 現 新川 付近 ) 一 札 木 十字 路 
14. 5 新 民 橋 ( 現 花田 信号 所 付近 ) 一 師団 口 間 開 業 間 - 神 明 一 柳生 橋間 開業 
{ 上 5 2410 | 三河 田原 - 黒 川原 問 開 業 7Z@1 | 札 木 十字 路 一 赤門 前 ( 現 東 八 町 ) 間 開業 
症 田 | 2.10. 1 | 新 豊橋 一 花田 問 開 業 1225 | 赤門 前 一 東田 間 開 業 
|5. 529 高師 一 黒川 原 間 地方 鉄道 に 変更 昭 14.9.11 | 名 古屋 鉄道 の 系 列 と な る 
| | 小野田 セ メン ト (田原 工場 ) 専 用 線 鉄 道 運 輪 開始 ど 0. 620 | 豊橋 空 本 に より 全線 不通 (20.9.20 全 線 復旧 ) 
65』9 | 新 豊 橋 一 高師 問 地 方 鉄道 に 変更 ど 4. 89. 』 | 豊橋 交通 に 社名 変更 
13』820 | 名 古屋 鉄道 の 系 列 と な る I22S | 市 役所 前 一 赤門 前 間 複 線 化 
15 づ | | 名 古屋 鉄道 と 合併 、 名 古屋 鉄道 淫 美 叉 と な る ど S. 人 47 | 東田 坂上 東田 間 複 線 開通 (経路 変更 ) 
IS6.I5 | 三河 田原 黒川 原 間 休 止 き -17 | 東田 一 競輪 場 前 間 複 線 開 業 
ご 3』0 | 名 古屋 鉄道 か ら 分 離 、 豊 橋 鉄 道 誠 J 美 線 と な る 1020 | 駅 前 一 神明 間 を 広小路 通り か ら 駅 大 通 
9,20 | 三 沼田 原 - 時 川原 間 廃 止 (名 古屋 鉄 道 手続 き ) り に 移設 複線 化 
3Z』3.15 | タブ レッ ト 閉 塞 式 に 変更 6. 7:30 | 東 八 前 前 畑 問 複線 化 
40O 1 | 急行 列車 運転 開始 1030 | 神明 一 市 役所 前 間 を 大 手 通り か ら 新 大 
42 3 | 大 涯 水 駅 構内 豊橋 紡績 引込 み 線 撤去 手 通り に 移設 複線 化 
20]| 高師 一 三河 田原 問 自動 閉塞 式 に 変更 ど ご 3.19 | 前 畑 一 東田 坂上 問 複線 化 
川 5 | 新 豊 橋 高 師 問 自動 閉塞 式 に 変更 8. 722 | 豊橋 鉄道 に 社名 変更 
DC8 1 | 計 師 駅 樽 内 ユニ チカ 豊橋 工場 引込 み 線 廃 上 95・6. 1 | 競輪 場 前 一 赤岩 口 間 開 業 
8 2 1 | 綱 物 営業 廃止 、 小 野田 セメント 専用 鉄道 廃 上 246 828 | ワン マン 運転 開始 
6 81 | 新 嘩 橋 一 大 清水 間 15 分 ヘッ ド と な る 、 急 行 廃止 5 3. 7 | 柳生 橋 支 線 廃 止 
61.6.30 | 冷房 車 導入 57. 731 | 井原 一 運動 公園 前 間 開 業 
は 917 | 列車 無線 設置 平 2.930 | 駅 前 一 新川 間 セ ンタ ー ポ ー ル 化 
平 1。 10 | 全線 15 分 ヘッ ド と な る 727 | 市 役所 前 一 東 八 町 間 セ ンタ ー ポ ー ル 化 
9 ョ /2 | 1500V 昇 圧 、 全 車 冷房 装備 と な る 8 9.。5 | 新川 市 役所 前 間 セ ンタ ー ポ ー ル 化 
11. 1 | ATS 使 用 開始 10。 ら 19 | 豊橋 駅 ペデストリアン デ ッ キ 下 まで 150m 延 長 
12.12.28 有 | 3 靖 編 成 車両 ( 元 東 急 7200 系 ) 運 転 開始 
駅 一 覧 


性 乗 降 客 数 は 平 | 


成 12 年 度 1 日 平均 (平成 21 年 度 輸 送 人 員 は 平成 12 年 度 比 98.39%) 
杜 内 取扱 
る 吉 | mma | 


備 考 
泥 美 線 
ー| 客 | 回 | 昭 210. 1 
0.7| 信 大 14. 5. 1 
1.0| 客 | 〇 | 大 14. 5. 1 


⑦ | 新 豊 橋 し ん と よ は し 17,313| 0.1km 延 伸 ( 平 20.6.5) 
ー| ⑧ 新 豊橋 ( 昭 2.10.1) 、⑧ 花 田 ( 昭 2.10.1)、 
の 昭 19.6.5 0.2km 新 豊橋 方 か ら ( 昭 29, 


〇 | 花田 信号 場 は な だ し ん ご うじ ょ う 
11.21)、 貨 物 駅 ~ 信 号 場 ( 昭 59.2. ) 
910| 婦 


柳生 橋 や ぎゅ うば し 


69g 


右上 に つづ く 


と いけ 


あい ち だ い が く まえ 客 
(高師 ロ )、 人 大 学 前 〒17. 29) 
南栄 みな みさ かえ 321 客 1 〇 | 茹 12 3.804 (病院 前 ( 昭 2o.1.1O) 
⑲ | 高師 た か し 43| 客 | 回 | 大 13. 122| 2.282 | 画 、 全 申 59.2.1 
5 | 芦原 あし は ら 5.3| 客 大 13.128| 579| 戦時 中 人 @ 昭 37.3.15 
| 植田 うえ た 6.3| 客 大 13. 1.22 494 | 立 、 旬 昭 44.4.20 
向ヶ丘 お こう が お か ZN 履 昭 34.11.16 726 
⑲ | 大 清水 お お し みず 85| 客 | 〇 | 大 13.11.22| 3.171 | 代 昭 42.10.1 
④ | 老 津 お いつ 10.7| 客 大 13.11.22| 789|@⑳ 昭 59.2.1、 人 d 平 33.16 
⑨ | 杉山 すぎ や ま 12.7| 客 大 13.1128| 408| 補 、 側 昭 42.10.1、 全 昭 44 4 20 
や ぐま 台 や < くま だい 14.0| 客 大 13.11.29 381 | 開業 時 : 谷 熊 、④⑯ 戦 時 中 @⑳ 昭 48.4 1 
豊島 と し ま 15.6| 客 大 13.11.22 420 | 旬 昭 40.10.1 
⑨ | 神戸 か ん べべ 17.1 | 客 昭 15.19.11 170 信号 場 と し て 開設 、 昭 31.2.21 交 換 可能 
に 、 平 1.7.10 旅 客 駅 に 変更 
④ | 三河 田原 みみ pc ほら 180| 客 | 回 大 !316.10| 8913|@ 田 原 ⑱ 昭 59.2. 
東田 本 線 
| ぇ まき 。 | | 容 | @150m 延 伸 ( 平 102.19) 
駅 前 大 通 えき まえ お お どおり 03| 客 
新川 し ん か わ 06| 客 
札 木 ふ だ ぎ 1.0| 客 
市 役所 前 し や くし ょ まえ 14| 客 ⑳ 公 会 堂前 ( 昭 24.2.14) 
豊橋 公園 前 と よ は し こう ぇ ん まえ | 1.6| 客 ⑳ 体育 館 前 ( 平 8.6.])、③ 球 場 前 ( 昭 38.9.]) 
東 八 町 ひがし は っ ちょ う g.1 | 客 赤門 前 
前 畑 まえ は た 65| 客 
⑪ | 東田 坂上 あず まだ さか うえ 88| 客 
l 田 あず まだ 8 ed 
けい りん じょう まえ 客 
⑧) い は ら RE 客 . 
〇 あか いわ ぐち 48| 客 昭 35. 6. 1 
ma a 
運動 公園 前 うん どう こう えん まえ | 0.6| 客 昭 57. 731 


愛知 環状 鉄道 


沿革 年 表 
| 国鉄 岡 多 線 岡 崎 北 野 樹 塚 間 開業 (1067 昭 63.1.31 
| mm 内 燃 貨 物 専業 ) 平 13:18:29 
T51426 | 北野 机 捧 - 新 豊田 間 開 業 、 旅 客 営業 開始 16.10. 3 
60 1 1 | 北 還 和 北野 電 可 牧人 廃止 il5 
] eT 918 | 所 知世 状 鉄 道 株 式 会 社 設立 1710. 1 


岡崎 高蔵寺 間 開 業 (1067mm.1500V) 
中 岡崎 - 北 岡崎 問 北野 剛三 河上 失 間 居 線 化 
瀬戸 市 高蔵寺 間 複 線 化 

東海 道 本 線 と 共用 し て いた 岡崎 駅 構内 を 別 線 化 


JR 中 央 本 線 名 古屋 直通 運転 開始 
次 責 に つづ く 


09¢ 


肝 so 127 | 三河 豊田 一 新 豊田 間 複 線 化 平 84 3 17 | 休日 の 中 央 本 線 直 通運 転 廃止 
_ 92- 4: A 回 崎 一 北周 崎 間 JR 貨物 第 2 種 鉄 道 事業 話 止 
駅 一 覧 回 と) ※ 乗 障害 穫 は 平成 3 年 度 1 日 平均 (百人 単位 ) 
mene Le RO 本 者 
© 固 崎 お か ざき 回 E45.10. 1| 8.700 
© | 六 名 むつ な 1.7 に 回 63. 131| 1.000 
中 岡崎 な か お か ざき 34| 客 | |851、426| 8800 
北 回 崎 きた お か ざき 53| 客 |O | 皿 46.10. 1| 3300| 貨 一 搬 ( 昭 51.4.26) 
大 門 だ いも ん 65| 客 |O 1 昭 63. 131| 1.900 
北野 概 家 きた の ます づか 87| 容 |1 〇 | 皿 4510. 1| 1.5001 脅 昌 
三河 上 用 みか わか みこ う 10.7| 客 |O | 四 51、 426| 1.600 
永江 え か く 12.4| 容 51. 426 400 
未 野原 すえ の は ら 140| 客 |O | 昭 63. 131| 1.800 
三河 豊田 みか わ と よ た 15.9| 客 | 回 | 昭 51. 426| 9.500 
新 上 学 母 し ん うわ ころ も 17.6| 客 |O | 本 63 131| 1.000 
新 環 田 し ん と よ た 19.5| 客 | 回 1、 426| 11.500 
要 環 梅坪 。 あい ひん うめ つぼ 21.5| 客 | 〇 | 上 拉 17. 3. 1| 1.700 
© | 四 用 し こう | 235| 富 | 〇 | 怠 S3. 131| 1、100 
中 津 か いつ 265.5| 客 | 〇 | 平 17. 3. 1| 1.000 
保 見 ほ み 268| 客 |O | 較 63. 1.31| 1.200 
| 毎 原 ささ ば ら e292| 客 昭 53. 1.31 00 
八草 や くさ 31.9| 客 | 回 [863. 131| 4.800| ⑤ 万 請 草 (和平 17.10.1)、 交 換 可能 化 ( 平 16.11.24) 
人 ル 草 ( 平 16.10.10) 
© | 山口 や まぐ ち 346| 客 | 〇 | 臣 53. 1.31| 2.100 
© | 河戸 品 せ と ぐ ち 36.7| 客 | 回 | 罰 63. 131| 3.500 
(⑦ | 酒 戸 市 せ と し 39.1 | 客 | 回 |S3. 131| 5200 
| 中 水野 な か みず の 419| 客 | 〇 | 切 53.131| 2900 
〇 | 高 茂 = = っ ゃ 5 453| 客 | 回 ms3. 131| 10.100 


平 17. 3 6 | 藤が丘 一 万 博 八 草 ( 現 八 草 ) 間 開業 
8.25 | 2005 年 日 本 国際 博覧 会 (愛知 万 博 ) 開 幕 


※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


は な みす さ 通 は な みす きど お り 
私 ケ 池 公園 いり が いけ こう えん 
長久 手 古 戦 場 な が なく て こせ ん じょう 


右上 に つづ く 


芸大 通 げ い だ い ど お り 4.5| 客 平 17.3.6| 1.740| 区 

公園 西 こう えん に し 6.0| 客 平 17. 3.6| 816 

愛 地 域 博 記 念 公国 55 き ew38< き ak< う 私 | 7.0| 客 | 〇 | 平 17. 3. 6| 4.523 万 博 会 場 ( 平 18.4.1) 
陶磁 資料 館 南 と うじ し りょう か ん みな み | 8.0| 客 平 17. 3. 6 173| 日 園 

八草 や くさ 89| 客 | 回 平 17. 3. 6| 5.901 | 万 博 八草 ( 平 184.1) 


名 古屋 市 交通 局 


沿革 年 表 
昭 38-11.15 
35. 6.15 
S8・ 4. 1 
40.10.15 
42. 3.30 
44. 4 1 
46. 3:29 
12:20 
49. 3.30 
50. 6.25 
51.11.29 
52. 3.18 
53-10. 1 
54 789 
SS ナ 1 
56.11:27 
57- 981 
S9: S.6 
60 4 1 
駅 一 覧 


mea 0 | 


東山 線 名 古屋 一 栄町 ( 現 栄 ) 間 開業 平 1.6.10 | 名 城 線 2000 形 冷房 車両 就役 
東山 線 栄町 一 池下 間 開 業 9r10 | 桜通 線 中 村 区 役所 一 今池 間 開 業 
東山 線 池 下 一 東山 公園 間 開 業 5 8-12 | 鶴舞 線上 小田 井 一 庄内 緑地 公園 間 開 業 、 
名 城 線 栄町 一 市 役所 間 開 業 名 鉄 犬山 線 と 相互 直通 運転 開始 
東 線 東山 公園 星ヶ丘 問 . 名 城 線 栄 金 山間 開業 6- ら .16 | 桜通 線 ワ ンマ ン 運 転 開始 
東 弧 名 古屋 - 中 村 公国 周 星 ヶ - 衣 ヶ ( 鞭 が 間 開 業 330 | 桜通 線 今池 一 野並 間 開 業 
名 城 線 ( 現 名 港 線 ) 金 山 一 名 古屋 港 間 開 業 12179| 4 号線 大 曽根 一 砂田 橋間 開業 
名 城 線 市 役所 一 大 曽根 間 開 業 442 | 車両 冷房 化 率 10096 を 達成 
4 号線 金山 一 新 瑞 橋間 開業 IS5. 3.27 | 上 飯田 線上 飯田 一 平安 通 間 開業 。 名 鉄 
名 古屋 駅 冷房 開始 小牧 線 と 相 直 開始 
自動 改札 機 導入 開始 ( 昭 54.3.29 設 置 完了 ) 12.13 | 4 号線 砂田 橋 一 名 古屋 大 学則 開業 
准 舞 線 伏 見 一 八事 間 開 業 16-10. 6 | 4 号線 名 古屋 大 学 一 新 瑞 橋 問 開 業 。 名 城 線 と 
答 舞 線 八 事 一 赤池 間 開 業 4 号線 を つない だ 環状 部 の 愛称 を 名 最 線 と 
名 鉄 豊田 新 線 ( 品 豊田 線 ) 開 業 に より 、 相 直 開 始 し 、 金 山 一 名 古屋 港 間 を 名 港 線 と する 
東山 線 5000 形 冷房 車 就役 20- 326 | 東山 線 N1000 形 就役 
鶴舞 線 浄 心 一 伏見 問 開業 2. 7. 5 | 桜通 線 6050 形 就役 
東山 線 中 村 公園 一 に 23- ll | IC カ ー ド シス テム minaca 導 入 、 
観 舞 線 庄内 緑地 公園 一 浄心 問 開業 
生ま 


※ ぶ 乗降 客 致 は 平成 19 年 度 1 日 平 汽 (都市 交通 年 報 より 作 再 ) 


便 圭 


た か ば た 、 9. . 回 
は っ た 

いわ つか . . 9 640| % 
な か むら こう えん 


な か お ら に っ せき 
ほん じん 、4. 1 Eo 
か めじ ま 
な ご や 
ふし み 
さか が え . 


回 | 昭 32.11.15|*243.707 | 立 ( 那 古野 ) 、※ 全 通 遇 到 青 4.383 人 今 
|[ 昭 32.11.15 |※104.454 | 伏見 町 ( 昭 4 1.6. 1 ) ※ 胃 螺 東吾 3 つ 239A 令 


回 [ 虹 32.11.15| #216.622 | 呆 町 ( 昭 41.6.】) ※ 基 授 線 票 手 プ 0.879 人 き 
次 責 に つづ ぐ 


[に さら 「 と 4 
し プレ し た 
か く お う ざん 


726/ 客 / 所 [B35. 6.15| 28.592 
13.2| 客 / 回 [ 昭 38. 4. 1| 17.741 


も も とやま 14.2| 客 / 周 [ 昭 38. 4. 1|※61.575| ※ 名 域 線 乗 換 40.256 人 含 
| 標 7 公 園 | ひがし や まこ ラ ぇ ん | 75.】 / 客 / 避 務 38 4 1 13815| 次 (唐山 ) 
ほし が お か 16.2| 客 | 回 | 昭 42. 330| 49586 
いっ し ゃ 1Z5| 客 | 回 | 昭 44. 4 1| 87.770 
か みや し ろ 18.6| 客 | | 昭 44. 4. 1| 21.545 
ほん ご こう 193| 客 | 司馬 4 4 1| 22349 
| 藤が丘 ぷ じ が お か 60.6| 客 | [ [gaa 4. 1| 55300 園 、③ 藤 ケ 丘 ( 平 16.106) 


| 名城 線 


か な や ま 当 | 客 | 回 | 昭 42 330|*]48369 ※ 新 瑞 橋 方 面 乗換 32.448 人 含 
ひがし べつ いん 0.7| 客 | 回 | 昭 42. 330| 12.092| 次 (前 津 ) 
上 前 津 か み ま え づ 1.6| 客 | 世 | 昭 42. 3.30| 84.459| ※ 箇 折 果 換 59.426 人 信 
矢場 町 や ば ちょ う 63| 客 | 回 | 昭 42 330| 56014 
テマ さか え 30| 客 | | 昭 40.10.15| き 138.765 | ⑧ 栄 町 ( 昭 41.6.1) ※ 東 山 線 乗 換 69.310 人 含 
久屋 大 通 ひさ や お お どおり 34| 客 | 回 平 1. 9.10|※39.395 | ※ 桜 通 線 乗 換 21.059 人 含 
市 役所 し や くし ょ 43| 客 | 回 | 軌 40.10.15| 39574 
名 城 公 園 めい じょう こう えん 54| 客 | | 昭 46.12.20| 9049 
黒川 くろ か わ 64[| 客 | 回 | 昭 46.1220| 26550| 立 
志賀 本 通 し が ほん どおり 74| 客 | | 昭 46.1220| 12009 
平安 通 へ いあ ん どおり 82| 客 | 回 | 昭 46.1220|※38.140 | ※ 上 飯田 線 乗換 10.832 人 含 
大 菅 根 お お ぞ ね 898| 客 | 回 | 昭 46.1220| 32794 
ナゴヤドーム 角 交 田 な ご や どー- む まえ や だ | 97| 客 | 回 | 平 12 1.19| 17060| 園 
砂田 橋 す な だ ば し 106| 客 | 回 | 上 料 12. 1.19| 12904 
茶屋 ヶ 坂 、 ちゃ や が さか 11.5| 客 | 回 平 151213| 11475 
自由 ヶ 丘 " じ ゆ う が お か 127| 客 | 回 詳 15.12.13| 11510 
本 山 も と や ま 14.1 | 客 | 回 | 平 15.12.13| を 49.600 | ※ 東 山 線 和栗 換 43.830 人 信 
名 古屋 大 学 な ご や だ い が く 15.1| 客 | 回 平 ]5.12.13| 17867 
八事 日 赤 や こと に っ せき 162| 客 | 回 平 15.1213| 11.136 
八事 や ご と 172| 客 | 加 | 理 5.12.13|%35.0] 1 | ※ 碧 舞 線 乗換 22.933 人 人 
& り WU ター ちこ 5D は Unth ん た - | 185| 客 | 回 上皇 15.12.13| 526g 
瑞穂 運動 場 東 みず ほう ん どう LSO が し | 195| 客 | 回 平 15.1213| 7407 当 (山下 通 ) 
新 瑞 橋 あら た ま ば し 20.7| 客 | 回 | 昭 49. 330|30.346 | 桜通 線 乗 換 16.360 人 肪 
妙音 通 みょう お ん どおり ど 1.4| 客 | 回 | 昭 49. 330| 3828| 導 ( 堀 田 ) 
ほり た 客 | | 昭 49 330| 137g2 
て ん まち ょ う 客 | 回 | 昭 49. 330| 13051 
じん ぐう に し 客 | 回 | 昭 49. 330| 7015 


と 目 避 [ 局 っ ) ら 7 


192 
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六 ろく ば ん ちょ う 
⑪ | 東海 通 。 と 5 か uesp 
港 区 役所 みな と く や く し ょ 
築地 口 つき じ ぐ ち 
( 〇 | 名 古屋 港 な こ ゃ こう 
鶴舞 線 
| 上 小田 井 か みお た い = 宮 | ロ 隔 5 812|%48827 ※ 名 古屋 鉄道 直通 35.392 人 含 
⑪ | 庄内 緑地 公園 L。3gup<5c3 え | 14| 客 | 回 I 隊 9 96| 7777 
庄内 通 し ょ うな い ど お り 8.7| 客 | 回 | 較 59.9. 6| 12001 
⑪ | 浄心 じょう し ん 4.1| 客 | 回 | 申 6.11.27| 12813 
浅間 町 せん げん ちょ う 49| 客 | 回 | 昭 6.1127| 8623 
| 丸の内 まる の うち 6.3| 客 |g | 昭 56.11.27|%32.625 | ※ 桜 通 線 乗換 18.351 人 肪 
伏見 か し み 7.0| 客 | 回 | 照 52. 3.18|※73.480 | ※ 東 山 線 乗換 46.587 念 
大 須 観 音 お お すか ん の ん 78| 客 | 回 | 昭 52. 3.18| 14257 
上 前 津 か み ま え づ 8.8| 客 | 回 | 昭 P8 3.18|※75847 | ※ 名 城 線 乗 換 61.916 人 含 
ND) 鈴 舞 つる まい 9.7| 客 | 回 | 昭 52. 3.18| 24690 
荒畑 あら は た 11.0| 客 | 回 | 昭 52. 3.18| 7905 
御器所 でき そ 11.9| 客 | 回 | 昭 52. 3.18|※45.847 | 区 ※ 桜 通 線 乗換 35.422 人 念 
川名 か わな 13.1 | 客 | 回 | 昭 52 3.18| 9521 
いり な か いり な か 14.1| 客 | 回 | 昭 52. 3.18| 14558 
| 八事 や ご と 15.0| 客 | 回 | 昭 52. 3.18|※32.430 | ※ 名 城 線 乗 換 23.705 人 含 
塩釜 品 し お が まぐ ち 16.4| 客 | 回 | 昭 53.10. 1| 25267 
植田 うえ だ 17.6| 客 | 回 | 昭 53.10. 1| 16636 
原 は ら 18.4| 客 | 回 | 昭 53.10. 1| 22572| 次 ( 天 白 ) 
平針 ひら ば ぼり 19.3| 客 | 回 | 昭 53.10. 1| 16.171 
8 赤池 あか いけ 80.4 | 客 | 回 | 昭 53.10. 1|*63.100| 男 、 *※ 名 古屋 鉄道 直通 42.039 人 含 
桜通 線 
〇 | 中 村 区 役所 な か お らく や < しょ 
名 古屋 な ご や ※]00.209 | ※ 東 山 線 乗 換 4.466 人 含 
国際 セン ター こく < さい せん た 一 
| 丸の内 まる の うち 
久屋 大 通 ひさ や お お どおり 
高岳 た か お か 
車道 くる まみ ち 


いま いけ 


議 東 山 線 乗 換 34.143 人 含 


ふき あげ 回 
で ご き そ a ※ 礁 舞 線 乗換 34.240 人 含 
で くら や ま 回 
瑞穂 区 役所 みず ほ く や くし ょ 0 
瑞生 運動 場 西 みず ほう どう LS に し | き 、⑧ 瑞 穂 運 動 場 ( 平 18.10.6) 
あら た ま ば し 回 | | 平 6. 330|※25.006 | ※ 名 城 線 乗 換 16.950 人 含 
さく ら ほ ん まち 1e8| 客 | 回 \ 6.330| 7378 
つる さと 138] 客 | 回 『 6.330| 5089 
の な み 148| 客 | 回 キ 6.330| 31637| 
な る こき た 16.0| 客 | 回 |\23. 327 
あい お いや ま 168| 客 | 回 23. 327 
か みさ わ 18.3| 客 | 回 23. 327 
と くし げ 19.1| 客 | 回 |\63. 3.27 回 
か みい い だ ー| 客 | 回 | 平 15. 327|\27.59] | ※ 名 古屋 鉄道 直通 23.871 人 含 
へ いあ ん どおり 08| 客 | 回 | 平 15 3.27 | ※25.591 | ※ る 名城 線 乗 換 26.896 人 含 


平 6 4 名 古屋 ガイ ドウ ェ イ バス 株 式 会 社 設立 
1025 


名 古屋 ガイ ドウ ェ イ バス 
沿革 年 表 


平 10. 1 | 名 鉄 /( ス 、 ジ ェ イ アー ル 東 海 バス が 運行 か ら 荒子 川 公園 あら こ が わ こう えん 
大 堅 根 一 小幅 緑地 問 特 許 撤退 、 運 行 は 名 古屋 市 交通 局 の み と な る 稲永 いな えい 
12015 | 愛称 「 ゆ と り 一 と ライ ン 」 を 公表 3 1 | IC カ ー ド シス テム manaca を 導入 潮 凪 信号 場 し お な ぎし ん こう 3 じょう 信 
13. 323 | 大 曽根 一 小幡 緑地 間 開 業 4 3.31 | 路線 バス 区 間 の バス 停 の 接近 案内 運用 停 上 | 野 跡 の せき 客 
※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 | 金城 ふ頭 きん じょう ふと う 客 
備 考 


名 古屋 臨海 高速 鉄道 


沿革 年 表 


国鉄 東海 道 本 線 の 貨物 支線 と し て 笹島 
貨物 一 西 名 古屋 港 間 西 名 古屋 港 線 開業 
名 古屋 貨物 ター ミナ ル 開 業 

笹島 貨物 廃止 、 起 点 が 名 古屋 に 変更 
西 名 古屋 港 線 は JR 東 海 が 第 1 種 鉄 道 事 
業者 、JR 貨 物 が 第 2 種 鉄 道 事業 者 と な る 
名 古屋 臨海 高速 鉄道 株 式 会 社 設立 

名 古屋 一 名 古屋 ター ミナ ル 間 1500V 電 化 


に 9 駅 名 
〇 ① | 名 古屋 な ご や 
ささ し ま ラ イブ ささ し ま ら いぶ 
1) | 衝 島 信号 場 ささ ぐし ま UAC う bj5 


小 本 こも と 
荒子 あら こ 
| | 結 証 塊 りー ミナ ルル な ご や か も つた 一 み な る 
南 荒子 みな みあ ら こ 
中 島 な か じ ま 


名 古屋 競馬 場 前 な ご や けい ば じょう まえ 


JR 東海 と JR 貨物 が 名 古屋 資 物 ( タ )ー 

西 名 古屋 港 間 廃 止 

公募 に より 愛称 が 「 あ お な み 線 」 に 決定 
名 古屋 金城 上 頭 問 開業 (1067mmr.1500V)、 
JH 東海 の 名 古屋 名 古屋 貨物 ( タ ) 間 廃 上 

私 的 整理 の 一 種 で ある 事業 再生 ADH を 申請 

IC カ ー ド シス テム manaca 導 入 


※ 乗 降 客数 は 平成 3 年度 1 日 平均 


備 考 


ナ ゴ ド ドー) 條 穫 な こ や と ー む まえ や だ 
砂田 橋 


が わ み や 
か わ む ら 


し ら さ わけ いこ く 
お ば た り ょ く ち 


平 13. 


す な だ は ば し 平 13. 
守山 も りや ま 
守山 市 民 病 院 も の ゃ まし #4 びら らい 


3.23 
323 


東海 交通 事業 
沿革 年 表 


昭 37. 512 | 鉄道 建設 


SI. 3 一 | 勝川 に 枕 柱 島 間 着 工 
63。 8@.18 | 東海 交通 事業 株 式 会 社 設立 
駅 一 覧 


尾張 星の宮 お わら ほし の みや 
小田 井 お た い 
ひら 


か ち が わ 


電 議 会 が 敷設 予定 鉄道 線路 に 指定 平 112.15 鉄建 公団 と JR 東海 が 建設 工事 再開 
3.12. 1 
5 3.18 | 尾張 星の宮 - 相 李 島 間 開業 


勝川 尾張 星の宮 則 開 業 (1067mm. 内 燃 ) 


JR 東海 ※ 乗 隆 容 数 は 平成 19 年 度 1 日 平均 (部 市 交通 年 報 


より 作製 ) 


に お ぁ さ 全 


EAS 守る も 首 株 会 社 度 1 昭 44- 6.25 | 南港 一 知多 間 開 業 
奈 浴 縮 移 寺 一 東 浴 千 : 阿 和 刀 線 東 浴 一 阿 和 5Z 26 | 東 築 線 東 港 一 名 電 築 港 問 開業 
末 千 深見 打線 東港 一 次 見 打 周 研 業 61711 | コン テ ナ 輸 送 開 始 


昭 "3" 98o | 三 岐 鉄道 株 式 会 社 設立 平 9 4 1 


軸 転 車 持ち 込み 可能 列 卓 の 運転 を 本 始 
723 | 富田 一 東 藤 原 間 開 業 ( 067mm 蒸 気 : 内 燃 ) 


2 24 中 部 国際 空港 向け の 埋立 キ 砂 輸送 本 始 


1223 | 東 藤 原 一 西 藤原 間 開 業 ( 平 14.12.21 ま で ) 
リ (706Zmm- 内 燃 ) 平ら 1・ 3.14 昭和 町 線 の 定期 列車 設定 が 消滅 8 1.・ ら | セメント 輸送 開始 20.11.29 近鉄 富田 駅 西口 新 駅 舎 ( 三 岐 管理 ) 使 用 開始 
訂 浴 線 東港 一 所 港 ( 喝 名 古屋 府 資 物 ) 問 闘 業 et a 27.12 有 | | 国鉄 四日市 へ の 気動車 乗入れ 開始 北勢 鉄道 一 三重 電気 鉄道 三重 交通 一 近鉄 一 三 岐 
※ 信 還 は 平成 18 年 度 1 日 29 329 | 電気 運転 開始 (貨物 列車 の み ) 大 1 810 | 北 勢 鉄道 株 式 会 社 設立 
匠 = FEH ES 人 凍 ① | 備考 91.1885 | 旅客 列車 の 電車 運転 を 開始 3- 4 5|| 大 山田 (本 梨 名 )- 多 原 問 開業 (782mm 某所 
6 “ 35.1g.8 | 旅客 列車 の 全 列車 電車 化 完了 4 8'5 | 西 桑 名 桑名 町 ( 後 の 桑 名 京 橋 ) 間 開業 
か さ で ら ー 39.10。1 | 国鉄 四日市 へ の 気動車 乗入れ 廃止 5. 8 6 | 壮 原 一 阿 下 宮東 ( 後 の 六 石 ) 間 開業 
と うこ う 38| 頁 | 〇 Im40.8a0| 。 51 昌男 45. 625 | 近鉄 連絡 新 線 開業 昭 6 7 8 | 阿 下 斉 東 一 周 下 喜 間 開業 、 全 線 600V 電 化 
107| 頁 | 43 9 1| 2016| る 証 屋 10.103).@ 南 (W58.10) 46.415 | 三 岐 朝明 近鉄 富田 問 列車 無線 使用 開始 9. 6227 | 北勢 電気 鉄道 に 社名 変更 
15.1| 貨 | 44 625| gal | | 計上 - 東 原 間 お よび 近 多 憲三 朝間 自 19。 2.11 三重 交 朋 に が 
昭和 町 線 動 閉塞 化 、 列 還 入 中 制御 装置 (CTC) 化 完成 20. 719 | 桑名 町 - 西 生 名 問 戦災 に て 休止 
い © | (東港 ) ー 57・720 | 枕木 プレ スト レス トコ ンク リー ト (PC) 化 完了 ー 2323 桑名 京橋 西条 名 問 営業 再開 
〇 | 昭和 町 し ょ っ p ま 5 11| 貨 | maao| ea 60.314 | 富田 - 三 岐 朝明 間 旅 客 営 業 休止 29.10:28 | 750V 昇 圧 
汐見 町 線 5.16 | ワン マン 運転 開始 (貨物 ) 36.11.1 | 桑名 京橋 - 西 委 名 間 廃 上 
ー 61.3. 1 | 手 小 荷物 営業 廃止 39- 9. 1] | 三重 交通 が 鉄道 全線 を 三重 電 気 鉄道 に 禁 渡 
ぶな みち ょ う 09| 貨 | |0. 820 0 4 1 | 計 H- 東 原 問 動車 信 上 装置 (ATS) 設 置 40.4.] | 近鉄 が 三重 電気 鉄道 を 合併 
し お みち ょ う 30| 貨 | | 呈 40 gzo 0 1223 | 東 藤 原 一 西 藤原 問 自動 閉塞 式 に 変更 41.10. 1 | 貨物 営業 廃止 
東 築 線 62:12:22 全線 に ATS 設 置 53. 826 | 単線 自動 閉塞 式 に 変更 、ATS 導 入 
© | (東港 ) = 63. 1. 7 | ワン マン 運転 開始 (旅客 ) 平 4 918| ワン マン 運転 開始 
〇 | 名 電 築 港 ゅ いで ん ちっ こぅ 13| 折 隊 57. 426 0 平 @11. 8 | 炭酸 カルシ ウム フラ イア ッシュ (石炭 広 ) 15. 4 1 | 三 岐 鉄道 に よる 北勢 線 の 運行 開始 
輸送 開始 20.12. 4 | 西 別所 変電 所 . 麻 生田 変電 所 を 廃止 、 北 
衣浦 臨海 鉄道 6.12. 3 | 最高 速度 を 7Okm/h に 変更 
沿革 年 表 


大 社 変電 所 の み の 運 用 に 
9 3.18 | 全 列 車 ワン マン 運転 開始 

昭 464』B | 衣浦 臨海 鉄道 株 式 会 社 設立 平 18. 4 1 | 碧南 線 碧 南 市 権現 崎 間 3.1km 廃 止 、 駅 一 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 24 年 4 月 20 日 調査 

50 II5 | 財田 東生 (1067mm 内 ) 半田 線 新 半 田 駅 (東成 岩 か ら 1 6km)、 7 CE 

52. 5.25 翌 南 線 東浦 一 権現 崎 間 開 業 碧南 線 高浜 市 (東浦 か ら 5.2km) 廃 止 三 岐 線 

駅 一 覧 ※ 発 着 量 は 平成 3 年 度 1 日 平均 富田 と み だ | -[ 貨 [回 悦 6 7g8 
ーー 回 開設 年 月 日 | 発 半量 (①) 備 者 〇 | = 最 電 明信 呈 場 さん papLAc う Cs う | 10| 信 | 25.1030 ー| 人 留 一 車 ( 昭 45.6.25)、 平 1.4.1 
半田 線 め | 大矢 知 お お や ち 25| 客 | 〇 | 陣 6.723 
Me ひがし な ら わ ー| 資 B50.11.15 ー ② | 平津 へ いづ 4.1| 客 | 委 | 賠 6.723| 336|@ 昭 41 フ 1 
④ | 半田 坦 頭 。 は ん だ ふと う 9 開店 の 暁 学園 前 "あか っ き が < えん まえ | 5.3| 客 | 〇 | 昭 6.723| 3587| 立 、③ 音 生 ( 昭 40.8.21) 昭 409.1 
碧南 線 ⑨ | 山城 や まじ ょ う 70| 客 | 〇 | 阿 6. 783| 895| 昭 (49.7.1) 
〇 | 東浦 ひがし うら ー| 次 軌 52 525 ー ⑲ | 保 々 ほぼ 9.5| 客 | 〇 上 RI 
© EE へ き な ん し 83| 貨 | 回 | 招 52 525| 617 北勢 公園 中 央 口 ほ <uc5 私 ちゅ 383<5 | 11.2| 客 675 | 電路 2 ら 


次 買 に つづ く 


E9Z 


乗降 
客数 () 


① | 三里 みさ と 

④ | 丹生 川 に ゅ う が わ 
© | 伊勢 治田 いせ は っ た 
① | 東 藤 原 ひがし SU じ わ ら 


西野 万 に し の UD 
西 藤原 に し ふじ わら 


⑲ | 馬 道 うま みち 客 
西 別所 に し べ っ し ょ 客 
蓮花 寺 れん げじ 客 

⑨ | 在 良 あり よし 客 
星川 ほし か わ 客 

© | 七 和 な な わ 客 
穴太 あの う 客 

つ e | 東員 と うい ん 客 

〇 | 北大 社 信号 場 きた 8 お や L ろ LA ご うじ よう 客 

⑨ | 大 泉 お お いずみ 客 

e | 壮 原 そ は ら 客 
麻生 田 お うだ 客 

あげ き 客 


321 | ⑧ 昭 45.7.1 
788 | @⑧ 昭 39.3.11⑧ 大 井田 ( 昭 61.3.25) 
W 昭 61.3.25(0.1km 西 藤原 方 か ら ) 


650 | @=E(B436.1)®M524.11@ 短 (861325) 


850| 京 、 昭 48.12.1 1、 び 昭 61.3.1 
465 | ⑳ 昭 61.3.1、W 昭 61.5.16 


※ 乗 降 客数 は 平成 24 年 5 月 1 7 日 調査 


4.119| @ 大 山田 ( 昭 4.8)、 和 0.1km 短 編 ( 昭 58.5.11) 
905| 平 18.3.1 
286 | 平 8.4.1 
700| ⑱ 昭 53.8.1 
242 | 昭 54.2.1 


567 | 0.6km 阿 ト 喜 方 か ら ( 昭 38.9)、 側 平 12.3.1 
680 | @ 昭 48.9.20 


国鉄 伊勢 線 南 四日市 一 津 間 開 業 
59'6.22 | 第 2 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
61. 9. 4 | 第 2 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ の 
転換 を 決定 


0 | 伊勢 鉄道 株 式 会 社 設立 
62. 327 | 河原 田 一 津 問 開業 
平 !, 12! | 鈴鹿 駅 に 〈 南 紀 〉 停 車 化 


平 2 2 1 | 最高 速度 95km/h に 変更 


810 | 快速 < みえ 運転 開始 


8. 98.16 | 快速 くみ え 〉 110km/h 運 転 開始 


5 3 7 | 河原 田 一 玉垣 間 複 線 化 、ATS と 列車 無 
線 を 導入 
7 4 | 玉垣 一 中 勢 古 間 複 線 化 
。 7 | イセ 中 形 営業 運転 開始 


駅 一 覧 園 =JR 東 海 : 近 鉄 MGT OA OAH 


河原 田 か わら だ 客 ※ の の 7 | ※ 通 周 客 含ま ず 
鈴鹿 すず か 3.8| 客 
玉垣 た ま が き 7.0| 客 
4 詳 サ - キ 小生 すめ の さ - き っ と い の う 5 | 9.1| 客 
と くだ 11.1| 客 
な か せこ 12.7| 客 
いせ うえ の 14.0| 客 
か わ げ 16.4| 客 
ひがし いっ し ん で ん | 19.4| 客 
っ 22.3| 客 


昭 31・320 | 国鉄 樽見 線 大 垣 一 合流 口 間 開業 昭 59:10. 6 | 大 垣 一 神 海 間 開業 


33. 4:29 | 谷 波 ロ ロー 美濃 神 海 ( 現 神 海 ) 間 開業 61.11.18 | 神 海 一 樽見 間 免 許 
47. 3.14 | 蒸気 機関 車 の 運転 終了 8831 大 垣 一 本 巣 間 自 動 閉塞 式 に 変更 
56: 9.18 | 第 一 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 平 1.325 | 神 海 一 樽見 間 開 業 
58.11.10 | 第 3 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ の 12 | 本 巣 一 樽見 間 自 動 閉塞 式 に 変更 
転換 を 決定 18。 3.28 | 大 垣 一 本 巣 問 貨物 列車 の 運転 が この 日 
59. 2 1 | 樽見 鉄道 株 式 会 社 設立 限り で 終了 
駅 一 覧 Es: EE .3%) 


お お が き 
ひがし お お が き 8 6 276 | ⑳ 昭 39.8.20⑳ 留 一 車 ( 功 59.10.6)⑳ 茹 63.10 
よこ や 
じゅ うく じょう 
みえ じ 
きた が た まく わ 
も られ ぎふ 
いと ぬき 


も と す 33 374 | 日 男 、 美濃 本 巣 ( 昭 59.10.6)、 平 18.4.1 
織部 お り ベ 

木 知 原 こち ば ら 

合流 口 た に ぐみ ぐち 


こう み | . 4 128 | ⑧ 昭 49.10.1⑧e 美 濃 神 海 ( 招 59.10.6) 


次 記 に つづ 


ーー に ーー 


。 GO ET AR SW27! 


長良 川鉄 道 


沿革 年 表 


大 18.10. 5 | 美濃 太田 一 美濃 町 ( 品 美濃 市 ) 問 開業 昭 8W 227 | 第 2 回 政 議 会 に て 第 三 セ クタ ー 多 門 へ の 
15: 7.15 | 美濃 町 - 板 取 口 ( 品 湯 の 洞 温泉 口 ) 間 開業 転換 を 決定 
人 語 知 線 天 丼 (gm 束 著 ) 阿木 間 開 業 昭 59.168] | 第 2 層 識 人 に て 第 ニセ クタ ー 鈴 道 へ の 転換 を 決 昭 8. 410 | 板取 ロー 美濃 洲 原 ( 匠 母 野 ) 間 開業 8.28 | 長良 鉄道 株 式 会 社 設 立 
、 回 木 一 岩村 癌 開業 60.51 | 明知 鉄道 株 式 会 社 設立 10. 9 | 美濃 洲 原 一 美濃 下川 ( 更 大 矢 ) 間 開業 12.11 | 美濃 太田 一 北 濃 間 開業 
圭 料 一 明知 ( 明 鉛 ) 間 開業 1I'16 | 恵那 明知 問 転換 開業 8.5.』6 | 美濃 下川 - 深 戸 間 開業 平 2 620 | 関 - 美 濃 白 鳥 間 自 動 開 寒 式 に 変更 。 列 還 
買物 営業 廃止 平 4 415 | < ヘル シー トレ イン > 運転 開始 4.18. 8 | 深 戸 一 郡上 八幡 間 開 業 無線 導入 
第 一次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 I6_3.30 | 特殊 自動 閉塞 式 に 変更 77:9 | 郡上 八幡 一 美 濃 弥 冨 ( 更 郡 上 大 和 ) 間 開業 3, 1.22 | 美濃 太田 一 関 較 自動 閉塞 式 に 変更 
荷物 営業 廃止 88、3.18 | 急行 「 大 正 ロマ ン 号 」 運 転 開始 8 7. 5 | 美濃 弥富 美濃 白鳥 間 開 業 4 429 | トロ ッ コ 列車 運転 開始 
乗降 客数 は 平成 63 年 度 1 日 平均 9 8.16 | 美濃 白鳥 一 北 濃 間 開 業 9.10。 1 | 快速 列車 運転 開始 
る 市 | 、| 備 ぎ 41.10. 1 | 名 古屋 - 北 濃 間 急行 「 お くみ の | 運転 開始 TO.1O 1 | 日 中 の 快速 を 廃 上 
えな ー| 客 | 回 | 困 8.524| 887|③ 大 井 ( 昭 38.11.1) ( 昭 44.9.30 ま で ) ll 9.15 | 台風 16 号 に より 自然 園 前 付近 で 道 床 流失 、 
ひがし の 26| 客 昭 8.524| 71|⑱ 昭 34.10.15、 昭 36.10.20 49.10.] | 貨物 営業 廃止 美濃 白島 一 北 濃 問 の 運転 責 開 は 平 12 4 ] 
いし いぬ ま 76| 客 平 3.1028 31 59.2 1 | 荷物 営業 廃止 15. 721 | トロ ッ コ 列車 脱線 に より 運転 中 上 
あ ぎ 99| 客 昭 8524| 379|⑧ 昭 36.5.21、⑧ 昭 80.11.16 6.28 | 第 2 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 は 45H24 昌 1 人 上 168 
いい ば ま 12.7| 客 昭 34. 1.10 83 駅 一 覧 太美 濃 太田 一 関 問 は 平成 19 年 度 調査 (部 市 交通 年 報 より 作製 ) 
ご <5< 137| 客 | F01225| eg 駅 名 備考 
いわ むら 150| 客 | 委 | 昭 9. 126| 313|⑳ 昭 49.12.1、 平 24.4.1 美濃 太田 み の お お た 
は な し ろ お ん せん 18.3| 客 昭 42.11.15 50|⑳ 花 白 ( 平 23.3.19) 前 平 公 園 まえ ひら こう えん 
や まお か 19.7| 客 昭 9.624| 1411 づ 遠山 ( 昭 31.12.20)、 便 昭 49.12.1 加茂 野 か も の も 18. ささ 134| ③ 加 茂 野口 ( 昭 61.12.1 1) 
3.1 | 客 平 6.12.15 9 ⑨ | 富加 と みか 191 | @ 昭 49.10.1、⑧ 加 茂 野 ( 昭 61.12.11) 
5.] | 客 回 還 9 624[ 404 | 日 琴 、 仙 昭 56.2.1、⑳ 明 知 ( 昭 60.11.16) 


関 富加 せき と みか 
本 


刃物 会 館 前 は も の か いか ん まえ 


昭 56 9 - | 国鉄 近江 長岡 貨物 フロ ント 業務 一 部 請 ⑰⑨ | 関 せき 424 | 日 男 全 昭 49.10.1、@ 美 温 関 ( 昭 61.12.1 1) 
7 | 中 本 補 示 坂 市 括 問 昼飯 近 美 濃 赤 坂 - ” 62.8.- | 国鉄 近江 長岡 貨物 フロ ント 業務 全面 請 関 市 役所 前 せき VPSU お まえ 
昼飯 賠 開 業 (1067mm 菩 気 貨 物 専 業 ) 負 ( 平 11.6 廃 止 ) 関 下 有 知 せき し も うち 181 | dh 高 前 (〒184.) 
2 | 本 旅客 和 開始 、 内 紗 動 力 併用 開始 平 10.4. 一 | JH 貨物 近江 長岡 貨 物 入 換 業 務 請 負 2 Pe 
、 | Mu CYP116 記 上 ④ | 美濃 市 2 の し 10.5| 482|@ 美 油 町 ( 昭 594.1)、 昭 49.10.1 


0 4 1 | 旅客 営業 廃止 18. 33] | 昼飯 線 と 市 橋 線 猿 岩 - 市 橋間 廃止 梅山 うめ や ま 


湯 の 洞 温泉 口 ゆ の ほら お ん せん ぐち 1 ] 1 1 | Q⑳ 坂 取 口 ( 昭 31.18.20) 仙 昭 34.10.10 
駅 一 覧 


人 ee] EE ーー @ 半 立花 ( 昭 61.1811) 

上 駅 名 AN ※ 発 音量 は 平成 83 年度 1 日 平均 3 > 6 _ ena 
6 | @ 美 選 洲 原 ( 昭 31.12.20)@@ 昭 34.10.10 
市 橋 線 到着 264t、 発 送 2,.244t 母 野 は A の S12 

9 eo ⑧ 木 尾 ( 昭 61.12. 

⑨ |Z 女 坂 お と ゅ さか 


99Z 


2 ーー 次 買 に つづ く 
右上 に つづ く 


99Z 


お お や 

ふく の 

みな みか りや す 
あか いけ 

ぶ の ど 

あい お い 

ぐ じ ょ う は ち ま ん 
し ぜん えん まえ 
や まだ 

と く な が 

ぐ じ ょ う や ま と 


前 的 的 前 的 装 装 装 装 装 装 装 交 


王 
ba 
m5 
oo 


茹 61.12.11 
茹 7.7.9 
町 30.3.1 
AS) 


151|@ 昭 49.10.1@e 美 濃 下 川 ( 昭 61.18.11) 
98 | @ 郡 上 福野 ( 昭 61.12.1 1) 

198 | 昭 49.10.1@ 間 安 ( 昭 61.12.11) 

38 | ⑱ 郡 上 赤池 ( 昭 61.12.1 1) 

131 | ⑱ 昭 34.10.10 

184 | 昭 49.10.1 美濃 相 生 ( 昭 61.12.1 1) 
891 | 昭 49.10.1 


43| ⑳ 昭 34.10.10. 美 濃 山田 ( 昭 61.18.1 1) 


留 一 車 ( 昭 62.9.21 ) 仙 平 56.20 
まん ば 59.7| 客 昭 30.3.1 29 
か み ま ん ば 61.1| 客 困 69. 921 0 
お お な か 624| 客 BK5 66| ⑱ 昭 49.10.1 
お お し ま 64.3| 客 因 30.3.1 96 
み の し ろ と り 66.1| 客 | 回 | 昭 38. 7.5| 672|⑧ 昭 49.10.1 
し ろ と りこ う げ ん 69.6| 客 昭 30.8.1 66| ⑧ 三 日 町 ( 平 8.10.1) 
は くさ ん な が た き 709| 客 茹 53. 8. 6 8 
ほ く の う 1 22 客 | 胎 9 3 58 | ⑧ 昭 49.10.1 
3 礁 老 鉄 道 株 式 会 社 設立 19.6. 1 関西 急行 鉄道 が 南海 鉄道 と 合併 し 、 近 
大 2 731 養 ぞ 池野 剛 開 業 (1067mm. 系 気 ) 皆 日 本 鉄道 発足 
8. 427 杯 名 一 本 老 問 、 池 野 一 損 斐 間 開 業 46.1228 自動 閉塞 式 に 変更 、ATS 使 用 開始 
中 6.13 | 指 斐 川 電気 に 合 平 6.9.15 | ワン マン 運転 開始 
I2 5.13 | 全線 1500V 電 化 8. 8. | 貨物 営業 廃止 
昭 3.4.6 表 旬 所 が 指 硬 所 か ら 名 事業 華 り 受け 10. 725 自転車 を 車内 に 持ち 込め る サイ クル トレ イ ン 開 始 
邊 10. 1 | 伊勢 電気 鉄道 に 合 19. 2.14 | 養老 鉄道 株 式 会 社 設立 
杖 老 線 が 養老 電鉄 と し て 独立 養老 鉄道 が 近鉄 養 才 線 を 引き 継ぎ 開業 


参宮 急行 電鉄 が 養老 電鉄 を 合併 
大 阪 電気 軌道 が 参宮 急行 電鉄 を 合併 し 、 


関西 急行 鉄道 発 定 


駅 一 覧 


※ 乗 降 客数 は 平成 2 年 1 1 月 9 日 調査 


票 名 
東方 ( 操 ) 
播磨 

下 深谷 
下野 代 
多 度 
美濃 松山 
石津 
美濃 山崎 
駒野 
美濃 津屋 
養老 
美濃 高田 
鳥 江 

大 外 羽 
友 江 
美濃 青柳 
西 大 垣 
大 垣 

室 
北大 垣 
東 赤坂 
広神 戸 
北神 戸 
池野 

北 池野 


© 


⑨ ⑨ 


美濃 本 卿 ' み の ほん こう 


くわ な 
ひがし か た (そう し ゃ じょう ) 
は り ま 

し も ふか や 

し も の し ろ 

た ど 

み の ま つや ま 
いし づ 

み の や ま ざ き 
こま の 
み の つ や 

よう ろう 

み の た か だ 

か ら す え 

お お と ば 

と も え 

み の や な ぎ 

に し お お が き 
お お が き 

むろ 
きた お お が き 
ひがし あか さか 
ひろ ご うど 
きた ご うど 
いけ の 

きた いけ の 


伊賀 軌道 株 式 会 社 設立 
寺野 駅 連絡 所 ( 現 伊 賀 上 野 )ー 上 野 町 ( 現 上 


野市 ) 間 開業 (1067mm. 藻 所 軌道 ) 
伊賀 鉄道 に 社名 変更 

軌道 を 地方 鉄道 に 変更 
上 野 町 一 名 張 ( 後 の 西 名 張 ) 間 開業 


1500V 電 化 


伊賀 電気 鉄道 に 社名 変更 


昭 39. 3.10 
昭 14.1229 
大 10.8. 1 
大 9. 6. 1 
大 8. 487 
昭 4 224 
大 8. 427 


貨 一 操 ( 平 8.8.1) 
⑳ 平 12.3.1 
@ 昭 46.4 

仙 昭 46.6.10 


仙 平 84.1.21 
9.10.4 


日 園 立 


貨 一 搬 ( 昭 31.9.10) 


x、⑧ 昭 46 


関西 意 行 鉄道 と 所 海 鉄 道 が 合 八 し 、 迫 a 


夏 吾 宰 戸 一 玉 考 張 大 伏 た 


7 旭 誤 兆 戸 一 静 吉 張 癌 計 半 情 時 


ンマ ソト ニーム 3 


a / 伊 融 責 道 が 近 慈 伊 罰 線 を 引き 継い で 開業 宮 問 単線 化 


い \ 徒 科 -oc 叶 NB 分 ) 
ら 7・g.7 7 ら OO 系 就役 に あたら 各駅 ホー ム 改 修 を 実施 4 | 損 議 長良 川橋 深 被 燥 38 4 8! 欠 鹿 市 一 平 思 際 起 楓 業 
81. ら . 8 | 尺 土 高田 町 間 再 度 複線 化 1QO' ! 奈 忠 電気 鉄道 を 合 休 、 京 境線 と する 
回 ーー 呈 園 三 近鉄 半 乗 降 客 数 は 平成 89 年 度 1 日 平均 5: 1 | 据 間 長 良川 橋梁 復旧 に より 名 古屋 線 全 通 39" 30 | 津 一 江戸 橋 融 複線 化 
EH ER 記 as 備考 88. 6。 1 | 呈 南 海 鉄道 か ら 承 弥 し た 事業 を 南海 電 723 | 新生 駒 ト ン ネ ル 開 通 、 上 本 町 一生 麹 問 で 
5.8.8 691 | 上 野 駅 連絡 所 (大 9.3) 気 鉄道 に 譲渡 大 型 車 の 運転 が 可能 に な る 
5.8.8 114| 昭 26 10. 8 | 上 本 町 一 名 古屋 間 特 急 運転 開始 OMT 計 貢 生駒 電鉄 を 合併 、 伊 質 神 戸 一 西 名 張 間 廃 上 
1 大 588| gssl@〒as5 (1 日 4 往復 4 時間 3 分 ) 40. 318 | 南大 阪 線 大 阪 較 倍 野 橋 一 吉野 問 に 
= 客 |』 回 | 大 5.8.8| 1.901|1 百 画 、 上 野 町 ( 昭 16.10.] ). 仙 昭 48.10 27. 3:20 特急 増発 : ス ピー ドア ッ プ (上 本 町 一 名 古 16000 系 特急 就役 
05| 容 | | 大 Il.718| 237| @⑧ 昭 20.6.1、@⑧ 昭 21.3.15、@ 平 12.315 屋 問 4 往復 . の 時 間 55 分 、 上 本 町 一 宇治 4。 1 三重 電気 鉄道 を 合併 
1]| 客 | 委 | 大 11. 718| 1.116| @ 昭 48.10、⑧ 平 22 4 1 山田 間 5 往 復 / 時 間 1 分 ) 42. 285 | 南大 孤 線 高田 市 一 柱 原 神 宮 間 複 線 復 活 
19| 客 | |1.718| 5g7|@ 昭 5a フ 1 1.18. 8 | 上 本 町 布施 問 複 々 線 化 11.・1 | 大 阪 線 伊賀 上 津 - 中 川間 一 部 複線 運転 開始 
| = 41| 客 | 1. 718| 112| @E12.3.15 326:20| | 大 阪 : 名 古屋 - 宇 治山 田 問 特急 冷房 実施 12. 3 | 奈良 線 ATS 使 用 開始 
| 市 部 いち べ 53| 客 | な 15.525| 198|@ 昭 206.1、@ 昭 2e 1021 10.10 | 南大 阪 線 に 8800 系 「 ラ ビッ トカ ー| 就役 、 18r15 | 奈良 線 重 筆 山 駅 付近 高架 化 
依 那 古 ” usc 67| 客 | | 大 11.718| 107|⑱ 昭 48.10、@ 昭 58.5.16、⑤ 平 12 3.15 近鉄 初 の 4 扉 車 12.20 | 大 和 )\ 末 駅 に 大 阪 失 と 株 線 の 連絡 線 を 設置 
© | 玉山 まる や ま 8Q| 容 | | 大 11.7.18| 238| 昭 48.8.10、 人 平 123.15 10.18 | 長野 線 古 市 一 喜 志 間 複線 化 43. 3- 1 | 大 阪 線 、 山 田 線 、 名 古屋 線 ATS 使 用 開始 
上 林 うえ ば や し 91| 客 | | 大 15.525| 47|@ 昭 206.1、@ 昭 21.3.15 33. 7.1 1 | 上 本 町 - 宇 泊 | 田 問 に 2 階 電車 ビス タカ ー 軍 転 開始 9.26 | 南大 阪 線 、 二 野 線 、 胡 野 線 、 導 明寺 線 、 御 所 提 
〇 | 比 エ O ど 17| 容 | | 大 11.718| 48|③ 架 (5.11.19)、@ 略 248.10.⑮B5e7.1 934986 | 伊勢 溢 台 風 に より 被災 、 篤 名 一 伏屋 間 ほ か 不通 ATS 使 用 開始 
(伊賀 神戸 ) 127| 客 | 固 | 大 ls. 525| 3550| ⑧@W 昭 5.10.10、 0.6km 短 給 11.19 | 伊勢 中 川 - 久 居間 1435mmm 軌 10.10 | 京都 線 、 本 原 線 、 天 理 線 、 信 買 線 ATS 合 用 開始 
11:20 | 久居 江戸 橋間 1435mmw 軌 10.17 | 鈴鹿 線 、 湯 の 山 線 ATS 使 用 開始 
近畿 日 本 鉄道 11.81 | 江戸 橋 一 豊津 上 野間 弥富 一 票 名 問 12:20 | 丹波 橋 駅 を 分 離し 、 京 阪 電鉄 と の 相互 
沿革 年 表 1435mmm 軌 乗 入 廃止 。 京 都 線 で の 大 型 車 運行 開始 
奈良 軌道 株 式 会 社 設立 昭 4331|| 伊賀 電気 鉄道 を 合併 11:28 | 豊津 上 野 - 白 子 問 1435mrme 軌 44 1 | 志摩 線 賢 島 真 珠 港 問 (O.3km) 廃 目 
1015 | 大 阪 電気 軌道 に 社名 変更 8 1 | 吉野 鉄道 を 合併 11.23 | 白子 塩浜 間 . 伊 勢 若 松 一 伊勢 神戸 問 913 | 京都 線 京都 東寺 間 の 高架 化 
大 3 4.30 | 上 本 町 (mm 大 阪上 本 町 ) 一 奈良 (近鉄 奈 5. 10 | 橿原 神宮 前 一 久米 寺 間 3 線 軌条 化 、 大 軌 1435mmex 軌 921 | 奈良 線 、 京 都 線 、 査 原 線 、 天 理 線 、 生 駒 
良 ) 間 開業 (1435mm.6OOV: 軌 道 ) の 標準 軌 電車 が 乗 入 11.84 | 塩浜 近畿 日 本 四日市 間 1435mme 軌 線 、 田 原本 線 1500V に 昇圧 
10. 1 1 | 天理 転 便 鉄道 を 譲り 受け 12.15 | 山本 一 信 買 山口 間 開 業 11.85 | 近畿 日 本 四日市 一 富 洲 原 問 1435mm 改 軌 So6 | 八戸 ノ 里 駅 付近 高架 化 
1 | 西大寺 (大 和 和 西大寺) 郡山 ( 近 狼 如 山 ) 半 開 6. 930 | 伊賀 線 を 参宮 急行 電鉄 に 譲渡 11.26 | 富 洲 原 一 和 名 問 1435mmm 軌 1 1.7 | 生駒 線 ATS 使 用 開始 っ 
UE 1127 | 弥富 近畿 日 本 名 古屋 問 1435mmeX 軌 卓球 良 線 油 上 奈良 間 の 線 邊 を 連打 
改 軌 lBOOV 電 化 13.2. 1 | 長谷 線 廃止 12.12 | 上 本 町 近畿 日 本 名 古屋 問 直通 運転 開始 。 交差 事業 に より 地下 に 移 品 し 、 a 
18. 381 | 平 端 橿原 神宮 前 間 開 業 14. 728 | 八木 西 ロ ー 柱 原 神宮 前 を 東 に 約 300m 10100 系 運転 開始 Male a 
13.103| 足 代 (布施 ) 一 八尾 ( 近 鉄 八 尾 ) 間 開業 移設 。8 線 軌条 廃 上 1883 | 美旗 一 伊賀 神戸 間 複 線 化 12.10 ea A 
14.321| 八木 (西口) 高田 (大 和 高 田 ) 剛 開業 16. 3.15 | 参宮 急行 電鉄 を 合 人 関西 急行 鉄道 に 社名 変更 35.1227) | 阿保 ( 現 青 山 町 ) 一 伊賀 上 津 間 複 線 化 NN ee 
9-30 | 八尾 - 恩 智 間 開 業 17.8r11 | 新 松 阪 一 大 神宮 間 廃 上 6. 1.82 | 伊勢 線 江戸 橋 新 松阪 間 廃 止 AM 半生 に コー ジー 
昭 2 7. 1 | 恩 旬 - 高 田 ( 大 和 高 田 ) 問 開業 10 1 | 祭 形 軍 原 大 阪 原 を 秩 道 か ら 地 方 鉄道 に 変更 8 | 名 張 一 美旗 間 宰 線 化 に ei 
9 1 B | 長谷 鉄道 (桜井 - 初 源 間 ) を 合併 18. 2.1 | 大 阪 鉄道 を 合併 29 | 伊 符 中 川 短絡 線 開 通 315 | 苺 波線 上 本 町 - 難 波間 開業 
1210 有 | 奈良 電気 鉄道 へ の 乗 入 開始 (京都 西大寺 間 ) 19. 4. 1 | 南 和 電 気 鉄道 を 合併 B.B | 津 新町 - 津 町 複線 化 IfHD 人 
2. 5 | 大 遇 (昌和 /\ 木 )- 秒 井 間 開業 (1500V: 6 1 | 南海 鉄道 と 合併 、 近 張 日 本 鉄道 に 社名 変更 821 | 伊賀 神戸 一 阿保 間 複 線 化 次 買 に つづ く 
鉄道 )。 布 施 一 大 軌 八 森 間 1500V に 昇圧 右上 に つづ く 
oo 
™ 


89Z 


| 四 46.927 | 田原 本 線 白 動 義実 化 .ATS 使 用 開始 


‘a8 92 _ 6 210 | 東生 果 間 複線 化 
1885 | 宇治 山田 - 五 鈴川 間 複線 化 3.15 | 23000 系 伊勢 志摩 ライ ナー 就役 、 特 急 
47.11、 7 | 二 良 線 の 料金 不要 の 特急 を 快速 急 行 に 変更 130km/h 運 転 開始 
48.4. 1 | 列車 使用 開始 7 316 | 上 町 高安 問 で 準急 10 還 運転 開始 
92 | 柱 原 線 大 型 車 還 運 転 開始 930 | 桜井 駅 高 各 化 改良 工事 完成 
10 | 中 市 駅 付近 の 高梨 化 完 世 8 10 4 | 寺野 株 神 宮前 二 生 間 一 部 ワン マン 化 
411 | 鳥羽 五十鈴 川 - 朝 熊 間 複 線 人 10 3.17 | 南山 困 車庫 使用 開始 
9.14 | 上 本 町 - 科 橋 問 立 体 交差 、 欠 橋 一 布施 613 | 鈴 下 線 ワ ンマ ン 化 
| 間 線 路 方 向 別 化 1 316 | 箇所 線 、 人 明寺 線 、 湯 の 山 線 ワ ンマ ン 化 
|!23 | 大 阪 線 残存 単線 区 問 複線 化 11.27 | 京都 線 東寺 一 性 田 間 高 架 化 
12:20 | 鳥羽 線 朝熊 一 鳥羽 間 複 線 化 13. 530 | 山田 線 宮 町 一 宇治 山田 問 、 鳥 羽 線 、 志 摩 
SI 2.21 | 針 中 野 一 大 和 川 橋梁 問 立体 交差 化 線 ワ ンマ ン 化 
人 | | 八王子 線 西 日 野 伊勢 八王子 問 ].6km 府 上 14. 320 | 古市 一 租 原 神宮 問 一 部 ワン マン 化 
Se. 6. 5 | 橿原 線 筒井 駅 付近 高架 化 1S. 4 1 | 北勢 線 を 三 岐 鉄道 に 譲渡 
6'26 | 布施 駅 付近 高架 化 16. 318 | 山田 線 全線 ・ 生 駒 線 ・ 名 古屋 線 白 塚 一 
731 | 南 生駒 一 菜 畑 間 複線 化 伊勢 中 川間 で 一 部 ワン マン 運転 開始 
53.1230 | 30000 系 特急 車 運転 開始 17. 521 | 黄金 一 伏屋 間 高 架 化 
S7. 9.12 | 長野 線 川本 駅 付近 高架 化 8 6 | 京都 線 三山 木 付近 高架 化 
610 1 | 東大 阪 線 長田 生 双 間 開 業 、 大 阪 市 営 18。 827 | 生駒 - 学 本 全 美 ケ 丘 問 開業 長田 - 学 登美 ケ 
地下 鉄 中 央 線 と 相互 乗入れ 丘 問 を けい は ん な 線 と する 。 ワ ンマ ン 運 転 開始 
62.10.25 | 喜 志 一 富田 林間 複線 化 19. 4 1 | IC カ ー ド シス テム PiTaPa、ICOCA 導 入 
12 6 | 南大 阪 線 賠 部 野 橋 針 中 野間 高 和 化 10 1 | 伊賀 線 と 姜 老 線 の 事業 形態 を 変更 
53 3 6 | 下方 - 神 明 間 複線 人 21. 320 | 阪神 な ん ば 線 開業 に より 阪神 電気 鉄道 
3 18 | 医 決 名古屋 問 アーバンライナー 運転 開始 と 相 直 開始 
627 | 天理 線 全線 複線 化 22。 530 | 八 ノ 時 古山 間 下 り 弧 高架 化 
828 | 京 部 市 営 地 下 鉄 烏丸 線 と 相互 乗入れ 開始 24.320| 閑散 線 区 で 減 便 ダ イヤ 実施 
平 | 3.17 | 下線 ハエ チ 線 白 動 閉 誠 化 ATS 使 用 開始 内 部 八王子 線 廃止 の 方 針 を 表明 
6 | 内 部 線 八 王子 線 ワ ンマ ン 運 転 始 天理 軽便 鉄道 
ど 3.15 | 詩 特 急 に 26000 系 「 さ くら ライ ナー] 就 役 大半:Jl27 | 天理 軽便 鉄道 株 式 会 社 設立 
1278 | 神明 - 賢 島 問 複線 化 4 2。7 | 新法 際 寺 天理 間 開業 (762mm 気 ) 
9 3.19 | 田原 本 線 ワ ンマ ン 化 大 阪 電気 軌道 に 譲渡 
9 18 | 北勢 線 ワ ンマ ン 化 吉野 軽便 鉄道 吉野 鉄道 
6 | 塵 妨 - 中 之 郷 間 複 線 化 明 44 331 | 吉野 軽便 鉄道 株 式 会 社 設立 
12.13 | 生 胸 線 吉 駅 付近 高架 化 大 1.1025 | 吉野 吉野 (六田 ) 間 開業 
1220 | 桜井 駅 付近 高架 橋上 り 線 使用 開始 (1087mm 匠 気 ) 
12.22 | 船津 一 加茂 間 複線 化 @. 5.31 | 吉野 鉄道 に 社名 変更 
53.17 | 東山 一 区 の 台 間 複線 化 12.12. 5 | 棚 原 神宮 前 吉野 口 間 開業 、 全 線 1500V 電 化 
邊 28 | 五 知 - 上 之 卿 間 複 線 化 昭 4 8 1! | 大 阪 電 気 軌道 に 合 
GT | 志 墜 磯部 一 双方 問 複 線 化 参宮 急行 電鉄 
Si 直 基 一 五 知 間 窒 線 化 昭 2 828 | 参宮 急行 電鉄 株 式 会 社 設立 


右上 に つづ く 


人 


4.10:27 
5. 881 
327 

5.18 


桜井 長谷寺 間 開業 (1435mm.1500V) 
長谷 寺 - 棟 原 間 開 業 
松阪 一 外宮 前 ( 更 宮 町 ) 間 開業 
参 門 中 川 ( 厚 伊 勢 中 川 ) 一 松阪 間 . 参 急 中 
川 - 久 居間 開業 
外宮 前 一 山田 ( 現 伊 勢 市 ) 間 開業 
棟 原 一 伊賀 神戸 間 開業 
伊賀 神戸 一 阿保 ( 現 青 山 町 ) 間 佐田 
( 現 柚原 温泉 口 ) 一 参 急 中 川間 開業 
阿保 一 佐田 間 開 業 、 上 本 町 一 山田 問 全 通 
山田 一 宇治 山田 間 開 業 
久居 一 津 新町 間 開業 
大 阪 電気 軌道 か ら 伊賀 線 を 譲り 受け 
上 本 町 一 宇治 山田 間 特 女 運 転 開始 
津 新町 一 津 間 開 業 
伊勢 電気 鉄道 を 合併 
津 一 江戸 橋間 を 開業 
参 急 中 川江 戸 橋 問 1067mm 改 軌 
関西 急行 電鉄 を 合併 

8.。 1 | 養老 電鉄 を 合併 
16_3.15 | 大 阪 電気 軌道 に 合併 


9.21 
10.10 
11.18 


12:20 
6. 317 
7 4 
930 
7 1.1 
4.3 
11. 915 
13. 620 
1g- 7 
15. 1 1 


昭 11。 1.24 | 関西 急行 電鉄 株 式 会 社 設立 


明 29. 3.31 


明 32. 1.23 


伊勢 鉄道 一 伊勢 電気 鉄道 


明 44.11.10 | 伊勢 鉄道 株 式 会 社 設立 
大 4 910 | 中町 (晴山 )- 拍 開 議 (1067mm 豆 ) 
SI.12 | 白子 千代 崎 間 開業 
6. 1 1 | 一 身 田 町 一 江戸 橋 - 津 市 ( 後 の 部 田 ) 間 開業 
128 | 千代 崎 一 楠 間 開 業 
8.10.25 | 楠 一 海山 道 間 開業 
ll. 3. 1 | 海山 道 一 新 四日市 間 開 業 、 省 線 接続 
13 4.3 | 部 田 一 津 市 ( 後 の 津 新地 ) 間 開業 
14.18.20 | 伊勢 若松 一 伊勢 神戸 ( 現 鈴 廊 市 ) 間 開業 
15. 9.11 | 伊勢 電気 鉄道 に 改称 
昭 12.86 | 全線 1500V 電 化 
年 1.30 | 四日市 桑名 間 開 業 
10. | | 杖 老 電気 鉄道 を 合 休 
5 4. 1 | 津 新地 一 新 松 阪 間 開業 
12.25 | 新 松 阪 一 大 神宮 前 間 開 業 
11. 5.80 | 養老 電鉄 に 養老 : 損 斐 線 事業 譲渡 
9g15 | 参宮 急行 電鉄 に 合 


関西 急行 電鉄 


13. 626 | 桑名 一 関 急 名 古屋 ( 現 近 鉄 名 古屋 ) 間 開 
業 (1067mmr1500V) 
参宮 急行 電鉄 に 合 


河陽 鉄道 


河陽 鉄道 株 式 会 社 設立 
91. き 24 | 柏原 古市 間 開 業 (1067mm. 蒸 気 ) 
年 14 | 古市 一 富田 林間 開業 
河南 鉄道 に 譲渡 
河南 鉄道 一 大 阪 鉄道 
河南 鉄道 株 式 会 社 設立 
Srll | 河陽 鉄道 か ら 柏原 一 富田 林 問 譲受 
35 3.25 | 富田 林 一 滝谷 不動 間 開 業 (1067mm. 藻 気 ) 
1 己 12 | 滝谷 不動 一 長野 ( 更 河 内 長野 ) 間 開業 
大 8。 3 8 | 大 阪 鉄道 (2 代 ) に 社名 変更 
Il 人 18 | 道明 寺 一 布 忍 問 開業 
127 13 | 布 忍 大 阪 天王 寺 ( 更 大 阪 困 部 野 橋 ) 問 
開業 、 布 忍 一 道明 寺 間 1500V 電 化 
10.16 | 道明 寺 一 河内 長野 間 電 化 
13. 6 1 | 柏原 一 道明 寺 間 電化 
昭 4 329|| 古市 久米 寺 ( 現 格 原 神宮 前 ) 間 開業 
18. ら 1 | 関西 急行 鉄道 に 合併 
奈良 電気 鉄道 
奈良 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 
桃山 御陵 前 西大寺 ( 組 大 和 西 大 寺 ) 問 
開業 (1435mm.G0OV)、 大 阪 電気 軌道 
へ の 乗 入 開始 (西大寺 一 大 軌 奈 良 間 ) 
京都 桃山 御陵 前 間 開 業 
丹波 橋 で 京阪 神 急行 電鉄 ( 現 京 阪本 線 ) 
と 相 直 開始 
38 9。 1 新幹線 建設 に 伴い 、 京 都 駅 を 改築 
10。 1 | 近畿 日 本 鉄道 に 合 
大 和 鉄 道 一 信貴 生駒 電鉄 
田原 本 鉄道 株 式 会 社 設立 
大 和 鉄 道 に 社名 変更 
新 王寺 一 田原 本 ( 更 西田 原本 ) 間 開業 
(106Zmm: 燕 気 ) 


1435mm 改 軌 -6O00V 電 佐 
信 豆 生 移 寺 鉄 に 合 


昭 3.11- 3 


11.15 
20.12:21 


692 


ーー っ 


34 | 海 の 山 内 部 王子 線 Z50V 昇 圧 
39 1、 フ | 三重 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 
旨 末 的 還 半 に 身 油 | 三重 電気 鉄道 が 三重 交通 の 鉄道 を 譲り 受け 
町下 一 元 山上 ロ 千 開業 9 1 | 三重 委 ( 湯 の 山 線 ) 1435mm 改 軌 
BB 元 山上 ロー 仮 新生 駒 間 開業 40.4.1| 近畿 日 本 鉄道 に 合併 
便 有 | 仮 生 馬 生駒 問 開 業 四日市 鉄道 
大 和 鉄 道 を 合併 明 43.11.17 | 四日市 軽便 鉄道 株 式 会 社 設立 
近畿 日 本 鉄道 に 合 44.5.27 | 四日市 鉄道 に 社名 変更 
三重 鉄道 一 三重 交通 一 三重 電気 鉄道 大 2 6 1 川島 村 ( 現 伊勢 川島 ) 一 湯 ノ 山 ( 現 湯の山 
三重 軽便 鉄道 株 式 会 社 設 立 温泉 ) 間 開業 (762mm 蒸気) 
三重 軌道 に 社名 変更 ら 6 924 諏訪 ( 現 近 鉄 四日市 )- 川 島村 間 開 業 
日 永 - 八 王子 村 ( 後 の 伊勢 八王子 ) 間 開業 5 3. 3 呈 訪 中 日 市 ( 後 の P 昌 市 市 ) 間 開業 、 院 線 接 続 
(768mm 燕 気 ) 10.11. 1 | 全線 600V 電 化 
日 永 一 南浜 田 間 開 業 8. 一 | 伊勢 電気 鉄道 の 系 列 と な る 
南浜 田 一 諏訪 問 開業 11.29 | 四日市 市 一 諏訪 問 廃 上 
諏訪 一 (国鉄 ) 四 日 市 問 開業 三重 鉄道 に 合 
三重 鉄道 に 組織 変更 志摩 電気 鉄道 
軌道 か ら 軽便 鉄道 に 変更 大 15. 520 | 志摩 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 


日 永 一 小 古 曽 問 開業 (762mm: 奈 気 ) 
小 古 曽 内 部 間 開 業 
伊勢 電気 鉄道 の 系 列 と な る 


人 723 | 鳥羽 真珠 港 間 開 業 (1067mm.750V: 


賢島 一 真珠 港 間 は 貨物 専業 ) 


18.@.11 | 三重 交通 に 統合 

四日市 市 一 諏訪 問 廃止 南 和 電気 鉄道 
6 3.I8| 四日市 鉄道 を 合併 昭 4.1.18 | 南 和 電 気 鉄道 株 式 会 社 設立 
IBiI225| 内 部 線 600V 電 化 S.12. 9 | 尺 土 - 南 和 御 所 町 ( 現 近 鉄 御所 ) 間 開業 
82 神 部 交通 が 三重 鉄道 ほか 4 社 を 合併 し (1067mm:1500V) 

て 三重 交通 発 定 関西 急行 鉄道 に 合併 
e0719| 北勢 線 西 系 名 桑名 町 問 休止 

( 昭 23.9.24 復 活 ) 


ダニ ト 表 の 他 に 長谷 (長谷 寺 様 原 間 ) 


9 
種別 | 配置 客 政 (人 ) 


※ 乗 降 客数 は 平成 62 年] ] 月 9 日 調査 


大 阪 難波 お お さか な ん ば e0| 客 | 回 | 照 45. 3.15|140.328 ② 近 鉄 難波 ( 平 1.3.20) 

近鉄 日 本 橋 きん て つ に ほん ば し 12| 客 | 回 | 照 45.315| 48843| 婦 

大 阪上 本 町 お お さか うえ ほん まち | 窒 | 回 | 大 3.430| 80613| 日 上 本 町 ( 平 91.3.20) 

答 橋 つる は し 1.1| 客 | 回 3 430 

今里 いま ざと e8| 客 | 回 | 大 3 430| 10405 菩 、 づ 片江 今里 ( 昭 4)、③ 片 江 ( 大 1 1) 

布施 Dt 41| 客 | 回 | 大 3.430| 39448 @ だ 代 (大 14 9)、③ 深 [( 大 11.3)、 人 昭 526.26 
し ゅ ん と くみ ち 51| 客 | 回 | 昭 1.12.30 6.233 


④ 昭 20.6.1 ⑧ 昭 21.3.15、 @ 昭 51.8.8 
右上 居 あ 尽く 


河内 山本 か らち や ま も と 
高安 た か や す 

恩 智 お ん ぢ 
法善寺 ほう ぜん じ 

堅 ド か た し も 

安堂 あん どう 
河内 国分 か わ ち こく が 
大 阪 教育 大 前 お お さか さら いく だ し いま え 
関屋 せき や 

芋 比 に じょう 
近鉄 下田 。 きん て つ し も だ 
五位堂 こい どう 

築山 つき や ま 

大 和 高 田 や ま と た か だ 
松塚 まつ づか 

真 菅 ます が 

大 和 八 木 “やま と や ゃ ぎ 
耳 成 みみ な し 

大 福 だ いふ く 

桜井 さく らい 

大 和 朝 倉 。 や ま と ぁ さく < くら 
長谷 寺 は せ で ら 

標 原 は いばら 
室生 口 大 野 お ろう くち お お の 
三本松 さん ぼん まつ 


み と 


きゅう ほぼ うじ ぐち 
きん て つや お 


あか めぐ ち 
な ば り 
きき ょ う が お か 
の み は た 

い が か ん ベ 
あお や まち ょ う 
い が こ う づ 
に し あお や ま 
ひがし あお や ま 


24.1 


27.1 


31.8 


418 


50.1 


購 装 
交 装 的 前 玖 交 装 的 史 玖 前 史 装 前 衣 別 装 装 装 史 装 前 玖 玖 前 玖 装 時 装 装 対 的 


es| [se] [s| fe s] [a| 回 回 
回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 上 


Q 


昭 2.7.1 


大 14. 
昭 4.1. 
昭 4.1.5 
昭 4.1.5 
昭 4.1.5 
昭 19.11. 3 
昭 41087 
昭 5. 221 
昭 5.10.10 


大 14.\2.10\ 108608\ 朗 
大 \4.930( 6GQ13! 人 中 45.1.eo1 
大 13.10311 32823 ⑳ 近 地 日 本 敗 思 (645311)、③ 環 急 )\ 虹 (AVSSY) 


11.395 
4675 


⑨ 大 季 (WW16315) 、⑳)\ 是 (WW38)、 
®®⑧0.3km 上 本 町 か ら ( 還 53.12.17) 


大 l4. 930| 21048| ⑳ 大 軌 山 本 ( 昭 16.3.15)、③ 山 本 
大 14. 930 


大 14. 930 


回 
*、⑧( 昭 45.10.29) 


3834 


3,827 
2,197 
15,563 
6.056 
6.117 
7.858 
4450 
26.023 
865 
16.810 
1.2182 
5.018 
37.335 
3.727 
1.794 
18.467 
2.344 
1.167 


11.265 
1.446 

241 
1.482 


8.434 
208 


1 


人 ぷ 、⑧ 国 分 ( 昭 16.3.15) 


bes 


⑧ 近 細 日 本 下田 ( 昭 45.3.1)、⑧ 下 田 ( 貼 196.1) 
園 


⑳ 昭 20.6.1、⑧ 昭 21.3.15 
@ 大 軌 高田 ( 昭 16.3)、@ 高 田 ( 昭 3.8) 


⑯ 昭 20.6.1、 信 昭 21.3.15 
人 (内 議 )、⑧ 大 寸 末 困 16315)⑧/ 財 條 38) 


立 、⑱ 平 79.30 
⑨ 化 ( 平 83.15) 


補 ( 室 生 口 ) 


(赤目 ) 


、⑧ 阿 保 ( 昭 45.3.1) 
吹 ( 上 津 ) 
1.1km 伊 勢 中 川 方 か ら ( 昭 50.1 1.23) 


ぶ 、⑮2 7km 上 町 が 5(50.11.23).@ 平 4 
次 貞 に つづ く 


属 = 下 表 の 他 に 佐保 川 (新大宮 一 近鉄 奈良 間 ) 


奈良 線 
恥 名 生生 | 備 考 (布施 ) コ 
柚原 温泉 口 さ D き g5SAAG5 9 佐田 ( 昭 40.3.18) | 河内 永和 か わ ち えい わ 08| 客 | 回 阿 11.8 1| 10468| ⑳ た WM(m6315).⑳M 抽 則 32.)⑧ 申 2629 
2S 主 お お みつ 488| 立 河内 小阪 か わ ち こさ か 1.6| 客 | 同 区 3。 430| g8693 | 和央]6.3.15) ⑧ (83.8)、@⑧352.6.26 
いせ いし ば し B7 | ざ 参 昌 石 橋 ( 昭 16.3.15)、 平 14 / 八戸 ノ 里 ~ や え の さ と 24| 客 | 回 昭 11.11.19| 23837 | 記 、@ 昭 44.9.26 
か わい た か お か 881 若江 岩田 わか えい わた 4.1| 客 | 回 大 3.430| 15089| @ 若 江 (大 14) 
N 参 .3. 河 か わ ち は な ぞ の 5.0| 客 | 回 大 4. 6.15| 12.088 
NN Pe pete ; f Mk ひがし は な ぞ の 56| 客 | 回 隊 41122| 16057 | 男 @ ラ クビ ピー 運動 電 前 ( 昭 429.1)@ 平 22530 
まつ が さき 1.013 底 香山 ひょう た ん や ま 7.0| 客 | 回 大 3. 430| 84.137| 灰 
まつ さか 13034 枚 岡 ひら お か 8.3| 客 | 回 大 3. 430| 5029 
ひがし まつ さか 2139| 空 、⑧ 昭 20.6.1、 る 昭 51.3.15 額田 ぬか た 9g0| 客 回 大 9 713| 3701 
< し だ 1.137 石切 いし きり 10.1| 客 | 回 克 93. 430| 9385| る 0.3km 布 施 方 か ら ( 昭 39.7.23) 
こい し ろ 276| ⑱ 平 17.8.21 生駒 いこ ま 142| 客 | 還 | 大 3.430| 48.220| 立 、@③ 電動 ( 昭 39.10.1)、⑳ 関 人 和 症 紹 19.6.1)、 
さい < う 1.603 年 馬 (16.3.15)、⑳ 生 交 ( 昭 3.8) 
みょう じょう 1.299| 園 交 ⑪ | 東生 駒 ひがし いこ ま 15.4| 客 | 回 | 昭 43. 320| 18.948| 園 
あけ の 2090 富雄 と みお 17.7| 客 | 回 大 3. 430| 29.180| 立 、⑳ 現 邑 ( 昭 28.4.1)、⑳ 富 雄 ( 昭 16.9) 
お ば た 660| W 平 17.2.21 学園 前 が くえん まえ 19.1| 客 | 回 昭 17. 3. 6| 57.064 
みや まち 1.645| 、⑧ 外宮 前 ( 昭 8.3) 萬 蒲池 あや めい け 20.1 | 客 | 回 | 大 12. 9.9| 11860 
いせ し 6.360 | ⑧ 山 田 ( 昭 34.7.15) ⑪ | 大 和 西 大 寺 や ま と さ いだい じ | 22.3| 客 | 回 大 3 430| 48.660| 男 立 、③ 大 吉 呈 大 寺 ( 昭 16.3.15)、 天 寺 ( 昭 7.19) 
うじ や まだ 8382 新大宮 し ん お お みや 25.0| 客 | 回 | 昭 44.12. 9| 29.338 
④ | 近鉄 奈良 きん て つ な ら 26.7| 客 | 回 | 大 3. 430| 67,761 | ⑮44.129、②: 境 本 奈良 (45 3.1) .@③ 敵 人 良 
( 昭 196.) 大吾 祭 良昭 16.315) 祭 相 38) 
いす ず が わ 都 線 
あさ ま 京 者 きょう と =| 87.880| @ 昭 44.9.13 
いけ の うら 東寺 と うじ 客 | 回 9.267 | ぶ 昭 44.9.13 
に に 十条 じゅ うじ ょ う 客 | 回 4644| 空 、⑱ 平 11.11.27 
9 上 鳥羽 口 か み と ば ぐち 客 | 回 7232| @ 平 11.11.27 
し まあ か さき 竹田 た け だ 客 | 回 11.476| ⑳ 城 南 営 前 ( 昭 15.1)、⑳ 奈 良 埋 竹田 ( 昭 38. 


ぶな つ 10.1)、 ぷ 0.3km 丹 波 橋 方 か ら ( 昭 62.7.9) 


伏見 ふし み 

近鉄 丹波 橋 きん て つた ん ば ば し 
桃山 御陵 前 も も や まこ ご りょう まえ 
向島 お か いじ ま 

小倉 お ぐら 
いせ だ 
お お く ぼ 
久 津 川 くつ か わ 
て ら だ 


と の し ょ う 
し ん た な べ 


ご ち 
くつ か がけ 
か み の こ う 
し まい そ べ 
あな が わ 
し ま よ こやま 
うな が た 
し まし ん めい 
か し こじ ま 


回 回 回 回 回 回 回 


ag.7/ g/lr 5 gan」 
| 242/ gE 大 sn). 3 3002 
262 リ 客 / 局 大 311. 3| 12418| の kc8.3.15) 
282/ 客 / 回 平 6. 921 
e292| 客 | 回 | 了 311.3 
308| 客 | 回 | 巴 4711 2 
33.5| 客 | 回 | 昭 311. 3 


431| 画 


7 


前 的 前 内 


上 的 面 的 装 装 装 装 


装 時 


回 | 大 10. 4. 1 
回 [大 10. 4. 1 
回 | 大 10. 4. 1 
回 [大 10. 4. 1 
回 | 大 11. 4. 1 
回 | 大 11. 4. 1 
茹 54.7.1 
回 | 大 12. 321 
回 | 大 12. 321 


回 | 大 12. 321 


回 | 大 12. 321 
回 | 大 12. 321 


大 12. 321 
大 12. 321 


回 回 


| 


大 12. 321 


e] Re] 
オ 千 
た 
TOO 
“ こ 」 
w 

~J 

て 

TO 


© HNL (MAS.3.1) @ 向 (P196.1) 
AMBRE3.15) @ (R38) 
@ 昭 52.6.5 


Le 


⑳ 政 H 租 吐 (39.10.1)⑳ 衣 国 本 條 196.) 
⑤③ 旭 明 ( 介 163.15) ⑧ 国 本 ( 條 8) 


率 大 和 八 木 に 含む 
⑳ 神 武 御陵 前 ( 昭 14.7) ⑳ 剖 傍 山 ( 昭 12. 
3)@ 右 火山 (大 13.11) 

( 査 原 )、② 棚 原 神宮 ( 昭 45.3.1) 
⑱ 欄 原 神宮 前 ( 昭 15.4.1) 


⑱0.2km 短 縮 ( 昭 39.10.30) 


L726 


大 11. 5.16 
! 回 | 大 11. 5.16| 3204 


本 
@ 信 責 山 口 ( 昭 31.9) 、⑧ 山 下 ( 昭 269) 


右上 に つづ く 


竜田 川 た つた が わ 3 客 1 加 ks 1 ean3 

③ | 平群 へ <p 45l 客 | 回 5oa) 3367 
元 山 上 口 も と さん じょう ぐち 571 客 | 回 II5.102U| 1869 

? 東山 ひがし や ま 70| 客 | 回 隅 2.921| 3761 

〇 | 萩 の 台 は ぎの だ い 7.9| 客 | 回 855. 483| 3113 

④ | 南 生駒 みな みい こま 89| 客 1 回 | 昭 11228| 5286 
= いち 応 10.1| 客 | 回 | 了 1.1228| 5248 

⑨⑲ | 菜 畑 な ば た 11.2| 客 1 加 昭 28.4 1 3884|⑳Y4.12.13 
(生駒 ) 124| 

田原 本 線 

| 新 王 寺 し ん お うじ 客 

⑲ | 大輪田 お お わ だ 客 8.922 | W 平 23.10.1 
佐 味 田川 さ み た が わ 客 1.768 | 介 平 63.10.1 
池部 いけ ベ 客 1.917 | @ 平 23.10.1 

⑨ | 箸 尾 は し お 客 1.957 | で 平 23.10.1 
但馬 た じ ま 客 
黒田 くろ だ 客 

④ | 西田 原本 。 に し た わら も と 客 

けい は ん な 線 
長田 な が た 
荒本 あら も と 
吉田 よじ だ 


新 石切 し ん いし きり 
(生駒 ) 

東生 駒 ( 信 ) ひか LU こ に ま UA こ うじ ぉ 5 
白 庭 台 し ら に わ だ い 
学研 北 生駒 が っ けん きた いこ ま 
登美 ケ 丘 ( 信 ) と み が お か し A こ うじ ょ う 
人 良 人 美 ケ F が っ けん な ら と み が お か 
信貴 線 

(河内 山本 ) 
服部 川 は っ と り が わ 
し ぎ さ ん ぐち 
南大 阪 ・ 吉 野 線 
大 阪 阿倍 野 橋 お お さか あべ の ば し 
こぼれ ぐち 
きた た な べ 
いま が わ 
は りな か の 


2953 | ⑯ 昭 20.6.] 、 人 ご 昭 21.6.1、 昭 62.186 
5.014 | 昭 62.18.6 

4.387 | @ 駒 川 ( 昭 8.4.1)、⑧ 昭 62.12.6 

9856 | @ 昭 51.2.21 


次 貞 に つづ く 


lc 


te en NT LE 


つ ⑥ | 岡 寺 
つ ⑥ | 飛鳥 


や た 

か わ ち あま み 

ぬ の せ 

た か み の さ と 

か わ ち まつ ば ら 
え が の し ょ う 

た か わし 

ふじ いで ら 

は じ の さと 
どう みょう じ 
ふる いち 
こま が た に 
か み の た いし 
に じょう ざん 
に じょう じん じゃ ぐち 
た いま で ら 
いわ き 
し ゃ くど 
た か だ し 

うき あな 

ぼう じょう 


橿原 神宮 西口 か な は 5 じん ぐう に し くち 
⑦ | (橿原 神宮 前 ) 


お か で ら 

あす か 

つぼ さか や ま 
いち お 

くず 
よし の ぐち 
くす りみ ず 


むだ 
や ま と が みい ち 
よし の じん ぐう 
よし の 


52| 客 
74| 客 
8.4| 客 
98| 客 
10.1| 客 
11.7| 客 
18.7| 客 
138| 客 


30.5| 客 
31.2| 客 
32.4| 客 
34.3| 客 
35.7| 客 
36.9| 客 


回 | 大 18. 4.13 
大 12. 4.13 16856 回 、@ 天 前 (8.4.) 
大 11. 4.18 
9 
大 11. 4.18 
大 13.6.1 
大 11. 4.18| 6538| 交 
大 11. 4.18 

大 13.6.1 
明 31. 3. 
明 31. 3. 
4.3. 
4.3. 
昭 43. 
4 3 
昭 4 3. 
茹 43. 1.339| ※ 
4.3. 
昭 4 329 
昭 4 329 
昭 4.329 


回 国 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 


38.6| 客 
39.8 
409| 客 


420| 客 | 回 上 昭 4 331 
43.7| 客 | 回 大 1212.5 


45.8| 客 
47.7| 客 


493| 客 | 回 大 1.1025 


昭 4 329 
了 4 329 
引 | 大 1212.5 


大 1212. 5 
大 12.12. 5 


51.0| 客 大 13. 2. 7 90| 立 

526| 客 | 回 大 13. 5.11 

54.4| 客 4. 331 190| の 平 23.10. 

568| 客 | 回 大 1.1025 

58.5| 客 昭 2.7.1 564 | 平 83.10.1 

605| 客 | 回 | 大 1.1025| 1.056| 園 ⑧ 吉野 ( 昭 3.3.25) 
62.7| 客 | 回 | 了 3.325| 766| 穴 ( 上 市 ) 

635| 客 | 回 | 昭 3. 325 

650| 客 | (| 昭 3. 325 


き し ⑧@ 太 子 口 喜 志 ( 昭 8.4.1) 


と ん だ ば や し 
と ん だ ば や し に し ぐち 
か わ に し 
た きだ に ふ ど う 
し お の みや 
か わ ち な が の 


@⑳ 学 校 前 ( 昭 8.4.1) ⑳ 昭 20.6.1 ⑧ 昭 21.7.1 
⑧ 廿 山 ( 昭 8.4.1)、@ 昭 57.9.12 
必 ( 滝 谷 ) 


@ 長 野 ( 昭 29.4.1) 


か し わら みな み ぐ ち 
か し わら 


御所 線 
© | た) ー ML 
| 近鉄 新庄 き wc っ us | 24| 客 | 2529 | @ 近 畿 日 本 新庄 ( 昭 45.3.1)③ 関 急 新 圧 
( 昭 19.6.1)⑳ 南 和 新 庄 ( 昭 19.4.1) 
忍 海 お し み 39| 客 | 回 | 昭 5.12.9| 1918 
| 近鉄 御所 きん て っ こせ 52| 客 | 回 | 央 512 9| 3938| @ 近 紙 日 本 御所 ( 昭 45.3.1)@ 関 急 御所 
( 昭 19.6.1)@ 南 和 御 所 町 ( 昭 19.4.1) 


= 下 表 の ほか 町 屋 ( 益 生 一 伊勢 朝日 間 ) 
昭 13. 6.26|106.149| ⑧ 枯 日 本 千 屋 (45.3.1) ⑧ 時 合 還 昭 196.!) 
@ 富屋 困 163.15)⑮@ 誤る 屋 ( 陣 15.1.1) 
こめ の 園 
こがね 6 、6. 2252| 朗 和 昭 20.6. 1、W 昭 22.3.1 
か ら す も り 
きん て つ は っ た 


名 古屋 線 


e | 近鉄 名 古屋 きん て つなご や 


@ き 劉 M( 昌 163.15)@ 晃 順 個 15.1D) 
平 |7521、⑱02Km 明 人 )5 キ 17521) 


ふし や ゃ 
と だ 
きん て つか に え 


と みよ し 
さこ ぎ 
きん て つや と み 


きん て つなが し ま 


24.8| 客 | 加 思 4 1.30| 8308/ る ⑧ 西 票 名 (5) 


eTocs 37.6/ 客 / 選 / 昭 4 1.30| 15.496| ⑧ 近 繊 本 富田 ( 昭 45.3.1)⑧ 関 急 富 田 ⑤ | 伊勢 松本 いせ まつ ゃ と g8| 客 [回 (大 2.924( 2977\⑧ 和 松本 料 (8162) 
( 昭 19.6.1)⑱ 西 富田 ( 昭 16.3.15) ④ | 伊勢 川島 ” いせ か ね し 氷 53i 客 | 大 2.6.1( 2099 ⑩)U 烏 科 (Q42S フ ) 
みみ が う ら 3935/ 客 | 回 | 昭 4.1088| 3090| 羽 津 ( 昭 65.6.5) ①② | 高角 た か つの 671 客 | 回 大 2.6.1 1061 
る ) | 阿 准 / あぐら が わ 34.6) 客 | 回 | 昭 4 1.30| 4.308 め | 桜 さくら 87| 客 | 回 | 大 2.6.1| 3700|@ 桜 村 ( 昭 897) 
月 RT か わら まち 35.7| 客 | 回 | 了 4 1.30 1.430 ⑲ | 孤 野 て も の 11.3| 客 | 国人 大 26.1| 2447| 層 


みや ご えと み な ら | GOO/ 容 / 5 / 末 4 7.30/ 5.630|⑧ 富 洲 原 (F281.3.20 oO 


主 ⑳ 有 | 近 多 斬 布 きん < っ ょ っ ms | 369| 富 | 回 居 4 130| 51496 (四日市 )、⑧ 近 上 日 本 四日市 昭 45.3.1)、 ④ | 中 狐 野 。 な か こも の 126| 客 | 回 大 26.1| 020 
ト 諏訪 ( 昭 31.9.23)、 昭 48.10.1 1 大 羽根 園 お お ば ね えん 13.5| 客 昭 39. 323 788 
新 正 し ん し ょ う 38.1| 客 | 回 | 昭 50.720| 82.180 ⑨ | 湯の山 温泉 ゆ の や まお ん せん 15.4| 客 | | 大 2. 6. 1 686 | ⑳ 湯 ノ 山 ( 昭 45.3.1) 
| 海山 道 みや ま ど 39.6| 客 | 回 大 8.1025| 1.613 内 部 ・ 八 王子 線 
@ | 塩浜 し お は ま 40.8| 客 | 回 | 大 81025| 6172| 画 | Giga 市) 当 大 
北 楠 きた くす 426| 客 | 回 | 大 9.4.1| 1521| 赤堀 あか ほり 大 1.10. 6 553 | W 平 10.4.1 
@ | 本 くす 448| 客 | 回 大 6.1222| 1.693 © | 日 氷 ひな が 大 1.814| 1018|@⑳ 
長 太 ノ 浦 。 な この 3 ら 456| 客 | 回 | 昭 18. 7 1| 1.341 南 日 永 。 みな み O な が 大 1. 1.10| 1045| 平 10.4.1 
筑 田 み だ 470| 客 | 回 | 大 6.1222| 933 ⑨ | 泊 と まり 大 11. 1.10| 829| @⑳ 劉 車 ( 昭 31.11)、W 
⑮ | 伊勢 若松 いせ わか まつ 483| 客 | 回 | 大 6.1222| 1839 追分 お いわ け 大 11. 621 989 | @W 
千代 崎 ちよ ざき 50.1| 客 | 回 大 5.1.9| 2007| 交 小 古 曽 。 ぉ こそ 大 11. 1.10| 325| ⑱a19.7.1@ 昭 4.5.1 
@ | 白子 し ろ こ 529| 客 | 回 大 4. 910| 13825 内 部 うっ つべ 1.199 | 男 
鼓 ケ 清 つづ み が う ら 54.1| 客 | 回 | 大 4. 9.10| 1028| @ 子 安 観 音 (大 11.10.1) (©) 
磯山 いそ や ま 560| 客 | 回 | 大 4.9.10| 1806 988] | ⑳ 昭 49.7.85 ⑧ 昭 51.4.1 (0.2km 短 縮 ) 
千里 ちさ と 57.9| 客 | 回 大 6.11.1| 2635| 
9 | 時津 上 野 と ょ つう ぇ の 598| 客 | 回 茹 18 7 1| 156 京都 市 交通 局 
@ | 白 塚 し ら つ か 61.7| 客 | 回 | 昭 19. 5.8| 1.804| 男 沿革 年 表 
高田 本 山 た か だ ほん ざん 64.1| 客 | 回 | 大 4. 910| 1.961| づ 一 身 田 町 (大 7.11.1).⑱0.5km 津 方 か 昭 56. 5.29 | 烏丸 線 北 大 路 京 都 間 開業 平 16.11.88 | 東西 線 本 本 一 六地蔵 間 開 業 
ら ( 昭 30.7.15) (1435mm.1500V) 19. 4。 | IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 
⑯ | 江戸 橋 えど ば し 65.3| 客 | 回 | 大 6. 1 1| 7957| ⑱0.2km 伊 勢 方 か ら ( 昭 34.6.1) 63. 4.8 | 京都 市 京阪 電気 鉄道 出資 の 京都 高速 20. 1.16 | 東西 線 二条 一 太 穴 天神 川間 開業 。 京 津 線 
の か ら 乗 入 の 約 半数 が 太 径 天神 川 まで 延 人 
| pF =) 66.5| 客 | ピピ 7.4.3| 26.305| 交 ( 部 田 ) 鉄道 株 式 会 社 設立 Sw 
= 21]. 47 | 京都 高速 鉄道 に よる 御陵 一 三条 京阪 間 
⑪ | 津 新町 つ し ん まち 688| 客 | 団 | 昭 6. 7.4| 11.900 61| | 局 丸 線 京都 一 竹田 間 開 業 2 
南が丘 。 みな み が お か 715| 客 | 回 層 1. 428| 2447 8:28 | 近鉄 京都 線 と 相互 直通 運転 開始 第 
久居 ひさ い 740| 客 | 回 昭 5. 518| 10.120 平 8.10.24 | 鳥 丸 線 北山 一 北大 路 間 開業 
桃園 も も その 755| 客 5.518| 296 9 6』3 | 局 丸田 了 会 億 北山 開 祭 
⑨ | (伊勢 中 川 ) 788 10712 | 東 相本 同一 二条 間 開 上 ( 仙 隊 - ニ 


京阪 間 は 第 2 種 鉄道 事業 ) 京阪 京 津 線 
車輌 が 御 陣 京 都市 役所 前 間 昌 入 


肖 馬 隆 宮 吾 は 平成 28 重度 1 日 


や な ぎ - 
すず か し 6 < .12. 3000| 伊勢 神戸 ( 昭 38.4.8) 
みっ か いち 
ひら た ちょ う 


こく ざい か いか ん 


に つづ く 
まつ が さき 次 軸 


昭 3, 18 | 全線 1500V 電 化 完成 、 電 車 運転 開始 。 昭 61。 4。1 | 八日市 一 足 生 川間 に LE カー 運転 開始 
きた や ま 


閉 守 方 式 を 票 券 式 か ら 通 票 式 に 変更 ll | 近江 八幡 一 新 八 日 市 間 貨 物 営業 廃止 
SG 6 315 | 米原 彦根 間 開 業 62. 6. 1] | 全線 の ワン マン 運転 開始 
時 18.5.10 | 箱根 土地 (コク ド ) の 系 列 と な る 1220 | 八日市 一 綱 生 川間 自動 閉 寒 化 
0 19。3 1 | 八 昌 市 鉄道 を 合 億 63' 3.12 | 鳥居 本 彦根 問 抽 物 営業 廃止 に より 貨物 全 放 
まる た まち 1] 1 | | 新 八 日 市 八日市 間 開 業 。 近 江 八 幡 一 平 2 3. 7| 米原 一 八日市 一 近江 八幡 お よび 多賀 線 
か ら す まお いけ 申 56. 529| 29.145| 立 、 人 御池 (平成 9.5.22) 新 八日市 間 1500V 電 気運 転 開始 に 自動 列車 停止 装置 (ATS) 設 軒 
し ta う 客 8、8 | 新 ハ 日 市 - 八 日 市 間 1500V 電 化 12: 1 | 八日市 責 生 川間 ATS 設 置 
五条 に 93| 客 23. 8 1] | 新 八 日 市 - 御 園 問 休止 9. 8. 5 | 八日市 線 で 20m 車 運転 開始 
京都 きょう と 10.3| 客 SG5.11.10 | 東亜 セメント ( 後 の 住友 セメント ) 多賀 工 10. 3:30 | 八日市 線 快 速 運転 (近江 八幡 一 八日市 
九条 くじ ょ う 11.1| 客 場 一 多賀 一 彦根 一 野沢 セメント ( 同 ) 彦 根 間 ノ ンス トッ プ ) 開 始 
十条 じゅ うじ ょ う 118| 客 tt 工場 間 に セ メン ト 原 石 輸送 開始 730 | 米原 一 足 生 川間 で 20m 車 運転 開始 
くい な 橋 _ < くい な ば し 13.0| 客 38. 9.25 | 新 八 日 市 御園 間 廃 止 許可 15. 3.15 | 足 生 川 発 米原 行 快 速 運 転 開始 
竹田 た け だ 13.7| 客 昭 63. 6.11 ド 47.500 | 男 ※ 近 鉄 直 通 30.797 人 含 46. 7.4 | 米原 高宮 間 お よび 多賀 線 自動 閉塞 化 湖南 鉄道 琵琶湖 鉄 道 汽船 一 八日市 鉄道 
西 線 47. Il.25 | 高宮 一 八日市 一 近江 八幡 問 自動 閉 寒 化 大 418 | 湖南 鉄道 株 式 会 社 設立 
) | 六地蔵 ろく じ ぞ う ー| 客 | 回 幸 16 126| 11.568 10. 1 | 買 生 川中 継 貨 物 廃 止 。 最 高速 度 を 彦根 一 近 e1229 | 近江 八幡 一 八日市 口 (更新 八日市 ) 間 開 
石田 いし だ 1.1| 客 | 回 平 16.11.26| 620g 江 八 由 問 70km/h、 そ の 他 6Okm/h に 変更 業 (1O67mm 蒸 気 ) 
) | 酸 醐 だ いこ 64| 客 | 回 和平 9.10.12| 12266| 彫 交 43. 3. 1 | 多賀 彦根 間 キ リン ビー 滋賀 工場 輸送 開始 昭 6 Er15 | 琵琶 清 鉄 道 汽船 と 合 供 
小野 お の 36| 客 | 回 キ 910.12| 6290 51・511 | 多賀 線 ワ ンマ ン 運 転 開始 4 411 | 近江 八幡 一 新 八日市 間 は 八日市 鉄道 と 
税 辻 な ぎっ つじ 48| 客 | 回 \91012| 1428o 58. 8 | 郵便 物 輸 送 廃止 し て 発足 
東野 ひがし の 59| 客 | 回 平 9.10.12| 10286 人 | | 手 小 荷物 輸送 廃 上 上 S. 9.29 | 内 燃 動 力 供用 認可 
山科 や まし な 70| 客 | 回 層 9.10.12| 40.291| 10. | | 多賀 一 彦根 問 キ リン ビー ル 貨物 輸送 廃止 10. 1 | 新 八 日 市 飛行場 ( 後 の 御 園 ) 間 開業 
御陵 みさ さ ぎ 8.7| 客 | 回 | 平 9.10.12 ぼ 15.215 | ※ 京 阪 直通 7.244 人 含 61. 387 | セメント 原石 輸送 廃止 19: 3. 1 | 近江 鉄道 に 合併 
蹴 上 け あ げ 10.5| 客 | 回 910.12| 8998 駅 一 覧 ※ 乗 降 客 数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 
東山 ひがし や ま 115| 客 | 回 I キ 91012| 695| a 駅 る En 中 才 
三条 京阪 さん Cs うけ い は ん | 12.1| 客 | 回 平 91012| 23976 本 線 
京都 市 役所 前 を ょ うと し や くし ょ まえ | 126| 客 | 回 平 910.12| gl.951 まい ば ら 客 470| 、⑧ 昭 59.2.1 
烏丸 御池 か ら す まお いけ 13.5| 客 | 回 平 910.12| 9.126| 交 フジ テッ ク 前 ふじ て っ くま え = 
二条 城 前 に じょう じょう まえ 143| 客 | 回 『 9.10.12| 7232 ⑤ | 鳥居 本 と り い も と 客 314| @ 昭 63.3.12 
二条 に じょう 15.1| 客 | 回 平 9.10.12| 16557 (⑲ | 彦根 ひこ ね 客 8.910| 日 回 、 ペ 昭 63.3.12 
西大路 御池 に し お お じ お いけ 16.2| 客 | 回 IT20.1.16| 8883 ひこ ね 許 川 ひこ ね tb か ゎ 客 
太秦 天神 川 うず まさ て ん A じ A が ゎ | 17.5| 客 ⑮ | 彦根 口 ひこ ね ぐち 客 748| ⑧ 新 町 (大 6.1.1) 
© 高宮 た か みや 客 
の | 尼子 ge 客 310| 劉 - 車 (14.11.5) 
め | 豊郷 と よさ と 客 856| 昭 47.10 
明 33.12.28 | 日 野 - 綱 生 川間 開業 ④ | 愛知 川 え ち が わ 客 622| 昭 42.10 
逆 根 一 愛知 間 開 業 (UOS7mm. 系 気 ) 41.12.31 | 務 気 動車 使用 開始 ④ | 五箇 荘 ” ご pus う 客 132| 小幅 ( 明 43.1.1) 昭 47.10⑧ 妥 60.1 1. 
季 便 物 輸送 弁 始 大 3. 3 8l 高宮 一 多賀 ( 更 多 賀 大 社 前 ) 間 開業 河辺 の 森 。 か わらべ の も ら 客 
7:22 受 向い ーー 八戸 市 意 貞 業 14.S12 | 送 根 - 多 可 問 600V 電 気運 転 開始 ② | 八 正 市 よう か いち 容 
八 選 市 忌野 喉 開 業 151028| 宇治 川 電気 の 系 列 と な る 長谷 野 は せ の 客 


右上 に つづ く 


F3376 72 


盟 33.10. 1 310| 昭 47.10 ⑱ 昭 62.18.20 
32.8| 客 大 5.1016 166 


35.2| 客 明 33.1828 66 
3Z8| 客 | 〇 | 明 33.10. 1| 1.038| 園 、⑧ 昭 47.10 
42.7| 客 平 1、4.5 110 


29.9/ 客 
37.2/ 客 


43.8| 客 | 〇 | 明 33.1228 830 区 、⑱ 昭 47.10 指定 時 間 外 ( 昭 62.12.20) 
みな くち いし ば し 44.4| 客 昭 32.8.1 8208 
みな くち じょう な ん 45.1| 客 | 〇 人 平 1.4.5 1052 
き ぶ か わ | 47.7| 客 a 明 33.18.28| 2022| @ 昭 47.10 
た か みや sh 
すく りー ん 08| 客 |O 〇 |『F20 315| ese 
た が た いし ゃ まえ 85| 客 | | 大 3.3.8| 284|@me1327@3 綱 (F1041).@T2241 
お うみ ょ 5 ち まん 。 | | 富 | 回 | 入 1azg ⑮61.11.1、@③ 新 八幡 (大 8.3.11) 
RS 28| 客 大 21229 人 @ 平 2 4 1 
VS た 44| 客 |O |*+2122g 


いち の べ 


大 2.1229 
大 2.1229 


留 一 車 ( 平 9.12)、 人 の 平 82.4.1 
@ 昭 206⑨⑧24.7 づ 太郎 坊 ( 平 10.4.1) 
W 昭 61.11.1、③ 八 日 市 口 (大 2.18.29) 


た ろう ぼう ぐう まえ 
し ん よう か いち 


よう か いち 


信楽 線 責 生 川 一 信楽 間 開 業 
営業 休止 

営業 復活 

内 稀 化 

第 一 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
貨物 営業 廃止 

荷物 営業 廃止 

第 5 回 協 譜 会 に て 第 ニセ クタ ー 鉄 道 へ の 転換 な 決定 
① ミ JR 西日本 


了 茹 62- 2.10 
4 1 
7.13 
平 3. 316 
5.14 


信楽 高原 鐵道 株 式 会 社 設立 
西日本 旅客 鉄道 と な る 

責 生 川 一 信楽 間 転 換 開業 
特殊 自動 閉塞 式 に 変更 
小野 谷 ( 信 ) 一 紫 香 楽 宮 跡 間 で 衝突 事故 。 
同日 より 運休 

運転 再開 (スタ フ 閉 塞 式 に 変更 ) 


お の だ に し ん ご うじ ぉ う 
し が らき ぐう し 
くも い 


右上 に つづ く 


玉 桂 寺前 ぎょ くけ いじ まえ 客 (a 
〇 | 信楽 し が らき 客 


沿革 年 表 


明 38.1 1.19 
43. 4.15 


Ck | 
9 515 
4 4.1 

10:27 
14208: | 
5:s5 

昭 831 
4 4.11 


5: 8.15 
6. 331 


8.18.29 
9. 3.19 
18.10. 1 
80qi5. 1 

12.21 
24.12. 1 
Br9il 
eSqi9 罰 9 
30.5.19 


37.12.82 
38. 4.16 
G9・ 7. 7 
42. 8. 1 
9.28 
12.1 1 
43. 9.12 
12.20 


京阪 電気 鉄道 株 式 会 社 設 立 
天満 橋 一 五条 ( 現 清 水 五条 ) 間 開業 
(1435mm.600V: 軌 道 ) 

宇治 線 中 書 島 一 宇治 間 開 業 

急行 電車 運転 開始 

色 条 三 位 式 自動 閉塞 信号 機 使用 開始 
五条 一 三条 間 開 業 

京 津 電気 軌道 を 合併 

京 津 線 札 の 辻 一 浜大津 間 開 業 

日 本 初 の 全 鋼 製 ロ マン スカ ー]550 形 就役 
琵琶 湖 鉄道 汽船 を 合併 、 蛍 谷 ( 現 石山 寺 )- 
坂本 間 軌 道 を 継承 、 汽 船 を 太 湖 汽 船 に 、 近 江 
八幡 一 新 八日市 間 鉄道 を 八日市 鉄道 に 譲渡 
新 京阪 鉄道 を 合併 

新 京阪 線 西院 一 京阪 京都 ( 更 大 宮 ) 間 開 
業 (関西 初 の 地下 鉄 ) 

蒲生 信号 所 一 守口 ( 現 守 口 市 ) 間 複々線 化 
日 本 初 の 連 節 車 60 形 「 び わ ご 」 就 役 
阪神 急行 電鉄 に 合併 、 京 阪神 急行 電鉄 と な る 
交野 電気 鉄道 の 事業 を 譲受 

奈良 電気 鉄道 と 相互 乗 入 開始 

京阪 神 急行 電鉄 か ら 分 離 、 京 阪 電気 鉄道 発 定 
天満 橋 一 三条 間 特 急 運転 開始 

テレ ビ 設 置 の 特急 列車 運転 開始 
天満 橋 一 野田 橋間 線路 移設 (京阪 線 全 
線 専用 軌道 化 ) 

自動 券売 機 を 天満 橋 . 京 橋 に 設置 
淀屋橋 一 天満 橋間 開業 

淀屋橋 駅 冷房 開始 (日 本 初 の 駅 冷房 ) 
淀屋橋 一 大 和田 間 に ATS 設 置 

大 和田 三条 間 に ATS 設 置 

7 輌 編成 運転 開始 

京阪 線 全 列 車 に ATS 完 備 

近畿 日 本 鉄道 と の 相互 乗 入 廃止 


昭 45.11・1 


QB2. 713 
中 8.S. 8 


GS 選 画 、 全 8957.\0.\0 


12.26 
46. 6. 6 
6.20 
1 
47. 2: 8 
3.31 
49.12: 1 
51・98.12 
53. 3.10 


7:30 
55. 3.16 


3.17 

S6- 4.18 
58: 4. 1 
18. 4 
59. 4. 1 
60: 4. 1 
422 

10. 1 
62: 5.24 
5.28 
EA 
10. 5 

4 9.18 
11.28 
710.81 
12:25 

9. 9.30 
10.18 


天満 橋 一 野江 間 複 々 線 化 
日 本 初 の 5 扉 座席 昇降 装置 付 5S00O 系 就役 
交野 線 中 宮 信 号 所 一 村野 間 複 線 化 


初 の 自動 改札 機 を 樽 葉 に 設置 

日 本 初 の カラ ー テ レビ 設置 車輌 3000 形 電 役 

寝屋川 車両 工場 竣工 

交野 線 村野 一 交野 (交野 市 ) 間 複線 化 

交野 線 宮 之 阪 駅 付近 高架 複線 化 

守口 市 門真 市 問 複々線 化 、 中 宮 ( 信 ) 庭 目 

淀屋橋 東福寺 間 宇 治 線 が 軌道 か ら 鉄 

道 に 変更 

門真 市 寝屋川 信号 所 間 高 架 化 

門真 市 一 寝屋川 信号 所 間 複々線 化 

(当時 民 鉄 最長 18.1km の 複々線 が 完成 ) 

深草 車庫 廃止 

浜大津 統合 駅 使用 開始 

京 津 線 蹴 上 ー 四 宮 間 ATS 使 用 開始 

京阪 線 1500V 昇 圧 

京 津 線 ATS 設 置 完了 

石山 坂本 線 浜大津 坂本 間 ATS 使 用 開始 

急行 8 輌 編成 運転 開始 

各 山 収 本 線 浜大津 ~ 石 山寺 間 ATS 使 用 開 旭 

東福寺 三条 間 地下 化 

交野 市 河内 森 駅 上 手間 複線 化 

京阪 線 車 輸 冷 房 化 率 1009% 達 成 

鴨 東 線 三条 出町 補間 開業 

河内 森 上 手 - 私 市 間 複 線 化 

枚方 市 - 宮 阪 問 複線 化 、 交 野 線 複線 化 完了 

京阪 線 全 駅 の 自動 改札 化 が 完了 

3000 系 ダブ ル デ ッ カー 車 就役 

石山 坂本 線 穴 太一 坂本 間 複 線 化 

京 津 三条 御陵 間 廃止 、 大 津 線 1500V 

昇圧 、 京 津 線 車輌 の 京都 市 営 地下 鉄 

西 線 京都 市 役所 前 乗 入 開 始 
次 頁 に つづ く 


9/¢ 


平 12: 7 ] | 特例 更 (終日 中 還 島 丹波 橋 他 車 ) | 昭 813 | 松 ノ 馬 場 - 坂 本 間 開 業 滝井 た さい 72a| 客 61014| 7844| 
14. 331 | 京阪 本 線 ( 宮 屋 川 市 ) 連 続 立体 交差 事業 竣工 9.10 | 堂前 - 山 上 間 開 業 に より 、 蛍 谷 一 坂本 間 全 通 土居 と い 76| 客 | 回 昭 7 614| 5937| @ 昭 20.9.15、@ 昭 22.3.11 
京 津 線 ワ ンマ ン 運 転 開始 京阪 電気 鉄道 に 合併 | 守口 市 も 5 ぐち し 83| 客 | 回 明 43. 415| 43.152| 立 、 守 口 ( 昭 46.6.20)、@ 昭 56.103 
京阪 線 新 ダイ ヤ (10 分 ヘッ ド ) ス ター ト 北大 阪 電気 鉄道 西 三笠 に し さん そう 94| 客 | 回 | 陣 0.323| 25196 
石山 坂本 線 の ワン マン 運転 開始 大 711.24 | 北大 阪 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 門真 市 か ど ま し 10.1 | 客 | 回 | 照 46. 620| 33.590|⑧ 新 門真 ( 昭 50.3.23) 
IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 (京阪 線 ) 11.4 1 | 十 三豊 津 間 開 業 (1435mm.1500V) 古川 橋 。 ふる か わ ば し 108| 客 | 回 | 明 43. 415| 23444| @⑧ 昭 55.2.3 
大 津 線 に PiTaPa 導 入 10.26 | 豊津 千里 山間 開業 大 和田 。 お お わ だ 120| 客 | 回 上 昭 7.10.4| 21876| 攻 、⑱ 昭 55.23 
交野 線 ワ ンマ ン 運 転 を 開始 鉄道 事業 を 新 京阪 鉄道 に 譲渡 普 島 か や し ま 128| 客 | 回 | 明 43. 415| 26303| ⑧ 昭 55.2.3 
大 津 線 車輪 の 乗 和 区間 を 太秦 天神 川 に 延長 新 京阪 鉄道 究 屋 川 信号 場 ね や が LA じょう | 13.4| 客 | | 昭 47. 3.19 ー| 園 立 
京阪 線 の 新 カ ラー デザ イン 車 営業 運転 開始 大 1 628 | 新 京阪 鉄道 株 式 会 社 設立 寝屋川 市 ね や が わし 150| 信 | 回 | 盟 43. 415| 68400| ⑧ 寝 屋 川 ( 昭 26.8.20)、@⑧ 平 13.7.28 
中 之 島 線 開業 、3000 系 (6 代 ) 就 役 18. 4 1 | 北大 阪 電気 鉄道 の 事業 を 譲渡 香里 園 こう 5 えん 176| 客 | 回 | 明 43. 415| 60597| @ 香 里 ( 昭 13.4.1) 
淀 駅 付近 立体 交差 化 事業 上 り 高架 線 使用 開始 14.10.15 | 天神 橋 ( 師 天神 橋 筋 六 丁目 ) - 淡 路 間 開 業 光善寺 ” こう せ AC 19.1| 客 | 回 | 盟 3. 415| 21854 
京 津 電気 軌道 3. Ir16 | 淡路 一 高槻 町 ( 豆 高 槻 市 ) 間 開業 枚方 公園 ひら か た こう えん 20.8| 客 | 回 | 明 43. 4.15| 17838| ⑳ 枚 方 ( 昭 24.10.1) 
:28 | 京 津 電気 軌道 株 式 会 社 設立 11. | 高槻 町 - 西 院 間 開 業 枚方 市 ひら か た し 218| 客 | 回 | 明 43. 415| 90849| 3%、⑧ 枚 方 東口 ( 昭 24.10.1)、@⑧ 平 4.11.28 
天 III8I5 | 落 糧 -0( 矯 朝 迎 醸 還 (1435mm600W) 11. 9 | 柱 - 点 山 問 開業 御殿 山 "ご て ん や ま 235| 客 | 回 賠 4 525| 13933 
京阪 電気 鉄道 に 合併 5. 4 ら ] | 天神 橋 - 西 院 間 直 特急 運転 開始 (所 要 34 分 ) 牧野 まき の 25.5| 客 | 回 明 43. 415| 22978| 立 
9.15 | 京阪 電気 鉄道 に 合併 ⑪ | 樺 葉 くず は 客 | 回 | 明 43. 415| 60051 | @ 昭 46.620 
大 津 電車 軌道 株 式 会 社 設立 信綱 生駒 電鉄 橋本 は し も と 客 | 〇 | 明 43. 415| 5998| 立 回 こ O( 平 2493) 
大 2. 3. ] | 大 津 ( 現 浜 大 津 ) 一 膳所 ( 現 膳 所 本 町 問 | 大 14.11.5| 信 買 生駒 電鉄 株 式 会 社 設立 ⑲ | 八幡 市 。 や わた し 客 | 回 | 盟 43. 415| 9668|⑧ 八 幡 町 ( 昭 52.11.1)、⑧ 石 清水 八幡 宮 
開業 (1435mm.600V) 昭 4 710 | 枚方 線 枚 方 東口 (枚方 市 ) 一 私 市 間 開 前 ( 昭 23.1.1)、⑧ 八 幡 ( 昭 14.1225) 
] 5. | 膳所 一 別 保 ( 栗 津 ) 問 開業 業 (1435mm.600V) { 淀 よど 客 | 回 | 明 43. 415| 11.882| 園 立 、@⑱296m 京 都 方 へ ( 平 235.28) 
3. 1:12 | 別 保 一 石山 駅 前 (京阪 石山 ) 間 開業 枚方 線 を 交野 電気 鉄道 に 譲渡 中 書 島 。 ちゅ 3 し ょ C ま 客 | 回 | 明 43. 415| 12691 | 立 ( 伏 見 ) 
1.17 | 石山 駅 前 唐橋 前 間 開業 交野 電気 鉄道 伏見 桃山 し み も も や ま 客 | 回 | 明 43. 415| 11.060| @ 伏 見 (大 4.11.11) 
] .15 | 唐橋 前 - 蛍 谷 ( 現 石 山寺 ) 間 開業 昭 14. 424 | 交野 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 ⑪ | 凡 波 橋 た gg し 客 | 回 明 43. 620| 50754| 桃山 (大 27.29) 
1I' 5. 7 | 浜大津 三井 寺 間 開業 5. ] | 信綱 生駒 電鉄 枚方 線 を 譲り 受け 黒 染 すみ ぞ め 客 | 〇 | 盟 43.415| 7698| 回 -O( 平 2493) 
ら . 1.21 | 大 消 汽船 を 合 伯 、 琵 庄 湖 鉄道 汽船 に 社名 変更 20. 5 1 | 京阪 神 急行 電鉄 に 譲渡 藤森 BL の も D 客 |O | 明 43. 415| 13941|⑧ 師 団 前 ( 昭 16.9.1)、 回 ~O 〇 ( 平 284.9.3) 
515 | 三井 寺 - 兵 営 前 ( 現 別 所 ) 間 : 山 上 ( 現 別 ⑱ | 深草 ふか くさ 客 | 回 | 明 3. 415| 11.116 | ⑧ 稲 荷 ( 明 43.12.16) 
所 一 皇子 山間 ) 一 松 ノ 馬 場 間 開業 伏見 稲荷 。 ふし みい な り 客 | 回 | 明 43. 4.15| 6739| ⑧ 稲 荷 神社 前 ( 昭 23.1.1)、⑧ 稲 荷 ( 昭 14. 
駅 一 覧 ※ 乗 了 客 数 は 平成 23 年 ] 1 月 1 日 朋 査 1225) 稲荷 新 道 ( 明 43.12.16) 
の 備 考 鳥羽 街道 と ば か い ど う 3516| @ 昭 209.15, 人 @ 昭 21.5.11、 回 こ 〇 O 生 2493) 
京阪 本 線 ・ 暑 東 線 東福寺 
よど や ば し 客 | 回 [838. 416| 103371 t+ し 5 ちょう 14370 | @ 昭 62524 
の を gag 416| 34951 清水 五条 きよ みず ごい 』 う 6936 | ④ 昭 20.9.15、@ 昭 21.5.2、⑱ 昭 625.24、 
て ん ま ば し 客 | 回 | 盟 43. 415| 58414| 日 導 、 昭 384.16 五条 ( 平 20.10.19) 
きょう ば し 客 | | 明 43. 415| 178.805| 立 (蒲生 ) 蒲生 ( 昭 24.10.1)、@ 昭 45.4.15 祇園 四条 ざお AL じょう 43559 | ⑱ 昭 68.5 24 四条 ( 平 20.10.19) 
の え 客 ]1424| @@ 昭 6.10.14 三条 さん じょう 35.567 | 補 、@ 昭 625.24 
いと 安 神宮 丸太 町 じん ぐう まる た まち 9786 | ⑧ 丸 太 町 ( 平 20.10.19) 
も り じ ょ うじ 客 11.051 | ⑧ 新 森小路 ( 昭 17.4.1) 出町 柳 で まち や な ぎ 
| せん ば や し 客 9035 | づ 森 小路 千林 ( 昭 17.4.1) 、@ 森 小路 ( 昭 


6.12.28)、⑱ 昭 6.10.14 


中 之 島 線 
Op 。 gpoU ま | -| 客 | 回 POiOlg| 1a929|% 
6 次 員 に つづ く 


右上 に つづ く 


な D7O75/ お 585 っ F コ ュー ら 41 吉 いつ 〇 ! 天 避 5 A あの CS 
FF [EF / 宮 2O 7 の 78 326G 瓦 ケ 浜 か わら が は さま ELE NO WF 1.27S WILNS TWO NE A OMENOA 
容 / 〇 [F2010.19 306Z リ (ーー つの (平ら ら .2.1 フ ) 中 ノ 庄 な か の し ょ う 330 客 1 〇 大 2 5 1 ) A498\ WWA SNS MUHA NE EO FNA 
/ se | 膳所 本 町 ぜ ぜ ほん まち 38| 客 1 〇 1 大 22S. 3448\ ⑮ 楓 所 (2 8.2O) 
錦 に し き 42( 客 1 〇 | 大 2.3.1 2e.166 ! ⑳ 昭 V9.8.15、 人 Ga34S.1 
迄 ⑪ | 京阪 膳所 けい は ん ぜ ぜ 4.7| 客 |] 〇 | 大 2.3.1 7.160 | ⑳ 了 膳所 駅 前 (中 28.4.1) ⑳ 馬 坦 ( 品 \2.8.2O) 
10/ 客 / 〇 / 叫 75 9.11 5.080| ⑧ 中 宮 ( 昭 46.6.20)、④ 昭 20.9.15、 昭 ら ]. | 石 場 いし ば 55| RR 3 3062 | ーー の ( 平 15.10.2) 
g.15、 昭 49.12.1、ー 〇 ( 平 84 7.23) 島 ノ 関 し ま の せき 6.0! 客 | 〇 1 大.3m 080 
7.Z/ 客 | 〇 ) 昭 4.710 5228 | 昭 20.9.15、 昭 21.2.15、[] こ 〇 ( 平 247 23) ⑪ | 浜大津 は まお お つ 6.7| 客 | 回 | 大 2.3. 1 5.637 浜大津 東口 ( 昭 56.4.19) 、⑳ 浜 大 津 
25| 客 | 〇 | 昭 4.710| 5731| 加 一 〇 ( 平 24.7 23) ( 昭 32.3.20) 、⑳ 大 津 (大 2.6.1) 
3.4| 客 | 〇 | 尼 4 710| 6491 ⑱ 昭 209.15、⑱ 昭 21.2.15、[j い 〇 ( 平 247.23) 三井 寺 みつ いで ら 7 に OL 1.808 | ⑱ 昭 20.5.15、⑮ 昭 20.12.1 
44| 客 | 回 | 困 4.710| 10686| 交 、 交 野 ( 昭 52.1 1.1) 別所 べつ っ し ょ 80| 客 1 〇 | 昭 2.5.15| 3.120 兵 営 前 ( 昭 15.11.10) 、0.3km 坂 本 
6.1| 客 | 回 | 剛 5.1021| 1070g ⑱ 昭 20.9.15、⑱ 昭 23.5.] 方 へ ( 昭 42.9.24) 
69| 客 | 〇 | 央 4710| 82704 a]~O(E824.7.23) 皇子 山 お うじ や ま 8.5| 客 | 〇 1 昭 21. 3. 1 6.363 | あみ 52m 浜 大 津 方 か ら ( 平 18.3.18) 
宇治 線 選 | 近江 神宮 前 お うみ じん くう まえ | 9.1| 客 | 〇 | 田 8.515| 1517|( 激 賀 暫 織 、@ つ 商科 ( 昭 28.7.10)、 人 @ 近 
| 江 神 宮前 ( 昭 63.1.1) つ 争 織 ( 昭 16.2.1) 
か ん げ つ きょう ' O26.1| 4826| 回 -O(a4.93) 南 滋賀 ) みな み し か が 100| 客 | 25l5| 1959 
も も や まみ な み ぐ ち 大 2.6.1| 58604| ご あ 御 陵 前 ( 昭 24.1 1.25) 、④⑱ 昭 20.9.15、 滋賀 里 し が さと 10.8| 客 昭 2. 5.15| 2436 | @ ぁ 0.4km 坂 本 方 より ( 昭 305.1)、 る 0.4km 
@ 昭 21.2.15、 加 =O 〇 ( 平 24.9.3) 浜大津 方 より ( 昭 20.1.8) 
ろく じ ぞ う 大 2.6.1 9210| 交 Sx あの お 12.3| 客 昭 2. 5.15 876 | ⑱ 昭 20.5.15、@ 昭 20.12.1 
こわ た 大 2.6.1| 6.130| 回 >O 〇 ( 平 24.9.3) 松 ノ 馬 場 。 まつ の ば ん ば 13.5| 客 昭 2 5.15| 1633 
お うば く 大 2 6. 1| 6505| @ づ 黄 栗 山 (不明 大 15 頃 ) 違 *O 〇 ( 平 24.9.3) 〇 | 坂本 さか も と | 141| 客 |1O 上 困 2 813| aggd 
大 6.2 1| 4463| @ 大 7.6.5、@ 昭 18.11.1、@ 昭 22.4.1、 
同 - 〇 ( 平 24.9.3) 久山 電鉄 
2. 6.1| 5444|⑧0.2km 短 縮 ( 平 2.6.17) 沿革 年 表 
京 津 線 園 = 京 都市 交通 局 大 14.987 | 京都 電灯 出町 柳 一 八 瀬 ( 八 瀬 比 者 山 ” 「 昭 1911 報 馬 線 二 軒 茶 屋 - 埋 馬 問 通 票 義村 式 に 変更 
みさ で ぎ 回 1.815| 52i|@ 平 9.10.12 口 ) 間 開業 (1435mm 複 線 -600V) 24.12.17 | 京都 市 電 が 元 田中 一 山 端 間 に 乗 入れ 開始 
けい は ん や まし な 回 | 大 1. 815| 4.140| ⑧ 山 和 駅 前 ( 昭 28.4.1)、⑧ 昆 沙門 前 (大 108.13) .12. 1 | 疲 馬 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 ( 宝 ヶ 池 静 輪 開催 日 ) 
し の みや 〇 | 1. 815| 1956| 園 を 312。 1 | 同 山 話 ( 現 宝 ヶ 池 )- 市 原 間 複線 開業 267 有 1 | 秋山 本線 山 端 一 八 瀬 問 複線 化 
お いわ け 〇 1.815| 1586| 回 >O(F14.11.30) (1435mm 複 線 :8600V) 30. 824 | 京都 市 電 の 乗 入 廃 止 
お お た に 大 8.815| 375 4.10.20 | 同市 原 一 鞍馬 ( 仮 ) 開 業 (単線 ) 33。 4 9 | 数 二 線 玉 ヶ 池 一 岩 入間 視線 化 
か みさ か えま ち 〇 | 1. 815| 1.559 | @ 長 等 公園 下 ( 昭 34.3.1) 12.20 | 同 沈 馬 ( 仮 ) 一 鞍馬 間 開 業 、 京 都電 灯 出 39.10.18 | 者 笠間 生 区 
ーー | 太 4 5.5| | @O1km 四 宮 方 より ( 昭 584.12)、@0.1 町 柳 乗 入 開 始 53.10.19 | 集 電 方 式 を ポール か ら バ ンタ グフ フト 友 更 
時 | km 四宮 方 より ( 昭 21.5.10) 14 9 | 同町 茶屋 - 市 原 間 単 線 化 SRS ea 
石山 坂本 線 17. 3. 2 | 出町 柳 一 八 瀬 間 、 京 福 電 気 鉄道 聞 山 本 60 7 6 | 打倒 立 ( 京 福 0046 
いし や まで ら 2629 | @ 山 還 谷 ( 昭 28.4.1)、@ 宙 詩人 骨 55.10.])、 線 と な る 6 4 | 時 線 の 営 を に 計 
. : ワ ンマ ン 運 転 を 開始 、ATS 設 置 
⑧ 堂 合 ( 昭 12.8.20)、 回 >O 〇 ( 平 15.10.4) 8 1] | 京 福 電気 鉄道 が 鞍馬 電気 鉄道 を 合併 62.12.10 | 信朗 で ワン 
か ら は し まえ 2338 | @ 昭 20.5.15、 る 昭 20.8.5 幸 馬 株 と な る CO an 
けい は ん いし や ま 7317| 立 、@ 石 山 駅 前 ( 昭 8.4.1)、02km 19。5 1 | 振 山 本 線 山 端 八 瀬 問 単線 化 次 軸 に つづ く 
N et 1 1.10 | 諸 馬 線 山 端 一 二 軒 茶屋 間 単 線 化 
さ 右上 に つづ く 


平 10.5 京阪 電鉄 鴨 東 線 開業 に より 京阪 電鉄 と 平 14 389 | 京阪 電 気 鉄道 の 100% 子 会 社 と な る 
の 連絡 運輸 を 開始 16.1.13 | 2 還 編 成 ワ ンマ ン 運 転 開始 
2928 | 岩倉 一 三軒茶屋 間 複 線 化 


g11.29 | 京阪 電気 鉄道 が 6096 を 出資 し 、 京 阪 の 
系 列 と な る 
駅 一 覧 
| Re EE 区 | 半年 日 | esOO | 備 考 
芝山 本 線 ※ 果 降 客数 は 平成 22 年 10 月 2 日 調査 
9 | 出町柳 で まち や な ぎ ー| 客 | 回 | 天 14. 927| 10.19g 
元 田中 も と た な か 09| 客 大 14.927 8S3 | 0.1km 出 町 柳 方 か ら ( 昭 24.12.17) 
茶山 ちゃ や ま 1.4| 客 大 14.927| 1.539 
ー 乗 寺 いち じょう じ @.1| 客 大 14.927| 2050 
⑪ | 修学院 し ゅ う が く いん 8| 客 大 14. 927| 2.876| 較 
⑪ | 宝 ヶ 池 た か ら が いけ 3.8| 客 大 14. 927 842 | 立 、⑱0.3km 出 町 柳 方 か ら ( 昭 3.12.1)、 
山 端 ( 昭 29.6.10) 
| 三宅 八幡 "みや け は ち ま ん 44| 客 大 14.927| 658 
〇 | 八 瀬 比 宰 山口 や は ひえ いざ ん ぐち 56| 客 | _| 太 4. 927| 855|⑧ 八 溢 遊 園 ( 平 14.3.10)、⑧ 八 瀬 ( 昭 40.8.1) 
江馬 線 
O | ( 宝 ヶ 池 ) ー “| 
| | 八幡 前 。 はちまん まえ 09| 客 | | 上 昭 312.1 
肉食 いわ くら 1.7| 客 1O 〇 3.12. 1 
木野 き の 8| 客 3.12. 1 0.1km 鞍 馬 方 か ら ( 昭 2.7.10) 
京都 精華 大 前 きょう と せい か だ いま え | 3.5| 客 平 1.921| 1.380 
つ | 二 軒 茶屋 に けん ちゃ や 4.1| 客 昭 3.12. 1| 1.387 
市 原 いち は ら 5.3| 客 茹 3.12. 1 7938| 六 
ゅ | ニン 瀬 に の せ 6.6| 客 昭 41020 98 
貢 船 品 き 点 ね ぐち 76| 客 | 〇 | 昭 41020 413 
ツ | 球 馬 くら ま 88| 客 | 較 | 昭 4.1020| 871| 0.4km 宝 ヶ 池 方 の 仮 駅 か ら ( 昭 4.12.20) 


京 福 電 所 鉄道 山 線 


沿革 年 表 


明 40 嵐 山 電車 軌道 株 式 会 社 設立 昭 33.716 | 北野 白梅 町 ( 現 北野 白梅 町 ) 間 休止 
43. 325 | 京都 ( 現 四条 大 宮 ) 一 市 山間 開業 50.12.14 | 集 電 装置 を トロ リー ポー ル か ら Z パ ンタ 
(1435mm.6OOV) グラ フ に 変更 
大 7.4 2| 京都 電灯 に 合併 57. 1. 9 | 北野 線 ワ ンマ ン 化 
14. 2. 3 | 大 子 前 ( 現 太 秦 ) 一 益山 間 複 線 化 62 8r.17 | 政 山 線 ワ ンマ ン 化 完了 
NT 北野 線 北野 一 高雄 口 ( 現 宇 多野 ) 間 開業 平 7. 2. 6 | 北野 線 ATS 使 用 開始 
5 3.1O | 北野 線 高座 ロー 峰子 ノ 辻 間 開 業 ( 一 部 複線 ) 8. 3. | 上 一 山本 線 ATS 使 用 開始 
中 SWe.e8 | 四条 大 宮 一 友子 前 間 複 線 化 13. 3 一 | カル ダン 駆動 VVVF イン バー タ 人 制御 の 


7 3 el 京 福 電 気 移ら 泊 商い 本 線 コ ヒ 野 線 と な る モ ボ e001 形 貸 場 


右上 に つづ < 


平 18.11.27 | 「 嵐 電 」 の 愛称 が 正式 に 制定 平 23。4 1] | IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 
本 モ ボ 613 の 車体 色 を 京 紫 に 変更 
※ 生 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 (降車 客数 は 含ま ず ) 
商 争 | we el] 計 we] 和 の ) 穫 考 
益山 本 線 
() | 四条 大 宮 し じょう お お みや ー| 客 | 回 | 明 43. 325| 3.635| 日 、⑳ 京 都 (大 15.11.16) 
⑪ | 西院 さい 14| 客 明 43. 325| 2050| 画 
西大路 三条 に し お お じ さ ん じょう 0| 客 明 43. 325 570| ⑳ 三 条 ( 平 19.3.19) 
山ノ内 や ま の うち g.8| 客 明 43. 3.25 687 
嵐 電 天神 川 | ら 5 ん で ん て ん じん が わ | 3.7| 客 平 20.328| 1.986 
系 ノ 社 か いこ の や し ろ 3.9| 客 明 43.325| 528 
太秦 広隆 寺 うず まさ こう D ゅ うじ 44| 客 明 43. 3.25| 1.081 | ⑳ 太 子 前 ( 昭 19.4.16)、⑳ 太 秦 ( 平 19.3.19) 
⑪ | 肉 子 ノ 辻 か た びら の っ じ 52| 客 | 回 大 15. 3.10| 2.212 
有栖川 あり す が わ 5.7| 客 明 43. 325| 1.057| ⑧ 帳 峨 野 ( 昭 50.8.9) 
車 折 神 社 。 < くる ま ざ き じん じゃ 6.2| 客 明 43. 325| 1.190| 立 、@ 車 折 神 社 夏 ( 大 ]1.6.30)、 人 @ 車 折 ( 平 193.19) 
鹿 王 院 ろく お うい ん 6.5| 客 昭 31.1127| 743 
嵐 電 叱 中 らん で ん さ が 6.9| 客 明 43. 325| 930| ⑳ 農 峨 停車 場 前 (大 15.11.16) 、 人 ⑳ 能 明 
駅 前 ( 平 19.3.19) 
⑨ | 嵐山 あら し や ま | za [| | 明 43. SE 
北野 線 
O | ( 肉 子 ノ 辻 ) 還 還 =a 
Q 常盤 と きわ 0.9| 客 904 
鳴滝 な る た き 1.28| 客 484 
宇多 野 うた の 1.7| 客 272| あざ 高雄 口 ( 平 19.3.19) 
⑥ | 御室 仁和 寺 お むろ に ん な じ g.1 | 客 414| 人 ⑳ 御 室 ( 平 19.3.19) 
妙 心 寺 みょう し ん じ 5| 客 336 
④ | 竜 安寺 りょう あん じ 89| 客 555 | ⑧ 竜 安寺 道 ( 平 19.3.19) 
⑲ | 等持院 と うじ いん 3.1 | 客 345 
北野 白梅 町 きた の は くば いち ょ う 客 2.083 | 白梅 町 ( 昭 33.7.16) 


購 峨 野 観光 鉄道 
沿革 年 表 
明 32. 8.15 


京都 鉄道 購 峨 一 園部 間 開 業 


平 1.3. 5 | 峰 帳 一 馬堀 間 複 線 新 線 使用 開始 


40. 8. 1 | 京都 鉄道 が 国有 化 2.11.14 | 峰 帳 野 観光 鉄道 設立 
42.10。 1] | 線路 名 称 制定 で 京都 園部 間 が 京都 線 と な る 3. 42Z | トロ ッ コ 上 峰 賊 - ト ロッ コ 電 周 周 開 業 
45.10。 1 | 京都 線 が 山陰 本 線 に 編入 1067Zmm: 内 燃 ) 
昭 9 5 1 | 京都 一 園部 h 間 で ガン リン カー 就役 6.12. 3 / 全 列 車 が トロ ッ コ 性 由 一 た ロッ コ 四 雇 周 
46. 4.2Z | 蒸気 擬 関 車 使用 廃 甘 の 運転 と な る 
82。 4 | JR 西 戸 本 山陰 本 線 と な る 


上 当 だ ヨゴ Mg ら 


を ろ っ こ あ らし や ま 


平 3 42Z 


7.ZOO 


0/ 7 [F3427| 733 
と ろ っ こ ほ づき ょ う 3.4| 4 阿 11. 4.15 10|⑧ 平 1.3.5、⑧ 平 3.4.27 
コツ コ 凍 局 とろ っ こ か め お か Z3 ん | 回 平 3 427| "333 


| 北 近畿 タン ヨゴ 鉄道 
宮 初 鉄道 一 北 近 畿 タ ン ゴ 鉄道 


[Sr 9'221 宮 福 鉄道 株 式 会 社 設立 大 14. 731 | 宮津 一 丹後 山田 ( 記 野 田 川 ) 間 開業 
1g24 | 宮津 一 福知山 間 免 許 11.3 | 丹後 山田 峰山 問 開業 
宮津 一 福知山 間 開 業 昭 1.1225 | 峰山 - 網 野間 開業 
YBI | 北 近畿 タン ゴ 鉄 道 に 社名 変更 412.15 | 峰 豊 線 豊 岡 - 久 美浜 間 開 業 
2 4. 1 | 西 舞 誰 一 豊岡 問 転換 開業 6' 5.25 | 宮津 線 網野 一 丹後 木津 (木津 温泉 ) 問 開業 
4 10 | 列車 無線 運用 開始 7 8.10 | 月 後 木津 一久 美浜 問 開業 に より 舞鶴 - 豊 岡 問 開 
8 3.16 | 宮 福 線 お よび 宮津 線 宮 津 一 天橋 立 問 電 業 。 峰 山 線 と 峰 豊 線 を 合わ せ て 宮津 線 に 改称 
化 、 最 高速 度 を 120km/h に 向上 59. ら 2. 1 | 荷物 営業 廃止 
ら |: 228 | 福知山 駅 高架 化 60: 3.14 | 貨物 営業 廃止 
22.4.』8 | 円 山川 橋梁 架け 変わ る 62. 2. 3| 第 三次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
3』3.I| JR 特急 「 は し だ て 」 の 一 部 に 287 系 投入 全 | JR 西日本 宮津 線 と な る 
KTR 車 輌 に よる 新 大 阪 乗り 入れ 廃止 63。 4 7| 宮津 線 対策 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー で 
国鉄 宮津 線 一 JR 西日本 宮津 線 の 鉄道 存続 を 決定 
大 13- 4.12 | 星山 線 舞 吸 ( 昌 西舞鶴 ) 一 宮津 間 開 業 平 4. 1 | 北 近畿 タン ゴ 鉄 道 に 転換 
駅 一 覧 ※ 乗 降 客 致 は 平成 13 年 度 1 日 平均 (平成 2 1 年 度 乗 降 客数 は 平成 1 3 年 度 比 Bo.7%) 
証 E 本 証 還 較 FEHLCSz 記 の 着 還 仙 才 
宮 福 線 
福知山 ふく ちや ま ー| 客 ら .382 | 平 1.2.28 
厚 中 問屋 あっ な か と ん や 1 下 l 客 
芳 河 か し の 木 台 あら が か し の きだ い 29| 客 
まき 5.1| 客 
下 天津 し も あま づ 7.6| 客 
庄 ぐ じ ょ う 10.0| 客 
大 江 お お え 12.5| 客 
大 江 高 校 前 お お え こ うこ うま え 134| 客 
= ぶた また 15.4| 客 
大 江山 口内 宮 お お ぇ や まぐ ちな いく < | 17.6| 客 
辛 皮 か ら か わ 21.3| 客 
喜多 きた 27.3| 客 
宮村 みや お ら 28.8| 客 
宮津 みや づ 30.4| 客 


6/Z 


re 41 計 13. 4 A - 
東吉 し の の め 8gl 客 | |\3.4.\\ 1ael 5aS6.10.1 あ 劉 一 卓 (〒e.4) 
丹後 神崎 "た ん ご か ん ざき 1271| 客 昭 32. 6.22 92 
④ | 丹後 由良 た ん ご ゆら 14.4| 客 | 委 | 大 13. 4.12| 276| 包 昭 37.10 ハ 
④ | 栗田 くん だ 202| 客 | 委 大 13. 4.12| 634| @ 昭 37.10.1 仙 留 一 車 ( 平 841) 
④ | 宮津 みや づ 24.7| 客 | 回 | 大 13. 4.12| 2.124| 結 、 全 昭 557.1 
④ | 天橋立 あま の は し だ て g9.1 | 客 | 回 | 大 14. 731| 376| ao0.5.10 
岩滝 口 いわ た きぐ ち 328| 客 大 14. 731| 882 | 人 昭 45.10.1d 昭 60.3.14 
| 野田 川 の だ が わ 35.7| 客 | 委 | 大 14. 731| 616 昭 60.3.14⑧@ 丹 後山 田 ( 平 84.1) 
e | 丹後 大 宮 た ん ご お お みや 42.7| 客 | 委 | 大 14.11.3| 278 ⑱ 品 大野 ( 昭 38.5.25) 信 軌 45.10.1 昭 60. 
9.14 無 委 ( 平 2.4.1) 人 留 一 車 ( 平 24 1) 
e | 峰山 みね や ま 48.5| 客 | 委 | 大 14.11. 3| 576| 信昭 357.1 
© | 網野 あみ の 555 客 | 委 | 昭 1.1225| 614|@ 昭 55.7.1 
木津 温泉 きっ お ん せん 61.1| 客 | 委 | 昭 6 525| 266| @ 丹 後 木 津 ( 平 4.1)⑳ 昭 37.10 1 
人 W 昭 60.3.14 あ 無 一 委 ( 平 84.1) 
(⑨ | 丹後 神野 。 た ん ご こ か ん の 66.5| 客 | 委 | 昭 7.810| 210 人 昭 37.10.1@ 昭 60.3.14@ 留 - 車 ( 平 24 1) 
甲山 こう や ま 69.7| 客 昭 37.3.1| 378 
© 久美浜 くみ は ま 72.0| 客 | 委 | 昭 41215| 286|@ 昭 50.3.1 
但馬 三江 たじま みえ 80.6| 客 昭 41215 8| @ 昭 36.3.1 
〇 | 豊岡 と よ お か 836| 客 10O | 昭 41215| 466| 


阪急 電鉄 


沿革 年 表 
明 39.1.15 
40.6.1 
10.18 

43. 3.10 
A EN 
NS 


OFTEN だ 
11・ 4.1 
13.10. 1 
15。 7 5 


18.18 

昭 11.4. 1 
15. 5.20 
8 


算 面 有 馬 電 気 鉄道 信 立 発起 人 会 設立 昭 18.10. 1 
算 面 有 馬 電 気 軌道 に 社名 変更 

創立 総会 を 開催 24.12. 1 
宝塚 本 線 筑 面 線 開 業 (1435mm.600V) 

阪神 急行 電鉄 に 社名 変更 28: 4.1 
神戸 本 線 梅田 一 神戸 ( 後 の 上 簡 井 ) 間 . 伊 ” 84.2.18 
丹 線 単線 開業 38- 6.17 
西宮 線 西宮 北 ロ ー 宝 塚 間 単 線 開業 829 
西 宇 線 複線 化 12gg 
甲陽 線 開業 42. 3. 1 

大 阪 市 内 高架 線 完成 、 梅 田 一 十 三間 複 々 

線 に より 神戸 ' 宝 塚 線 分 離 運転 開始 

西宮 北口 ー 今 津 間 開 業 、 西 宝 線 を 今津 線 に 改 析 3.21 

神戸 市 内 高架 線 完成 、 三 宮 乗 入 開始 10. 8 

上 筒井 線 ( 西 (王子 公園 )- 上 向井 間 ) 府 上 43. age 
伊丹 線 複線 化 318 


京阪 電気 鉄道 を 合併 し 、 京 阪神 急行 電 
鉄 に 社名 変更 
京阪 線 京 津 線 石山 坂木 線 宇治 線 交 野 線 を 京 
阪 電気 鉄道 に 譲渡 、 新 京阪 線 を 京都 本 線 に 改称 
神戸 本 線 平日 昼間 を 12 分 毎 か ら 10 分 毎 に 短編 
梅田 一 十 三間 三 複線 化 
大 宮 一 河原 町 問 開業 
千里 山 - 新 千里 ( 現 南 千里 ) 間 開業 
上 牧 一 大 山崎 間 高 架 化 
南 千里 一 北 千里 間 開 業 、 千 里山 線 を 千 
里 線 に 改称 、 北 千里 駅 に 日 本 初 の 自動 
出 改札 装置 設置 
神戸 線 御手 御 川 - 同 川間 1.8km 高 架 作 
神戸 線 1500V 昇 圧 
ATS 京 者 線 で 使用 開始 
ATS 神 戸 線 で 使用 開始 


次 頁 に つづ く 


ATS 宝 塚 線 で 使用 開始 
神戸 高速 鉄道 開業 に より 、 阪 急 一 山陽 相 
旦 直通 運転 開始 
宝塚 線 1500V 昇 圧 
大 阪 市 営 地下 鉄 志 朋 線 と 相 吾 直通 運転 開始 
宝塚 線 石橋 一 池田 間 1.96km 高 架 化 
由 山 線 ATS 使 用 開始 (ATS 全 線 設置 完了 ) 
列車 無線 電話 全線 設置 完了 
宝塚 線 平井 車庫 竣工 
阪急 電鉄 に 社名 変更 
梅田 駅 拡張 工事 竣工 
神戸 - 宝 塚 線 が 軌道 か ら 鉄道 に 変更 
全 駅 自動 券売 機 設置 完了 
園田 駅 付近 高架 化 
宝塚 線 10 還 運転 開始 
全 駅 に 自動 改 集 札 機 設置 完了 
今津 線 西宮 駅 北口 で 分 断 
神戸 京都 線 10 輌 運転 開始 
車輌 冷房 化 10096 達 成 
池田 駅 付近 高架 化 
神戸 高速 線 三宮 一 西 代 間 第 2 種 鉄道 事 
業 営業 開始 
プリ ベイ ドカ ー ド 「 ラ ガー ルカ ー ド 導入 
次 木 市 駅 付近 高架 化 
スト アー ド フ ェ ア シ ステ ム 「 ラ ガー ルス 
ルー」 全 駅 で 導入 
今津 駅 移転 。0.2km 短 編 
玉 塚 駅 高架 化 


22.10: 1 
12: 5 


1OS! 客 | ! 1 大 2. 929 S1 838| 平 9.11.8 


高槻 市 駅 高架 化 

阪神 淡路 大 震 災 発生 

全線 復旧 開通 

今津 駅 高架 化 

スル ッ と KANSAI ス ター ト 
川西 能勢 口 駅 高架 化 

阪神 国道 今津 間 高 架 化 
曽根 一 豊中 間 高 梨 化 

日 生 エ クス ブレス 運転 開始 (日 生 中 央 梅田 間 ) 
山陽 電気 鉄道 乗 入 廃止 

今津 南 線 : 甲 陽線 で ワン マン 運転 開始 
伊丹 一 新 伊丹 問 複線 運転 を 再開 
三国 駅 高架 化 。 三 国 駅 の 移転 に より 全 
線 で 0.1km 短 縮 

宝塚 本 線 の 最高 速度 が 90Okm/h か ら 100km/h に 
京都 線 特急 停車 駅 に 淡 木 市 : 長 岡 天 神 . 
桂 を 追加 、 大 宮 を 通過 

アク トシ ステ ムズ を 阪急 電鉄 分 割 準備 
に 社名 変更 

IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 

阪急 電鉄 は 阪急 ホー ルディ ング ス に 改称 、 
鉄道 不動 産 等 の 事業 は 会 社 分 割 で 阪急 
電鉄 分 割 準備 に 承継 、 阪 急 電鉄 に 改称 
阪急 ホー ルディ ング ス が 阪神 電気 鉄道 と の 経営 
統合 に より 阪急 阪神 ホー ルディ ング ス に 改称 
神戸 高速 線 新 開 地 一 西 代 間 の 第 2 種 鉄道 事業 廃 上 
今津 線 西 宮 北 ロホ ー ム 高架 化 に より 西 
宮 北 ロ 今津 間 全 線 高架 化 


※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 (1 月 一 12 月 ) 平 日 1 日 平均 ※ は 平成 19 年 ] 1 月 13 日 調査 (都市 交通 年 報 よ り 作製 ) 


右上 に つづ く 


ほたる が いけ 
いし ば し 
いけ だ 
川西 能勢 口 か わ に し の せ ぐ ち 


雲雀 丘 花 屋敷 ひば り が お か は な や し き 
や ま も と 
な か や ま 
め 点 じん じゃ 
きよ し こう じん 
た か ら づ か 


明 43. 3.10| 51.276| 昭 61.4.30 

大 2. 4 8| 46.888| 層 (能勢 口 )、⑧ 人 能勢 口 ( 昭 40.7.1)、⑧ 平 8.3.24、 
乗降 客数 に 能勢 電鉄 乗換 は 含ま ず 

昭 36. 1.16 隊 12.009 | 園 (平井 ) 

明 43. 3.10※16.700| 疫 

明 43. 3.10 隊 18,620| ⑳ 中 山寺 


、® 平 5.9.25 


⑧ 箕 面 公園 


(梅田 ) 
(中 津 ) 
⑰⑪ | (+=) 
神崎 川 か ん ざき が わ 41| 客 
® 園田 その だ 7.2| 客 
⑪ | 塚口 つか ぐち 10.2| 客 
武庫 之 料 お この そう 123| 客 
® 西宮 北口 に し の みや きた ぐち 客 
⑪ | 風 川 Up く が わ 客 
芦屋 川 あし や が わ 客 
お か も と 客 
みか げ 客 
ろ っ こう 客 
お うじ こう えん 客 
か す が の みち 客 
さん の みや 客 


し ん か いち 
こう そく こう ベ 
は な くま 


伊丹 線 


[mm T= 生生 当 紀 


回 回 


回 回 回 回 回 回 回 回 四 


18.553| 終 

34.672 | ⑱ 昭 55.45 
53.642 | 交 

53.210| 武庫 ノ 注 
95.424 | 園 記 


ウー oC SC EO 3 き /.384 
= か 9 7?16| 23.984 | ⑤O.2km 延 伸 ( 昭 43.1 1.9) 


7.6/ 客 | 回 大 5.12.18| 24.067 
09「 客 | 回 | 昭 8 510| ※4.169 


0.2km 短 縮 ( 平 5.5.23)、⑧ 平 7.12.16 


回 大 10. 9. 2| 22074 
大 11.6. 1| 31.385 
大 12.1228| 23.137 
大 10.9. 2※16.421 
回 [大 10. 9.2| 26.422 
回 | 大 10. 9. 2 隊 10.186 


380| 客 | CI 還 3 5W557) 画 
40 ハ | 客 1 mg a. iaeai 
418| 客 | 回 | 四 31.1| 39531 | R⑧02km 引 伸 ( 婦 6 331) 

43.3| 客 | 回 昭 6. 331| 25923| ⑧⑬ 京 阪神 京 者 838.817)、⑧ 京 陣 未 者 (88 10\) 


圭 か つら 

西京 極 に し きょう ご く 
西院 さい いん 

大 宮 お お みや 


大 13.10. 1 ぽ 12.018| W 信 一 客 (大 14.3.8) 


東 吹田 ( 信 ) ひがし すい た LA こう し ょ 


回 国 還 回国 国 国 回 回 回 


長岡 天神 な が お か て ん じん 


回 | 大 10. 4. 1| 41.578 


大 10. 4. 1| ※4.228 
大 10. 4. 1| 37.939| 補 
3. 1.16| 51.928 


回 | 昭 3. 1.16|※17.685 | @ づ 吹田 東口 ( 昭 29.5.1)、 づ 京阪 吹田 ( 昭 


18.10.1)、 吹 田町 ( 昭 3.1.16) 
中 44.4.6 
. 1.16| 19.196| 園 沙 
3.14 
3. 8| 40,518 
1.16| 65.424| 立 . ざ 茨木 町 ( 昭 23.1.1 )、 平 4.3.31 
415| 18286| ⑧ 総 持寺 前 ( 昭 23.1.1) 
1.16| 20.652 | ざ ⑳ 冨 田町 ( 昭 32.7.1) 
1.16| 62854| 立 @⑧ 高 槻 町 ( 昭 18.1.1)、@ 平 5.10 
. 5.13|*12.480 | 上 牧 桜井 ノ 駅 ( 昭 14.5.16)、⑱ 昭 38.12.29 
・ 5.16|#16.226 | ⑧ 桜 井 ノ 駅 ( 昭 23.1.1)、 ⑱ 昭 38.12.29 
3.11. 1| ※6.551 | 届 、@ 昭 38.12.29 


型 型 型 型 型 型 型 
ょ ooo 三 ム 


団 | 3.11. 1| 33.206 


回 | 昭 311. 1 飛 ]1.325 西向 日 町 ( 昭 47.10.1) 
回 | 照 3.11. 1 層 17009 ざ 東 向 日 町 ( 昭 47.10.1) 


右上 に つづ く 


鳥 丸 か ら す ま 44.4| 客 | 回 | 茹 38. 6.17| 79318 
河原 町 か わら まち 45.3| 客 | 四 | 昭 38. 6.17| 65.236| 立 ( 京 都 ) 
千里 線 固 一 大 阪 市 交通 局 
う | 天神橋 筋 六 本 目 て AAgLgC2<55 う ぁ | 一 | 客 | 国 | 大 14.10.15| 115.328 | @ 天 神橋 (844.12.6) 、 時 BWRaaeeao 
柴島 くに じ ま ら 6.2| 客 | 回 | 大 14.10.15| ※3490 
| (淡路 ) 35 
下新庄 し も し ん じょう 44| 客 | 回 | 大 10. 4. 1| ※9.595 
吹田 すい た 6.0| 客 | 回 | 昭 39. 4.10※17.527 
豊津 と よ つ 6.9| 客 | 回 | 大 10. 4. 1|※13,160 
関大 前 か ん だ いま え 78| 客 | 回 | 昭 39. 4.10| 33.850 
千里 山 せん りや ま 8.6| 客 | 回 | 大 10.1026※15.859 
南 千里 みな みせ ん り 10.8| 客 | 回 | 昭 38. 82g| 21.184 ⑧ 新 千里 ( 昭 42.3.1) 
山田 や まだ 11.6| 客 | 回 | 昭 48.11.23| 22585| 立 ( 千 里 ) 
〇 | 北 千里 ” きた ん 5 | 136| 客 a 3. a 
訓 山 線 
© | 、) 
© | 上 桂 か みか つら 昭 3.11. 9| ※7.995 
© まつ お 昭 3.11.9| ※5.034| 松尾 神社 前 ( 昭 23.1.1) 


あら し や ま 


能勢 電鉄 
沿革 年 表 
明 41・ 5.23 


能勢 電気 軌道 株 式 会 社 設立 昭 46. 4. 7 | 4 輌 編成 運転 開始 


大 2. 4.13 | 能勢 口 (川西 能勢 口 )ーー の 鳥居 間 開 49.8.10 | 川西 能勢 口 に 自動 改 集 札 機 を 設置 
業 (1435mm.600V) 50. 4.9 | 5 輌 編成 運転 開始 
6 8 | 能 診 池田 駅 前 ( 後 の 川 国鉄 前 ) 間 開業 51・ 411 | 山下 駅 付近 高梨 化 
18.11.3 | 一 の 鳥居 妙見 (妙見 口 ) 間 開業 52.424 | 平野 山下 間 複 線 化 
昭 33. 4.10 | 2 還 連 千 運 転 開始 18.87 | 軌道 か ら 鉄道 に 変更 
88. ].10 | 阪急 電鉄 の 子会社 と な る 53.10.1 | 能勢 電鉄 に 社名 変更 
41.1.25 | 平野 車庫 完成 絹延 橋 車庫 廃止 12:12 IT 
42.] 1.30 | 川西 能勢 ロー 帰 の 森 間 複 線 化 56.1820 | 川西 能勢 ロー 川西 国鉄 前 間 


12. 3 
43. 785 
44.10. 5 
45. 4. 6 


ー 山 下 間 ) 

川西 能勢 ロー 平野 間 自 動 閉塞 式 に 変更 5Z12 1 TP 山 
ラ 27 | A 

平野 妙見 口 間 自 動 閉塞 式 に 変更 | a 

鐵 の 森 一 平野 間 複 線 化 全 駅 改 集 札 機 設置 守 


駅 明 居 提 作 シス テム 過 入 
3 幅 編 成 運転 開始 RB 次 貢 に つづく 


IS) 
CO 
平作 331| ATS 使 用 開始 山下 - 妙 見 口 間 ) 平 9lI.17 | 日 生 中 央 一 阪急 梅田 問 直通 特急 [日生 
4 1! | スト アー ド フ ェ ア シ ステ ム 導 入 エク スプ レス ]」 運 転 開始 
7 386 | 1500V 昇 圧 15. 4823 | 車体 色 を 阪急 と 同じ マル ー ン に 塗り 替 
Sil 16 | 最高 速度 を 時 速 BOkm か ら 70km(! 見 え 開 始 (8 月 28 日 完了 ) 
線 ) 、GOkm か ら 80km( 日 生 線 ) に 引き 5 6 | 終日 ワ ンマ ン 運 転 開始 ( 除 日 生 エ クス ブレス) 
上 げ 。 ワ ンマ ン 運 転 開始 68! | IC カ ー ド シス テム PiTaPa 尊 入 


※ 乗 降 客数 は 、 平 成 3 年 ] 1 月 8 日 調査 


We) | 隊 史 a 開 上 年 月 日 | = 疫 00 備考 
ー 加 | 大 8. 4.13|47.435 | 立 、⑱ 川 西 ( 昭 40.7.1)、 
能勢 口 ( 昭 40.4.1)、 平 83.24 
編 延 橋 きぬ の べ は し 1.2| 客 大 2 4.13| 1.748| @⑳ 平 3.4.1 
滝山 に さや ま 2.] | 客 大 2 4.13| 2.025 | 仙 平 3.4.1 
吉 の 森 うぐいす の も り 7| 客 昭 28. 821| 1.178| 鼓 ヶ 滝 ( 昭 40.4.1) 平 3.4.1 
鼓 滝 つづ み が た き 3.5| 客 大 2 4.13| 5.314| @ 平 3.4.1 
多田 だ だ 42| 客 大 2. 4.13| 7.113| 平 3.4.1 
平野 ひら の 5.2| 客 | 回 | 大 2 4.13| 7.848| 回 
ー の 鳥居 いち の と り い 6.4| 客 大 2 4.13| 1.129| 人 W 平 34.1 
許 野 う ね の 7.11 客 大 12.11. 3| 8.304| 仙 平 3.4.1 
山下 や まし た 82| 客 | 回 | 大 12.11. 3| 7.346| 交 、@ 昭 51.4.11 
笹部 ささ べ 86| 客 大 12.11. 3 152| @ 平 3.4.1 
光風 台 こう ふう だ い 10.3| 客 昭 53.10.16| 4.280| @ 平 3.4.1 
と きわ 台 と きわ だ い 11.2| 客 昭 43. 7. 7| 8906| 交 、W 平 3.4.1 
妙見 口 みょう けん ぐち 122| 客 大 1211. 3| 1.513| つづ 能勢 妙見 口 ( 昭 40.7.1)@ 妙 見 ( 昭 40. 
」 | 4.1)、 鍋 平 3.4.1 
GLUT) = | 
日 生 中 央 に っ せい ちゅ うお う | 26| 客 昭 53.12.12| 12.257 | 交 、⑱ 平 3.4.1 


大 阪 高速 鉄道 


沿革 年 表 
昭 55.12.15 


大 阪 高速 鉄道 株 式 会 社 設立 


平 10.10。 1 | 国際 文化 公園 都市 モノ レー ル 線 ( 彩 都 
王 2_6. 1 | 千里 中 央 一 南茨木 間 開 業 線 ) 万 博 記 肪 公園 一 阪 大 病院 前 間 開 業 
6 930 | 柴原 一 千里 中 央 間 開 業 18. 2 | IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 
9 4 | 大 阪 空港 柴原 間 開 業 


19.3.19 | 彩 都 線 阪 大 病院 前 一 彩 都 西 間 開業 


茨木 門真 市 間 開 業 


※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 
系 計 | 取扱 | 駅 綱 E ヨ 
| 開設 年 月 日 備 考 

大 阪 空港 お お さか くう こう F941 5,844 


ほたる が いけ 
し ば は ら 
し ょ うい 


(s] | 平 9. 4.1|10.667 
3.11 客 | 四 平 6.930| 4.382 
481 客 | |] 平 6.830| 4709 


右上 に つづ ぐ 


⑪ | 千里 中 央 せん り ち ゅ うお う _66| 客 引 | 平 2.6. lie.5a5 
山田 や まだ 85| 客 | 回 平 2.6.1| 6.897 
⑪ | 万博 記念 公園 ほん ば くき ね ん こう えん | 99| 客 | 回 平 2.6.1| 3.217| 画 
宇野 辺 う の ペ 181| 客 | 回 平 8.6.1| 83268|⑧@ 茨 木 ( 平 9.4.1) 
南茨木 みな みい ば らき 13.3| 客 | 回 | 平 2 6.1|12.248 
沢 良家 さわ ら ぎ 145| 客 | 回 平 9 822| 1.606 
摂津 せっ つ 160| 客 | 回 平 9 822| 2.180 
南 摂津 みな みせ っ つ 178| 客 | 回 平 9 822| 3.953 
大 日 だ い に ち 198| 客 | 回 平 9.882| 6.194 
〇 | 門真 市 。 か どき まし 3 EE ¥ 9 822|io.490 
〇 | の | 念仏 財 ) ー 
公園 東口 こう えん ひがし ぐち 1.1| 客 | 回 | 平 10.10. 1 12 
阪 大 病院 前 は ん だ いび ょ うい ん まえ | の.6| 客 | lg | 平 10.10. 1| 3.041 
豊川 と よ か わ 44| 客 | 回 平 19. 3.19| 1.166 
〇 | 彩 都 西 。 さい と に し 68| 客 | 回 平 19.3.19| 2742 


大 阪 市 交通 局 
沿革 年 表 


昭 8. 520 
10.10.30 
13. 4.21 
17: 5.10 
e6.18.20 


御堂 筋 線 梅田 ( 仮 ) 一 心斎橋 問 開業 
御堂 筋 線 心斎橋 一 難波 間 開 業 
御堂 有線 難波 一 天王 寺 間 開業 

四 つ 橋 線 大 国 町 一 花園 町 間 開 業 
御堂 筋 線 天王 寺 一 昭和 町 間 開 業 


ど /10.5 | 御堂 筋 線 昭和 町 一 西田 辺 間 開 業 
e9.1.15 | 御堂 筋 線 4 還 運 転 開始 
91" 6. 1 | 四 つ 橋 線 花園 町 一 岸里 問 開業 
de.10.。 1 | 御堂 筋 線 5 還 編 成 運転 開始 
33 5.31 | 四 つ 橋 線 岸里 一 玉出 間 開業 
6 1 | 御堂 筋 線 で 6 輌 編成 運転 開始 
35. 7・ | 御 筋 線 西田 辺 - 我 孫子 問 開業 、7 還 運転 開始 
3612.1 | | 中 央 線 大 阪 港 一 弁天 町 間 開 業 
38.6. 1 | 御堂 筋 線 8 輌 編成 運転 開始 
39.9.24 | 御堂 筋 線 新 大 阪 一 梅田 間 開 業 
1031 | 中 央 線 弁 天 町 一 本 町 ( 仮 ) 間 開業 
40.10. 1 | 四 つ 橋 線 西梅田 一 大 国 町 間 開業 
42 324 | 谷町 線 東梅田 一 谷町 四 丁 目 間 開 業 
8.30 | 中 央 線 谷 町 四 丁 目 一 森ノ宮 間 開 業 
43. 728 | 中 央 線 森ノ宮 一 深江 橋間 開業 
12.12 | 谷町 線 谷町 四 丁 目 一 天王 寺 間 開業 


昭 44. 416 
725 

910 

12. 6 


45. 224 


さき 1 1 
47.11 9 
49: 5:29 

7.10 
52. 4.6 
55:1 1.87 
56. 3.16 


No'@ 
58. 2. 8 
60. 4. 5 
61.10.1 


千日前 線 野田 阪神 一 桜川 間 開 業 
千日前 線 谷町 九 丁目 一 今里 間 開 業 
千日前 線 今里 一 新 深江 間 開 業 
中 央 線 本 町 一 谷町 四 丁 目 間 : 堺 筋 線 天神 
橋 筋 六 ] 目 動物園 前 則 開 業 、 堺 筋 線 
は 阪急 電鉄 と 相互 直通 運転 開始 
御堂 筋 線 江坂 一 新 大 阪 問 開業 、 北 大 阪 
妨 行 電鉄 と 相互 直通 運転 開始 
千日前 線 桜川 一 谷町 九 丁 目 間 開業 
四 つ 橋 線 玉 出 一 住之江 公園 間 開 業 
合 町 線 都島 一 東梅田 間 開 業 
株 式 会 社 大 阪 港 ト ラン スポ ボー トシ ステ ム 設 立 
合 町 線 守 ロー 都島 間 開 業 
谷町 線 天 王寺 一 八尾 南 間 開 業 
南港 ポー ト タ ウ ン 線 (ニュ ー ト ラム ) 中 必 
頭 住 之 江 公 園 間 開業 
千日前 線 新 深江 一 南 界 間 開 業 
合 町 線 大 日 一 守口 周 開 業 
中 央 線 深 江 椅 一 長田 商 開 業 
中 央 線 、 近 鉄 東 太 碑 線 (更け い は ん な 


線 ) と 宜 互 直通 運転 月 始 
次 責 に つづ ぐ 


68Z 


えさ か 
ひがし みく に 
し ん お お さか 
に し な か じ ま み な み が た 
な が かつ 
うめ だ 
よど や ば し 
ほん まち 
し ん さい ば し 
な ん ば 
だ いこ くち ょ う 
どう ぶつ えん まえ 
て ん の うじ 
し ょ うわ ちょ う 
に し た な べ 
な が い 
あび こ 
さき た は な だ 
し ん か な お が 
な が も ず 


13. 
ikA 
1g 線 で ワン マン 運転 開始 
御堂 筋 線 全 列車 10 輌 編成 と な る 18. ら . 1 
見 緑地 線 心斎橋 一 京橋 問 開業 12.24 


「 ポート 線 大 阪 港 - コ スモ スク エア 問 開 業 、 中 
央 線 、 近 鉄 生 駒 線 と 相互 直通 運転 開始 
地下 鉄 全 駅 の 冷房 化 が 完了 

OTS テ クノ ボート 線 を 編入 し 、 大 阪 港 コ 
スモ スク エア 間 が 中 央 線 、 コ スモ スク エア 
ー 中 ふ頭 間 が 南港 ポー ト タ ウ ン 線 に な る 

IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 

今里 筋 線 井 高野 今里 間 開 業 


見 緑地 線 大 正 一 心斎橋 間 鈴 見 緑 


回 回 回 回 回 


回 回 回 回 回 回 回 回 回 


回 回 回 回 回 


だ い に ち ぢ ち 
も り ぐ ち 
た いし ば し いま いち 
せん ば や し お お みや 
せき め た か どの 


※ 昌 降 客数 は 平成 2 年] ] 月 8 日 調査 
備 考 


0.1km 淀 屋 橋 方 の 仮 駅 か ら ( 昭 10.10.6) 


る O.1km 本 町 方 の 仮 駅 か ら ( 昭 9.12.20) 


右 量 | 回 刀 記 人 


都島 


中 崎 町 
東梅田 
南 森 町 
天満 橋 
谷町 四 丁 目 
谷町 六 丁 目 
⑪ | 谷町 丁目 
史 モ WE 
⑪ | 天王寺 
阿倍 時 
⑪ | 文 の 里 
⑪ | 還 カ 
駒川 中 野 
平野 
⑪ | 画 連 払 破 
出戸 


dQ 長原 
八尾 南 


みや こじ ま 72\ 客 <) \0049 529 
天神 橋 筋 六 丁 目 て AU し す V ろ く 5』 う め 


851 客 | (49.529 


な か ざき ちょ う 9.31 客 1g 1849. 529 

ひがし うめ だ 10.3{ 客 | (| 1 史 42. 324 

の みな み も り ま ち 11.5| 客 | 1842. 324 
て ん ま ば い し 13.3| 客 | 回 | 昭 42. 324 
た に まち よん ちょ うめ 14.2| 客 | 回 | 昭 48. 324 
た に まち ろく ちょ うめ | 15.2| 客 | 回 | 昭 43.12.17 
た に まち きゅう ちょ うめ | 16.1]| 客 | 回 | 昭 43.12.17 
LCA の 3U ま 30 が お か | 16.9| 客 | [gl | 昭 43.12.17 
て ん の うじ 17.8| 客 | 回 | 昭 43.18.17 
あべ の 18.4| 客 | 回 | 昭 55.11.27 
ふみ の さと 19.5| 客 | 回 | 昭 55.11.27 
た な べ 20.5| 客 | 回 | 照 55.11.27 
こま が わな か の 21.5| 客 | 回 | 昭 55.1127 
ひら の 23.2| 客 | 回 | 招 55.11.27 
きれ うり わり ge4.6| 客 | 団 | 茹 55.11.27 
ko 85.9| 客 | 加 |[ 昭 55.11.87 
な が は ら g7.1 | 客 | 回 | 昭 55.11.27 
や お みな み g8.3| 客 | 回 | 昭 55.11.27 


西梅田 
肥後 橋 
本 町 
四ツ橋 
難波 


北 加 賀 屋 
住之江 公園 


に し うめ だ 
ひご ば し 

ほん まち 
よつば し 
な ん ば 

だ いこ くち ょ う 
は な ぞ の ちょ う 
き し の さと 
た まで 
さき た か が や 
すみ の え こ うえ ん 


こす も すく え あ 
お お さか こう 
あさ ざし お ば し 
べんてん ちょ う 
くじ ょ う 
あわ ざ 


次 買 に つづ く 


堺 助 本 町 ~ さかい すじ ほん まち 
谷町 四 丁目 た に まち よん ちょ うめ 
森ノ宮 も り の みや 

縁 橋 みどり ば し 
ふか えば し 
た か い だ 


※ 谷 町 線 谷町 VH 丁目 で 集計 


※ 近 鉄 趣 通 57.486 人 含 


に し な が ほり 
さく ら が わ 
な ん ば 
日 本 橋 に っ ぽん ば し 

谷町 九 丁 目 た に まち きゅう ちょ うめ 
つる は し 


劉 登 筋 線 回 法 で 集計 


導 谷 町 線 谷 町 九 丁 目 で 集計 


いま ざと 
し ん ふか え 
し ょ うじ 
きた た つみ 
みな みた つみ 


名 阪急 縮 画 通 客 の か 、 当 駅 系 獲 は 谷町 線 天 神橋 六 丁 目 で 集計 


みな み も り ま ち 
きた は ま 
さか いす じ ほ ん まち 
| 日本橋 に っ ぽん ば し 
恵美 須 町 えび す ち ょ う 
上 動物 園生 どう ぶっ えん きえ 
| 天下 茶屋 。 て ん が ちゃ や 


淫 谷 町 線 失 森町 で 集計 


受 中 央 線 堺 筋 本 町 で 集計 


多 千 日 前 線 日 本 橋 で 集計 


多 御 党 筋 線 動 物 園 朋 で 集計 


⑳ 大 阪 ド ー ム 前 千代 崎 ( 平 18.18.24) 
次 生 日 前 給 西 長堀 で 貧 肝 


ドー ム 前 千代 人 どー む ま え ち ょ ざき 


A 


し LA さい ぱし 
な が ほり ば し 
まつ や まち 
た に まち ろく ちょ うめ 
た まう くり 
も り の みや 
お お さか び じ ね す ば - く 
きょう ば し 
が も う よ ん ちょ よめ 
り ま 高く つる み 
よこ づつ み 
つる みり D ょ くち 
か ど ま み な み 


平 8.12.11 | ※| 有 ※ 御 堂 筋 線 心斎橋 で 集計 
※| ※ 堺 且 線 長 医 椅 で 集計 


平 8.12.11 ※| ※ 谷 町 線 谷町 六 丁目 で 集計 


平 8.12.11 ※| ※ 中 央 線 森 / 宮 で 集計 


時 交 玖 玖 装 装 装 装 玖 章 装 唄 疫 
回 回 回 回 回 回 回 還 回 回 回 回 回 


今里 筋 線 

井 高野 いた か の 客 | 回 

瑞光 四 丁目 ずい こう よん ちょ うめ 客 | 回 

だ い ど う 豊 里 だ い ど うと よさ と 客 | 回 

太子 橋 今 市 た いし ば し いま いち 客 | 回 ※ 谷 町 線 太子 橋 今 市 で 集計 

清水 し みず 客 | 回 

新 森 古 市 し ん も D ふ る いち 客 | 回 

関目 成育 。 せき め せ いい < く 客 | 回 

蒲生 四 丁目 が も う よ ん ちょ うめ 客 | 回 ※※ 長 堀 鈴 見 緑地 線 蒲生 四 丁 目 で 集計 
し ぎの 客 | 回 
みどり ば し 客 | 回 ※ 中 央 線 緑 橋 で 集計 
いま ざと 客 | 回 ※ 干 日 前 線 今里 で 集計 


コス モス クエ ア こす も すく え あ 
トレ ー ド セン ター 前 と れ 一 ど せ ん た 一 まえ 
中 点 豆 な か ふと う 
ポー ト タ ウ ン 西 ぼ ー と た うん に し 
ポー ト タ ウ ン 東 ぼ ー と た うん ひがし 
フェ リー ター ミナ ル ふ ぇ り ー た 一 みな る 
な ん こう ひがし 
な ん こう ぐち 
ひら ば や し 
住之江 公園 すみ の え こ うえ ん 


※ 中 央 線 コ スモ スク エア で 集計 


半 装 前 前 装 区 前 装 的 玖 
回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 


S82 


区 大 孤 吉 行 電 鉄 株 式 会 社 設 立 
回 群 中央 ロー 江坂 問 司 業 (1435mm・ 
汗 三吉 条 式 )、 大 阪 市 営 地下 鉄 御堂 筋 線 


昭 67.Z 
62: 4.12 
平 ア 12.9 


VVVF イ ン バ ー タ 制御 車 「 直 
9 輌 編成 運行 開始 
10 輌 編成 列車 開始 


と 祖 互 直通 運転 開始 (8 瑞 編 成 ) 8. 380 スト アー ド フ ェ ア 「 ス ルッ と KANSAI] 導入 
ES 太 国 糧 中 央 ロー 了 チ 時 中央 間 4.0km 廃 止 18. ら . 1 IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 
内 し 軸 剛三 大 阪 市 交通 局 ※ 乗 降 客数 は 平成 63 年] 1 月 8 日 調査 
| i Un) 本 | 開設 年 月 日 0 で 備 才 

江坂 えさ か ー| 客 | 圏 | 昭 45. 824 

緑地 公園 。 り ょ く ちこ うえ ん a0| 客 | | 昭 50. 330|32.333 

桃山 台 も も や まだ い 4.0| 客 | 回 | 昭 45. 824|38.434 | 周 

千里 中 央 "せん り ち ゅ うお うぅ 5.9| 客 | 回 


昭 45. 9.14| 86.677 | 仮 駅 で 昭 45.8.24 開 業 


阪 境 電 気 軌道 
沿革 年 表 


昭 55。 7 7| 阪 堺 電気 軌道 株 式 会 社 設立 


平 13. 4. 2 | 堺 市 に 堺 市 内 路線 維持 へ の 支援 を 要望 
12 放 | | 南海 電気 鉄道 より 上 町 阪 堺 線 を 譲り 受け て 開業 ら ]・ 7. 4 天王 寺 駅 前 一 浜寺 駅 前 直通 運転 再開 
60. 7. 3| 冷房 車 導入 
駅 一 覧 ※ 乗 降 客 数 は 平成 62 年 10 月 3 日 調 査 
聞 内 


備 考 
上 町 線 


天王 寺 駅 前 て ん の うじ えき まえ 
阿倍 野 あべ の 
松虫 まつ お むし 
東 天 下 茶屋 ひがし て ん が ちゃ や 
北畠 
姫 松 ひめ まつ 
帝塚山 三 丁目 て づか や まさ ん ちょ うめ 
帝塚山 四 丁 目 て づか や ま よ ん ちょ うめ 


きた ば た け 


か み の き 
すみ よし 
すみ よし こう えん 


松田 町 


北 天 下 茶 屋 きた て ん が ちゃ や 


えび す ち ょ う 


いま いけ 
いま ふ ね 
まつ だ ちょ う 


の みなみ が か が すみ ちょ う 


内 内 別 別 内 別 別 別 咽 員 


⑳ 住 吉 大 社 前 % 孤 堺 線 住吉 に 集計 
⑧ 住 吉 


‘= bir 


MS 
12.15 


佐野 一 尾崎 間 開 業 
難波 一 尾崎 間 直 通運 転 開始 


3l.10。 1 | 阪 堺 鉄道 の 事業 譲受 
10.88 | 尾崎 和歌 山北 口 ( 現 紀 ノ 川 ) 間 開業 
93.1026 | 天下 茶屋 一 天王 寺 間 開業 
84.10. 5 | 住吉 一 天王 寺 一 (関西 鉄道 ) 大 阪 間 相 互 
直通 運転 開始 
86. 821 | 和歌 山北 ロー 和歌 山 市 間 開業 、 急 行 運 
転 開始 
4 1] | 紀和 鉄道 ( 現 JR 和 歌 山 線 ) と 相互 直通 
運転 開始 


821 
42.12.24 
43.10. 1 


44.129 
4.15 
5.17 
7 
831 
a) 

10.16 


塚 丁 っ か EL 
東 粉 浜 ひがし こ は ま M 
⑪ | 住吉 すみ よし 46| 客 | | 明 44.12. 1| 1.1321 住吉 神社 前 
住吉 鳥居 前 すみ よし と D い まえ 48| 客 明 44.18. 1 742 | 住吉 
細井 川 ほそ い が わ ね 5.1| 客 明 44.12. 1 519 
安立 町 あん りゅう まち 5.6| 客 明 44.12. 1 SN 
⑪ | 我孫子 道 ぉ ひこ みち 62| 客 | 回 明 44.12. 1| 8701| 日 周 
大 和 川 や ま と が わ 6.8| 客 明 44.12. 1 110 
高須 神社 。 た か すじ AU ゃ 7.3| 客 明 44.12. 1| 215 
綾 之 町 あや の ちょ う が | や 明 44.19. 1 399 
神明 町 し ん めい ちょ う 8.1| 客 明 44.12. 1 314 
妙 国 寺前 。 みょう こく じ ま え 8.4| 客 明 44.12. 1| 296 
花田 口 は な た ぐち 8.7| 客 明 44.12.11 58 
大 小路 お お し ょ うじ 9.0| 客 明 44.1211| 477| 立 
宿院 し g ゅ くい ん 9.4| 客 明 45.3.5| 434 
寺地 町 て ら じ ち ょ う 9.8| 客 明 45. 3.15 393 | ⑱ 昭 19、⑧ 昭 30.3.30 
御陵 前 ご りょう まえ 10.2| 客 明 45. 3.15| 285| ⑳ 小 林寺 橋 
東 湊 ひがし みな と 10.8| 客 明 45.4.1| 788 
石津 いし づ 12.2| 客 明 45. 4. 1 331 
折尾 必 な お 12.9| 客 明 45. 4. 1 440 
〇 | 浜寺 駅 前 。 は まで ら え さま え 141| 客 | 上 45. 全 | 724195 寺 mw。、  。 
南海 電気 鉄道 
沿革 年 表 
明 28. 8.25 | 南海 鉄道 株 式 会 社 設立 明 39. 489 | 急行 に 食堂 車 連結 ( 明 44 迄 ) 
30.10, 1 | 堺 - 佐 野 (泉佐野 ) 間 開業 (1087mm: 藻 気 ) ” 40. 7 5| 堺 - 泊 寺 ( 泊 寺 公園 ) 間 必 線 化 


難波 一 浜寺 間 600V 電 化 
浪速 電車 軌道 を 合併 
上 町 連絡 線 天王 寺西 門前 住吉 神社 前 
( 住 吉 ) 間 複 婦 開業 (1435mm600V) 
上 町 線 、 大 阪 市 電 乗 入 開始 
浜寺 公園 ー 介 葉 ( 避 高石 ) 間 複 齋 - 電 化 
葛葉 一 大 津 ( 現 泉大津 ) 間 複線 化 
葛葉 一 大 津 間 電 化 
大 津 一 貝塚 間 複線 化 
大 津 一 中 塚 間 電 化 


ー 佐 野間 複線 化 
に 次 買 に つづ く 


98¢ 


明 44.11.21 | 貝塚 - 和 歌 山 市 間 電 化 
45. 1.19 | 上 町 連絡 線 と 大 阪 市 電 の 直通 運転 廃止 
大 2 7 2 | 上 町 線 住吉 神社 前 - 住 吉 公 園 問 開業 
4 41 深 昌 - 才 子 問 複線 化 
681 | 阪 堺 電気 軌道 を 合併 
6 條 野 - 吉 見 / 里 問 複線 化 
7 6 1 | 大 見 ノ 里 尾崎 問 複線 化 
10 8 | 高札 浜 線 羽 衣 - 爺 羅 橋 問 開業 
1227 | 尾崎 - 箱 作 間 複 線 化 
8 816 | 窒 作 一 淡輪 問 複線 化 
9 B | 淡輪 - 深 日 間 複線 人 
1025 | 高師 稼 人 維 橋 高師 泊 間 開業 
0.1221 | 上 町 線 天王 寺西 門前 - 天 王寺 公 園 東門 
前 (上 天王 寺 駅 前 ) 間 を 大 阪 市 電 に 譲渡 
9 6 | 大 阪 高野 鉄人 高野 高師 鉄道 (橋本 ー 高 
野山 間 免 許 ) を 合併 
9 9 | 紀ノ川 和歌 山 市 間 複 線 化 
12 2 | キチ - 紀 ノ 川 間 複線 化 、 本 線 全線 和 複線 化 
13 318 | 住吉 東 - 我 了 子 前 複線 化 
9 B | 同 倍 野 ( 現 岸 里 玉出) 住吉 東 問 複線 化 
026 | 汐見 橋 木 津川 間 複 線 化 
1 | 高野 線 橋 本 - 学 文 路 間 開業 
225 | 高野 線 学 文 路 一 九度山 問 開業 
2 315 | 岸 ノ 里 の 本 線 : 高 野 線 連 絡 線 完成 、 高 野 
線 橋 本 直通 列車 を 難波 始発 に 改め る 
6 8 | 我孫子 前 堺東 問 複線 化 
730|| 高野 線 九 度 山高 野 下 間 開業 
151233 有 | ト 玉 - 剛 回 ( 詳 時 天下 
Ei 
阿 |3622 | 塊 東 西村 ( 束 初 芝 ) 問 複線 化 
4.10.10 | 西村 - 北 野田 問 複線 化 
高野 線 全 列車 難波 発着 に 。 汐 見 橋 一 岸 
ノ 里 問 が 事実 上 支線 化 
5 419 | 礎 逢 |- 西 天下 茶屋 北野 田 - 独 山 問 複線 化 
| 81219 | 答 浜 住吉 公園 問 複々線 化 
7 7 9 | 窒 宮 ター ミナ ルビ ル 落 成 
S77 誤 波 - 白 浜口 間 「 県 滞 」 運 転 開始 
12_ 419 | 多 山 一 金剛 間 複 線 化 
| 1!3 2 | 金 員 一 長野 間 宰 線 化 
SQ | 難波 一 天下 茶屋 間 高 寄 複 々 線 化 


昭 15.18. 1 
xiG 通 
IS. 5: 

S31 
6. 1 
a | 


e6. 4 1 
3 ア 
Mal 

30. 2.15 

3 ポポ 9S 四 6 


32.10:29 


33. 8. 1 
34. 715 
36. @.10 
EW 

37. 4.12 
420 

39. 2.25 
8.14 
41-12: 1 
43: 4 1 
6.25 
44.11・1 
45. 3: 1 
3.15 

7. 3 
46. 3. 6 
11.10 
47・ 7: 5 
929 
48. 416 
10. 7 
10.10 
49. 3.24 
SO0.11・1 


阪和 電気 鉄道 を 合併 、 山 手 線 と する 
加太 電気 鉄道 を 合併 
山手 線 国有 化 
多奈川 線 み ざき 公園 一 多奈川 間 開 業 
関西 急行 鉄道 と 合併 し て 近畿 日 本 鉄道 と な る 
近畿 日 本 鉄道 か ら 昌 南海 鉄道 の 資産 を 
南海 電気 鉄道 が 引き 継ぐ 
紀勢 西 線 乗 入 再開 (難波 一 新宮 間 ) 
特急 「 こ う や ] 運 転 開始 
高野 線 長野 一 橋本 間 自 動 閉塞 式 に 変更 
加太 線 が 紀ノ川 一 加太 間 と な る 
和歌 山 市 和歌 山 港 ( 静 筑 港町 ) 間 開業 、 
切 行 「 お わ ]」 運 転 開始 
阪 堺 線 綾 之 町 一 御陵 前 間 で 道路 中 央 へ 
の 軌道 移設 工事 完了 
ズー ムカ ー ら 21000 系 就役 
南紀 直通 気動車 準急 「 き の くに | 運転 開始 
橋本 一 九度山 間 自 動 閉塞 式 に 変更 
和歌 山 電気 軌道 を 合併 
四国 連絡 急行 「 あ わ 」 を 特急 に 格 上 、「 と さ ] 新 設 
九度山 一 極楽 橋 問 自動 閉塞 式 に 変更 
紀 見 峠 一 御幸 辻 間 一 部 複線 化 
和歌 山 港 線 自動 閉塞 式 に 変更 
南海 本 線 急 行 6 輌 運転 開始 、 北 島 支線 廃止 
ATS 使 用 開始 
高野 線 単線 区 間 CTC 化 完了 
高野 線 急 行 の 一 部 6 輌 運転 開始 
高師 浜 線 高架 化 
列車 無線 使用 開始 (南海 本 線 ) 
南海 線 通勤 冷房 車 使用 開始 
築港 町 一 水 軒 間 開 業 
高野 線 荷 物 列車 廃止 
加太 線 CTC 化 
南海 線 荷 物 列 車 廃止 
天王 寺 駅 前 浜寺 駅 前 間 直 通運 転 廃止 
高野 線 1500V 昇 圧 
南海 線 1500V 昇 圧 
河内 長野 三日市 町 間 複 線 化 
高野 線 ラ ッシュ 時 一 部 8 輌 運転 開始 
右上 に つづ く 


昭 51.7. 1 


52. 2:28 
54. 5.26 
10: 1 
55. 6.15 
MeN 


]1.28 
ex 一] 
56.11.28 
58. 6. 5 
6.26 
592:1 
3: 6 

60. 3.14 
OR 
6.16 

届 加 
平 5.44 1 
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6. 6.15 
7 6 
721 

89. 1 

9 4 
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9.10:24 
14. 5.26 
15. 2.28 
A 

1 TA 
18. 4 1 

4 
と 49 AG1 
23. 9. 1 
24. 8. 1 


軌道 線 で ワン マン 運転 開始 (上 町 線 と 

住吉 一 我孫子 道 間 ) 

南海 本 線 か ら 貨 物 列 車 消え る 

天 見 一 紀 見 峠 間 複線 化 

阪 堺 線 ワ ンマ ン 化 

玉出 住之江 (大 和 川 北岸 ) 間 高架 複々線 化 

難波 駅 改良 工事 に 伴い 、 起 点 を 0.2km 

和歌 山 市 方 に 変更 

平野 線 廃止 

阪 堺 線 ・ 上 町 線 を 阪 堺 電気 軌道 に 譲渡 

高野 線 10 還 運転 開始 

高野 線 千早 ロー 天 見 間 . 紀 見 床 御 幸 辻 間 複 線 化 

「 こ う や 」30000 系 運転 開始 

貨物 営業 廃止 

高野 線 三日市 町 一 千早 口 間 複 線 化 

南紀 直通 気動車 急行 「 き の くに 廃止 

住之江 一 石津 川間 高架 化 

汐見 橋 一 岸 ノ 里 問 が 分 断 

「 サ ザン 」 10000 系 運転 開始 

天王 寺 支 線 (今池 町 一 天王 寺 間 ) 廃 止 

荻 ノ 茶屋 一 岸里 玉出 間 の 西側 ら 線 高架 化 

空港 線 泉佐野 一 関西 空港 間 開 業 

和泉 大 宮 一 問 地 蔵 間 高 架 化 

高野 線 御幸 辻 一 橋本 問 新 線 切替 

御幸 辻 一 橋本 間 複 線 化 

空港 特急 「 ラ ビート] 運転 開始 

萩 ノ 茶屋 一 岸里 玉出 間 高 架 化 に より 

難波 一 大 和 川 間 全線 高架 化 

天下 茶屋 が 特急 停車 駅 と な る 

和歌 山 港 線 和 歌 山 港 一 水 軒 間 2.6km 廃 目 
今宮 大 下 共 屋 泉佐野 が 全 別 車 停車 駅 と な る 

泉佐野 駅 付近 高架 化 

和歌 山 港 線 の 中 間 駅 廃止 

中 志 川 線 を 和歌 山 電 鐵 に 譲渡 

IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 

62000 系 改造 の 観光 列車 「 天 空 | 運転 開始 

特急 全車 輌 禁煙 化 、12000 系 「 サ ザン プレ ミア ム 」 就 役 

忠岡 一 北 助 松 間 高架 化 


大 阪 堺 間 鉄道 一 阪 堺 鉄道 


明 17, 6.16 | 大 阪 堺 間 鉄道 会 社 設立 


阪 堺 鉄道 に 社名 変更 
難波 一 大 和 川 北岸 問 開業 (838mm: 系 気 ) 
大 和 川 北岸 一 堺 問 開業 
難波 一 住吉 間 複 線 化 
80.12.15 | 1067mm 改 軌 、 住 吉 一 吉 間 複線 化 
81.10. 1 | 南海 鉄道 に 事業 譲渡 
大 阪 馬車 鉄道 一 浪速 電車 軌道 
明 30。 4 - | 大 阪 馬車 鉄道 株 式 会 社 設立 
33. 9.20 | 天王 寺 - 東 天下 茶屋 間 開 業 (1067mm: 馬 力 ) 
29|| 東 天 下 茶屋 一 上 住吉 (現神 ノ 木 ) 間 開業 
35.12.27 | 上 住吉 - 下 住吉 (現住 吉 ) 間 開業 
40. 3.29 | 大 阪 電車 鉄道 に 社名 変更 
10.29 | 浪速 電車 軌道 に 社名 変更 
和 4|。 2 1 | 馬車 鉄道 の 営業 を 廃止 し 、 電 化 改 軌 工 事 着手 
42.12.24 | 南海 鉄道 に 合 
阪 堺 電気 軌道 
阪 堺 電気 軌道 株 式 会 社 (初代 ) 設 立 
44.12. 1 | 恵美 須 町 一 大 小路 間 開 業 (1435mm.600V) 
45. 3.5 | 大 小路 一 小林 寺 橋 ( 現 御陵 前 ) 問 開業 
4 1 | 小林 寺 橋 一 浜寺 ( 現 浜 寺 駅 前 ) 間 開業 
大 2 7:16 | 阪南 電気 軌道 (今池 一 平野 間 特許 ) を 合 人 
3. 426 | 平野 線 今池 一 平野 間 開 業 
南海 鉄道 に 合併 
高野 鉄道 一 高野 登山 鉄道 一 大 阪 高野 鉄道 
明 29. ら . 1 | 高野 鉄道 株 式 会 社 設立 
き 1・ 1.30 | 大 小 只 (m 原 東 )- 狗 山間 開業 (1067mm 茶 各 ) 
4.2 | 狭山 - 長 野 ( 現 河内 長野 ) 間 開業 
33. 9. 3 | 道頓堀 (店 汐 見 橋 ) 一 大 小路 間 開 業 
40. 9:21) | 高野 登山 鉄道 株 式 会 社 設立 
11.15 | 高野 登山 鉄道 に 事業 譲渡 
大 1.10.10 | 600V 電 化 
3.1081 | 長野 一 三日市 町 間 開 業 
4. 3.11 | 三日市 町 一 橋本 間 開 業 


明 17.11.22 
18.18.29 
g1・5.15 
25.12.29 


條 30 | 大 阪 高野 鉄道 に 社名 変更 
1l.8.6 | 南海 鉄道 に 合 


加太 軽便 鉄道 一 加太 電気 鉄道 
明 44.1.10 | 加太 軽便 鉄道 株 式 会 社 設立 
45. 6.16 | 和歌 山口 一 加太 韻 肢 業 (06Zmm. 燕 系 ) 
妥 5:7@。】 | 600V 電 化 
2.28 / 加太 雷 和 気 鉄道 に 社名 変 恵 
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4 | GOOV 降 圧 、 
直通 運転 開始 
22. 93.15 | 南海 電気 鉄道 に 社名 変更 


駅 員 配 置 は 著者 調 ※※ 果 降 客数 は 平成 83 年 度 1 日 平均 


備 考 


明 8.1829| 245.750 | @O.2km 短 給 ( 昭 55.1 1 21)、@ 昭 199.10 
明 40.10 5| 1.305| @M139 10@R204 10@MA RA1225)@ 
A112. 1| 83708| sw 

40.1220| 1816|@ 昭 13910 

明 18.1229| 61.681| @ 平 7.11.1 

平 5. 418| 6236| 芝 岸 ノ 里 と 玉出 を 統合 ( 平 54.18)@ 平 7.11.] 
大 6.421| 4280|@ 昭 546.15 

明 18.1229| 8744| @ 住 吉 公 園 ( 昭 54.5.9)、@ 住 吉 ( 明 45.2. 


17)、 昭 55.6.15 


盟 40.821| 11.701| 園 、⑧ 昭 55.6.15 

大 6.421| 7318| W 昭 60.57 

明 21. 5.15| 33.429| 交 、 仙 昭 51.10.30⑱ 昭 60.5.7 
胃 30.10. 1| 6573| @ 昭 60.57 


13.666| 介 昭 35.4.1、⑱ 昭 60.5.7 


盟 40.1220| 7.897| @ 北 浜寺 ( 明 41.12.1) 

明 30.10. 1| 4202| @ 浜 寺 ( 明 40.8.20) 人 ⑳ 昭 29.4.1 

明 45. 3. 1| 19318 

男 34. 3. 1| 9681| ⑧ 高 石町 ( 昭 41.12.1) 和 葛葉 ( 昭 16.8.1) 

中 32.1228| 12.150 

大 3.1210| 3.766| ⑳ 助 松 ( 昭 35.12.15)、⑱0.1km 和 歌 
山 方 へ ( 平 24.8.4) 

明 30.10. 1| 24898| ⑧ 大 津 ( 昭 17.7.1)、@⑧ 平 24.8.4 

大 14. 7.11| 9430 

大 3.10.18| 14531| 立 、⑳ 昭 52.2.28 

昭 12. 4.10| 4.792 

明 30.10. 1| 23030| あ 平 6.7.6 

大 3.4 1| 4468 

明 30.10. 1| 20290| 立 、⑳ 昭 58.2.28 

昭 13.10. 1| 4361 

大 5. 515| 3.176 

昭 27.14.11| 3007 


明 30.10. 1| 21.418 


© 佐野 ( 昭 23.4.1)⑧ 昭 39.5.20, 必 平 17,11.22 
大 EE 


よし み 0 . ル | 1 い 9) NO 
388| 客 | 回 | 大 4.\\. 1 


ここ 4 ご に 


お か だ うら 2.472 
た る い 406| 客 | 四 1 明 30.\1. 9| 7225 
お ざき 43.1 | 客 | 回 | 明 30.11.9| 11.164 
鳥取 ノ 荘 。 と っ と り の し ょ う 446| 客 | 回 | 大 8.3.1| 41211 
⑪ | 箱 作 は こつ くり 46.6| 客 | 回 | 明 31.1022| 4952 
⑪ | 淡輪 た ん の わ 50.2| 客 | 回 | 明 39. 8.15| 1.967| @ 昭 30.10.1 
(@W | みさき 公 園 みさ きこ うえ ん 51.9| 客 | 回 | 昭 13. 723| 5869| 仙南 淡輪 ( 昭 32.1.1) 
孝子 きょう し 56.3| 客 大 4. 411 ]72 
和歌 山大 学 前 58.0| 客 | 加 平 24.4 1 
) | 紀ノ川 き の か わ 61.6| 客 | 回 | 明 31.1022| 2413 立 、⑳ 和 歌 山北 口 ( 明 36.321). 便 昭 29.4.1 
(9 | 和歌山 市 わか や まし 64.2[ 客 | 回 | 明 36. 321| 17964 | 園 、⑧ 昭 59.2.1 
県 社 分 界 点 けん し ゃ ぶん か いて ん | 65.0 昭 31. 5. 6 ー| 客 一 分 界 点 ( 平 17.11.27) 
_© | 和歌 山 港 わか や まこ う 67.0| 客 | [ae. 3.6| 484| TP24.4.1 
高師 浜 線 
(羽衣 ) 
伽羅 橋 きゃ ら ば し 1.0| 客 |[ 〇 | 大 710.2| 1.697| @ 昭 45.3.1 
| 高師浜 た か し の は ま 1.5| 客 | 〇 | 大 8」025| 1.608| ⑱ 昭 45.3.1 
空港 線 
(泉佐野 ) = 
| りん くう タウ ン りん くう た うん 18| 客 | 回 層 6.6.15| 7784 
関西 空港 か ん さい < くう こう 88| 客 | 回 語 6. 615| 15165 
多奈川 線 
〇 | (の さき 公園 ) 
深 日 町 ふけ ちょ う 
深 日 港 ふけ こう 
⑥ | 多奈川 た な が わ 


加太 線 
(紀ノ川 ) 
梶 取 信号 所 か ん ど D し ん こう し ょ 


ぐ ④ | 東 松 江 ひがし まつ え 1.039 | 全 昭 59.2.1 
⑨ | 中 松江 な か まつ え 1.071 | 仙 昭 29.10.1 
⑦ | 八幡 前 は ち ま ん まえ 1.781 | @ 昭 29.10.1 
西 ノ 庄 に し の し ょ う 677| 穴 、 昭 69.10.1 
(⑦ | 二 里 ケ ヶ 浜 "に D が は ま 429| 人 昭 29.10.1 
⑲ | 磯ノ浦 いそ の うら 138| 昭 89.10.1 
⑨ | 加太 か た 678| 昭 89.10.] 
高野 線 


の | 汐見 性 。 し ozg し | 46| 客 | 加 陣 3 9 | 471| @ 間 541D 


次 頁 に つづ く 


当 8 本 | | 生日 | 筐 O 備考 下 古沢 。 し も こさ わ 軌 3.6.8| 107| 紀 人 
芦原 町 あし は らち ょ う 3.7| 客 大 1.11.15 185| @ 平 17.10.16 ⑨ | 上 古沢 か みこ さわ OD3 618 3] 
⑪ | 木津 川 き づ が わ 30| 客 明 33.9.3 86| @ 平 17.10.16 ④⑨ | 紀伊 細川 きい ほそ か わ O 〇 | 昭 3.6.18 50| 記 、⑳ 細 川 ( 昭 5.3.1) 
津守 つも り 20| 客 | 〇 | 大 2 28221| 617 ④ | 紀伊 神谷 。 きい か みや 〇 | 昭 3. 618 16| ⑧ 神 谷 ( 昭 5.3.1) 
西 天 下 茶屋 に し て ん が ちゃ や 10| 客 |1 〇 | 大 4.918 299 ⑰ | 極楽 橋 で くら くば ぱし | * 4 22] | ※]1.589 | ※※ 鋼 索 線 直通 .555 人 人 宮 
S| (岸里 玉出 ) 
帝塚山 て づか や ま 1.1| 客 | 回 | 91286| 7300 大 阪 府 都市 開発 
⑦ | 住吉 東 。 すみ よし ひがし 8.0| 客 | 回 | 盟 38. 9. 3| 6.583| ⑧ 住 吉 ( 明 33) 沿革 年 表 
沢 ノ 町 ” さわ の ちょ う 29| 客 | | 昭 17 215| 8069 昭 40312:247 有 | 大 阪 府 部 市 開発 株 式 会 社 設立 平 2' 4 1 | 運転 指令 所 を 難波 か ら 光 明 池 事務 所 に 移転 
我孫子 前 あび こま え 3.5| 客 | 回 明 40. 1. 6| 8388 46 4 1 | 中 百舌 鳥 - 泉 ケ 丘 問 開業 (1067mm:600 7 1 | 線 内 折返 列車 の 自主 運転 を 開始 
浅香 山 あさ か や ま 4.8| 客 | 回 | 大 4.623| 7827| @ 昭 33.6.1 V) 、 南 海 高野 線 と 相互 直通 運転 開始 5。 1 | 駅 務 技 術 部 門 を 直営 化 
堺東 さか いひ が し 6.4| 客 | 回 | 明 31. 1.30| 59343| 、⑧ 大 小路 ( 明 33)、⑧ 昭 35.9.20 48.10. 7 | 1500V 昇 圧 7 41 | 光明 池 一 和泉 中 央 間 開 業 
三国 ヶ 丘 みく < くに が お か 79| 客 | 回 | 昭 17. 215| 37696 12. 7 | 泉 ケ 丘 一 樹 : 美 木 多 間 開 業 16 3.31 | 南海 へ の 車輌 定期 検査 業務 の 委託 を 終 
百舌 烏 八幡 も ちず は ち ま ん 88| 客 | 回 | 明 33. 9. 7| 3959| 百舌 鳥 ( 大 2) 52. 8.20 | 和 : 美 木 多 一 光明 池間 開業 了 。 直 営 化 が 完了 
中 百舌 鳥 。 な か も ず 95| 客 | 回 | 大 110.10| ま 94359| 避 、⑧0.2km 橋 本 方 か ら ( 昭 45.11.14) 56.11:28 | 朝 ラ ッシュ 時 の 準急 10 輌 編成 化 8 7 1 | IC カ ー ド シス テム PiTaPa を 導入 
※ 泉 北 高速 線 直通 1.827 人 人 宮 駅 一 覧 賠 ニ 南海 電気 鉄道 ※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 
白 唱 し 5 さ ぎ 105| 客 | 回 | 居 39 525| 9278 A 用 に gmo | 備 者 
初芝 は つ し ば 120| 客 | 回 | 明 31. 329| 17.744| 逐 、⑳ 西 村 ( 昭 10.8.1) 中 百舌 局 な か も ず = 
萩原 天神 "は ぎ は ら て ん じん 129| 客 | 回 | 大 1.10.10| 78285 深井 ふか い 3.7| 客 | 回 | 昭 46. 4. 1123.788| 巡 
北野 田 きた の だ 147| 客 | 回 | 天 3.8. 7| 34450 泉 ケ 丘 いずみ が お か 7.8| 客 | 回 | 昭 46. 4 1143.313 
狭山 さや ま 156| 客 | 回 | 明 31. 1.30| 5688 樹 美 木 多 と が みき た 10.2| 客 | 回 | 昭 48.18 7| 22,449 
大 阪 狭山 市 お お さか さや まし 17g| 客 | 回 大 86875| 8923|⑧ 銘 器 箇 前 拉 121223)⑬ 押 (5254.1) 光明 池 こう みょう いけ 12.1| 客 | 回 | 昭 52. 820|32.578| 園 訟 
金剛 こん こう 18.3| 客 | 回 | 昭 12. 4.19| 36.254 和泉 中 央 いずみ ちゅ うお う 143| 客 | 回 『7.4.1|30.107| 
港 谷 た きだ に 200| 客 | 回 | 明 31. 4 2| 5574| 委 ⑧@ 昭 35.4.1 
千代 田 ちよ だ 21.3| 信 | 回 隊 13 211| 15554 水 間 鉄 道 
千代 田 信号 所 ちょ だ し ん ごう し ょ | 220| 客 照 41.3.1 ー 沿革 年 表 
河内 長野 か わ ち な が の 23.4| 客 | 回 | 明 31. 4 2| 29554| @ 長 野 ( 昭 29.4.1) 大 13 4.17 | 水 間 鉄 道 株 式 会 社 設立 昭 48.10 変電 所 新設 
三日市 町 "みっ か いち まち 25.1| 客 | 回 | 大 31021| 17543| な 14.1884 | 貝塚 南 ( 後 の 海 塚 ) 一 名 越 間 開業 (1067 50:12 全線 の 重 軌条 化 完了 
美加 の 台 みか の だ い 26.7| 客 | 回 | 昭 59. 9. 1| 4907 mm:600V) 60.12.18 | 自動 閉塞 式 に 変更 
千早 品 ちはや ぐち 268.6| 客 大 4. 3111 336 | ぷ ペ 昭 32.8.1 12.88 | 貝塚 一 貝塚 南 問 0.2km 開 通 、 貨 車 連絡 平 8 8 2| 1500V 昇 圧 
天 見 あま み 30.3| 客 大 4. 3.11 413 運輸 開始 17. 4.30 | 会 社 更生 法 の 適用 を 申請 
紀 見 幅 きみ と う げ 34.0| 客 大 4 3.11 733 15. 1.30 | 名 越 一 水 間 ( 現 水 間 観音 ) 間 開業 18. 4.86 | グル メ 杵 屋 の 子会社 と な る 
林間 田園 都市 りん か ん で ん えん と し | 35.3| 客 | 回 | 昭 56.11.22| 10632 昭 9 1.20 | 貝塚 貝塚 南 間 旅客 営業 開始 6.16 | 会 社 更生 手続 が 終了 
御幸 辻 みゆ きつ じ 37.3| 信 | 回 | 大 4. 3.11| 2971| 放 .@ ざ 高野 辻 (大 12.4.21) 23.1g.10 | 集 電 装置 が ポー ル か ら バ ンタ グラ フ に 19: 4 1 | 自動 列車 停止 装置 (ATS) 使 用 開始 
小原 田 ( 信 ) お わら た し ん こう し ょ | 38.2| 客 平 81124 園 切り 替え 1 6. 1] | ワン マン 運転 開始 、IC カ ー ド シス テム 
橋本 は し も と 40.1| 客 | 回 | 大 4.311| 8872 47. 5. 1 | 貨物 営業 廃止 | PiTaPa 導 入 
⑨ | 紀伊 清水 きい し みず 43.2| 客 大 14. 3.15 405| 信 清 水 (大 14.4.1) 、 ぷ 平 88.4.1 駅 一 覧 和栗 星宮 数 は 平成 9 年 1 月 】3 日 衣 意 
© | 学 文 路 が お ろ 45.8| 客 | 〇 | 大 13.11. 1 633| 交 
So \N\ 記 くど や ま 47.81 客 osree 723 
OS NNT こう や し た 42481 客 ! 〇 1 な 14. 730 123 | ⑧ 高 野山 (大 14.8) 
右上 に つづ < 次 太 に ビブ マ ざ 


ーー 
で ご 
導 な こせ 
も り 


どり / 容 
どら 8/ 客 


大 72.7 ら 24 
大 74.7 ら 24 


587 
1.702| 補 


3.2/ 客 大 74.7224 


519| W 昭 60.18.18 


493/ 客 大 75.1.30 
イク アリ 客 大 75.1.30 
5.】 | 客 昭 35.11.23 


5.5| 客 | 回 | 大 15. 1.30 


みつ まつ 
みか や まぐ ち 
みず ま か ん の ん 


西 員 口 
甘 角 寺 前 
〇 | 買 志 


こし や まぐ ち 


か ん ろ じ ま え 


13.1{ 客 


昭 8. 818 MSS) 


きじ 14.31 客 


昭 8. 818 


1.7441( YS41 


紀州 鉄道 


沿革 年 表 


昭 3.18.24 


6. 6.15 


御坊 臨港 鉄道 株 式 会 社 設立 
御坊 一 御坊 町 ( 現 紀 伊 御坊 ) 間 開業 
(1067mmr 内 燃 ) 


昭 48・ 1・ 1 
S8. 2 I 
686 


紀州 鉄道 に 社名 変更 
貨物 営業 廃止 
西 御坊 構 外 側線 廃止 


68¢ 


7.4.10 | 紀伊 御坊 一 松原 口 (本 御坊 ) 間 開業 平 1 4 1 | 西 御坊 日 高 川間 廃止 。 ワ ンマ ン 運 転 開 
山東 軽便 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 39. 6.24 | 集 電装 置 を ポー ル か ら バ ソン タ グラ フ に 切り 替え 9. 8.10 | 西 御坊 日 高 川間 開業 始 、 閉 塞 方 式 を 票 券 式 か ら ス タフ 式 に 変 
大 橋 ( 和 歌 山 市 内 ) 一 山東 ( 更 伊 太白 曽 ) 51. 4.9 | 3 輸 編成 運転 始ま る 28. 7:19 | 紀州 水害 の た め 営業 休止 ( 昭 8-9-14 更 、 列 車 無 線 取付 
間 開業 (1067mm 蒸気 ) 平 5 41 | 球 券 閉塞 式 か ら 自動 閉 宣 式 に 変更 自動 列車 営業 再開 ) 12. 710 | キテ ッ ] 就 役 
中 ノ 島 (JR 紀和 付近 ) 一 大 橋間 開業 停 上 装置 (ATS) と 列車 集中 制御 (CTC) 開 始 30.10.15 | 西 御坊 一 大 和 紡 績 問 構 外側 線 開通 81.10.85 | キル 人 600 形 定期 運行 終了 
閣 東 和歌 山 ( 現 和 歌 山 ) 駅 開業 。 中 ノ 島 一 ん 4 1 | 1201 形 か ら 2270 系 に 置き 換え られ 、 駅 一 覧 三 JR 西日本 ※ 乗 降 客 数 は 平成 10 年 度 1 日 平 均 (平成 81 年度 全線 乗降 客数 は 平成 10 年 度 比 78.79%) 
秋月 (日 前 宮 ) 間 廃止 、 東 和歌 山 - 秋 月 ワン マン 運転 開始 間 恥 る EEEESzE 本 
間 開 業 17.6.27 | 岡山 電気 軌道 が 和歌 山 電 鐵 を 10096 子 御坊 ご ほう ー| 客 
6 428 | 和歌 山 鉄道 に 社名 変更 会 社 と し て 設立 学 門 が くも ん 15| 客 
B』8I8 | 伊太 訪 曽 ( 下 伊 太 祈 曽 ) 一 綱 志 間 開業 18. 4. 1 | 南海 電気 鉄道 か ら 譲り 受 け て 開業 〇 | 紀伊 御坊 きい こ ほ ぅ 1.8| 客 
16.12 東和 歌 山 - 伊 太 郭 曽 間 600V 電 化 8. 6 | 「 い ちご 電車 」 就 役 市 役所 前 。 し ゃ くし ょ まえ 24| 客 
1712 伊太 郭 曽 一 大 池 遊 園 問 電化 19. 1. 5 | ネコ の 「 た ま 」 が 買 志 駅 長 に 就任 西 御坊 に し こ ほ ぼう I 客 148| @ 松 原口 ( 昭 9.8.10)、 人 
18.12 大 池 人 遊園 一 買 志 間 電 化 29 | 「 お も ちゃ 電車 」 就 役 
8.11. 1 | 和歌 山 電気 軌道 に 合 21. 32] | 「 た ま 電 車 」 就 役 阪神 電気 鉄道 
86-1. | 南海 電気 鉄道 に 合 1500V 昇 圧 沿革 年 表 
駅 一 覧 ※ 乗 降 客 数 は 平成 12 年 度 ( 南 海 電気 鉄道 時 代 ) 1 日 平均 明 32 6.12 | 摂津 電気 鉄道 株 式 会 社 設 立 昭 1 8.10 | 本 線 特急 の 5 輌 連結 運転 開始 
9 駅 名 ほ っ 旧 ーー の 備考 | 阪神 電気 鉄道 に 社名 変更 14 321 | 根 大 阪 駅 前 地下 生長 開業 ( 格 田 駅 移 設 ) 
貴志 川 線 38. 4.12 | 神戸 ( 後 の 三 宮 ) 一 大 阪 (出入 橋 ) 間 開業 17.3.16 | 本 線 特急 6 輌 運転 開始 
OT 和歌 山 ppes ー| 客 | 回 た 13 228| 6.006|@ 東 和歌 山 ( 昭 433.1) (1435mm:800V) 18 1I81 | 直 庫 川 線 武庫 川 - 洲 先 問 開 業 
田中 口 "た ぉ か ぐち 06| 客 | | 大 13.228| 9g3 38.122] | 出入 橋 梅 田 間 仮 線 (単線 ) 開 業 19。8.17 | 武庫 川 線 武庫 川 一 武 庫 大 橋間 開業 
④ | 日 前 宮 ” に 5A< ぅ う 14| 客 | | 大 5.215| 317|@ づ 秋月 ( 昭 8) 大 1.11. 1 | 神戸 市 内 延 胡 線 (清道 一 三 宮 間 ) 開 業 20. 388 | 戦 福 に より 三宮 - 元 町 間 休止 (11 月 3 日 
神前 こう ざき 2.9| 客 大 5. 215| 1.069 3. 6.12 | 出入 橋 一 梅田 間 複 線 化 再開 ) 
是 山 か まや ま 3.7| 客 大 5. 215 458| 昭 38.7.15 10.11. 7 | 急行 運転 2 輌 連結 運転 開始 @]・ ]6 武庫 川 線 武庫 大 橋 一 洲 先 間 休 止 
交通 セツ ター 前 こう つう せん た - ま え | 48| 客 | | キ ]1.57| 76 13T:20 | 伝法 線 大 物 伝 法 間 開業 23.10.10 | 武庫 川 線 武庫 |- 洲 先 問 営業 再開 
⑨ | 岡崎 前 お か ざき まえ 5.4| 客 大 5.215| 1.290 8. | 伝法 線 伝法 一 千鳥 橋 間 開 業 3.9.15 | 元町 一 梅田 間 大 型 車 に よる 特急 運転 開 
吉 きれ 64| 客 | は 5215| 715 昭 3.12.28 | 伝法 線 尼崎 一 大 物 間 開業 始 (三宮 一 梅田 間 ノ ンス トッ プ 25 分 ) 
④ | 伊太 祈 細 いだき そ 80| 客 | 回 大 5 215| 583| 園 立 、@ 山 東 ( 昭 8.3.18) ⑳ 昭 38.7.15 4:12:26 | 本 線 3 輌 連結 運転 開始 33. 784 | 普通 用 高 性 能 車 「 ジ ェ ッ トカ ー| 就 役 
@ 伊 太 訪 曽 ( 平 18.4.1) 8.6.17 | 本 線 神戸 (見 三宮 ) 一 岩屋 間 改 良 線 ( 地 。 36.]1.82 | 本 線 野田 高架 線 開 通 
9.1| 客 8.818| 96|@ 山 東 永山 ( 昭 20) 下線 ) 開 通 、 特 急 運転 開始 39. 8. 1] | 本 線 尼崎 付近 高架 線 開通 
右上 に つづ く 11. 318 | 元町 三宮 間 地 下線 開業 5'8O | 伝法 線 を 西 大 阪 線 に 改称 


次 上 軸 に つづ く 


RG9 Se | 本 大 阪 線 填 烏 橋 - 西 九条 問 開業 
40 9 | 元町 - 西 九条 間 に 西 大 阪 線 特 急 運転 開 
ce 始 (49.12.1 廃 止 ) 

| 428 7 8 | 本 線 西 濯 一 石屋 川間 高架 線 開通 

11-12 | 新設 軌道 1500V 昇 圧 

3.17 | 本 線 西 大 阪 線 ATS 設 置 
人 7| 神戸 高速 鉄道 開業 に より 山陽 電鉄 と の 

相互 直通 運転 開始 

245524 | 本 線 武庫 川 一 尼崎 セン ター ブー ル 前 間 

高架 線 開 通 

7 | | 准 房 車輌 使用 開始 

46』623 | 梅田 三宮 駅 冷房 化 

8 3| 本 線 西 大 阪 線 全 駅 の 出札 業務 の 自動 

化 が 完了 
アア 10 | 西宮 変電 所 を 最後 に 全 変 電 所 の 無人 化 が 完了 

10. 5 | 尼崎 駅 に 初め て 改札 機 を 設置 、 使 用 開始 
50. 5. 6 | 併用 軌道 全線 (国道 - 甲 子 園 - 北 大 阪 線 ) 
廃止 

52. 22Z | 本 線 千 船 一 姫島 間 高 架線 開通 

429 | 本 線 大 物 一 千 船 間 高 架線 開通 
12.27 | 軌道 か ら 地方 鉄道 に 変更 
58. 15 | 久寿 川 一 甲子 園 間 高架 線 開通 
430 | 全車 輌 の 冷房 化 が 完了 

59。4. 3 | 起 庫 川 線 洲 先 一 武庫 川 団地 前 間 開 業 

60 13 | 武庫 川 線 武 庫 川 一 武庫 大 橋間 廃止 ( 昭 

21-1:6 か ら 休止 ) 


昭 63 4 1 
平 5. 9.5 
6. 123 
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10- 1 


1・ 3:20 


og.10. 1 


元町 一 西 代 間 で 第 2 種 鉄道 事業 を 開始 
野田 一 梅 田 間 地下 新 線 開通 
尼崎 市 内 連続 立体 化 交 差 上 下線 完成 
阪神 大 震 炎 発生 

全線 復旧 開通 

梅田 一 山陽 姫路 間 に 直 通 特急 運転 開始 
武庫 川 線 ワン マン 化 

久寿 川 打 出 間 高 架線 開通 (下り は 平 
10530) 

住吉 一 魚崎 間 高架 化 

IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 、 

阪急 ホー ルディ ング ス の 子会社 と な る 
阪急 阪神 ホー ルディ ング ス の 完全 子 会 
社 と な る 

阪神 な ん ば 線 西 九 条 一 大 阪 難波 間 開 
業 。 近 鉄 と 相 直 開始 。 西 大 阪 線 の 既 開業 
区 間 も 阪 神 な ん ば 線 に 改称 

神戸 高速 線 (東西 線 ) の 駅 業務 . 運 行 業 
務 を 引き 継ぐ 


神戸 高速 鉄道 


昭 33.10. 2 
43. 4 7 


63. 4 1 


平 14.4.1 


神戸 高速 鉄道 株 式 会 社 設立 

東西 線 西 代 一 三宮 - 高 速 神戸 一 元町 間 、 
南北 線 新開 地 一 湊川 間 開業 

第 3 種 鉄道 事業 経営 開始 

北神 急行 の 資産 譲り 受け 、 第 3 種 鉄道 事 
業者 と な る 


※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 1 1 月 の 成績 に 基づく 1 日 平均 


駅 
Ll 還 還 還 記 E: 王 還 還 間 了 7FEHLESzI 過 相 a hd 
本 線 


1@」| 
(O 
AN NN 村 羽 9 麗 的 的 的 的 


[ | 明 39.1221| 160.180 


人 ざる つ 0.3km 延 長 ( 昭 14.3.21) 

⑱ 昭 20、W 昭 23.10.26、⑳ 平 5.9.5 
日 、@⑱ 昭 36.11.22 

Le2 

づ ⑳ 各 島 、@ 昭 52.2.27 

昭 52.2.27 

W 昭 52.4.29 

立 、⑱ 昭 58.4.29 

画 、 昭 39.2.1 


平 6.1.23 
見 臨 一 車 ( 昭 38.12.1) 、 ぷ 平 6.1.23 


うめ だ ー 
福島 ゆく し ま 1.1 
野田 の だ 23 
淀川 よど が わ 3.3 
姫島 ひめ じ ま 44 
千 船 ち ぶ ね 」 
杭 瀬 くい せ 68 
大 物 だ いも つ 80 
尼崎 あま が さき 88 
で や し き 10.1 
ツー ナー! 交  55DGetkk-W-6$ え | 108 


右 下 に っ ラジ 


むこ が わ 
な る お 


園 こう し えん 
久寿 川 くす が わ 
今津 いま づ 
西宮 に し の みや 
香 桶 園 こう ろ え ん 
打出 うち で 
芦屋 あし や 
深江 ふか え 

® ふ 青木 お お ぎ 
魚崎 うお ざき 
住吉 すみ よし 

⑪ | 御影 みか げ 

⑪ | 石屋 川 。 いや が わ 
新在家 し ん ざい け 

(C) 大 石 お お いし 
西 灘 に し な だ 
岩屋 いわ や 
春日 野道 か す が の みち 

DM | 三吉 さん の みや 

A 元町 も と まち 
神 神戸 高速 線 


に し も と まち 
こう そく こう ベ 
し ん か いち 

だ いか い 

こう そく な が た 
に し だ い 


O O 0 OTO FIC OO ROE COLO ORE® 


g| 


回 


昭 8 
lan 


26.559 
63617 
. 8.11| 58348 

3893 
29.116 
39.452 


. 411| 9804 


13648 


臨 一 車 ( 大 15.7.16) 

⑱ 今 津 (大 15.12.19) 

RW@ 平 13.3.3 

@ 0.2km= 宮 方 より ( 平 13.3.3)、⑧ 平 13.3.3 
香炉 園 ( 平 13.3.3) 、⑩ 平 13.3.3 


26,781 
16.032 
14456 
25288 
g831 
g4.082 
6.104 
9663 
9.773 


I 5813 


10.243 
12.438 


Le 


側 平 14.11.9 

仙 昭 4.7.87 

 ®@B42.7.2 

東明 ( 昭 5.2.11) 、@⑧ 昭 42.7.2 
⑧ 昭 42.7.2 


ed 


. 6.17| 98.048 
.3.18| 17.274 


神戸 ( 昭 11.3.18) 
⑱ 昭 20.3.28、W 昭 20.11.3 


阪神 な ん ば 線 
1 (尼崎 ) 
(大 物 ) 
出来 島 で きじ ま 
福 < 
伝法 で ん ぼう 
千鳥 橋 ちどり ば し 
〇 | 西 刀 条 EL<bj5 
くじ ょ う 


どー お まえ 


較 = 山 陽 電 気 鉄道 


尽 ( 相 生 橋 ) 


※ 山 陽 直 通 旅客 は 含ま ず 


園 近 畿 日 本 鉄道 


16Z 


紀 ワ / 守 / 〇 / 馬 57. 32O ルコ に 
7O.7 / 客 / 春 / 平 7. 320/※249.5Z ら 


奈 近 鉄 直 通ら 6.283 人 和信 を 含む 


A A 


らん ど せ に に 


ま ら ん ば ぱーく 45 \ 審 \ 〇 Fr 


ea 


S200\ 男 半 


461 
8.104 
1.858 
7831 


果 18.1181 
昭 18.11.21 
昭 59. 4. 3| 


| 昭 5 18 | 神戸 新 交通 株 式 会 社 設 立 昭 61・ 4.25 
1 7 | ボー ト ア イラ ンド 線 地方 鉄道 免許 と 軌道 

事業 特許 を 取得 平 2- 221 

S6. 2. 5 | 三宮 一 北 埋 頭 一 中 公園 問 開 業 ZZ 

3.20 | 神戸 ポー ト ア イラ ンド 博覧 会 (ポー トビ 731 

ア '81) 開 幕 (9 月 15 日 まで ) 823 

5Z.8 | 添乗 員 の 乗車 を や め 、 無 人 運転 を 開始 18.2. 2 


神戸 新 交通 
沿革 年 表 


ババ 甲 アイ ラン ド 線 の 地方 鉄道 免許 と 軌 
道 事 業 特許 を 取得 

住吉 一 マリ ン バ ー ク 問 開業 

阪神 大 震 災 に より 全線 不通 

ポー ト ア イラ ンド 線 復旧 
六甲 アイ ラン ド 線 復旧 

ポー ト ア イラ ンド 線 中 公園 一 市 民 広場 問 
複線 化 。 市 民 広 場 一 神戸 空港 間 開 業 


※ 乗 降 客数 は 平成 83 年度 1 日 平均 


| 款 計 
唐 mel 避 本 PB | Co | 


備 考 


ポー トラ イナ ー 
三宮 さん の みや 客 | 茹 56.2 5|58.300 
賢 易 セン ター ほう えき せん た 一 客 | 〇 | 照 56.2.5| 2300| 交 
ポー ト タ ー ミ ナル ほぼ ー と た 一 みな る 客 | 〇 | 昭 56.2 5 
中 公園 な か こう えん 客 | 〇 1 昭 56. 2. 5| 7.500| 交 
みな と じ ま みな と じ ま 客 | 委 | 昭 56. 2. 5| 13.800 | づつ 市 民 病院 前 ( 平 3.7.1)、@ 平 19.5.19 
市 民 広 場 し みん AO ろ ほ 客 | 〇 | 申 56.2 5|12.100| 案 
南 公 民 の みな みこ うえ ん 客 | 〇 1| 昭 56.2. 5| 3.200 
中 埋 豆 な か ふと う 客 | 〇 | 照 56.2.5| 3400| 画 刀 
北 埋 頭 きた ふと う 客 |1 〇 156.2. 5| 1.800 
(中 公園 ) 
(市 民 広 場 ) ] 
医療 セン ター いり ょ う せ ん た 一 客 | 委 |] 平 18. 2. 2| 10.800 | 先端 医 療 セン ター 前 ( 平 93.7.1) ⑧ 平 237.] 
京 コン ビュ ー タ 前 けい こん びゅ ーー た まえ 客 | 〇 | 平 18. 2. 2| 2.200| 立 、@ ポ ー ト アイ ラン ド 南 ( 平 837.1) 
神戸 空港 こう べ < う こう 客 | 平 18.2.2| 5500| 巡 
六甲 ライ ナー 
すみ よし YF 2. 221124.800| 記 
うお ざき 平 2 221]| 8.500 
みな みう お ざき 平 2 821| 1.600| 交 
アイ ラン ド 北口 あい らん どき た ぐち 221| 7800| 有 


右上 に つづ く 


昭 58. 3:13 


名 谷間 開業 (1435mmr 


Ei EE 
沿革 年 表 


西 神 線 新長田 


昭 82: 3.18 四 神 延伸 線 学園 都市 一 西 神 中 央 間 開 業 


1500V) 63. 4. 2 北神 急行 電鉄 と の 相互 直通 運転 開始 
S8. 3. 1 | 4 輌 編成 か ら 5 輌 編成 に 変更 平 111・6 6 輌 編成 に 変更 
6.17 | 山手 線 新長田 一 大 倉山 間 開 業 5・ 24. 1 スト アー ド フ ェ ア シ ステ ム 導 入 、 
60.6.18 | 山手 線 大 倉山 一 新神戸 問 . 西 神 延伸 線 名 eT. 海岸 線 三宮 : 花 時 計 前 一 新長田 問 開業 
合 一 学園 都市 間 開 業 18.10. 1 IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 
駅 一 覧 ※ 乗 車 客数 は 平成 22 年 度 1 日 平均 (降車 客数 を 含ま ず ) 
福 駅 名 下 離 Cm | | | 開設 年 月 日 全数 CO 備 考 
西 神 ・ 山 手 線 ーー 
O) 新神戸 し ん こう べ ー| 客 | 上 邊 | 昭 60. 6.18| 23391 (布引 ) 
雲 宮 さん の みや 1.3| 客 | 回 | 昭 60. 6.18| 60835 
県 店 前 けん ちょ うま え 2| 客 | 回 | 照 60. 6.18| 5424 山手 ( 平 5.3.20) 
⑪ | 大 倉山 sgcg ゃ ま 33| 客 | 回 | 陣 8.617| 5531 
湊川 公 みな と が わこ うえ ん 43| 客 | 回 | 照 58. 6.17| 10315 
⑪ | 上 沢 か みさ わ 5.3| 客 | 回 | 昭 8. 6.17| 3120| 立 
長田 な が た 6.1| 客 | 回 | 茹 58. 6.17| 554g 
0 新長田 し ん な が た 76| 客 | 回 | 昭 52. 3.13|※19.920 | ※ 海 岸 線 生 換 旅客 を 含む 
板宿 いた や ど 88| 客 | 団 | 照 52 3.13| 12515 
妙法 寺 みよ うほ うじ 11.7| 客 | 回 | 昭 52. 3.13| 17249 
『 名 谷 みょう だ に 133| 客 | 回 昭 52 3.13| 2758g| 固 立 
総合 運動 公園 そ ?c う 5 ん どう c う えん | 15.] | 客 | 回 I 馬 60 618| 7786 
⑪ | 学園 都市 が < ぇ ん と し 168| 客 | 回 I 昭 60. 618| 17956 
伊川 谷 いか わ だ に 18.4| 客 | 回 | 昭 62 3.18| 4893 
西 神南 せい し ん みな み 20.1| 客 | 回 5 320| 12246 
③④ | 西 神 中 央 “せい LA ちゅ 3 お うぅ | 227| 客 | 回 隊 62 318| 27266| 男 な 
し ん な が た . 7| ※9.296 | ※ 西 神山 手 線 乗 換 原 客 を きむ 
こま が ば や し 
か る も 


御崎 公園 
和田 岬 


中 央 市 場 前 ちゅ うお うい ちば まえ 
ル ハーバーランド は 一 ば ー ら ん ど 
みな と 元町 みな と も と まち 
| 明 抽 大 前 s ゅ 28kD ゅ うち 妃 ま 6 まえ 


の みさ きこ うえ ん 
わ だ み さき 


客 | 回 
客 | 回 
客 | 回 
客 | 回 
客 | 回 
客 | 回 
客 | 回 
客 | 回 
客 | 思 


次 頁 に つづ ぐ 


三木 電気 鉄道 
昭 1lll:l7 | 三木 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 12.12.28 
12'28 | 鈴 凍 台 - 広 野 ゴル フ 場 前 間 開業 (1067mm 内 燃 ) 13: 1.28 

18. 4.15 | 電車 運転 開始 と Jo E) 


広野 ゴル フ 場 前 三森 東口 (三木 上 の 丸 間 開業 
三木 東 占 一 三木 福 有 橋 ( 更 三木 ) 賠 開業 
神戸 有馬 電気 鉄道 に 合 


北神 急行 電鉄 駅 一 覧 ※ 本 陣 客 数 は 平成 19 年 1 1 月 13 日 調査 (都市 交通 年 報 より 作製 ) 
沿革 年 表 軸 人 
北神 急行 電鉄 株 式 会 社 設立 平 18.10. 1 | IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 神戸 高速 線 ・ 有 馬 線 ・ 三 田 線 ま . 其 。 
新神戸 一 谷 上 問 開 業 19 988 | 阪急 阪神 ホー ルディ ング ス の 連結 子 会 ⑦ | 新開 地 。 し A かい ち 04| 客 | 回 3. 4 7| 40776 
神戸 高速 鉄道 に 資産 を 譲渡 、 第 2 種 鉄 首 社 と な る 湊川 みな と が わ ー| 客 | 回 | 了 31128| 12776| @ 昭 43.4.6 
業者 と な る 長田 な が た 1.8| 客 昭 3.1128| 5429| W 平 12.4.1 
岡 王 神戸 市 交通 局 、※ 乗 車 客数 は 平成 82 年 度 1 日 平均 (降車 客数 を 含ま ず ) 丸山 まる や ま 2.6| 客 昭 3.11.28| 1,651| 立 、⑨ 電 鉄 丸山 ( 昭 63.4.1)、 き 丸山 ( 昭 27.10 
.1) .⑳ 原 取 道 ( 昭 23.10.1)、 平 12.4.1 
た に が み 鴨 越 ひよ どり ご え 3.6| 客 昭 3.1128| 1.165| 平 12.4.1 
し ん こう ベ ⑨ | 鈴蘭 台 すず らん だ い 75| 客 | 回 | 昭 3.1128| 19876| 園 黄 ⑧ 小 部 ( 平 7.8.1) 
北 鈴蘭 台 を た すず らん だ い 94| 客 昭 45. 4.6| 13.774| @ 平 12.4.1 
山 の 街 や ま の まち 10.3| 客 昭 3.11.28| 5616| ぷ 平 12.4.1 、 幅 信号 所 一 山 の 街 ( 昭 10.3.8) 
筑 谷 み の た に 12.0| 客 昭 3.11.28| 2375| W 平 12.4.1 
天 I5. 327 | 神戸 有馬 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 63.4. 1 | 神戸 電鉄 に 社名 変更 、 神 戸高 速 線 (新開 *) | 谷 上 た に が み 13.7| 客 | 回 | 昭 3.11.28|※32.477 | ⑱ 昭 63.3.27、※ 北 神 急 行 直通 ら 1.380 人 人 
昭 I3.I1'28 | 漠 川 有馬 温泉 間 開 業 (1067mm.1500V) 地 一 湊川 間 ) 第 2 種 鉄道 事業 開始 花山 は な や ま 15.4| 客 昭 40.12. 1| 3.652| W 平 12.4.1 
I2.I8 | 店 橿 (現有 馬 口 )ー 三 田 間 開業 42 有 | 全線 の 最高 速度 を 6Okm/h か ら 7Okm/h に 変更 大 池 お お いけ 17.1| 客 昭 3.1128| 4091| 腔 、 平 12.4.1.⑱0.1km 漢 川 方 へ ( 昭 63.4.1) 
の の . |. 9 | 三木 鉄道 を 合併 し 、 神 有三 木 電 気 鉄道 に 社名 交 更 平 』: 3.26| 川 池 信号 場 一 見 津 信号 場 間 複 線 化 神 鉄 六甲 。 し ん て つろ っ こう 18.1| 客 昭 3.1128| 1.039| ⑨ 人 (6341).⑧7 直 吉 (( 呈 1010、@ 平 941 
24. 4.30 | 神戸 電気 鉄道 に 社名 変更 3 3.24 | 横山 一 三田 間 複 線 化 唐橋 台 か ら と だ い 18.8| 客 昭 41. 7.1| 3391| W 平 12.4.1 
6.12.28 | 三木 福 有 橋 ( 胡 三木) 一 電鉄 小野 (最小 野 ) 間 開業 1028 | 横山 - フ ラ ワ ー タ ウン 間 開 業 、 三 田 - フ ④ | 有馬 口 あり まぐ ち 2a0.0| 客 | 回 | 昭 3.11.28 723 | ⑧ 有 且 温 泉 口 ( 昭 29.9.1) 、⑱ 唐 柱 ( 昭 26.3.20) 
7. 4.10 | 電 匠 小野 栗生 間 開 業 、 三 木 弧 か ら 粟 生 線 に 改称 ラ ワ ー タ ウン 間 ワ ンマ ン 運 転 開始 ) 五 社 で し ゃ 21.4| 客 昭 3.1288| 2272| ず 平 12.4.1 
36. 5.25 | 京阪 神 急 行 電鉄 と の 事業 提携 開始 6。 6.I0 | 初 の VVVF 制御 5000 系 就役 0 岡 場 お か ば 23.3| 客 | 回 | 昭 3.12.28| 10574| 交 、W ゆ 0.2km 有 馬 口 方 へ ( 昭 60.11.16) 
40.1.26 | 鈴 菩 台 一 合 上 問 複線 化 7: Ir17 | 阪神 大 震 災 で 全線 復旧 (6 月 22 日 全線 復旧 ) 田尾 寺 た お じ 64.9| 客 昭 3.12.28| 5279 
413 衣 | | 馬上 一 有馬 口 間 複 線 化 11.26 | 公園 都市 線 の 最高 速度 8Okm/h に 引き 上 げ 二郎 に ろう 26.4| 客 149 
18 | 栗生 線 で 3 輌 編成 運転 開始 833:28|| フラ ワー タウ ンー ウッ ディ タウ ン 中 央 間 開 業 ⑥ | 道場 南口 と うじ ょ うみ なみ ぐ ち | 27.3| 客 2258 
42. 520 | 有馬 線 で 3 輔 編成 運転 開始 10. 320 | 岡 場 田 尾 寺 間 複線 化 神 鉄道 場 し ん ^ て っ と どう じょう | 28.5| 客 2368| ⑱ 道 場 川 原 ( 平 .10.20) 仙 平 12.4.1 
43』4. ア | 神戸 高速 鉄道 新開 地 乗 入 開始 322 | 剛 場 - 谷 上 間 最 高速 度 BSOkm/ に 引き 上 げ 横山 よこ や ま 客 2888 | 電鉄 横山 ( 昭 63.4.1)、③ 横 山 ( 昭 27.10.1) 
lO.10 | 三田 線 3 輌 編成 運転 開始 IO | スト アー ド フ ェ ア シ ステ ム 導 入 | 三田 本 町 さん だ ほん まち 客 880 
48.3. 4 | 有馬 線 で 4 病 編 成 の 通勤 急行 運転 開始 12. 4 | 駅 務 遠 隔 シ ステ ム 本 格 稼動 = さん だ 客 
10 | 3000 系 4 輔 固定 編成 就役 13. 6.23 | 新開 地 一 粟生 間 4 博 編成 直通 運転 開始 。 有 〇 | (有馬 口 ) 
50.10.17 | ATS 設 置 完 了 馬 品 一 有 馬 温 泉 間 ワ ンマ ン 運 転 開始 。 谷 上 ④ | 有馬 温泉 
53.1.12 | 新開 地 一 志染 間 で 5 輌 編成 運転 開始 駅 で 北神 急行 と 同一 ホー ム で 乗換 可能 に 。 
54 た /1] | 列車 無線 設置 完了 16. II1 | 新開 地 一 粟生 間 ワ ンマ ン 運 転 開始 
NG | 見 津 信号 場 一 押 部 谷 問 複線 化 Il7.6. | | 全線 で ワン マン 運転 開始 (5 輌 編成 以外 ) 
57.1031 | 西 鈴 本 台 一 監 那 間 複 線 化 IS. 人 41| | IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 
soe | 固 坦 駅 高架 化 5 輌 編成 廃止 
SG3。3.27 | 谷 上 駅 高架 化 粟生 線 ※ 乗 降 客数 の 広野 ゴル フ 坦 前 一 粟生 間 は 平成 10 年 度 ! 日 平均 (平成 1 年 度 輔 送 人 紀 は 全 起 で 字 成 70 年 度 計 ZZ96) 
© | (Ma) | fe 大 


次 責 に つづ ぐ 


F171.12.28 
50.10.16 "= 


1242| ®F12.4.1 


12. 427 623| ©③ 電 鉄 木津 ( 招 63.4.1)、⑧ 平 12.4.1 
中 54.77.76 ーー 


果 jJ2 '6.15 


1.274 | 乾 ( 記 634.1).⑧ 枯 ( 双 27.10.1). 仙 平 124.] 


っ M 招 12. 615 ら 336 | @ 電 攻 栄 ( 昭 53.4 1)、⑤ 栄 ( 嘆 27.10 1)、 仙 平 124.1 
お し べ だ に ) 11.2/ 客 匂 11.1228 1.656| 交 、⑮ 平 12.4.1 
みどり が お か 128| 客 B25. 3. 8| 4342| @ 平 124.1 
必 場 前 ひろ の こる ga じょう まえ | 135| 客 中 11.1228| *2305| @ 広 野 新 開 ( 昭 26.4.1)、 人 広野 ゴル フ 場 
前 ( 昭 17.1222)、⑧ 平 15.4.1 
し じみ 156| 客 | 回 必 121228| *7ggg 
びす 176| 客 皿 121228| ※2.168| ③ 久 留美 ( 昭 14.4.1)、@ 平 124 1 
うえ の まる 186| 客 阿 12.1228| ※707| ⑤ 上 の 丸 ( 昭 23.10.1)、@ 三 林 東 品 14..1) 
© | 三森 みき 193| 客 軌 13. 128| ※3563| 交 ( 福 有 橋 )、③ 電 鉄 三木 ( 昭 63.4.1)、 
| @ 三 木 福 有 橋 ( 昭 29.1.1)、 人 平 144.1 
大 村 お お むら 208| 客 中 26.1228| %1.139| ⑧ 電 鉄 大 村 ( 昭 63.4.1)、⑧ 大 村 ( 昭 27.10.1) 
©⑤ | 補 山 が し や ま 232| 客 臣 26.1228| 757| 人 平 124.1 
〇 | 市 場 いち ば 239| 客 忠 26.1228| 285| @ 電 鉄 市 場 ( 昭 63.4.1) 
© | 小野 お の 26.2| 客 臣 26.1228| 4406| 立 、② 電 鉄 小野 ( 昭 63.4.1)、@ 平 14.4.1 
配 多 は た 27.7| 客 B27. 4.10| 266 
栗生 あお 292| 客 | | 昭 27 410| を 543 
山陽 電気 鉄道 
治 欧 年 表 
男 20. 7 2| 兵庫 電気 軌道 株 式 会 社 設立 8. 6 6| 宇治 川 電 気 の 電 鉄 部 が 分 離 独立 し 、 山 
2433.15 | 兵庫 ( 後 の 電 鉄兵 庫 ) 一 朋 磨 (名 員 陽 須磨 ) 隊 陽 電 気 鉄道 設立 
開業 (1435mm-GOOV) 9 918 | 特急 列車 新設 (兵庫 姫路 駅 前 間 70 分 ) 
45 711 | 須磨 ーー ノ 谷 間 開 業 1510.15 | 電鉄 飾磨 ( 現 山 陽 飾磨 ) 一 夢前 川間 開業 
天 』251j | 一 ノ 谷 一 者 屋 ( 多 陽 塩屋 ) 間 開業 1223 | 夢前 川 - 日 鉄 前 ( 現 広 畑 ) 間 開業 
ら 5412 | 塩屋 一 明石 間 開 業 16. 427 | 広畑 電鉄 天満 ( 現 山陽 天満 ) 間 開業 
22 1 | 徐 婚 電 和 と 連絡 運輸 開始 6 | 電鉄 天満 一 電鉄 網干 ( 現 山陽 網干 ) 間 開業 
S| 子 攻 川 電気 が 兵庫 電 和 気 軌 道 を 合併 21]. 2. 6 | 須崎 寺 - 東 塩屋 間 併 用 軌道 を 新設 軌道 に 移設 
1 | 字 洛 川 電気 が 神戸 姫路 電気 鉄道 を 合 傍 22. 3 1 | 全車 両 の 集 電 装置 を トロ リー ポー ル か 
826 | 兵庫 一 妨 久 駅 前 剛直 通運 転 開始 ら パ バン タグ ラフ (に 変更 
中 < 8 | 山田 ( 胸 本 舞子) 大蔵 谷間 専用 軌道 化 5 1 | モバ 63 形 大 有形 車輌 姫路 一 網干 間 に 就役 
51223 | 大 吉谷 - 細 石 駅 前 ( 列 則 明 石 ) 半 専用 簡 道 化 23. 9 1 | 電 多 須磨 ( 列 上 山陽 須 摩 )- 電 鉄 明 石 間 1500V 昇 圧 
月 219 | 東 塩 屋 - 東 垂水 間 専 用 軌道 化 、 塩 屋 一 1021 | 幼 兵 地紋 有 5 層間 1500V 腹 圧 . 人 勿 1500V に 練 
0 明石 同 が すべ て 専用 軌道 に 824 415 | 特急 列車 運転 復活 


右上 に つづ く 


37 5.28 
41・ プ 7.10 
NE 
42: 8.11 
43.3.17 
4 7 


44.3.14 
19 
12.24 
45. 2:20 
12.19 
46.1323 
47.17.10 
52.12.27 
ls: I 2 
59.3.25 
| 
62.10:31 
63. 4. ] 


| 


本 線 


ラー 


全 特 急 列 還 3 輔 編成 化 


園 すま うら こう えん 


人 交 球 化 融 売 却 紅 胃 


日 本 初 の アル ミカ ー:200O 系 吉 役 7 | 特急 一 部 G 連 区 、 吉 高 叶 表 を いい Okrm に 


東 二見 車庫 新設 変更 、 網 そ 〒 一 姫 貴 間 直通 運転 中 
克 物 営業 廃止 7・1-17 | 阪神 大 霞 災 発生 
電鉄 垂水 ( 現 山 陽 垂水 ) 駅 高架 化 324 | 板宿 一 東 須 麻 問 地下 化 
ATS 使 用 開始 ( 西 代 一 須磨 浦 公園 間 ) 616 | 板宿 一 妖 路 間 直 通運 転 再開 、 負 干 線 ワ ンマ ン 化 
神戸 高速 鉄道 開業 | に より 阪急 : 阪 神 と の 8618| | 西 代 一 板宿 間 地 下 化 、 営 業 再開 
相互 直通 運転 開始 、 兵 庫 一 西 代 間 廃 止 、 813 | 神戸 高速 線 全 通 に より 相互 直通 運転 再開 
特急 一 部 4 連 化 10: 2.15 | 姫路 一 阪神 梅田 間 直 通 特急 運転 開始 
ATS 使 用 開始 (飾磨 一 姫路 問 ) ど 15 | 阪急 電鉄 と の 相互 直通 運転 休止 
ATS 使 用 開始 (須磨 浦 公園 一 霞ヶ丘 間 ) が | 駅 骨 語 監視 シス テム 西 代 西 舞子 半 使 用 開始 
ATS 使 用 開始 (霞ヶ丘 一 林崎 間 ) 11. 5 ] | 駅 台 記 医 視 シス テム 大 茂 谷 一 並 根 商 使用 開始 
ATS 使 用 開始 (林崎 一 東 二 見 間 ) 10| 駅 遠隔 監視 シス テム 大 塩 以西 使用 開 
ATS 使 用 開始 ( 東 二 見 一 伊保 間 ) 始 。 ス ト ア ー ド フェ アシ ステ ム 導 入 
ATS 使 用 開始 (伊保 一 飾磨 間 ) 13 3.10 | 直通 特急 増発 、 直 通 特急 特急 全て 6 較 化 
浴 房 車輌 導入 18。 | IC カ ー ド シス テム PiTaPa 導 入 
西 代 一 電鉄 明石 間 軌 道 を 地方 鉄道 に 変更 10_1 | 神戸 高速 線 の 第 2 種 鉄道 事業 廃 止 
東 須磨 車庫 新設 、 西 代 車庫 廃止 神戸 姫路 電気 鉄道 


明姫 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 

神戸 姫路 電気 鉄道 に 社名 変更 

明石 駅 前 ( 現 山 陽明 石 ) 一 姫路 駅 前 ( 現 山 
陽 姫 路 ) 間 開業 (1435mm-1500V) 
lll | 明石 姫路 間 を 45 分 で 結 バ 急行 運転 開始 

※ 乗 降 客数 は 平成 13 年 11 月 15 日 調査 ※ 備 考 : 介 は 遠 号 拓 御 化 年 月 日 
偽 考 


大 8. 829 
10.12.23 
12. 8.19 


時 速 100km 運 転 開始 
自動 改札 機 使用 開始 

網 千 線 飾磨 一 西 飾磨 問 高 架 化 

神戸 高速 線 ( 西 代 一 三宮 (阪急 )- 元 町 ( 孤 
神 ) 間 ) 第 2 種 鉄道 事業 の 営業 開始 


回 | 明 43. 3.15| 欠 52282| @ 平 7.6.18 、※ 西 代 通 過 45.568 人 念 
20.452| 3%、⑧ 平 7.3.24 

8803| 園 、⑧ 須 麻 東 口 ( 昭 19.4.1) 

4,7822| @ 平 10.7.1 

1.860| @ 平 10.7.1 

2.917 | @⑧ 電 鉄 須 三 34.7)、⑧ 須 雇 決 前 ( 昭 18.11.20)、 

ご @ 問 中 (6.4.19) 

490| 0.3km 姫 路 方 か ら ( 昭 32.9.18) 
1460| @ 肥 廊 347)@ 明 個 8.1120)、 き 107 
5465| 介 平 10.7.1 

1.058| 人 ⑳ 平 10.7.1 

9.975 | @EAKCFI47 S81120).@ 2811 


に し だ い 
いた や ど 
ひがし すま 
つき みや ま 
すま で ら 
さん よう すま 


さん よう し お や 
た さ の ちゃ や 
ひがし た る み 
さん よう た る み 


次 買 に つづ く 


ャ 6 


0e)| 電設 年 B 日 | 0 ⑳ | 平松 ひら まつ 73| 客 | | 較 7310| 1210|@Y11.10.1 
か すみ が お か 、418| 171| 尽 、@⑧ 歌 敷 山 ( 昭 39.6.1) 、@⑧ 平 10.7.1 ④ | 山陽 網干 さん よう あほ し 85| 宮 | 回 I 拉 68 7 6| 3884| @ 細 角 (Y347)、@0.1km 短 (T2.12.1) 


舞子 公園 まい ここ うえ ん | . 4. 3550| 舞子 ( 昭 10.8.1)、 平 10.7.1 


に し まい こ 1.838| @ 敵 了 ( 昭 12)、U 田 ( 昭 108.1). き 107.1 北条 鉄道 


お お くら だ に 2.106| 葉 、 平 11.5.1 沿革 年 表 
ひと まる まえ 


に 1 
客 
客 ®3.4.3、@ 平 11.5.1 大 4。3. 3 | 播州 鉄道 束 生 一 北条 町 間 開業 昭 59' 525 | 第 6 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ 
さん よう あか し 客 QBGCTIA7).@GNN M181120).® P343 121221| 播 丹 鉄道 へ 譲渡 の 転換 を 決定 
に し し ん まち 大 人 き 平 11.5.1 昭 3 9.17 | ガソリン カー 導入 10.18 | 北条 鉄道 株 式 会 社 設立 
宮 電鉄 林崎 ( 平 3.4.7) 、 仙 平 1 1.5.1 18' 6 1 | 国 が 買収 、 北 条 線 と な る 60. 4 1 | 粟生 一 北条 町 間 開 業 
ふじ え 客 Q 平 11.5.1 47.3.- | 蒸気 機関 車 廃車 61・4. 1 | 列車 無線 使用 開始 
な か や ぎ 客 QET1.5.1 49.10. 1 | 貨物 営業 廃止 平 1311.20 | 北条 町 駅 移転 新築 
江 井 ヶ 島 。 えい が し ま 客 11.5.1 56.9.18 | 第 一 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 ger10.I@ | 2 匹 の 子 ザ ル が 北条 町 駅 長 に 就任 
西江 井 ヶ 島 に し えい が し ま 客 ©⑧ 江 井 ヶ 島 西 口 ( 昭 19.4.1)、⑧ 平 11.5.1 59. 2. 1 | 荷物 営業 廃止 
客 


山陽 魚住 。 さん よう うお ずみ ©⑧ 電 鉄 魚住 ( 平 3.4.7)、⑧ 魚 住 ( 昭 36.10.1) 駅 一 覧 FE 


R0720,@R22.11.15,8T1151 間 


園 半 
あび き 


た は ら 
ほっ け ぐ ち 
は り ま し も さと 
お さ 
は り ま よこ た 
ほう じょう まち 


※ 乗 降 客数 は 平成 84 年 6 月 26 日 調査 。 


東 二 見 ひがし ら ふたみ 
に し ふた み 


31 | ⑱ 昭 37.3.1、W 昭 48 

56 | 昭 18、 ざ 昭 27 

94 | ⑱ 昭 37.3.1 

77 | ⑳ 播 鉄 王子 ( 昭 18.6.1) 、@ 昭 37.3.1 
51 | ⑱ 昭 37.3.1、 仙 昭 48 


は り ま ちょ う 本 荘 ( 平 34.7)、 介 平 11.5.1 


® 尊 F347)⑧ 績 志 (81941)、⑧f115. 
QET11.5.1 
@@ 平 11.5.1 
⑧ 電 鉄 高砂 ( 平 3.4.7)、⑧ 高 砂 町 (大 13.2) 
人 き 平 11.5.1 
@ 平 11.5.1 


立つ 台 崩 (347).@ 間 六 132)⑱WI151 智頭 急行 


沿革 年 表 


べ 品 


は ま の みや 
お の え の ま つ 
た か さ ご 


あら い 

い ほ 

さん よう そ ね 
お お し お 

ま と が た 


136| 客 | 回 | 大 4.3.3| 604| 日 国 、⑳49.10.1⑱0.1km 諸 必 1311.20) 


位 平 11.10.1 昭 61. 5.31 | 智頭 鉄道 株 式 会 社 設立 平 9 8.10 | (スー バー は くら) に 半 室 グ リー ン 車 使用 開始 
の 位 平 11.10.1 平 6 6'17 | 智頭 急行 に 社名 変更 11.29 | 岡山 鳥取 間 等 くい な ば ) 運 転 開始 
し ら は ま の みや 位 平 11.10.1 12. 3 | 上 郡 一 知 頭 間 開 業 (1067mm. 内 燃 ) 15.10。 1 | 〈 ス ー パ ー は く と 〉 7 往復 、 く スー パー い 
= 信平 11.10.1 8. 3.16 | 特急 列車 が 京都 発着 に な る 


な ば 5 往復 に 増発 


園 が 、⑳ 電 鉄 私 磨 ( 平 34.7)、⑧ 艇 摩 町 (大 13.2) < スー パー いな ば 6 往復 に な る 


GRRLTIAT) GNF R941).@TI.101 
@ 平 11.10.1 


TE FIAT) TERE (811.20) @R29 127 


(スー パー は く と 5 往復 、 Ss 
か め や ま 
て が ら 


ざさ ん よう ひめ じ 


22: 3.13 


遼 的 装 装 的 玖 玖 装 玖 装 交 玖 装 装 装 吸 別 装 章 


岩木 信号 場 いわ き し ん ご うじ ょ う 
苦 縄 こけ な わ 

河野 原 円 心 こう の は ら え ん し ん 
久 崎 く ざ き 


(④ | 西 飾磨 に し し か ま 
© | 夢前 川 ゆめ さき が わ 
⑮ | 広畑 ひろ は た 
© | 山陽 天満 さん よう て ん たま 


1855| @ 平 11.10.1 
1.547 | @⑧ 日 鉄 前 ( 仮 )( 昭 16.4.87)、@ 平 11.10.1 佐用 さよ 
1.861 | 立 、③ 電 鉄 天 満 ( 平 3.4. ゆ 、 天満 (不明 ) 平福 

右上 に っ づく < 次 房 に つづ ブ マ 


O 
© 
Ba62.10.31、 信 平 11.10.1 © 
© 
© 
© 


客 | 〇 | 序 6.12. 3 


123| 日 


| 東 中 央 町 
清 澤 橋 


水島 臨海 鉄道 


沿革 年 表 


だ いう ん じ ま え 
ひがし ちゅ うお うち ょ う 
せい き ば し 


YOU 宮 
Yal 客 
16| 客 


昭 18.6.30 | 三菱 重工 業 水島 航空 機 製作 所 専用 鉄道 昭 45.10. 1 


8 3 3 
P19. 8. 3 
昭 21. 9.6 


eS! ST 大吉 きき WY (BAS い いつ ) 


水島 一 国鉄 岡山 操車 場 間 直 通 列車 転 開始 


と し て 廊 敷 一 同 工場 間 9.4km 開 業 46. 9. 1 | 倉敷 市 一 水島 間 CTC 制 御 に 変更 
0.11.15 | 水島 機器 製作 所 に 改称 10.1 | 東京 フレ ー ト ライ ナー 運転 開始 
[lis) 専用 鉄道 の 管理 が 三菱 地 所 に 移る 47・3.15 | 東 水 島 コ ン テ ナ 基地 営業 開始 
岡山 電気 軌道 株 式 会 社 創立 総会 昭 35. 430 | 柳川 ポイ ント な 自動 化 ら 2. 6 専用 鉄道 の 管理 が 水島 工業 都市 開発 に 移る 9r18 | 水島 一 三菱 自 工 前 間 旅 客 営 業 開始 
駅 前 ( 現 岡 山 駅 前 )- 御 城下 ( 現 城 下 付近 )- 弓 之 町 41.I1.28 | 初 の ボギー 車 1000 形 就役 3. 8.20 | 倉敷 ( 現 禄 敷 市 ) 一 水島 港 ( 現 三 菱 自 工 前 89] 栄町 操車 場 に FRC( 貨 車 入 換 進 路 装 
( 後 の 後楽 財前 ) 間 開業 (1067mm600V) 43.6. | 番 町 線上 之 町 ( 現 城 下 )- 番 町 間 廃止 ー 西 埋 頭 ) 間 地方 鉄道 と し て 開業 置 ) 設 置 
6. 1 | 御 城 下 - 西 大 寺町 間 開 業 10 | ワン マン 運転 開始 6/.・4. 1] 経営 主体 が 倉敷 市 交通 局 と な る 58: 4: 1 | 水島 機関 区 、 栄 操車 場 廃止 、 倉 敷 貨物 タ 
大 0。726 | 後楽 園 前 - 七 番 町 口 ( 後 の 番 町 ) 問 開業 45 8. 1 | 全車 ワン マン 運転 化 3/. 7・1 | 水島 一 日 鉱 前 ( 現 東 水島 ) 間 、 水 島 港 西 ー ミ ナル 営業 開始 。 倉 敷 市 倉敷 貨物 
I2. 7- 9 | 西大寺 町 一 東山 間 開 業 55』5.5 | 開業 70 周 年 を 記念 し 7000 形 就役 埋 頭 問 開業 ター ミナ ル 間 を 本 線 、 三 菱 自 工 前 一 西 培 
3. 9.18 | 柳川 大 雲寺 町 ( 現 大 雲寺 前 ) 間 開業 平 6- 4-1 | プリ ベイ ドカ ー ド 導入 40.820 | 水島 川鉄 前 間 開 業 頭 問 を 西 協 頭 線 に 改称 
1: 9. 6 | 大 雲寺 町 一 清輝 橋間 開業 14. 7 5 | 9200 形 「MOMO」 就 役 45. 2. ら | 水島 臨海 鉄道 株 式 会 社 設立 平 4 9. 7| 水島 本 線 浦田 付近 一 三菱 自 工 前 間 (4.5 
8. 7:28 | 集 電装 置 を ポー ル か ら バ ンタ グラ フ に 変更 完了 18.10. 1 | 非 接触 型 C じ カー ド 「Hareca」 導 入 4 | | 水島 臨海 鉄道 が 倉敷 市 交通 局 の 営業 を km) と 港 東 線 の 一 部 (2.3km) 高 架 化 
29.1227 | 制動 装置 を 手動 か ら 空気 式 に 転換 引き 継ぐ 。 列 車 無線 使用 開始 7 3.16 | 列車 自動 停止 装置 (ATS) 設 軒 
駅 一 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 12 年 ] ] 月 9 日 調査 (平成 1 年 度 の 全線 輸送 人 員 は 平成 1 年 度 比 87.096) 9. 1 | 水島 コン テ ナ 基 地 営 業 開始 8. 3.16 | ワン マン 運転 開始 
本 6 備 考 駅 一 覧 ※ 果 際 客 数 は 平成 21 年 度 1 日 平均 
東山 本 線 a RR に 
〇 | 岡山 駅 前 。 お か や まえ さま え -| 客 | 85.5. 5| 8627|@ 駅 前 水島 本 線 
西川 緑 道 公園 に L が ppK と 5 こう 5 ぇ u | 0.3| 客 明 45. 5. 5 354 | ⑳ 西 川 ( 平 20.4.1) 〇 | 倉敷 市 くら し き し ー| 客 | 回 | 昭 23.880| 3.699| 国鉄 駅 脇 に ( 昭 56.4.7) 、@ 倉 敷 
柳川 や な が わ 05| 客 明 45. 5.5 514 球場 前 きゅう じょう まえ 80| 客 昭 24. 520| 600| あ 0.5km 水 島 方 か ら ( 昭 57.2.10) 
J 城下 し ろ し た 0.9| 客 明 45.5.5| 2,513|⑧ 表 町 入口 ( 昭 60.7.1)、 上 之 町 ( 昭 43.6.1) e | 西 富井 に し と みい 36| 客 昭 24.11.15| 641 | ⑯ 昭 46.9.1、⑱⑱0.4km 水 島 方 か ら ( 昭 48.5) 
県 店 通り = けん ちょ うど お り 1.3| 客 昭 2. 926| 2.097 | 山下 ( 昭 45.11.1)、⑱ 相 生 橋 筋 ( 昭 10.8.13) 福井 くい 4.4| 客 \1.329| 644 
⑪ | 西大寺 町 さい だ いじ ちょ う 1.7| 客 明 45. 6. 1 659| 浦田 うら た 5.5| 客 昭 63. 3.13| 597 
小橋 お ば し 23| 客 大 12.7.9| 486 ⑨ | 弥生 や よい 75| 客 昭 23. 820| 477| @ 平 4.9.7、 ず ( 留 一 車 ) 平 49.7 
中 納 言 ちゆ うな ご ん 4| 客 20749 365 栄 さか え 8.2| 客 昭 37. 3 418| 日 、 爺 貨 … 客 ( 昭 61.3.3)、 平 4.9.7 
門田 屋敷 か と た や し き 7| 客 大 12. 7.9| 722| @ 回 清和 前 昭 40.1230)、⑳ 放 送 局 航 昭 36.12.5)、 常盤 と きわ 8.6| 客 YA 固 248 
② 国 清 き 駅 前 ( 招 6.8.18 事 ) ⑨ | 水島 みず し ま 9.2| 客 | 〇 | 昭 23. 820| 1.267|@ 昭 59.3.1、⑧ 平 4.9.7 
〇 | 東山 ひがし や ま 30| 客 | は 12 7 9| 3323| 昌男 〇 | 三菱 自 工 前 みっ UUU こ 3 まえ | 104| 客 | | 昭 47918| 203 
〇 | 触 勘 ター ミル くら し めも っ つた - み な る 貨 園 
西 埋 頭 線 
ゆう びん きょく まえ 04| 客 四 6.9 1| 867| @ 東 田町 ( 昭 12.7.6) 〇 | 三菱 自 芽 前 みつ び し じ こ うま え 
た まち 06| 客 3.318| 158| @ 中 釣 前 (607.1)、@ 市 人 前 ( 茹 298.1 1) 〇 | 西 電 豆 ” に し とう 
夢 由 寺前 ( 陣 ] 7.6.23) 


右上 に つぐ 


96¢ 


a 備 考 


| a em | SH | OO | 


で 貨 昭 37. 7. | | @ 日 鉱 前 、⑧0.3km 延 長 ( 昭 47.3.15) 


井原 鉄道 株 式 会 社 設立 
総社 一 神辺 間 開業 (総社 一 清音 問 は 第 2 種 
鉄道 事業 者 )、JR 福 塩 線 福山 乗 入 開始 


みず し ま 
ひがし みず し ま 


⑲ | 水島 
O | 東 水島 


平 15.10. 1 | 総社 乗 入 列車 を 削減 
ge. 3.13 | 全 列 車 ワ ンマ ン 化 


⑨=JR 西 日 本 ※ 栗 車 客数 は 平成 22 年 度 1 日 平均 (降車 客 は 含ま ず ) 


川辺 宿 か わ べ じゅ く 客 平 ]1. 1.11 105 

⑦ | 吉備 真備 きび の まき び 2| 客 平 1]].1.11| 216 
備中 呉 妹 びっ ちゅ うく れ せ 11.1| 客 平 11. 1.1 41 

© | 三谷 みた に 15.1| 客 平 11. 1.1 44 

⑦ | 矢掛 や か げ 182| 客 平 11.1.11| 302 
小田 お だ | 234| 客 | min 71 

? | 早 寺 の 里 在 原 そう うん の さと えば 5 | 6.8| 客 平 ]1. 1.11 104| 日 園 

つ ⑥ | 井原 いばら 30.5| 客 平 ]1. 1.11 306 
| い ず え い ず え 32.3| 客 平 ]1. 1.1 26 
子守 限 の 里 高 屋 こも りう た の さと た か や | 34.1| 客 平 11. 1.11 81 

(9 | 御領 ご りょう 37.6| 客 平 11. 1.11 35 
湯野 ゆ の 39.5| 客 平 11. 1.11 52 

⑨ | 神辺 か ん な べ 41.7| 客 平 ]1. 1.11| 233 W 平 24.4.1 


沿革 年 表 

若桜 線 郡家 一 儲 間 開業 (1067mm 蒸気 ) JH 西日本 若桜 線 と な る 
12. 1 | 隼 一 若桜 間 開業 8: 6 | 若桜 鉄道 株 式 会 社 設立 

29. 2.15 | 気動車 運行 開始 10.14 | 郡家 一 若桜 間 転 換 開業 

49.10. 1 | 貨物 営業 廃止 平 15.10. 一 | 東 券 閉 守 式 か ら 特殊 自動 閉塞 式 に 変更 

56. 8.18 | 第 一 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 19.8.8 | C12167 を 若桜 駅 構内 に 搬入 

59. 2. 1 | 荷物 営業 廃止 2]. 4. 1 | 上 下 分 離 方 式 を 導入 、 施 設 を 八頭 町 と 若 

6110' 7 | 第 7 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ 桜町 に 護 渡 し 、 第 2 種 鉄道 事業 者 と な る 
の 転換 を 決定 


①=JR 西 日 本 リー し 1 日 平均 (平成 21 年 度 全線 輸送 人 員 は 平成 13 年 度 比 58.2%6) 


八頭 高校 前 や ず こ うこ うま え 09| 客 平 8.10. 1 708 
因幡 船岡 。 いな ば ふ ね お か 2.4| 客 5.120| 106| ⑳ 昭 49.10.1 
隼 は や が ざさ 4.4| 客 昭 5 120 74 | @ 昭 49.10.1 
安部 あべ 7.1| 客 陣 7.2.5 139 | ぷ 昭 49.10.1 

〇 1 八 東 は っ と う 9.8| 客 昭 5.12. 1 386| ⑳ 昭 49.10.1 
徳丸 と くま る 11.7| 客 平 14. 323 30 
丹 比 た ん び 13.5| 客 昭 5.12. 1 481 | @ 昭 49.10.1 

〇 | 若桜 わが さ | 192| 客 | 回 剛 512 1| 443| 日 団 、⑧ 昭 49.10.1 


沿革 年 表 


駅 一 覧 


みどり 口 


平 6.4 スカ イレ ー ル サー ビス 株 式 会 
8 7.29 | みどり ロー みどり 中 央 間 軌 道 特許 


みどり 中 街 みどり な か まち 
みどり 中 央 みどり ちゅ うお う 


設立 


仁 設立 


みどり くち 


平 10. 828 | みどり ロー みどり 中 央 間 開 業 


明 43. 6.18 
eS IPI 


12.8 
4 4 8 
6.8. 2 
611. 1 


8. 5.25 
11. 828 


13.4.6 
14: 7.15 
15. 7.15 
に 


広島 電気 軌道 株 式 会 社 設立 
本 線 . 広 島 駅 前 ( 現 広 島 駅 )- 檜 下 ( 表 原 井 ド ー ム 前 ) 
間 、 西 導線 (宇品 線 ) 紙 屋 町 一 悦 野 橋間 、 全 幸 
橋 線 ( 現 宇品 線 ) 購 野 橋 - 件 幸 橋 問 、 常 般 橋 線 ( 現 
白島 線 ) 八 丁 堀 白島 間 開業 (1435mm:600V) 
本 線 柚 下 己斐 ( 現 広 電 西 広島 ) 間 開業 
堤防 下線 御幸 橋東詰 宇 品 (初代 ) 間 単線 開業 
広島 玉 新 と 合併 、 広 島 瓦 過 電 軌 に 社名 変更 
横川 線 左官 町 ( 現 本 川町 )- 三 篠 ( 現 横川 
駅 ) 間 単線 開業 
御幸 橋 完 成 、 紙 屋 町 - 宇 品 間 直 通運 転 開始 
宮島 線 己 輩 町 ( 現 広 電 西 広島 (己斐 ))- 
草津 町 ( 現 草 津 ) 間 開業 
宮島 線 草津 町 - 日 市 町 ( 兄 電 日 市 ) 間 開業 
宮島 線 廿 日 市 町 - 地 御前 ( 現 駅 の 先 ) 間 開業 


宮島 衣 地 御前 一 新宮 島 ( 庁 品 東 付近 ) 間 開業 
宮島 線 新 宮島 一 電車 宮島 ( 品 広 電 宮 島 口 ) 間 開業 


昭 10.1227 


13.12.14 
17: 410 
Ws = 


宇品 線 御幸 橋 一 向 宇品 ( 更 元 宇品 口 ) 間 
複線 の 新 線 に 切り 替え 、 堤 防 下線 廃止 
横川 線 複線 化 
電鉄 事業 を 広島 電鉄 と し て 分 柳 
宮島 線 の 集 電 装置 を トロ リー ポー ル か 
ら パ ンタ グラ フ に 変更 
江波 線 土 橋 一 舟入 本 町 間 開 業 
江波 線 舟 入 本 町 舟入 南町 間 単 線 開通 
宮島 線 廿 日 市 宮島 口 間 単 線 化 
市 内 電車 の 集 電装 置 を トロ リー ポー ル 
か ら ピ ュー ケル に 変更 
皆実 線 開 業 (宮島 線 撤去 レー ル 使 用 ) 
江波 線 舟入 本 町 舟入 南町 間 複 線 化 
原子 爆弾 投下 、 全 線 不 通 
己斐 西天満 町 (上 天 満 町 ) 財 復旧 運転 開始 
西天満 町 一 小 綱 町 間 復 提 運 転 開始 


広 電 本 社 一 宇品 財 復 折 運 半 展 始 
次 盛 に つづ ぐ 


「 逢 / 日 運 転 開 始 


0 


雷 本 社 前 問 復 括 運 転 開始 37. 1.10 
ー- ロ リロ 町 癌 復 / 旭 運転 開始 38. 5- 6 
| 出口 町 一 広 伺 駅 前 間 復 運転 開始 
| 回 町 = 袖 川 格 南 話 間 借 旧 運転 開始 44.12. 1 
者 江波 口 商 衝 旧 運転 開始 51- 315 
9 上 鶴川 格 一 横川 周 復 運転 開始 、 白 島 門 ” 54.12: 7 
を 除き 軌道 線 復旧 55.12:10 
仙 廿日市 電車 宮島 問 複線 に 復旧 58.1g23 
向 宇品 一 宇品 ( 更 広 島 港 ) 間 開業 平 21228 
ZZ56.10 | 白島 線 、 新 線 に より 営業 再開 312.17 
性 31|. 8 | 江波 線 グ ラン ドロ ( 更 舟 入 南町 )- 江 波 1]1.6.9 
口 ( 現 江波 ) 間 開業 13.11・ 1 
10.30 | 軌道 線 全車 両 に エア ブレ ー キ 取付 17- 330 


シュ 時 直通 運転 開始 
広島 駅 前 一 広 電 廿 日 市 間 直 通運 転 開始 
市 内 線 : 宮 島 直 通運 転 区 間 を 広島 宮島 
( 更 広 電 宮 島 口 ) ま で 延長 
白鳥 線 ワン マン 運行 開始 
軌道 線 乗車 全線 ワン マン 化 (ラッ シュ 時 を 除く ) 
直通 電車 に 3 輌 直接 車 登場 
軽快 電車 3500 形 営業 開始 
軌道 線 用 高 性 能 車 800 形 営業 開始 
宮島 線 ATS 設 置 
高床 車 (鉄道 専用 車 ) 全 車 廃車 
超 低 床 車 グリ ー ン ムー バー(5000 形 営業 電 転 開始 
甘 と 西 広島 を 統合 し 、 広 電 西 広島 (己斐 ) に 改称 
S100 形 グリ ー ン ムー バー マッ クス 就役 


EE 明 ラ マツ 


ひろ し まえ き 
えん こう ば し ちょ う 
ま と ば ちょ う 
いな り ま ち 

か な や まち ょ う 
えび す ち ょ う 

は っ ちょ う ぼ り 

た て まち 

か みや ちょ う 
げん ば くど ー む まえ 
ほん か わ ち ょ う 

と うか いち まち 
ど ば し 

こ あ みち ょ う 

て ん まち ょ う 

か ん お ん まち 

に し が ん お ん まち 
必 ふくしま ちょ う 


⑧ 広 島 駅 前 ( 平 13.11.1) 

©⑧ 猿 狼 橋 ( 昭 35.3.30) 

⑧ 的 場 ( 昭 35.3.30) 

@⑧ 金 屋 町 

⑧ 山 口 町 ( 昭 40.4.1) 

⑧ 流 川町 ( 昭 40.4.1) 流川 上 流川 町 


⑧ 郊 外 バ ス 前 ( 昭 32.7.29) 


⑱ 相 生 橋 ( 昭 49.12.16)ー 檜 下 
(中 央 )、 づ 左官 町 ( 昭 40.4.1) 


@ 堺 町 
@ 土 橋 筋 


② 本 天瀬 (20.9.9)+ 抽 琶 ]- 西 天 潮 ]- 天 測 
@ 西 天満 町 ( 昭 40.4.1) 


る 己斐 ( 平 13.11.1)、0.2km 延 伸 


右上 に つづ く 


中 電 前 


ふく ろ ま ち O 
ちゅ う で ん まえ 


大 YY23 
大 いい 23 


081 客 


@ 思 福 社 前 (BA6 3.22) 一 所 窟 箇 一 相 呆 


市 役所 前 "し や < し ょ まえ 11| 客 大 11e3 g 公 会 堂前 2 \03\) 一 真 聡 灯 
謙 野 橋 た か の ば し 15| 客 大 1.1123 
日 赤 病 院 前 に っ せき びょう いん まえ WZ| 客 大 1.1123 9 広島 大 学 前 ( 平 13.\1.1) 、⑧ 大 学部 
( 昭 39.2.18) 高等 師範 前 
⑪ | 広 電 本 社 前 ひろ で A ほ AU ゃ まえ | 21| 客 大 1.1123 日 (千田 ) 、⑱ 電 鉄 前 ( 昭 33.3.16) - 電 
鉄 軌 道 運輸 課 前 一 電鉄 前 一 発電 所 前 
件 幸 橋 みゆ き ば し g.4| 客 大 1.1123 
⑪ 皆実 町 太目 みな み ま ち ろく ちょ うめ | 28| 客 昭 10.12.27 g 皆 実 町 三 丁目 ( 昭 46.5.1) 一 専売 公社 
前 専売 局 前 一 皆実 町 三 丁目 一 皆実 困 
広大 附属 学校 前 02 だ uie< が oc うま え | 3.2| 客 昭 10.1227 e 広 大 付属 高校 前 ( 昭 39.6.10) 一 広大 
教養 部 前 皆実 分 校 前 高等 学校 前 
県 病院 前 けん びょう いん まえ 3.5| 客 昭 10.12287 ざ 広 陵 中 学 前 
⑪ 宇品 一 丁目 うじ な に ちょ うめ 3.8| 客 昭 10.18.87 人 @ 二 品 十 三 丁目 ( 昭 43.9.] ) 女子 大 前 - 女 専 前 
宇品 三 丁 目 うじ な さん ちょ うめ 40| 客 昭 10.1227 ⑧ 征 品 十 本 目 ( 昭 43.9.1)、⑧ 二 丁目 ( 昭 35.3.30) 
宇品 四 丁目 うじ な よん ちょ うめ 44| 客 昭 10.1227 人 @ 坪 品 七 ] 目 ( 昭 43.9.1)、@ 七 目 ( 昭 35.330) 
宇品 五目 うじ な ご ちょ うめ 4.7| 客 昭 10.1227 @ 宇 品 四 目 ( 昭 439.1)、 人 @ 四 目 (中 35330) 
⑪ | 海岸 通 かい が ん ど お b 5.1| 客 昭 10.12.27 ⑧ 宇 品 杜 橋 前 
元 宇品 口 。 も と うじ な ぐち 54| 客 昭 10.18.87 ⑧ 向 宇品 口 ( 平 13.11.1) - 向 宇品 
8 広島 港 ひろ し まこ う | 59| 客 昭 26. 4. 1 で 、⑧⑧ 宇 品 ( 平 13.11.1):0.2km 延 伸 
江波 線 
le | | 
舟入 町 ふ な いり まち 客 舟入 仲町 
舟入 本 町 ふ な いり ほん まち 客 
舟入 幸 町 ふい な いり さい わい ちょ う 客 
舟入 川口 町 ぶな いり か わ ぐ ちち ょ う 客 
舟入 南町 。 ふ な いり みな み ま ち 客 グラ ンド 口 ( 昭 35 頃 )⑧ 江 波 口 ( 昭 29 
頃 )⑳ 舟 入 南 町 ( 昭 22.1 1.1) 
江波 えば 園 、⑳ 江 波 口 ( 昭 38) 


十日市 町 


寺町 て ら ま ち ⑧ 寺 町 裏 ( 昭 40.4.1) 一 西 ノ 小 路 
別院 前 べつ いん まえ oe 
横川 一 丁目 よこ が わい っ ちょ うめ 


@Q 横 川平 13.11.1)、⑧ 三 篠 ( 昭 和 初 期 ) 
横川 駅 


皆実 線 


(的 場 町 ) 
段原 一 丁目 だ ん ば らい っ ちょ うめ 


よこ が わ え き 


き ( 邊 原 )、⑧ 段 原 大 販 町 ( 平 13.11.1) ~ 大 
次 軸 に つづ く 


比治山 下 OU や まし た 
比治山 橋 _ ひ じ や まほ し 

南 区 役所 前 みな みく や くし ょ まえ 
皆実 町 二 丁 目 みな みち ょ うに ちょ うめ 
( 管 実 町] 目 ) 


広島 高速 交通 


沿革 年 表 
昭 6218。 1 | 広島 高速 交通 株 式 会 社 設立 平 6 820 | 本 通 - 広 域 公園 前 間 開 業 
63. 822 | 本 通 - 県 庁 前 間 鉄 道 事業 免許 と 県 庁 前 11・ 320 | 新 交通 シス テム 初 の 急行 運転 開始 
ー 長 楽 寺 間 軌道 特許 を 取得 16. 320 | 急行 運転 終了 
平 3 3. 5 | 長楽 寺 - 広 域 公園 前 問 特許 を 取得 188 | !C カ ー ド シス テム PASPY 導 入 


※ 乗 降 客数 は 平成 89 年度 1 日 平均 


0UT 短 - a 六 議 
女学院 前 し じ ょ が くい ん まえ 05| 客 取 27. 6.10 ほん どおり 
紹 景 園 前 し ゅ っ けい えん まえ 0.7| 客 昭 27. 6.10 県 庁 前 けん ちょ うま え 
家庭 栽 判 所 前 が て いさ い ば ん し ょ まえ 1.0| 客 昭 27. 6.10 城北 じょう ほ く 
は くし ま 1.2| 客 昭 27. 6.10 Le 白島 は くし ま 
ぷー 下 表 の 他 に 高須 ( 広 電 西 広島 (己斐) 一 東 高須 問 ) 牛田 うし た 
広 二 本島 斐 ) ひろ で ん に し ひろ し ま に い ) ー| 客 1 〇 | 大 11. 822| 47.781 | @ 西 広島 ( 昭 44.10.1)、⑧ 己 輩 町 ( 昭 6.2.1) 不動 院 前 。 ふ ど うい ん まえ 
ひがし た か す 1.0| 客 切 39. 8.13| 3.595 祇園 新橋 北 ざお ん し ん ば し きた 
高須 た か す 1.4| 客 大 11.822| 5.928 西原 に し は ら 
5 ら ふるえ 2.11| 客 大 11. 822| 11.612 中 筋 な か すじ 
草津 くさ っ 9| 客 大 11. 822| 5.300| 人 ⑳ 草 津 町 古市 点 る いち 
くさ つみ な み 3.5| 客 大 13. 4.6| 4.198 | 中 央 市 場 前 ( 昭 54.11.])、⑳ 荒 手 ( 昭 26.9.1) ⑪ | 大 町 お お まち 
財 T セ ツタ ー 人 日 し うこ う tAK-UD く 5 | 42| 客 了 四 35. 8.11| 14.382 | 較 記 ( 荒 手 )、⑳ 荒 手 車庫 前 ( 昭 54.1 1.1)、 昆 沙 門 何 ぴしゃ も ん だ い 
⑧⑳ 井 口 病院 前 ( 昭 46.10) 安東 や す ひ が し 
井口 い の く ち 48| 客 大 13. 4. 6| 4.742 EX か みや す 
鈴 許 女子 大 前 すず が みね じょし だ いま ぇ | 60| 客 阿 16. 4.17| 8.281 | 前 公 256.]) 上 巡 研 (224.1) 高取 た か と り 
広 電 五日市 ひる で ん いっ つか いち | 66| 客 大 13. 4. 6| 14.879 | 電車 五日市 ( 昭 36.6.])、⑳ 五 昌 市 町 ( 昭 6.2.]) ちょ うら くじ 園 
佐伯 区 役所 前 さえ きく や くし ょ まえ | 72| 客 昭 62.327| 4.910 と も 
楽々 園 らく らく えん 82| 客 駒 11. 9. 8| 14.498| ⑱ 楽 々 園 遊 園 地 ( 昭 46.9.1) 、 楽 々 園 お お は ら 
( 昭 40.7.20)、@ 塩 浜 ( 昭 11.9.8) 伴 中 央 と も ちゅ うお う Fo 
山陽 女子 大 前 さん よう じょし だ いま ぇ | 92| 客 只 25.11.24| 7.325| ⑧ 山 陽 女 学 園 ( 昭 38.4.1) 大 塚 お お づか 
広 電 廿日市 ひろ る で ん は つか ぃ いち | 99| 客 大 13. 4. 6| 5.886 | 立 、@ 電 車 HH 市 ( 色 366.1)、@HH 市 町 ( 昭 62.]) 広域 公園 前 こう いき こう えん まえ 
旨 純 多角 季 ) gopu5ufxuisxe5 | 10.7| 客 昭 59.11. 1| 5,030|⑧ 平 良 ( 平 18.6.1) 
宮内 みや うち 15| 客 | | 和 AI4 715| 5471 鍋 川 鉄道 
JA 広島 病院 前 uo2sOSuwsX | 119| 客 平 10.9. 1| 3.892 沿革 年 表 
地 御 前 じ で ぜん 12.4| 客 大 14. 7.15| 2226 昭 35.11. 1 | 国鉄 岩 日 線 川西 一 河 山間 開業 昭 62. 4. 1 | 鍋 川 鉄道 株 式 会 社 設立 。JR 西 日 本 央 日 線 と な る 
阿 品 東 あじ な ひがし 139| 客 昭 6.2.1| 1.174| 立 ( 宮 島 )、 阿 品 ( 平 13.1 1.1) 人 ⑳ 地 御前 38.10. 1 | 河 山 一 錦町 間 開 業 (旅客 の み ) 725 | 川西 一 錦町 問 転 換 開 業 
県 病院 前 ( 昭 47.3.1) 、⑳ 阿 品 ( 昭 29.1.1) 49.10. 1 | 貨物 営業 廃止 平 3. 3.16 | 北 河内 一 錦町 問 特 殊 自動 閉塞 化 
広 電 阿 品 。 ひろ で ん あじ な 146| 客 8.004 | 田尻 ( 平 13.11.1) 


( 陣 ) 貞 艇 場 前 きょう て いじ ょ うま え 
広 電 宮島 ひる で ん みや じ ま ぐ ち 


16.1 | 客 | s! | 昭 6. 2. 1| 10.436 | 広島 宮島 ( 平 13.1 1.]) 電車 宮島 ( 昭 36.6.1) 


58. 2. 1 
8.22 
6111.14 


荷物 営業 廃止 

第 2 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 

第 3 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ーー 鉄道 へ 
の 転換 を 決定 


14' 7 | 印 町 一 藤津 峡 温泉 間 に 遊 覧 車 [ て こと こ 
トレ イン 」 運 転 開始 
NF-300O 形 就役 


66Z 


中 35.77. 7 
B35.11. 1 
呆 35.77、1 


平 5 318 4 
昭 35.11. 1| 386 
阿 46. 3. 1 56 | 属 仮 乗降 場 客 ( 昭 62.4.1) 
きた ご うち 茹 35.11. 1| 180| W 平 3.3.16 
むく の 昭 35.11. 1 11 
な ぐ わ 呆 35.11. 1 95 
ね が さ 軌 35.11. 1 36 
か わ や ま 昭 35.11、 1 2842 | 昭 49.10.1、 昭 62.7.25 
や な ぜ 茹 38.10.1 4 
に し きち ょ う g] | 昭 38.10. 1| 203| 日 較 


一 畑 軽便 鉄道 株 式 会 社 設立 昭 39. 7.18 
出雲 今 市 (電鉄 出雲 市 ) 一 雲 州 平田 間 40.2.18 
開業 (1067mm: 蒸 気 ) 41:10- 1 
語 4 2 4 | 寺 狼 平田 一 畑 ( 後 に 廃止) 間 開 業 48. 3.16 
1 7.14 | 一 尋 電 気 鉄道 に 社名 変更 5.15 
困 10。 1 | 1500V 電 気運 転 開始 53. 3. 1 
間 3 4 5 | 小売 人 GW 一 畑 ロ )ー 北 松江 (松江 し ん 平 ア 10.1 

じ 湖 温泉 ) 間 開業 
5。 2. 2 | 川 忠一 大 社 神門 ( 現 出 雲 大 社 前 ) 問 開業 8.10.1 
19.18.10 | 小 境 泌 一 畑 間 休 止 ( 昭 35.426 廃 止 ) 9. 220 
29 5 1 | 出雲 鉄道 (出雲 今 市 - 出 雲 須佐 問 ) を 買 10.10.1 
収 、 立 久恵 線 と する 12.12: g 
2 | 島根 鉄道 (荒島 - 出 雲 広 瀬 問 ) を 買収 、 7 16- 315 
広瀬 線 と する 18: 4. 1 

35620| 広瀬 線 廃 上 


出雲 市 一 北 松 江間 特急 運転 開始 


暇 科 負い 9th が KA は Sh ほえ 
お お つま ち 
た けし 


武志 


立 久 恵 線 水 害 の た め 休 止 

立 久恵 線 廃 止 

列車 集中 制御 装置 (CTC) 使 用 開始 
車 扱 貨物 廃止 

特急 運転 廃止 

大 社 線 ワン マン 化 

特急 運転 再開 、 ワ ンマ ン 運 転 開始 。ATS 
設置 

特急 廃止 

全線 ワン マン 化 

松江 温泉 一 出雲 大 社 前 間 直 通運 転 再開 
電鉄 出雲 市 駅 高架 化 

特急 「 ス ー パ ー ラ イナ ー」 運 転 開始 
持株 会 社 移行 、 新 設 の 一 畑 電車 が 鉄道 
事業 を 継承 


染 乗 降 客数 は 平成 3 年度 1 日 平均 


右上 に つづ く 


大 寺 


eal 憲 


OAS RA やつ 


お お て ら e に \ ハ \ GSSSA ハ いさ 
美談 み だ み フフ 7! 27. \.\S SG SAS4. ハ さき 
旅 伏 た ぶし 901 客 大 3. 429 SS\ MMA NN 
® | 雲 州 平田 うん し ゅ う ひ ら た 10.8| 客 1@ | 大 3. 429 Se ®VE 市 T7329)、 
⑳ 墨 州 平田 (8A5.\O\) 、 全 昭 48 31G 
布 崎 め ぬ の さき 145| 客 大 4.2.4 64 | 昭 S8.\17 
湖 遊 館 新 駅 こ ゆ う か ん し ん えき | 152| 客 平 7.10. 1 20 
園 その 15.9| 客 大 4.2.4 37 | 喝 昭 54.12.20 
© | 一 畑 口 いち ば た ぐち 17.5| 客 大 4.2.4| 102|⑧⑳ 小 境 灘 ( 昭 27.10.1)、@ 昭 44、 略 昭 48.3.16 
伊野 灘 い の な だ 19.4| 客 昭 3.4.15 30| 昭 54.11.1 
© | 津 ノ 森 つの も り 2a1.2| 客 | 委 | 昭 3.4. 5 157 | 昭 46、⑱ 申 48.3.16 
高 ノ 宮 た か の みや 85| 客 昭 3. 4.5 60| ず 昭 54.11.1 
枝 ガ - 多 (カク まっ お - げ る ば - く | 23.8| 客 平 3. 7.23 33 
⑲⑨ | 秋鹿 町 あい か まち 25.0| 客 昭 3.4 5 89 | @ 昭 45.6、⑧ 昭 48.3.16、@ 平 24.7.1 
長江 な が え 66.7 | 客 昭 3. 4.5 1] | 介 昭 55.10.15 
朝日 ヶ 丘 あさ ひ が お か g8.0| 客 昭 63. 4. 1 134 
© | 杉 人 交 ル 2 導 お AA<Daue が - で A ま | 29.6| 客 昭 39. 4. 1 52 | 3*、⑧ ル イス C じ ティファ ニ - 放 員 生 条 錠 彰 ( 補 195.21)、 
@ 丁 江 翌 1342)、 人 因 41.9.1、 仙 平 7.10.] 
© | 迷 [UA じ 湖 湯 泉 まっ え し AUc8AtA | 33.8| 客 | 回 | 昭 3.4 5| 909|@ 棟 合 144 1) 、@ 夫 江 ( 條 45.10.1)、 
仙 昭 483.16、 き 平 106.1 
大 社 線 
© | 川 貴 か わ と ー| 一 | 一 ー c= | 
高浜 た か は ま 28| 客 昭 5.8.8 GR 
遥 場 よう か ん 48| 客 昭 5.8.8 17 
浜 山 公園 北口 は まや まこ 3 え A き た ぐ 5 | 6.4| 客 鉛 ヶ 崎 ( 昭 52.6.24) 
_⑥ | 出雲 大 社 前 い ず も た いし ゃ まえ | 客 245 | 大 社 神門 ( 昭 45.10.1)、 昭 45 


沿革 年 表 
大 18. 7:28 | 琴平 電鉄 株 式 会 社 設立 昭 20. 1:26 | 志度 線 八 栗 参 電 志 度 間 休止 
15:1221 | 栗林 公園 一 滝宮 間 開 業 6 2 | 長尾 線 出 晴一 高田 問 1435mm に 改 軌 
(1435mm.1500V) 6.20 | 長尾 線 、 志 度 線 瓦 町 に 乗り 入れ 
昭 8.15 | 滝宮 一 琴平 (見 到 電 琴 平 ) 間 開業 6.26 | 長尾 線 高田 一 長尾 問 1435mm に 改 軌 
428 | 高松 (児玉 町 一 栗林 公園 間 開 業 7 4 | 市 内 線 . 志 度 線 築港 前 一 公園 前 一 瓦 町 間 
13。7. 6 | 塩江 温泉 鉄道 を 合併 、 塩 江 線 と する 休止 (市 内 線 は 昭 32.1.8、 志 度 線 公園 前 
16"5'10 | 塩江 線 廃止 ー 瓦 町 間 は 昭 32.8.15 廃 止 ) 
]8.1 1。 1 | 詩 岐 電鉄. 高松 電気 軌道 を 合併 高松 琴 7:30 | 出 呈 駅 を 廃止 し 肪 町 な 基 電 高松 (町 ) に 対人 
平 電気 鉄道 に 社名 変更 g3. 8.18 | 琴 電 高松 一 后 原 町 間 開業 、 鞭 電 高 松 で 
20。 1. 1 | 長尾 線 出 晴一 長尾 問 を 地方 鉄道 に 変更 琴平 長尾 志度 線 と つなが る 


次 軸 に つづ く 


006 


昭 23.18.26 


片 原町 一 築港 (高松 築港 ) 間 開業 昭 58.1 1.20 | 長尾 線 ATS 設 置 IO いち の みや 大 15.1221| 1.606| 欠 330m 高 松 築港 方 より ( 昭 62.4.7) 
24.5.1l | 受電 高松 一 築港 問 複線 化 ( 昭 28.10.20 。 53126 | 吾平 線 ATS 設 軒 えん ざ 11.2| 客 大 15.1221| 1.423| ⑳ 
に 1500V と 600V の 線 別 複線 と な る ) 54、3. 1 | 志度 線 ATS 設 置 ⑭ | 岡本 お か も と 138| 客 | | 大 I51221| 782|@W 平 17.4.1 
10.9 | 志度 線 八 栗 一 琴 電 志度 問 営業 復活 平 6.626 | 長尾 線 高松 築港 乗 入 開始 、 志 度 線 高松 挿 頭 丘 。 か ざし が お か 150| 客 | | 大 I5881| 465 
6.12.26 | 長尾 線 瓦 町 一 花園 問 南 回 D に 変更 築港 乗 入 廃 上 畑田 は た だ 158| 客 | | 大 I5.1221| 238 
27. 388 | 季 平 線 に 10000 型 (こん びら 号 ) 就 役 B8.1881 | ( 新 ) 瓦 町 駅 完成 ④⑨ | 陶 すえ 183| 客 | | 大 I51221| 807| 留 一 車 ( 平 3.3.16)、W 平 17 
9.10 | 案 湊 駅 移転 13.18. 7 | 民事 再生 法 を 申請 ④ | 滝宮 た きのみ や 20.7| 客 | 國 大 15.1281| 1.317| 立 
So. 725 | 生 平 線 栗 林 公 園 一 太田 間 自 動 義春 式 に 変更 17. 21 | IC カ ー ド シス テム lruca 導 入 羽 床 は ゆか 228] 客 | | 昭 2.315| 166 
| 9.5 | 倒 平 線 岡 本 - 滝 宮 問 自動 閉 寒 式 に 変更 18.3. 一 | 民事 再生 法 に よる 再生 計画 が 終了 栗 能 く D< ま 24.6| 客 昭 2.315| 551 
9.15 | 参 珠 湾 宮 一 琴 電 琴平 間 自動 閉 宣 式 に 変更 18。731 | 通常 営業 車輌 の 冷房 化 10096 達 成 ④ | 岡田 お か だ 27.2| 客 昭 2 315| 483| 236m 共 電 到 平方 より ( 平 3420). 仙 平 17.7.17 
3 1 | 生生 委 行 運転 開 始 、 高 松 和 港 - 生 平間 所 要 40 分 10.7 | 長尾 線 水田 駅 付近 高架 化 ⑲ | 羽 問 は ざま 29.1 | 客 2. 315| 243| 立 
52] | 琴平 線 に 初め て コン クリ ー ト 枕木 と ロン 18. 9 | 吾平 線 三条 一 太田 間 高 架 化 榎 井 えな い 31.8| 客 昭 8.315| 849 
グレ ー ル を 使用 東 讃 電気 軌道 一 四国 水力 電気 一 詩 岐 電鉄 (④ め | 琴 電 琴平 こと で ん こと ひら 32.9| 客 | 回 | 昭 2 3.15| 1.251 | ⑳ 和 琴平 ( 昭 1 カ 
91 | 長尾 線 瓦 町 一 平木 間 自 動 閉塞 式 に 変更 』 明 43。 5 ] | 東 讃 電気 軌道 株 式 会 社 設立 長尾 線 
G5.』5. 2 | 参 平 線 太田 一 仙 生 山間 自動 閉塞 式 に 変更 44.11.18 | 今橋 - 志 度 ( 生 電 志度 ) 間 開業 (1435mm・ 〇 | ( 岳 町 ) 
5.3] | 長尾 線 平木 一 長 尾 問 自動 閉塞 式 に 変更 600V: 鉄道 ② | 花園 は な ぞ の \ 703 | ®@ 平 84.5.16 
383. | | ララ 〒 弧 仏山 春日 川 財 晶 動 半 藤 式 に 区 更 作 線 守 7) 大 2.10.15| 出 晴 ( 更 尺 町 付近 ) 今 橋間 開業 林道 は や し みち 29.8.1| 1.566 
9 3 | 志度 線 今橋 一 春日 川間 自動 閉塞 式 に 変更 4。422 | 公園 前 - 出 晴 間 0.5km 開 業 ④ | 木 太 東口 さ た ひがし ぐち 明 45. 430| 675 
39.12.23 | 志度 絹 春 日 川 - 琴 電 屋 島 問 自動 閉塞 式 に 変更 5.12.85 | 四国 水力 電気 に 合 元 山 も と や ま 明 45. 430| 634 
4I" 8.2 | 志度 線 1500V に 昇圧 6, 520 | 高松 駅 前 一 公園 前 間 開 業 (軌道 ) ⑨ | 水田 みす た 明 45. 430| 1.008| ⑯ 平 19.107 
42. 521 | 築港 - 互 町 問 の 線 別 複線 を 廃し 、 完 全 複 7.14 | 築港 前 高松 駅 前 間 開 業 (軌道 ) 西 前 田 ” に しま ぇ だ 明 45. 430| 97| 325m 長 尾方 より ( 昭 38.6.21) 
線 運転 を 開始 昭 17. 430 | 四国 水力 電気 か ら 分 離 、 讃 岐 電鉄 設立 ⑨ | 高田 た か だ 8.3| 客 | 委 | 明 45.430| 1343| 
43.121 | 仏生山 工場 拡張 18.11. 1 | 天平 電鉄 に 合併 、 志 度 線 と な る 池 戸 いけ の べ | 明 45.430| 472 
42442.21 | 今橋 工場 閉鎖 高松 電気 軌道 農学 部 前 。 の う が く さぶ まえ 10.4| 客 明 45. 430| 631|⑧ 民 大 前 ( 昭 33.8.1)、⑧ 田 中 道昭 25.4.10) 
1028 | 志度 線 自動 閉塞 化 完了 高松 電気 軌道 株 式 会 社 設立 ⑲ | 平林 ひ 5 ぎ 109| 客 明 45.430| 405|@ 平 17.1.16 
51- 8 志度 線 今橋 駅 に て 正面 衝突 事故 45.430 | 出 晴 ( 唄 釘 付近 )- 長 尾 間 開 業 (1067mm 600V) 学園 通り "が < えん どおり 平 14.9g8| 1073 
12.23 | 長尾 線 1500V に 昇圧 琴平 電鉄 に 合併 、 長 尾 線 と な る 白山 し ら や ま 明 45.430| 283 
駅 一 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 3 年 度 1 日 平均 ⑨ | 井戸 い ど 昭 28. 785| 71| G 貞 行 寺 ( 昭 26.3.1)、 留 - 車 ( 平 88.25) 
EE っ 0 備考 公文 明 「 < も 4 み ら 189 
琴平 線 〇 | 長尾 な が お 
た か まつ ちっ こう 昭 23.1226| 10.434 | @ 築 港 ( 昭 29,].1)210m 瓦 町 方 の 仮 志度 線 
駅 か ら ( 昭 30.9.10) ( 瓦 町 ) 
片 原町 か た は ら ま ち 09| 客 B23. 218| 4.574 ⑤ | 今橋 いま ば し 
瓦 町 か わら まち 1.7| 客 | 回 | 賠 2 422| 12.108| 導 、 琴 電 高 松 ( 昭 29.1.] )、⑳ 高 松 ( 昭 16.8) ② | 松島 二 丁目 まつ し ま に ち ょ うめ 458 | G 稚 島 四 本目 ( 昭 468.20)、⑳ 田 - 車 補 8825) 
栗林 公園 りつ りん こう えん 289| 客 | 國 | 大 15.1221 沖 松島 お きま つ し ま 616| W175m 瓦 町 方 より ( 平 4.11.5) 
= さん じょう 39| 客 | 委 | 昭 31.3. 1 ⑤ | 春日 川 か す が が ね わ 
お お た 62| 客 | 國 | 大 15.1221 渦 元 か た も と 
© | 仏生山 応 っ し ょ う ざ ん B0| 客 | 回 | 大 15.1221 (④ | 琴 電 屋島 。 こと で ん や し ま 
空港 通り <3 こ 3 と お 5b | 90| 客 (ee 729 


か る た か まつ 


大 5.12.31 


10- 4 1 

5: 1 
12. 630 
5 5 2 


昭 2 4 3 


415 
11.1 
4 410 
6§ 半 5- 1 


7 8 
os 
語 議 oc 


LOE 


テ g/ 知 
に ルイ だ - コ 
99/ 客 
700/ 客 
706/ 容 
77.5/ 客 


44.11.18, 
44.171.18 e293 
BI0. 2.25 225 
44.17.78 114 

明 24.77.78 
明 44.77.78 


7 ぢ 5| 客 / 園 / 明 44.71.18 


7. ワ 5 フ / @? 相 婦 3O.. ) )、 六 記 寺 ( 申 ら 4. 1 O.8) 


89 
193 
1.040| ⑧ 志 度 駅 前 ( 招 24.10.9)、⑧ 志 度 ( 昭 6.5) 


伊予 鉄道 会 社 創立 
究 山 ( 槍 山 市 ) 一 三津 剛 開 業 (762mm 燕 気 ) 
郵便 物 輸送 取扱 開始 
三津 一 高浜 (初代 ) 間 開業 
外側 ( 現 松 山 市 )- 平 井 河原 (晃平 井 ) 間 開業 
平井 一 横河原 間 開 業 
南 予 鉄道 道後 鉄道 を 買収 合併 
三津 口 ( 現 古 町 付近 ) 一 道後 一 一 番 町 問 
1067mm 改 軌 :600V 電 化 
伊予 水力 電気 を 合併 し 、 伊 予 鉄道 電気 
に 社名 変更 
松山 電気 軌道 株 式 会 社 を 合併 
旧 松 山 電 軌 線 一 番 町 一 道後 問 休止 
堆 山 電 軌 線 一 番 町 一 江 ノロ 間 1067mm 改 節 
軌道 線 一 番 町 一 道後 問 ル ー ト 変更 、 複 線 
運転 開始 
城北 線 木屋 町 一 一 万 ( 現 上 一 万 ) 間 . 連 絡 
線 古町 一 松山 間 開 業 
吾 町 線 木屋 町 一 道後 間 ( 千 秋 寺 前 経由 ) 廃 上 
軌道 線 曹 町 一 江 ノ ロ 間 (j 松 山 電 軌 線 ) 廃 上 
草 町 一 古町 韻 開 業 
高浜 松山 市 駅 山 1067mm 改 軌 、B00V 
電気 運転 開始 
高浜 松山 市 間 複 線 化 
横河原 線 1067mm 改 軌 
森 松 線 1067mm 改 軌 


昭 11. 5. 1 | 城南 線 裁判 所 前 西堀 端 間 複線 化 、 大 
手 町 線 西堀 端 一 国鉄 松山 駅 間 開 業 、 軌 
道 線 古町 一 国鉄 松山 駅 前 間 開 業 、 同 時 
に 連結 線 古町 一 国鉄 松山 駅 間 廃止 
12. 722 | 郡中 線 1067mm 改 軌 
14.5.10 | 郡中 一 郡中 港 間 開 業 
16.lr11 | 城南 線 西堀 端 一 松山 駅 前 間 複 線 化 
17。 4。 1 | 戦時 の 配電 統制 合 に より 電力 部 門 を 四国 配電 


等 に 分 難 統 合 、 鉄 道 事業 を 主体 と し た 会 社 と し 
て 再発 足 、 社 名 を 伊予 鉄道 株 式 会 社 に 変更 


どら 0。 ら 21 | 金属 類 決戦 改修 実施 要 網 に 基づき 高浜 線 単 線 化 
21. 8.19 | 城南 線 西堀 端 一 本 町 一 古町 間 休 止 認可 
どら. 9.25 | 軌道 花園 線 松山 市 駅 前 責 堀端 複線 開 業 
3. 7. 1 | 軌道 本 町 線 西堀 端 一 本 町 ( 現 本 町 皿 丁 
目 ) 間 開業 
25: 5.10 | 郡中 線 600V 電 化 
27: 2 有 1 | 高浜 線 梅津 寺 一 三津 間 複 線 運転 復活 
29. 2 1 | 横河原 : 森 松 線 で ディ ー ゼ ル 機 関 車 運転 
開始 、 軌 道 線 集 電 装置 を た ロリ ー ポ ボー ル 
か ら ピ ュー ゲル に 変更 
81. 8.15 | 車 扱い 貨物 営業 廃止 
32. 221 | 市 内 線 で ボギー 電車 運転 開始 
7 5 | 高浜 線 松 山 市 一 三津 間 郡 中 線 松 山 市 
款 戸 間 自 動 閉塞 式 に 変更 
1226 | 高浜 線 衣 山 一 古町 間 複 線 運転 復活 
35. 2 』 | 郡中 線 全線 自動 閉塞 式 に 変更 


の 選べ 


自 ) 問 昌 楽 
高浜 線 古町 一 松山 市 間 宰 線 運転 復活 
高浜 線 三 津 一 衣 山 問 複線 運転 復活 
森 松 線 廃止 
横河原 線 松山 市 一 平井 間 750V 電 化 
横河原 線 平井 一 横河原 問 750V 電 化 
城北 線 環状 化 運転 開始 
本 町 線 電車 ワン マン 化 
環状 線 電車 ワン マン 化 に より 軌道 線 ワ 
ンマ ン 化 完了 
高浜 横河原 郡中 線 全 列車 に 無線 電話 設置 
郡中 線 750V 昇 圧 
横河原 線 4 輌 編成 運転 開始 
軌道 線 冷房 電車 運転 開始 


8 7T 

。 2 に 
40.12- 1 
42. 6-10 

10.1 
44.12: 1 
45. 9.16 
46.11.15 


49.3. 4 
51: 325 
53. 6.26 
56 ZX:13 


So NRN に 思 We XS 
131Q1 ら 坦 道 線 で 悲 映 理 答 3 い 坊 っ ちゃ ト 引 再 \ 軍 転 際 9 
124。 3 | 導線 - 起 低 床 斉 GTQO 形 営業 理 転 WS 
17・8.23 IC カ ー ド シス テム い C い 一 カー で せ ! 導 入 、 
21・8:24 | 鉄道 線 で 3OQO 系 就役 
南 予 鉄道 
明 27. 1.24 
29.7. 4 
33. 5 1 


南 予 鉄 道 株 式 会 社 設 立 
朋 原 ( 更 松 山 市 ) 一 郡中 間 開 業 (762mm 系 気 ) 
伊予 鉄道 に 合 


道後 鉄道 


明 26. 98.14 
28- 8.2 ら 


道後 鉄道 株 式 会 社 設立 
一 番 町 ( 更 大 街道 ) 一 道後 - 道 後 一 三津 口 
(古町 付近 ) 間 開業 (762mm 蒸気) 


33. 5. 1 | 伊予 鉄道 に 合 


8.10 | 高浜 横河原 線 直通 運転 開始 松山 電気 軌道 
58. 8. 1 | 800 系 ( 元 京王 2010 系 ) 運 行 開始 明 40.33] | 松山 電気 軌道 設立 
60. 7Z.8 | 鉄道 線 冷房 電車 運転 開始 (800 系 ) 44.9. 1 仁 寺 町 - 本 町 韻 (廃止 区 間 )、 札 / 辻 ( 兄 本 町 = 本目 )- 
62. 8.12 | 700 系 ( 元 京王 5000:5100 系 ) 運 行 闘 始 道後 (人 後 温 泉 ) 則 開業 (435mm600V) 
平 5 612 | 鉄道 線 CTC 化 19 | 本 町 - 札 ノ 辻 間 開 業 
6. 923 | 鉄道 線 ATS 使 用 開始 45. 2. 7 | 住吉 町 - 江 ノロ (三津 付近 ) 間 全 通 (1435 
Z 1.15 | 伊予 鉄 初 の ステ ン レ ス 車 610 系 運行 開始 mm.600V) 
1.16 | 鉄道 線 完全 冷房 化 大 10. 4.1 | 伊予 鉄道 電気 に 合併 
9.10:25 | 高浜 線 衣 山 一 古町 間 高 架 化 (単線 運転 : 
複線 運転 は 平 10.7.18) 
駅 一 覧 ※ 乗 降 客 致 は 平成 23 年 度 1 日 平均 
る 隊 間 EEHEESE 也 が に 
高浜 線 ・ 横 河原 線 


〇 | 高 た か は ま 

〇 | 梅 ば いし ん じ 
; みな と や ま 

⑪|= みっ 

や ま に し 

に し きぬ や ま 

きぬ や ま 


® こま ち 


お お て まち 
〇 | 松山 市 


史明 装 交 玖 装 対 列 前 前 
加納 其 其 其 誠 器 半端 回 


まつ や まし 


石手 川 公園 いし て が わ こう えん 


1.338 | ⑧483m 延 長 ( 明 38.1.10) 
338 

328| ® 昭 49.8.13 

2,128| & 

2,463 

1.117 

1.864 | 昭 49.6.1 

g550| 園 半 、⑧ 三津 口 ( 明 22.7.20) 

2.440| 江戸 町 ( 昭 88.7.1) 


明 21.10g8| 17.758 | 日 於 松山 ( 昭 2.3.1)、⑧ 人 外側 ( 明 35.6、 


1)、⑳ 松 山 ( 明 28.7.20) 


次 貞 に つづ さ 


088| 准 、 人 立花 ( 昭 2.3.1) 


ふく お ん 


きた くめ 1.24 | 必 劉 へ 車 ( 昭 43.7.1) 


2.598| ⑧0.2km 横 河原 方 か ら ( 昭 56.4.88) 
1.038| ⑱O.1km 横 河原 方 か ら ( 昭 53.3.14) 
1.140| 立 、⑱ 平 井 河 原 ( 明 35.6.1) 
1.456 | @0.8km 松 山 市 方 か ら ( 昭 56.5.1 1) 
2 ら 
868 | 田窪 ( 昭 41.1 1.1) 、 昭 49.2.16、⑮ 


うし ぶち だ ん ちまえ 
うし ぶち 
た の く ぼ 
みな ら 
愛 大 医学 部 南口 WU なみ くち 1.250 
横河原 よこ が わら 22.6 明 32.10. 4 SR 


984 | 、⑧0.1km 横 河原 方 か ら ( 昭 56.7.20) 


O [PT Nbza995535 | 0.| 客 | [moata 1| sar 


大 手 町 線 ・ 城 北 線 


(西堀 端 ) 

| 大 手 町 駅 前 お お て まち えき まえ 客 526| 江戸 町 駅 前 ( 昭 28.7.1) 
松山 駅 前 まつ や まえ さま え 客 
宮田 町 みや た ちょ う ビー コ 

⑨ | 古町 こま ち 4| 客 
曽 町 六 丁 目 か や まち ろく ちょ うめ | 198| 客 350 | 三津 口 ( 昭 42.1.1) 
本 町 六 丁 目 ほん まち ろく ちょ うめ | 23| 客 9301 ⑳ 本 町 七 丁目 ( 昭 42.1.1) 


ど ば し 0.7| 客 | 和 要 | 昭 28. 4.15 918| W 昭 47.2.1 
どい だ 62| 客 | 委 | 軌 5.3.6| 1.836 

よう ご 3.5| 客 | 委 | 明 29.7.4| 82238| 

か また 42| 客 昭 42. 8.15| 1.043| 代 平 20.8.1 

お か だ 56| 客 | 委 | 明 43. 7.18| 1.083 

こい ずみ 6.6| 客 | 委 | 昭 42 3.9| 1.546| W 無 一 委 ( 平 20.9.1) 
まさ き 79| 客 | 回 | 明 29.7.4 Le: 

じ ぞ うま ち 8.6| 客 | 委 | 明 34. 221 x、⑧⑧ 昭 47.2.1 
し ん か わ 9.5| 客 | 委 | 明 42.7. 1 

ぐん ちゅ う 10.7| 客 | 委 | 明 29. 7. 4| 1.086|@ 昭 49.4.1 
ぐん ちゅ うこ う 11.3| 客 | 委 | 昭 14. 5.10 

に し ほり ば た 


みな みほ り ば た 


し や くし ょ まえ 

けん ちょ うま え 847 | 赤十字 病院 前 ( 昭 19.5.]) 
お お か い ど う 4.920| 一 番 町 ( 昭 42.1.1) 

か つや まち ょ う 1.554 | ⑧ 御 宝町 ( 昭 42.1.1) 

けい さ つ し ょ まえ 973| ⑧ 六 角 堂 ( 昭 37.3.18) 

か みい ちまた ん 1.438| 立 、③ 一 万 ( 昭 4.4.1) 

の な み ま ち 1.049 | づ ざ 農事 試験 場 前 ( 昭 19.5.]) 
どう ご こう えん 


678| 公園 前 ( 平 16.4.25) 


どう ご お ん せん 2.9201 男 、⑧ 道 後 ( 昭 35.4.1) 


中 IE つ づく 


© | 木屋 町 き や ち ょ う 客 613 | 留 一 車 ( 昭 26.6.30) 
高砂 町 た か さ ご ちょ う 客 99 | @ 北 味 酒 ( 昭 42.1.1) 、⑳ 婦 学校 柄 ( 昭 27.8.4) 
清水 町 し みず まち 客 418| ⑳ 昭 26.6.30 
e | 鉄砲 町 て っ ぽう ちょ う 客 689| @ 留 一 車 ( 昭 26.6.30) 
赤十字 病院 前 せき Ve3U び ぉ うま え 客 1.409 | 護国 神社 前 ( 昭 22.8.1)、⑳ 練 兵 場 前 
a 
花園 線 


p (南堀端 ) 
松山 市 駅 前 まつ や まし えき まえ 


本 町 線 

〇 | (西堀 端 ) 
本 町 三 ] 目 ほん まち さん ちょ うめ 
本 町 四 丁目 ほん まち よん ちょ うめ 
本 町 五目 ほん まち ご ちょ うめ 


(本 町 太目 ) 

阿佐 海岸 鉄道 

沿革 年 表 
化 島 県 等 が 回 佐 東 線 の 第 三 セ クタ ー で | 平 1、890 | 高 千 衝 鉄道 TH-801 を ASA-301 と し 
の 建設 を 決定 て 営業 運転 開始 

63. 9.17 | 回 佐 海岸 鉄道 株 式 会 社 設立 e. 880 | ASA-30 1 を スダチ と ポン カン の ラッ ピ 


平 4.3.86 | 海部 甲浦 間 開 業 
e0. 630 | 実 喰 車庫 で 回 送 が 壁面 に 衝突 し て 脱線 


ング に 変更 


※ 乗 隆 客 致 は 平成 23 年 度 1 日 
備 考 3 


平均 


か いふ 
し し くい 


夢 ガー 中 和 間 転換 昌 還 
中 補 一 宿毛 間 開 業 


| 12 ア 1 | ご めん な は り 線 後免 一 奈半利 間 開 業 
脱 二 導く っ し お 鉄道 株 式 会 社 設 立 宿毛 駅 構内 で 「 南 風 」 1 7 号 が 車止め を 
放 宇 枝 第 三次 特定 地方 交通 線 と し て 承 度 乗り 越え 駅 舎 に 衝突 
i 休 主 寺 会 に て 中 村 線 の 3! 受 け を 決議 4 7 宿毛 線 東 宿毛 一 中 村 間 運転 再開 
ゾロ 四 国 の 中 村 線 と な る 11. 1 | 全線 運転 再開 
ぶ =JR 四 国 ぶ 乗 陸 窒 は 平成 3 年 度 1 日 平均 

駅 名 le ES | 時評 年 朋 日 中 CO | 備 考 

く ほ か わ 客 |Q [38」 18| 293| 

わか い 44| 客 F 茹 38.12.18 25 

か わ お く 80| 信 昭 49.3.1 =: 

か いな 138| 客 軌 38.12.18 31 

いよ き 18.1| 客 昭 38.12.18 42 

と ささ が 20.8| 客 昭 38.12.18 192| 昭 45.10.1、 

さ が こ うえ ん 22.9| 客 平 5.10. 1 0 

と さ し ら は ま 4.1 | 客 昭 45.10. 1 

あり い が わ ら 7.6| 客 昭 45.10. 1 eg 東大 方 ( 昭 57.11.15) 

と さか みか わ ぐ ち 92| 客 軌 45.10. 1 

うみ の お お むか え 30.1 | 客 平 15. 422 

うき ぶち 31.7| 客 中 45.10. 1 

と さい り の 34.3| 客 中 45.10. 1 介 平 16.4.1 

に し お お が た 37.2| 客 中 45.10. 1 

こつ か 40.8| 客 1 

な か むら 430| 客 1 日 園 、 昭 59.2.1 

ぐ ど う 46.2| 客 」 1 

くに み 49.2| 客 1 

あり お か 54.6| 客 1 

こう ぎょ うだ ん ち 57.7| 客 1 

ひら た 58.3| 客 1 

ひがし すく も 65.2| 客 1 

すく も 666| 客 1 


右上 に つづ く 


5 な か いき きい 
箇所 
②③ | 夜須 
I25Pai 
⑨ | 和食 
赤野 
②⑨ | 穴 内 
球場 前 
④ | 安芸 
伊 尾 木 
⑨ | 下山 
唐 浜 
安田 
⑨ | 田野 
奈半利 


か が > 

や す 12.4\ 客 
に し ぶん 1e.4! 客 
わ じ き 18.21 客 
あか の 19.81 客 
あな な い 8g3.6| 客 
き ゆ うじ ょ うま え 26.2| 客 
あき 7.7| 客 
い お き 30.4 | 客 
し も や ま 34.7| 客 
と う の は ま 37.0| 客 
や す だ 38.7| 客 
た の 41.5| 客 
な は り 42.7| 客 


土佐 電気 鉄道 


沿革 年 表 


明 36.7. 8 
eZ へ to ( ら 


38. 4. 7 


39. 4. 6 
6.30 
les ©) 
40. 8.16 
9:24 
7 
41. 2.20 
10:31 
42. 2.20 
5.28 
10.30 


43.10.15 
12. 4 
44.1.27 
5.14 


土佐 電気 鉄道 株 式 会 社 設立 


詰 一乗 出 ( 慢 グ ラン ド 通 ) 間 梅 ノ 辻 構 橋 
( 現 機 橋 車 庫 前 ) 間 開業 (1067mm:600V) 
機 橋 を 現 機 橋 通 五 証 目 の 位置 に 0.2km 


延伸 
詰 一 梅 ノ 辻 間 開 業 
土佐 電気 を 合併 
乗 出 一 鏡川 橋間 開業 
鏡川 橋 一 吐 内 間 開 業 
梅 ノ 辻 様 橋間 複線 化 
枝川 - 伊 野間 開業 
忠 川 - 枝 川間 開 業 
堀 詰 一 下 知 ( 現 宝永 町 ) 間 複線 開業 
詰 乗 出 間 複 線 化 
乗 出 一 本 町 筋 五目 ( 現 上 野 五目 ) 間 複線 化 
下 知 一 葛 島橋 西岸 ( 更 知 寄 町 三 丁目 ) 間 
複線 開業 
葛 島 橋 西岸 鹿 児 間 複 線 開業 
鹿 児 - 大 津 ( 現 清和 学園 前 付近 ) 間 複線 開業 
大 津 後 免 中 町 通 ( 現 後免 中 町 ) 間 複線 開業 
後免 中 町 通 - 後 免 町 (後免 東町 通 を 経 
て 現 後免 東町 ) 間 開業 


2 


昭 3 2.16 


平 13. 4 1 


ek lea5 


堀 詰 - 梅 ノ 辻 間 複 線 化 
土佐 水力 電気 を 合併 土佐 電気 (6 代 ) を 設立 
後免 東町 通 - 後 完 町 駅 前 ( 可 後 免 町 ) 問 複線 開業 
高知 駅 前 播 麻 屋 橋 問 復 線 開 業 
播 麻 屋 橋 一 潮 江 橋 北 話 間 複線 開業 、 堀 
詰 一 潮 江橋 北詰 間 戻 止 
土佐 電気 の 軌道 事業 を 高知 鉄道 に 譲渡 
高知 鉄道 は 土佐 交通 に 社名 変更 
南海 鍛 圧 機 (一 台 同 興業 - 土 佐 二 気 ) が 土佐 交 
通 を 合併 し 、 土 佐 電気 鉄道 (の 代 ) に 社名 変更 
鉄道 線 後 和 一 手 結 問 6OOV 電 化 
鉄道 線 手 結 一 安芸 間 電 化 
高知 市 内 一 手 結 間 直 通運 転 開始 
高知 市 内 一 安芸 間 直 通運 転 開始 
蛍 橋 一 鏡川 橋間 複線 化 
ワン マン カー 導入 
鉄道 線 廃止 
全車 輌 の ワン マン 化 完了 
高知 駅 前 移設 
超 低 床 車 100 形 運行 開始 
IC カ ー ド シス テム 「 で すか | 導入 
高知 駅 前 を 移転 


MIGS し 
14. 221 


8.10 


16. 710 
7.12 
23. 6. 3 


4. 4.18 

720 
29. 7. 5 
30.1031 
33.10.、 1 
45- 4.10 
49 4 1 
55: 6-17 


14 415 


14 


me 
8 駅 一 覧 ※ 乗 了 客 数 は 平成 1 年 度 1 日 平均 (平成 21 年 度 輸送 人 員 は 平成 1 年 度 比 84.396) 
ト 記 証 還 還 征 : 押 還 証 較 本 HHEESE 軸 耳 ゃ 朝 供 者 高知 城 前 こう 5b ょ うま え 客 | | 明 37.5 2| 900| @ 人 財 g534.1)、@ 昭 5585 路 ⑯ 四 194. 


で ご めん: 伊野 線 ~ 林 町 公園 通 高 知 公園 通 警 察 前 


ご めん まち 〇 O | 大 14. 881 園 立 、③ 後 免 町 駅 前 ( 昭 49.7.26) 県 庁 前 けん ちょ うま え 11.9| 客 明 37. 5. 2| 1.880| - 本 町 上 丁目 一 本 町 上 ー 丁 

ご めん ひがし まち 明 44. 5.14 後免 東町 通 ( 昭 67.7.] ) 後免 町 (大 11.221) グラ ンド 通 ぐら ん どど お り 12.2| 客 明 37. 5.2| 715| W 乗 出 

ご めん な か まち 明 44. 1.27 後免 中 町 通 ( 昭 67.7.1)、④ 昭 19.6.1 i 棚 形 ます が た 12.4| 客 明 39.10.9| 587 

ご めん に し まち 明 44. 1.27 後免 西町 通 ( 昭 43.8.9)、④ 昭 17.7.89 上 町 一 丁目 か み ま ち いっ ちょ うめ | 12.6| 客 明 39.10. 9 427 | 本 丁 筋 一 丁目 ( 昭 41.8.10)、 独 昭 27.7.1、 


八代 通 や し ろ ど お り 

中 山 な か や ま 

枝川 え だ が わ 

伊野 商業 前 い の し ょ う ぎ ょ うま え 
北山 きた や ま 

鳴 谷 な る た に 

伊野 駅 前 い の え きま え 

い の 


(⑳ 過 島 東 話 ( 平 14.12.14) - 臣 島橋 東庄 - 葛 島橋 東 剛 
(⑥ 葛 島 西 話 ( 昭 47.12.20) - 葛 島橋 - 葛 島橋 西岸 
立 、@ 知 寄 町 車庫 前 ( 昭 62.12.1) 

@ 若 鶴町 通 ( 昭 32.1.8) 、⑳ 海 岸 通 ( 昭 13.2.1)、 
新地 通 ( 昭 11.727) 

ざ 三 条 通 ( 昭 13.2.1) 

介 昭 27.7.1、⑧ 下 知 ( 昭 132.1)、⑯ 昭 18.1.16 
ざ 大 鍋屋 橋 通 ( 昭 13.2.1) 


葛 島 橋東詰 か ずら し ま ば し ひがし づめ 
知 寄 町 三 丁目 ちよ り ちょ うさ ん ちょ うめ 
知 寄 町 ちよ り ち ょ う 

知 寄 町 二 丁 目 ちょ より ちょ うに ちょ うめ 


昭 3.9.19 認 
明 41.10.31 
明 41.10.31 


知 寄 町 一 丁目 ちよ り ち ょ うい っ ちょ うめ 
宝永 町 ほう えい ちょ う 
菜園 場 町 さえ ん ば ちょ う 


客 
客 
客 
客 
び ひがし こう ぎょ うま え 客 昭 38. 9.10 ④ 昭 17.7.29、⑳ 本 町 筋 一 丁目 ( 昭 11.8.1) 
すみ よし どおり 客 明 44. 1.27 上 町 二 丁 目 か み ま ち に ちょ うめ | 12.8| 客 昭 41.810| 783 
し の は ら 客 明 44. 1.27 上 町 四 丁 目 か み ま ち よん ちょ うめ | 193.1| 客 昭 39.5.21 認 | 456| ⑳ 本 丁 筋 四 丁 目 ( 昭 41.8.10) 
ここ めど お り 客 明 44. 1.27 ⑪ | 上 町 五目 か み ま ち ご ちょ うめ | 13.3| 客 明 39.10.9| 912| ⑧@ 林 艇 丁目 昭 41.8.10)、⑧ る E 困 筋 五 了 目 ( 昭 11.8.1) 
な が さき 客 明 44. 1.27 W 昭 27.10.15、⑱ 昭 17.7.29 旭 町 一 丁目 あさ ひま ちい っ ちょ うめ | 13.7| 客 明 39.10. 9 543| 中 須賀 ( 昭 13.2.1) 
みょう けん ば し 客 明 44. 1.27 旭 駅 前 通 あさ ひえ きま えど お り | 14.0| 客 明 39.10.9| 1.218| 赤石 前 ( 昭 13.2.1) 
いち じょう ば し 客 明 44. 1.27 W 昭 27.10.15、④⑱ 昭 17.7.29 旭 町 三 丁目 あさ ひま ちさ ん ちょ うめ | 14.3| 客 明 39.10.9 989| @B25.4.11 認 、5 昭 18.1.16、⑳ 下 島 ( 昭 13.2.1) 
せい わが くえん まえ 客 昭 62.11. 6 蛍 橋 ほたる ば し 14.6| 客 昭 4. 1.29 576 
りょう せき どおり 客 明 43.12. 4 鏡川 橋 か が み が わ ば し 15.1| 客 | 〇 | 明 39.10.9| 9878| 彼 
きた うら 客 明 43.12. 4 鴨 部 か も べ 15.6| 客 明 40.9.16| 559 
ふ な と 客 胃 43.12. 4 ⑰ | 市場 前 信号 所 いち ば まえ し ん ご うし ょ 言 昭 29. 2. 8 ー| 選 鴨 部 市 場 前 回 客 一 信 ( 昭 47.10.6) 
か こ 客 明 43.10.15 ⑧ 昭 24.9.22、⑳ 昭 18.1.16 曜 町 東町 ” あけ ほ の ちょ 5 ひ が し まち | 16.0| 客 昭 31.7.16 脱 101 
た べし ま ど お り 客 明 43.10.15 量 町 あけ ぼ の ち ょ う 16.3| 客 明 40. 9.16 93 
ひがし し ん ぎ 客 茹 50. 4. 8 め | 朝倉 あさ くら 16.5| 客 明 40. 9.16 676 
し ん ぎ 客 明 43.10.15 朝倉 駅 前 あさ くら えき まえ 16.7| 客 大 14. 2. 5| 8241 
けら どおり 客 明 43.10.15 @ 昭 24.2.22 認 、④ 昭 19.6.1 朝倉 神社 前 あさ くら じん じゃ まえ | 17.2| 客 明 40. 9.16 46 
も ん じゅ どおり 客 明 43.10.15 宮 の 奥 みや の お く 17.7| 客 明 40. 9.16 104 
た か す 客 明 43.10.15 人 る 昭 27.7.1、⑱ 昭 17.7.29 貴 内 こう な い 18.2| 客 明 40. 9.16| 129 
県 立 美術 館 通 けん りつ UUe つ か ん と お り 客 平 5.11. 1 宇治 団地 前 うじ だ ん ちまえ 19.1 | 客 明 41.220| 109| ⑱ 宇 治 学校 前 ( 昭 51.11.3) 
西高 用 に し た か す 客 昭 39. 8.30 ⑦ | 八代 信号 所 や し ろ し ん ご うし ょ 19.4| 信 = 
客 客 
客 客 
客 客 
= 客 
客 
客 
客 
客 


対 玖 装 村 


アカ 紫 順 で ん て つた - み が 202 まえ 茹 33. 326 と で ん 西武 百貨 店 前 ( 平 44.19)、 駅 前 線 ・ 機 橋 線 
⑳ 浦 戸町 土 電 会 館 前 ( 昭 48.8.1) 高知 駅 前 "こうち えき まえ 
は り ま や 橋 は り ま や ば し 明 41.10.31 高知 橋 こう ちば し 
堀 話 ほり づめ 客 明 37. 5. 2 蓮池 町 通 "は すず いけ まち どおり ) 8 263 | @ 昭 35.4.18、@ 昭 17.7.29、⑧ 昭 13.2.1 
大 橋 通 お お は し どおり 客 明 37. 5. 2| 2.709| 一 本 町 下 ニ 丁目 一 本 町 下 ニ 本 (は り ま や 橋 ) 


うめ の つじ 


右上 に つづ く 梅 ノ 辻 


次 琴 に つづ ぐ 


詳 一 丁目 ( 昭 30 6 .20)、③ 専 田 ( 昭 .1) 


@ 欄 橋 通 三 丁目 (B30.6.20) 


る @⑧ 中 堤 ( 昭 13.2.1) 
日 画 、 岸 壁 通 ( 平 19.1.10) 、⑳ 機 橋 ( 明 38.4.7) 
棲 橋 ( 昭 13.2.1) 


筑豊 電気 鉄道 株 式 会 社 設 立 昭 S5Z111Z | 穴 生 高 架 化 退 工 、 使 用 開始 


貞 元 ( 現 熊 西 ) 一 筑豊 中 間 間 開業 58. 6- | | 冷房 車輌 運行 開始 
@⑪435mm.600V) 63.5.20 | 自社 発注 車 3000 形 就役 
| 祭 豊 中 問 - 木 屋 瀬 問 開業 7/7 ええ | 西鉄 北九州 線 の 運行 業務 を 西日本 鉄道 
| 木屋 瀬 一 筑豊 直方 則 開 業 より 受託 
筑豊 直方 一 博多 問 免許 失効 12.11.26 | 黒崎 駅 前 一 熊 丁 問 第 2 種 事業 者 と し て 開業 
福岡 市 内 線 より 連接 車 を 購入 し 、 自 社 14.1220 | 自動 列車 停止 装置 (ATS) 導 入 
車輌 を 所 有 19.1088 | 2000 形 導入 30 年 記念 「 レ イン ボー 電 


5 | 新 3 還 連 接 車 営業 運転 開始 車 ] 営 業 運 転 開始 


x= 下 家 の 他 に 時 后 崎 ( 星 西 - 覆 原 間 ) 、※ 乗 降 客 数 は 平成 23 年 度 1 昌平 均 
EE me oF 備考 


阿 33. 429 
昭 34. 9.18 
昭 34. 


こ や の せ 12.6 
お ん が の 13.9 
が ん だ 


986 
399 
439 


) 黒崎 駅 前 くろ さき えき まえ 大 3. 625| 8.500| WO0.1km 短 縮 ( 平 11.12.88) 
に し くろ さき 0.2 平 4.1025 158| 園 
くま に し 06| 客 茹 31. 321 620| ⑳ 貞 元 ( 昭 45.8.20) 
は ぎわ ら 1.7| 客 昭 38.825| 1.1982 
あの お 2.3| 客 昭 31. 321| 1.225| 昭 57.11.17 
も り し た 28| 客 茹 31.10.15| 526 
いま いけ 3.7| 客 昭 45.12.20| 1.475 
えい の まる 4.5| 客 臣 31. 321| 1.346 
さん が も り 5.0| 客 昭 32. 426| 2.563 
に し や ま 5.7| 客 昭 40.12.24 372| 婦 
と お り た に 6.7| 客 忠 39.1227| 2.196| 量 
ひがし な か ま 72| 客 昭 31.10.15 721 
ちく ほう な か ま 79| 客 昭 31. 321| 1.023 
朋 さぼ う が お か こう こう まえ | 8.8| 客 尻 33. 429| 1.096| ⑳ 土 手 ノ 内 ( 平 20.10.1) 
ちく ほう が つき 102| 客 切 33. 429 715| 安 
くす ば し 11.5| 客 昭 33. 429 500| 蛋 
し ん こ や の せ 12.1| 客 平 16.428| 204 
客 
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右上 に つづ く 
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治 生 年 表 
伊田 線 
明 26: ud 筑豊 興業 鉄道 直方 一 金田 間 開 業 昭 20.6.1Q | 糸田 一 環 国 間 廃 赴 ( 貨 物 ) 
267. 8.15 | 筑豊 鉄道 に 社名 変更 田川 線 
30.10. 1 | 九州 鉄道 が 筑豊 鉄道 を 合併 明 28: 815 | 豊 州 鉄道 行橋 伊田 ( 記 田 川 伊 田 ) 間 開業 
31. 3.29 | 中 和泉 一 日 焼 間 開 業 (貨物 ) 32. 1.25 | 香春 ( 現 勾 金 ) 一 夏 吉 間 開業 (貨物 ) 
8. 3.65 | 金田 一 伊田 ( 現 田 川 伊田 ) 間 開業 84.98. 3 | 九州 鉄道 が 豊 州 鉄道 を 合併 
37, 4. 1 | 赤池 信号 場 ( 現 赤池 ) 一 赤池 ( 後 の 赤 池 42.10.12 | 行橋 一 伊田 一 添田 間 等 が 田川 線 と な る 
炭 撤 ) 間 開業 (貨物 ) 昭 31。3.15 | 添田 一 彦山 間 を 日 田 線 に 編入 
39: 9: 9 | 大 城 第 一 ( 信 ) 一 大 池 第 一 間 開 業 (貨物 ) SG5. 4。 1 | 伊田 一 添田 問 を 日 田 彦山 線 に 編入 
不 明 中 泉 一 大 城 第 2 間 開 業 (貨物 ) 48 4 | 勾 金 一 夏 吉 間 廃止 (貨物 ) 
40. 7. 1 | 国 が 九州 鉄道 を 買収 伊田 ・ 糸 田 ・ 田 川 各 線 
41. 3. 1 | 本 洞 分 岐 一 本 洞 間 開業 (貨物 ) 昭 59・ 2 1 | 荷物 営業 廃止 
42. 1・1 | 金田 一 堀川 間 、 金 田 一 方 城間 、 金 田 一 金 62: 2. 3 | 第 3 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 
田 炭 境 間 開 業 ( い ずれ も 貨物 ) 4 | JH 九州 各線 と な る 
10.12 | 線路 名 称 制定 に より 伊田 線 と な る 63. 5.13 | 第 4 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ 
44.98. 1 | 直方 一 金田 間 複 線 化 の 転換 を 決定 
1228 | 金田 一 伊田 間 複 線 化 平 1. 426 | 平成 筑豊 鉄道 株 式 会 社 設立 
大 10.12.13 | 本 洞 分 岐 一 本 洞 間 廃止 10. 1 | 転換 開業 
12. 6. 1 | 中 泉 一 大 城 第 二 間 廃止 3 3.16 | 田川 線 タ ブレ ッ ト 閉 寒 式 が ら 電 子 閉塞 式 に 変更 
どら 。 6.20 | 金田 一 金田 炭 玉 間 廃 止 410- 1 | 石炭 輸送 廃止 
と 0. 6.10 | 中 泉 一 日 焼 間 廃止 、 金 田 一 堀川 間 廃 目 6 228 | 糸田 線 タ ブレ ッ ト 閉 塞 式 か ら 電 子 閉 奪 式 に 変更 
39. 2.25 | 中 泉 一 大 城 第 一 間 廃止 10.11.7 | 行橋 駅 高架 化 
46. 93.15 | 金田 一 方 城間 廃止 16. 326 | 貨物 営業 廃止 
" 931 | 赤池 一 赤池 炭 吉 廃止 19. 4. 8 | 400 形 「 な の は な 」 就 役 
糸田 線 門司 港 レ トロ 観光 線 


明 30.10.20 | 豊 州 鉄道 後藤 寺 ( 現 田川 後藤 寺 ) 一 宮床 昭 4。 13 | 門 築 土地 に より 門司 ( 現 門 司 港 ) 構 内 側 
( 現 終 田 ) 一 豊国 間 開 業 線 一 門 築 大 久保 間 1.5km 開 業 ( 換 物 ) 
34 9. 3 | 九州 鉄道 が 豊 州 鉄道 を 合併 5 4 1 | 門司 構内 側線 が 鹿児島 本 線 の 貨物 文 線 門 司 一 外 
40. 7. 1 | 国 が 九州 鉄道 を 買収 浜 間 と し て 正式 開業 。 門 司 策 注 は 外 浜 接続 と な る 
482.10.18 | 線路 名 称 制定 に より 後藤 寺 一 宮床 ( 更 糸 18.12. - | 門 築 土地 が 門 築 土地 鉄道 に 社名 変更 
田 ) 一 豊国 間 が 宮床 線 と な る 35. 4.15 | 門 策 土地 鉄道 が 貨物 営業 廃止 。 外 浜 一 門 
4 2. 1] | 金 宮 鉄 道 宮床 一 金田 間 開業 築 大 久保 間 の 線路 は 門司 市 ( 更 北九州 市 ) 
6. 1 | 金 宮 鉄 道 は 九州 産業 鉄道 ( 後 の 産業 セ が 継承 し 、 門 築 大 久保 一 田野 清 問 の 側線 と 
メン ト 鉄道 ) へ 譲渡 と も に 田野 浦 公 共 臨 港 鉄道 と し て 管理 
187。 1 | 国 が 産業 セメント 鉄道 金田 一 糸田 間 を 62. 4。 1 | 門司 港 一 外 浜 間 を JH 貨物 が 継承 
買収 、 糸 田 線 と な る 平 1 | 5.87 | 田野 浦 公共 皿 江 鉄道 が 外 浜 の 側線 と し て 誠 可 


次 頁 に つづ く 


a 


平 16: 8.25 | 貨物 列車 の 運行 終了 平 80.9.5 | JR 鹿児島 本 線 貨物 支線 廃止 e | 油 須 原 ゆす ば る 169| 客 [28, 815 123 | @ 昭 38.2.1、@ 平 3.3.16 
17:10.! | 営業 休止 8l. 4826 | 門司 港 レト ロ 観 光線 九州 鉄道 記念 館 一 赤 あか 18.4| 客 平 15. 315 64 
20.G'』4 | JH 本 児島 本 録 貨物 文 銀 と 田野 清 公共 臣 洪 鉄道 に 関門 海峡 めか り 間 開業 内 田 うち だ 0.7| 客 平 2 4 1 45 
対し 北九州 市 が 第 3 種 鉄人 事業 許可 を 、 平 成 筑豊 鉄 88.! 3 | 線路 愛称 を 「 や ま ぎ ん レト ロラ イン 」 か がら 柿 下 温泉 口 | がき し た お ん せん ぐち | 22.5| 客 平 5.318 32 
道 が 第 2 種 鉄道 事業 許可 を 特定 目的 鉄道 と し て 取得 [北九州 銀行 レト ロラ イン 」 に 変更 ⑲ | 色 金 まがり か ね 63.6| 客 明 28, 8.15 354 | 香春 ( 昭 18.5.1)、⑧ 平 1.10.1、@ 平 3.3.16 
※ 乗 降 客 数 は 平成 63 年 度 1 日 平均 上 伊田 か みい だ 24.9| 客 平 13. 3. 3 74 
〇 | (田川 伊田 ee3| | 5 
門司 港 レ トロ 観光 線 
直方 の お が た -| 客 | se al 1.469| @e3.4.1 所信 角 bus5C つ 56494 | 一 | 客 | 回 Ta1.426| 981 
南 直 方 御殿 唱 みな み の お が た ご て ん くち 1.1| 客 平 13. 3. 3 75 出光 美術 館 いで みつ びじゅつ か ん | 0.5| 客 平 91. 426 189 
あか ぢ 84| 客 平 810. 1 57| あか じ ( 平 13.3.3) ノー フォ ー ク 広場 の 一 ふ お ぉ お ー く ひろ ば 1.4| 客 平 91. 426 15 
藤棚 ふじ た な 36| 客 平 81222| 8228 関門 海 丹 め か り かも AD いき ょ うめ か り | 2.1| 客 | 回 |\21.426| 1.081 
中 泉 な か いずみ 43| 客 明 31.2.9 99| 人 849.3.5 〇 | 瀬 庫 ( 信 ) と ま 5LcLAc3b4 う | 29| 信 平 21. 426 ー| 画 
市 場 いち ば 65| 客 平 8.4.1 67 
広 れ あい 生 力 ふれ あい し ょ うり き | 76| 客 F9322| 200 北九州 高速 鉄道 
赤池 あか いけ 85| 客 大 11.4 1| 381| W 信 一 車 ( 昭 18.6.25)、⑳ 昭 40.2.1 沿革 年 表 
人 見 ひと み 9.1| 客 平 8.4. 1 129 昭 51。 781 | 北九州 高速 鉄道 株 式 会 社 設立 平 10. 4. 1 | 小倉 一 平和 通 間 開業 
金田 か な だ 98| 客 | 〇 | 明 26. 211| 1.036| 日 園 12. 6 | 軌道 敷設 特許 を 取得 19. 5: 1] | 一 駅 区 間 と 小倉 旦 過 間 普通 運賃 100 円 の 
上 金田 か みか な だ 11.6| 客 平 2 4.1 182 60. 1]. 9 | 小倉 ( 現 平 和 通 ) 一 企 救 丘 間 開業 企画 乗車 券 「100 円 モノ レー ル 」 発売 開 始 
稀 ほし い 128| 客 明 33. 9.17 122| W 昭 53.3.1 駅 一 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 22 年 度 1 日 平均 
田川 市 立 病院 た が わし 5 っ ぴょ らい ん | 13.4| 客 | | 平 11.322| 889 是 駅 名 a mene | | 備 考 
下 伊 田 ”。 し eu F441| 282 小倉 c<S 。 | - 客 | 回 0.4 1|16510 
田川 伊田 た が わい だ 明 28. as| 967| 今 伊田 ( 昭 57.11.3) 、W 平 3.4.1 |) | 平和 通 へ いわ どおり 04| 客 | 回 | 照 60.1.9| 6.114| 平和 通 ( 平 10.4.1) 
旦 過 た ん が 0.7| 客 | 回 | 昭 60.1.9| 3.055| 綴 
香春 口 三 萩野 か わら ぐち み は ぎ の 1.6| 客 | 回 | 昭 60. 1. 9| 4.209 
吉 ぜ ん お お くま 尻 17.10. 1 68 | 人 W 客 一般 ( 昭 31.1.1) 人 @ 昭 43.5.1⑳ 昭 49.35 片野 か た の ら .4| 客 | 回 | 昭 60. 1.9| 3.828 
まつ や ま 城野 じょう の 3.2| 客 | 回 | 昭 60. 1.9| 1.868 
いと だ 北方 きた が た 42| 客 | 団 | 昭 60. 1.9| 3.294 
大 数 お お や が 競馬 場 前 。 けい ば じょう まえ 49| 客 | 回 I 昭 60. 1. 9| 4.908| 北方) 
た が わ ご と うじ 6.8 守恒 も りつ ね 5.7| 客 | 回 | 昭 60.1.9| 4017 
徳力 公団 前 と く D き こう だ ん まえ | 6.6| 客 | 回 | 昭 60. 1.9| 4.080 
ゆく は し 徳力 嵐山 口 と くり さぁ らし や まぐ ち | 7.3| 客 | [| 昭 60.1.9| 2.797 
美 夜 古泉 みや こい ずみ 志井 し い 8.2| 客 | 回 | 昭 60.1.9| 2.141 
今川 河 革 「 い まがわ か っ ぱ 企 救 丘 きく が お か 客 昭 60. 1. 9| 3.705| 園 芝 


と よっ つ 
新 豊 津 し ん と よ つ 


福岡 市 交通 局 


東屋 川 三四郎 ひか が さい が 5 さん し ろう 沿革 年 表 
ぐ | 尾川 さい が わ 昭 56. 7:26 | 1 号線 室 見 一 天神 間 開 業 昭 57。 480 | 1 号線 天神 中州 川端 間 ・ ら 号線 中 州 川 
(1067mm ・1500V) 端 一 呉服 町 間 開 業 


⑨⑲ | 崎山 で き や ま 
源 じ い の 森 げん じい の も り 


次 責 に つづ ぐ 


対 装 装 装 前 前 装 玖 玖 


右上 に つづ ぐ 


6 天王 ロ フ ル 7ー の まま 3m カ ー ド システ 
TT の (ウイ ウイ カー が) 玉 、 
鹿 見 駅 (に 狼 初 の ホー ム ド ア デア 設 面 
空 巻 線 全 駅 に ホー ム ド ア 彼 置 完了 
| 七 辰 線 橋 本 一 天神 南 間 開 業 
箱崎 線 全 駅 に ホー ム ド ア 設置 完了 
IC カ ー ド シス テム は や か けん 導入 


18. 7.15 
SZ 


地 ホ 鉄 と 西鉄 大 参 田 線 ( ス と の 共通 
ー ド シス テム ( よ か ネ ッ ト ) 層 入 
計 乗客 数 は 乗車 の み の 数 値 (降車 客 を 含ま ず ) ※ 乗 客数 は 平成 92 年度 1 日 平均 


EmI 較 | 問 mma | 9 CE 
めい の は ま ー| 容 | 回 |g58. 322|*42639 | 固 尽 *JRIEWR 和 3.789 人 を きむ 
むろ み 1.5| 客 | 回 | 昭 56. 726| 7.199 
ふじ さき 63| 客 | 回 | 照 56. 726| 10389 
に し じん 34| 客 | 回 | 軌 56. 726| 20691| 立 ( 今 川橋 ) 
と うじ ん まち 46| 客 | 回 | 昭 56. 726| 8669 
お お ほり こう えん 5.4| 客 | 回 | 昭 56. 726| 7681 
赤坂 あか さか 6.5| 客 | 回 | 昭 56. 726| 12421 
天神 て ん じん 73| 客 | 回 | 照 56. 726| 65066 
中 州 川端 な か すか わ ば た 8.1| 客 | 園 I 昭 57. 420| 10442| 立 、W 平 1.4.1 
祇園 ざき お ん 8. | 客 | 回 | 照 58. 322| 5505 
は か た 98| 客 | 回 | 申 58. 322| 55301 | う 0.3km 祇 園 方 の 仮 駅 より ( 昭 60.3.3) 
ひがし ひえ 110| 客 | 回 『5.3.3| 8267 
ふく お か くう こう 13.1| 客 | 回 『 5. 3.3| 18994| 交 ( 榎 田 ) 
箱崎 線 
ー| 客 | 園 
ご ふく まち 05| 客 | 國 | 茹 57. 420| 2579| 氏 平 16.7.1 
ちよ けん ちょ う ぐ ち 12| 客 | 国 | 昭 59. 427| 3361| @ 平 16.7.1 
RAS | の .1| 客 | 國 | 茹 59.427| 4201|⑧ 平 16.7.1 
は こざ きみ や まえ 9| 客 | 國 | 昭 61. 1.31| 3036| 導 ( 箱 崎 )、@ 平 16.7.1 
は こざ きき ゅ うだ いま え | 3.7| 客 茹 61. 131| 3504| ⑧ 平 16.7.1 
か いづ か 47| 客 | 園 | 拉 61.11.12| *8498|⑧ 平 16.7.1 ※ 本 釣 辺 末 換 3271 人 な 含む 


て ん じん みな み 


中 
B 
| 


わた な べ ど お り 07| 客 | 園 | 
や くい ん 2| 客 
や くい ん お お どおり 8| 客 
さく ら ざ か 8| 客 | 園 


7 人選 っ ) ラ げき 


ーー ぽん wm つつ 
か 

ちゃ や ま 

か な や ま 

な な くま 

ふく だ いま え 


うめ ば や し 


の け 
か も 


賠 岡 周 園 圏 


沿革 年 表 


明 41.12.17 
44: 6. 5 


7.15 
大 3. 625 
昭 17.2. 1 
9.2 ら 


(9 衣 53 泊 | 
GPS7AGN) 


715 
NE 
11.23 

Es) 7 が 1 

9.25 

MI 回 証 
8.10.27 
68. 3. 5 


5.25 


Sf | 
33. 5.20 


11.86 


九州 電気 軌道 株 式 会 社 設立 
門司 東 本 町 2 丁目 一 八幡 大 蔵 川間 開業 
(1435mm:600V) 

八幡 大 蔵 川 黒崎 駅 前 間 開 業 
黒崎 駅 前 一 折尾 間 開 業 

小倉 電気 軌道 ( 後 の 北 方 線 ) を 買収 
九州 鉄道 、 博 多 湾 鉄道 汽船 、 福 博 電車 、 
筑前 参宮 鉄道 を 合併 、 西 日 本 鉄道 に 社名 変更 
粘 屋 線 ' 宇 美 線 が 国有 化 

上 久留 米 線 津 福 ー 上 久留 米 間 休 止 ( 昭 
和 26.12.25 廃 止 ) 

三井 線 宮 の 陣 日 吉 町 間 休 止 ( 昭 27.4.25 戻 ) 
甘木 線 1500V 昇 圧 

甘木 線 、 大 牟田 線 と 直通 運転 開始 

宮地 岳 線 宮地 岳 一 津屋 崎 間 開 業 

大 川 線 大 善 寺 一 大 川間 休止 ( 昭 41.5.6 廃 上 ) 
西鉄 久留 米 一 試験 場 前 間 複 線 化 
北九州 線 2 輌 連接 車 運 転 開始 

新 博多 ( 後 の 千 島橋) 一 多々 良 ( 下 由 塚 ) 間 1435 
mm 改 軌 、600V 降 圧 、 福 岡市 内 線 が 乗 人 
北九州 線 の 集 電装 置 を トロ リー ポー ル 
か ら ビ ュー ゲル に 変更 

西鉄 福岡 一 太宰 符 間 直 通運 転 開始 
北九州 線 の 集 電装 置 を ビュ ー ゲ ル か ら 
パン タグ ラフ に 変更 

福島 線 日 吉 町 一 福島 間 廃 止 


昭 34.3. 1 
5- 1 


35. 3.20 


36- 4 一 
NT 
38. 9. 1 
40.11.20 
41.10.26 
a 王 
43- 410 
9.14 
44.3. 1 
320 
12.20 
45. 820 
47.12.13 
12.16 
49. 6.10 
53. 3. 3 
10. 1 
54: 8 1 
55. 9. 1 


宮地 岳 線 貨物 営業 休止 ( 昭 38.9.20 廃 止 ) 
大 牟田 線 の 最高 速度 を 時 速 85km か ら 
90km に 変更 、 特 急 運 転 開始 

大 牟田 線 倉 永 一 西鉄 銀 水 間 栄 町 (更新 
栄町 ) 一 大 牟田 間 復 線 化 

大 牟田 線 の 最高 速度 を 95km/h に 変更 
甘木 線 、 軌 道 か ら 地 方 鉄道 に 変更 
西鉄 銀 水 栄町 間 複線 化 

西鉄 福岡 駅 高架 化 

甘木 線 、 自 動 閉塞 式 に 変更 

開 一 倉 氷 間 複線 化 、 大 牟田 線 一 部 列車 6 達 化 
寺地 岳 線 和 白 駅 立体 交差 化 (国鉄 共同 使用 廃 上 
大 善 寺 一 三 薄 間 、 大 溝 一 蒲池 間 複 線 化 
大 牟田 線 大 橋 一 春日 原則 ATS 使 用 開始 
大 牟田 線 福岡 一 大 橋 問 ATS 使 用 開始 
材 原 一 西鉄 久留 米 間 高架 化 

大 牟田 線 春日 原 一 三日市 間 ATS 使 用 開始 
大 年 田 線 二日市 一 宮 の 陣 間 ATS 使 用 開始 
北九州 線 ワ ンマ ン 運 行 開始 

大 牟田 線 列 車 無線 使用 開始 

大 牟田 線 全 線 ATS 完 備 

大 牟田 線 CTC 完 成 

大 牟 田 線 大 橋 一 平尾 関 高架 化 
宮地 岳 線 に CTC ATS 設 軒 
福岡 市 内 線 全 廃 、 宮 地 兵 線 十 鳥 橋 - 躍 塚 間 廃 上 
宮地 岳 線 ワン マン 運行 開始 


昭 55.11. 2 | 北方 線 廃 上 
57. 85 | 筑紫 車輌 基地 使用 開始 
平 173:10|| 8000 形 特急 車 営業 運転 開始 
4.25 | 草木 線 初 の 冷房 車 B00 形 運転 開始 、200 形 全廃 
10.] | 甘木 線 ワ ンマ ン 運 行 開始 
337:22 | 宮地 岳 線 車輌 冷房 化 完 了 
7 3825 | 大 牟田 線 福岡 一 平尾 間 高 架 化 
9 1.15 | 三 藩 一 大 潮間 複線 化 
927 | 福岡 駅 3 線 4 ホ ー ム 完成 
ali26 | 北九州 線 黒崎 駅 前 一 折尾 間 廃 止 、 黒 崎 
駅 前 一 熊 西 間 第 3 種 開業 線 に 変更 
13 | | | 大 牟田 線 の 総称 を 天神 大 牟田 線 に 改称 
| 0 | 日 花畑 間 ワ ンマ ン 運転 を 甘 ー 大 
ポ 牟田 間 に 延 長 
| 16 8. 2 | 宮地 岳 線 貝塚 一 香椎 宮前 間 高架 化 
| 1017 | 天神 大 牟田 線 西 鉄 久留 米津 福間 高梨 化 
18 514 | 宮地 岳 線 西鉄 千早 一 西鉄 香椎 問 高梨 化 
194 和 | 宮地岳 線 西鉄 新宮 一 津屋 崎 問 廃止 、 宮 
地 岳 線 を 貝塚 線 に 改称 
20.2.16 | 特急 列車 の 最高 送 度 を 100km/h か ら 110km/h に 
5.18 | IC カ ー ド シス テム nimoca 導 入 
e2837| 貝塚 線 に |C カ ー ド シス テム nimocga 導 入 


昭 17. 9821 | 西日本 鉄道 に 統合 


九州 鉄道 


筑紫 電気 軌道 株 式 会 社 設立 
65 | 九州 鉄道 に 社名 変更 

18412| 福岡 ( 現 西 鉄 福岡 (天神 )) 一 久留 米 ( 現 西 
鉄 久 留 米 ) 間 開業 (1435mm-1500V) 
三井 電気 軌道 を 合併 

昭 511.20 | 福岡 一 久留 米 問 急 行 運転 開始 
1228 | 久留 米津 福間 開業 

9』6.30 | 太宰 府 軌 道 を 合併 

12622 | 大 川鉄 道 を 合併 

津 福 一 大 善 寺 間 1435mm 改 軌 、 大 善 寺 
ー 柳 河 ( 静 西鉄 柳河 ) 間 開業 

柳河 一 中 島 ( 現 西 鉄 中 島 ) 間 開業 

中 島 栄 町 ( 現 新 栄町 ) 間 開業 

福岡 一 津 福岡. 一 日 市 一 太宰 府 間 、 軌 道 
か ら 地 方 鉄道 に 変更 

栄町 一 大 牟田 間 開 業 、 福 岡 一 大 年 田 問 全 通 
福岡 一 大 牟田 間 急 行 運転 開始 


三井 電気 軌道 


駅 一 覧 


三井 電気 軌道 株 式 会 社 設 立 

日 吉 町 (久留 米 )- 福 島 間 開 業 
(1435mm.600V) 

宮 ノ 陣 ( 現 宮 の 陣 付 近 ) 一 北野 間 開 業 
日 吉 町 一 杜 原 間 開 業 

北野 甘木 間 開業 

宮 ノ 陣 一 杉原 間 開業 、 日 吉 町 一 甘木 間 全 通 
九州 鉄道 に 合併 、 三 井 線 と な る 
太宰 府 馬車 軌道 一 太宰 府 軌道 

明 35. 5 | 太宰 符 馬 車 鉄道 二日市 駅 前 一 太宰 奉 間 
開業 (914mm' 馬 力 ) 

太宰 符 軌道 に 社名 変更 

馬力 を 蒸気 機関 車 に 変更 

(九州 鉄道 ) 二 日 市 ( 現 西 鉄二 日 市 )ー 太 
宰 府 間 1435mm 改 軌 ・1500V 電 化 
(国鉄 ) 二 日 市 駅 前 一 九 鉄二 日 市 間 廃止 
九州 鉄道 に 合 


大 2 718 


4.10.15 
5. 98927 
10.18.8 
13. 4 1 


40. 717 
大 ee0 
2. 9.24 


4 9.5 
9. 6:30 


大 川鉄 道 


大 川 軌 道 株 式 会 社 設立 

大 川 軽 便 鉄道 に 社名 変更 

上 久留 米 一 津 福 一 大 善 寺 一 岩 津 問 開業 
(1067mm 蒸 気 ) 

大 川鉄 道 に 社名 変更 
ガソリン カー 運転 開始 

九州 鉄道 に 合併 


明 42. 9.20 
44.8-17 
大 1.1230 


@. 1.11 
8.4 1 
12. 62 ら 


博多 湾 鉄 道 


博多 湾 鉄 道 設立 
西戸崎 一 須恵 間 開 業 (1067mm. 蒸 気 ) 
須恵 一 新原 間 開 業 

新原 一 宇美 間 有 開業 

博多 湾 鉄 道 汽船 に 社名 変更 

津屋 崎 軌 道 ( 福 問 津屋崎 問 914mm: 馬 力 ) を 合 人 
新 博 多 ( 後 の 千鳥 橋 )- 和 白 間 開業 

和 白 一 宮地 岳 間 開業 

新 博多 一 宮地 岳 間 1500V 電 化 

福間 一 津屋 崎 間 馬車 軌道 を 廃止 
九州 電気 軌道 に 合併 


明 29: 2 
S30 TN 
38- 6. 1 

12.29 

大 9. 325 

13. 1.23 
523 
14. 7 1 

昭 4 816 

14 413 

7.922 


坦 別 駅 名 本 | 年 有 日 | 数 全 考 
天神 大 牟田 線 
QO) 西鉄 福岡 (天神 ) に L て 2< お か (AA) 大 13. 4.12| 128.426 | ⑳ 弱 久 伴 13.11)、 旬 0.1km 紀 全 7527)、 
80.1km 拓 和夫 (858.8.3),@ B36.11.1、@7 衝 伯 (6 
17922)、⑧ 折 軸 ( 昭 15 紅 )、 和 00.1km 灯 規 ( 困 11.329) 
薬院 や くい ん 08| 客 | le 2 6. 1]| 35657| 区 、 平 .3.25 
西鉄 平尾 "にしてつ ひら お 18| 客 | 回 大 13. 4.12| 11.195 | 平尾 ( 昭 1 7.9.22)ー 九 鉄平 尾平 尾 ー 八 幡 
高宮 た か みや 29| 客 | 回 大 13. 412| 18251 | 立 、⑳ 昭 53.3.3 
l 大 橋 お お は し 43| 客 | 回 | 大 13. 412| 34.120| ⑧ 昭 53.3.3 
井尻 いじ り 6.1 | 客 | 還 | 大 13. 4.12| 20433 
雑 飼 隈 ざっ し ょ の くま 8.0| 客 | 回 | 大 13. 4.12| 14469| | ⑧ 古 鉄 雑 入 隈 ( 昭 48.3.1) - 九 鉄 雑 錠 限 - 雑 節 限 
春日 原 か す が ば る 9.5| 客 | 回 | 大 13. 4.12| 20018| 穴 
白木 原 し らき ば る 10.8| 客 | 回 昭 19. 6. 1| 8.742 
下大利 し も お お と し 11.6| 客 | 回 | 大 13. 4.12| 15487 
都 府 楼 前 。 と ふろ うま え 13.8| 客 | 回 | 大 13. 412| 6261 
西鉄 二日市 に し て つっ ふっ つか いち | 15.8| 客 | 回 | 大 13. 4.12| 28320| ざ 九 鉄 三 日 市 ( 昭 17.9.22) 三日市 
紫 むら さき 16.]| 客 | 回 平 22. 327| 4883 
朝倉 街道 あさ くら が い ど う 17.8| 客 | 回 | 大 13. 4.12| 12516| 朗 ( 朝 倉 ) 
桜台 さく ら だ い 19.4| 客 | 回 | 昭 46. 3.1| 2243 
⑪ | 筑紫 っ < し 808| 客 | 回 | 大 13.4.12| 6181| 男 巡 
津 古 ご 23.0| 客 | 回 | 大 13. 4.12| 2914 
三国 が 丘 みく に が お か 24.1| 客 | 回 平 4.325| 4542 
計 % みつ さわ p56| 客 | | 大 13. 4.12| 2.037 13 
大 保 お お ほ 27.0| 客 | 回 | 大 13. 4.12| 82748 
| 西鉄 小郡 。 に し て つ お こおり 28.7| 客 | 回 13. 4.12| 11.806| ⑧ 九 鉄 小郡 ( 昭 17.9.22) 二 小郡 
端 間 は た ま 客 | 回 大 13.4.12| 1.788 
味 坂 あじ さか 客 大 13.412| 240| 層 
⑯ | 宮 の 陣 みや の CA 客 | 回 | 大 13. 4.12| 2282| ⑧ 宮 ノ 陣 
| 枝 原 くし わら 客 | 回 | 昭 11. 3.10| 930 
西鉄 久 劉 米 に し て つく る め 客 | 回 | 大 13. 4.12| 35.747| 7 銚 ス 還 米 ( 昭 17.9.22)~ 久 目 米 、 昭 44.3.1 
⑪ | 花畑 は な ば た け 客 | 回 | 上 昭 81026| 7.178| W 平 16.10.17 
〇 | 試験 場 前 し けん じょう まえ 客 | 回 | 昭 71828| 2987| @ 平 16.10.17 
e | 津 福 っ < 客 | 回 | 大 10.3.12| _2.569| 眉 
(⑮ | 安武 や す た け a 大 1.1830| 1.058 
大 善 寺 だ いぜん じ 客 | 回 | 大 1.1230| 3490 
三 みず ま 客 | 回 | 昭 12.10. 1 857 
| 犬塚 いぬ づか 客 | 回 | 昭 12.10. 1| 1031| 准 
大 溝 お お みぞ 客 | 回 | 昭 12.10. 1| 1.088 
八丁 牟田 。 は っ ちょ うむ た 客 | 回 | 昭 182.10. 1| T1283 
」 蒲池 か まち = | me l 


多 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


次 頁 に つづ ぐ 


っ >/ 9 7 ns 7 na アラ EF x CHD 1) 、 WFR て CB. づ . 1 ) 、 8 の aa きる に 3 記 (や ET 
@ カ カカ 鉄 物 河 (E17.9.22) 一 箇 河 ③ | 和 白 わ じ ろ フル 1 客 1 や (3. Se3 \SoQS 
59.7/ 客 B13. 89. 7 ら 50 三 堅 み と ま 881 客 1 加入 4.7.1 G.137 \ SO 2km 軸 中 お ちら (47 SS) ET NY 
67.7/ 客 / 思 / 争 73.91 555 ⑨ | 西鉄 新宮 に し て つ し ん ぐう 108| 客 | 加入 14. 7.1 1814 1 新宮 港 (GeSS.\⑤) 
中 人 な か の し まし ん ご うし ょ | 63.7 | 儲 = 
請 講 請 請 還 に と っ ょ し =  / 635| 客 | 回 阿 13 9 1| 1011| @ 九 鉄 中 島 ( 昭 179.28) 一 中 島 甘木 鉄道 
る / 近 の 消 え の う ら 65.】/ 客 回 中 13.10.1 315 沿革 年 表 
@】/:」 ひら き 666| 客 | 回 | 昭 1310. 1| 815 昭 14。428 | 甘木 線 基山 一 甘木 間 開業 昭 6O.4. 5 | 第 3 回 愉 議 会 て 第 セクター 作造 へ の 転換 を 決定 
| 西鉄 渡 。 に し て っ わた ぜ 679| 客 | 回 | 昭 1310. 1| 400| 交 (渡瀬 )、⑧ 九 鉄工 源 ( 昭 17.9.22) - 渡 源 41. 2. 一 | 太刀 洗 飛 行 場 跡地 に キリ ン ビ ー ル 福岡 工 7.11 | 甘木 鉄道 株 式 会 社 設立 
用 / 号 くら な が 696| 客 | 回 | 昭 310.1| 1.87 場 操業 開 始 。 太 刀 洗 一 工場 間 専 用 線 新設 61: 4 1 | 基山 一 甘木 間 転 換 開業 
ひがし あま ぎ 708| 客 | 回 I 要 7 1.6| 513 56. 9.18 | 第 一 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 12: 一 | 特殊 自動 閉塞 式 に 変更 
(GU て っ きん すい | 781| 客 | 回 | 昭 3.10.1| 734| 次 ( 銀 水 )、⑧ 九 鉄 銀 水 ( 昭 17.9.22)- 銀 水 59 2.1 | 太刀 洗 一 甘木 間 貨 物 営業 廃止 平 15。 4 1 | 大 原信 号 所 開設 、 太 刀 洗 交換 可能 化 に 
し ん さか えま ち 78.7| 客 | 回 | 昭 45 428| 4635| 221m 大 年 田方 か ら 、⑳ 西 鉄 栄町 ( 昭 45. 9.19 | 基山 一 太刀 洗 間 貨物 営業 廃 上 より 平日 朝夕 15 分 毎 運転 開始 
4.28)、e 九 鉄 米 町 ( 昭 17.9.22)- 栄 町 駅 一 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 11 年 度 1 日 平均 
お お む た 748| 客 | 回 | 昭 14 7 1| 8814 ke 駅 名 | 5 開 上 年 朋 E 備 考 
太宰 府 線 基山 き や ま ー| 客 昭 14. 428| 1.280 
| 立野 た て の 13| 客 | | 匠 al| ee 
に し て つ ご じょう 6.188 | ©⑧ 種 矢場 前 ( 昭 23.10.25)、⑧ 五 条 ( 昭 17.6.10) (⑨ | 大原 ( 信 ) お お は 5 し A で うじ 』 う | 2.5| 信 平 15. 4. 1 = 
だ ざい ふ WO0.1km ニ 三日市 方 の 仮 駅 か ら ( 昭 6.89.83 認 ) 小郡 お ご お り 3.8| 客 昭 14. 428| 2.060|⑧ 昭 84.1⑧@ 鞭 | 民 、⑧04km 回 訪 か 5 (86141) 
大 板井 おおい たい 45| 客 | | 昭 8211: 1| 110 
④⑨ | 松崎 まつ ざき 6.4| 客 | | 昭 14.488| 714|⑳ 昭 47.2.10、@ 筑 後 松崎 ( 昭 61.4.1)、 
ご ろう まる 08| 客 | 委 | 大 4.1015| 494 留 車 、 無 -* 有 ( 昭 61.4.1)、 昭 61.12 
が っ こう まえ 17| 客 | 委 | 大 410.15| 291| ざ 宮 ノ 陣 学校 前 ( 昭 14.12.31) 今 限 いま ぐま 77| 客 | |w418.1 
こ が ん ちゃ や 3 引 客 | 委 | 大 41015| 599 西 太 刀 洗 "に し た ちあ らい 8.4| 客 昭 14. 428| 514 
きた の 54| 客 | 回 410.15| 1669| 次 山 隈 や まぐ くま 96| 客 | | 昭 6811.1| 356 
お お き 80| 客 | 委 | 大 I0128| 764 ⑰ | 太刀 洗 た ちあ らい 10.4| 客 | | 昭 4.428| 320|⑧ 昭 599.19、⑧ 昭 61.11、⑧ 留 ~ 車 ( 伴 154.1) 
か ね し ま 94| 客 | 委 10.12. 8| 781 高田 た か た 118| 客 | | 明 6211.1| 178|⑧ 筑 前 高田 ( 昭 61.4.1) 
お お せき 11.6| 客 | 委 大 10.12. 8| 363 ⑦ | 日本 あま ぎ 13.7| 客 | 回 | 昭 14. 428| 1.548| 日 園 、⑧ 昭 59.2.1 
ほん で う 13.1| 客 | 委 | 大 10.12. 8 418 
か みうら i49| 衝 | loagl iss 
まだ 16.1| 客 | | 大 0128| 1al 沿革 年 表 
あま ぎ | za| 客 | 回 10.12. gl 149 明 31. 8. 7 | 伊万里 鉄道 有田 一 伊万里 間 開 業 昭 10.11、9 | 佐世保 線 佐世保 一 北 佐 世 保 間 開 業 
12.28 | 九州 鉄道 が 伊万里 鉄道 を 合併 1l'10。 1 | 佐世保 鉄道 を 買収 、 松 浦 線 と する 
か いづ か を | ages 420 12523 | 画 、⑧ 負 輸 場 前 ( 昭 37.1 |] @ 陣 鉄 多々 眼 ( 40。 7.1 | 国 が 九州 鉄道 を 買収 14。 125 | 伊万里 株 平 ロー 江間) 間 開 業 
29.35)、⑧160m 短 編 ( 昭 60.8.30) 42.10.18 | 線路 名 称 制 定 に より 伊万里 線 と な る 188:30 有 | 松浦 線 北 佐世保 一 左 石 間 開 業 。 柚 木 一 左 石 
な じ ま 14| 客 | 回 区 13. 523| 1946 昭 5: 321 | 伊万里 一 楠 久間 開業 相浦 間 1067mm に 改 軌 ( 肥 前 中 里 相 清 間 は 
に し て っ ちはや 25| 客 | 四 | 只 e6. 6.15| 3611| ⑧@0.2km 貝 塚 方 か ら ( 平 16.8) 10. 1 | 楠 久 ー 今 福間 開業 新 線 移設 )。 上 佐世保 一 左 石 問 廃 止 。 佐 世 保線 
か し いみ や まえ に ロロ 2362| @ 平 18.5.14 8 625 | 今福 一 志 佐 ( 現 松浦 間 開 業 佐世保 一 北 佐 世 保 間 を 松浦 線 に 編 人 
IEPG が も) 38]| 客 | 回 9250 | (香椎 ) ⑧ 新 香椎 ( 昭 55.5.] )、@ 平 18.5.14 10.8. 6 | 志 佐 一 平戸 口 ( 現 た びら 平戸 口 ) 間 開業 次 買 に つづ ぐ 
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昭 19. 413 


伊万里 線 満 意 一 肥前 古井 ( 現 十 井 ) 間 開業 。 日 / 浦 』 昭 62.4、 1 | JR 九州 松浦 線 と な る 
一 佐々 ー 肥 前 吉井 一 世知原 間 1067mm に 改 筆 120|| 松浦 鉄道 株 式 会 社 設立 
20. 3 佐々 ー 相 浦 間 新 線 開 業 に より 全 通 。 伊 万 里 線 を 松 63、4. 1! | 有田 一 佐世保 間 転 換 開業 
浦 線 に 編入 。 肥 前 吉井 一 世知原 間 を 世知原 線 に 、 。 平 4 SO | 佐世保 一 ハウ ステ ン ボ ス 間 直通 運転 開始 
左右 一 柚木 間 を 柚木 線 に 、 佐 々 一 日 / 漬 間 を 日 ノ 13.18.86 | 佐世保 駅 付近 高架 化 
浦 線 に 変更 。 実 路 谷 一 四 ツ 井 橋間 廃止 佐世保 軽便 鉄道 一 佐世保 鉄道 
』8. 1] | 博多 一 佐世保 間 ( 松 浦 線 経由 ) 準 急 [ 九 』 大 / 82l | 佐世保 軽便 鉄道 株 式 会 社 設立 
十 九 島 」 運 転 開始 9 3.27 | 相 清 一 大 野 ( 左 石 )- 柚 林間 開業 (762mm 内 沿 ) 
li3. 5 | 「 九 十 九 島 」 が 急行 に 昇格 10.10.7 | 大 野 一 上 佐世保 間 開 業 
性 8. | | 柚木 線 廃止 12.18.26 | 佐世保 鉄道 に 社名 変更 
4612:26 | 世知原 線 、 日 ノ 浦 線 廃止 6 829 | 実 語 合 一 四 ツ 指 ( 後 の 四 つ 井 樋 )- 日 ノ 清 間 開 業 
4 3.15 | 蒸気 機関 車 運 行 終了 128.87 | 四 ツ 指 ( 後 の 四 ツ 井 樋 ) 一 佐々 間 開 業 
57I15 | 貨物 営業 廃止 8.1024 | 佐々 一 世知原 間 開 業 (岡本 彦 馬 か ら 譲 
59. 6.22 | 第 2 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 受 し た 専用 鉄道 を 地方 鉄道 に 変更 ) 
62. 320 | 第 5 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ Il.10. 1 | 国有 化 
の 接続 を 決定 
ーー 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 59 年度 1 日 平均 
5 人 
〇 | 有田 あり た 〇 | 明 31. 8. 7 706 
k 三代 橋 の み だ い ば し 1.7 = 平 1. 3.11 106 
黒川 くろ こう 8| 客 平 9.322 65 
|} ④ | 蔵 宿 ぞう し ゃ ゅ く 3.8| 客 明 31. 8. 7 75| ⑱ 昭 37.2.15、W 昭 63.4.] 
西 有 田 に し あり た 48| 客 平 8.316| 124 
大 木 お お ぎ 6.1| 客 茹 35. 4. 1 53 
山谷 や まだ に 7.0| 客 平 3. 316 7] 
(⑦ | 夫婦 石 めおと いし 7.9| 客 明 31. 8. 7 38| 41.4.1、W 留 一 車 ( 平 1.3.1 1) 
金武 か な た け 9.7| 客 阿 35. 5. 1 5 
川東 か わ ひ が し 11.6| 客 平 1.3.11| 274 
⑨ | 伊万里 いま り 13.0| 客 明 31. 8. 7| 1.232| ⑳ 昭 37.11.15 
東山 代 ひがし や まし ろ 16.3| 客 昭 5. 321 67| @ 昭 37.10.1 
= さと 17.5| 客 平 2.3.10 60 
⑲ | 楠 久 くす ぐ 18.6| 客 昭 5. 321 160| 負 昭 37.10.1 、W 留 一 車 ( 平 4.7.15) 
鳴 石 な る いし 20.0| 客 平 2.3.10 103 
⑨ | 久原 くば ら 21.7| 客 平 5.10. 1 127 | ぷ B53.6.15、W 昭 63.4.1 
波 瀬 は ぜ 228| 客 平 3. 3.16 21 
浦 ノ 崎 うら の さき 24.8| 客 茹 5.10. 1 103| 837.10.1、 ざ 昭 63.4.1 
福島 口 ふく し まぐ ち 25.3| 客 平 2.3.10 99 
© | 今福 いま が く 27.5| 客 昭 5.10. 1 199 | 仙 昭 45.10.1、 昭 63.4.1 
鷹島 口 た か し まく ぐち 287| 客 平 2 310| 119| 名 福島 鷹島 (6.10.3) 
前 浜 まえ は ま 32.4| 客 平 2. 3.10 55 


右上 に つづ く 


昭 8. 625 
昭 8. 685 
ON 
昭 10. 8. 6 
平 3. 3.16 
昭 10. 8. 6 
平 3. 3.16 
昭 10. 8.6 
CA 
a 
昭 14. 1.25 
平 1.3.11 
ュ ja SO 
昭 14 125 


調 川 つき の か わ 
⑨ | 松浦 まつ うら 
松浦 発電 所 前 まつ うら は つ で ん し ょ まえ 
⑲ | 御厨 みく りや 
西木 場 に し こ ば 
東田 平 ひがし た びら 
中 田平 な か た びら 
⑥⑤ | た びら 平戸 口 た びら ひら ど ぐ ち 
西田 平 に し た びら 
すえ た ちば な 
⑦⑨ | 江迎 鹿町 えむ かえ し か まち 
高岩 た か いわ 
い の つ き 
潜 竜 ケ 浜 。 せん りゅう が た き 
⑨ | 吉井 よし い 
神田 こう だ 
清 峰 高校 前 せい ほう こう こう まえ 
⑲ | 佐々 さ ざ 
小浦 で こうら 
⑥ | 真 申 まさ る 
棚 方 た な が た 
© | 相浦 あい の うら 
大 学 だ い が く 
© | 上 相浦 か みあ い の う ら 


前 玖 装 装 吸 次 装 玖 玖 吸 誰 装 玖 吸 史 


昭 8.1024 


昭 9 


2.11 


昭 34. 1.20 
昭 6.12.27 
昭 6. 829 
昭 6.829 
平 1.3.11 


大 9. 327 
平 3.3.16 
大 9.327 


本 山 も と や ま 


平 6.10. 3 
大 9.327 


⑨ | 中 里 な か ざと 
皆瀬 か いせ ぜ 
野中 の な か 

⑲ | 左 石 ひだ D い し 
泉 福 寺 せん ぷく じ 
山 の 田 や ま の た 

⑲ | 北 佐 世 保 「 き た させ ほぼ 


中 佐世保 "な か させ ぼ 
佐世保 中 央 さ は ぼ ち ゅ うお う 
佐世保 させ ほぼ 


大 9322 
30 
大 9.327 
平 SMI 


1.870| 昌 、 平 13.1826 


123| @ 昭 45.10.1 
570| @ 志 佐 ( 昭 34.10.1)、 人 の 昭 37.11.15 
25 
313 | @fp 前 件 司 ( 昭 83.41)、⑧ 昭 45.10.1、@ 了 昭 634.1 
57 
19| @ 田 平 ( 平 13.11) 
27 
278 | @ 平 戸口 ( 平 1.3.11)、@ 昭 49.10.1 
412 
35 
543 | @: 和 (63.4.1)、@ 還 57.11.15、 昭 6341 
148 
26 
173 | @ 昭 43.2.1、@ 洪 電 ( 昭 634.1) 
210 | @E- (E9211).@ 大 89418).@ m45.101. 
Ql 電 (R63.4.1)、@@RE34.1 
63 | @ 序 前 和田 ( 昭 63.4.1)、@ 補 田 ( 四 11.10.1) 
557 | @ 上 佐々 ( 平 19.3.18) 
578| 男 、@ 昭 57.11.15 
357 | @ 昭 35.1.15、@ 昭 45.10.1 
79| @844.10.1、⑧ 劉 一 車 GE4.7.15) 
198 
151 | @ 昭 53.6.15、@ 昭 634.1 
963 | @ 大 学 前 ( 平 6.10.3) 
635 | @U ロ (大 11.6.!)、@ 還 18830.@37.10.、 
R45.10.1、 還 - 車 (E47.15) 
165 
142| @H 里 ( 隔 11.10.1)、@837.10.1、@⑧5384.1、 
本 前 中 里 ( 還 634.1)、 還 - 車 平 13.11) 
188| @ 昭 37.101 
139 
1.007 | @ 大 時 (B44.20)、@⑧B45.10.1、@634.1 
1.002 
83 
352| @E35.1.15、@45.10.1、 還 > 幸作 1.311) 
198 
838 


Ri 


REA 

ネ 某 守 一 搾 野 本 ( 宮 想 野 ) 問 開業 
還 ⑰06Zmm- 燕 気 ) 
請 早 一 林 麻 時 周 司 業 
要 野 村 一 神代 打 周 請 業 

神代 町 一 大 三 東 半 開業 
大 三 東 一 湊 新地 (島原 湊 を 経て 現 南 島 
原 ) 商 開業 

温泉 鉄道 の 車輌 が 諫早 一 小浜 間 を 直通 
運転 開始 

ロ 之 津 鉄 道 車 輌 の 直通 運転 認可 

内 燃 動 力 併 用 開始 

雲仙 鉄道 (愛野 村 一 小浜 間 ) の 営業 管理 
を 委託 され る 

雲仙 鉄道 廃止 

ロ 之 津 鉄道 を 合併 

諫早 一 多比良 間 通 票 閉塞 式 に 変更 
急行 料金 を 設定 
全線 を 通 票 閉塞 式 に 変更 
戦後 私 鉄 で 初め て お 召 列車 運転 
(諫早 一 島原 間 ) 

諫早 島原 地方 大 水害 、 復 旧 に 55 日 間 を 要 す 
長崎 乗入れ 列車 運転 開始 

博多 乗入れ 列車 運転 開始 
佐世保 乗入れ 列車 運転 開始 

本 諫早 一 加 津 佐 間 CTC 化 

蒸気 機関 車 全廃 

国鉄 乗入れ 列車 を 廃止 


いさ は や 
ほん いさ は や 
さい わい 
お の ほん まち 


か ん た く の さ と 
も りや ま 
か ま の は な 


昭 5Z-7O.70 
58. 4. 1 
59. 2.1 


10.1 


EN NN 


2 d.10 
さ ・6- 3 


12:27 


4.11. 3 
5. 4.28 

12.25 
ZR 
dE:) 


島原 鉄道 に 合併 


1502 | ⑨ つ 側 平 11.3.18 
922 | 仙 昭 54.4.30 


小 符 物 取 扱 廃止 

手荷物 取扱 廃止 

郵便 物 輸送 廃止 

貨物 営業 廃止 

意 行 運転 休止 

諫早 一 本 諫早 間 自 動 閉塞 化 

雲仙 普賢岳 大 火砕流 発生 に より 翌日 よ 
り 南 島原 一 布 津 間 運 休 
全線 運転 再開 (以降 、 運 転 不能 と 再開 を 
3 度 繰り 返す ) 

阿 母 崎 一 吾妻 間 で 正面 衝突 事故 

水 無 川橋 染 周辺 の 線路 埋没 復旧 見 込 た た ず 
自動 列車 停止 装置 (ATS) 使 用 開始 

水 無 川 流域 周辺 高架 化工 事 (6.6km) 起 工 
島原 外 港 一 瀬野 深江 間 高 架 化工 事 完成 
に より 全 通 、 急 行 運転 復活 

列車 無線 使用 開始 

間 行 運転 区 間 を 諫早 一 南島 原 間 に 変更 
ワン マン 運転 開始 

島原 外 港 一 加 津 佐 間 廃 止 


諫早 東 高校 前 いさ は や ひがし こう こう まえ 


4 客 


SB. いい @ 


34A ハ 


②③ | 玉野 あい の 12.41 客 | 委 \ 明 44. 6.20 A408 受 雷 符 (8248\) SHAS LN BuII SQ 
阿 母 崎 あ ぼ ざ き 14.4| 客 昭 30.3.9( 1S3 あ 吾妻 末 ( 忠 35J い 5) 
② | 再 要 あず ま 16.6| 客 | 委 | 大 \101Q| 5S18l ⑧UUEN (I NH SHA 2 @ MAS I 
⑦ | 十 部 こと ペ 19.6| 客 大 1.10.10| 109| g 昭 39.9.1、 介 不明 、 全 昭 45.6.30 
大 正 た いし ょ う 20.8| 客 昭 30. 3. 9 SS 
e | 西郷 さい ご う 23.0| 客 大 1.10.10 54 | g 昭 41.8.1、 便 昭 43.3.31、 仙 平 12.4 1 
(9 | 神代 町 こう じ ろ ま ち 25.5| 客 大 1.10.10 301 W 昭 46.8.1 、 仙 昭 45.6.30、 仙 平 16.10 フ 
⑨ | 多比良 町 "た いら まち e9.4| 客 | 回 | 大 8 5.10| 836| @ 昭 59.9.30 
島 鉄 湯江 "し ま て つゆ ゅ え 318| 客 大 8.5 6 41 ジ ⑧ 湯 江 ( 昭 9)、@ 昭 和 41:3.1、@ 昭 43.3.31、 
旬 昭 43.8.30、@ 平 12.4.1 
⑨ | 大 三 東 お お みさ き 34.1 | 客 ASWBIIO 120| g 昭 38.9.1、 人 ⑳ 昭 43.3.31、 代 昭 55.2 1 
松尾 町 まつ お まち 35.2| 客 昭 6.10.1 110| M39.9.1,®H41.6.1.@g43331,@g482 
© | 三 会 みえ 37.5| 客 大 2 924 12T | 昭 39.3.31、@ 昭 41.6.1、 人 る 昭 48.2.1 
⑲ | 島原 し まばら 405| 客 | 回 大 2 924| 1.767| 信昭 59.9.30 
島 鉄 本 社 前 し ま て つ ほ ん し ゃ まえ 41.5| 客 昭 59.11.18 46| 日 
④ | 南島 原 みな みしま ば ぼら 423[ 客 | 〇 | 大 2924| 130 園 、⑧ 昭 32.3.21、⑳ 島 原 湊 ( 昭 35.11.5) 
⑧ 湊 新地 (大 7.7.16) 
| 島原 外 港 。「 し まばら が いこ う 43.2| 客 昭 35.11:11| 345| 昭 48.2.1、 平 9.4.1、 盆 平 20 4 1 


長崎 電気 道 


ロ 之 津 鉄道 株 式 会 社 設立 


島原 湊 一 堂崎 間 開業 (1067mm 蒸気 ) 


堂崎 一 南 有 馬 ( 後 の 原 城 ) 間 開業 
南 有 同一 口 之 津 間 開 業 
哲之 津 加 津 佐 間 開 業 

内 燃 動 力 併 用 開始 


※※ 策 降 客数 は 平成 10 年 度 1 日 平均 


120 | @ 小 野村 ( 昭 39.1.7) 、 昭 9.6.1、 
⑧ 昭 43.3.15、@ 昭 43.3.1、⑧ 昭 43.8.30 


65 | @⑧ 昭 39.6.1、⑧ 昭 43.3.31、@ 昭 43.6.15 
39| ⑧ 昭 37.3.1、⑧ 昭 39.3.31 、 人 昭 39.5.1 


右上 に つづ く 


沿革 年 表 
大 3. 8. 82| 長崎 電気 軌道 株 式 会 社 設立 昭 5. 2.10 | 初 の ボギー 車 運行 開始 
條 11.16 | 病院 下 ( 喝 大 学 病院 前 ) 一 築 町 間 開 業 9.16 | 大 橋 住 吉 間 開業 
(1435mm.600V) 28. 7. 1 | 西浜 町 思案 橋間 復旧 
5.12.87 | 築 町 - 石 橋間 開業 9.11.1 | 集 電装 置 を ビュ ー ゲ ル に 変更 
8.18.85 | 長崎 駅 前 一 桜町 間 開 業 35. 5. 8 | 住吉 赤迫 間 開業 
9。 7. 9 | 校 町 - 馬 町 ( 現 諏訪 神社 前 ) 問 開業 43- 6.17 | 思案 橋 一 正 覚 寺下 間 開 業 
7 9 | 病院 下 - 下 の 川 ( 浜 品 町 - 松 山 町 間 ) 間 開業 12。 | ワン マン 運転 開始 
12:25 有 | 古町 (公会 堂前 付近 ) 一 築 町 因 開 業 58. 3.16 | 全 系 統 ワ ンマ ン 化 完了 
10. 4.30 | 西浜 町 一 思案 橋間 開業 B. 4 | 一 日 乗車 券 発 売 開始 
昭 8.12.25 | 下 の 川 大 橋間 開業 55. 8 9 | 軽快 電車 2000 形 営業 運転 開始 : 
9'12:20 | 諏訪 神社 下 ( 現 諏訪 神社 前 ) 一 堂 茶屋 間際 3:31 有 | 諏訪 神社 前 一 宇 茶 屋 問 の 軌道 を 移設 し 
開業 て セン ター ポー ル 化 
80. 8. 9 | 原爆 投下 に より 全線 不通 16. 8. 1 紹 作 床 車 3000 形 有 役 W 
11.85 | 長崎 駅 前 西浜 町 一 蛍 茶屋 間 復 | 旧 2j.10. 1 理 買 を 100 円 か ら 120 円 に 改定 
g]. 5r16 | 西浜 町 思案 橋間 以外 復旧 3、815 | 5000 形 就役 


時 幸 


に だ 3 


赤迫 支線 ・ 本 線 
赤迫 あか さこ 
住吉 すみ よし 


千歳 町 ちと せま ち 
若葉 町 わか ば まち 


岩屋 橋 いわ や ば し 


大 橋 お お は し 
松山 町 まつ や まま ち 
浜口 町 は まぐ ち ま ち 


茂里 町 も り ま ち 

銭 座 町 ぜん ざま ち 
宝町 た か ら まち 
小寺 代 町 や ちよ まち 


五島 町 ご と うま ち 
大 波戸 お お は と 
出島 で じ ま 

築 町 つき まち 
西浜 町 に し は ま の まち 
観光 通り か ん こう と お り 
思案 橋 し あん ば し 


さく ら ま ち 
こう か い ど うま え 


いし ば し 


昭和 町 通り し ょ うわ まち どおり 


中 | 長崎 大 学 前 な が さき だ い が く まえ 1.1 


| 浦上 車庫 前 うら か み し ゃ こま え 16 


大 学 病院 前 が < ひょう いん まえ | 29 
浦上 駅 前 うら か みえ きま え 


長崎 駅 前 な が さき えき まえ 49 


市 民 病 院 前 し みん びょう いん まえ 
大 浦 海岸 通 お お うら か い が ん どおり 
大 浦 天主 営 下 お お うら て ん し ゅ どう し た 


GO 
明 ( 
時 的 的 玖 装 玖 時 玖 装 将 前 前 章 装 前 装 前 的 装 的 詩 前 装 瞳 装 交 


※ 乗 降 客数 は 平成 3 年 度 1 日 平均 


駅 
| | A | Oo | 本 


⑱ 家 野 町 ( 昭 41.9.20) 

日 園 必 (西町 )、⑧ 西 町 車庫 前 ( 昭 41.9.20) 
立 ( 松 山 ) 

@ 浜 口 (大 正 未 頃 ) 

⑳ 病 院 前 ( 昭 29.2.1 )、③ 病 院 下 (昭和 1 1.9) 


竹 の 久保 町 ( 昭 41.9.20) 


立 全 逢 、⑧ 包 町 本 1920).⑮ 策 思 由 21.19) 


©⑧ 浦 五島 町 ( 昭 11.9) 


⑧ 出 島 岸 壁 前 ( 昭 22.12)、⑲ 未 広 町 ( 昭 14.8) 


ざ 柳 通 ( 昭 28.7.1) 、 づ 銅座 町 ( 昭 5.4) 


⑱ 川 川町 ( 茹 41.9.20) 、 人 づ 豊 後 町 (大 10) 
@ 桶 屋 町 ( 昭 38.3) 、 ざ 古町 ( 昭 29.3.1) 


② 出 師 橋 ( 昭 36.105) 

⑳ 大 浦 ( 昭 58.6.10) 

② 弁 天橋 ( 昭 55.5.1 ) 、⑱ 松 ヶ 枝 橋 ( 昭 5.4) 
⑳ 大 浦 石橋 ( 昭 58.6.10)、 人 出雲 町 ( 昭 5.4) 


右上 に つづ く 


岩橋 に ぎわ い ば し 客 9g00| 立 ( 賑 町 ) 
(公会 堂前 ) 客 
諏訪 神社 前 すわ じん じゃ まえ 客 3.600 | 諏訪 神社 下 ( 昭 11.9)、@ 馬 町 ( 昭 9.12.20) 
し ん だ いく まち 客 
し ん な か が わ ま ち 客 8600 | ⑧ 中 川町 ( 昭 22.12) 
ほたる じゃ や 客 
熊本 電気 鉄道 
沿革 年 表 


朋 崎 宮前 一 亀井 間 移設 
上 熊本 一 北 熊 本 間 開 業 
熊本 大 水 如 に より 上 崩 本 一 隊 短 宮前 間 運 行 休止 
上 熊 本 一 藤崎 宮前 間 廃止 許可 (29.6.1 廃 上 ) 
集 電装 置 を ポー ル か ら パ ンタ グラ フ に 変更 
車 扱 貨物 廃止 
小 和 荷物 扱 営業 廃止 
御代 志 一 菊池 間 廃 止 。 リ ワン マン 運転 開 
始 、 列 車 無線 使用 開始 
堀川 橋 染 流出 に より 、 堀 川 一 御代 志 間 運 
転 休止 (運転 再開 は 12 月 20 日 ) 
特殊 自動 閉塞 式 ( 電 子 閉塞 式 ) に 変更 
須 屋 一 電波 高専 前 問 移設 
上 熊本 一 北 熊本 間 ATS 使 用 開始 


明 42. 8.15 | 菊池 軌道 株 式 会 社 設 立 

44.10。 1 | 池田 ( 現 上 熊本 付近 ) 一 千 反 畑 ( 旧 藤 崎 宮 sd 0 
前 ) 間 開業 (914mm. 蒸 気 ) 8. 626 
大 8. 3.15 | 高 江 一 隈 府 ( 後 の 菊 池 ) 間 開業 12 1 
8.27 | 広 町 (葛藤 崎 宮前 付近 ) 一 高 江間 開業 30.10.18 
12. 8. 3 | 上 熊本 一 室 園 ( 北 熊本 付近 ) 間 1067mm 54.8. 1 
に 改 軌 、6OOV 電 気運 転 開始 So 
8:31 | 室町 一 隈 府 間 改 軌 、 電 化 61.2.16 

13. 4. 1 | 菊池 電気 軌道 に 社名 変更 
9. 7:11 | 上 熊本 一 藤崎 宮前 間 複 線 運転 開始 6.30 

8.11 | 鉄道 省 貨車 直通 運転 開始 
16.12.16 | 票 券 閉塞 式 を ダブ レッ ト 閉 塞 式 に 変更 63. 1.11 
17. 5. 1 | 藤崎 宮前 一 隈 府 間 地 方 鉄道 に 変更 EN の 5 
菊池 電気 鉄道 に 社名 変更 16.12: 9 
93. l。 1 | 熊本 電気 鉄道 に 社名 変更 
駅 一 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 10 年 度 1 日 平均 (平成 281 年 度 全線 輸送 人 員 は 平成 10 年 度 比 88.959%6) 


ふじ さき ぐう まえ 
くろ か み ま ち 
きた くま も と 8 4. 457 | 日 園 疫 、⑧⑧ 昭 54.8.1 
か めい 
は け の みや 
ほり か わ 
し ん す や 
す や 
みつ いし 
くろ いし 
で ん ぱこ う せ ん まえ 
ざい し ゅ ん そう まえ 
みよ し 


時 装 装 玖 交 対 的 対 的 准 


753| ⑧ 知 38.4.7 


oz/ を 

7.2/ 富 
ら 』/ 客 
ら 26! 客 
34/ 客 


中 25.70. 1 
28. 3.15 
2 に) 


30.12. 7 


708 


125 
140 


詳 了 駅 前 - 行き 町 間 前 線 水 道 町 - 水 


坪井 線 藤 崎 宮 前 一 上 熊本 駅 前 間 ( 占 能 


PME00 Ww aT 


昭 41- 

前 寺 ( 吉 水前寺 公園 ) 剛 開業 (1435mm.600V) 43- 

| 水前寺 線 全線 複線 化 45- 
黒髪 線 浄 行 寺町 一 子 飼 橋 間 開 業 4Z 
上 熊本 線 辛 島町 一 段 山 町 問 - 春 竹 線 辛島 53- 
町 一 春 竹 駅 前 ( 後 の 南 熊本 駅 前 ) 間 開業 57- 
上 熊本 線 段 山 町 二 上 熊本 駅 前 間 開 業 平 9 
熊本 電気 軌道 河原 町 一 川尻 町 問 を 買収 、 14- 
川尻 線 と する 21- 
健軍 線 水前寺 一 三菱 工場 前 (健軍 町 ) 間 開業 22. 


@ ょ pm 
ON. NN コ 下 王寺 二 記 


や 
「O 
OE 


ワン マン 運転 開始 

四 輪 単車 全廃 

坪井 線 春 竹 線 廃止 

幹線 水道 町 一 浄 行 寺町 間 黒 塁 線 廃止 
路面 電車 日 本 初 の 冷房 車 運転 開始 
路面 電車 日 本 初 の VVVF 制御 車 8200 形 就役 
路面 電車 日 本 初 の 超 低 床 車 9700 形 登場 
上 熊本 車輌 基地 が 完成 

超 低 床 車 0800 形 就役 

熊本 駅 前 一 田崎 橋間 道路 の 脇 に 軌道 を 敷 
く サ イド リザ ベー ショ ン 化 。 市 役所 前 ( 現 熊 
本 城 - 市 役所 前 ) 一 通 町 筋 間 軌 道 緑化 
通 町 筋 一 水道 町 間 軌 道 緑化 


. 人 AS NN に ES の NNW へ WW の 


7@1 


TD 馬 局 


味噌 天神 前 みそ て ん じん まえ 


大 \3. 8. 1 


※ 乗 降 客 数 は 平成 83 年 10 月 20 日 調査 
備 考 


本 電気 鉄道 軌道 線 ) 開 業 
34.12.24 | 田崎 線 熊 本 駅 前 一 田崎 橋間 開業 
40. 221 | 川尻 線 廃止 
駅 一覧 
| meena] 
田崎 線 ・ 幹 線 ・ 水 前 寺 線 ・ 健 軍 線 
田崎 橋 た さき ば し 客 
一 本 木口 。 に ほん ぎく ぐち 02| 客 
熊本 駅 前 。 < くま も と えき まえ 05| 客 
祇園 橋 ぎおん ば し 1.0| 客 
呉服 町 ご ふく まち 1.5| 客 
河原 町 か わら まち 1.9| 客 
慶 徳 校 前 「 け いと < こう まえ 23| 客 
辛島 町 か らし まち ょ う 27| 客 
花畑 町 は な は た ちょ う 29| 客 
熊本 城市 役所 前 くま sb らし UP<Li え | 32| 客 
通 町 筋 と お り ち ょ うす じ 35| 客 
水道 町 すい どう ちょ う 3.8| 客 
九品寺 交差 点 く ほ ん じ こ うさ て ん 43| 客 


立 、⑧ 東 辛島 町 ( 昭 1 1.8.28) 一 辛島 町 
あ 熊 本 城 前 ( 平 83.3.1) 熊本 城市 民 会 
館 前 一 お 城 前 一 公会 堂前 

あ 市 役所 前 ( 平 23.3.1) 


⑳ 電 報 局 前 ( 平 ]4 4.1) 、⑳ 郵 政局 前 ( 昭 34.10.]) 
EE 


新 水 前 寺 駅 前 し じん ずい ぜん じ え さき まえ 大 13. 8. 1| 3.3091 eo 水 前 寺 駅 通 ( 平 23.3.\)⑧ 水 前 才 駅 益 ( 胃 V0 の ) 
国府 こ < ぶ 58| 客 昭 49.98| 747 
水前寺 公園 すい ぜん じ こ うえ ん 62| 客 大 13. 8. 1| 1280| 水前寺 
J | 市立 体育 館 前 し りつ た いい く か ん まえ 6.5| 客 昭 33. -. - 657 | 体育館 前 一 砂 取 
商業 高校 前 し ょ う ぎ ょ うこ うこ うま え 7.0| 客 CB 還 旨 845 
八丁 馬場 は っ ちょ うば ば 7.3| 客 昭 34. 4.16| 2449 
⑪ | 神 水 市 民 病 院 前 くわ 》 ず U み AOA3UA ま | 7.7| 客 昭 20. 5. 6| 1417| 終 、⑧ 神 水橋 ( 平 23.3.1)⑧ 市 民 病院 前 
( 昭 36.9.15) 一 神 水 橋 一 神 水町 
健軍 校 和 前 けん ぐん こう まえ 8.2| 客 昭 20.5.6| 1.10g 
動植物 園 入口 5U ょ <jm つ え AuD< ち | 8.6| 客 昭 44. 4. 1 647 | ⑧ 動 植物 園 前 ( 平 23.3.1)⑧ 動 物 園 前 ( 平 44.1) 
健軍 交番 前 けん ぐん こう ば ん まえ 8.9| 客 昭 31. 520| 671 | ⑳ 健 軍 派 出所 前 ( 平 7.4.1) 
〇 | 健軍 町 けん ぐん まち 892| 客 | 昭 20. 5. 6| 5.755| 三菱 工場 前 0.1km 短 縮 ( 昭 22.3.19) 
上 熊本 線 
〇 | (島町 lm , 
西 辛島 町 "に し か らし まち ょ う 0.3| 客 順 11. 9.29| 300 
洗 馬 橋 せん ば ば し 0.5| 客 昭 4.620| 543| 塩屋 町 
新町 し ん まち 0.7| 客 昭 4 620| 641 
箕 山 町 うる さん まち 1.1| 客 昭 4.620| 522| 旬 府 山 町 護国 神社 前 
⑪ | 段 山 町 だ に や まま ち 1.5| 客 昭 4 620| 468 
杉 壇 すぎ ども ど .0| 客 昭 14. 8.28 152 
本 妙寺 入口 ほん みょう じい PD ぐち | 2.4| 客 昭 10.324| 366|⑧ 本 妙寺 前 ( 平 23.3.1) 
県 立体 育 館 前 けん りつ っ た いい く か ん まえ | 2.5| 客 昭 58.1.20| 289 
〇 | 上 熊本 駅 前 か みく ま も と えさ まえ 8| 客 | 上 10.324| 1.482| 園 =_ 


南 阿 釣 鉄 道 


沿革 年 表 
昭 3 @.12 | 宮地 線 の 支線 と し て 立野 一 高森 間 開 業 昭 59. 2. 1 | 貨物 営業 廃止 
12. 2 | 立野 高森 間 が 高森 線 と な る ] |:17 | 第 6 議会 に て 第 三 セク ター 鉄道 へ の 転換 を 決議 
G9.10, 1 | 気動車 列車 運転 開始 60. 4 1 | 南 回 藤 鉄 道 株 式 会 社 設立 
48. 425 | 全て の 旅客 列車 が 気動車 運行 と な る 61・4. 1 | 立野 高森 間 転換 開業 
50. 3. 9 | 蒸気 機関 車 廃止 平 |. 8. 1 特殊 目 働 閉塞 式 に 変更 
56. 98.18 | 第 一 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 19. 3.24 | 「 ゆ うす げ 号 | の 機関 車 を 新造 し 、 客 車 を 更新 


※ 乗 陣容 数 は 平成 3 年 度 1 日 平均 


37 | @@ 昭 462.20⑧ 阿藤 下田 ( 平 5.8.1) 
次 頁 に つづ く 


夏 EI の し 8 巡 ゆ 過 う 7 あお AB ん 


es 
w 
ご 
A 


| MAE | OO | 


備 考 
可 ONSR 主 AteesteAdGG| 9.1| 客 平 4.4. 1 54 
© | 中 松 な か まつ 105| 客 昭 3. 2.18 45| ⑱ 昭 36.10.1、 角 留 一 車 ( 平 1.8.1) 
阿蘇 白川 あぁ そし ら か わ 135| 客 昭 3. 8.18 64 | @ 昭 46.2.20 
人 欠 加川 水 涼 skastU5DpuJA | 14.3| 客 平 84. 3.17 17 
見 晴 台 みはら し だ い 16.1 | 客 昭 61.10. 1 3 
〇 1 高森 た か も り 17.7| 客 | 回 | 昭 3. 818| 567| 日 園 、 昭 59.2.1 
肥 薩 お れん じ 鉄 道 
治 革 年 表 
大 1 7 1 | 内 線 川内 町 ( 現 川 内 ) 一 西方 問 開業 45. 4 1 | 米津 東 市 来 間 CTC 化 
(1067mm 燕 気 ) 9 | | 熊本 一 鹿児島 問 15OOV 電 化 
I0.15 | 川内 線 西方 一 阿久 根 間 開 業 S0. さき 10 | 山陽 新幹線 博多 開業 に 伴い 、 昼 行 特急 
12- S25 | 川内 線 回 久 根 一 野田 郷 間 開業 を [有明 」 に 統合 
7.15 | 肥 箕 線 (初代 ) 八 代 - 日 奈 久 ( 日 奈 久 温泉 ) 間 開業 SS.10。 1 | 昼 行 急 行 が 一 部 を 除き 、 特 急 「 有 明 」 に 昇格 
10-15 | 川内 線 野田 卿 一 米 ノ 津 間 開業 62. 4. 1 | JR 九州 鹿児島 本 線 と な る 
13.1020 | 内 線 が 川内 本 線 に 改称 63: 9. 1 | 九州 新幹線 を 八代 - 西 鹿児島 間 か ら 先 
14. 4.15 | 肥 麻 線 日 奈 久 一 佐敷 問 開業 行 し て 着工 する こと を 決定 、JR 九 州 が 
IS. 721 | 川内 本 線 米 ノ 津 一 水俣 間 開 業 八代 一 川内 間 の 経営 分 離 を 表明 
9.12 | 肥 薩 線 佐敷 一 湯 浦 間 開 業 平 11.20 | 熊本 県 - 鹿 児島 県 JR 九州 に よる 第 3 回 
ら .10.17 | 湯 浦 一 水俣 問 開業 。 肥 攻 線 と 川内 本 線 三 者 協議 会 で 両 県 が 分 離 受け 入れ と 第 
が 統合 され て 鹿児島 本 線 に 編入 三 セ クタ ー 転 換 を 表明 
IlZ115 | 関門 トン ネル の 旅客 営業 開始 に より 東 4 15 | 西 鹿児島 発着 の 特急 「 有 明 ] に 787 系 を 
京 一 鹿児島 間 急 行 運転 開始 導入 し 、「 つ ば め 」 に 改称 
33.10. 1 | 東京 鹿児島 問 特急 「 は や 点 さ 」 運 転 開始 14.1031 | 肥 麻 お れん じ 鉄 道 株 式 会 社 設立 
1 410927 | 湯 浦 一 食 谷 ( 信 ) 間 3.1km 複 線 化 16. 3.13 | 九州 新幹線 新 八代 一 鹿児島 中 央 間 開 業 に 伴 
43. 523 | 倉 谷 ( 信 ) 一 津奈木 問 5.6km 複 線 化 い 、 八 代 一 川内 間 転 換 開業 。 気 動車 運行 開始 
44. 410 | 八代 - 米 ノ 津 CTC 化 22. 7. 7 | 銀河 鉄道 999 ラ ッ ピ ング 車輌 運転 開始 
駅 一覧 ※ 乗 降 客 数 は 平成 22 年 度 ( 米 ノ 津 - 野 田 郷 間 は 平成 21 年 度 ) 1 日 平均 
3 
© 
© 
© 
© 


〇 | 津奈木 っ ss 424| 客 | 違 a1017 

⑲ | 新 水俣 し ん みな また 458| 客 昭 43. 9.19 介 信 一 客 ( 平 16.3.13) 
⑲ | 水俣 の な また 496| 客 | 〇 | 大 15. 721 

IO) 袋 ふく ろ 55.4| 客 犬 I5』/2l 

© | 米 ノ 津 こめ の つ 613| 客 大 12.10.15 199 

⑨⑲ | 出水 いずみ 656| 客 | 〇 | 大 2.10.15 48 

⑲⑨ | 西 出水 に し いずみ 683| 客 | 〇 | 大 12.10.15| 871 | 武 本 ( 昭 3.7.11) 
⑨ | 高尾 野 た か お の 721| 客 大 12.10.15 125 | 旬 昭 59.2.1 

⑲ | 野田 郷 の だ ご う 753| 客 | 〇 | 大 12. 325 474 

⑨ | 折口 お り ぐ ち 80.7| 客 大 12. 325 291 | 旬 昭 45.9.1 

(⑨ | 赤瀬川 ( 信 ) ぁ か せがわ し AE3 じ ょ 3 | 836| 信 昭 50.226 ー 

⑨ | 阿久 根 あく ね 862| 客 | 〇 | 大 11.10.15| 825 

⑨ | 和牛 / 浜 うし の は ま 922| 客 大 11.10.15 52 | 昭 45.9.1 

(⑨ | 薩摩 大 川 。 さつま お お か わ 95.7| 客 昭 11.12.15 69 

⑦ | 西方 に し か た 996| 客 央 和議 人 財 ! 40 

(⑲ | 薩摩 高城 さっ また き 1023| 客 昭 27. 5. 1 18 

⑲ | 草 道 くさ みち 107.3| 客 WR 66 

⑨ | 上 川内 か みせ ん だ い 113.7| 客 の ら 78 

⑨ | 川内 せん だ い 1169|W| 園 | 大 11.7.1| 322| 


くま 川鉄 道 
沿革 年 表 


大 13 320 | 湯前 線 人 吉 ( 現 人 吉 温 泉 ) 一 湯前 間 開 業 平 1.2.27 | 第 5 回 協議 会 に て 第 三 セ クタ ー 鉄 道 へ 
(1067mm 蒸 気 ) の 転換 を 承認 
昭 86.12. ニ | キ 八 41600 形 営業 運転 開始 4.26 | くま 川鉄 道 株 式 会 社 設 立 
50. 93.10 | 蒸気 機関 車 使用 廃止 10. 1 | 人 吉 - 湯 前 間 転 換 開 業 
55 6. 1 | 貨物 営業 廃止 8 | 1 | 電子 閉 泰 式 に 変更 
59: 2. 1 | 荷物 営業 廃止 7。 | 水害 で 免田 川橋 染 橋 脚 が 傾斜 、 お か ど め 
62. 2. 3 | 第 3 次 特定 地方 交通 線 と し て 承認 幸福 湯前 間 バ ス 代 行 ( 同 年 9 月 30 日 まで ) 
年 | | JH 九州 湯前 線 と な る リニュ ー ア ル 車 KUMA 就 役 
駅 一 覧 


※ 乗 降 客 致 は 平成 23 年 度 1 日 平均 


〇 | 人 吉 温 ひと よし お ん せん 
相良 藩 願 成 寺 さがら は ん が ん じょう じ 


川村 か わ お むら 

肥後 西村 ひご に し の お ら 519 | 昭 37.10.1@ き 昭 38.4.1、 昭 46.2.20 
ー 武 いち が 49| ®@@@ 昭 46.2.20 

木 上 き の え 


お か ど め 幸福 お か ど め こう ふく 


674| @ 果 55.6.1、@⑧ 多 田 GF21.4.1) 
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ーーー 基 交通 局部 j こう つう きょく まえ 33\ 客 中 4. 5. 9\ \ ANA 加 .⑮ 交 務 品 WWAo7 NO TARASN) 
ご うら つの な と キ し -79. 荒田 八幡 あら た は ちん 3.7! 用 大 112. \\ 12300 
た Sr i き し ゃ ば 421 客 大 \12. TSQQO 
ひか したら ぎ た 6 鴨池 か も いけ 471 客 大 112. 1 SOO 
し ん つる ば I DD | 郡 元 こおり も と 501 客 中 341220| 5500 
め の まえ 248| 客 | 〇 は 13. 330| 415|@ 昭 49.1o.1、@ 平 ee.10.1、@ 平 83.4.1 涙 橋 な み だ ば し っ 4| 客 | 大 11e.1| BOO| @ 新 Na42.1.1) @ 各 元 (834 10 1) 
= ) | 南 鹿児島 駅 前 みな みか ご し まえ きま え 5.9| 客 が な 測 lC 委 | 語 @ 1.1) 系 馬場 前 ( )~ 和 9 
鹿 宛 伺 記 交通 局 二 軒 茶屋 に けん ちゃ や 68] 客 | 1ue 1 0 MM 
沿革 年 表 宇宿 一 本 目 うす さい っ ちょ うめ | 70| 客 | mm54414| eoo 
鹿児島 電気 軌道 株 式 会 社 設立 昭 S510. 1 | 西 鹿 児島 駅 前 - 中 洲 通 間 開 業 ⑪ | 脇田 わき だ 73| 客 | 1e.1| aeoglg 
台 山 線 直 橋 - 谷 上 間 開 業 (1435mm.600V) 27.6. 1 | 中 洲 通 - 唐 湊 ( 人 神田 ) 間 開業 笹 買 ささ ぬき 7 引 富 | は 112 1| 1gsoo 
市 内 第 一 期 線 武之 橋 一 山之口 馬場 ( 現 32. 3.29 唐 湊 線 神 田 - 大 学 通 ( 現 工学 部 前 ) 間 開業 上 塩屋 か み し お や 8.7| 客 大 1.12. 1| 1.100 
高見 馬場 付近 ) 間 開業 34-.12.20 唐 湊線 大 学 通 一 郡 元 間 開 業 〇 谷山 た に や ま 834| 客 | 委 | 大 1.12 1| 6.100 
722 | 山 ロ 馬場 - 天 文 飯 通 間 開 業 39。288 | 新屋 敷 一 部 元 問 併用 軌道 化 第 二 期 線 ・ 誕 演 線 = ここ 
10 3 | 天文 館 通 - 朝 日 通 間 開業 42.9 7 | ワン マン 運行 開始 前 生後 〇 | (高見 馬場 ) a 
10.16 朝日 通 一 不断 光 院 前 ( 更 市 役所 前 ) 間 開業 44. 4. 1 ワン マン 電車 の 乗降 方 式 変更 ( 後 乗 前 降 ) 加治 屋 町 か じゃ まち 0.3| 客 
1220 不断 光 院 前 一 鹿児島 停車 場 前 ( 現 鹿 児 54. 1.18 | 一 日 乗車 券 発売 開始 高見 橋 た か み ば し 0.7| 客 
島 駅 前 ) 間 開業 56: 7・4 | 冷房 電車 運行 開始 鹿児島 中 央 駅 前 か C し まち 9 うお うえ さま え | 0.9 客 
412.17 市 内 第 二 其 線 高見 馬場 - 武 駅 前 ( 西 鹿 児 60.10. 1 | 上 町 線 伊 敷 線 廃止 都 通 みや こ ど お り IGE= 
島 駅 前 を 経て 現 鹿児島 中 央 駅 前 ) 間 開業 63. 1- 5 架線 の セン ター ポー ル 化 に 着手 ゆ 中 州 通 な か す ど お り 品 | 
3. 7. 1 鹿児島 市 が 鹿児島 電気 軌道 を 買収 平 4.327 併用 軌道 全線 の セン ター ポー ル 化 完了 た ば て 産業 前 た は こさ ん ぎょ うま え | 19 客 
4 1.17 谷山 線 を 地方 鉄道 か ら 軌 道 に 変更 9。 ニ 。 | 郡 元 一 涙 橋間 併用 軌道 化 神田 し ん で ん 2| 客 
20. 6.17 鹿児島 大 空襲 に より 全線 で 壊滅 的 な 被害 14. 1.15 超 低 床 車 1000 形 営業 運転 開始 唐 湊 と そ 65| 客 
24.11.19 | ボギー 電車 運行 開始 天然 芝 に よる 軌道 緑地 化 着手 工学 部 前 。 こう が く ぶ まえ 8.7| 客 
12.29 | 谷山 線 全線 複線 復活 レト ロ 電 車 「 か ご で ん 」 運 行 開始 純 心 学園 前 UpAUA が くえん まえ | 89 客 
駅 一 覧 ※ 乗 降 客数 は 平成 23 年 度 一 日 平均 (百人 単位 で 四捨五入 ) | 中 郡 な か ご お り 32| 客 
人 ( 都 元 ) 37| 客 
第 一 期 線 ・ 谷 山 線 


) | 鹿児島 駅 前 か ご し まえ きま え 
桜島 機 橋 通 さく < ら じ ま さん ば し どおり 
水族 館 口 すい ぞ < か ん ぐち 
し や くし ょ まえ 
あさ ひど お り 
いづ ろ ど お り 
て ん も ん か ん どおり 
た か み ば ば 


©② 鹿 児島 停車 場 前 
つ 油 川 ( 陣 42.1.])@ 昭 37.12.1、⑳ 昭 18.55 
⑧ 県 庁 跡 ( 平 9.9.3)、⑳ 県 庁 前 ( 平 8.11.6) 
⑧② 検 橋 通 ( 昭 31.5.19)⑲ 不 断 光 院 (大 10 頃 ) 


©⑧ 石 燈 箇 


内 内 内 内 内 出 別 別 員 


市 立 病院 前 し りつ びょう いん まえ 開業 時 山之口 馬場 、 昭 4.1.15 桶 之 口 町 に 改 
称 、 側 昭 23.10.] 0( 市 立 病院 前 )、 爺 昭 18.5j5 
@ 新 屋敷 町 ( 昭 32.7.1) 

Ce 


新屋 敷 
武之 橋 


し ん や し き 
た け の は し 


対 装 


右上 に つづ く 


沖縄 都市 モノ レー ル 


沿革 年 表 
昭 57.987 
sh 


沖縄 都市 モノ レー ル 株 式 会 社 設 立 
沖縄 県 那覇 市 バス 4 社 間 で モノ レー ル 
建設 に つい て の 基本 協定 と 上 覚書 締結 
那覇 空港 一 首 里 間 特 許 を 取得 


平 15.8.10 | 那覇 空港 一 首 里 間 開 業 
0. 321 | 首 里 か ら 西 原 入口 付近 へ の 延伸 決定 
4125 | 首 里 一 浦西 問 特許 ( 平 31 年 春 開業 予定 ) 
mm は 平成 23 年 度 1 日 平均 
※ 乗 降 客数 | 
駅 一 覧 Ss : 
内 備 考 
な は くう こう 
あか みね 
小禄 お ろく 
奥 武 山 公園 お う の や まこ うえ ん 


次 貞 に つづ く 


駅 名 mt ささ ll 配下 
つぼ か わ 46| 客 | 回 翌 I5.8.10| 3333 
あさ ひば し 5.4| 客 | 加 平 I5. 8.10| 4.778 
けん ちょ うま え 60] 客 | 回 \!5.8.10| 89314 
みえ ば し 6.7| 客 | 加 翌 15.810| 4573 
まき し 77| 客 | | \15. 8.10| 5.088 
あさ と 83| 客 | 回 15.8.10| 3569 
90| 客 | IT15.8.10| 8818 

ふる じ ま 100| 客 | 回 5. 8.10| 48248 
前 UD っ び ぉ うぃ い A ま え | 109| 客 | 回 5. 8.10| 1.588 
ぎ ほ 1191 客 | 回 |5.8.10| 2673 
Us り | 128] 客 | 回 I キ 5.810| 58931 


ロー カル 私 鉄 の 駅 舎 ビッ クア ッ プ 


真岡 鐵道 真岡 '11.8.7 


生還 五所 IRR 


ーー 


津軽 鉄道 津 軽石 所 川原 「12.8.3 


いす み 鉄 道 国吉 '11.86 


内 堕 終 買 欠 半 回 仁 舎 


ne.84 


上 毛 電 気 鉄道 西 桐生 "12.4.9 


上 信 電 鉄 南 蛇 丼 "09.8.16 富士 急行 下 吉田 '12.5.18 


阿佐 海岸 鉄道 甲浦 11.5.7 


一 畑 電 車 一 畑 口 124.8 
富山 地方 鉄道 電鉄 黒部 "12.7.16 


福井 鉄道 越前 武生 '12.4.27 長良 川鉄 道北 濃 '11.7.16 士 佐 く ろ し お 鉄道 中 村 線 土佐 佐賀 1.8.3 思 原 多野 "10. 


= 


明知 鉄道 岩村 3 
i 熊本 電気 鉄道 上 熊本 '12.10.25 くま 川鉄 首 あ さ ざ ぎり “1038 


© 
ーー 


島原 鉄道 原 城 "08.3.30 


2002 年 7 月 に 発行 し た 「 デ ー タ ブッ ク 
日 本 の 私 鉄 」 の 改訂 版 に つい て は 、 数 年 
前 か ら 構想 を 温め て いた が 、 201 1 年 の 
年 末 に 、 前 作 か ら 10 年 経過 の 2012 年 発 
行 を 決意 し た 。 前 作 は 、 粘 着 式 で 自 走 
式 の 鉄 軌道 に 限定 し て 1 47 社 局 を 取り 上 
げた が 、 今 回 は 範囲 を 自 走 式 の 鉄 軌 首 
全て に 拡大 し た 。 そ の 結果 、 全 国 の 私 
鉄 の うち 鋼索 線 ( ケ ー ブル カー) 以 外 の 全 
て の 鉄 軌道 が 対象 と な っ た 。 

2002 年 夏 か ら の 10 年 間 で 、 全国 の 私 
鉄 は 大 きく 姿 を 変え て いる 。 2002 年 当 
時 、 最 北端 に 位置 し た 鉄 軌 道 は 北海 首 
ちほ く 高 原 鉄道 、 最 東端 は 太平 洋 石炭 
販売 輸送 、 最 西端 は 松浦 鉄道 、 最 南端 
は 鹿児島 市 交通 局 で あっ た 。 10 年 後 の 
今日 で は 最 東端 以外 が 変わ っ て いる 。 
2006 年 の 北海 道 ち ほ く 高 原 鉄道 の 廃止 
に より 最 北端 は 札幌 市 交通 局 に 、2003 
年 の 沖縄 都市 モノ レー ル の 開業 で 最 南 
端 と 最 西端 が 書き 換え られ た 。 

都市 部 で は 新 線 の 開業 が 相次ぎ 、 連 
続 立 体 交 差 化 が 進ん だ 。2002 年 の 芝山 
鉄道 開業 で 最短 営業 区 間 の 鉄道 が 入れ 
替わり 、2004 年 に 名 古屋 市 営 地下 鉄 が 
日 本 初 の 地下 鉄 環状 運転 を 開始 、2005 
年 は 名 鉄 空港 線 、 福 岡市 交 七 隈 線 、 愛 
知 高速 鉄道 (リニモ )、 首 都 圏 新 都市 交通 
(つく ば エク スプ レス ) の 開業 が 相次い 


だ 。 2006 年 は 神戸 新 交通 神戸 層 
伸 、 ゆ りか も め 豊 洲 延 伸 、 近 鉄 けい 
ん な 線 全 通 、 富 山 ラ イト レー ル 開 業 
大 阪 市 交 今里 筋 線 開 業 。 2007 年 は 人 A 
空港 鉄道 開業 、 2008 年 は 京都 市 交 東 訓 
線 太秦 天神 川 延 伸 、 横 浜 市 交 グ リ こ 、 
ライ ン 開 業 、 日 募 里 ・ 舎 人 ライ ナー 開業 
東京 地下 鉄 池袋 一 波谷 間 開 業 、 京 阪 a 
之 島 株 開業 。2009 年 に な っ て 阪神 な 
ん ば 線 が 開業 し 、 富山 地方 鉄道 富山 市 
内 線 の 環状 運転 が 始ま り 、 京 成 電 録 成 
田 ス カイ アク セス 線 で 時 速 160km 運 転 
が 始ま っ た 。2012 年 に は 東京 スカ イ ッ 
リー が 開業 し て 多く の 人 を 集め 、 京 王 
調布 駅 付近 の 地下 化 、 京 急 蒲田 駅 付近 
の 高架 化 も 完成 し た 。 こ の 10 年 の 間 に 
は 帝都 高速 度 交通 営団 が 民営 化 に よっ 
て 東京 地下 鉄 と な り 、 東 急 電鉄 と 小田 
急 電鉄 の 複々線 化 が 進み 、 さ ら に 2013 
年 月 に は 東京 メト ロ 副 都心 線 と 東急 東 
横線 が 渋谷 で 繋が り 、5 社 に よる 相互 直 
通運 転 が 始 まる 。 大 学 時 代 を 日 吉 で 過 
ご し た 自身 に と っ て 、 首 都 圏 の 変貌 
は 、 当 時 、 想 像 すら で き な か っ た 。 ま 
た 、22011 年 3 月 11 日 の 東日本 大 震 災 の 
影響 で 、 三 陸 鉄 道 は 全線 復旧 に 向け て 
工事 が 進行 中 で ある 。 

東北 新幹線 の 延伸 と 九州 新幹線 の 開 
業 は 並行 在 来 線 の 第 三 セ クタ ー 化 で あ 


斉 て 銀河 鉄道 、 青 い 麻 鉄道 と 肛 
2 二 道 を 生み 、 一 方 、 巨 額 の 
共生 て 生ま れ た 痢 市 国 の 新 凶 線 
全便 に 行 き 店 まる ケー ス が 槍 
方 の 鉄道 事業 者 に お いて も 
か ら 訂 株 に 至る 昨 析 や 、 経 営 
変更 経堂 破 近 も 少な く な い 。 こ 

kg 問 で みる と 、 日 立 電鉄 、 鹿 島 鉄 
県 下 の 私 鉄 が 廃止 に 追 
導 85 年 前 に 訪れ た 時 、 当 際 
人 穫 で 国鉄 直通 急行 が 走っ 
ブン 雪 道 島原 外 港 一 加 津 人 間 、 
て 」 沢 と 十和田 の 両市 を 結ぶ 十 
内 光 電 鉄 が 廃止 に 琶 る と は 、 想 像 


だ に で き な か っ た 。 


林 書 発行 に あたり 、 新しく 加え る こ 
と に な っ た 新 交通 の 路線 は 初め て 乗車 
する 線 区 も 少な く な く 、 前 作 か ら 10 年 
ぶり に 訪れ た 路線 も 少な か ら ず あっ た 。 
> れ ら の 訪問 は 実に 楽し く 、 そ こ か ら 
吉 筆 、 資 料 整理 に 入る と 苦闘 の 連続 で 
あぁ っ た 。 

10 年 前 は 全て の 写真 が 銀 塩 の ポジ フ 
ルム で あっ た の に 対し 、 今 回 は 90% 
以上 が デジ タル 画像 で 、 こ れ も 時 代 の 
流れ と 考え られ る 。 CI の 変わ っ た 会 社 が 
多く 、 持 株 会 社 移行 の 会 社 が 散見 で き 
3 の も 10 年 前 と は 異な る 。 ま た 、 資 料 


呈 水 の 窟 口 が 女性 の 場合 が 多く 、 生 
貞 も そう で ある が 、 鉄 首 会 社 一男 性 入 
会 と いう 構図 も 変わ っ て いる 。 IC 生 還 
の 導入 も 著しい 。 

営 末 資料 に 関し て は 正確 性 を 期し た 
つも り で ある が 、 桂 史 等 と 国土 交 活 る 
阜 修 の 私 鉄 要覧 で 異な っ て いる 場合 も 
あり 、 社 史 等 の 記載 を 原則 と し て 優 邊 
し た 。 各駅 の 乗降 客 教 は 各社 局 の と 
回 答 を 基本 と し た が 、 お 答え いた だ け 
全 か っ た 社 局 も あり 、 一 部 は 前 作 の 教 
値 を 掲載 し 、 各 社 ど と に 算出 年 度 を 記 
戦 し て いる 。 資料 整備 は 時 間 と の 闘い 
で あっ た が 、 何 と か 行動 着手 か ら 1 年 以 
内 の 2013 年 1 月 まで の 発行 に 目処 が 立 
ち 、 本 日 、 本 稿 を 記し て いる 。 

2012 年 1 月末 時 点 で の 全国 165 社 局 
の 全て を 網羅 し て 紹介 する こと は 、 現 
時 点 、 そ し て 後世 か ら か ら み て も 価値 
の ある こと と 自負 し て いる 。 

同 

本 書 の 発行 を 快く お 受け いた だ いた 
ネコ ・ パ ブリ ッ シ ン グ の 名 取 紀 之 編集 
局長 、 資 料 の 御 提供 を いた だ きま し た 
掲載 各社 局 の ご 担当 者 様 を は じ め 、 関 
係 各 位 に 心 より 感謝 を 申し 上 げ 、 結 び 
の 言葉 と いた し ます 。 


2012 年 12 月 寺田 裕一 
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⑲ し な の 鉄道 
@ 上 田 電鉄 
アル ピコ 交通 
の 長野 電鉄 
⑭ 北 越 急 行 

6 黒部 峡谷 鉄道 
⑭ 関 西 電力 

@ 立 山 黒部 綱 光 
富山 地方 鉄道 
の 富山 ライ トレ ー ル 
万 葉 線 
北陸 鉄道 
⑩ の と 鉄道 


人 


筑豊 電気 鉄道 
⑯ 平 成 筑豊 鉄道 
⑮ 北 九州 高速 鉄道 
⑮ 福 岡市 交通 局 
@ 西 日 本 鉄道 
甘木 鉄道 

⑮ 松 浦 鉄道 

⑮ 島 原 鉄道 

⑮ 長 崎 電気 軌道 
⑲ 熊 本 電気 鉄道 


「⑭ 熊 本 市 交通 局 


⑩⑪ 南 阿蘇 鉄道 


「⑯ 肥 薩 お れん じ 鉄 道 


⑯ く ま 川 鉄道 


@ 鹿 児島 市 交通 選 


⑯ 沖 縄 都市 モノ レー ル 


ー コ 


中 国 [四国 運輸 選管 内 | 


⑮ 留 頭 電 行 
⑯ 則 山 電気 軌道 
⑬ 水 島 臨 海 鉄道 
⑱ 井 原 鉄道 
⑲⑱ 若 桜 鉄道 


⑭ 広 島 電鉄 

⑲⑭ 広 島 高速 交通 
⑲ 錦 川鉄 道 

⑲ 一 畑 電 車 

⑯ 高 松 琴平 電気 鉄道 
⑯ 伊 予 鉄道 
阿佐 海岸 鉄道 

⑲ 士 佐 く ろ し お 鉄道 
(⑲ 士 佐 電気 鉄道 


⑲ ス カイ レー ル サ ー ビ ス 


い 


了 信二 ー 収録 社 局 分 布 図 ( 西 日 本 ) 5 ・ 


⑪ 信 楽 高原 鐵道 
⑯ 京 阪 電気 鉄道 
⑲ 基 山 電鉄 

⑩ 京 福 電気 鉄道 
⑯⑱ 肉 峨 野 観光 鉄道 
qe 北 近畿 タン ゴ 鉄 道 
⑩⑰ 阪 意 電 鉄 

⑲ 能 勢 電鉄 

⑲⑱ 大 阪 高速 鉄道 
⑲⑱ 大 阪 市 交通 局 
⑫⑯ 北 大 阪急 行 電鉄 
⑫ 阪 堺 電気 軌道 
⑭ 南 海 電気 鉄 道 
⑭ 大 阪 府 都市 開発 
⑭⑮ 水 間 鉄 道 

⑭ 和 歌 山 電 鐵 

⑰ 紀 州 鉄道 

⑱ 阪 神 電気 鉄道 
⑲⑱ 神 戸 新 交通 

⑬ 神 戸 市 交通 局 
⑬ 北 神吉 行 電鉄 
(⑫ 神 戸 電鉄 

⑬ 山 陽 電 気 鉄道 
⑱⑭ 北 条 鉄 首 


※ 国 士 交通 省 が 定め る 地方 運輸 局 の 管轄 区 域 は 
2018( 平 成 24) 年 3 月 末日 現在 


